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池寺道上遺跡（新潟市遺跡番号 151）の発掘調査記録

である。細池寺道上遺跡第 29次調査は平成 21年度に、第 31次調査は平成 22年度（1〜 4区）に実施した。

	 2	 書名は旧新津市教育委員会および新潟市教育委員会刊行の発掘調査報告書〔北村・菊池ほか2004、潮田 2014、立木・相

澤ほか2014、遠藤・青木ほか2015、立木・細井ほか2015、立木・奈良・安達ほか2017、立木・奈良・石川ほか2018、立木・奈良・石川ほか

2019、立木・奈良・細野ほか2019〕に続く細池寺道上遺跡については 10冊目の報告書であることから『細池寺道上遺跡Ⅹ　

第 29・31次調査』とした。本書が、県営ほ場整備事業（担い手育成型）両新地区造成に伴う本発掘調査の最終発掘調査報

告書である。

	 3	 調査は県営ほ場整備事業（担い手育成型）両新地区造成に伴い、新潟県から新潟市が受託した。調査は新潟市教育委員会（以

下、市教委という）が調査主体となり、新潟市文化スポーツ部歴史文化課文化財センター（以下、市文化財センターという）が

補助執行した。

	 4	 平成 21・22年度に発掘調査と整理作業、平成 23〜令和 2年度に整理作業、令和 2年度に報告書刊行を行った。発掘

調査と整理作業の体制は第Ⅲ章に記した。

	 5	 平成 21・22年度の発掘調査に伴う測量業務は株式会社オリスに委託した。

	 6	 出土遺物及び調査・整理作業に係る記録類は、一括して市文化財センターが保管・管理している。

	 7	 本書の編集は立木宏明・奈良佳子（市文化財センター）が行った。遺構図版の作成は立木・奈良・遠藤恭雄・相沢裕子・

澤野慶子（市文化財センター）・朝岡政康・牧野耕作（市歴史文化課）が行った。遺物図版の作成は立木・奈良・相沢・澤野

が行い、遺構・遺物写真図版の作成は立木・奈良・澤野・牧野が行った。執筆分担は以下の通りである。

	 	 第Ⅰ・Ⅱ章：立木、第Ⅲ章：立木・朝岡・遠藤、第Ⅳ章：奈良・牧野、第Ⅴ章：奈良・立木、第Ⅶ章：立木・奈良、第

Ⅵ章第 1節：奈良、第Ⅵ章第 2〜 8節については第 2〜 6節：火山灰研究所、第 7節：奈良貴史氏・小林鷹氏・波多野

悠夏氏（学校法人日本歯科大学新潟生命学部（当時））・佐伯史子氏（日本人類学会会員（当時））・澤田純明氏（聖マリアンナ医科大

学解剖学講座（当時））・辰巳晃司氏、第 8節：氏家良博氏（弘前大学大学院理工学研究科（当時））・上條信彦氏（弘前大学人文学

部（当時））・（株）古環境研究所による分析報告を編集して掲載した。調査終了後間もなく玉稿を寄せていただいた諸氏に

は刊行が遅くなってしまったことをお詫び申し上げたい。

	 8	 第Ⅱ章第 1〜 3節を『中谷内遺跡発掘調査報告書Ⅱ』〔渡邊ほか2002〕および『萱免遺跡		第 2次調査』〔立木ほか2009〕、『細

池寺道上遺跡Ⅸ		第 50 次調査』〔立木・奈良・細野ほか2019〕から引用・一部加筆した。

	 9	 本書で用いた写真は、遺跡写真は朝岡・遠藤・相沢・澤野が撮影し、遺物写真は株式会社シン技術コンサル・佐藤俊英

氏（ビッグヘッド）・立木・奈良・今井さやか・山嵜一貴（市文化財センター）、	エックス線写真（写真図版 198-200）は今井が

撮影した。ただし、写真図版 1は米軍（国土地理院発行）、写真図版 2〜 3は（株）オリスが撮影したものを使用した。

	 10	 遺物実測図のデジタルトレースおよびDTPソフトによる各種版下の作成は有限会社不二出版に委託し、完成データを

印刷業者へ入稿した。

	 11	 今回の調査成果については、これまで現地説明会資料（平成 21年 9月 19日、平成 22年 10月 31 日）や平成 21・22年度

新潟市遺跡発掘調査速報会〔朝岡 2010b、遠藤 2011〕で発表されている。報告書と齟齬のある場合は、本報告書をもって

正とする。

	 12	 調査から本書の作成に至るまで下記の方々・機関より御指導・御協力を賜った。ここに記して厚く御礼申し上げる。

	 	 　穴澤義功・伊藤秀和・小熊博史・春日真実・加藤　学・小林昌二・鈴木俊成・高橋保雄・鶴巻康志・土橋由理子・

	 	 　古澤妥史・水澤幸一・三ツ井朋子・奈良貴史

	 	 　新潟県教育庁文化行政課・（公財）新潟県埋蔵文化財調査事業団・新潟県新潟地域振興局農林振興部・

	 	 　新津郷土地改良区

（所属・敬称略、五十音順）

例　　　言



	 1	 本書は本文編・図面図版編・写真図版編の 3分冊からなるうちの「本文編」である。

	 2	 本書で示す方位は全て真北である。磁北は真北から西偏約 7度である。

	 3	 掲載図面のうち、既存の地形図等を使用したものは、原図の作成者・作成年を示した。

	 4	 本文中の注は各節の末尾に記した。本書で引用している文献については、著者名の 50音順 , 同著者では発行年順にま

とめて第Ⅶ章の後に掲載したが、第Ⅵ章のみに引用されている文献については、一覧の末尾に別個にまとめている。本文

中では著者名と発行年（西暦）を〔　〕内に示した。

	 5	 遺構番号は現場で付したものを用いた。番号は遺構の種別ごとに付さず、年度および区ごとに通し番号とした。遺構種

別は、以下の略称を用いて表した。

	 	 井戸（SE）、土坑（SK）、性格不明遺構（SX）、溝（SD）、水田跡（SN）、小土坑（Pit）、掘立柱建物（SB）、旧河道（河）

	 6	 土層の土色および遺物の色調観察は『新版		標準土色帖』〔小山・竹原 1967〕を用いた。

	 7	 遺物の注記は「細池寺道上」とし、出土地点や層位を続けて記した。平成 21・22年度出土遺物は遺跡名の前にそれぞ

れ西暦の後半数字の「09・10」を付した。

	 8	 遺構の記述は、区ごとに、井戸（SE）、土坑（SK）、性格不明遺構（SX）、溝（SD）、水田跡（SN）、小土坑（Pit）、掘立柱

建物（SB）、旧河道（河）の順、同一調査区内の同種遺構については、想定時期の別にかかわらず、番号順に記した。この

順番は遺物の記述、別表、図面図版、写真図版に掲載した遺構・遺物の順番と概ね対応する。

	 9	 遺物番号は種別ごとに第 29次調査・第 31次調査（1〜 4区）の順に通し番号とした。なお土器と陶磁器、金属製品と

鍛冶関連遺物は一括し、土製品・焼成粘土塊・石製品・銭貨・木製品についてはそれぞれ 1から番号を付し、その番号を

本文および観察表・図面図版・写真図版に共通して用いた。

	 10	 本文中の挿図に用いた地形図、遺構・遺物の縮尺は各図に示した。

	 11	 遺構計測表における（　）付きの値は残存値を意味し、遺物観察表中における（　）付きの値は、推定値を意味する。

	 12	 遺構の新旧関係を表現する際に「<」や「>」を用いた。例えば、SK1<SK2 となる場合は SK1が古く、SK2が新しい

ことを示す。

	 13	 本文・図版中、第 29次調査を略して西暦下二桁の「09」、第 31次調査を略して同様に「10」と記述することがある。
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1

第Ⅰ章　序　　　章

第 1 節　遺　跡　概　観（第 1 表）

現在、細池寺道上遺跡として登録されている一帯は、かつて細池、寺道上、木津橋、土手外遺跡が遺跡登録さ

れていた地域である。後述するように本報告に至る 50 次の調査（第 1 表）を経るなかで、範囲の見直しが検討

された結果、現状の遺跡範囲となったものである。

最も早く遺跡として周知されたのは寺道上遺跡で、昭和 60 年 8 月に行われた新潟県教育委員会（以下、県教

委という）主催の遺跡詳細分布調査の折に、平安時代の須恵器甕・杯が見いだされ古代を中心とした遺跡として

登録された（旧新津市遺跡番号 28）。次いで木津橋遺跡が平成元年刊行の『新津市史資料編第 1 巻　原始・古代・

中世編』〔川上・木村・鈴木 1989〕で報告され古代の遺跡として登録されている（旧新津市遺跡番号 63）。細池遺跡

は平成 2 年に県教委が行った磐越自動車道建設に伴う試掘・確認調査により、金屋集落横が寺道上遺跡の地点

と異なることから新遺跡として登録された（旧新津市遺跡番号 68）。さらに、その調査の際に寺道上遺跡の遺跡範

囲も拡大し再登録された。その後の平成 3・4 年に県教委により細池遺跡と寺道上遺跡の本発掘調査が行われ〔小

池ほか 1994〕、平成 8・9 年には新津市により農道建設に伴う本発掘調査が細池遺跡で実施された〔立木・渡邊ほか

1998〕。平成 11 年には新津市による同原因の調査が寺道上遺跡で実施された〔渡邊ほか 2001〕。そして平成 13 年

に行われた両新地区ほ場整備事業に伴う確認調査（図版 4）の結果、遺跡範囲がさらに拡大し、細池・寺道上の

両遺跡と木津橋遺跡を含めた範囲を「細池寺道上遺跡」（旧新津市遺跡番号 28、新潟市遺跡番号 151）として、寺道

上遺跡の番号を用いて再登録されることになった。それに伴う処置として、細池・木津橋遺跡の遺跡番号は欠番

として扱うこととなった。これ以降の遺跡名は「細池寺道上遺跡」の名称を用いる。同年、土手外遺跡（旧新津

市遺跡番号 89）が細池寺道上遺跡の東側で古代・中世の遺跡として新発見され、遺跡登録されたが、平成 14 年

に行われた両新地区ほ場整備に伴う確認調査の結果、細池寺道上遺跡の範囲拡大により同遺跡に統一された。そ

れに伴い土手外遺跡の遺跡番号は欠番となった。本報告の調査区に関わる確認調査の結果は第Ⅲ章第 1 節に詳

述する。

現在の細池寺道上遺跡においてこれまで行われた本発掘調査の成果を以下に概観する。平成 3・4 年度にかけ

て県教委が磐越自動車道建設に伴い「細池遺跡」19,960m2、「寺道上遺跡」14,660m2 の計 34,620m2 を調査

している。その結果、微高地上に古代から中世に至る集落跡・ほ場跡などが検出されている〔小池ほか 1994〕。特

筆されるものとしては、中世のほ場跡に伴う掘込田がある。平成 8・9 年度に行われた農道建設に伴う「細池遺跡」

の本発掘調査〔立木・渡邊ほか 1998〕では、2,848m2 が調査され、平安時代に所属する遺構・遺物が検出された。

平成 11 年には農道建設に伴い、843.78m2 が調査され、「都保一口」と刻書された短頸壺に代表される 9 世紀

第 2 四半期のまとまった土器群が確認された。短期間に営まれた集落跡で遺物の出土状況も良好であり、古代

土器編年研究に重要な調査例となった。平成 15 年度には、東北電力西新潟線鉄塔建替工事に伴う本発掘調査を

ほ場整備事業対象範囲で実施し、細池寺道上遺跡の一部 397.77m2 を調査した結果、古代の河道跡が検出され、

仏鉢形土器など特殊な土器を含む 9 世紀後半の土器が出土している〔北村・菊池ほか 2004〕。

平成 19 年度から細池寺道上遺跡範囲内で本格的にほ場整備に伴う本発掘調査が開始され、当年度は 8,952.7m2

が調査され、区画溝で区切られた中世の集落が確認された〔潮田 2014〕。平成 20 年度には 2,911.5m2 が調査さ

れ、鎌倉・室町時代の集落跡が確認された。14 世紀後半の集落間を結ぶ「道路」が確認されている〔立木・相澤（髙

野）ほか 2014〕。平成 21 年度には 2,374.84m2 を調査し、旧河道に沿って古代・中世の集落域が確認された〔本書〕。
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第 1 節　遺　跡　概　観

通算
調査
回数

県営ほ場整備両
新地区に伴う発

掘調査回数
調査年次 調査種別 調査原因

調査
主体

担当 調査面積 トレンチNo. 文献 遺跡名 備考

S60年（1985）
8.4

分布調査
新潟県遺跡
詳細分布調査

新潟県 県文化行政課 寺道上 寺道上遺跡を新登録。

H1年（1989） 分布調査

「新津市史資
料編  第1巻
原始・古代・
中世」に伴う
調査

新津市 川上貞雄
〔川上ほか

1989〕
木津橋

市史に現存の「細池寺道上遺跡」の一部の木津
橋遺跡が古代の遺跡として掲載され、一般に周
知される。

1
H2年（1990）
10.1 〜 10.18

確認調査 磐越自動車道 新潟県 県文化行政課　小池義人 958㎡
〔小池ほか

1994〕
細池

2
H2年（1990）
10.1 〜 10.18

確認調査 磐越自動車道 新潟県 県文化行政課　小池義人 820㎡
〔小池ほか

1994〕
寺道上

3
H3年（1991）
4.15 〜 12.7

本発掘調査 磐越自動車道 新潟県 県文化行政課　小池義人

34,620㎡
（細池遺跡
19,960㎡、
寺道上遺跡
14,660㎡）

〔小池ほか

1994〕

細池

古代・中世の集落跡の一部および中世の広範囲
なほ場が確認された。奈良・平安時代の遺物は
9世紀が主体で、新津丘陵産および佐渡産須恵
器が確認されている。

4
H3年（1991）
7.8 〜 12.7

本発掘調査 磐越自動車道 新潟県 県文化行政課　小池義人 寺道上

5
H4年（1992）
4.8 〜 8.7

本発掘調査 磐越自動車道 新潟県 県文化行政課　小池義人 細池

6
H4年（1992）
4.8 〜 6.30

本発掘調査 磐越自動車道 新潟県 県文化行政課　小池義人 寺道上

7
H7年（1995）
11.6 〜 11.10

確認調査 農道拡幅 新津市
新津市教育委員会　
渡邊朋和

97.2㎡ 1〜27T 細池

8
H8年（1996）
7.22 〜 7.23

確認調査 農道拡幅 新津市
新津市教育委員会　
渡邊朋和

52.8㎡ 1〜22T 寺道上

9
H8年（1996）
10.17 〜 12.13

本発掘調査 農道拡幅 新津市
新津市教育委員会　
渡邊朋和

1,429㎡
〔立木・

渡邊ほか

1998〕
細池

古代の集落跡の一部および中世のほ場が確認さ
れた。

10
H9年（1997）
10.7 〜 11.25

本発掘調査 農道拡幅 新津市
新津市教育委員会　
立木宏明

1,419㎡ 細池

11
H9年（1997）
10.30

確認調査 農道拡幅 新津市
新津市教育委員会　
渡邊朋和

8.84㎡ 23〜26T 寺道上

12
H11年（1999）
10.1 〜 12.15

本発掘調査 農道拡幅 新津市
新津市教育委員会　
渡邊朋和

843.78㎡
〔渡邊ほか

2001〕
寺道上

古代の溝などを検出した。「都保一口」とヘラ
書きされた須恵器短頸壺が出土した。

13 1
H13年（2001）
10.15 〜 11.8

確認調査
両新地区ほ場
整備事業

新津市
新津市教育委員会　
渡邊朋和

1,147.5㎡

A地区1〜
77T、
B地区1〜
178T

寺道上
細池・寺道上・木津橋遺跡を統合し細池寺道上
遺跡とする。

14 2
H13年（2001）
10.15 〜 11.8

確認調査
両新地区ほ場
整備事業

新津市
新津市教育委員会　
渡邊朋和

木津橋

15 3
H13年（2001）
10.15 〜 11.8

確認調査
両新地区ほ場
整備事業

新津市
新津市教育委員会　
渡邊朋和

細池

16 4
H13年（2001）
10.15 〜 11.8

確認調査
両新地区ほ場
整備事業

新津市
新津市教育委員会　
渡邊朋和

土手外 土手外遺跡を新遺跡登録。

17
H14年（2002）
10.16 〜 10.24

確認調査 鉄塔建設 新津市
新津市教育委員会　
立木宏明

39.6㎡ 東17〜24T 細池寺道上

18 5
H14年（2002）
10.16 〜 11.15

確認調査
両新地区ほ場
整備事業

新津市
新津市教育委員会　
渡邊朋和

1,701㎡

A地区78〜
211T、B地区
179〜293T、
C地区1〜129T

細池寺道上 土手外遺跡を統合し細池寺道上遺跡とする。

19 6
H14年（2002）
10.16 〜 11.15

確認調査
両新地区ほ場
整備事業

新津市
新津市教育委員会　
渡邊朋和

土手外

20
H15年（2003）
9.5 〜 12.19

本発掘調査 鉄塔建設 新津市
シン技術コンサル　
北村　淳

397.77㎡
〔北村ほか

2004〕
細池寺道上

古代の旧河道が検出され、覆土中に土師器・須
恵器の食膳具が多出した。「川相」と墨書きさ
れた墨書土器が出土した。

21 7
H15年（2003）
11.17 〜 12.1

確認調査
両新地区ほ場
整備事業

新津市
新津市教育委員会　
渡邊朋和

490.5㎡
A地区212〜
228T、C地区
130〜238T

細池寺道上

22 8
H16年（2004）
10.4 〜 11.5

確認調査
両新地区ほ場
整備事業

新津市
新津市教育委員会　
渡邊朋和

40.05㎡
A地区229〜
392T、B地区
294〜382T

細池寺道上

23 9
H17年（2005）
10.11 〜 10.26

確認調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市埋蔵文化財センター
渡邊ますみ

154.5㎡
B地区383〜
446T、C地区
239〜305T

細池寺道上

24 10
H18年（2006）
11.10

確認調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市 県文化行政課　沢田　敦 24㎡
A地区493〜
498T

細池寺道上

25 11
H19年（2007）
6.11 〜 12.11

本発掘調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市埋蔵文化財センター
諫山えりか

8,952.7㎡
〔潮田

2014〕
細池寺道上

古代・中世の集落跡が確認された。主体は中世
（13C末〜 14C初頭）で、溝で区画された中に
掘立柱建物や井戸を構築し、居住域としている。

26 12
H20年（2008）
6.10 〜 9.27

本発掘調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市埋蔵文化財センター
立木宏明

2,911.5㎡

〔立木・相
澤（高野）
ほか

2014〕

細池寺道上

中世の集落跡。掘立柱建物、井戸、土坑、ピッ
トなどが確認され遺構密度が高い。道路状遺構
や橋状構造物などの土木構造が確認されてい
る。遺物は鎌倉・室町時代の珠洲焼、青磁、白
磁、瀬戸・美濃焼などが出土している。

27
H20年（2008）
10.14 〜 10.16

確認調査 農道建設 新潟市
新潟市埋蔵文化財センター
今井さやか

117㎡
C地区R1〜
53T

細池寺道上

28
H21年（2009）
5.28

確認調査 作業所 新潟市
新潟市埋蔵文化財センター
諫山えりか

3㎡ B地区1T 細池寺道上

29 13
H21年（2009）
6.15 〜 10.17

本発掘調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市埋蔵文化財センター
朝岡政康

2,374.84㎡ 〔本書〕 細池寺道上

古代・中世の集落跡が確認された。掘立柱建物、
井戸、土坑、溝、ピット、旧河道が確認されて
いる。遺物は平安時代では須恵器・土師器が出
土し、鎌倉・室町時代では瀬戸美濃焼、珠洲焼、
青磁、白磁などが出土している。各時代共に水
辺に集落を営んだ様子がうかがえる。

30
H22年（2010）
5.11

確認調査 放送局舎建築 新潟市
新潟市埋蔵文化財センター
立木宏明

3㎡ C地区1T 細池寺道上

31 14
H22年（2010）
6.21 〜 12.1

本発掘調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市埋蔵文化財センター
遠藤恭雄

4,464.22㎡ 〔本書〕 細池寺道上

古代・中世の集落跡が確認された。掘立柱建物、
井戸、土坑、溝、ピット、旧河道が確認されて
いる。遺物は平安時代では須恵器・土師器、鎌
倉・室町時代では珠洲焼、中世土師器、鍛冶関
連遺物、農具を転用した井戸側板などが出土し
ている。平安時代には主に農地として利用され、
鎌倉・室町時代には居住域として利用されたも
のと考えられる。

32 15
H23年（2011）
7.25 〜 8.25

本発掘調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市文化財センター
前山精明

220.2㎡
〔立木・

細井ほか

2015〕
細池寺道上

古代のピット、近世以降の流路、水田の一部と
考えられる畦が確認された。遺物は古代の土師
器・須恵器、鎌倉・室町時代の珠洲焼、流路1
から砥石転用の唐津焼が出土した。近世以降の
地形改変が著しく、古代〜中世の遺構・包含層
は南地区南端部に限定された。

33
H23年（2011）
8.3 〜 8.4

確認調査 農道建設 新潟市
新潟市文化財センター
廣野耕造

90㎡
C地区R1〜
15T

細池寺道上

34
H23年（2011）
10.28

確認調査 農道整備 新潟市
新潟市文化財センター
廣野耕造

48㎡ C地区1〜8T 細池寺道上

35 16
H24年（2012）
5.29

確認調査 農道建設 新潟市
新潟市文化財センター
前山精明

9㎡
C地区A499・
500T

細池寺道上

36
H24年（2012）
7.3 〜 7.4

確認調査 道路改良 新潟市
新潟市文化財センター
廣野耕造

84㎡ A地区1〜15T 細池寺道上

第 1表　細池寺道上遺跡調査履歴
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第Ⅰ章　序　　　章

平成 22 年度には 4,464.22m2 を調査して古代・中世の集落跡を確認し〔本書〕、中世の井戸中から農耕具のエブリ・

田下駄などの木製品が井戸側に再利用された状態で出土して注目される。平成 23 年度には 220.2m2 を調査し、

古代の須恵器・土師器、中世の珠洲焼などが出土した。遺構は近世以降の撹乱により明瞭ではないが、調査区南

端から少数確認されている〔立木・細井ほか 2015〕。平成 24 年度には 4,715.68m2 を調査し、古代の旧河道から

多量の須恵器・土師器・木製品（斎串・皿など）が出土し、祭祀跡を確認した〔立木・細井ほか 2015〕。平成 25 年

度には 2,814.55m2 を調査し、古代の集落跡の一部と、中世の水田跡とそれに伴う掘立柱建物と井戸などで構成

された居住域などを検出した〔立木・細井ほか 2015〕。平成 26 年度には 5,547.6m2 が調査され、古代の旧河道・

カマド状遺構・掘立柱建物・井戸などが検出された、また須恵器・土師器の土器類も多く出土し、古代の拠点集

落的な様相が確認された〔立木・奈良・安達ほか 2017〕。同年市道建設に伴う調査が、ほ場整備平成 20 年度本発掘

調査区隣接地で行われ、中世の道路状遺構などが検出された〔遠藤・青木ほか 2015〕。平成 27 年度には平成 26 年

度本発掘調査区の東側を 8,712.88m2 調査し、延長 100m におよぶ中世の道路状遺構の一部を検出した。また、

江戸時代初期からはじまる近世集落を確認した〔立木・奈良・石川ほか 2018〕。平成 28 年度には 8,716.71m2 を調

査し、中世の集落域および方形区画墓 2 基と近世の集落域・墓域が確認された〔立木・奈良・石川ほか 2019〕。平

成 29 年度には 1,746.85m2 が調査され、古代の旧河道から多量の遺物が出土した〔立木・奈良・細野ほか 2019〕。

通算
調査
回数

県営ほ場整備両
新地区に伴う発

掘調査回数
調査年次 調査種別 調査原因

調査
主体

担当 調査面積 トレンチNo. 文献 遺跡名 備考

37
H24年（2012）
7.13

確認調査 庫裡改築 新潟市
新潟市文化財センター
廣野耕造

6㎡ B地区1・2T 細池寺道上

38 17

H24年（2012）
7.23 〜
H25年（2013）
1.10

本発掘調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市文化財センター
前山精明

4,715.68㎡
〔立木・

細井ほか

2015〕
細池寺道上

古代・中世の農地。遺構は水田、井戸、テラス
状遺構、木道、土坑・ピット、溝、旧河道が確
認されている。遺物は平安時代の須恵器、土師
器、盤や斎串などの木製品、鎌倉・室町時代の
珠洲焼が出土している。各時代とも水辺に営ま
れた農地と考えられる。

39
H24年（2012）
10.16

確認調査 墓地造成 新潟市
新潟市文化財センター
諫山えりか

11.2㎡ B地区1〜4T 細池寺道上

40
H25年（2013）
2.22

確認調査 避雷針設置 新潟市
新潟市文化財センター
渡邊ますみ

9.3㎡ B地区1T 細池寺道上

41 18
H25年（2013）
7.25 〜 12.27

本発掘調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市文化財センター
立木宏明

2,814.55㎡
〔立木・

細井ほか

2015〕
細池寺道上

古代・中世の集落と、中世の耕作地。遺構は掘
立柱建物、水田跡、井戸、杭列、溝、土坑、ピッ
トが確認された。遺物は平安時代では須恵器・
土師器が中心で、鎌倉・室町時代では珠洲焼等
が出土している。1区は平安時代では集落、鎌
倉・室町時代では集落とそれに隣接する水田跡
が確認できた。2・3区は調査区が狭小であるが、
古代・中世の遺跡が広がることが確認できた。

42
H25年（2013）
11.18 〜 11.22

確認調査 市道改良 新潟市
新潟市文化財センター
朝岡政康

51.44㎡ A地区1〜9T 細池寺道上

43
H26年（2014）
6.20 〜 10.10

本発掘調査 市道改良 新潟市
新潟市文化財センター
遠藤恭雄

557.28㎡
〔遠藤・

青木ほか

2015〕
細池寺道上

第26次調査2区隣接地の調査である。中世の遺
構集中区が3か所確認され、第26次調査に続く
道路状遺構および掘立柱建物なども確認され
た。それ以外に井戸・土坑・Pitを多数検出し
集落域の広がりを確認した。

44 19
H26年（2014）
7.16 〜 12.26

本発掘調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市文化財センター
立木宏明

5,547.6㎡

〔立木・
奈良・
安達ほか

2017〕

細池寺道上

古代・中世の拠点集落。遺構は掘立柱建物、竪
穴状遺構、カマド状遺構、井戸、土坑、溝、
Pit、道路状遺構などが確認された。遺物は平
安時代の須恵器・土師器が中心で、鎌倉・室町
時代では珠洲焼や青磁椀、その他に井戸側板・
曲物・漆器といった木製品が出土している。

45 20
H27年（2015）
6.10 〜 6.11

確認調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市歴史文化課
諌山えりか

36㎡
B地区447〜
457T

細池寺道上

46 21

H27年（2015）
7.27 〜
H28（2016）
2.29

本発掘調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市文化財センター
立木宏明

8,712.88㎡

〔立木・
奈良・
石川ほか

2018〕

細池寺道上

古代〜近世の集落と、古代・中世の耕作地およ
び中世の100mにおよぶ道路状遺構が確認され
た。遺物は平安時代の須恵器・土師器、鎌倉・
室町時代の珠洲焼、その他に柱根などの木製品、
鉄製品、石製品が出土している。

47 22
H27年（2015）
8.20

確認調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市文化財センター
立木宏明

49.5㎡
B地区458〜
472T

細池寺道上

48 23
H28年（2016）
6.16 〜 12.28

本発掘調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市文化財センター
立木宏明

8,716.71㎡

〔立木・
奈良・
石川ほか

2019〕

細池寺道上

古代〜近世の集落と、中世の方形区画墓および
耕作地、道路状遺構が確認された。近世では
17世紀から始まる近世墓が確認された。遺物
は平安時代の須恵器・土師器、鎌倉・室町時代
の青磁・青白磁、珠洲焼、安土桃山・江戸時代
の唐津焼・肥前系磁器、その他に桶などの木製
品、鉄製品、石製品が出土している。

49 24
H28年（2016)
9.30 〜 10.5

確認調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市歴史文化課
朝岡政康

90.83㎡
C地区306〜
316T
D地区1〜8T

細池寺道上

50 25
H29年（2017）
7.1 〜 12.28

本発掘調査
両新地区ほ場
整備事業

新潟市
新潟市文化財センター
立木宏明

1,746.85㎡

〔立木・
奈良・
細野ほか

2019〕

細池寺道上
古代の旧河道から多量の遺物が出土した。遺物
は土師器・須恵器・木製品・石製品が出土して
いる。

※　　第17次調査東1〜13Tは中谷内遺跡・沖ノ羽遺跡・大下遺跡・西江浦遺跡の範囲のため除外

※※　「遺跡名」とした項目は調査当時の遺跡名である。旧遺跡名が含まれる。
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第 2 節　発掘調査に至る経緯

平成 7 年度に、新潟市秋葉区内の旧阿賀浦村・新関村区域（両新地区）における県営ほ場整備事業の計画が旧

新津市生涯学習課に知らされた。旧新津市生涯学習課は、新津東土地改良区（現新津郷土地改良区）および旧新津

市農産業振興課と協議を重ね、県教委が平成 3・4 年度に磐越自動車道建設に伴い本発掘調査を実施した細池遺

跡・寺道上遺跡〔小池ほか 1994〕の範囲とあわせて多くの遺跡の存在が予想され、将来本発掘調査の必要性があ

る旨伝えた。平成 11 年度に入り、事業計画が見直され、県営ほ場整備事業（担い手育成型）両新地区として約

170ha が対象になり、新潟県新津農地事務所（現新潟県新潟地域振興局農林振興部、以下、新潟地域振興局という）と

協議を行い、全区域を対象とした試掘・確認調査を平成 13 〜 18 年度に実施した。その結果、ほ場整備事業範

囲内に細池寺道上遺跡、西江浦遺跡、道上遺跡、下久保遺跡の 4 遺跡が確認された。

平成 17 年 3 月の市町村合併により発掘調査の事業主体は新潟市教育委員会となった。道上遺跡については

平成 17 年度、下久保遺跡については平成 18 年度に本発掘調査を終了し、発掘調査報告書を刊行している〔龍

田ほか 2018〕。平成 19 年度から毎年、ほ場面工事に伴う細池寺道上遺跡の本発掘調査を行っている。本発掘調査

の概要は前節で触れたが、詳細は平成 19 年度〔潮田 2014〕、平成 20 年度〔立木・相澤（髙野）ほか 2014〕、平成

21 年度〔本書〕、平成 22 年度〔本書〕、平成 23・24・25 年度〔立木・細井ほか 2015〕、平成 26 年度〔立木・奈良・

安達ほか 2017〕、平成 27 年度〔立木・奈良・石川ほか 2018〕、平成 28 年度〔立木・奈良・石川ほか 2019〕平成 29 年度

〔立木・奈良・細野ほか 2019〕の各報告で明らかにしている。

本書に掲載した平成 21 年度および平成 22 年度における細池寺道上遺跡の本発掘調査対象範囲の設定は新潟

地域振興局・新津郷土地改良区・新潟市歴史文化課の 3 者による協議で進められた。平成 11 年 9 日 10 日付け

教文第 578 号で新潟県教育委員会教育長から通知された「発掘調査の要否の判断基準について（通知）」に基づき、

遺跡の取扱いを巡って協議を重ねた結果、工事による掘削によって保護層（工事の施工に際して埋蔵文化財を保護す

るために設ける一定以上の厚さの土層、樹脂等による緩衝層）を確保できない用・排水管の敷設部分および田面部分の

本発掘調査を実施することで合意に至った。

平成 21 年度調査地については、平成 21 年 4 月 15 日付け新振津農第 29 号で文化財保護法第 94 条第 1 項

の通知が、同日付け新振津農第 30 号で本発掘調査依頼が新潟地域振興局より提出され、平成 21 年 5 月 15 日

付け教文第 237 号の 2 で新潟県教育委員会教育長から新潟地域振興局長宛てに、本発掘調査を実施するよう指

示文が出された。これを受けて、新潟市教育委員会教育長から新潟県教育委員会教育長宛てに、平成 21 年 6 月

10 日付け新歴 B 第 13 号の 11 で文化財保護法第 99 条第 1 項による発掘調査の通知を提出し、本発掘調査を

実施した。調査終了後、平成 21 年 11 月 20 日付け新歴 B 第 13 号の 15 で新潟市教育委員会教育長から新潟

県教育委員会教育長宛てに終了報告を提出している。最終的な調査面積は、上端面積 2,374.84m2・下端面積

2,266.81m2 である。

平成 22 年度調査地については、平成 22 年 4 月 22 日付け新振津農第 99 号で、文化財保護法 94 条第 1 項の

通知が、同日付け新振津農第 100 号で本発掘調査の依頼が提出され、平成 22 年 5 月 11 日付教文第 174 号の

2 で新潟県教育委員会教育長から新潟地域振興局長宛てに、本発掘調査を実施するよう指示文が出された。これ

を受けて、平成 22 年 6 月 15 日付け新歴 B 第 20 号の 11 で文化財保護法第 99 条 1 項による発掘調査の通知

を提出し、本発掘調査を実施した。調査終了後、平成 22 年 12 月 24 日付け新歴 B 第 20 号の 14 で新潟市教育

委員会教育長から新潟県教育委員会教育長宛てに終了報告を提出している。

最終的な調査面積は、1 区上端面積 398.10m2・下端面積 340.29m2、2 区上端面積 3,320.36m2・下端面積

3,276.47m2、3 区上端面積 498.95m2・下端面積 411.20m2、4 区上端面積 246.81m2・下端面積 181.58m2 である。

合計調査面積は、上端面積 4,464.22m2・下端面積 4,209.54m2 となった。
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第 1 節　遺跡の位置と地理的環境（第 1・2 図、図版 1・2）

新潟市は平成 17 年に周辺 13 市町村との合併により総面積 726.45km2 を有する広大な市となり、越後平野

を中心に、西の弥彦・角田山塊、南の新津丘陵と起伏に富む地形を有している。新潟市の大部分を占める越後平

野は、日本有数の大河川である信濃川、阿賀野川などにより運搬された土砂により形成され、南北約 100km、

東西約 20km、面積約 2,070km2 におよぶ日本第 2 の広がりを持つ。主に砂丘・潟・低湿地帯からなる沖積平

野であり、河川周辺の低湿地帯には自然堤防の発達がみられる。

細池寺道上遺跡が所在する新潟市秋葉区（以下、秋葉区）は越後平野のほぼ中央に位置し、新津丘陵を中心と

して東に阿賀野川、西に信濃川が北流し、丘陵東側縁を能代川が北流する。新津丘陵は、加茂川を南限に南南

西から北北東に連なる標高 278m の高立山を最高点とする起伏の小さな丘陵であり、菩提寺山以北では 120 〜

160m と標高を下げ、北端の秋葉山付近では標高 70 〜 80m となる。丘陵の縁辺は標高 10 〜 70m 地点で小規

模な段丘地形が 4 段みられ、それを挟んで沖積地が広がる。沖積地の大部分は信濃川・阿賀野川・能代川の堆

積作用によって形成されており、自然堤防、旧河道、後背湿地、三角州などの多様な地形がみられる。特に、阿

賀野川は平野部に入ると交互砂州が形成され蛇行流となり、さらに網状流に遷移することから多くの自然堤防を

形成している。能代川も蛇行流で、新津丘陵北東縁から下流部に自然堤防を形成している。これらの河川は、中

世以降水上輸送路として、また低地への灌漑用水としても重要な役割を果たしてきたが、度重なる災害をもたら

しており、近世以降数次にわたり河川改修が実施されてきた。阿賀野川は享保 15（1730）年の新発田藩による

松ヶ崎放水路の開削により蛇行流が少なくなり、明治時代末〜大正時代初頭の 1910 年代にはほぼ現河道となっ

た。能代川の治水対策は近世に開始されたが、本格的な改修工事は昭和 22（1947）年に着手された。蛇行部分

が直線化され、秋葉区新津地区の市街地を貫流していた本来の流路から迂回させる分流（捷水路）が東へ造られ、

現在の能代川や新津川となった。能代川と新津川は下興野付近で再び合流し、荻島付近で小阿賀野川に注いでい

る。

当遺跡は新津丘陵の東方、能代川と阿賀野川に東西を囲まれた沖積地に所在する。現在、付近一帯は整然とほ

場が区画された平坦な水田地帯であるが、この景観は大正時代末〜昭和 20 年代に行われた耕地整理事業によっ

て形成されたもので、それ以前は低湿地や微高地が入り組む非常に起伏に富んだ地形であった。土地利用のあり

方も現在とは異なり、低地には方形区画の水田、微高地には畑、微高地縁辺は地面を掘りくぼめて水田化した所

謂「堀田」が混在していた。このような旧景観は小池義人氏の報告に詳しい〔小池ほか 1994〕。氏の指摘するとお

り、遺跡は土地の利用状況から主に、旧河道の形成した自然堤防等の微高地上あるいはその周縁に立地している

とみられ、今回報告する第 29 次、第 31 次調査地も同様な地形上に営まれた集落跡にあたると考えられる。

第 29 次調査は、遺跡の北東端、六郷の池に隣接する地点で行われ、東側 1.1km に阿賀野川、西側 2.3km に

能代川、3.4km に新津川が北流する。新津丘陵北端まで約 2.8km の位置にあり、標高は 8.5m 前後である。

第 31 次調査は、遺跡の南東端、金屋集落と市新集落の境界付近で行われ、東側 1km に阿賀野川と早出川の

合流点があり、西側 1.1km に能代川、1.6km に新津川が北流する。新津丘陵北端までの距離は約 2.8km、標高

は 9m 前後である。
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0 （1：150,000） 5km
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山地旧河道

三角州

自然堤防

段丘

谷底平野

砂丘

砂丘間低地

旧潟湖・干潟扇状地

第 1図　細池寺道上遺跡周辺の地形分類図 1

大日本帝國陸地測量部 大正3（1914）年発行1：50,000「新潟」「新発田」「新津」「津川」に建設省北陸地方建設局阿賀野
川工事事務所 昭和59（1984）年発行「阿賀野川水害地形分類図」・国土交通省北陸地方整備局、国土交通省国土地理院 平
成16（2004）年発行「古地理に関する調査、古地理で探る越後の変遷」・国立研究開発法人産業技術総合研究所地質調査
総合センター 平成28（2016）年発行「新潟及び内野地域の地質」を合成・修正して作成
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凡例

遺跡範囲

河川

山地

旧河道

三角州

自然堤防

段丘

谷底平野

西江浦遺跡

細池寺道上遺跡

下久保遺跡

道上遺跡

2009年度調査区

2010年度調査区

0 （1：20,000） 500m

第 2図　細池寺道上遺跡周辺の地形分類図 2

大日本帝國陸地測量部 大正3（1914）年発行1：50,000「新津」に建設省北陸地方建設局阿賀野川工事事務所 昭和59（1984）年
発行「阿賀野川水害地形分類図」・国土交通省北陸地方整備局、国土交通省国土地理院 平成16（2004）年発行「古地理に関する
調査、古地理で探る越後の変遷」に細池寺道上遺跡・西江浦遺跡・下久保遺跡・道上遺跡の範囲と調査区を合成・修正して作成
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第 2 節　細池寺道上遺跡周辺の地形

第 2 節　細池寺道上遺跡周辺の地形（第 1・2 図）

細池寺道上遺跡の立地する沖積地は、主に阿賀野川、能代川の堆積作用によって形成されている。阿賀野川右

岸の地理的環境については荒川隆史氏や石橋夏樹氏によって詳細な検討がなされている〔荒川ほか 2012、鈴木・石

橋ほか 2018、小野本・石川ほか 2019〕ため、ここでは本調査区の南東 1.7km 付近で阿賀野川に合流する早出川を含

め、遺跡の位置する阿賀野川左岸の地形について概観したい。

阿賀野川は栃木・福島県境の荒海山に源流を発し、支流の日橋川の猪苗代湖や只見川の尾瀬沼等の豊富な水源

を有しており、木曽川に次いで日本第 2 位の包蔵水力をもつ大河川である。新潟県内における流域は、主に花

崗岩、安山岩、石英安山岩等の第三紀層の地層で構成される山間部と、第四紀沖積層で構成される下流の平野部

に分かれており、平野部では発達した交互砂州が形成されるようになり、乱流や蛇行により浮遊土砂が拡散さ

れ、複雑な分岐や網状流路が形成された。平野部に入る五泉市馬下を扇頂とし、阿賀野市安田および早出川との

合流点付近にかけて山間部からの粗粒な運搬物質により扇状地が形成されている。馬下からの流出方向はほぼ西

を指していることから、当初は新津丘陵に向かって流路をとっていたと考えられ、新津丘陵北端から西方の小合

にかけて発達した約 4km 連続する微高地も阿賀野川によって形成された自然堤防と考えられる。この自然堤防

については、阿賀野川によって流路を阻害された能代川によって形成されたとする金子拓男氏の考察がある〔金

子 1987〕。新津丘陵東縁部に沿って北流してきた能代川がこの微高地でほぼ直角に屈折し西流することに起因す

るとも考えられるが、屈折地点は阿賀野川への合流点にあたる湛水地であったと考えられる。阿賀野川は、当初

この自然堤防と平行する約 5km 北側にある小阿賀野川の自然堤防間を流下して古白根湾に流入していたと推察

される。その後覚路津付近の微高地、北上・田島付近の微高地などを形成しながら次第に流路を東へ移したもの

と推察され、その過程において能代川が北上付近の微高地を利用して分流したと考察される。近世になると、新

田開発や舟運の利便性向上を主目的とした改修工事が行われるようになる。享保十五（1730）年の新発田藩によ

る松ヶ崎放水路の開削によって特に阿賀野川右岸の一帯の水位が低下し、新田開発が進むとともに、横越以南で

現河道の 2 〜 5km 東方を著しく蛇行していた網状流路を次第に統合しながら西方に流路が移動したと考えられ

る。ほぼ現河道が形成されたのは、洪水対策を目的として馬下から河口までの区間で築堤や護岸整備など本格的

な治水工事を実施した、大正四（1915）年に着手した阿賀野川下流部第 1 期改修工事による。

能代川は五泉市と加茂市の境にある宝蔵山に源流を発し、五泉市中野橋から平野部に入る。上戸倉域で枝川を

合流しながら新津丘陵東縁部を北流し、荻島地内で小阿賀野川に合流する。谷間の上流部では扇状地に由来する

と考えられる低位段丘が広く発達しており、また現河道に沿っても緩扇状地が形成されている。新津丘陵を含め

て、能代川の流域は新第三系あるいは更新統の泥岩や砂岩など未固結な地質が分布しており、搬送土砂は砂やシ

ルト・粘土など細粒分が主体となっている。そのため能代川の流域には細粒で軟質な土砂が堆積し、勾配の緩い

平野が形成されており、平野部では九十九曲川と呼称されるように細かな屈曲を繰り返す。能代川の地層断面か

らは、標高 0m 付近に腐植土層の分布が確認されている。これは層厚 0.2 〜 2m と膨縮を繰り返すものの、ほ

ぼ水平に下流から上流部まで連続的に分布する沼沢地の堆積物と推定されており〔須田 2006a・b〕、その堆積年

代は 6000 年前後で縄文海進の最盛期から海水準の安定期になる時期と一致する。この腐植土層より上層は泥質

層などの氾濫原堆積物からなっており、このことから能代川の河状は水量が多く河床の堆積物が細粒で軟質なデ

ルタ平野の曲流帯モデルとなっている。下層では、基盤層の砂礫層までの間に氾濫・洪水や土石流による堆積物

が認められており、これらの堆積土が基盤となり谷底平野が形成されている〔須田 2006a・b〕。平野部における

能代川は流量も少なく河床勾配も緩やかであるが、このことが堆砂を促し天井川となることにより洪水が頻発し

た要因でもある。しかし洪水が去ると運搬された細粒物質により自然堤防が形成されるため、能代川の消長は頻

発する洪水によるものとも言える。また能代川の中流域には阿賀野川や早出川の運搬物質が確認されておらず、
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これら河川の影響をほぼ受けていないことから、本調査区周辺の地形形成には能代川の関与が大きかったと考え

られる。

遺跡地東部の新郷屋集落付近で阿賀野川に合流する早出川は、五泉市と三条市の境にある矢筈岳に源流を発し、

杉川、仙見川を合わせ秋葉区新郷屋付近で阿賀野川と合流する。早出川の流域や周辺の山塊には古生界の粘板岩・

砂岩、チャート、中生代の花崗岩など硬質な地質が分布しており、山地から流下する諸河川がこれらの砂礫を堆

積し山麓に沿って複合扇状地を形成している。また早出川は平野部においても約 5km にわたり緩やかな扇状地

を形成し、その外側には特に左岸が発達した台地状の段丘面が形成されている。扇端部にあたる五泉市四ツ屋新

以北で顕著にみられる阿賀野川の洪水などにより供用された流路も早出川以西では認められておらず、この扇状

地や段丘を越えるほどの洪水はなかったと考えられている。

阿賀野川周辺の沖積地には、阿賀野川の流路変遷に伴い形成された自然堤防などの微高地上を中心に多くの遺

跡が存在している。しかし本遺跡の地形を見てみると、必ずしも微高地上に限定されていないことが分かる。遺

跡の東北縁を阿賀野川が流れており、阿賀野川の河跡湖である六郷ノ池が遺跡の北限となっている。また遺跡の

東および南縁にみられる旧河道は阿賀野川の洪水によって生じたものと考えられ、東縁は阿賀野川から阿賀野川

へ、南縁は阿賀野川から能代川へ流下する流路と推察される。金屋付近および東金沢北側にみられる旧河道は東

金沢の自然堤防の形成に関与した流路と考察され、前述の旧河道に比べ古段階のものと思われる。遺跡内および

周辺で阿賀野川が関与する地形は確認できるものの、阿賀野川右岸でみられるような顕著な網状流路などは確認

されていない。さらに能代川や早出川の自然堤防も列状に確認できる事から、阿賀野川の地形形成への関与は古

い時期に限定されると考えられる。上層部にあたる遺跡の地盤形成には能代川の関与が大きく、遺跡の基本層序

を概観した時に遺構確認面下の所謂地山は細粒のシルトであり、能代川の運搬堆積物である泥質層など細粒の氾

濫原堆積物からなっている。また第 50 次調査区中央部で検出した旧河道（NR3）も一過性の洪水堆積物で埋没

しているが、礫を含まない細粒の土質であることから能代川に起因するものと推察できる。本遺跡からは古墳時

代以前の遺構や遺物が出土していないことから、それ以前まで遺跡地の形成が続いた可能性が考えられるが、遺

跡が営まれた古代以降の段階でも洪水が頻発しており、能代川による地形形成、地形変化が継続していた事が

分かる。早出川の支流の一つである下条江（伊勢の川）が金屋を通り六郷ノ池に流入していたとされるが〔吉田

2002〕、経路も不明であり、遺跡の地形に早出川は関与していないと考える。細池寺道上遺跡の地形形成を概略

すると、基盤層から下層は阿賀野川、上層から表層は能代川によるところが大きいと言えるが、当然ながら阿賀

野川流域に近い遺跡東側については、上層の形成についても阿賀野川の影響を多分に受けていたと考えられる。

遺跡全体を概観すると、西側には古代主体、東側には中世を主体とする遺跡が多くなる傾向が窺える。これは丘

陵沿いの西側から集落が展開し、水運等の発達により阿賀野川沿いの東側に移動したためと考えられるが、影響

した河川によって地形の安定に時間差を生じていた可能性もあり、発掘調査によって確認された埋没河道等の成

因や時期などについて一つ一つ検証する必要性は高い。

第 3 節　周 辺 の 遺 跡（第 2 表、第 3 〜 8 図、図版 3）

細池寺道上遺跡周辺における時代ごとの遺跡分布状況を概観する。旧石器時代の遺跡の立地は丘陵部に限定さ

れ、縄文および弥生時代では丘陵や段丘上、砂丘地に遺跡が集中する。古墳時代では、丘陵や段丘縁辺部、砂丘

地および、平野部微高地に遺跡が展開し、奈良時代や平安時代になると平野部微高地にさらに多くの分布がみら

れるようになる。新津丘陵では、弥生時代後期の環濠集落、古墳時代の円墳などが展開され、丘陵裾部には奈良・

平安時代の製鉄および須恵器（土師器）窯跡といった生産遺跡が集中している。このような分布状況の中で、細

池寺道上遺跡は古代から近世にかけての複合遺跡として周知されている。市町村合併後の新潟市における遺跡数

は、市域で 771 箇所（2020 年 9 月現在）である。以下に、時代ごとに解説を加える。
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第 3 節　周 辺 の 遺 跡

No. 名　称 時　代
1 東港太郎代 奈〜平
2 出山 奈〜平・鎌・江
3 サン化学前 奈〜平
4 横土居A 縄・古墳
5 山興野 縄
6 横土居B 縄
7 居山A 縄
8 居山B 縄
9 浦ノ入A 縄

10 切尾A 縄・平
11 切尾B 縄・平
12 浦ノ入B 縄
13 切尾C 縄
14 内島見A 縄
15 引越 弥
16 笹山D 平
17 笹山B 縄
18 笹山A 縄
19 上舟橋 平
20 笹山C 縄
21 あかしやだん 平
22 内島見B 平
23 内島見C 室
24 大池 古墳
25 松影B 古墳
26 松影C 古墳
27 松影D 縄・古墳
28 上黒山 古墳
29 松影A 縄・弥・古墳・平・中世
30 城山館跡 室
31 新五兵衛山 平
32 太田城山 縄・平
33 椋B 奈〜平
34 名山C 奈〜平
35 名山B 縄
36 椋C 縄・弥・古墳・奈〜平
37 名山A 奈〜平
38 法花鳥屋C 奈〜平
39 法花鳥屋D 奈〜平
40 法花鳥屋B 縄・弥・奈〜平
41 法花鳥屋A 縄・古代
42 葛塚 古墳
43 甲山 平
44 五郎巻 平
45 下大口 古墳
46 上大川 古墳
47 正尺A 古墳・平・近世
48 横井 平
49 正尺D 古墳
50 正尺C 古墳
51 鳥屋 縄
52 たやしき 縄・古墳・鎌〜室
53 尾山A 平
54 尾山B 平
55 太田古屋 縄
56 尾山C 平
57 樋ノ入B 縄
58 樋ノ入A 縄
59 横山 平
60 向山 平
61 神谷内 古代
62 寺ノ山 室
63 樋ノ入C 縄
64 築上山 平
65 新崎 古代
66 下前川原 平・室
67 森下古銭出土地 室
68 高森 平
69 縄内 平
70 上土地亀A 古墳・平
71 上土地亀B 古墳・古代
72 浦木 平
73 村下 古代
74 内沼浦 古代
75 豊栄長場 古墳・近世
76 真那板倉 奈〜平
77 一本柳 古代
78 五本柳B 古代
79 鷲津 平
80 川東 古代
81 長場館跡 室
82 中道A 古代
83 中道B 古代
84 長場 平
85 城の潟 平
86 五本柳A 奈〜平
87 狐川渡 奈〜平
88 上大月 奈〜平
89 居浦 古墳
90 里飯野石仏 中世
91 岡新田 平
92 里飯野 平
93 上堀田石仏C 中世
94 上堀田石仏B 中世
95 池田B 古代
96 上堀田 平
97 池田A 古代
98 山飯野神田A 古代
99 桜曽根A 古代

100 大夫曽根 平
101 山飯野神田B 古代
102 並柳 古代
103 桜曽根B 古代
104 上堀田石仏A 中世
105 阿賀野川河口 縄・古墳・平・中世
106 津島屋の石仏 中世
107 居浦郷 平
108 古屋敷 古代・室・江
109 溜池 平
110 宮浦 平
111 本所居館跡 平・中世
112 石動 縄・弥・古墳・平・中世
113 岡山の石仏 中世
114 寺山 平
115 竹尾西 平
116 山木戸 古墳・古代・中世
117 竹尾 室
118 猿ヶ馬場B 奈・平・鎌〜江
119 猿ヶ馬場A 平・室
120 下場 平・中世
121 石山 中世
122 石仏山 中世・近世
123 女池稲荷 平
124 江口館跡 中世
125 西野 平
126 大淵 平・中世
127 細山石仏 古代・室
128 中山 縄・古墳・古代
129 城山 縄・古墳・平・鎌
130 笹山前 縄・弥・古墳・古代
131 神明社裏 平
132 平山 平・鎌
133 松山向山 平
134 松山 縄・中世
135 直り山A 平
136 直り山B 平
137 小丸山 縄・古墳・平・中世・近世

No. 名　称 時　代
138 東囲 縄・弥・古墳
139 茗荷谷墓地 平
140 茗荷谷 縄・古代・中世
141 藤山 平・鎌
142 上の山 縄・弥・平
143 駒込小丸山 縄・弥・古墳・古代
144 丸山 平
145 北山 平
146 清水が丘 平
147 大道外 平・中世
148 彦七山 古代
149 駒込居浦郷 古代
150 駒込墓所 縄・古代
151 山ン家 縄・弥・古墳・古代
152 前郷 縄・弥・古代
153 迎山 縄・奈〜室
154 砂崩 縄・弥・古代
155 砂崩前郷 縄・弥・奈・平・近世
156 砂崩上ノ山 古代
157 三條岡 古代・中世
158 浦ノ山 平
159 金塚山 縄・古代
160 前山 縄・古墳・飛・奈・平
161 塚ノ山 平
162 袋津向山 縄
163 砂岡 縄・平
164 茨島 古代
165 小杉中洲 縄・古墳・平・中世
166 松韻寺 古墳・平・中世
167 居附A 平〜室
168 山のハサバ 平
169 上郷D遺跡 平・室
170 小杉上田 縄・古代
171 江尻 平
172 新田郷 平
173 宮尻郷 古墳・古代・中世
174 下郷 平
175 下郷経塚 安
176 曽我墓所 平
177 横越館跡 室
178 上郷B 古代
179 上郷A 古墳・古代・中世
180 上郷C 平
181 川根谷内墓所 平・室・近世
182 川根谷内 古代
183 上沼 古代
184 岡田 平
185 三王山 古墳・平・中世
186 亀田城山B 南・室・江
187 斉助山 縄・弥・古代
188 亀田城山A 縄・弥・古代
189 牛道 平
190 市助裏 平・鎌
191 川西 平・鎌
192 狐山 古代
193 貝塚 古代
194 荒木前 縄・平・中世
195 中の山 古代・中世
196 手代山北 平・中世
197 手代山 弥・古墳・古代・鎌
198 日水南 縄・弥・古墳・古代・室
199 日水 古墳・古代・中世
200 日水前 縄・弥・平
201 城所道下 平
202 武左衛門裏 縄・弥・古墳・古代
203 八幡前 弥・平
204 養海山 縄・弥・古墳・平
205 大蔵 古代
206 西郷 縄・弥・古墳・古代
207 泥潟 平
208 下西 古墳
209 鵜ノ子 平
210 駒首潟 古墳・平
211 早通前 平・鎌
212 西前郷 縄・古代
213 川原畑 中世
214 円通寺石仏 室
215 天王杉 平・室
216 居屋敷跡 古墳・平・鎌〜室・近世
217 長崎（城跡） 室
218 寺島 平・鎌
219 下郷西 中世
220 中新田久保 平
221 無頭 平
222 大下 平
223 山王浦 平
224 新久免の塚 室〜江
225 内野 平・中世
226 中谷内 古墳・平・中世
227 沖ノ羽 古墳・古代・中世
228 結七島 古墳・奈・平・中世
229 中田 古墳
230 江内 平・中世・江
231 川口甲 平
232 川口乙 平
233 上浦B 古墳・古代
234 上浦A 古墳・奈・平・中世
235 結 古墳・奈
236 長沼 奈・平・鎌
237 下等別当 古代〜中世
238 山谷北 古墳
239 埋堀 中世
240 大野中 縄・平
241 下久保 平
242 道上 平・中世
243 盛岩寺石仏 中世
244 細池寺道上 平・中世・近世
245 西江浦 平
246 尻池の塚 室
247 大関館跡 中世
248 居平 縄
249 平 縄・弥
250 諏訪畑 平・中世
251 諏訪田 弥
252 草水町1丁目窯跡 平
253 草水町2丁目窯跡 旧・縄・奈・平
254 愛宕澤 縄・平・中世
255 滝谷窯跡 平
256 七本松窯跡群 平
257 秋葉2丁目窯跡 平
258 小手平 縄
259 宅地郷遺跡 古代・中世
260 秋葉 旧・縄・弥・奈・平
261 本町石仏 中世
262 萓免 古代
263 程島館跡 縄・平・中世
264 新津城跡 平・南〜戦
265 腰廻 平・室・安
266 諏訪神社石仏 中世
267 浄楽 室
268 小戸下組 平・鎌〜室
269 西沼 平
270 長左エ門沼 平
271 川根 古代〜中世
272 浦興野 古代・中世
273 下梅ノ木 平・鎌〜南
274 曽根 平・鎌

No. 名　称 時　代
275 中郷 平
276 古通 平
277 山崎 縄
278 城見山 縄・古代・中世
279 原 縄・弥
280 東島城跡 室
281 大坪 古代
282 平林 縄
283 山境 縄・弥・江
284 東島大道下 古墳・古代・鎌・室
285 山脇 古墳・平
286 森田 縄・弥・古墳・平・中世
287 西島館跡 中世
288 桜大門 平
289 西島中谷内 古代
290 舟戸 弥・古墳・古代
291 塩辛 弥・古墳・古代・中世
292 高矢C 古墳
293 高矢A 縄
294 高矢B 縄
295 二百刈 縄・古代
296 下谷地 縄
297 古津八幡山（古墳）古墳
298 古津初越B 古代
299 古津初越A 古代
300 古津八幡山 旧・縄・弥・古墳・平
301 金津初越B 古代
302 金津初越A 古代
303 大入 古代
304 鳥撃（打）場 縄
305 神田 縄・古代
306 居村A 平
307 居村B 弥・古代
308 居村C 縄・弥・古代
309 十ヶ沢A 弥
310 十ヶ沢B 縄
311 金津城跡 南
312 坪が入 縄
313 了専寺館 中世
314 西善寺石仏 中世
315 三沢A 室
316 三沢原 縄
317 三沢B 平
318 五本田館跡 古代・室
319 東腰付 平
320 大沢谷内北 縄・弥・古代・中世
321 大沢谷内 縄・弥・古墳・飛〜平・中世
322 横川浜堤外地 縄・平・中世
323 東港亀塚 平
324 下新田 平
325 道下 平・中世
326 別行 縄・平
327 蓮野Ⅱ 縄・平
328 坊主山 縄
329 御山下 古代
330 正庵Ⅰ 平
331 正庵Ⅱ 平
332 正庵Ⅲ 平
333 三辺 平
334 追分 縄・平
335 二本松 縄・弥
336 轟 縄
337 伊勢堂山遺跡 平
338 佐々木山 古墳〜奈
339 藤寄 平
340 馬見坂 縄・弥・古墳・平
341 中谷内 古墳・平
342 六反谷内A 平
343 屋敷付塚 中世
344 福島 古墳・平・中世
345 八幡野 古墳・平
346 椡崎 平
347 曽根 縄・弥・古墳・古代・中世
348 熊の嶋 平
349 真木野 平
350 前田 古墳〜奈
351 上高関 平〜室
352 腰廻 古墳〜中世
353 高畑 古墳・平
354 未明 平
355 小曽根 平
356 榎木大割 縄
357 塚田B 平
358 塚田 平
359 沖ノ館 平
360 台田 平
361 中谷内 平
362 滑橋 平
363 元屋敷 平
364 発久 平
365 下福岡 平
366 滝沢屋敷跡 室
367 笹岡城跡 南
368 上山屋 平
369 浦林 縄
370 馬屋尻 縄
371 金屋中道 平
372 金屋 室
373 宮下 縄
374 山浦城跡 室
375 田向 平
376 卯ノ明 平・中世
377 諏訪田 平
378 六反田 平
379 堂前 平
380 唐着 平・室
381 十ヶ袋 室
382 堤下 平
383 外城庚甲塚 室
384 四ッ橋長者屋敷 平・鎌
385 泣塚 室
386 下金田 弥・古墳・平安
387 中島 平
388 水原館跡 室・近世
389 永室 平
390 雙善寺 室
391 吉田家蔵 南
392 七面堂 中世
393 薬師島 平
394 庚町 平
395 下条館跡 室
396 居浦 室
397 浄楽寺の石造物 中世
398 土居内 中世
399 大曲川端 弥・平・中世
400 羽萓場 中世
401 善四郎谷内C 平・中世
402 轟 平・中世
403 土居内西 弥・平・中世
404 千刈 平
405 駒林要害跡 室
406 山鳥屋敷 古墳・古代・中世
407 善四郎谷内 平
408 大割 中世
409 猫山 弥
410 曽郷前 中世
411 村下 古墳・平・中世

No. 名　称 時　代
412 下谷地 中世
413 曽根 平
414 城館跡 平
415 本田裏 中世
416 町道上 中世
417 山口 縄・弥・古代・鎌・室
418 柄目木 古代・中世
419 清水家石仏 中世
420 下の橋館跡 室
421 紺屋 中世
422 村前 中世
423 藤の木 室
424 諏訪神社 中世
425 三辺稲荷 弥・古代・中世
426 細田 平
427 久祢添 縄・平
428 野地城跡 室
429 久祢添の庚甲様 室
430 市野山大坪 平
431 大坪南 平
432 原 南・室
433 七ッ塚 南
434 土橋 縄・平
435 境塚 縄・弥・古墳・古代・中世・近世
436 石船戸 縄・平・中世
437 中潟神明宮の石仏 室
438 中潟の観音様石仏 室
439 天神林の石仏 室
440 小河原 中世
441 嘉瀬島諏訪社 中世
442 金クソ沢 室
443 アバヤシキ 室
444 川端B 縄
445 川端A 縄・中世
446 風吹沢 縄
447 上小中山 縄
448 下里B 縄
449 下里A 旧
450 大室城跡 室
451 大室 縄
452 王ヶ峯 縄・古代
453 山王田 平
454 十二神 縄・弥
455 貝喰 縄・中世
456 貝喰平 縄
457 鶴渕 縄・室
458 江上板碑 南
459 大室堤下 縄
460 堀越館跡 室
461 法塔場塚 室
462 中山 縄
463 丸山 縄
464 保田新割 縄
465 石仏野 旧
466 篭田中山 縄
467 家添 縄
468 家裏 縄
469 手代山製鉄跡 平
470 手城山 縄
471 二本松 縄
472 上野林C 平
473 上野林B 縄
474 上野林M 縄・平
475 上野林E 旧・縄
476 上野林J 旧・縄・平
477 上野林K 縄
478 上野林L 縄・平
479 上野林I 縄
480 山本新家浦 室
481 横峯B 縄・平・鎌
482 横峯C 縄
483 横峯A 縄・弥
484 横峯D 旧
485 行塚 旧・縄
486 上野林O 縄
487 上野林A 縄
488 上野林N 縄
489 岩野A 奈
490 雲雀田 古墳
491 竜下 南
492 安田城跡 室〜江
493 門前 室
494 宮ノ越 平・鎌
495 山ノ下 縄・弥
496 物見山 弥
497 藤堂 旧・縄
498 中道 旧・縄
499 小山崎 縄
500 大坪 縄・弥・平・中世
501 鴨深甲 平・中世
502 寺社家浦B 室
503 熊居上の山 縄・平
504 花田 平
505 寺社家浦A 平
506 六九 平・中世
507 成田屋敷 室
508 上江端の石仏 室
509 祥雲寺の石仏 室
510 新明野 室
511 分田館跡 室
512 内山王 室
513 村下の石仏 室
514 玉泉寺の石仏 室
515 玉泉寺石仏 中世
516 大岡家蔵石仏群 南〜室
517 八百刈 平
518 蔵敷林 縄・平
519 院殿塚 室
520 用水林 縄
521 五輪敷沢窯跡 平
522 山下B 平
523 山下A 弥
524 野中 縄
525 獅子沢 縄・弥
526 円山 旧・縄
527 徳正寺 縄
528 不動院 平
529 新割 縄・平
530 六野瀬館跡 南〜室
531 北郷 平〜南
532 赤坂山B 縄
533 赤坂山 縄
534 官林 縄
535 萩野 縄
536 渡場赤坂A 縄
537 渡場赤坂B 縄
538 六野瀬 縄・弥
539 馬下稲場 縄
540 六十寺道南 平
541 宮ノ浦 平
542 高山石造物群 南
543 桑山石仏 中世
544 船越古銭出土地その１ 中世
545 船越古銭出土地その2 中世
546 小実山 縄・弥・古代
547 下野山 縄
548 山崎窯跡 奈

No. 名　称 時　代
549 筧下 縄・弥・古墳・奈・平・中世・近世
550 村付 古代
551 中野 古代
552 五泉城跡 室
553 榎表 古代・中世
554 榎表南 鎌・南
555 丸田 平
556 丸田館跡 室
557 堤 室
558 館之内宝篋印塔 中世
559 道金 古代
560 はがい畑 弥・古代
561 要害 中世
562 土居内製鉄 中世
563 城 中世
564 下の橋 中世
565 掛上り 中世
566 七島館跡 中世
567 小丸山東 古代
568 江先 縄
569 所島前 縄・古代・中世・近世
570 山木戸居付 弥・古代・中世
571 下郷南 古代・中世・近世
572 横井山 古墳
573 亀田六枚田 古墳・古代
574 沢海 縄
575 亀田四ツ興野居付 平
576 笊木 古代・中世・近世
577 内畑 古墳・平
578 牡丹山諏訪神社古墳 古墳
579 浦木東 古墳
580 上郷北 平
581 亀田道下 平
582 新田郷南 古墳・古代
583 吉岡 古代
584 一本松経塚 江
585 山崎窯跡 江
586 石船戸北 縄・中世・近世
587 十塚 江
588 火除土手 江
589 地濃帯刀墓碑 江
590 山木戸居下 平
591 砂崩早稲田 縄・古代・近世
592 前畑 平
593 堤内 平・中世
594 裏田郷 奈・平
595 岡崎 縄・弥・古墳・平
596 道正 縄・古墳・平
597 下郷中 平
598 岡崎南 中世
599 蓮野Ⅰ 縄・古墳・古代
600 二本松東山 縄・弥・古墳・古代
601 潟尻 縄・古墳
602 佐々木神明宮の石仏群 中世
603 佐々木墓地石仏 中世
604 天王石塔 中世
605 三ツ椡A石仏 中世
606 三ツ椡B石仏 中世
607 上曽根 古代・中世
608 吹切 古代
609 六反谷内B 古代
610 六反谷内C 古代
611 広面 古代
612 地蔵潟A 古代
613 地蔵潟C 古代
614 十二神社石仏 南
615 草水石仏 南
616 孝順寺石仏群 南〜室
617 赤坂石仏 室
618 赤坂山中世窯跡 中世
619 庚申様石仏 室
620 斉藤家の石仏 室
621 西福寺石仏群 室
622 渡辺家蔵の石仏 室
623 中島家蔵の石仏 室
624 長福寺石仏 室
625 長楽寺の石仏 室
626 無為信寺の石仏 室
627 円福寺の石仏 室
628 篭田観音様脇石仏 室
629 篭田臼井家の石仏 室
630 熊沢の石仏 室
631 浄楽寺の石造物 中世
632 遠藤家石仏 室
633 地蔵院石仏 室
634 法華山出土石造遺物群 室
635 諏訪社石仏群 室
636 横山家蔵石仏 室
637 山寺石仏 室
638 中山家石仏 室
639 洞雲寺石仏群 室
640 大通庵石仏 室
641 宮嶋の塚 江
642 法華堂山 江
643 庚塚 古代・中世
644 鴨深北 古代・中世
645 狐塚 弥・中世
646 村前東A 古代・中世
647 山口野中 縄・平・鎌〜室
648 新町 平・鎌・室
649 石船戸東 縄・平・鎌・室
650 向野 古代・中世
651 蕪木 平・中世
652 土橋北 縄・近世
653 外輪橋 古代
654 村北 縄
655 砂田 古代・中世
656 山本 縄
657 小栗山 縄
658 赤坂 縄
659 馬下 縄
660 竹林 縄
661 永明寺石塔群 中世
662 馬下石造物群 中世
663 大谷石仏群 中世
664 笹堀石造物群 中世
665 小栗山北 平
666 小栗山石仏群 中世
667 下島石造物群 中世
668 丸田石仏群 中世
669 延命寺石仏群 中世
670 大倉山 弥
671 大倉山尼寺跡 中世
672 橋田B 古代
673 五百地 縄
674 江中 古代
675 福島 古代・中世
676 ソブタ 古代
677 新保北 平
678 新田 縄
679 巳ノ明 縄
680 近世新潟町跡 近世
681 腰廻西 古墳・奈・平・中世
682 木崎柳原 縄
683 土居内 平

第 2表　細池寺道上遺跡周辺の遺跡一覧表
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第 3図　細池寺道上遺跡周辺の遺跡分布図（旧石器時代・縄文時代）

国土地理院発行2万5千分の１地形図に加筆　「新潟北部・松浜・新潟南部・
水原・白根・新津・矢代田・村松・馬下・出湯・新発田・天王」
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第 4図　細池寺道上遺跡周辺の遺跡分布図（弥生時代）

国土地理院発行2万5千分の１地形図に加筆　「新潟北部・松浜・新潟南部・
水原・白根・新津・矢代田・村松・馬下・出湯・新発田・天王」
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第 5図　細池寺道上遺跡周辺の遺跡分布図（古墳時代）

国土地理院発行2万5千分の１地形図に加筆　「新潟北部・松浜・新潟南部・
水原・白根・新津・矢代田・村松・馬下・出湯・新発田・天王」
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第 6図　細池寺道上遺跡周辺の遺跡分布図（古代）

国土地理院発行2万5千分の１地形図に加筆　「新潟北部・松浜・新潟南部・
水原・白根・新津・矢代田・村松・馬下・出湯・新発田・天王」



第Ⅱ章　遺跡の位置と環境

15

（1：125,000）0 5km

442

443

480

500

493

455461

458

450
457

494

491
492

519

530
531

542
543

552

553
554

556
558

557
314

313
315

321

286 280

284
287

278
274

273

266

265
267

264

263

261
268

271

272

237

213

211

198

181

219

177

186

185

234

228

230 227

225

226 224
216

217
218

239

214

197
196 194

191

190

175

571

167

147

157

569

129

137 134

119
120

121

122

117

116
570

118

113
112

126

66

67

108

106

105

62

23

124

30

343

344

347

352

351

366 367

376

374
372

81

104

406

90

93

561

405

562
403

402
401

415
416

422
564

419

418

398
397

396

395

425

435
429

432

433

460

437

438

506

507511

516

510

512
515

514

513
509 508

439

441

242

243

244

246

247

545 544

254

428

392
391

390
388

381 380

383

384

385

563

412

410

408

94

417

420421
423

440
424 565

400
399

566

325

新潟市

502

311318

322

179

199

215

173

166 165

140
132

111

29

250

195

411

586

576

2

127

141

153

236

291

625

620

624

631
621 626

445

549

52

681

606
605

604

598
169

259

320

668

669

671

614

615
618

617

664

661

662
663666

667

616

619

481
501

645

651
623 627

622

639
637

633

630

640

632
636

634

635

638

629

628

646

602603

593

675

607

647

648

649

436

650

644

643

655

654

第 7図　細池寺道上遺跡周辺の遺跡分布図（中世）

国土地理院発行2万5千分の１地形図に加筆　「新潟北部・松浜・新潟南部・
水原・白根・新津・矢代田・村松・馬下・出湯・新発田・天王」
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第 8図　細池寺道上遺跡周辺の遺跡分布図（近世）

国土地理院発行2万5千分の１地形図に加筆　「新潟北部・松浜・新潟南部・
水原・白根・新津・矢代田・村松・馬下・出湯・新発田・天王」
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旧石器時代の遺跡（第 3 図）　市内では新津丘陵に 3 箇所、角田山麓に 1 箇所の計 4 遺跡が確認されている。

新津丘陵の古津八幡山遺跡（300）〔渡邊・立木ほか 2001・2004〕からは姶良 Tn 火山灰降灰以降のナイフ形石器 3

点が、草水町 2 丁目窯跡（253）〔新潟市国際文化部歴史文化課 2007〕からはナイフ形石器 1 点と石刃 4 点が、秋

葉遺跡（260）〔前山 2014a〕からスクレイパー 1 点が出土している。角田山麓ではケカチ堂遺跡〔小野 1994a〕

から旧石器時代終末ころの尖頭器と剥片が出土している。

縄文時代の遺跡（第 3 図）　市内では草創期〜晩期の 198 遺跡が確認されている。草創期の遺跡は、新津丘陵

にある愛宕澤遺跡（254）から草創期初頭の神子柴型の局部磨製石斧や片刃石斧、石核、敲石が出土している〔立木・

澤野ほか 2004a〕。角田山麓では稲島馬渡遺跡から尖頭器が、御手洗山遺跡、新谷遺跡、福井遺跡から神子柴型石

斧の出土が知られ〔小野 1994b〕、近年では峰岡城山遺跡から柳葉形尖頭器 1 点が出土している〔立木・伊比ほか

2013〕。早期の遺跡は、角田山麓の豊原遺跡〔小野・前山ほか 1988、小野・前山 1994〕において早期後半の土器 1

点が出土している。前期の遺跡は、砂丘上に砂崩遺跡（154）〔酒井・廣野 2002、前山 2015〕、笹山前遺跡（130）〔廣

野 1997〕がある。角田山麓では前期初頭の布目遺跡〔小野・小熊 1987、小熊 1994〕や前期前葉の新谷遺跡〔前山

1994a〕が代表例である。同山麓丘陵下の低地の峰岡上町遺跡からは、中期以降の大規模な埋没谷が確認されて

いる〔前山ほか 2015〕。

中期以降からは秋葉区内の事例を記述する。縄文時代中・後期の代表的な遺跡は、新津丘陵縁辺部などに位置

する竪穴建物が検出された平遺跡（249）〔川上・遠藤 1983、川上・木村・鈴木 1989〕、大規模集落跡と推定される

原遺跡（279）〔川上・木村・鈴木 1989〕、竪穴建物や土壙、土器捨て場などが検出された秋葉遺跡〔川上・木村・鈴

木 1989、前山 2014a、今井 2019b〕である。後期後葉の遺跡は、竪穴建物が検出された古津八幡山遺跡（300）北

東地区〔渡邊・立木ほか 2004〕、晩期の遺跡では、新津丘陵西麓の沖積地に大沢谷内遺跡（321）〔前山ほか 2012、細

野・伊比ほか 2012、相田・金田・八藤後ほか 2015、遠藤・澤野ほか 2018〕、大沢谷内北遺跡（320）〔前山・伊比ほか 2010〕

がある。このうち、晩期中葉〜最終末の大沢谷内遺跡からは、竪穴建物や掘立柱建物、焼土遺構、土坑などが検

出され、多量に出土した天然アスファルトは、精製や加工が行われていたと推測されている。近年、丘陵地の原

遺跡（279）から大沢谷内北・大沢谷内遺跡と同時期の晩期中葉〜最終末の集落が確認されている〔立木 2019〕。

弥生時代の遺跡（第 4 図）　市内で 62 遺跡が確認されている。弥生時代前期〜中期初頭を主体とする遺跡は、

砂丘上に立地する緒立遺跡〔金子ほか 1983〕、養海山遺跡（204）〔新潟市国際文化部歴史文化課 2007〕、砂丘間低地

に位置する西郷遺跡（206）〔土橋ほか 2009〕がある。緒立遺跡は縄文晩期から続く弥生時代前期〜中期前葉の遺

跡で、新潟県最古の弥生土器「緒立式土器」の出土をはじめ、人骨加工品が出土している。西郷遺跡は縄文晩期

後葉から続く弥生時代前期〜中期後葉の遺跡で、東日本各地との交流を示す弥生土器の出土をはじめ、磨製石鏃

や足形付土版などが出土している。中期前半〜後半の遺跡は、砂丘上に石動遺跡（112）（中〜後期）〔廣野 1996〕、

駒込小丸山遺跡（143）〔家田 1987、酒井 2000a〕、山ン家遺跡（151）〔川上 1993、酒井 2000b、渡邊 2017〕がある。

石動遺跡からは東北系と北陸系の土器が、山ン家遺跡からは東北系、北陸系、信州系の土器が出土している。駒

込小丸山遺跡からは円形の竪穴建物から中期後半の土器が出土した。秋葉区新津地区では、2018 年度の本発掘

調査で、原遺跡（279）から前期の緒立式土器が出土している〔立木 2019〕。また 2003 年度の立会調査で、秋葉

遺跡（260）から中期前葉、塩辛遺跡（291）から中期後葉の土器が出土している〔渡邊・立木ほか 2004〕。このう

ち塩辛遺跡では土器がまとまって出土しており、古津八幡山遺跡が形成される前段階の遺跡として重要である。

その後、2013 年度の確認調査で、塩辛遺跡から後期の天王山式系土器 1 点が出土している〔渡邊 2015b〕。中期末〜

後期の遺跡では舟戸遺跡（290）があり、2015 年の調査において木製品が出土している〔金田ほか 2017〕。後期の

遺跡では、新津丘陵沿いに古津八幡山遺跡（300）〔川上 1994、渡邊 1994a〕と、その周辺の居村遺跡（D・E 地点）

〔川上 1996a、渡邊ほか 1997〕がある。古津八幡山遺跡は、新津丘陵上に立地する大規模な高地性環濠集落で、二

重の環濠と竪穴住居、方形周溝墓、前方後方形周溝墓などが検出された。遺物は東北系、北陸系の弥生土器とと

もに、両系統の折衷型式である「八幡山式土器」が認められたほか、鹿角装鉄剣が出土しており、当時の地域間
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交流を考える上で重要である。このほか、居村 C 遺跡（308）D 地点からは東北北部の土器を伴う土坑墓が検出

されている。砂丘上には六地山遺跡〔寺村 1960、中村 1960、甘粕・小野ほか 1986、新潟市史編さん原始古代・中世史

部会 1994、渡邊 2016a〕があり、東北系の天王山式土器や、アメリカ式石鏃が出土している。角田山麓には山谷

遺跡（山谷古墳下層）〔甘粕・小野ほか 1993〕、大沢遺跡〔甘粕・古川ほか 1981〕、御井戸遺跡〔前山・相田 2004・2005〕

がある。

古墳時代の遺跡（第 5 図）　市内で 92 遺跡が確認されている。古墳は、新津丘陵上に古津八幡山古墳（297）〔甘

粕・川村ほか 1992、相田・渡邊ほか 2014〕がある。県内最大の古墳で、2011 〜 2013 年の調査によって墳形が円墳

であることが判明し、築造年代は前期末〜中期初頭と想定された。近年では、東区の砂丘上にある牡丹山諏訪神

社古墳（578）の存在が注目される〔橋本・小林・奥田 2014〕。墳形は円墳で、築造年代は 5 世紀前葉と想定され

る。遺物は、発見の契機となった採集資料の円筒埴輪に加え、2014 年の発掘調査では須恵器の装飾器台〔橋本

2015〕、2015 年の調査では、墳頂部から土製玉類が出土している〔橋本 2016〕。砂丘上には、葺石を有する緒立

八幡神社古墳（前期）〔吉田ほか 1982、渡邊 1993〕、角田山麓の丘陵上には前方後方墳である山谷古墳（前期）〔甘粕・

小野ほか 1993〕、前方後円墳の菖蒲塚古墳（前期）〔相田・前山 2003・2005〕がある。

古墳以外の遺跡では、砂丘上や砂丘間低地に日水遺跡（199）（中期）〔立木・細野ほか 2013〕、武左衛門裏遺跡（202）

（前〜中期）〔酒井 1988、土橋ほか 2007〕、東囲遺跡（138）（前期）〔朝岡・諌山 2003〕、笹山前遺跡（130）（後期）〔廣

野 1997〕がある。自然堤防上には、阿賀野川以東に正尺 C 遺跡（50）〔土橋ほか 2006〕、小阿賀野川以南に中田遺

跡（229）（中〜後期）〔諌山 2009〕、結七島遺跡（228）（前〜後期）〔田中・丹下ほか 2004〕、沖ノ羽遺跡（227）（中〜後

期）〔星野ほか 1996、遠藤・澤野ほか 2014〕などがある。日水遺跡では、古墳時代中期の須恵器直口壺がほぼ完形の

状態で出土している。笹山前遺跡、中田遺跡、沖ノ羽遺跡からは須恵器が出土している。新津丘陵縁辺や端部に

は、舟戸遺跡（290）（中期）〔川上 1995〕、塩辛遺跡（291）（中〜後期）〔渡邊・立木ほか 2004、渡邊 2015b〕、大沢谷

内遺跡（321）などがある。舟戸遺跡からは、炉からカマドへの移行期に位置づけられる竪穴建物が検出された。

大沢谷内遺跡 19 〜 21 次調査では、ヒスイ製勾玉 1 点が出土している〔相田・金田・八藤後ほか 2015〕。角田山麓

には南赤坂遺跡（前期）〔前山・相田 2002〕、御井戸遺跡（前〜後期）〔前山・相田 2004・2005〕がある。

古代の遺跡（第 6 図）　古代（飛鳥〜平安時代）の遺跡は、市内で 414 遺跡が確認されている。平野部には集落

遺跡が多く分布し、新津丘陵裾部には製鉄遺跡、須恵器や土師器窯跡などの生産遺跡が集中する。海岸付近の砂

丘上には、製塩遺跡も確認されている。古代の遺跡については、本遺跡周辺に限定して記述する。新津丘陵窯跡

群は新津丘陵北東斜面に分布し、七本松窯跡群（256）〔中川・倉田 1956〕、草水町 1 丁目窯跡（252）、草水町 2

丁目窯跡（253）や滝谷窯跡（255）〔川上・木村・鈴木 1989〕などがある。また、2006 年度の下水道工事に伴う

立会調査において、七本松窯跡群に隣接する地点で新たに 9 世紀前半代の秋葉 2 丁目窯跡（257）が発見された。

『新津市史』では、新津丘陵上に 18 箇所の窯跡が存在すると記載されており〔小林 1952〕、消費地での出土状況

からも大規模な窯跡群であることは確実であり、未発見の窯跡が多数存在する可能性が高い。製鉄遺跡は、新津

丘陵西斜面に位置する居村 C 遺跡（308）や大入遺跡（303）などからなる金津丘陵製鉄遺跡群があり、8 世紀か

ら 12 世紀まで長期にわたり継続した製鉄遺跡である。〔渡邊ほか 1997、新潟市国際文化部歴史文化課 2007〕。平野部

に立地する集落遺跡としては、長沼遺跡（236）〔渡邊 1991〕、大沢谷内遺跡（321）〔前山ほか 2012、細野・伊比ほか

2012、相田・金田・八藤後ほか 2015、遠藤・澤野ほか 2018〕、上浦 A 遺跡（234）〔川上 1997、坂上 2003〕、上浦 B 遺跡

（233）〔新潟市国際文化部歴史文化課 2007〕などがある。長沼遺跡からは非ロクロ成形の土師器や返りのある須恵

器蓋が定量出土している。大沢谷内遺跡からは、7 世紀後半の土器や県内最古とされる「九九木簡」などの木製品、

律令祭祀具などが出土している。両遺跡とも大化三（647）年に築かれたとされる「渟足柵」と年代が近く、関

連が注目される。大沢谷内遺跡は、8 世紀後半以降も奈良三彩や円面硯、石帯などの遺物が出土しており、有力

な集落であったことが分かる。上浦 A 遺跡では掘立柱建物が検出され、円面硯や多量の墨書土器が出土している。

同遺跡は、出土遺物から 7 世紀末〜 10 世紀の長期間にわたって存続したと考えられる。隣接する上浦 B 遺跡
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からは、周囲を溝で囲まれた総柱建物 1 棟と棟方向を揃えた掘立柱建物 2 棟が検出されており、周囲からは井

戸や畑跡も検出されている。遺跡は 9 世紀後半を主体とする短期間に営まれており、河川交通に係る屋敷跡と

推測されている。遺物は大量の墨書土器などと共に、奈良三彩の小壺 1 点が出土している。新津丘陵北側の満

日地区には、沖ノ羽遺跡（227）〔石川ほか 1994、星野ほか 1996、細野ほか 2002、春日 2003a、北村・菊池ほか 2004、立

木・澤野・八藤後ほか 2008、遠藤・澤野ほか 2014〕、山王浦遺跡（223）〔立木・澤野ほか 2004b〕、中谷内遺跡（226）〔立

木ほか 1999、渡邊ほか 2002、遠藤・笹澤ほか 2015〕、内野遺跡（225）〔立木・髙野ほか 2002、遠藤・笹澤ほか 2015〕、無

頭遺跡（221）〔長澤ほか 2002〕、大下遺跡（222）、中新田久保遺跡（220）〔遠藤 2016〕など 9 世紀後半を中心とす

る遺跡が多く確認されている。沖ノ羽遺跡からは 8 世紀第 3 四半期から 10 世紀第 1 四半期までの遺構や遺物

が連続的に確認されており、遺跡内における集落や生産域の変遷が明らかになりつつある。瓦塔や緑釉陶器香

炉・蓋、仏鉢形土師器などの特殊な遺物が出土した地点もあり、「村落内寺院」を持つ、地域において中心的な

役割を担った集落であったと考えられる。山王浦遺跡からは 9 世紀後半の雨落溝を持つ掘立柱建物が 3 棟検出

され、「住耕一体型」集落の一部と考えられる。中谷内遺跡では旧河道に大量の土器が廃棄されており、大量の

墨書土器や黒色土器、京都産緑釉陶器の存在から、河の祭祀などの特殊行為が想定されている。内野遺跡では

9 世紀後半の集落の一部が確認された。無頭遺跡は狭小な調査区のため不確定な部分があるが、9 世紀後半の土

器が少量出土している。新津丘陵東側の両新地区では細池寺道上遺跡（224）〔小池ほか 1994、立木・渡邊ほか 1998、

渡邊ほか 2001、北村・菊池ほか 2004、潮田 2014、立木・相澤ほか 2014、遠藤・青木ほか 2015、立木・細井ほか 2015、立木・

奈良・安達ほか 2017、立木・奈良・石川ほか 2018、立木・奈良・石川ほか 2019、立木・奈良・細野ほか 2019〕、諏訪畑遺跡（250）

〔潮田 2008〕、下久保遺跡（241）〔龍田ほか 2018b〕、道上遺跡（242）〔龍田ほか 2018b〕、など、9 〜 10 世紀にかけ

ての遺跡が確認されている。遺跡範囲が広範囲に及ぶ細池寺道上遺跡からは 9 世紀代の遺物が主体的に出土し

ており、「都保一口」と刻書された 9 世紀前半の須恵器短頸壺や、仏鉢形土器などの特殊な遺物も含まれている。

第 44 次調査では、集落跡および旧河道が検出され、遺構ではカマド状遺構、遺物では須恵器稜椀などを確認し

た。第 46 次調査では古代の畑跡や区画溝を検出した。第 48 次調査・第 50 次では、古代の旧河道を検出した。

第 50 次調査の旧河道からは大量の土師器・須恵器や、木製品が出土している。諏訪畑遺跡からは、炉跡状遺構

に伴うと考えられる 9 世紀後半〜 10 世紀初頭の土師器長甕と鍋の一括資料が出土した。また、能代川を挟んで

諏訪畑遺跡の対岸に位置する小実山遺跡（546）〔山崎・遠藤 1999〕からは 10 世紀前半を主体とする遺物が出土

しており、中には緑釉陶器耳皿など特殊な遺物も含んでいる。

中世の遺跡（第 7 図）　市内で 260 遺跡が確認されているが、秋葉区に限定して記述する。城郭などについて

は、城館跡 10 箇所、山城として東島城跡（280）と金津城跡（311）〔横山・竹田ほか 1987〕の 2 箇所、城跡とさ

れるもの 5 箇所が確認されているが、いずれも本格的な調査はなされておらず実態は不明瞭である。集落跡は

平野部微高地に立地する。1992 年に調査された江内遺跡（230）〔春日ほか 1996〕の発掘によって 14 〜 15 世紀

の集落が確認され、細池寺道上遺跡では鎌倉〜室町時代の掘立柱建物や井戸、溝、道路状遺構が検出された。同

遺跡の第 41 次調査では水田跡と近接して、井戸を共伴する掘立柱建物が検出された。第 48 次調査では、集落

の隣接地に、青白磁合子・烏帽子が副葬された方形区画墓 2 基を検出した。沖ノ羽遺跡では 12 〜 13 世紀の集

落とほ場の一部が確認された〔石川ほか 1994、星野ほか 1996、春日 2003a〕。また、県内初出土となる「烏帽子」が

出土した。内野遺跡では、掘立柱建物や井戸、溝などが検出され、珠洲焼甕や壺類、青磁、白磁、瀬戸・美濃焼

が出土しており、14 〜 15 世紀の集落の様相が明らかとなった。また井戸内から出土した鉄鍋や井戸底から検

出されたイヌの骨は、当時の祭祀行為や食文化を考える上で貴重な資料となっている〔立木・髙野ほか 2002〕。大

沢谷内遺跡では 12 〜 14 世紀の掘立柱建物と耕作関連遺構が検出された。出土例が少ない骨角製の笄（こうがい）、

栗形や蓋状鉄製品が出土していることから、有力者層の存在が推測されている〔相田・金田・八藤後 2015〕。

近世の遺跡　市内で 82 遺跡が確認されている。集落跡は中世と同じく平野部微高地に立地しているが、現在

の住宅地が連続して立地していることが多いため不明な点が多い。発掘調査例も少ないが、秋葉区内では江内遺
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跡（230）において、17 世紀前半の集落の一部が確認されている。近世新潟町跡（680）では、湊町新潟の幾層

も重なる生活面が確認され、肥前系を中心とする各地の陶磁器が多量に出土している。部分的な調査ではあるが、

17 〜 19 世紀の町屋の実態に迫る重要な調査例である〔佐藤ほか 2008、渡邊ますみ 2014 a・b、今井 2015・2016・

2017、渡邊朋和・今井 2018、今井 2019a〕。細池寺道上遺跡では、第 46 次の調査において掘立柱建物、井戸など

からなる屋敷地と墓域、近代まで継続する道路状遺構が確認された。出土遺物から 17 世紀初頭〜 17 世紀前半、

17 世紀後半〜 18 世紀、18 世紀後半〜 19 世紀以降の 3 時期にわたる近世集落の変遷が判明している。48 次

調査では、区画溝・掘立柱建物・井戸・土坑からなる近世集落や、多数の火葬骨を含む墓が重複して発見された。

角田山東南麓に位置する峰岡上町遺跡では、三根山藩上級武士に関係した遺構・遺物が確認され、19 世紀中葉

頃の陶磁器を中心に木製品なども出土している〔前山 2015〕。そのほかに旧新潟税関跡が近代の遺跡として登録

されている。

第 4 節　歴 史 的 環 境

越後平野に立地する古墳は、秋葉区の古津八幡山古墳〔甘粕・川村ほか 1992〕をはじめ、西蒲区の菖蒲塚古墳〔相

田・前山 2003・2005〕や山谷古墳〔甘粕・小野ほか 1993〕、西区の緒立八幡神社古墳〔吉田ほか 1982〕や三条市の保

内三王山古墳群〔甘粕ほか 1989〕などいずれも前期のもので、5 世紀代の越後平野での古墳の実態は不明瞭とさ

れてきた。しかし、東区の牡丹山諏訪神社古墳〔橋本・小林・奥田 2014〕の確認調査により、5 世紀前半に引き

続き古墳が造営されることが明らかとなった。5 世紀後半以降は高田平野と魚野川流域に古墳造営の中心地は移

動する。

越国の領域については、第 1 段階（3 〜 4 世紀）は旧越前国（越前・加賀・能登）、第 2 段階（5 〜 6 世紀）は旧

越中国（頸城・古志・魚沼・蒲原 4 郡まで含む）まで、第 3 段階（7 世紀中〜）は渟足・磐舟柵までとし、次第に北

上していく様が窺える〔米沢 1965・1980〕。『続日本紀』大宝二（702）年三月条には、越中国 4 郡を割いて越後

国に編入するとあり、頸城・古志・魚沼・蒲原の 4 郡がこれに当たるとされ、これにより越中国の領域が確定した。

最終的に越後国の領域が確定するのは、和銅五（712）年にそれまで越後国に属していた出羽郡を分割して出羽

国を建国したことによる。

古代の秋葉区域は蒲原郡に属し、その郡域は概ね三条市以北、阿賀野川以西の越後平野と推定され、中世南北

朝期に蒲原郡域が旧沼垂郡を含む領域に拡大するまでは郡域に大幅な変更はないと思われる。7 世紀段階には旧

越中国の渟足柵に属する領域として整備され、8 世紀には蒲原郡として成立したとみられる。蒲原郡内には 10

世紀成立の『和名類聚抄』に桜井・勇礼・青海・小伏・日置の 5 郷がみられ、桜井・勇礼・青海・小伏の 4 郷

については所在地が比定できることから、秋葉区域は日置郷に当たると考えられてきた。日置郷の郷域は、新津

丘陵の北端部を中心に阿賀野川以西信濃川以東と推定されるが、近年信濃川以西の西蒲区下新田遺跡において「日

置」と書かれた墨書土器が出土し注目される〔龍田ほか 2015〕。

宝亀十一（780）年の「西大寺資財流記帳」（『寧楽遺文』中巻）には、西大寺の荘園として蒲原郡に鶉橋庄・槐

田庄がみられる。同史料に「越後国水田并墾田地帳景雲三年」などとあることから、両荘園の成立は 8 世紀中

葉とみられる。所在地については式内社名から、鶉橋庄が五泉市橋田、槐田庄が三条市周辺とされている。秋葉

区域がこれらの荘園に含まれていたのかは不明であるが、平成 22 年に調査された西蒲区林付遺跡から出土した

墨書土器により文献資料に登場しない「川合（川井）庄」の存在が明らかとなり〔相田ほか 2012〕、これら以外の

荘園が秋葉区周辺に存在していた可能性も高い。

新津丘陵における須恵器生産は、早ければ 7 世紀後半に始まり 8 世紀前半〜 9 世紀中頃が主な操業時期であ

る。これは越後国内における他地域の須恵器生産動向とほぼ一致しており、いわゆる「一郡一窯体制」であっ

た。しかし、9 世紀前半〜中葉には佐渡小泊窯の製品が越後国全域に流通するという画期的な変化が生じる〔坂
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井 1996〕。須恵器生産と薪や木炭などの燃料が共通するところから、窯跡と近接する新津丘陵北西側の金津地区

に金津丘陵製鉄遺跡群がある。古代の秋葉区域の産業はこの新津丘陵における窯跡や製鉄が中心であり、文献史

料上では確認できないが、越後平野において新津丘陵が重要な役割を担っていたことは容易に推察される。

11 世紀後半に各地で成立し始めた公領のひとつである金津保は秋葉区域に所在したとされる。金津保の初見

は建武三（1336）年 11 月 18 日「羽黒義成軍忠状写」で、「同二日、引籠于金津保新津城、対于小国政光以下御

敵等、致散々合戦畢、」（『新潟県史』資料編 4-1935）とあり、北朝方である三浦和田（羽黒）義成は金津保にあっ

た新津城に籠り、南朝方の小国政光らと戦ったとある。この史料によって金津保には新津城が含まれていたとわ

かり、この新津城とは新津城、程島館、東島城のいずれかであろうとされている〔木村 1993〕。また、天正五（1577）

年「三条衆給分帳」に「金津保之内遊川」（『新潟県史』資料編 5-2704）とあり、遊川は田上町湯川とみられ、さ

らに天文十三（1544）年 10 月 10 日「上杉玄清定実知行宛行状」・同「長尾晴景副状」（『新潟県史』資料編 4-1495・

1496）に「金津保下条村」とあるのは、五泉市下条に当たるとされる。以上のことから、金津保の領域は年代によっ

て若干の違いがあった可能性はあるが、概ね秋葉区から田上町北部と新津丘陵の五泉市側までを含む範囲であっ

たと推定される。

院政期〜鎌倉初期には、建仁元（1201）年 3 月 4 日に「城四郎長茂并伴類新津四郎已下、於吉野奥被誅畢」（『吾

妻鏡』）とあり、新津四郎はおそらく金津保に何らかの関連をもつ人物とみられるが、阿賀野川以北に勢力を持

ち国衙勢力と対峙する城長茂と行動を共にしている。このことから、公領である金津保は国衙勢力と城氏との間

で不安定な状況であったことが予想される。また南北朝動乱期には阿賀野川以北の北朝方佐々木加地景綱らと、

刈羽・魚沼地域に勢力を置く南朝方の小国氏らの蒲原津を巡っての攻防が続き、阿賀野川流域である金津保はそ

の中で拠点の一つとして注目されていた。その後も越後守護となった上杉氏や守護代長尾氏にとって、その支配

に抵抗する阿賀野川以北の国人層、本庄・色部・中条・佐々木加地氏らを統制するために金津保は地理的に極め

て重要な拠点であった。そのため、金津保は国衙領として守護の支配下に置かれることとなる。

天正六（1578）年 3 月に上杉謙信が死去し、養子である景勝と景虎との間で後継争い「御館の乱」が起こる。

この乱に景勝方として参戦した新津氏は、以後それまで金津保の中心勢力であった平賀氏に替わり領主となった。

そして慶長三（1598）年に景勝とともに会津へと国替えさせられるまで、新津氏が金津保を中心により発展する

こととなった。

中世における金津保を中心とした地域には、生産域である新津丘陵や阿賀野川流域などが存在し、環境に恵ま

れていた。しかし、越後平野を一望できる新津丘陵と、蒲原津に近く水運に恵まれた阿賀野川流域を有するとい

う地理的環境は、戦時拠点として不安定な政治的状況にも置かれていた。先に金津保の領域に推定した範囲に、

新津丘陵を中心に中世城館が常に置かれていたのはそのことを示しているのだろう。

近世に入ると、新発田藩は特に墾田治水に力を注ぎ、新田開発や治水工事が盛んに行われるようになった。ま

た近世後期には町人請負による新田開発が盛んになり、潟の干拓などが行われ、阿賀野川などの河川も水害対策

のための掘割掘削などの普請がなされた。

第 29 次調査地に隣接する六郷集落は、元和 4（1618）年山崎六兵衛という人物によって開発され、当時は六

兵衛郷屋と称した。明治十（1877）年六郷村とその上流の上深川村、下流の下深川村の旧 3 村が合併して六郷

一村となった〔田村 1960、六郷村史編集委員会編 2018〕。

第 31 次調査地の位置する金屋集落は、その成立について不明な点が多いが、寛永二十一（1644）年の新津村

との村境争いや万治二（1659）年村上藩による検地などを伝える資料が現存しているため、少なくとも近世初頭

には成立していたとみられる。

金屋村および六郷村は、明治二十二（1889）年町村制の施行に伴い周辺 18 ケ村と合併し新関村となった。昭

和 32（1957）年の新関村の分村合併に伴い新津市に編入され、現在に至っている。
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第Ⅲ章　調 査 の 概 要

第 1 節　試掘・確認調査（第 9・10 図、図版 4、第 3 表）

両新地区ほ場整備事業に伴う試掘・確認調査は、平成 13 〜 18 年度にほ場整備事業区域全域を行っている。

平成 13 年度には 1,147.5m2、平成 14 年度には 1,701m2、平成 15 年度には 490.5m2、平成 16 年度には

40.05m2、平成 17 年度には 154.5m2、平成 18 年度には 24m2 の計 3,557.55m2 を実施した。さらに、平成

27 年度に 85.5m2 を、平成 28 年度に 90.83m2 を追加して、これまで実施した試掘・確認調査の総調査面積は

3,733.88m2 にのぼる。

平成 21 年度本発掘調査（第 29 次調査）の調査地点は A 地区にあたり、平成 22 年度本発掘調査（第 31 次調査）

地点は B 地区にあたる（図版 4 参照）。調査時の現況はいずれの調査区も田である。各トレンチと第 29 次・第

31 次調査区との位置関係を第 9 図に、各トレンチの土層柱状図および出土品については、第 10 図・第 3 表に

示した。基本層序の説明は第Ⅳ章第 2 節に詳述する。

平成 21 年度調査区付近の地盤高（G・L）は 8.6m 前後で、現地表面から約 0.2 〜 0.7m で遺構確認面（基盤層）

に達する。いずれのトレンチでも包含層が良好に残存し、365T では耕作土直下に包含層が確認された。

平成 22 年度調査区周辺の地盤高（G・L）は 9.5m 前後で、現地表面から遺構確認面までの深さは、1 区が約

0.2 〜 0.5m、2 区が約 0.2 〜 0.4m、3 区が約 0.2 〜 0.7m、4 区が約 0.2 〜 0.9m である。2 区 23T や 3 区

301T、4 区 306T、310T のように基盤層が、他のトレンチに比べて突出して深いのは、旧河道や低湿地帯の存

在する起伏に富んだ旧地形の表れと考えられる。全調査区を通じて包含層の深度が浅い。これは、大正時代から

昭和初期に行われた区画整理事業の影響を受け、平坦な地形に改変されたことに原因があるとみられる。

以上の調査所見に基づき、工事により遺跡保護層の確保が困難な区域を対象に本発掘調査範囲を決定した。そ

の面積は前述のとおり、平成 21 年で 2,374.84m2、平成 22 年度では 4,464.22m2 である。

第 2 節　本 発 掘 調 査

A　調　査　方　法

1）グリッドの設定（図版 8 〜 13）

グリッドを設定するにあたっては、世界測地系（測地成果 2000）を用いた。平成 19 年度調査から細池寺道

上遺跡の範囲全体にグリッド設定を行った。なお、当該地域では、平成 23 年の東日本大震災による地殻変

動に対応するため、三角点位置および水準点標高の改定が行われているが（測地成果 2011）。既存調査との整

合をとるため特に断りがない場合には測地成果 2000 による座標値を掲載している。その基準点は X 座標：

200400.000、Y 座標：56900.000、緯度：37°48′15″.14414、経度 139°08′46″.21718（測地成果 2011：

X 座標：200399.790、Y 座標：56901.000、緯度：37°48′15″.13710、経度 139°08′46″.25792）を 1A-1A 杭とした。

基準点に対し国土地理院の第Ⅷ系座標軸を用いて 100m の方眼を組み、これを大々グリッドとした。大々グリッ

ドの名称は北西隅の杭を基点として南北方向をアラビア数字、東西方向をアルファベットとし、この組み合わせ

によって表示した。この大々グリッドに 10m の方眼を組み、これを大グリッドとした。大グリッドも大々グリッ

ド同様の表示方法とした。大グリッドをさらに 2m 方眼に区分して 1 から 25 の小グリッドに分割し、「5R-3C5」

のように呼称した。基準杭の打設は測量業者に委託した。
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 2005年発行「新潟市地形図 1:2,500」に加筆修正→1:5,000

第 9図　細池寺道上遺跡試掘・確認調査トレンチ図
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第 10図　平成 21・22年度調査区内と周辺の試掘・確認調査土層柱状図
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第 3表　遺物出土トレンチ

トレンチ
番号 出土遺物

A359T 土師器17、中世陶磁器1

A366T 土師器2

A182T 土師器8、越前焼1、鉄滓1

A365T 土師器20、須恵器1、鉄製品1

B18T 土師器14、珠洲焼1

B21T 土師器5、石製品1

B300T 土師器3、青磁1、青白磁1
近世以降陶磁器2、鉄製品3

B24T 中世陶磁器1

B23T 土師器6

B3T 土師器3、近世以降陶磁器1

B301T 近世以降陶磁器1、鉄製品1
石製品1

B5T 土師器1、近世以降陶磁器1

B9T 土師器25

B303T 土師器9

B295T 土師器3、青磁1

B307T 土師器9、

B306T 土師器6、須恵器1、炉壁1
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各調査区内の座標は次の通りである。

平成 21年度調査区

5R-3C1 測地成果 2000（X 座標：199980.000、Y 座標：58620.000、標高：8.256m、

緯度：37°48′01″.1297、経度 139°09′56″.4085）

測地成果 2011（X 座標：199979.789、Y 座標：58621.005、標高：8.256m、

緯度：37°48′01″.1226、経度 139°09′56″.4495）

5R-3C1 杭で南北方向を座標北の 0 度 0 分 0 秒とし、座標北は真北に対し 0 度 24 分 29 秒

東偏し、磁北は真北に対して 8 度 10 分 00 秒西偏する。

平成 22年度調査区

1 区 18R-10F1 測地成果 2000（X 座標：198610.000、Y 座標：58650.000、標高：8.682m、

緯度：37°47′16″.6859、経度 139°09′57″.2360）

測地成果 2011（X 座標：198609.790、Y 座標：58651.000、標高：8.682m、

緯度：37°47′16″.6789、経度 139°09′57″.2768）

18R-10F1 杭で南北方向を座標北の 0 度 0 分 0 秒とし、座標北は真北に対し 0 度 24 分 29

秒東偏し、磁北は真北に対して 8 度 10 分 00 秒西偏する。

2 区 20R-1D1 測地成果 2000（X 座標：198500.000、Y 座標：58630.000、標高：9.082m、

緯度：37°47′13″.1226、経度 139°09′56″.3865）

測地成果 2011（X 座標：198499.790、Y 座標：58630.999、標高：9.082m、

緯度：37°47′13″.1156、経度 139°09′56″.4273）

20R-1D1 杭で南北方向を座標北の 0 度 0 分 0 秒とし、座標北は真北に対し 0 度 24 分 28

秒東偏し、磁北は真北に対して 8 度 10 分 00 秒西偏する。

3 区 20Q-5E1 測地成果 2000（X 座標：198460.000、Y 座標：58540.000、標高：8.889m、

緯度：37°47′11″.8459、経度 139°09′52″.6966）

測地成果 2011（X 座標：198459.790、Y 座標：58540.999、標高：8.889m、

緯度：37°47′11″.8389、経度 139°09′52″.7373）

20Q-5E1 杭で南北方向を座標北の 0 度 0 分 0 秒とし、座標北は真北に対し 0 度 24 分 26

秒東偏し、磁北は真北に対して 8 度 10 分 00 秒西偏する。

4 区 19O-4I1 測地成果 2000（X 座標：198570.000、Y 座標：58380.000、標高：8.613m、

緯度：37°47′15″.4507、経度 139°09′46″.1892）

測地成果 2011（X 座標：198569.790、Y 座標：58380.999、標高：8.613m、

緯度：37°47′15″.4437、経度 139°09′46″.2299）

19O-4I1 杭で南北方向を座標北の度 0 分 0 秒とし、座標北は真北に対し 0 度 24 分 22 秒

東偏し、磁北は真北に対して 8 度 10 分 00 秒西偏する。

2）調　査　方　法

① 表土剥ぎ：確認調査によって遺物の出土が多量であることから、遺物包含層（Ⅲ層）上面まで、遺物の出土

に注意しながら重機（バックホウ）により除去した。排土は横置きした。法面は安全面を考慮して一分の勾配とした。

また、湛水防止のために、表土剥ぎと並行して調査区の周囲に土側溝を掘り、2 吋のポンプで強制排水を行った。

土側溝は、幅 20cm、深さ 20cm 程の溝で、壁面を垂直に掘ると崩壊する恐れがあるために緩く傾斜をつけた

V 字の溝を人力で掘削した。土側溝により遺構の破壊が考えられたが、湛水により調査が不能になることを防ぐ

処置である。

② 包含層掘削・遺構検出・発掘：重機で掘削後、ジョレン等を用いて人力で精査を行い、包含層の掘削・遺
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構の検出にあたった。排土はベルトコンベア・一輪車を用いて人力で調査区外へ搬出した。

③ 実測・写真撮影：平面図および各種測量点は測量業者に委託してトータルステーションを用いて作成し、

断面図は 1/20 で手取りおよび写真実測を用いて作成した。あわせて俯瞰写真を撮影した。写真撮影は 35mm 版、

6×7 版のカメラを用い、白黒フィルム・カラーポジフィルムを適宜併用した。さらにデジタルカメラでの撮影

も行った。

④ 遺物取り上げ：包含層出土遺物は小グリッドを単位として取り上げた。遺構出土遺物は基本的に個別の点

取り上げを行った。

⑤ 自然科学分析：植物珪酸体分析・花粉分析・種実同定・樹種同定・放射性炭素年代測定（AMS 法）・人骨の

人類学的調査・アスファルトの成分分析と原産地の推定等の科学分析を行った。

B　調　査　経　過

1）平成 21年度の調査経過

調査担当 1 名、調査員 1 名の 2 名体制で、平成 21 年 6 月 15 日から重機を用いて表土剥ぎを開始した。並行

して仮設事務所の設営を行った。同 16 日に機材庫を設営し機材を搬入した。降雨日・降雨量共に多い年で作業

は難航し、表土剥ぎが終了したのは 7 月 21 日であった。遺構精査や遺構掘削は表土剥ぎが終了した場所から順

次実施した。調査区を南北に分断するように 2 本の溝跡が検出された。掘削に当たっては相当な排土量が見込

まれた。7 月 22 日にベルトコンベアを設置し、遺構精査を開始する。8 月 4 日より遺跡を横断する大溝（SD1・

2）の精査に着手した。8 月 12 〜 16 日までお盆休みに入る。8 月 17 日より大溝の調査を再開する。9 月 2 日

に大溝上面で焼土と焼骨の入る土坑（SK985）を確認する。9 月 4 日に土坑内から銅銭が出土し、近世墓あるい

は火葬遺構の可能性を確認する。9 月 5 日に焼骨に劣化防止のためバインダーを塗布した。9 月 10 日に新潟県

埋蔵文化財調査事業団三ツ井朋子氏に指導を仰ぎ、遺構ごとウレタン樹脂を用いて取り上げた。その後は大溝の

掘削を継続する。9 月 19 日に現地説明会を行い、地元両新地区を中心に 71 名の参加があった。9 月 25 日に大

溝を完掘した。10 月 10 日に焼土遺構（現カマド状遺構）について新潟県埋蔵文化財調査事業団鈴木俊成氏に来

跡して頂き調査指導を受ける。10 月 11 日にほぼ全域の調査を終了し全体清掃を行う。10 月 12 日にラジコン

ヘリコプターによる空撮を行う。10 月 13 日に北・東・西方向からのローリングタワーによる撮影を行う。10

月 17 日までに遺構写真の取漏れを撮影し、並行して撤収作業を行った。

最終的な調査面積は上端面積 2,374.84m2・下端面積 2,266.81m2 である。

2）平成 22年度の調査経過

調査担当 1 名、調査員 2 名の 3 名体制で、平成 22 年 6 月 21 日に諸準備を開始し、6 月 30 日に新津農地事

務所立ち合いのもと調査区設定の打ち合わせを行い、2 区の重機による表土掘削を開始し、並行して遺構精査を

行う。2 区の表土掘削は 7 月 21 日に終了した。7 月 2 日より機材搬入を本格的に行った。7 月 6 日より 1 区

で重機による表土掘削を開始し、遺構精査も同時に行う、表土掘削は 13 日に終了した。8 月 12 日から 16 日

までお盆休みに入る。8 月 17 日に調査を再開した。1 区の遺構精査に目途が立ったため、9 月 14 日から 4 区

の重機による表土除去を開始し、9 月 16 日に終了した。遺構精査を 10 月 1 日までに終了し、東・西方向から

3 段のローリングタワーを用いて写真撮影を行った。10 月 7 日より 3 区の表土除去を開始し、14 日に終了し、

遺構精査を引き続き行う。10 月 22 日に 2・4 区の全域を終了しラジコンヘリコプターによる空撮を行った。空

撮時に 2 区で畝状遺構を確認したため、サブトレンチを掘削しながら調査を行った結果、調査区に広く広がる

ことを確認した。10 月 31 日に現地説明会を行い、61 名の参加があった。11 月 22 日に 3 区で高所作業車に

よる撮影を行った。11 月 24 日に 2・3 区の空撮を行った。11 月 25 日に 2 区で高所作業車による撮影を引き

続き行った。11 月 26 日に 2 区の井戸の掘り残しを確認し、掘削を行った。12 月 2 日に遺構掘削が終了した。

12 月 3 日に機材撤収を行った。
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最終的な調査面積は、1 区上端面積 398.10m2・下端面積 340.29m2、2 区上端面積 3,320.36m2・下端面積

3,276.47m2 、3 区上端面積 498.95m2・下端面積 411.20m2、4 区上端面積 246.81m2・下端面積 181.58m2

である。合計調査面積は、上端面積 4,464.22m2・下端面積 4,209.54m2 である。

C　調　査　体　制

平成 21・22 年度 細池寺道上遺跡本発掘調査の調査体制は以下の通りである。

調 査 期 間 平成21年6月15日〜平成21年10月17日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長  鈴木廣志）

所管課・事務局
新潟市文化観光・スポーツ部歴史文化課（課長  倉地一則、課長補佐  頓所洋一、
埋蔵文化財係長兼埋蔵文化財センター主任  渡邊朋和）
新潟市埋蔵文化財センター（所長  山田光行）

調 査 担 当 朝岡政康（主査）

調 査 員 髙野裕子（専門臨時職員）

調 査 期 間 平成22年6月21日〜平成22年12月10日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長  鈴木廣志）

所管課・事務局
新潟市文化観光・スポーツ部歴史文化課（課長  倉地一則、課長補佐  頓所洋一、
埋蔵文化財係長兼埋蔵文化財センター主任  渡邊朋和）
新潟市埋蔵文化財センター（所長  山田光行）

調 査 担 当 遠藤恭雄（主査）

調 査 員 朝岡政康（主査）、澤野慶子（専門臨時職員）

第 3 節　整　理　作　業

A　整　理　方　法

1）遺　　　物

遺物量はコンテナ（内寸 54.5×33.6×10.0cm）にして平成 21 年度調査分が 198 箱（発掘調査終了時点）、平成

22 年度調査分が 64 箱（発掘調査終了時点）である。平安・鎌倉・室町・江戸時代の土器・陶磁器・土製品・石製品・

金属製品・木製品など各種の遺物がある。

遺物の整理作業は次の手順で行った。① 洗浄　② 注記　③ 包含層：種別ごと小グリッド別に重量計測　④ 

遺構：器種別の重量・破片数・残存率計測　⑤ 接合　⑥ 報告書掲載遺物の抽出　⑦ 実測図作成　観察表・集計

表作成　⑧ トレース図作成　⑨ 写真撮影（デジタルカメラまたは 6×7 版カメラによる）⑩ 図面図版・写真図版仮

割付作成　⑪ 版下作成　⑫ 収納。このうち⑧と⑪は業者に委託してデジタル編集で行い、⑨も業者に委託した。

2）遺　　　構

各種図面の整理にあたっては、まず測量業者に委託した 1/20 の遺構平面図と手取り等の断面図との校正作業

を行った。報告書に掲載する 1/100 平面図、個別遺構の平面図と断面図を 1/40 縮尺で組み合わせたものは測

量業者が作成し、デジタルデータとした。その後割り付を作成し業者に委託して版下を作成した。

B　整　理　経　過

平成 21・22 年度は発掘調査終了後、遺物の洗浄・注記など基礎整理作業を年度内で終了させた。さらに、遺

構写真・図面の整理を行い、あわせて測量業者に委託した遺構平面図・断面図の校正作業を行った。平成 23 〜

29 年度は報告書作成業務を各年度担当が中心に当該年度の本発掘調査と並行して断続的に行った。平成 30 〜

令和 2 年度に通年で報告書作成を行った。行った作業は、遺物計測・遺物実測・デジタルトレース、遺物写真
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の撮影、図版のレイアウト、報告書の執筆・編集である。報告書は令和 2 年度に刊行した。

C　整　理　体　制

平成 21 〜令和元年度の細池寺道上遺跡の整理体制は以下の通りである。

調 査 期 間 平成21年5月26日〜平成22年3月31日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長  鈴木廣志）

所管課・事務局
新潟市文化観光・スポーツ部歴史文化課（課長  倉地一則、課長補佐  頓所洋一、
埋蔵文化財係長兼埋蔵文化財センター主任  渡邊朋和）
埋蔵文化財センター（所長  山田光行）

整 理 担 当 朝岡政康（主査）

調 査 員 髙野裕子（専門臨時職員）

調 査 期 間 平成22年6月21日〜平成23年3月31日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長  鈴木廣志）

所管課・事務局
新潟市文化観光・スポーツ部歴史文化課（課長  倉地一則、課長補佐  頓所洋一、
埋蔵文化財係長兼埋蔵文化財センター主任  渡邊朋和）
埋蔵文化財センター（所長  山田光行）

整 理 担 当 遠藤恭雄（主査）

調 査 員 朝岡政康（主査）、髙野裕子・澤野慶子（専門臨時職員）

調 査 期 間 平成23年6月27日〜平成24年3月30日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長  鈴木廣志）

所管課・事務局 新潟市文化観光・スポーツ部文化財センター（所長  高橋保、所長補佐  丸山徳幸、主任  渡邊朋和）

整 理 担 当 遠藤恭雄（主査）

調 査 員 相澤（髙野）裕子・澤野慶子（市文化財センター非常勤嘱託）

調 査 期 間 平成24年6月28日〜平成25年3月29日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長  阿部愛子）

所管課・事務局 新潟市文化観光・スポーツ部文化財センター（所長  高橋保、所長補佐  丸山徳幸、主任  渡邊朋和）

整 理 担 当 遠藤恭雄（主査）

調 査 員 相澤裕子・澤野慶子（市文化財センター非常勤嘱託）

調 査 期 間 平成25年7月9日〜平成26年3月31日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長  阿部愛子）

所管課・事務局
新潟市文化観光・スポーツ部文化財センター（所長  中野俊一、所長補佐  丸山徳幸、主任  渡邊朋和・
本間敏則）

整 理 担 当 遠藤恭雄（主任）

調 査 員 相澤裕子・澤野慶子（市文化財センター非常勤嘱託）

調 査 期 間 平成26年5月27日〜平成27年3月31日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長  阿部愛子）

所管課・事務局 新潟市文化スポーツ部文化財センター（所長  中野俊一、所長補佐  福地康郎、主任  遠藤恭雄）

整 理 担 当 立木宏明（主査）

調 査 員 牧野耕作（市文化財センター非常勤嘱託）

調 査 期 間 平成27年7月7日〜平成28年3月31日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長  前田秀子）

所管課・事務局 新潟市文化スポーツ部文化財センター（所長  中野俊一、所長補佐  福地康郎、主任  遠藤恭雄）

整 理 担 当 立木宏明（主査）

調 査 員 奈良佳子（市文化財センター非常勤嘱託）
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調 査 期 間 平成28年5月31日〜平成29年3月31日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長  前田秀子）

所管課・事務局 新潟市文化スポーツ部文化財センター（所長  松田賢一、所長補佐  福地康郎、主幹  遠藤恭雄）

整 理 担 当 立木宏明（主査）

調 査 員 奈良佳子（市文化財センター非常勤嘱託）

調 査 期 間 平成29年6月9日〜平成30年3月30日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長  前田秀子）

所管課・事務局
新潟市文化スポーツ部文化財センター（所長  外山孝幸、所長補佐  渡邊朋和・福地康郎、
主幹  遠藤恭雄）

整 理 担 当 立木宏明（主査）

調 査 員 奈良佳子（市文化財センター非常勤嘱託）

調 査 期 間 平成30年5月31日〜平成31年3月29日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長  前田秀子）

所管課・事務局
新潟市文化スポーツ部歴史文化課（課長  小澤昌己、課長補佐  廣野耕造、
埋蔵文化財担当係長  朝岡政康）
新潟市文化スポーツ部文化財センター（所長  渡邊朋和、主幹  天野泰伸・遠藤恭雄）

整 理 担 当 立木宏明（主査）

調 査 員 奈良佳子（市文化財センター非常勤嘱託）

調 査 期 間 令和元年5月27日〜令和2年3月31日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長  前田秀子）

所管課・事務局
新潟市文化スポーツ部歴史文化課（課長  小澤昌己、課長補佐  廣野耕造、
埋蔵文化財担当主幹  朝岡政康）
新潟市文化スポーツ部文化財センター（所長  渡邊朋和、主幹  天野泰伸・遠藤恭雄）

整 理 担 当 立木宏明（係長）

調 査 員 奈良佳子（市文化財センター非常勤嘱託）

調 査 期 間 令和2年5月29日〜令和3年3月31日

調 査 主 体 新潟市教育委員会（教育長  前田秀子）

所管課・事務局
新潟市文化スポーツ部歴史文化課（課長  遠藤和典、課長補佐  廣野耕造・松本有希、
埋蔵文化財担当主幹  朝岡政康）
新潟市文化スポーツ部文化財センター（所長  渡邊朋和、主幹  吉沢範久・遠藤恭雄）

整 理 担 当 立木宏明（係長）

調 査 員 奈良佳子（市文化財センター会計年度任用職員）

第 29次調査現地説明会 第 31次調査現地説明会

第 11図　現地説明会風景
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第Ⅳ章　遺　　　跡

第 1 節　概　　　要

遺構の大部分は基本層序Ⅳ層上面で確認した。遺構確認面までの深度は 0.2m 〜 0.7m ほどである。

第 29 次調査（2009 年、以下 09 とする）では古代〜中世の掘立柱建物を中心とした居住域や河、中世以降の

水路と考えられる溝などが確認された。平安時代、鎌倉・室町時代の遺物が出土している。検出した遺構総数

は 1287 基で、井戸（SE）6 基、土坑（SK）120 基、性格不明遺構（SX）17 基、溝（SD）61 条、小土坑（Pit）

1065 基、掘立柱建物（SB）17 基、旧河道（河）1 基である。遺物量はコンテナ（内寸 54.5×33.6×10.0cm）換

算で 198 箱である。

第 31 次調査（2010 年、以下 10 とする）は用・排水管埋設を伴う路線工事部分を 1・3・4 区、面工事部分を

2 区とし調査を行った。中世の掘立柱建物を中心とした居住域、水田とその用・排水路とみられる溝、畝状遺構

などが確認された。平安時代、鎌倉・室町時代の遺物が出土している。1 〜 4 区を合わせた検出された遺構総数

は 2687 基あり、井戸（SE）28 基、土坑（SK）97 基、性格不明遺構（SX）24 基、溝（SD）210 条、水田（SN）

3 基、小土坑（Pit）2314 基、掘立柱建物（SB）8 基、旧河道（河）3 基である。1・3・4 区は調査区域が狭小

なため遺構全体を調査できず、一部分の調査に限られているものが多い。遺物量はコンテナ（内寸 54.5×33.6×

10.0cm）換算で 64 箱である。

遺構番号は調査年度・調査区ごとに遺構の種別にかかわらず 1 から通し番号を付した。遺構でないと判断し

たものについては欠番とした。記述はまず調査年次・区の順とし、次に井戸（SE）、土坑（SK）、性格不明遺構（SX）、

溝（SD）、水田（SN）、小土坑（Pit）、掘立柱建物（SB）、旧河道（河）の遺構種別順、そして同種遺構は時期の別

に関わらず、番号順に記す。遺構の計測値等は別表 1・2 に示した。以下の記述では層位、切合い、遺物から時

期の推定できるもののみ時期を記し、遺物の出土がない場合は「遺物なし」の記述を省略した。

第 2 節　層　　　序

基本層序はⅠ〜Ⅳ層に大別した。さらに細別できる場合は a・b・  ' （ダッシュ）を付した。年度ごと・調査区

ごとに記録をしているため色調等に若干の相違が生じたり、調査地によって細別層が確認できない層もある。し

かしⅠ〜Ⅳ層の大別層の認識は共通していたため、土層注記の色調・粘性・しまり・混入物などの文言を統一し

た。Ⅰ層は現水田耕作土、Ⅱ層は現水田床土である。Ⅲb・c 層は暗褐色または黒褐色を呈する古代・中世の遺

物包含層である。Ⅳ層が古代・中世の基盤層で、Ⅳ層上面が遺構確認面となる。記録に際しては色調・土質・粘

性・しまり・混入物に着目した。

第 4表　第 29・31次調査遺構数集計表

井戸
（SE）

土坑
（SK）

性格不明遺構
（SX）

溝
（SD）

水田
（SN）

小土坑
（Pit）

掘立柱建物
（SB）

旧河道
（河） 合計

第29次調査 6 120 17 61 0 1065 17 1 1287

第
31
次
調
査

1区 3 23 4 26 0 209 0 3 268

2区 24 62 8 164 2 1896 8 0 2164

3区 0 5 5 18 1 116 0 0 145

4区 1 7 7 2 0 93 0 0 110

合計 28 97 24 210 3 2314 8 3 2687

第29・31次調査合計 34 217 41 271 3 3379 25 4 3974
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Ⅰa 黄灰色（2.5Y4/1）シルト　粘性あり　しまりややあり　現表土（耕土）

Ⅰa' 灰色（5Y4/1）シルト　粘性なし　しまりややあり　

Ⅰb 暗灰黄色（2.5YR4/2）シルト　粘性あり　しまりあり　水酸化鉄を斑状に含む　水田床土

Ⅰc 灰褐色（7.5YR4/2）シルト　粘性なし　しまり強い　水酸化鉄を斑状に含む

Ⅰd 黒褐色（2.5Y3/1）シルト　粘性なし　しまり強い　黒褐色シルトを斑状に含む

Ⅰe 灰黄褐色（10YR4/2）シルト　粘性ややあり　しまり強い　Ⅰb 層堆積以前の表土

Ⅱa 灰黄褐色（10YR4/2）シルト　粘性ややあり　しまりあり

Ⅱb 暗褐色（10YR3/3）シルト　粘性ややあり　しまりあり

Ⅱc にぶい黄褐色（10YR4/3）シルト　粘性ややあり　しまりあり

Ⅲa 黒褐色（10YR3/2）粘土　粘性強い　しまり強い

Ⅲb 暗褐色（10YR3/3）シルト　粘性ややあり　しまりあり　炭化物 φ3 〜 5mm を斑状に少量含む　暗褐

色シルトを斑状に含む　遺物包含層

Ⅲc 黒褐色（10YR2/3）シルト　粘性ややあり　しまりややあり　炭化物 φ3 〜 5mm を斑状にⅢb 層より

多量に含む　遺物包含層

Ⅳa 黄褐色（10YR5/6）シルト　粘性あり　しまりあり　Ⅲb 層暗褐色シルトを斑状に含む

Ⅳb にぶい黄色（2.5Y6/4）シルト　粘性ややあり　しまりあり　砂質強い　地山　遺構確認面

第 3 節　第 29 次（09）調査の遺構（図版 14 〜 60）

A　概　　　要

第 21 次（09）調査区は細池寺道上遺跡の北東端付近に位置する。遺構確認面Ⅳ層上面の標高は 7.65 〜

8.30m を測り、東から西に向かって低くなる。遺構は調査区の東側 7.90m 以上の範囲に集中するが、北東側は

河 1250 により切られている。

B　遺　構　各　説

1）井　　　戸（SE）

SE282（図版 20・21・55、写真図版 10・11）

5Q-5J9・10・14・15 に位置する中世の遺構である。平面形は円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は

N-10°-E である。確認面で長軸 1.24m、短軸 1.23m、深さ 1.60m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 6 層

に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯、中世土師器皿、珠洲焼片口鉢・

甕、青磁香炉、瀬戸焼・美濃焼瓶類ヵ、敲石・台石・礫、刀子、白木皿・棒状木製品・板状木製品が出土。（図

版 131・163・164・182・185、写真図版 151・185・186・198・201）

SE595（図版 22・23・55、写真図版 11）

5Q-5J17・18・22・23 に位置する中世の遺構である。Pit597 を切る。平面形は円形、断面形は U 字形を呈

し、主軸方位は N-41°-W である。確認面で長軸 1.73m、短軸 1.67m、深さ 1.55m を測る。素掘りの井戸である。

断面図は作成できなかったが、覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕、黒色土

器無台椀、須恵器長胴壺、青磁椀、磨石・礫、不明金属製品、下駄が出土。（図版 131・185、写真図版 151・201）

SE978（図版 16・17・22、写真図版 11）

5R-2B13・14・18・19・23・24 に位置する中世の遺構である。SD1 に切られる。平面形は円形、断面形

は台形を呈し、主軸方位は N-4°-E である。確認面で長軸 2.33m、短軸 2.25m、深さ 1.50m を測る。素掘りの

井戸である。覆土は 12 層に分けられ、ブロック状の堆積である。土師器無台椀・長甕、須恵器無台杯・甕、珠
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洲焼片口鉢・壺 T 種、砥石・磨石・敲石・礫が出土。（図版 131、写真図版 151）

SE1119（図版 17・23、写真図版 11）

5R-2C13・14・17 〜 20・22 〜 25、5R-3C3・4 に位置する中世の遺構である。SD289・1115・1116 を

切り、SD1 に切られる。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-85°-W である。確認面で長軸

5.68m、短軸 4.74m、深さ 1.56m を測る。素掘りの井戸である。土師器無台椀・長甕、須恵器無台杯・有台杯

が出土。（図版 131、写真図版 151）

SE1270（図版 19・20・22、写真図版 11・12）

5Q-5J10 に位置する。Pit1206 に切られる。平面形は円形、断面形は箱形を呈し、主軸方位は N-30°-W である。

確認面で長軸 1.00m、短軸 0.80m、深さ 0.89m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 7 層に分けられ、ブロッ

ク状の堆積である。土師器無台椀・長甕が出土。周辺に中世の井戸が集中することから、中世と推測する。

SE1272（図版 19・20・22、写真図版 12）

5R-5A11・12・16・17 に位置する中世の遺構である。調査区南壁にかかっており、Ⅲc 層中の掘り込みで

ある。Pit1273 に切られる。断面形は階段形を呈し、主軸方位は N-35°-E である。確認面で深さ 1.07m を測る。

素掘りの井戸である。覆土は 12 層に分けられ、ブロック状の堆積である。土師器無台椀、青磁椀、礫が出土。

2）土　　　坑（SK）

SK31（図版 18・23、写真図版 12）

5Q-3I21 に位置する。平面形は楕円形、断面形は箱形を呈し、主軸方位は N-86°-W である。確認面で長軸

0.76m、短軸 0.25m、深さ 0.16m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK32（図版 18・23、写真図版 12）

5Q-3I21・22、5Q-4I1・2 に位置する。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-15°-W である。

確認面で長軸 0.99m、短軸 0.87m、深さ 0.27m を測る。覆土は 5 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

土師器無台椀が出土。

SK59（図版 18・24、写真図版 12）

5Q-3I24 に位置する。SD200 に切られる。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-70°-W である。

確認面で短軸 0.56m、深さ 0.08m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。切合いから古代と

推測する。

SK104（図版 18・20・24、写真図版 13）

5Q-4I20・25、5Q-4J16・21 に位置する。SK259 を切り、Pit103・105 に切られる。平面形は長方形、断

面形は半円形を呈し、主軸方位は N-86°-W である。確認面で長軸 1.75m、短軸 1.12m、深さ 0.52m を測る。

覆土は 5 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯、礫が出土。

SK107（図版 18・20・24、写真図版 13）

5Q-4I18・19・23・24 に位置する。Pit108・109 に切られる。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸

方位は N-54°-E である。確認面で長軸 1.74m、短軸 1.55m、深さ 0.16m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レ

ンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯、礫が出土。（図版 131、写真図版 151）

SK112（図版 18・20・24、写真図版 13）

5Q-4I12・17 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-53°-E である。確認面で長

軸 1.04m、短軸 0.75m、深さ 0.19m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器長甕・

小甕が出土。

SK137（図版 20・24、写真図版 13・14）

5Q-4I25、5Q-5I5 に位置する。平面形は楕円形、断面形は不整形を呈し、主軸方位は N-13°-E である。確認

面で長軸 1.66m、短軸 0.64m、深さ 0.25m を測る。覆土は 8 層に分けられ、ブロック状の堆積である。土師
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器無台椀・長甕が出土。

SK138（図版 20・24、写真図版 13・14）

5Q-5I5、5Q-5J1 に位置する。平面形は方形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-4°-W である。確認面で

長軸 0.85m、短軸 0.85m、深さ 0.23m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・

長甕、須恵器無台杯が出土。

SK152（図版 20・24、写真図版 14）

5Q-5I13・14・18・19 に位置する。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-40°-W である。

確認面で長軸 1.48m、短軸 1.03m、深さ 0.26m を測る。覆土は 7 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土

師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯、台石が出土。（図版 131・165、写真図版 151・186）

SK159（図版 20・24、写真図版 14）

5Q-5I18・19 に位置する。Pit160 を切る。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-67°-W で

ある。確認面で長軸 0.82m、短軸 0.49m、深さ 0.26m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器無台椀・長甕・小甕が出土。

SK183（図版 20・25、写真図版 14）

5Q-5I23・24、5Q-6I3・4 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-80°-W である。

確認面で長軸 0.69m、短軸 0.42m、深さ 0.07m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK203（図版 18・24、写真図版 12）

5Q-3I18・19に位置する。SD200を切り、SD2に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位はN-50°-Wである。

確認面で深さ 0.13m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀が出土。

SK241（図版 18・20・25、写真図版 14）

5Q-4J8 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-40°-W である。確認面で長軸

0.64m、短軸 0.37m、深さ 0.22m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK245（図版 20・25、写真図版 14・15）

5Q-4I25、5Q-4J21・22、5Q-5J1・2 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-85°-E

である。確認面で長軸 2.48m、短軸 1.41m、深さ 0.17m を測る。覆土は単層である。土師器無台椀・長甕・小甕、

須恵器無台杯が出土。（図版 131、写真図版 152）

SK248（図版 20・25、写真図版 15）

5Q-5J3 に位置する。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-34°-W である。確認面で長軸 0.77m、

短軸 0.67m、深さ 0.12m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕

が出土。（図版 131、写真図版 151・152）

SK259（図版 18・20・25、写真図版 15）

5Q-4I20・25、5Q-4J16・17・21・22 に位置する。SK104、Pit103 に切られる。平面形は不整形、断面

形は皿形を呈し、主軸方位は N-30°-E である。確認面で長軸 2.85m、短軸 1.89m、深さ 0.36m を測る。覆土

は 5 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯・有台杯が出土。

SK280（図版 20・25・55、写真図版 15）

5Q-5J9・10 に位置する。Pit281 を切る。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-44°-W である。

確認面で長軸 0.74m、短軸 0.68m、深さ 0.18m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土

師器無台椀、不明金属製品が出土。

SK283（図版 15・16・17・26・51、写真図版 15・16）

5R-1B1・2・6・7・8・12 に位置する。SK284・285、SD289、Pit499・500・554・555・559・565・

566・963、河 1250 に切られる。平面形は方形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-35°-W である。確認面



第 3節　第 29次（09）調査の遺構

34

で長軸 3.10m、深さ 0.20m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小

甕・鍋、須恵器無台杯・甕、敲石・台石・軽石製石製品・礫が出土。SB1351 との切合いから古代と推測する。（図

版 131・132・163・164・167、写真図版 151・152・185・188）

SK284（図版 15・16・17・26、写真図版 15・16）

5R-1B2・7 に位置する。SK283 を切り、SK285、SD289、Pit555・556・557・558 に切られる。断面形は

皿形を呈し、主軸方位は N-35°-E である。確認面で短軸 1.60m、深さ 0.12m を測る。覆土は単層である。土師

器無台椀・長甕・小甕・鍋、黒色土器無台椀、須恵器無台杯、礫、刀子、炉壁が出土。（図版 132・182、写真図版

152・198）

SK285（図版 15・16・17・26、写真図版 16）

5R-1B2・3・7・8 に位置する中世の遺構である。SK283・284、Pit566 を切り、河 1250 に切られる。断

面形は皿形を呈し、主軸方位は N-85°-E である。確認面で短軸 1.26m、深さ 0.26m を測る。覆土は 5 層に分

けられ、ブロック状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、黒色土器無台椀、須恵器無台杯・甕・長頸

瓶、中世土師器皿、軽石製石製品、鉄滓が出土。（図版 132・167、写真図版 152・188）

SK286（図版 15・16・17・25・51、写真図版 16）

5R-1A4・5・9・10 に位置する。Pit473・482・716・1321 を切り、SD287 に切られる。平面形は楕円形、

断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-8°-W である。確認面で長軸 0.86m、短軸 0.67m、深さ 0.20m を測る。

覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器長甕が出土。

SK291（図版 15・16・17・25・51、写真図版 16・17）

5R-1A10、5R-1B6 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-34°-E である。確認

面で長軸 0.72m、短軸 0.57m、深さ 0.11m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器

無台椀・長甕、須恵器無台杯が出土。（図版 132、写真図版 152）

SK292（図版 15・16・17・27、写真図版 17）

5R-1B6・7・11・12 に位置する。SD1247、Pit293 を切る。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸方

位は N-0°-S である。確認面で長軸 0.56m、短軸 0.52m、深さ 0.12m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ

状の堆積である。土師器無台椀・鍋、須恵器無台杯・有台杯が出土。（図版 132、写真図版 152）

SK294（図版 15・16・17・27・53、写真図版 17）

5R-1B12 に位置する。SD1247 を切り、SK295、SD298 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-10°-E

である。確認面で長軸 0.80m、深さ 0.26m を測る。覆土は 2 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

SK295（図版 15・16・17・27・53、写真図版 17）

5R-1B12 に位置する。SK294、SD1247、Pit552・1279 を切る。平面形は楕円形、断面形は半円形を呈し、

主軸方位は N-6°-E である。確認面で長軸 0.90m、短軸 0.74m、深さ 0.31m を測る。覆土は 3 層に分けられ、ブロッ

ク状の堆積である。鉄滓が出土。

SK299（図版 15・16・17・27、写真図版 17）

5R-1B17・22 に位置する。SX300、Pit301・302 に切られる。平面形は長方形、断面形は皿形を呈し、主

軸方位は N-69°-E である。確認面で長軸 0.97m、短軸 0.74m、深さ 0.17m を測る。覆土は 2 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。

SK303（図版 15・16・17・27・53・54、写真図版 18）

5R-1B18・19 に位置する。Pit304・972 を切り、SD289 に切られる。断面形は半円形を呈し、主軸方位は

N-17°-W である。確認面で深さ 0.39m を測る。覆土は 4 層に分けられ、ブロック状の堆積である。土師器無台椀・

長甕、須恵器無台杯・杯蓋・甕、礫が出土。
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SK307（図版 15・16・17・27、写真図版 18）

5R-2B4 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-36°-W である。確認面で長軸

0.80m、短軸 0.35m、深さ 0.10m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK310（図版 15・16・17・27、写真図版 18）

5R-1B16 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位 N-58°-E である。確認面で長軸

0.48m、短軸 0.24m、深さ 0.15m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀が出土。

SK311（図版 15・16・17・27、写真図版 18）

5R-1B16・21 に位置する。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-46°-E である。確認面で

長軸 0.49m、短軸 0.32m、深さ 0.15m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器長甕

が出土。（図版 132、写真図版 152）

SK312（図版 15・16・17・27、写真図版 19）

5R-1B21 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-55°-E である。確認面で長軸

0.97m、短軸 0.36m、深さ 0.21m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器長甕、須恵

器無台杯が出土。

SK313（図版 15・16・17・27、写真図版 19）

5R-1B21 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-43°-E である。確認面で長軸

0.50m、短軸 0.32m、深さ 0.11m を測る。覆土は 2 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

SK320（図版 15・16・17・27、写真図版 19）

5R-1A25、5R-1B21 に位置する。SD319 を切る。平面形は不整形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-50°-E

である。確認面で長軸 0.71m、短軸 0.55m、深さ 0.15m を測る。覆土は 3 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

SK321（図版 15・16・17・27・56、写真図版 19）

5R-1A25、5R-1B21、5R-2A5、5R-2B1 に位置する。SD319 を切り、Pit587 に切られる。平面形は円形、

断面形は台形を呈し、主軸方位は N-85°-E である。確認面で長軸 0.75m、短軸 0.67m、深さ 0.33m を測る。

土師器長甕が出土。SB1357 との切合いから古代と推測する。

SK322（図版 15・16・17・27・56、写真図版 19・20）

5R-2B1 に位置する。Pit801 に切られる。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-21°-W であ

る。確認面で長軸 0.75m、短軸 0.45m、深さ 0.19m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK323（図版 15・16・17・27、写真図版 20）

5R-2B6・7 に位置する。Pit607 に切られる。平面形は方形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-15°-E である。

確認面で長軸 1.03m、短軸 0.89m、深さ 0.15m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK324（図版 15・16・17・28、写真図版 20）

5R-2B1・6 に位置する。SD319 を切り、Pit775 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸

方位は N-31°-W である。確認面で長軸 0.91m、短軸 0.52m、深さ 0.20m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レ

ンズ状の堆積である。土師器無台椀が出土。

SK326（図版 15・17・28・51・52、写真図版 20）

5R-1A19・20・24・25 に位置する。Pit323 を切る。平面形は方形、断面形は階段形を呈し、主軸方位は

N-37°-W である。確認面で長軸 0.96m、短軸 0.88m、深さ 0.26m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状

の堆積である。土師器無台椀・小甕・鍋が出土。

SK327（図版 15・17・28・30・51、写真図版 20・21・22・23）

5R-1A18・19・23・24 に位置する。SD330、Pit723 を切り、Pit328・329・340・454・1339 に切られ

る。平面形は長方形が 2 つ連結したような形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-49°-E である。確認面で長
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軸 2.95m、短軸 1.19m、深さ 0.28m を測る。覆土は 15 層に分けられ、レンズ状の堆積である。西側に焼け面

をもち、東側を中心に炭化物層がみられる。土師器無台椀・鉢・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・鉢、土製品、

礫が出土。（図版 132・133、写真図版 152・153）

SK331（図版 15・16・29・30、写真図版 23・24）

5R-1A8・9 に位置する。Pit450・1345 を切り、SK332 に切られる。平面形は長方形、断面形は台形を呈し、

主軸方位は N-59°-E である。確認面で長軸 1.74m、短軸 1.38m、深さ 0.47m を測る。覆土は 10 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・杯蓋、礫、鉄滓が出土。（図版 133・

134・135、写真図版 153・154）

SK332（図版 15・16・29・30、写真図版 24）

5R-1A7・8・12・13 に位置する。SK331、Pit436・924 を切る。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、

主軸方位は N-47°-E である。確認面で長軸 1.92m、短軸 0.69m、深さ 0.19m を測る。覆土は 3 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・杯蓋、礫、刀子ヵが出土。（図版 182、

写真図版 198）

SK334（図版 15・16・31・51・52、写真図版 24）

5R-1A13・14 に位置する。Pit333 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-8°-E であ

る。確認面で長軸 0.75m、短軸 0.60m、深さ 0.14m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器長甕が出土。

SK335（図版 15・16・29・30・51、写真図版 25）

5R-1A13・14・18・19 に位置する。SD330 を切り、Pit337・338 に切られる。平面形は不整形、断面形

は台形を呈し、主軸方位は N-80°-E である。確認面で長軸 1.84m、短軸 1.03m、深さ 0.40m を測る。覆土は

5 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・杯蓋、台石・礫が出

土。（図版 135・165、写真図版 154・155・187）

SK341（図版 15・16・33、写真図版 25）

5R-1A7・12 に位置する。平面形は方形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-4°-W である。確認面で短軸

0.64m、深さ 0.16m を測る。覆土は 4 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

SK342（図版 15・16・31、写真図版 25）

5R-1A11 に位置する。SK343、SD345 を切る。平面形は円形、断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-55°-E

である。確認面で長軸 0.84m、深さ 0.34m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無

台椀・長甕・小甕が出土。

SK343（図版 15・16・31、写真図版 25）

5R-1A11 に位置する。SD345 を切り、SK342 に切られる。確認面で深さ 0.24m を測る。覆土は単層である。

SK350（図版 15・16・31、写真図版 26）

5R-1A17 に位置する。Pit351 に切られる。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-65°-E で

ある。確認面で長軸 0.60m、短軸 0.46m、深さ 0.57m を測る。覆土は 2 層に分けられ、水平堆積である。土

師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。

SK352（図版 15・16・31、写真図版 26）

5R-1A22、5R-2A1・2 に位置する。SD318 を切り、SK353 に切られる。平面形は楕円形、断面形は半円形

を呈し、主軸方位は N-0°-S である。確認面で短軸 0.51m、深さ 0.23m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レン

ズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・鍋が出土。（図版 135、写真図版 154）

SK353（図版 15・16・31、写真図版 26）

5R-2A1・2 に位置する。SK352、SD318 を切る。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-1°-E
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である。確認面で長軸 0.58m、短軸 0.50m、深さ 0.23m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器長甕・鍋が出土。

SK355（図版 15・16・31、写真図版 26）

5R-1A23、5R-2A3 に位置する。SD317・1231 を切り、SK356、Pit415・416 に切られる。平面形は不整

形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-25°-W である。確認面で長軸 1.19m、短軸 1.40m、深さ 0.29m を測る。

覆土は 2 層に分けられ、水平堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯が出土。（図版 135、写

真図版 155）

SK357（図版 15・16・18・32・54、写真図版 26・27）

5R-2A9 に位置する中世の遺構である。SD317、Pit643・1244 を切る。平面形は楕円形の部分とその中ほ

どから一方に細くのびる溝状部分からなる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-13°-E である。確認面で長軸

1.13m、短軸 0.80m、深さ 0.27m を測る。覆土は 9 層に分けられ、ブロック状の堆積である。覆土 2 層には

大きな塊の炭化物が多量に含まれており、4・5 層は焼土である。土師器無台椀・長甕、礫、銭貨（銭種不明銅銭）

が出土。骨の出土は見られなかったが、火葬に関係する遺構と考えられる。

SK359（図版 16・18・31・47・57、写真図版 28）

5R-2A8・9・13・14 に位置する。Pit636・637・638・639・640 を切り、SD358 に切られる。平面形は

方形、断面形は台形を呈し、N-85°-E である。、確認面で短軸 1.36m、深さ 0.44m を測る。覆土は 8 層に分け

られ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯、礫が出土。切合いからは古代の可能

性が高いと考える。（図版 135、写真図版 155）

SK360（図版 16・18・32・54、写真図版 28）

5Q-2J10・15、5R-2A6・11 に位置する。SD666 を切る。平面形は方形、断面形は台形を呈し、主軸方位

は N-31°-E である。確認面で長軸 1.18m、短軸 0.98m、深さ 0.29m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ

状の堆積である。土師器無台椀・長甕、礫が出土。

SK361（図版 16・18・32・54、写真図版 28）

5Q-2J15・20 に位置する中世の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-51°-W

である。確認面で長軸 1.16m、短軸 1.08m、深さ 0.18m を測る。覆土は 5 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器無台椀・長甕、青磁椀、礫が出土。（図版 135、写真図版 155）

SK362（図版 16・18・32、写真図版 29）

5Q-2J18 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-36°-W である。確認面で短軸

1.22m、深さ 0.27m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・須恵器無台杯、

礫が出土。

SK363（図版 15・16・18・32、写真図版 29）

5R-2A10 に位置する。SD316 を切る。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-73°-E である。

確認面で長軸 0.44m、短軸 0.34m、深さ 0.12m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土

師器長甕が出土。

SK383（図版 15・16・33、写真図版 29）

5R-1A17 に位置する。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-24°-W である。確認面で長軸

0.81m、短軸 0.52m、深さ 0.24m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・

小甕、須恵器無台杯が出土。（図版 135、写真図版 155）

SK389（図版 15・16・32、写真図版 29）

5R-1A16・21 に位置する。SD318 を切り、Pit388 に切られる。平面形は円形、断面形は箱形を呈し、主軸

方位は N-34°-W である。確認面で長軸 0.50m、短軸 0.44m、深さ 0.24m を測る。覆土は 3 層に分けられ、ブ
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ロック状の堆積である。土師器無台椀・小甕・鍋、須恵器有台杯・杯蓋が出土。（図版 135、写真図版 155）

SK425（図版 15・16・32、写真図版 30）

5R-1A18 に位置する。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-64°-W である。確認面で長軸

0.70m、短軸 0.44m、深さ 0.18m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・

小甕が出土。

SK596（図版 20・33、写真図版 30）

5Q-5J21・22、5R-6J1〜3 に位置する。Pit232・598・599 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、

主軸方位は N-43°-W である。確認面で長軸 2.81m、短軸 2.20m、深さ 0.36m を測る。覆土は 6 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・甕、礫が出土。（図版 135・136、写真

図版 155・156）

SK601（図版 19・20・32、写真図版 30）

5Q-5J15・20 に位置する。Pit602・618・616 を切る。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は

N-19°-W である。確認面で長軸 0.64m、短軸 0.56m、深さ 0.25m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状

の堆積である。

SK664（図版 16・18・32、写真図版 31）

5Q-2J25 に位置する。平面形は楕円形、断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-3°-W である。確認面で長軸

0.60m、短軸 0.43m、深さ 0.27m を測る。覆土は 2 層に分けられ、水平堆積である。礫が出土。

SK676（図版 17・19・32、写真図版 31）

5R-3B7 に位置する。SD709 を切り、SD2、Pit1241・1242 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は

N-3°-E である。確認面で短軸 0.92m、深さ 0.17m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK696（図版 19・34、写真図版 31）

5R-3B12 に位置する。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-28°-E である。確認面で長軸

0.68m、短軸 0.61m、深さ 0.16m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀が出土。

SK702（図版 19・34、写真図版 31・32）

5R-3B23 に位置する。平面形は方形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-55°-E である。確認面で長軸

0.93m、短軸 0.81m、深さ 0.17m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長

甕・小甕、須恵器無台杯・甕、礫が出土。（図版 136、写真図版 156）

SK710（図版 19・34、写真図版 32）

5R-3B12・13 に位置する。SD709 を切る。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-75°-W であ

る。確認面で長軸 1.06m、短軸 0.97m、深さ 0.17m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器無台椀・小甕が出土。

SK717（図版 16・17・34、写真図版 32）

5R-2B12・13・17・18 に位置する近世以降の遺構である。SD1・314 を切る。平面形は楕円形、断面形は

半円形を呈し、主軸方位は N-17°-W である。確認面で長軸 0.70m、短軸 0.53m、深さ 0.23m を測る。覆土は

4 層に分けられ、ブロック状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器甕が出土。

SK725（図版 15・17・34、写真図版 32）

5R-2C8 に位置する。Pit892・947 を切る。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-0°-S である。

確認面で長軸 1.13m、短軸 1.02m、深さ 0.26m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土

師器無台椀・長甕・小甕、焼礫が出土。（図版 136、写真図版 156）

SK727（図版 16・17・19・34、写真図版 33）

5R-3B9 に位置する。SD2 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-0°-S である。確認面で短軸
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0.74m、深さ 0.19m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀が出土。

SK729（図版 19・35、写真図版 33）

5R-3B9・14 に位置する。SK744 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-0°-S であ

る。確認面で長軸 2.11m、短軸 1.50m、深さ 0.26m を測る。覆土は 8 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器有台杯・甕、礫が出土。（図版 136・137、写真図版 156・157）

SK731（図版 19・34、写真図版 33）

5R-3B14・19 に位置する。SK732、SD709 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-47°-W である。

確認面で短軸 0.56m、深さ 0.06m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。切合いから古代と

推測する。

SK732（図版 19・34、写真図版 33・34）

5R-3B19 に位置する。SK731、SD709 を切る。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-60°-E

である。確認面で長軸1.97m、短軸1.76m、深さ0.38mを測る。覆土は10層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・杯蓋・甕、磨石、鉄滓が出土。（図版 137・138、写真図版 157・

158）

SK744（図版 19・35、写真図版 34）

5R-3B14・15 に位置する。SK729、Pit747・743 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-86°-W

である。確認面で短軸 0.77m、深さ 0.10m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無

台椀、鉄滓が出土。（図版 138、写真図版 158）

SK747（図版 17・19・35、写真図版 34）

5R-3B10・15、5R-3C6・11 に位置する。SK744 を切り、Pit741・742・743・748 に切られる。平面形

は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-0°-S である。確認面で長軸 2.16m、短軸 2.08m、深さ 0.24m を

測る。覆土は 7 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・有台杯、

砥石・礫・焼礫、刀子が出土。（図版 138・182、写真図版 158・159・198）

SK749（図版 16・17・19・35、写真図版 34）

5R-3B10 に位置する。SD2 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-3°-E である。確認面で短軸

0.50m、深さ 0.19m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK762（図版 17・19・35、写真図版 34・35）

5R-3C7・12 に位置する中世の遺構である。SK764、SD752 を切る。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、

主軸方位は N-29°-E である。確認面で長軸 0.77m、短軸 0.52m、深さ 0.20m を測る。覆土は 3 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・有台杯が出土。（図版 138、写真図版 159）

SK764（図版 19・36、写真図版 35）

5R-3C12 に位置する中世の遺構である。SD752・776・1347 を切り、SK762 に切られる。平面形は不整形、

断面形は台形を呈し、主軸方位は N-11°-E である。確認面で長軸 1.69m、短軸 1.30m、深さ 0.27m を測る。

覆土は 4 層に分けられ、ブロック状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯、円筒形土製品、

軽石製石製品・礫が出土。（図版 138・159、写真図版 159・181）

SK765（図版 19・36、写真図版 35）

5R-3C11・12・16・17 に位置する。SD1347 を切る。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は

N-82°-W である。確認面で長軸 1.00m、短軸 0.83m、深さ 0.09m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状

の堆積である。壁面が焼けており、灰のようになった炭化物の層が認められた。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、

須恵器無台杯が出土。
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SK770（図版 19・36、写真図版 35・36）

5R-3C16・17 に位置する。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-65°-W である。確認面で

長軸 0.59m、短軸 0.40m、深さ 0.17m を測る。覆土は 6 層に分けられ、ブロック状の堆積である。土師器無台椀・

長甕が出土。

SK793（図版 17・19・36、写真図版 36）

5R-3C9 に位置する。SD825 を切り、Pit792 に切られる。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は

N-71°-W である。確認面で長軸 0.78m、短軸 0.67m、深さ 0.14m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状

の堆積である。

SK812（図版 19・36・57、写真図版 36）

5R-3C19 に位置する。Pit811 を切る。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-85°-W である。

確認面で長軸 0.65m、短軸 0.56m、深さ 0.18m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。台石・

焼礫が出土。（図版 164・166、写真図版 186・187）

SK832（図版 17・19・36、写真図版 36）

5R-3C10 に位置する。SX833、SD825 を切る。平面形は楕円形、断面形は階段形を呈し、主軸方位は N-19°-E

である。確認面で長軸 0.68m、短軸 0.51m、深さ 0.38m を測る。覆土は 5 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

土師器無台椀、須恵器無台杯が出土。

SK835（図版 17・19・36・57、写真図版 36）

5R-3D6 に位置する。SK836、SD837、Pit1297 を切り、SX834 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿

形を呈し、主軸方位は N-39°-W である。確認面で長軸 0.75m、短軸 0.62m、深さ 0.12m を測る。覆土は 2 層

に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・小甕が出土。

SK836（図版 17・19・36・57、写真図版 36）

5R-3D6 に位置する。Pit1297 を切り、SK385 に切られる。平面形は楕円形、断面形は半円形を呈し、主軸

方位は N-90°である。確認面で長軸 0.60m、深さ 0.19m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積であ

る。土師器長甕・小甕、礫が出土。

SK839（図版 17・19・37、写真図版 36）

5R-3D6・7 に位置する。Pit979 を切る。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-70°-E である。

確認面で長軸 0.53m、短軸 0.45m、深さ 0.19m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土

師器小甕、磨石が出土。

SK860（図版 19・37、写真図版 36）

5R-4B1 に位置する。平面形は楕円形、断面形は漏斗形を呈し、主軸方位は N-32°-W である。確認面で長軸

0.60m、短軸 0.47m、深さ 0.26m を測る。覆土は 4 層に分けられ、ブロック状の堆積である。土師器長甕が出土。

SK878（図版 19・37、写真図版 37・38）

5R-4C1・2・6・7 に位置する。SD776、Pit877・1277 に切られる。断面形は箱形を呈し、主軸方位は

N-85°-W である。確認面で短軸 0.57m、深さ 0.22m を測る。覆土は 4 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

土師器小甕、礫が出土。

SK893（図版 19・37、写真図版 38）

5R-4B7・12 に位置する。平面形は方形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-78°-W である。確認面で長軸

0.91m、短軸 0.71m、深さ 0.21m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・

小甕、須恵器無台杯が出土。（図版 138、写真図版 159）

SK929（図版 16・17・37、写真図版 38）

5R-2A15 に位置する。SD316 を切る。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-31°-E である。
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確認面で長軸 0.54m、短軸 0.42m、深さ 0.24m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK948（図版 15・16・37、写真図版 38）

5R-1A2 に位置する。Pit949・950 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-56°-E で

ある。確認面で長軸 1.03m、短軸 0.48m、深さ 0.12m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器無台椀・長甕が出土。

SK964（図版 15・16・37、写真図版 38・39）

5Q-1J15 に位置する。SD347 に切られる。平面形は円形、断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-31°-E である。

確認面で深さ 0.34m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀が出土。

SK973（図版 15・16・17・37・53・54、写真図版 39）

5R-1B19・24 に位置する。SD289、Pit847 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-59°-W である。

確認面で深さ 0.15m を測る。覆土は単層である。SB1356 との切合いから古代と推測する。

SK985（図版 17・38、写真図版 39）

5R-2D16・21 に位置する。SD1 が埋まった後に掘りこまれたもので、近世以降の遺構である。平面形は方

形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-9°-W である。確認面で長軸 1.13m、短軸 0.96m、深さ 0.13m を測る。

覆土は 6 層に分けられ、レンズ状の堆積である。底面は部分的に焼けており、南北の相対する壁よりに平行に

置かれた 2 本の角材の上に多量の焼骨が焼土と炭化物とともに埋もれていた。焼骨は鑑定の結果（第Ⅵ章第 7 節）

一体分の人骨（おそらく成年〜壮年女性）であり、この場で荼毘に付されたものとみられる。骨と融着して銅銭片

が検出されたが、かろうじて円形の縁があることはわかるものの、文字は熔けて失われているか本来文字のない

部分とみられ銭種は不明である。ほかに覆土から土師器長甕が出土。

SK989（図版 16・18・37、写真図版 39）

5Q-2J22 に位置する。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-81°-E である。確認面で長軸

0.67m、短軸 0.60m、深さ 0.15m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK1005（図版 19・20・37、写真図版 39・40）

5R-5A3 に位置する。Pit1004・1006 を切り、Pit1008 に切られる。平面形は楕円形、断面形は箱形を呈し、

主軸方位は N-43°-E である。確認面で長軸 0.69m、短軸 0.57m、深さ 0.23m を測る。覆土は 5 層に分けられ、

ブロック状の堆積である。土師器無台椀、須恵器無台杯が出土。（図版 138、写真図版 159）

SK1013（図版 19・20・37、写真図版 40）

5R-4A25、5R-4B21、5R-5A5、5R-5B1 に位置する。SD1015 を切り、Pit1239 に切られる。平面形は円形、

断面形は台形を呈し、主軸方位は N-35°-E である。確認面で長軸 0.80m、深さ 0.23m を測る。土師器無台椀

が出土。

SK1040（図版 18・19・20・37、写真図版 40）

5R-4A13・18 に位置する。平面形は円形、断面形は漏斗形を呈し、主軸方位は N-21°-W である。確認面で

長軸 0.54m、短軸 0.53m、深さ 0.37m を測る。覆土は 4 層に分けられ、ブロック状の堆積である。土師器無

台椀が出土。

SK1054（図版 18・19・20・39、写真図版 40）

5R-4A15、5R-4B11 に位置する中世の遺構である。SD1015・1016 を切る。平面形は円形、断面形は半円

形を呈し、主軸方位は N-60°-E である。確認面で長軸 1.47m、短軸 1.22m、深さ 0.49m を測る。覆土は 7 層

に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯、青磁椀、磨石・礫が出土。

SK1057（図版 18・19・20・39、写真図版 40）

5R-4A14 に位置する。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-88°-W である。確認面で長軸

0.78m、短軸 0.70m、深さ 0.16m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。礫が出土。
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SK1060（図版 18・19・20・39、写真図版 41）

5R-4A8・13 に位置する。SD1059 を切る。平面形は方形〜円形、断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-53°-W

である。確認面で長軸 0.56m、短軸 0.50m、深さ 0.16m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器長甕が出土。

SK1091（図版 18・19・39、写真図版 41）

5R-4A5・9・10 に位置する。SD1015、Pit1232 を切る。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は

N-89°-E である。確認面で長軸 0.85m、短軸 0.78m、深さ 0.24m を測る。覆土は 4 層に分けられ、ブロック

状の堆積である。

SK1101（図版 19・39、写真図版 41・42）

5R-4B1・6 に位置する。SD694、Pit1098・1099 を切る。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸方位

は N-3°-W である。確認面で長軸 0.82m、短軸 0.82m、深さ 0.23m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ

状の堆積である。3 層は焼けた壁面で、2 層は炭化物層、1 層にも炭化物が多い。土師器無台椀・長甕・鍋が出土。

SK1105（図版 19・39、写真図版 41・42）

5R-4A5、5R-4B1 に位置する。SD694・1016 を切り、Pit1106 に切られる。平面形は円形、断面形は台形

を呈し、主軸方位は N-62°-E である。確認面で長軸 1.12m、短軸 0.93m、深さ 0.23m を測る。覆土は 5 層に

分けられ、ブロック状の堆積である。土師器無台椀・長甕、須恵器無台杯が出土。

SK1107（図版 19・39、写真図版 42）

5R-3A25、5R-4A5 に位置する。SD1016 を切る。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-15°-W

である。確認面で長軸 0.95m、短軸 0.93m、深さ 0.22m を測る。覆土は 5 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

壁面は焼けており、底面直上に炭化物層が厚く堆積している。土師器無台椀・長甕・鍋、須恵器無台杯、礫が出土。

SK1174（図版 18・19・40、写真図版 42）

5R-3A18 に位置する。平面形は楕円形、断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-0°-S である。確認面で長軸

0.87m、短軸 0.60m、深さ 0.35m を測る。覆土は 5 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀、砥

石・礫が出土。

SK1216（図版 19・40・56、写真図版 43）

5R-4B2・7 に位置する中世の遺構である。SD1218 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方

位は N-63°-W である。確認面で長軸 0.75m、短軸 0.53m、深さ 0.15m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レン

ズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕が出土。（図版 138、写真図版 159）

SK1217（図版 19・40、写真図版 43）

5R-4B2 に位置する中世の遺構である。SD1218 を切る。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は

N-49°-E である。確認面で長軸 0.52m、短軸 0.49m、深さ 0.12m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状

の堆積である。土師器小甕、須恵器無台杯・長頸瓶が出土。（図版 138、写真図版 159）

SK1224（図版 19・40、写真図版 43）

5R-3B22 に位置する中世の遺構である。SX698 を切り、Pit700 に切られる。平面形は円形、断面形は漏斗

形を呈し、主軸方位は N-29°-W である。確認面で短軸 0.66m、深さ 0.24m を測る。覆土は 2 層に分けられ、

ブロック状の堆積である。土師器無台椀・長甕・鍋、礫が出土。（図版 138、写真図版 159）

SK1246（図版 18・20・40、写真図版 43）

5Q-4J13・14 に位置する。Pit1245 を切る。平面形は楕円形、断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-62°-W

である。確認面で長軸 0.99m、短軸 0.45m、深さ 0.17m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK1262（図版 15・17・40、写真図版 44）

5R-2C10に位置する。河1250に切られる。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位はN-79°-Wである。
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確認面で長軸 0.60m、短軸 0.39m、深さ 0.18m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK1265（図版 15・17・40、写真図版 44）

5R-2D6 に位置する。河 1250 に切られる。平面形は方形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-60°-E である。

確認面で長軸 0.57m、短軸 0.50m、深さ 0.14m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK1267（図版 15・17・40、写真図版 44）

5R-1C23、5R-2C3 に位置する。河 1250 に切られる。平面形は楕円形、断面形は漏斗形を呈し、主軸方位

は N-52°-E である。確認面で長軸 0.71m、短軸 0.38m、深さ 0.41m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ

状の堆積である。

SK1278（図版 17・19・40、写真図版 44）

5R-3D2・3 に位置する。SD1・1116 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-56°-W である。確

認面で短軸 0.88m、深さ 0.15m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・

小甕が出土。

SK1284（図版 17・19・41、写真図版 45）

5R-3C10、5R-3D6 に位置する。SX833・834 を切る。平面形は楕円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位

は N-2°-E である。確認面で長軸 0.70m、短軸 0.48m、深さ 0.19m を測る。覆土は 2 層に分けられ、ブロッ

ク状の堆積である。土師器無台椀が出土。

SK1285（図版 17・19・41、写真図版 45）

5R-3C10、5R-3D6 に位置する近世以降の遺構である。SX833・834、SD1・837 を切る。平面形は楕円形、

断面形は不整形を呈し、主軸方位は N-82°-W である。確認面で長軸 0.89m、深さ 0.22m を測る。覆土は 4 層

に分けられ、ブロック状の堆積である。土師器長甕・小甕、不明金属製品が出土。

SK1294（図版 16・17・19・41、写真図版 45）

5R-3B8 に位置する。SD2 に切られる。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-62°-W である。

確認面で長軸 0.79m、短軸 0.68m、深さ 0.20m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土

師器無台椀が出土。（図版 138、写真図版 159）

SK1300（図版 19・41、写真図版 45）

5R-3B24 に位置する。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-39°-E である。確認面で長軸

0.60m、短軸 0.46m、深さ 0.20m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長

甕が出土。

SK1332（図版 19・41・57、写真図版 45）

5R-3C20・25 に位置する中世の遺構である。SD825、Pit981 を切る。断面形は皿形を呈し、主軸方位は

N-36°-E である。確認面で長軸 0.61m、深さ 0.20m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器無台椀・長甕、須恵器無台杯が出土。

SK1341（図版 18・41・46、写真図版 46）

5Q-3I7・8 に位置する。SD1・2 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-33°-E である。確認面で

深さ 0.26m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK1348（図版 16・41・47、写真図版 46）

5R-1A11 に位置する。SD345 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-38°-E である。確認面で深

さ 0.09m を測る。覆土は単層である。

3）性格不明遺構（SX）

SX3（図版 18・42、写真図版 46）

5Q-3H23・24、5Q-4H1 〜 3・6 〜 8・12 に位置する中世の遺構である。調査区西端で一部を検出したもので、
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全体形は不明である。Ⅲb 層を掘りこんでいる。断面形は皿形を呈し、確認面で深さ 1.15m を測る。覆土は 10

層に分けられ、レンズ状の堆積である。深さがあることから南北方向に延びる溝の可能性もある。土師器無台椀・

長甕・鍋、磨石・礫が出土。

SX193（図版 20・43、写真図版 46）

5Q-6I3・8〜10・14・15、5Q-6J6・11 に位置する中世の遺構である。調査区南端で一部を検出したもので、

全体形は不明である。残存部を見る限りでは断面は台形で、確認面で深さ 1.03m を測る。覆土は 10 層に分け

られ、ブロック状の堆積である。深さがあることから東西軸の溝の可能性もある。土師器無台椀・長甕・小甕、

黒色土器無台椀、須恵器無台杯・有台杯・甕、中世土師器皿、珠洲焼片口鉢、青磁椀、白磁椀、粘土塊、砥石・

磨石・敲石・軽石製石製品・礫、鉄製皿・鉄滓が出土。（図版 139・160・167・182、写真図版 159・160・183・

188・198）

SX296（図版 15・16・17・44・53、写真図版 46・47）

5R-1B13・14・18 に位置する。Pit966 を切り、SD289 に切られる。平面形は不整形、断面形は台形を呈し、

主軸方位は N-46°-E である。確認面で短軸 1.73m、深さ 0.15m を測る。覆土は単層である。

SX297（図版 15・16・17・44、写真図版 46・47）

5R-1B17・18 に位置する。SD290・298 を切り、SD289 に切られる。平面形は長方形、断面形は皿形を呈し、

主軸方位は N-37°-E である。確認面で短軸 0.55m、深さ 0.34m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の

堆積である。土師器無台椀・長甕・鍋、礫が出土。

SX300（図版 15・16・17・44、写真図版 47）

5R-1B17 に位置する。SK299 を切る。平面形は楕円形、断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-82°-W である。

確認面で長軸 0.67m、短軸 0.33m、深さ 0.11m を測る。覆土は単層である。

SX325（図版 15・16・17・44、写真図版 47）

5R-2A5 に位置する。SX945 を切り、Pit1324 に切られる。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方

位は N-19°-W である。確認面で長軸 1.05m、短軸 0.71m、深さ 0.26m を測る。覆土は 7 層に分けられ、ブロッ

ク状の堆積である。土師器無台椀・長甕が出土。

SX698（図版 19・44、写真図版 47）

5R-3B17・22 に位置する中世の遺構である。SX1228、SD1218、Pit1229 を切り、SK1224、Pit1225 に切

られる。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-84°-E である。確認面で長軸 1.37m、短軸 1.14m、

深さ 0.24m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器有台杯、

中世土師器皿、炉壁が出土。

SX833（図版 17・19・41、写真図版 45・48）

5R-3C10、5R-3D6 に位置する。SK834 を切り、SK1284・1285、SD1 に切られる。平面形は楕円形、断

面形は不整形を呈し、主軸方位は N-16°-W である。確認面で深さ 0.18m を測る。覆土は 2 層に分けられ、ブロッ

ク状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯・甕が出土。

SX834（図版 17・19・41・57、写真図版 45・48）

5R-3C10、5R-3D6 に位置する。SK835 を切り、SK833・1284・1285、SD1 に切られる。平面形は楕円

形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-5°-W である。確認面で長軸 1.60m、短軸 1.29m、深さ 0.24m を測る。

覆土は 3 層に分けられ、ブロック状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯、礫が出土。（図

版 139、写真図版 160）

SX906（図版 19・44、写真図版 48）

5R-4B17・18・22・23 に位置する中世の遺構である。SD677 を切る。平面形は楕円形と推定され、断面形

は台形を呈し、主軸方位は N-57°-W である。確認面で短軸 1.55m、深さ 0.48m を測る。覆土は 16 層に分けられ、
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レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、中世土師器皿、砥石・軽石製石製品・礫・焼礫が出土。

SX945（図版 15・16・18・45、写真図版 48）

5R-2A5・10 に位置する。SD316 を切り、SX325、Pit1324 に切られる。平面形は楕円形、断面形は台形を呈

し、主軸方位は N-4°-E である。確認面で長軸 1.69m、短軸 1.42m、深さ 0.18m を測る。覆土は 3 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。

SX983（図版 15・16・17・45、写真図版 48）

5R-1C22、5R-2C2・3・7 に位置する。SD289 に切られる。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方

位は N-0°-S である。確認面で長軸 3.08m、短軸 2.19m、深さ 0.47m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ

状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台椀が出土。

SX1037（図版 18・19・20・45、写真図版 49）

5R-4A18 に位置する。SD1036 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-31°-E である。

確認面で長軸 1.06m、短軸 0.68m、深さ 0.20m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土

師器無台椀が出土。

SX1113（図版 19・45、写真図版 49）

5R-4B6・7 に位置する。SD677 を切る。平面形は楕円形、断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-81°-W である。

確認面で長軸 0.86m、短軸 0.30m、深さ 0.11m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。礫が出土。

SX1135（図版 18・45、写真図版 49）

5Q-3J25、5Q-4J4・5 に位置する。Pit1134 に切られる。平面形は不整形、断面形は台形を呈し、主軸方位

は N-68°-W である。確認面で長軸 2.03m、短軸 1.17m、深さ 0.14m を測る。覆土は 5 層に分けられ、ブロッ

ク状の堆積である。

SX1227（図版 19・45、写真図版 49・50）

5R-3B17 に位置する。SX1228 を切り、Pit1225 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方

位は N-4°-E である。確認面で短軸 0.35m、深さ 0.09m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SX1228（図版 19・45、写真図版 49・50）

5R-3B17・18 に位置する。SX698・1227、Pit1225・1229 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位

は N-30°-E である。確認面で短軸 0.85m、深さ 0.11m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

4）溝（SD）

SD1（図版 16・17・18・19・37・46、写真図版 50）

調査区の中央近く、5Q-2I・J、5R-2A〜D の南部から 5Q-3I・J、5R-3A〜D の北部にかけてのびる中世の遺構

である。西は調査区外に続き、SE978・1119、SK614・1278・1285・1341、SD2・139・298・314・316・

358・666・776・825・837・838・958・1115・1116、SX833・834、Pit930・990・1114・1117・1261・

1281・1283・1286・1338 を切り、SK717・985、河 1250 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は

N-85°-E である。確認面で短軸 7.55m、深さ 1.71m を測る。覆土は 20 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器無台椀・有台皿・鉢・長甕・小甕・鍋、黒色土器無台椀、須恵器無台杯・有台杯・杯蓋・甕・長頸瓶・短

頸壺・壺蓋・横瓶、中世土師器皿、瓦質土器、珠洲焼片口鉢・甕・壺 T 種、珠洲系陶器壺・甕、北越窯産陶器甕、

越前焼擂鉢、瀬戸焼・美濃焼卸皿、産地不明陶器甕、青磁椀・皿・盤、白磁椀、円筒形土製品、砥石・磨石・台石・

軽石製石製品・不定形石器・礫・焼礫、釘・刀子、椀形滓、炉壁、木製品が出土。（図版 139・140・141・159 〜

168・170・171・182・183・185、写真図版 160 〜 163・181・183 〜 190・198・199・201）

SD2（図版 18・19・46、写真図版 50）

SD1 の南、5Q-3H〜J、5R-3A〜D にかけてのびる中世の遺構である。SK203・676・749・1294・1341、

SD709・726・727・751・776・825・1116・1160、Pit758・1117・1155・1240・1241・1254・
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1299・1305・1306 を切り、SD1、河 1250 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-81°-E である。

確認面で深さ 1.05m を測る。覆土は 13 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・有台椀・鉢・

長甕・小甕・鍋、黒色土器無台椀・有台皿、須恵器無台杯・有台杯・杯蓋・甕・長頸瓶・短頸壺・壺蓋・長胴壺・

横瓶、中世土師器皿、珠洲焼壺 R 種・壺 T 種、珠洲系陶器壺、白磁皿・椀、円筒形土製品・土錘、砥石・磨石・

敲石・敲石 + 台石・台石・軽石製石製品・不定形石器・剝片・石核・礫・焼礫、刀子、椀形滓・羽口・炉壁が出

土。（図版 141・142・143・159〜164・167〜171・182・183、写真図版 163〜165・181・183〜186・188〜190・

198・199）

SD36（図版 18・46、写真図版 51）

5Q-4I3・4 に位置する中世の遺構である。断面形は箱形を呈し、主軸方位は N-76°-W である。確認面で長軸

1.98m、短軸 0.42m、深さ 0.19m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕、

中世土師器皿が出土。（図版 143、写真図版 165）

SD100（図版 20・46、写真図版 51）

5Q-4H20・25、5Q-4I16・21 に位置する。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-26°-E である。確認面で長

軸 1.27m、短軸 0.35m、深さ 0.16m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD161（図版 20・46、写真図版 51）

5Q-5I19・24、5Q-6I4・5 に位置する。Pit161 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-23°-W である。

確認面で長軸 4.83m、短軸 0.40m、深さ 0.18m を測る。土師器無台椀・小甕・鍋、須恵器無台杯・甕、礫が出土。

（図版 143、写真図版 165）

SD200（図版 18・24・46、写真図版 12）

5Q-3I18・19・23・24 に位置する。SK59、Pit1308・1309 を切り、SK203 に切られる。断面形は皿形を

呈し、主軸方位は N-47°-W である。確認面で短軸 0.77m、深さ 0.20m を測る。覆土は 5 層に分けられ、レン

ズ状の堆積である。土師器小甕が出土。畑跡とみれば古代と推測する。

SD229（図版 20・46、写真図版 51）

5Q-5J21 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-63°-W である。確認面で長軸 0.85m、短軸

0.25m、深さ 0.08m を測る。覆土は単層である。

SD244（図版 18・20・46、写真図版 52）

5Q-4J18・23 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-9°-W である。確認面で長軸 1.78m、短軸

0.47m、深さ 0.05m を測る。覆土は単層である。土師器無台椀・長甕・鍋が出土。（図版 143、写真図版 165）

SD287（図版 15・16・17・46・51、写真図版 52）

5R-1A10、5R-1B1・6 に位置する。SK286、SD288 を切り、SD289、Pit1322・1327・1328・1329・1330・

1331 に切られる。断面形は漏斗形を呈し、主軸方位は N-20°-E・N-84°-W である。確認面で長軸 4.15m、短

軸 0.57m、深さ 0.19m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕、礫、鉄

滓が出土。

SD288（図版 15・16・17・46・51、写真図版 52）

5R-1B6 に位置する。SK1247 を切り、SD287・289、Pit505 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位

は N-20°-W である。確認面で短軸 0.36m、深さ 0.13m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器無台椀・長甕が出土。SB1352 との切合いから古代と推測する。（図版 143、写真図版 165）

SD289（図版 15・16・17・34・44・46・51・53・54、写真図版 18・32・46・52・53）

4R-10A23・24、5R-1A4・5・10、5R-1B1・6・7・12・13・18〜20・24・25、5R-1C21、5R-2B5、

5R-2C1・2・7〜9・13〜15 に位置する中世の遺構である。SE1119、SK283・284・303・973、SX296・

297・983、SD287・288・290・1247、Pit304・444・497・582・617・847・848・912・922・923・
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968・1326・1330・1333・1335 を切り、SD1、Pit558・724・969・1340 に切られる。断面形は皿形を呈

し、主軸方位は N-52°-W である。確認面で短軸 1.10m、深さ 0.26m を測る。覆土は 7 層に分けられ、レンズ

状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・長頸瓶、中世土師器皿、白磁椀、瀬戸焼・美

濃焼平椀、焼礫・礫、不明金属製品、鉄滓が出土。（図版 143、写真図版 165・166）

SD290（図版 15・16・17・46・53・54、写真図版 53）

5R-1B12・13・17・18・23、5R-2B3 に 位 置 す る。SX297、SD289・298、Pit537・568・569・571・

984 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-17°-W である。確認面で短軸 0.36m、深さ 0.25m を測る。

覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器長甕が出土。

SD298（図版 15・16・17・46・53・54、写真図版 53）

5R-1B12・17・18・23、5R-2B3・4・8・9・13・14 に位置する。SD290、Pit932 を切り、SX297、SD1、

Pit538・540・543・570・571・574・575・612 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-19°-W である。

確認面で短軸 0.61m、深さ 0.17m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長

甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・甕が出土。（図版 143、写真図版 166）

SD305（図版 15・16・17・46・54、写真図版 53）

5R-1B24、5R-2B4・5・10 に位置する。SD306、Pit586・1134 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸

方位は N-16°-W である。確認面で長軸 5.45m、短軸 0.41m、深さ 0.16m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レ

ンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器稜椀・甕が出土。（図版 143、写真図版 166）

SD306（図版 15・16・17・46、写真図版 53・54）

5R-2B9・10 に位置する。SD305 を切る。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-53°-W である。確認面で長

軸 1.96m、短軸 0.37m、深さ 0.23m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD308（図版 15・16・17・46、写真図版 54）

5R-2B5、5R-2C1・6 に位置する。断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-20°-W である。確認面で長軸

1.79m、短軸 0.29m、深さ 0.13m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD314（図版 15・16・17・46・53、写真図版 54）

5R-1B11・16・17・21・22、5R-2B2・7・12 に位置する。SD980 を切り、SK717・971、Pit513・521・

522・524・529・530・531・532・546 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-20°-W である。

確認面で短軸 0.45m、深さ 0.23m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長

甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・杯蓋・甕が出土。（図版 143、写真図版 166）

SD315（図版 15・16・46・51、写真図版 54）

5R-1A9・14・15・20 に位置する。SD319、Pit451 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-28°-W

である。確認面で短軸 0.33m、深さ 0.17m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無

台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。（図版 143、写真図版 166）

SD316（図版 15・16・47・52、写真図版 54）

5R-1A24、5R-2A4・5・10・15・20 に位置する。SK363・929、SX945、SD1、Pit455・456・944 に

切られる。断面形は不整形を呈し、主軸方位は N-18°-W である。確認面で短軸 0.62m、深さ 0.25m を測る。

覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯・杯蓋・甕、礫が出土。

（図版 143、写真図版 166）

SD317（図版 15・16・47・52・54、写真図版 55）

5R-1A12・13・17・18・23、5R-2A3・8・9・14・19 に位置する。SK355・357、SD1231、Pit422・423・

424・427・428・643・644・645 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-17°-W である。確認面

で長軸 12.11m、短軸 0.39m、深さ 0.28m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無
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台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。

SD318（図版 15・16・47・52、写真図版 55）

5R-1A16・21・22、5R-2A2 に位置する。Pit1320 を切り、SK348・352、SD358、Pit353・389・394・

412 に切られる。断面形は漏斗形を呈し、主軸方位は N-18°-W である。確認面で短軸 0.28m、深さ 0.12m を測る。

覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕が出土。（図版 143、写真図版 166）

SD319（図版 16・17・46・51・52、写真図版 54・55）

5R-1A15・20・25、5R-1B21、5R-2B1・6・11 に位置する。SD315 を切り、SK320・321・324、SD1、

Pit457・462・470・518・519・588・606・775 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-20°-W である。

確認面で短軸 0.44m、深さ 0.19m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長

甕・小甕、須恵器無台杯が出土。（図版 143、写真図版 166）

SD330（図版 15・16・47、写真図版 55）

5R-1A19 に位置する。SK327・335 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-20°-W である。確認

面で短軸 0.31m、深さ 0.08m を測る。覆土は単層である。

SD345（図版 15・16・41・47、写真図版 44・55・56）

5Q-1J15、5R-1A11・16・17 に位置する。SK1348、Pit928 を切り、SK342・343、Pit346 に切られる。

断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-45°-W である。確認面で長軸 4.27m、短軸 0.61m、深さ 0.25m を測る。

覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。

SD347（図版 15・16・37・47、写真図版 56）

5Q-1J15・20、5R-1A11・16 に位置する。SK964 を切り、SK348、Pit365・366・367・387・650・850 に

切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-39°-W である。確認面で短軸 0.77m、深さ 0.25m を測る。覆土

は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕、須恵器杯蓋が出土。（図版 143、写真図版 166）

SD358（図版 16・18・31・47・54、写真図版 28・56）

5Q-2J9・10・14・15・19・20・24・25、5R-2A1・2・6 〜 8・12・13・17・18 に位置する中世の遺構

である。SK359、SD931、Pit661・662・712・713・715・746・787・788・851・1307・1313・1314・

1315・1317・1318・1319・1346 を切り、SD1、Pit650・656・665・674 に切られる。断面形は皿形を呈し、

主軸方位は N-14°-W である。確認面で短軸 1.68m、深さ 0.64m を測る。覆土は 9 層に分けられ、レンズ状の

堆積である。土師器無台椀・有台皿・長甕・小甕・鍋、須恵器杯蓋・甕・長頸瓶、中世土師器皿、珠洲焼片口鉢・

甕、珠洲系陶器甕、土製品、砥石・磨石・台石・軽石製石製品・焼礫・礫、鉄滓が出土。（図版 143・144・160・

163・165・169、写真図版 166・167・183・185・186・189）

SD666（図版 16・18・48・54、写真図版 57）

5R-2A11・16・17・21・22 に位置する。SK360 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-27°-W である。

確認面で短軸 0.41m、深さ 0.23m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長

甕・小甕、須恵器杯蓋が出土。（図版 144、写真図版 167）

SD677（図版 19・48、写真図版 57・62）

5R-3B16・21、5R-4B1・2・6・7・12・17・22 に位置する。SX906・1113、Pit691・692・695・858・

859・911・912・913・1102・1103 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-8°-W である。確認面

で短軸 0.48m、深さ 0.08m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕、須

恵器無台杯が出土。

SD694（図版 19・39・48・56、写真図版 57・62）

5R-3A20、5R-3B16・21、5R-4B1・6・11・16・21 に位置する。SK1101、Pit693・857・915・916・

917・918・1019 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-7°-W である。確認面で短軸 0.62m、深さ
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0.09m を測る。覆土は単層である。

SD709（図版 19・34・48、写真図版 57）

5R-3B7・8・12・13・18・19 に位置する。SK731 を切り、SK676・710・732、SD2、Pit1301 に切られる。

断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-39°-W である。確認面で短軸 0.56m、深さ 0.09m を測る。覆土は 2 層に

分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀が出土。

SD726（図版 16・17・19・48、写真図版 57）

5R-3B8 に位置する。SD2 に切られる。断面形は箱形を呈し、主軸方位は N-3°-W である。確認面で短軸

0.27m、深さ 0.09m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD751（図版 16・17・19・48、写真図版 58）

5R-3B10、5R-3C6・11 に位置する。SD2・752、Pit755・757・1260 に切られる。断面形は皿形を呈し、

主軸方位は N-33°-W である。確認面で短軸 0.48m、深さ 0.09m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の

堆積である。土師器無台椀・小甕・鍋が出土。

SD752（図版 16・17・19・48、写真図版 58）

5R-3C6・7・11・12 に位置する。SD751 を切り、SK762・764 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方

位は N-47°-W である。確認面で短軸 0.58m、深さ 0.10m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積で

ある。土師器長甕が出土。

SD776（図版 19・36・37・48、写真図版 58）

5R-3C2・3・7・8・12・13・17・22、5R-4C2・7 に位置する中世の遺構である。SK878、SD1249・1347、

Pit1280・1298 を切り、SK764、SD1・2、Pit771・782・783 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位

は N-9°-E である。確認面で短軸 1.43m、深さ 0.26m を測る。覆土は 7 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・有台杯・稜椀・甕・長頸瓶、中世土師器皿、砥石・軽石製石製

品・焼礫・礫、刀子、鉄滓が出土。（図版 144・160・182、写真図版 167・183・198）

SD825（図版 17・19・41・48・56・57、写真図版 45・58）

5R-3C9・10・14・15・20・25 に位置する。Pit823・1236・1237・1238 を切り、SK793・832・1332、

SD1、Pit981 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-8°-W である。確認面で深さ 0.45m を測る。

覆土は 7 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・杯蓋・甕、礫、

刀子・紡錘車、鉄滓が出土。（図版 144・145・182、写真図版 167・198）

SD837（図版 17・19・48、写真図版 59）

5R-3D6 に位置する。SK835、SD1・838 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-7°-W である。

確認面で短軸 0.33m、深さ 0.11m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD838（図版 17・19・48、写真図版 59）

5R-3D6・7・12 に位置する。SD837・854 を切り、SK1285、SD1、Pit1282 に切られる。断面形は台形を

呈し、主軸方位は N-41°-W である。確認面で短軸 0.29m、深さ 0.10m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レン

ズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、焼礫・礫が出土。（図版 145、写真図版 167）

SD854（図版 17・19・48、写真図版 59）

5R-3D7・12 に位置する。SD838、Pit853 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-12°-E である。

確認面で短軸 0.61m、深さ 0.13m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長

甕・小甕・鍋、須恵器有台杯、礫が出土。（図版 145、写真図版 167）

SD863（図版 19・48、写真図版 59）

5R-3B24、5R-4B4 に位置する。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-17°-W である。確認面で長軸 1.28m、

短軸 0.33m、深さ 0.09m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。
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SD864（図版 19・48、写真図版 59）

5R-3B24・25、5R-4B4・5 に位置する。断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-33°-W である。確認面で短

軸 0.33m、深さ 0.21m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕が

出土。（図版 145、写真図版 168）

SD931（図版 15・16・18・48・54、写真図版 60）

5R-2A7・12 に位置する。SD358、Pit661・662 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-33°-W

である。確認面で短軸 0.38m、深さ 0.19m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無

台椀、須恵器無台杯が出土。（図版 145、写真図版 168）

SD958（図版 15・16・17・49、写真図版 60）

5R-2B8・13 に位置する。SD1、Pit611 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-5°-E である。確

認面で短軸 0.46m、深さ 0.10m を測る。

SD980（図版 15・16・46・56、写真図版 54）

5R-1B22、5R-2B2・7 に位置する。Pit590 を切り、SD314，Pit533・534・536 に切られる。断面形は台

形を呈し、主軸方位は N-18°-W である。確認面で短軸 0.24m、深さ 0.12m を測る。覆土は 2 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。土師器無台椀が出土。

SD1009（図版 18・19・39、写真図版 62）

5R-4A3・8・9・13・14・19・24、5R-5A4・9 に位置する。SD1160 を切り、SD1038、Pit1044・1058

に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-12°-W である。確認面で短軸 0.51m、深さ 0.20m を測る。

土師器無台椀・長甕が出土。（図版 145、写真図版 168）

SD1010（図版 18・19・39・49・55、写真図版 60・62）

5R-3A19・24、5R-4A4・9・14・19・20・25、5R-5A5 に位置する。SD1112、Pit1021・1089・1090・

1171・1172・1176 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-8°-W である。確認面で短軸 0.40m、

深さ 0.09m を測る。覆土は単層である。

SD1015（図版 18・19・49・55・56、写真図版 60・62）

5R-3A19・20・24・25、5R-4A5・10・15・20・25、5R-4B21、5R-5A5、5R-5B1 に位置する。SK1054・

1013・1091、SD1112、Pit1024・1047・1048・1055・1095・1108・1109・1110・1111・1232・

1239 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-9°-W である。確認面で短軸 0.45m、深さ 0.14m を測る。

覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器長甕、須恵器有台杯が出土。（図版 145、写真図版 168）

SD1016（図版 18・19・49・55・56、写真図版 62）

5R-3A20・25、5R-4A5・10・15、5R-4B1・6・11・16・21、5R-5B1 に位置する。SK1054・1105・1107、

SD1112、Pit1017・1050・1051・1052・1095・1096・1097・1098・1100・1179・1180・1181・

1183・1243・1296 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-8°-W である。確認面で短軸 0.52m、

深さ 0.19m を測る。土師器無台椀・長甕・小甕が出土。

SD1036（図版 18・19・20・49、写真図版 60）

5R-4A17・18・23 に位置する。SX1037、Pit1028 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-38°-W

である。確認面で長軸 3.70m、短軸 0.45m、深さ 0.10m を測る。覆土は単層である。

SD1038（図版 18・19・20・49、写真図版 60）

5R-4A13・14・18・23 に位置する。SD1009 を切り、Pit1039・1058 に切られる。断面形は台形を呈し、

主軸方位は N-12°-E である。確認面で長軸 3.90m、短軸 0.37m、深さ 0.13m を測る。覆土は 3 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。
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SD1059（図版 18・19・20・48、写真図版 61）

5R-4A8・13 に位置する。SK1060 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-19°-E である。確認面

で長軸 2.59m、短軸 0.53m、深さ 0.11m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD1112（図版 18・19・49・55、写真図版 61）

5R-4A4・5 に位置する。SD1010・1015・1016 を切り、Pit1111 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸

方位は N-85°-W である。確認面で長軸 2.78m、短軸 0.32m、深さ 0.09m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レ

ンズ状の堆積である。

SD1115（図版 16・17・49、写真図版 50・61）

5R-2B20、5R-2C16・17 に位置する。SE1119、SD1 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-86°-E・

N-28°-W である。確認面で深さ 0.22m を測る。覆土は単層である。土師器長甕が出土。

SD1116（図版 17・19・23・49、写真図版 61）

5R-3C3〜5、5R-3D1〜3・7・8 に位置する。SK1278、SD2、SE1119 に切られる。断面形は台形を呈し、

主軸方位は N-80°-W である。確認面で深さ 0.48m を測る。覆土は 6 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器無台椀・鉢・長甕・小甕、須恵器無台杯・杯蓋、礫が出土。（図版 145、写真図版 168）

SD1139（図版 18・49、写真図版 61・62）

5Q-3J22・23、5Q-4J2〜4・8・9 に位置する。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-42°-W である。確認面

で長軸 4.85m、短軸 0.47m、深さ 0.16m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD1160（図版 18・19・49、写真図版 62）

5Q-3J15・20、5R-3A11・16・17・21・22、5R-4A2・3・8 に位置する。SD2・1009、Pit1159・1161・

1166・1254 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-39°-W である。確認面で短軸 0.48m、深さ

0.07m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD1186（図版 18・19・49、写真図版 62）

5R-3A14・15・20 に位置する。Pit1183・1185・1193 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-35°-W

である。確認面で長軸 2.69m、短軸 0.38m、深さ 0.11m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器無台椀が出土。

SD1218（図版 19・49・56、写真図版 62）

5R-3B22、5R-4B2・7 に位置する中世の遺構である。SK1216・1217、SX698、Pit861 に切られる。断面形

は皿形を呈し、主軸方位は N-3°-W である。確認面で短軸 0.58m、深さ 0.17m を測る。覆土は 3 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯、中世土師器皿が出土。（図版 145、写真図版 168）

SD1231（図版 15・16・18・47・54、写真図版 55・63）

5R-2A3・8・9・13・14 に位置する。SK356・357、SD317、Pit629・635・643 に切られる。断面形は

不整形を呈し、主軸方位は N-24°-W である。確認面で深さ 0.25m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状

の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕が出土。

SD1247（図版 15・16・17・49、写真図版 63）

5R-1B6・11・12 に位置する。SK292・294・295、SD288・289・290、Pit506・550・551・549 に切

られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-64°-W である。確認面で短軸 0.70m、深さ 0.31m を測る。覆土

は 5 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯が出土。（図版 145、

写真図版 168）

SD1249（図版 19・49、写真図版 58・62）

5R-3C22・23、5R-4C3 に位置する中世の遺構である。Pit1295 を切り、SD776 に切られる。断面形は台形

を呈し、主軸方位は N-42°-W である。確認面で短軸 0.42m、深さ 0.19m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レ
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ンズ状の堆積である。土師器無台椀・小甕・鍋、珠洲焼壺 T 種が出土。

SD1347（図版 19・48、写真図版 58）

5R-3C11・12・16・17・22 に位置する。SK764・765、SD776 に切られる。断面形は U 字形を呈し、主

軸方位は N-2°-E である。確認面で深さ 0.33m を測る。覆土は 5 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

5）小　土　坑（Pit）

1065 基確認されている。平面形は円形あるいは楕円形が大半で、調査区東側に多く確認できる。柱穴とみと

められたもののみ記述している。

Pit344（図版 15・16・50、写真図版 63）

5R-1A11・12・16・17 に位置する。平面形は楕円形、断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-61°-W であ

る。確認面で長軸 0.60m、短軸 0.45m、深さ 0.51m を測る。覆土は 5 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。（図版 145、写真図版 168）

Pit348（図版 15・16・50・52、写真図版 63）

5R-1A16 に位置する。SD318・347 を切る。平面形は楕円形、断面形は漏斗形を呈し、主軸方位は N-68°-W

である。確認面で長軸 0.62m、短軸 0.48m、深さ 0.44m を測る。覆土は 3 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。

Pit354（図版 15・16・50、写真図版 64）

5R-1A11・16 に位置する。平面形は円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-32°-E である。確認面で

短軸 0.43m、深さ 0.57m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・

鍋、須恵器無台杯が出土。（図版 145、写真図版 168）

Pit356（図版 15・16・18・34・50・54、写真図版 64）

5R-2A3 に位置する。SK355 を切る。平面形は円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-34°-W である。

確認面で長軸 0.52m、短軸 0.49m、深さ 0.59m を測る。覆土は 4 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

土師器無台椀・長甕が出土。

Pit407（図版 15・16・50・55、写真図版 64）

5R-1A22、5R-2A2 に位置する。平面形は円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-30°-W である。確

認面で長軸 0.49m、短軸 0.44m、深さ 0.72m を測る。覆土は 3 層に分けられ、ブロック状の堆積である。土

師器無台椀・小甕が出土。

Pit593（図版 15・16・17・50、写真図版 65）

5R-2C1・6 に位置する。平面形は楕円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-53°-E である。確認面で

長軸 0.65m、短軸 0.47m、深さ 0.65m を測る。覆土は 4 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

Pit614（図版 16・17・50、写真図版 65）

5R-2C11・12 に位置する近世以降の遺構である。SD1 を切る。平面形は楕円形、断面形は漏斗形を呈し、主

軸方位は N-39°-W である。確認面で長軸 0.77m、短軸 0.53m、深さ 0.48m を測る。覆土は 3 層に分けられ、

ブロック状の堆積である。

Pit994（図版 19・20・50、写真図版 65）

5R-5A4・9 に位置する。平面形は円形、断面形は漏斗形を呈し、主軸方位は N-13°-E である。確認面で短軸

0.45m、深さ 0.47m を測る。覆土は 5 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀が出土。

6）掘 立 柱 建 物（SB）

掘立柱建物は計 17 棟確認された。SB1361 を除き、ほとんどが遺構の集中する東側に所在する。

SB1351（図版 15・16・17・51、写真図版 66・67）

4R-10A25、10B21・22、5R-1A5・10、1B1・2・6 に位置する。主軸方位は N-74°-E の東西棟である。
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桁行 2 間（4.18m）・梁行 1 間（2.32m）の側柱建物である。柱穴の規模は径 0.24 〜 0.43m、深度は 0.15 〜

0.39m と共にばらつきがある。柱穴から土師器無台椀が出土。

SB1352（図版 15・16・51、写真図版 66・67）

5R-1A4・5・9・10、1B1・6に位置する。主軸方位はN-87°-Eの東西棟である。桁行2間（4.00m）・梁行1間（1.82m）

の側柱建物である。床面積は 7.09m2 である。柱穴の規模は径 0.28 〜 0.42m、深度は 0.11 〜 0.51m と共にば

らつきがある。柱穴から土師器無台椀・小甕が出土。（図版 146、写真図版 169）

SB1353（図版 15・16・51、写真図版 66・67）

5R-1A9・13 〜 15・18 〜 20・24・25 に位置する。主軸方位は N-13°-E の南北棟である。桁行 2 間（4.09m）・

梁行 1 間（3.06m）の側柱建物である。床面積は 12.14m2 である。柱穴の規模は径 0.32 〜 0.40m、深度は

0.15 〜 0.26m とばらつきがある。柱穴から土師器無台椀・長甕・鍋が出土。（図版 146、写真図版 169）

SB1354（図版 15・16・52、写真図版 66・67）

5R-1A12 〜 14・17 〜 20・23・24 に位置する。主軸方位は N-38°-W の南北棟である。桁行 2 間（4.50m）・

梁行 1 間（3.74m）の側柱建物である。床面積は 16.52m2 である。柱穴の規模は径 0.17 〜 0.50m、深度は

0.09 〜 0.36m と共にばらつきがある。柱穴から須恵器杯蓋、土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、軽石製石製品が

出土。（図版 146・167、写真図版 169・188）

SB1355（図版 15・16・52、写真図版 66・67）

5R-1A16・17・21・22、2A1・2 に位置する。主軸方位は N-8°-W の南北棟である。桁行 2 間（3.90m）・

梁行 1 間（2.80m）の側柱建物である。床面積は 10.48m2 である。柱穴の規模は径 0.19 〜 0.42m、深度は

0.13 〜 0.59m と共にばらつきがある。柱穴から土師器無台椀・長甕・小甕が出土。（図版 146、写真図版 169）

SB1356（図版 15・16・17・53、写真図版 66・67）

5R-1B11〜14・16〜19・21〜23 に位置する。主軸方位は N-80°-E の東西棟である。桁行 2 間（4.78m）・

梁行 1 間（2.82m）の側柱建物である。床面積は 13.24m2 である。柱穴の規模は径 0.28〜0.35m、深度は

0.15〜0.37m と共にばらつきがある。柱穴から土師器長甕・小甕が出土。

SB1357（図版 15・16・17・53、写真図版 66・67）

5R-1A20・25、1B16・17・21・22、2A5、2B1・2 に位置する。主軸方位は N-83°-E の東西棟である。

桁行 2 間（3.95m）・梁行 1 間（3.32m）の側柱建物である。床面積は 12.75m2 である。柱穴の規模は径 0.23 〜

0.43m、深度は 0.21 〜 0.60m と共にばらつきがある。柱穴から須恵器無台杯、土師器無台椀・鍋、礫が出土。（図

版 146、写真図版 169）

SB1358（図版 15・16・17・54、写真図版 66・67）

5R-1B18・19・23・24、2B3 に位置する。主軸方位は N-15°-W の南北棟である。桁行 2 間（2.60m）・梁

行 1 間（2.30m）の側柱建物である。床面積は 5.83m2 である。柱穴の規模は径 0.24 〜 0.35m 前後、深度は

0.16 〜 0.50m とばらつきがある。柱穴から土師器長甕・鍋が出土。

SB1359（図版 15・16・18・54、写真図版 66・67）

5R-2A3・4、7 〜 9・12・13 に位置する。主軸方位は N-64°-E の東西棟である。桁行 2 間（3.77m）・梁行

1 間（1.94m）の側柱建物である。床面積は 7.13m2 である。柱穴の規模は径 0.26 〜 0.47m、深度は 0.36 〜

0.63m と共にばらつきがある。柱穴から土師器長甕、礫が出土。

SB1360（図版 16・18・54、写真図版 66・67）

5Q-2J15・20、5R-2A6・11・12・16・17・21・22 に位置する。主軸方位は N-29°-W の南北棟である。

桁行 2 間（3.92m）・梁行 1 間（3.56m）の側柱建物である。柱穴の規模は径 0.24 〜 0.40m、深度は 0.19 〜

0.66m と共にばらつきがある。柱穴から礫が出土。
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SB1361（図版 20・55、写真図版 67）

5Q-5J8〜10・12〜15・17〜20・23 に位置する。主軸方位は N-59°-W の南北棟である。桁行 2 間（5.65m）・

梁行 1 間（4.16m）の側柱建物である。床面積は 22.89m2 である。柱穴の規模は径 0.24〜0.42m、深度は

0.25〜0.41m と共にばらつきがある。柱穴から土師器無台椀・長甕・小甕、軽石製石製品が出土。（図版 169、

写真図版 189）

SB1362（図版 18・19・55、写真図版 66・67）

5R-3A24・25、4A4・5・10・4B1 に位置する。主軸方位は N-61°-W の東西棟である。桁行 2 間（3.16m）・

梁行 1 間（2.08m）の側柱建物である。床面積は 6.32m2 である。柱穴の規模は径 0.24 〜 0.37m、深度は

0.19 〜 0.36m とばらつきがある。

SB1363（図版 19・20・56、写真図版 66・67）

5R-4A20・25、4B11・16・17・21 に位置する。主軸方位は N-31°-E の東西棟である。桁行 2 間（3.20m）・

梁行 1 間（2.28m）の側柱建物である。床面積は 7.00m2 である。柱穴の規模は径 0.22 〜 0.31m、深度は

0.15 〜 0.53m と共にばらつきがある。柱穴から礫が出土。

SB1364（図版 19・56、写真図版 66・67）

5R-3B22・23、4B2・3・7・8 に位置する。主軸方位は N-7°-W の南北棟である。桁行 2 間（3.28m）・梁行

1 間（2.30m）の側柱建物である。床面積は 7.27m2 である。柱穴の規模は径 0.22 〜 0.41m、深度は 0.13 〜

0.36m と共にばらつきがある。柱穴から土師器無台椀・長甕・小甕が出土。

SB1365（図版 19・56、写真図版 66・67）

5R-4B8〜10・13〜15に位置する。主軸方位はN-85°-Eの東西棟である。桁行2間（3.10m）・梁行1間（1.75m）

の側柱建物である。床面積は 5.43m2 である。柱穴の規模は径 0.20m 台、深度は 0.09 〜 0.30m とばらつきがある。

柱穴から土師器無台椀・小甕が出土。

SB1366（図版 19・57、写真図版 66・67）

5R-3C8・12 〜 15・17 〜 20 に位置する。主軸方位は N-70°-W の東西棟である。桁行 2 間（5.26m）・梁行

1 間（2.30m）の側柱建物である。床面積は 11.87m2 である。柱穴の規模は径 0.24 〜 0.69m、深度は 0.31 〜

0.75m と共にばらつきがある。柱穴から土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、礫が出土。（図版 146、写真図版 169）

SB1367（図版 19・57、写真図版 66・67）

5R-3C10・14・15・19・20・24、3D6・11・16 に位置する。主軸方位は N-9°-W の南北棟である。桁行

2 間（4.28m）・梁行 1 間（3.62m）の側柱建物である。柱穴の規模は径 0.26 〜 0.37m、深度は 0.24 〜 0.59m

とばらつきがある。柱穴から土師器無台椀・長甕・小甕・鍋が出土。

7）旧　河　道（河）

河 1250（図版 15・17・50、写真図版 66）

調査区北〜北東部の 4R-10A〜C、5R-1B〜D、5R-2C〜E にまたがって位置する近世以降の遺構である。

SK283・285・725・1262・1265・1267、SX296、SD1・2、Pit965・966・967・976・1263・1264・

1266・1268・1284・1293・1336・1337 を切る。主軸方位は N-51°-W である。確認面で深さ 2.10m を測る。

覆土は 15 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器小甕、須恵器杯蓋が出土。（図版 147、写真図版 169）

第 4 節　第 31 次（10）調査の遺構（図版 61 〜 130）

A　概　　　要

第 31 次（10）調査 1〜4 区は細池寺道上遺跡の南端部付近に位置する。標高は 1〜4 区を通じてみると

8.40〜9.10m を測り、東から西へ向かって低くなる。すなわち大まかに 1・2 区→ 3 区→ 4 区の順で標高が低
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くなっていく。

B　1 区 の 遺 構

1）概　　　要

1 区は県営農道飯柳・市新線脇の用・排水路部分、幅約 2m・長さ約 174m の調査区である。遺構確認面Ⅳ層

上面の標高は 8.60 〜 9.00m を測り、東から西に向かって低くなる。遺構は調査区全域から検出されている。

2）遺　構　各　説

a　井　　　戸（SE）

SE168（図版 62・65、写真図版 73）

18R-9D2・3 に位置する中世の遺構である。SK215、Pit166 に切られる。平面形は楕円形、断面形は台形を

呈し、主軸方位は N-65°-W である。確認面で深さ 1.22m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 12 層に分けら

れ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀、鉄滓が出土。

SE244（図版 62・66・72、写真図版 73・87）

18Q-8G2 に位置する近世以降の遺構である。河 243・245 に切られる。平面形は円形、断面形は半円形を呈

し、主軸方位は N-0°-S である。確認面で深さ 0.97m を測る。覆土は 7 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

焼礫が出土。

SE259（図版 62・63・66、写真図版 73・84）

18R-9D9・10・14 に位置する。SD157 を切る。平面形は円形、断面形は階段形を呈し、主軸方位は N-36°-E

である。確認面で深さ 1.13m を測る。覆土は 9 層に分けられ、階段状の堆積である。土師器長甕、台石・磨石・

礫が出土。（図版 172・173、写真図版 191）

b　土　　　坑（SK）

SK21（図版 64・67、写真図版 74）

19S-2A11・16 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-10°-W である。確認面で

長軸 1.22m、短軸 0.94m、深さ 0.16m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK27（図版 64・67、写真図版 74）

19R-2J14・19 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-18°-E である。確認面で

長軸 0.75m、短軸 0.66m、深さ 0.24m を測る。覆土は 5 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK28（図版 64・67、写真図版 74）

19R-2J19 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-25°-E である。確認面で短軸

0.50m、深さ 0.10m を測る。覆土は単層である。

SK29（図版 64・67、写真図版 74）

19R-2J18 に位置する。断面形は箱形を呈し、主軸方位は N-38°-E である。確認面で深さ 0.09m を測る。覆

土は 2 層に分けられ、水平堆積である。

SK35（図版 64・67、写真図版 75）

19R-2J8・13 に位置する中世の遺構である。平面形は長方形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-60°-W

である。確認面で長軸 0.62m、深さ 0.14m を測る。覆土は 5 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK39（図版 64・67、写真図版 75）

19R-2J2 に位置する中世の遺構である。平面形は楕円形、断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-62°-W であ

る。確認面で長軸 0.58m、深さ 0.33m を測る。覆土は 4 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

SK44（図版 64・67、写真図版 75）

19R-2J2 に位置する中世の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-70°-W である。
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確認面で長軸 0.61m、深さ 0.20m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK47（図版 64・67、写真図版 75）

19R-1J21、19R-2J1 に位置する中世の遺構である。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-20°-E

である。確認面で短軸 0.67m、深さ 0.37m を測る。覆土は 5 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

SK55（図版 64・67、写真図版 75）

19R-1J21 に位置する。Pit56 に切られる。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-70°-W である。

確認面で長軸 0.67m、深さ 0.16m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK57（図版 64・67、写真図版 75）

19R-2I5 に位置する中世の遺構である。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-0°-S である。

確認面で短軸 0.80m、深さ 0.17m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK102（図版 63・67、写真図版 76）

18R-10G18・19 に位置する中世の遺構である。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-63°-W

である。確認面で長軸 0.91m、深さ 0.38m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK103（図版 63・67、写真図版 76）

18R-10G18 に位置する。SD100 を切る。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-15°-E である。

確認面で長軸 0.98m、短軸 0.63m、深さ 0.20m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK134（図版 63・68、写真図版 76）

18R-10F9・10 に位置する。SD100 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-50°-W

である。確認面で長軸 0.60m、深さ 0.17m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK181（図版 62・68、写真図版 76）

18R-8B19 に位置する近世Ⅱb 層掘り込みの遺構である。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は

N-75°-W である。確認面で短軸 0.55m、深さ 0.52m を測る。覆土は 4 層に分けられ、水平堆積である。

SK215（図版 62・63・65、写真図版 73）

18R-8D21・22、18R-9D1・2 に位置する中世の遺構である。SE168 を切る。平面形は楕円形、断面形は台

形を呈し、主軸方位は N-1°-W である。確認面で短軸 1.27m、深さ 0.65m を測る。覆土は 6 層に分けられ、レ

ンズ状の堆積である。

SK225（図版 62・68、写真図版 77）

18Q-8H3・4 に位置する。Pit224 に切られる。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-48°-W

である。確認面で長軸 1.05m、短軸 0.53m、深さ 0.20m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK229（図版 62・68、写真図版 77）

18Q-8H3 に位置する。Pit282 に切られる。平面形は楕円形、断面形は階段形を呈し、主軸方位は N-37°-E

である。確認面で長軸 0.60m、短軸 0.44m、深さ 0.30m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器無台椀が出土。

SK237（図版 63・68・71、写真図版 77）

18R-10G17・18 に位置する。SD100、Pit238・239 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-33°-W

である。確認面で深さ 0.23m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK246（図版 63・68、写真図版 77）

18R-9E25 に位置する。SD122 を切り、SD147 に切られる。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸

方位は N-50°-W である。確認面で短軸 0.77m、深さ 0.57m を測る。覆土は 6 層に分けられ、水平−レンズ状

の堆積である。粘土塊、砥石・台石・礫、羽口が出土。（図版 172・173・183、写真図版 191・199）
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SK263（図版 62・68、写真図版 77）

18Q-8H2 に位置する。平面形は楕円形、断面形は階段形を呈し、主軸方位は N-7°-E である。確認面で短軸

0.49m、深さ 0.12m を測る。覆土は 4 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

SK264（図版 62・69、写真図版 77・78）

18Q-8H1・2 に位置する。Pit253 に切られる。平面形は不整形、断面形は階段形を呈し、主軸方位は N-35°-W

である。確認面で長軸 0.78m、短軸 0.46m、深さ 0.30m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK277（図版 62・68、写真図版 78）

18Q-8H1 に位置する近世以降の遺構である。河 243 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方

位は N-82°-E である。確認面で長軸 0.71m、深さ 0.24m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK278（図版 62・68・71、写真図版 78）

18Q-8H1 に位置する。Pit279・280・283 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は

N-22°-W である。確認面で深さ 0.10m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

c　性格不明遺構（SX）

SX31（図版 64・69、写真図版 78）

19R-2J9・10・14・15 に位置する。平面形は長方形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-0°-S である。確

認面で短軸 1.66m、深さ 0.13m を測る。覆土は単層である。

SX79（図版 64・69、写真図版 78）

19R-1I16・17 に位置する。SD81 を切る。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-15°-E である。確認面で深

さ 0.13m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SX242（図版 62・69・72、写真図版 79・87）

18Q-8H1〜5 に位置する。河 243 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-0°-S である。確認面で

深さ 0.33m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SX270（図版 62・69、写真図版 79）

18Q-7E25、18Q-7F21 に位置する。河 261 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-79°-E である。

確認面で深さ 0.28m を測る。覆土は 5 層に分けられ、水平堆積である。珠洲焼甕（転用研磨具）・片口鉢が出土。

（図版 150、写真図版 173）

d　溝（SD）

SD4（図版 64・70、写真図版 79）

19S-3B2・7 に位置する。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-2°-W である。確認面で短軸 0.24m、深さ

0.10m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD5（図版 64・70、写真図版 79）

19S-3B1・2・6・7 に位置する中世の遺構である。Pit6 を切る。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-5°-E で

ある。確認面で短軸 0.68m、深さ 0.24m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。粘土塊が出土。

SD7（図版 64・70、写真図版 80）

19S-3B1・6 に位置する中世の遺構である。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-7°-E である。確認面で短軸

0.14m、深さ 0.05m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD11（図版 64・70、写真図版 80）

19S-2A25、19S-2B21、19S-3A5、19S-3B1 に位置する中世の遺構である。SK9 に切られる。断面形は皿

形を呈し、主軸方位は N-0°-S である。確認面で短軸 0.78m、深さ 0.29m を測る。覆土は 6 層に分けられ、レ

ンズ状の堆積である。中世土師器皿と粘土塊がともに多量に出土。（図版 150、写真図版 173）
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SD40（図版 64・70、写真図版 80）

19R-2J1・2 に位置する。Pit41・42 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-78°-W である。確認

面で長軸 1.98m、短軸 0.48m、深さ 0.12m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD64（図版 64・70、写真図版 80・81）

19R-1I18・19・23 〜 25 に位置する。Pit127 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-80°-W である。

確認面で短軸 0.70m、深さ 0.25m を測る。覆土は 5 層に分けられ、レンズ状の堆積である。瓦質土器鉢、礫が

出土。（図版 150、写真図版 173）

SD81（図版 64・69・70、写真図版 78・81）

19R-1H14・15、19R-1I18・19 に位置する。SX79 を切り、Pit77・78・85・86・128・129・130・138・

209・211・212 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-73°-W である。確認面で短軸 0.55m、深さ

0.17m を測る。覆土は 3 層に分けられ、水平堆積である。

SD90（図版 63・64・71、写真図版 81）

18R-10H21、19R-1H1 〜 3・7・8 に位置する近世以降の遺構である。断面形は皿形を呈し、主軸方位は

N-30°-E である。確認面で短軸 5.18m、深さ 1.33m を測る。覆土は 9 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

近世以降陶磁器が出土。

SD96（図版 63・70、写真図版 82）

18R-10G25に位置する。Pit213を切り、SD100に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位はN-28°-Eである。

確認面で短軸 0.45m、深さ 0.06m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD97（図版 63・70、写真図版 82）

18R-10G19・24 に位置する。SD100 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-25°-E である。確認

面で短軸 0.67m、深さ 0.08m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD99（図版 63・70、写真図版 82）

18R-10G19・24 に位置する。Pit214 を切り、SD100 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-25°-E

である。確認面で短軸 0.38m、深さ 0.11m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD100（図版 63・68・71、写真図版 76・82・83）

18R-10F3・4・9・10・15、18R-10G6・11・12・17〜19・23〜25 に位置する。SK134、SD96・97・

99，Pit104・124・137・210 を切り、SK103・237、Pit141・284 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸

方位は N-54°-W である。確認面で短軸 0.80m、深さ 0.20m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積

である。土師器無台椀が出土。

SD114（図版 63・71、写真図版 82・83）

18R-10F15・20、18R-10G11 に位置する。Pit115 を切り、SD100 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方

位はN-45°-Eである。確認面で短軸0.60m、深さ0.22mを測る。覆土は4層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD122（図版 63・68・71、写真図版 77・83）

18R-9E11〜13・17〜19・23〜25、18R-9F21、18R-10F1・2・7・8・14・18〜20 に位置する中世の

遺構である。SD144・145・154 を切り、SK246、SD147、Pit143・148・260・273・274 に切られる。断

面形は皿形を呈し、主軸方位は N-41°-W である。確認面で短軸 1.64m、深さ 0.32m を測る。覆土は 5 層に分

けられ、レンズ状の堆積である。土師器長甕、須恵器無台杯、中世土師器皿、粘土塊、砥石・砥石 + 敲石・敲石・

礫・焼礫、刀子、鉄滓・羽口・炉壁が出土。（図版 151・172・173・183、写真図版 173・190・199）

SD144（図版 63・71、写真図版 84）

18R-10F2・3 に位置する。SD122 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-27°-E である。確認面

で短軸 0.47m、深さ 0.03m を測る。覆土は単層である。
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SD145（図版 63・71、写真図版 84）

18R-10F2 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-33°-E である。確認面で短軸 0.43m、深さ 0.06m

を測る。覆土は単層である。

SD147（図版 63・71、写真図版 84）

18R-9E25、18R-9F21、18R-10E5 に位置する。Ⅱ層掘り込みで近世の遺構と考える。SK246、SD122 を切る。

断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-28°-E である。確認面で短軸 0.50m、深さ 0.41m を測る。覆土は 2 層

に分けられ、水平堆積である。

SD154（図版 63・71、写真図版 83）

18R-9E11〜13・18 に位置する。SD122、Pit267・268 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は

N-48°-W である。確認面で短軸 1.07m、深さ 0.11m を測る。覆土は 2 層に分けられ、水平堆積である。鉄滓が出土。

SD157（図版 62・63・66、写真図版 84）

18R-9D9・10・15 に位置する。Pit156 を切り、SE259 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-17°-W

である。確認面で短軸 0.86m、深さ 0.35m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。炉壁、焼

礫が出土。

SD170（図版 62・71、写真図版 84）

18R-8C25、18R-8D21、18R-9C5 に位置する中世の遺構である。断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-27°-E

である。確認面で短軸 0.36m、深さ 0.25m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD178（図版 62・72、写真図版 85）

18R-8C16・17 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-20°-E である。確認面で短軸 0.77m、深

さ 0.20m を測る。覆土は 6 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD185（図版 62・68・72、写真図版 85）

18R-8B18・19・23・24 に位置する近世以降の遺構である。SD186・Pit184 を切る。断面形は半円形を呈し、

主軸方位は N-51°-W である。確認面で短軸 0.50m、深さ 0.41m を測る。覆土は 6 層に分けられ、レンズ状の

堆積である。近世以降陶磁器が出土。

SD186（図版 62・72、写真図版 85）

18R-8B19・23 に位置する。SD185 に切られる。断面形は箱形を呈し、主軸方位は N-33°-E である。確認

面で短軸 0.29m、深さ 0.32m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD190（図版 62・72、写真図版 85）

18R-8B6・11・12 に位置する。断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-52°-W である。確認面で短軸 0.12m、

深さ 0.06m を測る。覆土は単層である。

SD217（図版 62・72、写真図版 86）

18Q-8I2・3 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-32°-E である。確認面で深さ 0.26m を測る。

覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD226（図版 62・72、写真図版 86）

18Q-8H3 に位置する。Pit271・275 を切る。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-15°-W である。確認面で

短軸 0.34m、深さ 0.12m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

e　小　土　坑（Pit）

209 基確認されている。平面形は円形あるいは楕円形が大半で、調査区全域で確認できる。以下では柱穴と

考えられるもののみ記載した。

Pit9（図版 64・70、写真図版 86）

19S-3B1 に位置する中世の遺構である。SD11 を切る。平面形は長方形、断面形は漏斗形を呈し、主軸方位
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は N-33°-E である。確認面で長軸 0.74m、短軸 0.60m、深さ 0.61m を測る。覆土は 5 層に分けられ、水平−

レンズ状の堆積である。土師器長甕、中世土師器皿、粘土塊が出土。

Pit22（図版 64・72、写真図版 86・87）

19R-2J15・20 に位置する。平面形は円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-84°-E である。確認面で

長軸 0.60m、短軸 0.54m、深さ 0.61m を測る。覆土は 6 層に分けられ、水平−レンズ状の堆積である。

f　旧　河　道（河）

河 243（図版 62・66・68・72、写真図版 87）

18Q-7F23〜25、18Q-7G21、18Q-8F4・5、18Q-8G1〜5、18Q-8H1 に位置する近世以降の遺構である。

SX242 を切り、SE244、河 261 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-7°-W である。確認面で深

さ 0.98m を測る。覆土は 9 層に分けられ、水平堆積である。土師器無台椀・鍋、近世以降陶磁器、粘土塊、砥石・

磨石・礫が出土。（図版 172、写真図版 191）

河 245（図版 62・66・72、写真図版 87）

18Q-7F24・25、18Q-8F4・5、18Q-8G1 〜 4 に位置する近世以降の遺構である。SE244、河 243 に切られる。

断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-0°-S である。確認面で深さ 0.96m を測る。覆土は 14 層に分けられ、レン

ズ状の堆積である。土師器無台椀、鉄滓が出土。（図版 151、写真図版 173）

河 261（図版 62・69・72、写真図版 87）

18Q-7F22 〜 24 に位置する近世以降の遺構である。河 243 を切る。主軸方位は N-35°-E である。確認面で

深さ 1.01m を測る。覆土は 11 層に分けられ、水平堆積である。土師器長甕、珠洲焼片口鉢が出土。

C　2 区 の 遺 構

1）概　　　要

2 区は 1 区の南側に所在する。遺構確認面Ⅳ層上面の標高は 8.65 〜 9.10m を測り、東側から西側へ向かっ

て低くなる。遺構は調査区全域から検出されているが、井戸は東半部に分布が偏る。

2）遺　構　各　説

a　井　　　戸（SE）

SE7（図版 74・82、写真図版 89）

19R-6C22、7C1・2 に位置する。Pit17 を切る。平面形は楕円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-30°-E

である。確認面で短軸 1.73m、深さ 1.12m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 3 層に分けられ、水平堆積で

ある。土師器無台椀、磨石・礫が出土。（図版 175、写真図版 192）

SE61（図版 74・76・82、写真図版 89・90）

19R-8C19・20・25 に位置する。SD32 に切られる。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は

N-30°-E である。確認面で長軸 0.80m、短軸 0.55m、深さ 0.58m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 2 層

に分けられ、水平堆積である。

SE96（図版 74・76・82、写真図版 90）

19R-9E2・6・7 に位置する。平面形は楕円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-8°-E である。確認面

で長軸 0.96m、短軸 0.85m、深さ 1.06m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 5 層に分けられ、レンズ状の

堆積である。土師器無台椀、台石（115）が出土。（図版 180、写真図版 196）

SE98（図版 76・78・82、写真図版 90）

19R-9E7・8 に位置する。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-44°-W である。確認面で長

軸 1.00m、深さ 0.75m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 4 層に分けられ、水平堆積である。
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SE151（図版 76・78・82、写真図版 90）

19R-9D14・15・19・20 に位置する。SD2050 を切る。平面形は円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位

は N-75°-W である。確認面で長軸 1.60m、短軸 0.67m、深さ 0.95m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 4

層に分けられ、レンズ状の堆積である。砥石・礫が出土。（図版 174、写真図版 192）

SE725（図版 78・83・111、写真図版 90・91）

19R-10E14 に位置する中世の遺構である。SD2078・2079、Pit720 を切る。平面形は長方形、断面形は台

形を呈し、主軸方位は N-31°-E である。確認面で長軸 1.56m、短軸 1.19m、深さ 0.53m を測る。形状から水

溜の可能性もある。覆土は 5 層に分けられ、水平−レンズ状の堆積である。青磁椀、軽石製石製品、釘・鎌が出土。

（図版 151・181・183、写真図版 174・196・198）

SE756（図版 78・83・89、写真図版 88・91）

19R-10F1・2・6・7 に位置する中世の遺構である。SE1541、SD760・2088 を切り、Pit757・758 に切ら

れる。平面形は円形、断面形は袋形を呈し、主軸方位は N-18°-W である。確認面で長軸 2.44m、短軸 2.17m、

深さ0.93mを測る。素掘りの井戸である。覆土は6層に分けられ、水平堆積である。須恵器無台杯・中世土師器皿、

台石・軽石製石製品が出土。（図版 151・177・181、写真図版 174・194・197）

SE791（図版 78・83・94、写真図版 91）

20R-1E10・15、20R-1F6・7・11・12 に位置する中世の遺構である。SE794、SD2089・2090、Pit1534・

1559 を切り、SK792・793、Pit795・796・797・1534 に切られる。平面形は長方形、断面形は台形を呈し、

主軸方位は N-74°-W である。確認面で長軸 1.83m、短軸 1.48m、深さ 0.83m を測る。素掘りの井戸である。

覆土は 6 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器有台杯、台石・礫・

焼礫が出土。（図版 151・177、写真図版 174・194）

SE794（図版 78・83、写真図版 91）

20R-1F7・12 に位置する中世の遺構である。SK798、SD2089、Pit1498 を切り、SE791 に切られる。平

面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-42°-W である。確認面で長軸 1.65m、短軸 1.45m、深さ

1.15m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 7 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・鍋、

中世土師器皿、磨石・焼礫、不明金属製品、鉄滓が出土。（図版 151・175、写真図版 174・192・193）

SE802（図版 78・84、写真図版 92）

20R-1F3 に位置する中世の遺構である。Pit1470 を切る。平面形は円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位

は N-90°である。確認面で長軸 1.12m、短軸 1.06m、深さ 0.82m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 5 層

に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器長甕、須恵器壺蓋、中世土師器皿が出土。（図版 151、写真図版 174）

SE810（図版 78・84、写真図版 92）

20R-1F8・13 に位置する。Pit809 に切られる。平面形は円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-16°-E

である。確認面で長軸 1.32m、短軸 1.18m、深さ 1.25m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 5 層に分けられ、

水平堆積である。土師器無台椀・小甕、須恵器杯蓋・長頸瓶、礫が出土。（図版 151、写真図版 174）

SE811（図版 78・80・84、写真図版 92）

20R-1F11・12・16・17 に位置する。SK812、SD2089・2090、Pit1545・1546・1547 を切る。平面形は

方形、断面形は漏斗形を呈し、主軸方位は N-44°-E である。確認面で長軸 1.61m、短軸 1.55m、深さ 1.10m

を測る。素掘りの井戸である。覆土は 5 層に分けられ、水平−レンズ状の堆積である。土師器無台椀、磨石・

焼礫が出土。（図版 175、写真図版 192）

SE827（図版 78・80・84・112、写真図版 92）

20R-1F17 に位置する。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-60°-W である。確認面で長軸

0.79m、短軸 0.72m、深さ 0.55m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。
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SE837（図版 80・85、写真図版 93）

20R-1E15・20 に位置する。SD2121、Pit838 を切る。平面形は楕円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位

は N-21°-E である。確認面で長軸 1.84m、短軸 1.43m、深さ 1.24m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 5

層に分けられ、水平堆積である。土師器無台椀・長甕、磨石・敲石・台石・礫・焼礫、鉄滓が出土。（図版 175・

176・179、写真図版 192・193・195）

SE844（図版 78・80・85、写真図版 93）

20R-1F20・25 に位置する。SD2126、Pit884 を切る。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は

N-24°-W である。確認面で長軸 1.32m、短軸 1.28m、深さ 0.86m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 5 層

に分けられ、ブロック状の堆積である。台石・礫、釘、鉄滓が出土。（図版 177・183、写真図版 194・199）

SE845（図版 80・85、写真図版 93）

20R-1G22・23、20R-2G2・3 に位置する中世の遺構である。Pit917・1533 に切られる。平面形は楕円形、

断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-55°-E である。確認面で長軸 1.38m、短軸 1.29m、深さ 1.34m を測る。

素掘りの井戸である。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯、

中世土師器皿、砥石、鉄滓が出土。（図版 151・174・184、写真図版 174・192・200）

SE1086（図版 80・85・111、写真図版 93）

20R-2E15 に位置する。平面形は方形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-89°-E である。確認面で長軸

0.87m、短軸 0.82m、深さ 0.75m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 4 層に分けられ、水平−レンズ状の堆

積である。

SE1139（図版 80・86・87・111、写真図版 94）

20R-2E19・20 に位置する中世の遺構である。Pit1140 を切り、SK1138、Pit1142・1568 に切られる。平

面形は不整形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-62°-E である。確認面で長軸 1.96m、短軸 0.96m、深

さ 1.32m を測る。覆土は 4 層に分けられ、水平堆積である。土師器無台椀、須恵器無台杯、中世土師器皿、土

製品、磨石・台石・礫、折敷底板・枡の側板と底板・柄振・田下駄・曲物・材が出土。底面に水溜として底のな

い曲げ物を設置し、その周囲を囲うように折敷底板・枡側板・枡底板・柄振・田下駄を立て並べ、簡易の井戸側

として利用している。（図版 151・175・177・185 〜 189、写真図版 174・192・194・201 〜 204）

SE1210（図版 80・88、写真図版 94）

20R-3E5・10 に位置する。Pit1213 に切られる。平面形は円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-86°-E

である。確認面で長軸 1.41m、短軸 1.37m、深さ 1.18m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 6 層に分けられ、

水平堆積である。土師器長甕・小甕、砥石・礫、刀子、鉄滓、木製品（材）が出土。（図版 174・183・184・189、

写真図版 192・199・200・204）

SE1211（図版 80・88、写真図版 95）

20R-3E5 に位置する。SK1212、Pit1564 を切る。平面形は円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-36°-E

である。確認面で長軸 1.33m、短軸 1.15m、深さ 1.23m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 6 層に分けられ、

水平−レンズ状の堆積である。

SE1231（図版 80・88、写真図版 95）

20R-3E8・9 に位置する。SD1201 を切る。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-5°-W である。

確認面で長軸 1.87m、短軸 1.73m、深さ 1.21m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 4 層に分けられ、レン

ズ状の堆積である。磨石・敲石・礫が出土。（図版 175・176、写真図版 192・193）

SE1371（図版 78・88、写真図版 95）

19R-10F25 に位置する。SK808、SD807 を切る。平面形は楕円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-7°-E

である。確認面で長軸 1.27m、短軸 1.17m、深さ 1.08m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 2 層に分けられ、
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水平堆積である。土師器無台椀、須恵器無台杯が出土。

SE1541（図版 78・89、写真図版 88・95）

19R-10F7 に位置する。SD2088、Pit759 を切り、SE756 に切られる。平面形は楕円形、断面形は箱形を呈

し、主軸方位は N-14°-W である。確認面で深さ 0.71m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 5 層に分けられ、

水平堆積である。

SE1722（図版 80・89・108、写真図版 95）

20R-3E19・20・24 に位置する中世の遺構である。SN1014 を切り、Pit1717 に切られる。平面形は楕円形、

断面形は台形を呈し、主軸方位は N-46°-E である。確認面で長軸 1.98m、深さ 1.15m を測る。素掘りの井戸

である。覆土は 6 層に分けられ、レンズ状の堆積である。粘土塊、砥石・焼礫が出土。（図版 174、写真図版 192）

b　土　　　坑（SK）

SK4（図版 74・90、写真図版 96）

19R-6C21・22、19R-7C1・2 に位置する中世の遺構である。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸

方位は N-27°-E である。確認面で短軸 1.29m、深さ 0.20m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積

である。土師器無台椀、珠洲焼甕・片口鉢、瀬戸焼・美濃焼天目椀、礫が出土。（図版 152、写真図版 174）

SK5（図版 74・75・90、写真図版 96）

19R-8A14・19・20 に位置する中世の遺構である。SD2026・2027・2028、Pit195・197 を切り、Pit250

に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-39°-E である。確認面で長軸 1.72m、短軸

1.32m、深さ 0.27m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。須恵器甕・長頸瓶、珠洲焼片口鉢、

台石・礫、刀子、鉄滓が出土。（図版 152・177・178・183・184、写真図版 175・194・199）

SK8（図版 74・75・76・90・96、写真図版 96）

19R-8B20・25、19R-8C16・17・21・22 に位置する。SK2164 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、

主軸方位は N-42°-W である。確認面で長軸 3.75m、短軸 3.13m、深さ 0.39m を測る。覆土は 5 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・有台杯・長頸瓶・甕・横瓶、粘土塊、台石・

礫、刀子、鉄滓が出土。遺物のまとまりから古代と考えておきたい。（図版 152・153・178・183、写真図版 175・

176・194・195・199）

SK29（図版 74・76・90、写真図版 96）

19R-8B4 に位置する。SK30 を切る。平面形は不整形、断面形は半円である。主軸方位は N-86°-W である。

確認面で長軸 0.66m、短軸 0.45m、深さ 0.27m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK30（図版 74・76・90、写真図版 96）

19R-8B4 に位置する。SK29 に切られる。平面形は楕円形、断面形は箱形を呈し、主軸方位は N-9°-W である。

確認面で短軸 0.67m、深さ 0.30m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK34（図版 74・76・90、写真図版 97）

19R-7C25、19R-8C5 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-50°-W である。

確認面で長軸 0.85m、短軸 0.60m、深さ 0.19m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土

師器長甕が出土。

SK35（図版 74・76・90、写真図版 97）

19R-8D1・2 に位置する。Pit36 を切る。平面形は不整形、断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-82°-E である。

確認面で長軸 1.00m、短軸 0.45m、深さ 0.31m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK52（図版 74・76・91、写真図版 97）

19R-9C2 に位置する。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-56°-W である。確認面で長軸

0.69m、短軸 0.53m、深さ 0.16m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器小甕が出土。
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SK62（図版 74・76・91、写真図版 97）

19R-8C23・24 に位置する。SD32 に切られる。平面形は方形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-29°-E

である。確認面で長軸 0.98m、深さ 0.04m を測る。覆土は単層である。

SK77（図版 76・91、写真図版 98）

19R-9C5・10 に位置する。SD33 に切られる。平面形は不整形、断面形は V 字形を呈し、主軸方位は N-22°-E

である。確認面で長軸 0.92m、短軸 0.43m、深さ 0.38m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK85（図版 74・76・91、写真図版 98）

19R-9D3・8 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-58°-W である。確認面で長

軸 0.78m、短軸 0.52m、深さ 0.15m を測る。覆土は 2 層に分けられ、水平堆積である。

SK126（図版 76・78・91、写真図版 98）

19R-9E16 に位置する。Pit125 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-57°-W で

ある。確認面で長軸 0.99m、短軸 0.62m、深さ 0.21m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK137（図版 76・78・91、写真図版 98）

19R-9D25 に位置する。Pit136 を切り、SK138 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸

方位は N-64°-E である。確認面で短軸 0.45m、深さ 0.16m を測る。覆土は単層である。

SK138（図版 76・78・91、写真図版 98）

19R-9D25、19R-9E21に位置する。SK137を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位はN-44°-W

である。確認面で長軸 0.53m、短軸 0.36m、深さ 0.14m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK139（図版 76・91、写真図版 99）

19R-9C14・19に位置する。Pit140を切る。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方位はN-54°-Wである。

確認面で長軸 0.85m、短軸 0.73m、深さ 0.13m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土

師器長甕が出土。

SK142（図版 76・91、写真図版 99）

19R-9C20 に位置する。Pit141 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-28°-E で

ある。確認面で長軸 0.75m、短軸 0.43m、深さ 0.18m を測る。覆土は単層である。

SK161（図版 76・78・91、写真図版 99）

19R-9D17・18・22・23 に位置する。SD2047・2048 を切る。平面形は円形、断面形は台形を呈し、主軸

方位は N-3°-E である。確認面で長軸 2.05m、短軸 2.01m、深さ 0.41m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レ

ンズ状の堆積である。

SK166（図版 76・78・91、写真図版 99）

19R-10D2・3・7・8 に位置する。SD2050、Pit349 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸

方位は N-55°-E である。確認面で長軸 1.70m、短軸 0.80m、深さ 0.20m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レ

ンズ状の堆積である。

SK168（図版 76・78・92、写真図版 100）

19R-10D3・4 に位置する。SD2048・2050 を切り、Pit167 に切られる。平面形は不整形、断面形は皿形を

呈し、主軸方位は N-55°-E である。確認面で長軸 1.63m、短軸 1.01m、深さ 0.28m を測る。覆土は 2 層に分

けられ、レンズ状の堆積である。土師器長甕が出土。

SK235（図版 75・76・92、写真図版 100）

19R-9B25、19R-9C21 に位置する。Pit234 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-54°-E

である。確認面で長軸 0.72m、短軸 0.40m、深さ 0.15m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。
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SK247（図版 75・76・92、写真図版 100）

19R-9B12・13 に位置する。SD2001、Pit246・248 を切る。平面形は不整形、断面形は台形を呈し、主軸

方位は N-20°-E である。確認面で長軸 0.80m、短軸 0.79m、深さ 0.42m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レ

ンズ状の堆積である。鉄滓が出土。

SK367（図版 78・92、写真図版 100）

19R-10C20 に位置する。Pit368・369 を切る。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-40°-E

である。確認面で長軸 0.77m、短軸 0.77m、深さ 0.17m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK395（図版 75・77・92・109、写真図版 101）

19R-10B21 に位置する。SD376 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-67°-W である。確認面で

長軸 0.87m、深さ 0.15m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK410（図版 77・92、写真図版 101）

20R-1B4・9 に位置する。SD254 を切り、Pit411・510 に切られる。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、

主軸方位は N-68°-W である。確認面で長軸 1.42m、短軸 1.05m、深さ 0.27m を測る。覆土は 2 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。

SK671（図版 76・78・92・111、写真図版 101）

19R-9E21、19R-10E1 に位置する。Pit670 を切り、Pit672 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形を

呈し、主軸方位は N-60°-W である。確認面で短軸 0.44m、深さ 0.18m を測る。覆土は単層である。

SK673（図版 77・79・92、写真図版 101）

20R-2A4 に位置する中世の遺構である。SD32・33、Pit1194 を切る。平面形は長方形、断面形は皿形を呈し、

主軸方位は N-60°-W である。確認面で長軸 1.87m、短軸 1.38m、深さ 0.25m を測る。覆土は 4 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。土師器長甕が出土。

SK674（図版 76・78・93・111、写真図版 102）

19R-10E1・2 に位置する。平面形は不整形、断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-55°-W である。確認面

で長軸 0.75m、短軸 0.47m、深さ 0.18m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK696（図版 76・78・93、写真図版 102）

19R-9E19・24・25 に位置する中世の遺構である。Pit693 を切る。平面形は長方形、断面形は皿形を呈し、

主軸方位は N-65°-W である。確認面で長軸 2.31m、短軸 1.53m、深さ 0.20m を測る。覆土は単層である。

SK701（図版 76・78・93・111、写真図版 102・136）

19R-10E8 に位置する中世の遺構である。SK702、SD2078 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、

主軸方位は N-57°-W である。確認面で長軸 0.92m、短軸 0.45m、深さ 0.25m を測る。覆土は 2 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。SB2170 の柱穴のひとつと考えている。

SK702（図版 76・78・93・111、写真図版 102）

19R-10E4・8・9 に位置する。SD2078、Pit705 を切り、SK701・782、Pit706・707・708 に切られる。

平面形は長方形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-34°-E である。確認面で短軸 1.60m、深さ 0.21m を測る。

覆土は 2 層に分けられ、水平堆積である。

SK704（図版 77・93、写真図版 103）

20R-1A9・14 に位置する中世の遺構である。SD647 を切る。平面形は方形、断面形は皿形を呈し、主軸方

位は N-49°-W である。確認面で長軸 0.65m、短軸 0.64m、深さ 0.10m を測る。覆土は単層である。

SK710（図版 76・78・93、写真図版 103）

19R-10E1・6 に位置する。SD2059・2083 を切り、Pit711 に切られる。平面形は円形、断面形は皿形を呈

し、主軸方位は N-6°-E である。確認面で長軸 0.81m、短軸 0.73m、深さ 0.15m を測る。覆土は単層である。
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SK744（図版 78・93、写真図版 103）

19R-10E24 に位置する。SD2080・2081 を切り、Pit740 に切られる。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、

主軸方位は N-64°-E である。確認面で長軸 0.73m、短軸 0.45m、深さ 0.17m を測る。覆土は 2 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。

SK745（図版 78・93、写真図版 103）

19R-10E19・24 に位置する。SD2081、Pit746 を切る。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方位

は N-17°-E である。確認面で長軸 0.66m、短軸 0.49m、深さ 0.16m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ

状の堆積である。

SK768（図版 78・94、写真図版 104）

19R-10E20・25 に位置する。Pit1485 を切る。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-15°-E

である。確認面で長軸 1.00m、短軸 0.68m、深さ 0.34m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK770（図版 78・94、写真図版 104）

19R-10E25、19R-10F21 に位置する。平面形は方形、断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-46°-W である。

確認面で長軸 0.97m、短軸 0.84m、深さ 0.30m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。敲石・

礫、鉄滓が出土。（図版 176、写真図版 193）

SK782（図版 76・78・93・119、写真図版 104）

19R-10E8・9・13・14 に位置する中世の遺構である。SK702、SD2078・2079 を切り、SK784、Pit1341

に切られる。平面形は不整形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-8°-W である。確認面で長軸 1.78m、短軸

1.47m、深さ 0.38m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器長甕・珠洲焼片口鉢、剝

片が出土。（図版 153・181、写真図版 176・197）

SK784（図版 76・78・93・94、写真図版 104）

19R-10E13 に位置する中世の遺構である。SK782、SD2079、Pit2064 を切る。平面形は楕円形、断面形

は皿形を呈し、主軸方位は N-1°-E である。確認面で長軸 0.73m、短軸 0.59m、深さ 0.15m を測る。覆土は 2

層に分けられ、水平堆積である。

SK792（図版 78・94、写真図版 105）

20R-1F6・7 に位置する中世の遺構である。SE791、SK793 を切り、Pit1516・1517 に切られる。平面

形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-56°-E である。確認面で長軸 1.34m、短軸 1.03m、深さ

0.18m を測る。覆土は単層である。土師器長甕が出土。

SK793（図版 78・94、写真図版 105）

20R-1F6・7 に位置する中世の遺構である。SE791 を切り、SK792、Pit1516・1517 に切られる。平面形

は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-89°-W である。確認面で短軸 1.02m、深さ 0.14m を測る。覆

土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器長甕・鍋、礫、鉄滓が出土。

SK798（図版 78・83・107、写真図版 105）

20R-1F12・13 に位置する。SE794 に切られる。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-42°-W

である。確認面で短軸 1.05m、深さ 0.41m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器長

甕・小甕が出土。

SK808（図版 78・94、写真図版 105）

20R-1F5 に位置する。SD807 を切り、SE1371 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方

位は N-77°-W である。確認面で長軸 1.22m、短軸 0.75m、深さ 0.09m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レン

ズ状の堆積である。
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SK812（図版 78・80・84、写真図版 92）

20R-1F16・17 に位置する。SD2089・2090、Pit1547 を切り、SE811 に切られる。平面形は方形、断面

形は皿形を呈し、主軸方位は N-66°-E である。確認面で長軸 1.47m、深さ 0.17m を測る。覆土は単層である。

SK992（図版 80・94、写真図版 106）

20R-2F18・19・23・24 に位置する。SK1007、Pit1003・1004・1005 を切り、SK993 に切られる。平

面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-78°-W である。確認面で短軸 0.80m、深さ 0.14m を測る。

覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。釘が出土。（図版 183・184、写真図版 199）

SK993（図版 80・94、写真図版 106）

20R-2F18・19 に位置する。SK992、SD1538・2126、Pit1544 を切る。平面形は方形、断面形は皿形を呈し、

主軸方位は N-12°-W である。確認面で長軸 0.75m、短軸 0.72m、深さ 0.18m を測る。覆土は 2 層に分けられ、

水平堆積である。

SK1007（図版 80・94、写真図版 106）

20R-2F19 に位置する。SK992 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-0°-S である。確認面で長

軸 0.65m、深さ 0.27m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK1016（図版 80・94、写真図版 106）

20R-2F7・8 に位置する。Pit1496 に切られる。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-10°-W

である。確認面で長軸 1.19m、短軸 1.15m、深さ 0.25m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

土師器長甕が出土。

SK1065（図版 80・95、写真図版 106・107）

20R-2E8・13 に位置する。Pit1064 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-50°-E

である。確認面で長軸 0.79m、短軸 0.60m、深さ 0.17m を測る。覆土は単層である。

SK1072（図版 80・95、写真図版 107）

20R-2E13・18 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-15°-E である。確認面で

長軸 1.00m、短軸 0.67m、深さ 0.33m を測る。覆土は 3 層に分けられ、水平堆積である。

SK1112（図版 80・95、写真図版 107）

20R-3F3 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-45°-E である。確認面で長軸 0.86m、深さ

0.13m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK1138（図版 80・86・87・111、写真図版 94）

20R-2E20・25 に位置する中世の遺構である。SE1139、Pit1137・1567 を切る。平面形は楕円形、断面形

は皿形を呈し、主軸方位は N-0°-S である。確認面で長軸 0.77m、短軸 0.75m、深さ 0.13m を測る。覆土は単

層である。

SK1212（図版 80・88、写真図版 107）

20R-3E5、20R-3F1 に位置する。SE1211、Pit1213・1564 に切られる。平面形は方形、断面形は皿形を呈し、

主軸方位は N-0°-S である。確認面で長軸 0.87m、深さ 0.20m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆

積である。不明金属製品が出土。（図版 184、写真図版 200）

SK1253（図版 79・95、写真図版 107・108）

20R-2B18・22〜24、20R-3B3 に位置する古代の遺構である。Pit1881 に切られる。平面形は不整形、断

面形は皿形を呈し、主軸方位は N-47°-E である。確認面で長軸 2.68m、短軸 2.25m、深さ 0.26m を測る。覆

土は 3 層に分けられ、水平堆積である。中央に完形の土師器長甕が逆位に据えられている。ほかに土師器無台

椀が出土。（図版 153・154、写真図版 176）
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SK1362（図版 78・95、写真図版 108）

19R-10D24 に位置する。SX1361 を切り、Pit1562 に切られる。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主

軸方位は N-0°-S である。確認面で長軸 0.75m、短軸 0.45m、深さ 0.16m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レ

ンズ状の堆積である。

SK1703（図版 78・95、写真図版 108）

20R-1E2 に位置する。Pit1704 を切る。平面形は楕円形、断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-40°-E であ

る。確認面で短軸 0.53m、深さ 0.28m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK1707（図版 78・95、写真図版 108）

19R-10E16・21 に位置する。SK1708 を切る。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-15°-E

である。確認面で長軸 1.40m、短軸 1.20m、深さ 0.19m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK1708（図版 78・95、写真図版 108・109）

19R-10D20・25、19R-10E16・21 に位置する。SK1707 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈

し、主軸方位は N-56°-E である。確認面で短軸 1.05m、深さ 0.13m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ

状の堆積である。

SK1733（図版 78・95、写真図版 109）

19R-10D17・18 に位置する。SD1735・1360 を切り、SK1734 に切られる。平面形は不整形、断面形は皿

形を呈し、主軸方位は N-35°-E である。確認面で長軸 1.12m、短軸 0.60m、深さ 0.18m を測る。覆土は 2 層

に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK1734（図版 78・96、写真図版 109）

19R-10D17・18 に位置する。SK1733、SD323・1735 を切る。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸

方位は N-74°-E である。確認面で長軸 1.00m、短軸 0.93m、深さ 0.18m を測る。覆土は 2 層に分けられ、水

平堆積である。

SK1932（図版 79・96、写真図版 109）

20R-3B9 に位置する。SD2095・2096 を切り、SD1261、Pit1775 に切られる。断面形は皿形を呈し、主

軸方位は N-69°-W である。確認面で長軸 1.53m、深さ 0.08m を測る。覆土は単層である。

SK2148（図版 77・79・96、写真図版 109・110）

20R-2B2・3・7・8 に位置する。SD2093・2094・2154 を切り、Pit2149・2150 に切られる。平面形は

不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-70°-E である。確認面で長軸 1.96m、短軸 1.59m、深さ 0.20m

を測る。覆土は単層である。

SK2164（図版 74・75・76・96、写真図版 110）

19R-8B20・25 に位置する。SK8 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-11°-W である。確認面

で長軸 1.18m、深さ 0.14m を測る。覆土は単層である。切合いから古代の可能性がある。

c　性格不明遺構（SX）

SX253（図版 75・77・96、写真図版 110）

19R-10B25、20R-1B5 に位置する。SD254、Pit257 を切り、Pit620 に切られる。平面形は不整形、断面

形は皿形を呈し、主軸方位は N-18°-E である。確認面で長軸 1.19m、短軸 0.48m、深さ 0.13m を測る。覆土

は単層である。

SX263（図版 75・77・96、写真図版 110）

19R-10B25 に位置する。SD254・507 に切られる。平面形は不整形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は

N-50°-W である。確認面で短軸 0.24m、深さ 0.24m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。
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SX656（図版 75・77・96、写真図版 110・111）

19R-10A17・18・22・23 に位置する。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-25°-E である。

確認面で長軸 2.26m、短軸 2.11m、深さ 0.25m を測る。覆土は 2 層に分けられ、水平堆積である。

SX951（図版 77・97・101、写真図版 111）

20R-1B6〜8・11〜14 に位置する中世の遺構である。SD32・33・254 を切り、Pit501・512・513・659・

660・661・662・663・664・738・1239・1243・1244・1245 に切られる。平面形は不整形、断面形は皿

形を呈し、主軸方位は N-68°-W である。確認面で長軸 4.78m、短軸 2.90m、深さ 0.29m を測る。覆土は 3 層

に分けられ、レンズ状の堆積である。

SX1260（図版 79・98、写真図版 111）

20R-2C14・18・19 に位置する。平面形は長方形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-55°-W である。確

認面で長軸 2.20m、短軸 1.52m、深さ 0.27m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。2 層

は炭化物層で、1・3 層にも炭化物が多く含まれる。礫、刀子が出土。（図版 183、写真図版 199）

SX1361（図版 78・98、写真図版 112）

19R-10D19・24 に位置する。SD1359 を切り、SK1362、SD1360、Pit1562 に切られる。平面形は不整

形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-27°-E である。確認面で長軸 1.07m、短軸 0.75m、深さ 0.15m を測る。

覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SX1880（図版 77・79・98、写真図版 112）

20R-2B12〜14・17・18 に位置する。SD2093・2094・2095 を切り、Pit1786・1788・1793・1794・

1795・1796・1797・1798・1799・1800・1801・1802・1803・1804・1844・1845・1846・1879 に

切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-55°-E である。確認面で長軸 4.42m、短軸

2.10m、深さ 0.24m を測る。覆土は 2 層に分けられ、水平堆積である。土師器無台椀が出土。（図版 154、写真

図版 177）

SX2165（図版 78・99、写真図版 112）

19R-10C19・20・24・25、20R-1C4・5 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-2°-E

である。確認面で長軸 3.80m、短軸 2.53m、深さ 0.34m を測る。覆土は 2 層に分けられ、水平堆積である。

d　溝（SD）

空撮時に確認され畑跡と推定される畝状遺構についてはまとめて記述する。

SD1（図版 74・75・76・77・99・110、写真図版 113・136）

調査区北端〜西端を 19R-7C、19R-8B・C、19R-9A・B、19Q-10I・J にまたがり、両端は調査区外に延

びる近世以降の遺構である。SD3・6・1993・1995・1996・2002・2003・2005・2006・2008・2010・

2012〜2018・2022〜2041 を切り、Pit205・206・210 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は

N-60°-E である。確認面で短軸 4.94m、深さ 0.87m を測る。覆土は 4 層に分けられ、水平堆積である。土師

器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯・甕、珠洲焼片口鉢、青磁椀、近世以降陶磁器、粘土塊、砥石・石硯・磨

石・軽石製石製品・礫、釘、鉄滓が出土。（図版 154・174・175・183・184、写真図版 177・192・193・199）

SD3（図版 74・100、写真図版 113）

19R-7B9・10・15、19R-7C6・11〜13・17・18 に位置する中世の遺構である。SD1 に切られる。断面形

は皿形を呈し、主軸方位は N-63°-W である。確認面で短軸 1.15m、深さ 0.28m を測る。覆土は 4 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。礫、鉄滓が出土。

SD6（図版 74・75・76・100・101、写真図版 114）

19R-8B22・23、19R-9B3〜5、19R-9C1・6・7 に位置する。SD1984・1985・1993・1994、Pit354 を

切り、Pit350 に切られる。断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-70°-W である。確認面で短軸 0.56m、深さ
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0.15m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器長甕・小甕、粘土塊、炉壁、礫が出土。

SD32（図版 74・75・76・77・79・82・91・92・97・100・101・109、写真図版 89・97・101・111・114・115・116）

19R-8C・D、19R-9C、19R-10B、20R-1A・B、20R-2A にまたがり、南端は調査区外に延びる中世の遺構

である。SE61、SK62、SD233、Pit56・57・59・66・236・238・239・245・615・625・1185・1952 を

切り、SK673、SX951、SD376・443・647、Pit58・63・387・388・398・506・511・523・525・527・

528・529・531・578・609・611・631・635・636・640・641・752・785・888・889・890・891・

892・893・1090・1190・1240 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-35°-E である。確認面で短

軸 1.00m 前後、深さ 0.57m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・鍋、

須恵器杯蓋・甕・長頸瓶、近世陶磁器、土製品、砥石・砥石 + 敲石・磨石・台石・礫・焼礫、不明金属製品、鉄滓、

炉壁が出土。（図版 154・174・175・177・184、写真図版 177・192・194・199）

SD33（図版 74・75・76・77・78・79・91・97・100・101、写真図版 98・111・114・115・116）

SD32 の東に平行して 19R-8C・D、19R-9C、19R-10B・C、20R-1A・B、20R-2A にまたがり、南端は調

査区外に延びる中世の遺構である。SK77、SD55・254・334・507・647、SD2042、SN333、Pit70・72・

74・81・228・252・309・310・352・533・536・604・658・1944 を 切 り、SK673、SX951、SD647、

Pit73・79・82・353・359・406・408・409・481・482・509・514・644・665・1059・1091・1092・

1191〜1194・1236・1245〜1249・1934 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-32°-E である。

確認面で短軸 1.20m 前後、深さ 0.62m を測る。覆土は 8 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台

椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・有台杯・長頸瓶、珠洲焼片口鉢・甕、中世土師器皿、粘土塊、砥石・磨石・

磨石 + 敲石・敲石・台石・礫・焼礫、鉄滓が出土。（図版 154・155・174・175・176・177、写真図版 177・178・

192 〜 194）

SD55（図版 74・76・100・101、写真図版 114・115）

19R-8C20・25、19R-8D11・12・16・18 に位置する。Pit72・1983 を切り、SD33、Pit68・69・71 に

切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-31°-E である。確認面で深さ 0.17m を測る。覆土は 2 層に分

けられ、レンズ状の堆積である。焼礫が出土。

SD217（図版 75・77・101・103・117、写真図版 116・119）

19R-10A10・15、19R-10B6 に位置する。SD1996 を切り、Pit444 に切られる。断面形は台形を呈し、主

軸方位は N-40°-E である。確認面で長軸 2.60m、短軸 0.53m、深さ 0.33m を測る。覆土は 2 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。

SD233（図版 75・76・77・100・101・102、写真図版 114・116）

19R-9B20・25、19R-9C16・21、19R-10B4・5・8・9・12・13 に位置する。SD1988・1989・1990・

1991、Pit231 を切り、SD32・443、Pit234・360・439・505・506・521・522 に切られる。断面形は皿

形を呈し、主軸方位は N-35°-E である。確認面で短軸 1.11m、深さ 0.17m を測る。覆土は 2 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。土師器長甕が出土。

SD254（図版 75・76・77・96・97・100・101・102、写真図版 110・111・116・117）

19R-10B25、19R-10C3・7・8・12・13・16・17・21、20R-1B4・5・8・9・13・14・16・17・21 に

位置する。SX263、Pit265・298・477・751 を切り、SK410、SX253・951、SD33、Pit257・271・272・

274・275・281・284・287・288・305・476・632・633・664・1019・1243 に切られる。断面形は皿形

を呈し、主軸方位は N-36°-E である。確認面で短軸 0.59m、深さ 0.14m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レ

ンズ状の堆積である。土師器無台椀が出土。（図版 156、写真図版 178）

SD323（図版 76・77・78・101・102・103、写真図版 117）

19R-10C8 〜 10・14・15、19R-10D11・16・17 に位置する中世の遺構である。SD2045、Pit1738 を切り、
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SK1734、Pit311・312・319・321 に切られる。断面形は半円形を呈し、主軸方位は N-65°-W である。確認

面で短軸 0.63m、深さ 0.14m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀が出土。

SD334（図版 74・76・100・101・103・107、写真図版 114・117・135）

19R-8D16〜18・23〜25、19R-9D4・5、19R-9E1・2 に位置する。Pit336 を切り、SD33、SN333 に切

られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-61°-W である。確認面で短軸 0.67m、深さ 0.33m を測る。覆土

は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。須恵器無台杯・長頸瓶、粘土塊、砥石、鉄滓・炉壁・羽口が出土。（図

版 156・174・184、写真図版 178・192・200）

SD361（図版 74・76・101・103、写真図版 117）

19R-8D18・19・24 に位置する。SN333 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-47°-W である。

確認面で短軸 0.58m、深さ 0.18m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD376（図版 75・77・92・101・103・109、写真図版 101・118・119）

19R-10A20・25、19R-10B16・21・22 に位置する中世の遺構である。SK395、SD32、Pit621 を切り、

Pit374 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-62°-W である。確認面で短軸 0.63m、深さ 0.12m を

測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。礫が出土。

SD430（図版 75・77・101・103・109、写真図版 118・119）

19R-10A14・15 に位置する中世の遺構である。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-24°-E である。確認面

で長軸 1.59m、短軸 0.44m、深さ 0.10m を測る。覆土は単層である。

SD443（図版 75・76・77・101・103・109、写真図版 118・119）

19R-10B1・2・6〜9・13〜15 に位置する中世の遺構である。SD32・233・1992・2001、Pit223 を切

り、Pit225・359・445・464 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-64°-W である。確認面で長軸

7.60m、短軸 1.00m、深さ 0.08m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀が出土。

SD462（図版 75・77・101・103、写真図版 119）

19R-10A24 に位置する中世の遺構である。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-30°-E である。確認面で長

軸 1.55m、短軸 0.34m、深さ 0.10m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD507（図版 75・76・77・100・101・102、写真図版 115）

19R-9C23、19R-10B15・20・24・25、19R-10C2・3・6・7・11・16 に位置する。SX263 を切り、SD33、

Pit514 に切られる。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-57°-E である。確認面で深さ 0.36m を測る。覆土は

3 層に分けられ、水平堆積である。

SD647（図版 77・93・101・103、写真図版 103・119）

20R-1A2・3・8・9・14・15・20、20R-1B16 に位置する中世の遺構である。SD32・33、Pit1089 を切り、

SK704、Pit629・630・651・652・653・886・987・1011・1012 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸

方位は N-48°-W である。確認面で長軸 8.90m、短軸 0.75m、深さ 0.10m を測る。覆土は単層である。土師器

無台椀が出土。

SD760（図版 78・103、写真図版 119）

19R-10F6・11・16 に位置する。SE756 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-29°-W である。

確認面で長軸 2.80m、短軸 0.25m、深さ 0.04m を測る。覆土は単層である。礫が出土。

SD807（図版 78・94・104、写真図版 120）

19R-10F20・24・25、20R-1F4・5・8・9・13・14 に位置する。SE1371、SK808、Pit1448 に切られる。

断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-21°-E である。確認面で短軸 0.90m、深さ 0.10m を測る。覆土は 2 層に

分けられ、レンズ状の堆積である。土師器長甕、焼礫、鉄滓が出土。
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SD905（図版 80・104、写真図版 89・120）

20R-2G3・4 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-75°-W である。確認面で短軸 0.29m、深さ

0.07m を測る。覆土は単層である。

SD986（図版 80・104、写真図版 121）

20R-2F14・15 に位置する。Pit976 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-87°-W である。確認

面で短軸 0.40m、深さ 0.07m を測る。覆土は単層である。

SD1000（図版 78・80・104、写真図版 121）

20R-1F5・10・15・19・20、20R-1G1 に位置する。SD2126、Pit848 を切り、Pit1474・1475・2166

に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-23°-W である。確認面で短軸 0.70m、深さ 0.15m を測る。

覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器長甕が出土。（図版 156、写真図版 178）

SD1013（図版 80・104、写真図版 121・122）

20R-2E18・19・23 〜 25 に位置する。Pit1205 を切り、SD1199・1200、Pit1540・1198 に切られる。

断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-74°-W・N-24°-E である。確認面で短軸 0.65m、深さ 0.11m を測る。覆

土は単層である。土師器無台椀、鉄滓が出土。

SD1124（図版 80・104・111・112、写真図版 122）

20R-2F16・21、20R-3E15・20、20R-3F1・6・11・16 に位置する。Pit1127・1214 を切り、Pit1125・

1126・1227・1228 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-9°-E である。確認面で短軸 0.97m、深

さ 0.15m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。敲石が出土。（図版 176、写真図版 194）

SD1199（図版 80・104、写真図版 122・123）

20R-2E23・24 に位置する。SD1013 を切り、Pit1198 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-80°-E

である。確認面で短軸 0.25m、深さ 0.09m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD1200（図版 80・104、写真図版 122・123）

20R-2E23、20R-3E3 に位置する。SD1013・1201 を切り、Pit1198 に切られる。断面形は半円形を呈し、

主軸方位は N-21°-E である。確認面で短軸 0.25m、深さ 0.15m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の

堆積である。

SD1201（図版 80・104・108、写真図版 123）

20R-2E23、20R-3E3・8・13・18 に位置する。SD1013、Pit1220・1640 を切り、SE1231、SD1200、

SN1014，Pit1221・1561 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-16°-E である。確認面で短軸

1.13m、深さ 0.13m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD1233（図版 77・79・104、写真図版 123）

20R-2B1・2・6 に位置する。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-40°-E である。確認面で長軸 2.12m、短

軸 0.52m、深さ 0.25m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SD1261（図版 79・96・105、写真図版 116・124）

20R-2A24・25、20R-3A5、20R-3B1・2・6〜10・13〜15、20R-3C11〜13・16〜19・23〜25 に位置する

中世の遺構である。SK1932、SD2091・2092・2093・2094・2095・2096・2097・2098・2099・2100・

2101・2102・2103・2104・2144・2147，Pit1754・1883 を切り、SD1825・1827・1834・1835・1836・

1839、Pit1753・1755・1756・1758・1759・1762・1764・1815・1823・1824 に切られる。断面形は台

形を呈し、主軸方位は N-68°-W である。確認面で短軸 1.36m、深さ 0.44m を測る。覆土は 6 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・小甕、中世土師器皿、砥石、鉄滓・椀形滓が出土。（図版 156・

174・184、写真図版 178・192・200）
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SD1359（図版 78・105、写真図版 124）

19R-10D18・19 に位置する。SD1360 を切り、SX1361、Pit1357 に切られる。断面形は半円形を呈し、

主軸方位は N-72°-W である。確認面で長軸 1.90m、短軸 0.49m、深さ 0.23m を測る。覆土は 2 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。

SD1360（図版 78・105、写真図版 117・124）

19R-10D18・23・24 に位置する。SX1361、Pit1358・1730 を切り、SK1733、SD1359 に切られる。断

面形は皿形を呈し、主軸方位は N-65°-W である。確認面で短軸 0.47m、深さ 0.14m を測る。覆土は 2 層に分

けられ、レンズ状の堆積である。

SD1538（図版 80・105、写真図版 124・125）

20R-2F13・14・18・19 に位置する。SD2126 を切り、SK993、Pit994・996・997 に切られる。断面形

は皿形を呈し、主軸方位は N-22°-W である。確認面で短軸 0.22m、深さ 0.08m を測る。覆土は 2 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。粘土塊が出土。

SD1735（図版 76・78・95・105、写真図版 109・125）

19R-10D12・13・17・18 に位置する。SK1733、SD1360・1734 に切られる。断面形は皿形を呈し、主

軸方位は N-18°-W である。確認面で短軸 0.65m、深さ 0.14m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆

積である。

SD2050（図版 74・76・78・106、写真図版 131・132）

19R-9D5・10・14・15・19・20・23・24、19R-9E1・6、19R-10D3・4・7・8・12・13 に位置する。SD2048

を切り、SE151、SK166・168、SN333、Pit91・92・115・148・149・150・163・164・165・167・348 に切

られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-27°-E である。確認面で短軸 1.21m、深さ 0.15m を測る。覆土

は単層である。

畝状遺構群（図版 74〜80、105・106、写真図版 125〜135）

SD1984〜2048・2056〜2062・2078〜2081・2083〜2108・2121・2126・2128〜2139・2144〜

2147・2154・2155・2157〜2163 の 129 条は、南北方向で規模が似通った浅い溝が、まとまりをもちなが

ら北端を除く調査区全体に分布するもので、畝間の痕跡と推定される。長さは長短あるが、長いものでは 16m

に近い。幅は 0.3〜0.9m のものが多く、深度は 0.05〜0.20m、覆土は単層である。遺物は土師器無台椀・長甕、

礫がわずかに出土している。これらの溝は 2 区の遺構のなかでは最も古い段階に位置付けられ、古代の土器の

出土が西側に多いことと考え合わせると、古代の畑の可能性もある。

分布状況からみると、おおまかに 15 群程度のまとまりが認められそうである。

1〜3 群は SD32 の西側に展開するもので、1 群：SD1984〜1992・2001 の 10 条、2 群：SD1995〜2000・

2002〜2007、SD2022〜2030 の 21 条、3 群：SD2008〜2021・2031〜2040 の 24 条である。SD2041 は

2 群と 3 群の間に離れて位置するため、群には含めていない。SD1993・1994 も方向がばらつくので群に含め

ていない。

4〜15 群は SD33 の東側に展開する。4 群：SD2042・2043・2044〜2048 の 7 条、5 群：2056〜2058

の 3 条、6 群：SD2128〜2139 の 12 条、7 群：SD2102〜2108 の 7 条、8 群：SD2100・2101・2144・

2147 の 4 条、9 群：SD2095〜2099・2145 の 6 条、10 群：SD2093・2094・2154・2155 の 4 条、11 群：

SD2091・2092 の 2 条、12 群：SD2157〜2162 の 6 条、13 群：SD2059〜2062・2080〜2083・2085・

2086・2163 の 10 条、14 群：SD2078・2079 の 2 条、15 群：SD2084・2087〜2090・2121・2126 の 7

条である。4〜6 群、12 群は他の群との距離が比較的大きい。7〜9 群は近接しており、切り合いがある。13

群と 14 群は他の群よりも西に大きく傾いた方向をとっており、切り合っている。

比較的整然として切り合いがない 1〜3 群と、密集して切り合いのある 7〜9 群や 13・14 群にみられる様相
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の違いは、時期差や畑としての耕作期間の長短を反映しているのではないだろうか。

e　水　　　田（SN）

SN333（図版 74・76・100・101・103・107、写真図版 114・117・135）

19R-7D1、8D1・2・7・8・9・12〜15・17〜20・22〜25、9D4・5、9E1・2 に位置する中世の遺構である。

SD361・2050 を切り、SD33・55・334・361、Pit89・90・335・336・351・364・365・446 に切られる。

断面形は台形を呈し、主軸方位は N-47°-W である。確認面で深さ 0.71m を測る。覆土は 5 層に分けられ、レ

ンズ状の堆積である。土師器無台椀・長甕・鍋、珠洲焼片口鉢、近世陶磁器、砥石・磨石・焼礫・礫、鉄滓・刀

子・釘が出土。（図版 156・174・175・183・184、写真図版 178・192・193・199）

SN1014（図版 80・89・108・112、写真図版 89・135）

20R-3E1・12・16〜20・22〜24、20R-4E3 に位置する中世の遺構である。SD1201 を切り、SE1722、

Pit1229・1230・1716・1717・1718・1719・1720・1721 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は

N-75°-W である。確認面で深さ 0.36m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。土師器無台椀、

中世土師器皿、粘土塊、砥石・礫、釘、鉄滓が出土。（図版 174・184、写真図版 192・199）

f　小　土　坑（Pit）

Pit698（図版 76・78・107、写真図版 135）

19R-10E5、19R-10F1 に位置する中世の遺構である。SE791、SD2089 を切る。平面形は円形、断面形は

漏斗形を呈し、主軸方位は N-84°-E である。確認面で長軸 0.42m、短軸 0.36m、深さ 0.80m を測る。覆土は

2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。柱根が遺存していた。（図版 189、写真図版 204）

Pit797（図版 78・107、写真図版 135）

20R-1F11 に位置する中世の遺構である。SE791、SD2089 を切る。平面形は円形、断面形は U 字形を呈し、

主軸方位は N-4°-W である。確認面で長軸 0.48m、短軸 0.42m、深さ 0.70m を測る。覆土は単層である。柱

根が遺存していた。（図版 189、写真図版 203）

Pit829（図版 78・80・107、写真図版 135）

20R-1F13・18 に位置する。Pit1523 を切る。平面形は楕円形、断面形は U 字形を呈し、主軸方位は N-88°-W

である。確認面で長軸 0.54m、短軸 0.44m、深さ 0.76m を測る。覆土は単層である。柱根が遺存していた。（図

版 189、写真図版 204）

g　掘 立 柱 建 物（SB）

SB2167（図版番号 77・109、写真図版番号 136・137）

19R-10A15・20、10B6・7・11〜14・16〜19・21〜23 に位置する中世の遺構である。主軸方位は N-61°-W

の東西棟である。桁行 2 間（6.62m）・梁行 2 間（4.24m）の側柱建物である。床面積は 27.55m2 である。柱穴

の規模は径 0.31〜0.48m、深度は 0.14〜0.62m と共にばらつきがある。SD376・443 は当建物の雨落溝のよ

うに見えるが、Pit374 が SD376 を切ることから当建物より古いと考えられる。

SB2168（図版番号 75・110、写真図版番号 136・137）

19R-9A13・14・18・21・22、10A2 に位置する。主軸方位は N-35°-W の南北棟であろう。桁行 3 間（6.08m）

である。柱穴の規模は径 0.25〜0.32m 前後、深度は 0.29〜0.40m である。

SB2169（図版番号 76・78・110、写真図版番号 136・137）

19R-9D15・20・25，9E6・11〜13・16〜19・21〜24、10E2・3 に位置する。主軸方位は N-62°-W の

東西棟である。桁行 3 間（7.44m）・梁行 2 間（5.00m）の側柱建物である。床面積は 35.16m2 である。柱穴の規

模は径 0.21〜0.42m、深度は 0.21〜0.68m と共にばらつきがある。柱穴から釘ヵが出土。（図版 183、写真図版

199）
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SB2170（図版番号 78・111、写真図版番号 136・137）

19R-9E21、10D5・10・15、10E1〜3・6〜9・11〜14・17〜19 に位置する。主軸方位は N-54°-W の

東西棟である。桁行 3 間（8.12m）・梁行 2 間（4.60m）の側柱建物である。床面積は 36.65m2 である。柱穴の

規模は径 0.25〜0.92m、深度は 0.15〜0.59m と共にばらつきがある。

SB2171（図版番号 80・111、写真図版番号 136・137）

20R-2E5・10・14・15・19・20・25、2F1〜3・6〜9・11〜13・16〜18・21〜23 に位置する。主軸

方位は N-72°-W の東西棟である。桁行 4 間（7.06m）・梁行 3 間（7.64m）の片面庇付総柱建物である。床面積

は 52.75m2 である。柱穴の規模は径 0.15〜0.65m、深度は 0.31〜0.74m と共にばらつきがある。柱穴から敲石・

台石・礫、不明金属製品が出土。（図版 176・179、写真図版 193・196）

SB2172（図版番号 80・112、写真図版番号 136・137）

20R-1F17・22〜24、2F2〜4・7〜9・13 に位置する。主軸方位は N-20°-E の南北棟である。桁行 2 間

（5.38m）・梁行 2 間（4.02m）の側柱建物である。床面積は 20.82m2 である。柱穴の規模は径 0.34〜0.56m、

深度は 0.32〜0.70m と共にばらつきがある。柱穴から産地不明陶器壺、礫が出土。

SB2173（図版番号 80・111、写真図版番号 136・137）

20R-2F10、2G1・2・6・7・11・12 に位置する。主軸方位は N-20°-E の南北棟である。桁行 2 間（3.40m）・

梁行 1 間（2.78m）の側柱建物である。床面積は 9.26m2 である。柱穴の規模は径 0.31〜0.50m、深度は

0.44〜0.60m と共にばらつきがある。柱穴から礫、不明金属製品が出土。

SB2174（図版番号 80・112、写真図版番号 136・137）

20R-3E13・14・18〜20・23・24、4E3・3F16 に位置する。柱穴の規模は径 0.30〜0.40m、深度は 0.15〜

0.47m とばらつきがある。

D　3 区 の 遺 構

1）概　　　要

3 区は 2 区の南西に所在する。幅約 2m、長さ約 182m の調査区である。遺構確認面Ⅳ層上面の標高は

8.70 〜 8.90m を測り、ほぼ水平の地形を呈する。調査区面積の 1/2 以上が撹乱を受け、検出された遺構は多

くない。また、遺構から遺物は出土しなかった。

2）遺　構　各　説

a　土　　　坑（SK）

SK13（図版 114・115、写真図版 139・140）

20Q-8H24 に位置する。Pit151・152 を切り、Pit111 に切られる。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、

主軸方位は N-56°-W である。確認面で長軸 0.71m、短軸 0.57m、深さ 0.22m を測る。覆土は 3 層に分けられ、

レンズ状の堆積である。

SK14（図版 114・115、写真図版 139・140）

20Q-8H23・24 に位置する中世の遺構である。Pit113・114・150 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形

を呈し、主軸方位は N-66°-W である。確認面で長軸 0.91m、深さ 0.14m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レ

ンズ状の堆積である。

SK58（図版 114・115、写真図版 140）

20Q-9H15 に位置する中世の遺構である。SX64 を切る。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-47°-E である。

確認面で短軸 0.18m、深さ 0.10m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK63（図版 114・116、写真図版 140）

20Q-9I11 に位置する。Pit148 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-50°-E である。
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確認面で長軸 0.61m、短軸 0.51m、深さ 0.22m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK68（図版 114・116、写真図版 140）

20Q-9H10 に位置する。Pit67・115 を切り、Pit69・123・124・125 に切られる。平面形は楕円形、断面

形は皿形を呈し、主軸方位は N-24°-E である。確認面で長軸 0.84m、短軸 0.58m、深さ 0.34m を測る。覆土

は 5 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

b　性格不明遺構（SX）

SX43（図版 114・116、写真図版 141）

19P-9I14・15・20 に位置する。Pit42 を切る。断面形は台形を呈し、主軸方位は N-45°-W である。確認面

で深さ 0.16m を測る。覆土は単層である。

SX64（図版 114・115、写真図版 140）

20Q-9H15 に位置する中世の遺構である。SK58 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-51°-W で

ある。確認面で長軸 0.64m、深さ 0.25m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SX74（図版 114・116、写真図版 141）

20Q-9H9・10 に位置する。Pit75 を切る。平面形は楕円形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-51°-W である。

確認面で長軸 0.60m、短軸 0.39m、深さ 0.39m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SX79（図版 114・116、写真図版 141）

20Q-9H4・5・9・10 に位置する。Pit80・117 を切り、Pit133・134・135・136・137 に切られる。平面

形は不整形、断面形は V 字形を呈し、主軸方位は N-15°-E である。確認面で長軸 0.87m、短軸 0.78m、深さ

0.32m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SX132（図版 114・117、写真図版 141）

20Q-3D21 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-64°-E である。確認面で長軸

0.87m、短軸 0.60m、深さ 0.15m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

c　溝（SD）

SD98（図版 114・117、写真図版 141・142）

20Q-4E23・24、20Q-5E3・4 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-4°-W である。確認面で短

軸 0.56m、深さ 0.12m を測る。覆土は単層である。

SD99（図版 114・117、写真図版 141・142）

20Q-4E23、20Q-5E3 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-8°-E である。確認面で短軸 0.70m、

深さ 0.10m を測る。覆土は単層である。

SD100（図版 114・117、写真図版 141・142）

20Q-4E23、20Q-5E2・3 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-9°-E である。確認面で短軸

0.68m、深さ 0.10m を測る。覆土は単層である。

SD101（図版 114・117、写真図版 141・142）

20Q-4E22、20Q-5E2 に位置する。SD106 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-12°-E である。

確認面で短軸 0.44m、深さ 0.12m を測る。覆土は単層である。

SD102（図版 114・117、写真図版 141・142）

20Q-4E21・22、20Q-5E1・2・6・7 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-3°-E である。確認

面で短軸 0.77m、深さ 0.15m を測る。覆土は単層である。

SD103（図版 114・117、写真図版 141・142）

20Q-4E21、20Q-5E1 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-17°-E である。確認面で短軸

0.41m、深さ 0.12m を測る。覆土は単層である。
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SD104（図版 114・117、写真図版 141・142）

20Q-4E21、20Q-5E1 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-19°-E である。確認面で短軸

0.32m、深さ 0.11m を測る。覆土は単層である。

SD105（図版 114・117、写真図版 141・142）

20Q-4E21、20Q-5E1 に位置する。Pit19 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-18°-E である。

確認面で短軸 0.48m、深さ 0.10m を測る。覆土は単層である。

SD106（図版 114・117、写真図版 141・142）

20Q-4E22、20Q-5E2 に位置する。SD101 を切る。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-17°-E である。確

認面で長軸 1.67m、深さ 0.13m を測る。覆土は単層である。

SD107（図版 114・117、写真図版 142）

20Q-4D20・24・25に位置する。Pit120・121に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位はN-31°-Eである。

確認面で短軸 0.58m、深さ 0.11m を測る。覆土は単層である。

SD109（図版 114・117、写真図版 142）

20Q-4D9・14・19 に位置する。Pit122 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-14°-E である。確

認面で短軸 0.53m、深さ 0.10m を測る。覆土は単層である。

SD110（図版 114・117、写真図版 142）

20Q-4D8・9・13・14・18 に位置する。Pit29 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-11°-E である。

確認面で短軸 0.61m、深さ 0.11m を測る。覆土は単層である。

SD119（図版 114・117、写真図版 142）

20Q-4D25、20Q-4E16・21 に位置する。Pit17・18・19・92・93 に切られる。断面形は皿形を呈し、主

軸方位は N-28°-E である。確認面で短軸 0.61m、深さ 0.13m を測る。覆土は単層である。

SD127（図版 114・117、写真図版 142）

20Q-4D2・3・7・12・13・18 に位置する。Pit96 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-17°-W

である。確認面で短軸 0.45m、深さ 0.07m を測る。覆土は単層である。

SD128（図版 114・117、写真図版 142）

20Q-4D12・17 に位置する。Pit95・97 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-12°-W である。

確認面で短軸 0.82m、深さ 0.08m を測る。覆土は単層である。

SD129（図版 114・117、写真図版 142）

20Q-4D12・17 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-8°-E である。確認面で短軸 0.57m、深さ

0.07m を測る。覆土は単層である。

SD130（図版 114・117、写真図版 142）

20Q-4D2・6・7・11・12 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-22°-E である。確認面で短軸

0.74m、深さ 0.05m を測る。覆土は単層である。

SD131（図版 114・117、写真図版 142）

20Q-3D22、20Q-4D1・2・6・11 に位置する。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-26°-E である。確認面

で短軸 0.80m、深さ 0.05m を測る。覆土は単層である。

d　水　　　田（SN）

SN1（図版 114・117・118、写真図版 143）

20Q-9I6 に位置する近世以降の遺構である。Pit85・88 を切り、SK63、Pit2・3・4・5・6・7・8・9・11・

12・56・72・80・81・87・89・116・118・126 に切られる。主軸方位は N-20°-E である。確認面で深さ

0.72m を測る。覆土は 18 層に分けられ、レンズ状の堆積である。
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E　4 区 の 遺 構

1）概　　　要

4 区は 1 区の西に位置する。1 区と同様、県営農道飯柳・市新線脇の用・排水路部分、幅約 2m、長さ約

103m の調査区である。遺構確認面Ⅳ層上面の標高は 8.40 〜 8.80m を測り、北東から南西に向かって低くなる。

調査区北東、標高 8.60m 以上の地点に遺構が集中するが、それ以外の部分は希薄である。

2）遺　構　各　説

a　井　　　戸（SE）

SE81（図版 120・121、写真図版 145・146）

19O-2J24・25、19O-3J4・5 に位置する。Pit78・79・80 に切られる。平面形は円形、断面形は台形を呈し、

主軸方位は N-47°-W である。確認面で短軸 1.58m、深さ 0.95m を測る。素掘りの井戸である。覆土は 10 層

に分けられ、レンズ状の堆積である。

b　土　　　坑（SK）

SK5（図版 120・121、写真図版 146）

19P-2B7 に位置する。平面形は不整形、断面形は台形を呈し、主軸方位は N-57°-W である。確認面で長軸

0.91m、短軸 0.55m、深さ 0.22m を測る。覆土は 7 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK42（図版 120・121、写真図版 146）

19P-2A22 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-18°-E である。確認面で深さ

0.08m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK45（図版 120・122、写真図版 146）

19P-2A21 に位置する。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-8°-E である。確認面で深さ

0.10m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK49（図版 120・122、写真図版 146・147）

19P-2A21 に位置する。Pit120 を切る。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-63°-W である。

確認面で短軸 0.38m、深さ 0.23m を測る。覆土は 6 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK60（図版 120・122、写真図版 147）

19O-3J11 に位置する。平面形は円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-80°-W である。確認面で長軸

0.57m、短軸 0.50m、深さ 0.08m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK61（図版 120・122、写真図版 147）

19O-3I15 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-20°-E である。確認面で深さ

0.13m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SK101（図版 120・122、写真図版 147）

19O-4G19・20 に位置する中世の遺構である。北西側は調査区外のため平面形は不明、断面形は皿形を呈し、

主軸方位は N-59°-E である。確認面で長軸 0.71m、深さ 0.18m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の

堆積である。

c　性格不明遺構（SX）

SX21（図版 120・122、写真図版 147）

19P-2A14・15 に位置する。Pit114 に切られる。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-18°-E

である。確認面で長軸 0.65m、短軸 0.40m、深さ 0.14m を測る。覆土は 3 層に分けられ、ブロック状の堆積である。

粘土塊が出土。
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SX32（図版 120・122、写真図版 147・148）

19P-2A18 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-12°-E である。確認面で長軸

0.68m、短軸 0.50m、深さ 0.13m を測る。覆土は 4 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SX53（図版 120・122、写真図版 148）

19O-3J7・12 に位置する。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-35°-W である。確認面で

短軸 0.55m、深さ 0.05m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SX63（図版 120・122、写真図版 148）

19O-3I15・20 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-33°-W である。確認面で

短軸 0.35m、深さ 0.06m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SX84（図版 120・122、写真図版 148）

19O-2J25、19O-3J5 に位置する。平面形は楕円形、断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-55°-W である。確

認面で長軸 0.60m、短軸 0.38m、深さ 0.13m を測る。覆土は 3 層に分けられ、レンズ状の堆積である。

SX106（図版 120・122、写真図版 148）

19O-4G24 に位置する中世の遺構である。南東側は調査区外のため平面形は不明、断面形は皿形を呈し、主

軸方位は N-59°-E である。確認面で長軸 1.11m、深さ 0.13m を測る。覆土は 2 層に分けられ、レンズ状の堆

積である。

SX116（図版 120・122、写真図版 149）

19P-2B6・13 に位置する中世の遺構である。Pit118 に切られる。平面形は不整形、断面形は皿形を呈し、

主軸方位は N-7°-W である。確認面で短軸 0.36m、深さ 0.13m を測る。覆土は 6 層に分けられ、水平堆積である。

d　溝（SD）

SD117（図版 120・122、写真図版 149）

19O-7C4・5・8・9 に位置する中世の遺構である。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-83°-W である。確

認面で深さ 0.26m を測る。覆土は 3 層に分けられ、水平堆積である。土師器無台椀・長甕が出土。

SD121（図版 120・122、写真図版 145・149）

19O-7C8 に位置する。Pit119 に切られる。断面形は皿形を呈し、主軸方位は N-32°-W である。確認面で深

さ 0.28m を測る。覆土は 5 層に分けられ、レンズ状の堆積である。
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第1節　概　　　要

第29次調査で出土した遺物には、古代〜近世の土器・陶磁器、土製品、石製品、金属製品・鍛冶関連遺物・

銭貨、木製品、自然遺物がある。出土量はコンテナ（内寸 54.5×33.6×10.0cm）にして 198箱である。

内訳は、古代土器 120箱、中世・近世の土器・陶磁器 15箱、土製品 3箱、石製品 40箱、金属製品・鍛冶関

連遺物・銭貨 5箱、木製品 2箱、種実や炭化物、骨といった自然遺物が 13箱である。包含層出土遺物（石製品

については遺構出土分を含む）の小グリッド別重量・個数分布図を図版 58〜 60に示した。

第 31次調査で出土した遺物には、古代〜近世の土器・陶磁器、石製品、金属製品・鍛冶関連遺物、木製品、

自然遺物がある。出土量はコンテナ（内寸 54.5×33.6×10.0cm）にして 64箱である。

内訳は、古代土器 20 箱、中世・近世の土器・陶磁器 20 箱、石製品 10 箱、金属製品・鍛冶関連遺物 2箱、

木製品 10箱、自然遺物が 2箱出土している。各区での包含層出土遺物（石製品については遺構出土分を含む）の小

グリッド別重量・個数分布図を図版 123〜 129 に示した。

以下、遺物の記載は奈良〜平安時代の土器、中〜近世の土器、土製品、石製品、金属製品・鍛冶関連遺物・銭

貨、木製品の節または項に分けてそれぞれ行う。土器・陶磁器については古代と中世で節を改めたが、番号は時

代に関わらず、また第 29次・第 30次調査を一括して通し番号とした。配列は調査年度毎に、区分けがある場

合は 1区〜 4区の順とし、区毎に SE、SK、SX、SD、SN、Pit、SB、河（各遺構種別内での配列は遺構番号昇順）、

包含層、表土・攪乱出土品の順である。図面図版・写真図版も同様に配列した。器の破片を転用した円盤や研磨

具は土製品ではなく土器として報告している。土製品以下も配列が出土場所毎か種別毎かの違いはあるが、いず

れも両次調査を通して番号を付している。

第 2節　古 代 の 土 器（図版131〜 159、写真図版 151〜 181）

A　土器の記述と分類

古代土器には須恵器・土師器・黒色土器がある。分類をおこなった場合、形態・手法による分類はアルファ

ベット大文字を用い、細分する場合はアルファベット小文字・算用数字の順に用いた。法量による分類はローマ

数字を用いて大きい方からⅠ・Ⅱ…としている。成形・調整の表現は『細池寺道上遺跡Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ・Ⅸ』〔立木・

奈良ほか2017、同 2018、同 2019〕にならい以下のようにした。

1.　ロクロ回転を利用したナデを「ロクロナデ」、そのほかのものは「ナデ」とした。

2.　ロクロ回転を利用したケズリを「ロクロケズリ」、利用しないものは「ケズリ」とした。

3.　ロクロ回転を利用した刷毛目を「カキメ」、利用しないものは「ハケメ」とした。

4.　黒色土器無台椀・土師器無台椀などにみられるヘラ磨きは「ミガキ」とした。

5.　須恵器甕・横瓶、土師器長甕・鍋などの外面にみられる叩き具を用いた成（整）形痕を「タタキメ」とし、

対応して内面に当てられた当て具の痕跡を「当て具痕」とした。

叩き具・当て具の文様については、『細池寺道上遺跡Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ・Ⅸ』〔立木・奈良ほか前掲〕、『赤鏥砂山遺跡』〔立木・

奈良ほか2019〕に準じ、平行線文をH類、同心円文をD類、格子文をK類、放射状文を S類、扇形文をC類とし、

無文のものをN類、さらに特殊な文様などこれらに含めがたいものをX類とする。タタキメ・当て具痕両者に
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おいて多数を占めるH類は、木目が観察されるものが多いため、刻まれた線に対する木目の現れ方で 3種類（直

交：Ha類、右上がり斜交：Hb類、左上がり斜交：Hc類）に分けている。

須恵器の胎土については『山三賀Ⅱ遺跡』〔坂井ほか1989a〕、『越後阿賀北地域の古代土器様相』〔春日ほか2004〕

で提示されている分類を参考に以下のように分類した。

A群　胎土そのものが相対的に粗く、石英・長石・雲母を多く含む。器面はざらついたものが一般的で、小

礫が露出する。阿賀北地方の窯跡の須恵器と推定される一群である。

B群　胎土そのものが精良で、白色粒子を多く含む。器面に黒色の斑点、吹き出しがみられる。佐渡の小泊

窯跡群の須恵器と推定される一群である。

C群　胎土そのものは比較的精良であり、石英・長石の小粒子を少量含む。器面は滑らかである。新津丘陵

窯跡群の須恵器と推定される一群である。

D群　A〜C群ではないもの。

計測値などの詳細は別表 5、遺構別出土点数・重量組成は別表 12・13に示した。

1）須　恵　器

食膳具（無台杯、有台杯、稜椀、杯蓋）、貯蔵具（壷・瓶類、壷蓋、横瓶、甕）がある。

杯 蓋　完形の判明するものは出土していない。口縁端部の形状には先端の高さや形状には多様性があるが、

すべて下方に折り曲げるものである。比較的残りのよいもので以下の 3類が認められる。

　A類　広い天井部平坦面から口縁部は比較的急な傾斜をもって外反ぎみにのびるもの　環状つまみをもつ

B類　A類よりは狭い天井部平坦面から口縁部は急な傾斜をもってのびるもの　高さがあるいわゆる笠形　

擬宝珠形つまみをもつ

　C類　天井部からなだらかに口縁部に至るもの　B類より薄手で高さが低い　つまみは不明

無台杯　底部の判明するものはすべて平底でヘラ切り後無調整である。

　A類　やや厚みのある平底から丸みをもって立ち上がり直線的に外傾して開くもの

　B類　平底から丸みをもって立ち上がり内湾ぎみに開くもの

　C類　平底から急に立ち上がり、直線的に外傾して開くもの

有台杯　完形の判明するものがないが、平底で、高台の断面形状は方形が多い。

稜 椀　完形の判明するものはないが、体部中位に稜をもって外反する口縁部をもつ浅い身に、端部の丸い高

い脚部をつけるものであり、第 44次調査の分類ではA類に相当する。第 29次調査で 3点出土した。

壷 蓋　完形の判明するものはない。

　A類　天井部から丸みをもって屈曲し、口縁部は垂直に下がる　端部は内側を面取りし接地面はごく小さい

　B類　天井部から「く」の字形に屈曲し、口縁部が内傾する

壷・瓶類　完形の判明するものはない。外反する口頸部をもつものは、口頸部の外傾度合いで長頸瓶と広口瓶

に分けた。いずれも端部は上方と外方につまみだすものである。壺蓋と組合う短頸壷は図示できるものがない。

口頸部との対応は不明だが、肩部としては肩が張るものとなで肩のものがある。

長頸瓶　口径 9cm前後で開きが小さいもの

広口瓶　口径 12cm以上で開きが大きいもの　大小がある

横 瓶	 完形の判明するものはない。

　甕	 出土量は多くない。容量大中小あり、底部の丸みの強いもの、やや尖り気味のものがある。口頸部施

文の有無で 2類に分ける。

　A類　端部は不明だが突帯を貼り付け、沈線で区画し複雑な波状文を施すもの

　B類　無文のもの
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須　　恵　　器

杯蓋

無台杯

有台杯

稜椀 壺蓋

壺瓶類

横瓶

甕

66
（B）

74
（A）

76

29

149

151 150

152

153

191
（B）

192
（A）

193
（A）

194

195
（A）

196
（B）

197

198

200

90
（C）

233
（広口）

247
（C）

257238

199
（B）

248
（広口）

275

290
（C）

316
（長頚）

317

395

409
（B）

411

412
（広口）

413

433
（A）

440
（広口）

439

495

第 12 図　須恵器分類図（甕以外 S=1/6　甕 S=1/12）
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土　　師　　器

無台椀

有台椀 鉢 甕

小甕

皿

31
（A1Ⅰ）

15
（b1）

71
（b1）

42
（c）

11
（b2）

70
（b1） 55

（b2）

201
（A1Ⅱ）

204
（BⅢ）

206

142

159
249

276

291
（c）

306
（b2）

318
（A2Ⅰ）

322
（CⅡ）

324
（A1Ⅲ）

330
（A1Ⅲ）

336

323
（A2Ⅱ）

414
（b2）

415
（b1）

416
（b2）

417 418

427
（A1Ⅲ）

466
（A1Ⅱ）

470

第 13 図　土師器分類図（S=1/6）
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土　　師　　器

黒　色　土　器

長甕

鍋

無台椀 有台皿

56
（Bb2）

50
（Ab3）

51
（Ab2）

32
（Ab2）

48
（Aa）

47
（Ac）

87
（Ab2）

146
（Aa）

337
（Bb2）

250
（Bc）

213
（Bb2）

217
219

301
（Bc）

350

353

338
（Ab1）

398
426
（Bc）

446
（b1）

500
（Bc）

第 14 図　土師器・黒色土器分類図（S=1/6）
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2）土　師　器

ロクロ使用と不使用のものがある。ロクロ不使用のものは点数が少なく、完全な器形の判明するものもないの

で特に分類はしない。調整はハケメ主体で、体部の小片と平らな底部がみられる。

ロクロ使用のものには食膳具（無台椀・有台椀・有台皿・鉢）と煮炊具（小甕・長甕・鍋）がある。

無台椀　平底で、口径と底径の差が比較的大きい椀形のもの。底部糸切り後無調整で口縁〜体部はロクロナデ

のみで仕上げられるもの（無台椀 a）と、ロクロナデ、切り離し後に体部下半〜底部外面にロクロケズリ（後ミガキ）、

内面にミガキを施すもの（無台椀 b）が存在する。bの手法は黒色土器無台椀に共通する。以下では煩雑を避け

るため aは単に無台椀とし、bの場合のみ無台椀 bと記述する。口縁〜体部形態で以下の 3類に分類し、法量

では口径 15.1cm以上をⅠ類、13.1 〜 15.0cmをⅡ類、13.0cm以下をⅢ類とした。

　A類　内湾するもの　体下部の形状から細分する

　　A1類　内湾のまま口縁端に至るもの

　　A2類　外反して立ち上がり、内湾に転じて口縁端に至るもの

　B類　直線的に外傾するもの

　C類　内湾して立ち上がり口縁部で外反するもの

有台椀・皿　高台の付く椀・皿。細分はしていない。

　皿	 椀よりも器高が低く、外側に大きく開く体部をもつもの。

　鉢	 完形の判明するものはないが、鉄鉢形と思われるもの、大きな平底で体部外面ケズリ調整のものがある。

長 甕	 概ね口径 20cm以上の長胴・丸底の煮炊き具。ロクロで整形の後、下半を叩いて丸底とする。口縁

部は体部から「く」字形に屈曲して開き、端部に向けて厚みを増す。頸部のくびれ度合いによりA・Bに大別、

口縁端部形態は a〜 cに細別し、組み合わせて用いる。

A類　頸部が大きくすぼまってから口縁部が延びるもの　体部は全体として繭形を呈する　内面は口縁部と

体部の境が明瞭である

B類　頸部がすぼまらずに口縁部が延びるもの　体部は全体としてU字形を呈する　内面はなだらかに屈

曲する傾向がある

　　a類　端部が断面三角形に肥厚するもの（つまみださない）

　　b類　断面三角形に肥厚した端部をつまみ出すもの

　　　b1類　端部を上方につまみ出すが外端面はくぼまず断面三角形を呈するもの

　　　b2類　端部を上方に強くつまみ出すことにより外端面がくぼむもの

　　　b3類　端部を上方と外方につまみ出すもの

　　c類　端部を「く」字形に内側〜上方に屈曲させるもの

小 甕	 概ね口径 15cm前後までの平底の煮炊き具。ロクロで整形の後、底部糸切り後無調整。体部から「く」

字形に屈曲する口縁部の作りは概ね長甕と共通するため長甕の分類を用いる。

　甕	 長甕より球胴に近いもので、ロクロ整形後外面体部下半はケズリ調整。底部形状は不明。

　鍋	 概ね口径 40cm前後の厚手で浅い丸底の煮炊き具。ロクロで整形の後、下半を叩いて丸底とする。

体部の形状の違いで大別。体部から「く」字形に屈曲する口縁部の作りは長甕と共通するので長甕の分類を用いる。

　A類　丸みの強いもの　深浅がある

　B類　直線的に外傾するもの

3）黒　色　土　器

内面または全面を磨いて黒色処理したもの。食膳具の無台椀・有台椀または皿がある。

無台椀　土師器無台椀と同様の形態のものと大型で内外両面黒色処理されるものがある。土師器無台椀と同様

のものには土師器と共通の分類を用いた。



第 2節　古 代 の 土 器

86

有台椀・皿　高台の付くもの

B　出土土器各説

1）第 29 次調査出土土器

古代土器は 13,577 点、99,514.63g 出土した。点数比では土師器 96.2%（13,067 点）、黒色土器 1.66%（225

点）、須恵器 2.10%（285 点）、重量比では土師器 92.9%（92,432.08g）、黒色土器 1.14%（1,137.41g）、須恵器

6.00%（5,945.14g）である。遺構出土品での点数比は土師器 96.15%（7,025 点）、黒色土器 1.45%（106 点）、須

恵器 2.40%（175 点）、重量比は土師器 91.35%（62,072.91g）、黒色土器 1.03%（701.40g）、須恵器 7.62%（5,175.85g）

である。包含層出土品での点数比は土師器 96.35%（6,042 点）、黒色土器 1.90%（119 点）、須恵器 1.75%（110 点）、

重量比は土師器 96.18%（30,359.17g）、黒色土器 1.38%（436.01g）、須恵器 2.44%（769.29g）である。土師器：

須恵器は総点数比で 46：1、総重量比で 16：1と土師器の出土が卓越している。

土師器はほぼ全面で出土しているが、須恵器はやや東半部に偏るようである。

a　遺 構 出 土 土 器

SE978（図版 131、写真図版 151）

土師器無台椀・長甕、須恵器無台杯・甕が出土。5は底部を欠く須恵器無台杯A類で胎土B群。

SE1119（図版 131、写真図版 151）

土師器無台椀・長甕、須恵器無台杯・有台杯が出土。7は須恵器有台杯で胎土B群。

SK107（図版 131、写真図版 151）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。8は須恵器無台杯AまたはB類で胎土B群

SK152（図版 131、写真図版 151）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。9は須恵器無台杯AまたはC類で胎土 B群。10 はほぼ

完形の土師器無台椀AⅢ類。11は土師器小甕口縁部 b2類。12は土師器長甕Ba類。

SK245（図版 131、写真図版 152）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。13は須恵器無台杯C類で胎土B群。14は土師器無台椀

AⅡ類で底部外面に墨書がみられる。

SK248（図版 131、写真図版 152）

土師器無台椀・長甕・小甕が出土。15は土師器小甕 b1類。16は土師器長甕の底部である。

SK283（図版 131・132、写真図版 152）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・甕が出土。17 は須恵器無台杯C類で胎土 B群。18 〜 20

は土師器無台椀A類で 18は AⅢ類、20は AⅠ類。21は土師器鍋Ab1類。22は土師器長甕Bb2類。

SK284（図版 132、写真図版 152）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、黒色土器無台椀、須恵器無台杯が出土。23は土師器長甕Ab2類で、口縁部

は約 3分の 1残る。接合した 15片のうち SK284 出土は口縁部〜体部の 2片のみで、SK331 取上No.22 の体

部片 1片が接合したほか不明の 1点除き 12片は付近のⅢ層出土である。内面にも粗いカキメが浅く施される。

外面口縁部から体部への屈曲部直上にはカキメ工具の端部の当たりとみられるわずかな筋状の段差がみられる。

SK285（図版 132、写真図版 152）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、黒色土器無台椀、須恵器無台杯・甕・長頸瓶が出土。24は内外面カキメ調

整の土師器長甕か鍋の体部を径 2.4cm前後の円盤状に加工したもの。25・26は土師器鍋口縁部 b2類。

SK291（図版 132、写真図版 152）

土師器無台椀・長甕、須恵器無台杯が出土。28は須恵器無台杯AまたはC類で胎土B群。
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SK292（図版 132、写真図版 152）

土師器無台椀・鍋、須恵器無台杯・有台杯が出土。29は須恵器有台杯で胎土B群。

SK311（図版 132、写真図版 152）

土師器長甕が出土。30は土師器長甕口縁部 b1類。

SK327（図版 132・133、写真図版 152）

土師器無台椀・鉢・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・鉢が出土。31 はほぼ完形に復元できた土師器無台椀

A1Ⅰ類、32〜 34は土師器鍋Ab2類。35は土師器長甕Ab2類。

SK331（図版 133〜 135、写真図版 153）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・杯蓋が出土。36〜 41 は土師器無台椀、41〜 46 は土師器

小甕で 42 は口径の小さい口縁部 c類。47 〜 49 は土師器長甕で 47 は Ac 類、48 は Aa 類。50 〜 52 は土師

器鍋で 50は Ab3 類、51・52は Ab2 類。

SK335（図版 135、写真図版 154・155）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・杯蓋が出土。53は須恵器無台杯C類で胎土B群。54は土

師器無台椀A類。55は土師器小甕口縁部B2類。56 は土師器長甕Bb2 類で、SK327、SK332、SK355、Ⅲ

層と接合。

SK352（図版 135、写真図版 154）

土師器無台椀・長甕・鍋が出土。57は土師器鍋口縁部 b2類

SK355（図版 135、写真図版 155）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯が出土。58は土師器無台椀。59・60は土師器小甕で 59は口

縁部 a類。

SK359（図版 135、写真図版 155）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。61は土師器小甕。

SK383（図版 135、写真図版 155）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。63は須恵器無台杯A類で胎土B群。

SK389（図版 135、写真図版 155）

土師器無台椀・小甕・鍋、須恵器有台杯・杯蓋が出土。64は須恵器無台杯で胎土B群。

SK596（図版 135・136、写真図版 155・156）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・甕が出土。65〜 67は須恵器無台杯C類で胎土B群。いず

れも灰白色を呈し軽い焼成で、器壁が大変薄い。66は同一個体で復元的に実測した。65・67 は同一個体の可

能性もある。68・69は土師器無台椀。68はAⅢ類で底径4.0cmと小さい。69はC類。70・71は土師器小甕。

70は口縁部 b1類で器壁が大変薄い。72・73は土師器長甕。72は Bb3 類で口縁部が短く直線的で、体部外面

の残存部いっぱいまでカキメが施されている。73は Bb1 類。

SK702（図版 136、写真図版 156）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯・甕が出土。74・75 は須恵器無台杯。74 は胎土 C群、75 は A

またはC類で胎土B群。76は須恵器甕底部で胎土B群。多数が接合して丸底が完全に復元されたが、SK702

からは 1点出土したのみで、大部分はⅢ層出土であり、同一個体は SK285 からも出土している。

SK725（図版 136、写真図版 156）

土師器無台椀・長甕・小甕が出土。77は土師器無台椀A類。

SK729（図版 136・137、写真図版 156・157）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器有台杯・甕が出土。78〜 83は土師器無台椀A類。84〜 86は土師

器小甕。84・85は口縁部 b2類。87〜 89は土師器長甕で 87は Ab2 類、88は Ba類。
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SK732（図版 137・138、写真図版 157・158）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・杯蓋・甕が出土。90は須恵器杯蓋C類で胎土B群。91〜

93は須恵器無台杯。91はC類で胎土B群、92はB類で胎土B群、93は胎土A群。94〜97は土師器無台椀で、

94は AⅢ類。98〜 101 は土師器小甕で 98は口縁部 b1類、99は b2類。102・103 は土師器鍋Ab2類。

SK744（図版 138、写真図版 158）

土師器無台椀が出土。104は土師器無台椀A類。

SK747（図版 138、写真図版 158・159）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・有台杯が出土。105・106 は須恵器無台杯。105 は C類で

胎土B群、106は B類で胎土Bか C群。107〜 113 は土師器無台椀。114〜 116 は土師器小甕で 115・116

は口縁部 c類。117 は土師器鍋Ab1類。

SK762（図版 138、写真図版 159）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・有台杯が出土。118は土師器小甕口縁部 c類。

SK764（図版 138、写真図版 159）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。119・120 は土師器無台椀。

SK893（図版 138、写真図版 159）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。121は須恵器無台杯A類で胎土C群。122は土師器無台椀A類。

SK1005（図版 138、写真図版 159）

土師器無台椀、須恵器無台杯が出土。123は土師器無台椀。

SK1216（図版 138、写真図版 159）

土師器無台椀・長甕が出土。124は土師器無台椀。

SK1217（図版 138、写真図版 159）

土師器小甕、須恵器無台杯・長頸瓶が出土。125は須恵器無台杯C類で胎土B群。

SK1224（図版 138、写真図版 159）

土師器無台椀・長甕・鍋が出土。126は土師器長甕口縁部 b2類。

SK1294（図版 138、写真図版 159）

土師器無台椀が出土。127は土師器無台椀A類。

SX193（図版 139、写真図版 159）

土師器無台椀・長甕・小甕、黒色土器無台椀、須恵器無台杯・有台杯・甕が出土。128は須恵器無台杯で胎土B群。

SX834（図版 139、写真図版 160）

土師器無台椀・鉢・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。142 は径 8.4cmの平坦な底部で、内面中央部は指頭

で押圧したような凹凸を残し、周縁部にはロクロナデが施される。外面には糸切りの痕跡がわずかに残るように

も見えるが、大部分が丁寧になでられておりはっきりしない。わずかに残る体部下端にはケズリが施されている。

底部の厚みは 1.4cmに及ぶところもあり、重量感のある作りである。鉢と考えておきたい。143〜 145 は土師

器小甕で 143は口縁部 c類、144 は a類。146 は土師器長甕Aa類。

SD1（図版 139〜 141、写真図版 160・161）

土師器無台椀・有台皿・鉢・長甕・小甕・鍋、黒色土器無台椀、須恵器無台杯・有台杯・杯蓋・甕・長頸瓶・

短頸壺・壺蓋・横瓶が出土。147 〜 149 は須恵器無台杯で胎土B群。147 は C類、149 の底部外面には墨書

がみられる。150・151 は須恵器有台杯で胎土B群。152 は須恵器壷瓶類で胎土B群。153 は須恵器横瓶体部

閉塞部で胎土 B群。154 〜 157 は土師器無台椀、158 は土師器有台皿、159 は土師器で径 10.0cmほどの平

底から内湾して立ち上がり、鉢状の器形になると考えられる。外面調整はよくわからない。内面は底部との境が

円形にくぼみ、やや湾曲するハケメか当て具痕風の痕跡がみられる。160 は平底の土師器で内面はハケメ調整
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されており、ロクロ不使用と考える。SD2出土の 207と同一個体であろう。161は土師器小甕。162は土師器

鍋体部の小片でヘラによる記号風の刻みがみられる。163・164 はロクロ不使用の土師器長甕の体部と考える。

163 は外面タテまたはナナメのハケメ、内面はナデ、164 は外面ヨコナデとタテのハケメ、内面はヨコのハケ

メである。

SD2（図版 141〜 143、写真図版 163〜 165）

土師器無台椀・有台椀・鉢・長甕・小甕・鍋、黒色土器無台椀・有台皿、須恵器無台杯・有台杯・杯蓋・甕・

長頸瓶・短頸壺・壺蓋・長胴壺・横瓶が出土。191・192 は須恵器杯蓋で胎土B群。191は B類、192 は A類。

193 は須恵器無台杯A類で胎土A群。194 は須恵器有台杯で胎土B群。195・196 は須恵器壷蓋で胎土B群。

195 は A類、196 は B類。197・198 は壷瓶類で胎土B群。199・200 は須恵器甕で胎土B群。199 は B類

の口縁部、200 は張りのある体部。201 〜 205 は土師器無台椀。201 〜 203 は A1 類、204 は BⅢ類、205

は A2類。206 は土師器有台椀。207 はロクロ不使用の土師器で、平底でわずかに残る体部外面はケズリが施

される。内面はハケメ、底部外面はごく一部にハケメ状のものもみられるが、大部分はヘラナデで平滑に仕上

げられている。SD1 出土の 160 と同一個体と考える。208 〜 212 は土師器小甕で 208・209 は口縁部 c類。

213 〜 215・220・221 は土師器鍋で 213 は B類、214・220・221 は Ab2 類。216 はロクロ不使用の土師

器長甕体部とみられるもので、外面はナナメのハケメ、内面はナデである。217・218 は黒色土器無台椀。219

は黒色土器有台皿。

SD161（図版 143、写真図版 165）

土師器無台椀・小甕・鍋、須恵器無台杯・甕が出土。230 は土師器無台椀底部で、外面にはヘラを押し当て

たような沈線状のくぼみがみられる。

SD244（図版 143、写真図版 165）

土師器無台椀・長甕・鍋が出土。231は土師器無台椀A1Ⅲ類。

SD288（図版 143、写真図版 165）

土師器無台椀・長甕が出土。232は土師器長甕口縁部 b2類。

SD289（図版 143、写真図版 165・166）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・広口瓶が出土。233 は須恵器広口瓶の口縁部、胎土 B群。

234は土師器小甕口縁部 b2類。235 は土師器鍋口縁部 b2類。

SD298（図版 143、写真図版 166）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・甕が出土。237 は土師器長甕または鍋の体部を円盤状に加

工したものである。

SD305（図版 143、写真図版 166）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器稜椀・甕が出土。238は須恵器稜椀の底部〜脚部で胎土C群。

SD314（図版 143、写真図版 166）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・杯蓋・甕が出土。239は土師器長甕Ba類。

SD315（図版 143、写真図版 166）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。240は土師器小甕口縁部 b2類。

SD316（図版 143、写真図版 166）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯・杯蓋・甕が出土。241 は須恵器無台杯C類で胎土B群。242 は

土師器無台椀。

SD318（図版 143、写真図版 166）

土師器無台椀・長甕・小甕が出土。243は土師器無台椀A類、244は土師器長甕口縁部 c類。
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SD319（図版 143、写真図版 166）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。245は土師器長甕口縁部 b1類。

SD347（図版 143、写真図版 166）

土師器無台椀・長甕、須恵器杯蓋が出土。246は須恵器杯蓋A類で胎土B群。内面を硯に転用している。

SD358（図版 143・144、写真図版 166）

土師器無台椀・有台皿・長甕・小甕・鍋、須恵器杯蓋・甕・広口瓶が出土。247は須恵器杯蓋C類で胎土B群。

248は須恵器広口瓶口頸部で胎土B群。249は土師器有台皿。250は土師器長甕Bc類。

SD666（図版 144、写真図版 167）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器杯蓋が出土。256は須恵器杯蓋C類で胎土B群。

SD776（図版 144、写真図版 167）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・有台杯・稜椀・甕・長頸瓶が出土。257は須恵器稜椀で胎土C群。

258 は土師器無台椀A類、259 は土師器小甕口縁部 b2類。260 は土師器長甕口縁部 b2類。261 は土師器長

甕または鍋の体部を円盤状に加工したものである。

SD825（図版 144・145、写真図版 167）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・杯蓋・甕が出土。263 は須恵器杯蓋C類で胎土B群。264

は須恵器甕で胎土B群。265 〜 267 は土師器無台椀で 265 は A1 類、266 は C類、267 は A類。268・269

は土師器鍋で 268は Ab2 類、269 は Aa類。

SD838（図版 145、写真図版 167）

土師器無台椀・長甕・小甕が出土。270は土師器長甕口縁部 b2類。

SD854（図版 145、写真図版 167）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器有台杯が出土。271は須恵器有台杯で胎土B群。

SD864（図版 145、写真図版 168）

土師器無台椀・長甕・小甕が出土。272は土師器長甕Bb2類。

SD931（図版 145、写真図版 168）

土師器無台椀、須恵器無台杯が出土。273は須恵器無台杯で胎土B群。

SD1009（図版 145、写真図版 168）

土師器無台椀・長甕が出土。274は土師器無台椀A類。

SD1015（図版 145、写真図版 168）

土師器長甕、須恵器有台杯が出土。275は須恵器有台杯で胎土B群。

SD1116（図版 145、写真図版 168）

土師器無台椀・鉢・長甕・小甕、須恵器無台杯・杯蓋が出土。276 は土師器鉢で SD2・Ⅲ層出土の破片と接

合した。内面と外面上半はロクロナデ、下半は縦方向のケズリが施される。口縁部も底部も不明だが、鉄鉢形に

なるかもしれない。277は土師器小甕口縁部 c類、278 は土師器長甕口縁部 b2類。

SD1218（図版 145、写真図版 168）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。279は土師器無台椀。280は土師器長甕体部。

SD1247（図版 145、写真図版 168）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯が出土。282・283 は須恵器無台杯で胎土B群。283 は体部

外面に墨書がみられる。一見すると「中」のようだが運筆からは違う字である（小林昌二氏ご教示）。

Pit221（図版 145、写真図版 168）

土師器無台椀が出土。284は土師器無台椀A1Ⅲ類。
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Pit249（図版 145、写真図版 168）

土師器無台椀が出土。285は底部欠失するが、土師器無台椀A1Ⅲ類で深さがある。

Pit281（図版 145、写真図版 168）

須恵器無台杯が出土。286は須恵器無台杯B類で胎土B群。

Pit344（図版 145、写真図版 168）

土師器無台椀・長甕・小甕、須恵器無台杯が出土。287は土師器小甕。288は土師器長甕口縁部 a類。

Pit354（図版 145、写真図版 168）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯が出土。289は土師器小甕。

Pit436（図版 145・146、写真図版 168・169）

土師器小甕、須恵器無台杯が出土。290 は須恵器無台杯C類で胎土 B群。SK332 と接合関係にある。291

は土師器小甕で、口縁部 c類。大部分は当ピットから出土したが、SK332・Pit331・Pit435・Pit942 出土の

破片と接合し、ほぼ完形に復元できた。

Pit462（図版 146、写真図版 169）

須恵器無台杯が出土。292は須恵器無台杯B類で胎土B群。

Pit556（図版 146、写真図版 169）

土師器無台椀が出土。294は土師器無台椀底部で分類は不明。

Pit700（図版 146、写真図版 169）

土師器小甕が出土。295は土師器小甕底部。

Pit734（図版 146、写真図版 169）

土師器無台椀が出土。296は土師器無台椀口縁部。

Pit853（図版 146、写真図版 169）

須恵器無台杯が出土。297は須恵器無台杯で胎土B群。

Pit928（図版 146、写真図版 169）

土師器長甕が出土。298は土師器長甕口縁部 b1類。

Pit621（図版 146、写真図版 169）

土師器長甕が出土。299は土師器長甕体部。

Pit956（図版 146、写真図版 169）

土師器無台椀が出土。300は土師器無台椀A2類。

Pit974（図版 146、写真図版 169）

土師器長甕が出土。301は土師器長甕Bc類。

Pit1269（図版 146、写真図版 169）

土師器小甕が出土。302は土師器小甕底部。

Pit1277（図版 146、写真図版 169）

土師器無台椀が出土。303は土師器無台椀口縁部。

SB1352（Pit442）（図版 146、写真図版 169）

土師器小甕が出土。304は土師器小甕底部。

SB1353（Pit464）（図版 146、写真図版 169）

土師器加工品（円盤）が出土。305は土師器長甕または鍋の体部を円盤状に加工したものである。

SB1354（Pit380）（図版 146、写真図版 169）

土師器小甕・鍋が出土。306は土師器小甕口縁部 b2類。307 は土師器鍋Ab1類。
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SB1355（Pit619）（図版 146、写真図版 169）

土師器小甕が出土。308は土師器小甕底部。

SB1357（Pit587）（図版 146、写真図版 169）

土師器鍋が出土。309は土師器鍋口縁部 a類。

SB1366（Pit783）（図版 146、写真図版 169）

土師器無台椀が出土。310は土師器無台椀A1類。

SB1366（Pit785）（図版 146、写真図版 169）

土師器無台椀が出土。311は土師器無台椀口縁部。

河 1250（図版 147、写真図版 169）

土師器小甕、須恵器杯蓋が出土。312は須恵器杯蓋C類で胎土B群。

b　包含層出土土器（図版 147〜 150、写真図版 170〜 172）

313・314 は須恵器無台杯C類で胎土 B群。315 は須恵器稜椀で胎土C群。316 は須恵器長頚瓶の頸部で

胎土B群。317 は須恵器壷瓶類の体部で外面はタタキメの上に間隔をあけてカキメ、内面は全面カキメが施さ

れている。胎土 C 群。318 〜 333 は土師器無台椀で 318・323・325 は A2 類、319 〜 321・324・326 〜

330 は A1 類、334・335 は土師器有台皿、336 は甕と分類したもので体部外面上半をロクロナデとカキメ、

下半をナナメ方向のケズリで仕上げている。平底の器形の可能性もある。337 〜 341 は土師器長甕で 337 は

Bb2 類、338 は Ab1 類、339 は Bb1 類。341 は体部にヘラ記号風の刻みがあるもの。342 〜 344 は土師器

鍋で 342 は Aa 類、343 は Ab2 類、344 は Aa 類。345 〜 347 はロクロ不使用の土師器長甕の体部、347 は

160・209 と同一個体であろう。348・349 は土師器長甕または鍋の体部を円盤状に加工したものである。348

は今回報告した同様の加工品 6点の中で最も大きい。350 〜 353 は黒色土器無台椀。353 は小さい底部から大

きく直線的に開く厚手のもので、両面黒色処理されている。

2）第 31 次調査 1 区出土土器

1 区では、古代土器が遺構から 37点 154g、包含層から土師器 22点 238g、合計 59点 392g 出土。

a　遺 構 出 土 土 器

SD122（図版 151、写真図版 173）

土師器長甕、須恵器無台杯が出土。384 は須恵器無台杯の底部で、左回転ヘラ切り痕の上に木の板の圧痕か

と思われる痕跡がみられる。胎土B群。

河 245（図版 151、写真図版 173）

土師器無台椀が出土。385 は底部片、386 は無台椀 bで、外面体部下半〜底部をロクロミガキ、内面はミガ

キが施される。

b　包含層出土土器（図版 151、写真図版 173）

1点図化したのみである。387は古代の土師器仏鉢のようなものと考えている。

3）第 31 次調査 2 区出土土器

2 区では、遺構から 596点、8,478g、包含層から 472点、2,513g、合計 1,068 点、10,991g 出土した。土師器：

須恵器は総点数比で 13.4：1、総重量比で 2.6：1である。包含層出土土器の分布状況をみると西に多い傾向が

ある（図版 125）。

遺構のなかではSK8から最もまとまって出土している。食膳具（土師器・須恵器）、煮炊具、貯蔵具が一通り存在し、

なかでも残存率の高い土師器小甕が多いこと、須恵器甕や横瓶も比較的残りのよいことが注目される。SX1880

では土師器無台椀の残りがよい。
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a　遺 構 出 土 土 器

SE791（図版 151、写真図版 174）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器有台杯が出土。395 は須恵器有台杯でほぼ完形が判明する数少ない

資料である。高台の内側が丁寧になでつけられて曲面となり、端部は内外に小さくふんばる。胎土C群。

SE794（図版 151、写真図版 174）

土師器無台椀・長甕・鍋が出土。396 〜 398 は土師器長甕。396 は口縁部 a類。397・398 は体部で、398

は下半部叩きの後に縦長のケズリが施され、上から見ると多角形を呈する。タタキメはH類、当て具痕はD類。

SE810（図版 151、写真図版 174）

土師器無台椀・小甕、須恵器杯蓋・長頸瓶が出土。400は須恵器杯蓋C類で胎土B群。

SE1139（図版 151、写真図版 174）

土師器無台椀、須恵器無台杯が出土。402は須恵器無台杯B類で胎土B群。

SK8（図版 152・153、写真図版 175・176）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・有台杯・広口瓶・甕・横瓶が出土。409 は須恵器甕B類で、

破片 23点のうち 11点が SK8 から、7点が Pit2 から、5点がⅢ層から出土。復元的に実測した。外面頸部下

端が削られる。内面上部の当て具痕は大変珍しい文様である。下半にはH類当て具痕が重ねられる。410 は須

恵器無台杯で胎土B群。411は須恵器有台杯で胎土B群。412は須恵器広口瓶で胎土B群。413は須恵器横瓶

で胎土B群。414〜 418 は土師器小甕で 414・416 は口縁部 b2類、415 は口縁部 b1類、417・418 は底部。

419は土師器長甕体部。420は土師器鍋Ab2類。

SK1253（図版 153・154、写真図版 176）

土師器無台椀・長甕が出土。422 〜 425 は土師器無台椀A類で、口縁〜体部の 3点は特徴が似通っており、

同一個体も含まれるかもしれない。426は長甕Bc類。当遺構に逆位に埋設されていたもので、ほぼ完形である。

口縁端部が「く」の字形に屈曲し、先細りせず厚みをもって丸くおさめられ特徴的である。

SX1880（図版 154、写真図版 177）

土師器無台椀が出土。427〜 429 は土師器無台椀で 427・428 は A1Ⅲ類。

SD32（図版 154、写真図版 177）

土師器無台椀・長甕・鍋、須恵器杯蓋・甕・広口瓶が出土。433 は須恵器甕A類の口頸部〜体上部。口縁端

部は欠失するが、直下に突帯を巡らし、突帯と一条の沈線との間には、振幅が大きく頂点間の幅の狭い波状文二

段の間に、振幅が小さく頂点間の幅の広い波状文を、頂点をずらして重ねて巡らすという、大変珍しい文様が施

されている。体部片では外面はHb類タタキメ、内面D類当て具痕で胎土B群。434 は須恵器杯蓋C類で胎土

B群、435・436 は土師器無台椀A類。437は土師器長甕体部。

SD33（図版 154・155、写真図版 177・178）

土師器無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器無台杯・有台杯・広口瓶が出土。438・439 は須恵器有台杯で、438

は胎土 B群。439 は底部外面に降灰がみられるので逆位で焼成されたものである。胎土 B群か。440 は須恵

器広口瓶口縁部で胎土B群。441 は須恵器壷・瓶類の底部で、外面高台内には爪形の圧痕が巡る。胎土B群。

442〜 445 は土師器無台椀で 442は A類。446 は土師器鍋口縁部 b1類。

SD254（図版 156、写真図版 178）

土師器無台椀が出土。451は土師器無台椀C類。

SD334（図版 156、写真図版 178）

須恵器無台杯・壺瓶類が出土。452は須恵器壷・瓶類のなだらかな肩部で胎土B群。

SD1000（図版 156、写真図版 178）

土師器長甕が出土。453は土師器長甕体部。
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SD1261（図版 156、写真図版 178）

土師器無台椀・長甕・小甕が出土。454は土師器小甕。

SD1995（図版 156、写真図版 178）

土師器無台椀が出土。456は土師器無台椀C類。

Pit2（図版 156、写真図版 178）

土師器長甕・小甕、須恵器甕が出土。458は土師器長甕の底部。459は土師器鍋体部。

b　包含層・表土・攪乱出土土器（図版 156〜 158、写真図版 179・180）

包含層出土品では 21 点（465 〜 485）、ほかに表土出土品 1点（494）、攪乱出土品 1点（495）を図化した。

465 は須恵器壷・瓶類底部で胎土 B群。466 〜 469 は土師器無台椀。466 は A1Ⅱ類のほぼ完形品。470 は

小型の皿。471 〜 476 は土師器小甕で 471 〜 474 は口縁部 c類。477 〜 481 は土師器長甕口縁部で 477 〜

480 は Bb2 類。481 は口縁部 c類。482・483 は土師器長甕体部で、482は非常に厚手のものである。484は

土師器鍋口縁部 b2類、485 は土師器鍋底部片である。494 は須恵器杯蓋の天井部小片で胎土B群、495 は須

恵器有台杯で胎土B群。

4）第 31 次調査 3 区出土土器（図版 158・159、写真図版 180・181）

3区では遺構出土品はなく、包含層または攪乱からの出土である。古代土器は 270点 2,112g であり、種別毎

では須恵器 2点 280g、土師器 268 点 1,832g で、土師器：須恵器は、点数比では 134：1、重量比では 6.5：

1である。包含層出土品 7点、攪乱出土品 1点を図化した。497は土師器無台椀C類。498〜 501 は土師器長

甕口縁部 c類で特徴は似通っており、いくつかは同一個体かもしれない。502 は土師器長甕体部で外面H類タ

タキメ、内面H類当て具痕がみられる。503は土師器鍋口縁部 b2類。504 は攪乱出土の土師器無台椀底部。

5）第 31 次調査 4 区出土土器（図版 159、写真図版 181）

4 区では、遺構からは SD117 で土師器無台椀・長甕の小片が各 1点計 4g 出土したのみである。包含層か

らは土師器が 155 点 425g 出土。包含層出土品 2点、攪乱出土品 1点を図化した。511 は土師器無台椀底部、

512は土師器長甕口縁部 b1類。513 は土師器長甕体部片である。

第 3節　中世以降の土器・陶磁器（図版131〜 159、写真図版 151〜 181）

A　土器の記述と分類

中世の土器・陶磁器には舶載陶磁器の白磁・青磁、珠洲焼、珠洲系陶器、北越窯産陶器、瀬戸焼・美濃焼、そ

の他陶器、中世土師器がある。中世土師器のみ多様な形態が認められるため分類を行う。珠洲焼は〔吉岡 1994〕、

瀬戸焼・美濃焼は〔藤澤 2008〕、舶載陶磁器は〔山本 2000〕の分類と年代観に従っている。計測値などの詳細は

別表 5、遺構別出土点数・重量は別表 14・15に示した。

舶載陶磁器　白磁には椀と四耳壷がある。青磁には龍泉窯系の椀・盤・香炉がある。

珠洲焼・珠洲系陶器　片口鉢・甕・壷R種・壷 T種がある。

北越窯産陶器（瓷器系）　甕がある。

瀬戸焼・美濃焼　平椀・浅椀・天目茶碗・折縁皿・筒形容器・卸皿がある。

その他陶器　越前焼、常滑焼の可能性があるものがある。

中世土師器　皿はロクロ使用と手づくねがあり、ロクロ使用のものは切り離し技法から 3類に大別した。口径

12〜 14cm前後をⅠ、7〜 10cmをⅡとする。

　A類　ロクロ使用底部糸切り後無調整のもの。形態には多様性がある。形態と深さで細分する。

　　A1類　小さな平底から大きく開いて内湾ぎみにのび、端部を丸くおさめる厚手のもの　椀に近い形

　　　　　		口径の小さいものは浅く皿状を呈する
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　　A2類　平底から大きく外傾して直線的に開く薄手のもの

　　A3類　大きな平底から丸みをもって立ち上がり外傾するもの　古代の無台杯に近い形

　B類　ロクロ使用底部ヘラ切りのもの。平底から直立ぎみに立ち上がる浅い箱状のもので口径はⅡのみ

C類　ロクロ使用底部切り離し痕なしのもの。厚い平底から大きく開いてたちあがり、口縁部は不明。底部

外面には繊維を巻き付けた環状工具の痕跡が残るほかなで調整が行われる。

D類　手づくねのもの。平底風で体部中位に明確な段を形成し、段より上部は 2条の沈線状になでつけら

中　世　土　師　器
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第 15 図　中世土師器皿分類図（S=1/6）

第 16 図　珠洲焼片口鉢（S=1/6）
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珠洲焼・珠洲系陶器
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第 17 図　珠洲焼・北越窯陶器等（S=1/6）
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れる。大小がある。底部外面に細かいくぼみが多数みられるものが多く、製作に関わる何かの圧痕か

と思われる。

　鉢か鍋とみられるものに平底で底部外面端部に低い突出部があるものがある。

瓦質土器　鉢がある。

近世〜近代陶磁器　陶器には椀・火入れ・徳利、磁器には白磁短頸壷、白磁小皿、染付椀がある。

B　出土土器・陶磁器各説

1）第 29 次調査出土土器・陶磁器

中世土器・陶磁器は全体で 464 点、6,513g 出土し、そのうち遺構に伴うものは 347 点 5,455g、包含層から

は 90点 1,058g であった。出土分布の傾向として、遺構では SX193 から中世土師器皿D類がまとまって出土

しており注目される。そのほかは井戸、SD1と SD2に多い。

a　遺構出土土器・陶磁器

SE282（図版 131、写真図版 151）

珠洲焼片口鉢・甕、瀬戸焼・美濃焼瓶類 ?、青磁香炉、中世土師器皿が出土。1は珠洲焼甕の口縁部小片でⅣ期。

2は珠洲焼片口鉢でⅤ期。3は龍泉窯系の青磁香炉で、内外面の露胎部に墨で汚れたような部分がみられる。15

世紀代のものと考える。中世土師器皿は小片で図化していないが、DⅡ類である。

SE595（図版 131、写真図版 151）

青磁椀 1点が出土。4は灰色がかった釉調を呈する端反り椀D1類で 14世紀末。器胎外面はロクロによる筋

状の痕跡が多数観察できる。割れ口に漆継ぎ痕とみられる漆の付着がある。

SE978（図版 131、写真図版 151）

珠洲焼片口鉢・壺 T種が出土。6は珠洲焼片口鉢で卸目は不明である。Ⅴ期。

SK285（図版 132、写真図版 152）

中世土師器皿が 1点出土。27は口縁端部が欠け、全体に残りも悪いがB類とみられる。白色を呈する。

SK361（図版 135、写真図版 155）

青磁椀が 1点出土。62は小片で、外面には細い沈線で蓮弁を描いている椀BⅣ類とみられる。

SX193（図版 139、写真図版 159・160）

珠洲焼片口鉢、青磁椀、白磁皿、中世土師器皿が出土。129は珠洲焼片口鉢で、細い筋の卸目がわずかに残っ

ている。Ⅲ期。130・131 は龍泉窯系青磁椀で外面は鎬蓮弁文、130 は見込みに「福」の字が印刻されている

椀Ⅱd類。132〜 136 は中世土師器皿DⅠ類、137〜 141 は同DⅡ類。

SD1（図版 140〜 141、写真図版 161〜 163）

珠洲焼片口鉢・壷・甕、珠洲系陶器壺・甕、北越窯産陶器甕、越前焼擂鉢、瀬戸・美濃焼卸皿、青磁椀・皿・

盤、白磁椀、中世土師器皿、瓦質土器が出土。165 〜 168 は珠洲焼片口鉢口縁部。165 は口縁端部が水平に近

い。166 は細い筋の卸目がわずかに残る。167 は卸目不明。168 は割れ口に漆継ぎした跡がある。169 〜 171

は珠洲焼片口鉢底部で、169 は割れた後に角を研磨具として再利用している。170 は放射状に施された卸目が

3単位まで確認できる。171の内面は使用による磨滅が著しい。卸目は条線の間隔がやや広いもののようである。

172 は珠洲系陶器、173 は珠洲焼の壷 T種と考えられるもので、172 はごく小片だが肩部、173 は外面に矢羽

根状の叩きがみられる体部と考える。174・176 は珠洲焼、175は珠洲系陶器の甕で、174・175 は体部、176

は体部〜底部で外面は底部際まで叩きが施されている。172 がⅠ期、166・167 がⅡ〜Ⅲ期、169 がⅢ期前後、

174・175 はⅢ期以前、165・168・170・171・173 がⅣ期とみられる。177 は北越窯産陶器甕体部片で、内

外面丁寧になでつけられている。178 は常滑焼の可能性がある体部〜底部。179 は瀬戸焼・美濃焼卸皿で古瀬

戸後期様式Ⅱ〜Ⅲ期。180 は青磁か白磁かよくわからない椀、181 は龍泉窯系青磁盤Ⅲ類。182 〜 190 は中世
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土師器皿。182〜 188 は A1類で、赤味の強い色調とざらざらした胎土の特徴が共通する。184〜 188 がⅠ類、

182・183 はⅡ類である。189・190 は DⅠ類。190は外面に非常に明瞭な段を作っている。

SD2（図版 143、写真図版 165）

中世土師器皿、珠洲焼壺R種・壺 T種、珠洲系陶器壺、青磁椀、白磁皿・椀が出土。222 は珠洲焼壷R種肩

部。Ⅰ期。223・224 は白磁椀Ⅱ類。225・226 は中世土師器皿。225 は A2 類で、226 は底部不明だが全体

に 225 とよく似ているのでA2類であろう。227 は底径 20.0cmほどに復元できる平らな底部片で、外面周縁

近くに幅 1mmほどの断面方形を呈する低い突出部がある。調整は内面が不定方向のナデで、体部との境近くの

み周縁に沿って強いナデがめぐる。外面ははっきりしないが、器面には小さな凹凸がみられる。（内耳）鍋の底

部のようなものの可能性を考え中世としたが、古代の土師器かもしれない。

SD36（図版 143、写真図版 165）

中世土師器皿が 19点 50g 出土したが、7点ずつ接合して全体の約半分が残る 228 と完形に近い 229 の 2点

が復元でき、残りの破片もいずれかの同一個体とみられる。ともにDⅡ類である。

SD289（図版 143、写真図版 166）

中世土師器皿、白磁椀、瀬戸焼・美濃焼平椀が出土。236は古瀬戸後期様式の瀬戸焼・美濃焼平椀。

SD358（図版 144、写真図版 166・167）

中世土師器皿、珠洲焼片口鉢・甕、珠洲系陶器甕が出土。251・252 は珠洲焼片口鉢。251 は口縁部で卸目

は不明、割れた後に研磨具として再利用されている。252 は底部で卸目は不明。253 は珠洲系陶器、254 は珠

洲焼の甕体部。いずれもⅠ期のものと考える。255は中世土師器皿A1Ⅰ類。

SD776（図版 144、写真図版 167）

中世土師器皿が出土。262は中世土師器皿DⅡ類。

SD1218（図版 145、写真図版 168）

中世土師器皿が出土。281は中世土師器皿B類。

Pit555（図版 146、写真図版 169）

中世土師器皿が出土。293は椀形になるとすればA1類の可能性があるか。

b　包含層・攪乱出土土器・陶磁器（図版 149〜 150、写真図版 172・173）

354 〜 358 は珠洲焼片口鉢、355 は漆継ぎ痕がある。359・360 は珠洲焼壷 R種。359 は体部で 2段の櫛

描き波状文が大振りに描かれている。360 は静止糸切痕を残す底部である。361 は珠洲焼壷口縁部でR種か T

種かは不明。〔吉岡 1994〕では大壷とされる範疇のものであろう。359・360 はⅠ期、357 はⅢ期、356・361

はⅢ〜Ⅳ期、355 はⅣ期、354・358 がⅤ期とみられる。362 は白磁で、耳の一部のような高まりが残るので、

四耳壷の肩部と考える。363 は龍泉窯系青磁椀Ⅱ類。364 〜 367 は瀬戸焼・美濃焼。364 は折縁皿で古瀬戸後

期様式Ⅳ新段階。365 は筒形容器とみられる。366 は天目茶碗。367 は浅椀かと思われる。368・370 は中世

土師器皿。368 は A1Ⅰ類の厚い底部と考えるが、SD1 出土の一群とは胎土・焼成の異なるものである。369

は底部不明だが椀形であることからA類の可能性がある。370 は BⅡ類でごく浅いものである。371・372 は

珠洲焼片口鉢。371 は研磨具に転用されている。Ⅲ期。372 は放射状の卸目が 3単位確認できる。Ⅳ期頃のも

のか。

2）第 31 次調査 1 区出土土器・陶磁器

中世土器・陶磁器は遺構から珠洲焼片口鉢・甕、瓦質土器鉢合わせて 5 点 430g、中世土師器皿が 535 点

856g 出土している。包含層からは青磁椀 2点 21g が出土した。

a　遺構出土土器・陶磁器

SX270（図版 150、写真図版 173）

珠洲焼甕・片口鉢が出土。373・374 は珠洲焼片口鉢でⅢ期。374 は破面の一部に弱い摩滅がある。375 は
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珠洲焼甕の体部片で、Ⅳ期とみられる。破面と外面に摩滅がみられ、研磨具に転用されている。

SD11（図版 150、写真図版 173）

中世土師器皿が出土。全体として残りが悪く完形をとどめるものはないが、色調・胎土はほぼ同様の特徴をもつ。

376 は DⅡ類で口縁と体部の境には明瞭な段がみられる。377 〜 382 は DⅠ類で、口径は外端で 12〜 14cm

代に復元される。377外面には 2段のナデがみられる。

SD64（図版 150、写真図版 173）

瓦質土器鉢が出土。383は口縁部小片である。

b　包含層出土土器・陶磁器（図版 151、写真図版 173・174）

388・389は龍泉窯系青磁椀Ⅱ類。390は近世陶器椀。391は近世肥前系磁器染付椀。392は近世の白磁壷で、

口縁端部と肩部内面の一部に釉剥ぎがみられる。

3）第 31 次調査 2 区出土土器・陶磁器

中世土器・陶磁器は龍泉窯系青磁椀、瀬戸焼・美濃焼天目椀、珠洲焼片口鉢・壺・甕、その他の陶器、中世土

師器皿が出土している。遺構からは 47点 1,913g、包含層から 32点 391g である。井戸からの出土が多い。

a　遺構出土土器・陶磁器

SE725（図版 151、写真図版 174）

青磁椀が出土。393は龍泉窯系青磁椀Ⅱ類か。

SE756（図版 151、写真図版 174）

中世土師器皿が出土。394 は C類。ロクロ使用と考えるが、底部外面には糸による切り離し痕はなく、繊維

を巻き付けた環状の工具の圧痕とみられるものが溝状になり半周分程残っている。

SE802（図版 151、写真図版 174）

中世土師器皿が出土。399は A2類の底部で、硬く焼けて反り、上げ底風になっている。

SE845（図版 151、写真図版 174）

中世土師器皿が出土。401は D類の口縁部。

SE1139（図版 151、写真図版 174）

中世土師器皿が出土。403は底部切り離しが不明瞭だが糸切りのように思われる。

SK4（図版 152、写真図版 174）

珠洲焼甕・片口鉢、瀬戸焼・美濃焼天目椀が出土。404 〜 406 は珠洲焼。404 は片口鉢体部小片。405・

406 は甕体部。407は瀬戸焼・美濃焼の天目茶碗。

SK5（図版 152、写真図版 175）

珠洲焼片口鉢が出土。408は卸目不明。Ⅴ期。

SK782（図版 153、写真図版 176）

珠洲焼片口鉢が出土。421は体下部〜底部の小片で、卸目はやや波打っている。Ⅱ期のものか。

SD1（図版 154、写真図版 177）

珠洲焼片口鉢、青磁椀、近世以降陶磁器が出土。430は龍泉窯系青磁椀。431は陶器火入れ、432は陶器徳利で、

431・4324 は器形と釉調から五泉市村松で幕末〜近代に操業していた村松焼の可能性が高い。

SD33（図版 155、写真図版 178）

珠洲焼片口鉢・甕、中世土師器皿が出土。447は珠洲焼片口鉢で割れ口を研磨具として再利用したようである。

Ⅲ期以前のものであろう。448 は珠洲焼甕で口縁部を作り出した際の加工痕が比較的よく残っている。Ⅳ3期。

449は珠洲焼甕体部でⅤ期か。450は中世土師器皿A2類。

SD1261（図版 156、写真図版 178）

中世土師器皿が出土。455は中世土師器皿A1Ⅱ類。
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SN333（図版 156、写真図版 178）

珠洲焼片口鉢、近世陶磁器が出土。457は珠洲焼片口鉢でⅡ〜Ⅲ期か。

Pit832（図版 156、写真図版 178）

中世土師器皿が出土。460は中世土師器皿A3類。

Pit929（図版 156、写真図版 178）

中世土師器皿が出土。461は中世土師器皿A3類。

Pit946（図版 156、写真図版 178）

中世土師器皿が出土。462は中世土師器皿A3類。

Pit983（図版 156、写真図版 178）

中世土師器皿が出土。463はヘラ切りとみられ、B類と考える。

SB2172（Pit952）（図版 156、写真図版 178）

中世陶器の壷が出土。464は色調が白っぽいため産地不明としたが珠洲焼かもしれない。

b　包含層・表土・攪乱出土土器・陶磁器（図版 158、写真図版 180）

包含層出土品では 8点（486〜 493）、ほかに攪乱出土品 1点（496）を図化した。486・487 は珠洲焼片口鉢。

486 はⅣ1期、487 はⅣ2〜 3期のものであろう。488 は龍泉窯系青磁椀で、内面に劃花文。489 〜 493 は中

世土師器皿A類。489〜 492 は A2類、493 は A3類。496 は幕末〜近代の瀬戸焼白磁小皿。

4）第 31 次調査 3 区出土土器・陶磁器（図版 158・159、写真図版 181）

3区では遺構出土品はなく、包含層または攪乱からの出土である。中世では珠洲焼・珠洲系陶器が 6点 392g

出土しており、攪乱出土品 6点を図化した。505・506 は珠洲焼片口鉢口縁部でⅡ〜Ⅲ期。507 は珠洲系陶器

大壷R種の口縁部でⅣ期頃か。508 は珠洲焼装飾壷R種体部でⅠ〜Ⅱ期。509 は珠洲焼甕体部小片で研磨具と

して再利用されている。510は幕末〜近代の瀬戸焼白磁小皿である。

第 4節　土製品・石製品・金属製品・鍛冶関連遺物・銭貨・木製品

A　土製品（図版 159、写真図版 181）・焼成粘土塊（写真図版 182）

1）第 29 次調査出土土製品（別表 6・24、図版 159、写真図版 181）

第 29 次調査では古代の土製品（粘土塊除く）が 15点 647g 出土した。遺構から円筒形土製品 7点 473g、土

錘 1点 6g、不明 2点 8g で合計 10 点 487g。包含層からは円筒形土製品 3点 138g、土錘 1点 6g、不明 1点

16g で合計 5点 160g である。

円筒形土製品　合計 10点 611g あり、出土遺構は SK764 と SD1・SD2でいずれも古代の遺構ではない。口

縁部と底部があるが、完形は不明。SD1と 2、SD1と包含層の間で接合した。接合の結果 10点中 9点が図化

した 5点に含まれる。2〜 5は外面ではロクロナデ調整の下に成形時の粘土紐の継ぎ目が随所に観察され、接

着面は外傾する。口縁部とみられるのは 2で、端部上端は平坦になる。1は剥落した底部小片。3〜 5は体〜底

部とみられ、ほぼ一定の径の体部から、底部近くでややすぼまり、底径より 3〜 5cm小さい径の穴が開いてい

る。3は4・5に比べて底部が薄くみえるが、現状の底面の状況からみて1のような部分が剥落した可能性がある。

そうすると 3も本来は 4・5程度の厚みがあったとみられ、1・3〜 5はすべて同様の作りのものとみてよいで

あろう。4・5の内面底部近くはロクロナデの後にやや左上がりの強いナデで調整されている。底部外面は平坦

でなんらかの工具の圧痕がみられる。穴の壁部分の状況から、初め円盤状に作った底部をくりぬいて穿孔したも

のと考える。2・4・5は焼成の特徴も共通しており、同一個体かもしれない。同一個体と仮定し、ややすぼまっ

た底部を口縁部に差し込んで使用したとするならば、底部のすぼまりが小さいため重なり部分はあまり多くない

形状であるといえる。2次的な被熱痕はみられない。出土位置をみると、1〜 4は調査区中央東より、5と図化
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していない 1点が調査区南端部と離れて分布しており、古代土器全体の分布状況とも似ている。

土錘　2点 12g 出土しており、すべて図化した。いずれも管状の小型品である。6は SD2出土で一方の端部

がわずかに欠ける。7はⅢ層出土で、両端とも斜面状に欠損が見られるが、それぞれ異なる側が欠損している。

2点は重量がともに 6gで孔の径は近いものの、長さ・幅・長幅比のすべてにおいて異なるものである。

2）第 31 次調査出土土製品・焼成粘土塊（別表 7・25、写真図版 182）

第 31次調査 1区では SD11で中世土師器D類とともに、不定形で柔らかい焼成の粘土塊が 247点、3,318g

出土した。2区では詳細不明の土製品が 2点あるが図化していない。

焼成粘土塊　大きいもの、ナデ痕や繊維痕のみられるものを 41点選び、写真のみ掲載した。胎土は中世土師

器D類に近い色調で、濡らすと粘り気を感じる粘土質のものと、砂質のものがある。形状には平坦面をもつもの、

曲面をもち円柱に近いもの、外反するものがある。1は最大のものである。

中世土師器D類の集中と共伴することから、その製作に関わる遺物の可能性もある。あるいは鋳型、かまど

などの廃材であろうか。

B　石　製　品（図版 160〜 181、写真図版 183〜 197）

1）石製品の分類と記述

第 29・31次調査の石製品は総計 381 点出土した。その内訳は、砥石 49点（実測数 40点）、砥石 +敲石 2点

（同 2点）、石硯 2点（同 2点）、磨石 102 点（同 60点）、磨石 +敲石 2点（同 2点）、敲石 42点（同 19点）、敲石

+台石 1点（同 1点）、台石 73点（同 47点）、軽石製石製品 102 点（同 71点）、不定形石器 2点（同 2点）、剝片

2点（同 1点）、石核 2点（同 1点）である。また、礫類が焼礫 135点（18,851.95g）（同 5点）、礫 872点（44,315.69g）

で合計 1,007 点（63,167.64g）出土している。

詳細な計測値は別表 8、出土点数・個体数・石製品組成・石材組成・重量組成等は別表 17 〜 23 に示した。

石製品は遺構単位でのまとまりに欠けるため、調査区単位で種別ごとに記載する。礫類については基本的に石製

品の項で扱うが焼礫の一部のみ実測図の提示および記載を行い、他は数量のみを示した。

本書においては古代・中世にも石の道具が多く使用されていることを示す

のを一つの目的とした。明らかな石製品はわずかであったが、表面観察で微

弱な使用痕が認められる礫についても意図的に図化を実施した（写真参照）。

軽石製石製品については、本遺跡が軽石の流通に係る遺跡であった可能性が

高いと判断したことから、使用痕跡が明瞭に認められなくとも遺跡で利用さ

れたと考え、資料提示を行った。しかし、新潟市内の同時代の遺跡において

こうした石製品の資料提示について類例が少なく、これまであまり認識され

てこなかったことから、検証のための検討会を実施した。その結果、使用の

痕跡については様々な意見が出され、どこまで日常的に利用された石製品で

あるのかについては議論となった。本報告書では、古代・中世の石利用（搬

入も利用形態を示すとする）の一端を示す資料として提示するが、今後、類例の増加や追加分析などをもとに、こ

れら石製品の機能、用途について検証作業に努めていきたい。

砥石　「砥ぐ」「磨く」「仕上げる」目的で使用され、対象物を刃物に限定しない広義での「研磨する」道具（〔汐

見 1999〕）と定義し、研磨に起因する平滑面や線状痕・刃物痕があるものを砥石として一括した。形態から成形

を伴い多角柱状のものをA類、素材礫の形状を生かしたものやその剝片を用いたものをB類とした。

砥石 + 敲石　敲打痕のある砥石を器種として設定した。砥石と敲石双方の分類を用いた。

磨石　表面が円滑に磨耗した石製品のうち、敲打痕が観察されないものを一括した。円礫あるいは亜円礫を用

いているものが多い。分類については、縄文時代以来、遺跡に多用されてきた平面・断面形がともに円・もしく

図版 160-2  左側面（1目盛 1mm）
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は楕円形の典型的な磨石をA類、扁平で小形の円盤形で 120mm以下の磨石〔立木 2017c〕を B類、不定形な

礫を素材として使用しているものをC類とした。

磨石 + 敲石　表面が円滑に磨耗した石製品のうち、敲打痕が観察されるものを一括した。磨石と敲石双方の分

類を用いた。

敲石　端部に敲打痕が観察されるものや剝離によって刃部を作出した資料を一括した。分類は、端部に敲打痕

が認められるものをA類、端部に刃部を作出して礫器としての使用が推定できるものをB類とした。

敲石 + 台石　敲石と台石両方の機能を備える特殊な事例として、器種設定を行った。分類はない。

台石　中・大型の礫素材に磨痕・敲打痕等の使用痕跡が認められるもの。破片資料が多く、全体の形状が不明

なものが多いため、分類を行わなかった。

軽石製石製品　軽石を素材とするものを一括した。法量から長軸 15.1cm以上を超大形品、10.1 〜 15.0cm

を大形品、5.1 〜 10cmを中形品、5cm以内を小形品とした〔立木 2014c〕。欠損品については大きさを推定復

元して分類した資料もある。機能・用途が個々に異なり、明確な使用痕が認められないものもあるため、分類は

行わず、それぞれの石製品ついて観察所見を記載する。

不定形石器　2次調整剝離を行った用途不明で形状が不定形な剝片を一括した。

石核　「目的的な剝片」の剝離に供されたと推定されるものを一括した。

2）第 29 次調査区出土石製品

砥石 26点（実測数 18点）、磨石 79点（同 38点）、敲石 27点（同 5点）、敲石 +台石 1点（同 1点）、台石 42点（同

17 点）、軽石製石製品 76 点（同 56 点）、不定形石器 2点（同 2点）、剝片 1点、石核 1点の計 255 点の石製品

が出土している。また、礫類は焼礫 70点（16,557.12g）（実測数 5点）と礫 767 点（40,918.19g）の合計 837 点

（57,475.31g）が出土している。

砥石（1〜 18）

1 は凝灰岩製で、亜円礫の表裏 2面を砥面としたB類の砥石である。上下端部を欠損している。被熱を受け

ている。2は凝灰岩製で、四角柱状の形態をしたA類の砥石である。表裏面、両側面の 4面を砥面としている。

下端部を欠損している。3は緑色凝灰岩製で、四角柱状の形態をしたA類の砥石である。表裏面、右側面の一部、

左側面、下面の 5面を砥面としている。砥面のすべてに明瞭な線状痕が認められる。4は砂岩製で、扁平な四角

柱状の形態をしたA類の砥石である。表裏面の 2面を砥面としている。形態から置砥石と思われ、石材から粗

砥としての機能が想定される。5は硬砂岩製でB類の砥石である。亜角礫の表面 1面を砥面としている。破片

資料で、元の形状は不明である。6は凝灰岩製で多角柱状の形態をしたA類の砥石である。砥石を剝離した破

片資料で、元の形状は不明である。7は凝灰岩製で亜円礫の表裏面 2面を砥面としたB類の砥石である。下半

部は欠損している。8は緑色凝灰岩製で、亜円礫の表裏 2面、両側面を砥面としたB類の砥石である。下半部

は欠損している。9は硬砂岩製で、亜角礫の表面 1面を砥面としたB類の砥石である。破片資料で、元の形状

は不明である。10は凝灰岩製で、亜円礫の表裏面 2面を砥面としたB類の砥石である。破片資料で、元の形状

は不明である。11は緑色凝灰岩製で、不定形の剝片を使用したB類の砥石である。表面 1面を砥面としており、

表面中央やや下方に径 8mm程の穿孔が確認される。貫通はしていない。用途は不明である。12は凝灰岩製で、

亜角礫の表面 1面を砥面としたB類の砥石である。破片資料で元の形状は不明である。被熱を受けている。13

は凝灰岩製で、四角柱状の形態をしたA類の砥石である。表面1面を砥面としている。全体に被熱を受けている。

14は石英砂岩製で、亜角礫の表面 1面を砥面としたB類の砥石である。15は硬砂岩製で、亜角礫の表面 1面

を砥面としたB類の砥石である。裏面に主要剝離面を残し、右側面、下面を打割し整形している。形状から置

砥石の可能性がある。

16は凝灰岩製で、六角柱状の形態をしたB類の砥石である。素材礫自体が円滑で光沢を有する表皮をもつ。

表面 1面を砥面としており、明瞭な線状痕が認められる。大きさの点から置砥石の可能性が高い。
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17 は凝灰岩製で、亜角礫の表面 1面を砥面とするB類の砥石である。斜位の線状痕が認められる。形状から

置砥石の可能性がある。18は凝灰岩製で、半割した棒状礫の表・裏面の 2面を砥面としたB類の砥石である。

裏面は下端から剝離した破面を砥面として使用しており、横位・縦位の刃物痕が観察される。全体に被熱を受け

て赤化している。

磨石（19〜 56）

19 はチャートの円礫を素材とし、B類に分類される。20は黒色頁岩の円礫を素材とし、B類に分類される。

21〜 47は、Pit954 で纏って出土している、使用痕跡は微弱であるが、土器の製作に係る「磨き石」の素材の

可能性がある。21はチャートの円礫を素材とし、B類に分類される。22は凝灰岩の亜円礫を素材とし、B類に

分類される。23は硬砂岩の亜円礫を素材とし、B類に分類される。24は硬砂岩でB類に分類される。側縁に

わずかに擦痕が観察される。25はホルンフェルスの円礫素材で、B類に分類される。26は砂岩の円礫を素材と

し、B類に分類される。27は硬砂岩の円礫を素材とし、B類に分類される。側縁にわずかに擦痕が観察される。

28は砂岩の円礫を素材とし、B類に分類される。29は凝灰岩の円礫を素材とし、B類に分類される。30は頁

岩の円礫を素材とし、B類に分類される。先端の表裏面に明瞭な擦痕が観察される。31は珪質凝灰岩の円礫を

素材とし、B類に分類される。32はホルンフェルスの円礫を素材とし、B類に分類される。33は安山岩の円礫

を素材としB類に分類される。34は珪質凝灰岩の円礫素材で、B類に分類される。35は凝灰岩の円礫素材で、

B類に分類される。表裏面に擦痕が観察される。36は安山岩の円礫素材で、B類に分類される。37は花崗岩の

亜円礫素材で、B類に分類される。38は頁岩の円礫素材で、B類に分類される。側縁に明瞭な擦痕が観察される。

39はチャートの亜円礫素材で、でB類に分類される。40はチャートの円礫素材でB類に分類される。側縁に

わずかに擦痕が観察される。41は凝灰岩の円礫素材で、B類に分類される。42は凝灰岩の円礫素材で、B類に

分類される。43は凝灰岩の円礫を素材とし、B類に分類される。裏面にわずかに擦痕が観察される。44は珪質

凝灰岩の亜円礫素材で、B類に分類される。45は硬砂岩の円礫を素材とし、B類に分類される。表裏面に擦痕

が観察される。46は珪質凝灰岩の亜円礫を素材とし、B類に分類される。47は凝灰岩の円礫を素材とし、B類

に分類される。表裏面にわずかに擦痕が観察される。48は凝灰岩の円礫を素材とし、半割されている。大きさ

の点でA類に分類される。49は珪質凝灰岩製で棒状の亜円礫を素材に用いている。B類に分類される。50は

珪質頁岩製で、不定形礫を素材とするC類に分類される。表面の平坦面に明瞭な擦痕が観察される。51は珪質

凝灰岩の円礫を素材とし、B類に分類される。表裏面に擦痕が観察される。52は凝灰岩の円礫を素材とし、B

類に分類される。表裏面に擦痕が観察される。53は凝灰岩の円礫を素材とし、B類に分類される。表裏面に擦

痕が観察される。54は凝灰岩の円礫を素材とし、B類に分類される。表裏面に縦方向の擦痕が観察される。55

は緑色凝灰岩の円礫を素材とし、B類に分類される。56は安山岩の円礫を素材とし、B類に分類される。表裏

面に擦痕が観察される。

敲石（57〜 61）

57 は珪質凝灰岩の礫を素材とし、B類に分類される。58は花崗岩の礫を素材とし、表裏面で半裂された後に

敲打面が作出されている。B類に分類される。59は花崗岩の礫を素材とし、求心状の剝離によって分割し、円

礫状に小形化されている。B類に分類される。60は花崗岩製の礫を素材とし、A類に分類される。敲打により

敲打面が形成された後に、先端部が半割し、そこを敲打面として剝離痕が先端に生じている。61は花崗岩の礫

を素材とし、B類に分類される。被熱を受けている。

敲石 + 台石（62）

62 は花崗岩製である。本来、台石としていたものを、表面先端・左縁を分割し、敲石として使用したとみられる。

右側縁に敲打痕が確認される。

台石（63〜 79）

63 は花崗岩の礫を素材とした台石破片である。被熱を受けている。64は花崗岩製の台石破片である。被熱を
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受けている。65は硬砂岩の礫を素材とした台石破片である。66は花崗岩の礫を素材としている。表裏面に被熱

を受けている。台石を分割した後にカマド等で用いられた可能性がある。67は花崗岩の礫を用いている。表裏

面に被熱を受けている。68は安山岩の礫を用いている。表面に被熱を受けている。69は凝灰岩の礫を半割して

用いている。70は安山岩の礫を用いている台石破片である。表面に被熱を受けている。71は安山岩の円礫を

用いている。表面の一部に被熱を受けている。72は花崗岩の台石破片である。表面の一部に被熱を受けている。

73は硬砂岩製の台石破片である。節理面で割れが生じている。74は凝灰岩の円礫を用いた台石である。75は

流紋岩製の大形の礫を用いた台石破片である。側縁の一部が残る。76は花崗岩の礫を用いた台石である。分割

剝離した後に台石として用いている。表裏面の一部に被熱を受けている。77は花崗岩の礫を素材とした台石で

ある。表裏面に被熱を受けている。カマドの部材の可能性もある。78は硬砂岩製の礫素材である。台石として

用いられた後に打割されている。全体に被熱を受けている。79は花崗岩の大形の棒状礫を素材としている。上

下端を分割している。

軽石製石製品（80〜 135）

80 は小形の石製品である。半割されている。81は不定形な小形の石製品である。82は小形の石製品である。

一部欠損している。83は小形の石製品である。擦痕が僅かに残る。84は不定形な小形の石製品である。85は

小形の石製品である。86は小形の石製品である。87は小形の石製品である。表面両側縁を欠損する。88は小

形の石製品である。裏面に一部使用痕跡が残る。89は円礫を用いた小形の石製品である。裏面に擦痕が僅かに

残る。90は小形の石製品である。裏面が欠損する。91は小形の石製品である。裏面が欠損する。92は不定形

な小形の石製品である。93は小形の石製品である。94は不定形な小形の石製品である。裏面に擦痕が僅かに残る。

95は円礫を用いた小形の石製品である。表面に擦痕が残る。96は円礫を用いた小形の石製品である。97は円

礫を用いた小形の石製品である。表面に擦痕が僅かに残る。98は小形の石製品である。裏面を欠損する。99は

円礫を用いた小形の石製品である。100 は小形の石製品である。表面左側縁を欠損する。101 は中形と推定さ

れる石製品である。裏面を欠損する。102 は不定形な小形の石製品である。103 は小形の石製品である。裏面

と右側縁を欠損する。104 は不定形な小形の石製品である。105 は小形の石製品である。表裏面が剝離されて

いる。106 は円礫を用いた小形の石製品である。表面に擦痕が僅かに残る。107 は円礫を用いた中形の石製品

である。108 は中形の石製品である。大形品の破片と推定される。109 は中形の石製品である。表面に擦痕が

僅かに残る。110は中形の石製品である。裏面に剝離痕が僅かに残る。111は円礫を用いた中形の石製品である。

表裏面に擦痕が残る。112 は円礫を用いた中形の石製品である。表裏面に擦痕が残る。113 は中形の石製品で

ある。円礫を用いている。114 は不定形な中形の石製品である。115 は中形の石製品である。不定形な礫を用

いている。116 は中形の石製品である。円礫を用いている。表面左側縁が破損している。117 は中形の石製品

である。破損品である。118は中形の石製品である。119は円礫を用いた中形の石製品である。裏面が欠損する。

120 は中形の石製品である。円礫を用いている。裏面に擦痕が残る。121 は中形の石製品である。不定形な礫

を用いている。122 は中形の石製品である。大形品からの再加工品と考えられる。123 は大形の石製品である。

円礫を用いている。124 は大形の石製品である。裏面が一部欠損している。125 は大形の石製品である。裏面

は再加工されていると考えられる。126は不定形な大形の石製品である。表面に穿孔が一箇所観察される。127

は大形の石製品である。円礫を素材としている。裏面の一部に擦痕が残る。128は不定形な大形の石製品である。

表面右側縁が破損している。129 は大形の石製品である。円礫を素材としている。裏面右側縁に剝離痕が残る。

130 は大形の石製品である。表面に 5ヶ所、裏面に 2ヶ所穿孔がある。そのうち 1か所は貫通している。浮子

などに用いられた可能性が考えられる。131は大形の石製品である。円礫を素材とする。表面の一部に擦痕が残る。

上端を欠損する。132 は超大形の石製品である。円礫を素材とする。表裏面に剝離痕が観察される。133 は超

大形の石製品である。円礫を素材とする。表裏面に擦痕が僅かに残る。134 は超大形の石製品である。円礫を

素材とする。表裏面に擦痕が僅かに残る。135は大形の石製品である。表裏面が破損している。
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不定形石器（136・137）

136 は花崗岩製である。剝片状の素材の左右の側縁に剝離痕が残る。全体に被熱している。137 は凝灰岩製

である。大形の礫を素材とし、裏面に礫面が残る。表面左側縁に調整剝離が認められる。スクレイパー状の用途

が想定される。

焼礫（138〜 142）

138 は花崗岩の焼礫片である。139 は安山岩の焼礫片である。140 は（巨晶）花崗岩の焼礫片である。141

は花崗岩の焼礫片である。142は（巨晶）花崗岩の焼礫である。

3）第 31 次調査出土石製品

第 31次調査では、砥石 23点（実測数 22点）、砥石 +敲石 2点（同 2点）、石硯 2点（同 2点）、磨石 23点（同 22点）、

磨石 +敲石 2点（同 2点）、敲石 15点（同 14点）、台石 31点（同 30点）、軽石製石製品 26点（同 15点）、剝片

1点（同 1点）、石核 1点（同 1点）の計 126 点の石製品が出土している。礫類は焼礫 65 点（2,294.83g）と礫

105 点（3,397.50g）の計 170 点（5,692.33g）が出土している。

a　第 31 次調査 1 区出土石製品

砥石 6点（実測数 6点）、砥石 +敲石 1点（同 1点）、磨石 4点（同 4点）、敲石 3点（同 3点）、台石 2点（同 2点）、

軽石製石製品 5点（同 5点）の計 21点の石製品が出土している。礫類は焼礫 12点（773.23g）と礫 11点（620.61g）

の計 23点（1,393.84g）が出土している。

砥石（143〜 148）

143 は凝灰岩製で四角柱状の形態をしたA類の砥石である。SK246、河 243、包含層（Ⅲb層）それぞれか

ら出土した 3個体が接合した。節理面に沿って破損し、各地点に散逸したと思われる。表面、裏面の一部、両

側面の 4面を砥面としている。表面に斜位の擦痕が観察される。144 は凝灰岩製で四角柱状の形態をしたA類

の砥石である。礫面の残る上面に向かって表面が湾曲する。表面、裏面の一部、両側面の 4面を砥面とし、表

面には、斜位の線状痕が無数に観察される。大形品であることから置砥石の可能性がある。145 は凝灰岩製で

B類の砥石である。表面の礫面の一部に平滑な砥面が、観察される。破片資料であり、元の形状は不明である。

146 は凝灰岩製で礫の表面 1面を砥面としたB類の砥石である。147 は凝灰岩製で礫の表面 1面を砥面とした

B類の砥石である。148 は凝灰岩製で礫の表面の一部、裏面の一部を砥面としたB類の砥石である。砥面には

斜位の線状痕が明瞭に観察される。大きさから置砥石の可能性がある。

砥石 + 敲石（149）

149 は花崗岩製で、表面の一部を砥面とし、下端部には敲打による剝離が観察される。砥石B類、敲石B類

にあたる。

磨石（150〜 153）

150 は凝灰岩製でC類に分類される。左側縁のみの欠損資料である。151 は凝灰岩製でB類に分類される。

円礫を素材としている。表裏面に僅かに擦痕が残る。152は凝灰岩製でB類に分類される。円礫を素材としている。

表裏面に僅かに擦痕が残る。153 は花崗岩製でB類に分類される。円礫を素材としている。表裏面に僅かに擦

痕が残る。全体に被熱を受けている。

敲石（154〜 156）

154 は礫岩製でA類に分類される。棒状の円礫を素材としている。155 は凝灰岩製でB類に分類される。棒

状の円礫を素材としている。156は凝灰岩製でB類に分類される。亜円礫を素材としている。

台石（157〜 158）

157 は安山岩製である。大形の礫を分割して素材としている。表面に擦痕が残る。また、表面に被熱を受け

ている。158は花崗岩製である。大形の礫を半割している。表面の一部に被熱を受けている。
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軽石製石製品（159〜 163）

159 は小形の石製品である。円礫を素材としている。裏面は剝離している。160 は小形の石製品である。円

礫を素材とし、末端は剝離されている。裏面に擦痕が残る。161 は中形の石製品である。円礫を素材とし、表

裏面に擦痕が残る。162 は中形の石製品である。円礫を素材とする。裏面に擦痕が残る。163 は大形の石製品

である。長楕円形の円礫を素材とする。裏面に僅かに擦痕が残る。被熱を受けている。

b　第 31 次調査 2 区出土石製品

砥石 14点（実測数 13点）、砥石 +敲石 1点（同 1点）、石硯 2点（同 2点）、磨石 17点（同 16点）、磨石 +敲

石 2点（実測数 2点）、敲石 12点（同 11点）台石 28点（同 28点）、軽石製石製品 16点（同 7点）、剝片 1点（同

1点）、石核 1点（同 1点）の計 94点の石製品が出土している。礫類は焼礫 53点（1,521.60g）と礫 91点（2,607.26g）

の計 144 点（4,128.86g）が出土している。

砥石（164〜 176）

164 は凝灰岩製で不定形の剝片を用いたB類の砥石である。表面 1面を砥面とする。細片であり、定型的な

A類の砥石の破片の可能性もある。165 は緑色凝灰岩製で四角柱状の形態をしたA類の砥石である。表裏面、

両側面、上下面の 6面を砥面とする。下端部を欠損している。166 は凝灰岩製で四角柱状の形態をしたA類の

砥石である。表裏面、左右側面の 4面を砥面とする。裏面の砥面は上端に向かって湾曲している。上端と下端

を欠損する。全体に被熱を受けている。167は硬砂岩製で棒状の礫の表裏 2面を砥面としたB類の砥石である。

168 は凝灰岩製で四角柱状の形態をしたA類の砥石である。表裏面、両側面、下面の 5面を砥面とする。表面

の砥面は下端に向かって大きく湾曲し、縦位・横位の線状痕が明瞭に観察される。表面左右縁も研磨に使用され、

細い筋状の砥面が観察される。右側面にも斜位の線状痕が認められる。上端部、下端部を欠損する。大きさの点

から置砥石の可能性がある。169 は凝灰岩製の四角柱状の形態をしたA類の砥石である。ほぼ完形で残る定型

的な砥石である。表裏面・両側面の 4面を砥面とする。4面の砥面すべてに、線状痕が観察できる。法量的に置

砥石の可能性がある。170 は硬砂岩製で扁平な礫の表裏面、右側面の 3面を砥面としたB類の砥石である。右

側面は破面であり、破面も砥面として使用している。全体に被熱を受けている。171 は凝灰岩製で剝片を素材

としたと思われるB類の砥石である。表面1面を砥面とする。細片であり、定型的な砥石の断片の可能性もある。

172 は凝灰岩製で剝片を素材としたと思われるB類の砥石である。上面 1面を砥面とする。細片であり、定型

的な砥石の断片の可能性もある。173 は凝灰岩製で剝片を素材としたB類の砥石である。表面のほかに、左右

側面の破面の一部にも砥面をもつ。174 は花崗岩製で礫の表面、下面の 2面を砥面としたB類の砥石である。

175 は硬砂岩製で、礫面の表面、裏面、左側面の一部の 3面を砥面とするB類の砥石である。176 は凝灰岩製

で分割した円礫を素材としたB類の砥石である。上面にあたる礫面の一部と、裏面にあたる破面の一部を砥面

としている。

砥石 + 敲石（177）

177 はホルンフェルス製である。砥石B類、敲石B類にあたる。表面、両側面の 3面に砥面が観察される。

正面に刃物痕、裏面に斜位と縦位の線状痕が認められる。下端部に刃部を作出している。

石硯（178・179）

178 は黒色の凝灰岩を素材とした石硯の破片である。右側面の一部に研磨された平滑な面が残存している。

179 は黒色の粘板岩を素材とした石硯の破片である。表面の海の部分、下面および裏面の一部に平滑な研磨面

が残存する。

磨石（180〜 194・196）

180 は凝灰岩製でB類に分類される。円礫を素材としている。表裏面に僅かに擦痕が残る。181 は黒色頁岩

製でB類に分類される。円礫を素材としており、碁石状の形状である。表裏面に擦痕が残る。182 は凝灰岩製

でB類に分類される。円礫を素材としている。183 は硬砂岩製でB類に分類される。円礫を素材とし、縁辺に
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僅かに擦痕が残る。184 は凝灰岩製でC類に分類される。円礫を素材とし、表面に擦痕が残る。185 は花崗岩

製でC類に分類される。磨石の破片である。186 は凝灰岩製でA類に分類される。長楕円形の円礫を素材とし

ている。表裏面に擦痕が残る。187 は花崗岩製でA類に分類される。円礫を素材とし、表裏面に擦痕が残る。

188 は花崗岩製でA類に分類される。円礫を素材とし、表裏面に擦痕が残る。189 は凝灰岩製でA類に分類さ

れる。長楕円形の円礫が素材である。表裏面に擦痕が残る。190 は緑色凝灰岩製でB類に分類される。円礫を

素材としている。下端が剝離している。191 は凝灰岩製でB類に分類される。円礫を素材としている。表裏面

に擦痕が残る。192 は花崗岩製で B類に分類される。比較的大形の円礫を用いている。表裏面に擦痕が残る。

被熱を受けている。193 は凝灰岩製でB類に分類される。円礫を素材としている。表裏面に僅かに擦痕が残る。

194 は凝灰岩製でC類に分類される。亜円礫素材の磨石破片である。被熱を受けている。196 は花崗岩製でC

類に分類される。端部下半が欠損する。

磨石 + 敲石（197・198）

197 は花崗岩製で磨石A類、敲石A類にあたる。円礫を素材とし、表裏面に擦痕が、下端部に敲打痕が残る。

198は閃緑岩製で磨石A類、敲石A類にあたる。不定形の礫を素材としている。下端部に敲打痕が残る。

敲石（195・199 〜 208）

195 は緑色凝灰岩製でA類に分類される。棒状の礫を素材とし端部に僅かに敲打痕が観察される。199 は硬

砂岩製でB類に分類される。円礫を素材とし、端部下半が破砕されている。200 は凝灰岩製でB類に分類され

る。亜円礫を素材とし下半に使用による剝離痕が残る。201 は安山岩製でA類に分類される。棒状の礫を素材

とし、下端部に敲打痕が残る。202 は凝灰岩製でA類に分類される。棒状の礫を素材とし、下端部に敲打痕が

残る。203 は凝灰岩製でA類に分類される。棒状の礫を素材とし、下端部に敲打痕が残る。204 は花崗岩製で

A類に分類される。棒状の礫を素材とし、下端部に敲打痕が残る。205 は頁岩製でA類に分類される。棒状の

礫を素材とし、下端部に敲打痕が残る。206 は流紋岩製でA類に分類される。棒状の礫を素材とし、下端部に

敲打痕が残る。207 は凝灰岩製でA類に分類される。棒状の礫を素材とし、下端部に敲打痕が残る。208 は閃

緑岩製でB類に分類される。亜円礫を素材とし、下端部に剝離痕が残る。

台石（209〜 236）

209 は花崗岩製の台石破片である。表面に被熱を受けている。210 は花崗岩製の台石破片である。211 は花

崗岩製の台石破片である。212 は凝灰岩製の台石破片である。213 は花崗岩製の台石破片である。裏面に剝離

痕が残る。214 は流紋岩製である。亜円礫を用い、半割されている。表裏面に被熱を受けている。215 は硬砂

岩製である。大形の礫を素材とした、台石破片である。表裏面に擦痕が残る。216 は花崗岩製である。大形の

礫を素材としている。表裏面に被熱を受けている。217 は黒色頁岩製の台石破片である。218 は花崗岩製であ

る。大形の礫を分割し、表面に求心状の剝離を行っている。裏面に被熱を受けている。219 は花崗岩製である。

全面に被熱を受けている。カマド等で用いられた可能性がある。220 は凝灰岩製である。大形の礫を素材とし

た台石破片である。表裏面に擦痕が残る。被熱を受けている。221 は鉄石英製である。表面に擦痕が残る。裏

面に剝離痕が残る。全面に被熱を受けている。222 は硬砂岩製の台石破片である。223 は花崗岩製である。表

面の窪んだ部分に縦方向の擦痕が残る。裏面は剝離面である。224は花崗岩製である。表面に被熱を受けている。

225 は完形の台石で、花崗岩を石材とする。被熱を受けている。226 は花崗岩製である。大形の礫を素材とし、

表裏面に擦痕が残る。裏面は一部打割されている。裏面は被熱を受けている。227 は完形の流紋岩製台石であ

る。不定形な偏平礫を素材としている。表裏面に明瞭な擦痕が残る。228 は流紋岩製の完形品である。楕円形

の比較的偏平な礫を素材としている。裏面に被熱を受けている。229 は流紋斑岩製である。大形の礫を素材と

し、裏面は剝離されている。230 は凝灰岩製の台石破片である。231 は凝灰岩製の台石破片である。232 は花

崗岩製である。偏平礫を素材とし、左縁を残し、打割されている。233 は花崗岩製である。表裏面が被熱を受

けている。234は玉髄製の完形の台石である。表裏面に僅かに擦痕が残る。235は花崗岩製の完形の台石である。
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断面形が偏平な礫を素材としている。236 は凝灰岩製の完形の台石である。大形の礫を素材とし、側縁に部分

的に粗い剝離が残る。裏面の一部に被熱を受けている。

軽石製石製品（237〜 243）

237 は小形の石製品である。扁平な小礫を素材とし、下端が破損している。238 は小形の石製品である。全

体に被熱を受けている。下端が新しく破損している（ガジリ）。239 は中形の石製品である。円礫を素材とし、

表面の一部に擦痕が残る。下端は破損している。240 は中形の石製品である。楕円形の円礫を素材とし、表裏

面に擦痕が残る。241 は小形の石製品である。不定形の礫を用いている。242 は小形の石製品である。裏面に

剝離痕が残る。243は小形の石製品である。不定形の礫を用いている。

剝片（244）

244 は玉髄製の剝片である。

石核（245）

245 は珪質頁岩製の石核である。剝離面が表裏 2面に観察される。

c　第 31 次調査 3 区出土石製品

砥石 3点（実測数 3点）、磨石 1点（同 1点）、台石 1点、軽石製石製品 5点（同 3点）の計 10点の石製品が出

土している。礫が 2点（130.08g）出土している。

砥石（246〜 248）

246 は緑色凝灰岩製で五角柱状の形態をしたA類の砥石である。表面、左側面の 2面、右側面、下面の計 5

面を砥面としている。247 は凝灰岩製で五角柱状の形態をしたA類の砥石である。表面 2面、裏面、両側面の

計 5面を砥面としている。定型式の砥石を再加工した可能性がある。248 は凝灰岩製でB類の砥石である。周

囲を打ち欠いて残った礫面の一部を砥面としている。

磨石（249）

249 は凝灰岩製でA類に分類される。楕円形の円礫を素材としている。表面に僅かに擦痕が残る。

軽石製石製品（250〜 252）

250は小形の石製品である。円礫を素材としている。表裏面に僅かに擦痕が残る。251は小形の石製品である。

礫を素材とし、剝離で成形して用いている。252は中形の石製品である。右側面と裏面の一部を砥面としている。

手持ちの仕上砥の可能性がある。

d　第 31 次調査 4 区出土石製品

磨石が 1点（実測数 1点）出土している。礫が 1点（39.55g）出土している。

磨石（253）

253 は頁岩製でA類に分類される。円礫を素材としている。

C　金属製品・鍛冶関連遺物・銭貨（図版 182〜 184、写真図版 198〜 200）

1）金　属　製　品

金属製品では刀子・釘とみられるものが多い。計測値等は別表 9、遺構毎の集計は別表 24・25に示した。

a　第 29 次調査出土金属製品（図版 182、写真図版 198）

1〜 14は刀子か刀子の可能性のあるものである。2・3はともに SK747 出土。3は両区で、刃部に環状のも

のが 2か所巻き付いているように見える。15は刀子または雁又鏃であろうか。16・17 は断面が長楕円形を呈

しており刀子かどうかは不明である。18は刀子または鎌の茎のようなものであろうか。19は鏃である。20・

21 は頭部欠損の和釘。22は長方形断面の和釘であろう。23〜 25 は和釘であろうか。26は（洋 ?）釘である。

27は鎹または釘であろう。28は紡錘車かもしれない。29は鍋の口縁部である。30は皿である。
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b　第 31 次調査出土金属製品

（1）1 区出土金属製品（図版 183、写真図版 199）

43 は SD122 出土の刀子である。44はⅢb層出土で洋釘かもしれない。

（2）2 区出土金属製品（図版 183・184、写真図版 199・200）

46・47 は刀子であろうか。48・49 はともに SK5出土の刀子である。50は刀子かと思われるが何かが付着

しているように見える。51は刀子である。52は鎌で完形に近い。53〜 59 は和釘である。53は頭部が残る。

54〜 58 は頭部を欠いている。59は頭部の小片とみられる。60は断面方形を呈するもので、53〜 59 より大

きな和釘であろうか。61・62 は断面長方形の和釘頭部である。63・64 は頭部を欠損する断面長方形の和釘で

あろう。65は長楕円形の断面をもつもので器種は不明である。66は欠損部でみると長方形断面をもつものが 2

つ並んでいることから、二股の簪のようなものとみられる。67は長楕円形の断面をもち、端部が小さく屈曲す

るもので笄であろうか。68は環状製品で、詳細な出土位置は不明。69は板状のものに直交する何かがあるよう

にみえるが器種は不明である。70〜 74は鋳造とみられる板状のもので、70は鍋の口縁部であろう。71〜 74

は器種不明。

（3）4 区出土金属製品（図版 184、写真図版 200）

4区で図化できたのは 1点のみで、82はⅢb層出土の和釘である。

2）鍛 冶 関 連 遺 物

鍛冶関連遺物は第 29次調査 SD1・2から椀形滓・鉄滓が多く出土している。第 31次調査では SD334 にお

いて大型の羽口・炉壁がともに出土しているのが注目される。計測値等は別表 9、遺構毎の集計は別表 24・25

に示した。

a　第 29 次調査出土鍛冶関連遺物（図版 182・183、写真図版 198・199）

31・32 は羽口である。31 は断面円形、32 は断面が多角形になるようである。33 〜 37 は椀形滓である。

38〜 42は鉄滓である。

b　第 31 次調査出土鍛冶関連遺物

（1）1 区出土鍛冶関連遺物（図版 183、写真図版 199）

45 は羽口である。外面には溶融物が付着する。2区の 75に近い比較的大形のものとみられる。

（2）2 区出土鍛冶関連遺物（図版 184、写真図版 200）

75 は羽口である。外面には溶融物が付着しており、木炭の圧痕が残る。76は炉壁である。77は鉄滓である。

78は椀形滓である。79〜 81は Pit929 出土の鉄滓である。

3）銭　　　貨（別表 10・24、写真図版 200）

銭貨は第 29次調査でのみ確認された。いずれも銅銭とみられる。1は SK357 の 1層出土。焼けて表面は白

くなっており全体の 3分の 1程が残る。縁帯部があり、文字があったことはわかるが、銭種は不明である。2

は SK357 の 2層出土。ごく小片になっているが、直交する 2画の線が読み取れる。3は荼毘の跡とみられる

SK985 の 1層出土で、4分の 1程残存するが、焼骨が融着し焼けており、文字があったかどうかも定かではない。

4は 4R-10B21 Ⅲ層出土で、基本層出土ながら最も残りが良い。4片あり、直接接合はしないが、同じ個体と

みて矛盾するところはない。「煕」「元」「寶」が読み取れるので、北宋銭の煕寧元寶（初鋳 1068 年）であろう。

D　木　製　品（別表 11、図版 185〜 189、写真図版 201〜 204）

木製品は第 29次・第 31次調査合わせて 20点出土した。17点は中世の井戸か溝出土の各種製品、3点は柱

穴に残されていた柱根である。柱以外では食器、折敷、履物、曲物、農具、枡、その他不明の製品がある。第

31次調査では SE1139 井戸側に転用されていた折敷・農具・枡が共伴関係の明らかなものとして注目される。

計測値などは別表 11に示した。
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1）第 29 次調査出土木製品（図版 185、写真図版 201）

1 〜 3は SE282 出土で、1は白木の皿。2は箸状木製品で図の下側の端部が焦げているようである。3は井

戸内底面に近い 6層から図の左側の面を上にして出土した厚みのある板状木製品で、左面の下側が斜めに広く

削られており、主にその部分が炭化している。4は SE595 出土で、残りは悪いが差歯下駄であろう。5・6は

SD1 から出土した。5は隅丸長方形を呈する板状木製品で全面炭化している。6は一方の先端が斜めに切られ

たヘラのような形の板状木製品である。

2）第 31 次調査出土木製品（図版 185〜 189、写真図版 201〜 204）

7 〜 15 は 2区 SE1139 で井戸側として立て並べられていたもので、16はその底に水溜として設置されてい

た曲物である。7〜 11は長辺 53cm、短辺 40cm、高さ 16cm程の長方形の箱状に組み立てることができる部

材である。7〜 9が側板で、10・11 が底板になる。釘穴があるので本来側板は 4枚だったとみられるが、長

辺の 1枚は再利用されなかったのであろう。樹種同定は行っていない。井戸側として縦長に再利用された結果、

地上に近かった側に腐食がみられる。側板は柾目板の両短辺を互い違いに半分切り欠いて組み合わせ、外面から

木釘で固定するものである。10・11は 2枚並べて底板とし、上にのせた側板を下面から木釘で固定するが、釘

穴が明らかなのは短辺だけで、長辺は固定されていなかったようである。8が最も残りがよく、木釘も残ってお

り、木釘の断面は方形である。組み立てたときに左上になる隅が面取りされて丸みをもつが、組み合う側の小口

は四角いままなので、組み立てて横からみるとせっかくの面取りが目立たなくなり、ちぐはぐな感がある。底板

も残存する隅は面取りされており、側板の下端が角ばるのとしっくりこないが、このほうが壊れにくかったので

あろうか。

12は折敷と考えられる。隅丸長方形で図の左側の面は平坦に整えられてなめらかであるが、反対面は長辺が

面取りされ、製作時の加工痕のほか全面に多数の刃物傷がみられる。各長辺には 2か所ずつ、2個一対の小さな

貫通孔がある。各短辺にも中央に 1か所ずつあるようだが、一部不貫通の穴もあるようである。この部分に樹

皮を通して縁を固定していたと考えられるが、縁の材の痕跡は特に表面にはみられない。折敷として作られ、背

面がまな板として再利用され、更に井戸側に転用されたのであろうか。

13は代掻き用のエブリの先端部で、半裁楕円形の直線部に鋸歯状の刻みがつけられている。樹種はスギであ

る（第Ⅵ章第 4節 A・B参照）。上辺近くに 2か所の穿孔があり、二股の柄が差し込まれたとみられる。図の左側

の面には穴の脇に細長い何かが当たっていた痕跡があり、柄を固定するための閂状のものがあった可能性がある

とみられるので、反対側から柄が差し込まれたと考えられる。図の左側の面では穴の上側が強くえぐれ、右側の

面では穴の下側が強くえぐれているようであり、使用時の力のかかり具合を反映したものとすれば、柄の手前を

下に強く押し付けるような動きがあったことになる。

14・15は田下駄で、再利用の結果、地表に近かった側が腐食して失われている。全体的に作りが類似しており、

足を乗せた部分の変色具合から 14が左足用、15が右足用とみられるので、もともと一対のものであろう。15

の樹種はケヤキと同定された（第Ⅵ章第 4節 A参照）。全体を一木から削り出して作られている。上面には平面U

字形を呈する高まりが作られ、相対する両辺中央付近に 1か所ずつ穿孔がある。下面には中央よりに現状で 3

か所の突起がみられる。突起は偶然両者とも1か所が欠けてしまったもので、本来4か所あった可能性が高いが、

痕跡としてはわからない。民俗例的には横長の「ナンバ」と称されるタイプのもので、放射性炭素年代測定では

11世紀半ば〜 13世紀半ばとの結果であった（第Ⅵ章第 6節参照）。

16は本体の外側にもう一つの曲物が重ねられている。本体は板目取りで 10mmに及ぶ厚い板が用いられる

が、外側には柾目取りのやや薄い板が用いられている。どちらも樹種はスギである。出土時点では本体の綴じ皮

が切れて側板の端部がずれており、実測図はその状態で作成したため図では本体の綴じ部が 2か所に見えるが、

実際は 1か所である。外側の曲物は 2か所で綴じられ本体には固定されていない。底板は出土しておらず、本

体側板の側面にも端面にも綴じ穴や釘穴はみられないので、底は本来なく、井戸側として作られたものというこ
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とになる。本体側板の内面には縦方向の平行線のケビキが全面に、斜め方向の平行線のケビキが図の手前側の一

部と綴じ合わせ部に局所的に施されている。所々にみられる当たりの状況からケビキには鋸が使用されており、

刻みの深さは厚みの 4分の 1に及ぶ深いものである（写真図版 204）。本体内面下半にはアスファルトが帯状に付

着しており、下端に厚く、3cmほどの高さまで全周の 2分の一弱に残存している。端面には及んでいない。こ

のアスファルトは、SE1139 が油井であったために自然に付着したと考えるには局所的すぎると思われるので、

意図的に塗布されたものと考えたいが、内側あるいは下端部への底板の固定用とも考えにくい。可能性としては、

水溜としての曲物が本来何段か重ねられており、それらを連結する際の接着剤であったということが考えられる

だろうか。その場合何段か重ねられていたものをさらに再利用したためこの井戸には 1点しか曲物がないとい

うことかもしれない。

17は SE1210 出土の 25mm角長さ 578mmの棒状のもので、井戸側構築材の一部であろうか。18〜 20は

3か所の柱穴に残っていた柱根で、20の樹種はスギである（第Ⅵ章第 4節 A参照）。
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第Ⅵ章　自 然 科 学 分 析

第 1 節　概　　　要

細池寺道上遺跡第 29 次・31 次調査においては、第 5 表にまとめたように 50 か所から採取した試料について

自然科学分析を行った。その種類は植物珪酸体分析、花粉分析、樹種同定、種実同定、放射性炭素年代測定、人

骨の人類学的分析、アスファルト成分・原産地分析の多岐にわたるが、当時の周辺環境や植生、作物、生業、遺

構の性格や年代に関する知見を得ることを目的として、採取できた試料の内容に応じた分析を各機関に依頼した。

第 29 次調査・第 31 次調査 2 区では、ともに畑跡と推定される平行する数条の小溝のまとまりが検出されて

おり、主にそこでの栽培作物についての情報を得るため、溝の覆土と畝にあたる部分の基本層から試料を採取し、

第 5表　自然科学分析一覧表
凡　例　1　地点番号　第18図中の番号を示した。
　　　　2　グリッド　各遺構内における試料採取地点のグリッドを示した。
　　　　3　分析機関　分析機関は表中においては以下のとおり省略して表記した。
　　　　　　　　　　　　火山灰：（株）火山灰考古学研究所　古環境：（株）古環境研究所
　　　　　　　　　　　　元興寺：（公財）元興寺文化財研究所　加速器：（株）加速器分析研究所　
　　　　4　試料番号　分析報告本文中または表中に試料番号が付されているものは、本表においても本文中の表記のまま示した。試料番号がないものについては該当項目に○で示した。

地点
No.

調査
年度

調査
区

遺構名等 グリッド 層位

分析種別・分析試料番号・分析機関
植物珪酸体 花粉分析 樹種同定 樹種同定 種実同定 放射性炭素年代測定 人骨 アスファルト

第２節 第３節 第４節A 第４節B 第５節 第６節 第７節 第８節

火山灰 火山灰 火山灰 元興寺 火山灰 火山灰
奈良・小林・波田野・

佐伯・澤田・辰巳
氏家・上條・

古環境
1 2009 − SE282 5Q-5J15 ６層 − − − − 1 ～４
2 2009 − SE595 5Q-5J23 ４層 − − − − 5
3 2009 − SK1101 5R-4B1・6 − − − − − ○
4 2009 SK1107 5R-3A25、4A5 − − − − − ○
5 2009 − SK327 5R-1A23 − − − − − ○
6 2009 SK357 5R-2A9 − − − − − ○

7 2009 − SK765
5R-3C11・12・16・
17

− − − − − ○

8 2009 − SK985 5R-2D16 − − − − − − ○
9 2009 − SD298 5R-2B3 覆土上部 ○

10 2009 − SD298 5R-2B3 覆土下部 ○
11 2009 − SD305 5R-2B10 覆土上部 ○
12 2009 − SD305 5R-2B10 覆土下部 ○
13 2009 − SD314 5R-2B2 覆土上部 ○
14 2009 − SD314 5R-2B2 覆土下部 ○
15 2009 − SD318 5R-1A22 覆土 ○
16 2009 − SD319 5R-2B6 覆土 ○
17 2010 1 SK21 19S-2A11 − − − − − ○
18 2010 1 SE168 18R-9D2 ７層 − − − − 6
19 2010 2 SE96 19R-9E7 ５層 − − − − 7
20 2010 2 SE151 19R-9D20 ４層 − − − − 8
21 2010 2 SE794 20R-1F12 ７層 − − − − 9
22 2010 2 SE810 20R-1F8 ５層 − − − − 10
23 2010 2 SE844 20R-1F25 ４層 − − − − 11
24 2010 2 SE845 20R-2G2 ４層 − − − − 12
25 2010 2 SE1086 20R-2E15 ４層 − − − − 13
26 2010 2 SE1210 20R-3E10 ６層 − − − − 15
27 2010 2 SE1210 20R-3E10 ？ − − − − − ○
28 2010 2 SE1231 20R-3E8 4層 − − − − 16
29 2010 2 SE1371 19R-10F25 ２層 − − − − 17
30 2010 2 SE1722 20R-3E24 ４層 − − − − 18
31 2010 2 SE1139 20R-2E20 ４層（曲物内部） − − − − 14
32 2010 2 SE1139 20R-2E20 4層 − − − 曲物 −
33 2010 2 SE1139 20R-2E20 4層 − − 柄振り 柄振り −
34 2010 2 SE1139 20R-2E20 4層 − − 田下駄 − − 田下駄
35 2010 2 Pit829 20R-1F13 柱根 − − ○
36 2010 2 （SD2035） 19Q-9J13 Ⅲｂ 2 2
37 2010 2 SD2035 19Q-9J13 覆土下部か 4 4
38 2010 2 （SD2035） 19Q-9J13 Ⅳ層か 3 3
39 2010 2 SD2161 20R-3D15 1 ○ ○
40 2010 2 SD2160-2161 20R-3D10・15 ○ ○
41 2010 2 SD2093 20R-2B20 1 5 5
42 2010 2 SD2091-2093 20R-2B21 6 6
43 2010 2 SD2091 20R-2B21 7 7
44 2010 2 SD1261-2091 8 8
45 2010 2 SX2165 19R-10C24 2 10 10
46 2010 3 SD101 20Q-5E2 覆土下部か 1 1
47 2010 3 （SD101） 20Q-5E2 Ⅳ層か 2 2
48 2010 3 SD104 20Q-5E1 覆土下部か 1 1
49 2010 3 SD104 20Q-5E1 Ⅳ層か 2 2
50 2010 2 SN333 19R-8D14 ○ ○
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第 18図　自然科学分析サンプル採取地点
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第 2 節　植物珪酸体分析

植物珪酸体分析、可能であれば花粉分析も行った。また、同調査区の井戸の堆積土壌から一定量を採取し、水洗

して得られた種実について同定を行った。

第 31 次調査 2 区では、Pit698、797、829 において掘立柱建物の柱の基部が残されており、このうち

Pit829 の柱根について、また同 2 区井戸 SE1139 の構築材として残されていた木製品のうち、曲物、柄振り、

田下駄について樹種同定を行った。このうち曲物と柄振りについては別機関に保存処理を依頼しており、その際

にも樹種同定を行ったため、2 か所の分析機関の結果がある。

第 29 次調査および第 31 次調査 1 区の土坑で検出した良好な炭化物試料と同 2 区 SE1139 構築材の田下駄

について AMS 法による放射性炭素年代測定を行った。

第 29 次調査では近世以降と考えられる SK985 より焼土と多量の炭化物を伴って焼人骨が出土しており、性

別その他の人類学的特徴や葬送に関する知見を得るため、分析を依頼した。

第 31 次調査２区 SE1210 より採取した土壌サンプルからアスファルトの可能性のあるものが７点検出され

た。分析を依頼したところ、１点がアスファルトと同定され、その１点については合わせて原産地の推定も行った。

第 2 節　植物珪酸体分析

A　は　じ　め　に

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（SiO2）が蓄積したもので、植物が枯れたあともガラス質の微化石（プラント・

オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出し

て同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応

用されている〔杉山 2000〕。

B　2009（平成 21）年度第 29 次調査

1）試　　　料

分析試料は、古代の畠状遺構の溝部（SD298、SD305、SD314、SD318、SD319）から採取された計 8 点である。

2）分　析　法

植物珪酸体の抽出と定量はガラスビーズ法〔藤原 1976〕を用いて、次の手順で行った。

　1.　試料を 105℃で 24 時間乾燥（絶乾）。

　2.　試料約 1g に対し直径約 40μm のガラスビーズを約 0.02g 添加（0.1mg の精度で秤量）。

　3.　電気炉灰化法（550℃・6 時間）による脱有機物処理。

　4.　超音波水中照射（300W・42KHz・10 分間）による分散。

　5.　沈底法による 20μm 以下の微粒子除去。

　6.　封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成。

　7.　検鏡・計数。

同定は、400 倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った。

計数は、ガラスビーズ個数が 400 以上になるまで行った。これはほぼプレパラート 1 枚分の精査に相当する。

試料 1g あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 1g 中

の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重（1.0 と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体 1 個あ

たりの植物体乾重、単位：10-5g）をかけて、単位面積で層厚 1cm あたりの植物体生産量を算出した。これにより、

各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる〔杉山 2000〕。タケ亜科については、

植物体生産量の推定値から各分類群の比率およびメダケ率（メダケ属とササ属の比率）を求めた。
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3）分　析　結　果

検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その結果を第 6

表および第 19 図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す（第 20 図）。

〔イネ科〕

イネ、ヨシ属、キビ族型、ウシクサ族 A（チガヤ属など）

〔イネ科−タケ亜科〕

チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、ミヤコザサ節型（ササ属ミヤコザサ節など）、未分類等

〔イネ科−その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等

〔シダ類〕

〔樹木〕

その他

4）考　　　察

a　稲作跡の検討

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体（プラント・オパール）が試料 1g あたり

5,000 個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。ただ

し、畑稲作（陸稲栽培）の場合は、連作障害や地力の低下を避けるために輪作を行ったり休閑期間をおく必要が

あるため、イネの密度は水田跡と比較してかなり低くなり、1,000 ～ 2,000 個 /g 程度である場合が多い〔杉山

2000〕。

畠状遺構の溝部（SD298、SD305、SD314、SD318、SD319）の覆土から採取された計 8 点について分析を行っ

た。その結果、SD305 の覆土下部（試料 2）を除く 7 試料からイネが検出された。イネの密度は、SD298（試料 1、

試料 2）で 4,900 個 /g と 4,300 個 /g、SD305（試料 1）で 3,500 個 /g、SD314（試料 1、試料 2）で 3,500 個 /

g と 2,900 個 /g、SD318（試料 1）

で 4,300 個 /g、SD319（試料 1）

で 2,800 個 /g といずれも比較的

高い値である。したがって、これ

らの遺構では稲作が行われていた

可能性が高いと考えられる。

b イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分

類群のうち栽培植物が含まれるも

のには、イネ以外にもムギ類、ヒ

エ属型（ヒエが含まれる）、エノコ

ログサ属型（アワが含まれる）、キ

ビ属型（キビが含まれる）、ジュズ

ダマ属（ハトムギが含まれる）、オ

ヒシバ属（シコクビエが含まれる）、

モロコシ属型、トウモロコシ属型

などがあるが、これらの分類群は

いずれの試料からも検出されな

かった。

検出密度（単位：×100個/g）

地点・試料 SD298 SD305 SD314 SD318 SD319

　分類群 　学名 1 2 1 2 1 2 1 1

イネ科 Gramineae

　イネ   Oryza sativa 49 43 35 35 29 43 28

　ヨシ属   Phragmites 7

　キビ族型   Paniceae type 7

　ウシクサ族A   Andropogoneae A type 14 7 7

タケ亜科 Bambusoideae

　チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 64 36 21 7 21 36 29 21

　ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 35 43 71 76 35 51 22 28

　未分類等   Others 49 28 42 35 21 43 29 49

その他のイネ科 Others

　表皮毛起源   Husk hair origin 7 14 14 28 7 22 7

　棒状珪酸体   Rod-shaped 14 43 49 28 70 58 116 35

　茎部起源   Stem origin 7 7

　未分類等   Others 35 7 42 49 42 43 79 77

シダ類 Fern 7 14

樹木起源 Arboreal

　その他   Others 7 7 29 14

  （海綿骨針） Sponge spicules 7 7 7 7

植物珪酸体総数　 Total 290 214 297 202 250 282 368 271

おもな分類群の推定生産量（単位：kg/㎡・cm）：試料の仮比重を1.0と仮定して算出

　イネ   Oryza sativa 1.45 1.26 1.04 1.02 0.85 1.27 0.82

　ヨシ属   Phragmites 0.45

　チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 0.48 0.27 0.16 0.05 0.16 0.27 0.22 0.16

　ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 0.11 0.13 0.21 0.23 0.10 0.15 0.06 0.08

タケ亜科の比率（%）

　チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 82 68 43 19 60 64 77 65

　ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 18 32 57 81 40 36 23 35

　メダケ率   Medake ratio 0 0 0 0 0 0 0 0

第 6表　細池寺道上遺跡第 29次調査における植物珪酸体分析結果
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イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるた

め、その他の分類群の中にも栽培種に由来するもの

が含まれている可能性が考えられる。これらの分類

群の給源植物の究明については今後の課題とした

い。なお、植物珪酸体分析で同定される分類群は主

にイネ科植物に限定されるため、根菜類などの畑作

物は分析の対象外となっている。

5）ま　と　め

植物珪酸体（プラント・オパール）分析の結果、古

代の畠状遺構の溝部では、分析を行ったすべての地点でイネが比較的多量に検出され、稲作が行われていた可能

性が高いと判断された。なお、ムギ類やヒエ属（ヒエが含まれる）などのイネ科栽培植物に由来する植物珪酸体は

認められなかった。

C　2010（平成 22）年度第 31 次調査

1）試　　　料

分析試料は、2 区・3 区において検出された畠の可能性のある溝状遺構の覆土、および畝があった可能性の考

えられる溝間のⅣ層、また溝直上のⅢb 層から採取した 13 点のほか、2 区 SX2165・SN333 覆土より採取し

た 2 点の計 15 点である。試料採取層位を分析結果図に示す。試料名で、遺構名を−でつないだものは溝間のⅣ

層採取試料であることを示している。

2）分　析　法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法〔藤原 1976〕を用いて次の手順で行った。

　1.　試料を 105℃で 24 時間乾燥（絶乾）。

　2.　試料約 1g に対し直径約 40μm のガラスビーズを約 0.02g 添加（0.1mg の精度で秤量）。

　3.　電気炉灰化法（550℃・6 時間）による脱有機物処理。

　4.　超音波水中照射（300W・42KHz・10 分間）による分散。

　5.　沈底法による 20μm 以下の微粒子除去。

　6.　封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成。

　7.　検鏡・計数。

イネ科 メダケ属 ササ属

タケ亜科 その他

検出密度（万個/g）

推定生産量（kg/㎡･cm）

0 5

0 5 タケ亜科の比率

0 100%

SD318 1 覆土

SD319 1 覆土

SD314 1 覆土上部

SD314 2 覆土下部
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SD305 2 覆土下部

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型

チ
マ
キ
ザ
サ
節
型

ネ
ザ
サ
節
型

メ
ダ
ケ
節
型

（
海
綿
骨
針
）

樹
木
（
そ
の
他
）

シ
ダ
類

未
分
類
等

茎
部
起
源

棒
状
珪
酸
体

表
皮
毛
起
源

未
分
類
等

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
節
型

チ
マ
キ
ザ
サ
節
型

ウ
シ
ク
サ
族
Ａ

キ
ビ
族
型

ヨ
シ
属

イ
ネ
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イネ（側面） キビ族型 ウシクサ族Ａ

ヨシ属 チマキザサ節型 チマキザサ節型

ミヤコザサ節型 表皮毛起源 棒状珪酸体

イネ科の茎部起源 シダ類 海綿骨針

50μｍ

第 19図	 細池寺道上遺跡第 29次調査における
	 植物珪酸体分析結果

第 20図	 細池寺道上遺跡第 29次調査における
	 植物珪酸体（プラント・オパール）の顕微鏡写真
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同定は、400 倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った。

計数は、ガラスビーズ個数が 400 以上になるまで行った。これはほぼプレパラート 1 枚分の精査に相当する。

試料 1g あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 1g 中

の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群については、この値に試料の仮比重（1.0 と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体 1 個

あたりの植物体乾重、単位：10-5g）をかけて、単位面積で層厚 1cm あたりの植物体生産量を算出した。これにより、

各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる〔杉山 2000〕。タケ亜科については、

植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

3）分　析　結　果

a　2区 SD2035・SD2161 覆土と周辺

検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その結果を第 7

表および第 21 図および第 22 図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す（第 23 図）。

〔イネ科〕

イネ、ヨシ属、ウシクサ族 A（チガヤ属など）

〔イネ科−タケ亜科〕

ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）、チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、ミヤコザサ節型（サ

サ属ミヤコザサ節など）、未分類等

〔イネ科−その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等

〔樹木〕

その他

検出密度（単位：×100個/g）

地点・試料 Ⅲb層 Ⅳ層 SD2035 SD2161 SD2160
・2161 SD2093 SD2091

・2093 SD2091 SD2061
・2091 SX2165

　分類群 　学名 2 3 4 1 2 5 6 7 8 10

イネ科 Gramineae

　イネ   Oryza sativa 18 6 7

　ムギ類（穎の表皮細胞）   Hordeum-Triticum （husk Phytolith）

　ヨシ属   Phragmites 6 7 21 7 7

　ウシクサ族A   Andropogoneae A type 7 7 7 7 7

タケ亜科 Bambusoideae

　ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa 25

　チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 61 34 64 19 7 35 41 65 20 28

　ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 6 14 21 6 21 20 14 49

　未分類等   Others 31 28 35 19 14 21 20 22 14 28

その他のイネ科 Others

　表皮毛起源   Husk hair origin 49 7 7 7 7 7 7

　棒状珪酸体   Rod-shaped 202 62 21 38 77 28 34 29 7 7

　茎部起源   Stem origin 25 7 22 14

　未分類等   Others 67 48 35 50 28 21 14 51 41 49

樹木起源 Arboreal

　その他   Others 12 7

  （海綿骨針） Sponge spicules 7

植物珪酸体総数　 Total 454 207 184 188 161 149 142 210 115 176

おもな分類群の推定生産量（単位：kg/㎡・cm）：試料の仮比重を1.0と仮定して算出

　イネ   Oryza sativa 0.54 0.18 0.21

　ヨシ属   Phragmites 0.39 0.44 1.32 0.43 0.46

　ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa 0.12

　チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 0.46 0.26 0.48 0.14 0.05 0.27 0.30 0.49 0.15 0.21

　ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 0.02 0.04 0.06 0.02 0.06 0.06 0.04 0.15

タケ亜科の比率（%）

　ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa 43

　チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 96 86 88 50 100 81 83 100 79 59

　ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 4 14 12 7 19 17 21 41

　メダケ率   Medake ratio 0 0 0 43 0 0 0 0 0 0

第 7表　細池寺道上遺跡第 31次調査 2区における植物珪酸体分析結果
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b　2区 SD2091・SD2093 覆土と周辺、SX2165 覆土

検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これら

の分類群について定量を行い、その結果を第 7 表および第 24 図

に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

ヨシ属、ウシクサ族 A（チガヤ属など）

〔イネ科−タケ亜科〕

チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、ミヤ

コザサ節型（ササ属ミヤコザサ節など）、未分類等

〔イネ科−その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、

未分類等

c　3区 SD101・SD104 覆土と周辺、2区 SN333 覆土

検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これら

の分類群について定量を行い、その結果を第 8 表および第 25 ～

27 図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕　

イネ、ムギ類（穎の表皮細胞）、ヨシ属、ウシクサ族 A（チガヤ属など）

〔イネ科−タケ亜科〕

チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、ミヤ

イネ科 メダケ属 ササ属

タケ亜科 その他

検出密度（万個/g）

推定生産量（kg/㎡･cm）

0 3

0 3 タケ亜科の比率
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第 21図	 細池寺道上遺跡第 31次調査 2区 SD2035
	 覆土と周辺サンプルの植物珪酸体分析結果

第 22図	 細池寺道上遺跡第 31次調査 2区 SD2161
	 覆土と SD2160・2161 間サンプルの
	 植物珪酸体分析結果

第 24図	 細池寺道上遺跡第 31次調査 2区
	 SD2091・SD2093・SX2165 覆土
	 および周辺の植物珪酸体分析結果

第 23図	 細池寺道上遺跡第 31次調査 2・3区の植物珪酸体
	 （プラント・オパール）

第 25図	 細池寺道上遺跡第 31次調査
	 3 区 SD101 と周辺における
　　　	 植物珪酸体分析結果
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コザサ節型（ササ属ミヤコザサ節など）、未分類等

〔イネ科−その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等

4）考　　　察

a　2区 SD2035・SD2161 覆土と周辺

①　イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち、栽培植物が含まれるものには、イネをはじめムギ類、ヒエ属型（ヒ

エが含まれる）、エノコログサ属型（アワが含まれる）、キビ属型（キビが含まれる）、ジュズダマ属（ハトムギが含まれ

る）、オヒシバ属（シコクビエが含まれる）、モロコシ属型、トウモロコシ属型などがある。このうち、分析地点の
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　分類群 　学名 1 2 1 2 2

イネ科 Gramineae

　イネ   Oryza sativa 14

　ムギ類（穎の表皮細胞）   Hordeum-Triticum （husk Phytolith） 7

　ヨシ属   Phragmites 7 27

　ウシクサ族A   Andropogoneae A type 34

タケ亜科 Bambusoideae

　ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa

　チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 7 43 29 27 74

　ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 21 22 29 13 20

　未分類等   Others 14 43 21 33 27

その他のイネ科 Others

　表皮毛起源   Husk hair origin 7 7 7

　棒状珪酸体   Rod-shaped 7 22 29 13 101

　茎部起源   Stem origin 21 7

　未分類等   Others 36 22 43 27 81

樹木起源 Arboreal

　その他   Others

  （海綿骨針） Sponge spicules 13 7

植物珪酸体総数　 Total 99 158 171 113 399

おもな分類群の推定生産量（単位：kg/㎡・cm）：試料の仮比重を1.0と仮定して算出

　イネ   Oryza sativa 0.40

　ヨシ属   Phragmites 0.45 1.71

　ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa

　チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 0.05 0.32 0.21 0.20 0.56

　ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 0.06 0.06 0.09 0.04 0.06

タケ亜科の比率（%）

　ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa

　チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 45 83 71 83 90

　ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 55 17 29 17 10

　メダケ率   Medake ratio 0 0 0 0 0

第 26図	 細池寺道上遺跡第 31次調査
	 3 区 SD104 と周辺における
	 植物珪酸体分析結果

第 27図	 細池寺道上遺跡第 31次調査 2区
	 SN333 における植物珪酸体分析結果

第 8表　細池寺道上遺跡第 31次調査 2・3区における植物珪酸体分析結果
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第 2 節　植物珪酸体分析

試料からはイネが検出された。

イネは、SD2035 のⅢb 層（試料 2）、2 区土層サンプルの SD2161 の試料 1 と試料 2 から検出された。イネ

の密度は、それぞれ 1,800 個 /g、600 個 /g、700 個 /g と比較的低い値で、稲作跡の検証や探査を行う場合の

判断基準としている 5,000 個 /g を下回っている。なお、畑稲作（陸稲栽培）の場合は、連作障害や地力の低下

を避けるために輪作を行ったり休閑期間をおく必要があるため、イネの密度は水田跡と比較してかなり低くなり、

1,000 ～ 2,000 個 /g 程度である場合が多い〔杉山 2000〕。以上のことから、当時は調査地点もしくはその近辺

で稲作が行われていた可能性が考えられる。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来するものが含まれて

いる可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題としたい。なお、植物珪酸体

分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類などの畑作物は分析の対象外となっている。

②　植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群では、各地点ともチマキザサ節型、ミヤコザサ節型が検出され、部分的にヨシ属、ウシクサ

族 A なども認められたが、いずれも比較的少量である。おもな分類群の推定生産量によると、おおむねチマキ

ザサ節型が相対的に優勢で、2 区 SD2091-2093 や 2 区 SN333 ではヨシ属も比較的多くなっている。

以上の結果から、当時の調査区周辺はササ属（チマキザサ節やミヤコザサ節）などの笹類を主としてウシクサ族

なども生育するイネ科植生であったと考えられ、部分的にヨシ属が生育するような湿潤なところも見られたと推

定される。

b　2区 SD2091・SD2093 覆土と周辺、SX2165 覆土

①　イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネをはじめムギ類、ヒエ属型（ヒ

エが含まれる）、エノコログサ属型（アワが含まれる）、キビ属型（キビが含まれる）、ジュズダマ属（ハトムギが含まれ

る）、オヒシバ属（シコクビエが含まれる）、モロコシ属型、トウモロコシ属型などがある。分析対象の 2 区の試

料からは、これらは検出されなかった。

②　植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群では、各地点ともチマキザサ節型、ミヤコザサ節型が検出され、部分的にヨシ属、ウシクサ

族 A なども認められたが、いずれも比較的少量である。おもな分類群の推定生産量によると、おおむねチマキ

ザサ節型が相対的に優勢である。以上の結果から、当時の調査区周辺はササ属（チマキザサ節やミヤコザサ節）な

どの笹類を主としてウシクサ族なども生育するイネ科植生であったと考えられ、部分的にヨシ属が生育するよう

な湿潤なところも見られたと推定される。

c　3区 SD101・SD104 覆土と周辺、2区 SN333 覆土

①　イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネをはじめムギ類、ヒエ属型（ヒ

エが含まれる）、エノコログサ属型（アワが含まれる）、キビ属型（キビが含まれる）、ジュズダマ属（ハトムギが含まれ

る）、オヒシバ属（シコクビエが含まれる）、モロコシ属型、トウモロコシ属型などがある。このうち、分析対象地

点の試料からはイネとムギ類が検出された。以下に各分類群ごとに栽培の可能性について考察する。

1.　イネ

イネは、SN333 埋積堆積物の基底底部（試料 2）から検出された。イネの密度は 1,400 個 /g と比較的低い値

で、稲作跡の検証や探査を行う場合の判断基準としている 5,000 個 /g を下回っている。ただ、畑稲作（陸稲栽培）

の場合は、連作障害や地力の低下を避けるために輪作を行ったり休閑期間をおく必要があるため、イネの密度は

水田跡と比較してかなり低くなり、1,000 ～ 2,000 個 /g 程度である場合が多い〔杉山 2000〕。以上のことから、

当時は調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が考えられる。
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2.　ムギ類

ムギ類（穎の表皮細胞）は、SN333 埋積堆積物の基底部（試料 2）から検出された。密度は 700 個 /g と低い値

であるが、穎（籾殻）が栽培地付近に残される確率は低いことから、少量が検出された場合でもかなり高く評価

する必要がある。したがって、同層準の時期に調査地点もしくはその近辺でムギ類が栽培されていた可能性が考

えられる。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来するものが含まれて

いる可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題としたい。なお、植物珪酸体

分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類などの畑作物は分析の対象外となっている。

②　植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群では、各地点ともチマキザサ節型、ミヤコザサ節型が検出され、部分的にヨシ属、ウシクサ

族 A なども認められたが、いずれも比較的少量である。おもな分類群の推定生産量によると、おおむねチマキ

ザサ節型が相対的に優勢で、SN333 埋積堆積物の基底部ではヨシ属も比較的多くなっている。

以上の結果から、当時の調査区周辺はササ属（チマキザサ節やミヤコザサ節）などの笹類を主としてウシクサ族

なども生育するイネ科植生であったと考えられ、部分的にヨシ属が生育するような湿潤なところも見られたと推

定される。

5）ま　と　め

a　2区 SD2035・SD2161 覆土と周辺

植物珪酸体分析の結果、SD2035 のⅢb 層（試料 2）と、2 区 SD2161 の試料 1 と試料 2 で比較的少量ながら

イネが検出され、調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が認められた。

b　2区 SD2091・SD2093 覆土と周辺、SX2165 覆土

植物珪酸体分析の結果、分析対象あるいはその周辺はササ属（チマキザサ節やミヤコザサ節）などの笹類を主と

してウシクサ族なども生育するイネ科植生で、部分的にヨシ属が生育するような湿潤なところもあったと推定さ

れる。また、イネやムギなどの栽培植物は検出されなかった。

c　3区 SD101・SD104 覆土、2区 SN333 覆土

植物珪酸体分析の結果、SN333 埋積堆積物の基底部（試料 2）では、比較的少量ながらイネやムギ（穎の表皮細胞）

が検出され、調査地点もしくはその近辺でイネやムギの栽培が行われていた可能性が認められた。この SN333

の年代については、考古学的に 13 ～ 14 世紀と推定されていることから、今回の分析結果は、当時の遺跡周辺

での土地利用や食生活に関して重要な情報を提供することになる。

第 3 節　花　粉　分　析

A　は　じ　め　に

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、遺跡調査

においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉などの植物遺体は、水

成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて残存していない場合もある。

B　試　　　料

分析試料は、2010（平成 22）年度第 31 次調査 2 区・3 区において検出された畠の可能性のある溝状遺構の

覆土、および畝があった可能性の考えられる溝間のⅣ層、また溝直上のⅢb 層から採取した 13 点のほか、2 区

SX2165・SN333 覆土より採取した 2 点の計 15 点である。試料名で、遺構名を−でつないだものは溝間のⅣ

層採取試料であることを示している。
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第 3 節　花　粉　分　析

C　分　析　法

花粉の分離抽出は、中村（1967）の方法をもとに以下の手順で行った。

　1.　試料から 1cm3 を秤量。

　2.　0.5% リン酸三ナトリウム（12 水）溶液を加えて 15 分間湯煎。

　3.　水洗処理の後、0.5mm の篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去。

　4.　25% フッ化水素酸溶液を加えて 30 分放置。

　5.　水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸 9：濃硫酸 1 のエルドマン氏液を加え

1 分間湯煎）を施す。

　6.　再び氷酢酸を加えて水洗処理。

　7.　沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成。

　8.　検鏡・計数。

検鏡は、生物顕微鏡によって 300 ～ 1000 倍で行った。花粉の同定は、島倉（1973）および中村（1980）を

アトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、亜属、節およ

び種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（−）で結んで示した。イネ属については、中村

（1974・1977）を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して同定しているが、

個体変化や類似種もあることからイネ属型とした。

D　結　　　果

1）2区 SD2035・SD2161 覆土と周辺

a　分　類　群

出現した分類群は、樹木花粉 8、樹木花粉と草本花粉を含むもの 2、草本花粉 9、シダ植物胞子 2 形態の計

21 である。また、寄生虫卵は認められなかった。分析結果を第 9 表に示し、花粉数が 100 個以上計数された試

料については花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。以下

に出現した分類群を記載する。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管束亜属、スギ、ハンノキ属、クマシデ属−アサダ、シイ属、コナラ属コナラ亜属、ニレ属−ケヤ

キ、モクセイ科

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科−イラクサ科、ニワトコ属−ガマズミ属

〔草本花粉〕

ガマ属−ミクリ属、イネ科、カヤツリグサ科、アカザ科−ヒユ科、ナデシコ科、アブラナ科、タンポポ亜科、

キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

b　花粉群集の特徴

1.　SD2035

試料 4 と試料 3 では、花粉があまり検出されないことから植生や環境の詳細な推定は困難であるが、イネ科、

アブラナ科などが生育するような日当たりの良い比較的乾燥した環境であったと考えられる。花粉が検出されな

い原因としては、乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質遺体が分解されたことなどが考え

られる。なお、アブラナ科にはアブラナ（ナタネ）、ダイコン、ハクサイ、タカナ、カブなど多くの栽培植物が含
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分類群 Ⅲb層 Ⅳ層 SD2035 SD2161 SD2160・
2161 SD2093 SD2091・

2093 SD2091 SD2161・
2091 SX2165

  学名 　和名 2 3 4 1 2 5 6 7 8 10
Arboreal  pollen 樹木花粉
  Tsuga 　ツガ属
  Pinus  subgen. Diploxylon 　マツ属複維管束亜属 1 2
  Cryptomeria  japonica 　スギ 1 1 1 1
  Salix 　ヤナギ属
  Juglans 　クルミ属
  Pterocarya  rhoifolia 　サワグルミ
  Alnus 　ハンノキ属 3 1 1 2 2
  Betula 　カバノキ属 1
  CarPinus-Ostrya  japonica 　クマシデ属−アサダ 1
  Castanopsis 　シイ属 1 1
  Fagus 　ブナ属 1
  Quercus  subgen. Lepidobalanus 　コナラ属コナラ亜属 1 1
  Ulmus-Zelkova  serrata 　ニレ属−ケヤキ 1
  Acer 　カエデ属
  Oleaceae 　モクセイ科 1
Arboreal・Nonarboreal  pollen 樹木・草本花粉
  Moraceae-Urticaceae 　クワ科−イラクサ科 2 2 1
  Rosaceae 　バラ科
  Sambucus-Viburnum 　ニワトコ属−ガマズミ属 1
Nonarboreal  pollen 草本花粉
  Typha-Sparganium 　ガマ属−ミクリ属 1
  Alisma 　サジオモダカ属
  Gramineae 　イネ科 47 15 1 3 5 1 1 3
  Oryza  type 　イネ属型
  Cyperaceae 　カヤツリグサ科 1 1
  Aneilema  keisak 　イボクサ
  Chenopodiaceae-Amaranthaceae 　アカザ科−ヒユ科 1 1 1
  Caryophyllaceae 　ナデシコ科 2 1 1
  Thalictrum 　カラマツソウ属
  Cruciferae 　アブラナ科 26 3 4 8 1 1 3 13
  Impatiens 　ツリフネソウ属
  Hydrocotyloideae 　チドメグサ亜科
  Apioideae 　セリ亜科
  Lactucoideae 　タンポポ亜科 2 1 1
  Asteroideae 　キク亜科 2
  Artemisia 　ヨモギ属 43 15 3 16 4 1 3
Fern  spore シダ植物胞子
  Monolate  type  spore 　単条溝胞子 15 2 1 4 3 1 2
  Trilate  type  spore 　三条溝胞子 6 3 1 2
  Arboreal  pollen 　樹木花粉 7 5 0 4 2 2 2 1 2 0
  Arboreal・Nonarboreal  pollen 　樹木・草本花粉 0 3 0 2 0 1 0 0 0 0
  Nonarboreal  pollen 　草本花粉 95 60 5 10 32 2 2 10 14 6
Total  pollen 花粉総数 102 68 5 16 34 5 4 11 16 6

Pollen  frequencies  of  1cm3 試料1cm3中の花粉密度 8.2×
102

4.2×
102

3.0×
10

9.6×
10

2.2×
102

3.0
×10

2.4
×10

7.7
×10

9.6
×10

4.2
×10

  Unknown  pollen 　未同定花粉 0 2 0 0 3 0 0 0 0 0
Fern  spore シダ植物胞子 21 2 0 1 7 0 0 4 3 2
Helminth  eggs 寄生虫卵 （−） （−） （−） （−） （−） （−） （−） （−） （−） （−）
Digestion  rimeins 明らかな消化残渣 （−） （−） （−） （−） （−） （−） （−） （−） （−） （−）
Charcoal  fragments 微細炭化物 （＋） （＋） （＋） （＋） （＋） （＋） （＋） （＋） （＋） （＋）

第 28図　細池寺道上遺跡第 31次調査 2区 SD2035 覆土と周辺サンプルにおける花粉ダイアグラム

第 9表　細池寺道上遺跡第 31次調査 2区における花粉分析結果
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まれている。

Ⅲb 層（試料 2）では、イネ科やヨモギ属

を主としてタンポポ亜科、キク亜科、アカザ

科−ヒユ科なども生育する日当たりの良い比

較的乾燥した環境であったと考えられる。タ

ンポポ亜科、キク亜科、アカザ科−ヒユ科は

人里植物であり耕地雑草の性格も持つ。植物

珪酸体分析により、この試料からはイネの植

物珪酸体が検出されていることから、陸稲が

栽培されていたのかも知れない。近隣に森林

は少なく、周辺地域にハンノキ属、マツ属複

維管束亜属、クマシデ属−アサダ、コナラ属

コナラ亜属などが分布していたと推定される。

2.　2 区土層サンプル（SD2161）

花粉があまり検出されないことから植生や環境の詳細な推定は困難であるが、イネ科、アブラナ科、ヨモギ属

などが生育するような日当たりの良い比較的乾燥した環境であったと考えられる。花粉が検出されない原因とし

ては、前述のようなことが考えられる。

2）2区 SD2091・SD2093 覆土と周辺、SX2165 覆土

a　分　類　群

出現した分類群は、樹木花粉 3、樹木花粉と草本花粉を含む

もの 1、草本花粉 6、シダ植物胞子 2 形態の計 12 である。また、

寄生虫卵は認められなかった。分析結果を第 9 表と第 33 図に

示す。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。以下に出現

した分類群を記載する。

〔樹木花粉〕

スギ、ハンノキ属、ブナ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科−イラクサ科

〔草本花粉〕

イネ科、カヤツリグサ科、ナデシコ科、アブラナ科、タン

ポポ亜科、ヨモギ属
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0 1
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1  マツ属複維管束亜属 2  スギ 3  ハンノキ属 4  コナラ属コナラ亜属

5  クワ科－イラクサ科 7  イネ科 8  カヤツリグサ科6  サジオモダカ属

9  アカザ科－ヒユ科 10  アブラナ科 11  ツリフネソウ属 12  セリ亜科

13  タンポポ亜科 14  ヨモギ属 15  シダ植物単条溝胞子 16  シダ植物三条溝胞子

10μm

第 30図　細池寺道上遺跡第 31次調査 2・3区の花粉・胞子

第 29図	 細池寺道上遺跡第 31次調査 2区
	 SD2161 覆土と SD2160・2161 間
	 サンプルにおける花粉ダイアグラム

第 31図	 細池寺道上遺跡第 31次調査 2区
	 SD2091・SD2093・SX2165 覆土および
	 周辺サンプルにおける花粉ダイアグラム
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〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

b　花粉群集の特徴

分析対象試料から検出された花粉は非常に少ない。その中では、試料 10 を除く 4 試料からアブラナ科、また

試料 6 と試料 8 を除く 3 試料からイネ科の花粉が検出されている。

3）3区 SD101・SD104 覆土と周辺、2区 SN333 覆土

a　分　類　群

細池寺道上遺跡 3 区溝状遺構における花粉分析で出現した分類群は、樹木花粉 9、樹木花粉と草本花粉を含む

もの 3、草本花粉 16、シダ植物胞子 2 形態の計 30 である。また、寄生虫卵は認められなかった。分析結果を

第 10 表に示し、花粉数が 100 個以上計数された試料については花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを第

35 ～ 37 図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。以下に出現した分類群を記載する。

〔樹木花粉〕

ツガ属、マツ属複維管束亜属、ヤナギ属、クルミ属、サワグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、コナラ属コナラ

亜属、カエデ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科−イラクサ科、バラ科、ニワ

トコ属−ガマズミ属

〔草本花粉〕

ガマ属−ミクリ属、サジオモダカ属、

イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、
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分類群 3区
SD101

3区
Ⅳ層

3区
SD104

3区
Ⅳ層

2区
SN333

  学名 　和名 1 2 1 2 2
Arboreal  pollen 樹木花粉
  Tsuga 　ツガ属 1
  Pinus  subgen. Diploxylon 　マツ属複維管束亜属 1
  Cryptomeria  japonica 　スギ
  Salix 　ヤナギ属 1
  Juglans 　クルミ属 1
  Pterocarya  rhoifolia 　サワグルミ 1
  Alnus 　ハンノキ属 5
  Betula 　カバノキ属 1
  CarPinus-Ostrya  japonica 　クマシデ属−アサダ
  Castanopsis 　シイ属
  Fagus 　ブナ属
  Quercus  subgen.  Lepidobalanus 　コナラ属コナラ亜属 2
  Ulmus-Zelkova  serrata 　ニレ属−ケヤキ
  Acer 　カエデ属 1
  Oleaceae 　モクセイ科
Arboreal・Nonarboreal  pollen 樹木・草本花粉
  Moraceae-Urticaceae 　クワ科−イラクサ科 16
  Rosaceae 　バラ科 2
  Sambucus-Viburnum 　ニワトコ属−ガマズミ属 1
Nonarboreal  pollen 草本花粉
  Typha-Sparganium 　ガマ属−ミクリ属 1
  Alisma 　サジオモダカ属 5
  Gramineae 　イネ科 4 60
  Oryza  type 　イネ属型 1
  Cyperaceae 　カヤツリグサ科 25
  Aneilema  keisak 　イボクサ 1
  Chenopodiaceae-Amaranthaceae 　アカザ科−ヒユ科 1 4
  Caryophyllaceae 　ナデシコ科 1
  Thalictrum 　カラマツソウ属 1
  Cruciferae 　アブラナ科 2 1 2 5 7
  Impatiens 　ツリフネソウ属 2
  Hydrocotyloideae 　チドメグサ亜科 1
  Apioideae 　セリ亜科 2
  Lactucoideae 　タンポポ亜科 1 6
  Asteroideae 　キク亜科 2
  Artemisia 　ヨモギ属 6 1 103
Fern  spore シダ植物胞子
  Monolate  type  spore 　単条溝胞子 1 1 2 28
  Trilate  type  spore 　三条溝胞子 9
  Arboreal  pollen 　樹木花粉 0 0 0 0 14
  Arboreal・Nonarboreal  pollen 　樹木・草本花粉 0 0 0 0 19
  Nonarboreal  pollen 　草本花粉 13 1 3 6 222
Total  pollen 花粉総数 13 1 3 6 255

Pollen  frequencies  of  1cm3 試料1cm3中の花粉密度 7.8
×10

0.6
×10

1.8
×10

3.6
×10

2.1
×103

  Unknown  pollen 　未同定花粉 0 0 0 0 7
Fern  spore シダ植物胞子 1 1 0 2 37
Helminth  eggs 寄生虫卵 （−） （−） （−） （−） （−）
Digestion  rimeins 明らかな消化残渣 （−） （−） （−） （−） （−）
Charcoal  fragments 微細炭化物 （＋） （＋） （＋）

第 10表　細池寺道上遺跡第 31次調査 2・3区における花粉分析結果

第 33図	 細池寺道上遺跡第 31次調査
	 3 区 SD104 と周辺における
	 花粉ダイアグラム

第 32図	 細池寺道上遺跡第 31次調査
	 3 区 SD101 と周辺における
	 花粉ダイアグラム
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イボクサ、アカザ科−ヒユ科、ナデシコ科、カラマツソウ属、アブラナ科、ツリフネソウ属、チドメグサ亜科、

セリ亜科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

b　花粉群集の特徴

溝状遺構の SD101 と SD104 から採取された試料からは樹木花粉は検出されず、わずかにアブラナ科やイネ

科などの草本花粉が検出されるのみである。一方、SN333 の埋積堆積物基底部（試料 2）から多くの花粉が検出

された。ここでは、樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。草本花粉では、ヨモギ属やイネ科（イネ属型を含む）

が優勢で、カヤツリグサ科、タンポポ亜科、アブラナ科、アカザ科−ヒユ科などが伴われる。樹木花粉では、ハ

ンノキ属、ヤナギ属などが認められ、樹木・草本花粉ではクワ科−イラクサ科、バラ科などが検出された。

SN333 の埋積堆積物基底部（試料 2）では、草本花粉の占める割合が約 75% と高い。草本花粉ではヨモギ属、

イネ科（イネ属型を含む）は優勢で、カヤツリグサ科、タンポポ亜科、アブラナ科、アカザ科−ヒユ科などが伴わ

れる。樹木花粉ではハンノキ属、ヤナギ属などが認められ、樹木・草本花粉のクワ科−イラクサ科も検出された。

E　花粉分析から推定される植生環境と栽培植物

1）2区 SD2035・SD2161 覆土と周辺

分析試料が採取された地点では、溝状遺構の前後の層準で花粉の量が少なく、その中では草本類が多いことか

ら、やや乾燥した開地の可能性が考えられる。その層準で花粉がやや多く検出されたアブラナ科には、アブラナ

（ナタネ）、ダイコン、ハクサイ、タカナ、カブなど多くの栽培植物が含まれている。溝状遺構が畠遺構とすれば、

これらの植物が栽培されていた可能性があろう。イネ科花粉が多く検出されたⅢb 層の花粉組成の傾向は、稲作

の存在を指摘する植物珪酸体分析の結果を示唆すると思われる。

2）2区 SD2091・SD2093 覆土と周辺、SX2165 覆土

花粉があまり検出されないことから植生や環境の詳細な推定は困難であるが、イネ科、アブラナ科、ヨモギ属

などが生育するような日当たりの良い比較的乾燥した環境であったと考えられる。分析で 5 試料のうちの 4 試

料から花粉が検出されたアブラナ科には、アブラナ（ナタネ）、ダイコン、ハクサイ、タカナ、カブなど多くの栽

培植物が含まれている。したがって、この花粉が検出された試料が採取された土層については、これらの植物が

栽培されていた畠の作土の可能性が指摘されよう。
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第 34図　細池寺道上遺跡第 31次調査 2区 SN333 における花粉ダイアグラム
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3）3区 SD101・SD104 覆土と周辺、2区 SN333 覆土

a　3区 SD101

花粉があまり検出されないことから植生や環境の詳細な推定は困難であるが、イネ科、アブラナ科、ヨモギ属

などが生育するような日当たりの良い比較的乾燥した環境であったと考えられる。このうち、アブラナ科には、

アブラナ（ナタネ）、ダイコン、ハクサイ、タカナ、カブなど多くの栽培植物が含まれていることから、溝状遺構

付近や、SN333 の周辺でこれらの植物が栽培されていた可能性が指摘される。

b　3区 SD104 西壁

花粉があまり検出されないことから植生や環境の詳細な推定は困難であるが、アブラナ科、ヨモギ属などが

生育するような日当たりの良い比較的乾燥した環境であったと考えられる。したがって、この地点についても、

SD101 同様に畠の可能性が指摘されよう。

c　2区 SN333

埋積堆積物の基底部（試料 2）の花粉組成をみると、その周辺はイネ科やヨモギ属を主としてカヤツリグサ科、

タンポポ亜科、アブラナ科、アカザ科−ヒユ科、クワ科−イラクサ科なども生育する日当たりの良い比較的乾燥

した環境であったと考えられる。少量ながらイネ属型が認められることから、周辺で稲作が行われていたことが

示唆される。タンポポ亜科、アブラナ科、アカザ科−ヒユ科は人里植物であり耕地雑草の性格も持つ。この地点

についても、アブラナ科の花粉が検出されていることから、畠が周辺にあった可能性が考えられる。同じ試料か

らは、植物珪酸体分析によりイネの植物珪酸体も検出されている。したがって考古学的に 13 ～ 14 世紀と推定

されている SN333 の周辺には、当時田畠が広がっていた可能性が高い。近隣に森林は少なく、周辺地域にハン

ノキ属、ヤナギ属などが分布していたと推定される。

第 4 節　樹　種　同　定

A　2010（平成 22）年度第 31 次調査 2 区 Pit829 の柱根、SE1139 の柄振、
      田下駄の樹種同定

1）は　じ　め　に

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹種の同定が可能である。

木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから、比較的近隣の森林植生の推定が可能であり、遺跡

から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2）試　　　料

試料は、細池寺道上遺跡第 31 次調査 2 区 Pit829 の柱根、SE1139（No.9）の柄振、SE1139 の田下駄 1 の

木材 3 点である。

3）方　　　法

カミソリを用いて新鮮な横断面（木口と同義）、放射断面（柾目）、接線断面（板目）の基本三断面の切片を作製し、

生物顕微鏡によって 40 ～ 1000 倍で観察した。同定は、解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

4）結　　　果

第 11 表に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を

示す（第 35 図）。以下に同定根拠となった特徴を記す。

スギ　Cryptomeria japonica D.Don  スギ科  写真 1・2

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針

葉樹材である。横断面：早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。放

射断面：放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、1 分野に 2 個存在するものがほとんどである。接線断面：

  試料 結果（学名/和名）

2区Pit829　柱根 Cryptomeria japonica D.Don スギ

2区SE1139（No.9）　柄振 Cryptomeria japonica D.Don スギ

2区SE1139　田下駄1（井戸枠転用） Zelkova serrata Makino ケヤキ

第 11表　細池寺道上遺跡第 31次調査における樹種同定結果
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第 4 節　樹　種　同　定

放射組織は単列の同性放射組織型で 1 ～ 15 細胞高

ぐらいである。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、

四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑高

木で、高さ 40m、径 2m に達する。材は軽軟であ

るが強靭で広く用いられる。

ケヤキ　Zelkova serrata Makino  ニレ科  写真 3

横断面：年輪のはじめに大型の道管が 1 ～ 2 列

配列する環孔材である。孔圏部外の小道管は多数複

合して円形、接線状ないし斜線状に配列する。放射

断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはら

せん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平伏細

胞であるが、上下の縁辺部のものは方形細胞でしば

しば大きくふくらんでいる。接線断面：放射組織は

異性放射組織型で、上下の縁辺部の細胞のなかには

大きくふくらんでいるものがある。幅は 1 ～ 7 細

胞幅である。

以上の形質よりケヤキに同定される。ケヤキは本

州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、通常

高さ 20 ～ 25m、径 60 ～ 70cm ぐらいであるが、

大きいものは高さ 50m、径 3m に達する。材は強

靭で従曲性に富み、建築、家具、器具、船、土木な

どに用いられる。

5）所　　　見

樹種同定の結果、Pit829 の柱根と SE1139（No.9）の柄振はスギ、SE1139 の田下駄 1 はケヤキと同定された。

スギは加工工作が容易で大きな材がとれる良材である。温帯に広く分布する針葉樹で、肥沃で湿潤な土壌を好み、

特に中間域の積雪地帯で純林を形成する常緑高木である。ケヤキは、概して強靱で従曲性に富んだ材であり、耐

朽性、保存性は高く水湿にもよく耐える。温帯に分布する広葉樹で、谷沿いなどの適潤な肥沃地に生育する落葉

高木である。いずれの樹種も当時の遺跡周辺もしくは近隣の地域で採取可能であったと考えられる。

B　2010（平成 22）年度第 31 次調査 2 区 SE1139 出土柄振、曲物の樹種同定

新潟市より依頼された細池寺道上遺跡出土木製品の樹種同定について以下のようにご報告いたします。

1）試　　　料

2）同　定　方　法

樹種同定に必要な木口面（横断面）、板目面（接線断面）、柾目面（放射断面）の 3 断面の切片を安全カミソリを

用いて作製し、サフラニンで染色後、水分をエチルアルコール、n- ブチルアルコール等の有機溶剤に順次置換

した。その後、非水溶性封入剤を用いて永久プレパラートを作製し、生物顕微鏡で観察した。

横断面 ：0.2mm
1.  Pit829　柱痕　スギ

放射断面 ：0.05mm 接線断面 ：0.2mm

横断面 ：0.2mm

2.  SE1139（No.9）　柄振　スギ

放射断面 ：0.05mm 接線断面 ：0.2mm

横断面 ：0.5mm
3.  SE1139　田下駄1（井戸枠転用）　ケヤキ

放射断面 ：0.1mm 接線断面 ：0.2mm

保存処理契約番号 保存処理遺物番号 遺物名

2011-0118 No.3 柄振

2011-0145 No.5（SE1139） 曲物

第 12表　樹種同定資料

第 35図　細池寺道上遺跡第 31次調査の木材
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3）使　用　機　器

試料の観察には生物顕微鏡 Olympus BX-51 を、

木材組織の顕微鏡写真撮影には顕微鏡デジタルカメ

ラ Olympus DP-71 を使用した。

4）同　定　結　果

試料の木材組織は顕微鏡写真（第 36 図）の通りで

ある。以下に樹種同定結果とその根拠となる木材組

織の特徴について記す。樹木分類および植生分布は

『原色日本植物図鑑木本編』（Ⅱ）に従った。同定は

木沢直子（（公財）元興寺文化財研究所）が行った。

※　樹木の性質、材の用途、出土事例等について

は後記の文献を参考とした。

2011-0118  No.3  柄振

スギ　Cryptomeria japonica D. Don（ヒノキ科　

Cupressaceae）

仮道管と放射柔細胞、樹脂細胞からなる針葉樹材。

水平樹脂道と垂直樹脂道は無い。早材から晩材への

移行は急で、晩材の幅は比較的広い。樹脂細胞は早

材から晩材への移行部に点在する。分野壁孔はスギ

型で 1 分野に 2 個確認できる。放射組織は単列で 2 ～ 9 細胞高が見られる。

植生分布：本州、四国、九州、主として太平洋側。

樹　　形：常緑高木で直幹性。樹高 30 ～ 40m、胸高直径 2m に達する。

用　　途：建築、家具、桶、樽、船、土木、下駄、彫刻、楽器　等。

出土事例：建築材、桶、底板、舟・船、下駄、箸　等。

2011-0145  No.5-1  曲物（側板）

スギ　Cryptomeria japonica D. Don（ヒノキ科　Cupressaceae）

仮道管と放射柔細胞、樹脂細胞からなる針葉樹材。水平樹脂道と垂直樹脂道は無い。早材から晩材への移行

は急で、晩材の幅は広い。樹脂細胞は早材から晩材への移行部に点在する。分野壁孔はスギ型で 1 分野に 2 個、

ときに 3 個確認できる。放射組織は単列で 2 ～ 24 細胞高である。

2011-0145  No.5-2  曲物（まわしの側板）

スギ　Cryptomeria japonica D. Don（ヒノキ科　Cupressaceae）

仮道管と放射柔細胞、樹脂細胞からなる針葉樹材。水平樹脂道と垂直樹脂道は無い。早材から晩材への移行は

急で、晩材の幅は比較的狭い。樹脂細胞は晩材に点在する。分野壁孔はスギ型で 1 分野に 2 個ときに 3 個確認

できる。放射組織は単列で 2 ～ 28 細胞高である。

第 5 節　種　実　同　定

A　は　じ　め　に

植物の種子や果実は比較的強靱なものが多く、堆積物や遺構内などに残存している場合がある。堆積物や遺構

埋土などから種実を検出し、その種類や構成を調べることで、過去の植生や植物利用の実態を明らかにすること

ができる。

100μm 100μm

100μm 100μm

100μm 20.0μm

50.0μm

20.0μm

100μm

第 36図　細池寺道上遺跡第 31次調査の木材
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第 5 節　種　実　同　定

B　試　　　料

試料は 2009（平成 21）年度第 29 次調査、2010（平成 22）

年度第 31 次調査 1 区・2 区で検出した中世の井戸から出土し

た種実である。試料一覧を第 13 表に示す。

C　方　　　法

種実類について肉眼および双眼実体顕微鏡で観察し、形態的

特徴および現生標本との対比によって同定を行った。結果は同

定レベルによって科、属、種の階級で示した。

D　結　　　果

1）分　類　群

種実同定の結果、樹木 5、草本 22 の計 27 分類群が同定さ

れた。学名、和名および粒数を第 14 表に示し、主要な分類群

を写真に示す。次に同定根拠となる形態的特徴を記載する。

〔樹木〕

オニグルミ　Juglans  ailanthifolia  Carr.  核（破片）　クルミ科

茶褐色で円形～楕円形を呈し、一端がとがる。側面には縦に走る一本の縫合線がめぐる。表面全体に不規則な

隆起がある。ところどころ炭化している。

コナラ属　Quercus　ヘソ　ブナ科

黒褐色で円形を呈し、表面には小さな穴が円形の線上にあいている。この分類群は殻斗欠落し破片のため、属

レベルの同定までである。

カラスザンショウ　Zanthoxylum  ailanthoides  S.  et  Z.  種子（破片）　ミカン科

黒色で楕円形を呈し、側面に長く深いへそがある。表面には大きい網目模様がある。

アカメガシワ　Mallotus  japonicus  Muell.  et  Arg.  種子（完形・破片）　トウダイグサ科

黒色で球形を呈し、「Y」字状のへそがある。表面にはいぼ状の突起が密に分布する。

カキノキ属　Diospyros　種子　カキノキ科

黒褐色で非対称的広倒卵形を呈し、偏平である。直線状の腹面は稜をなす。

〔草本〕

イネ　Oryza  sativa  L.  果実（完形・破片）　イネ科

炭化しているため黒色である。長楕円形を呈し、胚の部分がくぼむ。表面には数本の筋が走る。穎付のものも

みられた。

エノコログサ属　Setaria　穎　イネ科

穎は茶褐色で楕円形を呈す。表面には横方向の微細な隆起がある。

アワ　Setaria  italica  Beauv.  穎（集塊）　イネ科

炭化しているため黒色楕円形を呈す。表面には横方向の微細な隆起がある。ここではすべて2個以上の塊であっ

た。

イヌビエ属　Echinochloa　穎・果実　イネ科

頴は楕円形を呈し、表面には微細な縦方向の模様がある。炭化と未炭化がある。

果実は炭化しているため黒色類円形を呈し、胚の部分がくぼむ。

試料No. 年度 区 遺構 グリッド 層位

1 2009（H21） SE282 5Q9-5J15 6層（-135cm）

2 SE282 5Q9-5J15 6層（-140cm）

3 SE282 5Q9-5J15 6層（-160cm）

4 SE282 5Q9-5J15 6層（-165cm）

5 SE595 5Q9-5J23 4層（-130cm）

6 2010（H22） 1 SE168 18R-9D2 7層

7 2 SE96 19R-9E7 5層

8 2 SE151 19R-9D20 4層

9 2 SE794 20R-1F12 7層

10 2 SE810 20R-1F8 5層

11 2 SE844 20R-1F25 4層

12 2 SE845 20R-2G2 4層

13 2 SE1086 20R-2E15 4層

14 2 SE1139 20R-2E20 4層（曲物内部）

15 2 SE1210 20R-3E10 6層

16 2 SE1231 20R-3E8 4層

17 2 SE1371 19R-10F25 2層

18 2 SE1722 20R-3E24 4層

第 13表	 細池寺道上遺跡における
	 炭化種実同定試料
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オオムギ  Hordeum  vulgare  L.  果実  イネ科

炭化しているため黒色で、楕円形を呈す。腹部の端

には胚がある。背面には縦に一本の溝がある。側面の

形は曲率が大きく、胚と胚乳との接する輪郭線は山形

である。

コムギ　Triticum  aestivum.  L　果実　イネ科

炭化しているため黒色で、楕円形を呈する。腹部の

端には胚がある。背面には縦に一本の溝がある。比較

的四角い形を呈し、短い。

ムギ類（オオムギ−コムギ）Hordeum-Triticum　果実

　イネ科

オオムギもしくはコムギと思われるが、表面が欠落

しており完形ではないものをムギ類とした。

イネ科　Gramineae　穎

穎は灰褐色～茶褐色で楕円形を呈す。腹面はやや平

ら。背面は丸い。表面は滑らかである。未炭化である。

ウキヤガラ　Scirpus  fluviatilis  A.  Gray　果実　カ

ヤツリグサ科

黒灰色で倒卵形を呈す。表面は粗く、断面は三角形

である。

スゲ属　Carex　果実　カヤツリグサ科

茶褐色で倒卵形、扁平である。果皮は柔らかい。未

炭化である。

アサ　Cannabis  sativa  L.  種子（完形・破片）クワ科

茶褐色で広卵形を呈す。一端には円形のへそ部があ

る。アサは南アジアや中央アジア原産とされる 1 年

草の畑作物である。茎皮の繊維は麻糸になり、種子は

油を採ったり食用になる。

カナムグラ　Cannabis  japonicus  Sieb.  et  Zucc.  

種子　クワ科

黒色で円形を呈し、断面形は両凸レンズ状である。

側面には心形を呈するへそがある。

アサ−カナムグラ　Cannabis-Cannabis　種子（破片）

　クワ科

アサ、カナムグラと思われるが、破片で形態が不明

のため、科レベルの同定までである。

タデ属　Polygonum　果実　タデ科

黒褐色で卵形を呈す。表面にはやや光沢があり、断

面は三角形である。

アオツヅラフジ　Cocculus  trilobus  DC.  種子　ツヅラフジ科

黒色で円形を呈し、中央部は大きくくぼむ。縁は隆起し、隆起上には放射状の模様がある。

1  アカメガシワ種子 2  カキノキ属種子 3  イネ穎 4  イネ果実
1.0mm 5.0mm 1.0mm 1.0mm

5  イネ果実 7  アワ穎集塊6  アワ穎集塊
1.0mm

1.0mm
1.0mm

8  エノコログサ属穎 9  イヌビエ属穎 10  オオムギ果実 11  同左
1.0mm 1.0mm 1.0mm

12  オオムギ果実 13  同左 14  コムギ果実 15  同左
1.0mm 1.0mm

16  コムギ果実 17  同左 18  ウキヤガラ果実 19  アサ種子
1.0mm 1.0mm 1.0mm

20  カナムグラ種子 23  同左21  アオツヅラフジ種子 22  ササゲ属子葉
1.0mm 1.0mm 1.0mm

24  ナス種子 25  トウガン種子 26  キカラスウリ種子 11  ウリ類種子
1.0mm 1.0mm 1.0mm 1.0mm

第 37図　細池寺道上遺跡の種実 1

第 38図　細池寺道上遺跡の種実 2
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第 5 節　種　実　同　定

試料
No. 区 遺構 グリッド 層位 分類群 部位 個数 備考  学名 和名
1 SE282 5Q9-5J15 6層（-135cm）   Oryza  sativa  L. イネ 果実 21 穎付も見られる

（破片） 2 カビ
  Cannabis  sativa  L. アサ 種子（破片） 2

2 SE282 5Q9-5J15 6層（-140cm）   Mallotus  japonicus  Muell.  et  Arg. アカメガシワ 種子 2
（破片） 1

  Oryza  sativa  L. イネ 果実 1911
  Setaria  italica  Beauv.   アワ 集塊 0.54g
  Echinochloa イヌビエ属 穎 4
  Hordeum  vulgare  L. オオムギ 果実 5
  Triticum  aestivum  L. コムギ 果実 4
  Hordeum-Triticum ムギ類 果実 2
  Cannabis  sativa  L. アサ 種子 9

（破片） 116
  Cocculus  orbiculatus  DC. アオツヅラフジ 種子 1
  Vigna ササゲ属 種子 1
Leguminosae マメ科 種子 2

子葉 1
（破片） 4

  Cucumis  melo  L. ウリ類 種子 1
（破片） 2

3 SE282 5Q9-5J15 6層（-160cm）   Quercus  コナラ属 ヘソ 1
  Mallotus  japonicus  Muell.  et  Arg. アカメガシワ 種子 3
  Diospyros カキノキ属 種子 1
  Oryza  sativa  L. イネ 果実 1240
  Setaria  italica  Beauv.   アワ 集塊 0.21g
  Cannabis  sativa  L. アサ 種子 1

（破片） 31
  Vigna ササゲ属 種子 2
Leguminosae マメ科 種子 2

4 SE282 5Q9-5J15 6層（-165cm）   Zanthoxylum  ailanthoides  S.  et  Z. カラスザンショウ 種子（破片） 1
  Mallotus  japonicus  Muell.  et  Arg. アカメガシワ 種子 1

（破片） 1
  Oryza  sativa  L. イネ 果実 974
  Setaria  italica  Beauv.   アワ 穎 3
  Triticum  aestivum  L. コムギ 果実 3
  Humulus  scandens  Merr. カナムグラ 種子 1
  Cannabis-Humulus アサ-カナムグラ 種子 6
  Vigna ササゲ属 子葉 1
  Leguminosae マメ科 子葉（破片） 2 同一個体
  Unknown  seeds 不明種実 5

5 SE595 5Q9-5J23 4層（-130cm）   Oryza  sativa  L. イネ 果実 44
  Hordeum  vulgare  L. オオムギ 果実 9
  Triticum  aestivum  L. コムギ 果実 3
  Hordeum-Triticum ムギ類 果実 13
  Leguminosae マメ科 子葉（破片） 2

6 1 SE168 18R-9D1・2 7層   Oryza  sativa  L. イネ 果実 10
  Hordeum  vulgare  L. オオムギ 果実 2
  Triticum  aestivum  L. コムギ 果実 4
  Hordeum-Triticum ムギ類 果実 3
  Vigna ササゲ属 子葉（半形） 2
  Leguminosae マメ科 子葉（破片） 6

7 2 SE96 19R-9E7 5層   Oryza  sativa  L. イネ 果実 15
（破片） 15

  Hordeum  vulgare  L. オオムギ 果実 3
  Triticum  aestivum  L. コムギ 果実 3
  Hordeum-Triticum ムギ類 果実（破片） 18
  Vigna ササゲ属 種子 1

8 2 SE151 19R-9D20 4層   Oryza  sativa  L. イネ 果実 18
（破片） 14

  Hordeum  vulgare  L. オオムギ 果実 5
  Triticum  aestivum  L. コムギ 果実 10
  Hordeum-Triticum ムギ類 果実 33
  Vigna ササゲ属 種子 1

（半形） 2
  Leguminosae マメ科 種子 1

9 2 SE794 20R-1F12 7層   Oryza  sativa  L. イネ 果実 10
  Setaria エノコログサ属 穎 1 ←未炭化
  Triticum  aestivum  L. コムギ 果実 2
  Hordeum-Triticum ムギ類 果実 2
  Gramineae イネ科 穎 3 ←未炭化
  Scirpus  fluviatilis  A. Gray ウキヤガラ 果実 10
  Polygonum タデ属 果実 1
  Vigna ササゲ属 種子 1

10 2 SE810 20R-1F8 5層   Juglans  ailanthifolia  Carr オニグルミ 核　（破片） 7
  Mallotus  japonicus  Muell.  et  Arg. アカメガシワ 種子（破片） 1
  Oryza  sativa  L. イネ 果実 3
  Unknown 不明 1 ←発泡している

11 2 SE844 20R-1F25 4層   Oryza  sativa  L. イネ 果実（破片） 1
  Hordeum-Triticum ムギ類 果実 3

12 2 SE845 20R-2G2・3 4層   Oryza  sativa  L. イネ 果実 4
（破片） 1

  Hordeum-Triticum ムギ類 果実（破片） 1
Gramineae イネ科 穎 2

  Scirpus  fluviatilis  A. Gray ウキヤガラ 果実 1
  Cannabis  sativa  L. アサ 種子 2

（破片） 10
  Solanum  melongena  L. ナス 種子 1
  Trichosanthes  kirilowii  Maxim.  var.  japonica  Kitam キカラスウリ 種子 1
Unknown  seeds 不明種実 （破片） 2

13 2 SE1086 20R-2E15 4層   Oryza  sativa  L. イネ 果実 2
  Scirpus  fluviatilis  A. Gray ウキヤガラ 果実 1
  Vigna ササゲ属 子葉（破片） 3

第 14表　細池寺道上遺跡第 29・31次調査における炭化種実同定結果
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ササゲ属　Vigna　種子・子葉（完形・破片）　マメ科

黒色で楕円形を呈す。へそは縦に細長い。

ササゲ属にはリョクトウ、アズキ、ササゲなどの栽培植物が含まれるが、現状の研究では識別は困難である。

マメ科　Leguminosae　子葉（完形・破片）　マメ科

黒色で楕円形を呈し、縦に一本の溝状の筋が走る。

ナス　Solanum  melongera  L.  種子　ナス科

黄褐色で扁平楕円形を呈し、一端にくぼんだヘソがある。表面には網目模様がある。

トウガン　Benincasa  hispida  Cogn.  種子（完形・破片）　ウリ科

卵倒形を呈し、扁平。周辺部の縁は平行に一段高くなる。

キカラスウリ　Trichosanthes  kirilowii  Maxim.  var.  japonica  Kitam　種子　ウリ科

淡褐色で扁平楕円形を呈す。中央部がやや膨らみ、周辺はざらつく。

ウリ類　Cucumis  melo  L.  種子（完形・破片）　ウリ科

淡褐色～黄褐色で長楕円形を呈し、上端は「ハ」字状にくぼむ。

藤下によると小粒種子（雑草メロン型）、中粒種子（マクワウリ・シロウリ型）、大粒種子（モモルディカ型）がある。

キク亜科　Asteroideae　果実　キク科

暗黄淡赤色で楕円形を呈し、両端は切形となる。表面には伏毛が散生する。

2）種実群集の特徴

a.　第 29 次調査 SE282、5Q9-5J15、6 層（試料 1 から 4）

草本種実のイネ 4148 が最も多く、次にアサ 159、マメ科 11、コムギ 7、アサーカナムグラ 6、オオムギ 5、

不明種実 5、イヌビエ属 4、ササゲ属 4、アワ 3、アワ集塊 0.75g、ウリ類 3、ムギ類 2、カナムグラ 1、アオツ

ヅラフジ 1 と続き、樹木種実のアカメガシワ 8、コナラ属ヘソ 1、カラスザンショウ 1、カキノキ属 1 が同定された。

b.　第 29 次調査 SE595、5Q9-5J23、4 層（試料 5）

全て草本種実のイネ 44、ムギ類 13、オオムギ 9、コムギ 3、マメ科 2 が同定された。

試料
No. 区 遺構 グリッド 層位 分類群 部位 個数 備考  学名 和名
14 2 SE1139 20R-2E20 4層   Mallotus  japonicus  Muell.  et  Arg. アカメガシワ 種子 2

（曲物内部） （破片） 1
  Oryza  sativa  L. イネ 果実 1
  Hordeum  vulgare  L. オオムギ 果実 4
  Triticum  aestivum  L. コムギ 果実 1
  Hordeum-Triticum ムギ類 果実 4
  Scirpus  fluviatilis  A. Gray ウキヤガラ 果実 12
  Cannabis  sativa  L. アサ 種子 8

（破片） 6
  Solanum  melongena  L. ナス 種子 423
  Benincasa  hispida  Cogn. トウガン 種子 5

（破片） 2
  Cucumis  melo  L. ウリ類 種子 1

（破片） 9
15 2 SE1210 20R-3E10 6層   Hordeum  vulgare  L. オオムギ 果実 3

  Hordeum-Triticum ムギ類 果実 4
  Scirpus  fluviatilis  A. Gray ウキヤガラ 果実 3

16 2 SE1231 20R-3E8 4層   Mallotus  japonicus  Muell.  et  Arg. アカメガシワ 種子 4
（破片） 4

  Echinochloa イヌビエ属 果実 1
  Hordeum  vulgare  L. オオムギ 果実 2
  Triticum  aestivum  L. コムギ 果実 8
  Hordeum-Triticum ムギ類 果実 32
  Gramineae イネ科 穎 2
  Scirpus  fluviatilis  A. Gray ウキヤガラ 果実 302
  Cannabis  sativa  L. アサ 種子 4

（破片） 32
  Vigna ササゲ属 子葉 1

（破片） 2
  Solanum  melongena  L. ナス 種子 6
Asteroideae キク亜科 果実 3

17 2 SE1371 19R-10F25 2層   Scirpus  fluviatilis  A. Gray ウキヤガラ 果実 1
18 2 SE1722 20R-3E24 4層   Oryza  sativa  L. イネ 果実 30

  Echinochloa イヌビエ属 穎 4 ←未炭化
  Hordeum  vulgare  L. オオムギ 果実 18
  Triticum  aestivum  L. コムギ 果実 11
  Hordeum-Triticum ムギ類 果実 22
  Carex スゲ属 果実 1 ←未炭化
  Vigna ササゲ属 子葉 3

（半形） 3
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c.　第 31 次調査 SE168、18R-9D1・2、7 層（試料 6）

全て草本種実のイネ 10、マメ科 6、コムギ 4、ムギ類 3、オオムギ 2、ササゲ属 2 が同定された。

d.　第 31 次調査 SE96、19R-9E7、5 層（試料 7）

全て草本種実のイネ 30、ムギ類 18、オオムギ 3、コムギ 3、ササゲ属 1 が同定された。

e.　第 31 次調査 SE151、19R-9D20、4 層（試料 8）

全て草本種実のムギ類 33、イネ 32、コムギ 10、オオムギ 5、マメ科 1 が同定された。

f.　第 31 次調査 SE794、20R-1F12、7 層（試料 9）

全て草本種実のイネ 10、ウキヤガラ 10、イネ科 3、コムギ 2、ムギ類 2、エノコログサ属 1、タデ属 1、サ

サゲ属 1 が同定された。

g.　第 31 次調査 SE810、20R-1F8、5 層（試料 10）

樹木種実のオニグルミ破片 7、アカメガシワ 1、草本種実のイネ 3、不明 1 が同定された。

h.　第 31 次調査 SE844、20R-1F25、4 層（試料 11）

全て草本種実のムギ類 3、イネ 1 が同定された。

i.　第 31 次調査 SE845、20R-2G2・3、4 層（試料 12）

全て草本種実のアサ 12、イネ 5、イネ科 2、不明種実 2、ムギ類 1、ウキヤガラ 1、ナス 1、キカラスウリ 1

が同定された。

j.　第 31 次調査 SE1086、20R-2E15、4 層（試料 13）

全て草本種実のササゲ属 3、イネ 2、ウキヤガラ 1 が同定された。

k.　第 31 次調査 SE1139、20R-2E20、4 層（試料 14）

草本種実のナス 423 が多く、アサ 14、ウキヤガラ 12、ウリ類 10、トウガン 7、オオムギ 4、ムギ類 4、イネ 1、

コムギ 1 と続き、樹木種実のアカメガシワ 3 が同定された。

l.　第 31 次調査 SE1210、20R-3E10、6 層（試料 15）

全て草本種実のムギ類 4、オオムギ 3、ウキヤガラ 3 が同定された。

m.　第 31 次調査 SE1231、20R-3E8、4 層（試料 16）

草本種実のウキヤガラ 302 が多く、アサ 36、ムギ類 32、コムギ 8、ナス 6、ササゲ属 3、キク亜科 3、オオ

ムギ 2、イネ科 2、イヌビエ属 1 と続き、樹木種実のアカメガシワ 8 が同定された。

n.　第 31 次調査 SE1371、19R-10F25、2 層（試料 17）

草本種実のウキヤガラ 1 が同定された。

o.　第 31 次調査 SE1722、20R-3E24、4 層（試料 18）

草本種実のイネ 30、ムギ類 22、オオムギ 18、コムギ 11、ササゲ属 6、イヌビエ属 4、スゲ属 1 が同定された。

E　種実同定から推定される植生と農耕

細池寺道上遺跡から出土した炭化種実は、イネが全体の約 76%（個数）を占めており、次いでナス、アサが多

く、オオムギとコムギなどムギ類となる。他は 1% 以下であり、栽培植物ではササゲ属、ウリ類、トウガン、ア

ワが認められた。なお、アワは集塊で検出され、穂軸も付着して穂ごと炭化している。イヌビエ属は少数であり、

現在の栽培品種とはやや形態が異なるが栽培の可能性がある。

栽培植物以外では、ウキヤガラが多く、他は少ない。ウキヤガラは水湿地の草本で、何らかの形で利用された

ものが投棄された可能性も考えられる。樹木ではアカメガシワ、オニグルミ、カラスザンショウ、カキノキ属、

コナラ属、草本ではキク亜科、エノコログサ属、スゲ属、カナムグラ、タデ属、マメ科、キカラスウリなどが認

められた。樹木のオニグルミやカキノキ属は食用になる。



第Ⅵ章　自然科学分析

135

第 6 節　放射性炭素年代測定

A　測定試料と測定方法

2009（平成 21）年度第 29 次調査では SK1101・SK1107 から出土した炭化物 2 試料、SK327・SK357・

SK765 から出土した炭化物 3 試料について、2010（平成 22）年度第 31 次調査では 2 区 SE1139 から出土し

た田下駄と、1 区 SK21 の 2 層から出土した炭化物の 2 試料について酸−アルカリ−酸洗浄ののちに加速器質

量分析（AMS）法により放射性炭素（14C）年代測定を行った。試料の詳細を第 15 ～ 17 表に示す。年代測定は

米国の Beta Analytic Inc.（ベータ社）で実施され、測定には 3MV HVEE タンデトロン加速器が使用された。

B　測　定　結　果

測定結果および暦年較正年代を第 18 ～ 20 表に示す。各用語の意味は次の通りである。

1.　未補正 14C 年代値（measured radiocarbon age）  

試料の 14C/12C 比から、単純に現在（AD1950 年）から何年前かを計算した値。14C の半減期は、国際的慣例

によりリビー（Libby）の 5,568 年を用いた。

第 15表　放射性炭素年代測定の試料と方法

試料 採取地点 遺構 種類 重量 前処理 測定方法

TNH-0102H 新潟市細池寺道上遺跡 SK1101 炭化物 6.44g 酸−アルカリ−酸洗浄 加速器質量分析（AMS）法

TNH-0103H 新潟市細池寺道上遺跡 SK1107 炭化物 3.77g 酸−アルカリ−酸洗浄 加速器質量分析（AMS）法

*1：土器片の重量.

第 16表　放射性炭素年代測定の試料と方法

試料 採取地点 遺構 種類 重量 前処理 測定方法

TNH-0099H 新潟市細池寺道上遺跡 SK327 炭化物 3.52g 酸−アルカリ−酸洗浄 加速器質量分析（AMS）法

TNH-0100H 新潟市細池寺道上遺跡 SK357 炭化物 2.69g 酸−アルカリ−酸洗浄 加速器質量分析（AMS）法

TNH-0101H 新潟市細池寺道上遺跡 SK765 炭化物 14.36g 酸−アルカリ−酸洗浄 加速器質量分析（AMS）法

*1：土器片の重量.

第 17表　放射性炭素年代測定の試料と方法

試料 採取地点 遺構・土層 種類 重量 前処理 測定方法

TNH-0151H 新潟市細池寺道上遺跡 SE1139 田下駄 1.16g 酸−アルカリ−酸洗浄 加速器質量分析（AMS）法

TNH-0152H 新潟市細池寺道上遺跡 SK21・2層 炭化物 1.14g 酸−アルカリ−酸洗浄 加速器質量分析（AMS）法

第 18表　放射性炭素年代測定結果

試料 未補正14C年代（yBP） δ13C 補正14C年代（yBP） 暦年較正年代（CalAD） 測定番号
TNH-0102H 550±40 -25.8 540±40 2 σ：AD1310 ～ AD1360，AD1390 ～ AD1440

1 σ：AD1400 ～ AD1430
交点：AD1410

Beta-274032

TNH-0103H 580±40 -27.2 540±40 2 σ：AD1310 ～ AD1360，AD1390 ～ AD1440
1 σ：AD1400 ～ AD1430
交点：AD1410

Beta-274033

第 19表　放射性炭素年代測定結果

試料 未補正14C年代（yBP） δ13C 補正14C年代（yBP） 暦年較正年代（CalAD） 測定番号
TNH-0099H 1300±40 -25.0 1300±40 2 σ：AD650 ～ AD780

1 σ：AD660 ～ AD720，AD740 ～ AD770
交点：AD680

Beta-274029

TNH-0100H 510±40 -24.7 510±40 2 σ：AD1330 ～ AD1340，AD1400 ～ AD1450
1 σ：AD1410 ～ AD1440
交点：AD1420

Beta-274030

TNH-0101H 650±40 -26.2 630±40 2 σ：AD1280 ～ AD1410
1 σ：AD1290 ～ AD1330，AD1340 ～ AD1400
交点：AD1310，AD1360，AD1380

Beta-274031

第 20表　放射性炭素年代測定結果

試料 未補正14C年代（yBP） δ13C 補正14C年代（yBP） 暦年較正年代（CalAD） 測定番号
TNH-0151H 910±40 -25.9 900±40 2 σ：AD1030 ～ AD1220

1 σ：AD1040 ～ AD1100，AD1120 ～ 1200
交点：AD1160

Beta-290498

TNH-0152H 1410±40 -24.7 1410±40 2 σ：AD580 ～ AD670
1 σ：AD610 ～ AD660
交点：AD640

Beta-290499
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2.　δ13C 測定値

試料の測定 14C/12C 比を補正するための炭素安定同位体比（13C/12C）。この値は標準物質（PDB）の同位体比

からの千分偏差（‰）で表す。

3.　補正 14C 年代値（conventional radiocarbon age）

δ13C 測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14C/12C の測定値に補正値を加えた上で算出した年代。試

料の δ13C 値を -25（‰）に標準化することによって得られる年代値である。

4.　暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中 14C 濃度の変

動を補正することにより算出した年代（西暦）。補正には、

年代既知の樹木年輪の 14C の詳細な測定値、およびサ

ンゴの U-Th 年代と 14C 年代の比較により作成された較

正曲線を使用した。

使用したデータセットは、INTCAL04：Calibration 

Issue of Radiocarbon, 46（3）, 2004（海洋性試料につい

ては ,Marine04）である。また、較正曲線のスムース化

には下記の理論を用いた。

Talma, A.S. and Vogel, J.C. （1993） A Simplified 

Approach to Calibrating C14 Dates. Radiocarbon,

  35（2）, p.317-322. 

なお、暦年代の交点とは、補正 14C 年代値と暦年代

較正曲線との交点の暦年代値を意味する。1σ（68% 確

率）・2σ（95% 確率）は、補正 14C 年代値の偏差の幅を

較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。
第 39図　第 29次調査 SK1101 グラフ

第 40図　第 29次調査 SK1107 グラフ 第 41図　第 29次調査 SK327 グラフ
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第 43図　第 29次調査 SK765 グラフ

第 44図　第 31次調査 2区 SE1139 田下駄グラフ 第 45図　第 31次調査 1区 SK21 炭化物グラフ

第 42図　第 29次調査 SK357 グラフ
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第 7 節　新潟県新潟市細池寺道上遺跡出土人骨の人類学的調査報告

奈良貴史 1）・小林　鷹 1）・波田野悠夏 1）・佐伯史子 2）・澤田純明 3）・辰巳晃司
1）日本歯科大学新潟生命歯学部解剖学第一講座　2）日本人類学会会員　3）聖マリアンナ医科大学解剖学講座

1）は　じ　め　に

2009 年新潟市細池寺道上遺跡の発掘調査において、近世以降と思われる SK985 遺構より人骨が検出された

が、これはその人類学的調査報告である。骨の計測法は Martin and Saller（1957）と馬場（1991）に従った。

2）出　土　状　態

人骨は長径 100cm、短径 50cm ほどの隅丸方形の土坑から出土した。検出時人骨はほとんどのものが白色を

呈し、輪状に走る亀裂が見られたことから、被熱したものと思われた。さらに骨の周囲に焼土と多量の炭化物が

骨の間から検出されることから、この場で火葬された可能性が想起された。遺跡の発掘調査面積は 2,346m2 に

及ぶが、周囲に同様の火葬施設や埋葬施設は検出されておらず、単独の遺構である。人骨は、破片化が著しく、

また一部溶解して癒合しているものがあり、部位の同定が困難なものも多いが、頭部、上肢、および下肢骨には

原形を保持しているものも出土しており、ほぼ主要な全身の骨が確認できた。頭骨片が土坑の北隅からまとまっ

て検出されており、それらの下から第 1 頚椎の環椎が、またその付近から頚椎の椎体が繋がった状態で出土し

ている。頭骨の南側に多数の肋骨片が密集しており、その西隣に右肩甲骨の関節窩と上腕骨骨頭が関節した状態

で確認された。土坑の中央部付近では寛骨の寛骨臼に右大腿骨骨頭が嵌入した状態で見つかったほか（写真 3）、

その南隣に大腿骨、脛骨の骨幹部が検出されている。これらの出土状況から、骨の位置関係に若干の乱れはある

ものの、骨の配列は解剖学的位置関係を比較的保っている。よって頭を北向きにして、膝を 90°近く折り曲げ

た仰向けの状態だったと思われる。

3）遺　存　状　態

検出された焼骨は、ほとんどが灰白色から白色の色調を呈している。焼成による骨の色調変化は焼成温度と焼

成時間に関係しており、白色の色調は 800℃以上の高い温度で長時間焼成されたことを示している〔Shipman et 

al., 1984; Nicholson 1993〕。一部の四肢長骨片に輪状に走る亀裂がみられる（写真 2-1・2）。このような四肢長骨

の亀裂は、骨が軟部組織に覆われた状態で焼かれた際に生じることが指摘されている〔池田 1981〕。したがって、

出土した焼骨群はまだ軟部組織が付着しているときに、高温で長時間焼かれたことが想定されよう。

肉眼観察でヒト以外の動物を積極的に想起させるものは存在せず、同定できた骨は全てヒトである。確認でき

た部位は、下顎骨右下顎枝部、右肩甲骨関節窩部、右鎖骨骨幹部、右上腕骨近位・骨幹部、左橈骨遠位部、左右

大腿骨骨幹部、左右膝蓋骨、左右脛骨骨幹部等である。また、単根の歯根が 2 点確認された（写真 1-6）。これら

の他に頭骨、肋骨、寛骨が圧縮された状態で正確な部位が同定できないものが多数検出されている。さらに中手

骨、指骨が比較的良好に遺存している。確認された範囲では重複する部位が認められないので、一個体の可能性

が高い。

検出された骨の総重量は 1020g である。骨は十分に乾燥させて計測したが、海面質や髄腔、および溶解した

骨の間の土を除去しきれていない箇所も存在するので、実際の骨重量はこの値よりも下回る。ヒト一個体分の焼

骨重量は、成人男性の場合約 2kg、成人女性は約 1.3kg とされるが〔山口 1983〕、この個体が男性ならば 50% 程度、

女性ならば 80% 弱遺存していることになる。頭骨片の重量は 62g で、出土骨総重量に対する割合は 6.1% である。

成人の場合、骨総重量に対する頭骨の重量は約 20% であるので、頭骨の比率がかなり低いことになる。

4）年　　　齢

確認できた右・左上腕骨近位端と大腿骨近位端の骨化が終了しており、骨端線が見られないことから、成人段

階に達していた。さらに観察できる頭骨片の縫合において、内板・外板ともいずれも閉鎖していないこと（写真
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1-1）、観察できた頚椎椎体（写真 1-7）には加齢性の骨棘形成などが見られないこと、下顎右臼歯部の歯槽部が閉

鎖されておらず骨吸収がみられないことなどから（写真 1-2）、老人の可能性は低い。したがって、この個体の年

齢は壮・熟年（20 ～ 60 才）程度と思われる。

5）性　　　別

性別を推定するのに有効な形態学的特徴を有する寛骨は破損しており、また、乳様突起などの頭骨で性差が顕

著な部位も検出されていない。したがって形態学的特徴によって性別を推定することは困難である。そこで、骨

の計測データを用いて、男女の骨の大きさの違いをもとに性別推定を試みた。計測可能な部位は肩甲骨の関節窩

である（写真 1-5）。右肩甲骨の関節窩長は 32mm、関節窩幅は 22mm である。江戸時代人成人の平均値（成人

男性関節窩長 36.6mm、関節窩幅 27mm、成人女性関節窩長 32.9mm、関節窩幅 22.8mm）と比較するとほぼ成人女性

と同じ値を示す。

しかし、焼骨は、一般的に収縮するとされている。個々の骨の縮小率は一定でなく、収縮率は報告者によりま

ちまちであり、大きさから性別推定には注意を要する。池田（1981）は、焼成実験による収縮率の検討結果を参

考に、太安万侶墓出土の焼骨の性別を推定する際に、収縮率を 3%、10% と仮定して検討を加えている。本遺跡

の肩甲骨の関節窩もこれにならってもとの大きさを推定すると、肩甲骨の関節窩が 3% 縮小していたときのもと

の関節窩長は 32.9mm、関節窩幅は 22.7mm、10% 縮小していたときのもとの関節窩長は 35.5mm、関節窩幅

は 24.4mm となり、いずれも江戸時代人男性の平均（前掲）には及ばず、女性の平均に近いかやや大きい値となる。

さらに、左膝蓋骨（写真 2-3）の最大幅の推定値は 37mm 程度であり、関東地方現代人女性の平均値よりも小さ

い（成人男性 45.0mm、成人女性 40.0mm）。仮に 10% 縮小していたとしても、もとの値は 41.1mm と女性の平均

値よりも少し大きい程度である。したがって、上肢・下肢ともに江戸時代および現代日本人の成人男性の平均を

超える体格ではなく、女性の可能性が高い。女性の場合小柄ではなく、平均的な体格だったと思われる。

6）形態学的特徴・その他

変形・破損が著しいために、形態学的特徴が判明している部位は少なく、特記事項はあまりないが、幾つかの

点について記載する。大腿骨後面の粗線が内・外側唇とも発達しているが、柱状大腿骨のように後方に張り出さ

ない。脛骨後面のヒラメ筋線が発達している。以上のことから下肢の筋力は強かったものと思われる。民俗例では、

通常土葬にされる地域でも伝染病などで死亡した場合は火葬にする例が知られるが、確認できる範囲では、本遺

跡の焼骨に病変等は認められなかった。

7）考　　　察

本遺跡から出土した焼骨の人類学的検討から、当時の葬送儀礼に関して若干の考察を加えたい。

　1.　荼　毘

今回検出された人骨はすべて焼かれていたものである。焼成による骨の色調変化は、低い焼成温度では暗赤

色・褐色であるが、高温になるにつれて黒色となり、最後には白色を帯びるとされている。また、焼成温度が

600℃までは骨自体に変化を及ぼさないが、800℃前後で著しく捻転、収縮等の変化が生じるとされている。骨

が白色を帯びる焼成温度は、Shipman ら（1984）は 650℃以上、Nicholson（1993）は 700 ～ 800℃以上、

平野（1935）は 800 から 1000℃と報告しており、報告者によってかなりの幅がある。これらの違いは、焼成

時間の長短などの様々な条件に影響されていると思われる。いずれにしても、本遺跡の焼骨は、全身の骨が白色

になるまでに均一に高温で焼かれたものと考えられる。

また、焼骨の場合、指の先端の末節骨などの骨が変形せずに遺存することがしばしばある。本遺跡の場合も指

が原型を比較的保って出土している（写真 1-8・9・10）。このような例については、手足の末端部分が薪などの

燃料が配置された範囲からはみだして強い火熱に曝されなかったからだと説明されることが多いが、他方で、骨

の周囲を包む脂肪の量が体の部位によって異なることに起因するという指摘もある〔Mays1998〕。つまり、指な

どの先端の部分は脂肪が少ないためよく焼けなかったという解釈である。また、太った遺体は痩せた遺体よりも
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よく燃える傾向にあるので、強く焼成した骨をみて十分に燃料の提供を受けたものと解釈するのは早計である。

本遺跡の場合も、指の骨が保存されている様相が上記のいずれの状況に相当するか判断できなかった。

骨の焼成に関して、軟部が付着した状態で骨が焼かれると、激しく変形し細かい亀裂が多数生じるが、晒した

骨は焼かれてもほとんど変形せず、大きく割れるだけであるという〔馬場 1986〕。本遺跡の焼骨は、生焼け状態

のものが無く、ほとんど白色で色調にむらが認められず、捻転、収縮等が生じているものが多く見受けられる。

また、輪状に走る亀裂が多数の骨片に観察できる（写真 2-1・2）。さらに右大腿骨骨頭の近位 3/4 ほどが、他の

部分とは違って灰褐色の色調を示しており、焼成の度合いが異なっていたと思われる。これは大腿骨頭が寛骨臼

に嵌入した状態で被熱したためと推定され、被熱時に股関節が連結した状態だったことが想定できる。

以上のことから、本遺跡から検出された焼骨は、死後、軟部組織がまだ骨を覆っていて、さらに関節が連結し

たまま、高温で長時間焼かれたものと推定される。

　2.　拾　骨

成人女性と推定される本遺跡の焼骨の総重量は 1020g であり、成人女性の焼骨重量 1300g を下回り、本来

あるべき骨量の 78% 程度遺存していることになる。一般に焼成した骨はもろくなるが、遺跡から出土する焼骨

は強固な状態であることが多い。この現象は高温により融解した無機質が再結晶化する際に水と反応してより強

固な構造に変化し、有機物を含有しないため微生物によって腐食されないと説明がなされている〔Mays 1988〕。

本遺跡の焼骨は、いずれも生焼けでなく、ほとんど均一に白色を呈し、骨質がもろくなく、指骨などの小さな

骨が良好に遺存していることから、埋存過程で消失したと考えるよりも、埋葬（もしくは遺棄）された当初から、

出土した量とほぼ同じ量しかなかったと推定する方が蓋然性が高い。確認された上腕骨頭部および大腿骨頭部か

らは華奢な印象は受けない。また、肩甲骨や膝蓋骨の計測値からみて女性と思われるが、小柄な女性の可能性は

低い。したがって、出土焼骨の総重量が、成人女性の平均的な焼骨重量の 80% 弱であることの理由として、骨

の一部が拾骨された可能性が想定できよう。拾骨に際して一部の骨を選択的に扱う考古学的事例として、第 2

頚椎の軸椎を喉仏として特別に取り扱ったと解釈されている例が山口県吉母浜遺跡中世墓〔田中 1985〕、第 2 頚

椎の軸椎と歯を意識的に取り分けた東京都増上寺近世墓〔奈良 1988〕、歯を選択的に拾骨した可能性が想定され

る宮城県松本遺跡中世墓〔高橋・佐々木 1986〕などの報告例がある。また、文献例でも、江戸時代江戸の上落合

村法界寺における骨上げの際、喉仏とされる軸椎と歯を蔵骨器に大切に納め、残りはすべてを拾い尽くさない記

録が知られている〔西木 1999〕。さらに民俗例では、拾骨の習俗には東北日本を中心とする火葬された焼骨を骨

灰まですべて骨壺に納める「全体拾骨」と西南地方を中心とする喉仏としての軸椎と頭骨の一部のみ拾骨する「一

部拾骨」という大きく二つの地域差の存在が報告されている〔日本葬送文化学会 2007〕。本遺跡においては選択的

に拾骨されたと断定はできないが、頭骨の重量が想定される量の半分以下である点、老人の可能性は低いのに歯

根の破片が 2 点しか確認できない点、環椎の破片と頚椎の椎体が 3 点検出されているにもかかわらず、それよ

りか遺存する可能性の高いと思われる軸椎の歯突起がみあたらない点から、頭骨、歯、軸椎を意図的に拾骨した

可能性は指摘できよう。

以上、焼骨の遺存状況からみても当地で荼毘にふされた後に一部拾骨が行われたが、すべて取り上げられず、

大部分が残されたと解釈するのが妥当だと思われる。

8）ま　と　め

細池寺道上遺跡から出土した人骨は、確認された範囲では重複する部位が認められないので、一個体の可能性

が高い。この人骨は成人であり、女性の可能性がある。焼成温度は 800℃以上の高温と推定される。死因等は

不明である。
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第 46図　人骨写真 1　頭骨、体幹の骨、上肢骨

1  頭骨、2  下顎骨、3  右上腕骨、4  肋骨、5  右肩甲骨、6  歯根、7  頸椎椎体、8  中手骨、9  指骨、10  指骨、11  左上腕骨、Scale bar：5cm

2

1

4

3

6

5

87 109 11



142

第 7 節　新潟県新潟市細池寺道上遺跡出土人骨の人類学的調査報告

第 47図　人骨写真 2　下肢骨

1  右大腿骨、2  左大腿骨、3  左膝蓋骨（前面）、4  右膝蓋骨（後面）、5  左脛骨、6  腓骨外果、Scale bar：5cm
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第 48図　人骨写真 3　右寛骨

Scale bar：5cm
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第 8 節　細池寺道上遺跡出土アスファルトの成分分析と
　　　　原産地の推定

氏家良博（弘前大学大学院理工学研究科）・上條信彦（弘前大学人文学部）・株式会社古環境研究所

1）は　じ　め　に

アスファルトは、高い粘性と撥水性を有し、熱を加えると容易に融解する性質を持つため、有史以前から接着剤、

防腐剤、防水剤などに使用されてきた。天然アスファルトが数多く産出する中東の死海地域では、アスファルト

に含まれる炭化水素化合物やバイオマーカーを用いて、遺跡から出土するアスファルトの原産地推定が試みられ

てきた（例えば Connan et al.,1992）。同様に、日本でも東北・北海道地域に分布する縄文遺跡からアスファルト

が出土し、その中のバイオマーカーやパラフィン成分の分析が行われ、原産地推定が試みられた〔小笠原 1999、

小笠原・阿部 2007、Kato et al., 2008〕。

弘前大学理工学部有機地質学研究室では、これまでに青森県内の縄文遺跡から出土するアスファルトについ

て元素組成、マセラル組成、反射率の分析を行い、その分析結果を用いた原産地推定を行ってきた〔氏家・伊藤、

2012、氏家ほか 2010・2011・2012〕。

本報告では、細池寺道上遺跡から出土するアスファルトの元素組成、マセラル組成、反射率を分析し、それら

の結果からクラスター分析を用いてアスファルトの原産地を推定する。

2）分　析　試　料

細池寺道上遺跡は新潟市秋葉区東金沢地内ほかに位置する。試料は、2

区 20R-3E10 グリッドの SE1210 出土の試料 1 点（No.5）である（第 21 表）。

3）分　析　方　法

aアスファルトのブリケット作製

1.　試料の包埋

ビューラー社製エポキシ系常温硬化樹脂エポキュアーを用いて、ブリケット（反射顕微鏡観察用の試料）を作製

する。エポキュアーの主剤（20-8130-032）と硬化剤（20-1832-008）を重量比 5：1 の割合で 10 分間混ぜ合わせる。

混合液の色が白っぽくなった状態で約 1 分間放置する。次に、面積が 1cm2 程度になるようアスファルト試料

をビューラー社製ゴム製埋込カップ底部の中央に置き、その中に主剤と硬化剤の混合液を注ぐ。その後室温で一

晩自然乾燥させ、固化していることを確認し埋め込みカップからブリケットを取り出す。

2.　ブリケットの研磨

ブリケットの観察面の研磨は、面出し研磨、中間研磨、中間仕上げ研磨、最終仕上げ研磨の 4 段階に分けて行う。

研磨にはビューラー社製卓上型 8 インチ研磨機エコメット 250 およびビューラー社製自動研磨機オートメット

250 を用いる。

①　面出し研磨

面出し研磨は研磨機エコメット 250 で行う。ビューラー社製耐水研磨紙カービメットペーパーディスク 8 イ

ンチ粒度 #320 を貼った研磨盤を用いる。研磨盤を水道水で濡らしながら、研磨盤の回転数を 150rpm にし、

一方向研磨が終了したら試料の向きを 90°ずらし、同じ回数手動で順に 4 方向研磨する。ブリケットに包埋さ

れている試料が十分に観察面に出るまで研磨を繰り返す。

②　中間研磨

中間研磨は研磨機エコメット 250 に自動研磨機オートメット 250 を組み合わせて行う。ビューラー社製耐水

研磨紙カービメット 2 ペーパーディスク 8 インチ粒度 #600 を貼った研磨盤を用いる。研磨盤を水道水で濡ら

しながら、ブリケット 1 個あたりの荷重を 3 ポンド、研磨盤の回転数を 240rpm、試料ホルダーの回転方向を

第 21表　分析試料

試料名 出土位置 産状

細池寺道上 2区 20R-3E10 SE1210 塊状
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反時計回りに設定し、40 秒間研磨を行う。

③　中間仕上げ研磨

中間仕上げ研磨は研磨機エコメット 250 に自動研磨機オートメット 250 を組み合わせて行う。ビューラー

社製研磨バフトライデント 8 インチを貼った研磨盤を用いる。研磨剤としてビューラー社製ダイアモンド研磨

剤メタダイ単結晶ダイアモンドサスペンション粒度 3µm を使用する。研磨盤をビューラー社製メタダイ伸展液

で湿らせた後、研磨剤を研磨盤に 3ml 滴下する。ブリケット 1 個あたりの荷重を 5 ポンド、研磨盤の回転数を

150rpm、試料ホルダーの回転方向を反時計回りに設定し、5 分間研磨を行う。研磨中はビューラー社製複合型

自動供給機バーストにより、研磨剤を 1 分間あたり 4ml の一定速度で滴下し続ける。

④　最終仕上げ研磨

最終研磨は研磨機エコメット 250 に自動研磨機オートメット 250 を組み合わせて行う。ビューラー社製研磨

バフマイクロクロス 8 インチを貼った研磨盤を用いる。研磨剤としてビューラー社製コロイダルシリカ研磨剤

マスターメットを使用する。研磨盤を水で湿らせた後、研磨剤を研磨盤に 8ml 滴下する。ブリケット 1 個あた

りの荷重を 5 ポンド、研磨盤の回転数を 150rpm、試料ホルダーの回転方向を反時計回りに設定し、1 分 30 秒

間研磨を行う。研磨開始直後、研磨開始 30 秒後、研磨開始 1 分後の各タイミングで研磨盤に研磨剤をそれぞれ

5ml ずつ追加し、研磨開始 1 分 10 秒後以降は研磨盤を水道水で濡らしながら研磨を行う。

b　元　素　分　析

C, H, N, O の元素分析は、柳本製作所製 CHN コーダ MT-5 を使用し、分析装置の標準的な手順に従い行う。

C, H, N 分析のキャリアガスには He、助燃ガスには O2 を使用し、各々の流量を毎分 180ml と 20ml に設定

して行う。各設定温度は試料分解炉 950℃、酸化炉 850℃、還元炉 550℃、ポンプ恒温槽 100℃である。ブリッ

ジカレント電流は H を 85mA、C を 65mA、N を 120mA に設定する。

酸素分析のキャリアガスには He を使用し、流量は毎分 180ml に設定する。各設定温度は燃焼炉 1050℃、

酸化炉 1000℃、還元炉 300℃である。ブリッジカレント電流は 85mA に設定する。

試料は、分析直前まで真空デシケーター内で 1 日以上真空乾燥させ、分析する。

c　マセラル分類

反射顕微鏡下でアスファルトのマセラル分類を行う。マセラルとは石炭の顕微鏡的構成単位体であり、反射顕

微鏡下で反射率と形態的特徴から Stach et al.（1982）及び ICCP（1998・2001）に基づいて同定する。マセラ

ルは反射率の違いから高等植物の材由来の vitrinite グループ、酸化した有機物や菌核由来の inertinite グループ、

植物の葉や花粉・胞子由来の liptinite グループの 3 つのマセラルグループに大別されており、さらに形態的特

徴から多数のマセラルに細分されている。

反射顕微鏡には Carl Zeiss Micro Imaging 製 Axio Imager A2m を使用する。顕微鏡の光源にはハロゲンラ

ンプを用い、波長 546nm の単色光用フィルターを通して、倍率は 500 倍（接眼レンズ 10 倍、対物レンズ 50 倍）

で観察する。浸油には Carl Zeiss 製イマージュンオイル 518C を使用する。マセラル組成の測定にはポイント

カウント法を用い、100μm の走査間隔で 400 点測定する。

d　amorphinite 反射率の測定

反射率はアスファルトの有機熟成度を示す指標である。反射率は、反射顕微鏡下でブリケットに一定強度の単

色光を試料表面に垂直に入射させ、その反射光の強度を光電増倍管で検出し、標準試料と比較して求める。反射

顕微鏡には Carl Zeiss Micro Imaging 製 Axio Imager A2m を使用し、反射率測定装置には、J & M Analytic 

AG 製顕微分光光度計 MSP200 を使用する。顕微鏡の光源にはハロゲンランプを用い、波長 546nm の単色光用

フィルターを通し、50 倍の対物レンズを通して測定する。アスファルトは油浸により、その表面が変質するため、

浸油をつけずに乾燥系で反射率の測定を行う〔Xiao et al., 1998〕。標準試料には、GADOLINIUM-GALLIUM-

GARNET（反射率 =10.80%）、SAPHIR（反射率 =7.70%）及び、Scott 社製減光ガラス（反射率 =4.38%）を使用する。
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測定対象は amorphinite とする。amorphinite は、liptinite グループに属する不定形質無組織で蛍光を発する

マセラルである。1 試料につき 50 点反射率を測定する。

e　クラスター分析

細池寺道上遺跡出土アスファルトの分析データがどの原産

地に類似するか、原油標本より得たバックデータと比較を行

うためにクラスター分析に掛けた。比較した天然アスファル

トは第 22 表の 30 試料である。また、遺物間の比較を行う

ため近隣の大沢谷内遺跡の 7 試料も付け加える（大沢谷内 1 ～

7：このサンプルは大沢谷内遺跡第 7・9・11・12・14 次調査にお

いて出土したものである 1））〔細野・伊比ほか 2012〕。試料のうち、

原油などの固結の程度が低いアスファルト試料は、反射率の

測定とマセラル分類のためのブリケットを作成することが困

難なため、分析前に 200℃で加熱して固化させ（固化までの

時間 h）分析用試料とした。

分析では、元素分析、マセラル分類、反射率測定によっ

て導き出された H/C 原子比、O/C 原子比、liptinite の含有

率、vitrinite の含有率、inertinite の含有率、amorphinite

反射率を変数とし、各々の値の最大値が 100、最小値が 0

になるように規格化し、クラスター分析を行う。分析ソフト

は IBM SP-SS Statistics version 21 を使用する。なお、本

分析は現状における比較であり、今後の変数の増加やバック

データの拡充により変更される可能性がある。

4）分析結果と考察

a　元　素　組　成

遺跡出土アスファルト試料の元素分析の結果を第 23 表に

示す。不純物である無機成分が 25wt% とかなり高く、純度

の非常に低いアスファルトである。水素対炭素原子比及び酸

素対炭素原子比から、物質がアスファルトと判断される。既

知の産地としては、南阿賀（新潟）や鳥海町（秋田）、頸城（新

潟）、新津（鎌倉新田）などと比較的近い 2）。

b　マセラル組成

遺跡出土アスファルト試料のマセラル組成を第 24 表に示

す。一般のアスファルトと同様に amorphinite が優勢で、

マセラル全体の 95.00% を占める。

c　amorphinite 反射率

遺跡から出土するアスファルト試料に含まれる amorphinite の反射率の値を第 25

表に示す。平均値は 5.53% で、比較的高い値を示しており、有機熟成が進んでいる

ことを示す。上浜（秋田）、二ツ井（秋田）、新津（鎌倉新田）の試料と近似する。

1） 内訳は、1（SI710  4 層）、2（SB6  pit479）、3（pit991  1 層）、4（SX542）、5（SE917）、6（包含層  Ⅲ層）、7（SE418  
曲物下部）で、1 ～ 3 が縄文晩期中葉、4 ～ 7 が中世の遺構である。

2） 本分析データは未公表であり別稿を期したい。

第 23表　アスファルト試料の元素組成

各元素の重量（wt%） 原子比

H C N O 灰分 H/C O/C

細池寺道上遺跡 7.37 60.47 0.6 12.5 24.14 1.46 0.15

第 24表　アスファルト試料のマセラル組成

マセラル組成 試料名

マセラルグループ マセラル
細池寺道上遺跡

割合（%）

liptinite
amorphinite 95

小計 95

vitrinite

telinite 2

collotelinite 0.5

gelinite 0

corpogelinite 0

vitrodetrinite 0.25

小計 2.75

inertinite

fusinite 0

semifusinite 1.25

inertodetrinite 1

小計 2.25

合　計 100

第 25表	 アスファルト試料の
	 amorphinite反射率

細池寺道上遺跡

平均値（%） 5.53

標準偏差（%） 0.16

データ範囲（%） 5.17-5.86

第 22表　比較した天然アスファルト

試料名 都道府県 採集時状態 分析前の処理

オハ サハリン 原油 （200℃ <12h>）

ヌトウ サハリン 原油 （200℃ <20h>）

タカングリ サハリン 原油 （200℃ <16h>）

石狩 北海道 原油 （200℃ <3h>）

木古内 北海道 原油 （200℃ <14h>）

蟹田 青森 アスファルト

前田野目 青森 原油 （250℃ <4h>）

船越 秋田 原油 （200℃ <4h>）

申川 秋田 原油 （200℃ <14h>）

駒形 秋田 アスファルト

二ツ井 秋田 原油 （200℃ <17h>）

豊川 秋田 アスファルト

福米沢 秋田 原油 （200℃ <17h>）

桂坂 秋田 原油 （200℃ <14h>）

上浜 秋田 原油 （200℃ <11h>）

鳥海町 秋田 原油 （200℃ <4h>）

吹浦 山形 原油 （200℃ <6h>）

余目 山形 原油 （200℃ <11h>）

越後黒川 新潟 原油 （200℃ <10h>）

東新潟 新潟 原油 （200℃ <16h>）

東山 新潟 原油 （200℃ <11h>）

南阿賀 新潟 原油 （200℃ <28h>）

新津（天ヶ沢） 新潟 原油 （200℃ <4h>）

新津（鎌倉新田） 新潟 アスファルト

新津（アスファルト鉱） 新潟 アスファルト 島津ほか2014

見附 新潟 原油 （200℃ <8h>）

西山 新潟 原油 （200℃ <22h>）

高町 新潟 原油 （200℃ <24h>）

七日町 新潟 原油 （200℃ <16h>）

頸城 新潟 アスファルト
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d　クラスター分析

クラスター分析した結果を第 49 図に示す。縦軸は分析試料、横軸は結合距離を示している。結合距離の数値

が小さいほど、結びつき度合いが強い。横軸の結合距離が類縁関係の強さを示す。細池寺道上遺跡出土アスファ

ルトは、大沢谷内遺跡のまとまりとほぼ一致しており、同質の試料である可能性が高い。現在の油田のデータと

比較すると、全く同質のものは比較データにはない。サハリンや北海道・山形の油田との結合距離は離れている。

一方、秋田県の豊川・駒形、新潟県の新津、頸城、南阿賀と比較的近似する。したがって細池寺道上遺跡出土ア

スファルトの産地は、遺跡からの距離からすれば、新津の可能性が高く、特に変質なども考慮すれば、大沢谷内

遺跡と同じ給源であったと推定される。

謝　辞　本分析に際して、産業技術総合研究所地質調査総合センター  金子信行氏、角井朝昭氏には油田標本

の提供にご協力を賜った。また、大沢谷内遺跡出土試料分析では新潟市文化財センターのご協力を得た。記して

感謝申し上げる。
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第 49図　天然アスファルト及び細池寺道上遺跡・大沢谷内遺跡出土アスファルトのクラスター分析結果
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第Ⅶ章　総　　　括

第 1 節　第 29 次調査の遺構について

A　層位と遺物からみた変遷

調査区壁面にかかり、掘り込み面が明らかなものには、SD1、SX3、河 1250（Ⅲb 層）、SD2、SE1272、Pit198

（Ⅲc 層）がある。まず多くの遺構と切り合いをもつ溝を軸として相対的前後関係をみてみたい。軸となるのは

SD2<SD1 で、SD1 を切っている SK717、SK985、SK1285、Pit614、河 1250 が層位的に捉えられる最新

の遺構である。SD2 に切られるものは、SD1 よりも古いことは確実であるが、SD1 にしか切られないものは

SD2 より古いとは限らない。SD358 や SD289 にさらに切られるものは SD2 と同段階かより古い可能性がある。

次に出土遺物の面から中世以降とみなせるのは、井戸では SE282、SE595、SE978、SE1272 の 4 基で、

282、595、1272 の 3 基は調査区南端近くに集中する。土坑では SK285（中世土師器皿 B 類）、SK357（銅銭）、

SK361（青磁椀）、SK985（銅銭）、SK1054（青磁椀）。性格不明遺構では SX193、SX698、906、溝では SD1、2、

36、289、358、776、1218、1249、Pit では Pit555・879・1128 があり、これらを切る遺構は中世以降の

ものとすることができる。

このうち SD358 では珠洲焼はⅠ期のもののみで中世土師器 A1 類が共伴する。SD2（Ⅲc 層より新しく、下限

は SD1）は白磁椀・皿、青磁椀、珠洲焼壺、中世土師器皿が出土している。白磁椀はⅡ類とみられ大宰府 C 期

（11C 後半〜 12C 前半）で当調査区の貿易陶磁の中では最も古い時期のものである。青磁椀は図示していないが、

小径の椀とみられるもので 14 世紀の可能性がある。珠洲焼壺は R 種と T 種があり、Ⅰ期であろう。このよう

なあり方からみてこの溝は 12 〜 14 世紀に機能していたと考える。SD1 は、SD1 に切られる SD289 の瀬戸美

濃焼平椀が古瀬戸後期様式（14 世紀末〜 15 世紀）なので、早くても 14 世紀末以降の掘削となる。覆土出土の珠

洲焼ではⅣ期のものが多く最も新しいものはⅣ期末とみられ 14 世紀の末ごろとなろうか。機能していたかは別

として完全に埋まったのは近世に入ってからと考える。SD289 は SD1 より古く SD2 との関係は不明であるが

終末年代的には共存も可能である。SD776 は中世土師器皿 D 類が出土しており、13 世紀以降に存続年代がある。

SD766を切るものにはSB1366があり、中世の建物とみることができる。SX193は中世土師器皿D類がまとまっ

て出土し、共伴する珠洲焼片口鉢はⅢ期のものであることから、13 世紀後半以降のものと考える。

中世の遺構として最も古いとみられる SD358 に切られる遺構群については古代の可能性が高いものと考え

る。SB1359 と畑の畝とみられる溝群がこれに該当する。これらの畑の営まれた時期については、覆土出土遺

物は古代のもののみで、切り合い的にほとんどの遺構より古いことから、当調査地点が使用されるようになった

初期のものと考えうる。当調査区で出土した遺物のなかで最も古い様相をもつのはロクロを使用しない土師器で

あり、当調査区の北側に展開していた 8 世紀以前の集落の住人らにより営まれた可能性を考えておきたい。そ

の他 5R-1A に存在する土坑 SK331・332・327・335、SK332 に切られる Pit436、5R-3B・3C の SK729・

731・732・744・747、調査区南端近くの SK596 は、比較的残存率の高い古代土器が多く認められ、覆土に

焼土・炭化物を含むものもあることから古代のものと考えておきたい。

B　掘立柱建物と井戸

掘立柱建物は 17 棟検出している。すべて 2 間 ×1 間の側柱建物で東西棟が 9 棟、南北棟が 8 棟である。

SB1356 〜 1358 は、相互に切り合いはないが位置的に同時存在はあり得ない。SB1351 と 1352、SB1353 と
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1354、SB1366 と 1367 も同様であり、2 〜 3 段階の変遷があると考えられる。前項での検討から SB1359 が

古代の可能性があり、SB1366 は中世（13 世紀以降）の建物である。SB1356・1358 は SD289 に切られるこ

とから 14 世紀以前。SB1360 は SD1 に切られるのでこれも 14 世紀以前であろう。

立地からみると標高 7.9m 以上の調査区東半分に偏る傾向があるなかで、最も面積の大きい SB1361 が一段

低い西側に離れて存在する点が注目される。SB1361 は至近距離に中世の遺物を出土する井戸が 4 基も存在し、

中世土師器 D 類がまとまって出土した SX193 にも近いことから、中世の建物の可能性が高いと考える。今回は

検討できていないが、西半部にあるその他の Pit のなかにもっと建物になるものもあるかもしれない。

主軸方位の点からみてみると、南北棟では N-7°〜 15°-W、N-29°〜 38°-W、N-13°〜 31°-E の 3 つ、東西棟

では N-64°-E、N-74°〜 87°-E、N-59°〜 70°-W の 3 つくらいにまとまりがありそうで N-74°〜 87°-E が最も

多い。主軸方位から同時存在の可能性があるとすれば① SB1351・1355・1356・1367、② SB1352・1357、

③ SB1354・1360 の 3 群であろう。①〜③群のいずれも他遺構との切り合いがなく、前後関係は不明である。

また、①〜③群はほとんどが SD1・2 の北に位置する。

中世か中世の可能性が高いといえるのは SB1366 と SB1361 で、この 2 棟は調査区の南端に近い位置の東西

に離れており、その間には時期不明だが小規模な建物のみが分布する。唯一古代の可能性があるのは SB1359 で、

北側の建物群は SB1359 以外年代の手がかりがないが、主軸方位の似通った建物が 2 〜 3 回建て替えられてい

たとみられることや南側の中世の建物との規模・方向性の違いから、概ね古代の建物と推定しておきたい。

C　方 形 区 画 遺 構

  SD358 は南側を SD1 に切られ北西隅が調査区外で不明だが、溝が方形に巡ると推定されるものである。第

48 次調査の成果によりこの種の遺構のうちには墓であるものが存在することが確実になり、第 48 次調査の報

告において、当遺構も方形区画墓類似例の一つとしてとりあげた〔立木・奈良・石川ほか 2019〕。

出土した中世の遺物には珠洲焼片口鉢・甕、中世土師器 A1 類がある。注目されるのは中世土師器の出土状況

で、SD358 から出土したのは口縁部片 1 点であるが、SD1 出土品と接合している。そしてそれと全く同じ特徴

をもつものはむしろ SD1 から多く出土しており、SD1 におけるその出土位置を詳細にみると、すべて SD358

の南側の至近の位置である。このことから、これらは本来 SD358 に包含されていたものであり、SD1 掘削に

よって斜面に露出した SD358 の覆土から SD1 内に崩落した、あるいは SD358 で囲まれた内部にあったもの

が SD1 掘削後に転がり落ちたなどの可能性がある。さらに完形に近いものが多いことから、直接 SD358 に関

係する遺物の可能性が高い。珠洲焼は小片ばかりで SD358 に直接の関係はないかもしれないが、時期的には吉

岡Ⅰ期のものでまとまっている。

さて、SD358 で囲まれた空間には盛土の形跡は残っておらず、覆土にも積極的に盛土があったことを示す痕

跡は認められない。主体部とみなせる土坑も見当たらない。この遺構が墓である直接的な根拠は何もないが、少

なくとも中世土師器皿 A1 類がまとまって使用され遺棄されるような場面があったという点が指摘できる。

SD1 は直接 SD358 を壊しているが、ほぼ同位置でより古い SD2 はぎりぎり壊さずに、SD358 を意識して

避けていた可能性もある。当時はまだその意味が記憶されていたのかもしれない。

当遺跡では第 48 次調査において主体部をもつ方形区画墓が 2 基（1 区 SZ865・2 区 SZ2013）あり、方形区画

溝としては第 44 次調査 3 区 SD835 がある。これらは当遺跡の中心にちかい地域に比較的近接して存在し、規

模・主軸方位とも似通っているのに対し、SD358 は遺跡範囲の北端部に位置し、規模がより大きく主軸方位が

西よりであるなど、細かく見ると違いがある。時期的には第 48 次調査 SZ865 と近いといえる。第 44 次調査 3

区 SD835 は報告では 15 世紀以降ではないかとされたが、溝の切り合いと方向性からの想定なので、さらに古

い可能性もある。

やや範囲を広げて見ると阿賀野川左岸で当遺跡の北西約 4km に位置する沖ノ羽遺跡第 22 次調査でも 3 基の
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類似遺構が検出されていて、短軸でみると第 48 次調査例に近い方向をもつが、こちらは長軸が東西方向でまと

まっており、やはり当遺跡例とは小異がある。

これらがすべて同じ性格のものであるかは定かではないが、現象としては細かな地域性をもっているといえる。

この細かな違いは時期差ではなさそうで、それを規制する要素の違いを反映しているのであろう。近接するもの

では背景となる思想が共有され、かつ細部においてお互いが意識されたが、離れた地点ではそれがなく、原則は

共通するとしても細部は比較的自由に決めていたということかもしれない。

D　旧 河 道 と 溝

旧河道　河 1250 は位置的にみて北東に現存する六郷ノ池そのもの、つまり阿賀野川の旧河道が取り残された

三日月湖のひとつであると考えられる。SD1 から近世陶磁器が出土しているので SD1 を切る河は近世に入って

から形成されたとみられる。明治 44 年測量の 1/25,000 地図（図版 1）では、現在よりも長く細々とした流路

として阿賀野川本流に接続するように書かれている。その両側には流れに沿って水田の記号が書き込まれていて、

低い土地であったとみられるので、本来その水田部分も河道であり、河道ができた時にはもっと幅が広かったこ

とを示している。それより 35 年前の明治 9 年の地盤をもとに編図したと記されている『中蒲原郡新関村全図』（新

潟市図書館蔵）には、明治 44 年図よりも幅広い池状の水路が描かれており、旧河道としての本来の姿に近いと思

われる。この水路には五泉市方面から引かれた下條江が南端に流れ込み、北端から流れ出て阿賀野川本流につな

がっていくようである。下條江は旧新関村を貫流する近世初期に開削された基幹水路であって、それが当初から

六郷ノ池に接続していたとすれば、六郷ノ池＝河 1250 はほぼ現在の位置に近世初期には存在していた可能性が

あることになる。

溝　SD1・2 は中世に掘削された東西方向の大規模な溝で、これまで当遺跡で検出された溝のなかでは最大と

言っていい規模のものである。SD2 がまず作られたのち SD1 がほぼ同位置で作り替えられる。SD1 が幅 4m、

深さ 1.5m 程度で断面は台形状、SD2 は幅 3m 以上で深さは 1.3m 程度、断面は台形状である。東は河に切られ、

西は調査区外で、西に単純に延長していくと第 26 次調査 3 区の北端部にかかるかかからないかの位置に至る。

3 区北端には SX244 があり、溝の一部の可能性はなくはない。また、西に延びてある地点で南に曲がったとす

ると、やはり第 26 次調査 3 区のどこかにつながる可能性があるが、それに該当しそうなものは検出されていな

い。従って西に直線的に延びていたか、途中で曲がったとしても第 26 次調査 3 区の手前で止まるか再び曲がっ

ていたと考えられる。SD1 は近世初期には埋まりきっており、明治 44 年測量の地図にもこのような方向性を

もつ溝の存在は確認できない。底面標高は西から東に下がる。阿賀野川は東から西に流れ、地盤は東から西に下

がるので耕作地の用水の流れとしては不自然に思われる。水路であったとすると排水路ということだろうか。

当遺跡でこれまで調査された東西南北の方向性をもつ中世の溝の例として、①第 25 次調査 7 区の SD30・

SD108、②第 44 次調査 3 区の SD100、SD519、SD854、SD170 がある。方向性は異なるが、規模の大きい

溝としては③第 44 次調査 2 区 SD23 と④第 46 次調査 SD2967、⑤第 48 次調査 1 区 SD205 がある。

①は SD30（幅 2.14m）と SD108（幅 2.76m）が T 字状に接続し、区画を形成する。②は SD100（幅約

2.5m）、SD519、SD854、SD170 などが L 字状になり区画を形成している。③は幅 3m 深さ 0.8m 程の断面台

形状を呈する溝。④は幅 2.2 〜 3.5m 深さ 0.57m 程で③に直交する方向であり、第 44 次 1 区 SD54 につなが

る可能性もある。⑤の SD205 はやや南に振れる東西方向の溝で幅 2.05 〜 3.0m 深さは 1.3m 程、すり鉢形の

底が箱状に深くなる断面形を呈する。方形区画墓SZ865の東を緩やかに蛇行する南北方向のSD409が合流する。

東にある 2 区の SD150・SD180 とともに区画を形成していた可能性がある。

第 44・46・48 次調査区は寺新田と東金沢（旧上金沢）間を比較的広く調査しており、南北方向に走る中世の

道路状遺構が検出され、②・⑤の溝は道と方向性をそろえているように見える。市道を挟んで北に位置する①も

近いものであり、寺新田の東〜南に統一的な東西南北の区割りが存在していたとみられよう。方形区画遺構との
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関係に着目すると、②は方形区画遺構 SD853 を微妙に切って掘削され、⑤の SD409 は方形区画墓を避けてい

るように見える。当調査区では一部切られている。この 3 地点では先に方形区画遺構があって、それを避けたり、

完全には破壊しない形で東西南北軸の溝が作られていたと言える。一方第 26・29・43 次調査区の存在する地

域ではあまり広い面積を調査した例がないが、SD1・2 の南側では第 26 次調査区 1・2 区で中世の建物が高い

密度で展開していたことが明らかになっており、部分的な調査区で検出されている溝のなかに区画を形成してい

たものもあると思われる。SD1・2 が区画であるとすると、個々の屋敷地や耕地を区画するというよりは、もっ

と大きな範囲を区切るものということだろうか。規模・形状からすると防御的な効果も狙えそうである。

E　古 代 の 遺 構

カマド状遺構と周辺（図版 28 〜 30）　5R-1A においては焼け面をもつ SK327・SK335、覆土に焼土・炭化物

を含む SK331 が近接して存在しており、煮炊具を主とする古代土器が接合関係をもちながら多数出土した。

SK327 は楕円形の被熱部分と長方形の土坑がつながった形のもので、焼土や炭化物が長方形土坑部分に掻き

出されたように堆積している。第 44 次調査のカマド状遺構に類似するが、被熱部分の奥壁は直線的で紡錘形に

ならない。焼け面の厚みは比較的薄く、奥側で炭化物がかたまって出土している。焼土が層状に堆積する覆土 3

層の存在から、天井部が構築されていたとみられる。出土土器には土師器・須恵器、食膳具・煮炊具があるが、

口縁部残存値で 6 割、重量では 8 割が土師器鍋であり、鍋の大きな破片は焼け面をもつ側に多い。1m 前後の

間隔で北西に隣接する SK335 は SK327 より小振りだが、深さの異なる土坑が連結した形状で、浅い方が焼け、

台石が伴う。出土土器には須恵器食膳具もあるが口縁部残存値で小甕が 4 割を占める。天井部が構築される構

造だったかは不明だが、煮炊きに関わる可能性が高い。さらにその北西の SK331 は覆土に焼土・炭化物が多く

みられ、SK327・335 との関連をうかがわせる。出土土器は SK327・335 に比べると食膳具の比率が高く、煮

炊具では小甕が多い傾向がみられる。隣接する Pit436 からは完形に近い小甕と須恵器無台杯の破片が出土して

おり、さらに小甕が目立つ状況である。SB1354 は SK327・335 を囲うような位置にあり、これらの覆屋の可

能性を考えてもよいかもしれない。

SK327 について調査時には土師器焼成遺構の可能性も検討されたが、第 44 次調査のカマド状遺構との類似

性や土器の組成・使用痕などから、カマド状遺構の一種であり、SK335・331 も含めた一帯が煮炊きの場で

あったと考えておきたい。SK327・331・335 の間で土器に接合関係があることを、同時期にこれらが機能し

ていたためと積極的に捉えれば、各遺構での器種組成の傾向から煮炊きの具体的な姿として、SK327 には鍋が、

SK335 では小甕と長甕が掛けられており、SK331 はこれらに伴う作業場や廃棄場といったあり方を想定できな

いだろうか。SK335 に長甕を据えたとすれば天井部を想定すべきかもしれない。3 種の煮炊具それぞれの使用

形態を勘案すれば、支えなく自立する小甕はともかく、長甕は「カマド状のもの」に掛けることが機能的で、鍋

も石などの簡易な支えで直火に掛けられなくはないだろうが、やはり「カマド状のもの」に掛け、長甕とは別口

である方が効率がよいと思われる。

県調査の細池遺跡 H 区 SK808 は「出土遺物が煮沸形態のみであること、また遺構周縁が被熱していること

から、塵芥穴ではなく炉の一形態と考えられる。」と報告され〔小池 1994〕、〔望月 1997〕では土師器焼成遺構と

されたものであるが、形状的にはカマド状遺構の可能性も十分あり得る。周辺遺跡では阿賀野市山口遺跡 2013

年度調査区 SX4999〔石川 2020〕が報告され、第 44 次調査例に最も近い類例と言える。報告者は第 44 次調査

例と比較して、建物の近くに位置しないことだけが異なる点ではないかとしている。山口遺跡例は奥壁がより鋭

角的である。

9 世紀代の集落における煮炊きの場については地床炉と考えられる事例がいくつか検討されている。当遺跡に

おいてカマド状遺構が密集する様相は特殊な生産に関わる事例である可能性もある。より詳細な土器の使用痕跡

の観察と遺構の両面から今後追及されなければならない点と考える。
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畑　最も古い段階に認められる平行して並ぶ小溝群は畑跡と推定される。4 群のまとまりとして捉えられ

る。畑①は調査区北半に位置し、12 条の溝（SD290<SD298、SD305・308、SD980<SD314、SD315<SD319、

SD316 〜 318・330）が 8 列をなし、芯々で 2.5m 程の間隔で並ぶ。畑②は南半に位置し、6 条の溝（SD677・

694・1009・1010・1015・1016）が 1.3m 程の間隔で並ぶ。畑③は北半中央よりで 3 条の溝（SD666・931・

1231）しかないが、間隔は 2.7m で①に近い。①に切られる。畑④は①〜③より方向が西に傾く 6 条の溝（SD709、

SD751<SD752・1139・1160・1186）が 5 列をなし 5 〜 7m の間隔で並ぶように見えるもので、畝とするには間

隔が広すぎるように思われるが、本来の畝はほとんど削平されてしまい、深い部分が残ったもの、あるいは何等

かの区画の痕跡であるかもしれない。切り合いからは②より古い。

これらは調査区内東半部の比較的標高の高い部分（8.0m 前後）に認められ、主軸方位は概ね南北かやや西に傾く。

現状では SD1・2 を挟んで北側と南側で各溝の間隔に違いがあり、また SD1・2 を越えて続くものもみられない。

SD1・2 はこれらより新しい時期のもので当時はなかったと考えられるが、このように大規模な溝状ではなかっ

たにせよこの近辺が何等かの境目であったのだろう。

溝内から採取した試料で行った植物珪酸体分析では、分析を行ったすべての地点でイネが比較的多量（2,800 〜

4,900 個 /g）に検出され、稲作が行われていた可能性が高いと判断された。遺構の形状としては畑跡と考えてい

るので、陸稲栽培の可能性もあるわけだが、陸稲の場合は 1,000 〜 2,000 個 /g 程度であることが多いとされ

ているのに比べれば多めであり、水田稲作と畑稲作との中間的な様相といったところである。当遺構は陸稲栽培

であったとして、このように多量になることもあったと考えるか、あるいは敷き藁などがあって数値に影響を与

えた可能性もあるかもしれない。花粉分析は行っていないので、イネ科以外の作物については不明である。

F　そ の 他 の 遺 構

中世〜近世では火葬に関連する遺構を検出している。SK985 は多量の焼人骨と焼土・炭化物の出土から紛れ

もない荼毘の跡と考えられる。焼骨の人類学的検討では一人分で成年〜壮年のどちらかといえば女性であろうと

された（第Ⅵ章第 9 節）。膝を曲げて仰向けに置かれ、遺体の下には 2 本の角材が置かれていたようである。銭種

不明銅銭の小片が共伴している。SD1 が埋まってから掘りこまれており、近世以降のものである。

SK357 は楕円形の土坑の片側に細長い溝が接続するもので、完掘形状では火通し溝をもつ火葬土坑に類似

する。覆土には多量の炭化物が含まれ、銅銭が 2 点出土している。残りが悪く銭種不明であるが、中世以降の

ものと考える。当遺跡では火通し溝をもつ火葬土坑とみられるものに第 48 次調査 2 区検出の SK483・557・

1592 の 3 基がある。阿賀野市山口遺跡〔高橋 2010〕に中世の可能性がある例として SX154 がある。

火葬土坑の火通し溝は土坑本体の底部を一部掘りくぼめて張り出し部との通気をはかる構造であるが、当土坑

では焼け面の位置を見る限り、張り出した溝に通気の機能があったとみるのは難しいと思われる。焼骨の検出は

ないものの銅銭の共伴からは火葬に伴う可能性が高いが、火通し溝を伴うものではないと考えておきたい。

G　遺跡の変遷の様相

当地点ははじめ広く畑地として利用された後、北半部を中心に居住域となり、カマド状遺構などが築かれた。

中世初期に方形区画遺構 SD358 が築かれる。同時期もしくはその後 SD289 などにより東方に区画が形成され

ていたとみられる。その後新たな区割りとして大溝 SD2 が掘削されて南半には井戸をもつ集落が形成される。

大溝は長期にわたって維持されたとみられ、SD1 としてさらに規模の大きいものに作り替えられる。その際に

は SD358 はその意義が忘れられたか無視されて一部が破壊されている。近世初期には大溝は機能しなくなり、

火葬の場として利用されたが、阿賀野川の流路の移動により東半部は大きく削られることになった。
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A　1 区 の 遺 構

阿賀野川旧河道　1 区は金屋集落の南端部に沿ってのびており、西端部は集落からはずれ水田地帯にかかる。

検出された旧河道は調査区西端から約 23m 東までの範囲に集中しており、3 時期の変遷がある。いずれも近世

以降と考える。最も古い河 245 は南北方向で、18Q-F 列から G 列にかけて約 7m 幅、次に古い河 243 も南北

方向で、同 F 列から H 列にかけて約 15 メートル幅、最も新しい河 261 は北東−南西方向で調査区西端部から

同 F 列にかけて約 9m 分が検出された。調査区の西に延びていることから本来幅は不明である。当地点は当遺

跡範囲のなかでも阿賀野川本流に最も近い地点であり、度々流路を変えた阿賀野川の痕跡であろう。

道路と区画　① 18R-E 列から G 列にかけて、北西−南東方向に平行してのびる 2 条の溝 SD122 と SD100

の間が道路であった可能性がある。溝を含まない幅は 1.4 〜 3m ほど。Ⅲb 層を切っているので中世以降と考え

られる。それ以前・以後ともに両溝に直交する方向の溝が存在する。② 18R-H・I 列に東西方向に平行してのび

る SD64 と SD81 間は幅が 50cm ほどしかないが、道路になるかもしれない。③ 19S-A・B 列に南北方向に平

行してのびる SD11・SD5 の間は溝を含めないで幅 2m あり、道路であった可能性が高い。

③を北に、②を東に延長すると両者が直交する形となり、両者で区画を形成していた可能性がある。SD11 か

らは中世土師器 D 類と焼成粘土塊が集中して出土しており、SD11 の西側でこれらにかかわるなんらかの活動

が行われていたと想定できることからも、②・③で囲まれた南西側に一つの屋敷地が存在していたと考えられる。

同時期のものかは確証がないが、Pit22 のように柱穴になりそうなものや、多量の炭化物が充填された SK21 な

ど、建物が存在していて火を使う何らかの作業が行われていた痕跡は存在している。

①の方向は 2 区を縦断する道路状遺構とほぼ直交と言え、そちらとの関連を想定可能かもしれない。

B　2 区 の 遺 構

層位と遺物からみた変遷　掘り込み面が明らかなのは SD1（Ⅱa 層）、SD3（Ⅲc 層）の 2 遺構のみで、SD1 が

最も新しい。SD1 については「新津町外二ケ村開田耕地整理組合現形図」（大正 11 年頃作成）と合わせてみる（第

51 図）と、道路として着色されている部分に位置や方向性は合致するが、溝であることからこの図に表現され

なかった水路があったと考えるか、より古い段階には溝だったが当時は道路になっていたなどが考えられる。

調査区中央北寄りを縦断する SD32 と SD33 は平行しており、南は調査区外に延び、北端は SN333 の手前

で急に右に折れ、すぐに SN333 につきあたるように終わっていることから、その間が SN333 へ通うための道

路として使われたものとみられる。SD33 からは中世の遺物が出土しており、珠洲焼で最も新しく位置付けられ

るものはⅤ期であることから、15 世紀に存続年代がかかるとみられよう。そしてこの道路状遺構を SD443 と

SD376 が切っている。SD376 を切る SB2167 はさらに新しく位置付けられる。

SN333 に切られる SD2050 は SD32・33 に近い方向の浅い溝で、南には直交する方向の SD323 がある。

またさらに東には SD2050 と同様の方向をもつ SD807 と SD1000 がある。SD807 と SD1000 は約 2m の

間隔で平行するとも言えることから、これも道路の可能性がある。これらが同時期に存在していたとすれば、

SN333 が作られる以前に何らかの区画があったと考えられる。方向性からは SD32・33 と併存していてもおか

しくなく、SD33 も北端部が SN333 に切られていることからは、道路と区画がまずあったとみたほうがよいか

もしれない。

南端部近くを東西に走る SD1261 は直線的で規模の大きい溝である。中世土師器皿 A1 類の小皿が出土して

おり、13 世紀以降に存続年代があるとみられる。位置的には SD32・33 と切り合いがあるとみられるが、交点

は調査区外のため前後関係は不明である。より東側には中世土師器が出土する SN1014 がある。
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中世の遺物を出土する井戸は SE725・756・794・845・1139・1722 であり、SE794 を切る SE791 も中

世のものとできる。当調査区の井戸は明らかに東半部に偏って存在しており、20R-1E から 1F にかけては密度

が高い。ほとんどの井戸は中世のものとみられよう。

古代の遺構としては、土師器長甕を逆位に埋設した SK1253 が確実なもので、土器の出土状況から SK8、

SX1880・2165 は古代と推定しておきたい。また、大部分の遺構より古い段階に、ほぼ 2 区全体に認められる

主軸方位の似通った細い溝が近接して存在するまとまりは畑跡と推定され、これらも古代の可能性がある。

掘立柱建物と井戸　掘立柱建物は 8 棟検出しており、構造のわかるものは 2 間 ×1 間、2 間 ×2 間、3 間 ×

2 間の側柱建物 5 棟、4 間 ×3 間の総柱片面廂付きのもの 1 棟である。床面積最小は SB2173 で 9.26m2、最

大は SB2171 で 52.75m2 に及ぶ。SB2167・2169・2170・2172 は 20.82 〜 36.65m2 となり、面積的には

3 段階のものがある。南北棟の主軸方位は N-20°-E のみ、東西棟の主軸方位は N-54°〜 72°-W にある。

切り合いから年代がある程度推測可能なのは SB2167 のみで 15 世紀以降と考えられる。ほかは SB2169

と 2170 がこれに近い方位で共存の可能性がある。SB2171 と 2172 は位置的に共存しえないが、SB2172 と

2173 は方位が揃い共存可能である。大部分が中世とみられる井戸は調査区東端近くに集中する傾向が顕著であ

り、井戸と分布が重なる建物群も中世のものと考えておきたい。羽口・鉄滓の出土もこのエリアに目立つ。

SB2167 の南北には SD376 と SD443 が平行するように存在し、雨落ち溝のように見えるが、SB2167 の南

西隅柱穴 Pit374 が SD376 覆土を切っており、SD376 については SB2167 の雨落ち溝とすると矛盾する。こ

の溝に対応するより古い建物が存在した可能性があるが、ちょうどよい組み合わせは見いだせていない。あるい

は両溝とも建物とは関係ないものとしておいた方がよいかもしれない。

最大面積をもつ SB2171 は総柱の身舎の南面に廂をもつもので、農具転用の井戸側をもつ SE1139 が廂の南

西隅にちょうど収まるように見える。身舎の柱穴は切っているようなので建物が建ってから井戸が掘られている。

道路状遺構と水田・畑　道路状遺構が作られる以前には、主軸方位の似通った細い溝が近接して存在するまと

まりがほぼ 2 区全体に認められ、畑地が広がっていた。第 29 次調査区と比べると各溝の間隔は狭いようであり、

耕作が長期にわたっていたのであろうか。

植物珪酸体分析ではイネが検出されているが、西端部の SD2035 直上のⅢb 層で検出された 1,800 個 /g が

最も多い例で、東部の SD2161 では 600 個か 700 個 /g である。第 29 次調査に比べると少なめだが、当調査

地点か近辺での稲作が推定されている。ただし調査区南端部の SD2091・2093 ではイネの検出がみられず、似

通った遺構でも異なる結果となっている。花粉分析では各試料においてアブラナ科作物の栽培が示唆されている。

その後、この畑とは主軸方位を違える道路状遺構が作られ、SN333 へ通じる道路と想定した。側溝は断面台

形で深さもあるが、西側の SD32 は SN333 につながっておらず、SN333 の用排水には用をなさない。溝を含

めない路面幅は 0.5 〜 2m で一定の幅が維持されるものではない。これまで当遺跡で検出されている中世の道

路状遺構と比較すると、第 44 次調査 4 区の SD73・74 と SD75 による道路状遺構が位置的に最も近く、同じ

時期のものかどうかは判然としないが、規模・主軸方位も類似している。

SN333 は調査区北端に一部がかかり、南端には SN1014 がまた一部かかっている。SN333 基底堆積物の植

物珪酸体分析では、イネは陸稲栽培が推定される程度の 1,400 個 /g と少なめだが、ムギの頴も少量検出されて

おり、付近で栽培されていた可能性が高いとされた。SN333 でイネを作り、他でムギを作っていたということ

かもしれないし、SN333 において連作障害を避けるためイネとムギが交互に栽培されていたということも考え

られよう。SE1139 の井戸側構築に再利用されていた田下駄・エブリの存在は、13 〜 14 世紀ごろ周辺で水田

耕作が行われていたことを端的に示している。道路状遺構の位置にはその後 SB2167 が建てられ、SN333 への

アプローチが絶たれていることから、その頃 2 区における土地利用に大きな変化があったとみられる。SE1139

に水田耕作の農具が再利用されたことは（単に農具を新調しただけかもしれないが）、あるいはそのことと関連があ

るのかもしれない（例えば住人が入れ替わり、もとの住人が残していった農具を再利用した、水田耕作をやめて畑作専業に
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なったなど）。大正時代の土地利用の様相を描いた第 51 図を見ると 2 区はすべて畑地か道路の地区にあたる。14

世紀前後には、一部で水田も営まれたが、その前後は主に畑地、畑地と居住地として利用された地点であった。

古代の遺構　SK1253 はほぼ完形の長甕 1 点が逆位に据えられていたものである。検出状況では内部の下部

に覆土の堆積がみられるが、上部は空洞であった。この遺構にはどのような性格が考えられるだろうか。

当遺跡の東に存在する道上遺跡第 6 次調査 SK283 では完形の土師器長甕 2 個体がつぶれた状態で出土してお

り、報告では土師器焼成遺構ではないかとされた〔龍田ほか 2018b〕。西蒲区下新田遺跡第 10 次調査〔龍田 2015

　図版 43〕のような合わせ口であれば土器棺と考えられるが、山三賀Ⅱ遺跡〔坂井 1989〕の例などカマドの袖

材として転用されることもあり、その場合は空洞のまま逆位に据えられる。ただしカマドとしては少なくとも 2

個が並列し、さらに粘土で被覆されたであろうが、当遺構では 2 個目があった形跡も被覆の痕跡もない。ほか

には何かを覆い、目印とするために完形品を伏せて置いたなどが考えられる。例えば墓標である。さらには道標

のように内容物がなく目印が目的の場合もあり得る。

C　3・4 区の遺構

3 区では攪乱を受けているため、調査区西端、中央、東端の 3 か所に遺構が分散して分布するかのような状況

を呈している。残存する部分での遺構密度は決して低くはない。東端は水田 SN1 が、北西〜南東に大きな面積

を占める。第 51 図を見ると SN1 は大正時代の「現形図」にみられる、2 区との間の幅広い旧河道を利用した

水田のラインにぴったり合ってくることから、その西端を検出したものと考えられる。「現形図」にみられる水

田はさらに西で二又に分かれ、20Q-2B 近辺にさしかかるとみられるが、その辺りは攪乱のため詳細不明である。

それ以外の部分は畑地となっている。調査区中央部の平行する溝群はⅢb 層下の検出なので中世以前とみられる

が、畑跡と推定される。花粉分析では少量だがアブラナ科が検出され、アブラナ科の植物が栽培されていた可能

性がある。

溝群を切る Pit のなかには小規模な柱列となりそうなものもあり、東側の 20Q-8H・9H ではやや規模の大き

い土坑も切り合いながら存在していることから、居住域として使われた部分・時代もあったであろう。古代の土

器の出土は西端部に多い傾向があり、古代の生活域はより西にあったとみられよう。

4 区では西半が大きく攪乱を受け詳細不明であるが、東側では標高 8.6 〜 8.8m の、当調査区内で最も標高が

高い部分で井戸 1 基のほか多数の土坑、Pit などが密集して確認され、中央部では少数の遺構が点在するという

状況である。第 51 図を見ると 4 区にも 3 区を経由して旧河道を利用した水田が延びているが、攪乱のため確認

できない。近世以降は大部分畑地であったようだが、畝になるような遺構はなく、中世以前は標高が高い部分を

もっぱら居住域としていたとみられる。遺構からの出土遺物がなく包含層から少量の古代土器が出土したにすぎ

ないので詳細な時期などは不明である。

第 3 節　細池寺道上遺跡の遺物について

A　古代の土器について

出土状況と接合関係　第 29 次調査では土師器はほぼ全面で出土しているが、須恵器はやや東半部に偏るよう

である。土師器にはロクロ使用と不使用のものがある。

ある程度まとまった量が出土している遺構としては、SK283・284・327・331・335・596・729・732・

747 がある。SK283・284・327・331・335 は SD1・2 の北側に位置し、煮炊具の比率が高い傾向がみられる。

SK596 は調査区南端部近くに単独で存在する。SK729・732・747 は SD1・2 の南側に近接して存在する。

第 31 次調査では土師器はすべてロクロ使用である。まとまった出土がみられる遺構としては 2 区 SK8 があり、

食膳具は残りが悪いが、土師器長甕・小甕・鍋、須恵器杯・横瓶・甕・広口瓶の口縁部がそろう。特に小甕が豊
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富で、口縁端部形状が多様である。その他はまとまりがなく、完形のわかる例も少ない。

第 29 次調査区では SK327・331・332・335（図版 30・58 参照）近辺でひとつの顕著な集中と遺構をまたぐ

接合関係が認められる。SK729・732・747 の辺りも接合関係が複雑にみえる。SD776 と SD2 で接合または

同一個体関係にあるものも複数（87 と 206）ある。SK702 でも須恵器無台杯 74 は SD1・SD677 と、須恵器甕

底部 76 は SK285・SD1・Ⅲ層と接合があり、SK702 が古代の遺構であって、それが壊されて遺物が拡散したか、

そもそもⅢ層に含まれたものがこれらの覆土に入り込んだかということになる。

ロクロ不使用の土師器　ロクロ不使用のものは第 29 次調査でのみ出土した。点数が少なく、完全な器形の判

明するものもないが、体部片では、以下の 3 種類がある。①外面タテハケ後ヨコナデ・内面ヨコハケのもの：

317・320（同一個体）、②外面タテハケ・内面ナデのもの：316・318・319、③外面ケズリ ?・内面ハケメのもの：

321（322・323 と同一個体）。底部片では平底で内面ハケメ調整のもの：322・323（同一個体）がある。

越後国内においては当遺跡も含めロクロ土師器主体の時期に非ロクロの佐渡型甕が一定量存在していることが

明らかになっているが、今回出土例は体部に厚みがあり、底部は平底であることから佐渡型ではなくロクロ土師

器に先行する在地の土器と考える。当遺跡ではこれまでの調査区でも 8 世紀の可能性のある遺物の出土はごく

わずかであった。今回も多くはないが、8 世紀代の遺構がより北にあって、現在は河道になってしまったために

みつかっていないことも考えられる。

ロクロ使用の土師器　無台椀の法量では、口径 12 〜 14cm を主として、16 〜 18cm の大型のものがある。

径高指数 25 から 30 前後が多く、25 より小さいものはみられない。33 以上のものがわずかに存在する。底径

指数では 36 〜 45 が多い。体部下端をヘラケズリするものが数点みられる。204 のような口縁部が直線的に外

傾するものではごく少なく、越州窯系青磁椀などを意識したものであろうか。206 は灰釉陶器椀模倣形態とみ

られる。折戸 53 号窯式に近いと思われる。470 のような小型の皿は 10 世紀のものであろう。

煮炊具は口縁端部が上方につまみだされるものがほとんどである。10-SK1253 で逆位に埋設されていた長甕

426 の口縁端部は内傾するつまみだし部の厚みが非常に厚く、特徴的であると思われる。底部タタキ目は斜め

の後縦に間隔をあけて叩いているように見え、やや装飾的に見える。

須恵器　無台杯は口径 11.9 〜 13.2cm で器高 3cm 前後である。多くは大木戸窯を含む小泊窯跡群の特徴を

備える。09-SK747 の 105 はこれらの中では底径が小さめで口縁部外傾度が大きく、09-SK596 の 65 〜 67 は

ごく薄い器壁で焼成が不良なものであり、最も後出的な江ノ下窯段階のものであろう。

有台杯 395 は新津産とみられ、丸みをもって立ち上がる浅い形で、高台はやや中心よりにつけられ、端部が

内側につまみだされてふんばる形状は古手の印象である。495 は小泊産とみられ、高台が低平で底部中央より

につけられる。江ノ下窯に近いものがある。7・281 は小泊窯に多い小径の深身のものになるか。稜椀は第 44

次調査例から新津産で春日編年〔春日 1999〕のⅤ期と考えられる。

甕 433 頸部にみられる波状文は非常に珍しいパターンであり、一見珠洲焼の装飾壺に近いものを感じるが、

突帯と施文があることから他の甕よりは古手と言える。産地は不明。甕 264 の格子文当て具痕の類例としては、

大木戸窯跡採集品の横瓶がある。甕 409 はほぼ全体形を窺うことのできる資料であり、口縁端部が外方に水平

につまみだされ、鳥の嘴状になっている。内面の当て具文様は上部が外周同心円文で中心平行線文という変則的

なもので、柾目状に木目が入るため一見すると細かい格子文に見える。下部は平行線文である。上郷遺跡平成 5・

6 年調査旧河道出土の 240〔上野・春日 1997〕の原体がパターンとしては同一といえる。小泊窯に類例を求める

とすればカメ畑 1 〜 3 号窯から江ノ下窯に近いと思われる。

遺構毎の様相　まとまった出土のある遺構でみると、須恵器無台杯の様相からは第 29 次調査区北半の SK283・

327・331・335 などと南半の SK596・747 では時期差があり、後者が新しい様相をもつとみられよう。土師

器無台椀のうちで最も底径が小さく薄手のものが SK596 にあり、これも新しい様相と言えるかもしれない。小

泊窯跡群との対比ではカメ畑 1 〜 3 号窯から江ノ下窯の段階、9 世紀後半〜 10 世紀初頭とされる春日編年Ⅵ期
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に相当し、第 29・31 次両調査区とも土器群全体としてはその時期を主体とし、前後のものも少量認められると

考えておきたい。

B　中世の土器・陶磁器について

陶磁器の組成　第 29 次調査区では白磁に椀、四耳壷がある。青磁は第 29 次調査区では椀・盤・香炉があり、

第 31 次調査 1・2 区では椀のみである。珠洲焼・珠洲系陶器は、第 31 次調査 4 区以外すべての調査区で出土

している。片口鉢・甕（または叩きのある体部）はいずれの調査区にもあり、第 29 次調査区と第 31 次調査 3 区

には加えて装飾付きの壷がある。第 29 次調査区では北越窯産陶器甕もみられる。瀬戸焼・美濃焼は平椀・天目

茶碗・折縁皿・卸皿・筒形容器があり、天目茶碗は第 29 次調査区と第 31 次 2 区にある。両次調査を比較すると、

国産陶磁器については違いがないが、舶載陶磁器に関しては第 29 次調査区の方が多様なものを有し豊かである

といえる。

中世土師器　皿はロクロ使用と手づくねがあり、ロクロ使用底部糸切を A 類、ロクロ使用底部ヘラ切りを B 類、

ロクロ使用で切り離していないものを C 類、手づくねを D 類とした。

09-SD1 から出土した A1 類の一群は形態・粗い胎土・赤味の強い色調にまとまりがあり、かなり限定された産

地のものと考えられる。09-SD1 に集中するが、遺構の項で先述のようにこれらは本来方形区画遺構 09-SD358

に伴うもので、珠洲焼Ⅰ期と共伴する可能性が高い。類例としては、吉田町飛地と分水町にまたがる（現在は燕市）

中入溝遺跡〔本間・春日ほか 2000〕出土で春日がⅠ群土器としたもの〔春日 2000〕が最も類似しているように思わ

れる。中世Ⅰ期（12 世紀後半）とされており、珠洲焼Ⅰ期と共伴するとの想定を補強する。A1 類は古代土器と

は胎土・色調が大きく異なり、ロクロ土師器という点では古代からの系譜ではあるが、この形としての成立自体

はなにか外的インパクトがあるのではないかと思われる。

A2 類は平底から大きく外傾して直線的に開く薄手のもので胎土は比較的精良で硬い焼成である。強く焼けた

ためか底部がやや反って上げ底状を呈するものが見られる。完全な形のわかるものがなくその位置づけはよく

わからない。A3 類は古代の須恵器無台杯に近い底径が大きく器高の低いもので、A1 類より後出と思われる。

10-2 区の東端部に分布し、この辺りの建物と関連する時期の可能性があるか。胎土には海綿動物骨針を含む。

B 類は比較的軟質な焼成のものである。数量的にはごく少ない。ヘラ切りのものは 13 世紀中ごろ〜 15 世紀

前半の阿賀北南部地域を中心に分布するとされ〔鶴巻 2019〕、当遺跡は阿賀野川左岸のうちでは最も川近くに位

置するが、やはりヘラ切りは客体的であるということが言える。

C 類は 10-2 区 SE756 出土 394 の 1 点のみである。口縁部を欠き器形の全体は不明である。ロクロを使用し

ていると思われるが、糸切り痕もヘラ切り痕も観察されず、底部には繊維を巻き付けた環状の工具かと思われる

痕跡が認められた。環状の工具の類例は、朝鮮半島の大型送風管や日本の埴輪・須恵器にあり、規格性を高める、

回転台から取り上げやすくするなどの機能が想定されている〔辻川 2007、奈良 2007・2020〕。埴輪や須恵器の例

はつるを曲げて繊維で縛る。繊維はつるを環状に巻きとめるためのもので、全体に巻き付けるわけではない。当

例は全体に繊維が巻き付けられているようであり、輪の芯・土台となる部分については不明である。この痕跡の

解釈として、切り離し後にのせた単なる台の跡の可能性もないとは言えないが、半周分が消されており最終調整

以前の痕跡であることから、環状の工具を介在することで「通常の切り離し」を必要としない作り方であった可

能性を考えておきたい。中世の遺物でこのような工具の使用例が他にあるのか今のところ筆者は知らないが、特

徴的な痕跡なので生産地・技術系譜を考える手がかりとしても留意しておきたい。年代については底部が厚くて

体部が大きく開くとみられる点は古い様相をもつといえる。

D 類は平底風の底部をもち、体部中位に明確な段を形成し、段より上部は 2 条の沈線状になでつけられる。

ロクロ使用のどの類とも異なる白味の強い色調と大粒の赤色粒を含む緻密な胎土をもつ。京都系とされるもので

ある。大型のものでは底部外面には指頭圧痕ではない、ごく細かいくぼみが多数観察できるものが多い。くぼみ



160

第 4 節　細池寺道上遺跡の様相

は規則正しく並んでいるように見える部分もあって、単に手で成形したからつく痕跡とは思われず、製作に関わ

る何らかの圧痕の可能性があると思われる。09-SX193 と 10-1 区 SD11 からまとまって出土しているが、両者

を比べると 10-1 区 SD11 の方が大きい（大 12 〜 14cm：小 9 〜 10cm）傾向があり、口縁部の 2 段ナデ、体部

との境の段が明瞭であることから、より古い様相であるといえる。10-1 区 SD11 では粘土塊以外共伴遺物がな

いのでその他の手がかりはないが、09-SX193 では 13 世紀後半の陶磁器が共伴することから、それに先行する

13 世紀前半代のものと推定される。水澤〔2005〕は 13 世紀前半までの例では口径 12.5 と 14cm 前後の 2 種

あり、大型口径は本期に限られるとし、また 13 世紀末（1289）〜 14 世紀初頭（1310）までの紀年銘木簡 5 点

を伴っていることから、時期的に限定できる良好な資料として知られる旧白根市馬場屋敷下層出土品は口縁部

と体部の境に明確な段を有しないものになっており、大：口径 10.6 〜 12.4cm、器高 2.5 〜 3.1cm、小：口径

7.2 〜 8.5cm、器高 1.5cm 前後が主体となるとのことで、当遺跡の D 類は 13 世紀に継起したものとしてよい

と考える。

C　中世の木製品について

10-2 区 SE1139 では井戸側に枡の部材や折敷、田下駄、エブリが再利用されていた。

井戸底の水溜とされた曲物の構造としては大沢谷内遺跡〔細野ほか 2012〕に特徴的なものとは異なり、その他

の新潟市内遺跡に一般的なものであるが、内面下半にアスファルトの付着がみられる。底板を留めるためのもの

とは考えにくいことから、曲物を何段か連結する際の接着のために使用された可能性を考えたい。

当遺跡では第 44 次調査 4 区 SE215（中世）の曲物にもアスファルト付着がある。これは容器の底を抜いて転

用したもので、容器の時と天地を逆にして設置されていたものである。アスファルトはごく一部にみられるのみ

で、綴じ部の補強のためと考えられている。

この井戸からはその他に年代を検討しうる遺物がないが、13 世紀末〜 14 世紀初の木簡を伴う旧白根市馬場

屋敷下層遺跡〔川上ほか 1984〕では曲物・折敷・「ナンバ」タイプの田下駄が出土しており、「ナンバ」タイプ以

外にも田下駄とみられる大振りな下駄が数種存在するようである。田下駄は同じ南区の小坂居付遺跡でも出土し

ており、13 世紀末〜 14 世紀代とされている〔佐藤ほか2012〕。当遺跡例も近い年代を想定してもよいと考えられる。

13 〜 14 世紀前半の集落跡である新発田市住吉遺跡〔高橋保 2006〕では、エブリ、折敷、曲物などが出土している。

エブリは当遺跡例と形状は異なるが同じスギ材製である。住吉遺跡の曲物では外側に重ねられる板は底板に打ち

付けられている。内面に漆を塗ったものがある。本体 2 重構造で内側板目一枚板、外側柾目で 2 〜 3 枚を組み

合わせるものが複数あり、合わせ目が Y 字形を呈する特徴が共通することから同一産地の可能性が指摘されて

いる。図を見る限りでは綴じ部の内面にはケビキがなく、斜線のケビキもなさそうである。年輪年代を計測した

ものでは 1189 年と 1194 年とのことで最外年輪がないことからおよそ 13 世紀前半代の伐採年を想定。当遺跡

とは全く異なる製品で、産地の違いがあると考えられる。

第 4 節　細池寺道上遺跡の様相

A　細池寺道上遺跡周辺の旧景観・土地利用の変遷について

耕地整理の過程−図版 2 についての補足　『細池寺道上遺跡Ⅱ』の刊行以来、大規模な耕地整理が行われる以前

の明治時代の土地利用の様相をうかがい知ることのできる資料として、現新津土地改良区所蔵の彩色図と新津市

時代の都市計画図を重ね合わせた図を掲載してきた（図版 2）が、どの部分がどの図にあたるのかなど基本的な

点についてわかりにくい点もあり、この図の成り立ちと事実関係について若干の補足をしておきたい。

同図版に使用している彩色図には成立年代が異なるとみられる 2 種類がある。平成 3・4 年に行われた磐越自

動車道建設に伴う調査の報告において当遺跡周辺の旧景観を示すものとして紹介されており〔小池 1994〕、基本
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的にその見解を踏襲しているものである。小池氏は同報告 P6 に以下の 4 つの図をあげている。

①「新津町外二ケ村開田耕地整理組合現景図」大正 11 年頃作成（新津土地改良区所蔵）

②「新津町東部耕地整理組合現景図」（新津土地改良区所蔵）昭和 15 年頃作成

③「新関村大字金屋図」明治 25 年 6 月調整（新津市金屋、小島善夫氏所蔵）

④大日本帝国陸地測量部「二万五千分一地形図村松近傍四号（共十二面）新潟十四号新津ノ一」明治 44 年測図

これらについて、報告では「②図は図名がないため、ここでは①図にならって上記の図名を使用しておく。①・

②は製作時期が明記されていないが、耕地整理事業の経緯や関係する他の図面から上記の時期に作成されたもの

と考えられる。」「①図は新津市における新津丘陵東方の沖積地を広域にわたって表記している大図面である。」

としている。そして附章において図の複写を示して説明されているところによると、②図は①図の東側にあたる

図とされている。一方で P7 の「第 2 図周辺の旧地割」にあげられている図は①図であるという説明がついてい

るが、附章と照らすと②図の範囲になってしまい、食い違いがある。また、図名に「現形図」と「現景図」の 2

者があり、些末なことかもしれないが、どちらが正しいのかわからない。

この件について新潟市文化財センター保管のコピーで確認したところ、①の図名は大安寺〜大関に至る図幅に

つけられた名前であり、少なくとも実物に書かれた字としては「現形図」が正しいこと、満願寺から東金沢・飯

柳に至る大きな図には図名がみあたらないことがわかった。このことから、〔小池 1994〕の第 2 図が用字も含め

て正しく、②図は①図の東にあたる図であるとする附章の記述は図名を取り違えたものと考えられる。

小池氏は「耕地整理事業の経緯や関係する他の図面から」作成年代を上記のように推定された。その点につい

てはその通りと考える。①は「新津町外二ケ村」という表現から、この図幅には新津町のほかに二つの村が含

まれることがわかり、その村は阿賀浦村と新関村である。このうち阿賀浦村は大正 14 年に新津町に合併してい

るので、図名から大正 14 年以前と考えうる。また、『大安寺村誌』〔大安寺村誌編纂委員会 2007〕の記述では「新

津町外二ケ村開田耕地整理組合」は大正 11 年設立で昭和 2 年までを事業年度としたとのことであるので、大

正 11 年から 14 年の間に作成されたとみてよく、より西の東金沢〜満願寺方面の整理については昭和 9 年の

二万五千分一図を見るとまだ進んでいないことから、昭和 15 年設立の「新津町東部耕地整理組合」の手になる

もので、その図は昭和 15 年頃作成されたと考えうる。

さて、細池寺道上遺跡の遺跡範囲は上記①図の範囲に大部分含まれる（第 53 図）が、第 29 次調査区の位置す

る北東部、大安寺・寺新田の北側には、①・②図のどちらにも含まれないか、①図において交わる線が直交して

直線的に引かれ、既に整った水田になっているように描かれた部分がある。

この地域の耕地整理の経緯についてはこれまでよくわからなかったが、その点についても『大安寺村誌』に記

述がある。それによれば、「土地所有者三十四人によって「大安寺耕地整理組合（浅見順治組合長）」が成立し、ま

ず土手外の畑作地帯の開田化をめざした。大正元年（1912）のことである。」「この申請は、大正三年五月二十九

日付を以って直ぐに認可されるに至った。」「原則的には縦三〇間、横一〇間とした一反歩区画耕地の出現を見て、

大正七年七月十九日に登記を完了した。」とされ、「土手外」の耕地整理が大正七年に完了したのち、「土手内」

以南を整理すべく大正十一年から昭和二年に「新津町外二ケ村改田耕地整理組合」による区画整理が進められた

とされる。

同書 p80 には「大安寺土手外」における耕地整理前の図が掲載されており（第 53 図上）、「土手外」とは大安

寺から寺新田を通り金屋に抜ける道路の北側に位置する地域を指し、①図では直線的な線で耕地整理が終わった

形に表現されている部分である。そしてこの「耕地整理以前の耕地図（明治の頃）」をよく見ると、「土手外」の

図の下に方位記号や整理後の水田区画の一部が重なって見えており、「土手内」以南の表現からみてもそれは①

図にほかならない。ただし、新津土地改良区に保管されている①図には「土手外」部分が貼られていないという

ことになるので、先行して耕地整理した「土手外」のみの図が存在し、『大安寺村誌』の執筆者か図の所有者が

①図に重ねて複製したものであろうか。『大安寺村誌』の執筆者が用いた原資料については実見できていないが、
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明治44年測図　大正3年8月大日本帝国陸地測量部発行「新津」1/25,000に加筆
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新津町東部耕地整理組合現形図
（仮称）の範囲

新津町外二ヶ村開田耕地整理組合
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旧町村境

大安寺土手外

第 53図　旧町村境と耕地整理前「現形図」の範囲

耕地整理以前の耕地図（明治の頃）〔大安寺村誌編纂委員会 2007〕より
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p78 に大安寺耕地整理組合の文書の写真が載せてあり、執筆者がこの文書を見ているとすれば以上の経緯につ

いての記述はかなり信頼できると思われる。

「土手外」の図によって当遺跡北東部の耕地整理以前の様相が大分明らかになったが、それでも第 29 次調査

区近辺に不明の部分が残り、その境は当時の阿賀浦村と新関村の境にほぼ一致するように見受けられる。そもそ

も①図は「新津町外二ケ村開田耕地整理組合」の図であり、新津町、阿賀浦村、新関村にまたがるものだが、そ

こに含まれる新関村の地域はごく一部である。同じ村であっても全域が一度に耕地整理されるわけではなく、図

幅に含まれる含まれないは、その時々の整理範囲に規定されていると考えられる。新関村域の大部分における耕

地整理の経緯については調べていないが、水利関係の都合などで①図にみる町村界をまたぐ範囲での耕地整理と

なったのではないだろうか。

阿賀野川旧河道と左岸地帯　耕地整理とともに遺跡周辺の景観と土地利用を大きく変化させうる要因として、

北部においては阿賀野川、南部においては能代川との関わりも見過ごすことはできない。

先に『大安寺村誌』により、大安寺に「土手外」「土手内」があると述べたが、同書にはまた「字中新田から

寺新田に至り上金沢へ続く堤防を「川西街道」と称し、里道一等線であったが、堤防の高さが二間（約三・六メー

トル）、堤敷は六間（約一 0・九メートル）に過ぎなかったのである。」とあり、大正初年当時堤防は現在も同地に

ある道路の位置にあったため、そこを境に外と内が存在したのである。中新田から六郷を通り新郷屋に至る現在

の堤防は昭和 6 年に完成したものである。その築堤にともない六郷や新郷屋の集落は半分ほどが新堤防の中に

移転することになったようである。

対岸の阿賀野市域には阿賀野川旧河道の跡が多く残っている。大勢として現在観察される旧河道は東から西に

移動してきたと考えられ、それぞれの河道を流れていた年代も検討されている。左岸については第 25 次調査報

告〔潮田 2014〕において旧河道の変遷について言及しており、「正保絵図」では深川と上福岡・水ヶ曽根が陸続

きであり、当時の本流はその東にあること、一方 19 世紀半ばの天保絵図では上福岡・水ヶ曽根が対岸になって

いるとして、この間に河道の変化があったようであると指摘した。阿賀野市境塚遺跡の報告でも、正保年間の「新

発田領絵図」から、正保年間には上福岡までが阿賀野川左岸であることが指摘されている〔荒川ほか 2016〕。

B　古代の細池寺道上遺跡

近世初期正保年間までは阿賀野川左岸は現在より相当広く、第 29 次調査区での調査結果からも古代〜中世に

おいては現在把握している遺跡範囲の北側、現在の堤外地にも生活面が広がっていたと考えられる。

第 29 次調査では 9 世紀の「佐渡型甕」ではない、ロクロ不使用の土師器が少数出土し、器形の詳細は明らか

ではないものの、その点では最も古い時期の集落が存在した可能性がある。第 44 次調査区や第 50 次調査区な

どでも 8 世紀代の可能性のある土器が少量出土しており、当遺跡に明確な生活痕跡が認められるのは 8 世紀後

半以降とみられ、近接する沖ノ羽遺跡や大沢谷内遺跡などよりは遅かったと考えられる。それは主に阿賀野川の

河道の変化や地盤の形成過程と関わることであろう。

調査地点ごとの様相差と各時期の盛衰をみると、春日Ⅴ・Ⅵ期に最もまとまった遺構・遺物が検出されている

のは第 44 次調査区であり、特徴のあるカマド状遺構を複数伴い、新津丘陵産の須恵器を多数保有し、また須恵

器窯の窯道具が出土する様相がとらえられている〔立木・奈良・安達ほか 2016〕。

阿賀野川・能代川が縦横無尽に暴れていたと考えられる当地では、多数の旧河道も検出されており、古代にお

いては盛んに祭祀的行為が行われていたことも明らかになっている。

C　中世の細池寺道上遺跡

12 世紀後半〜 13 世紀前半には方形区画墓を造営するような集団が居住するようになった。第 29 次調査では

より南に位置する第 31 次調査区よりも質・量的にまさる貿易陶磁を有する。第 48 次調査で検出された方形区
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画墓では青白磁合子の副葬が確認されている。高級なものではないが貿易陶磁を所有できる階層の集団である。

阿賀野川に近接する中世遺跡には下前川原遺跡など貿易陶磁を多数所有したものがある。

第 44 次 2 区 SD2（中世前期か）や第 46 次 SD910（報告では古代）のように東西方向で緩やかなカーブを描く

溝が相対的に古い段階の小規模な水路（兼区画）とみられる。第 46 次 SD910 は「検出位置が調査区内の微地形

でみる浅い谷筋と重なる」とされており、自然の流路（の痕跡）を踏襲し大幅な改変を加えていないために緩や

かなカーブを描いていると考えられる。第 48 次 1 区にみられた東西方向に蛇行して流れる旧河道のような流路

が幾筋もあったのであろう。

その後中世のある段階（13 世紀後半〜 14 世紀）に第 44 次 3 区や第 46 次、第 48 次にみられるような規模の

大きい南北軸の道路状遺構や溝が作られるようになる。ある程度の人の往来が想定され、計画的地割を伴った開

発が進められるようになったということであろう。建物の詳細はあまり明らかではないが、建物近くに井戸をも

つものが多い。当遺跡範囲の現在も集落のある一帯が当時も居住に適し、阿賀野川の水運にも便利な土地として

利用されていたと考えられる。

第 26 次 2 区においてそれまで建物が展開していた地を分断するように道路状遺構 1 が 14 世紀末に作られる。

この道は現在寺新田から金屋方面へ抜ける「川西街道」にほぼ近いものである。この時期に新たな道が作られた

ことにはそれなりの理由があったはずで、阿賀野川本流の河道の変化があってそれまでの道が機能しなくなった

とか、住人が入れ替わり新たな区割りが行われたことなどが想定できるかもしれない。

その様相がいつまで継続していたかは不明であるが、第 29 次 SD1 が 14 世紀末以降の掘削とみられ、15 世

紀の遺物が散見されることから 15 世紀には存続していたと思われる。しかし近世初頭までには当遺跡周辺は荒

れ地となっていて、現在街道沿いに存在する集落はほとんど近世初期に開発された伝承を残すものばかりである。

16 世紀代には「川西街道」を除くかつての区画や道路は埋もれてしまっていたと考えられる。

新潟県による磐越自動車道建設に伴う調査を嚆矢〔小池ほか 1994〕として多くの地点で微高地の周辺を掘りく

ぼめて水田とし、水田と畑とが入り組み状を呈する様相が中世からみられるが、何等かの理由により一度荒れ地

と化し、近世に改めて耕地開発がなされたと考えられる。

D　近世の細池寺道上遺跡

近世初期になると再び耕地が開発され、集落が形成される。その後天保期までの間に阿賀野川の河道の変遷（＝

洪水）により左岸側の可耕地が減るとか、集落が移転を余儀なくされるといった事態があったであろう。近世の

様相は第 46 次・48 次調査においてある程度明らかになっている。当遺跡範囲は複数の村が境を接する境界域

を含んでおり、第 48 次調査では上金沢村の開発の様相をうかがうことのできる遺構・遺物が出土した。西に位

置した大安寺村との境付近には火葬場や墓地が営まれている。第 29 次調査区も大安寺村と新関村との境付近で

あり、同様な土地利用が窺える。
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1

図版No.
写真図版

No.
SP記号

遺構

グリッド 重複状況 時代 確認面 主軸方位

規模（m）
底面標高
（m）

形態

堆積状況 覆土
遺物
の

有無

遺物図面
図版No.

出土遺物
備考種別 番号

上端 下端
深度 平面 断面

長軸 短軸 長軸 短軸

20・21・55 10・11 1，207d SE 282 5Q-5J9・10・14・15 中世 Ⅳ N-10 -゚E 1.24 1.23 0.76 0.67 1.60 6.18 円形 U字形 レンズ状 6 有
131・163・
164・182・
185

土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯、中世土師
器/皿、珠洲焼/片口鉢・甕、瀬戸・美濃焼/瓶類ヵ、青磁
/香炉、粘土塊、石/敲石・台石・礫、金属/刀子、木製品
/白木皿・棒状木製品・板状木製品

20・22・55 11 2，207c SE 595 5Q-5J17・18・22・23 >Pit597 中世 Ⅳ N-41 -゚W 1.73 1.67 0.5 0.43 1.55 6.26 円形 U字形 レンズ状 − 有 131・185
土師器/無台椀・長甕、黒色土器/無台椀、須恵器/長胴壺、
青磁/椀、石/磨石・礫、不明金属製品、木製品/下駄

16・17・22 11 3 SE 978
5R-2B13・14・18・19・23・
24

<SD1 中世 Ⅳ N-4 -゚E 2.33 2.25 1.85 1.47 1.50 6.37 円形 台形 ブロック状 12 有 131
土師器/無台椀・長甕、須恵器/無台杯・甕、珠洲焼/片口
鉢・壺T種、石/砥石・磨石・敲石・礫

17・23 11 4 SE 1119
5R-2C13・14・17〜20・22〜
25，5R-3C3・4

>SD289・1115・1116，<SD1 中世 Ⅳ N-85 -゚W 5.68 4.74 4.03 2.95 1.56 6.21 円形 皿形 − − 有 131 土師器/無台椀・長甕、須恵器/無台杯・有台杯

19・20・22 11・12 5 SE 1270 5Q-5J10 <Pit1206 中世 Ⅳ N-30 -゚W 1.00 0.80 0.64 0.61 0.89 6.91 円形 箱形 ブロック状 7 有 土師器/無台椀・長甕

19・20・22 12 6 SE 1272 5R-5A11・12・16・17 <Pit1273 中世 Ⅲc N-35 -゚E 1.58 （0.78） 0.77 （0.32） 1.07 6.95 − 階段形 ブロック状 12 有 土師器/無台椀、青磁/椀、石/礫

18・23 12 7 SK 31 5Q-3I21 Ⅳ N-86 -゚W 0.76 0.25 0.72 0.11 0.16 7.57 楕円形 箱形 レンズ状 4

18・23 12 8 SK 32 5Q-3I21・22，5Q-4I1・2 Ⅳ N-15 -゚W 0.99 0.87 0.57 0.47 0.27 7.46 円形 台形 ブロック状 5 有 土師器/無台椀

18・24 12 9 SK 59 5Q-3I24 <SD200 Ⅳ N-70 -゚W （0.76） 0.56 （0.73） 0.34 0.08 7.67 楕円形 台形 レンズ状 2

18・20・24 13 10 SK 104 5Q-4I20・25，5Q-4J16・21 >SK259，<Pit103・105 Ⅳ N-86 -゚W 1.75 1.12 0.95 0.48 0.52 7.25 長方形 半円形 レンズ状 5 有 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯、石/礫

18・20・24 13 11 SK 107 5Q-4I18・19・23・24 <Pit108・109 Ⅳ N-54 -゚E 1.74 1.55 1.51 1.35 0.16 7.53 円形 皿形 レンズ状 2 有 131 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯、石/礫

18・20・24 13 12 SK 112 5Q-4I12・17 Ⅳ N-53 -゚E 1.04 0.75 0.45 0.22 0.19 7.55 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕・小甕

20・24 13・14 13 SK 137 5Q-4I25，5Q-5I5 Ⅳ N-13 -゚E 1.66 0.64 1.25 0.24 0.25 7.48 楕円形 不整形 ブロック状 8 有 土師器/無台椀・長甕

20・24 13・14 14 SK 138 5Q-5I5，5Q-5J1 Ⅳ N-4 -゚W 0.85 0.85 0.33 0.13 0.23 7.51 方形 皿形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀・長甕、須恵器/無台杯

20・24 14 15 SK 152 5Q-5I13・14・18・19 Ⅳ N-40 -゚W 1.48 1.03 0.6 0.38 0.26 7.53 楕円形 台形 レンズ状 7 有 131・165 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯、石/台石

20・24 14 15 SK 159 5Q-5I18・19 >Pit160 Ⅳ N-67 -゚W 0.82 0.49 0.37 0.22 0.26 7.53 楕円形 台形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀・長甕・小甕

20・25 14 16 SK 183 5Q-5I23・24，5Q-6I3・4 Ⅳ N-80 -゚W 0.69 0.42 0.33 0.27 0.07 7.72 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・24 12 9 SK 203 5Q-3I18・19 >SD200，<SD2 Ⅳ N-50 -゚W （1.62）（1.16）（0.09）（0.89） 0.13 7.54 − 皿形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀

18・20・25 14 17 SK 241 5Q-4J8 Ⅳ N-40 -゚W 0.64 0.37 0.31 0.23 0.22 7.66 楕円形 皿形 レンズ状 2

20・25 14・15 18 SK 245
5Q-4I25，5Q-4J21・22，5Q-
5J1・2

古代 Ⅳ N-85 -゚E 2.48 1.41 2.25 1.06 0.17 7.63 楕円形 皿形 単層 1 有 131 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯

20・25 15 19 SK 248 5Q-5J3 Ⅳ N-34 -゚W 0.77 0.67 0.58 0.47 0.12 7.70 円形 皿形 レンズ状 3 有 131 土師器/無台椀・長甕・小甕

18・20・25 15 20 SK 259
5Q-4I20・25，5Q-4J16・17・
21・22

<SK104，Pit103 Ⅳ N-30 -゚E 2.85 1.89 （1.52） 0.86 0.36 7.46 不整形 皿形 レンズ状 5 有 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯・有台杯

20・25・55 15 21，207d SK 280 5Q-5J9・10 >Pit281 Ⅳ N-44 -゚W 0.74 0.68 0.45 0.38 0.18 7.62 円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀、不明金属製品

15・16・17・26・
51

15・16 22・197b SK 283 5R-1B1・2・6・7・8・12
<SK284・285，SD289，
Pit499・500・554・555・
559・565・566・963，河1250

古代 Ⅳ N-35 -゚W 3.10 （2.35） 2.60 2.55 0.20 7.81 方形 皿形 レンズ状 3 有
131・132・
163・164・
167

土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・甕、
石/敲石・台石・軽石製石製品・礫

15・16・17・26 15・16 22，23，24 SK 284 5R-1B2・7
>SK283，<SK285，SD289，
Pit555・556・557・558

Ⅳ N-35 -゚E （1.93） 1.60 （1.35） 1.40 0.12 7.89 − 皿形 単層 1 有 132・182
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、黒色土器/無台椀、須
恵器/無台杯、石/礫、金属/刀子、鍛冶/炉壁

15・16・17・26 16 24 SK 285 5R-1B2・3・7・8
>SK283・284，Pit566，<河
1250

中世 Ⅳ N-85 -゚E （1.60） 1.26 （1.46） 1.06 0.26 7.79 − 皿形 ブロック状 5 有 132・167
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、黒色土器/無台椀、須
恵器/無台杯・甕・長頸瓶、中世土師器/皿、石/軽石製石
製品、鍛冶/鉄滓

15・16・17・25・
51

16 25 SK 286 5R-1A4・5・9・10
>Pit473・482・716・1321，
<SD287

Ⅳ N-8 -゚W 0.86 0.67 0.59 0.57 0.20 7.86 楕円形 皿形 レンズ状 3 有 土師器/長甕

15・16・17・25・
51

16・17 26，198b SK 291 5R-1A10，5R-1B6 Ⅳ N-34 -゚E 0.72 0.57 0.63 0.40 0.11 7.95 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 132 土師器/無台椀・長甕、須恵器/無台杯

15・16・17・27 17 27 SK 292 5R-1B6・7・11・12 >SD1247，Pit293 Ⅳ N-0 -゚S 0.56 0.52 0.28 0.18 0.12 7.94 円形 台形 レンズ状 2 有 132 土師器/無台椀・鍋、須恵器/無台杯・有台杯

15・16・17・27・
53

17 28，202a SK 294 5R-1B12 >SD1247，<SK295，SD298 Ⅳ N-10 -゚E 0.80 （0.45） 0.35 0.27 0.26 7.82 − 台形 ブロック状 2

15・16・17・27・
53

17 28，202a SK 295 5R-1B12
>SK294，SD1247，Pit552・
1279

Ⅳ N-6 -゚E 0.90 0.74 0.51 0.50 0.31 7.77 楕円形 半円形 ブロック状 3 有 鍛治/鉄滓

15・16・17・27 17 29 SK 299 5R-1B17・22 <SX300，Pit301・302 Ⅳ N-69 -゚E 0.97 0.74 0.87 0.62 0.17 7.99 長方形 皿形 レンズ状 2

15・16・17・27・
53・54

18
30・202b，
204a

SK 303 5R-1B18・19 >Pit304・972，<SD289 Ⅳ N-17 -゚W （1.16）（0.76） 0.85 0.64 0.39 7.72 − 半円形 ブロック状 4 有 土師器/無台椀・長甕、須恵器/無台杯・杯蓋・甕、石/礫

15・16・17・27 18 31 SK 307 5R-2B4 Ⅳ N-36 -゚W 0.80 0.35 0.60 0.17 0.10 8.04 楕円形 皿形 レンズ状 2

15・16・17・27 18 32 SK 310 5R-1B16 Ⅳ N-58 -゚E 0.48 0.24 0.13 0.11 0.15 8.01 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

15・16・17・27 18 33 SK 311 5R-1B16・21 Ⅳ N-46 -゚E 0.49 0.32 0.28 0.15 0.15 8.01 楕円形 台形 レンズ状 2 有 132 土師器/長甕

15・16・17・27 19 34，35 SK 312 5R-1B21 Ⅳ N-55 -゚E 0.97 0.36 0.75 0.22 0.21 7.96 楕円形 皿形 レンズ状 3 有 土師器/長甕、須恵器/無台杯

15・16・17・27 19 35 SK 313 5R-1B21 Ⅳ N-43 -゚E 0.50 0.32 0.35 0.25 0.11 8.07 楕円形 皿形 ブロック状 2

15・16・17・27 19 36 SK 320 5R-1A25，5R-1B21 >SD319 Ⅳ N-50 -゚E 0.71 0.55 0.58 0.42 0.15 8.00 不整形 台形 ブロック状 3

15・16・17・27・
53

19 37，203b・c SK 321
5R-1A25，5R-1B21，5R-
2A5，5R-2B1

>SD319，<Pit587 古代 Ⅳ N-85 -゚E 0.75 0.67 0.53 0.51 0.33 7.83 円形 台形 − − 有 土師器/長甕

別表 1　第 29次調査遺構計測表
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図版No.
写真図版

No.
SP記号

遺構

グリッド 重複状況 時代 確認面 主軸方位
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（m）
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遺物
の

有無

遺物図面
図版No.

出土遺物
備考種別 番号

上端 下端
深度 平面 断面

長軸 短軸 長軸 短軸
15・16・17・27・
53

19・20 38，203b SK 322 5R-2B1 <Pit801 Ⅳ N-21 -゚W 0.75 0.45 0.61 0.30 0.19 7.97 楕円形 台形 レンズ状 2

15・16・17・27 20 39 SK 323 5R-2B6・7 <Pit607 Ⅳ N-15 -゚E 1.03 0.89 0.86 0.81 0.15 8.00 方形 皿形 レンズ状 3

15・16・17・28 20 40 SK 324 5R-2B1・6 >SD319，<Pit775 Ⅳ N-31 -゚W 0.91 0.52 0.75 0.27 0.20 7.96 楕円形 皿形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀

15・17・28・51・
52

20
41・199b・
d，200b

SK 326 5R-1A19・20・24・25 >Pit323 Ⅳ N-37 -゚W 0.96 0.88 0.83 0.83 0.26 7.83 方形 階段形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・小甕・鍋

15・17・28・30・
51

20・21・
22・23

42A・B・C・
D・a，199b

SK 327 5R-1A18・19・23・24
>SD330，Pit723，<Pit328・
329・340・454・1339

古代 Ⅳ N-49 -゚E 2.95 1.19 2.88 0.93 0.28 7.80 長方形 台形 レンズ状 15 有 132・133
土師器/無台椀・鉢・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・鉢、
土製品、粘土塊、石/礫、鍛治/鉄滓

15・16・29・30 23・24 43A・B SK 331 5R-1A8・9 >Pit450・1345，<SK332 古代 Ⅳ N-59 -゚E 1.74 1.38 1.32 0.88 0.47 7.60 長方形 台形 レンズ状 10 有
133・134・
135

土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・杯蓋、
粘土塊、石/礫、鍛治/鉄滓

15・16・29・30 24 44A・B・C SK 332 5R-1A7・8・12・13 >SK331，Pit436・924 古代 Ⅳ N-47 -゚E 1.92 0.69 1.80 0.52 0.19 7.86 楕円形 台形 レンズ状 3 有 182
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・杯蓋、
石/礫、金属/刀子ヵ

15・16・31・51・
52

24
45・199c，
200a・d

SK 334 5R-1A13・14 >Pit333 Ⅳ N-8 -゚E 0.75 0.60 0.52 0.32 0.14 7.90 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

15・16・29・30・
51

25
46A・B，
199c

SK 335 5R-1A13・14・18・19 >SD330，<Pit337・338 古代 Ⅳ N-80 -゚E 1.84 1.03 0.84 0.75 0.40 7.65 不整形 台形 レンズ状 5 有 135・165
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・杯蓋、
粘土塊、石/台石・礫

15・16・31 25 47 SK 341 5R-1A7・12 Ⅳ N-4 -゚W （0.71） 0.64 （0.54） 0.53 0.16 7.89 方形 台形 ブロック状 4

15・16・31 25 48 SK 342 5R-1A11 >SK343，SD345 Ⅳ N-55 -゚E 0.84 （0.53） 0.32 0.32 0.34 7.68 円形 半円形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・長甕・小甕

15・16・31 25 48 SK 343 5R-1A11 >SD345，<SK342 Ⅳ − （0.49）（0.06） − − 0.24 7.78 − − 単層 1

15・16・31 26 49，50 SK 350 5R-1A17 <Pit351 Ⅳ N-65 -゚E 0.60 0.46 0.40 0.20 0.57 7.65 楕円形 台形 水平 2 有 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯

15・16・31 26 51 SK 352 5R-1A22，5R-2A1・2 >SD318，<SK353 Ⅳ N-0 -゚S （0.42） 0.51 （0.32） 0.20 0.23 7.83 楕円形 半円形 レンズ状 4 有 135 土師器/無台椀・長甕・鍋

15・16・31 26 51 SK 353 5R-2A1・2 >SK352，SD318 Ⅳ N-1 -゚E 0.58 0.50 0.15 0.11 0.23 7.85 楕円形 台形 レンズ状 3 有 土師器/長甕・鍋

15・16・31 26 52 SK 355 5R-1A23，5R-2A3
>SD317・1231，<Pit356・
415・416

古代 Ⅳ N-25 -゚W 1.19 1.40 1.62 1.16 0.29 7.81 不整形 皿形 水平 2 有 135 土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯

15・16・18・32・
54

26・27
53，
205b・d

SK 357 5R-2A9 >SD317，Pit643・1244 中世 Ⅳ N-13 -゚E 1.13 0.80 0.70 0.55 0.27 7.88 不整形 台形 ブロック状 9 有 土師器/無台椀・長甕、粘土塊、石/礫、銭貨

16・18・31・47・
57

28 54 SK 359 5R-2A8・9・13・14
<SD358・Pit636・637・638・
639・640

古代 Ⅳ N-85 -゚E （1.11） 1.36 （0.92）（0.91） 0.44 7.67 方形 台形 レンズ状 8 有 135 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯、石/礫

16・18・32・54 28 55，206a SK 360 5Q-2J10・15，5R-2A6・11 >SD666 Ⅳ N-31 -゚E 1.18 0.98 0.85 0.73 0.29 7.77 方形 台形 レンズ状 4 有 土師器/無台椀・長甕、石/礫

16・18・32・54 28 56，206b SK 361 5Q-2J15・20 Ⅳ N-51 -゚W 1.16 1.08 0.81 0.62 0.18 7.85 楕円形 皿形 レンズ状 5 有 135 土師器/無台椀・長甕、青磁/椀、石/礫

16・18・32 29 57 SK 362 5Q-2J18 Ⅳ N-36 -゚W （1.33） 1.22 0.72 0.52 0.27 7.70 楕円形 皿形 レンズ状 4 有 土師器/無台椀・須恵器/無台杯、石/礫

15・16・18・32 29 58 SK 363 5R-2A10 >SD316 Ⅳ N-73 -゚E 0.44 0.34 0.31 0.22 0.12 8.05 円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

15・16・31 29 50 SK 383 5R-1A17 Ⅳ N-24 -゚W 0.81 0.52 0.18 0.10 0.24 7.78 楕円形 台形 レンズ状 2 有 135 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯

15・16・32 29 59 SK 389 5R-1A16・21 >SD318，<Pit388 Ⅳ N-34 -゚W 0.50 0.44 0.31 0.16 0.24 7.76 円形 箱形 ブロック状 3 有 136 土師器/無台椀・小甕・鍋、須恵器/有台杯・杯蓋

15・16・32 30 60 SK 425 5R-1A18 Ⅳ N-64 -゚W 0.70 0.44 0.65 0.28 0.18 7.87 楕円形 台形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・長甕・小甕

20・33 30 61A・B・C SK 596 5Q-5J21・22，5R-6J1・2・3 <Pit232・598・599 古代 Ⅳ N-43 -゚W 2.81 2.20 （2.45） 1.78 0.36 7.51 楕円形 皿形 レンズ状 6 有 136
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・甕、
石/礫

19・20・32 30 62 SK 601 5Q-5J15・20 >Pit602・618・616 Ⅳ N-19 -゚W 0.64 0.56 0.47 0.38 0.25 7.63 円形 台形 レンズ状 4

16・18・32 31 63 SK 664 5Q-2J25 Ⅳ N-3 -゚W 0.60 0.43 0.25 0.16 0.27 7.69 楕円形 半円形 水平 2 有 石/礫

17・19・32 31 64 SK 676 5R-3B7
>SD709，<SD2，Pit1241・
1242

Ⅳ N-3 -゚E （0.83） 0.92 （0.67） 0.75 0.17 7.89 − 皿形 レンズ状 3

19・34 31 65 SK 696 5R-3B12 Ⅳ N-28 -゚E 0.68 0.61 0.42 0.40 0.16 7.92 円形 皿形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀

19・34 31・32 66 SK 702 5R-3B23 Ⅳ N-55 -゚E 0.93 0.81 0.74 0.50 0.17 7.89 方形 皿形 レンズ状 4 有 136 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯・甕、石/礫

19・34 32 67 SK 710 5R-3B12・13 >SD709 Ⅳ N-75 -゚W 1.06 0.97 0.75 0.61 0.17 7.93 円形 皿形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀・小甕

16・17・34 32 68 SK 717 5R-2B12・13・17・18 >SD1・314
近世
以降

Ⅳ N-17 -゚W 0.70 0.53 0.36 0.31 0.23 7.89 楕円形 半円形 ブロック状 4 有 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/甕

15・17・34 32 69 SK 725 5R-2C8 >Pit892・947 Ⅳ N-0 -゚S 1.13 1.02 0.98 0.86 0.26 7.57 円形 台形 レンズ状 4 有 136 土師器/無台椀・長甕・小甕、粘土塊、石/焼礫

16・17・19・34 33 70 SK 727 5R-3B9 <SD2 Ⅳ N-0 -゚S （0.55） 0.74 （0.54） 0.44 0.19 7.95 − 皿形 レンズ状 4 有 土師器/無台椀

19・35 33 71 SK 729 5R-3B9・14 >SK744 古代 Ⅳ N-0 -゚S 2.11 1.50 1.28 1.00 0.26 7.88 楕円形 皿形 レンズ状 8 有 136・137
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/有台杯・甕、
石/礫

19・34 33 72 SK 731 5R-3B14・19 <SK732，SD709 古代 Ⅳ N-47 -゚W （0.50） 0.56 （0.45） 0.43 0.06 7.99 − 皿形 レンズ状 2

19・34 33・34 73 SK 732 5R-3B19 >SK731，SD709 古代 Ⅳ N-60 -゚E 1.97 1.76 1.31 1.22 0.38 7.69 円形 台形 レンズ状 10 有 137・138
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・杯蓋・
甕、粘土塊、石/磨石、鍛治/鉄滓

19・35 34 74 SK 744 5R-3B14・15 <SK729・747，Pit743 古代 Ⅳ N-86 -゚W （0.93） 0.77 （0.75） 0.61 0.10 8.00 − 皿形 レンズ状 2 有 138 土師器/無台椀、鍛治/鉄滓

17・19・35 34 75 SK 747 5R-3B10・15，5R-3C6・11
>SK744，<Pit741・742・
743・748

古代 Ⅳ N-0 -゚S 2.16 2.08 1.86 1.74 0.24 7.91 円形 皿形 レンズ状 7 有 138・182
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・有台杯、
石/砥石・礫・焼礫、金属/刀子

16・17・19・35 34 76 SK 749 5R-3B10 <SD2 Ⅳ N-3 -゚E （0.36） 0.50 0.50 0.35 0.19 7.94 − 皿形 レンズ状 2

17・19・35 34・35 77 SK 762 5R-3C7・12 >SK764，SD752 中世 Ⅳ N-29 -゚E 0.77 0.52 0.47 0.39 0.20 7.92 楕円形 台形 レンズ状 3 有 138
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・有台
杯

19・36 35 78 SK 764 5R-3C12
>SD752・776・1347，
<SK762

中世 Ⅳ N-11 -゚E 1.69 1.30 1.38 0.98 0.27 7.89 不整形 台形 ブロック状 4 有 138・159
土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯、土製品/円
筒形土製品、石/軽石製石製品・礫
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19・36 35 79 SK 765 5R-3C11・12・16・17 >SD1347 中世 Ⅳ N-82 -゚W 1.00 0.83 0.73 0.55 0.09 8.08 円形 皿形 レンズ状 3 有
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯、粘土
塊

19・36 35・36 80 SK 770 5R-3C16・17 Ⅳ N-65 -゚W 0.59 0.40 0.44 0.19 0.17 7.95 楕円形 台形 ブロック状 6 有 土師器/無台椀・長甕

17・19・36 36 81 SK 793 5R-3C9 >SD825，<Pit792 Ⅳ N-71 -゚W 0.78 0.67 0.63 0.52 0.14 8.08 円形 皿形 レンズ状 4

19・36・57 36 82，212b SK 812 5R-3C19 >Pit811 Ⅳ N-85 -゚W 0.65 0.56 0.55 0.42 0.18 8.08 円形 台形 レンズ状 3 有 164・166 石/台石・焼礫

17・19・36 36 83 SK 832 5R-3C10 >SX833，SD825 Ⅳ N-19 -゚E 0.68 0.51 0.16 0.12 0.38 7.84 楕円形 階段形 ブロック状 5 有 土師器/無台椀、須恵器/無台杯

17・19・36・57 36 84，212c SK 835 5R-3D6
>SK836，SD837，Pit1297，
<SX834

Ⅳ N-39 -゚W 0.75 0.62 0.53 0.48 0.12 8.18 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・小甕

17・19・36・57 36 84，212a・c SK 836 5R-3D6 >Pit1297，<SK835 Ⅳ N-90ﾟ 0.60 0.45 0.54 （0.23） 0.19 8.11 楕円形 半円形 レンズ状 2 有 土師器/長甕・小甕、石/礫

17・19・37 36 85 SK 839 5R-3D6・7 >Pit979 Ⅳ N-70 -゚E 0.53 0.45 0.38 0.28 0.19 8.11 円形 台形 レンズ状 3 有 土師器/小甕、石/磨石

19・37 36 86 SK 860 5R-4B1 Ⅳ N-32 -゚W 0.60 0.47 0.09 0.08 0.26 7.77 楕円形 漏斗形 ブロック状 4 有 土師器/長甕

19・37 37・38 87 SK 878 5R-4C1・2・6・7 <SD776，Pit877・1277 Ⅳ N-85 -゚W （0.72） 0.57 （0.35） 0.22 0.22 7.87 − 箱形 ブロック状 4 土師器/小甕、石/礫

19・37 38 88 SK 893 5R-4B7・12 Ⅳ N-78 -゚W 0.91 0.71 0.66 0.55 0.21 7.78 方形 台形 レンズ状 4 有 138 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯

16・17・37 38 89 SK 929 5R-2A15 >SD316 Ⅳ N-31 -゚E 0.54 0.42 0.35 0.24 0.24 7.90 楕円形 台形 レンズ状 3

15・16・37 38 90 SK 948 5R-1A2 >Pit949・950 Ⅳ N-56 -゚E 1.03 0.48 0.82 0.32 0.12 7.87 楕円形 皿形 レンズ状 4 有 土師器/無台椀・長甕

15・16・37 38・39 91 SK 964 5Q-1J15 <SD347 Ⅳ N-31 -゚E （0.57）（0.48） 0.39 0.31 0.34 7.62 円形 半円形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

15・16・17・37・
53・54

39
92，202b，
204d

SK 973 5R-1B19・24 <SD289，Pit847 古代 Ⅳ N-59 -゚W 0.83 （0.48） 0.63 0.47 0.15 7.92 − 皿形 単層 1

17・38 39 93A・a SK 985 5R-2D16・21
近世
以降

Ⅳ N-9 -゚W 1.13 0.96 1.03 0.80 0.13 7.13 方形 皿形 レンズ状 6 有 土師器/長甕、銭貨

16・18・37 39 94 SK 989 5Q-2J22 Ⅳ N-81 -゚E 0.67 0.60 0.40 0.34 0.15 7.75 円形 台形 レンズ状 2

19・20・37 39・40 95 SK 1005 5R-5A3 >Pit1004・1006，<Pit1008 Ⅳ N-43 -゚E 0.69 0.57 0.60 0.42 0.23 7.73 楕円形 箱形 ブロック状 5 有 138 土師器/無台椀、須恵器/無台杯

19・20・37 40 96 SK 1013
5R-4A25，5R-4B21，5R-
5A5，5R-5B1

>SD1015，<Pit1239 Ⅳ N-35 -゚E 0.80 （0.69） 0.65 （0.61） 0.23 7.77 円形 台形 − − 有 土師器/無台椀

18・19・20・37 40 97 SK 1040 5R-4A13・18 Ⅳ N-21 -゚W 0.54 0.53 0.23 0.12 0.37 7.61 円形 漏斗形 ブロック状 4 有 土師器/無台椀

18・19・20・39 40 98 SK 1054 5R-4A15，5R-4B11 >SD1015・1016 中世 Ⅳ N-60 -゚E 1.47 1.22 0.46 0.33 0.49 7.53 円形 半円形 レンズ状 7 有
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯、青磁/
椀、石/磨石・礫

18・19・20・39 40 99 SK 1057 5R-4A14 Ⅳ N-88 -゚W 0.78 0.70 0.56 0.55 0.16 7.84 円形 皿形 レンズ状 3 有 石/礫

18・19・20・39 41 100 SK 1060 5R-4A8・13 >SD1059 Ⅳ N-53 -゚W 0.56 0.50 0.28 0.19 0.16 7.84 
方形〜
円形

半円形 レンズ状 3 有 土師器/長甕

18・19・39 41 101 SK 1091 5R-4A5・9・10 >SD1015，Pit1232 Ⅳ N-89 -゚E 0.85 0.78 0.55 0.54 0.24 7.80 円形 台形 ブロック状 4

19・39 41・42 102 SK 1101 5R-4B1・6 >SD694，Pit1098・1099 中世 Ⅳ N-3 -゚W 0.82 0.82 0.59 0.53 0.23 7.82 円形 台形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀・長甕・鍋

19・39 41・42 103 SK 1105 5R-4A5，5R-4B1 >SD694・1016，<Pit1106 Ⅳ N-62 -゚E 1.12 0.93 0.84 0.61 0.23 7.81 円形 台形 ブロック状 5 有 土師器/無台椀・長甕、須恵器/無台杯

19・39 42 104 SK 1107 5R-3A25，5R-4A5 >SD1016 中世 Ⅳ N-15 -゚W 0.95 0.93 0.65 0.58 0.22 7.84 円形 皿形 レンズ状 7 有
土師器/無台椀・長甕・鍋、須恵器/無台杯、粘土塊、石/
礫

18・19・40 42 105 SK 1174 5R-3A18 Ⅳ N-0 -゚S 0.87 0.60 0.52 0.22 0.35 7.64 楕円形 半円形 レンズ状 5 有 土師器/無台椀、石/砥石・礫

19・40・56 43 106，210c SK 1216 5R-4B2・7 >SD1218 中世 Ⅳ N-63 -゚W 0.75 0.53 0.58 0.32 0.15 7.92 楕円形 皿形 レンズ状 3 有 138 土師器/無台椀・長甕

19・40 43 107 SK 1217 5R-4B2 >SD1218 中世 Ⅳ N-49 -゚E 0.52 0.49 0.36 0.34 0.12 7.95 円形 皿形 レンズ状 2 有 138 土師器/小甕、須恵器/無台杯・長頸瓶

19・40 43 108 SK 1224 5R-3B22 >SX698，<Pit700 中世 Ⅳ N-29 -゚W （0.66） 0.66 0.52 0.46 0.24 7.81 円形 漏斗形 ブロック状 2 有 138 土師器/無台椀・長甕・鍋、石/礫

18・20・40 43 109 SK 1246 5Q-4J13・14 >Pit1245 Ⅳ N-62 -゚W 0.99 0.45 0.86 0.28 0.17 7.72 楕円形 半円形 レンズ状 3

15・17・40 44 110 SK 1262 5R-2C10 <河1250 Ⅳ N-79 -゚W 0.60 0.39 0.51 0.25 0.18 7.36 楕円形 台形 レンズ状 2

15・17・40 44 111 SK 1265 5R-2D6 <河1250 Ⅳ N-60 -゚E 0.57 0.50 0.43 0.43 0.14 7.43 方形 皿形 レンズ状 2

15・17・40 44 112 SK 1267 5R-1C23，5R-2C3 <河1250 Ⅳ N-52 -゚E 0.71 0.38 0.14 0.11 0.41 7.05 楕円形 漏斗形 レンズ状 4

17・19・40 44 113 SK 1278 5R-3D2・3 <SD1・1116 Ⅳ N-56 -゚W （0.98） 0.88 （0.95） 0.67 0.15 7.79 − 皿形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀・長甕・小甕

17・19・41 45 114 SK 1284 5R-3C10，5R-3D6 >SX833・834 Ⅳ N-2 -゚E 0.70 0.48 0.42 0.26 0.19 8.07 楕円形 U字形 ブロック状 2 有 土師器/無台椀

17・19・41 45 114 SK 1285 5R-3C10，5R-3D6 >SX833・834，SD1・837
近世
以降

Ⅳ N-82 -゚W 0.89 （0.71） 0.78 （0.63） 0.22 8.04 楕円形 不整形 ブロック状 4 有 土師器/長甕・小甕、不明金属製品

16・17・19・41 45 115 SK 1294 5R-3B8 <SD2 Ⅳ N-62 -゚W 0.79 0.68 0.70 0.52 0.20 7.94 楕円形 台形 レンズ状 4 有 138 土師器/無台椀

19・41 45 116 SK 1300 5R-3B24 Ⅳ N-39 -゚E 0.60 0.46 0.39 0.28 0.20 7.86 楕円形 台形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀・長甕

19・41・57 45 117 SK 1332 5R-3C20・25 >SD825，Pit981 中世 Ⅳ N-36 -゚E 0.61 （0.21） 0.33 （0.15） 0.20 8.14 − 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・長甕、須恵器/無台杯

18・41・46 46 118，133A SK 1341 5Q-3I7・8 <SD1・2 Ⅳ N-33 -゚E （1.28）（0.60）（0.35）（0.19） 0.26 7.59 − 台形 レンズ状 2

16・41・47 46 119 SK 1348 5R-1A11 <SD345 Ⅳ N-38 -゚E （0.47）（0.57）（0.27）（0.33） 0.09 8.07 − 皿形 単層 1

18・42 46 120A・B SX 3
5Q-3H23・24，5Q-4H1〜3・
6〜8・12

中世 Ⅲb − （6.90）（2.70） − − 1.15 7.01 − 皿形 レンズ状 10 有 土師器/無台椀・長甕・鍋、石/磨石・礫

20・43 46 121A・B SX 193
5Q-6I3・8・9・10・14・15，
5Q-6J6・11

>Pit230 中世 Ⅳ − （6.50）（2.70）（3.80）（2.10） 1.03 6.72 − − ブロック状 10 有
139・160・
167・182

土師器/無台椀・長甕・小甕、黒色土器/無台椀、須恵器
/無台杯・有台杯・甕、中世土師器/皿、珠洲焼/片口鉢、
青磁/椀、白磁/椀、焼成粘土塊、石/砥石・磨石・敲石・
軽石製石製品・礫、金属/皿、鍛治/鉄滓

15・16・17・44・
53

46・47 122，202a SX 296 5R-1B13・14・18 >Pit966，<SD289 Ⅳ N-46 -゚E （1.22） 1.73 （1.06） 1.49 0.15 7.93 − 台形 単層 1
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長軸 短軸 長軸 短軸
15・16・17・44 46・47 122 SX 297 5R-1B17・18 >SD290・298，<SD289 Ⅳ N-37 -゚E （1.20） 0.55 0.92 0.43 0.34 7.78 長方形 皿形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀・長甕・鍋、石/礫

15・16・17・44 47 123 SX 300 5R-1B17 >SK299 Ⅳ N-82 -゚W 0.67 0.33 0.11 0.07 0.11 8.04 楕円形 半円形 単層 1

15・16・17・44 47 124 SX 325 5R-2A5 >SX945，<Pit1324 Ⅳ N-19 -゚W 1.05 0.71 0.90 0.59 0.26 7.90 不整形 皿形 ブロック状 7 有 土師器/無台椀・長甕

19・44 47 125 SX 698 5R-3B17・22
>SX1228，SD1218，
Pit1229，<SK1224，Pit1225

中世 Ⅳ N-84 -゚E 1.37 1.14 1.03 0.88 0.24 7.81 円形 台形 レンズ状 2 有
土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/有台杯、中世土師
器/皿、鍛治/炉壁

17・19・41 45・48 114 SX 833 5R-3C10，5R-3D6
>SK834，<SK1284・1285，
SD1

Ⅳ N-16 -゚W − （0.85） − （0.63） 0.18 8.08 楕円形 不整形 ブロック状 2 有
土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯・甕、粘土
塊

17・19・41・57 45・48 114，212a SX 834 5R-3C10，5R-3D6
>SK835，<SK833・1284・
1285，SD1

Ⅳ N-5 -゚W 1.60 1.29 1.30 0.97 0.24 8.02 楕円形 皿形 ブロック状 3 有 139
土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯、粘土塊、
石/礫

19・44 48 126 SX 906 5R-4B17・18・22・23 >SD677 中世 Ⅳ N-57 -゚W （1.35） 1.55 （1.08） 0.82 0.48 7.59 − 台形 レンズ状 16 有
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、中世土師器/皿、石/砥
石・軽石製石製品・焼礫・礫

15・16・18・45 48 127 SX 945 5R-2A5・10 >SD316，<SX325，Pit1324 Ⅳ N-4 -゚E 1.69 1.42 1.59 1.25 0.18 7.98 楕円形 台形 レンズ状 3

15・16・17・45 48 128 SX 983 5R-1C22，5R-2C2・3・7 <SD289 Ⅳ N-0 -゚S 3.08 2.19 2.89 1.82 0.47 7.41 不整形 皿形 レンズ状 4 有 土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台椀

18・19・20・45 49 129 SX 1037 5R-4A18 >SD1036 Ⅳ N-31 -゚E 1.06 0.68 0.86 0.46 0.20 7.78 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

19・45 49 130 SX 1113 5R-4B6・7 >SD677 Ⅳ N-81 -゚W 0.86 0.30 0.72 0.13 0.11 7.95 楕円形 半円形 レンズ状 3 有 石/礫

18・45 49 131 SX 1135 5Q-3J25，5Q-4J4・5 <Pit1134 Ⅳ N-68 -゚W 2.03 1.17 1.92 1.01 0.14 7.74 不整形 台形 ブロック状 5

19・45 49・50 132 SX 1227 5R-3B17 >SX1228，<Pit1225 Ⅳ N-4 -゚E （0.77） 0.35 （0.70） 0.23 0.09 7.98 楕円形 皿形 レンズ状 3

19・45 49・50 132 SX 1228 5R-3B17・18
<SX698・1227，Pit1225・
1229

Ⅳ N-30 -゚E （1.16） 0.85 （1.06） 0.57 0.11 7.96 − 皿形 レンズ状 2

16・17・18・19・
37・46

50
118，133A・
B・C

SD 1

5Q-2I25，5Q-2J21〜25，
5Q-3I3〜5・7〜10，5Q-3J1
〜10，5R-2A17〜25，5R-
2B11〜25，5R-2C11〜25，
5R-2D11〜14・16〜19・21
〜24，5R-3A1〜10，5R-3B1
〜10，5R-3C1〜5・9・10，
5R-3D1〜3・6〜8

>SE978・1119，SK614・
1278・1285・1341，SD2・
139・298・314・316・358・
666・776・825・837・838・
958・1115・1116，SX833・
834，Pit930・990・1114・
1117・1261・1281・1283・
1286・1338，<SK717・985，
河1250

中世 Ⅲb N-85 -゚E （52.30） 7.55 （52.30） 1.20 1.71 6.40 − 台形 レンズ状 20 有

139〜141・
159〜168・
170・171・
182・183・
185

土師器/無台椀・有台皿・鉢・長甕・小甕・鍋、黒色土器
/無台椀、須恵器/無台杯・有台杯・杯蓋・甕・長頸瓶・
短頸壺・壺蓋・横瓶、中世土師器/皿、瓦質土器、珠洲焼
/片口鉢・甕・壺T種、珠洲系陶器壺・甕、北越窯産陶器/
甕、越前焼/擂鉢、瀬戸・美濃焼/卸皿、産地不明陶器/甕ヵ、
青磁/椀・皿・盤、白磁/椀、土製品/円筒形土製品、粘土
塊、石/砥石・磨石・台石・軽石製石製品・不定形石器・
焼礫・礫、金属/釘・刀子ほか、鍛治/鉄滓・椀形滓・炉壁、
木製品/板状木製品

18・19・46 50
9，118，
133A・B・C

SD 2

5Q-3H19・20，5Q-3I7〜20，
5Q-3J6〜20，5R-3A3・6〜
15，5R-3B4〜10，5R-3C1〜
3・6〜9

>SK203・676・749・1294・
1341，SD709・726・727・
751・776・825・1116・
1160，Pit758・1117・1155・
1240・1241・1254・1299・
1305・1306，<SD1，河1250

中世 Ⅲc N-81 -゚E （47.55）（3.75）（47.55） 0.60 1.05 6.78 − 皿形 レンズ状 13 有

141〜143・
159〜164・
167〜171・
182・183

土師器/無台椀・有台椀・鉢・長甕・小甕・鍋、黒色土器
/無台椀・有台皿、須恵器/無台杯・有台杯・杯蓋・甕・
長頸瓶・短頸壺・壺蓋・長胴壺・横瓶、中世土師器/皿、
珠洲焼/壺R種・壺T種、珠洲系/陶器壺、青磁/皿、白磁/
皿・椀、土製品/円筒形土製品・土錘、粘土塊、石/砥石・
磨石・敲石・敲石+台石・台石・軽石製石製品・不定形石
器・剥片・石核・焼礫・礫、金属/刀子ほか、鍛治/鉄滓・
椀形滓・羽口・炉壁・炉内溶解物

18・46 51 134 SD 36 5Q-4I3・4 中世 Ⅳ N-76 -゚W 1.98 0.42 1.33 0.27 0.19 7.52 − 箱形 レンズ状 4 有 143 土師器/無台椀・長甕、中世土師器/皿

20・46 51 135 SD 100 5Q-4H20・25，5Q-4I16・21 Ⅳ N-26 -゚E 1.27 0.35 0.90 0.22 0.16 7.53 − 台形 レンズ状 2

20・46 51 136 SD 161 5Q-5I19・24，5Q-6I4・5 <Pit161 Ⅳ N-23 -゚W 4.83 0.40 4.50 0.22 0.18 7.62 − 台形 − − 有 143 土師器/無台椀・小甕・鍋、須恵器/無台杯・甕、石/礫

18・24・46 12 9，137 SD 200 5Q-3I18・19・23・24
>SK59，Pit1308・1309，
<SK203

Ⅳ N-47 -゚W （2.03） 0.77 （1.78） 0.61 0.20 7.53 − 皿形 レンズ状 5 有 土師器/小甕

20・46 51 138 SD 229 5Q-5J21 Ⅳ N-63 -゚W 0.85 0.25 0.71 0.14 0.08 7.76 − 皿形 単層 1

18・20・46 52 139 SD 244 5Q-4J18・23 Ⅳ N-9 -゚W 1.78 0.47 1.58 0.30 0.05 7.80 − 皿形 単層 1 有 143 土師器/無台椀・長甕・鍋

15・16・17・46・
51

52
140A・B，
197b

SD 287 5R-1A10，5R-1B1・6
<SD289，Pit1322・1327・
1328・1329・1330・1331，
>SK286，SD288

Ⅳ
N-20 -゚E
N-84 -゚W

4.15 0.57 4.03 0.32 0.19 7.85 − 漏斗形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・長甕、石/礫、鍛治/鉄滓

15・16・17・46・
51

52
141・198b・
d

SD 288 5R-1B6
>SD1247，<SD287・289，
Pit505

古代 Ⅳ N-20 -゚W （1.69） 0.36 （1.50） 0.20 0.13 7.91 − 皿形 レンズ状 2 有 143 土師器/無台椀・長甕

15・16・17・34・
44・46・51・53・
54

18・32・
46・52・
53

30，69，
122，142A・
B・C，197b・
c，198a・d，
202a・d，
204a・d

SD 289

4R-10A23・24，5R-1A4・5・
10，5R-1B1・6・7・12・13・
18〜20・24・25，5R-1C21，
5R-2B5，5R-2C1・2・7〜9・
13〜15

>SE1119，SK283・284・
303・973，SX296・297・
983，SD287・288・290・
1247，Pit304・444・497・
582・617・847・848・912・
922・923・968・1326・
1330・1333・1335，<SD1，
Pit558・724・969・1340

中世 Ⅳ N-52 -゚W（28.10） 1.10 （28.10） 0.70 0.26 7.60 − 皿形 レンズ状 7 有 143
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・長頸瓶、
中世土師器/皿、白磁/椀、瀬戸・美濃焼/平椀、石/焼礫・
礫、不明金属製品、鍛治/鉄滓

15・16・17・46・
53・54

53
143A・B，
202b，204a・
b・c

SD 290
5R-1B12・13・17・18・23，
5R-2B3

<SX297，SD289・298，
Pit537・568・569・571・984

古代 Ⅳ N-17 -゚W （4.35） 0.36 （4.35） 0.21 0.25 7.90 − 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

15・16・17・46・
53・54

53
143A・B・C，
202b，204a・
b・c

SD 298
5R-1B12・17・18・23，5R-
2B3・4・8・9・13・14

>SD290，Pit932，<SX297，
SD1，Pit538・540・543・
570・571・574・575・612

古代 Ⅳ N-19 -゚W （9.60） 0.61 （9.55） 0.31 0.17 7.98 − 台形 レンズ状 2 有 143 土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・甕

15・16・17・46・
54

53
144A・B，
204b・d

SD 305 5R-1B24，5R-2B4・5・10 <SD306，Pit586・1134 古代 Ⅳ N-16 -゚W 5.45 0.41 5.13 0.20 0.16 7.94 − 皿形 レンズ状 3 有 143 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/稜椀・甕
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長軸 短軸 長軸 短軸
15・16・17・46 53・54 144B，145 SD 306 5R-2B9・10 >SD305 Ⅳ N-53 -゚W 1.96 0.37 1.81 0.17 0.23 7.87 − 皿形 レンズ状 3

15・16・17・46 54 146 SD 308 5R-2B5，5R-2C1・6 古代 Ⅳ N-20 -゚W 1.79 0.29 1.50 0.15 0.13 7.92 − U字形 レンズ状 2

15・16・17・46・
53

54
147A・B，
202c，203a・
b

SD 314
5R-1B11・16・17・21・22，
5R-2B2・7・12

>SD980，<SK717・971，
Pit513・521・522・524・
529・530・531・532・546

古代 Ⅳ N-20 -゚W（10.89） 0.45 （10.73） 0.22 0.23 7.98 − 台形 レンズ状 2 有 143
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・杯蓋・
甕

15・16・46・51 54
148A・B，
199a

SD 315 5R-1A9・14・15・20 <SD319，Pit451 古代 Ⅳ N-28 -゚E （2.62） 0.33 （2.57） 0.25 0.17 7.89 − 台形 レンズ状 3 有 143 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯

15・16・47・52 54 149，200b SD 316
5R-1A24，5R-2A4・5・10・
15・20

<SK363・929，SX945，SD1，
Pit455・456・944

古代 Ⅳ N-18 -゚W （8.63） 0.62 （8.55） 0.27 0.25 7.91 − 不整形 レンズ状 2 有 143
土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯・杯蓋・甕、
石/礫

15・16・47・52・
54

55
150A・B，
200a・c，
205a

SD 317
5R-1A12・13・17・18・23，
5R-2A3・8・9・14・19

<SK355・357，SD1231，
Pit422・423・424・427・
428・643・644・645

古代 Ⅳ N-17 -゚W 12.11 0.39 11.95 0.20 0.28 7.84 − 台形 レンズ状 4 有 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯

15・16・47・52 55
151A・B，
201a・b

SD 318 5R-1A16・21・22，5R-2A2
>Pit1320，<SK348・352，
SD358，Pit353・389・394・
412

古代 Ⅳ N-18 -゚W （5.15） 0.28 （5.07） 0.16 0.12 7.91 − 漏斗形 レンズ状 3 有 143 土師器/無台椀・長甕・小甕

16・17・46・51・
52

54・55
148A・B，
152，199d，
203b・c

SD 319
5R-1A15・20・25，5R-
1B21，5R-2B1・6・11

>SD315，<SK320・321・
324，SD1，Pit457・462・
470・518・519・588・606・
775

古代 Ⅳ N-20 -゚W（11.82） 0.44 （11.75） 0.25 0.19 7.97 − 台形 レンズ状 3 有 143 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯

15・16・47 55 153 SD 330 5R-1A19 <SK327・335 古代 Ⅳ N-20 -゚W （0.77） 0.31 （0.77） 0.23 0.08 7.95 − 皿形 単層 1

15・16・41・47
46・55・
56

119，154 SD 345 5Q-1J15，5R-1A11・16・17
>SK1348，Pit928，<SK342・
343，Pit346

Ⅳ N-45 -゚W 4.27 0.61 4.09 0.43 0.25 7.86 − 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯

15・16・37・47 56 91，155A・B SD 347 5Q-1J15・20，5R-1A11・16
>SK964，<SK348，Pit365・
366・367・387・650・850

Ⅳ N-39 -゚W （4.17） 0.77 （4.17） 0.48 0.25 7.74 − 皿形 レンズ状 2 有 143 土師器/無台椀・長甕、須恵器/杯蓋

16・18・31・47・
54

28・56
54，156A・
B・C，205a・
b・c

SD 358
5Q-2J9・10・14・15・19・
20・24・25，5R-2A1・2・6〜
8・12・13・17・18

>SK359，SD931，Pit661・
662・712・713・715・746・
787・788・851・1307・
1313・1314・1315・1317・
1318・1319・1346，<SD1，
Pit650・656・665・674

中世 Ⅳ N-14 -゚W
   東西　         南北　           溝幅
外径8.10　外径（6.80）　上端1.50
内径5.30　内径（5.29）　下端0.45

0.64 7.54 − 皿形 レンズ状 9 有
143・144・
160・163・
165・169

土師器/無台椀・有台皿・長甕・小甕・鍋、須恵器/杯蓋・
甕・長頸瓶、中世土師器/皿、珠洲焼/片口鉢・甕、珠洲
系陶器/甕、土製品、石/砥石・磨石・台石・軽石製石製品・
焼礫・礫、鍛治/鉄滓

16・18・48・54 57 157，206a SD 666 5R-2A11・16・17・21・22 <SK360 古代 Ⅳ N-27 -゚W （3.95） 0.41 （3.95） 0.23 0.23 7.80 − 台形 レンズ状 2 有 144 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/杯蓋

19・48 57・62 158 SD 677
5R-3B16・21，5R-4B1・2・
6・7・12・17・22

<SX906・1113，Pit691・
692・695・858・859・911・
912・913・1102・1103

古代 Ⅳ N-8 -゚W （12.1） 0.48 （12.0） 0.31 0.08 7.92 − 皿形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀・長甕、須恵器/無台杯

19・39・48・56 57・62
103，159A・
B，209b・c

SD 694
5R-3A20，5R-3B16・21，5R-
4B1・6・11・16・21

<SK1101，Pit693・857・
915・916・917・918・1019

古代 Ⅳ N-7 -゚W （12.85） 0.62 （12.74） 0.40 0.09 7.95 − 皿形 単層 1

19・34・48 57 72，160 SD 709 5R-3B7・8・12・13・18・19
>SK731，<SK676・710・
732，SD2，Pit1301

古代 Ⅳ N-39 -゚W （4.53） 0.56 （4.53） 0.28 0.09 8.00 − 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

16・17・19・48 57 161 SD 726 5R-3B8 <SD2 Ⅳ N-3 -゚W （0.66） 0.27 （0.55） 0.22 0.09 8.05 − 箱形 レンズ状 2

16・17・19・48 58 162A・B SD 751 5R-3B10，5R-3C6・11
<SD2・752，Pit755・757・
1260

古代 Ⅳ N-33 -゚W （2.40） 0.48 （2.40） 0.22 0.09 8.01 − 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・小甕・鍋

16・17・19・48 58 162B，163 SD 752 5R-3C6・7・11・12 >SD751，<SK762・764 古代 Ⅳ N-47 -゚W （2.00） 0.58 （1.84） 0.36 0.10 7.99 − 台形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

19・36・37・48 58 78・87・164 SD 776
5R-3C2・3・7・8・12・13・
17・22，5R-4C2・7

>SK878，SD1249・1347，
Pit1280・1298，<SK764，
SD1・2，Pit771・782・783

中世 Ⅳ N-9 -゚E （11.25） 1.43 （11.25） 0.82 0.26 7.81 − 台形 レンズ状 7 有
144・160・
182

土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・有台
杯・稜椀・甕・長頸瓶、中世土師器/皿、粘土塊、石/砥石・
軽石製石製品・焼礫・礫、金属/刀子ほか、鍛治/鉄滓

17・19・41・48・
56・57

45・58
117，165，
211a・b・d，
212a

SD 825 5R-3C9・10・14・15・20・25
>Pit823・1236・1237・
1238，<SK793・832・1332，
SD1，Pit981

Ⅳ N-8 -゚W （5.56）（5.56） 1.00 0.44 0.45 7.90 − 台形 レンズ状 7 有
144・145・
182

土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・杯蓋・
甕、石/礫、金属/刀子・紡錘車ヵ、鍛治/鉄滓

17・19・48 59 166 SD 837 5R-3D6 <SK835，SD1・838 Ⅳ N-7 -゚W （0.87） 0.33 （0.70） 0.24 0.11 8.17 − 台形 レンズ状 2

17・19・48 59 166，167 SD 838 5R-3D6・7・12
>SD837・854，<SK1285，
SD1，Pit1282

Ⅳ N-41 -゚W （3.92） 0.29 （3.83） 0.17 0.10 8.22 − 台形 レンズ状 2 有 145 土師器/無台椀・長甕・小甕、石/焼礫・礫

17・19・48 59 168 SD 854 5R-3D7・12 <SD838，Pit853 Ⅳ N-12 -゚E （2.59） 0.61 （2.59） 0.34 0.13 8.16 − 台形 レンズ状 3 有 145 土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/有台杯、石/礫

19・48 59 169 SD 863 5R-3B24，5R-4B4 Ⅳ N-17 -゚W 1.28 0.33 1.13 0.20 0.09 8.01 − 台形 レンズ状 2

19・48 59 170 SD 864 5R-3B24・25，5R-4B4・5 Ⅳ N-33 -゚W （0.94） 0.33 0.78 0.15 0.21 7.89 − U字形 レンズ状 3 有 145 土師器/無台椀・長甕・小甕

15・16・18・48・
54

60
171，205b・
c

SD 931 5R-2A7・12 <SD358，Pit661・662 古代 Ⅳ N-33 -゚W （1.66） 0.38 （1.66） 0.23 0.19 7.88 − 台形 レンズ状 3 有 145 土師器/無台椀、須恵器/無台杯

15・16・17・49 60 172a・b SD 958 5R-2B8・13 <SD1，Pit611 Ⅳ N-5 -゚E （3.40） 0.46 （3.31） 0.30 0.10 8.05 − 台形 − −

15・16・46・53 54 147B，203b SD 980 5R-1B22，5R-2B2・7
>Pit590，<SD314，Pit533・
534・536

古代 Ⅳ N-18 -゚W （2.56） 0.24 （2.30） 0.18 0.12 8.03 − 台形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

18・19・39 62 99 SD 1009
5R-4A3・8・9・13・14・19・
24，5R-5A4・9

>SD1160，<SD1038，
Pit1044・1058

古代 Ⅳ N-12 -゚W（12.00） 0.51 （11.88） 0.32 0.20 7.81 − 台形 − − 有 145 土師器/無台椀・長甕

18・19・39・49・
55

60・62
99，173A・
B，208b・c

SD 1010
5R-3A19・24，5R-4A4・9・
14・19・20・25，5R-5A5

<SD1112，Pit1021・1089・
1090・1171・1172・1176

古代 Ⅳ N-8 -゚W （14.22） 0.40 （14.17） 0.28 0.09 7.95 − 台形 単層 1
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18・19・49・55・
56

60・62
174，208a・
b，209a・d

SD 1015
5R-3A19・20・24・25，5R-
4A5・10・15・20・25，5R-
4B21，5R-5A5，5R-5B1

<SK1054・1013・1091，
SD1112，Pit1024・1047・
1048・1055・1095・1108・
1109・1110・1111・1232・
1239

古代 Ⅳ N-9 -゚W （13.62） 0.45 （13.51） 0.24 0.14 7.90 − 台形 レンズ状 2 有 145 土師器/長甕、須恵器/有台杯

18・19・49・55・
56

62
175，208a・
b・d，209b・
c・d

SD 1016
5R-3A20・25，5R-4A5・10・
15，5R-4B1・6・11・16・21，
5R-5B1

<SK1054・1105・1107，
SD1112，Pit1017・1050・
1051・1052・1095・1096・
1097・1098・1100・1179・
1180・1181・1183・1243・
1296

古代 Ⅳ N-8 -゚W （13.80） 0.52 （13.70） 0.29 0.19 7.87 − 皿形 − − 有 土師器/無台椀・長甕・小甕

18・19・20・49 60 176 SD 1036 5R-4A17・18・23 <SX1037，Pit1028 Ⅳ N-38 -゚W 3.70 0.45 3.27 0.24 0.10 7.84 − 皿形 単層 1

18・19・20・49 60 177 SD 1038 5R-4A13・14・18・23 >SD1009，<Pit1039・1058 Ⅳ N-12 -゚E 3.90 0.37 3.75 0.18 0.13 7.87 − 台形 レンズ状 3

18・19・20・48 61 178 SD 1059 5R-4A8・13 <SK1060 Ⅳ N-19 -゚E 2.59 0.53 2.30 0.28 0.11 7.89 − 台形 レンズ状 3

18・19・49・55 61
173B，179，
208b

SD 1112 5R-4A4・5
>SD1010・1015・1016，
<Pit1111

Ⅳ N-85 -゚W 2.78 0.32 2.60 0.18 0.09 7.95 − 皿形 レンズ状 2

16・17・49 50・61 133C，180 SD 1115 5R-2B20，5R-2C16・17 <SE1119，SD1 Ⅳ
N-86 -゚E
N-28 -゚W

（4.43）（0.48）（4.35） 0.34 0.22 7.54 − 皿形 単層 1 有 土師器/長甕

17・19・23・49 61 4，181 SD 1116
5R-3C3・4・5，5R-3D1〜3・
7・8

<SE1119，SK1278，SD2 Ⅳ N-80 -゚W（10.40）（1.02）（10.40） 0.55 0.48 7.41 − 台形 レンズ状 6 有 145
土師器/無台椀・鉢・長甕・小甕、須恵器/無台杯・杯蓋、
石/礫

18・49 61・62 182A・B SD 1139
5Q-3J22・23，5Q-4J2〜4・
8・9

古代 Ⅳ N-42 -゚W 4.85 0.47 4.60 0.28 0.16 7.70 − 台形 レンズ状 3

18・19・49 62 183A・B SD 1160
5Q-3J15・20，5R-3A11・16・
17・21・22，5R-4A2・3・8

<SD2・1009，Pit1159・
1161・1166・1254

古代 Ⅳ N-39 -゚W （8.84） 0.48 （8.84） 0.35 0.07 7.90 − 皿形 レンズ状 2

18・19・49 62 184 SD 1186 5R-3A14・15・20 <Pit1183・1185・1193 古代 Ⅳ N-35 -゚W 2.69 0.38 2.55 0.23 0.11 7.93 − 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

19・49・56 62
185A・B，
210a

SD 1218 5R-3B22，5R-4B2・7
<SK1216・1217，SX698，
Pit861

中世 Ⅳ N-3 -゚W （3.43） 0.58 （3.31） 0.33 0.17 7.91 − 皿形 レンズ状 3 有 145
土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯、中世土師
器/皿

15・16・18・47・
54

55・63 150B，205b SD 1231 5R-2A3・8・9・13・14
<SK356・357，SD317，
Pit629・635・643

古代 Ⅳ N-24 -゚W （2.35）（0.31）（1.92） 0.10 0.25 7.88 − 不整形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀・長甕・小甕

15・16・17・49 63 186 SD 1247 5R-1B6・11・12
<SK292・294・295，SD288・
289・290，Pit506・550・
551・549

古代 Ⅳ N-64 -゚W （3.10） 0.70 （2.85） 0.51 0.31 7.72 − 台形 レンズ状 5 有 145 土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯

19・49 58・62 187 SD 1249 5R-3C22・23，5R-4C3 <SD776，>Pit1295 中世 Ⅳ N-42 -゚W （2.24） 0.42 （2.24） 0.28 0.19 7.97 − 台形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀・小甕・鍋、珠洲焼/壺T種

19・48 58 164 SD 1347 5R-3C11・12・16・17・22 <SK764・765，SD776 Ⅳ N-2 -゚E （3.93）（0.66）（0.26） 0.25 0.33 7.85 − U字形 レンズ状 5

20 Pit 4 5Q-4H23・24 Ⅳ N-50 -゚E （0.24） 0.32 0.16 0.08 0.18 7.56 − − 単層 1

20 Pit 5 5Q-4H24 Ⅳ N-45 -゚E （0.25） 0.27 0.14 0.10 0.29 7.42 円形 − 単層 1 有 土師器/長甕

18・20 Pit 6 5Q-4H18 Ⅳ N-69 -゚W 0.29 0.24 0.12 0.10 0.38 7.37 楕円形 U字形 レンズ状 2

18・20 Pit 7 5Q-4H13・14 Ⅳ N-72 -゚E 0.23 0.20 0.11 0.10 0.15 7.63 円形 台形 単層 1 有 土師器/無台椀

18・20 Pit 8 5Q-4H19 Ⅳ N-89 -゚W 0.47 0.26 0.20 0.17 0.26 7.46 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・20 Pit 10 5Q-4H19 Ⅳ N-86 -゚W 0.23 0.20 0.13 0.12 0.13 7.56 円形 半円形 レンズ状 2

18・20 Pit 13 5Q-4H8・9 Ⅳ N-52 -゚W 0.47 0.40 0.09 0.07 0.27 7.52 円形 U字形 レンズ状 2

18・20 Pit 14 5Q-4H14 <Pit15 Ⅳ N-50 -゚E （0.23） 0.23 0.10 0.05 0.11 7.66 円形 皿形 単層 1

18・20 Pit 15 5Q-4H14 >Pit14 Ⅳ N-30 -゚E 0.28 0.21 0.05 0.04 0.13 7.63 楕円形 皿形 単層 1

20 Pit 16 5Q-4H24・25 Ⅳ N-9 -゚E 0.25 0.25 0.13 0.13 0.23 7.46 円形 半円形 レンズ状 2

18・20 Pit 17 5Q-4H20・25 Ⅳ N-34 -゚W 0.34 0.28 0.27 0.18 0.25 7.51 円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 20 5Q-4H5 >Pit21 Ⅳ N-9 -゚W 0.25 0.25 0.15 0.09 0.11 7.66 円形 皿形 単層 1

18 Pit 21 5Q-4H5 <Pit20 Ⅳ N-50 -゚W （0.19） 0.20 0.12 0.11 0.11 7.66 楕円形 皿形 単層 1

18・20 Pit 23 5Q-4I6 Ⅳ N-24 -゚W 0.39 0.27 0.10 0.08 0.39 7.35 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・20 Pit 24 5Q-4I6 Ⅳ N-50 -゚W 0.42 0.34 0.37 0.14 0.18 7.56 楕円形 − 単層 1

18・20 Pit 26 5Q-4I11 <Pit27 Ⅳ N-20 -゚W （0.18） 0.20 0.11 0.09 0.09 7.63 円形 皿形 単層 1

18・20 Pit 27 5Q-4I11 >Pit26 Ⅳ N-76 -゚W 0.25 0.22 0.14 0.10 0.13 7.59 円形 皿形 単層 1

18・20 Pit 28 5Q-4H15，5Q-4I11 Ⅳ N-47 -゚E 0.29 0.25 0.16 0.11 0.23 7.48 円形 半円形 レンズ状 2

18・20 Pit 29 5Q-4H20，5Q-4I16 Ⅳ N-90ﾟ 0.21 0.15 0.06 0.04 0.16 7.53 楕円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 30 5Q-4I7 Ⅳ N-13 -゚E 0.40 0.38 0.23 0.19 0.21 7.53 円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 35 5Q-3I23，5Q-4I3 Ⅳ N-26 -゚E 0.43 0.33 0.26 0.16 0.11 7.59 楕円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 37 5Q-4I3 <Pit38 Ⅳ N-10 -゚E （0.30） 0.34 0.12 0.09 0.27 7.43 方形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 38 5Q-4I3・8 >Pit37・39 Ⅳ N-2 -゚W 0.26 0.22 0.13 0.07 0.21 7.50 円形 皿形 単層 1

18 Pit 39 5Q-4I3・8 <Pit38 Ⅳ N-72 -゚W （0.30） 0.25 0.12 0.09 0.44 7.28 楕円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 40 5Q-4I7・8 >Pit31 Ⅳ N-54 -゚E 0.34 0.29 0.19 0.12 0.36 7.35 円形 U字形 単層 1

18 Pit 41 5Q-4I8 Ⅳ N-33 -゚W 0.17 0.15 0.07 0.06 0.20 7.52 円形 U字形 レンズ状 2
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18 Pit 42 5Q-4I7・8 <Pit40 Ⅳ N-76 -゚W 0.29 （0.13）（0.07） 0.09 0.29 7.43 円形 U字形 レンズ状 2

18 Pit 43 5Q-4I7・8 >Pit42・44 Ⅳ N-84 -゚E 0.39 0.33 0.14 0.14 0.31 7.42 円形 U字形 レンズ状 3

18・20 Pit 44 5Q-4I7・8 <Pit43 Ⅳ N-10 -゚W （0.25） 0.27 0.07 0.06 0.21 7.52 円形 半円形 レンズ状 2

18 Pit 45 5Q-4I8 Ⅳ N-55 -゚E 0.28 0.24 0.12 0.12 0.30 7.43 円形 U字形 レンズ状 2

18 Pit 47 5Q-4I3・8 Ⅳ N-41 -゚W 0.35 0.33 0.22 0.21 0.23 7.49 円形 半円形 レンズ状 2

18 Pit 48 5Q-4I8 Ⅳ N-34 -゚E 0.39 0.31 0.24 0.19 0.36 7.36 楕円形 半円形 レンズ状 2

18・20 Pit 50 5Q-4I8 Ⅳ N-26 -゚W 0.34 0.26 0.16 0.07 0.27 7.47 楕円形 皿形 レンズ状 3

18・20 Pit 51 5Q-4I12 >Pit52 Ⅳ N-80 -゚W 0.40 0.35 0.16 0.15 0.19 7.54 円形 半円形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

18・20 Pit 52 5Q-4I12 <Pit51 Ⅳ N-5 -゚W （0.16） 0.30 （0.13） 0.19 0.15 7.58 円形 （皿形） 単層 1

18 Pit 53 5Q-3I23 Ⅳ N-58 -゚W 0.45 0.28 0.21 0.19 0.46 7.24 楕円形 U字形 レンズ状 2

18 Pit 54 5Q-3I23 Ⅳ N-47 -゚W 0.38 0.32 0.28 0.26 0.35 7.35 円形 台形 水平 3 有 石/焼礫

18 Pit 55 5Q-3I19・24 Ⅳ N-27 -゚W 0.27 0.26 0.08 0.07 0.32 7.38 円形 U字形 単層 1

18 Pit 56 5Q-3I24 Ⅳ N-45 -゚E 0.23 0.20 0.07 0.05 0.13 7.59 円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 57 5Q-3I24 Ⅳ N-62 -゚W 0.25 0.23 0.15 0.11 0.08 7.66 円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 61 5Q-4I4 Ⅳ N-55 -゚W 0.28 0.23 0.23 0.14 0.10 7.65 楕円形 皿形 単層 1

18 Pit 64 5Q-4I4 Ⅳ N-21 -゚W 0.17 0.17 0.05 0.03 0.11 7.62 円形 皿形 単層 1

18 Pit 65 5Q-4I4・9 Ⅳ N-15 -゚E 0.35 0.29 0.13 0.12 0.40 7.34 楕円形 U字形 レンズ状 2

18 Pit 66 5Q-3I25 Ⅳ N-33 -゚W 0.25 0.23 0.13 0.09 0.10 7.70 円形 皿形 単層 1

18 Pit 68 5Q-3I25 Ⅳ N-34 -゚W 0.24 0.24 0.12 0.09 0.21 7.60 円形 半円形 レンズ状 2

18 Pit 69 5Q-3I25，5Q-4I5 Ⅳ N-79 -゚E 0.32 0.27 0.08 0.06 0.32 7.47 円形
皿形＋
U字形

レンズ状 2

18 Pit 70 5Q-4I5 Ⅳ N-4 -゚E 0.67 0.48 0.38 0.3 0.36 7.40 楕円形 U字形 レンズ状 4

18 Pit 73 5Q-3I20 Ⅳ N-50 -゚W 0.32 0.29 0.08 0.07 0.17 7.59 円形 皿形 単層 1

18 Pit 74 5Q-3J16 Ⅳ N-48 -゚E 0.30 0.27 0.19 0.15 0.33 7.46 円形 半円形 単層 1

18 Pit 75 5Q-3I25，5Q-3J21 Ⅳ N-45 -゚E 0.39 0.31 0.14 0.10 0.22 7.61 楕円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 76 5Q-3I25，5Q-3J21，5Q-4J1 Ⅳ N-42 -゚W 0.32 0.29 0.15 0.14 0.19 7.64 円形 半円形 レンズ状 2

18 Pit 77 5Q-3J21，5Q-4J1 Ⅳ N-53 -゚E 0.32 0.27 0.12 0.10 0.23 7.63 円形 − − 2

18 Pit 78 5Q-4J1 Ⅳ N-53 -゚E 0.52 0.36 0.25 0.22 0.13 7.70 楕円形 − − 2

18 Pit 79 5Q-4I5，5Q-4J1 Ⅳ N-60 -゚W 0.27 0.27 0.13 0.11 0.18 7.63 円形 皿形 単層 1

18 Pit 80 5Q-4J1 Ⅳ N-22 -゚W 0.28 0.26 0.07 0.07 0.31 7.56 円形 台形 レンズ状 2

18 Pit 83 5Q-4J6 Ⅳ N-30 -゚E 0.25 0.24 0.07 0.06 0.24 7.59 円形 半円形 レンズ状 2

18 Pit 84 5Q-4J6 Ⅳ N-67 -゚W 0.19 0.16 0.07 0.05 0.14 7.70 円形 皿形 単層 1

18・20 Pit 85 5Q-4J6 Ⅳ N-14 -゚W 0.25 0.22 0.15 0.11 0.09 7.73 円形 皿形 単層 1

18 Pit 86 5Q-4J2 Ⅳ N-34 -゚E 0.42 0.30 0.25 0.19 0.16 7.70 楕円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 88 5Q-4J2・7 Ⅳ N-23 -゚E 0.35 0.30 0.19 0.15 0.32 7.52 円形 台形 レンズ状 3

18 Pit 89 5Q-4J7 Ⅳ N-12 -゚W 0.32 0.25 0.10 0.80 0.13 7.71 楕円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 91 5Q-4J3・7・8 Ⅳ N-14 -゚E 0.48 0.32 0.38 0.20 0.43 7.59 楕円形 皿形 レンズ状 3

18・20 Pit 92 5Q-4J8 >Pit246 Ⅳ N-31 -゚W 0.33 0.23 0.15 0.09 0.38 7.46 楕円形 U字形 レンズ状 2

18・20 Pit 93 5Q-4J7・8・12・13 Ⅳ N-53 -゚E 0.22 0.18 0.13 0.08 0.16 7.69 円形 半円形 単層 1 有 土師器/無台椀

18・20 Pit 94 5Q-4J11 Ⅳ N-39 -゚W 0.19 0.15 0.09 0.07 0.08 7.73 楕円形 皿形 単層 1

18・20 Pit 95 5Q-4J11 Ⅳ N-26 -゚W 0.25 0.23 0.11 0.08 0.12 7.71 円形 皿形 レンズ状 2

18・20 Pit 96 5Q-4J12・17 Ⅳ N-37 -゚W 0.44 0.35 0.20 0.15 0.24 7.62 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

18・20 Pit 98 5Q-4J17 Ⅳ N-38 -゚W 0.22 0.19 0.12 0.09 0.13 7.73 円形 皿形 単層 1

18・20 Pit 99 5Q-4I11 Ⅳ N-55 -゚E 0.18 0.15 0.09 0.07 0.07 7.65 円形 台形 単層 1

18 Pit 101 5Q-4I9 Ⅳ N-33 -゚E 0.36 0.25 0.23 0.13 0.33 7.41 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・20 Pit 102 5Q-4I9 Ⅳ N-7 -゚W 0.19 0.17 0.07 0.04 0.19 7.54 円形 皿形 単層 1

18・20 Pit 103 5Q-4I20，5Q-4J16 >SK104・259 Ⅳ N-69 -゚W 0.47 0.35 0.26 0.16 0.20 7.58 楕円形 皿形 単層 1

18・20 Pit 105 5Q-4I20 >SK104 Ⅳ N-51 -゚W 0.31 0.25 0.12 0.11 （0.24）
7.25〜
7.58

楕円形 台形 単層 1

20 Pit 106 5Q-4I24 Ⅳ N-1 -゚E 0.30 0.25 0.14 0.06 0.14 7.58 円形 皿形 レンズ状 2

18・20 Pit 108 5Q-4I18・19 >SK107 Ⅳ N-62 -゚W 0.26 0.21 0.14 0.12 0.17 7.54 楕円形 皿形 単層 1

18・20 Pit 109 5Q-4I18 >SK107 Ⅳ N-25 -゚W 0.24 0.23 0.10 0.07 0.20 7.51 円形 皿形 単層 1

20 Pit 110 5Q-4I23 Ⅳ N-37 -゚W 0.17 0.16 0.06 0.04 0.15 7.57 円形 半円形 単層 1

20 Pit 111 5Q-4I23 Ⅳ N-68 -゚W 0.46 0.29 0.17 0.11 0.17 7.55 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・20 Pit 113 5Q-4I16 <Pit114 Ⅳ N-85 -゚E （0.20） 0.27 0.14 0.13 0.22 7.46 円形 半円形 単層 1

18・20 Pit 114 5Q-4I16 >Pit113 Ⅳ N-62 -゚E 0.30 0.27 0.08 0.06 0.30 7.40 円形 皿形 単層 1

20 Pit 116 5Q-4H25 Ⅳ N-44 -゚W 0.30 0.18 0.10 0.08 0.11 7.43 楕円形 皿形 レンズ状 2
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20 Pit 117 5Q-4I21 Ⅳ N-28 -゚E 0.21 0.18 0.13 0.11 0.22 7.47 円形 U字形 単層 1

20 Pit 118 5Q-4I21，5Q-5I1 Ⅳ N-69 -゚W 0.32 0.24 0.16 0.11 0.22 7.46 楕円形 半円形 レンズ状 2

20 Pit 119 5Q-4I21・22 Ⅳ N-33 -゚E 0.26 0.23 0.16 0.14 0.11 7.60 円形 皿形 レンズ状 2

20 Pit 120 5Q-4I21 Ⅳ N-15 -゚W 0.28 0.22 0.12 0.08 0.14 7.55 楕円形 皿形 単層 1

20 Pit 121 5Q-4I22 Ⅳ N-7 -゚W 0.17 0.15 0.07 0.06 0.20 7.53 円形 U字形 単層 1

20 Pit 123 5Q-5H5 <Pit124 Ⅳ N-51 -゚E 0.53 0.23 0.34 （0.07） 0.11 7.57 楕円形 皿形 単層 1

20 Pit 124 5Q-5H5 >Pit123 Ⅳ N-22 -゚W 0.34 0.32 0.20 0.16 0.11 7.56 円形 皿形 レンズ状 2

20 Pit 125 5Q-5H5 Ⅳ N-58 -゚W 0.22 0.21 0.12 0.10 0.27 7.41 円形 U字形 単層 1

20 Pit 126 5Q-5H5 Ⅳ N-67 -゚E 0.22 0.17 0.10 0.05 0.23 7.44 楕円形 皿形 レンズ状 2

20 Pit 127 5Q-5H5 Ⅳ N-60 -゚E 0.25 0.22 0.15 0.12 0.17 7.50 円形 半円形 レンズ状 2

20 Pit 128 5Q-5H5，5Q-5I1 Ⅳ N-49 -゚E 0.18 0.15 0.08 0.06 0.20 7.48 円形 U字形 単層 1

20 Pit 129 5Q-5I1 Ⅳ N-66 -゚W 0.19 0.14 0.07 0.05 0.19 7.50 楕円形 皿形 単層 1

20 Pit 130 5Q-5I2 Ⅳ N-30 -゚E 0.43 0.41 0.32 0.30 0.14 7.53 円形 （皿形）（レンズ状） 2 有 須恵器/有台杯

20 Pit 131 5Q-5I2 Ⅳ N-30 -゚E 0.27 0.20 0.17 0.09 0.12 7.56 楕円形 皿形 レンズ状 2

20 Pit 132 5Q-5I2 Ⅳ N-30 -゚W 0.32 0.28 0.11 0.10 0.16 7.52 円形 皿形 レンズ状 2

20 Pit 133 5Q-5I2 Ⅳ N-51 -゚W 0.40 0.38 0.29 0.22 0.17 7.51 円形 半円形 レンズ状 2

20 Pit 135 5Q-4I25，5Q-5I5 Ⅳ N-7 -゚W 0.59 0.52 0.41 0.27 0.16 7.55 円形 皿形 レンズ状 3

20 Pit 139 5Q-5I10 >Pit140 Ⅳ N-10 -゚E 0.37 0.36 0.22 0.19 0.28 7.54 円形 皿形 レンズ状 2

20 Pit 140 5Q-5I10 <Pit139 Ⅳ N-11 -゚E （0.28）（0.26）（0.05）（0.05） 0.24 7.59 − 皿形 単層 1

20 Pit 141 5Q-5I9・10 Ⅳ N-33 -゚W 0.27 0.22 0.09 0.06 0.20 7.58 楕円形 皿形 単層 1

20 Pit 143 5Q-5I9 Ⅳ N-27 -゚E 0.38 0.27 0.14 0.13 0.15 7.61 楕円形 皿形 単層 1

20 Pit 144 5Q-5I9 Ⅳ N-86 -゚W 0.23 0.20 0.12 0.08 0.25 7.47 円形 半円形 単層 1

20 Pit 145 5Q-5I8 Ⅳ N-43 -゚E 0.22 0.19 0.08 0.07 0.19 7.48 円形 半円形 レンズ状 2

20 Pit 146 5Q-5I8 Ⅳ N-39 -゚E 0.30 0.25 0.23 0.17 0.14 7.54 円形 皿形 単層 1

20 Pit 147 5Q-5I11 Ⅳ N-9 -゚W 0.17 0.16 0.10 0.09 0.19 7.49 円形 半円形 単層 1

20 Pit 148 5Q-5I11 Ⅳ N-42 -゚E （0.30） 0.26 0.12 0.10 0.14 7.53 円形 皿形 レンズ状 2

20 Pit 149 5Q-5I11 Ⅳ N-26 -゚E （0.37） 0.24 0.20 0.15 0.21 7.48 楕円形 半円形 レンズ状 2

20 Pit 150 5Q-5I13 Ⅳ N-36 -゚E 0.16 0.16 0.09 0.07 0.13 7.62 円形 半円形 単層 1

20 Pit 153 5Q-5I14 Ⅳ N-43 -゚E 0.28 0.24 0.17 0.15 0.18 7.61 円形 箱形 単層 1 有 石/礫

20 Pit 154 5Q-5I14 Ⅳ N-39 -゚E 0.26 0.25 0.12 0.12 0.17 7.61 円形 台形 単層 1

20 Pit 155 5Q-5I14 Ⅳ N-1 -゚E 0.25 0.21 0.13 0.12 0.28 7.51 円形 半円形 単層 1

20 Pit 156 5Q-5I14 Ⅳ N-47 -゚E 0.22 0.22 0.09 0.09 0.15 7.62 円形 皿形 単層 1

20 Pit 157 5Q-5I15 Ⅳ N-53 -゚E 0.35 0.30 0.20 0.17 0.12 7.68 円形 皿形 レンズ状 2

20 Pit 160 5Q-5I18・19 <SK159 Ⅳ N-27 -゚E （0.22） 0.22 （0.13） 0.12 0.14 7.65 楕円形 − − −

20 Pit 162 5Q-5I13・18 Ⅳ N-41 -゚W （0.40） 0.35 0.26 0.22 0.16 7.64 円形 皿形 レンズ状 3

20 Pit 163 5Q-5I18 Ⅳ N-24 -゚W 0.21 0.19 0.10 0.05 0.18 7.62 円形 半円形 単層 1

20 Pit 164 5Q-5I18 Ⅳ N-44 -゚W 0.20 0.19 0.11 0.11 0.11 7.70 方形 皿形 単層 1

20 Pit 165 5Q-5I18 Ⅳ N-58 -゚W 0.50 0.44 0.43 0.34 0.13 7.67 円形 皿形 単層 1

20 Pit 166 5Q-5I17 Ⅳ N-55 -゚W 0.16 0.15 0.08 0.07 0.11 7.63 円形 皿形 単層 1

20 Pit 167 5Q-5I17 Ⅳ N-35 -゚W 0.17 0.17 0.08 0.08 0.10 7.64 円形 皿形 単層 1

20 Pit 168 5Q-5I17 Ⅳ N-0 -゚S 0.20 0.17 0.15 0.07 0.13 7.62 楕円形 皿形 レンズ状 2

20 Pit 169 5Q-5I17 Ⅳ N-28 -゚W 0.22 0.20 0.12 0.09 0.14 7.62 円形 半円形 レンズ状 2

20 Pit 170 5Q-5I17 Ⅳ N-8 -゚E 0.18 0.13 0.11 0.04 0.10 7.65 楕円形 皿形 単層 1

20 Pit 173 5Q-5I22・23 Ⅳ N-39 -゚E 0.27 0.24 0.08 0.05 0.17 7.61 円形 半円形 単層 1

20 Pit 174 5Q-5I24 Ⅳ N-66 -゚E 0.45 0.30 0.18 0.13 0.24 7.56 楕円形 − 単層 1

20 Pit 176 5Q-5I24 >SD161 Ⅳ N-7 -゚W 0.21 0.20 0.12 0.11 0.09 7.72 円形 皿形 レンズ状 2

20 Pit 178 5Q-5I25 Ⅳ N-80 -゚W 0.22 0.17 0.11 0.06 0.08 7.74 楕円形 皿形 単層 1

20 Pit 179 5Q-5I25 Ⅳ N-76 -゚W 0.21 0.18 0.11 0.07 0.08 7.75 円形 皿形 単層 1

20 Pit 180 5Q-5I23，5Q-6I3 Ⅳ N-62 -゚E （0.38） 0.37 （0.31） 0.23 0.11 7.69 楕円形 皿形 単層 1

20 Pit 181 5Q-5I23，5Q-6I3 Ⅳ N-72 -゚W 0.29 0.26 0.14 0.13 0.09 7.70 円形 皿形 レンズ状 2

20 Pit 182 5Q-6I3 Ⅳ N-38 -゚E 0.15 0.13 0.04 0.04 0.11 7.68 円形 皿形 単層 1

20 Pit 186 5Q-6I5 Ⅳ N-21 -゚W 0.68 0.57 0.40 0.32 0.27 7.50 楕円形 箱形 レンズ状 3

20 Pit 187 5Q-6I5 Ⅳ N-68 -゚E 0.33 0.30 0.23 0.16 0.13 7.64 円形 皿形 単層 1

20 Pit 188 5Q-6I5 Ⅳ N-31 -゚W 0.20 0.20 0.10 0.10 0.13 7.64 円形 半円形 単層 1

20 Pit 189 5Q-6I4・5・9・10 Ⅳ N-1 -゚E 0.47 0.39 0.26 0.23 0.53 7.24 楕円形 U字形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀・長甕

20 Pit 190 5Q-6I10 Ⅳ N-81 -゚W 0.20 0.18 0.15 0.08 0.10 7.66 円形 皿形 単層 1

20 Pit 191 5Q-6I10 Ⅳ N-24 -゚E 0.33 0.31 0.18 0.15 0.20 7.56 円形 皿形 単層 1
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20 Pit 192 5Q-6I10 Ⅳ N-67 -゚E 0.22 0.18 0.10 0.08 0.08 7.69 円形 皿形 単層 1

18 Pit 195 5Q-3I23 Ⅳ N-66 -゚W 0.45 0.29 0.18 0.11 0.36 7.34 楕円形 皿形 レンズ状 3

18 Pit 196 5Q-3I16・17・21・22 Ⅳ N-31 -゚E 0.35 0.27 0.15 0.11 0.17 7.56 楕円形 皿形 レンズ状 2

20 Pit 197 5Q-5H4 Ⅳ N-40 -゚W 0.34 0.30 0.25 0.23 0.36 7.34 円形 U字形 レンズ状 2

20 Pit 198 5Q-5H10 中世 Ⅲc N-38 -゚W （0.37）（0.12）（0.23）（0.07） 0.10 7.57 − − レンズ状 4

18 Pit 199 5Q-3I16 Ⅳ N-60 -゚W 0.30 0.28 0.22 0.17 0.08 7.64 円形 箱形 単層 1

18 Pit 201 5Q-3J21 Ⅳ N-77 -゚E 0.40 0.39 0.09 0.06 0.33 7.49 円形
皿形＋
U字形

レンズ状 4

20 Pit 204 5Q-5J16 Ⅳ N-74 -゚E 0.17 0.14 0.10 0.05 0.13 7.72 円形 半円形 単層 1

20 Pit 205 5Q-5J11 Ⅳ N-58 -゚E 0.28 0.26 0.16 0.13 0.37 7.45 円形 U字形 単層 1

20 Pit 207 5Q-5J17 >Pit208 Ⅳ N-58 -゚W 0.42 0.35 0.25 0.20 0.33 7.51 楕円形 半円形 レンズ状 2

20 Pit 208 5Q-5J17 <Pit207 Ⅳ N-58 -゚W （0.28） 0.35 （0.15） 0.18 0.34 7.50 楕円形 皿形 レンズ状 2

20・55 207a・c Pit 209 5Q-5J12 中世 Ⅳ N-59 -゚E 0.42 0.36 0.21 0.15 0.41 7.44 円形 台形 レンズ状 2 有 169
SB1361
土師器/無台椀・長甕・小甕、石/軽石製石製品

20・55 207a Pit 210 5Q-5J12 Ⅳ N-64 -゚W （0.30） 0.28 （0.10） 0.07 0.31 7.48 円形 − − 2

20 Pit 211 5Q-5J7 Ⅳ N-66 -゚W 0.28 0.23 0.15 0.12 0.19 7.60 円形 半円形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

20 Pit 212 5Q-5J17 >Pit213 Ⅳ N-67 -゚E 0.44 0.29 0.21 0.09 0.28 7.55 楕円形 皿形 レンズ状 2

20・55 207c Pit 213 5Q-5J17 <Pit214 Ⅳ N-27 -゚E （0.22） 0.23 0.12 0.11 0.22 7.61 円形 − − −

20 Pit 214 5Q-5J12・17 Ⅳ N-41 -゚E 0.30 0.28 0.18 0.13 0.14 7.64 円形 皿形 レンズ状 2

20 Pit 215 5Q-5J13・18 Ⅳ N-34 -゚E 0.47 0.40 0.28 0.22 0.35 7.41 円形 U字形 レンズ状 4 有 土師器/無台椀

20 Pit 216 5Q-5J13 Ⅳ N-2 -゚W 0.46 0.38 0.21 0.20 0.43 7.34 楕円形 U字形 レンズ状 2

20 Pit 218 5Q-5J22 Ⅳ N-57 -゚E 0.32 0.23 0.13 0.09 0.10 7.70 楕円形 皿形 単層 1

20 Pit 219 5Q-5J18 Ⅳ N-18 -゚E 0.34 0.34 0.20 0.20 0.34 7.45 円形 − − 2

20 Pit 221 5Q-5J23 Ⅳ N-41 -゚W 0.26 0.21 0.14 0.09 0.16 7.64 楕円形 皿形 単層 1 有 145 土師器/無台椀、須恵器/無台杯

20・55 207b・c Pit 222 5Q-5J23 中世 Ⅳ N-12 -゚E 0.30 0.30 0.17 0.15 0.25 7.57 円形 V字形 レンズ状 2 有 SB1361　土師器/無台椀

20 Pit 223 5Q-5J23・24 <Pit224 Ⅳ N-79 -゚E 0.48 （0.29） 0.30 （0.20） 0.12 7.72 （円形） 皿形 レンズ状 2

20 Pit 224 5Q-5J23・24 >Pit223 Ⅳ N-79 -゚W 0.44 0.40 0.22 0.18 0.37 7.47 円形 U字形 レンズ状 2

20 Pit 225 5Q-5J11 Ⅳ N-3 -゚W 0.24 0.21 0.14 0.10 0.09 7.74 円形 − 単層 1

20 Pit 226 5Q-6J1・6 Ⅳ N-27 -゚W 0.37 0.31 0.25 0.16 0.15 7.63 楕円形 − − −

20 Pit 227 5Q-6J6 Ⅳ N-41 -゚W 0.37 0.34 0.26 0.20 0.53 7.25 円形 U字形 レンズ状 2

20 Pit 230 5Q-6J6 <SX193 Ⅳ N-50 -゚W （0.24） 0.26 0.18 0.16 0.42 7.25 円形 U字形 単層 1

20 Pit 231 5Q-6J7 Ⅳ N-35 -゚W （0.16）（0.30）（0.12）（0.20） 0.13 7.71 − − − −

20 Pit 232 5Q-6J2 >SK596 Ⅳ N-19 -゚W 0.26 0.25 0.14 0.13 0.10 7.77 円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 233 5Q-3J22，5Q-4J2 <Pit234 Ⅳ N-18 -゚W （0.26） 0.26 0.18 0.13 0.16 7.72 楕円形 皿形 単層 1

18 Pit 234 5Q-4J2 >Pit233 Ⅳ N-40 -゚W 0.30 0.22 0.15 0.10 0.09 7.79 楕円形 皿形 単層 1

20 Pit 235 5Q-5J13 Ⅳ N-12 -゚E 0.38 0.30 0.27 0.14 0.20 7.58 楕円形 皿形 レンズ状 2

20 Pit 236 5Q-5J13 Ⅳ N-6 -゚E 0.17 0.16 0.09 0.05 0.16 7.62 円形 U字形 単層 1

20 Pit 237 5Q-5J13 Ⅳ N-79 -゚E 0.38 0.25 0.20 0.13 0.10 7.67 楕円形 皿形 単層 1

20 Pit 239 5Q-5J13 Ⅳ N-29 -゚E 0.25 0.24 0.10 0.07 0.28 7.51 円形 皿形 単層 1

18・20 Pit 243 5Q-4J13・18 Ⅳ N-73 -゚E 0.28 0.22 0.06 0.05 0.26 7.62 楕円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 246 5Q-4J8 <Pit92 Ⅳ N-31 -゚W 0.33 0.18 0.09 0.07 0.38 7.48 楕円形 U字形 単層 1

18・20 Pit 247 5Q-4J17 Ⅳ N-14 -゚E 0.48 0.35 0.33 0.20 0.19 7.64 楕円形 皿形 単層 1

20 Pit 249 5Q-4J22 Ⅳ N-5 -゚E 0.35 0.27 0.09 0.05 0.23 7.61 楕円形 半円形 単層 1 有 145 土師器/無台椀・小甕、黒色土器/無台椀

20 Pit 250 5Q-5J4 Ⅳ N-74 -゚W 0.30 0.28 0.20 0.17 0.39 7.43 円形 台形 単層 1 有 土師器/長甕

20 Pit 251 5Q-5J4 Ⅳ N-80 -゚W 0.30 0.28 0.17 0.12 0.18 7.64 円形 皿形 単層 1

20・55 207a・d Pit 252 5Q-5J4・9 中世 Ⅳ N-72 -゚W 0.31 0.26 0.14 0.14 0.41 7.39 円形 U字形 ブロック状 2 SB1361

20 Pit 253 5Q-5J9 Ⅳ N-56 -゚E 0.28 0.25 0.13 0.10 0.22 7.58 円形 皿形 単層 1

20 Pit 254 5Q-5J9 Ⅳ N-67 -゚W 0.30 0.29 0.20 0.17 0.14 7.65 方形 皿形 単層 1 有 土師器/無台椀・長甕

20 Pit 255 5Q-5J9 Ⅳ N-60 -゚E 0.29 0.24 0.15 0.12 0.23 7.57 円形 半円形 単層 1 有 土師器/無台椀・長甕、黒色土器/無台椀

20 Pit 256 5Q-5J9 Ⅳ N-46 -゚W 0.23 0.22 0.09 0.07 0.19 7.62 円形 U字形 単層 1

20 Pit 257 5Q-5J5・10 Ⅳ N-3 -゚E 0.39 0.32 0.32 0.27 0.45 7.36 楕円形 箱形 レンズ状 2

20 Pit 258 5Q-5J10 Ⅳ N-66 -゚W 0.30 0.23 0.18 0.10 0.20 7.60 楕円形 皿形 単層 1

20・55 207b Pit 260 5Q-5J19 Ⅳ N-18 -゚E 0.34 0.32 0.10 0.08 0.60 7.22 円形 U字形 レンズ状 2 有 石/砥石

20 Pit 261 5Q-5J19 Ⅳ N-19 -゚E 0.35 0.30 0.19 0.17 0.38 7.43 円形 U字形 レンズ状 2 有 182 金属/刀子・鏃

20 Pit 262 5Q-5J19・20 Ⅳ N-30 -゚E 0.23 0.23 0.11 0.10 0.19 7.65 円形 半円形 単層 1

20 Pit 263 5Q-5J15 Ⅳ N-75 -゚E 0.39 0.35 0.24 0.22 0.15 7.67 円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

19・20 Pit 264 5Q-5J15 Ⅳ N-64 -゚W 0.20 0.17 0.10 0.07 0.12 7.68 円形 箱形 単層 1
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19・20・55 207b・d Pit 265 5Q-5J15 中世 Ⅳ N-7 -゚W 0.24 0.24 0.18 0.15 0.33 7.49 円形 U字形 単層 1 SB1361

19・20 Pit 266 5Q-5J15 Ⅳ N-9 -゚W 0.21 0.21 0.13 0.12 0.21 7.61 円形 台形 単層 1

19・20 Pit 267 5Q-5J20 >Pit268 Ⅳ N-48 -゚E 0.39 0.34 0.15 0.12 0.52 7.35 円形 U字形 単層 1

19・20 Pit 268 5Q-5J20 <Pit267 Ⅳ N-50 -゚E （0.14） 0.19 （0.12） 0.10 0.10 7.78 円形 皿形 単層 1

20 Pit 269 5Q-5J20 Ⅳ N-58 -゚E 0.43 0.29 0.16 0.13 0.48 7.39 楕円形 階段形 レンズ状 3

20 Pit 272 5Q-5J24 Ⅳ N-56 -゚E （0.46）（0.18）（0.20）（0.08） 0.15 7.70 − − 単層 1

20 Pit 273 5Q-5J20 Ⅳ N-67 -゚E 0.19 0.13 0.09 0.05 0.13 7.73 楕円形 皿形 単層 1

19・20 Pit 274 5R-5A11 Ⅳ N-66 -゚E 0.26 0.22 0.16 0.11 0.29 7.53 円形 U字形 単層 1

19・20 Pit 275 5R-5A11 Ⅳ N-77 -゚W 0.17 0.14 0.09 0.06 0.14 7.70 円形 皿形 単層 1

19・20 Pit 276 5R-5A11 Ⅳ N-22 -゚W 0.20 0.17 0.09 0.08 0.24 7.60 円形 U字形 単層 1

20 Pit 277 5R-5A16 Ⅳ N-41 -゚E 0.29 0.24 0.22 0.15 0.40 7.50 楕円形 半円形 単層 1

20 Pit 278 5Q-5J14 Ⅳ N-3 -゚W 0.24 0.18 0.17 0.07 0.11 7.68 楕円形 皿形 単層 1

20 Pit 279 5Q-5J14 Ⅳ N-36 -゚W 0.47 0.45 0.25 0.17 0.49 7.27 円形 U字形 レンズ状 2

20・25 15 21 Pit 281 5Q-5J9・10 <SK280 Ⅳ N-90ﾟ （0.50）（0.40）（0.14）（0.13） 0.51 7.28 楕円形 台形 ブロック状 5 有 145 須恵器/無台杯

17・27 17 27 Pit 293 5R-1B7・12 <SK292 Ⅳ N-82 -゚E （0.23） 0.33 （0.17） 0.16 0.11 7.95 円形 半円形 単層 1

15・16・17・53 202b Pit 301 5R-1B22 >SK299 Ⅳ N-77 -゚W 0.25 0.24 0.17 0.15 0.61 7.56 円形 U字形 水平レンズ 3

15・16・17 Pit 302 5R-1B17 >SK299 Ⅳ N-35 -゚E 0.34 0.26 0.14 0.12 0.36 7.81 楕円形 U字形 単層 1

15・16・17・54 204a Pit 304 5R-1B18・19 <SD289，SK303 Ⅳ N-41 -゚E （0.32）（0.20） 0.13 0.08 0.21 7.57 楕円形 − − −

15・16・17 Pit 309 5R-2B10 Ⅳ N-33 -゚E 0.41 0.40 0.23 0.21 0.21 7.88 円形 皿形 レンズ状 2

15・16 Pit 328 5R-1A24 >SK327 Ⅳ N-22 -゚E 0.28 0.27 0.14 0.09 0.38 7.72 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

15・16 Pit 329 5R-1A18・19 >SK327 Ⅳ N-78 -゚E 0.27 0.25 0.16 0.13 0.48 7.59 円形 台形 単層 1

15・16・31・51・
52

24
45，199c，
200a・d

Pit 333 5R-1A13・14 <SK334 古代 Ⅳ N-69 -゚W 0.50 （0.47） 0.13 0.10 0.10 7.96 円形 階段形 レンズ状 2 有 167 SB1354　土師器/長甕・小甕、石/軽石製石製品

15・16 Pit 337 5R-1A13 >SK335 Ⅳ N-34 -゚W 0.20 0.18 0.09 0.07 0.33 7.71 円形 U字形 単層 1

15・16 Pit 338 5R-1A19 >SK335 Ⅳ N-69 -゚E 0.20 0.17 0.11 0.10 0.09 7.97 円形 皿形 単層 1 有 土師器/無台椀・長甕

15・16・51 199c Pit 339 5R-1A13・14 古代 Ⅳ N-61 -゚E 0.36 0.35 0.25 0.23 0.20 7.83 円形 台形 − − 有 SB1353　土師器/無台椀・長甕

15・16 Pit 340 5R-1A19 >SK327 Ⅳ N-48 -゚W 0.30 0.28 0.10 0.07 0.37 7.70 円形 半円形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

15・16・50 63 188 Pit 344 5R-1A11・12・16・17 Ⅳ N-61 -゚W 0.60 0.45 0.28 0.21 0.51 7.52 楕円形 半円形 ブロック状 5 有 145 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯

15・16 Pit 346 5R-1A11・16 >SD345 Ⅳ N-44 -゚E 0.30 0.27 0.19 0.08 0.35 7.66 円形 半円形 レンズ状 2 有 須恵器/長頸瓶

15・16・50・52 63 189，200c Pit 348 5R-1A16 >SD318・347 Ⅳ N-68 -゚W 0.62 0.48 0.23 0.18 0.44 7.56 楕円形 漏斗形 ブロック状 3 有 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯

15・16 Pit 351 5R-1A17 >SK350 Ⅳ N-30 -゚W 0.21 0.17 0.06 0.04 0.28 7.73 楕円形 U字形 単層 1

15・16・50 64 190 Pit 354 5R-1A11・16 Ⅳ N-32 -゚E （0.31） 0.43 0.22 0.14 0.57 7.41 円形 U字形 レンズ状 2 有 145 土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯

15・16・31・50 64 191 Pit 356 5R-2A3 >SK355 Ⅳ N-34 -゚W 0.52 0.49 0.16 0.14 0.59 7.53 円形 U字形 ブロック状 4 有 土師器/無台椀・長甕

15・16 Pit 364 5Q-1J20 Ⅳ N-75 -゚W 0.33 0.30 0.14 0.12 0.38 7.61 円形 U字形 水平 2

15・16 Pit 365 5Q-1J20 Ⅳ N-72 -゚E 0.26 0.20 0.13 0.12 0.28 7.71 楕円形 半円形 単層 1 有 土師器/長甕

15・16 Pit 366 5Q-1J20，5R-1A16 >SD347，<Pit367 Ⅳ N-9 -゚W （0.08）（0.10）（0.03）（0.04） 0.18 7.82 円形 皿形 単層 1

15・16 Pit 367 5Q-1J20，5R-1A16 >SD347，<Pit366 Ⅳ N-65 -゚W 0.23 0.21 0.09 0.04 0.32 7.68 円形 半円形 レンズ状 2

15・16 Pit 368 5Q-1J20 Ⅳ N-55 -゚E 0.32 （0.31）（0.20） 0.11 0.49 7.49 円形 U字形 レンズ状 3 有 土師器/小甕

15・16 Pit 370 5R-1A16 Ⅳ N-62 -゚E 0.20 0.14 0.11 0.06 0.26 7.74 楕円形 U字形 単層 1

15・16 Pit 371 5R-1A12 Ⅳ N-40 -゚E 0.33 0.29 0.22 0.15 0.29 7.73 円形 台形 ブロック状 2 有 土師器/長甕・鍋

15・16 Pit 372 5R-1A17 >SD345 Ⅳ N-65 -゚E 0.22 0.22 0.12 0.07 0.23 7.80 円形 台形 ブロック状 3

15・16 Pit 373 5R-1A12 Ⅳ N-26 -゚W （0.23） 0.17 0.12 0.09 0.25 7.80 楕円形 U字形 レンズ状 2

15・16・31 47 Pit 374 5R-1A7・12 Ⅳ N-12 -゚W 0.17 0.16 0.09 0.08 0.18 7.86 円形 U字形 レンズ状 2

15・16 Pit 375 5R-1A12 Ⅳ N-32 -゚E 0.29 0.21 0.15 0.12 0.31 7.74 楕円形 U字形 柱痕 3 有 146 土師器/長甕・小甕

15・16 Pit 376 5R-1A12 Ⅳ N-6 -゚W 0.20 0.19 0.08 0.07 0.29 7.76 円形 U字形 ブロック状 2 有 土師器/無台椀

15・16 Pit 377 5R-1A12 Ⅳ N-14 -゚W 0.47 0.29 0.34 0.17 0.35 7.69 楕円形 箱形 単層 1 有 土師器/無台椀

15・16 Pit 378 5R-1A12 Ⅳ N-59 -゚E 0.28 0.21 0.15 0.10 0.13 7.89 楕円形 台形 単層 1

15・16 Pit 379 5R-1A17 Ⅳ N-2 -゚W 0.23 0.19 0.13 0.12 0.28 7.74 楕円形 U字形 レンズ状 2

15・16・52 200a・c Pit 380 5R-1A17 古代 Ⅳ N-88 -゚W 0.32 0.29 0.19 0.15 0.31 7.70 円形 箱形 単層 1 有 146 SB1354　土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋

15・16 Pit 381 5R-1A17 Ⅳ N-11 -゚W 0.20 0.18 0.11 0.08 0.24 7.77 円形 U字形 単層 1

15・16 Pit 382 5R-1A17 Ⅳ N-11 -゚W 0.27 0.25 0.18 0.15 0.11 7.87 円形 皿形 単層 1

15・16・52 200c Pit 384 5R-1A17 Ⅳ N-84 -゚E 0.19 0.17 0.11 0.08 0.10 7.91 円形 皿形 レンズ状 2

15・16・52 201a・d Pit 385 5R-1A17 古代 Ⅳ N-50 -゚W 0.19 0.18 0.12 0.12 0.13 7.87 円形 台形 単層 1 SB1355

15・16 Pit 386 5R-1A17 Ⅳ N-40 -゚E 0.22 0.19 0.17 0.15 0.07 7.93 円形 皿形 レンズ状 2

15・16・52 201a Pit 387 5R-1A16 >SD347，Pit388 Ⅳ N-81 -゚E 0.32 0.28 0.24 0.18 0.09 7.93 円形 皿形 単層 1

15・16 Pit 388 5R-1A16・21 <Pit387，>SK389 Ⅳ N-13 -゚E （0.23） 0.27 0.17 0.15 0.46 7.55 円形 U字形 単層 1 有 土師器/無台椀・長甕

15・16 Pit 390 5R-1A21 >Pit391 Ⅳ N-62 -゚W 0.23 0.23 0.13 0.13 0.26 7.75 円形 半円形 単層 1 有 土師器/無台椀・長甕
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15・16・52 201c Pit 391 5R-1A21 <Pit390，>Pit1269 Ⅳ N-72 -゚E 0.60 （0.22） 0.38 （0.18） 0.10 7.88 （不整形） 皿形 単層 1

15・16 Pit 392 5R-1A21 Ⅳ N-32 -゚E 0.27 （0.11） 0.16 0.13 0.16 7.83 円形 台形 レンズ状 2

15・16・52 201c Pit 393 5R-1A21 古代 Ⅳ N-47 -゚E （0.38） 0.32 0.15 0.15 0.59 7.42 円形 台形 ブロック状 3 有 SB1355　土師器/無台椀・長甕

15・16 Pit 394 5R-1A21 >SD318 Ⅳ N-1 -゚W 0.19 0.17 0.10 0.05 0.26 7.75 方形 U字形 単層 1

15・16 Pit 395 5R-1A22 Ⅳ N-76 -゚E 0.49 0.30 0.39 0.23 0.10 7.92 楕円形 台形 レンズ状 2

15・16 Pit 396 5R-1A22 Ⅳ N-10 -゚W 0.48 0.28 0.24 0.15 0.20 7.83 楕円形 階段形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

15・16 Pit 397 5R-1A22 Ⅳ N-26 -゚W 0.28 0.26 0.11 0.09 0.26 7.76 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

15・16 Pit 398 5R-1A22 >Pit399 Ⅳ N-31 -゚W 0.26 0.22 0.14 0.11 0.22 7.81 円形 半円形 レンズ状 2

15・16 Pit 399 5R-1A22 <Pit398 Ⅳ N-81 -゚E 0.34 （0.17） 0.21 0.11 0.16 7.88 円形 皿形 レンズ状 2

15・16 Pit 400 5R-1A22 Ⅳ N-64 -゚W 0.31 0.27 0.14 0.09 0.55 7.51 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

15・16 Pit 401 5R-1A22 <Pit402 古代 Ⅳ N-54 -゚E （0.18） 0.34 0.11 0.11 0.34 7.72 円形 U字形 単層 1 有 土師器/小甕

15・16・52 201d Pit 402 5R-1A22 >Pit401，<Pit403 古代 Ⅳ N-63 -゚E 0.42 0.30 0.16 0.09 0.33 7.73 楕円形 台形 ブロック状 2 有 SB1355　土師器/長甕

15・16・52 201d Pit 403 5R-1A22 >Pit402 Ⅳ N-47 -゚E 0.12 0.10 0.08 0.03 0.15 7.91 円形 U字形 単層 1

15・16 Pit 404 5R-1A22 Ⅳ N-70 -゚E 0.21 0.17 0.12 0.07 0.07 7.97 円形 皿形 レンズ状 2

15・16 Pit 405 5R-1A22 Ⅳ N-67 -゚E 0.21 0.17 0.12 0.10 0.18 7.87 円形 半円形 レンズ状 2

15・16 Pit 406 5R-1A22・23 Ⅳ N-37 -゚W 0.39 0.29 0.21 0.15 0.24 7.78 楕円形 U字形 レンズ状 3 有 土師器/小甕・鍋

15・16・50 64 192 Pit 407 5R-1A22，5R-2A2 Ⅳ N-30 -゚W 0.49 0.44 0.20 0.15 0.72 7.33 円形 U字形 ブロック状 3 有 土師器/無台椀・小甕

15・16 Pit 408 5R-2A1 Ⅳ N-82 -゚W （0.34）（0.33） 0.23 0.19 0.41 7.66 円形 U字形 レンズ状 2

15・16 Pit 409 5R-2A2 Ⅳ N-63 -゚E 0.21 0.16 0.13 0.06 0.12 7.93 楕円形 皿形 単層 1

15・16 Pit 410 5R-2A2 Ⅳ N-40 -゚E 0.35 0.32 0.23 0.17 0.13 7.93 円形 皿形 単層 1

15・16 Pit 411 5R-2A2 Ⅳ N-73 -゚W 0.36 0.32 0.22 0.2 0.52 7.56 円形 U字形 単層 1 有 土師器/長甕、石/礫

15・16・52 201b Pit 412 5R-2A2 >SD318 Ⅳ N-70 -゚W 0.20 0.19 0.10 0.06 0.11 7.95 円形 皿形 単層 1

15・16・52 201b・d Pit 413 5R-2A2 古代 Ⅳ N-74 -゚E 0.26 0.25 0.15 0.14 0.19 7.88 円形 台形 レンズ状 2 有 SB1355　土師器/無台椀・長甕

15・16 Pit 414 5R-2A2・3 Ⅳ N-71 -゚W 0.28 0.24 0.15 0.10 0.51 7.57 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・長甕・小甕

15・16・31 52 Pit 415 5R-2A3 >SK355 Ⅳ N-11 -゚W 0.23 0.22 0.14 0.14 0.20 7.90 円形 U字形 レンズ状 2

15・16 Pit 416 5R-2A3 >SK355 Ⅳ N-74 -゚E 0.28 0.24 （0.10）（0.08） 0.55 7.58 円形 U字形 ブロック状 3 有 土師器/長甕・無台椀

15・16 Pit 417 5R-2A3・4 Ⅳ N-85 -゚W 0.50 0.39 0.45 0.27 0.33 7.79 楕円形 台形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

15・16 Pit 418 5R-2A4 Ⅳ N-75 -゚W 0.30 0.27 0.20 0.17 0.22 7.91 円形 台形 レンズ状 2

15・16・54 205a・d Pit 419 5R-2A3・4 古代 Ⅳ N-19 -゚W 0.26 0.22 0.14 0.11 0.63 7.50 円形 U字形 単層 1 SB1359

15・16 Pit 420 5R-2A4 Ⅳ N-78 -゚E 0.39 0.33 0.24 0.20 0.13 8.02 円形 皿形 レンズ状 2

15・16・52 200b・c Pit 421 5R-1A23・24，5R-2A3・4 古代 Ⅳ N-44 -゚E 0.17 0.15 0.10 0.08 0.09 8.00 円形 半円形 レンズ状 2 SB1354

15・16 Pit 422 5R-1A23 >SD317 Ⅳ N-89 -゚E 0.20 0.18 0.10 0.06 0.11 7.95 円形 半円形 単層 1

15・16・52 200c Pit 423 5R-1A23 >SD317 Ⅳ N-34 -゚E 0.16 0.15 0.07 0.06 0.07 8.00 円形 半円形 単層 1

15・16・52 200c Pit 424 5R-1A18 >SD217 古代 Ⅳ N-64 -゚W 0.28 0.25 0.11 0.10 0.36 7.68 円形 U字形 レンズ状 3 SB1354

15・16・51 199b・c Pit 426 5R-1A18 古代 Ⅳ N-47 -゚E 0.40 0.35 0.20 0.17 0.20 7.86 円形 半円形 単層 1 有 SB1353　土師器/長甕

15・16 Pit 427 5R-1A18 >SD217 Ⅳ N-25 -゚W 0.19 0.17 0.11 0.09 0.17 7.85 円形 U字形 レンズ状 2

15・16・52 200a Pit 428 5R-1A13 Ⅳ N-30 -゚W 0.15 0.15 0.09 0.06 0.26 7.78 円形 U字形 単層 1 有 土師器/小甕

15・16・52 200a Pit 429 5R-1A13 Ⅳ N-67 -゚E 0.40 0.38 0.29 0.13 0.35 7.69 円形 台形 ブロック状 3

15・16・52 200a Pit 430 5R-1A13 Ⅳ N-30 -゚W 0.25 0.24 0.16 0.14 0.38 7.65 円形 U字形 レンズ状 2

15・16 Pit 431 5R-1A13 Ⅳ N-47 -゚W 0.23 0.18 0.10 0.09 0.37 7.66 楕円形 U字形 単層 1

15・16 Pit 432 5R-1A13 Ⅳ N-32 -゚W 0.29 0.27 0.10 0.05 0.19 7.84 円形 皿形 ブロック状 2

15・16 Pit 433 5R-1A13 Ⅳ N-16 -゚E 0.22 0.20 0.13 0.09 0.22 7.81 円形 半円形 レンズ状 2

15・16・52 200a Pit 434 5R-1A13 Ⅳ N-31 -゚W 0.26 0.26 0.16 0.11 0.31 7.72 円形 台形 レンズ状 2

15・16 Pit 435 5R-1A12・13 Ⅳ N-54 -゚E 0.24 0.20 0.16 0.08 0.30 7.75 円形 半円形 ブロック状 3 有 土師器/小甕

15・16・29・30 64・65 44C Pit 436 5R-1A8・13 <SK332，Pit924 古代 Ⅳ N-30 -゚W （0.42） 0.51 （0.30） 0.36 0.17 7.89 円形 皿形 レンズ状 2 有 145・146 土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯

15・16 Pit 437 5R-1A4 Ⅳ N-18 -゚W （0.25） 0.20 0.07 0.07 0.19 7.87 楕円形 U字形 レンズ状 2

15・16 Pit 438 5R-1A4 Ⅳ N-1 -゚E （0.35） 0.26 0.12 0.08 0.25 7.83 楕円形 皿形 単層 1

15・16 Pit 439 5R-1A4 Ⅳ N-45 -゚W 0.45 0.28 0.31 0.15 0.11 7.94 楕円形 皿形 レンズ状 1 有 土師器/小甕、須恵器/甕

15・16 Pit 440 5R-1A3・4 Ⅳ N-47 -゚E （0.34）（0.29） 0.16 0.16 0.26 7.82 方形 （台形） 単層 1

15・16・51 198a Pit 441 5R-1A4 <Pit442 古代 Ⅳ N-11 -゚W 0.34 0.24 0.10 0.08 0.24 7.84 楕円形 − − 2

15・16・51 198a・c Pit 442 5R-1A4 >Pit441 古代 Ⅳ N-3 -゚W 0.34 0.27 0.11 0.11 0.36 7.73 楕円形 U字形 単層 1 有 146 SB1352　土師器/無台椀・小甕

15・16 Pit 443 5R-1A4 Ⅳ N-85 -゚W 0.25 0.22 0.09 0.08 0.29 7.78 円形 半円形 レンズ状 2

15・16 Pit 444 5R-1A4 <SD289 Ⅳ N-57 -゚W （0.29）（0.25） 0.08 0.07 0.36 7.67 円形 半円形 単層 1 有 土師器/長甕

15・16 Pit 445 5R-1A9 Ⅳ N-33 -゚E 0.18 0.16 0.07 0.05 0.15 7.92 円形 皿形 ブロック状 2

15・16 Pit 446 5R-1A9 Ⅳ N-55 -゚W 0.18 0.18 0.13 0.11 0.11 7.95 円形 皿形 単層 1

15・16 Pit 447 5R-1A9 Ⅳ N-32 -゚W 0.34 0.32 0.23 0.23 0.17 7.89 円形 箱形 単層 1 有 土師器/長甕、石/礫

15・16・51 198a・b Pit 448 5R-1A9 古代 Ⅳ N-74 -゚E 0.33 0.28 0.09 0.07 0.35 7.71 円形 階段形 ブロック状 3 有 SB1352　土師器/無台椀
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15・16・51 199a Pit 449 5R-1A9 Ⅳ N-23 -゚W 0.20 0.19 0.12 0.10 0.25 7.81 円形 U字形 単層 1

15・16・51 199a・c Pit 450 5R-1A9 古代 Ⅳ N-28 -゚E 0.32 0.27 0.23 0.15 0.15 7.92 円形 箱形 レンズ状 2 SB1353

15・16 Pit 451 5R-1A14 >SD315 Ⅳ N-32 -゚W 0.26 0.23 0.19 0.18 0.08 7.98 円形 − − −

15・16・52 200d Pit 452 5R-1A14 >Pit453 Ⅳ N-52 -゚E 0.42 0.35 0.19 0.14 0.38 7.66 円形 U字形 レンズ状 2

15・16・52 200d Pit 453 5R-1A14 <Pit452 Ⅳ N-56 -゚W （0.25） 0.35 0.15 0.14 0.16 7.89 円形 皿形 レンズ状 2

15・16 Pit 454 5R-1A19 >SK327 Ⅳ N-89 -゚E 0.33 0.32 0.14 0.08 0.39 7.68 円形 箱形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・長甕

15・16 Pit 455 5R-1A24 >SD316 Ⅳ N-14 -゚W 0.42 0.30 0.33 0.21 0.15 7.97 楕円形 皿形 レンズ状 2

15・16・52 200d Pit 456 5R-1A24，5R-2A4 >SD316 Ⅳ N-11 -゚E 0.22 0.21 0.10 0.08 0.42 7.71 円形 U字形 水平 2

15・16・17・51 199d Pit 457 5R-1A20 >SD319，Pit458 古代 Ⅳ N-3 -゚E 0.34 0.26 0.12 0.09 0.22 7.83 楕円形 皿形 単層 1 SB1353

15・16・17・46 148B Pit 458 5R-1A20 >Pit457 古代 Ⅳ N-5 -゚E 0.36 （0.14） 0.15 （0.04） 0.34 7.71 − U字形 レンズ状 2

15・16・52 200d Pit 459 5R-1A20 >Pit723 Ⅳ N-80 -゚W 0.44 0.39 0.10 0.08 0.22 7.81 円形 箱形 レンズ状 3

15・16・17・53 203a・c Pit 460 5R-1A20 古代 Ⅳ N-74 -゚W 0.33 0.26 0.17 0.15 0.36 7.74 楕円形 台形 レンズ状 2 SB1357

15・16・52 200b・d Pit 461 5R-1A20 古代 Ⅳ N-87 -゚E 0.18 0.17 0.12 0.09 0.09 8.02 円形 台形 単層 1 有 SB1354　土師器/小甕、須恵器/杯蓋

15・16 Pit 462 5R-1A20 >SD319 Ⅳ N-54 -゚E 0.26 0.23 0.10 0.08 0.48 7.65 円形 U字形 単層 1 有 146 土師器/鍋、須恵器/無台杯

15・16・17 Pit 463 5R-1A15 >Pit464 Ⅳ N-52 -゚W 0.39 0.29 0.19 0.10 0.14 7.92 楕円形 皿形 レンズ状 2

15・16・17・51 199a・d Pit 464 5R-1A15 <Pit463 古代 Ⅳ N-49 -゚E 0.35 （0.30） 0.18 0.18 0.26 7.82 円形 台形 レンズ状 3 有 146 SB1353　土師器/無台椀・長甕・鍋

15・16・17 Pit 465 5R-1A15 Ⅳ N-87 -゚E 0.31 0.21 0.06 0.05 0.56 7.52 楕円形 U字形 水平 2

15・16・17・51 199d Pit 466 5R-1A15 Ⅳ N-24 -゚E 0.31 0.30 0.20 0.18 0.18 7.89 円形 半円形 レンズ状 2

15・16 Pit 467 5R-1A15 <Pit468 Ⅳ N-49 -゚E 0.27 0.27 0.16 0.13 0.13 7.94 円形 皿形 単層 1

15・16 Pit 468 5R-1A15 >Pit467 Ⅳ N-29 -゚E 0.30 0.24 0.19 0.10 0.31 7.77 楕円形 U字形 レンズ状 2

15・16・17・51 199d Pit 469 5R-1A15 Ⅳ N-34 -゚W 0.40 0.39 0.18 0.14 0.34 7.72 円形 半円形 レンズ状 2

15・16 Pit 470 5R-1A15 >SD319 Ⅳ N-32 -゚W 0.27 0.25 0.14 0.11 0.14 7.94 円形 半円形 単層 1

15・16・17 Pit 471 5R-1A15 Ⅳ N-38 -゚W 0.28 0.23 0.19 0.15 0.22 7.86 楕円形 U字形 ブロック状 3

15・16・17 Pit 472 5R-1A15 Ⅳ N-17 -゚W 0.22 0.16 0.10 0.06 0.12 7.95 楕円形 U字形 単層 1

16・25・51 16 25 Pit 473 5R-1A9・10 <SK286 Ⅳ N-65 -゚W （0.50）（0.35） 0.22 0.16 0.39 7.67 楕円形 半円形 単層 1 有 土師器/無台椀・長甕、須恵器/甕、石/礫

15・16・51 198b Pit 474 5R-1A10 古代 Ⅳ N-68 -゚W 0.29 0.26 0.15 0.10 0.21 7.84 円形 台形 − − SB1352

15・16・17・51 197a・c Pit 475 4R-10A25，5R-1A5 >Pit476 古代 Ⅳ N-54 -゚W 0.29 0.21 0.13 0.09 0.17 7.84 楕円形 半円形 単層 1 SB1351

15・16 Pit 476 5R-1A5 <Pit485 Ⅳ N-16 -゚E 0.22 0.15 0.10 0.06 0.06 7.95 楕円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 478 5R-1A5 Ⅳ N-1 -゚E 0.25 0.24 0.12 0.08 0.43 7.58 円形 U字形 単層 1 有 土師器/長甕

15・16・17 Pit 479 5R-1A5 Ⅳ N-28 -゚W 0.42 0.27 0.12 0.06 0.44 7.59 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/小甕

15・16 Pit 480 5R-1A5 Ⅳ N-69 -゚W 0.22 0.18 0.11 0.10 0.19 7.86 楕円形 箱形 単層 1

15・16 Pit 481 5R-1A5 Ⅳ N-36 -゚E 0.20 0.20 0.14 0.13 0.08 7.97 円形 半円形 単層 1

15・16・25・51 16 25，198a Pit 482 5R-1A5 >Pit716，<SK286 古代 Ⅳ N-60 -゚W 0.42 0.37 0.25 0.22 0.22 7.83 円形 台形 レンズ状 2 SB1352

15・16・17・51 198a Pit 483 5R-1A5 Ⅳ N-64 -゚W 0.33 0.28 0.15 0.06 0.12 7.93 円形 箱形 単層 1

15・16・17・51 197c Pit 484 5R-1A5・10 Ⅳ N-2 -゚E 0.28 0.26 0.16 0.11 0.19 7.85 円形 半円形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 485 4R-10B21 Ⅳ N-63 -゚E 0.20 0.20 0.06 0.04 0.24 7.72 円形 半円形 単層 1 有 土師器/無台椀・小甕

15・16・17 Pit 486 4R-10B21 Ⅳ N-57 -゚E 0.28 0.25 0.16 0.14 0.16 7.78 円形 半円形 単層 1 有 土師器/長甕・小甕

15・16・17 Pit 487 4R-10B21 Ⅳ N-58 -゚W （0.24） 0.29 （0.14） 0.14 0.11 7.86 （円形） 半円形 単層 1 有 土師器/無台椀

15・16・17 Pit 488 4R-10B21 Ⅳ N-87 -゚E 0.46 0.25 0.10 0.08 0.21 7.77 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕・鍋

15・16・17 Pit 489 4R-10B21 Ⅳ N-58 -゚E 0.24 0.24 0.18 0.15 0.22 7.72 円形 半円形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 490 4R-10B21 Ⅳ N-24 -゚E 0.24 0.21 0.14 0.10 0.21 7.75 円形 半円形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

15・16・17・51 197a Pit 491 4R-10B21 Ⅳ N-16 -゚E 0.42 0.19 0.08 0.06 0.32 7.62 楕円形
皿形＋
U字形

レンズ状 2

15・16・17・51 197a Pit 492 4R-10B21，5R-1B1 古代 Ⅳ N-18 -゚E 0.43 0.29 0.14 0.10 0.15 7.82 
方形〜
楕円形

半円形 単層 1 SB1351

15・16・17 Pit 493 4R-10B21 Ⅳ N-34 -゚W 0.35 0.28 0.15 0.10 0.46 7.51 楕円形 半円形 単層 1 有 土師器/長甕・小甕、鍛治/鉄滓

15・16・17 Pit 494 4R-10B21，5R-1B1 Ⅳ N-55 -゚E 0.29 0.25 0.13 0.11 0.15 7.83 円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 495 5R-1B1 Ⅳ N-50 -゚E 0.29 0.20 0.13 0.09 0.12 7.83 楕円形 皿形 単層 1 有 土師器/無台椀

15・16・17 Pit 496 5R-1B1 Ⅳ N-8 -゚E 0.29 0.23 0.07 0.06 0.31 7.66 楕円形 半円形 単層 1

15・16・17・46・
51

53 142B，198a Pit 497 5R-1A5，5R-1B1 <SD289 Ⅳ N-60 -゚W 0.20 （0.20） 0.11 0.10 0.25 7.76 円形 U字形 単層 1 有 土師器/長甕

15・16・17・51 198a Pit 498 5R-1B1 古代 Ⅳ N-28 -゚E 0.31 0.24 0.16 0.13 0.11 7.88 楕円形 台形 単層 1 SB1352

15・16・17 Pit 499 5R-1B1 >SK283 Ⅳ N-77 -゚E 0.46 0.38 0.27 0.15 0.20 7.83 楕円形 皿形 レンズ状 2

15・16・17・51 197c Pit 500 5R-1B1・6 >SK283 古代 Ⅳ N-32 -゚E 0.26 0.25 0.21 0.18 0.39 7.66 円形 箱形 単層 1 有 SB1351　土師器/無台椀

15・16・17・51 197b Pit 501 5R-1A10，5R-1B6 Ⅳ N-82 -゚E 0.18 0.15 0.09 0.06 0.18 7.84 円形 半円形 単層 1

15・16・17 Pit 502 5R-1B6 Ⅳ N-23 -゚W 0.30 0.24 0.14 0.11 0.61 7.43 楕円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・小甕

15・16・17・51 198b Pit 503 5R-1B6 >Pit504 Ⅳ N-2 -゚E 0.26 0.26 0.14 0.10 0.31 7.73 円形 U字形 レンズ状 2
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15・16・17 Pit 504 5R-1B6 <Pit503 Ⅳ N-3 -゚E （0.20） 0.20 （0.07） 0.05 0.43 7.60 − U字形 レンズ状 2

15・16・17・51 198b Pit 505 5R-1B6 >SD1331 古代 Ⅳ N-53 -゚E 0.28 0.23 0.08 0.06 0.51 7.53 楕円形 U字形 単層 1 SB1352

15・16・17 Pit 506 5R-1B6・11 <SD1247 Ⅳ N-45 -゚W 0.22 0.21 0.14 0.13 0.20 7.86 円形 箱形 単層 1 有 土師器/無台椀

15・16・17 Pit 507 5R-1B11 Ⅳ N-16 -゚E 0.26 0.25 0.16 0.14 0.21 7.84 円形 箱形 単層 1

15・16・17 Pit 508 5R-1B11 Ⅳ N-51 -゚E 0.37 0.37 0.27 0.22 0.14 7.91 円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・小甕

15・16・17 Pit 509 5R-1B11 Ⅳ N-60 -゚W 0.20 0.18 0.15 0.13 0.59 7.46 方形 U字形 単層 1

15・16・17 Pit 510 5R-1B11 Ⅳ N-44 -゚E 0.25 0.23 0.14 0.09 0.37 7.62 円形 U字形 ブロック状 2

15・16・17 Pit 511 5R-1B11・12 Ⅳ N-1 -゚W 0.16 0.15 0.09 0.07 0.16 7.92 円形 半円形 レンズ状 2

15・16・17・53 202a・c Pit 512 5R-1B11 古代 Ⅳ N-42 -゚W 0.33 0.29 0.16 0.15 0.37 7.73 円形 半円形 ブロック状 3 SB1356

15・16・17 Pit 513 5R-1B11 >SD314 Ⅳ N-82 -゚E 0.21 0.18 0.15 0.10 0.09 7.99 円形 台形 単層 1

15・16・17 Pit 514 5R-1B11 >Pit515・714 Ⅳ N-49 -゚W 0.30 0.26 0.12 0.11 0.42 7.65 円形 U字形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 515 5R-1B11 <Pit514，>Pit714 Ⅳ N-83 -゚E 0.37 （0.25） 0.14 0.10 0.65 7.42 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・小甕、鍛治/鉄滓

15・16・17 Pit 516 5R-1B11・16 >Pit517 Ⅳ N-84 -゚E 0.41 0.33 0.24 0.18 0.40 7.70 楕円形 （半円形） 単層 1 有 土師器/無台椀・長甕・小甕、石/礫

15・16・17 Pit 517 5R-1B11 <Pit516 Ⅳ N-23 -゚E （0.12）（0.27）（0.06）（0.10） 0.11 7.98 （円形） U字形 レンズ状 3 有 土師器/小甕

15・16・17・53 203c Pit 518 5R-1A25 >SD319 古代 Ⅳ N-86 -゚W 0.26 0.25 0.09 0.08 0.21 7.94 円形 V字形 レンズ状 2 SB1357

15・16・17・53 203c Pit 519 5R-1A20・25 >SD319 Ⅳ N-13 -゚E 0.34 0.28 0.12 0.10 0.63 7.54 楕円形 U字形 レンズ状 2

15・16・17・53 203a Pit 520 5R-1B16 古代 Ⅳ N-27 -゚E 0.30 0.28 0.10 0.04 0.41 7.76 円形 箱形 レンズ状 2 SB1357

15・16・17・53 202c Pit 521 5R-1B16 >SD314，Pit522 Ⅳ N-25 -゚E 0.31 0.29 0.18 0.11 0.53 7.64 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・長甕

15・16・17 202a Pit 522 5R-1B16・21 >SD314，<Pit521 Ⅳ N-36 -゚E 0.47 0.42 0.38 0.30 0.12 8.05 円形 皿形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 523 5R-1B21 Ⅳ N-42 -゚E 0.29 0.22 0.17 0.10 0.18 8.00 楕円形 台形 単層 1

15・16・17・53 202b・c Pit 524 5R-1B21・22 >SD314 古代 Ⅳ N-16 -゚W 0.35 0.33 0.15 0.11 0.21 7.98 円形 台形 ブロック状 3 有 SB1356　土師器/長甕・小甕

15・16・17・53 203d Pit 525 5R-1B22 Ⅳ N-50 -゚W 0.48 0.26 0.13 0.08 0.41 7.76 楕円形 皿形 単層 1

15・16・17・53 203b・d Pit 526 5R-1B22 古代 Ⅳ N-26 -゚W 0.27 0.23 0.13 0.10 0.46 7.72 円形 U字形 水平 2 有 SB1357　土師器/無台椀、石/礫

15・16・17 Pit 527 5R-1B22 <Pit528 Ⅳ N-37 -゚W 0.31 （0.13） 0.15 0.09 0.54 7.65 楕円形 U字形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀・長甕

15・16・17 Pit 528 5R-1B22 >Pit527 Ⅳ N-0 -゚S 0.32 0.28 0.13 0.07 0.18 7.99 円形 半円形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 529 5R-1B22 >SD314 Ⅳ N-6 -゚E 0.30 0.27 0.09 0.08 0.31 7.88 円形 U字形 ブロック状 2

15・16・17 Pit 530 5R-1B22 >SD314 Ⅳ N-59 -゚E 0.35 0.29 0.19 0.13 0.38 7.81 楕円形 台形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

15・16・17 Pit 531 5R-1B22 >SD314 Ⅳ N-54 -゚W 0.28 0.20 0.10 0.08 0.49 7.70 楕円形 − − −

15・16・17 Pit 532 5R-1B22 >SD314，Pit533 Ⅳ N-6 -゚E 0.28 0.23 0.15 0.11 0.52 7.67 楕円形 U字形 レンズ状 5 有 土師器/小甕

15・16・17 Pit 533 5R-1B22 >Pit532・534，<SD980 Ⅳ N-30 -゚E （0.11） 0.16 （0.10） 0.13 0.16 8.02 − 半円形 単層 1

15・16・17・53 203b Pit 534 5R-1B22，5R-2B2 >SD980，Pit533 Ⅳ N-33 -゚W 0.26 0.25 0.18 0.16 0.16 8.01 円形 半円形 レンズ状 2

15・16・17・53 203b Pit 535 5R-1B21・22，5R-2B1・2 古代 Ⅳ N-32 -゚W 0.35 0.32 0.19 0.18 0.60 7.57 円形 U字形 レンズ状 3 SB1357

15・16・17 Pit 536 5R-2B2 >SD980 Ⅳ N-31 -゚E 0.33 0.21 0.20 0.10 0.11 7.08 楕円形 皿形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 537 5R-1B12・13・17・18 >SD290 Ⅳ N-61 -゚W 0.25 0.21 0.14 0.12 0.11 8.00 円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 538 5R-1B12・17 >SD290 Ⅳ N-22 -゚E 0.18 0.12 0.05 0.03 0.17 7.95 楕円形 U字形 単層 1 有 土師器/無台椀

15・16・17 Pit 539 5R-1B12・17 Ⅳ N-35 -゚W 0.34 0.28 0.19 0.17 0.21 7.92 楕円形 半円形 ブロック状 3

15・16・17 Pit 540 5R-1B17 >SD298 Ⅳ N-66 -゚W 0.34 0.27 0.19 0.16 0.10 8.05 楕円形 皿形 レンズ状 2

15・16・17・53 203a・d Pit 541 5R-1B17 古代 Ⅳ N-43 -゚W 0.23 0.22 0.12 0.08 0.33 7.82 円形 U字形 レンズ状 2 SB1357

15・16・17 Pit 542 5R-1B17 Ⅳ N-50 -゚E 0.17 0.15 0.08 0.06 0.19 7.96 円形 U字形 単層 1

15・16・17 Pit 543 5R-1B17 >SD298 Ⅳ N-70 -゚W 0.28 0.22 0.18 0.11 0.13 8.02 楕円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 544 5R-1B17 Ⅳ N-47 -゚W 0.24 0.20 0.08 0.06 0.19 7.97 円形 台形 単層 1 有 土師器/無台椀・小甕

15・16・17 Pit 545 5R-1B17 <Pit546 Ⅳ N-75 -゚W （0.19） 0.28 （0.12） 0.18 0.13 8.04 （円形） 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

15・16・17 Pit 546 5R-1B16・17 >SD314，Pit545 Ⅳ N-21 -゚E 0.65 0.32 0.52 0.20 0.14 8.02 楕円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 547 5R-1B12 <Pit548 Ⅳ N-61 -゚W （0.21） 0.20 0.07 0.04 0.34 7.72 楕円形 U字形 単層 1

15・16・17 Pit 548 5R-1B12 >Pit547・549・550 Ⅳ N-30 -゚E 0.23 0.22 0.14 0.11 0.38 7.67 円形 U字形 単層 1 有 石/礫

15・16・17 Pit 549 5R-1B12 >SD1247，<Pit548・550 Ⅳ N-85 -゚E （0.15）（0.14）（0.09） 0.07 0.17 7.86 − U字形 レンズ状 3

15・16・17 Pit 550 5R-1B12 >SD1247，Pit549，<Pit548 Ⅳ N-85 -゚E 0.29 （0.20） 0.07 0.06 0.59 7.47 円形 U字形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀

15・16・17 Pit 551 5R-1B12 >SD1247 Ⅳ N-20 -゚W 0.27 0.15 0.19 0.06 0.16 7.92 楕円形 台形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

15・16・17 Pit 552 5R-1B12 <SK295 Ⅳ N-44 -゚E （0.20）（0.20） 0.13 0.12
0.31
以上

7.77
以上

円形 − − −

15・16・17・53 202a Pit 553 5R-1B12 Ⅳ N-54 -゚W 0.30 0.29 0.15 0.11 0.40 7.70 円形 U字形 単層 1 有 土師器/長甕

15・16・17・51 197b Pit 554 5R-1B1・2・6・7 >SK283 Ⅳ N-44 -゚W 0.31 0.21 0.17 0.12 0.11 7.93 楕円形 皿形 単層 1 有 土師器/長甕

15・16・17・26 22 Pit 555 5R-1B2・7 >SK283・284 中世 Ⅳ N-36 -゚W 0.28 0.21 0.16 0.14 0.66 7.38 楕円形 U字形 単層 1 有 146 土師器/無台椀、須恵器/無台杯、中世土師器/皿

15・16・17 Pit 556 5R-1B7 >SK184 Ⅳ N-44 -゚E 0.27 0.17 0.18 0.12 0.24 7.80 楕円形 半円形 レンズ状 2 有 146 土師器/無台椀・長甕、須恵器/無台杯

15・16・17・26 22 Pit 557 5R-1B7 >SK284 Ⅳ N-32 -゚E 0.29 0.29 0.18 0.15 0.38 7.65 円形 U字形 レンズ状 −

15・16・17 Pit 558 5R-1B7 >SK284，SD289 中世 Ⅳ N-7 -゚E 0.20 0.19 0.12 0.08 0.14 7.93 円形 台形 単層 1 有 土師器/無台椀

15・16・17 Pit 559 5R-1B7 >SK283 Ⅳ N-46 -゚W 0.15 0.12 0.12 0.09 0.15 7.92 楕円形 半円形 レンズ状 2
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15・16・17 Pit 560 4R-10B21・22，5R-1B1・2 Ⅳ N-47 -゚W 0.18 0.16 0.10 0.07 0.12 7.80 円形 台形 単層 1

15・16・17 Pit 561 5R-1B2 Ⅳ N-14 -゚E 0.31 0.25 0.21 0.16 0.20 7.75 楕円形 台形 単層 1 有 石/礫、鍛治/鉄滓

15・16・17 Pit 562 5R-1B2 Ⅳ N-0 -゚S 0.25 0.22 0.13 0.05 0.16 7.82 円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 563 5R-1B2 Ⅳ N-87 -゚W 0.44 0.37 0.24 0.18 0.30 7.71 円形 半円形 レンズ状 3 有 土師器/長甕・小甕

15・16・17 Pit 564 5R-1B2 >SK283 Ⅳ N-53 -゚W 0.17 0.15 0.07 0.06 0.43 7.60 円形 U字形 単層 1 有 土師器/長甕

15・16・17 Pit 565 5R-1B2 >SK283 Ⅳ N-88 -゚W 0.36 0.21 0.15 0.08 0.38 7.68 楕円形 半円形 単層 1 有 土師器/無台椀・小甕

15・16・17 Pit 566 5R-1B7・8 >SK283，<SK285 Ⅳ N-1 -゚E （0.26） 0.28 0.13 0.13 0.31 7.75 楕円形 半円形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・長甕・小甕

15・16・17・54 204a・c Pit 568 5R-1B18 >SD290 古代 Ⅳ N-25 -゚E 0.35 0.31 0.22 0.18 0.50 7.65 円形 箱形 単層 1 有 SB1358　土師器/鍋

15・16・17・53 202b Pit 569 5R-1B18 >SD290 古代 Ⅳ N-52 -゚W 0.28 0.26 0.13 0.13 0.26 7.88 円形 U字形 レンズ状 2 SB1356

15・16・17 Pit 570 5R-1B23 >SD298 Ⅳ N-24 -゚E 0.25 0.24 0.14 0.11 0.26 7.91 円形 U字形 単層 1

15・16・17・54 204c Pit 571 5R-1B23 >SD290，SD298 古代 Ⅳ N-50 -゚E 0.30 0.30 0.13 0.11 0.35 7.81 円形 台形 単層 1 SB1358

15・16・17 Pit 572 5R-1B23 Ⅳ N-49 -゚W 0.21 0.19 0.10 0.08 0.19 7.98 円形 U字形 単層 1

15・16・17 Pit 573 5R-1B23，5R-2B3 Ⅳ N-29 -゚E 0.22 0.20 0.07 0.07 0.28 7.89 円形 皿形 単層 1

15・16・17・54 204b・c Pit 574 5R-1B23，5R-2B3 >SD298，Pit575 古代 Ⅳ N-70 -゚E 0.31 0.27 0.13 0.13 0.46 7.70 円形 台形 レンズ状 2 有 SB1358　土師器/長甕

15・16・17 Pit 575 5R-2B3 >SD298，<Pit574 古代 Ⅳ N-70 -゚E （0.12） 0.18 0.08 0.06 0.04 8.11 円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 576 5R-2B3 Ⅳ N-27 -゚E 0.25 0.23 0.12 0.10 0.41 7.76 円形 U字形 単層 1

15・16・17 Pit 577 5R-2B3 Ⅳ N-82 -゚E 0.23 0.20 0.14 0.13 0.08 8.09 円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 578 5R-2B2・3 Ⅳ N-28 -゚E 0.20 0.20 0.13 0.11 0.18 7.99 円形 半円形 単層 1

15・16・17 Pit 579 5R-2B3 <Pit580 Ⅳ N-23 -゚W （0.10） 0.18 0.09 0.06 0.10 8.06 − 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 580 5R-2B3 >Pit579 Ⅳ N-73 -゚E 0.25 0.21 0.09 0.07 0.21 7.95 円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 581 5R-2B3 Ⅳ N-8 -゚W 0.25 0.19 0.18 0.11 0.13 8.04 楕円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 582 5R-1B19 <SD289，SK303 Ⅳ N-38 -゚W （0.40）（0.29） 0.25 0.15 0.20 7.86 楕円形 台形 単層 1

15・16・17 Pit 583 5R-1B19 Ⅳ N-75 -゚E 0.25 0.20 0.13 0.13 0.18 7.82 楕円形 半円形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 584 5R-1B19 Ⅳ N-85 -゚E 0.31 0.28 0.17 0.13 0.14 7.87 円形 皿形 レンズ状 2

15・16・17・54 204d Pit 585 5R-1B24 古代 Ⅳ N-16 -゚W 0.26 0.25 0.10 0.07 0.22 7.86 円形 台形 単層 1 SB1358

15・16・17・54 204b・d Pit 586 5R-1B24 >SD305 古代 Ⅳ N-44 -゚E 0.24 0.23 0.13 0.07 0.21 7.89 円形 台形 レンズ状 3 SB1358

15・16・17・53 203b・c Pit 587 5R-2A5 >SK321 古代 Ⅳ N-69 -゚E 0.43 0.27 0.31 0.16 0.26 7.91 楕円形 台形 レンズ状 4 有 146 SB1357　土師器/鍋、須恵器/無台杯

15・16・17 Pit 588 5R-2B1 >SD319 Ⅳ N-3 -゚W 0.33 0.27 0.19 0.17 0.11 8.06 楕円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 589 5R-2A5，5R-2B1 Ⅳ N-74 -゚E 0.35 0.31 0.20 0.15 0.36 7.79 円形 U字形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 590 5R-2B2 古代 Ⅳ N-79 -゚E 0.23 0.20 0.10 0.09 0.19 7.96 円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 591 5R-2B2 Ⅳ N-35 -゚E 0.20 0.14 0.05 0.04 0.18 7.99 楕円形 半円形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 592 5R-1C21 Ⅳ N-36 -゚E 0.30 0.24 0.19 0.17 0.21 7.75 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

15・16・17・50 65 193 Pit 593 5R-2C1・6 Ⅳ N-53 -゚E 0.65 0.47 0.24 0.17 0.65 7.39 楕円形 U字形 ブロック状 4

15・16・17 Pit 594 5R-2C6・7 Ⅳ N-5 -゚W 0.26 0.25 0.10 0.09 0.20 7.78 円形 半円形 レンズ状 2

20 Pit 597 5Q-5J17 <SE595 Ⅳ N-25 -゚W （0.27）（0.20） 0.15 （0.14） 0.18 7.64 円形 − − −

20 Pit 598 5Q-6J2 >SK596 Ⅳ N-81 -゚W 0.22 0.20 0.14 0.12 0.38 7.48 円形 皿形 単層 1 有 土師器/小甕

20 Pit 599 5Q-6J2・3 >SK596 Ⅳ N-9 -゚E 0.25 0.25 0.16 0.12 0.48 7.38 円形 半円形 レンズ状 2

19・20 Pit 602 5Q-5J15 <SK601 Ⅳ N-84 -゚E （0.26）（0.17）（0.06）（0.05） 0.18 7.66 （円形） U字形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 603 4R-10B21 Ⅳ N-16 -゚W （0.23） 0.17 0.06 0.04 0.28 7.67 楕円形 半円形 単層 1 有 土師器/長甕

15・16・17 Pit 604 4R-10B21 Ⅳ N-56 -゚E 0.22 0.18 0.05 0.03 0.15 7.78 円形 半円形 水平 2 有 須恵器/無台杯

15・16・17 Pit 606 5R-2B6 >SD319 Ⅳ N-64 -゚E 0.33 0.26 0.23 0.17 0.11 8.04 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/小甕

15・16・17 Pit 607 5R-2B7 >SK323 Ⅳ N-63 -゚W 0.27 0.25 0.14 0.13 0.40 7.76 円形 − − 1

15・16・17 Pit 608 5R-2B7 Ⅳ N-82 -゚W 0.17 0.17 0.09 0.06 0.13 7.99 円形 半円形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 609 5R-2B7 Ⅳ N-80 -゚E 0.43 0.25 0.07 0.06 0.45 7.71 楕円形 U字形 単層 1

15・16・17 Pit 611 5R-2B8 >SD958 Ⅳ N-25 -゚E 0.18 0.14 0.09 0.06 0.09 8.07 楕円形 皿形 単層 1

15・16 Pit 612 5R-2B8 >SD298 Ⅳ N-37 -゚E 0.28 0.23 0.09 0.06 0.14 8.02 楕円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 613 5R-2C6 Ⅳ N-19 -゚W 0.26 0.23 0.10 0.07 0.15 7.92 円形 半円形 レンズ状 2

16・17・50 65 194 Pit 614 5R-2C11・12 >SD1
近世
以降

Ⅳ N-39 -゚W 0.77 0.53 0.19 0.16 0.48 7.54 楕円形 漏斗形 ブロック状 3

20・21 1 Pit 615 5Q-5J14 Ⅳ N-31 -゚W 0.35 0.28 0.27 0.17 0.16 7.63 楕円形 皿形 単層 1

19・20 Pit 616 5Q-5J20 <SK601 Ⅳ N-73 -゚W （0.25）（0.21） 0.16 0.15 0.29 7.36 円形 − − − 有 黒色土器/無台椀

15・16・17 Pit 617 5R-1A5 <SD289 Ⅳ N-50 -゚W （0.31）（0.29） 0.17 0.15 0.51 7.51 円形 − − − 有 土師器/長甕、須恵器/無台杯

19・20 Pit 618 5Q-5J15・20 <SK601 Ⅳ N-24 -゚E （0.37）（0.31）（0.16）（0.13） 0.31 7.55 （円形） U字形 単層 1

19・20・52 201a・c Pit 619 5R-1A16・21 古代 Ⅳ N-36 -゚W 0.29 0.29 0.15 0.13 0.25 7.75 円形 台形 単層 2 有 146 SB1355　土師器/小甕

20 Pit 620 5Q-5J9 Ⅳ N-28 -゚E 0.15 0.15 0.07 0.07 0.12 7.67 円形 皿形 単層 1

18・20 Pit 621 5Q-4J11 Ⅳ N-36 -゚W 0.29 0.24 0.16 0.12 0.12 7.71 楕円形 半円形 単層 1 有 146 土師器/長甕

15・16・18 Pit 622 5R-2A6 Ⅳ N-31 -゚E 0.34 0.33 0.19 0.19 0.41 7.64 円形 U字形 レンズ状 2 有 石/礫
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15・16・18 Pit 623 5R-2A6・11 Ⅳ N-45 -゚E 0.27 0.23 0.15 0.13 0.38 7.69 円形 U字形 レンズ状 2

15・16・18・54 206a・c Pit 624 5R-2A6 古代 Ⅳ N-32 -゚E 0.25 0.20 0.14 0.12 0.20 7.86 楕円形 台形 レンズ状 2 SB1360

16・18 Pit 625 5R-2A11 Ⅳ N-45 -゚W 0.32 0.27 0.13 0.10 0.29 7.76 円形 U字形 レンズ状 2

16・18・54 206c Pit 626 5R-2A17 古代 Ⅳ N-26 -゚E 0.24 0.23 0.13 0.10 0.19 7.79 円形 台形 レンズ状 2 SB1360

15・16・18 Pit 627 5R-2A9 Ⅳ N-70 -゚W 0.25 0.20 0.12 0.07 0.10 8.06 楕円形 皿形 単層 1

15・16・18 Pit 628 5R-2A9 Ⅳ N-8 -゚W 0.25 0.22 0.09 0.08 0.45 7.73 円形 U字形 単層 1

15・16・18 Pit 629 5R-2A8 >SD1231 Ⅳ N-81 -゚W 0.41 0.32 0.20 0.15 0.32 7.81 楕円形 U字形 単層 1

15・16・18 Pit 630 5R-2A8 Ⅳ N-68 -゚W 0.45 0.33 0.32 0.16 0.29 7.83 楕円形 台形 レンズ状 2

15・16・18 Pit 631 5R-2A8 Ⅳ N-38 -゚E 0.23 0.20 0.14 0.09 0.23 7.89 円形 U字形 レンズ状 3

15・16・18 Pit 632 5R-2A8 Ⅳ N-83 -゚W 0.38 0.33 0.23 0.22 0.45 7.67 円形 U字形 単層 1

15・16・18 Pit 633 5R-2A8 Ⅳ N-38 -゚E 0.34 0.26 0.15 0.11 0.39 7.71 楕円形 U字形 単層 1

15・16・18・54 205b Pit 634 5R-2A8 古代 Ⅳ N-18 -゚E 0.33 0.31 0.15 0.12 0.41 7.74 円形 U字形 単層 1 SB1359

15・16・18 Pit 635 5R-2A8 <SD1231 Ⅳ N-20 -゚E 0.27 0.21 0.13 0.08 0.25 7.89 楕円形 U字形 単層 1

16・18 Pit 636 5R-2A13 >SK359 Ⅳ N-88 -゚W 0.34 0.30 0.07 0.07 0.31 7.81 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

16・18 Pit 637 5R-2A13 >SK359，Pit638 Ⅳ N-76 -゚W 0.36 0.30 0.29 0.20 0.23 7.88 円形 台形 レンズ状 2

16・18 Pit 638 5R-2A13 >SK359，<Pit637 Ⅳ N-88 -゚W （0.18） 0.23 （0.09） 0.13 0.45 7.66 （円形） U字形 レンズ状 2

16・18 Pit 639 5R-2A13 >SK359 Ⅳ N-87 -゚W 0.31 0.29 0.20 0.14 0.62 7.48 円形 U字形 単層 1

16・18 Pit 640 5R-2A13 >SK359 Ⅳ N-67 -゚E 0.23 0.21 0.10 0.08 0.31 7.80 円形 半円形 単層 1

16・18 Pit 641 5R-2A18 Ⅳ N-13 -゚W 0.30 0.23 0.17 0.12 0.46 7.62 楕円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

16・18 Pit 642 5R-2A14 Ⅳ N-65 -゚E 0.26 0.25 0.13 0.11 0.37 7.78 円形 半円形 レンズ状 2

15・16・18 Pit 643 5R-2A9 >SD317・1231，<SK357 Ⅳ N-67 -゚W （0.48） 0.51 0.23 0.18 0.66 7.50 円形 U字形 ブロック状 5 有 土師器/無台椀・長甕・小甕、石/礫

16・18 Pit 644 5R-2A9・14 >SD317 Ⅳ N-18 -゚W 0.34 0.34 0.23 0.20 0.16 8.00 円形 皿形 単層 1 有 土師器/鍋

16・18 Pit 645 5R-2A14 >SD317 Ⅳ N-77 -゚E 0.34 0.27 0.18 0.13 0.09 8.04 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕・鍋

16・18 Pit 646 5Q-2J18 Ⅳ N-57 -゚E 0.26 0.22 0.13 0.12 0.47 7.51 円形 U字形 レンズ状 2

16・18 Pit 647 5Q-2J14・19 Ⅳ N-2 -゚E 0.26 0.21 0.12 0.09 0.46 7.54 楕円形 U字形 単層 1

16・18 Pit 648 5Q-2J19 Ⅳ N-89 -゚E 0.26 0.23 0.16 0.11 0.29 7.71 円形 U字形 単層 1 有 石/礫

16・18 Pit 649 5Q-2J19 Ⅳ N-37 -゚W 0.34 0.27 0.14 0.12 0.23 7.79 楕円形 半円形 単層 1

16・18 Pit 650 5Q-2J19 >SD358 中世 Ⅳ N-72 -゚W 0.34 0.32 0.17 0.14 0.51 7.51 円形 U字形 単層 1 有 石/礫

16・18 Pit 651 5Q-2J18・19 Ⅳ N-32 -゚W 0.17 0.17 0.10 0.09 0.14 7.84 円形 半円形 単層 1

16・18 Pit 652 5Q-2J19 Ⅳ N-22 -゚W 0.30 0.22 0.10 0.08 0.34 7.63 楕円形 半円形 水平レンズ 3

16・18 Pit 653 5Q-2J18 Ⅳ N-21 -゚W 0.18 0.18 0.13 0.12 0.12 7.85 円形 皿形 単層 1

16・18 Pit 654 5Q-2J19 Ⅳ N-40 -゚E 0.24 0.23 0.12 0.11 0.43 7.57 円形 U字形 単層 1

16・18 Pit 655 5Q-2J19 Ⅳ N-60 -゚W 0.24 0.22 0.10 0.09 0.47 7.53 円形 U字形 レンズ状 2

16・18 Pit 656 5Q-2J19 >SD358 中世 Ⅳ N-33 -゚E 0.36 0.31 0.15 0.13 0.39 7.62 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/小甕、石/礫

16・18 Pit 657 5Q-2J15 Ⅳ N-61 -゚W 0.24 0.22 0.12 0.10 0.37 7.67 円形 半円形 単層 1

16・18・54 206a・b Pit 658 5Q-2J15 古代 Ⅳ N-76 -゚W 0.40 0.22 0.21 0.10 0.32 7.71 楕円形 U字形 単層 1 有 SB1360　石/礫

16・18 Pit 659 5Q-2J15 Ⅳ N-13 -゚W 0.23 0.18 0.06 0.05 0.32 7.71 楕円形 U字形 レンズ状 2

16・18・54 206b Pit 660 5Q-2J20，5R-2A16 古代 Ⅳ N-31 -゚W 0.33 0.27 0.21 0.16 0.66 7.30 楕円形 U字形 単層 1 SB1360

16・18・54 205b・c Pit 661 5R-2A12 >SD931，<SD358 古代 Ⅳ N-21 -゚E 0.47 0.39 0.17 0.07 0.41 7.63 楕円形 台形 単層 1 有 SB1359　石/礫、土師器/長甕

15・16・18 Pit 662 5R-2A6・7 <SD358 古代 Ⅳ N-1 -゚W （0.42） 0.41 0.12 0.09 0.46 7.61 円形 皿形 レンズ状 2 有 石/礫

16・18 Pit 663 5Q-2J25 Ⅳ N-47 -゚E 0.24 0.23 0.10 0.10 0.35 7.61 円形 U字形 単層 1 有 石/礫

15・16・18 Pit 665 5R-2A6 >SD358 中世 Ⅳ N-62 -゚W 0.34 0.27 0.13 0.10 0.27 7.79 楕円形 U字形 レンズ状 1 有 石/礫

15・16・18 Pit 667 5R-2A3・8 >Pit668 Ⅳ N-18 -゚E 0.20 0.15 0.12 0.07 0.33 7.75 楕円形 U字形 単層 1

15・16・18・54 205a Pit 668 5R-2A3・8 >Pit669，<Pit667 古代 Ⅳ N-30 -゚W 0.35 0.34 0.17 0.16 0.46 7.79 円形 台形 単層 1 SB1359

15・16・18 Pit 669 5R-2A8 <Pit668 古代 Ⅳ N-30 -゚E 0.25 （0.15） 0.14 0.09 0.30 7.79 円形 U字形 単層 1

16・18 Pit 670 5R-2A15 Ⅳ N-67 -゚E 0.30 0.26 0.21 0.13 0.34 7.79 円形 U字形 レンズ状 3

16・18 Pit 671 5R-2A14・15・19・20 Ⅳ N-53 -゚W 0.55 0.38 0.34 0.15 0.16 7.95 楕円形 皿形 − −

16・18 Pit 672 5Q-2J14 Ⅳ N-53 -゚W （0.22） 0.25 （0.17） 0.14 0.28 7.73 楕円形 U字形 レンズ状 2

16・18 Pit 673 5Q-2J14 Ⅳ N-64 -゚W 0.28 0.26 0.17 0.11 0.27 7.75 円形 U字形 レンズ状 2

16・18 Pit 674 5Q-2J15 >SD358 中世 Ⅳ N-28 -゚E （0.50） 0.45 0.13 0.08 0.35 7.68 円形 U字形 レンズ状 2 有 石/礫

16・17・19 Pit 675 5R-3B6 Ⅳ N-65 -゚W 0.26 0.21 0.13 0.12 0.18 7.86 楕円形 半円形 レンズ状 2

16・17・19 Pit 678 5R-3B11 Ⅳ N-61 -゚E 0.28 0.22 0.15 0.13 0.14 7.90 楕円形 皿形 単層 1

17・19 Pit 679 5R-3B11 Ⅳ N-70 -゚W 0.20 0.19 0.10 0.09 0.10 7.93 円形 半円形 レンズ状 2

16・17・19 Pit 680 5R-3B11 Ⅳ N-1 -゚E 0.18 0.17 0.09 0.08 0.25 7.79 円形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 681 5R-3B11・12 Ⅳa N-62 -゚E 0.17 0.17 0.09 0.04 0.09 7.96 円形 皿形 単層 1

17・19 Pit 682 5R-3B11 Ⅳ N-37 -゚W 0.46 0.26 0.35 0.15 0.12 7.95 楕円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 683 5Q-6J3 Ⅳ N-31 -゚W 0.18 0.15 0.07 0.05 0.21 7.65 円形 U字形 単層 1
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19 Pit 684 5Q-6J3 Ⅳ N-31 -゚W 0.10 0.10 0.06 0.05 0.13 7.73 円形 U字形 単層 1

16・17・19 Pit 685 5R-3B11 Ⅳ N-49 -゚E 0.37 0.26 0.28 0.17 0.21 7.84 楕円形 皿形 レンズ状 3

19 Pit 686 5R-3A15 Ⅳ N-77 -゚W 0.23 0.20 0.13 0.08 0.15 7.90 円形 半円形 単層 1

19 Pit 687 5R-3B16 Ⅳ N-27 -゚E 0.28 0.25 0.17 0.14 0.23 7.84 円形 箱形 単層 1

19 Pit 688 5R-3B16 Ⅳ N-30 -゚E 0.42 0.30 0.29 0.20 0.14 7.93 楕円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 689 5R-3B16 Ⅳ N-24 -゚W 0.21 0.15 0.09 0.08 0.17 7.89 楕円形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 690 5R-3B16 <Pit691 Ⅳ N-40 -゚E （0.12） 0.16 0.10 （0.07） 0.09 7.98 （円形） 皿形 レンズ状 2

19 Pit 691 5R-3B16 >Pit690，SD677 Ⅳ N-89 -゚W 0.29 0.23 0.19 0.17 0.07 7.99 楕円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 692 5R-3B16 >SD677 Ⅳ N-80 -゚E 0.22 0.19 0.16 0.11 0.11 7.94 円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 693 5R-3B16 >SD644 Ⅳ N-6 -゚E 0.30 0.21 0.17 0.13 0.17 7.89 楕円形 半円形 レンズ状 2

19 Pit 695 5R-3B21 >SD695 Ⅳ N-17 -゚E 0.33 0.29 0.14 0.14 0.29 7.75 
方形〜
円形

U字形 レンズ状 3

19 Pit 697 5R-3B12 Ⅳ N-41 -゚W 0.35 0.33 0.22 0.19 0.13 7.95 円形 半円形 レンズ状 2

19 Pit 700 5R-3B22・23 >SK1224 Ⅳ N-58 -゚E 0.70 0.41 0.58 0.22 0.17 7.87 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 146 土師器/無台椀・小甕

19・56 210a・d Pit 701 5R-3B23 Ⅳ N-15 -゚E 0.30 0.28 0.14 0.13 0.16 7.87 円形 半円形 レンズ状 2 SB1364

19 Pit 703 5R-3B23 Ⅳ N-62 -゚E 0.29 0.28 0.13 0.09 0.21 7.83 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

19 Pit 704 5R-3B18 Ⅳ N-1 -゚E 0.24 0.21 0.12 0.08 0.22 7.84 円形 半円形 レンズ状 2

19 Pit 705 5R-3B18 Ⅳ N-20 -゚W 0.26 0.23 0.12 0.11 0.16 7.89 円形 半円形 単層 1

19 Pit 706 5R-3B18 Ⅳ N-33 -゚W 0.25 0.19 0.08 0.08 0.17 7.89 楕円形 半円形 レンズ状 2

19 Pit 707 5R-3B18・19 Ⅳ N-30 -゚W 0.25 0.23 0.13 0.12 0.16 7.89 円形 半円形 レンズ状 2

19 Pit 708 5R-3B18・19 Ⅳ N-2 -゚W 0.24 0.20 0.13 0.12 0.13 7.92 楕円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 711 5R-3B13 Ⅳ N-70 -゚E 0.31 0.24 0.19 0.16 0.11 8.01 楕円形 台形 レンズ状 2

15・16・18 Pit 712 5R-2A6 <SD358 古代 Ⅳ N-24 -゚E （0.29）（0.21） 0.19 0.13 0.37 7.35 楕円形 − − −

15・16・18・54 205a・c Pit 713 5R-2A7 <SD358 古代 Ⅳ N-88 -゚E （0.26）（0.19） 0.09 0.06 0.36 7.59 楕円形 U字形 − − SB1359

15・16・18 Pit 714 5R-1B11 <Pit514・515 Ⅳ N-51 -゚E （0.29）（0.16） 0.09 0.05 0.63 7.44 − − − −

15・16・18 Pit 715 5R-2A2・7 <SD358 古代 Ⅳ N-55 -゚W （0.33）（0.27） 0.21 0.16 0.32 7.64 楕円形 皿形 レンズ状 2

15・16・51 198a Pit 716 5R-1A4・5 <SK286，Pit482 古代 Ⅳ N-50 -゚E （0.47）（0.23） 0.14 0.13 0.29 7.75 − − − −

15・16・17 Pit 718 5R-2A10，5R-2B6 <Pit719 Ⅳ N-53 -゚E 0.23 （0.12） 0.05 0.03 0.19 7.95 円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 719 5R-2A10，5R-2B6 >Pit718 Ⅳ N-78 -゚E 0.38 0.32 0.15 0.13 0.44 7.70 円形 半円形 レンズ状 3

15・16・17 Pit 720 5R-2A10・15，5R-2B6・11 Ⅳ N-44 -゚W 0.55 0.41 0.23 0.08 0.15 7.99 楕円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 721 5R-2B11 Ⅳ N-15 -゚E 0.22 0.19 0.13 0.11 0.31 7.82 円形 半円形 レンズ状 2

16・18・32 28 55 Pit 722 5R-2A11 <SK360 Ⅳ N-26 -゚E （0.27）（0.20） 0.14 0.11 0.31 7.69 楕円形 U字形 レンズ状 2

15・16・52 200d Pit 723 5R-1A19・20 <SK237，Pit459 Ⅳ N-55 -゚E （0.29） 0.28 0.20 0.07 0.14 7.91 円形 皿形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 724 5R-1B7 >SD289 中世 Ⅳ N-29 -゚W 0.37 0.28 0.19 0.19 0.33 7.62 楕円形 半円形 ブロック状 2 有 土師器/長甕

19 Pit 728 5R-3B13・14 Ⅳ N-5 -゚E 0.50 0.32 0.43 0.22 0.14 7.98 楕円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 733 5R-3B19・24 Ⅳ N-26 -゚W 0.28 0.22 0.12 0.09 0.11 7.94 楕円形 − − 1

19・34 73 Pit 734 5R-3B19・24 Ⅳ N-73 -゚E 0.52 0.51 0.28 0.23 0.28 7.83 円形 半円形 水平 2 有 146 土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋

19 Pit 735 5R-3B25 Ⅳ N-77 -゚W 0.29 0.21 0.18 0.09 0.23 7.91 楕円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 736 5R-3B25 Ⅳ N-5 -゚E 0.30 0.29 0.13 0.10 0.17 7.97 円形 半円形 単層 1

19 Pit 737 5R-3B20 Ⅳ N-75 -゚W 0.30 0.28 0.17 0.14 0.17 7.95 円形 皿形 単層 1

19 Pit 738 5R-3B20 Ⅳ N-59 -゚W 0.42 0.32 0.19 0.19 0.40 7.73 楕円形 U字形 単層 1

19 Pit 739 5R-3B20，5R-3C16 Ⅳ N-2 -゚W 0.55 0.54 0.35 0.28 0.43 7.69 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・長甕・小甕

19・35 75 Pit 740 5R-3B15 Ⅳ N-46 -゚E 0.14 0.13 0.06 0.03 0.08 8.05 円形 半円形 単層 1

19 Pit 741 5R-3B15 >SK747 Ⅳ N-61 -゚E 0.25 0.18 0.12 0.09 0.08 8.05 楕円形 − − 1

19 Pit 742 5R-3B15 >SK747 Ⅳ N-48 -゚E 0.39 0.29 0.13 0.11 0.36 7.78 楕円形 皿形 レンズ状 2

19・41 116 Pit 743 5R-3B15 >SK744・747 Ⅳ N-88 -゚E 0.21 0.20 0.10 0.08 0.33 7.75 円形 U字形 レンズ状 2

16・18 Pit 745 5Q-2J13 Ⅳ N-55 -゚E 0.40 （0.16） 0.23 （0.08） 0.48 7.53 （円形） U字形 レンズ状 3

16・18 Pit 746 5Q-2J15 <SD358 古代 Ⅳ N-64 -゚W （0.45） 0.37 （0.15）（0.14） 0.58 7.46 楕円形
皿形＋
U字形

レンズ状 3

16・17・19 Pit 748 5R-3B10・15 >SK747 Ⅳ N-40 -゚W 0.29 0.25 0.13 0.12 0.11 8.02 円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 750 5R-3B10 Ⅳ N-28 -゚E 0.29 0.25 0.17 0.14 0.14 8.00 円形 台形 水平 2

16・18 Pit 753 5Q-2J16・21 Ⅳ N-24 -゚W （0.25）（0.18） 0.15 0.09 0.33 7.60 楕円形 U字形 レンズ状 2

16・18 Pit 754 5Q-2J17 Ⅳ N-30 -゚W （0.17）（0.22） 0.13 0.10 0.30 7.64 − U字形 水平 3

16・17・19 Pit 755 5R-3C6 >SD751 Ⅳ N-57 -゚W 0.37 0.31 0.19 0.15 0.15 7.95 円形 半円形 レンズ状 2

17・19 Pit 757 5R-3C6・11 >SD751 Ⅳ N-13 -゚E 0.30 0.22 0.18 0.13 0.12 8.01 楕円形 半円形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・鍋

16・17・19 Pit 758 5R-3C7 <SD2 Ⅳ N-48 -゚W （0.31） 0.30 0.18 0.17 0.08 8.01 円形 皿形 単層 1

16・17・19 Pit 761 5R-3C6 Ⅳ N-78 -゚E 0.26 0.19 0.16 0.10 0.07 8.03 楕円形 皿形 単層 1
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19 Pit 763 5R-3C11 Ⅳ N-61 -゚W 0.25 0.21 0.13 0.11 0.19 7.95 円形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 766 5R-3C16 Ⅳ N-59 -゚W 0.29 0.28 0.18 0.14 0.24 7.88 円形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 767 5R-3B20，5R-3C16 Ⅳ N-15 -゚W 0.31 0.30 0.15 0.15 0.19 7.91 円形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 768 5R-3C16 Ⅳ N-43 -゚W 0.33 0.31 0.13 0.11 0.32 7.78 円形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 769 5R-3C16 Ⅳ N-40 -゚W 0.43 0.43 0.16 0.14 0.38 7.74 円形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 771 5R-3C21・22 >SD776 中世 Ⅳ N-74 -゚E 0.28 0.27 0.19 0.15 0.19 7.95 方形 箱形 レンズ状 2 有 石/礫

19 Pit 772 5R-3C21・22，5R-4C1・2 Ⅳ N-31 -゚W 0.30 0.28 0.15 0.13 0.24 7.88 円形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 773 5R-3C21，5R-4C1 Ⅳ N-32 -゚E 0.25 0.23 0.10 0.08 0.21 7.94 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/小甕

19 Pit 774 5R-3C21 Ⅳ N-87 -゚W 0.21 0.19 0.09 0.03 0.30 7.85 円形 U字形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 775 5R-2B1 >SD319，SK324 Ⅳ N-22 -゚W 0.32 0.31 0.17 0.17 0.41 7.75 円形 半円形 レンズ状 2

19 Pit 777 5R-3C22 Ⅳ N-74 -゚W 0.22 0.19 0.13 0.10 0.31 7.86 円形 U字形 レンズ状 3 有 土師器/長甕

19 Pit 778 5R-3C23 Ⅳ N-54 -゚E 0.30 0.27 0.12 0.12 0.57 7.61 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

19 Pit 779 5R-3C18・19 Ⅳ N-90ﾟ 0.58 0.40 0.46 0.30 0.19 8.05 
方形〜
円形

皿形 レンズ状 4 有 土師器/無台椀

19 Pit 780 5R-3C18 Ⅳ N-22 -゚E 0.30 0.24 0.09 0.04 0.30 7.90 楕円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

19 Pit 781 5R-3C18 Ⅳ N-71 -゚E 0.31 0.17 0.22 0.09 0.19 7.99 楕円形 箱形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

19 Pit 782 5R-3C17 >SD776 中世 Ⅳ N-15 -゚W 0.38 0.20 0.25 0.10 0.18 8.02 楕円形 皿形 レンズ状 有 石/礫

19・57 212b・c Pit 783 5R-3C12・13・17・18 >SD776 中世 Ⅳ N-54 -゚W 0.69 0.56 0.41 0.33 0.31 7.87 楕円形 半円形 ブロック状 7 有 146 SB1366　土師器/無台椀・小甕

19 Pit 784 5R-3C13・18 Ⅳ N-22 -゚W 0.15 0.15 0.10 0.10 0.10 8.09 円形 半円形 単層 1

17・19・57 212a・c Pit 785 5R-3C8・13 中世 Ⅳ N-84 -゚W 0.39 0.33 0.18 0.17 0.46 7.68 円形 U字形 水平 2 有 146 SB1366　土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、石/礫

17・19 Pit 786 5R-3C8 Ⅳ N-16 -゚W 0.28 0.27 0.15 0.10 0.29 7.86 円形 U字形 水平 2 有 土師器/無台椀・長甕

15・16・17 Pit 787 5R-2A7 <SD358 古代 Ⅳ N-3 -゚E （0.53）（0.38） 0.18 0.18 0.59 7.48 円形 − − −

15・16・17 Pit 788 5R-2A8 >SD358 中世 Ⅳ N-5 -゚W （0.25）（0.25） 0.13 0.10 0.47 7.46 円形 − − −

17・18 Pit 790 5R-3C8・9 Ⅳ N-90ﾟ 0.26 0.20 0.15 0.04 0.20 7.97 楕円形 皿形 レンズ状 2

17・18 Pit 791 5R-3C9 Ⅳ N-0 -゚S 0.20 0.20 0.13 0.10 0.12 8.07 円形 台形 レンズ状 2

17・20 Pit 792 5R-3C9 >SK793 Ⅳ N-51 -゚E 0.36 0.30 0.18 0.12 0.16 8.06 円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕・鍋

17・19 Pit 794 5R-3C9 Ⅳ N-28 -゚E 0.31 0.31 0.21 0.15 0.09 8.13 円形 皿形 レンズ状 2

17・19 Pit 795 5R-3C9 Ⅳ N-11 -゚W 0.30 0.26 0.19 0.17 0.08 8.14 円形 皿形 レンズ状 2

17・19 Pit 796 5R-3C9・14 Ⅳ N-18 -゚E 0.29 0.24 0.15 0.10 0.28 7.93 楕円形 U字形 レンズ状 3

19・57 213a・b Pit 797 5R-3C14 Ⅳ N-43 -゚W 0.37 0.33 0.15 0.12 0.37 7.84 円形 台形 ブロック状 3 有 SB1367　土師器/長甕・小甕

19 Pit 798 5R-3C14 Ⅳ N-66 -゚E 0.27 0.20 0.13 0.12 0.23 7.99 楕円形 U字形 レンズ状 2

19・57 212a Pit 799 5R-3C14 中世 Ⅳ N-88 -゚E 0.35 0.31 0.12 0.07 0.75 7.48 円形 U字形 ブロック状 3 有 SB1366　土師器/長甕

19 Pit 800 5R-3C14 Ⅳ N-32 -゚E 0.32 0.28 0.20 0.15 0.13 8.13 円形 皿形 単層 1

15・16・17・27 19・20 38 Pit 801 5R-2B1 >SK322 Ⅳ N-58 -゚E 0.27 0.26 0.14 0.10 0.32 7.84 円形 U字形 単層 1

19 Pit 802 5R-3C14 Ⅳ N-45 -゚E 0.50 0.28 0.33 0.16 0.08 8.18 楕円形 皿形 単層 1

19 Pit 803 5R-3C14・19 Ⅳ N-33 -゚E 0.30 0.26 0.14 0.12 0.29 7.94 円形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 804 5R-3C14・19 <Pit805 Ⅳ N-50 -゚E （0.10） 0.13 0.06 0.05 0.22 7.97 （円形） 半円形 レンズ状 2

19 Pit 805 5R-3C13・14・18・19 >Pit804 Ⅳ N-2 -゚W 0.30 0.19 0.16 0.06 0.21 7.98 楕円形 U字形 単層 1

19・56 211b Pit 807 5R-3C19 >Pit808 中世 Ⅳ N-63 -゚W 0.24 0.23 0.10 0.10 0.39 7.83 円形 U字形 単層 1

19・57 212b Pit 808 5R-3C19 <Pit807 中世 Ⅳ N-71 -゚W 0.24 （0.12） 0.09 0.06 0.36 7.85 円形 V字形 レンズ状 2 SB1366

19 Pit 809 5R-3C19 <Pit810 Ⅳ N-30 -゚W （0.26） 0.24 0.10 0.09 0.24 7.99 円形 U字形 単層 1

19 Pit 810 5R-3C19 >Pit809 Ⅳ N-70 -゚W 0.22 0.19 0.12 0.09 0.53 7.70 円形 U字形 単層 1

19 Pit 811 5R-3C19 >SK812 Ⅳ N-81 -゚E 0.22 0.14 0.05 0.03 0.07 8.19 楕円形 皿形 単層 1

19・57 213b Pit 813 5R-3C19 Ⅳ N-18 -゚W 0.26 0.25 0.18 0.17 0.24 7.99 円形 U字形 レンズ状 2 SB1367

19 Pit 814 5R-3C19 Ⅳ N-82 -゚E 0.25 0.23 0.17 0.15 0.21 8.04 円形 箱形 レンズ状 2

19・57 212b Pit 815 5R-3C19 Ⅳ N-69 -゚W 0.23 0.21 0.06 0.05 0.23 8.02 円形 半円形 レンズ状 2

19 Pit 816 5R-3C19 Ⅳ N-90ﾟ 0.27 0.23 0.13 0.12 0.25 7.99 方形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 817 5R-3C19 Ⅳ N-17 -゚W 0.33 0.24 0.13 0.12 0.43 7.82 楕円形 U字形 レンズ状 4

19・57 212b Pit 818 5R-3C19・24 Ⅳ N-57 -゚W （0.36）（0.36） 0.18 0.17 0.60 7.60 円形 U字形 レンズ状 3

19・57 213b Pit 819 5R-3C24 Ⅳ N-40 -゚W 0.30 0.26 0.17 0.15 0.59 7.62 円形 U字形 ブロック状 3 有 SB1367　土師器/鍋

19・57 212b Pit 820 5R-3C24 Ⅳ N-56 -゚E （0.28）（0.10）（0.16）（0.05） 0.21 7.99 （円形） 皿形 レンズ状 2

19 Pit 822 5R-3C19・20 >Pit1238 Ⅳ N-39 -゚E 0.38 0.29 0.13 0.09 0.30 7.96 楕円形
皿形＋
U字形

水平 3 有 土師器/長甕

19 Pit 823 5R-3C20 <SD825，>Pit1238 Ⅳ N-8 -゚E （0.39）（0.27） 0.25 0.21 0.23 8.05 （円形） 半円形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

19 Pit 826 5R-3C15 <Pit827 Ⅳ N-78 -゚W 0.39 （0.28） 0.26 0.19 0.12 8.17 円形 皿形 単層 1

19 Pit 827 5R-3C15 >Pit826 Ⅳ N-19 -゚W 0.18 0.17 0.11 0.09 0.20 8.08 円形 半円形 単層 1

19・57 212a・d Pit 828 5R-3C15 中世 Ⅳ N-63 -゚E 0.30 0.25 0.08 0.07 0.32 7.97 円形 台形 ブロック状 3 有 SB1366　土師器/小甕
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19・57 212a Pit 829 5R-3C10 Ⅳ N-34 -゚W 0.27 0.24 0.18 0.17 0.09 8.17 円形 台形 レンズ状 2

17・19・41 114 Pit 830 5R-3C10 Ⅳ N-8 -゚W 0.29 0.25 0.17 0.17 0.19 8.07 円形 半円形 レンズ状 2

17・19 Pit 831 5R-3C10 Ⅳ N-38 -゚W 0.25 0.21 0.13 0.07 0.12 8.15 円形 半円形 レンズ状 2

19・57 212c Pit 842 5R-3D11 Ⅳ N-83 -゚W 0.20 0.17 0.13 0.10 0.45 7.86 円形 U字形 単層 1

19 Pit 843 5R-3D11 Ⅳ N-41 -゚E 0.40 0.29 0.24 0.21 0.39 7.95 楕円形 U字形 レンズ状 4 有 土師器/小甕

19・57 212c Pit 846 5R-3D11 Ⅳ N-19 -゚E 0.46 0.43 0.25 0.22 0.51 7.82 円形 U字形 レンズ状 5 有 土師器/長甕・小甕

15・16・17・53 202b・d Pit 847 5R-1B19 <SD289，>SK973 古代 Ⅳ N-19 -゚W （0.28）（0.19） 0.18 0.11 0.15 7.86 楕円形 U字形 単層 2 SB1356

15・16・17・54 204a・d Pit 848 5R-1B19 <SD289 古代 Ⅳ N-70 -゚W （0.25）（0.22） 0.13 0.10 0.16 7.74 円形 U字形 単層 1 SB1358

19・57 213c Pit 849 5R-3D11・16 >Pit1202 Ⅳ N-68 -゚E 0.34 （0.26） 0.13 0.12 0.55 7.79 楕円形 箱形 レンズ状 2 SB1367

16・47 56 155A Pit 850 5Q-1J15 >SD347 Ⅳ N-53 -゚E 0.22 0.15 0.12 0.07 0.13 7.84 楕円形 U字形 単層 1

16・18 Pit 851 5Q-2J14・15 <SD358 古代 Ⅳ N-24 -゚W （0.23）（0.22） 0.13 0.11 0.24 7.54 円形 皿形 単層 1

19 Pit 852 5R-3D16 Ⅳ N-7 -゚W （0.28）（0.13）（0.13）（0.05） 0.26 8.07 − U字形 レンズ状 2

19 Pit 853 5R-3D12 Ⅳ N-2 -゚W 0.44 0.36 0.16 0.13 0.78 7.56 楕円形 U字形 レンズ状 3 有 146 須恵器/無台杯、土師器/長甕

19 Pit 855 5R-3D12 Ⅳ N-48 -゚W （0.18）（0.17） 0.10 0.08 0.31 7.98 （円形） U字形 レンズ状 2

17・19 Pit 856 5R-3D7・8 Ⅳ N-48 -゚E 0.34 0.25 0.23 0.18 0.27 7.99 楕円形 箱形 レンズ状 2

19・55 208a・d Pit 857 5R-4B1 >SD694 Ⅳ N-82 -゚E 0.28 0.22 0.10 0.07 0.27 7.76 楕円形 V字形 ブロック状 2 SB1362

19 Pit 858 5R-4B1 >SD677 Ⅳ N-70 -゚W 0.31 0.30 0.15 0.12 0.38 7.67 円形 U字形 ブロック状 3

19 Pit 859 5R-4B1 >SD31 Ⅳ N-31 -゚E 0.23 0.22 0.16 0.13 0.13 7.91 円形 箱形 レンズ状 2

19 Pit 861 5R-4B2 >SD1218 中世 Ⅳ N-50 -゚W 0.25 0.22 0.13 0.10 0.25 7.83 円形 U字形 レンズ状 2

19・56 210d Pit 862 5R-4B3 Ⅳ N-39 -゚E 0.28 0.24 0.19 0.15 0.22 7.87 円形 箱形 レンズ状 2

19 Pit 865 5R-4B4 Ⅳ N-69 -゚E 0.42 0.35 0.21 0.21 0.15 7.95 円形 皿形 レンズ状 3

19 Pit 866 5R-4B5 Ⅳ N-30 -゚W 0.36 0.30 0.17 0.16 0.23 7.89 楕円形 半円形 単層 1 有 土師器/無台椀

19 Pit 867 5R-4B5 Ⅳ N-47 -゚W 0.28 0.16 0.15 0.13 0.34 7.79 円形 U字形 単層 1 有 土師器/無台椀

19 Pit 868 5R-4B5 <Pit869 Ⅳ N-1 -゚E 0.20 0.26 （0.16） 0.14 0.09 8.03 円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀、石/礫

19 Pit 869 5R-4B5 >Pit868 Ⅳ N-78 -゚E 0.33 0.29 0.14 0.13 0.45 7.67 円形 皿形 単層 1 有 土師器/小甕

19 Pit 870 5R-4B5 Ⅳ N-88 -゚W 0.39 0.38 0.07 0.06 0.25 7.87 円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 871 5R-4B5，5R-4C1 Ⅳ N-82 -゚W 0.30 0.24 0.13 0.09 0.28 7.81 楕円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 872 5R-4B5 Ⅳ N-25 -゚E 0.20 0.17 0.13 0.09 0.12 7.99 円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/小甕

19 Pit 873 5R-4B10 Ⅳ N-5 -゚W 0.21 0.20 0.10 0.09 0.15 7.95 円形 皿形 単層 1

19 Pit 874 5R-4B10 Ⅳ N-44 -゚E 0.27 0.25 0.10 0.07 0.32 7.77 円形 U字形 ブロック状 2

19・56 211a・d Pit 875 5R-4B10 Ⅳ N-38 -゚E 0.22 0.20 0.13 0.12 0.09 7.99 円形 半円形 レンズ状 2 SB1365

19 Pit 876 5R-4B9・10 Ⅳ N-80 -゚W 0.38 0.33 0.14 0.10 0.27 7.83 楕円形
皿形＋
U字形

ブロック状 2

19 Pit 877 5R-4C1 <SK878 Ⅳ N-72 -゚E 0.44 （0.29） 0.20 0.16 0.38 7.73 （円形） U字形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀

19 Pit 879 5R-4C6・7 中世 Ⅳ N-52 -゚E 0.47 （0.35） 0.25 0.24 0.25 7.77 楕円形 半円形 レンズ状 2 有 土師器/小甕、産地不明陶器/甕ヵ

19 Pit 880 5R-4B14・15 Ⅳ N-30 -゚W 0.23 0.18 0.16 0.12 0.13 7.94 楕円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 881 5R-4B15 Ⅳ N-32 -゚W （0.22）（0.34）（0.14）（0.06） 0.25 7.82 （円形） 皿形 単層 1

19・56 211b Pit 883 5R-4B14 Ⅳ N-51 -゚E （0.34）（0.18） 0.17 0.12 0.29 7.79 （円形） 半円形 レンズ状 2

19・56 211d Pit 884 5R-4B14 Ⅳ N-6 -゚E （0.29）（0.21） 0.16 0.11 0.25 7.84 − U字形 レンズ状 2 有 SB1365　土師器/無台椀・小甕

19 Pit 885 5R-4B14 Ⅳ N-75 -゚W 0.54 0.33 0.39 0.22 0.19 7.92 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/小甕

19・56 211a Pit 886 5R-4B9 Ⅳ N-80 -゚W 0.25 0.23 0.10 0.09 0.22 7.88 円形 台形 レンズ状 2 SB1365

19 Pit 887 5R-4B8 Ⅳ N-6 -゚E 0.38 0.35 0.23 0.17 0.13 7.94 円形 皿形 レンズ状 2

19・56 210b・d Pit 888 5R-4B8 Ⅳ N-27 -゚E 0.37 0.35 0.21 0.17 0.15 7.92 円形 半円形 レンズ状 3 有 SB1364　土師器/長甕・小甕

19 Pit 889 5R-4B8 Ⅳ N-67 -゚W 0.30 0.25 0.14 0.11 0.15 7.93 円形 皿形 レンズ状 2

19・56 211a・c Pit 890 5R-4B8 Ⅳ N-67 -゚E 0.23 0.18 0.10 0.07 0.10 8.00 楕円形 半円形 単層 1 SB1365

19・56 210b Pit 891 5R-4B7 Ⅳ N-52 -゚W 0.31 0.29 0.21 0.15 0.41 7.68 円形 U字形 レンズ状 3

15・17 Pit 892 5R-2C8 <SK725 Ⅳ N-55 -゚E （0.29）（0.25） 0.18 0.18 0.48 7.22 円形 − − − 有 土師器/鍋

19 Pit 894 5R-4B12・13 Ⅳ N-45 -゚E 0.44 0.37 0.22 0.18 0.24 7.85 円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/小甕

19 Pit 895 5R-4B12・13 Ⅳ N-33 -゚E 0.27 0.24 0.10 0.05 0.56 7.53 円形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 896 5R-4B13・18 Ⅳ N-50 -゚W 0.25 0.21 0.15 0.13 0.14 7.96 円形 皿形 レンズ状 2

19・56 211b・c Pit 897 5R-4B13 Ⅳ N-1 -゚E 0.28 0.24 0.17 0.15 0.30 7.81 円形 台形 レンズ状 3 SB1365

19 Pit 898 5R-4B13 Ⅳ N-70 -゚W 0.34 0.30 0.15 0.13 0.23 7.88 円形 半円形 水平 2

19 Pit 899 5R-4B14・19 Ⅳ N-57 -゚W （0.18）（0.19）（0.12）（0.10） 0.16 7.96 （円形） 皿形 レンズ状 2

19 Pit 900 5R-4B18 Ⅳ N-32 -゚E （0.23）（0.14） 0.13 0.07 0.11 8.00 （円形） 皿形 単層 1

19 Pit 901 5R-4B18 Ⅳ N-31 -゚W （0.14）（0.17）（0.12）（0.11） 0.13 7.97 （円形） 皿形 単層 1

19 Pit 902 5R-4B18 Ⅳ N-29 -゚W 0.20 0.19 0.12 0.10 0.17 7.94 円形 U字形 単層 1 有 土師器/長甕

19 Pit 903 5R-4B18 Ⅳ N-11 -゚E 0.40 0.34 0.18 0.17 0.24 7.88 円形 半円形 レンズ状 2
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19 Pit 904 5R-4B18 Ⅳ N-65 -゚E 0.26 0.23 0.14 0.13 0.35 7.76 円形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 905 5R-4B18 Ⅳ N-25 -゚W （0.21） 0.20 0.09 0.08 0.45 7.65 円形 − − −

19 Pit 907 5R-4B17 Ⅳ N-71 -゚E 0.40 0.35 0.14 0.13 0.26 7.77 円形 半円形 レンズ状 2

19 Pit 908 5R-4B17 Ⅳ N-37 -゚W 0.23 0.20 0.07 0.06 0.33 7.74 円形 U字形 水平 2

19 Pit 909 5R-4B17 Ⅳ N-14 -゚E 0.31 0.29 0.12 0.10 0.28 7.76 円形 皿形 レンズ状 2

19・56 209b・c Pit 910 5R-4B17 Ⅳ N-10 -゚E 0.31 0.29 0.15 0.12 0.43 7.59 円形 台形 ブロック状 2 SB1363

19 Pit 911 5R-4B17 >SD677 Ⅳ N-3 -゚E 0.21 0.19 0.12 0.08 0.35 7.68 円形 U字形 ブロック状 2

19 Pit 912 5R-4B12 >SD677，Pit1053 Ⅳ N-70 -゚E 0.38 0.35 0.13 0.07 0.39 7.65 円形 U字形 レンズ状 3 有 土師器/小甕

19 Pit 913 5R-4B12 >SD677 Ⅳ N-12 -゚W 0.21 0.21 0.11 0.07 0.10 7.96 円形 U字形 レンズ状 2

19・20 Pit 915 5R-4B11・16 >SD694，Pit916 Ⅳ N-3 -゚W 0.27 0.21 0.11 0.10 0.09 7.91 楕円形 皿形 レンズ状 2

19・20 Pit 916 5R-4B11・16 >SD694，<Pit915 Ⅳ N-17 -゚W （0.22） 0.33 0.30 0.25 0.09 7.91 円形 皿形 単層 1

19・20・56 209c Pit 917 5R-4B21 >SD694 Ⅳ N-78 -゚E 0.23 0.22 0.12 0.09 0.15 7.87 円形 皿形 レンズ状 2 SB1363

19・20 Pit 918 5R-4B21 >SD694 Ⅳ N-29 -゚E （0.26）（0.16）（0.18）（0.03） 0.10 7.92 （円形）（U字形） 単層 1

15・16・17 Pit 919 5R-2A10 Ⅳ N-80 -゚E 0.27 0.23 0.10 0.10 0.46 7.69 円形 U字形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 920 5R-2A5 Ⅳ N-9 -゚W 0.29 0.23 0.21 0.08 0.20 7.97 楕円形 箱形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 921 5R-1B13 <SD289 Ⅳ N-20 -゚E （0.28）（0.24） 0.13 0.12 0.34 7.62 円形 半円形 ブロック状 3

15・16・17 Pit 922 5R-1B13 <SD289 Ⅳ N-30 -゚W （0.28）（0.27） 0.16 0.16 0.21 7.68 円形 半円形 レンズ状 3

15・16・17・53 202a Pit 923 5R-1B13 <SD298 古代 Ⅳ N-0 -゚S （0.24）（0.23） 0.13 0.13 0.17 7.76 円形 U字形 レンズ状 2 SB1356

15・16 Pit 924 5R-1A8 <SK332，>Pit436 Ⅳ N-59 -゚E （0.19）（0.16）（0.09）（0.09） 0.20 7.90 円形 半円形 単層 1 有 土師器/小甕・鍋

16・18 Pit 925 5Q-2J17 Ⅳ N-55 -゚E （0.11） 0.26 （0.08） 0.19 0.30 7.66 （円形） 半円形 単層 1

16・18 Pit 926 5R-2A17・22 <SD1 Ⅳ N-56 -゚E 0.38 （0.29） 0.20 0.16 0.60 7.36 楕円形 U字形 単層 1 有 182 石/礫、金属/釘ヵ

15・16・18・52 201b・c Pit 927 5R-2A1 古代 Ⅳ N-64 -゚E （0.24） 0.28 0.23 0.17 0.41 7.64 円形 箱形 レンズ状 2 SB1355

15・16 Pit 928 5R-1A17 Ⅳ N-49 -゚E 0.28 0.26 0.16 0.13 0.21 7.75 円形 半円形 単層 1 有 146 土師器/長甕・鍋

16・18 Pit 930 5R-2A21 <SD1 Ⅳ N-27 -゚E （0.30） 0.27 0.17 0.17 0.61 7.32 円形 − − − 有 石/礫

15・16・17 Pit 932 5R-2B3 <SD298 古代 Ⅳ N-16 -゚W （0.24）（0.24） 0.15 0.13 0.13 7.91 円形 半円形 単層 1

16・17 Pit 933 5R-2A15 Ⅳ N-67 -゚E 0.20 0.17 （0.11） 0.11 0.27 7.87 円形 U字形 単層 1

16・17 Pit 934 5R-2A15 Ⅳ N-78 -゚W 0.22 0.20 0.10 0.11 0.26 7.88 円形 U字形 単層 1

15・16 Pit 935 5Q-1J20 Ⅳ N-71 -゚E （0.15） 0.30 （0.14） 0.21 0.18 7.80 （円形） 半円形 レンズ状 3

15・16 Pit 936 5Q-1J20 Ⅳ N-76 -゚E 0.31 （0.28） 0.15 0.13 0.60 7.39 円形 U字形 レンズ状 2

15・16 Pit 937 5R-1A11 Ⅳ N-18 -゚W 0.35 0.29 0.17 0.13 0.24 7.73 楕円形 台形 水平 2 有 182 土師器/長甕・小甕、金属/刀子・釘

15・16 Pit 938 5R-1A6 Ⅳ N-54 -゚W 0.26 0.26 0.16 0.12 0.22 7.74 円形 半円形 ブロック状 3

15・16 Pit 939 5R-1A6 Ⅳ N-30 -゚W 0.17 0.16 0.08 0.08 0.18 7.79 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/長甕、鍛治/鉄滓

15・16 Pit 940 5R-1A7 Ⅳ N-16 -゚E 0.26 0.22 0.14 0.12 0.46 7.55 円形 半円形 ブロック状 3 有 土師器/長甕

15・16 Pit 941 5R-1A7 Ⅳ N-9 -゚E 0.22 0.20 0.10 0.09 0.31 7.69 円形 U字形 レンズ状 2

15・16 Pit 942 5R-1A7 Ⅳ N-16 -゚W 0.22 0.21 0.11 0.10 0.42 7.60 円形 U字形 レンズ状 3 有 土師器/長甕・小甕

15・16 Pit 943 5R-2A2 Ⅳ N-77 -゚E 0.25 0.18 0.13 0.10 0.22 7.86 楕円形 半円形 単層 1

15・16・18 Pit 944 5R-2A4・5・9・10 Ⅳ N-59 -゚W 0.31 0.28 0.20 0.18 0.22 7.95 円形 半円形 レンズ状 3

15・16・18 Pit 946 5R-1B1 >SK283 Ⅳ N-22 -゚W 0.24 0.23 0.12 0.12 0.20 7.77 円形 半円形 単層 1 有 土師器/無台椀

15・17 Pit 947 5R-2C8 <SK725 Ⅳ N-25 -゚E （0.40）（0.35） 0.16 0.11 0.51 7.16 円形 半円形 単層 1 有 土師器/小甕

15・16 Pit 949 5R-1A2 <SK948，Pit950 Ⅳ N-58 -゚E （0.13）（0.13）（0.09）（0.08） 0.20 7.76 − （半円形） 単層 1

15・16 Pit 950 5R-1A2 <SK948，>Pit949 Ⅳ N-58 -゚E 0.31 （0.17） 0.16 0.07 0.21 7.76 （円形） 半円形 レンズ状 2

15・16 Pit 951 5R-1A2 Ⅳ N-47 -゚E 0.42 0.30 0.30 0.10 0.26 7.71 楕円形 皿形 レンズ状 2

15・16 Pit 952 5R-1A2 Ⅳ N-44 -゚W 0.28 0.23 0.17 0.13 0.31 7.67 楕円形 箱形 単層 1

15・16 Pit 953 5R-1A3 Ⅳ N-63 -゚E 0.21 0.20 0.10 0.09 0.44 7.58 円形 U字形 単層 1

15・16 Pit 954 5R-1A3 Ⅳ N-51 -゚W 0.31 0.30 0.21 0.15 0.16 7.86 円形 皿形 レンズ状 2 有 161・162 石/磨石

15・16 Pit 955 5R-1A4 Ⅳ N-40 -゚W （0.42） 0.50 （0.22） 0.32 0.20 7.85 − 台形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・長甕・鍋、須恵器/無台杯

15・16 Pit 956 5R-1A4 Ⅳ N-41 -゚W （0.27） 0.32 （0.22） 0.23 0.17 7.85 − 台形 レンズ状 2 有 146 土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋

15・16 Pit 957 4R-10A24 Ⅳ N-65 -゚W 0.23 0.17 0.13 0.10 0.12 7.84 楕円形 皿形 単層 1

15・16 Pit 959 5Q-1J19・20 Ⅳ N-77 -゚W 0.41 0.36 0.31 0.26 0.59 7.38 円形 U字形 レンズ状 3

15・16 Pit 960 5Q-1J14・15 Ⅳ N-21 -゚E 0.21 0.18 0.10 0.06 0.20 7.76 円形 半円形 レンズ状 2

15・16 Pit 961 5Q-1J14・15 Ⅳ N-62 -゚E 0.50 0.42 0.31 0.26 0.23 7.73 円形 箱形 レンズ状 2

15・16 Pit 962 5Q-1J14・15 Ⅳ N-61 -゚W 0.38 0.35 0.18 0.18 0.64 7.32 円形 U字形 レンズ状 3

15・16・17・51 197c Pit 963 5R-1B2 >SK283 古代 Ⅳ N-27 -゚W 0.25 0.25 0.16 0.13 0.26 7.68 円形 半円形 単層 1 有 SB1351　土師器/無台椀

15・16・17 Pit 965 5R-1B13・14 <河1250 Ⅳ N-69 -゚W （0.33）（0.30） 0.19 0.16 0.36 7.57 円形 半円形 単層 1

15・16・17・44・
53

122，202a・
d

Pit 966 5R-1B13・14 <SX296，河1250 古代 Ⅳ N-79 -゚E （0.31）（0.18） 0.10 0.07 0.27 7.71 楕円形 U字形 単層 1 SB1356

15・16・17 Pit 967 5R-1B14 <河1250 Ⅳ N-1 -゚W （0.26）（0.23） 0.15 0.15 0.18 7.69 円形 皿形 レンズ状 2
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15・16・17 Pit 968 5R-1B25，5R-1C21 <SD289 Ⅳ N-48 -゚W （0.34）（0.30） 0.11 0.11 （0.41）（7.79） 円形 U字形 単層 1

15・16 Pit 969 4R-10A23・24 >SD289 中世 Ⅳ N-44 -゚W 0.20 0.18 0.10 0.09 0.23 7.57 円形 半円形 レンズ状 2

17・19 Pit 970 5R-3D7 Ⅳ N-1 -゚W 0.22 0.19 0.13 0.12 0.15 8.12 円形 箱形 単層 1

17・19 Pit 971 5R-3D7・8 Ⅳ N-48 -゚E 0.34 0.22 0.19 0.13 0.11 8.15 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/小甕

15・16 Pit 972 5R-1B18・19 <SK303 Ⅳ N-72 -゚E 0.31 （0.11） 0.15 0.08 0.21 7.85 − − − −

19 Pit 974 5R-3C13 Ⅳ N-50 -゚E 0.20 0.15 0.11 0.06 0.19 7.96 楕円形 皿形 単層 1 有 146 土師器/長甕・小甕

19 Pit 975 5R-3C14 Ⅳ N-3 -゚W 0.25 0.25 0.09 0.07 0.52 7.67 円形 U字形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 976 5R-1B2・3 <河1250 Ⅳ N-42 -゚E （0.35）（0.23） 0.22 0.15 0.43 7.41 楕円形 半円形 単層 1

17・19 Pit 979 5R-3D6・7 <SK839 Ⅳ N-52 -゚W 0.23 （0.17） 0.13 0.07 0.44 7.83 楕円形 − − 2 有 土師器/長甕、石/礫

19・41・57 45
117，212b・
d

Pit 981 5R-3C20 >SD825，<SK1332 中世 Ⅳ N-21 -゚E （0.25）（0.28）（0.20）（0.18） 0.55 7.75 楕円形 台形 レンズ状 2 有 SB1366　土師器/無台椀・小甕

15・16・17 Pit 984 5R-1B12 >SD290 Ⅳ N-39 -゚E 0.28 0.20 0.18 0.10 0.25 7.82 楕円形 皿形 単層 1

16・18 Pit 986 5Q-2J17・22 Ⅳ N-75 -゚W 0.19 0.16 0.10 0.10 0.08 7.85 円形 皿形 単層 1

16・18 Pit 987 5Q-2J17 Ⅳ N-2 -゚E 0.20 0.17 0.12 0.10 0.11 7.83 円形 皿形 レンズ状 2

16・18 Pit 988 5Q-2J17 Ⅳ N-30 -゚W 0.14 0.14 0.08 0.06 0.10 7.82 円形 半円形 レンズ状 2

16・18 Pit 990 5R-2A17 <SD1 Ⅳ N-2 -゚E （0.31） 0.25 0.20 0.13 0.18 7.79 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 石/礫

19・20 Pit 992 5R-5A2 Ⅳ N-5 -゚E 0.49 0.47 0.20 0.17 0.55 7.29 円形 U字形 レンズ状 2

19・20 Pit 993 5R-5A8 Ⅳ N-66 -゚E 0.33 0.26 0.15 0.14 0.28 7.64 楕円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

19・20・50 65 195 Pit 994 5R-5A4・9 Ⅳ N-13 -゚E （0.49） 0.45 0.20 0.12 0.47 7.49 円形 漏斗形 レンズ状 5 有 土師器/無台椀

19・20 Pit 995 5R-4A22・23，5R-5A2・3 Ⅳ N-83 -゚E 0.55 0.40 0.41 0.20 0.19 7.76 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 石/礫

19・20 Pit 996 5R-4A23，5R-5A3 Ⅳ N-55 -゚W 0.21 0.21 0.16 0.15 0.12 7.83 円形 皿形 ブロック状 2

19・20 Pit 997 5R-5A3 Ⅳ N-32 -゚E 0.20 0.19 0.16 0.14 0.13 7.81 方形 皿形 レンズ状 2

19・20 Pit 998 5R-5A3 Ⅳ N-78 -゚W 0.39 0.27 0.35 0.18 0.16 7.76 楕円形 皿形 単層 1

19・20 Pit 999 5R-5A3 Ⅳ N-72 -゚E 0.25 0.19 0.17 0.10 0.20 7.71 楕円形 U字形 レンズ状 2

19・20 Pit 1000 5R-5A3 Ⅳ N-51 -゚E 0.29 0.22 0.19 0.11 0.16 7.72 楕円形 皿形 レンズ状 2

19・20 Pit 1001 5R-5A3・8 Ⅳ N-38 -゚E 0.43 0.40 0.21 0.18 0.65 7.24 円形 U字形 レンズ状 3

19・20 Pit 1002 5R-4A23，5R-5A3 Ⅳ N-55 -゚W 0.23 0.17 0.11 0.10 0.27 7.67 楕円形 U字形 レンズ状 2

19・20 Pit 1003 5R-5A3 >Pit1004 Ⅳ N-24 -゚W 0.32 0.29 0.18 0.17 0.30 7.64 円形 U字形 水平 3

19・20 Pit 1004 5R-5A3 <Pit1003，SK1005 Ⅳ N-24 -゚W （0.20） 0.23 （0.12） 0.15 0.33 7.61 円形 箱形 レンズ状 2

19・20 Pit 1006 5R-5A3 <SK1005 Ⅳ N-21 -゚W （0.27） 0.25 0.19 0.15 0.20 7.74 （円形） （皿形） レンズ状 2

19・20 Pit 1007 5R-5A4 Ⅳ N-59 -゚W 0.33 0.30 0.25 0.23 0.18 7.76 方形 箱形 レンズ状 2 有 土師器/長甕・鍋

19・20 Pit 1008 5R-5A3・4 >SK1005 Ⅳ N-21 -゚W 0.25 0.23 0.12 0.11 0.29 7.65 円形 U字形 レンズ状 3

19・20 Pit 1011 5R-5A5 Ⅳ N-10 -゚W （0.39）（0.31） 0.17 0.15 0.43 7.54 楕円形 U字形 レンズ状 3

19・20 Pit 1012 5R-5A5 Ⅳ N-80 -゚W 0.32 0.25 0.19 0.13 0.22 7.76 円形 半円形 レンズ状 2

19・20・56 209a・c Pit 1014 5R-4B21 Ⅳ N-82 -゚W （0.26）（0.20）（0.12）（0.09） 0.19 7.81 楕円形 台形 レンズ状 2 SB1363

19・20 Pit 1017 5R-4B21 >SD1016 Ⅳ N-72 -゚W 0.18 0.15 0.09 0.08 0.13 7.88 円形 皿形 レンズ状 2

19・20 Pit 1018 5R-4B21 Ⅳ N-28 -゚W 0.20 0.18 0.10 0.08 0.25 7.75 円形 U字形 レンズ状 2

19・20 Pit 1019 5R-4B21 >SD694 Ⅳ N-57 -゚W 0.18 0.17 0.14 0.11 0.16 7.86 円形 半円形 単層 1

19・20・56 209c Pit 1020 5R-4B21 Ⅳ N-60 -゚E 0.30 0.26 0.16 0.12 0.45 7.57 円形 U字形 レンズ状 2

19・20 Pit 1021 5R-4A25 >SD1010 Ⅳ N-76 -゚W 0.28 0.25 0.15 0.12 0.22 7.74 円形 U字形 レンズ状 3

19・20・56 209a・d Pit 1022 5R-4A25 Ⅳ N-13 -゚W 0.30 0.30 0.08 0.07 0.26 7.70 円形 漏斗形 単層 1 SB1363

19・20・56 209a Pit 1023 5R-4A25 Ⅳ N-79 -゚W 0.23 0.17 0.10 0.09 0.17 7.81 楕円形 U字形 単層 1

19・20・56 209a Pit 1024 5R-4A25 >SD1024 Ⅳ N-21 -゚W 0.38 0.37 0.11 0.07 0.33 7.66 方形 皿形 レンズ状 2

19・20 Pit 1025 5R-4A20・25 Ⅳ N-62 -゚W 0.36 0.30 0.10 0.10 0.24 7.74 楕円形 半円形 レンズ状 2

19・20・56 209d Pit 1026 5R-4A20・25 Ⅳ N-56 -゚E 0.25 0.24 0.17 0.14 0.27 7.72 円形 半円形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1027 5R-4A18・19・23・24 Ⅳ N-70 -゚W 0.39 0.29 0.23 0.18 0.15 7.79 楕円形 皿形 レンズ状 2

19・20・56 209c Pit 1028 5R-4A23 >SD1036 Ⅳ N-56 -゚E 0.24 0.21 0.17 0.12 0.17 7.77 円形 皿形 レンズ状 2

19・20 Pit 1029 5R-4A22 >Pit1030 Ⅳ N-2 -゚E 0.29 0.24 0.14 0.11 0.46 7.48 円形 U字形 レンズ状 3 有 土師器/小甕

19・20 Pit 1030 5R-4A22 <Pit1029 Ⅳ N-71 -゚W 0.34 0.29 0.20 0.15 0.11 7.80 円形 皿形 レンズ状 2

19・20 Pit 1031 5R-4A22 Ⅳ N-85 -゚W 0.29 0.22 0.19 0.13 0.16 7.75 楕円形 皿形 レンズ状 2

19・20 Pit 1032 5R-4A21 Ⅳ N-9 -゚E 0.49 0.40 0.37 0.30 0.11 7.79 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

19・20 Pit 1033 5R-4A21 Ⅳ N-9 -゚E 0.26 0.25 0.14 0.10 0.11 7.76 円形 皿形 レンズ状 2

18・20 Pit 1034 5Q-4J20 Ⅳ N-64 -゚E 0.44 0.31 0.16 0.10 0.21 7.66 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1035 5Q-4J20 Ⅳ N-44 -゚E 0.34 0.29 0.22 0.11 0.12 7.74 円形 皿形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1039 5R-4A18 >SD1038 Ⅳ N-28 -゚W 0.23 0.22 0.07 0.06 0.35 7.63 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/小甕

18・19・20 Pit 1041 5R-4A14 <Pit1230 Ⅳ N-70 -゚W 0.25 （0.20） 0.08 0.06 0.16 7.83 円形 − （単層） 1

18・19・20 Pit 1042 5R-4A19 Ⅳ N-38 -゚W 0.30 0.22 0.14 0.14 0.21 7.78 楕円形 箱形 レンズ状 2
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18・19・20 Pit 1043 5R-4A19 Ⅳ N-12 -゚W 0.49 0.35 0.25 0.20 0.17 7.81 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1044 5R-4A19 >SD1009 Ⅳ N-31 -゚E 0.25 0.21 0.12 0.10 0.23 7.74 円形 半円形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1045 5R-4A20 Ⅳ N-3 -゚E 0.38 0.34 0.20 0.15 0.22 7.76 円形 半円形 レンズ状 3

18・19・20 Pit 1046 5R-4A20 Ⅳ N-17 -゚W 0.26 0.23 0.11 0.10 0.19 7.78 円形 皿形 レンズ状 2

19・20・56 209d Pit 1047 5R-4A20 >SD1015 Ⅳ N-29 -゚W 0.27 0.26 0.16 0.16 0.19 7.81 円形 皿形 単層 1

19・20・56 209d Pit 1048 5R-4A20 >SD1015 Ⅳ N-87 -゚E 0.24 0.21 0.09 0.08 0.53 7.48 円形 V字形 レンズ状 2 有 SB1363、石/礫

19・20 Pit 1049 5R-4A20 Ⅳ N-88 -゚E 0.25 0.21 0.15 0.10 0.23 7.78 円形 皿形 レンズ状 2

19・20 Pit 1050 5R-4B16 >SD1016 Ⅳ N-80 -゚W 0.20 0.17 0.12 0.10 0.16 7.85 円形 半円形 レンズ状 2

19・20 Pit 1051 5R-4B16 >SD1016 Ⅳ N-72 -゚E 0.24 0.18 0.14 0.07 0.20 7.82 楕円形 皿形 レンズ状 2

19・20・56 209b・d Pit 1052 5R-4B11 >SD1016 Ⅳ N-74 -゚E 0.22 0.18 0.11 0.11 0.15 7.85 円形 U字形 レンズ状 2 SB1363

19 Pit 1053 5R-4B11・12 <Pit912 Ⅳ N-48 -゚W （0.19） 0.25 0.07 0.04 0.25 7.78 楕円形 皿形 レンズ状 2

19・20 Pit 1055 5R-4A15 >SD1015 Ⅳ N-66 -゚E 0.20 0.18 0.11 0.10 0.16 7.85 円形 U字形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1056 5R-4A15 Ⅳ N-1 -゚E 0.23 0.22 0.14 0.09 0.13 7.86 円形 皿形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1058 5R-4A13・14 >SD1009・1038 Ⅳ N-81 -゚W 0.28 0.23 0.18 0.12 0.19 7.82 円形 皿形 レンズ状 3

18・19・20 Pit 1061 5R-4A7・12 Ⅳ N-41 -゚E 0.30 0.17 0.18 0.09 0.12 7.85 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1062 5R-4A12 Ⅳ N-60 -゚W 0.31 0.28 0.22 0.16 0.16 7.80 円形 箱形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1063 5R-4A12 Ⅳ N-38 -゚W 0.22 0.17 0.15 0.14 0.09 7.86 楕円形 皿形 単層 1

18・19・20 Pit 1064 5R-4A12 <Pit1065 Ⅳ N-20 -゚W 0.20 0.18 0.10 0.10 0.14 7.83 円形 皿形 単層 1

18・19・20 Pit 1065 5R-4A12・17 >Pit1064 Ⅳ N-45 -゚E 0.29 0.23 0.20 0.13 0.18 7.78 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1067 5R-4A11 Ⅳ N-29 -゚E 0.32 0.30 0.23 0.18 0.17 7.73 円形 皿形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1068 5R-4A11 Ⅳ N-73 -゚E 0.47 0.30 0.35 0.20 0.16 7.74 
方形〜
円形

皿形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1069 5R-4A11 Ⅳ N-0 -゚S 0.29 0.24 0.18 0.18 0.11 7.78 方形 皿形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1070 5Q-4J15 Ⅳ N-14 -゚W 0.31 0.31 0.22 0.13 0.10 7.77 円形 皿形 レンズ状 2

18・20 Pit 1071 5Q-4J15 Ⅳ N-20 -゚E 0.33 0.28 0.23 0.18 0.33 7.55 円形 U字形 レンズ状 2

18・20 Pit 1072 5Q-4J9・14 Ⅳ N-40 -゚W 0.27 0.19 0.20 0.11 0.08 7.80 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・20 Pit 1073 5Q-4J9・14 Ⅳ N-25 -゚W 0.46 0.28 0.36 0.17 0.08 7.81 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・20 Pit 1074 5Q-4J9 Ⅳ N-58 -゚W 0.52 0.30 0.36 0.23 0.11 7.79 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・20 Pit 1075 5Q-4J10 >Pit1076 Ⅳ N-51 -゚W 0.37 0.29 0.14 0.12 0.33 7.54 楕円形 U字形 レンズ状 2

18・20 Pit 1076 5Q-4J10 <Pit1075 Ⅳ N-68 -゚W （0.16） 0.28 （0.10） 0.15 0.25 7.63 円形 U字形 レンズ状 3

18・20 Pit 1077 5Q-4J10 Ⅳ N-1 -゚W 0.29 0.20 0.16 0.14 0.12 7.74 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1078 5Q-4J10 <Pit1079 Ⅳ N-31 -゚E （0.33） 0.31 （0.25） 0.17 0.10 7.78 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1079 5Q-4J10 >Pit1078 Ⅳ N-32 -゚W 0.31 0.23 0.17 0.08 0.23 7.64 
方形〜
円形

皿形 単層 1

18・19 Pit 1080 5Q-4J10 Ⅳ N-48 -゚W 0.30 0.28 0.13 0.10 0.29 7.59 円形 U字形 レンズ状 2

18・19 Pit 1081 5R-4A7 Ⅳ N-1 -゚E 0.21 0.19 0.13 0.09 0.21 7.75 円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1082 5R-4A2・7 Ⅳ N-64 -゚W 0.39 0.25 0.16 0.15 0.19 7.80 楕円形 皿形 レンズ状 3

18・19 Pit 1083 5R-4A7 Ⅳ N-15 -゚W 0.28 0.17 0.08 0.05 0.28 7.72 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1084 5R-4A7 Ⅳ N-34 -゚W 0.30 0.24 0.15 0.13 0.20 7.80 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/小甕・鍋

18・19 Pit 1085 5R-4A2・3・7・8 Ⅳ N-52 -゚W 0.29 0.23 0.08 0.08 0.20 7.79 楕円形 V字形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1086 5R-4A8 Ⅳ N-66 -゚W 0.19 0.15 0.10 0.90 0.06 7.94 楕円形 皿形 単層 1

18・19・20 Pit 1087 5R-4A7・8 Ⅳ N-45 -゚E 0.37 0.30 0.16 0.13 0.26 7.73 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1088 5R-4A8 Ⅳ N-6 -゚W 0.23 0.20 0.12 0.11 0.08 7.92 円形 皿形 単層 1

18・19・20 Pit 1089 5R-4A9 >SD1010 Ⅳ N-65 -゚E 0.20 0.19 0.12 0.10 0.16 7.85 円形 皿形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1090 5R-4A14 >SD1010 Ⅳ N-22 -゚W 0.25 0.17 0.13 0.10 0.16 7.85 楕円形 箱形 単層 1

18・19・20 Pit 1092 5R-4A10 Ⅳ N-46 -゚E 0.28 0.24 0.17 0.15 0.20 7.82 円形 U字形 レンズ状 2

18・19・20 Pit 1093 5R-4A9・10 <Pit1094 Ⅳ N-40 -゚E 0.46 0.34 0.32 0.25 0.16 7.87 楕円形 皿形 レンズ状 3

18・19・20 Pit 1094 5R-4A9・10 >Pit1093 Ⅳ N-51 -゚E 0.39 0.29 0.24 0.22 0.16 7.85 楕円形 半円形 レンズ状 2

19・20 Pit 1095 5R-4A10 >SD1015 Ⅳ N-60 -゚W 0.36 0.28 0.26 0.23 0.13 7.91 長方形 皿形 レンズ状 2

19・55 208b Pit 1096 5R-4A5・10 <Pitit1243，>SD1016 Ⅳ N-36 -゚E 0.35 （0.17） 0.19 （0.10） 0.11 7.92 楕円形 （皿形） レンズ状 2 有 土師器/無台椀・小甕

19・39 102 Pit 1097 5R-4A10，5R-4B6 >Pit1098・1296，SD1016 Ⅳ N-80 -゚W 0.27 0.23 0.17 0.16 0.14 7.90 円形 半円形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

19 Pit 1098 5R-4A5・10，5R-4B1・6
<SK1101，Pit1097，
>Pit1099，SD1016

Ⅳ N-56 -゚E 0.35 0.27 0.10 0.05 0.19 7.85 楕円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 1099 5R-4B1 Ⅳ N-3 -゚E （0.24） 0.34 0.23 0.17 0.15 7.88 （円形） 皿形 レンズ状 3 有 土師器/長甕

19 Pit 1100 5R-4A5 >SD1016 Ⅳ N-64 -゚W 0.27 0.21 0.16 0.10 0.17 7.86 楕円形 − − −

19 Pit 1102 5R-4B1 >SD677，<Pit1103 Ⅳ N-29 -゚W 0.28 （0.21） 0.12 0.09 0.41 7.62 円形 U字形 レンズ状 3 有 土師器/小甕

19 Pit 1103 5R-4B1・6 >SD677，Pit1102 Ⅳ N-80 -゚W 0.30 0.26 0.19 0.11 0.42 7.61 円形 U字形 レンズ状 2
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19 Pit 1104 5R-4A5，5R-4B1 Ⅳ N-9 -゚W 0.28 0.28 0.12 0.11 0.29 7.75 円形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 1106 5R-4B1 >SK1105 Ⅳ N-44 -゚W 0.30 0.28 0.21 0.17 0.25 7.77 円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1108 5R-3A25，5R-4A5 >SD1015 Ⅳ N-74 -゚E 0.28 0.27 0.18 0.14 0.18 7.86 円形 半円形 レンズ状 2 有 土師器/小甕

18・19 Pit 1109 5R-4A5 >SD1015 Ⅳ N-68 -゚E 0.23 0.20 0.12 0.11 0.09 7.94 円形 皿形 単層 1

18・19 Pit 1110 5R-4A5 >SD1015 Ⅳ N-86 -゚W 0.28 0.26 0.16 0.14 0.31 7.73 円形 U字形 レンズ状 3

18・19 Pit 1111 5R-4A4・5 >SD1015・1112 Ⅳ N-57 -゚W 0.30 0.24 0.12 0.10 0.19 7.85 楕円形 半円形 レンズ状 2

16・17・19 Pit 1114 5R-3C2 Ⅳ N-38 -゚W （0.21）（0.19） 0.09 0.09 0.28 7.56 円形 U字形 レンズ状 2

17・19 Pit 1117 5R-3C4・9 <SD2 Ⅳ N-20 -゚W （0.26）（0.25） 0.11 0.09 0.45 7.64 円形 U字形 レンズ状 3

18・19 Pit 1120 5R-4A4 Ⅳ N-42 -゚W 0.28 0.23 0.18 0.11 0.37 7.66 楕円形 皿形 レンズ状 3

18・19 Pit 1121 5R-4A4 Ⅳ N-86 -゚E 0.36 0.28 0.25 0.18 0.26 7.77 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1122 5R-4A2 Ⅳ N-19 -゚E 0.31 0.20 0.16 0.07 0.12 7.86 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1123 5R-4A2 Ⅳ N-58 -゚E 0.32 0.20 0.13 0.11 0.10 7.87 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1124 5R-4A2 Ⅳ N-69 -゚W 0.24 0.20 0.14 0.09 0.14 7.84 円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1125 5R-4A1・2 Ⅳ N-84 -゚E 0.33 0.28 0.10 0.08 0.28 7.70 円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1126 5R-4A1・2 Ⅳ N-34 -゚E 0.30 0.26 0.20 0.16 0.11 7.86 円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1128 5R-4A1 中世 Ⅳ N-83 -゚W 0.38 0.25 0.18 0.11 0.30 7.64 楕円形 U字形 レンズ状 3 有 中世土師器/皿

18・19 Pit 1129 5Q-4J5 Ⅳ N-49 -゚E 0.19 0.18 0.07 0.07 0.13 7.77 円形 半円形 単層 1

18・19 Pit 1130 5Q-4J5・10 Ⅳ N-10 -゚E 0.28 0.20 0.13 0.09 0.17 7.72 楕円形 半円形 単層 1

18 Pit 1131 5Q-4J5 Ⅳ N-21 -゚E 0.26 0.20 0.14 0.14 0.12 7.75 楕円形 半円形 単層 1

18 Pit 1132 5Q-4J5 >Pit1133 Ⅳ N-27 -゚E 0.29 0.27 0.16 0.15 0.19 7.68 円形 半円形 レンズ状 3

18 Pit 1133 5Q-4J5 <Pit1132 Ⅳ N-86 -゚W 0.43 0.30 0.34 0.20 0.08 7.79 長方形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 1134 5Q-4J5 >SX1135 Ⅳ N-13 -゚W 0.20 0.20 0.12 0.10 0.11 7.77 円形 皿形 単層 1

18 Pit 1136 5Q-4J4・5 Ⅳ N-22 -゚W 0.22 0.18 0.12 0.12 0.12 7.76 楕円形 皿形 単層 1

18 Pit 1137 5Q-4J4 Ⅳ N-11 -゚E 0.20 0.18 0.11 0.10 0.14 7.75 円形 皿形 単層 1

18 Pit 1138 5Q-4J3・4 Ⅳ N-65 -゚W 0.24 0.23 0.10 0.08 0.25 7.63 円形 U字形 単層 1

18 Pit 1140 5Q-4J3・8 >Pit1141 Ⅳ N-43 -゚E 0.32 0.28 0.23 0.14 0.09 7.70 円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 1141 5Q-4J3・8 <Pit1140 Ⅳ N-30 -゚W （0.20） 0.25 （0.14） 0.14 0.10 7.75 楕円形 半円形 単層 1

18 Pit 1142 5Q-3J23 Ⅳ N-46 -゚W 0.21 0.18 0.10 0.08 0.16 7.73 円形 半円形 単層 1

18 Pit 1143 5Q-3J23 Ⅳ N-61 -゚E 0.56 0.39 0.40 0.21 0.13 7.76 楕円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 1144 5Q-3J23・24，5Q-4J3 Ⅳ N-24 -゚W 0.35 0.28 0.28 0.17 0.11 7.77 楕円形 台形 レンズ状 2

18 Pit 1146 5Q-3J24，5Q-4J4 Ⅳ N-71 -゚W 0.50 0.38 0.36 0.22 0.12 7.76 楕円形 皿形 レンズ状 2

18 Pit 1147 5Q-3J24 Ⅳ N-22 -゚E 0.20 0.19 0.11 0.10 0.17 7.71 円形 半円形 単層 1

18 Pit 1148 5Q-3J24 Ⅳ N-4 -゚W 0.17 0.12 0.09 0.07 0.04 7.86 楕円形 皿形 単層 1

18 Pit 1149 5Q-3J24 Ⅳ N-27 -゚W 0.31 0.20 0.19 0.10 0.07 7.84 楕円形 皿形 単層 1

18 Pit 1150 5Q-3J24 Ⅳ N-21 -゚E 0.37 0.28 0.23 0.10 0.09 7.82 楕円形 皿形 単層 1

18 Pit 1151 5Q-3J25 >Pit1152 Ⅳ N-16 -゚E 0.26 0.17 0.11 0.09 0.15 7.74 楕円形 半円形 単層 1

18 Pit 1152 5Q-3J25 <Pit1151 Ⅳ N-32 -゚E 0.33 0.18 0.16 0.07 0.12 7.76 楕円形 半円形 単層 1

18・19 Pit 1153 5Q-3J25 Ⅳ N-78 -゚E 0.25 0.25 0.17 0.12 0.06 7.84 円形 皿形 単層 1

18 Pit 1154 5Q-3J17・18 Ⅳ N-30 -゚E 0.25 0.17 0.15 0.07 0.21 7.65 楕円形 台形 単層 1

18 Pit 1155 5Q-3J18 <SD2 Ⅳ N-32 -゚E （0.21） 0.20 0.08 0.06 0.13 7.76 円形 半円形 単層 1

18 Pit 1156 5Q-3J18 Ⅳ N-42 -゚E 0.23 0.22 0.15 0.09 0.11 7.82 円形 皿形 単層 1

18 Pit 1157 5Q-3J19 Ⅳ N-25 -゚W 0.37 0.35 0.17 0.12 0.15 7.78 円形 皿形 単層 1

18 Pit 1158 5Q-3J19・20 Ⅳ N-29 -゚E 0.34 0.33 0.16 0.15 0.38 7.54 円形 U字形 レンズ状 3

18・19 Pit 1159 5R-3A16 >SD1160 Ⅳ N-1 -゚E 0.22 0.21 0.09 0.08 0.12 7.84 円形 半円形 ブロック状 2

18・19 Pit 1161 5R-3A16 >SD1160 Ⅳ N-86 -゚W 0.20 0.18 0.10 0.07 0.07 7.87 円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1162 5R-3A21 Ⅳ N-10 -゚W 0.26 0.20 0.16 0.10 0.06 7.87 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1163 5R-3A21 Ⅳ N-40 -゚W 0.30 0.27 0.18 0.16 0.12 7.85 円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1164 5R-3A22，5R-4A2 >Pit1165 Ⅳ N-55 -゚E 0.30 0.27 0.14 0.10 0.09 7.88 円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1165 5R-3A22 <Pit1164 Ⅳ N-68 -゚W 0.43 （0.33） 0.34 0.26 0.08 7.88 円形 皿形 単層 1

18・19 Pit 1166 5R-3A22 >SD1160 Ⅳ N-37 -゚W 0.28 0.26 0.12 0.12 0.09 7.87 円形 皿形 単層 1

18・19 Pit 1167 5R-3A22 Ⅳ N-2 -゚E 0.40 0.35 0.20 0.18 0.23 7.73 円形 台形 レンズ状 2

18・19 Pit 1168 5R-3A22・23 Ⅳ N-20 -゚W 0.36 0.30 0.19 0.17 0.22 7.78 円形 半円形 レンズ状 2

18・19 Pit 1169 5R-3A23，5R-4A3 Ⅳ N-73 -゚E 0.26 0.25 0.17 0.12 0.18 7.85 円形 半円形 レンズ状 3

18・19 Pit 1170 5R-4A3・4 Ⅳ N-65 -゚W 0.31 0.27 0.21 0.15 0.22 7.80 楕円形 半円形 レンズ状 2

18・19・55 208c Pit 1171 5R-4A4 <Pit1172，>SD1010 Ⅳ N-53 -゚W 0.45 0.27 0.21 0.15 0.17 7.85 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19・55 208b・c Pit 1172 5R-4A4 >SD1010，Pit1171 Ⅳ N-4 -゚W 0.37 0.37 0.29 0.13 0.32 7.70 円形 箱形 レンズ状 3 SB1362

18・19 Pit 1173 5R-3A23・24 Ⅳ N-4 -゚W 0.22 0.21 0.19 0.17 0.31 7.70 円形 U字形 レンズ状 2
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18・19 Pit 1175 5R-3A24 Ⅳ N-38 -゚E 0.19 0.18 0.10 0.08 0.15 7.86 円形 半円形 レンズ状 2

18・19 Pit 1176 5R-3A24 >SD1010 Ⅳ N-21 -゚W 0.22 0.18 0.11 0.10 0.14 0.88 楕円形 皿形 単層 1

18・19・55 208a・c Pit 1177 5R-3A24 Ⅳ N-9 -゚W 0.30 0.23 0.17 0.13 0.19 7.84 楕円形 台形 レンズ状 2 SB1362

19・55 208a Pit 1178 5R-3A25 Ⅳ N-10 -゚E 0.32 0.31 0.18 0.16 0.36 7.74 円形 U字形 レンズ状 3 SB1362

19 Pit 1179 5R-3A25 >SD1016，Pit1180 Ⅳ N-5 -゚W 0.25 0.19 0.13 0.11 0.18 7.88 楕円形 半円形 レンズ状 2

19 Pit 1180 5R-3A25 >SD1016，<Pit1179 Ⅳ N-27 -゚E 0.18 （0.13） 0.09 0.07 0.27 7.78 円形 U字形 水平 2

19 Pit 1181 5R-3A25 >SD1016 Ⅳ N-25 -゚W 0.18 0.17 0.09 0.09 0.12 7.92 円形 皿形 単層 1

19 Pit 1182 5R-3A25，5R-3B21 Ⅳ N-65 -゚E 0.29 0.27 0.17 0.16 0.13 7.90 円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 1183 5R-3A20 >SD1016・1183 Ⅳ N-7 -゚E 0.33 0.33 0.19 0.15 0.23 7.82 円形 半円形 レンズ状 3

18・19 Pit 1184 5R-3A19・20 Ⅳ N-18 -゚E 0.33 0.25 0.15 0.11 0.29 7.74 楕円形 半円形 レンズ状 2

18・19 Pit 1185 5R-3A15・20 >SD1186 Ⅳ N-43 -゚E 0.25 0.23 0.12 0.12 0.29 7.75 円形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 1187 5R-3A15 Ⅳ N-22 -゚E 0.30 0.25 0.19 0.15 0.10 7.73 楕円形 皿形 単層 1

19 Pit 1188 5R-3A15 Ⅳ N-28 -゚W 0.24 0.17 0.12 0.09 0.31 7.73 楕円形 U字形 レンズ状 3

19 Pit 1189 5R-3A15 Ⅳ N-49 -゚W 0.37 0.29 0.23 0.15 0.13 7.92 楕円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 1190 5R-3A15 Ⅳ N-19 -゚E 0.25 0.20 0.14 0.10 0.13 7.91 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1191 5R-3A15 Ⅳ N-86 -゚W 0.27 0.25 0.08 0.07 0.22 7.83 円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1192 5R-3A15 Ⅳ N-5 -゚W 0.31 0.16 0.11 0.05 0.19 7.84 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1193 5R-3A14・15 >SD1186 Ⅳ N-74 -゚W 0.30 0.23 0.19 0.12 0.14 7.89 楕円形 台形 水平 2

19 Pit 1194 5R-4B4・5 Ⅳ N-34 -゚W 0.20 0.20 0.12 0.11 0.16 7.96 円形 箱形 単層 1

19 Pit 1195 5R-4B5 Ⅳ N-11 -゚W 0.25 0.24 0.13 0.09 0.18 7.93 円形 U字形 ブロック状 2

18・19 Pit 1196 5R-3A14 Ⅳ N-11 -゚E 0.18 0.18 0.13 0.13 0.14 7.89 円形 半円形 レンズ状 2

18・19 Pit 1197 5R-3A14 Ⅳ N-24 -゚E 0.23 0.23 0.14 0.13 0.20 7.81 円形 U字形 レンズ状 2

18・19 Pit 1198 5R-3A14 Ⅳ N-39 -゚E 0.35 0.26 0.20 0.16 0.36 7.66 楕円形 U字形 レンズ状 3

18・19 Pit 1199 5R-3A14 Ⅳ N-57 -゚E 0.22 0.20 0.12 0.09 0.14 7.86 円形 半円形 単層 1

18・19 Pit 1200 5R-3A19 Ⅳ N-28 -゚E 0.18 0.17 0.10 0.08 0.12 7.89 円形 半円形 レンズ状 2

18・19 Pit 1201 5R-3A19 Ⅳ N-37 -゚W 0.29 0.27 0.13 0.10 0.28 7.73 円形 U字形 レンズ状 2

19・57 212c Pit 1202 5R-3D11 <Pit849 Ⅳ N-41 -゚W （0.25）（0.25）（0.13）（0.11） 0.34 8.00 円形 U字形 レンズ状 2

19・20 Pit 1203 5R-5A11・12 <Pit1204 Ⅳ N-20 -゚E （0.20） 0.24 （0.08） 0.10 0.13 7.73 円形 （皿形） （レンズ） 2

19・20 Pit 1204 5R-5A11・12 >Pit1203 Ⅳ N-63 -゚E 0.28 0.20 0.13 0.12 0.35 7.50 楕円形 U字形 レンズ状 2

19・20 Pit 1205 5R-5A12 Ⅳ N-54 -゚W 0.28 0.23 0.15 0.15 0.21 7.64 楕円形 半円形 レンズ状 2

19・20 Pit 1206 5Q-5J10 >SE1270，Pit1275 Ⅳ N-33 -゚E 0.31 0.25 0.17 0.10 0.19 7.63 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀・小甕

19・20 Pit 1207 5R-5A6 Ⅳ N-2 -゚E 0.27 0.24 0.10 0.08 0.28 7.53 方形 U字形 レンズ状 2

19・20 Pit 1208 5R-5A6 Ⅳ N-22 -゚W 0.27 0.26 0.20 0.19 0.42 7.52 円形 U字形 単層 1 有 石/軽石製石製品

19・20 Pit 1209 5R-5A1・6 Ⅳ N-58 -゚E 0.32 0.27 0.22 0.15 0.15 7.68 円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 1210 5R-4B7 Ⅳ N-25 -゚W 0.20 0.17 0.08 0.07 0.36 7.72 円形 U字形 レンズ状 2

19・56 210b・c Pit 1211 5R-4B7 Ⅳ N-47 -゚E 0.41 0.41 0.18 0.15 0.36 7.74 円形 台形 レンズ状 3 有 SB1364　土師器/無台椀

19 Pit 1212 5R-4B7 Ⅳ N-21 -゚E 0.27 0.18 0.13 0.11 0.19 7.90 円形 皿形 レンズ状 2

19・56 210c Pit 1213 5R-4B7 Ⅳ N-60 -゚E 0.29 0.25 0.18 0.15 0.04 7.89 円形 皿形 レンズ状 2

19・56 210c Pit 1214 5R-4B2・7 Ⅳ N-40 -゚W 0.35 0.34 0.16 0.15 0.22 7.85 円形 半円形 レンズ状 3

19 Pit 1219 5R-4B1・2 Ⅳ N-67 -゚E 0.25 0.23 0.15 0.12 0.09 7.93 円形 皿形 単層 1

19・56 210c Pit 1220 5R-4B2 Ⅳ N-21 -゚E 0.42 0.25 0.32 0.12 0.11 7.92 楕円形 皿形 レンズ状 2

19・56 210a・c Pit 1221 5R-3B22 Ⅳ N-30 -゚E 0.37 0.28 0.05 0.05 0.32 7.72 楕円形 V字形 レンズ状 2 SB1364

19 Pit 1222 5R-4B3 Ⅳ N-44 -゚E 0.29 0.28 0.15 0.15 0.15 7.96 円形 皿形 レンズ状 2

19・56 210d Pit 1223 5R-4B3 Ⅳ N-12 -゚W 0.22 0.21 0.14 0.13 0.13 7.97 円形 台形 レンズ状 2 SB1364

19 Pit 1225 5R-3B17・22 >SX698・1227・1228 中世 Ⅳ N-60 -゚W 0.48 0.33 0.14 0.12 0.31 7.73 楕円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/小甕

19 Pit 1226 5R-3B18 Ⅳ N-51 -゚W 0.20 0.19 0.11 0.11 0.17 7.90 円形 半円形 レンズ状 2

19 Pit 1229 5R-3B17・22 >SX698・1228 Ⅳ N-58 -゚E 0.75 （0.24）（0.53）（0.18） 0.19 8.03 楕円形 （皿形）（レンズ状） 2

18・19・20 Pit 1230 5R-4A14・19 >Pit1041 Ⅳ N-0 -゚S 0.30 0.19 0.16 0.10 0.14 7.85 楕円形 皿形 レンズ状 2

18・19 Pit 1232 5R-4A5・10 <SK1091 Ⅳ N-51 -゚E （0.21）（0.20） 0.10 0.10 0.22 7.60 円形 U字形 レンズ状 4

17・19 Pit 1233 5R-3C9 Ⅳ N-65 -゚W 0.30 0.25 0.13 0.10 0.20 7.99 円形 半円形 レンズ状 2

17・19 Pit 1234 5R-3C8 Ⅳ N-45 -゚E 0.22 0.19 0.10 0.09 0.18 7.96 円形 半円形 レンズ状 2

19 Pit 1235 5R-3C12・13 Ⅳ N-59 -゚E 0.20 0.17 0.12 0.06 0.07 8.06 円形 皿形 単層 1

17・19 Pit 1236 5R-3C9 <SD825 Ⅳ N-86 -゚E （0.12）（0.21）（0.03）（0.05） 0.14 8.09 − 半円形 単層 1

19 Pit 1237 5R-3C14 <SD825 Ⅳ N-87 -゚E （0.12）（0.21）（0.05）（0.05） 0.32 7.93 − 半円形 単層 1 有 土師器/無台椀、石/礫

19 Pit 1238 5R-3C15・19・20 <SD825，Pit822・823 Ⅳ N-13 -゚E （0.32）（0.45）（0.28）（0.30） 0.26 8.01 − − − −

19・20 Pit 1239
5R-4A25，5R-4B21，5R-
5A5，5R-5B1

>SK1013 Ⅳ N-0 -゚S 0.64 0.60 0.50 （0.40） 0.23 7.76 円形 （皿形） レンズ状 2 有 土師器/無台椀・小甕
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19 Pit 1240 5R-3B10 <SD2 Ⅳ N-26 -゚W （0.22）（0.15） 0.11 0.09 0.09 7.90 楕円形 皿形 単層 1

17・19 Pit 1241 5R-3B7 <SD2，>SK676 Ⅳ N-27 -゚W （0.17） 0.17 0.09 0.09 0.13 7.91 円形 皿形 レンズ状 2

19 Pit 1242 5R-3B7 >SK676 Ⅳ N-49 -゚W 0.34 0.27 0.20 0.14 0.16 7.91 楕円形 皿形 レンズ状 2

19・55 208b・d Pit 1243 5R-4A5・10 >SD1016，Pit1096 Ⅳ N-28 -゚W 0.24 0.22 0.11 0.10 0.31 7.72 円形 U字形 単層 1 SB1362

15・16・18・54 205b・d Pit 1244 5R-2A9 <SK357 古代 Ⅳ N-0 -゚S （0.30）（0.30） 0.18 0.10 0.63 7.47 円形 箱形 ブロック状 3 SB1359

18・20 Pit 1245 5Q-4J13 <SK1248 Ⅳ N-65 -゚E − 0.34 − 0.16 0.22 7.63 − − − −

19 Pit 1248 5R-4B18 Ⅳ N-35 -゚W （0.16）（0.22）（0.12）（0.12） 0.10 8.01 （円形） 皿形 単層 1

19 Pit 1251 5R-3C11 Ⅳ N-8 -゚E 0.19 0.19 0.12 0.11 0.12 8.01 円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/鍋

19 Pit 1252 5R-3C11・16 Ⅳ N-31 -゚E 0.28 0.27 0.16 0.16 0.20 7.95 円形 半円形 レンズ状 2 有 土師器/長甕・小甕

18・19 Pit 1253 5R-3A16 Ⅳ N-42 -゚W 0.27 0.27 0.11 0.08 0.34 7.60 円形 U字形 レンズ状 2

18・19 Pit 1254 5Q-3J15，5R-3A11 <SD2 Ⅳ N-58 -゚E （0.64）（0.54） 0.34 0.25 0.21 7.76 （円形） （皿形）（レンズ状） 2

16・18 Pit 1255 5Q-2J23 Ⅳ N-71 -゚E 0.41 0.24 0.08 0.08 0.22 7.71 楕円形 台形 単層 1

19 Pit 1256 5R-4A5・10 Ⅳ N-0 -゚S 0.20 0.20 0.11 0.10 0.11 7.92 円形 皿形 単層 1 有 土師器/無台椀

19 Pit 1257 5R-3C24 Ⅳ N-40 -゚W （0.21）（0.26）（0.16）（0.12） 0.14 8.05 − − − −

19 Pit 1258 5R-4B22 Ⅳ N-55 -゚E （0.03）（0.13）（0.02）（0.07） 0.07 7.91 （円形） U字形 レンズ状 2

19 Pit 1259 5R-4B22 Ⅳ N-48 -゚W （0.14）（0.22）（0.10）（0.15） 0.32 7.67 （円形） U字形 レンズ状 2

19 Pit 1260 5R-3C11 >SD751 Ⅳ N-33 -゚W 0.50 0.30 0.36 0.19 0.11 8.04 楕円形 皿形 レンズ状 2

17 Pit 1261 5R-2C13 <SD1 Ⅳ N-90ﾟ （0.36）（0.34） 0.18 0.18 0.51 7.31 円形 U字形 ブロック状 3

15・17 Pit 1263 5R-2D6 <河1250 Ⅳ N-15 -゚W （0.34）（0.25） 0.19 0.13 0.13 7.44 楕円形 皿形 レンズ状 2

15・17 Pit 1264 5R-2D6 <河1250 Ⅳ N-38 -゚E （0.29）（0.27） 0.20 0.17 0.14 7.39 円形 皿形 単層 1

15・17 Pit 1266 5R-2D6 <河1250 Ⅳ N-5 -゚E （0.26）（0.20） 0.16 0.12 0.17 7.24 楕円形 皿形 単層 1

17 Pit 1268 5R-2C10・15 <河1250 Ⅳ N-52 -゚E （0.75）（0.48） 0.52 0.26 0.24 7.43 （円形） 皿形 単層 1

15・16・52 201c Pit 1269 5R-1A21 <Pit391 Ⅳ N-30 -゚W （0.29）（0.24） 0.18 0.15 0.21 7.63 楕円形 − − − 有 146 土師器/長甕・小甕、石/礫

20 Pit 1271 5Q-4J25 Ⅳ N-36 -゚W 0.27 0.25 0.12 0.09 0.30 7.55 円形 半円形 レンズ状 2

19・20 Pit 1273 5R-5A12 >SE1272 中世 Ⅳ N-69 -゚W （0.34）（0.23） 0.20 0.15 0.38 7.39 楕円形 − − −

19・20 Pit 1274 5R-5A12 Ⅳ N-47 -゚E 0.23 0.21 0.15 0.13 0.16 7.75 円形 箱形 レンズ状 2

19・20 Pit 1275 5Q-5J10，5R-5A6 <Pit1206 Ⅳ N-20 -゚E （0.22） 0.26 0.14 0.13 0.40 7.42 円形 U字形 レンズ状 2

19 Pit 1276 5R-3C20，5R-3D16 Ⅳ N-42 -゚E 0.24 0.21 0.15 0.15 0.20 8.10 
方形〜
円形

半円形 レンズ状 2

15・16・17 Pit 1277 5R-4C1・6 <SK878 Ⅳ N-29 -゚E （0.30）（0.28） 0.14 0.11 0.34 7.55 円形 U字形 レンズ状 2 有 146 土師器/無台椀

16・17・19・53 202a Pit 1279 5R-1B12 <SK295 Ⅳ N-63 -゚W （0.24） 0.24 0.16 0.12 0.22 7.85 円形 （半円形） レンズ状 2

19・48 57 164 Pit 1280 5R-3C17・22 <SD776 Ⅳ N-14 -゚W （0.48）（0.36）（0.38）（0.27） 0.15 8.01 − 半円形 レンズ状 2

16・17・19 Pit 1281 5R-3B3・8 <SD2 Ⅳ N-86 -゚E （0.20）（0.16） 0.10 0.07 0.26 7.42 円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/小甕

19 Pit 1282 5R-3D12 >SD838 Ⅳ N-18 -゚W （0.17）（0.23） 0.12 0.08 0.09 8.21 − − 単層 1

16・17・19 Pit 1283 5R-3B3・8 <SD2 Ⅳ N-7 -゚W （0.17）（0.13） 0.12 0.08 0.29 7.44 楕円形 U字形 単層 1

17・19 Pit 1286 5R-3C5・10 <SD2 Ⅳ N-42 -゚E （0.30）（0.24） 0.13 0.07 0.24 7.95 楕円形 半円形 レンズ状 3

19 Pit 1287 5R-4B14 Ⅳ N-38 -゚E 0.37 0.29 0.24 0.20 0.20 7.91 楕円形 皿形 水平 2

19 Pit 1288 5R-4B9 Ⅳ N-22 -゚W 0.19 0.18 0.12 0.08 0.15 7.94 円形 皿形 単層 1

19 Pit 1289 5R-4B4 Ⅳ N-2 -゚E 0.26 0.18 0.15 0.09 0.11 7.99 楕円形 皿形 単層 1

19 Pit 1290 5R-3B24 Ⅳ N-24 -゚W 0.20 0.17 0.10 0.07 0.17 7.90 円形 皿形 単層 1

19 Pit 1291 5R-3B24 Ⅳ N-30 -゚W 0.18 0.17 0.11 0.08 0.09 8.01 円形 皿形 単層 1

19 Pit 1292 5R-3B8 Ⅳ N-38 -゚W 0.22 0.19 0.14 0.14 0.19 7.92 円形 皿形 単層 1

19 Pit 1293 5R-3B12 Ⅳ N-16 -゚W 0.18 0.17 0.08 0.07 0.26 7.83 円形 U字形 単層 1

19 Pit 1295 5R-4C3 <SD1249 Ⅳ N-55 -゚W （0.42）（0.35） 0.20 0.08 0.46 7.65 楕円形 （U字形） （斜位） 4 有 182 土師器/無台椀・長甕・小甕、金属/釘

19 Pit 1296 5R-4A10 <Pit1097，>SD1016 Ⅳ N-43 -゚W （0.13） 0.19 0.10 0.06 0.13 7.90 （円状） 半円形 レンズ状 2

17・19・57 213a・c Pit 1297 5R-3D6 <SK836 Ⅳ N-38 -゚E （0.29）（0.27） 0.14 0.14 0.40 7.73 円形 箱形 − − 有 SB1367　土師器/無台椀・小甕

19 Pit 1298 5R-3C17 <SD776 Ⅳ N-23 -゚W （0.16）（0.13） 0.07 0.07 0.12 7.90 楕円形 皿形 単層 1

19 Pit 1299 5R-3B9・10 <SD2 Ⅳ N-48 -゚E （0.28）（0.20） 0.15 0.09 0.15 7.87 楕円形 皿形 単層 1

19 Pit 1301 5R-3B13 >SD709 Ⅳ N-37 -゚W 0.35 0.27 0.18 0.15 0.22 7.82 楕円形 − − − 有 土師器/無台椀

19 Pit 1302 5R-3B10 Ⅳ N-38 -゚E 0.31 0.29 0.20 0.18 0.11 8.02 円形 皿形 単層 1

15・16・17 Pit 1303 5R-1B12 Ⅳ N-13 -゚W 0.22 0.21 0.10 0.10 0.13 7.92 円形 半円形 レンズ状 2

16・17・19 Pit 1304 5R-3B11 Ⅳ N-36 -゚W 0.19 0.18 0.10 0.10 0.25 7.79 円形 U字形 レンズ状 3

16・18・19 Pit 1305 5R-3A9 <SD2 Ⅳ N-4 -゚E （0.17）（0.15） 0.08 0.03 0.32 7.28 円形 − − −

18・19 Pit 1306 5R-3A14 <SD2 Ⅳ N-33 -゚W （0.13）（0.13） 0.07 0.06 0.23 7.70 円形 − − −

16・18 Pit 1307 5R-2A18 <SD358 古代 Ⅳ N-7 -゚W （0.20）（0.16） 0.09 0.08 0.18 7.50 楕円形 − − − 有 鍛治/鉄滓

18 Pit 1308 5Q-3I18・19 <SK203，SD200 Ⅳ N-10 -゚W （0.32）（0.30） 0.14 0.10 0.22 7.46 円形 − − −

18 Pit 1309 5Q-3I19 <SD200 Ⅳ N-87 -゚E （0.33） 0.32 0.21 0.13 0.14 7.55 楕円形 − − −
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16・18 Pit 1310 5Q-2J21 Ⅳ N-9 -゚E 0.16 0.15 0.08 0.08 0.13 7.55 円形 − − −

16・18 Pit 1311 5Q-2J17 Ⅳ N-36 -゚W （0.09） 0.14 （0.05） 0.05 0.16 7.80 − − − −

16・18 Pit 1312 5Q-2J17 Ⅳ N-10 -゚W （0.17）（0.24）（0.10） 0.09 0.13 7.83 − − − −

16・18 Pit 1313 5Q-2J14 <SD358 古代 Ⅳ N-44 -゚E （0.38）（0.25） 0.20 0.15 0.49 7.50 − − − −

16・18 Pit 1314 5Q-2J14 <SD358 古代 Ⅳ N-71 -゚W （0.31）（0.28） 0.25 0.20 不明
SD358

より深い
方形 − − −

16・18 Pit 1315 5Q-2J14・15 <SD358 古代 Ⅳ N-49 -゚W （0.19）（0.19） 0.10 0.08 0.22 7.55 円形 − − −

16・18 Pit 1316 5Q-2J13・18 Ⅳ N-35 -゚W （0.21） 0.22 （0.10） 0.10 0.09 7.89 円形 − − −

15・16・18 Pit 1317 5Q-2J10 <SD358 古代 Ⅳ N-12 -゚W （0.33） 0.29 0.10 0.08 0.17 7.87 円形 − − −

15・16・18 Pit 1318 5R-2A6 <SD358 古代 Ⅳ N-5 -゚W − （0.27） − （0.18） 0.06 7.99 − − − −

16・18 Pit 1319 5R-2A12 <SD358 古代 Ⅳ N-53 -゚E （0.24）（0.20） 0.10 0.10 0.30 7.70 円形 − − −

15・16 Pit 1320 5R-1A16 <SD318 Ⅳ N-8 -゚W （0.16）（0.12） 0.08 0.07 0.25 7.71 楕円形 − − −

15・16 Pit 1321 5R-1A4・5・9・10 <SK286 Ⅳ N-15 -゚E （0.41）（0.28） 0.11 0.11
0.22以

上
7.86
以下

楕円形 − − −

15・16・17・51 197b・c Pit 1322 5R-1A10 <SD287 古代 Ⅳ N-59 -゚W 0.24 0.22 0.20 0.11 0.36 7.55 円形 U字形 − − SB1351

15・16・28・51 20 41，199b・d Pit 1323 5R-1A25 <SK326 古代 Ⅳ N-17 -゚W （0.35）（0.33） 0.10 0.09 0.26 7.62 円形 V字形 単層 1 SB1353

15・16・17 Pit 1324 5R-2A5 >SX325・945 Ⅳ N-19 -゚E 0.30 0.22 0.15 0.10 − − 楕円形 − − −

15・16・17 Pit 1326 5R-1B6 <SD289 Ⅳ N-41 -゚W （0.21）（0.20） 0.13 0.08 0.18 7.75 円形 − − −

15・16・17 Pit 1327 5R-1B1 <SD287 Ⅳ N-24 -゚E （0.21）（0.18） 0.11 0.11 0.40 7.45 円形 − − −

15・16・17 Pit 1328 5R-1B1 <SD287 Ⅳ N-22 -゚E （0.18）（0.11） 0.09 0.08 0.15 7.77 楕円形 − − −

15・16・17 Pit 1329 5R-1B1 <SD287 Ⅳ N-73 -゚W （0.16）（0.15） 0.06 0.05 0.19 7.72 円形 − − −

15・16・17・51 198d Pit 1330 5R-1B6 <SD287・289 Ⅳ N-1 -゚E （0.23）（0.19） 0.08 0.07 0.31 7.70 楕円形 − − −

15・16・17・51 197b Pit 1331 5R-1B6 <SD287 Ⅳ N-77 -゚W （0.18）（0.13） 0.08 0.07 0.18 7.78 楕円形 − − −

15・16・17 Pit 1333 5R-1B25 <SD289 Ⅳ N-78 -゚W （0.32）（0.15） 0.12 0.06 0.30 7.67 楕円形 − − −

15・16・17 Pit 1334 5R-2B5 <SD305 Ⅳ N-28 -゚W （0.18）（0.15） 0.08 0.08 0.13 7.91 円形 − − −

15・16・17 Pit 1335 5R-2C7 <SD289 Ⅳ N-26 -゚E （0.22）（0.20） 0.10 0.08 0.26 7.44 円形 − − −

15・17 Pit 1336 5R-2C10 <河1250 Ⅳ N-65 -゚W （0.54）（0.41） 0.07 0.06 0.25 7.15 楕円形 − − −

15・17 Pit 1337 5R-2C10 <河1250 Ⅳ N-27 -゚E （0.35）（0.32） 0.13 0.11 0.15 7.32 円形 − − −

17 Pit 1338 5R-2C15 <SD1 Ⅳ N-57 -゚W （0.37）（0.35） 0.10 0.08 0.37 7.30 円形 − − −

15・16・28・30・
54

21・23 42A Pit 1339 5R-1A23 >SK327 Ⅳ N-39 -゚E 0.36 0.29 0.07 0.06 0.25 7.83 楕円形 U字形 ブロック状 4 有 土師器/無台椀・長甕・鍋

15・16・17 Pit 1340 5R-1B12 >SD289 中世 Ⅳ N-36 -゚E 0.28 0.23 0.09 0.08 0.23 7.64 楕円形 半円形 単層 1 有 土師器/無台椀

15・16 Pit 1343 5Q-1J20 Ⅳ N-41 -゚E （0.28） 0.34 0.21 （0.15） 0.76 7.23 − − − 2

19 Pit 1344 5R-3C23 Ⅳ N-27 -゚W （0.20）（0.21）（0.11）（0.09） 0.11 8.04 − − − −

15・16 Pit 1345 5R-1A9 <SK331 古代 Ⅳ N-12 -゚W （0.26）（0.12） 0.11 （0.03） 0.12 7.94 − − − −

16・18 Pit 1346 5Q-2J20 <SD358 古代 Ⅳ N-12 -゚W （0.43）（0.20） 0.13 0.11 0.34 7.68 楕円形 − − −

19 Pit 1349 5R-4B15 Ⅳ N-26 -゚W （0.10）（0.15）（0.06）（0.09） 0.19 8.05 − − − −

19 Pit 1350 5R-4B14 Ⅳ N-26 -゚W （0.07）（0.10）（0.03）（0.04） 0.19 8.16 − − − −

15・17・50 66 196 河 1250

4R-9B24・25，4R-10A14・
15・19・20・24・25，
4R-10B2〜25，4R-10C1・2・
6〜8・11〜25，4R-10D16・
21・22，5R-1B2〜5・8〜10・
13〜15・19・20・25，5R-
1C1〜25，5R-1D1〜3・6〜9・
11〜25，5R-1E16・21・22，
5R-2C2〜5・9・10・15，5R-
2D1〜20・22〜25，5R-2E1
〜3・6〜9・11〜14・16〜18・
21・22，5R-3D5，5R-3E1

>SK283・285・725・1262・
1265・1267，SX296，SD1・
2，Pit965・966・967・976・
1263・1264・1266・1268・
1284・1293・1336・1337

近世
以降

Ⅲb N-51 -゚W（34.00）（14.90） − − 2.10 6.23 − − レンズ状 15 有 147 土師器/小甕、須恵器/杯蓋
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図版No.
写真図版

No.
SP記号 区

遺構

グリッド 重複状況 時代 確認面 主軸方位
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底面標高
（m）
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の
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遺物図面図
版No.

出土遺物
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上端 下端
深度 平面 断面

長軸 短軸 長軸 短軸

62・65 73 1 1 SE 168 18R-9D2・3 <SK215，Pit166 中世 Ⅲb N-65 -゚W （1.98）（0.75）（0.34）（0.30） 1.22 7.60 楕円形 台形 レンズ状 12 有 土師器/無台椀、鍛冶/鉄滓

62・66・72 73・87 2，52A 1 SE 244 18Q-8G2 <河243・245
近世
以降

Ⅰc N-0 -゚S （2.72）（1.00）（0.60）（0.12） 0.97 8.01 円形 半円形 レンズ状 7 有 石/焼礫

62・63・66 73・84 3A・B 1 SE 259 18R-9D9・10・14 >SD157 Ⅳa N-36 -゚E （1.12）（1.43） 0.45 0.27 1.13 7.60 円形 階段形 階段状 9 有 172・173 土師器/長甕、石/台石・磨石・礫

64・67 74 4 1 SK 21 19S-2A11・16 Ⅳ N-10 -゚W 1.22 0.94 1.00 0.78 0.16 8.86 楕円形 皿形 レンズ状 3 

64・67 74 5 1 SK 27 19R-2J14・19 Ⅳ N-18 -゚E 0.75 0.66 0.40 0.34 0.24 8.85 楕円形 皿形 レンズ状 5 

64・67 74 6 1 SK 28 19R-2J19 Ⅳ N-25 -゚E （0.41） 0.50 （0.34） 0.34 0.10 8.96 楕円形 皿形 単層 1 

64・67 74 7 1 SK 29 19R-2J18 Ⅳ N-38 -゚E （0.40）（0.38）（0.32）（0.24） 0.09 9.01 − 箱形 水平 2 

64・67 75 8 1 SK 35 19R-2J8・13 中世 Ⅲb N-60 -゚W 0.62 （0.23） 0.51 0.15 0.14 8.98 長方形 皿形 レンズ状 5 

64・67 75 9 1 SK 39 19R-2J2 中世 Ⅲb N-62 -゚W 0.58 （0.33） 0.30 （0.18） 0.33 8.77 楕円形 半円形 ブロック状 4 

64・67 75 10 1 SK 44 19R-2J2 中世 Ⅲb N-70 -゚W 0.61 （0.28） 0.58 （0.21） 0.20 8.92 楕円形 皿形 レンズ状 4 

64・67 75 10 1 SK 47 19R-1J21，19R-2J1 中世 Ⅲb N-20 -゚E （0.44） 0.67 （0.21） 0.20 0.37 8.78 楕円形 台形 ブロック状 5 

64・67 75 11 1 SK 55 19R-1J21 <Pit56 Ⅳ N-70 -゚W 0.67 （0.43） 0.18 （0.13） 0.16 8.82 不整形 皿形 レンズ状 4 

64・67 75 12 1 SK 57 19R-2I5 中世 Ⅲb N-0 -゚S （0.59） 0.80 0.60 （0.28） 0.17 8.95 不整形 皿形 レンズ状 4 

63・67 76 13 1 SK 102 18R-10G18・19 中世 Ⅲb N-63 -゚W 0.91 （0.24） 0.52 （0.16） 0.38 8.50 楕円形 皿形 レンズ状 3 

63・67 76 14 1 SK 103 18R-10G18 >SD100 Ⅳ N-15 -゚E 0.98 0.63 0.55 0.28 0.20 8.56 不整形 皿形 レンズ状 3 

63・68 76 15 1 SK 134 18R-10F9・10 <SD100 Ⅳ N-50 -゚W 0.60 （0.40） 0.26 （0.20） 0.17 8.57 楕円形 皿形 レンズ状 3 

62・68 76 16 1 SK 181 18R-8B19
近世
以降

Ⅱb N-75 -゚W （0.61） 0.55 （0.36） 0.26 0.52 8.37 楕円形 台形 水平 4 

62・63・65 73 1 1 SK 215 18R-8D21・22，18R-9D1・2 >SE168 中世 Ⅲ N-1 -゚W （0.92） 1.27 （0.84） 0.82 0.65 8.15 楕円形 台形 レンズ状 6 

62・68 77 17 1 SK 225 18Q-8H3・4 <Pit224 Ⅳ N-48 -゚W 1.05 0.53 0.63 0.22 0.20 8.67 不整形 皿形 レンズ状 2 

62・68 77 18 1 SK 229 18Q-8H3 <Pit282 Ⅳ N-37 -゚E 0.60 0.44 0.11 0.09 0.30 8.53 楕円形 階段形 レンズ状 3 有 土師器/無台椀

63・68・71 77 19，37B 1 SK 237 18R-10G17・18 >SD100，Pit104・238・239 Ⅳ N-33 -゚W （0.98）（0.52）（0.68）（0.18） 0.23 8.57 − 皿形 レンズ状 3 

63・68 77 20 1 SK 246 18R-9E25 >SD122，<SD147 中世 Ⅳ N-50 -゚W （1.28） 0.77 0.33 0.27 0.57 8.05 楕円形 台形
水平−
レンズ

6 有
172・173・
183

粘土塊、鍛冶/羽口、石/砥石・台石・礫

62・68 77 21A・B 1 SK 263 18Q-8H2 Ⅳ N-7 -゚E （0.58） 0.49 （0.09）（0.09） 0.12 8.70 楕円形 階段形 ブロック状 4 

62・69 77・78 22 1 SK 264 18Q-8H1・2 <Pit253 Ⅳ N-35 -゚W 0.78 0.46 0.19 0.13 0.30 8.50 不整形 階段形 レンズ状 4 

62・68 78 21A 1 SK 277 18Q-8H1 <河243 Ⅳ N-82 -゚E 0.71 （0.33） 0.48 （0.24） 0.24 8.60 楕円形 皿形 レンズ状 4 

62・68・69 78 21A，23 1 SK 278 18Q-8H1 >Pit279・280・283，<河243 Ⅳ N-22 -゚W （10.00）（5.40）（0.84）（0.36） 0.10 8.67 楕円形 皿形 レンズ状 3 

64・69 78 24 1 SX 31 19R-2J9・10・14・15  Ⅳ N-0 -゚S （1.33） 1.66 （1.14） 1.42 0.13 8.96 長方形 皿形 単層 1 

64・69 78 25 1 SX 79 19R-1I16・17 >SD81 Ⅳ N-15 -゚E （0.41）（0.41） 0.17 0.14 0.13 8.77 − 皿形 レンズ状 3 

62・69・72 79・87 26，52A 1 SX 242 18Q-8H1〜5 <河243 Ⅳ N-0 -゚S （2.29）（0.22） − − 0.33 8.43 − 皿形 レンズ状 2 

62・69 79 27 1 SX 270 18Q-7E25，18Q-7F21 <河261 中世 Ⅳ N-79 -゚E （2.50）（0.78）（1.33）（0.35） 0.28 8.34 − 皿形 水平 5 有 150 珠洲焼/甕・片口鉢

64・70 79 28，29B 1 SD 4 19S-3B2・7 中世 Ⅳ N-2 -゚W （1.65） 0.24 （1.55） 0.15 0.10 8.90 − 台形 レンズ状 2 

64・70 79 28，29A・B 1 SD 5 19S-3B1・2・6・7 >Pit6 中世 Ⅲ N-5 -゚E （1.80） 0.68 （1.80） 0.22 0.24 8.76 − 皿形 レンズ状 4 有 粘土塊

64・70 80 30，31 1 SD 7 19S-3B1・6 Ⅳ N-7 -゚E （2.00） 0.14 （2.00） 0.07 0.05 8.95 − 皿形 レンズ状 2 

64・70 80 31，32 1 SD 11
19S-2A25，19S-2B21，19S-
3A5，19S-3B1

<SK9 中世 Ⅳ N-0 -゚S （1.95） 0.78 （1.95） 0.65 0.29 8.85 − 皿形 レンズ状 6 有 150 中世土師器/皿、粘土塊

64・70 80 33 1 SD 40 19R-2J1・2 <Pit41・42 Ⅳ N-78 -゚W 1.98 0.48 1.65 0.36 0.12 8.92 − 皿形 レンズ状 3 

64・70 80・81 34A・B 1 SD 64 19R-1I18・19・23〜25 <Pit127・71 中世 Ⅳ N-80 -゚W （3.85） 0.70 （3.85） 0.40 0.25 8.70 − 皿形 レンズ状 5 有 150 瓦質土器/鉢、石/礫

64・69・70 78・81 25，34B 1 SD 81
19R-1H14・15，19R-1I18・
19

>SX79，<Pit77・78・85・86・
128・129・130・138・209・
211・212

中世 Ⅳ N-73 -゚W （7.75） 0.55 （7.75） 0.36 0.17 8.74 − 皿形 水平 3 

63・64・71 81 35 1 SD 90
18R-10H21，19R-1H1〜3・
7・8

近世
以降

Ⅱ N-30 -゚E （1.25） 5.18 （1.25） 1.50 1.33 7.93 − 皿形 ブロック状 9 有 近世以降陶磁器

63・70 82 36 1 SD 96 18R-10G25 >Pit213，<SD100 Ⅳ N-28 -゚E （1.60） 0.45 （1.60） 0.33 0.06 8.67 − 皿形 レンズ状 2 

63・70 82 36 1 SD 97 18R-10G19・24 <SD100 Ⅳ N-25 -゚E （1.00） 0.67 （0.90） 0.50 0.08 8.64 − 皿形 レンズ状 3 

63・70 82 36 1 SD 99 18R-10G19・24 >Pit214，<SD100 Ⅳ N-25 -゚E （0.78） 0.38 （0.72） 0.23 0.11 8.65 − 皿形 レンズ状 2 

63・68・71
76・82・
83

15，37A・B，
38

1 SD 100
18R-10F3・4・9・10・15，
18R-10G6・11・12・17〜
19・23〜25

>SK134，SD96・97・99，
Pit104・124・137・210，
<SK103・237，Pit141・284

中世 Ⅳ N-54 -゚W （12.50） 0.80 （12.50） 0.60 0.20 8.53 − 皿形 レンズ状 4 有 土師器/無台椀

63・71 82・83 38，39 1 SD 114 18R-10F15・20，18R-10G11 >Pit115，<SD100 Ⅳa N-45 -゚E （2.05） 0.60 （1.90） 0.46 0.22 8.22 − 皿形 レンズ状 4 

63・68・71 77・83
20，39，
40A・B・C・
D・E

1 SD 122
18R-9E11〜13・17〜19・23
〜25，18R-9F21，18R-10F1
・2・7・8・14・18〜20

>SD144・145・154，
<SK246，SD147，Pit143・
148・260・273・274

中世 Ⅲb N-41 -゚W （19.30） 1.64 （19.30） 0.30 0.32 8.28 − 皿形 レンズ状 5 有
151・172・
173・183

土師器/長甕、須恵器/無台杯、中世土師器/皿、粘土
塊、石/砥石・砥石+敲石・敲石・礫・焼礫、金属/刀
子ほか、鍛冶/鉄滓・羽口・炉壁

63・71 84 41 1 SD 144 18R-10F2・3 <SD122 Ⅳ N-27 -゚E （1.35） 0.47 （1.35） 0.44 0.03 8.64 − 皿形 単層 1 

63・71 84 41 1 SD 145 18R-10F2 <SD122 Ⅳ N-33 -゚E （1.25） 0.43 （1.25） 0.33 0.06 8.61 − 皿形 単層 1 

別表 2　第 31次調査遺構計測表
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63・71 84 42 1 SD 147
18R-9E25，18R-9F21，
18R-10E5

>SK246，SD122
近世
以降

Ⅱ N-28 -゚E （1.75） 0.50 （1.75） 0.43 0.41 8.52 − 半円形 水平 2 

63・71 83 40D・E 1 SD 154 18R-9E11〜13・18 <SD122，Pit267・268 Ⅳ N-48 -゚W （5.20） 1.07 （5.20） 0.76 0.11 8.43 − 皿形 水平 2 有 鍛冶/鉄滓

62・63・66 84 3A・B 1 SD 157 18R-9D9・10・15 >Pit156，<SE259 Ⅳa N-17 -゚W （2.40） 0.86 （2.40） 0.45 0.35 8.38 − 皿形 レンズ状 3 有 鍛冶/炉壁、石/焼礫

62・71 84 43 1 SD 170
18R-8C25，18R-8D21，18R-
9C5

中世 Ⅲb N-27 -゚E （1.72） 0.36 （1.72） 0.25 0.25 8.58 − 半円形 レンズ状 2 

62・72 85 44 1 SD 178 18R-8C16・17 Ⅳ N-20 -゚E （1.78） 0.77 （1.78） 0.38 0.20 8.52 − 皿形 レンズ状 6 

62・68・72 85 16，45 1 SD 185 18R-8B18・19・23・24 >SD186，Pit184
近世
以降

Ⅲb N-51 -゚W （2.98） 0.50 （2.98） 0.23 0.41 8.30 − 半円形 レンズ状 6 有 近世以降陶磁器

62・72 85 46A・B 1 SD 186 18R-8B19・23 <SD185 中世 Ⅲb N-33 -゚E （1.68） 0.29 （1.62） 0.14 0.32 8.46 − 箱形 レンズ状 2 

62・72 85 47 1 SD 190 18R-8B6・11・12 Ⅳ N-52 -゚W （3.51） 0.26 （3.51） 0.17 0.06 8.66 − 半円形 単層 1 

62・72 86 48A・B 1 SD 217 18Q-8I2・3 Ⅳ N-32 -゚E （2.05）（0.33）（1.60）（0.24） 0.26 8.52 − 皿形 レンズ状 4 

62・72 86 49 1 SD 226 18Q-8H3 >Pit271・275 Ⅳ N-15 -゚W （0.75） 0.34 （0.65） 0.24 0.12 8.71 − 台形 レンズ状 2 

64 1 Pit 1 19S-3B10 Ⅳ N-30 -゚E 0.32 0.13 0.16 0.07 0.36 8.70 円形 半円形 レンズ状 2 

64 1 Pit 3 19S-3B8 Ⅳ N-65 -゚W 0.42 0.30 0.12 0.12 0.43 8.65 不整形 台形 レンズ状 2 有 粘土塊

64・70 79 29B 1 Pit 6 19S-3B1 <SD5 Ⅳ N-58 -゚W （0.40） 0.23 0.08 0.08 0.16 8.84 楕円形 皿形 単層 1 有 土師器/鍋

64 1 Pit 8 19S-3B1 Ⅳ N-82 -゚W 0.26 0.26 0.15 0.12 0.10 8.94 円形 半円形 水平 2 

64・70 86 50 1 Pit 9 19S-3B1 >SD11 中世 Ⅳ N-33 -゚E 0.74 0.60 0.28 0.22 0.61 8.45 長方形 漏斗形
水平−
レンズ

5 有 土師器/長甕、中世土師器/皿、粘土塊

64 1 Pit 13 19S-2A23 Ⅳ N-55 -゚W 0.33 0.20 0.18 0.09 0.28 8.71 円形 皿形 単層 1 

64 1 Pit 14 19S-2A22 Ⅳ N-23 -゚W 0.20 0.19 0.09 0.08 0.08 8.93 円形 箱形 単層 1 

64 1 Pit 15 19S-2A17 Ⅳ N-14 -゚E 0.22 0.19 0.15 0.08 0.17 8.85 円形 台形 単層 1 

64 1 Pit 16 19S-2A17
近世
以降

Ⅱ N-16 -゚E （0.18） 0.18 0.12 0.11
0.20以
上

8.95 円形 台形 単層 1 

64 1 Pit 17 19S-2A17 Ⅳ N-51 -゚W 0.34 0.20 0.16 0.15 0.29 8.76 楕円形 台形 単層 1 

64 1 Pit 18 19S-2A16 Ⅳ N-64 -゚W 0.30 0.27 0.21 0.15 0.12 8.91 円形 皿形 単層 1 

64 1 Pit 19 19S-2A16 Ⅳ N-0 -゚S 0.33 0.28 0.12 0.08 0.63 8.40 円形 階段形 単層 1 

64 1 Pit 20 19S-2A18 Ⅳ N-49 -゚E 0.18 0.17 0.08 0.06 0.15 8.88 円形 半円形 単層 1 

64・72 86・87 51 1 Pit 22 19R-2J15・20  Ⅳ N-84 -゚E 0.60 0.54 0.22 0.19 0.61 8.47 円形 U字形
水平−
レンズ

6 

64 1 Pit 23 19R-2J20 Ⅳ N-66 -゚W 0.35 0.32 0.12 0.10 0.16 8.92 円形 半円形 水平 3 

64 1 Pit 24 19R-2J15 Ⅳ N-40 -゚E 0.33 0.22 0.18 0.14 0.08 9.00 長方形 皿形 水平 2 

64 1 Pit 25 19R-2J15 Ⅳ N-20 -゚W 0.24 0.24 0.16 0.11 0.26 8.83 円形 U字形 単層 1 

64 1 Pit 26 19R-2J14 >Pit91 Ⅳ N-82 -゚E 0.45 0.34 0.10 0.05 0.21 0.89 円形 U字形 レンズ状 2 

64 1 Pit 30 19R-2J14 Ⅳ N-19 -゚E 0.36 0.23 0.22 0.14 0.09 9.02 楕円形 皿形 レンズ状 2 

64 1 Pit 32 19R-2J9 Ⅳ N-5 -゚E 0.27 0.27 0.09 0.08 0.35 8.72 円形 半円形 レンズ状 2 

64 1 Pit 33 19R-2J9・14 <Pit34 Ⅳ N-15 -゚E （0.59） 0.39 （0.50） 0.22 0.10 8.93 不整形 皿形 レンズ状 2 

64 1 Pit 34 19R-2J8・9 >Pit33 Ⅳ N-16 -゚W 0.42 0.29 0.26 0.12 0.14 8.93 楕円形 皿形 レンズ状 2 

64 1 Pit 36 19R-2J9 Ⅳ N-24 -゚W 0.24 0.24 0.14 0.12 0.12 8.95 円形 皿形 レンズ状 2 

64 1 Pit 37 19R-2J6 Ⅳ N-68 -゚W 0.29 0.28 0.11 0.11 0.25 8.80 円形 台形 レンズ状 2 

64 1 Pit 38 19R-2J8 Ⅳ N-63 -゚W 0.37 （0.18）（0.11） 0.08 0.24 8.81 円形 階段形 レンズ状 2 

64 1 Pit 41 19R-2J2 >SD40 Ⅳ N-71 -゚W 0.34 0.20 0.20 0.14 0.12 8.91 長方形 皿形 レンズ状 2 

64 1 Pit 42 19R-2J2 >SD40 Ⅳ N-13 -゚W 0.25 0.20 0.08 0.04 0.19 8.83 楕円形 半円形 レンズ状 2 

64 1 Pit 43 19R-2J17 Ⅳ N-76 -゚E 0.35 0.22 0.17 0.12 0.12 8.91 楕円形 皿形 レンズ状 2 

64 1 Pit 45 19R-2J1 Ⅳ N-54 -゚W 0.20 0.14 0.10 0.09 0.17 8.87 円形 半円形 レンズ状 2 

64 1 Pit 46 19R-2J1 Ⅳ N-80 -゚E 0.30 0.28 0.16 0.12 0.16 8.85 円形 皿形 単層 1 

64 1 Pit 48 19R-2J1 Ⅳ N-89 -゚W 0.28 0.26 0.16 0.10 0.17 8.84 円形 皿形 レンズ状 2 

64 1 Pit 49 19R-2J1 >Pit92 Ⅳ N-0 -゚S 0.38 0.29 0.14 0.12 0.19 8.81 楕円形 皿形 レンズ状 3 

64 1 Pit 50 19R-2J1 Ⅳ N-14 -゚W 0.28 0.24 0.18 0.15 0.09 8.94 円形 皿形 単層 1 

64 1 Pit 51 19R-2J1 Ⅳ N-0 -゚S 0.30 0.27 0.14 0.14 0.08 8.92 円形 皿形 単層 1 

64 1 Pit 52 19R-2J1 <Pit53 Ⅳ N-5 -゚W 0.42 0.38 0.22 0.22 0.13 8.85 不整形 皿形 ブロック状 3 

64 1 Pit 53 19R-2J1 >Pit52 Ⅳ N-58 -゚W 0.36 0.27 0.17 0.16 0.34 8.65 楕円形 漏斗形 レンズ状 2 

64 1 Pit 54 19R-2I5 Ⅳ N-70 -゚W 0.20 0.17 0.09 0.06 0.11 8.89 円形 皿形 レンズ状 2 

64・67 75 10 1 Pit 56 19R-1J21 >SK55 中世 Ⅲb N-61 -゚W 0.24 （0.18）（0.10）（0.10） 0.20 8.79 楕円形 U字形 単層 1 

64 1 Pit 58 19R-1I25 >Pit59 中世 Ⅲb N-21 -゚E （0.18） 0.13 （0.10） 0.10 0.14 8.85 長方形 台形 レンズ状 2 

64 1 Pit 59 19R-1I25 <Pit58 中世 Ⅲb N-30 -゚E （0.24）（0.17）（0.14）（0.13） 0.15 8.84 楕円形 箱形 レンズ状 2 

64 1 Pit 60 19R-1I25 >Pit61 Ⅳ N-73 -゚W 0.27 0.14 0.09 0.08 0.12 8.87 楕円形 皿形 レンズ状 2 

64 1 Pit 61 19R-1I25 <Pit60 Ⅳ N-46 -゚W 0.32 0.24 0.12 0.12 0.11 8.89 方形 皿形 レンズ状 2 
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64 1 Pit 62 19R-1I25 Ⅳ N-12 -゚E 0.28 0.23 0.08 0.06 0.30 8.69 円形 漏斗形 ブロック状 2 

64 1 Pit 63 19R-1I25・2I5 Ⅳ N-11 -゚E 0.26 0.25 0.13 0.09 0.18 8.80 円形 半円形 水平 2 

64 1 Pit 65 19R-1I24 Ⅳ N-61 -゚W 0.18 （0.08） 0.08 （0.04） 0.17 8.81 円形 U字形 単層 1 

64・70 80・81 34B 1 Pit 67 19R-1I23 Ⅳ N-52 -゚E 0.27 0.21 0.12 0.10 0.07 8.88 円形 皿形 レンズ状 2 

64 1 Pit 68 19R-1I23 Ⅳ N-54 -゚W 0.25 （0.17） 0.13 （0.08） 0.14 8.83 楕円形 半円形 単層 1 

64 1 Pit 69 19R-1I23 Ⅳ N-90ﾟ 0.33 0.25 0.18 0.07 0.12 8.84 不整形 箱形 ブロック状 3 

64 1 Pit 70 19R-1I23 Ⅳ N-90ﾟ 0.35 0.25 0.18 0.08 0.13 8.83 楕円形 半円形 − −

64・70 80・81 34B 1 Pit 71 19R-1I18 Ⅳ N-39 -゚W 0.19 0.12 0.11 0.08 0.33 8.613 不整形 （皿形） レンズ状 2 

− 1 Pit 75 19R-1I17 中世 Ⅲb N-62 -゚W 0.20 （0.10） 0.10 （0.05） 0.14 8.78 （円形） 半円形 ブロック状 2 

64 1 Pit 76 19R-1I17 Ⅳ N-32 -゚E 0.28 0.22 0.14 0.09 0.15 8.77 円形 半円形 レンズ状 3 

64 1 Pit 77 19R-1I17 >SD81 中世 Ⅳ N-5 -゚E 0.26 0.25 0.14 0.14 0.16 8.76 円形 半円形 レンズ状 3 

64 1 Pit 78 19R-1I17 >SD81 中世 Ⅳ N-22 -゚W 0.30 0.28 0.21 0.18 0.11 8.83 不整形 階段形 レンズ状 3 

64 1 Pit 80 19R-1I16 中世 Ⅲb N-61 -゚W 0.37 （0.18） 0.27 （0.07） 0.13 8.81 不整形 皿形 単層 1 

64 1 Pit 82 19R-1I11 Ⅳ N-47 -゚W 0.32 0.23 0.18 0.10 0.15 8.75 楕円形 箱形 ブロック状 2 

64 1 Pit 83 19R-1I11 Ⅳ N-29 -゚W 0.29 0.20 0.19 0.12 0.11 8.78 楕円形 階段形 単層 1 

64 1 Pit 84 19R-1H15 <Pit85 Ⅳ N-52 -゚E 0.26 0.23 0.14 0.11 0.09 8.81 方形 皿形 レンズ状 2 

64 1 Pit 85 19R-1H15 >SD81，Pit84・212・138 中世 Ⅳ N-23 -゚E 0.42 0.33 0.15 0.14 0.21 8.68 不整形 階段形 レンズ状 3 

64 1 Pit 86 19R-1H15 >SD81，Pit138 中世 Ⅳ N-33 -゚E 0.30 0.27 0.18 0.08 0.17 8.72 不整形 箱形 レンズ状 2 

63・64 1 Pit 87 19R-1H8・9 Ⅳ N-34 -゚E 0.42 0.24 0.20 0.12 0.13 8.66 長楕円形 皿形 斜位 3 

63・64 1 Pit 88 19R-1H8・9 Ⅳ N-10 -゚E 0.24 0.20 0.12 0.08 0.16 8.63 円形 半円形 レンズ状 2 

63・64 1 Pit 89 19R-1H9 Ⅳ N-60 -゚W 0.20 0.14 0.08 0.08 0.14 8.66 不整形 U字形 レンズ状 2 

64 1 Pit 91 19R-2J14 <Pit26 Ⅳ N-24 -゚E （0.32）（0.08） 0.16 0.12 0.21 8.88 長方形 台形 単層 1 

64 1 Pit 92 19R-2J1 <Pit49 Ⅳ N-0 -゚S （0.13）（0.15） 0.10 0.04 0.23 8.77 楕円形 皿形 単層 1 

63 1 Pit 93 18R-10H21 Ⅳ N-64 -゚W 0.29 0.24 0.16 0.12 0.15 8.62 円形 皿形 レンズ状 2 

63 1 Pit 94 18R-10G25 Ⅳ N-29 -゚E 0.20 0.19 0.06 0.06 0.17 8.59 円形 半円形 水平 2 

63 1 Pit 95 18R-10G25 >Pit117 Ⅳ N-0 -゚S 0.24 0.24 0.12 0.10 0.19 8.56 円形 半円形 単層 1 

63・70 82 36 1 Pit 98 18R-10G24 Ⅳ N-73 -゚W 0.26 0.16 0.16 0.04 0.12 8.62 楕円形 台形 レンズ状 2 

63 1 Pit 101 18R-10G18 Ⅳ N-29 -゚E 0.18 0.16 0.08 0.04 1.80 8.57 円形 半円形 単層 1 

63・68 77 19 1 Pit 104 18R-10G17 <SD100 Ⅳ N-60 -゚W （0.34）（0.18） 0.10 0.08 0.12 8.54 （長方形） 漏斗形 単層 1 

63 1 Pit 106 18R-10G17 Ⅳ N-70 -゚W 0.25 0.19 0.16 0.12 0.38 8.35 菱形 皿形 ブロック状 2 

63 1 Pit 107 18R-10G17 Ⅳ N-28 -゚W 0.30 0.25 0.22 0.13 0.16 8.57 楕円形 皿形 レンズ状 2 

63 1 Pit 108 18R-10G16 >Pit109 Ⅳ N-60 -゚W 0.29 （0.14） 0.18 （0.10） 0.09 8.65 （長方形） 皿形 単層 1 

63 1 Pit 109 18R-10G16・17 <Pit108 Ⅳ N-49 -゚E 0.30 0.28 0.16 0.12 0.09 8.64 円形 皿形 レンズ状 2 

63 1 Pit 110 18R-10G16 >Pit111 Ⅳ N-18 -゚W 0.30 0.27 0.18 0.10 0.12 8.62 楕円形 箱形 単層 1 

63 1 Pit 111 18R-10G11 <Pit110 Ⅳ N-59 -゚W 0.20 0.19 0.12 0.09 0.11 8.61 円形 皿形 レンズ状 2 

63 1 Pit 112 18R-10G16 >Pit113 Ⅳ N-50 -゚W 0.39 （0.31） 0.13 0.13 0.25 8.49 円形 台形 ブロック状 3 

63 1 Pit 113 18R-10G11 <Pit112 Ⅳ N-9 -゚E （0.18） 0.16 0.14 0.08 0.09 8.63 楕円形 半円形 単層 1 

63 1 Pit 115 18R-10F15 <SD114 Ⅳ N-81 -゚E （0.25） 0.23 0.08 0.08 0.16 8.55 長方形 皿形 レンズ状 2 

63 1 Pit 116 18R-10F15・20 Ⅳ N-13 -゚W （0.22） 0.22 0.08 0.08 0.19 8.53 楕円形 U字形 レンズ状 2 

63 1 Pit 117 18R-10G25 <Pit95 Ⅳ N-54 -゚E 0.19 （0.13） 0.10 0.08 0.12 8.63 円形 半円形 単層 1 

63 1 Pit 118 18R-10F15 >Pit120 Ⅳ N-66 -゚E 0.50 0.34 0.35 0.22 0.09 8.63 楕円形 箱形 斜位 3 

63 1 Pit 119 18R-10F15 Ⅳ N-29 -゚E 0.28 0.20 0.08 0.07 0.20 8.52 楕円形 台形 単層 1 

63 1 Pit 120 18R-10F15 <Pit118 Ⅳ N-46 -゚W （0.36） 0.32 0.18 0.12 0.21 8.51 楕円形 台形 レンズ状 3 

63 1 Pit 124 18R-10F15 <SD100 Ⅳ （N-13 -゚W）（0.15）（0.12） − − 0.16 8.56 （楕円形） 三角形 ブロック状 2 

63 1 Pit 125 18R-10F15 Ⅳ N-12 -゚W 0.30 0.22 0.12 0.08 0.34 8.37 楕円形 半円形 単層 1 

64 1 Pit 126 19R-2J14 Ⅳ N-46 -゚E 0.21 0.19 0.09 0.06 0.37 8.71 円形 台形 レンズ状 2 

64 1 Pit 127 19R-1I23 >SD64 中世 Ⅳ N-52 -゚E 0.26 0.18 0.16 0.14 0.19 8.76 長方形 箱形 ブロック状 3 

64 1 Pit 128 19R-1I16 >SD81 中世 Ⅳ N-9 -゚E 0.19 0.19 0.10 0.08 0.11 8.70 円形 半円形 単層 1 

64 1 Pit 129 19R-1I16 >SD81 中世 Ⅳ N-0 -゚S 0.29 0.25 0.14 0.10 0.20 8.59 方形 皿形 単層 1 

64 1 Pit 130 19R-1I11 >SD81 中世 Ⅳ N-67 -゚W 0.21 0.19 0.10 0.08 0.34 8.54 楕円形 箱形 単層 1 

63 1 Pit 131 18R-10F15 <Pit210 Ⅳ N-74 -゚E 0.38 0.26 0.12 0.10 0.15 8.57 長方形 箱形 レンズ状 2 

63 1 Pit 135 18R-10F8・9 Ⅳ N-7 -゚W 0.35 0.31 0.12 0.11 0.25 8.43 円形 皿形 レンズ状 2 

63 1 Pit 136 18R-10F8 Ⅳ N-29 -゚W 0.39 0.32 0.26 0.20 0.09 8.60 楕円形 皿形 レンズ状 2 

63 1 Pit 137 18R-10G11 <SD100 Ⅳ N-38 -゚W 0.34 （0.27） 0.06 0.04 0.30 8.42 楕円形 台形 レンズ状 2 

64 1 Pit 138 19R-1H15 <Pit85・86，>SD81 中世 Ⅳ N-29 -゚E 0.31 （0.12） 0.12 0.08 0.18 8.71 楕円形 皿形 単層 1 

63 1 Pit 139 19R-1G5 Ⅳ N-68 -゚W 0.25 0.22 0.13 0.08 0.13 8.60 楕円形 皿形 レンズ状 2 

63 1 Pit 140 18R-10F9 Ⅳ N-74 -゚W 0.49 （0.43） 0.19 0.07 0.16 8.52 円形 台形 レンズ状 2 
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63 1 Pit 141 18R-10F9 >SD100 中世 Ⅳ N-29 -゚E 0.38 0.29 0.28 0.18 0.19 8.49 楕円形 半円形 レンズ状 2 

63 1 Pit 143 18R-10F2 >SD122 中世 Ⅳ N-62 -゚W 0.24 0.24 0.22 0.10 0.11 8.57 方形 皿形 単層 1 

63 1 Pit 146 18R-9F21 Ⅳ N-45 -゚E （0.20） 0.18 0.11 0.08 0.34 8.32 円形 U字形 レンズ状 3 

63 1 Pit 148 18R-9E25 >SD122，Pit274 中世 Ⅳ N-24 -゚E 0.41 0.23 0.18 0.11 0.28 8.30 楕円形 箱形 ブロック状 2 

63 1 Pit 149 18R-9E20 Ⅳ N-63 -゚W 0.34 （0.14） 0.24 （0.09） 0.15 8.44 （円形） U字形 レンズ状 3 

63 1 Pit 150 18R-9E20・25 Ⅳ N-59 -゚W （0.30）（0.10） 0.08 0.06 0.30 8.28 （楕円形） U字形 単層 1 

63 1 Pit 151 18R-9E19 Ⅳ N-28 -゚E （0.26） 0.33 （0.26） 0.21 0.11 8.49 台形 皿形 単層 1 

63 1 Pit 152 18R-9E19 Ⅳ N-11 -゚W 0.20 0.19 0.11 0.10 0.11 8.48 円形 台形 単層 1 

63 1 Pit 153 18R-9E18・19 Ⅳ N-61 -゚W 0.42 （0.17） 0.38 （0.13） 0.08 8.50 楕円形 箱形 ブロック状 2 

63 1 Pit 155 18R-9E12・17 Ⅳ N-30 -゚E 0.20 0.19 0.04 0.04 0.16 8.44 円形 漏斗形 レンズ状 2 

63・66 3A 1 Pit 156 18R-9D15 <SD157 Ⅳ N-55 -゚E （0.36） 0.32 （0.30） 0.12 0.17 8.53 台形 皿形 単層 1 

62・63 1 Pit 158 18R-9D8 中世 Ⅲb N-61 -゚W 0.34 （0.21） 0.23 （0.16） 0.38 8.29 長方形 箱形 単層 1 

62・63 1 Pit 159 18R-9D9 Ⅳ N-27 -゚W 0.30 0.27 0.11 0.09 0.29 8.37 円形 箱形 レンズ状 2 

62・63 1 Pit 160 18R-9D8 Ⅳ N-32 -゚E 0.31 0.29 0.16 0.12 0.34 8.31 円形 台形 ブロック状 2 

62・63 1 Pit 161 18R-9D8 Ⅳ N-58 -゚W 0.36 0.22 0.22 0.16 0.17 8.49 楕円形 皿形 レンズ状 2 

62・63 1 Pit 162 18R-9D7 中世 Ⅲb N-67 -゚W 0.37 （0.29） 0.19 0.15 0.21 8.50 楕円形 U字形 レンズ状 2 

62・63 1 Pit 163 18R-9D3 Ⅳ N-28 -゚E 0.23 0.19 0.14 0.06 0.22 8.46 円形 階段形 単層 1 

62・63 1 Pit 164 18R-9D2・3 Ⅳ N-61 -゚W 0.24 0.22 0.12 0.07 0.19 8.50 円形 半円形 単層 1 

62・63 1 Pit 165 18R-9D1・2 中世 Ⅲb N-65 -゚W 0.29 （0.14） 0.12 （0.07） 0.11 8.60 長方形 台形 レンズ状 2 

62・63・65 1 1 Pit 166 18R-9D2 >SE168 中世 Ⅳ N-29 -゚E 0.24 0.22 0.14 0.12 0.20 8.50 円形 台形 レンズ状 2 

62・63 1 Pit 167 18R-9D1 Ⅳ N-46 -゚E 0.50 0.29 0.25 0.07 0.20 8.51 楕円形 皿形 ブロック状 3 

62 1 Pit 169 18R-8D21 Ⅳ N-17 -゚E （0.35） 0.29 0.10 0.04 0.21 8.49 楕円形 台形 単層 1 

62・71 84 43 1 Pit 171 18R-9C5 中世 Ⅲb N-65 -゚W 0.30 （0.22） 0.19 （0.15） 0.10 8.61 長方形 皿形 単層 1 

62 1 Pit 172 18R-9C5 中世 Ⅲb N-69 -゚W 0.26 （0.16） 0.07 0.06 0.11 8.60 長方形 階段形 レンズ状 2 

62 1 Pit 173 18R-8C25 Ⅳ N-0 -゚S 0.25 0.25 0.14 0.14 0.30 8.39 円形 U字形 水平 2 

62 1 Pit 174 18R-8C24・25 Ⅳ N-20 -゚E 0.22 0.19 0.12 0.11 0.23 8.43 円形 U字形 ブロック状 3 

62 1 Pit 175 18R-8C24 Ⅳ N-35 -゚E 0.31 0.24 0.21 0.13 0.11 8.57 楕円形 皿形 レンズ状 2 

62 1 Pit 176 18R-8C19 Ⅳ N-71 -゚W 0.33 （0.12） 0.18 0.06 0.10 8.59 楕円形 皿形 単層 1 

62 1 Pit 177 18R-8C17 Ⅳ N-72 -゚E 0.36 0.27 0.26 0.15 0.09 8.61 方形 階段形 単層 1 

62 1 Pit 179 18R-8B20 Ⅳ N-50 -゚E 0.46 0.22 0.18 0.08 0.13 8.57 不整形 皿形 レンズ状 2 

62 1 Pit 180 18R-8B20 Ⅳ N-68 -゚W 0.18 （0.15） 0.14 （0.12） 0.09 8.60 楕円形 半円形 水平 2 

62 1 Pit 182 18R-8B19 Ⅳ N-4 -゚E 0.22 0.19 0.08 0.05 0.12 8.52 楕円形 階段形 単層 1 

62・68 76 16 1 Pit 184 18R-8B19 <SD185 中世 Ⅲb N-14 -゚E 0.36 （0.18） 0.26 （0.15） 0.07 8.56 楕円形 皿形 レンズ状 2 

62 1 Pit 187 18R-8B24 Ⅳ N-74 -゚W 0.25 （0.16） 0.16 （0.12） 0.09 8.51 楕円形 皿形 単層 1 

62 1 Pit 188 18R-8B8・13 Ⅳ N-79 -゚W （0.43） 0.32 （0.42） 0.24 0.07 8.64 楕円形 皿形 レンズ状 2 

62 1 Pit 191 18R-8B6 Ⅳ N-81 -゚W 0.18 （0.12） 0.10 （0.06） 0.09 8.63 円形 台形 レンズ状 2 

62 1 Pit 192 18R-8A15 >Pit193 Ⅳ N-25 -゚E 0.17 0.14 0.07 0.06 0.10 8.63 円形 半円形 − −

62 1 Pit 193 18R-8A15 <Pit192 Ⅳ N-34 -゚E 0.42 0.22 0.32 0.25 0.09 8.64 楕円形 皿形 レンズ状 2 

64 1 Pit 194 19R-1I18 Ⅳ N-34 -゚E 0.34 0.14 0.24 0.11 0.11 8.72 楕円形 皿形 レンズ状 2 

62 1 Pit 195 18R-8A10 Ⅳ N-81 -゚W 0.28 （0.16） 0.16 （0.12） 0.08 8.65 方形 皿形 単層 1 

62 1 Pit 196 18R-8A10 Ⅳ N-87 -゚W 0.28 0.22 0.14 0.14 0.13 8.60 円形 皿形 単層 1 

62 1 Pit 198 18R-8A9 Ⅳ N-87 -゚W 0.22 （0.16） 0.14 （0.12） 0.10 8.62 円形 皿形 単層 1 

62 1 Pit 199 18R-8A14 Ⅳ N-80 -゚W 0.32 （0.12）（0.08）（0.03） 0.09 8.64 楕円形 皿形 レンズ状 2 

62 1 Pit 200 18R-8A9 Ⅳ N-84 -゚W 0.20 （0.16） 0.12 （0.11） 0.10 8.63 円形 半円形 単層 1 

62 1 Pit 201 18R-8A8 Ⅳ N-82 -゚W 0.20 0.14 0.11 （0.08） 0.08 8.65 円形 半円形 レンズ状 2 

62 1 Pit 202 18R-8A8 中世 Ⅲb N-84 -゚W 0.31 （0.12）（0.26）（0.04） 0.13 8.60 円形 皿形 レンズ状 2 

62 1 Pit 203 18R-8A8 >Pit204 Ⅳ N-20 -゚W 0.40 0.32 0.28 0.22 0.10 8.63 方形 皿形 レンズ状 2 

62 1 Pit 204 18R-8A8 <Pit203 Ⅳ N-26 -゚W 0.18 （0.12） 0.05 （0.05） 0.06 8.66 円形 皿形 単層 1 

62 1 Pit 205 18R-8A7・8 Ⅳ N-59 -゚W 0.32 0.24 0.06 0.06 0.10 8.62 不整形 皿形 レンズ状 2 

62 1 Pit 206 18R-8A8 Ⅳ N-71 -゚W 0.30 0.19 0.18 0.12 0.06 8.67 円形 階段形 単層 1 

62 1 Pit 207 18R-8A7 Ⅳ N-38 -゚W 0.33 （0.14） 0.12 （0.12） 0.19 8.53 長方形 階段形 レンズ状 2 

64 1 Pit 208 19R-1I17 Ⅳ N-53 -゚W 0.21 0.19 0.07 0.03 0.13 8.79 楕円形 皿形 水平 2 

64 1 Pit 209 19R-1H15 >SD81 中世 Ⅳ N-59 -゚W 0.27 0.18 0.11 0.08 0.31 8.48 長方形 U字形 単層 1 

63 1 Pit 210 18R-10F15 <SD100，>Pit131 Ⅳ N-16 -゚E （0.26） 0.23 （0.23） 0.17 0.08 8.65 楕円形 台形 レンズ状 2 

64 1 Pit 211 19R-1I17 Ⅳ N-24 -゚W 0.28 0.25 0.16 0.13 0.36 8.55 円形 半円形 単層 1 

64 1 Pit 212 19R-1H15 <Pit85，>SD81 中世 Ⅳ N-63 -゚W 0.18 （0.10） 0.10 0.10 0.33 8.54 円形 U字形 レンズ状 2 

63 1 Pit 213 18R-10G25 <SD96 Ⅳ N-28 -゚E 0.20 0.18 0.08 0.06 0.12 8.52 円形 半円形 斜位 2 
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63 1 Pit 214 18R-10G19 Ⅳ N-31 -゚E 0.22 0.18 0.12 0.08 0.13 8.59 楕円形 皿形 − −

62 1 Pit 216 18R-8C17・22 Ⅳ N-71 -゚W 0.22 0.20 0.10 0.04 0.13 8.58 楕円形 皿形 ブロック状 3 

62 1 Pit 218 18Q-8I1 Ⅳ N-90ﾟ 0.20 0.19 0.06 0.06 0.20 8.63 円形 U字形 単層 1 

62 1 Pit 219 18Q-8I1 Ⅳ N-90ﾟ （0.20）（0.19）（0.11）（0.06） 0.13 8.67 円形 U字形 単層 1 

62 1 Pit 220 18Q-8H5 Ⅳ N-90ﾟ 0.23 （0.14） 0.12 0.12 0.09 8.76 楕円形 皿形 レンズ状 2 

62 1 Pit 221 18Q-8H5 Ⅳ N-43 -゚W 0.28 0.25 0.14 0.09 0.30 8.55 円形 皿形 単層 1 

62 1 Pit 222 18Q-8H4 Ⅳ N-22 -゚E 0.50 0.42 0.14 0.14 0.23 8.62 円形 皿形 単層 1 

62 1 Pit 223 18Q-8H4 Ⅳ N-90ﾟ （0.25）（0.08）（0.10）（0.06） 0.21 8.63 円形 U字形 単層 1 

62 1 Pit 224 18Q-8H3・4 >SK225 Ⅳ N-39 -゚W 0.28 0.22 0.09 0.08 0.28 8.58 円形 U字形 単層 1 

62 1 Pit 227 18Q-8H3 Ⅳ N-57 -゚W 0.21 0.20 0.06 0.06 0.14 8.70 円形 U字形 レンズ状 2 

62 1 Pit 228 18Q-8H3 Ⅳ N-71 -゚W 0.30 （0.18） 0.18 （0.14） 0.26 8.60 楕円形 U字形 単層 1 

62 1 Pit 230 18Q-8H2 Ⅳ N-25 -゚W 0.42 0.27 0.08 0.06 0.31 8.53 不整形 皿形 レンズ状 2 

62 1 Pit 231 18Q-8H2 >Pit266 Ⅳ N-12 -゚W 0.21 0.18 0.09 0.06 0.27 8.56 台形 皿形 単層 1 

62 1 Pit 232 18Q-8H2 Ⅳ N-59 -゚W 0.33 0.14 0.20 0.09 0.14 8.69 楕円形 皿形 単層 1 

62 1 Pit 233 18Q-8H2 Ⅳ N-52 -゚W 0.38 0.20 0.08 0.06 0.32 8.50 台形 皿形 レンズ状 2 

62 1 Pit 234 18R-8B18 Ⅳ N-17 -゚E 0.18 （0.12） 0.10 （0.07） 0.09 8.55 円形 箱形 レンズ状 2 

62 1 Pit 235 18Q-8H2 Ⅳ N-30 -゚W 0.42 0.20 0.38 0.08 0.19 8.62 楕円形 皿形 レンズ状 4 

63・68 77 19 1 Pit 238 18R-10G18 >SK237 中世 Ⅲb N-63 -゚W 0.28 （0.14） 0.12 （0.08） 0.35 8.24 円形 U字形 レンズ状 3 

63・68 77 19 1 Pit 239 18R-10G18 >SK237 中世 Ⅲb N-63 -゚W 0.20 （0.13） 0.10 （0.08） 0.15 8.38 円形 U字形 レンズ状 3 

62 1 Pit 240 18Q-8H5 Ⅳ N-0 -゚S 0.19 0.19 0.12 0.08 0.24 8.61 円形 U字形 レンズ状 2 

62 1 Pit 241 18Q-8H5 Ⅳ N-0 -゚S 0.16 0.15 0.08 0.06 0.23 8.62 円形 U字形 レンズ状 2 

62 1 Pit 247 18Q-8H2 >Pit248 Ⅳ N-9 -゚W 0.20 0.18 0.12 0.08 0.14 8.70 円形 箱形 レンズ状 2 

62 1 Pit 248 18Q-8H2 >SK264，<Pit247 Ⅳ N-0 -゚S 0.43 0.26 0.28 0.24 0.31 8.52 不整形 階段形 レンズ状 2 

62 1 Pit 249 18Q-8H2 Ⅳ N-38 -゚E 0.18 0.13 0.08 0.07 0.19 8.61 長方形 台形 レンズ状 2 

62 1 Pit 250 18Q-8H2 >Pit251 Ⅳ N-50 -゚E 0.38 0.22 0.28 0.12 0.16 8.64 長方形 半円形 単層 1 

62 1 Pit 251 18Q-8H2 <Pit250 Ⅳ N-78 -゚W （0.22） 0.21 0.14 0.10 0.31 8.49 不整形 U字形 単層 1 

62・68 21B 1 Pit 252 18Q-8H2 Ⅳ N-90ﾟ 0.28 0.26 0.18 0.17 0.06 8.77 円形 皿形 単層 1 

62 1 Pit 253 18Q-8H1 >SK264 Ⅳ N-40 -゚W 0.19 0.15 0.10 0.08 0.13 8.65 円形 台形 単層 1 

62・69 22 1 Pit 254 18Q-8H1 Ⅳ N-0 -゚S 0.24 0.30 0.11 0.07 0.20 8.58 楕円形 台形 単層 1 

62・69・72 87 26，52A 1 Pit 255 18Q-8H1 中世 Ⅲb N-90ﾟ 0.26 （0.13） 0.12 （0.06） 0.13 8.65 長方形 皿形 レンズ状 2 

62 1 Pit 256 18Q-8H1 >Pit257 Ⅳ N-73 -゚E 0.34 0.29 0.20 0.18 0.26 8.53 長方形 台形 水平レンズ 3 

62 1 Pit 257 18Q-8H1 <河243，Pit256 Ⅳ N-73 -゚W （0.39） 0.29 0.08 0.07 0.26 8.52 （楕円形） 漏斗形 単層 1 

62 1 Pit 258 18Q-8H3 Ⅳ N-77 -゚E 0.18 0.18 0.11 0.09 0.06 8.77 円形 皿形 単層 1 

63 1 Pit 260 18R-9E19・24 >SD122 中世 Ⅳ N-52 -゚W 0.32 0.31 0.19 0.18 0.33 8.01 円形 台形 − −

62 1 Pit 262 18Q-8H2 <Pit276 Ⅳ N-86 -゚W 0.30 − 0.08 0.04 0.44 8.39 長方形 U字形 レンズ状 2 

62 1 Pit 266 18Q-8H2 <Pit231 Ⅳ N-10 -゚W 0.21 0.10 0.08 0.04 0.24 8.58 長方形 階段形 − −

63 1 Pit 267 18R-9E13 >SD154，Pit268 Ⅳ N-90ﾟ 0.29 （0.28） 0.10 0.09 0.20 8.34 楕円形 階段形 − −

63 1 Pit 268 18R-9E13 <Pit267，>SD154 Ⅳ N-84 -゚W 0.40 0.30 0.24 0.12 0.21 8.33 楕円形 半円形 単層 1 

63 1 Pit 269 18R-10F15 Ⅳ N-48 -゚E 0.24 0.20 0.08 0.06 0.16 8.55 円形 階段形 レンズ状 3 

62・72 86 49 1 Pit 271 18Q-8H3 <SD226 Ⅳ N-7 -゚W （0.16） 0.12 0.05 0.04 0.18 8.58 円形 U字形 単層 1 

62 1 Pit 272 18Q-8H2 Ⅳ N-90ﾟ 0.26 0.16 0.12 0.10 0.24 8.58 円形 台形 − −

63 1 Pit 273 18R-9E24 >SD122 中世 Ⅳ N-34 -゚W 0.26 0.22 0.16 0.14 0.13 8.26 台形 皿形 単層 1 

63 1 Pit 274 18R-9E25 >SD122，<Pit148 中世 Ⅳ N-53 -゚W 0.29 0.20 0.15 0.08 0.21 8.28 長方形 台形 単層 1 

62 1 Pit 275 18Q-8H3 <SD226 Ⅳ N-10 -゚W （0.18） 0.18 （0.10）（0.08） 0.24 8.51 楕円形 U字形 レンズ状 2 

62 1 Pit 276 18Q-8H2 >Pit262 Ⅳ N-77 -゚W 0.23 − 0.07 0.06 0.37 8.46 楕円形 U字形 − −

62・69 78 23 1 Pit 279 18Q-8H1 <SK278 Ⅳ N-37 -゚W 0.22 0.18 0.18 0.12 0.24 8.42 楕円形 箱形 レンズ状 2 

62・69 78 23 1 Pit 280 18Q-8H1 <SK278 Ⅳ N-90ﾟ 0.26 0.24 0.12 0.11 0.18 8.46 円形 台形 レンズ状 2 

62 1 Pit 281 18Q-8H1 Ⅳ N-90ﾟ 0.20 （0.08） 0.10 （0.03） 0.16 8.33 円形 箱形 レンズ状 2 

62 1 Pit 282 18Q-8H3 >SK229 Ⅳ N-85 -゚E 0.30 （0.11） 0.22 （0.10） 0.31 8.51 楕円形 皿形 レンズ状 2 

62・68 78 21A 1 Pit 283 18Q-8H1 <SK278 Ⅳ N-30 -゚W （0.22） 0.20 0.06 0.04 0.21 8.51 楕円形 U字形 単層 1 

63 1 Pit 284 18R-10G17 >SD100 中世 Ⅳ N-57 -゚W 0.38 0.28 0.20 0.12 0.36 8.36 楕円形 箱形 − −

62・66・68・72 87
2，21A，
52A・B

1 河 243
18Q-7F23〜25，18Q-8F4・
5，18Q-7G21，18Q-8G1〜
5，18Q-8H1

>SX242，<SE244，河261
近世
以降

Ⅱb N-7 -゚W （1.58） 15.95 （1.58） 11.65 0.98 7.95 − 皿形 水平 9 有 172
土師器/無台椀・鍋、近世以降陶磁器、粘土塊、石/
砥石・磨石・礫

62・66・72 87 2，52A 1 河 245
18Q-7F24・25，18Q-8F4・
5，18Q-8G1〜4

<SE244，河243
近世
以降

Ⅱb N-0 -゚S （1.05） 7.25 （1.05） 5.65 0.96 7.50 − 皿形 レンズ状 14 有 151 土師器/無台椀、鍛冶/鉄滓

62・69・72 87 27，52B 1 河 261 18Q-7F22〜24 >河243
近世
以降

Ⅱ N-35 -゚E （1.28）（8.82）（1.28）（7.00） 1.01 7.89 − − 水平 11 有 土師器/長甕、珠洲焼/片口鉢
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74・82 89 1 2 SE 7 19R-6C22，7C1・2 >Pit17 中世 Ⅳ N-30 -゚E （1.45） 1.73 （1.29） 0.95 1.12 7.94 楕円形 U字形 水平 3 有 175 土師器/無台椀、石/磨石・礫

74・76・82 89・90 2 2 SE 61 19R-8C19・20・24・25 <SD32 中世 Ⅳ N-30 -゚E 0.80 0.55 （0.50）（0.36） 0.58 8.49 楕円形 台形 水平 2 

74・76・82 90 3 2 SE 96 19R-9E2・6・7 中世 Ⅳ N-8 -゚E 0.96 0.85 0.55 0.49 1.06 8.02 楕円形 U字形 レンズ状 5 有 180 土師器/無台椀、石/台石

76・78・82 90 4 2 SE 98 19R-9E7・8 中世 Ⅳ N-44 -゚W 1.00 （0.40） 0.59 （0.35） 0.75 8.44 楕円形 台形 水平 4 

76・78・82 90 5 2 SE 151 19R-9D14・15・19・20 >SD2050 中世 Ⅳ N-75 -゚W 1.60 0.67 0.67 0.32 0.95 8.17 円形 U字形 レンズ状 4 有 174 石/砥石・礫

78・83・111 90・91 6，170d 2 SE 725 19R-10E14 >SD2078・2079，Pit720 中世 Ⅳ N-31 -゚E 1.56 1.19 1.11 0.84 0.53 8.57 長方形 台形
水平−
レンズ

5 有
151・181・
183

青磁/椀、石/軽石製石製品、金属/釘・鎌

78・83・89 88・91 E，7，22 2 SE 756 19R-10F1・2・6・7
>SE1541，SD760・2088，
<Pit757・758

中世 Ⅳ N-18 -゚W 2.44 2.17 2.19 2.02 0.93 8.12 円形 袋形 水平 6 有
151・177・
181

須恵器/無台杯、中世土師器/皿、石/台石・軽石製石
製品

78・83・94 91 8A，59 2 SE 791
20R-1E10・15，20R-1F6・7・
11・12

>SE794，SD2089・2090，
Pit1534・1559，<SK792・
793，Pit795・796・797

中世 Ⅳ N-74 -゚W 1.83 1.48 0.75 0.62 0.83 8.23 長方形 台形 レンズ状 6 有 151・177
土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/有台杯、
石/台石・礫・焼礫

78・83 91 8A・B 2 SE 794 20R-1F7・12
>SK798，SD2089，Pit1498，
<SE791

中世 Ⅳ N-42 -゚W 1.65 1.45 0.70 （0.51） 1.15 7.89 楕円形 台形 レンズ状 7 有 151・175
土師器/無台椀・長甕・鍋、中世土師器/皿、石/磨石・
焼礫、不明金属製品、鍛冶/鉄滓

78・84 92 9 2 SE 802 20R-1F3 >Pit1470 中世 Ⅳ N-90ﾟ 1.12 1.06 0.53 0.43 0.82 8.26 円形 U字形 レンズ状 5 有 151 土師器/長甕、須恵器/壺蓋、中世土師器/皿

78・84 92 10 2 SE 810 20R-1F8・13 <Pit809 中世 Ⅳ N-16 -゚E 1.32 1.18 0.79 0.58 1.25 7.82 円形 U字形 水平 5 有 151 土師器/無台椀・小甕、須恵器/杯蓋・長頸瓶、石/礫

78・80・84 92 11 2 SE 811 20R-1F11・12・16・17
>SK812，SD2089・2090，
Pit1545・1546・1547

中世 Ⅳ N-44 -゚E 1.61 1.55 0.69 0.67 1.10 7.99 方形 漏斗形
水平−
レンズ

5 有 175 土師器/無台椀、石/磨石・焼礫

78・80・84・112 92 12，172c 2 SE 827 20R-1F17 中世 Ⅳ N-60 -゚W 0.79 0.72 0.52 0.47 0.55 8.50 円形 台形 レンズ状 3 

80・85 93 13 2 SE 837 20R-1E15・20 >SD2121，Pit838 中世 Ⅳ N-21 -゚E 1.84 1.43 0.86 0.69 1.24 7.84 楕円形 U字形 水平 5 有
175・176・
179

土師器/無台椀・長甕、石/磨石・敲石・台石・焼礫・
礫、鍛冶/鉄滓

78・80・85 93 14 2 SE 844 20R-1F20・25 >SD2126，Pit884 中世 Ⅳ N-24 -゚W 1.32 1.28 0.69 0.67 0.86 8.24 円形 台形 ブロック状 5 有 177・183 石/台石・礫、金属/釘ほか、鍛冶/鉄滓

80・85 93 15 2 SE 845 20R-1G22・23，20R-2G2・3 >Pit917・1533 中世 Ⅳ N-55 -゚E 1.38 1.29 0.71 0.66 1.34 7.80 楕円形 U字形 レンズ状 4 有
151・174・
184

土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯、中世
土師器/皿、石/砥石、鍛冶/鉄滓

80・85・111 93 16，171f 2 SE 1086 20R-2E15 中世 Ⅳ N-89 -゚E 0.87 0.82 0.46 0.37 0.75 8.30 方形 台形
水平−
レンズ

4 

80・86・87・111 94
17A・a・b，
171d

2 SE 1139 20R-2E19・20
>Pit1140，<SK1138，
Pit1142・1568

中世 Ⅳ N-62 -゚E 1.96 0.96 0.93 0.75 1.32 7.72 不整形 U字形 水平 4 有
151・175・
177・185
〜 189

土師器/無台椀、須恵器/無台杯、中世土師器/皿、土
製品、石/磨石・台石・礫、木製品/折敷底板・枡部材・
柄振・田下駄・曲物・材

80・88 94 18 2 SE 1210 20R-3E5・10 <Pit1213 中世 Ⅳ N-86 -゚E 1.41 1.37 0.78 0.70 1.18 7.89 円形 U字形 水平 6 有
174・183・
184・189

土師器/長甕・小甕、石/砥石・礫、金属/刀子ほか、
鍛冶/鉄滓、木製品/材

80・88 95 19 2 SE 1211 20R-3E5 >SK1212，Pit1564 中世 Ⅳ N-36 -゚E 1.33 1.15 0.62 0.35 1.23 7.90 円形 U字形
水平−
レンズ

6 

80・88 95 20 2 SE 1231 20R-3E8・9 >SD1201 中世 Ⅳ N-5 -゚W 1.87 1.73 1.00 0.71 1.21 7.86 円形 台形 レンズ状 4 有 175・176 石/磨石・敲石・礫

78・88 95 21 2 SE 1371 19R-10F25 >SK808，SD807 中世 Ⅳ N-7 -゚E 1.27 1.17 0.71 0.69 1.08 7.85 楕円形 U字形 水平 2 有 土師器/無台椀、須恵器/無台杯

78・89 88・95 E，22 2 SE 1541 19R-10F7 >SD2088，Pit759，<SE756 中世 Ⅳa N-14 -゚W （1.53）（1.15）（1.11）（0.60） 0.71 8.32 楕円形 箱形 水平 5 

80・89・108 95 23 2 SE 1722 20R-3E19・20・24 >SN1014，<Pit1717 中世 Ⅳb N-46 -゚E 1.98 （0.75） 1.72 （0.06） 1.15 8.34 楕円形 台形 レンズ状 6 有 174 粘土塊、石/砥石・焼礫

74・90 96 24 2 SK 4 19R-6C21・22，19R-7C1・2 中世 Ⅳ N-27 -゚E （2.21） 1.29 （1.82） 0.78 0.20 8.78 不整形 皿形 レンズ状 2 有 152
土師器/無台椀、珠洲焼/甕・片口鉢、瀬戸・美濃焼/
天目椀、石/礫

74・75・90 96 25 2 SK 5 19R-8A14・19・20
>SD2026・2027・2028，
Pit195・197，<Pit250

中世 Ⅳ N-39 -゚E 1.72 1.32 1.12 0.75 0.27 8.72 楕円形 皿形 レンズ状 3 有
152・177・
178・183・
184

須恵器/甕・長頸瓶、珠洲焼/片口鉢、石/台石・礫、
金属/刀子ほか、鍛冶/鉄滓

74・75・76・90・
96

96 26 2 SK 8
19R-8B20・25，19R-8C16・
17・21・22

>SK2164 古代 Ⅳ N-42 -゚W 3.75 3.13 3.36 2.52 0.39 8.71 楕円形 皿形 レンズ状 5 有
152・153・
178・183

土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・
有台杯・長頸瓶・甕・横瓶、粘土塊、石/台石・礫、
金属/刀子、鍛冶/鉄滓

74・76・90 96 27 2 SK 29 19R-8B4 >SK30 Ⅳ N-88 -゚W 0.66 0.45 0.35 0.27 0.27 8.78 不整形 半円形 レンズ状 2 

74・76・90 96 27 2 SK 30 19R-8B4 <SK29 Ⅳ N-9 -゚W （0.67） 0.67 （0.55） 0.35 0.30 8.73 楕円形 箱形 レンズ状 2 

74・76・90 97 28 2 SK 34 19R-7C25，19R-8C5 Ⅳ N-50 -゚W 0.85 0.60 0.18 0.16 0.19 8.85 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

74・76・90 97 29 2 SK 35 19R-8D1・2 >Pit36 Ⅳ N-82 -゚E 1.00 0.45 0.59 0.17 0.31 8.78 不整形 半円形 レンズ状 2 

74・76・91 97 30 2 SK 52 19R-9C2 Ⅳ N-56 -゚W 0.69 0.53 0.56 0.30 0.16 8.92 楕円形 台形 レンズ状 2 有 土師器/小甕

74・76・91 97 31 2 SK 62 19R-8C23・24 <SD32 Ⅳ N-29 -゚E 0.98 （0.69） 0.80 （0.62） 0.04 9.05 方形 皿形 単層 1 

76・91 98 32 2 SK 77 19R-9C5・10 <SD33 Ⅳ N-22 -゚E 0.92 0.43 （0.43） 0.23 0.38 8.69 不整形 V字形 レンズ状 3 

74・76・91 98 33 2 SK 85 19R-9D3・8 Ⅳ N-58 -゚W 0.78 0.52 0.65 0.40 0.15 8.95 楕円形 皿形 水平 2 

76・78・91 98 34 2 SK 126 19R-9E16 <Pit125 Ⅳ N-57 -゚W 0.99 0.62 0.72 0.36 0.21 8.90 楕円形 皿形 レンズ状 2 

76・78・91 98 35 2 SK 137 19R-9D25 >Pit136，<SK138 Ⅳ N-64 -゚W （0.59） 0.45 （0.46） 0.18 0.16 8.98 楕円形 皿形 単層 1 

76・78・91 98 35 2 SK 138 19R-9D25，19R-9E21 >SK137 Ⅳ N-44 -゚W 0.53 0.36 0.34 0.17 0.14 9.01 楕円形 皿形 レンズ状 2 

76・91 99 36 2 SK 139 19R-9C14・19 >Pit140 Ⅳ N-54 -゚W 0.85 0.73 0.52 0.46 0.13 8.92 不整形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

76・91 99 37 2 SK 142 19R-9C20 <Pit141 Ⅳ N-28 -゚E 0.75 0.43 0.52 0.32 0.18 8.91 楕円形 皿形 単層 1 

76・78・91 99 38 2 SK 161 19R-9D17・18・22・23 >SD2047・2048 Ⅳ N-3 -゚E 2.05 2.01 1.54 1.53 0.41 8.71 円形 台形 レンズ状 4 

76・78・91 99 39 2 SK 166 19R-10D2・3・7・8 >SD2050，Pit349 Ⅳ N-55 -゚E 1.70 0.80 1.35 0.44 0.20 8.91 楕円形 皿形 レンズ状 2 

76・78・92 100 40 2 SK 168 19R-10D3・4 >SD2048・2050，<Pit167 Ⅳ N-55 -゚E 1.63 1.01 1.17 0.55 0.28 8.84 不整形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕
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75・76・92 100 41 2 SK 235 19R-9B25，19R-9C21 >Pit234 Ⅳ N-54 -゚E 0.72 0.40 0.56 0.14 0.15 8.86 楕円形 皿形 レンズ状 2 

75・76・92 100 42 2 SK 247 19R-9B12・13 >SD2001，Pit246・248 Ⅳ N-20 -゚E 0.80 0.79 0.33 0.23 0.42 8.60 不整形 台形 レンズ状 3 有 鍛冶/鉄滓

78・92 100 43 2 SK 367 19R-10C20 >Pit368・369 Ⅳ N-40 -゚E 0.77 0.77 0.47 0.37 0.17 8.87 円形 皿形 レンズ状 2 

75・77・92・109 101 44 2 SK 395 19R-10B21 <SD376 Ⅳ N-67 -゚W 0.87 （0.26） 0.56 （0.18） 0.15 8.73 − 皿形 レンズ状 2 

77・92 101 45 2 SK 410 20R-1B4・9 >SD254，<Pit411・510 中世 Ⅳ N-68 -゚W 1.42 1.05 0.86 0.57 0.27 8.67 不整形 皿形 レンズ状 2 

76・78・92・111 101 46，170a 2 SK 671 19R-9E21，19R-10E1 >Pit670，<Pit672 Ⅳ N-60 -゚W （0.72） 0.44 0.55 0.21 0.18 8.96 楕円形 皿形 単層 1 

77・79・92 101 47 2 SK 673 20R-2A4 >SD32・33，Pit1194 中世 Ⅳ N-60 -゚W 1.87 1.38 1.43 0.98 0.25 8.57 長方形 皿形 レンズ状 4 有 土師器/長甕

76・78・93・111 102 48，170a 2 SK 674 19R-10E1・2 Ⅳ N-55 -゚W 0.75 0.47 0.41 0.28 0.18 8.95 不整形 半円形 レンズ状 2 

76・78・93 102 49 2 SK 696 19R-9E19・24・25 >Pit693 Ⅳ N-65 -゚W 2.31 1.53 2.04 1.22 0.20 8.73 長方形 皿形 単層 1 

76・78・93・111
102・
136

50，170a 2 SK 701 19R-10E8 >SK702，SD2078 中世 Ⅳ N-57 -゚W 0.92 0.45 0.64 0.22 0.25 8.90 楕円形 皿形 レンズ状 2 SB2170

76・78・93・111 102 51，170a 2 SK 702 19R-10E4・8・9
>SD2078，Pit705，<SK701・
782，Pit706・707・708

Ⅳ N-34 -゚E （1.49） 1.60 （1.31） 1.19 0.21 8.93 長方形 皿形 水平 2 

77・93 103 52 2 SK 704 20R-1A9・14 >SD647 中世 Ⅳ N-49 -゚W 0.65 0.64 0.50 0.43 0.10 8.70 方形 皿形 単層 1 

76・78・93 103 53 2 SK 710 19R-10E1・6 >SD2059・2083，<Pit711 Ⅳ N-6 -゚E 0.81 0.73 0.62 0.59 0.15 8.97 円形 皿形 単層 1 

78・93 103 54 2 SK 744 19R-10E24 >SD2080・2081，<Pit740 Ⅳ N-64 -゚E 0.73 0.45 0.59 0.15 0.17 8.95 楕円形 台形 レンズ状 2 

78・93 103 55 2 SK 745 19R-10E19・24 >SD2081，Pit746 Ⅳ N-17 -゚E 0.66 0.49 0.51 0.33 0.16 8.94 不整形 皿形 レンズ状 2 

78・94 104 56 2 SK 768 19R-10E20・25 >Pit1485 Ⅳ N-15 -゚E 1.00 0.68 0.63 0.35 0.34 8.78 楕円形 台形 レンズ状 4 

78・94 104 57 2 SK 770 19R-10E25，19R-10F21 Ⅳ N-46 -゚W 0.97 0.84 0.68 0.41 0.30 8.80 方形 半円形 レンズ状 2 有 176 石/敲石・礫、鍛冶/鉄滓

76・78・93・119 104 51 2 SK 782 19R-10E8・9・13・14
>SK702，SD2078・2079，
<SK784，Pit1341

中世 Ⅳ N-8 -゚W 1.78 1.47 1.25 1.06 0.38 8.74 不整形 台形 レンズ状 3 有 153・181 土師器/長甕、珠洲焼/片口鉢、石/剥片

76・78・93・94 104 51，58 2 SK 784 19R-10E13 >SK782，SD2079，Pit2064 中世 Ⅳ N-1 -゚E 0.73 0.59 0.56 0.37 0.15 8.96 楕円形 皿形 水平 2 

78・94 105 59 2 SK 792 20R-1F6・7
>SE791，SK793，<Pit1516・
1517

中世 Ⅳ N-56 -゚E 1.34 1.03 0.79 0.64 0.18 8.89 不整形 皿形 単層 1 有 土師器/長甕

78・94 105 59 2 SK 793 20R-1F6・7
>SE791，<SK792，Pit1516・
1517

中世 Ⅳ N-89 -゚W （1.05） 1.02 （0.83） 0.70 0.14 8.92 楕円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕・鍋、石/礫、鍛冶/鉄滓

78・83・107 105 8A・B，166 2 SK 798 20R-1F12・13 <SE794 Ⅳ N-42 -゚W （0.70） 1.05 （0.37） 0.49 0.41 8.63 楕円形 台形 レンズ状 3 有 土師器/長甕・小甕

78・94 105 60 2 SK 808 20R-1F5 >SD807，<SE1371 中世 Ⅳ N-77 -゚W 1.22 0.75 1.04 0.56 0.09 9.06 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78・80・84 92 11 2 SK 812 20R-1F16・17
>SD2089・2090，Pit1547，
<SE811

Ⅳ N-66 -゚E 1.47 （0.90） 1.29 （0.87） 0.17 8.93 方形 皿形 単層 1 

80・94 106 61，62 2 SK 992 20R-2F18・19・23・24
>SK1007，Pit1003・1004・
1005，<SK993

中世 Ⅳ N-78 -゚W （1.17） 0.80 （1.10） 0.45 0.14 8.97 不整形 皿形 レンズ状 2 有 183・184 金属/釘

80・94 106 62 2 SK 993 20R-2F18・19
>SK992，SD1538・2126，
Pit1544

Ⅳ N-12 -゚W 0.75 0.72 0.55 0.55 0.18 8.94 方形 皿形 水平 2 

80・94 106 61 2 SK 1007 20R-2F19 <SK992 Ⅳ N-0 -゚S 0.65 （0.30） 0.42 （0.22） 0.27 8.83 − 台形 レンズ状 2 

80・94 106 63 2 SK 1016 20R-2F7・8 <Pit1496 Ⅳ N-10 -゚W 1.19 1.15 0.77 0.64 0.25 8.85 円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

80・95
106・
107

64 2 SK 1065 20R-2E8・13 <Pit1064 Ⅳ N-50 -゚E 0.79 0.60 0.47 0.23 0.17 8.87 楕円形 皿形 単層 1 

80・95 107 65 2 SK 1072 20R-2E13・18 Ⅳ N-15 -゚E 1.00 0.67 0.48 0.35 0.33 8.71 楕円形 皿形 水平 3 

80・95 107 66 2 SK 1112 20R-3F3 Ⅳa N-45 -゚E 0.86 （0.20） 0.46 （0.14） 0.13 9.04 − 皿形 レンズ状 2 

80・86・87・111 94
17A・b，
171d

2 SK 1138 20R-2E20・25 >SE1139，Pit1137・1567 中世 Ⅳ N-0 -゚S 0.77 0.75 0.48 0.31 0.13 8.92 楕円形 皿形 単層 1 

80・88 107 19 2 SK 1212 20R-3E5，20R-3F1 <SE1211，Pit1213・1564 Ⅳ N-0 -゚S 0.87 （0.60） 0.55 （0.50） 0.20 8.90 方形 皿形 レンズ状 2 有 184 不明金属製品

79・95
107・
108

67 2 SK 1253
20R-2B18・22・23・24，
20R-3B3

<Pit1881 古代 Ⅳ N-47 -゚E 2.68 2.25 2.24 1.85 0.26 8.69 不整形 皿形 水平 3 有 153・154 土師器/無台椀・長甕

78・95 108 68 2 SK 1362 19R-10D24 >SX1361，<Pit1562 中世 Ⅳ N-0 -゚S 0.75 0.45 0.19 0.17 0.16 8.91 楕円形 台形 レンズ状 2 

78・95 108 69 2 SK 1703 20R-1E2 >Pit1704 Ⅳ N-40 -゚E （0.70） 0.53 0.28 0.28 0.28 8.80 楕円形 半円形 レンズ状 3 

78・95 108 70 2 SK 1707 19R-10E16・21 >SK1708 Ⅳ N-15 -゚E 1.40 1.20 1.09 0.65 0.19 8.91 不整形 皿形 レンズ状 2 

78・95
108・
109

70 2 SK 1708
19R-10D20・25，
19R-10E16・21

<SK1707 Ⅳ N-56 -゚E （1.07） 1.05 （0.97） 0.79 0.13 7.93 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78・95 109 71 2 SK 1733 19R-10D17・18 >SD1735・1360，<SK1734 中世 Ⅳ N-35 -゚E 1.12 0.60 0.55 0.36 0.18 8.87 不整形 皿形 レンズ状 2 

78・96 109 72 2 SK 1734 19R-10D17・18 >SK1733，SD323・1735 中世 Ⅳ N-74 -゚E 1.00 0.93 0.60 0.53 0.18 8.90 円形 皿形 水平 2 

79・96 109 73 2 SK 1932 20R-3B9
>SD2095・2096，<SD1261，
Pit1775

Ⅳ N-69 -゚W 1.53 （0.79） 1.26 （0.71） 0.08 8.88 − 皿形 単層 1 

77・79・96
109・
110

74 2 SK 2148 20R-2B2・3・7・8
>SD2093・2094・2154，
<Pit2149・2150

Ⅳ N-70 -゚E 1.96 1.31 1.59 0.88 0.20 8.69 不整形 皿形 単層 1 

74・75・76・96 110 75 2 SK 2164 19R-8B20・25 <SK8 古代 Ⅳ N-11 -゚W 1.18 （0.40） 0.76 （0.31） 0.14 8.90 − 台形 単層 1 

75・77・96 110 76 2 SX 253 19R-10B25，20R-1B5 >SD254，Pit257，<Pit620 中世 Ⅳ N-18 -゚E 1.19 0.48 0.71 0.25 0.13 8.83 不整形 皿形 単層 1 

75・77・96 110 77 2 SX 263 19R-10B25 <SD254・507 Ⅳ N-50 -゚W （0.67） 0.24 0.44 0.09 0.24 8.73 不整形 U字形 レンズ状 2 

75・77・96
110・
111

78 2 SX 656 19R-10A17・18・22・23 Ⅳ N-25 -゚E 2.26 2.11 1.98 1.94 0.25 8.58 不整形 皿形 水平 2 
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77・97・101 111 79A・B 2 SX 951 20R-1B6〜8・11〜14

>SD32・33・254，<Pit501・
512・513・659・660・661・
662・663・664・738・1239・
1243・1244・1245

中世 Ⅳ N-68 -゚W 4.78 2.90 4.55 2.69 0.29 8.60 不整形 皿形 レンズ状 3 

79・98 111 80A・B 2 SX 1260 20R-2C14・18・19 Ⅳ N-55 -゚W 2.20 1.52 2.00 1.35 0.27 8.67 長方形 台形 レンズ状 3 有 183 石/礫、金属/刀子

78・98 112 81 2 SX 1361 19R-10D19・24
>SD1359，<SK1362，
SD1360，Pit1562

中世 Ⅳ N-27 -゚E 1.07 0.75 0.75 0.36 0.15 8.90 不整形 皿形 レンズ状 2 

77・79・98 112 82 2 SX 1880 20R-2B12〜14・17・18

>SD2093・2094・2095，
<Pit1786・1788 1793・
1794・1795・1796・1797・
1798・1799・1800・1801・
1802・1803・1804・1844・
1845・1846・1879

古代 Ⅳ N-55 -゚E 4.42 2.10 3.80 1.67 0.24 8.88 楕円形 皿形 水平 2 有 154 土師器/無台椀

78・99 112 83A・B 2 SX 2165
19R-10C19・20・24・25，
20R-1C4・5

Ⅳ N-2 -゚E 3.80 2.53 3.50 2.01 0.34 8.62 楕円形 皿形 水平 2 

74・75・76・77・
99・110

113・
136

84A・B・C，
168a・b

2 SD 1

19R-7C14・17〜25，19R-
8A20・23〜25，19R-8B4・
5・8〜23，19R-8C1〜4・6〜
8・11，19R-9A2〜14・16〜
18・21・22，19R-9B1・2・6，
19Q-9J14・15・18〜20・22
〜25，19Q-10I5・9・10・14・
15・20，19Q-10J1〜9・11〜
13・16

>SD3・6・1993・1995・
1996・2002・2003・2005・
2006・2008・2010・2012・
2013・2014・2015・2016・
2017・2018・2022・2023・
2024・2025・2026・2027・
2028・2029・2030・2031・
2032・2033・2034・2035・
2036・2037・2038・2039・
2040・2041，<Pit205・206・
210

近世
以降

Ⅱa N-60 -゚E （51.40） 4.94 （51.40） 3.80 0.87 8.08 − 皿形 水平 4 有
154・174・
175・183・
184

土師器/無台椀・長甕・小甕、須恵器/無台杯・甕、
珠洲焼/片口鉢、青磁/椀、近世以降陶磁器、粘土塊、
石/砥石・石硯・磨石・軽石製石製品・礫、金属/釘、
鍛冶/鉄滓

74・100 113 85A・B・C 2 SD 3
19R-7B9・10・15，19R-
7C6・11・12・13・17・18

<SD1 中世 Ⅲc N-63 -゚W （8.20） 1.15 （8.20） 0.49 0.28 8.77 − 皿形 レンズ状 4 有 石/礫、鍛冶/鉄滓

74・75・76・
100・101

114 86A・B 2 SD 6
19R-8B22・23，19R-9B3・
4・5，19R-9C1・6・7

<Pit350，>SD1984・1985・
1993・1994，Pit354

中世 Ⅳ N-70 -゚W （10.50） 0.56 （10.40） 0.33 0.15 8.94 − 半円形 レンズ状 2 有 土師器/長甕・小甕、粘土塊、石/礫、鍛冶/炉壁

74・75・76・77・
79・82・91・92・
97・100・101・
109

89・97・
101・
111・
114・
115・
116

2，31，47，
79A，87A・
B・C・d，
98B，167a・
b

2 SD 32

19R-8C15・19・20・23・
24，19R-8D6・7・11・12，
19R-9B25，19R-9C3・4・
7・8・12・13・16・17・21・
22，19R-10B4・5・9・10・
13・14・17・18・22・23，
19R-10C1，20R-1A5・10・
15・19・20・23〜25，20R-
1B1・2・6・7・11・16，20R-
2A3・4・8・12・13

>SE61，SK62，SD233，
Pit56・57・59・66・236・
238・239・245・615・625・
1185・1952，<SK673，
SX951，SD376・443・647，
Pit58・63・387・388・398・
506・511・523・525・527・
528・529・531・578・609・
611・631・635・636・640・
641・752・785・888・889・
890・891・892・893・1090・
1190・1240

中世 Ⅳ N-35 -゚E （50.60） 3.00 （50.55） 0.40 0.57 8.47 − 台形 レンズ状 4 有
154・174・
175・177・
184

土師器/無台椀・長甕・鍋、須恵器/杯蓋・長頸瓶・甕、
近世陶磁器、土製品、粘土塊、石/砥石・砥石+敲石・
磨石・台石・焼礫・礫、不明金属製品、鍛治/炉壁・
鉄滓

74・75・76・77・
78・79・91・97・
100・101

98・
111・
114・
115・
116

J，32，47，
79A・B，
88A・B・C・
D・E・F・G・
H

2 SD 33

19R-8C20・25，19R-8D12・
16・17・21，19R-9C4・5・
9・10・13・14・17〜19・22・
23，19R-10B15・19・20・23
〜25，19R-10C1・2・3・6・
7・11・16，20R-1A25，20R-
1B3・4・7・8・11・12・16・
17・21，20R-2A4・5・9・10・
13〜15・18・19，20R-2B1

>SK77，SD55・254・334・
507・647，SD2042，SN333，
Pit70・72・74・81・228・
252・309・310・352・533・
536・604・658・1944，
<SK673，SX951，SD647，
Pit73・79・82・353・359・
406・408・409・481・482・
509・514・644・665・1059・
1091・1092・1191・1192・
1193・1194・1236・1245・
1246・1247・1248・1249・
1934

中世 Ⅳ N-32 -゚E （50.90） 2.40 （50.65） 0.30 0.62 8.48 − 台形 レンズ状 8 有
154・155・
174 〜 177

土師器/無台椀・長甕・小甕・鍋、須恵器/無台杯・
有台杯・長頸瓶、珠洲焼/片口鉢・甕、中世土師器/
皿、粘土塊、石/砥石・磨石・磨石+敲石・敲石・台石・
焼礫・礫、鍛治/鉄滓

74・76・100・
101

114・
115

88A・B 2 SD 55
19R-8C20・25，19R-8D11・
12・16・18

>Pit72・1983，<SD33，
Pit68・69・71

中世 Ⅳ N-31 -゚E （5.70）（0.42）（5.70）（0.32） 0.17 8.78 − 皿形 レンズ状 2 有 石/焼礫

75・77・101・
103・117

116・
119

89，167a・c 2 SD 217
19R-10A10・15，19R-10B6・
11

>SD1996，<Pit444 Ⅳ N-40 -゚E 2.60 0.53 2.30 0.27 0.33 8.34 − 台形 レンズ状 2 

75・76・77・
100・101・102

114・
116

87C，90 2 SD 233
19R-9B20・25，19R-9C16・
21，19R-10B4・5・8・9・12・
13

>SD1988・1989・1990・
1991，Pit231，<SD32・443，
Pit234・360・439・505・
506・521・522

中世 Ⅳ N-35 -゚E （10.50） 1.11 （10.40） 0.69 0.17 8.87 − 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

75・76・77・96・
97・100・101・
102

110・
111・
116・
117

76，79A・B，
88D，91

2 SD 254

19R-10B25，19R-10C3・7・
8・12・13・16・17・21，20R-
1B4・5・8・9・12・13・16・
17・21

>SX263，Pit265・298・477・
751，<SK410，SX253・951，
SD33，Pit257・271・272・
274・275・281・284・287・
288・305・476・632・633・
664・1019・1243

中世 Ⅳ N-36 -゚E （22.10） 0.59 （22.10） 0.45 0.14 8.89 − 皿形 レンズ状 2 有 156 土師器/無台椀
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76・77・78・
101・102・103

117 92A・B・C 2 SD 323
19R-10C8〜10・14・15，
19R-10D11・16・17

>SD2045，Pit1738，
<SK1734，Pit311・312・
319・321

中世 Ⅳ N-65 -゚W （7.70） 0.63 （8.60） 0.30 0.14 8.93 − 半円形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

74・76・100・
101・103・107

114・
117・
135

88A，93A・
B，163

2 SD 334
19R-8D16〜18・23〜25，
19R-9D4・5，19R-9E1・2

>Pit336，<SD33，SN333 中世 Ⅳ N-61 -゚W （9.45） 0.67 （9.45） 0.29 0.33 8.55 − 台形 レンズ状 3 有
156・174・
184

須恵器/無台杯・長頸瓶、粘土塊、石/砥石、鍛治/炉
壁・羽口・鉄滓

74・76・101・
103

117 93B 2 SD 361 19R-8D18・19・24 <SN333 中世 Ⅳ N-47 -゚W （4.10） 0.58 （4.05） 0.28 0.18 8.58 − 皿形 レンズ状 3 

75・77・92・
101・103・109

101・
118・
119

44，94A・B 2 SD 376
19R-10A20・25，
19R-10B16・21・22

>SK395，SD32，Pit621，
<Pit374

中世 Ⅳ N-62 -゚W （6.00） 0.63 5.90 0.36 0.12 8.80 − 皿形 レンズ状 2 有 石/礫

75・77・101・
103・109

118・
119

95 2 SD 430 19R-10A14・15 中世 Ⅳ N-24 -゚E 1.59 0.44 1.18 0.27 0.10 8.80 − 皿形 単層 1 

75・76・77・
101・103・109

118・
119

96A・B・C 2 SD 443 19R-10B1・2・6〜9・13〜15
>SD32・233・1992・2001，
Pit223，<Pit225・359・445・
464

中世 Ⅳ N-64 -゚W 7.60 1.00 7.45 0.52 0.08 8.86 − 皿形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

75・77・101・
103

119 97 2 SD 462 19R-10A24 中世 Ⅳ N-30 -゚E 1.55 0.34 1.29 0.26 0.10 8.79 − 皿形 レンズ状 2 

75・76・77・
100・101・102

115 88D 2 SD 507
19R-9C23，10B15・20・24・
25，19R-10C2・3・6・7・11・
16

>SX263，<SD33，Pit514 中世 Ⅳ N-57 -゚E （12.10）（0.98）（10.90）（0.83） 0.36 8.74 − 台形 水平 3 

77・93・101・
103

103・
119

52，98A・B 2 SD 647
20R-1A2・3・8・9・14・15・
20，20R-1B16

>SD32・33，Pit1089，
<SK704，Pit629・630・651・
652・653・886・987・1011・
1012

中世 Ⅳ N-48 -゚W 8.90 0.75 8.65 0.50 0.10 8.72 − 皿形 単層 1 有 土師器/無台椀

78・103 119 99 2 SD 760 19R-10F6・11・16 <SE756 中世 Ⅳ N-29 -゚W 2.80 0.25 2.75 0.13 0.04 9.05 − 皿形 単層 1 有 石/礫

78・94・104 120
60，100A・
B・C

2 SD 807
19R-10F20・24・25，20R-
1F4・5・8・9・13・14

<SE1371，SK808，Pit1448 中世 Ⅳ N-21 -゚E （6.70） 0.90 （6.60） 0.74 0.10 8.97 − 皿形 レンズ状 2 有 土師器/長甕、石/焼礫、鍛治/鉄滓

80・104 89・120 G，101A・B 2 SD 905 20R-2G3・4 Ⅳa N-75 -゚W （0.75） 0.29 （0.75） 0.19 0.07 8.99 − 皿形 単層 1 

80・104 121 102 2 SD 986 20R-2F14・15 <Pit976 Ⅳ N-87 -゚W （1.30） 0.40 1.25 0.27 0.07 9.06 − 皿形 単層 1 

78・80・104 121
100C，
103A・B・C

2 SD 1000
20R-1F5・10・15・19・20，
20R-1G1

>SD2126，Pit848，
<Pit1474・1475・2166

中世 Ⅳ N-23 -゚W （8.75） 0.70 （8.60） 0.55 0.15 8.95 − 皿形 レンズ状 2 有 156 土師器/長甕

80・104
121・
122

104A・B・C 2 SD 1013 20R-2E18・19・23〜25
>Pit1205，<SD1199・1200，
Pit1540・1198

中世 Ⅳ
N-74 -゚W
N-24 -゚E

（5.65） 0.65 （5.55） 0.48 0.11 8.96 − 皿形 単層 1 有 土師器/無台椀、鍛治/鉄滓

80・104・111・
112

122
H，105A・B・
C，171d

2 SD 1124
20R-2F16・21，20R-3E15・
20，20R-3F1・6・11・16・21

>Pit1127・1214，<Pit1125・
1126・1227・1228

中世 Ⅳa N-9 -゚E （9.10） 0.97 （9.00） 0.71 0.15 8.97 − 皿形 レンズ状 3 有 176 石/敲石

80・104
122・
123

106 2 SD 1199 20R-2E23・24 >SD1013，<Pit1198 中世 Ⅳ N-80 -゚E （0.51） 0.25 （0.37） 0.17 0.09 8.98 − 皿形 レンズ状 2 

80・104
122・
123

104C 2 SD 1200 20R-2E23，20R-3E3 >SD1013・1201，<Pit1198 中世 Ⅳ N-21 -゚E （0.65） 0.25 0.45 0.11 0.15 8.92 − 半円形 レンズ状 2 

80・104・108 123 107A・B 2 SD 1201 20R-2E23，3E3・8・13・18
>SD1013，Pit1220・1640，
<SE1231，SD1200，
SN1014，Pit1221・1561

中世 Ⅳ N-16 -゚E （6.70） 1.13 （6.60） 0.75 0.13 8.90 − 皿形 レンズ状 2 

77・79・104 123 108A・B 2 SD 1233 20R-2B1・2・6 Ⅳ N-40 -゚E 2.12 0.52 1.95 0.17 0.25 8.60 − 台形 レンズ状 3 

79・96・105
116・
124

73，109A・
B・C・D・E

2 SD 1261

20R-2A24・25，20R-3A5，
20R-3B1・2・6〜10・13〜
15，20R-3C11・12・13・16
〜19・23〜25

>SK1932，SD2091・2092・
2093・2094・2095・2096・
2097・2098・2099・2100・
2101・2102・2103・2104・
2144・2147，Pit1754・1815・
1840・1883，<Pit1753・
1755・1756・1757・1758・
1759・1762・1764・1823・
1824・1825・1827・1834・
1835・1836・1839

中世 Ⅳa N-68 -゚W （24.00） 1.36 （24.00） 0.53 0.44 8.50 − 台形 レンズ状 6 有
156・174・
184

土師器/無台椀・長甕・小甕、中世土師器/皿、石/砥
石、鍛治/鉄滓・椀形滓

78・105 124 110A・B 2 SD 1359 19R-10D18・19
>SD1360，<SX1361，
Pit1357

中世 Ⅳ N-72 -゚W 1.90 0.49 1.60 0.18 0.23 8.83 − 半円形 レンズ状 2 

78・105
117・
124

110B 2 SD 1360 19R-10D18・23・24
>SX1361，Pit1358・1730，
<SK1733，SD1359

中世 Ⅳ N-65 -゚W （1.95） 0.47 （1.70） 0.24 0.14 8.91 − 皿形 レンズ状 2 

80・105
124・
125

111 2 SD 1538 20R-2F13・14・18・19
>SD2126，<SK993，Pit994・
996・997

Ⅳ N-22 -゚W （1.40） 0.22 （1.35） 0.15 0.08 9.05 − 皿形 レンズ状 2 有 粘土塊

76・78・95・105
109・
125

71，112 2 SD 1735 19R-10D12・13・17・18 <SK1733，SD1360・1734 Ⅳ N-18 -゚W （2.90） 0.65 （2.80） 0.43 0.14 8.95 − 皿形 レンズ状 2 

74・75・76・105 125 113 2 SD 1984 19R-9C1・6 <SD6 古代 Ⅳ N-1 -゚E 2.00 0.44 1.80 0.30 0.07 8.98 − 皿形 単層 1 

74・75・76・105 125 114 2 SD 1985 19R-9B5・10，9C1・6・11 <SD6 古代 Ⅳ N-6 -゚E 4.30 0.62 4.10 0.51 0.14 8.95 − 皿形 単層 1 

74・75・76・105 125 114 2 SD 1986 19R-9B10・15 古代 Ⅳ N-6 -゚W 2.70 0.52 2.50 0.36 0.12 8.97 − 皿形 単層 1 
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74・75・76・105 125 114 2 SD 1987 19R-9B10・15・20 古代 Ⅳ N-6 -゚W 3.20 0.61 3.00 0.47 0.15 8.94 − 皿形 単層 1 

75・76・105 125 114 2 SD 1988 19R-9B10・15・20・25 <SD233 古代 Ⅳ N-8 -゚W （4.20） 0.56 （4.00） 0.32 0.13 8.93 − 皿形 単層 1 

75・76・105 125 114 2 SD 1989
19R-9B14・15・19・20・24・
25，19R-10B4

<SD233 古代 Ⅳ N-5 -゚W （5.00） 0.55 （4.90） 0.26 0.09 8.96 − 皿形 単層 1 

75・76・77・105
125・
126

115 2 SD 1990
19R-9B14・19・24，
19R-10B4・9

<SD233 古代 Ⅳ N-1 -゚E （6.50） 0.66 （6.30） 0.36 0.14 8.89 − 皿形 単層 1 

75・76・77・105
125・
126

115 2 SD 1991
19R-9B9・13・14・18・19・
23・24，19R-10B3・4・8・9

<SD233 古代 Ⅳ N-3 -゚E （8.70） 0.62 （8.55） 0.33 0.14 8.87 − 皿形 単層 1 

75・76・77・105
125・
126

115 2 SD 1992
19R-9B13・18・23，
19R-10B3・8

<SD443 古代 Ⅳ N-1 -゚W （8.70） 0.87 （8.60） 0.57 0.15 8.85 − 皿形 単層 1 

74・75・76・105 126 116 2 SD 1993
19R-8B19・23・24，19R-
9B4

<SD1・6，Pit354 古代 Ⅳ N-19 -゚W （3.80） 0.78 （3.70） 0.52 0.15 8.95 − 皿形 単層 1 

74・75・76・105 126 117 2 SD 1994 19R-8B23，19R-9B3・8 <SD6 古代 Ⅳ N-21 -゚E 3.70 0.84 3.40 0.64 0.13 8.95 − 皿形 単層 1 

74・75・76・105 126 118 2 SD 1995
19R-9B1・2・7・12・17・22，
19R-10B2

<SD1 古代 Ⅳ N-0 -゚S （9.30） 0.69 （9.20） 0.45 0.14 8.84 − 皿形 単層 1 有 156 土師器/無台椀

74・75・77・105 126 118 2 SD 1996
19R-9B1・6・11・12・16・
17・21，19R-10B1・6

<SD1・217 古代 Ⅳ N-2 -゚W （10.40） 0.76 （10.40） 0.52 0.14 8.84 − 皿形 単層 1 

74・75・77・105 126 118 2 SD 1997
19R-9B6・11・16・21，
19R-10B1

古代 Ⅳ N-1 -゚W 8.40 0.54 8.30 0.34 0.13 8.84 − 皿形 単層 1 

74・75・77・105 126 118 2 SD 1998
19R-9A10・15・20・25，
19R-9B6・11・16・21，19R-
10A5・10，19R-10B1・6

古代 Ⅳ N-2 -゚E 10.40 0.70 10.30 0.49 0.15 8.8 − 皿形 単層 1 有 土師器/長甕、石/礫

75・77・105
126・
127

119 2 SD 1999
19R-9A20・25，19R-10A5・
10・15

<Pit431・1933・1935・1936 古代 Ⅳ N-2 -゚E 9.50 0.76 9.30 0.58 0.13 8.83 − 皿形 単層 1 

75・77・105
126・
127

119 2 SD 2000
19R-9A24・25，19R-10A4・
5・9・10

<Pit1955 古代 Ⅳ N-4 -゚E （4.30） 0.70 （4.00） 0.53 0.13 8.83 − 皿形 単層 1 

75・76・77・106 127 120 2 SD 2001
19R-9B17・18・22・23，
19R-10B2・3・7・8

<SK247，SD443，Pit246 古代 Ⅳ N-3 -゚E （6.45） 0.66 （6.45） 0.39 0.15 8.82 − 皿形 単層 1 

75・77・106 127 121 2 SD 2002
19R-9A13・18・19・23・24，
19R-10A3・4・8・9・13・14

<SD1 古代 Ⅳ N-3 -゚W （8.48） 0.60 （8.35） 0.37 0.15 8.73 − 半円形 単層 1 

75・77・106 127 121 2 SD 2003
19R-9A17・18・23，
19R-10A3・8・13

<SD1，Pit473・1938 古代 Ⅳ N-5 -゚W （8.10） 0.57 （7.90） 0.28 0.14 8.72 − 皿形 単層 1 

75・77・106 127 122 2 SD 2004 19R-9A22，19R-10A2・7 古代 Ⅳ N-0 -゚S （3.60） 0.50 （3.40） 0.32 0.13 8.72 − 皿形 単層 1 

75・77・106 127 122 2 SD 2005
19R-9A17・22，19R-10A2・
7・12

<SD1，Pit485 古代 Ⅳ N-1 -゚E （6.95） 0.53 （6.85） 0.33 0.17 8.68 − 皿形 単層 1 

75・77・106 127 122 2 SD 2006 19R-9A21，19R-10A1 <SD1・2007，Pit84 古代 Ⅳ N-0 -゚S （3.10） 0.67 （3.00） 0.37 0.19 8.65 − 皿形 単層 1 

75・77・106
127・
128

123 2 SD 2007 19R-10A1・6・11・16 >SD2006 古代 Ⅳ N-0 -゚S （5.70） 0.66 （5.40） 0.38 0.14 8.69 − 皿形 単層 1 

75・77・106
127・
128

123 2 SD 2008
19Q-10J5・10・15・20，
19R-10A6・11・16

<SD1，Pit453 古代 Ⅳ N-10 -゚W （5.90） 0.67 （5.80） 0.40 0.15 8.66 − 皿形 単層 1 

75・77・106
127・
128

123 2 SD 2009 19Q-10J5・10・15・20 <Pit520・582 古代 Ⅳ N-3 -゚W 6.40 0.65 6.10 0.43 0.17 8.66 − 皿形 単層 1 

75・77・106
127・
128

123 2 SD 2010
19Q-10J4・9・10・14・15・
19・20・24・25，20Q-1J4・5

<SD1 古代 Ⅳ N-4 -゚W （9.50） 0.67 （9.35） 0.37 0.14 8.68 − 皿形 単層 1 

75・77・106 128 124 2 SD 2011
19Q-10J14・19・24，20Q-
1J4

<Pit519・583 古代 Ⅳ N-5 -゚E 6.30 0.71 6.20 0.53 0.14 8.67 − 皿形 単層 1 

75・77・106 128 124 2 SD 2012
19Q-10J8・9・13・14・18・
19・23・24，20Q-1J3・8

<SD1 古代 Ⅳ N-0 -゚S （10.50） 0.67 （10.50） 0.44 0.13 8.64 − 皿形 単層 1 

75・77・106 128 124 2 SD 2013 19Q-10J8・13・18 <SD1 古代 Ⅳ N-2 -゚W （3.02） 0.45 （2.90） 0.27 0.14 8.63 − 皿形 単層 1 

75・77・106 128 124 2 SD 2014 19Q-10J8・13・18 <SD1 古代 Ⅳ N-2 -゚W （3.00） 0.45 （2.90） 0.29 0.13 8.63 − 皿形 単層 1 

75・77・106 128 124 2 SD 2015 19Q-10J12・13・17・18 <SD1 古代 Ⅳ N-0 -゚S （3.30） 0.54 （3.20） 0.29 0.14 8.60 − 皿形 単層 1 

75・77・106 128 124 2 SD 2016
19Q-10J12・17・22，20Q-
1J3・8

<SD1 古代 Ⅳ N-1 -゚E （7.00） 0.50 （6.90） 0.26 0.10 8.63 − 皿形 単層 1 

75・77・106 128 124 2 SD 2017 19Q-10J11・12・17・22 <SD1 古代 Ⅳ N-0 -゚S （3.00） 0.45 （2.90） 0.27 0.09 8.63 − 皿形 単層 1 

75・77・106 128 125 2 SD 2018 19Q-10I20・25，20Q-1I5 <SD1 古代 Ⅳ N-14 -゚W （2.62） 0.37 （2.60） 0.22 0.10 8.57 − 台形 単層 1 

77・106 128 126 2 SD 2019 19Q-10J21，20Q-1J1 古代 Ⅳ N-0 -゚S 2.10 0.45 2.00 0.29 0.07 8.63 − 台形 単層 1 

77・106 128 126 2 SD 2020
19Q-10J21・22，20Q-1J1・
2・6・7

<Pit515 古代 Ⅳ N-0 -゚S （3.20） 0.44 （3.10） 0.29 0.11 8.63 − 台形 単層 1 

77・106
128・
129

127 2 SD 2021 20Q-1J2・7 古代 Ⅳ N-0 -゚S （3.40） 0.53 （3.20） 0.31 0.11 8.62 − 皿形 単層 1 

74・75・106 129 128 2 SD 2022 19R-8B6・11・16 <SD1，Pit182 古代 Ⅳ N-15 -゚W （2.30） 0.82 （2.10） 0.45 0.11 8.93 − 皿形 単層 1 

74・75・106 129 129 2 SD 2023 19R-8B11・16 <SD1，Pit251 古代 Ⅳ N-16 -゚W （1.00） 0.77 （0.80） 0.43 0.11 8.91 − 皿形 単層 1 
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74・75・106 129 130 2 SD 2024 19R-8A15・20 <SD1，Pit194 古代 Ⅳ N-11 -゚W （2.70） 0.63 （2.45） 0.25 0.07 8.92 − 皿形 単層 1 

74・75・106 129 130 2 SD 2025 19R-8A15・20 <SD1，Pit193・210 古代 Ⅳ N-20 -゚W （3.00） 0.62 （2.90） 0.28 0.11 8.89 − 皿形 単層 1 

74・75・106 129 130 2 SD 2026
19R-8A14・15・19・20・24・
25

<SK5，SD1，Pit195・196・
210

古代 Ⅳ N-10 -゚W （2.50） 0.71 （2.40） 0.48 0.10 8.89 − 皿形 単層 1 

74・75・106 129 130 2 SD 2027 19R-8A19・24 <SK5，Pit195 古代 Ⅳ N-5 -゚W （1.35） 0.41 （1.35） 0.19 0.07 8.90 − 皿形 単層 1 

74・75・106 129 130 2 SD 2028 19R-8A14・19・24
<SK5，SD1，Pit192・197・
207

古代 Ⅳ N-8 -゚W （3.60） 0.61 （3.50） 0.28 0.10 8.89 − 皿形 単層 1 

74・75・106 129 130 2 SD 2029
19R-8A13・14・18・19・23・
24

<SD1，Pit203・204・205・
206

古代 Ⅳ N-2 -゚W （3.20） 0.53 （3.00） 0.27 0.14 8.84 − 皿形 単層 1 

74・75・106 129 130 2 SD 2030 19R-8A18・23，19R-9A3 <SD1 古代 Ⅳ N-4 -゚W （2.75） 0.75 （2.60） 0.48 0.12 8.85 − 皿形 単層 1 

75・106
129・
130

131，134 2 SD 2031 19Q-9J4・9・14・19 <SD1 古代 Ⅳ N-5 -゚W （4.20） 0.73 （4.20） 0.40 0.10 8.65 − 皿形 単層 1 

75・106
129・
130

131，134 2 SD 2032 19Q-9J9・14・19 <SD1 古代 Ⅳ N-5 -゚W （3.90） 0.46 （3.90） 0.20 0.07 8.66 − 皿形 単層 1 

75・106
129・
130

131，134 2 SD 2033 19Q-9J8・9・13・14・18・19 <SD1，Pit357・358 古代 Ⅳ N-1 -゚W （3.90） 0.38 （3.90） 0.33 0.07 8.66 − 皿形 単層 1 

75・106
129・
130

131，134 2 SD 2034 19Q-9J8・13・18 <SD1，Pit357 古代 Ⅳ N-6 -゚W （3.60） 0.70 （3.60） 0.40 0.09 8.61 − 皿形 単層 1 

75・106 130 132，134 2 SD 2035 19Q-9J13・18 <SD1 古代 Ⅳ N-8 -゚W （3.20） 0.60 （3.20） 0.50 0.07 8.71 − 皿形 単層 1 

75・106 130 132，134 2 SD 2036
19Q-9J12・13・17・18・22・
23

<SD1 古代 Ⅳ N-6 -゚W （3.20） 0.70 （3.20） 0.47 0.07 8.61 − 皿形 単層 1 

75・106 130 132，134 2 SD 2037 19Q-9J12・17・22 <SD1 古代 Ⅳ N-7 -゚W （3.40） 0.48 （3.40） 0.25 0.09 8.59 − 皿形 単層 1 

75・106 130 132，134 2 SD 2038 19Q-9J17・22 <SD1 古代 Ⅳ N-5 -゚W （3.20） 0.57 （3.20） 0.32 0.06 8.62 − 皿形 単層 1 

75・106 130 133，134 2 SD 2039 19Q-9J16・21，19Q-10J1 <SD1 古代 Ⅳ N-1 -゚E （3.40） 0.68 （3.40） 0.38 0.14 8.56 − 皿形 単層 1 

75・106 130 133，134 2 SD 2040 19Q-9J16・21，19Q-10J1 <SD1 古代 Ⅳ N-4 -゚E （3.50） 0.49 （3.50） 0.24 0.09 8.59 − 皿形 単層 1 

75・106
130・
131

135 2 SD 2041
19R-8A21・22，19R-9A1・
2・6・7

<SD1 古代 Ⅳ N-13 -゚E （3.95） 0.92 （3.80） 0.44 0.12 8.78 − 皿形 単層 1 

74・76・78・106 131 136 2 SD 2042 19R-8D21，19R-9D1・6・11 <SD33 古代 Ⅳ N-9 -゚W （7.30） 1.15 （7.20） 0.92 0.15 8.94 − 皿形 単層 1 

74・76・78・106 131 137 2 SD 2043 19R-9D7・12・17 <Pit145 古代 Ⅳ N-1 -゚W 2.90 0.73 2.70 0.58 0.13 8.98 − 皿形 単層 1 

76・78・106
131・
132

138 2 SD 2044 19R-9D21，19R-10D1・6 <Pit451 古代 Ⅳ N-6 -゚E 4.20 0.70 4.00 0.50 0.11 8.97 − 皿形 単層 1 

76・78・106
131・
132

138 2 SD 2045
19R-9D16・21，19R-10D1・
2・6・7・11・12・16

<SD323，Pit177・178・180・
1905・1906

古代 Ⅳ N-4 -゚W 9.85 0.68 9.70 0.54 0.14 8.94 − 皿形 単層 1 

76・78・106
131・
132

139 2 SD 2046
19R-9D16・17・21・22，
19R-10D2・7

古代 Ⅳ N-7 -゚W 5.70 0.84 5.40 0.59 0.12 8.98 − 皿形 単層 1 

76・78・106
131・
132

139 2 SD 2047
19R-9D12・13・17・22，
19R-10D2・7

<SK161 古代 Ⅳ N-6 -゚E （7.70） 0.79 （7.55） 0.62 0.13 8.97 − 皿形 単層 1 

76・78・106
131・
132

139，140 2 SD 2048
19R-9D22・23，19R-10D2・
3・8・13

<SK161・168，SD2050，
Pit167・170・171

古代 Ⅳ N-7 -゚W （7.50） 0.69 （7.35） 0.50 0.15 8.93 − 皿形 単層 1 

74・76・78・106
131・
132

140，141 2 SD 2050
19R-9D5・10・14・15・19・
20・23・24，19R-9E1・6，
19R-10D3・4・7・8・12・13

>SD2048，<SE151，SK166・
168，SN333，SK166・168，
Pit91・92・115・148・149・
150・163・164・165・167・
348

中世 Ⅳ N-27 -゚E （15.50） 1.21 （15.40） 0.88 0.15 8.93 − 皿形 単層 1 

77・106 132 142 2 SD 2056
19R-10C13・17・18・22・
23，20R-1C2・3・7・11・12・
16・17

>Pit2051・2052，<Pit277・
429・433・442

古代 Ⅳ N-11 -゚E 11.50 0.94 11.30 0.65 0.11 8.83 − 皿形 単層 1 

77・106 132 142 2 SD 2057
19R-10C22，20R-1C2・6・
7・11・12・16

<Pit432・2054・2055 古代 Ⅳ N-10 -゚E 8.40 0.93 8.20 0.64 0.11 8.84 − 皿形 単層 1 

77・106 132 142 2 SD 2058
19R-10C21・22，20R-1C1・
2・6・11・16

古代 Ⅳ N-9 -゚E 8.95 0.80 8.70 0.60 0.11 8.83 − 皿形 単層 1 

76・78・106
132・
134

143 2 SD 2059 19R-10E1・6・7・11・12・17
<SK710，Pit675・718・726・
727

古代 Ⅳ N-25 -゚W （5.90） 0.97 （5.80） 0.79 0.07 9.02 − 皿形 単層 1 

76・78・106
132・
134

143 2 SD 2060 19R-10D5，19R-10E1・6 古代 Ⅳ N-19 -゚W 3.50 0.38 3.20 0.20 0.09 9.00 − 皿形 単層 1 

76・78・106
132・
134

143 2 SD 2061
19R-9D25，19R-10D5・10，
19R-10E1・6・11・12・16・
17・22

<Pit159・160・676・717・
718・1234・1255

古代 Ⅳ N-27 -゚W 9.50 0.83 9.25 0.69 0.15 8.95 − 半円形 単層 1 

76・78・106 132 143 2 SD 2062 19R-10D5・10，19R-10E6 古代 Ⅳ N-29 -゚W 2.40 0.49 2.20 0.27 0.15 8.94 − 半円形 単層 1 

76・78・106
132・
134

143 2 SD 2078 19R-10E1〜3・8・9・14・15
<SE725，SK674・701・702・
782，Pit683・684・685・
703・707・708・709・1552

古代 Ⅳ N-50 -゚W 7.70 1.40 7.60 1.20 0.11 9.00 − 皿形 単層 1 
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76・78・106
132・
134

143 2 SD 2079
19R-10E1・2・7・8・13・14・
19・20

>SD2080，<SE725，SK674・
782・784，Pit672・720・
748・749・1473・1478

古代 Ⅳ N-47 -゚W （8.60） 0.69 （8.40） 0.41 0.13 8.98 − 皿形 単層 1 

76・78・106
132・
134

144 2 SD 2080
19R-10E7・8・13・18・19・
24

<SK744，SD2079，Pit740・
741・1341・2064・2065

古代 Ⅳ N-31 -゚W （6.40） 0.65 （6.40） 0.38 0.10 8.95 − 皿形 単層 1 

78・106
132・
134

145 2 SD 2081
19R-10E19・24・25，20R-
1E4・5

<SK745，Pit771・772・1471 古代 Ⅳ N-26 -゚W （3.00） 0.71 （2.65） 0.50 0.08 8.99 − 皿形 単層 1 

76・78・106 132 143，144 2 SD 2083
19R-10E1・2・6・7・12・13・
17・18・22・23

>SD2086，Pit736，<SK674・
710，Pit712・713・714・
733・734・783

古代 Ⅳ N-18 -゚W 8.70 0.70 8.60 0.44 0.09 8.96 − 皿形 単層 1 

78・106 132 144 2 SD 2084 19R-10E18・23
<SD2085，Pit731・734・
735・1506・1551

古代 Ⅳ N-1 -゚W （2.40） 0.37 （2.25） 0.25 0.08 8.97 − 皿形 単層 1 

78・80・106 145 2 SD 2085
19R-10E23，20R-1E3・4・
9・14・15・19・20

>SD2084，<Pit779・780・
781・1472・1499・1502・
1964・2074・2075・2076

古代 Ⅳ N-24 -゚W （7.90） 0.79 （7.80） 0.52 0.09 8.97 − 皿形 単層 1 

78・80・106 145 2 SD 2086
19R-10E23，20R-1E3・8・
9・13・14・19

<SD2083，Pit736・787・
788・1500・1501・1692・
1693・1699・2077

古代 Ⅳ N-15 -゚W （7.85） 1.02 （7.80） 0.84 0.12 8.94 − 半円形 単層 1 

78・106
132・
134

146 2 SD 2087
19R-10F12・17・22，20R-
1F2

古代 Ⅳ N-4 -゚W 7.90 0.68 7.70 0.45 0.14 8.92 − 皿形 単層 1 

78・106
132・
134

146 2 SD 2088
19R-10F7・11・12・17・22，
20R-1F2

<SE1541，Pit759・761・767 古代 Ⅳ N-1 -゚W 7.90 0.85 7.75 0.67 0.12 8.93 − 皿形 単層 1 

78・80・106 134 147 2 SD 2089
20R-1F11・12・16・17・21・
22，20R-2F2・7

<SE791・811，SK812，
Pit797・819・820・960・
961・1497・1509・1510・
1969

古代 Ⅳ N-7 -゚W （9.15） 0.87 （9.05） 0.60 0.09 8.95 − 皿形 単層 1 

78・80・106 134 147 2 SD 2090
20R-1E5・10，20R-1F1・6・
11・16・21，20R-2F1・6・7

<SE791・811，SK812，
Pit774・775・776・796・
814・816・817・818・819・
839・1023・1024・1025・
1026・1027・1030・1031・
1032・1507・1508・1545・
1546・1547・1965・1966・
1967・1968

古代 Ⅳ N-11 -゚W （12.50） 1.12 （12.50） 0.75 0.09 8.95 − 皿形 単層 1 

77・79・105・
106

133 109A，148 2 SD 2091 20R-2B16・21，20R-3B1・6 <SD1261 古代 Ⅳ N-2 -゚W （5.65） 0.56 （5.60） 0.37 0.07 8.78 − 皿形 単層 1 

77・79・106 148 2 SD 2092
20R-2B11・16・21，20R-
3B1・6

<SD1261 古代 Ⅳ N-6 -゚W （5.70） 0.55 （5.60） 0.27 0.09 8.75 − 皿形 単層 1 

77・79・96・
105・106

109・
133

74，109A，
148

2 SD 2093
20R-1B22，20R-2B2・7・
12・17・22，20R-3B1・2・6・
7

<SK2148，SX1880，
SD1261，Pit1791・1792・
1793・1805・1913・1914・
1919・2156

古代 Ⅳ N-3 -゚W （15.20） 0.78 （15.08） 0.55 0.11 8.75 − 皿形 単層 1 

77・79・105・
106

133 109A，148 2 SD 2094
20R-1B22・23，20R-2B2・
3・7・8・12・13・17・18・
22・23，20R-3B2・6・7

<SK2148，SX1880，
SD1261，SX1253，Pit1252・
1782・1783

古代 Ⅳ N-12 -゚E （15.95） 0.73 （15.80） 0.32 0.08 8.81 − 皿形 単層 1 

77・79・106 134 149 2 SD 2095
20R-2B8・13・14・18・19・
24，20R-3B4・9・14・19

<SK1932，SX1253・1880，
SD1261，Pit1754・1781・
1817・1818・1819・1884・
1950

古代 Ⅳ N-6 -゚W （13.68） 0.56 （13.48） 0.25 0.07 8.87 − 皿形 単層 1 

77・79・106 134 149・150 2 SD 2096
20R-2B14・19・24，20R-
3B4・9・14・19・20・24

<SK1932，SD1261・2100，
Pit1754・1830・1831・1875・
1876・1843・1930

古代 Ⅳ N-0 -゚S （13.55） 0.65 （13.45） 0.41 0.05 8.85 − 皿形 単層 1 

77・79・106 134 149 2 SD 2097
20R-2B14・15・19・20・24・
25，20R-3B4・5・10・15・20

<SD1261，Pit1750・1756・
1757・1761・1834・1837・
1847・1848・1849・1871・
1872・1873・1874・1875・
2120

古代 Ⅳ N-2 -゚W （12.30） 0.70 （12.15） 0.45 0.06 8.89 − 皿形 単層 1 

77・79・106 134 149 2 SD 2098
20R-2B10・15・20・25，
20R-3B5・10・20

<SD1261・2100・2101・
2144・2147，Pit1659・1678・
1679・1748・1749・1758・
1759・1760・1868・2109

古代 Ⅳ N-2 -゚E （15.50） 0.65 （15.35） 0.42 0.07 8.88 − 皿形 単層 1 

77・79・106 134 149 2 SD 2099
20R-2B15・20・25，20R-
2C21，20R-3B5・10・15，
20R-3C1・6

<SD1261・2100，Pit1677・
1747・1760

古代 Ⅳ N-3 -゚W （9.50） 0.60 （9.38） 0.40 0.06 8.90 − 皿形 単層 1 
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77・79・106 134 149，152 2 SD 2100
20R-2B20，20R-2C11・16・
21，20R-3B15・19・20・24・
25，20R-3C1・6・11

>SD2096・2145，<SD1261，
Pit1672・1673・1674・1675・
1676・1835・1836・1838・
1883・2110・2111・2112・
2114

古代 Ⅳ N-39 -゚E （15.80） 0.84 （15.65） 0.71 0.09 8.82 − 皿形 単層 1 

77・79・106 134 152 2 SD 2101
20R-3B15・20，20R-2C21，
20R-3C1・6・11・16

>SD2098，<SD1261・2102，
Pit1841・2113・2115

古代 Ⅳ N-20 -゚E （7.90） 0.70 （7.78） 0.44 0.13 8.79 − 皿形 単層 1 

77・79・106 134 153 2 SD 2102
20R-2C11・16・21，20R-
3C1・2・6・7・12・17

>SD2101・2144，<SD1261，
Pit1865・1866・1867・1931・
2116・2117

古代 Ⅳ N-10 -゚W （12.15） 0.79 （12.05） 0.37 0.10 8.85 − 皿形 単層 1 

77・79・106 134 153 2 SD 2103
20R-2C6・11・16・17・22，
20R-3C2・7・12

<SD1261，Pit1662・1667・
1668・1669・1681・1683・
2118

古代 Ⅳ N-10 -゚W （12.90） 0.74 （12.75） 0.53 0.06 8.88 − 皿形 単層 1 

77・79・106 134 153 2 SD 2104
20R-2C12・17・22，20R-
3C2・7・8・12・13

<SD1261，Pit1624・1625・
1626・1680・1682・1685・
1686

古代 Ⅳ N-8 -゚W （10.20） 0.92 （10.05） 0.64 0.12 8.84 − 皿形 単層 1 

77・79・106 134 153 2 SD 2105
20R-2C17・22・23，20R-
3C2・3・8・13

<Pit1621・1623・1686・
1687・2119

古代 Ⅳ N-12 -゚W （9.20） 0.75 （9.10） 0.50 0.10 8.85 − 皿形 単層 1 

77・79・106 134 153 2 SD 2106
20R-2C13・18・23，20R-
3C3・4・8・9・13・14

<Pit1622・1627・1630・
1632・1863・1864

古代 Ⅳ N-7 -゚W （9.00） 0.80 （8.90） 0.51 0.12 8.83 − 皿形 単層 1 

77・79・106 134 153 2 SD 2107
20R-2C9・13・14・18・19・
23・24，20R-3C4・9・14

<SX1260，Pit1605・1606・
1607・1608・1620

古代 Ⅳ N-7 -゚W （10.80） 1.15 （10.60） 0.84 0.07 8.87 − 皿形 単層 1 

79・106 134 153 2 SD 2108
20R-2C24・25，20R-3C4・
5・9・10

<Pit1609・1610・1611 古代 Ⅳ N-7 -゚W （5.50） 0.73 （5.40） 0.48 0.09 8.83 − 皿形 単層 1 

78・80・106 154 2 SD 2121
19R-10E20・25，20R-1E5・
10・15・20

<SE837，Pit789・838・
1482・1483・1484・1505・
1513・2066・2067・2068・
2069・2070・2071・2072

古代 Ⅳ N-2 -゚E （11.05） 0.54 （10.70） 0.31 0.10 8.96 − 皿形 単層 1 

78・80・106 155 2 SD 2126
20R-1F9・10・14・15・19・
20・24・25，20R-2F4・5・9・
14・19

<SE844，SK993，SD1000・
1538，Pit882・944・945・
946・948・950・972・974・
975・976・1475・1981・
2124・2125・2127

古代 Ⅳ N-3 -゚W 13.40 0.70 13.10 0.46 0.08 9.00 − 皿形 単層 1 

78・79・80・106 133 156 2 SD 2128
20R-1D7・8・12・13・17・
18・22，20R-2D2・7

<Pit1396・1397・1398・
1402・1411・1412・1414・
1429・1430・1431・1432

古代 Ⅳ N-6 -゚E （9.65） 0.69 （9.55） 0.50 0.12 8.86 − 皿形 単層 1 

78・79・80・106 133 156 2 SD 2129
20R-1D8・13・18・23，20R-
2D3

<Pit1403・1409・1410・
1417・1418・1419・1427・
1428・1429・2140・2141

古代 Ⅳ N-9 -゚E （8.75） 0.74 （7.50） 0.49 0.13 8.87 − 皿形 単層 1 

78・79・80・106 133 156 2 SD 2130
20R-1D13・18・23，
20R-2D3・8・13・18

<Pit1389・1394・1404・
1409・1426

古代 Ⅳ N-5 -゚E 12.20 0.61 12.05 0.39 0.13 8.79 − 皿形 単層 1 

78・79・80・106 133 156 2 SD 2131
20R-1D14・18・19・23・24，
20R-2D3・4

<Pit1425・1426 古代 Ⅳ N-6 -゚E 7.10 0.57 6.85 0.33 0.09 8.91 − 皿形 単層 1 

78・79・80・106 133 156 2 SD 2132
20R-1D9・14・19・24，20R-
2D4

<Pit1425 古代 Ⅳ N-6 -゚E 8.62 0.45 8.55 0.24 0.09 8.92 − 皿形 単層 1 

78・79・80・106 133 156 2 SD 2133
20R-1D14・19・24，20R-
2D4・9

<Pit1408 古代 Ⅳ N-4 -゚E 8.70 0.54 8.50 0.33 0.10 8.92 − 皿形 単層 1 

78・79・80・106 133 156 2 SD 2134
20R-1D4・5・9・10・14・15・
20・25，20R-2D4・5・9・10

<Pit1366・1367・1368・
1369・1372・1407

古代 Ⅳ N-0 -゚S 13.10 0.91 12.90 0.70 0.12 8.91 − 皿形 単層 1 

78・79・80・106 133 156 2 SD 2135
20R-1D20・25，20R-1E6・
11・16，20R-2D5

<Pit1339・2142 古代 Ⅳ N-14 -゚E 8.30 0.57 8.10 0.30 0.09 8.94 − 皿形 単層 1 

79・80・106 133 157 2 SD 2136
20R-1D25，20R-1E21，20R-
2D5，20R-2E1・6・11

古代 Ⅳ N-8 -゚W 5.20 0.52 5.00 0.32 0.13 8.85 − 皿形 単層 1 

80・106 133 157 2 SD 2137
20R-1E21，20R-2E1・6・7・
11・12・16・17・22

<Pit1151・1152・1153・
1311・1332・1336

古代 Ⅳ N-3 -゚W 9.85 0.64 9.50 0.35 0.13 8.85 − 皿形 単層 1 

80・106 133 158 2 SD 2138
20R-1E22，20R-2E2・3・7・
8

<Pit1318・1319・1323 古代 Ⅳ N-9 -゚W 2.90 0.68 2.65 0.50 0.12 8.86 − 皿形 単層 1 

78・79・106
133・
134

159 2 SD 2139
20R-1D11・16・21，20R-
2D1・6

<Pit1446・1447 古代 Ⅳ N-3 -゚E 9.20 0.85 8.92 0.71 0.11 8.81 − 皿形 単層 1 

79・106 152 2 SD 2144
20R-3B20，20R-3C6・7・
11・12・16

>SD2098，<SD1261，
Pit1746・1840・2116・2117

古代 Ⅳ N-30 -゚E （5.00） 0.78 （4.90） 0.51 0.11 8.82 − 皿形 単層 1 

79・106 134 150 2 SD 2145 20R-3B14・19・24 <SD2100，Pit1829・1830 古代 Ⅳ N-1 -゚W （3.30） 0.67 （3.15） 0.45 0.06 8.86 − 皿形 単層 1 

79・106 151 2 SD 2146
20R-3B24・25，20R-3C16・
21，20R-4B4・5

>SD2147，<Pit2151・2152・
2153

古代 Ⅳ N-66 -゚E （5.00）（0.93）（5.00）（0.82） 0.05 8.82 − 皿形 単層 1 
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79・106 152 2 SD 2147
20R-3B20・25，20R-3C16・
17・21

>SD2098，<SD1261・2146 古代 Ⅳ N-49 -゚E （4.20） 0.71 （4.20） 0.40 0.12 8.82 − 皿形 単層 1 

77・79・106 134 160 2 SD 2154 20R-1B18・23，20R-2B3・8 <SK2148，Pit1911・2149 古代 Ⅳ N-0 -゚S （5.00） 0.52 4.80 0.33 0.10 8.76 − 皿形 単層 1 

77・79・106 134 160 2 SD 2155 20R-1B23，20R-2B3・8 <Pit2149 古代 Ⅳ N-0 -゚S 3.92 0.45 3.78 0.35 0.10 8.79 − 皿形 単層 1 

79・80・106 134 161 2 SD 2157
20R-2D24・25，20R-3D4・
5・9

古代 Ⅳa N-13 -゚E （3.15） 0.40 （3.10） 0.23 0.16 8.83 − 皿形 単層 1 

79・80・106 134 161 2 SD 2158
20R-2D25，20R-3D4・5・9・
10

<Pit1156 古代 Ⅳa N-13 -゚E （3.10） 0.34 （2.95） 0.17 0.13 8.85 − 皿形 単層 1 

79・80・106 134 161 2 SD 2159 20R-3D5・10 <Pit1157 古代 Ⅳa N-10 -゚E （2.80） 0.41 （2.70） 0.16 0.15 8.83 − 皿形 単層 1 

79・80・106 134 161 2 SD 2160 20R-3D5・10 古代 Ⅳa N-14 -゚E （2.60） 0.37 （2.40） 0.15 0.15 8.87 − 皿形 単層 1 

79・80・106 134 161 2 SD 2161 20R-3D5・10・15 <Pit1178 古代 Ⅳa N-10 -゚E （2.50） 0.51 （2.30） 0.23 0.20 8.83 − 皿形 単層 1 

79・80・106 134 161 2 SD 2162
20R-3D10・15，20R-3E6・
11

古代 Ⅳa N-8 -゚E （2.10） 0.52 （1.95） 0.26 0.15 8.83 − 皿形 単層 1 

76・78・106
132・
134

162 2 SD 2163
19R-9E16・21・22，
19R-10E2

<Pit131 古代 Ⅳ N-28 -゚W 4.20 0.33 4.00 0.18 0.14 8.94 − 半円形 単層 1 

74・76・100・
101・103・107

114・
117・
135

88A，93A・
B，163

2 SN 333

19R-7D1，19R-8D1・2・7・
8・9・12〜15・17〜20・22〜
25，19R-9D-4・5，19R-9E-
1・2

>SD361・2050，<SD33・55・
334・361，Pit89・90・335・
336・351・364・365・446

中世 Ⅳ N-47 -゚W （16.70）（4.50）（15.30）（4.35） 0.71 8.34 − 台形 レンズ状 5 有
156・174・
175・183・
184

土師器/無台椀・長甕・鍋、珠洲焼/片口鉢、近世陶
磁器、石/砥石・磨石・焼礫・礫、金属/刀子・釘、
鍛治/鉄滓

80・89・108・
112

89・135
I，164A・B，
174b

2 SN 1014
20R-3E11・12・16〜20・22
〜24，20R-4E3

>SD1201，<SE1722，
Pit1229・1230・1716・1717・
1718・1719・1720・1721

中世 Ⅳa N-75 -゚W （8.00）（3.40）（4.00）（1.60） 0.36 8.67 − 皿形 レンズ状 4 有 174・184
土師器/無台椀、中世土師器/皿、粘土塊、石/砥石・
礫、金属/釘、鍛治/鉄滓

74・76 2 Pit 2 19R-8B6・7 Ⅳ N-5 -゚E 0.50 0.47 0.35 0.34 0.23 8.84 円形 箱形 単層 1 有 156 土師器/長甕・小甕、須恵器/甕、石/焼礫

74 2 Pit 9 19R-7C1 Ⅳ N-84 -゚W 0.16 0.15 0.07 0.07 0.16 8.81 楕円形 台形 単層 1 

74 2 Pit 10 19R-7B5・10，19R-7C1・6 <Pit11 Ⅳ N-67 -゚W （0.15） 0.21 0.12 0.11 0.06 8.97 楕円形 皿形 単層 1 

74 2 Pit 11 19R-7C1・6 <Pit10 Ⅳ N-85 -゚W 0.29 0.19 0.11 0.10 0.15 8.88 楕円形 皿形 単層 1 

74 2 Pit 12 19R-7C1・6 Ⅳ N-23 -゚W 0.37 0.31 0.14 0.13 0.17 8.86 長方形 皿形 単層 1 

74 2 Pit 13 19R-7C6 Ⅳ N-10 -゚E 0.23 0.20 0.13 0.08 0.14 8.89 円形 箱形 単層 1 

74 2 Pit 14 19R-7C11・12 Ⅳ N-47 -゚E 0.18 0.17 0.11 0.10 0.08 8.91 円形 箱形 単層 1 

74 2 Pit 15 19R-7C12 Ⅳ N-46 -゚W 0.23 0.19 0.10 0.09 0.23 8.77 楕円形 台形 レンズ状 2 

74 2 Pit 16 19R-7C13 Ⅳ N-0 -゚S 0.19 0.18 0.11 0.09 0.13 8.89 円形 半円形 レンズ状 2 

74・82 89 1 2 Pit 17 19R-7C2・7 <SE7 Ⅳ N-25 -゚E （0.98） 0.66 0.39 （0.28） 0.21 8.82 楕円形 不整形 単層 1 

74 2 Pit 18 19R-7B14 Ⅳ N-61 -゚E 0.45 0.35 0.26 0.20 0.19 8.86 楕円形 皿形 単層 1 

74 2 Pit 19 19R-7B19 Ⅳ N-39 -゚W 0.26 0.21 0.13 0.10 0.12 8.94 楕円形 階段形 単層 1 

74 2 Pit 20 19R-7B20，19R-7C16 Ⅳ N-26 -゚E 0.23 0.18 0.11 0.09 0.29 8.77 長方形 U字形 単層 1 

74・76 2 Pit 21 19R-7B25 Ⅳ N-74 -゚W 0.20 0.19 0.11 0.07 0.22 8.89 楕円形 半円形 単層 1 

74 2 Pit 22 19R-7B24 Ⅳ N-10 -゚W 0.24 0.24 0.20 0.16 0.23 8.81 方形 箱形 単層 1 

74 2 Pit 23 19R-7B24 Ⅳ N-45 -゚E 0.16 0.15 0.09 0.07 0.17 8.87 円形 半円形 単層 1 

74・76 2 Pit 24 19R-7B24 Ⅳ N-81 -゚E 0.27 0.22 0.19 0.10 0.17 8.85 楕円形 皿形 レンズ状 2 

74・76 2 Pit 25 19R-7B25，19R-8B5 Ⅳ N-22 -゚E 0.24 0.23 0.15 0.15 0.17 8.89 円形 箱形 単層 1 

74・76 2 Pit 26 19R-8B5 Ⅳ N-18 -゚W 0.28 0.24 0.16 0.13 0.12 8.94 円形 皿形 レンズ状 2 

74・76 2 Pit 27 19R-8B4・5 Ⅳ N-43 -゚W 0.21 0.18 0.11 0.10 0.14 8.90 楕円形 半円形 単層 1 

74・76 2 Pit 31 19R-8B3 Ⅳ N-1 -゚W 0.34 0.32 0.24 0.20 0.60 8.44 円形 U字形 レンズ状 2 

74・76・90・107 97 29 2 Pit 36 19R-8D1 <SK35 Ⅳ N-12 -゚E （0.31）（0.20） 0.44 0.19 0.16 8.88 不整形 （皿形） 単層 1 

74・76・107 2 Pit 37 19R-8D1 <Pit38 Ⅳ N-13 -゚E 0.23 （0.12） 0.09 0.07 0.13 8.92 方形 台形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 38 19R-8D1 >Pit37・39 Ⅳ N-5 -゚E 0.29 0.22 0.11 0.07 0.14 8.90 楕円形 台形 水平 2 

74・76・107 2 Pit 39 19R-8D1 <Pit38 Ⅳ N-86 -゚W （0.12） 0.17 0.07 0.05 0.14 8.90 円形 台形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 40 19R-8D6・7 Ⅳ N-77 -゚E 0.30 0.26 0.11 0.10 0.22 8.84 楕円形 台形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 41 19R-8D1 Ⅳ N-88 -゚E 0.17 0.15 0.06 0.05 0.14 8.89 円形 半円形 単層 1 

74・76 2 Pit 42 19R-8C5 Ⅳ N-56 -゚E 0.16 0.14 0.08 0.06 0.10 8.96 円形 皿形 単層 1 

74・76 2 Pit 43 19R-8C4・5 <Pit44 Ⅳ N-85 -゚E （0.28） 0.29 0.14 0.11 0.20 8.84 方形 半円形 単層 1 

74・76 2 Pit 44 19R-8C4 >Pit43・45・46 Ⅳ N-8 -゚E 0.31 0.24 0.08 0.06 0.47 8.58 長方形 U字形 単層 1 

74・76 2 Pit 45 19R-8C4 <Pit44・46 Ⅳ N-7 -゚E （0.26） 0.25 0.14 0.11 0.13 8.91 円形 皿形 単層 1 

74・76 2 Pit 46 19R-8C4 <Pit44，>Pit45 Ⅳ N-45 -゚W （0.43） 0.34 0.13 0.08 0.49 8.56 楕円形 U字形 単層 1 

74・76 2 Pit 47 19R-8C10 Ⅳ N-88 -゚E 0.24 0.22 0.11 0.09 0.15 8.91 楕円形 台形 単層 1 

74・76 2 Pit 48 19R-8C15 Ⅳ N-88 -゚E 0.34 0.30 0.19 0.19 0.38 8.69 楕円形 台形 レンズ状 2 

74・76 2 Pit 49 19R-8C14 Ⅳ N-3 -゚E 0.16 0.15 0.07 0.06 0.12 8.97 楕円形 半円形 単層 1 

74・76 2 Pit 50 19R-8C14 Ⅳ N-21 -゚E 0.41 0.31 0.21 0.15 0.21 8.87 不整形 皿形 レンズ状 2 

74・76 2 Pit 51 19R-8C23 Ⅳ N-47 -゚E 0.25 0.21 0.14 0.09 0.16 8.93 楕円形 半円形 レンズ状 2 
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74・75・76 2 Pit 53 19R-8C11 Ⅳ N-10 -゚E 0.23 0.20 0.10 0.10 0.08 9.01 楕円形 皿形 単層 1 

74・76 2 Pit 54 19R-7B25 Ⅳ N-26 -゚E 0.24 0.22 0.11 0.10 0.17 8.89 円形 皿形 ブロック状 2 

74・76・107 2 Pit 56 19R-8D12 <SD32 Ⅳ N-59 -゚W （0.21） 0.26 （0.16） 0.14 0.08 8.94 （長方形）（皿形） 単層 1 

74・76 2 Pit 57 19R-8C19 <SD32 Ⅳ N-75 -゚W 0.24 0.16 0.05 0.05 0.16 8.92 楕円形 台形 レンズ状 3 

74・76 2 Pit 58 19R-8C19 >SD32 中世 Ⅳ N-80 -゚W 0.30 0.22 0.12 0.11 0.06 9.03 楕円形 皿形 レンズ状 2 

74・76・82 89 2 2 Pit 59 19R-8C19 <SD32 Ⅳ N-66 -゚W （0.41） 0.38 （0.10） 0.12 0.36 8.73 （長方形） V字形 レンズ状 2 

74・76 2 Pit 60 19R-8C19 Ⅳ N-68 -゚E 0.28 0.20 0.10 0.07 0.23 8.87 長方形 皿形 レンズ状 2 

74・76・91 97 31 2 Pit 63 19R-8C24 >SD32 中世 Ⅳ N-73 -゚W 0.27 0.22 0.17 0.10 0.11 8.99 楕円形 皿形 単層 1 

74・76・91 2 Pit 64 19R-8C24 Ⅳ N-5 -゚E 0.22 0.20 0.09 0.07 0.13 8.96 円形 皿形 単層 1 

74・76 2 Pit 65 19R-9C4 Ⅳ N-16 -゚W 0.48 0.37 0.33 0.22 0.14 8.95 楕円形 皿形 単層 1 

74・76 2 Pit 66 19R-9C4 <SD32 Ⅳ N-19 -゚E 0.21 （0.12） 0.11 （0.08） 0.08 9.01 楕円形 皿形 単層 1 

74・76 2 Pit 67 19R-9C4 Ⅳ N-19 -゚E 0.20 0.20 0.12 0.10 0.11 8.98 円形 箱形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 68 19R-8D11・16 >SD55 中世 Ⅳ N-90ﾟ 0.33 0.27 0.13 0.12 0.21 8.80 楕円形 台形 単層 1 

74・76 2 Pit 69 19R-8D16 >SD55 中世 Ⅳ N-8 -゚E 0.23 0.23 0.12 0.11 0.10 8.90 円形 皿形 単層 1 

74・76・100 115 88B 2 Pit 70 19R-8D16 <SD33 Ⅳ N-25 -゚W （0.26） 0.23 0.14 0.10 0.14 8.87 長方形 皿形 レンズ状 2 

74・76 2 Pit 71 19R-8C20 >SD55 中世 Ⅳ N-78 -゚E 0.27 0.27 0.14 0.12 0.09 8.95 楕円形 皿形 レンズ状 2 

74・76 2 Pit 72 19R-8C25 <SD33・55 Ⅳ N-15 -゚W （0.38）（0.31）（0.29）（0.26） 0.12 8.96 長方形 皿形 単層 1 

74・76 2 Pit 73 19R-8C25 >SD33 中世 Ⅳ N-51 -゚E 0.25 0.19 0.13 0.10 0.09 8.98 楕円形 皿形 単層 1 

74・76 2 Pit 74 19R-9C5 <SD33 Ⅳ N-79 -゚E 0.27 0.25 0.10 0.09 0.20 8.87 楕円形 台形 単層 1 

74・76 2 Pit 75 19R-9C5 >Pit76 Ⅳ N-89 -゚E 0.19 0.18 0.09 0.09 0.20 8.89 円形 箱形 単層 1 

74・76 2 Pit 76 19R-9C5 <Pit75 Ⅳ N-0 -゚S （0.20） 0.28 0.08 0.08 0.20 8.90 円形 半円形 単層 1 

74・76・91 2 Pit 78 19R-9C4 Ⅳ N-10 -゚E 0.18 0.15 0.10 0.08 0.11 8.98 円形 台形 レンズ状 2 

74・76 2 Pit 79 19R-9C9・10 >SD33 中世 Ⅳ N-48 -゚W 0.46 0.42 0.22 0.20 0.31 8.78 円形 台形 単層 1 

76 2 Pit 80 19R-9C13 Ⅳ N-1 -゚W 0.29 0.20 0.09 0.07 0.21 8.88 楕円形 台形 レンズ状 2 

76 2 Pit 81 19R-9C14 <SD33 Ⅳ N-32 -゚E （0.10） 0.18 （0.04） 0.05 0.17 8.85 （楕円形） 皿形 単層 1 

76 2 Pit 82 19R-9C19 >SD33 中世 Ⅳ N-9 -゚W 0.25 0.24 0.13 0.11 0.16 8.91 円形 台形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 83 19R-8D22 Ⅳ N-5 -゚E 0.26 0.21 0.14 0.08 0.22 8.86 楕円形 皿形 単層 1 

74・76 2 Pit 84 19R-9D2 >SD2006 Ⅳ N-45 -゚W 0.18 0.16 0.10 0.08 0.06 9.03 楕円形 皿形 水平 2 

74・76・78 2 Pit 86 19R-9D8 Ⅳ N-89 -゚E 0.27 0.27 0.12 0.11 0.33 8.77 円形 半円形 単層 1 

74・76・78 2 Pit 87 19R-9D9 Ⅳ N-9 -゚W 0.27 0.26 0.14 0.11 0.14 8.99 円形 半円形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 88 19R-9D4・9 Ⅳ N-10 -゚W 0.32 0.27 0.15 0.11 0.42 8.70 不整形 台形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 89 19R-9D5 <Pit90・91・92，>SN333 中世 Ⅳ N-2 -゚W 0.33 （0.25） 0.12 0.07 0.24 8.83 長方形 階段形 − −

74・76・107 2 Pit 90 19R-9D5，9R-19E1 >SN333，Pit89 中世 Ⅳ N-45 -゚E 0.31 0.19 0.06 0.06 0.25 8.81 長方形 台形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 91 19R-9D5 >SD2050，Pit89・92 Ⅳ N-50 -゚W 0.32 0.16 0.18 0.09 0.22 8.85 長方形 台形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 92 19R-9D5，9R-19E1 <Pit91，>SD2050，Pit89 Ⅳ N-41 -゚W 0.26 0.18 0.12 0.09 0.22 8.84 長方形 台形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 93 19R-9E1・6 Ⅳ N-38 -゚W 0.26 0.23 0.12 0.09 0.22 8.83 円形 台形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 94 19R-9E1・6 Ⅳ N-47 -゚E 0.30 0.18 0.18 0.15 0.26 8.76 楕円形 半円形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 95 19R-9E6 Ⅳ N-70 -゚E 0.34 0.34 0.20 0.12 0.34 8.71 円形 箱形 − −

74・76・78 2 Pit 97 19R-9E7 Ⅳ N-11 -゚W 0.22 0.17 0.14 0.12 0.68 8.90 円形 台形 レンズ状 2 

74・76・78 2 Pit 99 19R-9E12 Ⅳ N-41 -゚E 0.28 0.26 0.17 0.16 0.34 8.76 円形 U字形 水平 2 

74・76・78 2 Pit 100 19R-9E7 Ⅳ N-47 -゚E 0.23 0.20 0.11 0.08 0.29 8.79 円形 U字形 単層 1 

74・76・78 2 Pit 101 19R-9E6 Ⅳ N-80 -゚E 0.18 0.13 0.09 0.05 0.10 8.96 楕円形 皿形 単層 1 

74・76・78 2 Pit 102 19R-9E6・7 Ⅳ N-56 -゚E 0.16 0.13 0.09 0.04 0.17 8.90 楕円形 U字形 単層 1 

74・76・78・110 136 169a 2 Pit 103 19R-9E6 >Pit104 Ⅳ N-8 -゚E 0.31 0.18 0.26 0.13 0.18 8.88 方形 半円形 単層 1 

74・76・78・110 136 169a 2 Pit 104 19R-9E6 <Pit103 Ⅳ N-0 -゚S 0.24 0.14 0.13 0.10 0.18 8.89 円形 台形 単層 1 

74・76・78・110 136 169a 2 Pit 105 19R-9E12 中世 Ⅳ N-11 -゚E 0.21 0.21 0.12 0.11 0.21 8.88 楕円形 台形 単層 1 SB2169

76・78 2 Pit 106 19R-9E11 Ⅳ N-28 -゚E 0.22 0.22 0.10 0.07 0.30 8.77 円形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 107 19R-9E11 Ⅳ N-4 -゚E 0.26 0.23 0.12 0.09 0.33 8.76 円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 108 19R-9E12 Ⅳ N-87 -゚E 0.33 0.30 0.25 0.08 0.23 8.87 方形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 109 19R-9E12 >Pit110 Ⅳ N-5 -゚W 0.30 0.28 0.13 0.12 0.38 8.72 円形 半円形 単層 1 

76・78 2 Pit 110 19R-9E12 <Pit109 Ⅳ N-82 -゚E （0.14） 0.20 （0.07） 0.12 0.26 8.84 円形 箱形 単層 1 

76・78・118 2 Pit 111 19R-9E12 中世 Ⅳ N-28 -゚E 0.30 0.29 0.13 0.09 0.28 8.81 方形 皿形 レンズ状 2 SB2169

76・78 2 Pit 112 19R-9E13 Ⅳ N-76 -゚E 0.30 0.28 0.10 0.09 0.34 8.76 方形 U字形 単層 1 

76・78 2 Pit 113 19R-9E13 Ⅳ N-47 -゚E （0.17） 0.17 （0.10） 0.11 0.34 8.76 方形 箱形 単層 1 

76・78 2 Pit 114 19R-9E18 Ⅳ N-56 -゚E 0.26 0.23 0.11 0.11 0.07 9.02 楕円形 皿形 単層 1 

74・76・78・107 2 Pit 115 19R-9D10 >SD2050 Ⅳ N-38 -゚W 0.24 0.20 0.12 0.09 0.12 8.97 円形 半円形 単層 1 

74・76・78・107 2 Pit 116 19R-9D10 Ⅳ N-87 -゚E 0.30 0.28 0.17 0.15 0.39 8.69 円形 階段形 水平 2 
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74・76・78・
107・110

136 169a・b 2 Pit 117 19R-9E6 中世 Ⅳ N-85 -゚E 0.38 0.34 0.23 0.19 0.24 8.80 楕円形 台形 レンズ状 3 SB2169

74・76・78・
107・110

136 169c 2 Pit 118 19R-9E6 Ⅳ N-8 -゚W 0.26 0.24 0.14 0.12 0.28 8.77 円形 台形 単層 1 

76・78・110 136 169c 2 Pit 119 19R-9D15，19R-9E11 中世 Ⅳ N-19 -゚E 0.35 0.32 0.20 0.17 0.47 8.62 楕円形 台形 単層 1 SB2169

76・78 2 Pit 120 19R-9E16 Ⅳ N-12 -゚W 0.26 0.21 0.21 0.09 0.20 8.94 楕円形 台形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 121 19R-9D20，19R-9E16 Ⅳ N-18 -゚E 0.45 0.31 0.32 0.14 0.22 8.90 長方形 箱形 単層 1 

76・78 2 Pit 122 19R-9E16 <Pit123 Ⅳ N-38 -゚W （0.27） 0.26 0.21 0.14 0.29 8.90 長方形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 123 19R-9E16 >Pit122 Ⅳ N-37 -゚W 0.20 0.19 0.09 0.09 0.14 8.98 方形 台形 単層 1 

76・78・91 2 Pit 124 19R-9E11・16 <Pit125 Ⅳ N-13 -゚E 0.19 （0.12） 0.10 0.04 0.11 9.01 （方形） 箱形 単層 1 

76・78・91 2 Pit 125 19R-9E11・16 >SK126，Pit124 Ⅳ N-55 -゚E 0.33 0.29 0.11 0.11 0.41 8.67 円形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 127 19R-9E17 <Pit128 Ⅳ N-66 -゚W 0.36 （0.16） 0.19 （0.07） 0.24 8.86 （方形） 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 128 19R-9E17 >Pit127 Ⅳ N-10 -゚W 0.43 0.38 0.17 0.13 0.57 8.54 楕円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 129 19R-9E16 Ⅳ N-14 -゚E 0.32 0.29 0.19 0.11 0.52 8.61 楕円形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 130 19R-9E17 Ⅳ N-57 -゚W 0.54 0.38 0.38 0.15 0.26 8.86 長方形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 131 19R-9E21・22 >SD2163 Ⅳ N-58 -゚E 0.41 0.31 0.13 0.11 0.28 8.84 楕円形 階段形 単層 1 

76・78 2 Pit 132 19R-9E17 Ⅳ N-37 -゚W 0.17 0.16 0.08 0.08 0.19 8.93 円形 U字形 単層 1 

76・78 2 Pit 133 19R-9E22 Ⅳ N-76 -゚W 0.36 0.21 0.14 0.14 0.28 8.84 楕円形 階段形 単層 1 

76・78・110 136 169b・G 2 Pit 134 19R-9D25，19R-9E21 中世 Ⅳ N-11 -゚W 0.38 0.34 0.11 0.09 0.54 8.61 楕円形 階段形 レンズ状 2 SB2169

76・78 2 Pit 135 19R-9E21 Ⅳ N-11 -゚W 0.30 0.12 0.23 0.10 0.16 8.99 楕円形 皿形 レンズ状 2 

76・78・91 2 Pit 136 19R-9D25 <SK137 Ⅳ N-1 -゚W （0.25） 0.34 0.16 0.14 0.13 9.00 （楕円形） 台形 単層 1 

76・91 99 36 2 Pit 140 19R-9C19 <SK139 Ⅳ N-49 -゚W 0.36 （0.15） 0.21 （0.10） 0.25 8.81 （楕円形） 皿形 単層 1 

76・91 99 37 2 Pit 141 19R-9C20 >SK142 Ⅳ N-62 -゚W 0.27 0.18 0.16 0.10 0.15 8.94 楕円形 半円形 単層 1 

76 2 Pit 143 19R-9C19 Ⅳ N-6 -゚W 0.21 0.17 0.09 0.07 0.26 8.81 楕円形 皿形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 144 19R-9D12・17 Ⅳ N-43 -゚W 0.25 0.21 0.13 0.11 0.23 8.90 方形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 145 19R-9D12 >SD2043 Ⅳ N-8 -゚W 0.23 0.20 0.12 0.12 0.07 9.06 楕円形 皿形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 146 19R-9D12 Ⅳ N-13 -゚W 0.25 0.24 0.14 0.13 0.33 8.81 方形 箱形 単層 1 

74・76・78 2 Pit 147 19R-9D8・13 Ⅳ N-36 -゚E 0.48 0.34 0.29 0.18 0.10 9.04 楕円形 皿形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 148 19R-9D14・15 >SD2050 Ⅳ N-83 -゚E 0.25 0.24 0.19 0.15 0.19 8.94 円形 箱形 単層 1 

76・78 2 Pit 149 19R-9D15 >SD2050 Ⅳ N-58 -゚E 0.34 0.27 0.19 0.14 0.20 8.91 楕円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 150 19R-9D19 >SD2050 Ⅳ N-7 -゚E 0.5 0.42 0.25 0.21 0.30 8.83 円形 台形 レンズ状 2 

76・78・110 136 169b 2 Pit 152 19R-9D20 Ⅳ N-2 -゚W 0.38 0.32 0.15 0.12 0.39 8.73 楕円形 U字形 単層 1 

76・78・110 136 169b・c 2 Pit 153 19R-9D20 中世 Ⅳ N-56 -゚E 0.32 0.28 0.05 0.04 0.38 8.75 円形 半円形 単層 1 SB2169

76・78 2 Pit 154 19R-9D20 Ⅳ N-58 -゚W 0.36 0.31 0.17 0.14 2.03 8.84 楕円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 155 19R-9D24・25 Ⅳ N-44 -゚E 0.59 0.44 0.27 0.23 0.40 8.73 楕円形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 156 19R-9D24，19R-10D4 >Pit157 Ⅳ N-44 -゚W 0.51 0.42 0.24 0.16 0.52 8.60 楕円形 箱形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 157 19R-9D24 <Pit156 Ⅳ N-2 -゚W 0.41 （0.25） 0.20 （0.17） 0.51 8.62 方形 U字形 水平 2 

76・78 2 Pit 158 19R-10D4 Ⅳ N-23 -゚W 0.24 0.23 0.16 0.13 0.13 9.00 楕円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 159 19R-10D5 <Pit160，>SD2061 Ⅳ N-6 -゚E （0.41） 0.32 （0.31） 0.17 0.17 8.97 楕円形 台形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 160 19R-10D5 >SD2061，Pit159 Ⅳ N-45 -゚W 0.41 0.39 0.34 0.19 0.41 8.72 円形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 162 19R-9D23 Ⅳ N-8 -゚E 0.34 0.34 0.21 0.18 0.24 8.86 楕円形 台形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 163 19R-9D24 >SD2050 Ⅳ N-44 -゚E 0.55 0.49 0.33 0.28 0.13 8.98 楕円形 皿形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 164 19R-9D24 >SD2050，Pit165 Ⅳ N-20 -゚W 0.44 0.41 0.22 0.18 0.12 8.99 円形 皿形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 165 19R-9D24 <Pit164，>SD2050 Ⅳ N-10 -゚W 0.53 （0.40） 0.27 0.25 0.17 8.95 円形 皿形 単層 1 

76・78・92 100 40 2 Pit 167 19R-10D3 >SK168，SD2048・2050 Ⅳ N-63 -゚W 0.48 0.32 0.25 0.16 0.09 9.03 楕円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 169 19R-10D8 Ⅳ N-5 -゚E 0.27 0.23 0.14 0.10 0.12 8.99 楕円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 170 19R-10D8 >SD2048，Pit171 Ⅳ N-78 -゚E 0.22 0.17 0.07 0.06 0.18 8.93 楕円形 半円形 単層 1 

76・78 2 Pit 171 19R-10D8 <Pit170，>SD2048 Ⅳ N-65 -゚E 0.34 0.28 0.14 0.09 0.20 8.92 楕円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 172 19R-10D13 Ⅳ N-19 -゚E 0.28 0.25 0.18 0.15 0.13 8.98 円形 台形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 173 19R-10D7 Ⅳ N-45 -゚E 0.30 0.29 0.19 0.19 0.10 8.99 円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 174 19R-10D7・12 Ⅳ N-5 -゚W 0.54 0.52 0.37 0.36 0.13 8.97 円形 皿形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 175 19R-9D21 Ⅳ N-66 -゚W 0.29 0.26 0.10 0.07 0.25 8.86 楕円形 漏斗形 単層 1 

76・78 2 Pit 176 19R-9D21 Ⅳ N-47 -゚E 0.28 0.26 0.12 0.10 0.25 8.85 方形 U字形 単層 1 

76・78 2 Pit 177 19R-10D1 >SD2045 Ⅳ N-77 -゚W 0.35 0.35 0.20 0.18 0.31 8.80 円形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 178 19R-10D1・2・6・7 >SD2045 Ⅳ N-7 -゚E 0.37 0.31 0.23 0.13 0.12 8.97 長方形 皿形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 179 19R-10D6 Ⅳ N-47 -゚E 0.18 0.18 0.09 0.09 0.11 8.98 円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 180 19R-10D7 >SD2045 Ⅳ N-38 -゚W 0.30 0.26 0.16 0.14 0.33 8.75 円形 U字形 単層 1 

74 2 Pit 181 19R-8A10，19R-8B6 Ⅳ N-47 -゚E 0.32 0.30 0.18 0.15 0.16 8.87 楕円形 皿形 単層 1 
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74・75 2 Pit 182 19R-8B11 >SD2022 Ⅳ N-45 -゚W 0.30 0.24 0.09 0.07 0.29 8.77 楕円形 皿形 単層 1 

74・75 2 Pit 183 19R-8A15，19R-8B11 Ⅳ N-43 -゚W 0.39 0.35 0.20 0.15 0.32 8.71 楕円形 台形 レンズ状 2 

74・75 2 Pit 184 19R-8A10 Ⅳ N-65 -゚W 0.32 0.28 0.16 0.15 0.46 8.57 楕円形 U字形 単層 1 

74・75 2 Pit 185 19R-8A9・14 <Pit186 Ⅳ N-54 -゚E 0.32 0.32 0.21 0.18 0.16 8.83 円形 皿形 単層 1 

74・75 2 Pit 186 19R-8A9・14 >Pit185・187 Ⅳ N-79 -゚W 0.42 0.34 0.29 0.13 0.20 8.79 楕円形 階段形 単層 1 

74・75 2 Pit 187 19R-8A14 <Pit186 Ⅳ N-86 -゚W 0.35 （0.17） 0.20 （0.11） 0.36 8.62 円形 半円形 レンズ状 2 

74・75 2 Pit 188 19R-8A14 Ⅳ N-7 -゚E 0.32 0.27 0.16 0.15 0.41 8.57 楕円形 台形 単層 1 

74・75 2 Pit 189 19R-8A14 >Pit190 Ⅳ N-21 -゚W （0.32） 0.30 0.13 0.11 0.37 8.64 楕円形 階段形 単層 1 

74・75 2 Pit 190 19R-8A14 <Pit189・191 Ⅳ N-84 -゚W （0.19）（0.12）（0.07）（0.05） 0.37 8.61 円形 台形 単層 1 

74・75 2 Pit 191 19R-8A14 >Pit190 Ⅳ N-65 -゚E 0.22 0.20 0.10 0.07 0.35 8.64 円形 U字形 単層 1 

74・75 2 Pit 192 19R-8A14 >SD2028 Ⅳ N-3 -゚W 0.45 0.42 0.24 0.25 0.19 8.78 楕円形 皿形 単層 1 

74・75 2 Pit 193 19R-8A15 >SD2025 Ⅳ N-30 -゚W 0.36 0.32 0.20 0.19 0.35 8.66 楕円形 半円形 単層 1 

74・75 2 Pit 194 19R-8A15 >SD2024 Ⅳ N-43 -゚W 0.32 0.26 0.17 0.14 0.12 8.90 楕円形 皿形 レンズ状 2 

74・75 2 Pit 195 19R-8A19・20
<SK5，>SD2026・2027，
Pit196

Ⅳ N-47 -゚E 0.42 0.39 0.06 0.05 0.27 8.73 楕円形 漏斗形 レンズ状 2 有 土師器/小甕

74・75 2 Pit 196 19R-8A20 <Pit195，>SD2026 Ⅳ N-5 -゚E 0.30 （0.09） 0.12 （0.03） 0.10 8.91 （楕円形） 皿形 単層 1 

74・75・90 96 25 2 Pit 197 19R-8A19 <SK5，>SD2028 Ⅳ N-36 -゚W 0.45 （0.22） 0.35 （0.17） 0.15 8.86 長方形 皿形 単層 1 

74・75 2 Pit 198 19R-8A13・18 >Pit199 Ⅳ N-8 -゚E 0.27 0.26 0.14 0.14 0.10 8.86 円形 皿形 単層 1 

74・75 2 Pit 199 19R-8A13 <Pi198 Ⅳ N-29 -゚W 0.29 0.24 0.14 0.14 0.07 8.91 楕円形 皿形 単層 1 

74・75 2 Pit 200 19R-8A13・18 Ⅳ N-77 -゚E 0.20 0.18 0.11 0.10 0.12 8.86 楕円形 台形 単層 1 

74・75 2 Pit 201 19R-8A18 Ⅳ N-2 -゚E 0.30 0.26 0.17 0.15 0.19 8.75 楕円形 台形 単層 1 

74・75 2 Pit 202 19R-8A18 <Pit204，>Pit203 Ⅳ N-9 -゚E 0.26 （0.16）（0.05）（0.03） 0.37 8.60 （楕円形） − − −

74・75 2 Pit 203 19R-8A18 <Pit204，>SD2029 Ⅳ N-69 -゚W 0.27 0.22 0.12 0.11 0.22 8.75 （楕円形） U字形 単層 1 

74・75 2 Pit 204 19R-8A18 >SD2029，Pit202・203 Ⅳ N-36 -゚W 0.41 0.31 0.19 0.09 0.56 8.42 楕円形 漏斗形 レンズ状 2 

74・75 2 Pit 205 19R-8A24 <Pit206，>SD1・2029 近世 Ⅳ N-90ﾟ 0.36 0.32 0.17 0.07 0.25 8.73 楕円形 漏斗形 単層 1 

74・75 2 Pit 206 19R-8A24 >SD1・2029，Pit205 近世 Ⅳ N-56 -゚W 0.38 0.24 0.14 0.12 0.58 8.42 楕円形 U字形 単層 1 

74・75 2 Pit 207 19R-8A24 >SD2028 Ⅳ N-42 -゚W 0.27 0.26 0.12 0.09 0.16 8.85 円形 皿形 レンズ状 2 

75 2 Pit 208 19R-8A17 >Pit209 Ⅳ N-29 -゚W 0.28 0.24 0.14 0.12 0.15 8.79 楕円形 半円形 単層 1 

75 2 Pit 209 19R-8A17 <Pit208 Ⅳ N-29 -゚W 0.29 （0.20） 0.12 （0.05） 0.48 8.46 楕円形 U字形 単層 1 

74・75 2 Pit 210 19R-8A20・25 >SD1・2025・2026 近世 Ⅳ N-60 -゚E 0.60 0.26 0.24 0.12 0.34 8.66 楕円形 不整形 水平 2 

74・75・76 2 Pit 211 19R-9B8 >Pit212 Ⅳ N-47 -゚E 0.43 0.37 0.18 0.17 0.23 8.84 楕円形 皿形 レンズ状 2 

74・75・76 2 Pit 212 19R-9B8 <Pit211 Ⅳ N-45 -゚E 0.39 （0.17）（0.06） 0.14 0.22 8.85 （楕円形）（皿形） レンズ状 2 

75・76・77 2 Pit 213 19R-10B7 Ⅳ N-43 -゚W 0.50 0.31 0.35 0.14 0.26 8.70 長方形 台形 レンズ状 2 

75・76・77 2 Pit 214 19R-10B7 Ⅳ N-62 -゚W 0.38 0.30 0.15 0.12 0.78 8.17 楕円形 箱形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 215 19R-10B7 Ⅳ N-57 -゚W 0.32 0.32 0.14 0.12 0.59 8.37 楕円形 U字形 単層 1 

75・77 2 Pit 216 19R-10B6 >SD2026 Ⅳ N-3 -゚E 0.30 0.29 0.20 0.20 0.18 8.78 円形 箱形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 218 19R-10B14 >Pit405 Ⅳ N-45 -゚E 0.28 0.23 0.10 0.10 0.21 8.78 楕円形 半円形 単層 1 

75・77・109 136 167a 2 Pit 219 19R-10B14 <Pit220 Ⅳ N-29 -゚E 0.22 （0.11） 0.12 （0.07） 0.12 8.87 （楕円形） 皿形 単層 1 

75・77・109 136 167a・d 2 Pit 220 19R-10B14・19 >Pit219 中世 Ⅳ N-66 -゚W 0.45 0.37 0.12 0.08 0.48 8.52 楕円形 台形 単層 1 SB2167

75・77・109 136 167a 2 Pit 221 19R-10B19 Ⅳ N-29 -゚E 0.31 0.30 0.14 0.13 0.52 8.48 円形 U字形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 222 19R-10B14 Ⅳ N-28 -゚E 0.30 0.22 0.17 0.16 0.27 8.71 楕円形 台形 単層 1 

75・77・103・
109

118 96C 2 Pit 223 19R-10B14 <SD443 Ⅳ N-58 -゚W 0.40 （0.26） 0.14 0.12 0.24 8.81 楕円形 半円形 レンズ状 2 

75・76・77 2 Pit 224 19R-10B10・14・15 Ⅳ N-11 -゚E 0.34 0.29 0.19 0.14 0.24 8.81 楕円形 台形 レンズ状 2 

75・76・77 2 Pit 225 19R-10B15 >SD443，Pit359 中世 Ⅳ N-88 -゚W 0.23 0.22 0.14 0.10 0.16 8.84 楕円形 皿形 − −

75・76・77 2 Pit 226 19R-10B15 Ⅳ N-65 -゚W 0.65 0.49 0.42 0.25 0.21 8.78 楕円形 皿形 レンズ状 2 

75・76・77 2 Pit 227 19R-10B10・15 Ⅳ N-38 -゚E 0.29 0.25 0.06 0.05 0.19 8.81 楕円形 皿形 レンズ状 2 

75・76・77 2 Pit 228 19R-10B10・15 <SD33 Ⅳ N-39 -゚E 0.23 （0.20） 0.17 0.13 0.10 8.90 方形 皿形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 229 19R-10B5・10 Ⅳ N-56 -゚W 0.33 0.25 0.20 0.13 0.16 8.86 楕円形 皿形 レンズ状 2 

75・76・77 2 Pit 230 19R-10B5 Ⅳ N-88 -゚E 0.24 0.23 0.12 0.10 0.15 8.86 円形 半円形 単層 1 

75・76 2 Pit 231 19R-9B25 <SD233 Ⅳ N-53 -゚E 0.34 0.23 0.15 0.08 0.10 8.93 楕円形 皿形 単層 1 

75・76 2 Pit 232 19R-9B25 Ⅳ N-67 -゚W 0.16 0.14 0.05 0.04 0.16 8.88 楕円形 半円形 レンズ状 2 

75・76 2 Pit 234 19R-9B25 <SK235，>SD233 中世 Ⅳ N-71 -゚W 0.25 （0.15） 0.14 （0.07） 0.09 8.94 （楕円形）（皿形） 単層 1 

75・76 2 Pit 236 19R-9C21 <SD32 Ⅳ N-40 -゚E 0.18 0.14 0.07 0.05 0.17 8.85 （楕円形） 皿形 レンズ状 2 

75・76 2 Pit 237 19R-9C16・21 Ⅳ N-28 -゚W 0.32 0.26 0.21 0.12 0.26 8.78 楕円形 皿形 単層 1 

75・76 2 Pit 238 19R-9C21 <SD32 Ⅳ N-12 -゚W 0.21 0.20 0.08 0.08 0.19 8.86 （楕円形） 皿形 単層 1 

75・76 2 Pit 239 19R-9C21 <SD32 Ⅳ N-46 -゚E 0.25 0.17 0.10 0.06 0.19 8.86 （円形） 皿形 レンズ状 2 

75・76 2 Pit 240 19R-9C16 >Pit241 Ⅳ N-2 -゚E 0.26 0.24 0.12 0.12 0.13 8.91 楕円形 皿形 単層 1 
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75・76 2 Pit 241 19R-9C16 <Pit240 Ⅳ N-83 -゚W 0.21 0.15 0.09 0.09 0.09 8.95 楕円形 皿形 単層 1 

75・76 2 Pit 242 19R-9C16 Ⅳ N-28 -゚W 0.37 0.24 0.09 0.07 0.27 8.77 楕円形 階段形 単層 1 

75・76 2 Pit 243 19R-9C16 <Pit244 Ⅳ N-22 -゚W 0.23 （0.16） 0.12 0.08 0.12 8.93 楕円形 台形 単層 1 

75・76 2 Pit 244 19R-9C16 >Pit243 Ⅳ N-12 -゚W 0.20 0.17 0.10 0.08 0.23 8.82 円形 台形 単層 1 

75・76 2 Pit 245 19R-9C16 <SD32 Ⅳ N-47 -゚W 0.23 0.18 0.11 0.08 0.18 8.88 （楕円形） 台形 単層 1 

75・76・92 100 42 2 Pit 246 19R-9B12・17 <SK247，>SD2001 Ⅳ N-48 -゚W 0.50 （0.38） 0.24 0.18 0.19 8.81 楕円形 皿形 レンズ状 2 

75・76 2 Pit 248 19R-9B13 <SK247 Ⅳ N-6 -゚W 0.41 （0.19） 0.09 （0.03） 0.62 8.39 楕円形 U字形 単層 1 

75・76 2 Pit 249 19R-9B13 Ⅳ N-49 -゚W 0.36 0.34 0.16 0.15 0.42 8.61 円形 台形 レンズ状 2 

74・75 2 Pit 250 19R-8A19 >SK5 中世 Ⅳ N-6 -゚W 0.27 0.24 0.13 0.10 0.30 8.61 楕円形 台形 単層 1 

74・75 2 Pit 251 19R-8B11・16 >SD254・2023 Ⅳ N-5 -゚E 0.37 0.32 0.18 0.15 0.23 8.81 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 252 19R-10B19 <SD33 Ⅳ N-39 -゚E 0.25 （0.16） 0.15 （0.09） 0.12 8.86 （円形） 半円形 単層 1 

77 2 Pit 255 20R-1B5 Ⅳ N-12 -゚W 0.25 0.23 0.14 0.10 0.16 8.81 円形 皿形 レンズ状 2 

77 2 Pit 256 20R-1B5 >Pit478 Ⅳ N-0 -゚S 0.29 0.23 0.06 0.06 0.40 8.57 楕円形 U字形 レンズ状 2 

75・77・96 110 76 2 Pit 257 19R-10B25，20R-1B5 >SD254，<SX253 中世 Ⅳ N-30 -゚E 0.22 0.19 0.17 0.09 0.19 8.64 楕円形 U字形 − −

75・77 2 Pit 258 19R-10B25，20R-1B5 Ⅳ N-34 -゚E 0.37 0.33 0.15 0.13 0.26 8.72 楕円形 階段形 レンズ状 2 

77 2 Pit 259
19R-10B25，19R-10C21，
20R-1B5，20R-1C1

>Pit1982 Ⅳ N-89 -゚W 0.40 0.32 0.24 0.20 0.14 8.84 楕円形 皿形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 260 19R-10C21 Ⅳ N-14 -゚E 0.22 0.21 0.10 0.09 0.24 8.75 円形 U字形 単層 1 

75・77 2 Pit 261 19R-10B25 Ⅳ N-76 -゚W 0.26 0.24 0.13 0.11 0.35 8.63 円形 U字形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 262 19R-10B25，19R-10C21 Ⅳ N-44 -゚W 0.19 0.15 0.09 0.08 0.13 8.84 円形 箱形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 264 19R-10B20 Ⅳ N-43 -゚W 0.49 0.38 0.15 0.05 0.37 8.62 楕円形 台形 単層 1 

75・77 2 Pit 265 19R-10C16・21 <SD254 Ⅳ N-53 -゚E 0.43 （0.24） 0.32 （0.18） 0.07 8.93 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 266 19R-10C21 >Pit267 Ⅳ N-70 -゚W 0.30 0.24 0.11 0.09 0.38 8.63 楕円形 階段形 単層 1 

75・77 2 Pit 267 19R-10C21 <Pit266 Ⅳ N-28 -゚E 0.22 （0.16） 0.10 0.07 0.10 8.90 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 268 19R-10C21 Ⅳ N-15 -゚E 0.28 0.15 0.08 0.07 0.10 8.91 楕円形 階段形 単層 1 

75・77 2 Pit 269 19R-10C21 >Pit270 Ⅳ N-83 -゚E 0.24 0.20 0.10 0.08 0.15 8.86 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 270 19R-10C21 <Pit269 Ⅳ N-10 -゚W 0.17 （0.06） 0.09 （0.04） 0.09 8.93 （円形） （皿形） 単層 1 

75・77 2 Pit 271 19R-10C16 >SD254 中世 Ⅳ N-69 -゚E 0.24 0.17 0.10 0.09 0.35 8.66 楕円形 U字形 単層 1 

75・77 2 Pit 272 19R-10C16 >SD254 中世 Ⅳ N-57 -゚E 0.22 0.19 0.08 0.07 0.32 8.68 楕円形 台形 単層 1 

75・77 2 Pit 273 19R-10C16 Ⅳ N-80 -゚W 0.22 0.15 0.07 0.06 0.11 8.90 楕円形 半円形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 274 19R-10C16 >SD254 中世 Ⅳ N-5 -゚W 0.30 0.23 0.15 0.13 0.25 8.77 楕円形 台形 − −

75・77 2 Pit 275 19R-10C16 >SD254 中世 Ⅳ N-2 -゚E 0.18 0.16 0.07 0.06 0.23 8.78 楕円形 U字形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 276 19R-10C16 Ⅳ N-81 -゚W 0.27 0.20 0.08 0.06 0.19 8.83 楕円形 階段形 レンズ状 2 

77 2 Pit 277 19R-10C17 >SD2056，Pit429 Ⅳ N-40 -゚W 0.28 0.23 0.14 0.10 0.13 8.90 円形 階段形 レンズ状 2 

77 2 Pit 278 19R-10C17 Ⅳ N-71 -゚E 0.22 0.18 0.10 0.08 0.14 8.90 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 279 19R-10C17 Ⅳ N-30 -゚W 0.23 0.22 0.12 0.10 0.21 8.84 円形 半円形 単層 1 

77 2 Pit 280 19R-10C17 Ⅳ N-25 -゚W 0.32 0.24 0.11 0.08 0.33 8.71 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 281 19R-10C17 >SD254 中世 Ⅳ N-76 -゚W 0.35 0.30 0.12 0.06 0.29 8.75 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 282 19R-10C12 Ⅳ N-75 -゚W 0.25 0.19 0.14 0.06 0.14 8.89 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 283 19R-10C12 Ⅳ N-10 -゚W 0.33 0.29 0.11 0.10 0.20 8.82 方形 台形 レンズ状 2 

77 2 Pit 284 19R-10C12 >SD254 中世 Ⅳ N-66 -゚W 0.31 0.26 0.09 0.08 0.17 8.84 楕円形 皿形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 285 19R-10C12 Ⅳ N-4 -゚E 0.45 0.35 0.18 0.13 0.38 8.63 楕円形 台形 単層 1 

76・77・101・
102

116 91 2 Pit 286 19R-10C12 <Pit287 Ⅳ N-87 -゚W 0.44 0.31 0.14 0.12 0.57 8.44 楕円形 階段形 レンズ状 2 

76・77・101・
102

116 91 2 Pit 287 19R-10C12 >SD254，Pit286 中世 Ⅳ N-42 -゚E 0.53 （0.35） 0.13 （0.04） 0.36 8.65 楕円形 階段形 単層 1 

76・77 2 Pit 288 19R-10C12 >SD254，Pit289 中世 Ⅳ N-44 -゚E 0.36 0.22 0.10 0.09 0.38 8.63 長方形 階段形 単層 1 

76・77 2 Pit 289 19R-10C12 <Pit288 Ⅳ N-36 -゚E 0.18 （0.12） 0.11 （0.06） 0.18 8.83 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 290 19R-10C13 Ⅳ N-49 -゚W 0.21 0.19 0.12 0.11 0.21 8.81 楕円形 台形 単層 1 

76・77 2 Pit 291 19R-10C13 Ⅳ N-48 -゚W 0.27 0.21 0.07 0.06 0.36 8.67 楕円形 半円形 単層 1 

77 2 Pit 292 19R-10C13 Ⅳ N-27 -゚E 0.18 0.14 0.11 0.09 0.13 8.90 円形 U字形 単層 1 

77 2 Pit 293 19R-10C13 Ⅳ N-24 -゚W 0.18 0.18 0.09 0.08 0.11 8.92 円形 半円形 レンズ状 2 

76・77 2 Pit 294 19R-10C13 Ⅳ N-63 -゚E 0.18 0.18 0.11 0.08 0.14 8.88 楕円形 台形 単層 1 

76・77 2 Pit 295 19R-10C13 Ⅳ N-48 -゚W 0.29 0.27 0.18 0.12 0.24 8.79 楕円形 台形 レンズ状 2 

77 2 Pit 296 19R-10C14 Ⅳ N-15 -゚W 0.26 0.24 0.13 0.11 0.29 8.76 円形 台形 レンズ状 2 

76・77 2 Pit 297 19R-10C8 >Pit440 Ⅳ N-45 -゚W 0.42 0.42 0.10 0.09 0.32 8.74 円形 U字形 単層 1 

76・77 2 Pit 298 19R-10C8 <SD254 Ⅳ N-20 -゚E 0.22 （0.21） 0.14 （0.07） 0.05 8.97 楕円形 階段形 レンズ状 2 

76・77 2 Pit 299 19R-10C7 Ⅳ N-2 -゚E 0.37 0.29 0.22 0.16 0.07 8.94 楕円形 皿形 単層 1 
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76・77 2 Pit 300 19R-10C7 <Pit301 Ⅳ N-19 -゚E 0.38 （0.22） 0.31 0.14 0.23 8.78 長方形 皿形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 301 19R-10C7 >Pit300 Ⅳ N-46 -゚E 0.38 0.36 0.22 0.17 0.23 8.80 円形 台形 レンズ状 2 

76・77 2 Pit 302 19R-10C2・3・7・8 Ⅳ N-88 -゚E 0.37 0.32 0.09 0.07 0.21 8.80 楕円形 皿形 レンズ状 2 

76・77 2 Pit 303 19R-10C3・8 >Pit304 Ⅳ N-76 -゚W 0.41 0.33 0.11 0.08 0.28 8.76 楕円形 台形 レンズ状 2 

76・77 2 Pit 304 19R-10C3・8 <Pit303 Ⅳ N-22 -゚W 0.35 （0.20） 0.19 （0.07） 0.28 8.78 楕円形 台形 レンズ状 2 

76 2 Pit 305 19R-10C3 >SD254 中世 Ⅳ N-43 -゚W 0.47 0.44 0.09 0.08 0.23 8.81 楕円形 階段形 水平 2 

76 2 Pit 306 19R-10C3 Ⅳ N-5 -゚W 0.21 0.21 0.09 0.07 0.17 8.87 楕円形 階段形 単層 1 

76 2 Pit 307 19R-9C23・24 <Pit366 Ⅳ N-32 -゚E 0.44 （0.32）（0.20） 0.24 0.16 8.89 楕円形 台形 単層 1 

76 2 Pit 308 19R-9C23 Ⅳ N-5 -゚E 0.20 0.19 0.09 0.09 0.11 8.95 円形 半円形 単層 1 

76 2 Pit 309 19R-9C22 <SD33 Ⅳ N-49 -゚W （0.17） 0.18 （0.12） 0.08 0.14 8.96 長方形 皿形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 310 19R-10C1 <SD33，>Pit608 Ⅳ N-32 -゚E 0.56 （0.13） 0.09 （0.06） 0.37 8.70 （長方形）（皿形） − −

76・77・78・103 117 92A 2 Pit 311 19R-10C9 >SD323 中世 Ⅳ N-48 -゚W 0.74 0.53 0.52 0.25 0.19 8.89 楕円形 皿形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 312 19R-10C9 >SD323 中世 Ⅳ N-57 -゚W 0.29 （0.14） 0.17 （0.14） 0.14 8.94 円形 台形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 313 19R-10C10 >Pit314 Ⅳ N-67 -゚E 0.24 0.23 0.11 0.10 0.25 8.82 円形 U字形 単層 1 

76・78 2 Pit 314 19R-10C10 <Pit313 Ⅳ N-87 -゚W 0.66 0.47 0.39 0.27 0.18 8.90 長方形 皿形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 315 19R-10C10 <Pit317 Ⅳ N-80 -゚W 0.15 0.13 0.08 0.07 0.15 8.93 円形 台形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 316 19R-10C10 Ⅳ N-82 -゚W 0.29 0.28 0.19 0.12 0.21 8.88 楕円形 台形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 317 19R-10C10 >Pit315 Ⅳ N-11 -゚E 0.21 0.18 0.12 0.09 0.20 8.88 楕円形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 318 19R-10C10・15 Ⅳ N-22 -゚E 0.44 0.27 0.20 0.07 0.19 8.89 長方形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 319 19R-10C15 >SD323 中世 Ⅳ N-23 -゚W 0.52 0.37 0.10 0.10 0.20 8.85 楕円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 320 19R-10D11 Ⅳ N-49 -゚E 0.40 0.26 0.12 0.12 0.22 8.85 楕円形 階段形 レンズ状 2 

78 2 Pit 321 19R-10D11 >SD323 中世 Ⅳ N-50 -゚W 0.38 0.29 0.22 0.16 0.15 8.91 楕円形 階段形 単層 1 

78 2 Pit 322 19R-10D12・17 >Pit1739 Ⅳ N-17 -゚W 0.34 0.26 0.19 0.11 0.44 8.61 楕円形 U字形 単層 1 

74 2 Pit 324 19R-8A5 <Pit325 Ⅳ N-47 -゚E 0.34 （0.20）（0.08）（0.05） 0.54 8.45 （楕円形）（U字形） 単層 1 有 須恵器/長頸瓶

74 2 Pit 325 19R-8A5 >Pit324 Ⅳ N-42 -゚W 0.28 0.26 0.07 0.06 0.40 8.59 円形 U字形 単層 1 

74 2 Pit 326 19R-8A5 Ⅳ N-47 -゚E 0.32 （0.14） 0.13 （0.08） 0.12 8.87 （楕円形） 皿形 レンズ状 2 

74 2 Pit 327 19R-8A9 Ⅳ N-24 -゚W 0.22 0.21 0.11 0.09 0.37 8.61 円形 U字形 単層 1 

74 2 Pit 328 19R-8A9 Ⅳ N-52 -゚E 0.36 0.29 0.16 0.14 0.13 8.85 楕円形 皿形 単層 1 

74 2 Pit 329 19R-8A9 Ⅳ N-43 -゚W 0.22 0.21 0.11 0.10 0.16 8.83 円形 箱形 単層 1 

75 2 Pit 330 19R-8A17 <Pit331 Ⅳ N-4 -゚W 0.37 （0.22）（0.10）（0.07） 0.47 8.50 楕円形 台形 単層 1 

75 2 Pit 331 19R-8A17 >Pit330 Ⅳ N-4 -゚W 0.41 0.34 0.21 0.19 0.26 8.71 楕円形 U字形 単層 1 

75 2 Pit 332 19R-8A17 Ⅳ N-51 -゚W 0.48 0.28 0.14 0.12 0.46 8.49 楕円形 U字形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 335 19R-8D24 >SN333 中世 Ⅳ N-10 -゚E 0.30 0.23 0.19 0.13 0.07 8.78 楕円形 皿形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 336 19R-8D24 <SD334，>SN333 中世 Ⅳ N-15 -゚E 0.21 0.19 0.11 0.09 0.23 8.62 楕円形 U字形 レンズ状 2 

74・76 2 Pit 337 19R-9C7 Ⅳ N-47 -゚E 0.26 0.22 0.12 0.10 0.17 8.90 楕円形 半円形 単層 1 

74・75・76 2 Pit 338 19R-9C7 <Pit339 Ⅳ N-43 -゚W 0.41 0.36 0.19 0.12 0.15 8.93 楕円形 皿形 単層 1 

74・75・76 2 Pit 339 19R-9C7 >Pit338 Ⅳ N-34 -゚W 0.25 0.21 0.09 0.09 0.14 8.95 円形 U字形 単層 1 

76 2 Pit 340 19R-9C12 Ⅳ N-80 -゚E 0.24 0.20 0.11 0.10 0.10 8.99 円形 皿形 単層 1 

75・76 2 Pit 341 19R-9C11 Ⅳ N-11 -゚E 0.20 0.18 0.07 0.05 0.23 8.87 楕円形 U字形 単層 1 

75・76 2 Pit 342 19R-9C11 Ⅳ N-61 -゚W 0.41 0.36 0.26 0.19 0.13 8.97 楕円形 皿形 単層 1 

76 2 Pit 343 19R-9C13 Ⅳ N-85 -゚W 0.20 0.19 0.10 0.08 0.12 8.95 円形 皿形 単層 1 

76 2 Pit 344 19R-9C12・13 Ⅳ N-84 -゚W 0.22 0.21 0.11 0.07 0.21 8.86 円形 台形 単層 1 

76 2 Pit 345 19R-9C13 Ⅳ N-26 -゚E 0.25 0.19 0.12 0.10 0.09 8.97 楕円形 皿形 単層 1 

76 2 Pit 346 19R-9C19 Ⅳ N-44 -゚W 0.19 0.17 0.08 0.08 0.13 8.94 楕円形 半円形 単層 1 

76 2 Pit 347 19R-9C19 Ⅳ N-5 -゚E 0.22 0.20 0.09 0.08 0.17 8.89 円形 半円形 単層 1 

74・76・78・107 2 Pit 348 19R-9D15 >SD2050 Ⅳ N-78 -゚W 0.20 0.18 0.10 0.06 0.21 8.90 楕円形 U字形 − −

76・78 2 Pit 349 19R-10D2・3 <SK166 Ⅳ N-59 -゚E 0.31 （0.17） 0.14 0.07 0.23 8.88 円形 半円形 レンズ状 2 

74・76 2 Pit 350 19R-9C7 >SD6 中世 Ⅳ N-゚ 26 -゚E （0.32）（0.16）（0.17）（0.10） 0.15 9.60 楕円形 皿形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 351 19R-8D4，19R-9D4 >SN333 中世 Ⅳ N-32 -゚E 0.20 0.20 0.08 0.08 0.09 8.83 円形 皿形 単層 1 

76 2 Pit 352 19R-9C14 <SD33 Ⅳ N-35 -゚E 0.25 （0.12）（0.10）（0.06） 0.26 8.73 （楕円形） 皿形 − −

76 2 Pit 353 19R-9C14 >SD33 中世 Ⅳ N-45 -゚W 0.27 0.16 0.14 0.06 0.17 8.87 楕円形 U字形 単層 1 

74・75・76 2 Pit 354 19R-9B4 <SD6，>SD1993 Ⅳ N-51 -゚W 0.24 （0.21） 0.16 0.14 0.16 8.92 円形 台形 水平 2 

75 2 Pit 355 19Q-9J10 Ⅳ N-47 -゚W 0.29 0.24 0.12 0.09 0.12 8.71 楕円形 半円形 単層 1 

75 2 Pit 356 19Q-9J10・15 Ⅳ N-53 -゚W 0.44 0.42 0.23 0.21 0.13 8.75 円形 皿形 水平 2 

75 2 Pit 357 19Q-9J13・14 <Pit358，>SD2033・2034 Ⅳ N-37 -゚W （0.29） 0.28 0.18 （0.10） 0.22 8.56 楕円形 皿形 単層 1 

75 2 Pit 358 19Q-9J14 >SD2033，Pit357 Ⅳ N-53 -゚W 0.34 0.27 0.21 0.14 0.13 8.64 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 359 19R-10B15 <Pit225，>SD33・443 中世 Ⅳ N-42 -゚W （0.36） 0.35 0.24 0.14 0.28 8.72 楕円形 半円形 単層 1 
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75・76 2 Pit 360 19R-9C16 >SD233 中世 Ⅳ N-83 -゚E 0.27 0.21 0.14 0.10 0.19 8.72 円形 箱形 レンズ状 2 

76 2 Pit 362 19R-9C24 Ⅳ N-17 -゚W 0.18 0.14 0.07 0.06 0.18 8.88 楕円形 半円形 単層 1 

76 2 Pit 363 19R-9C18・19 Ⅳ N-20 -゚E 0.19 0.17 0.10 0.09 0.15 8.91 円形 台形 レンズ状 2 

74・76・107 2 Pit 364 19R-8D24 >SN333 中世 Ⅳ N-44 -゚W 0.20 0.14 0.08 0.07 0.17 8.84 楕円形 半円形 単層 1 

74・76・107 2 Pit 365 19R-8D23 >SN333 中世 Ⅳ N-45 -゚E 0.23 0.23 0.14 0.13 0.16 8.88 円形 半円形 レンズ状 2 

76 2 Pit 366 19R-9C23・24 >Pit307 Ⅳ N-50 -゚W 0.39 0.37 0.23 0.17 0.26 8.8 楕円形 台形 レンズ状 2 

78・92 2 Pit 368 19R-10C20 <SK367，Pit369 Ⅳ N-15 -゚E 0.25 （0.19） 0.13 0.07 0.09 8.94 楕円形 皿形 単層 1 

78・92 100 43 2 Pit 369 19R-10C20 <SK367，>Pit368 Ⅳ N-28 -゚W 0.33 0.20 0.17 0.11 0.09 8.93 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 370 19R-10C19 Ⅳ N-43 -゚W 0.19 0.18 0.07 0.05 0.19 8.84 円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 371 19R-10A15，19R-10B11 <Pit372 Ⅳ N-62 -゚E 0.38 0.23 0.23 0.14 0.19 8.72 楕円形 皿形 レンズ状 2 

75・77・109 136 167c 2 Pit 372 19R-10A15，19R-10B11 >Pit371 Ⅳ N-73 -゚E 0.46 0.43 0.17 0.14 0.63 8.28 楕円形 半円形 単層 1 SB2167

75・77 2 Pit 373 19R-10A15 Ⅳ N-21 -゚E 0.28 0.25 0.15 0.10 0.22 8.70 方形 台形 レンズ状 2 

75・77・109 136 167b・c 2 Pit 374 19R-10A20 >SD376 中世 Ⅳ N-72 -゚E 0.40 0.35 0.20 0.15 0.47 8.43 楕円形 U字形 柱根 4 SB2167

75・77 2 Pit 375 19R-10B16 Ⅳ N-38 -゚E 0.29 0.27 0.12 0.09 0.10 8.47 円形 U字形 単層 1 

75・77・109 136 167b 2 Pit 377 19R-10B16 Ⅳ N-15 -゚E 0.35 0.33 0.11 0.08 0.60 8.31 円形 U字形 レンズ状 2 

75・77・109 136 167b 2 Pit 378 19R-10B21・22 >P380 Ⅳ N-61 -゚W 0.45 0.42 0.23 0.20 0.20 8.69 楕円形 皿形 レンズ状 2 SB2167

75・77 2 Pit 379 19R-10B16 <Pit380 Ⅳ N-0 -゚S 0.19 0.17 0.07 0.06 0.47 8.41 楕円形 U字形 単層 1 

75・77 2 Pit 380 19R-10B16・17・21 <Pit378・381 Ⅳ N-58 -゚E 0.36 （0.15） 0.17 （0.07） 0.14 8.75 （楕円形）（皿形） − −

75・77 2 Pit 381 19R-10B17・22 >Pit380 Ⅳ N-0 -゚S 0.40 0.33 0.19 0.15 0.17 8.72 楕円形 皿形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 382 19R-10B17 <Pit383 Ⅳ N-47 -゚E 0.26 （0.14） 0.19 （0.09） 0.14 8.75 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 383 19R-10B17 >Pit382 Ⅳ N-40 -゚W 0.36 0.35 0.15 0.12 0.19 8.70 円形 台形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 384 19R-10B17・22 Ⅳ N-26 -゚W 0.31 0.26 0.20 0.15 0.11 8.78 楕円形 階段形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 385 19R-10B17 >Pit386 Ⅳ N-50 -゚W 0.20 0.19 0.10 0.08 0.09 8.80 円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 386 19R-10B17 <Pit385 Ⅳ N-68 -゚E 0.30 0.21 0.16 0.12 0.17 8.73 円形 皿形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 387 19R-10B17・22 >SD32 中世 Ⅳ N-33 -゚E 0.35 0.35 0.16 0.16 0.17 8.72 円形 半円形 単層 1 

75・77 2 Pit 388 19R-10B22 >SD32 中世 Ⅳ N-30 -゚E 0.33 0.33 0.17 0.12 0.18 8.71 円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 389 19R-10B23 Ⅳ N-4 -゚W 0.22 0.18 0.05 0.04 0.23 8.68 楕円形 皿形 単層 1 

75・77・109 136 167d 2 Pit 390 19R-10B23 Ⅳ N-48 -゚E 0.27 0.26 0.13 0.12 0.25 8.66 円形 U字形 単層 1 

75・77 2 Pit 391 19R-10B23 Ⅳ N-8 -゚W 0.32 0.26 0.12 0.10 0.58 8.33 楕円形 U字形 単層 1 

75・77・109 136 167b・d 2 Pit 392 19R-10B23 Ⅳ N-90ﾟ 0.41 0.35 0.23 0.15 0.42 8.48 楕円形 台形 単層 1 SB2167

77 2 Pit 393 20R-1B3 Ⅳ N-66 -゚W 0.16 0.15 0.08 0.06 0.26 8.64 楕円形 階段形 単層 1 

77 2 Pit 394 20R-1B3 Ⅳ N-72 -゚W 0.25 0.21 0.09 0.08 0.41 8.49 楕円形 箱形 単層 1 

77 2 Pit 396 19R-10B21 <Pit397 Ⅳ N-52 -゚W 0.23 （0.12） 0.10 （0.08） 0.07 8.80 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 397 19R-10B21，20R-1B1 >Pit396 Ⅳ N-41 -゚W 0.42 0.30 0.24 0.14 0.34 8.53 楕円形 半円形 単層 1 

77 2 Pit 398 20R-1B1 >SD32 中世 Ⅳ N-87 -゚W 0.36 0.32 0.23 0.23 0.10 8.77 円形 台形 レンズ状 2 

77 2 Pit 399 20R-1B2 Ⅳ N-44 -゚W 0.24 0.23 0.10 0.08 0.34 8.54 楕円形 U字形 水平 2 

77 2 Pit 400 20R-1B2 Ⅳ N-44 -゚W 0.24 0.23 0.14 0.11 0.14 8.73 円形 半円形 レンズ状 2 

77 2 Pit 401 20R-1B2 Ⅳ N-2 -゚W 0.24 0.18 0.14 0.13 0.21 8.66 円形 半円形 単層 1 

77 2 Pit 402 20R-1B2 >Pit403 Ⅳ N-25 -゚W 0.40 0.34 0.26 0.20 0.16 8.72 長方形 皿形 レンズ状 2 

77 2 Pit 403 20R-1B2 <Pit402 Ⅳ N-40 -゚W 0.25 （0.15） 0.13 0.07 0.32 8.56 方形 U字形 単層 1 

77 2 Pit 404 20R-1B2・7 Ⅳ N-82 -゚E 0.23 0.19 0.11 0.06 0.28 8.60 楕円形 半円形 水平 3 

75・77 2 Pit 405 19R-10B14 <Pit218 Ⅳ N-10 -゚E 0.24 （0.15） 0.13 0.10 0.17 8.82 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77 2 Pit 406 20R-1B8 >SD33 中世 Ⅳ N-32 -゚W 0.23 0.19 0.12 0.12 0.16 8.74 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 407 20R-1B4 <Pit408 Ⅳ N-28 -゚W 0.22 （0.16） 0.14 0.12 0.11 8.81 楕円形 台形 単層 1 

77 2 Pit 408 20R-1B4 >SD33，Pit407 中世 Ⅳ N-15 -゚W 0.43 0.30 0.09 0.08 0.38 8.54 楕円形 台形 レンズ状 2 

77 2 Pit 409 20R-1B4 >SD33 中世 Ⅳ N-70 -゚W 0.35 0.31 0.19 0.16 0.19 8.73 楕円形 皿形 単層 1 

77・92 2 Pit 411 20R-1B4 >SK410，Pit510 Ⅳ N-10 -゚E 0.42 0.27 0.21 0.15 0.13 8.81 楕円形 不整形 単層 1 

77 2 Pit 412 20R-1B4・5 Ⅳ N-10 -゚W 0.28 0.21 0.08 0.07 0.19 8.75 楕円形 階段形 単層 1 

77 2 Pit 413 20R-1B5 <Pit415 Ⅳ N-46 -゚W 0.23 0.20 0.10 0.09 0.11 8.82 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 414 20R-1B5 Ⅳ N-11 -゚W 0.25 0.24 0.12 0.12 0.16 8.77 円形 半円形 単層 1 

77 2 Pit 415 20R-1B10 >Pit413・416 Ⅳ N-54 -゚W 0.28 0.25 0.14 0.13 0.17 8.76 方形 台形 単層 1 

77 2 Pit 416 20R-1B10 >Pit415 Ⅳ N-3 -゚E 0.27 （0.11） 0.16 （0.07） 0.22 8.70 楕円形 台形 レンズ状 2 

77 2 Pit 417 20R-1B9 Ⅳ N-7 -゚W 0.30 0.29 0.17 0.11 0.10 8.83 円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 418 20R-1B9 Ⅳ N-43 -゚E 0.26 0.22 0.15 0.11 0.27 8.65 楕円形 台形 レンズ状 2 

77 2 Pit 419 20R-1B9 >Pit420 Ⅳ N-51 -゚E 0.24 0.18 0.11 0.10 0.52 8.41 楕円形 半円形 単層 1 

77 2 Pit 420 20R-1B9 <Pit419 Ⅳ N-45 -゚E 0.28 （0.23） 0.15 0.13 0.36 8.56 楕円形 半円形 単層 1 

77 2 Pit 421 20R-1B9 Ⅳ N-78 -゚W 0.35 0.28 0.08 0.05 0.29 8.62 楕円形 階段形 レンズ状 2 
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77 2 Pit 422 20R-1B9 Ⅳ N-25 -゚E 0.27 0.26 0.14 0.10 0.16 8.72 円形 半円形 単層 1 

77 2 Pit 423 20R-1B15・20 Ⅳ N-50 -゚E 0.40 0.27 0.12 0.09 0.44 8.44 楕円形 階段形 単層 1 

77 2 Pit 424 20R-1B20 <Pit426，>Pit425 Ⅳ N-65 -゚E 0.30 （0.16） 0.25 （0.14） 0.45 8.41 楕円形 台形 単層 1 

77 2 Pit 425 20R-1B15・20 <Pit424・426 Ⅳ N-47 -゚E （0.22） 0.20 0.17 0.07 0.16 8.72 楕円形 台形 レンズ状 2 

77 2 Pit 426 20R-1B20 >Pit424・425 Ⅳ N-3 -゚E 0.33 0.31 0.07 0.07 0.31 8.55 楕円形 階段形 単層 1 

77 2 Pit 427 20R-1B20 Ⅳ N-90ﾟ 0.23 0.17 0.15 0.09 0.15 8.70 楕円形 半円形 レンズ状 2 

77 2 Pit 428 20R-1B20・25 Ⅳ N-80 -゚W 0.34 0.28 0.11 0.07 0.32 8.55 楕円形 U字形 水平 2 

77 2 Pit 429 19R-10C17 <Pit277，>SD2056 Ⅳ N-49 -゚W 0.25 0.12 0.09 0.09 0.33 8.70 楕円形 U字形 単層 1 

75・77 2 Pit 431 19R-10A10 >SD1999 Ⅳ N-34 -゚E 0.34 0.25 0.21 0.09 0.13 8.77 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77 2 Pit 432 20R-1C7 >SD2057 Ⅳ N-14 -゚E 0.37 0.28 0.27 0.18 0.08 8.87 楕円形 台形 単層 1 

77 2 Pit 433 20R-1C7 >SD2056 Ⅳ N-26 -゚E 0.33 0.26 0.20 0.14 0.11 8.85 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 434 20R-1C8 <Pit435，>Pit436 Ⅳ N-16 -゚E 0.37 0.31 0.17 0.14 0.17 8.80 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 435 20R-1C8 >Pit434・436 Ⅳ N-80 -゚W 0.33 0.28 0.12 0.11 0.14 8.83 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 436 20R-1C8 <Pit434・435・437，>Pit438 Ⅳ N-43 -゚E 0.43 0.34 0.32 0.20 0.14 8.82 長方形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 437 20R-1C8 >Pit436 Ⅳ N-0 -゚S 0.16 0.14 0.08 0.07 0.09 8.87 楕円形 階段形 単層 1 

77 2 Pit 438 20R-1C8 <Pit436 Ⅳ N-22 -゚N 0.24 （0.18） 0.12 0.08 0.07 8.89 楕円形 皿形 単層 1 

75・76 2 Pit 439 19R-9B25 >SD233 中世 Ⅳ N-38 -゚E 0.21 （0.18） 0.08 0.08 0.17 8.86 楕円形 半円形 単層 1 

76・77 2 Pit 440 19R-10C8 <Pit297，>Pit441 Ⅳ N-68 -゚E 0.27 （0.13） 0.20 （0.13） 0.07 8.98 楕円形 皿形 単層 1 

76・77 2 Pit 441 19R-10C8 <Pit440 Ⅳ N-74 -゚E 0.28 （0.22） 0.19 （0.19） 0.07 8.98 円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 442 19R-10C22 >SD2056 Ⅳ N-56 -゚E 0.30 0.28 0.07 0.07 0.23 8.77 楕円形 皿形 単層 1 

75・77・103・
109

116・
136

89，167a・c 2 Pit 444 19R-10B6 >SD217 中世 Ⅳ N-34 -゚E 0.41 0.27 0.21 0.18 0.17 8.47 楕円形 箱形 単層 1 SB2167

75・76・77 2 Pit 445 19R-10B8 >SD443 中世 Ⅳ N-87 -゚W 0.42 0.25 0.18 0.15 0.19 8.40 楕円形 階段形 − −

74・76・107 135 163 2 Pit 446 19R-9E2 >SN333 中世 Ⅳ N-71 -゚E （0.24）（0.28）（0.10）（0.10） 0.15 8.89 （楕円形） 台形 単層 1 

76 2 Pit 447 19R-9C24 >Pit448 Ⅳ N-28 -゚E 0.30 0.22 0.15 0.10 0.24 8.83 楕円形 U字形 単層 1 

76 2 Pit 448 19R-9C24 <Pit447 Ⅳ N-18 -゚E 0.30 0.22 0.13 0.10 0.19 8.88 円形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 449 19R-10C5 Ⅳ N-63 -゚W 0.26 0.21 0.13 0.12 0.32 8.77 円形 U字形 単層 1 

76・77・78 2 Pit 450 19R-10C9 Ⅳ N-20 -゚E 0.26 0.24 0.16 0.10 0.11 8.96 楕円形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 451 19R-10D1 >SD2044 Ⅳ N-37 -゚E 0.26 0.20 0.12 0.09 0.19 8.91 楕円形 皿形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 452 19R-10A7 Ⅳ N-71 -゚E 0.33 0.29 0.21 0.18 0.18 8.70 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 453 19Q-10J15 >SD2008 Ⅳ N-73 -゚E 0.21 0.17 0.10 0.08 0.10 8.73 楕円形 台形 − −

75・77 2 Pit 454 19R-10A11・12 <Pit455，>Pit456 Ⅳ N-80 -゚E 0.39 0.34 0.14 （0.07） 0.46 8.40 楕円形 皿形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 455 19R-10A11・12 >Pit454・456 Ⅳ N-6 -゚W 0.35 0.27 0.09 0.08 0.65 8.21 楕円形 階段形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 456 19R-10A11・12 <Pit454・455 Ⅳ N-73 -゚E 0.54 0.47 0.25 0.23 0.25 8.61 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 457 19R-10A12 Ⅳ N-57 -゚E 0.19 0.16 0.06 0.04 0.14 8.71 楕円形 半円形 単層 1 

75・77 2 Pit 458 19R-10A16 Ⅳ N-24 -゚E 0.25 0.22 0.10 0.07 0.18 8.66 楕円形 皿形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 459 19R-10A16 Ⅳ N-85 -゚E 0.32 0.29 0.14 0.12 0.29 8.54 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 460 19R-10A17 Ⅳ N-47 -゚E 0.33 0..31 0.15 0.12 0.27 8.53 楕円形 不整形 単層 1 

75・77 2 Pit 461 19R-10A13 Ⅳ N-56 -゚W 0.32 0.26 0.22 0.16 0.15 8.69 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 463 20R-1A4 Ⅳ N-17 -゚E 0.30 0.28 0.21 0.19 0.16 8.74 円形 台形 レンズ状 2 

75・76・77 2 Pit 464 19R-10B8 >SD443 中世 Ⅳ N-50 -゚E 0.26 0.21 0.13 0.13 0.13 8.64 楕円形 台形 単層 1 

75・77 2 Pit 465 19R-10A25 <Pit466 Ⅳ N-61 -゚E （0.22） 0.22 0.14 0.10 0.06 8.85 円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 466 19R-10A25 >Pit465 Ⅳ N-36 -゚E 0.26 0.23 0.19 0.12 0.06 8.85 円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 467 19R-10A25 Ⅳ N-36 -゚W 0.28 0.21 0.12 0.11 0.19 8.71 円形 台形 単層 1 

77 2 Pit 468 20R-1A9 Ⅳ N-43 -゚E 0.27 0.25 0.16 0.14 0.21 8.63 円形 半円形 レンズ状 2 

77 2 Pit 469 20R-1A5 Ⅳ N-42 -゚W 0.44 0.38 0.09 0.08 0.40 8.47 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77 2 Pit 470 20R-1A8 >Pit471 Ⅳ N-28 -゚W 0.27 0.25 0.16 0.12 0.11 8.74 円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 471 20R-1A8 <Pit470 Ⅳ N-48 -゚E 0.31 0.26 0.19 0.10 0.24 8.61 長方形 箱形 単層 1 

75・110 136 168a 2 Pit 472 19R-9A22 中世 Ⅳ N-36 -゚E 0.30 0.29 0.13 0.11 0.39 8.53 円形 U字形 単層 1 SB2168

75・110 136 168a 2 Pit 473 19R-9A18 >SD2003 Ⅳ N-0 -゚S 0.26 0.24 0.14 0.14 0.13 8.77 楕円形 皿形 単層 1 

75・110 136 168a 2 Pit 474 19R-9A18 中世 Ⅳ N-42 -゚W 0.25 0.24 0.14 0.14 0.29 8.65 方形 半円形 単層 1 SB2168

75・110 136 168a 2 Pit 475 19R-9A14 <SD1 中世 Ⅳ N-53 -゚E 0.26 0.12 0.12 0.05 0.41 8.52 （円形） U字形 単層 1 SB2168

75・77 2 Pit 476 19R-10C16 >SD254 中世 Ⅳ N-54 -゚E 0.26 0.23 0.12 0.12 0.18 8.75 円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 477 19R-10C21 <SD254 Ⅳ N-51 -゚E 0.34 （0.22） 0.13 （0.06） 0.46 8.54 楕円形 U字形 単層 1 

77 2 Pit 478 20R-1B5 <Pit256 Ⅳ N-18 -゚W 0.21 （0.13） 0.12 （0.07） 0.21 8.76 円形 皿形 単層 1 

76 2 Pit 479 19R-10C3 >Pit480 Ⅳ N-76 -゚W 0.18 0.13 0.10 0.04 0.10 8.94 楕円形 皿形 単層 1 

76 2 Pit 480 19R-9C23，19R-10C3 <Pit479 Ⅳ N-33 -゚W （0.27） 0.23 （0.18） 0.11 0.20 8.84 長方形 台形 レンズ状 2 



別
　
　
　
表

2
2

7

図版No.
写真図版

No.
SP記号 区

遺構

グリッド 重複状況 時代 確認面 主軸方位

規模（m）
底面標高
（m）

形態

堆積状況 覆土
遺物
の

有無

遺物図面図
版No.

出土遺物
備考種別 番号

上端 下端
深度 平面 断面

長軸 短軸 長軸 短軸
76 2 Pit 481 19R-9C23 >SD33 中世 Ⅳ N-30 -゚E 0.25 0.21 0.12 0.11 0.14 8.91 楕円形 半円形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 482 19R-10C6 >SD33 中世 Ⅳ N-70 -゚W 0.52 0.45 0.31 0.19 0.44 8.57 楕円形 U字形 レンズ状 2 

78 2 Pit 483 19R-10C20 Ⅳ N-50 -゚E 0.33 0.25 0.10 0.08 0.35 8.67 楕円形 半円形 単層 1 

75・110 136 168b 2 Pit 484 19R-9A21・22 Ⅳ N-36 -゚W 0.31 0.26 0.20 0.18 0.18 8.68 楕円形 台形 単層 1 

75・110 136 168a・b 2 Pit 485 19R-9A22，19R-10A2 >SD2005 中世 Ⅳ N-84 -゚W 0.32 0.31 0.14 0.11 0.38 8.50 円形 台形 単層 1 SB2168

77 2 Pit 486 20R-1B17・22 Ⅳ N-14 -゚E 0.20 0.16 0.10 0.09 0.13 8.74 円形 半円形 レンズ状 2 

77 2 Pit 487 20R-1B17・22 Ⅳ N-13 -゚E 0.28 0.19 0.16 0.09 0.18 8.69 楕円形 U字形 レンズ状 2 

77 2 Pit 488 20R-1B17 Ⅳ N-80 -゚E 0.32 0.25 0.19 0.09 0.22 8.64 楕円形 皿形 レンズ状 3 

77 2 Pit 489 20R-1B17 <Pit490 Ⅳ N-56 -゚W 0.27 0.23 0.09 0.07 0.29 8.59 楕円形 U字形 レンズ状 2 

77 2 Pit 490 20R-1B17 >Pit489 Ⅳ N-30 -゚W 0.27 0.24 0.05 0.04 0.32 8.55 楕円形 U字形 レンズ状 2 

77 2 Pit 491 20R-1B17 >Pit492 Ⅳ N-44 -゚E 0.32 0.32 0.09 0.08 0.37 8.50 円形 U字形 レンズ状 2 

77 2 Pit 492 20R-1B17 <Pit491 Ⅳ N-42 -゚E 0.32 0.25 0.07 0.04 0.38 8.50 楕円形 U字形 単層 1 

77 2 Pit 493 20R-1B17・18 Ⅳ N-32 -゚E 0.42 0.34 0.14 0.12 0.25 8.65 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 494 20R-1B17 Ⅳ N-34 -゚E 0.35 0.32 0.20 0.15 0.26 8.60 円形 台形 ブロック状 3 

77 2 Pit 495 20R-1B18・23 Ⅳ N-61 -゚E 0.26 0.23 0.12 0.09 0.09 8.80 円形 皿形 レンズ状 2 

77 2 Pit 496 20R-1B19 Ⅳ N-37 -゚E 0.37 0.34 0.13 0.11 0.46 8.43 円形 U字形 単層 1 

77 2 Pit 497 20R-1B19 Ⅳ N-5 -゚E 0.33 0.29 0.13 0.10 0.42 8.47 楕円形 階段形 単層 1 

77・79 2 Pit 498 20R-1B24 Ⅳ N-71 -゚W 0.26 0.20 0.13 0.11 0.16 8.73 円形 半円形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 499 20R-1B24 Ⅳ N-40 -゚E 0.33 0.30 0.12 0.12 0.45 8.43 楕円形 階段形 単層 1 

77・79 2 Pit 500 20R-1B24 Ⅳ N-64 -゚W 0.41 0.30 0.10 0.09 0.49 8.40 楕円形 階段形 単層 1 

77・97 2 Pit 501 20R-1B13・14 >SX951 中世 Ⅳ N-32 -゚W 0.36 0.29 0.17 0.14 0.18 8.71 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77 2 Pit 503 20R-1A10 Ⅳ N-49 -゚E 0.19 0.17 0.11 0.10 0.18 8.65 円形 半円形 単層 1 

77 2 Pit 504 20R-1A5，20R-1B1 Ⅳ N-72 -゚E 0.33 0.29 0.17 0.15 0.12 8.74 円形 皿形 単層 1 

75・77・109 136 167a 2 Pit 505 19R-10B13 >SD233 中世 Ⅳ N-20 -゚W 0.33 0.25 0.12 0.09 0.60 8.38 楕円形 U字形 単層 1 

75・76・77・
101・102

114 87C 2 Pit 506 19R-10B5 >SD32，SD233 中世 Ⅳ N-66 -゚W 0.33 0.22 0.15 0.10 0.07 8.85 楕円形 半円形 単層 1 

75・77・109 136 167b 2 Pit 508 19R-10B22 Ⅳ N-57 -゚E 0.42 0.39 0.14 0.12 0.58 8.30 楕円形 U字形 単層 1 

75・77 2 Pit 509 19R-10B24 >SD33 中世 Ⅳ N-51 -゚E 0.26 0.20 0.16 0.11 0.37 8.55 楕円形 U字形 単層 1 

77・92 2 Pit 510 20R-1B9 <Pit411，>SK410 Ⅳ N-40 -゚E 0.45 0.44 0.19 0.12 0.37 8.56 方形 階段形 水平 2 

77・97 2 Pit 511 20R-1A5 >SD32 中世 Ⅳ N-63 -゚E 0.30 0.19 0.18 0.10 0.10 8.64 不整形 皿形 単層 1 

77・97 2 Pit 512 20R-1B7・12 >SX951，Pit659 中世 Ⅳ N-48 -゚E 0.24 0.22 0.04 0.03 0.23 8.55 円形 U字形 単層 1 

77・97 2 Pit 513 20R-1B12・13 >SX951 中世 Ⅳ N-38 -゚W 0.24 0.21 0.12 0.10 0.22 8.54 円形 半円形 単層 1 

76 2 Pit 514 19R-10C2・3 >SD33・507 中世 Ⅳ N-50 -゚E 0.67 0.35 0.14 0.07 0.36 8.43 楕円形 箱形 単層 1 

77 2 Pit 515 20Q-1J1 >SD2020 Ⅳ N-5 -゚W 0.28 0.23 0.15 0.13 0.15 8.59 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77 2 Pit 516 20Q-1J2 Ⅳ N-70 -゚W 0.23 0.21 0.11 0.08 0.14 8.62 楕円形 台形 単層 1 

75・77 2 Pit 517 19Q-10J23 <Pit518 Ⅳ N-59 -゚W 0.37 0.30 0.24 0.19 0.19 8.58 楕円形 台形 単層 1 

75・77 2 Pit 518 19Q-10J23 >Pit517 Ⅳ N-79 -゚E 0.21 0.15 0.09 0.07 0.15 8.62 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 519 19Q-10J19 >SD2011 Ⅳ N-8 -゚E 0.39 0.34 0.29 0.19 0.14 8.68 楕円形 台形 − −

75・77 2 Pit 520 19Q-10J20 >SD2009 Ⅳ N-44 -゚W 0.35 0.32 0.19 0.17 0.11 8.72 方形 皿形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 521 19R-10B13 <Pit522，>SD233 中世 Ⅳ N-31 -゚E 0.36 （0.27） 0.17 0.16 0.56 8.28 円形 U字形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 522 19R-10B13 >SD233，Pit521 中世 Ⅳ N-37 -゚W 0.20 0.17 0.09 0.07 0.13 8.73 円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 523 19R-10B18 >SD32 中世 Ⅳ N-72 -゚E 0.38 0.17 0.20 0.09 0.28 8.60 長方形 台形 単層 1 

77 2 Pit 524 20R-1A19 <Pit525，>Pit639 Ⅳ N-70 -゚E 0.39 0.34 0.26 0.20 0.14 8.67 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 525 20R-1A19 >SD32，Pit524 中世 Ⅳ N-90ﾟ 0.32 0.27 0.15 0.12 0.12 8.68 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 526 20R-1A19 Ⅳ N-12 -゚W 0.39 0.37 0.21 0.17 0.12 8.68 円形 皿形 レンズ状 2 

77 2 Pit 527 20R-1A19 >SD32 中世 Ⅳ N-12 -゚E 0.39 0.30 0.23 0.20 0.10 8.70 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 528 20R-1A19・24 >SD32，Pit529 中世 Ⅳ N-43 -゚W 0.45 0.41 0.28 0.22 0.18 8.63 円形 台形 レンズ状 2 

77 2 Pit 529 20R-1A24 <Pit528，>SD32 中世 Ⅳ N-43 -゚E （0.40） 0.40 0.27 0.19 0.14 8.65 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77 2 Pit 530 20R-1A25 Ⅳ N-20 -゚E 0.20 0.20 0.12 0.09 0.18 8.66 楕円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 531 20R-1A24 >SD32 中世 Ⅳ N-7 -゚E 0.26 0.19 0.05 0.04 0.17 8.64 長方形 箱形 単層 1 

77・79 2 Pit 532 20R-2B1 Ⅳ N-41 -゚E 0.24 0.20 0.12 0.10 0.21 8.66 円形 半円形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 533 20R-2A5 <SD33，Pit534 Ⅳ N-60 -゚W （0.50） 0.43 0.09 0.06 0.28 8.59 楕円形 V字形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 534 20R-2B1 >Pit533・535・537 Ⅳ N-82 -゚E 0.48 0.42 0.15 0.14 0.24 8.62 楕円形 階段形 水平 2 

77・79 2 Pit 535 20R-2B1 <Pit534 Ⅳ N-4 -゚E 0.17 （0.08） 0.04 （0.04） 0.10 8.76 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 536 20R-2A5 <SD33 Ⅳ N-11 -゚W 0.27 （0.18） 0.12 0.12 0.17 8.69 楕円形 半円形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 537 20R-2B1 <Pit534 Ⅳ N-73 -゚E 0.29 0.15 0.08 0.05 0.33 8.53 円形 U字形 単層 1 

77・79 2 Pit 538 20R-2A5・10，20R-2B1・6 <Pit539 Ⅳ N-0 -゚S 0.42 （0.16） 0.22 （0.08） 0.15 8.71 楕円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 539 20R-2A5・10 >Pit538 Ⅳ N-18 -゚E 0.46 0.40 0.13 0.10 0.45 8.42 円形 階段形 単層 1 
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77・79 2 Pit 540 20R-2A10，20R-2B6 Ⅳ N-0 -゚S 0.54 0.45 0.25 0.17 0.28 8.58 楕円形 台形 レンズ状 3 

77・79 2 Pit 541 20R-2B6 >Pit542 Ⅳ N-52 -゚W 0.27 0.26 0.10 0.07 0.24 8.63 円形 台形 レンズ状 3 

77・79 2 Pit 542 20R-2B6 <Pit541・543 Ⅳ N-20 -゚W 0.45 0.44 0.15 0.04 0.34 8.54 円形 U字形 単層 1 

77・79 2 Pit 543 20R-2B6 >Pit542 Ⅳ N-37 -゚W 0.35 0.31 0.20 0.15 0.13 8.74 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 544 20R-2B6 Ⅳ N-52 -゚E 0.16 0.16 0.09 0.06 0.13 8.73 円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 545 20R-2B6・7 >Pit634 Ⅳ N-88 -゚E 0.26 0.22 0.09 0.07 0.34 8.54 楕円形 U字形 単層 1 

77・79 2 Pit 546 20R-2B7 Ⅳ N-16 -゚W 0.28 0.21 0.06 0.04 0.21 8.69 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 547 20R-2B6 Ⅳ N-44 -゚W 0.33 0.27 0.10 0.07 0.28 8.60 楕円形 漏斗形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 548 20R-2B6 <Pit549 Ⅳ N-79 -゚W 0.18 0.15 （0.09） 0.06 0.17 8.70 円形 U字形 単層 1 

77・79 2 Pit 549 20R-2B6・11 >Pit548 Ⅳ N-17 -゚W 0.25 0.21 0.10 0.09 0.18 8.68 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 550 20R-2B11 Ⅳ N-49 -゚E 0.24 0.16 0.11 0.09 0.27 8.60 楕円形 半円形 単層 1 

77・79 2 Pit 551 20R-2B11 >Pit552 Ⅳ N-54 -゚E 0.28 0.19 0.08 0.05 0.25 8.62 楕円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 552 20R-2B11 <Pit551 Ⅳ N-36 -゚E 0.54 0.38 0.14 0.12 0.31 8.58 楕円形 階段形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 553 20R-2A15 <Pit554 Ⅳ N-68 -゚E 0.50 （0.31） 0.17 0.10 0.37 8.49 楕円形 半円形 単層 1 

77・79 2 Pit 554 20R-2A15 >Pit553・555 Ⅳ N-72 -゚E 0.24 0.20 0.09 0.06 0.21 8.66 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 555 20R-2A15 <Pit554 Ⅳ N-80 -゚W 0.23 （0.14） 0.09 0.06 0.13 8.73 楕円形 半円形 単層 1 

77・79 2 Pit 556 20R-2A10・15 Ⅳ N-60 -゚E 0.27 0.22 0.08 0.05 0.31 8.55 楕円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 557 20R-2A15 <Pit558 Ⅳ N-66 -゚W 0.68 0.38 0.29 0.14 0.37 8.48 楕円形 箱形 単層 1 

77・79 2 Pit 558 20R-2A15 <Pit559，>Pit557 Ⅳ N-44 -゚W 0.54 0.44 0.13 0.08 0.27 8.57 不整形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 559 20R-2A15 >Pit558 Ⅳ N-47 -゚E 0.27 0.26 0.14 0.11 0.14 8.71 円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 560 20R-2A15 Ⅳ N-85 -゚W 0.42 0.31 0.21 0.16 0.16 8.71 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 561 20R-2A15 >Pit562 Ⅳ N-2 -゚W 0.29 0.27 0.08 0.08 0.34 8.53 円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 562 20R-2A15 >Pit561・563 Ⅳ N-16 -゚W （0.25） 0.25 （0.10） 0.09 0.33 8.55 方形 箱形 単層 1 

77・79 2 Pit 563 20R-2A15 >Pit562 Ⅳ N-33 -゚E 0.14 0.13 0.06 0.04 0.09 8.78 楕円形 半円形 単層 1 

77・79 2 Pit 564 20R-2A15，20R-2B11 Ⅳ N-36 -゚W 0.32 0.26 0.15 0.10 0.12 8.77 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 565 20R-2A15 Ⅳ N-5 -゚E 0.25 0.22 0.14 0.10 0.12 8.74 円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 566 20R-2A15 Ⅳ N-78 -゚E 0.36 0.29 0.17 0.13 0.31 8.53 楕円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 567 20R-2A15 Ⅳ N-86 -゚W 0.30 0.25 0.17 0.15 0.30 8.54 長方形 箱形 − −

77・79 2 Pit 568 20R-2A20 Ⅳ N-83 -゚W 0.26 0.24 0.14 0.11 0.12 8.75 円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 569 20R-2A14 Ⅳ N-12 -゚E 0.52 0.41 0.17 0.13 0.58 8.25 長方形 階段形 単層 1 

77・79 2 Pit 570 20R-2A19 Ⅳ N-70 -゚E 0.22 0.14 0.11 0.07 0.17 8.67 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 571 20R-2A19 >Pit572 Ⅳ N-67 -゚W 0.39 0.32 0.21 0.15 0.27 8.55 楕円形 台形 単層 1 有 181 土師器/長甕、石/石核

77・79 2 Pit 572 20R-2A19・20
<Pit571・573・574，
>Pit576・577

Ⅳ N-72 -゚E 0.82 0.45 （0.28） 0.26 0.30 8.53 長方形 箱形 単層 1 有 181 石/軽石製石製品

77・79 2 Pit 573 20R-2A19 >Pit572 Ⅳ N-43 -゚W 0.35 0.30 0.11 0.11 0.29 8.53 楕円形 階段形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 574 20R-2A19・20 <Pit575，>Pit572 Ⅳ N-11 -゚E 0.40 （0.30）（0.20） 0.18 0.25 8.57 方形 皿形 水平 2 

77・79 2 Pit 575 20R-2A20 >Pit574 Ⅳ N-47 -゚W 0.39 0.29 0.18 0.18 0.28 8.56 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 576 20R-2A20 <Pit572，>Pit577 Ⅳ N-46 -゚W 0.18 （0.06） 0.08 （0.05） 0.10 8.72 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 577 20R-2A20 <Pit572・576 Ⅳ N-16 -゚W 0.13 （0.08） 0.07 0.05 0.07 8.76 円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 578 19R-10B13 >SD32 中世 Ⅳ N-75 -゚E 0.21 0.16 0.18 0.10 0.13 8.37 楕円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 579 20R-2A9 Ⅳ N-12 -゚E 0.35 （0.22） 0.14 0.14 0.21 8.62 方形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 580 20R-2A13 >Pit581 Ⅳ N-60 -゚E 0.25 0.23 0.13 0.10 0.23 8.62 円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 581 20R-2A13 <Pit580 Ⅳ N-43 -゚W 0.17 （0.13） 0.07 0.07 0.17 8.68 円形 階段形 単層 1 

75・77 2 Pit 582 19Q-10J15・20 >SD2009 Ⅳ N-19 -゚W 0.24 0.17 0.16 0.11 0.09 8.73 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 583 19Q-10J14 Ⅳ N-90ﾟ 0.43 0.32 0.32 0.22 0.09 8.73 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 584 20Q-1J4 Ⅳ N-70 -゚W 0.32 0.27 0.11 0.09 0.25 8.52 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 585 19R-10A13 >Pit586 Ⅳ N-64 -゚E 0.40 0.30 0.25 0.15 0.12 8.77 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 586 19R-10A13 <Pit585 Ⅳ N-55 -゚E 0.30 （0.20） 0.19 0.12 0.10 8.79 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 587 19R-10A14 >Pit588 Ⅳ N-7 -゚W 0.31 0.27 0.15 0.14 0.12 8.79 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 588 19R-10A14 <Pit587，>Pit589 Ⅳ N-14 -゚W 0.38 0.29 0.17 0.16 0.14 8.77 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 589 19R-10A14 <Pit588 Ⅳ N-23 -゚W 0.25 （0.15） 0.05 0.04 0.14 8.78 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 590 20R-1A4 >Pit591 Ⅳ N-34 -゚E 0.38 0.34 0.28 0.25 0.16 8.72 長方形 台形 水平 2 

77 2 Pit 591 20R-1A3・4 >Pit590・592 Ⅳ N-16 -゚W 0.37 0.34 0.28 0.17 0.14 8.74 長方形 台形 単層 1 

77 2 Pit 592 20R-1A3 <Pit591 Ⅳ N-5 -゚E 0.23 （0.09） 0.10 （0.04） 0.27 8.60 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 593 20R-1A3 Ⅳ N-28 -゚W 0.29 0.25 0.13 0.10 0.26 8.60 楕円形 台形 ブロック状 3 

77 2 Pit 594 20R-1A4 Ⅳ N-25 -゚E 0.34 0.30 0.22 0.18 0.20 8.67 円形 台形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 595 19R-10A19 >Pit596 Ⅳ N-7 -゚E 0.23 0.20 0.14 0.08 0.07 8.82 楕円形 皿形 単層 1 
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75・77 2 Pit 596 19R-10A19 <Pit595・597 Ⅳ N-87 -゚W 0.54 （0.42）（0.32） 0.23 0.30 8.60 円形 皿形 レンズ状 2 有 土師器/小甕

75・77 2 Pit 597 19R-10A19 >Pit596・598 Ⅳ N-0 -゚S 0.40 0.40 0.19 0.14 0.24 8.66 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 598 19R-10A19 <Pit597 Ⅳ N-6 -゚E 0.27 （0.22） 0.12 0.09 0.10 8.81 円形 皿形 単層 1 

75・77・109 136 167d 2 Pit 599 19R-10B18・23 中世 Ⅳ N-60 -゚E 0.31 0.28 0.17 0.13 0.14 8.74 円形 台形 単層 1 SB2167

75・77 2 Pit 600 19R-10B19 Ⅳ N-82 -゚W 0.33 0.30 0.18 0.14 0.15 8.82 円形 皿形 レンズ状 2 

75・77・109 136 167d 2 Pit 601 19R-10B18 Ⅳ N-35 -゚W 0.27 0.24 0.14 0.13 0.19 8.81 方形 半円形 単層 1 

75・77 2 Pit 602 19R-10B18・19 <Pit603 Ⅳ N-68 -゚W 0.28 （0.20） 0.13 （0.10） 0.17 8.82 円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 603 19R-10B18・19 >Pit602 Ⅳ N-35 -゚E 0.33 0.27 0.14 0.13 0.18 8.81 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 604 19R-10B19 <SD33 Ⅳ N-55 -゚E 0.44 （0.24） 0.34 （0.19） 0.25 8.74 方形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 605 19R-10B19 Ⅳ N-57 -゚E 0.19 0.15 0.13 0.08 0.14 8.85 楕円形 半円形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 606 19R-10B10 Ⅳ N-64 -゚W 0.41 0.33 0.17 0.14 0.40 8.60 楕円形 階段形 レンズ状 2 

75・76・77 2 Pit 607 19R-10C6 Ⅳ N-9 -゚W 0.28 0.25 0.13 0.10 0.46 8.56 円形 U字形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 608 19R-10C1 <Pit310 Ⅳ N-35 -゚E 0.35 （0.23） 0.11 （0.07） 0.30 8.77 楕円形 台形 レンズ状 2 

75・76 2 Pit 609 19R-9B25 >SD32 中世 Ⅳ N-18 -゚E 0.30 0.23 0.19 0.16 0.23 8.76 楕円形 皿形 レンズ状 2 

75・76・77・109 136 167e 2 Pit 610 19R-10B12・13 中世 Ⅳ N-82 -゚E 0.48 0.43 0.17 0.13 0.57 8.40 楕円形 階段形 レンズ状 2 SB2167

75・77 2 Pit 611 19R-10B18 >SD32 中世 Ⅳ N-56 -゚E 0.15 0.13 0.10 0.05 0.19 8.79 方形 半円形 単層 1 

75・77 2 Pit 612 19R-10B23 Ⅳ N-89 -゚E 0.30 0.22 0.15 0.10 0.26 8.71 楕円形 U字形 単層 1 

77 2 Pit 613 20R-1A13 Ⅳ N-35 -゚E 0.32 0.29 0.17 0.14 0.25 8.52 円形 半円形 レンズ状 2 

77 2 Pit 615 20R-1B2 <SD32，Pit616 Ⅳ N-37 -゚E 0.36 0.23 0.16 0.10 0.20 8.67 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77 2 Pit 616 20R-1B2 >Pit615 Ⅳ N-23 -゚W 0.38 0.28 0.20 0.14 0.30 8.57 楕円形 台形 単層 1 

77 2 Pit 617 20R-1A9・10 >Pit645 Ⅳ N-5 -゚W 0.34 0.34 0.15 0.12 0.27 8.56 円形 台形 レンズ状 2 

77 2 Pit 618 20R-1A10 <Pit619 Ⅳ N-46 -゚E 0.22 （0.19） 0.10 0.09 0.27 8.55 楕円形 半円形 レンズ状 2 

77 2 Pit 619 20R-1A10 >Pit618 Ⅳ N-22 -゚E 0.18 0.16 0.09 0.08 0.08 8.73 楕円形 皿形 単層 1 

75・77・96 2 Pit 620 19R-10B25，20R-1B5 >SX253 Ⅳ N-29 -゚E 0.44 0.30 0.28 0.19 0.23 8.61 不整形 皿形 単層 1 

75・77・92 2 Pit 621 19R-10B21 <SD376 Ⅳ N-55 -゚W 0.28 （0.18） 0.12 0.05 0.13 8.75 方形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 622 19R-10B21 <Pit623 Ⅳ N-6 -゚W 0.24 0.17 0.09 0.09 0.12 8.76 楕円形 半円形 単層 1 

75・77 2 Pit 623 19R-10B21，20R-1B1 >Pit622 Ⅳ N-53 -゚W 0.29 0.26 0.14 0.14 0.14 8.74 円形 台形 単層 1 

77 2 Pit 624 20R-1B1 Ⅳ N-88 -゚W 0.35 0.32 0.15 0.15 0.19 8.68 円形 半円形 レンズ状 2 

77 2 Pit 625 20R-1B1 <SD32 Ⅳ N-30 -゚W （0.48） 0.40 0.33 0.24 0.18 8.68 長方形 皿形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 626 19R-10B21 >Pit627 Ⅳ N-83 -゚E 0.28 0.25 0.14 0.10 0.17 8.71 楕円形 台形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 627 19R-10B21，20R-1B1 <Pit626 Ⅳ N-80 -゚W 0.26 0.15 0.09 0.08 0.18 8.70 円形 階段形 単層 1 

77 2 Pit 628 20R-1A9 Ⅳ N-63 -゚W 0.50 0.39 0.11 0.10 0.46 8.35 楕円形 台形 レンズ状 2 

77 2 Pit 629 20R-1A9・14 >SD647 中世 Ⅳ N-20 -゚E 0.30 0.26 0.09 0.04 0.46 8.35 楕円形 U字形 単層 1 

77 2 Pit 630 20R-1A14・15 >SD647 中世 Ⅳ N-25 -゚E 0.27 0.25 0.08 0.05 0.37 8.43 円形 U字形 単層 1 

77 2 Pit 631 20R-1A15 >SD32 中世 Ⅳ N-70 -゚W 0.48 0.44 0.20 0.18 0.30 8.50 楕円形 不整形 単層 1 

77 2 Pit 632 20R-1B4 >SD254，Pit633 中世 Ⅳ N-76 -゚E 0.25 0.24 0.15 0.13 0.23 8.70 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 633 20R-1B4 <Pit632，>SD254 中世 Ⅳ N-60 -゚E 0.22 0.22 0.16 0.13 0.11 8.75 不整形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 634 20R-2B6・7 <Pit545 Ⅳ N-48 -゚E 0.26 （0.22） 0.20 （0.18） 0.17 8.72 楕円形 台形 単層 1 

77 2 Pit 635 20R-1A15 <Pit636，>SD32 中世 Ⅳ N-21 -゚E 0.23 （0.19） 0.10 0.10 0.10 8.69 円形 台形 単層 1 

77 2 Pit 636 20R-1A15 >SD32，Pit635 中世 Ⅳ N-38 -゚E 0.29 0.23 0.15 0.12 0.13 8.66 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 637 20R-1A14・15 Ⅳ N-47 -゚W 0.29 0.23 0.15 0.12 0.12 8.67 円形 皿形 レンズ状 2 

77 2 Pit 638 20R-1A19 Ⅳ N-45 -゚W 0.27 0.25 0.10 0.10 0.31 8.49 円形 U字形 単層 1 

77 2 Pit 639 20R-1A19・20 <Pit524・640 Ⅳ N-33 -゚W 0.27 0.25 0.18 0.16 0.07 8.73 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 640 20R-1A20 >SD32，Pit639 中世 Ⅳ N-51 -゚E 0.29 0.27 0.17 0.14 0.11 8.70 円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 641 20R-1A20 >SD32 中世 Ⅳ N-47 -゚W 0.58 0.42 0.47 0.29 0.41 8.42 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 642 20R-1B16 Ⅳ N-45 -゚E 0.34 0.34 0.16 0.14 0.11 8.71 円形 皿形 レンズ状 2 

77 2 Pit 643 20R-1A25 Ⅳ N-26 -゚W 0.12 0.12 0.06 0.05 0.04 8.78 円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 644 20R-1B21 >SD33 中世 Ⅳ N-28 -゚E 0.40 0.31 0.20 0.14 0.17 8.69 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 645 20R-1A10 <Pit617 Ⅳ N-0 -゚S 0.23 （0.10） 0.09 （0.04） 0.11 8.71 円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 646 20R-1A8 Ⅳ N-87 -゚W 0.24 0.20 0.14 0.10 0.10 8.70 楕円形 台形 レンズ状 2 

77 2 Pit 648 20R-1A8 Ⅳ N-13 -゚E 0.32 0.27 0.17 0.07 0.22 8.60 楕円形 階段形 単層 1 

77 2 Pit 649 20R-1A8 >Pit650 Ⅳ N-13 -゚E 0.43 0.30 0.33 0.18 0.31 8.51 楕円形 台形 単層 1 

77 2 Pit 650 20R-1A8 <Pit649 Ⅳ N-13 -゚E 0.37 0.27 （0.17）（0.11） 0.20 8.62 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 651 20R-1A8 >SD647 中世 Ⅳ N-40 -゚E 0.26 0.21 0.14 0.09 0.10 8.75 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 652 20R-1A9 <Pit887，>SD647，Pit653 中世 Ⅳ N-59 -゚E 0.74 0.44 0.59 0.27 0.08 8.75 長方形 皿形 単層 1 有 石/礫

77 2 Pit 653 20R-1A9 <Pit652，>SD647 中世 Ⅳ N-52 -゚E 0.35 （0.22） 0.23 （0.12） 0.05 8.76 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 654 20R-1A13・14 Ⅳ N-39 -゚E 0.27 0.24 0.12 0.11 0.23 8.54 円形 U字形 単層 1 
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77 2 Pit 655 20R-1A14 Ⅳ N-7 -゚W 0.20 0.19 0.12 0.09 0.06 8.73 円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 657 19R-10A21 Ⅳ N-10 -゚W 0.18 0.16 0.09 0.09 0.13 8.63 円形 半円形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 658 19R-10B24，20R-1B4 <SD33 Ⅳ N-6 -゚E 0.30 0.27 0.06 0.05 0.32 8.63 楕円形 半円形 レンズ状 2 

77・97 2 Pit 659 20R-1B7・12 <Pit512，>SX951 中世 Ⅳ N-25 -゚W 0.36 0.32 0.12 0.12 0.35 8.42 円形 皿形 単層 1 

77・97 2 Pit 660 20R-1B6・7 >SX951 中世 Ⅳ N-60 -゚W 0.32 0.26 0.16 0.12 0.31 8.49 楕円形 台形 単層 1 

77・97 2 Pit 661 20R-1B7 >SX951 中世 Ⅳ N-42 -゚E 0.27 0.27 0.12 0.11 0.26 8.53 円形 半円形 レンズ状 2 

77・97 2 Pit 662 20R-1B7 >SX951 中世 Ⅳ N-39 -゚W 0.31 0.22 0.15 0.15 0.39 8.46 楕円形 台形 単層 1 

77・97 2 Pit 663 20R-1B7 >SX951，Pit664 中世 Ⅳ N-21 -゚E 0.36 0.19 0.05 0.04 0.59 8.21 楕円形 皿形 単層 1 

77・97 2 Pit 664 20R-1B7 <Pit663，>SD254，SX951 中世 Ⅳ N-2 -゚E 0.38 0.28 0.07 0.07 0.56 8.24 楕円形 U字形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 665 19R-10B15 >SD33 中世 Ⅳ N-60 -゚W 0.35 0.27 0.15 0.12 0.39 8.61 楕円形 台形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 666 19R-9E13 Ⅳ N-85 -゚E 0.15 0.14 0.05 0.05 0.29 8.81 円形 U字形 − −

76・78・110 136 169d 2 Pit 667 19R-9E19 Ⅳ N-50 -゚W 0.33 （0.14） 0.25 （0.07） 0.10 8.99 楕円形 皿形 単層 1 

76・78・110 136 169a・d 2 Pit 668 19R-9E19 >P667 中世 Ⅳ N-52 -゚W 0.39 0.27 0.12 0.10 0.68 8.42 長方形 階段形 単層 1 SB2169

76・78・110 136 169b 2 Pit 669 19R-9E21 中世 Ⅳ N-70 -゚W 0.42 0.34 0.19 0.17 0.49 8.63 楕円形 台形 単層 1 有 183 SB2169　金属/釘か

76・78・92・111
101・
136

46，170a・c 2 Pit 670 19R-9E21 <SK671 中世 Ⅳ N-31 -゚E 0.25 0.19 0.10 0.09 0.20 8.95 楕円形 皿形 単層 1 SB2170

76・78・92・111
101・
136

46，170a 2 Pit 672 19R-10E1 >SK671，SD2079 Ⅳ N-5 -゚E （0.20） 0.20 （0.14） 0.14 0.13 9.01 楕円形 箱形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 675 19R-10E1 >SD2059 Ⅳ N-47 -゚E 0.63 0.53 0.14 0.12 0.57 8.58 方形 台形 単層 1 

76・78・111 136 170c 2 Pit 676 19R-10D5 >SD2061 中世 Ⅳ N-1 -゚E 0.35 0.28 0.17 0.13 0.58 8.54 楕円形 台形 単層 1 SB2170

76・78 2 Pit 677 19R-10D5 >Pit678 Ⅳ N-42 -゚W 0.29 0.28 0.18 0.15 0.23 8.89 円形 U字形 単層 1 

76・78 2 Pit 678 19R-10D5 <Pit677 Ⅳ N-43 -゚W （0.29） 0.30 0.17 0.14 0.28 8.83 円形 U字形 単層 1 

76・78 2 Pit 679 19R-9E23 Ⅳ N-2 -゚W 0.35 0.30 0.26 0.15 0.15 9.00 円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 680 19R-9E23，19R-10E3 Ⅳ N-41 -゚W 0.41 0.32 0.13 0.09 0.37 8.78 長方形 階段形 単層 1 

76・78 2 Pit 681 19R-9E23，19R-10E3 Ⅳ N-42 -゚W 0.35 0.32 0.23 0.23 0.37 8.78 方形 台形 単層 1 

76・78・110 136 169b 2 Pit 682 19R-10E2 Ⅳ N-39 -゚E 0.34 0.24 0.16 0.14 0.33 8.82 方形 台形 単層 1 

76・78・111 136 170a 2 Pit 683 19R-10E2 <Pit684，>SD2083 Ⅳ N-32 -゚E 0.46 （0.19） 0.35 （0.10） 0.21 8.64 楕円形 皿形 単層 1 

76・78・111 136 170a 2 Pit 684 19R-10E2・3
<Pit685，>SD2083，Pit683・
703

Ⅳ N-78 -゚E （0.43） 0.49 0.27 （0.18） 0.73 8.42 楕円形 U字形 （水平） 2 

76・78・111 136 170a 2 Pit 685 19R-10E3・8 >SD2083，Pit684・703 Ⅳ N-58 -゚E 0.49 0.42 0.13 0.10 0.92 8.23 楕円形 U字形 単層 1 

76・78・110 136 169b・d 2 Pit 686 19R-10E3 中世 Ⅳ N-64 -゚W 0.37 0.35 0.19 0.15 0.58 8.57 円形 U字形 単層 1 SB2169

76・78 2 Pit 687 19R-9E24，19R-10E4 Ⅳ N-42 -゚W 0.29 0.27 0.08 0.08 0.33 8.81 円形 U字形 単層 1 

76・78 2 Pit 688 19R-10E4 >Pit689 Ⅳ N-90ﾟ 0.37 0.34 0.21 0.18 0.74 8.42 方形 U字形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 689 19R-10E4 <Pit688 Ⅳ N-1 -゚W 0.32 0.30 0.18 0.10 0.42 8.74 円形 U字形 水平 2 

76・78 2 Pit 690 19R-10E4 Ⅳ N-76 -゚W 0.24 0.24 0.14 0.12 0.11 9.04 円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 691 19R-9E25，19R-10E5 Ⅳ N-58 -゚E 0.45 0.37 0.13 0.09 0.53 8.59 楕円形 半円形 単層 1 

76・78 2 Pit 692 19R-9E20 Ⅳ N-44 -゚W 0.23 （0.12） 0.09 （0.06） 0.10 8.98 （楕円形） U字形 単層 1 

76・78 2 Pit 693 19R-9E20 <Pit694，<SK696 Ⅳ N-35 -゚W 0.38 0.34 0.30 0.24 0.10 8.97 円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 694 19R-9E20・25 >Pit693 Ⅳ N-43 -゚W 0.18 0.15 0.08 0.08 0.52 8.56 楕円形 U字形 単層 1 

76・78 2 Pit 695 19R-9E25 Ⅳ N-43 -゚W 0.33 （0.17） 0.15 （0.05） 0.06 9.03 （長方形） 箱形 単層 1 

76・78 2 Pit 697 19R-9F21，19R-10F1 Ⅳ N-70 -゚W 0.32 0.30 0.27 0.15 0.44 8.66 楕円形 U字形 単層 1 

76・78・107 135 165 2 Pit 698 19R-10E5，19R-10F1 >SE791，SD2089 Ⅳ N-84 -゚E 0.42 0.36 0.11 0.10 0.80 8.28 円形 漏斗形 レンズ状 2 有 189 木製品/柱根

76・78 2 Pit 699 19R-10E10 Ⅳ N-65 -゚E 0.36 0.35 0.24 0.22 0.26 8.86 円形 台形 レンズ状 2 有 184 金属/釘か

76・78 2 Pit 700 19R-10E10 Ⅳ N-23 -゚E 0.27 0.25 0.10 0.04 0.38 8.75 円形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 703 19R-10E2・3・7・8 <PIt684・685，>SD2083 Ⅳ N-65 -゚E 0.36 0.22 （0.27） 0.17 0.16 8.99 楕円形 台形 単層 1 

76・78・93 2 Pit 705 19R-10E9 <SK702 Ⅳ N-37 -゚E （0.16） 0.25 （0.05） 0.12 0.18 8.96 （長方形） 箱形 レンズ状 2 

76・78・93 2 Pit 706 19R-10E9 >SK702 Ⅳ N-66 -゚E 0.27 0.23 0.10 0.09 0.40 8.60 方形 台形 単層 1 

76・78・93・111 136 170a 2 Pit 707 19R-10E9 >SK702，SD2083，Pit708 Ⅳ N-70 -゚E 0.58 0.53 0.36 0.33 0.27 8.87 楕円形 皿形 水平 2 

76・78・93・111 136 170a 2 Pit 708 19R-10E9
<Pit707・709，>SK702，
SD2078

Ⅳ N-55 -゚W （0.47） 0.41 0.31 0.24 0.26 8.87 楕円形 台形 レンズ状 2 

76・78・111 136 170a・c 2 Pit 709 19R-10E9 >SD2078，Pit708 中世 Ⅳ N-4 -゚W 0.42 0.36 0.16 0.15 0.30 8.82 円形 台形 単層 1 SB2170

76・78・93 103 53 2 Pit 711 19R-10E1・6 >SK710 Ⅳ N-48 -゚W 0.47 0.39 0.30 0.21 0.40 8.72 楕円形 箱形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 712 19R-10E7 >SD2083 Ⅳ N-47 -゚W 0.36 0.35 0.18 0.15 0.25 8.88 円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 713 19R-10E7・12 >SD2083 Ⅳ N-65 -゚W 0.62 0.48 0.10 0.08 0.85 8.30 楕円形 U字形 単層 1 

76・78 2 Pit 714 19R-10E7 >SD2083 Ⅳ N-5 -゚E 0.29 0.27 0.14 0.10 0.20 8.94 円形 皿形 単層 1 

76・78・106 143 2 Pit 715 19R-10D10 >Pit716 Ⅳ N-56 -゚E 0.46 0.29 0.27 0.19 0.16 8.96 楕円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 716 19R-10D10，19R-10E6 <Pit715 Ⅳ N-29 -゚E 0.24 （0.11） 0.11 （0.06） 0.25 8.86 方形 U字形 単層 1 

76・78 2 Pit 717 19R-10E11 >SD2061 Ⅳ N-50 -゚E 0.36 0.33 0.16 0.12 0.44 8.71 円形 U字形 単層 1 
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76・78 2 Pit 718 19R-10E11 >SD2059・2061 Ⅳ N-59 -゚E 0.53 0.36 0.11 0.06 0.52 8.63 楕円形 U字形 単層 1 

78・111 136 170b 2 Pit 719 19R-10E11 中世 Ⅳ N-70 -゚E 0.30 0.27 0.15 0.12 0.21 8.91 楕円形 半円形 単層 1 SB2170

76・78・83 90・91 6 2 Pit 720 19R-10E14 <SE725，>SD2079 Ⅳ N-67 -゚W （0.24） 0.39 （0.19） 0.14 0.11 9.00 長方形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 721 19R-10E14・15 Ⅳ N-45 -゚E 0.46 0.39 0.11 0.09 0.73 8.38 円形 U字形 単層 1 

76・78 2 Pit 722 19R-10E15 >Pit723 Ⅳ N-53 -゚W 0.32 0.29 0.11 0.10 0.55 8.54 楕円形 U字形 単層 1 

76・78 2 Pit 723 19R-10E15 <Pit722 Ⅳ N-15 -゚W （0.07）（0.09）（0.05）（0.04） 0.56 8.53 楕円形 U字形 レンズ状 3 

76・78 2 Pit 724 19R-10E15 Ⅳ N-85 -゚E 0.38 0.37 0.20 0.18 0.48 8.62 楕円形 U字形 単層 1 

78 2 Pit 726 19R-10E12 >SD2059 Ⅳ N-55 -゚W 0.48 0.44 0.10 0.08 0.54 8.60 円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 727 19R-10E12 >SD2059 Ⅳ N-14 -゚E 0.44 （0.33） 0.24 0.23 0.25 8.88 円形 皿形 レンズ状 2 

78・111 136 170b 2 Pit 728 19R-10E17 中世 Ⅳ N-72 -゚W 0.37 0.32 0.21 0.18 0.19 8.92 楕円形 台形 ブロック状 2 SB2170

78 2 Pit 729 19R-10E17 Ⅳ N-43 -゚E 0.15 0.14 0.05 0.05 0.17 8.95 円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 730 19R-10E17 Ⅳ N-46 -゚E 0.18 0.17 0.08 0.08 0.20 8.91 円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 731 19R-10E18 >SD2084 Ⅳ N-2 -゚W 0.37 0.37 0.24 0.21 0.55 8.56 円形 U字形 単層 1 

78 2 Pit 732 19R-10E22 Ⅳ N-10 -゚W 0.18 0.17 0.08 0.07 0.25 8.86 円形 U字形 単層 1 

78 2 Pit 733 19R-10E22 >SD2083 Ⅳ N-43 -゚W 0.17 0.15 0.09 0.06 0.16 8.95 円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 734 19R-10E18・23 >SD2083・2084，Pit1506 Ⅳ N-3 -゚E 0.53 0.38 0.32 0.20 0.33 8.77 楕円形 台形 単層 1 

78・111 136 170b・d 2 Pit 735 19R-10E18 >SD2084 中世 Ⅳ N-35 -゚E 0.44 0.32 0.14 0.09 0.59 8.49 長方形 V字形 ブロック状 2 SB2170

78 2 Pit 736 19R-10E23 <SD2083，Pit737，>SD2086 古代 Ⅳ N-18 -゚W （0.49） 0.32 − − 0.31 8.80 円形 U字形 単層 1 

78 2 Pit 737 19R-10E23 >Pit736 Ⅳ N-18 -゚W 0.25 0.24 0.11 0.09 0.30 8.80 楕円形 階段形 水平 2 

77・97 2 Pit 738 20R-1B7・12 >SX951 中世 Ⅳ N-65 -゚E 0.27 0.22 0.12 0.07 0.21 8.17 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 739 19R-10E23 Ⅳ N-65 -゚E 0.45 0.42 0.23 0.21 0.28 8.84 円形 台形 レンズ状 2 

78・93 2 Pit 740 19R-10E19・24 >SK744，SD2080，Pit2065 Ⅳ N-55 -゚W 0.36 0.27 0.20 0.14 0.20 8.91 長方形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 741 19R-10E19 >SD2080 Ⅳ N-28 -゚W 0.32 0.29 0.13 0.12 0.27 8.84 円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 742 19R-10E19 Ⅳ N-38 -゚E 0.25 0.24 0.12 0.10 0.21 8.89 円形 半円形 レンズ状 2 

78 2 Pit 743 19R-10E19 Ⅳ N-3 -゚E 0.17 0.13 0.09 0.07 0.15 8.95 円形 半円形 レンズ状 2 

78・93 103 55 2 Pit 746 19R-10E19 <SK745，Pit747，>Pit1263 Ⅳ N-88 -゚E 0.37 0.27 0.11 0.09 0.34 8.75 不整形 箱形 単層 1 

78・93 2 Pit 747 19R-10E19 >Pit746・1263 Ⅳ N-54 -゚E 0.46 0.29 0.33 0.18 0.38 8.73 長方形 台形 単層 1 

78 2 Pit 748 19R-10E19 >SD748 Ⅳ N-66 -゚W 0.62 0.43 0.11 0.10 0.71 8.41 楕円形 台形 レンズ状 3 有 石/礫

78 2 Pit 749 19R-10E19 >SD748 Ⅳ N-27 -゚W 0.41 0.39 0.09 0.07 0.31 8.81 方形 階段形 レンズ状 2 

78 2 Pit 750 19R-10E15・20 Ⅳ N-11 -゚W 0.37 0.32 0.22 0.16 0.36 8.74 円形 台形 水平 2 

77 2 Pit 751 20R-1B9 <SD254 Ⅳ N-68 -゚W 0.34 0.17 0.08 0.06 0.23 8.66 楕円形 皿形 単層 1 

77・97 2 Pit 752 20R-1B1 >SD32 中世 Ⅳ N-44 -゚W 0.25 0.23 0.16 0.10 0.30 8.49 楕円形 箱形 単層 1 

76・78 2 Pit 753 19R-10F1・6 Ⅳ N-61 -゚E 0.31 0.25 0.18 0.12 0.10 9.01 楕円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 754 19R-10E10，19R-10F6 Ⅳ N-15 -゚E 0.32 0.28 0.10 0.09 0.20 8.89 円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 755 19R-10E10，19R-10F6 Ⅳ N-47 -゚E 0.32 0.29 0.20 0.16 0.16 8.92 円形 台形 レンズ状 2 

78・89 2 Pit 757 19R-10F6 >SE756 中世 Ⅳ N-5 -゚E 0.33 0.32 0.27 0.25 0.05 9.04 円形 皿形 単層 1 

78・89 2 Pit 758 19R-10F6 >SE756 中世 Ⅳ N-79 -゚W 0.32 0.32 0.23 0.22 0.04 9.04 円形 皿形 単層 1 

78・89 2 Pit 759 19R-10F7 <SE1541，>SD2088 Ⅳ N-87 -゚E 0.32 0.20 0.19 0.10 0.24 8.82 円形 皿形 − −

78 2 Pit 761 19R-10F12 >SD2088 Ⅳ N-1 -゚W 0.27 0.24 0.12 0.12 0.15 8.96 円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 762 19R-10F12 Ⅳ N-49 -゚E 0.33 0.28 0.09 0.09 0.26 8.82 楕円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 763 19R-10F13 Ⅳ N-43 -゚W 0.25 0.24 0.10 0.10 0.20 8.88 楕円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 764 19R-10F13 Ⅳ N-90ﾟ 0.25 0.24 0.17 0.14 0.16 8.92 楕円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 765 19R-10F13 Ⅳ N-51 -゚E 0.32 0.29 0.17 0.16 0.30 8.78 楕円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 766 19R-10F17・18 Ⅳ N-5 -゚W 0.29 0.28 0.14 0.12 0.22 8.88 方形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 767 19R-10F22 >SD2088 Ⅳ N-14 -゚E 0.29 0.27 0.06 0.05 0.34 8.76 方形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 769 19R-10E25 Ⅳ N-18 -゚W 0.37 0.29 0.25 0.14 0.16 8.96 長方形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 771 20R-1E5 >SD2081 Ⅳ N-66 -゚E 0.20 0.16 0.12 0.10 0.07 9.03 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 772 20R-1E5 >SD2081 Ⅳ N-60 -゚E 0.25 0.21 0.12 0.12 0.10 8.99 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 773 20R-1E9 >Pit1503 Ⅳ N-48 -゚E 0.31 0.24 0.24 0.13 0.11 8.99 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 774 20R-1F1 >SD2090 Ⅳ N-58 -゚E 0.34 0.32 0.19 0.11 0.19 8.90 楕円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 775 20R-1F1・6 >SD2090 Ⅳ N-11 -゚E 0.20 0.17 0.10 0.09 0.14 8.96 円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 776 20R-1F1・6 >SD2090 Ⅳ N-12 -゚W 0.27 0.24 0.23 0.07 0.15 8.95 楕円形 階段形 レンズ状 2 

78 2 Pit 777 20R-1E10 >Pit778 Ⅳ N-75 -゚E 0.29 0.25 0.15 0.12 0.30 8.80 楕円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 778 20R-1E10 <Pit777 Ⅳ N-78 -゚W 0.39 0.33 0.08 0.05 0.28 8.82 円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 779 20R-1E14 >SD2085 Ⅳ N-1 -゚W 0.31 0.25 0.15 0.10 0.13 8.97 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 780 20R-1E14 >SD2085 Ⅳ N-75 -゚W 0.33 0.28 0.18 0.10 0.17 8.92 楕円形 皿形 レンズ状 3 

78 2 Pit 781 20R-1E14 >SD2085 Ⅳ N-42 -゚W 0.26 0.20 0.15 0.09 0.13 8.97 楕円形 皿形 単層 1 
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76・78 2 Pit 783 19R-10E12・13 >SD2083 Ⅳ N-82 -゚E 0.23 0.19 0.12 0.10 0.15 8.97 楕円形 箱形 レンズ状 2 

77 2 Pit 785 20R-1B2 >SD32 中世 Ⅳ N-76 -゚W 0.32 0.29 0.20 0.10 0.37 8.50 円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 786 19R-10B16 Ⅳ N-15 -゚E 0.31 0.27 0.18 0.18 0.20 8.70 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 787 20R-1E9 >SD2086 Ⅳ N-62 -゚E 0.20 0.19 0.13 0.07 0.13 8.97 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 788 20R-1E8・9 >SD2086 Ⅳ N-9 -゚W 0.30 0.27 0.12 0.11 0.24 8.87 方形 台形 単層 1 

78 2 Pit 789 20R-1E15 >SD2121，Pit1513 Ⅳ N-29 -゚E 0.42 0.37 0.09 0.08 0.31 8.78 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 790 20R-1E15 Ⅳ N-8 -゚W 0.30 0.29 0.16 0.14 0.13 8.95 円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 795 20R-1F11 <Pit1559，>SE791 中世 Ⅳ N-12 -゚E 0.52 0.40 0.30 0.26 0.10 8.98 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 796 20R-1F11 >SE791，SD2090 中世 Ⅳ N-71 -゚W 0.21 0.18 0.11 0.10 0.13 8.94 楕円形 半円形 レンズ状 2 

78・107 135 166 2 Pit 797 20R-1F11 >SE791，SD2089 中世 Ⅳ N-4 -゚W 0.48 0.42 0.24 0.19 0.70 8.36 円形 U字形 単層 1 189 木製品/柱根

78 2 Pit 799 20R-1F2 Ⅳ N-35 -゚E 0.28 0.24 0.09 0.08 0.23 8.85 楕円形 半円形 レンズ状 2 

78 2 Pit 800 20R-1F7 Ⅳ N-51 -゚W 0.42 0.39 0.29 0.27 0.09 8.97 円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 801 20R-1F8 Ⅳ N-53 -゚E 0.32 0.30 0.14 0.12 0.17 8.87 円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 803 20R-1F3 <Pit804 Ⅳ N-25 -゚W 0.34 （0.10） 0.10 0.08 （0.05） 8.72 （楕円形）（皿形） 単層 1 

78 2 Pit 804 20R-1F3 >Pit803 Ⅳ N-28 -゚W 0.34 0.32 0.10 0.08 0.37 8.71 楕円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 805 19R-10F24 Ⅳ N-71 -゚W 0.30 0.30 0.23 0.18 0.17 8.96 円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 806 19R-10F24 Ⅳ N-11 -゚E 0.30 0.29 0.15 0.14 0.20 8.94 円形 台形 単層 1 

78・84 92 10 2 Pit 809 20R-1F8 >SE810 中世 Ⅳ N-21 -゚E 0.34 0.28 0.17 0.13 0.28 8.78 長方形 台形 単層 1 

78・80 2 Pit 813 20R-1F12・17 Ⅳ N-31 -゚W 0.68 0.52 0.40 0.29 0.13 8.95 楕円形 皿形 単層 1 

78・80 2 Pit 814 20R-1F11 >SD2090 Ⅳ N-33 -゚W 0.29 0.29 0.17 0.16 0.25 8.81 円形 台形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 815 20R-1F16 Ⅳ N-25 -゚E 0.21 0.19 0.10 0.08 0.18 8.92 楕円形 皿形 単層 1 

78・80 2 Pit 816 20R-1F16 >SD2090，Pit817 Ⅳ N-82 -゚W 0.30 0.18 0.18 0.07 0.14 8.95 楕円形 皿形 単層 1 

78・80 2 Pit 817 20R-1F16 <Pit816，>SD2090 Ⅳ N-15 -゚W 0.24 0.16 0.14 0.12 0.13 8.95 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 818 20R-1F16 >SD2090，Pit819 Ⅳ N-26 -゚E 0.33 0.28 0.14 0.13 0.31 8.78 楕円形 皿形 単層 1 有 石/礫

78・80 2 Pit 819 20R-1F16
<Pit818・820，>SD2089・
2090

Ⅳ N-66 -゚E （0.34） 0.26 （0.22） 0.15 0.14 8.95 楕円形 半円形 単層 1 

78・80 2 Pit 820 20R-1F16・17 >SD2089，Pit819・1497 Ⅳ N-88 -゚E 0.51 0.36 0.19 0.13 0.63 8.46 楕円形 U字形 単層 1 

78・80 2 Pit 821 20R-1F17 Ⅳ N-58 -゚W 0.26 0.17 0.15 0.08 0.07 9.00 楕円形 皿形 単層 1 

78・80 2 Pit 822 20R-1F17・22 Ⅳ N-2 -゚E 0.25 0.25 0.15 0.14 0.23 8.84 円形 半円形 単層 1 

78・80 2 Pit 823 20R-1F22 <Pit824 Ⅳ N-28 -゚E 0.26 （0.17） 0.11 （0.09） 0.22 8.84 楕円形 台形 単層 1 

78・80 2 Pit 824 20R-1F22 >Pit823 Ⅳ N-75 -゚W 0.36 0.34 0.22 0.18 0.54 8.52 楕円形 箱形 単層 1 

78・80・112 136 172a 2 Pit 825 20R-1F17・22 <Pit826 Ⅳ N-17 -゚E 0.28 （0.16）（0.12）（0.11） 0.11 8.96 円形 皿形 単層 1 

78・80・112 136 172a・c 2 Pit 826 20R-1F17・22 >Pit825 中世 Ⅳ N-74 -゚W 0.48 0.43 0.25 0.18 0.44 8.63 円形 台形 単層 1 SB2172

78・80・84 12 2 Pit 828 20R-1F17 Ⅳ N-27 -゚W 0.55 0.46 0.22 0.19 0.51 8.56 楕円形 U字形 単層 1 

78・80・107 135 166 2 Pit 829 20R-1F13・18 >Pit1523 Ⅳ N-88 -゚W 0.54 0.44 0.16 0.13 0.76 8.30 楕円形 U字形 単層 1 有 189 木製品/柱根

78・80 2 Pit 830 20R-1F13・14 <Pit831 Ⅳ N-10 -゚W 0.24 （0.17） 0.12 0.12 0.14 8.95 楕円形 半円形 単層 1 

78・80 2 Pit 831 20R-1F14 >Pit830・1469 Ⅳ N-86 -゚W 0.34 0.28 0.18 0.15 0.43 8.67 円形 台形 単層 1 

78・80 2 Pit 832 20R-1F14 中世 Ⅳ N-5 -゚E 0.29 0.23 0.09 0.08 0.30 8.81 楕円形 階段形 レンズ状 2 有 156 中世土師器/皿

78 2 Pit 833 20R-1F14 >Pit834 Ⅳ N-48 -゚E 0.32 0.24 0.19 0.12 0.08 9.02 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 834 20R-1F14 <Pit833 Ⅳ N-2 -゚W 0.22 （0.19） 0.09 0.09 0.13 8.97 円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 835 20R-1F14 <Pit836 Ⅳ N-13 -゚E （0.57） 0.47 0.37 0.25 0.16 8.95 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 836 20R-1F14 >Pit835 Ⅳ N-17 -゚E 0.41 0.37 0.23 0.21 0.14 8.97 円形 皿形 水平 2 

80・85 13 2 Pit 838 20R-1E20 <SE837，>SD2121 Ⅳ N-22 -゚E （0.31） 0.31 0.17 0.14 0.39 8.67 楕円形 U字形 − −

78・80 2 Pit 839 20R-1F16 >SD2090，Pit1547 Ⅳ N-63 -゚E 0.53 0.51 0.32 0.21 0.64 8.45 円形 U字形 単層 1 

78・80 2 Pit 840 20R-1F19 Ⅳ N-44 -゚E 0.26 0.26 0.17 0.14 0.09 9.03 円形 皿形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 841 20R-1F19 Ⅳ N-69 -゚W 0.27 0.24 0.16 0.15 0.12 9.00 楕円形 皿形 単層 1 

78・80 2 Pit 842 20R-1F18 >Pit843 Ⅳ N-90ﾟ 0.28 0.22 0.11 0.09 0.24 8.86 円形 箱形 単層 1 

78・80 2 Pit 843 20R-1F18 <Pit842 Ⅳ N-71 -゚E 0.39 （0.18）（0.32） 0.20 0.48 8.63 円形 台形 レンズ状 3 

78 2 Pit 846 20R-1F10 Ⅳ N-2 -゚E 0.34 0.30 0.19 0.13 0.19 8.92 楕円形 箱形 レンズ状 2 

78 2 Pit 847 20R-1F10 Ⅳ N-56 -゚E （0.14）（0.20）（0.10） 0.10 0.12 8.99 円形 皿形 レンズ状 2 

78 121 103B 2 Pit 848 20R-1F15 <SD1000 Ⅳ N-4 -゚E 0.54 0.41 0.35 0.19 0.18 8.94 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 849 20R-1G6・11 Ⅳ N-17 -゚E 0.29 0.22 0.16 0.14 0.23 8.90 楕円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 850 20R-1G11 Ⅳ N-2 -゚E 0.23 0.23 0.07 0.04 0.19 8.94 円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 851 20R-1G7 Ⅳ N-13 -゚E 0.19 0.16 0.11 0.08 0.13 8.99 楕円形 皿形 単層 1 

78・80 2 Pit 852 20R-1G11 Ⅳ N-7 -゚W 0.26 0.21 0.17 0.11 0.16 8.96 楕円形 箱形 単層 1 

78・80 2 Pit 853 20R-1F20 Ⅳ N-3 -゚W 0.27 0.24 0.17 0.11 0.34 8.78 円形 半円形 単層 1 

78・80 2 Pit 854 20R-1F20 Ⅳ N-74 -゚E 0.27 0.24 0.10 0.09 0.43 8.68 楕円形 台形 単層 1 
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78・80 2 Pit 855 20R-1F20 Ⅳ N-59 -゚W 0.22 0.16 0.10 0.08 0.13 8.97 楕円形 半円形 単層 1 

78・80 2 Pit 856 20R-1F20 Ⅳ N-36 -゚W 0.20 0.17 0.11 0.07 0.23 8.87 円形 台形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 857 20R-1F20，20R-1G16 Ⅳ N-1 -゚E 0.28 0.23 0.12 0.10 0.30 8.79 楕円形 台形 単層 1 

78・80 2 Pit 858 20R-1G16 Ⅳ N-62 -゚W 0.27 0.22 0.17 0.16 0.16 8.96 楕円形 半円形 単層 1 

78・80 2 Pit 859 20R-1G16 Ⅳ N-73 -゚W 0.21 0.19 0.10 0.09 0.17 8.94 楕円形 台形 単層 1 

78・80 2 Pit 860 20R-1G16 Ⅳ N-64 -゚E 0.31 0.28 0.17 0.16 0.32 8.80 円形 台形 単層 1 

78・80 2 Pit 861 20R-1G16 Ⅳ N-41 -゚E 0.30 0.26 0.15 0.15 0.10 9.03 楕円形 皿形 単層 1 

78・80 2 Pit 862 20R-1G16 Ⅳ N-31 -゚W 0.25 0.23 0.15 0.11 0.21 8.91 円形 半円形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 863 20R-1G16 <Pit864 Ⅳ N-5 -゚E 0.15 （0.13） 0.07 0.05 0.13 9.00 円形 半円形 単層 1 

78・80 2 Pit 864 20R-1G16 >Pit863 Ⅳ N-35 -゚E 0.17 0.16 0.07 0.07 0.11 9.01 円形 皿形 単層 1 

78・80 2 Pit 865 20R-1G21 Ⅳ N-70 -゚E 0.15 0.12 0.06 0.05 0.24 8.88 円形 U字形 単層 1 

78・80 2 Pit 866 20R-1G21 Ⅳ N-10 -゚E 0.26 0.21 0.15 0.10 0.12 9.00 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 867 20R-1G21 Ⅳ N-47 -゚W 0.17 0.15 0.10 0.07 0.12 9.00 円形 箱形 単層 1 

78・80 2 Pit 868 20R-1G21 Ⅳ N-75 -゚E 0.24 0.20 0.11 0.11 0.14 8.98 円形 皿形 単層 1 

78・80 2 Pit 869 20R-1G21 Ⅳ N-45 -゚E 0.32 0.32 0.18 0.16 0.39 8.71 円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 870 20R-1G21 >Pit871・873 Ⅳ N-2 -゚E 0.37 0.34 0.18 0.18 0.33 8.79 楕円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 871 20R-1G21 <Pit870・872・873 Ⅳ N-25 -゚W 0.30 （0.20） 0.08 0.05 0.14 8.97 円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 872 20R-1G21 >Pit872 Ⅳ N-42 -゚E 0.27 0.25 0.17 0.14 0.24 8.87 円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 873 20R-1G21 <Pit870，>Pit871 Ⅳ N-2 -゚W 0.19 （0.07）（0.06）（0.02） 0.12 8.98 （円形） U字形 水平 2 

80 2 Pit 874 20R-1G21 <Pit875 Ⅳ N-5 -゚W 0.40 0.34 0.20 0.12 0.28 8.81 楕円形 箱形 単層 1 

80 2 Pit 875 20R-1G21 >Pit874 Ⅳ N-15 -゚E 0.36 0.32 0.20 0.09 0.31 8.78 楕円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 876 20R-1G21 Ⅳ N-0 -゚S 0.22 0.22 0.11 0.10 0.18 8.91 円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 877 20R-1F25 Ⅳ N-38 -゚E 0.23 0.21 0.09 0.08 0.12 8.98 円形 皿形 単層 1 

78・80 14 2 Pit 878 20R-1F25 >Pit884 Ⅳ N-47 -゚E 0.32 0.26 0.24 0.13 0.09 9.00 楕円形 皿形 − −

80 2 Pit 879 20R-1F25 >Pit880 Ⅳ N-4 -゚W 0.26 0.22 0.13 0.11 0.07 9.02 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 880 20R-1F25 <Pit879・881 Ⅳ N-89 -゚W （0.29） 0.31 0.12 0.11 0.34 8.75 円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 881 20R-1F25 >Pit880 Ⅳ N-67 -゚E 0.38 0.32 0.22 0.14 0.30 8.79 楕円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 882 20R-1F25 >SD2126，Pit883 Ⅳ N-8 -゚E 0.42 0.36 0.12 0.10 0.72 8.38 長方形 台形 レンズ状 2 有 鍛治/鉄滓

80 2 Pit 883 20R-1F25 <Pit882 Ⅳ N-39 -゚E 0.20 0.10 0.09 0.05 0.09 9.01 方形 箱形 単層 1 

78・80 2 Pit 884 20R-1F25 <SE844，Pit878 Ⅳ N-1 -゚E 0.60 （0.20） 0.60 （0.20） 0.08 9.02 （長方形） 皿形 − −

78・80 2 Pit 885 20R-1F24 Ⅳ N-15 -゚E 0.26 0.25 0.06 0.05 0.22 8.88 楕円形 台形 単層 1 

77 2 Pit 886 20R-1A3 >SD647 中世 Ⅳ N-15 -゚W 0.22 0.18 0.09 0.09 0.20 8.62 円形 U字形 レンズ状 2 

77 2 Pit 887 20R-1A9 >Pit652 Ⅳ N-87 -゚W 0.19 0.15 0.10 0.09 0.15 8.62 楕円形 半円形 単層 1 

77・97 2 Pit 888 20R-1A10 >SD32 中世 Ⅳ N-73 -゚W 0.25 0.22 0.14 0.13 0.09 8.73 楕円形 皿形 単層 1 

77・97 2 Pit 889 20R-1A10 >SD32 中世 Ⅳ N-35 -゚E 0.20 0.15 0.11 0.08 0.09 8.63 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 890 20R-1A10 >SD32 中世 Ⅳ N-13 -゚W 0.16 0.14 0.06 0.05 0.14 8.58 円形 U字形 単層 1 

77 2 Pit 891 20R-1A10 >SD32 中世 Ⅳ N-87 -゚E 0.30 0.24 0.13 0.10 0.23 8.59 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 892 20R-1A15 >SD32 中世 Ⅳ N-38 -゚W 0.22 0.19 0.12 0.11 0.07 8.61 円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 893 20R-1A15 >SD32 中世 Ⅳ N-0 -゚S 0.20 0.19 0.12 0.09 0.12 8.57 円形 皿形 単層 1 

78・80 2 Pit 894 20R-1G17 Ⅳ N-42 -゚E 0.21 0.19 0.11 0.09 0.15 8.98 円形 皿形 単層 1 

78・80 2 Pit 895 20R-1G17・22 Ⅳ N-40 -゚E 0.29 0.29 0.10 0.09 0.70 8.44 円形 台形 単層 1 

78・80 2 Pit 896 20R-1G18 Ⅳ N-13 -゚W 0.30 0.26 0.15 0.12 0.12 9.01 楕円形 台形 単層 1 

78・80 2 Pit 897 20R-1G17・18 Ⅳ N-1 -゚W 0.35 0.30 0.18 0.16 0.38 8.74 楕円形 U字形 単層 1 

80 2 Pit 898 20R-1G18 Ⅳ N-48 -゚E 0.39 0.36 0.10 0.09 0.22 8.92 楕円形 皿形 − −

80 2 Pit 899 20R-1G19 Ⅳ N-90ﾟ 0.30 0.25 0.19 0.14 0.22 8.92 円形 半円形 単層 1 

78・80 2 Pit 900 20R-1G23 Ⅳ N-10 -゚E 0.25 0.19 0.06 0.05 0.18 8.95 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 901 20R-1G22・23 <Pit902 Ⅳ N-3 -゚E 0.38 0.27 0.10 （0.09） 0.22 8.90 楕円形 階段形 単層 1 

78・80 2 Pit 902 20R-1G23 >Pit901 Ⅳ N-14 -゚W 0.25 0.21 0.11 0.09 0.17 8.95 楕円形 半円形 単層 1 

78・80 2 Pit 903 20R-1G23 Ⅳ N-22 -゚W 0.19 0.17 0.10 0.08 0.09 9.03 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 904 20R-2G4 Ⅳ N-17 -゚E 0.33 0.31 0.17 0.15 0.51 8.62 円形 台形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 906 20R-1G22 Ⅳ N-76 -゚E 0.21 0.17 0.10 0.09 0.25 8.86 楕円形 台形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 907 20R-1G22 Ⅳ N-24 -゚E 0.20 0.19 0.09 0.09 0.12 8.99 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 908 20R-1G22 Ⅳ N-40 -゚W 0.20 0.19 0.09 0.07 0.17 8.93 円形 箱形 レンズ状 2 

80 2 Pit 909 20R-1G22 Ⅳ N-81 -゚E 0.29 0.28 0.13 0.11 0.23 8.86 円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 910 20R-1G22 Ⅳ N-2 -゚E 0.22 0.18 0.10 0.07 0.25 8.85 楕円形 箱形 単層 1 

80 2 Pit 911 20R-1G22 Ⅳ N-10 -゚W 0.36 0.33 0.06 0.06 0.59 8.51 楕円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 912 20R-1G22 Ⅳ N-63 -゚E 0.29 0.19 0.07 0.06 0.35 7.64 楕円形 台形 レンズ状 2 



別
　
　
　
表

2
3

4

図版No.
写真図版

No.
SP記号 区

遺構

グリッド 重複状況 時代 確認面 主軸方位

規模（m）
底面標高
（m）

形態

堆積状況 覆土
遺物
の

有無

遺物図面図
版No.

出土遺物
備考種別 番号

上端 下端
深度 平面 断面

長軸 短軸 長軸 短軸
80 2 Pit 913 20R-2G2 Ⅳ N-6 -゚E 0.20 0.20 0.07 0.05 0.33 8.77 円形 箱形 単層 1 

80 2 Pit 914 20R-2G2 Ⅳ N-33 -゚E 0.27 0.22 0.13 0.12 0.08 9.01 楕円形 皿形 単層 1 

80・111 136 173a 2 Pit 915 20R-2G2 >Pit916 Ⅳ N-53 -゚E 0.35 0.30 0.24 0.18 0.46 8.66 楕円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 916 20R-2G2 <Pit915 Ⅳ N-45 -゚E 0.29 0.24 0.19 0.15 0.16 8.97 円形 皿形 単層 1 

80・85 93 15 2 Pit 917 20R-2G2 <SE845 Ⅳ N-70 -゚W 0.43 （0.13）（0.09）（0.03） 0.22 7.77 楕円形 半円形 − −

80・111 136 173a・d 2 Pit 918 20R-2G2 中世 Ⅳ N-24 -゚E 0.40 0.31 0.17 0.14 0.60 8.56 円形 箱形 単層 1 SB2173

80 2 Pit 919 20R-2G2 Ⅳ N-20 -゚W 0.30 0.25 0.15 0.12 0.12 9.02 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 920 20R-2G2・7 Ⅳ N-19 -゚E 0.25 0.21 0.11 0.09 0.12 9.02 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 921 20R-2G8 Ⅳ N-58 -゚E 0.54 0.35 0.24 0.17 0.55 8.60 楕円形 台形 水平 2 

80・111 136 173d 2 Pit 922 20R-2G7 <Pit923 Ⅳ N-55 -゚W （0.15）（0.07）（0.08）（0.04） 0.37 8.77 楕円形 U字形 単層 1 

80・111 136 173d 2 Pit 923 20R-2G7 >Pit922 中世 Ⅳ N-67 -゚W 0.37 0.30 0.18 0.15 0.57 8.57 円形 U字形 単層 1 SB2173

80 2 Pit 924 20R-2G12 Ⅳ N-8 -゚E 0.29 0.28 0.13 0.12 0.26 8.89 円形 皿形 単層 1 

80・111 136 173b 2 Pit 925 20R-2G12 Ⅳ N-42 -゚E 0.22 （0.14） 0.09 （0.07） 0.11 9.04 楕円形 半円形 レンズ状 2 

80・111 136 173b・d 2 Pit 926 20R-2G12 >Pit927 中世 Ⅳ N-10 -゚W 0.50 0.35 0.17 0.16 0.44 8.70 楕円形 台形 レンズ状 2 SB2173

80 2 Pit 927 20R-2G11 <Pit926 Ⅳ N-32 -゚W 0.36 （0.19） 0.18 （0.11） 0.25 8.88 楕円形 台形 単層 1 

80・111 136 173b 2 Pit 928 20R-2G11 Ⅳ N-5 -゚E 0.23 0.22 0.12 0.10 0.12 9.01 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 929 20R-2G6 中世 Ⅳ N-28 -゚E 0.52 0.42 0.12 0.09 0.66 8.48 楕円形 階段形 単層 1 有 156・184 中世土師器/皿、粘土塊、鍛治/鉄滓

80 2 Pit 930 20R-2G6 Ⅳ N-80 -゚E 0.37 0.30 0.24 0.14 0.18 8.94 楕円形 台形 水平 2 

80・111 136 173c 2 Pit 931 20R-2F10 Ⅳ N-1 -゚E 0.32 0.30 0.12 0.11 0.40 8.72 円形 台形 レンズ状 2 

80・111 136 173b 2 Pit 932 20R-2F10 Ⅳ N-45 -゚E 0.28 0.21 0.12 0.05 0.51 8.63 楕円形 台形 レンズ状 2 

80・111 136 173b・c 2 Pit 933 20R-2F10 >Pit934 中世 Ⅳ N-21 -゚E 0.31 0.30 0.15 0.12 0.54 8.58 円形 台形 単層 1 SB2173

80・111 136 173b 2 Pit 934 20R-2F10 <Pit933 Ⅳ N-37 -゚W （0.18）（0.17）（0.10）（0.06） 0.32 8.82 楕円形 箱形 単層 1 

80・111 136 173c 2 Pit 935 20R-2G1・6 中世 Ⅳ N-25 -゚E 0.35 0.30 0.12 0.10 0.55 8.53 円形 箱形 水平 2 有 SB2173　石/礫、不明金属製品

80 2 Pit 936 20R-2F5，20R-2G1 Ⅳ N-6 -゚E 0.27 0.22 0.09 0.07 0.39 8.68 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 937 20R-2G1 Ⅳ N-80 -゚E 0.27 0.24 0.15 0.10 0.41 8.67 円形 箱形 レンズ状 2 

80 2 Pit 938 20R-2G1 Ⅳ N-85 -゚W 0.30 0.27 0.17 0.14 0.14 8.94 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 939 20R-2G1 Ⅳ N-81 -゚E 0.19 0.16 0.10 0.07 0.09 8.98 円形 半円形 − −

80・111 136 173c 2 Pit 940 20R-2G1 <Pit941 Ⅳ N-78 -゚E 0.26 （0.16） 0.15 （0.10） 0.37 8.71 （長方形） 箱形 単層 1 

80・111 136 173a・c 2 Pit 941 20R-2G1 >Pit940 中世 Ⅳ N-43 -゚W 0.35 0.34 0.20 0.14 0.60 8.48 円形 U字形 単層 1 SB2173

80 2 Pit 942 20R-2G1 Ⅳ N-54 -゚W 0.30 0.22 0.17 0.11 0.11 8.97 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 943 20R-2G1 Ⅳ N-50 -゚W 0.22 0.20 0.06 0.05 0.20 8.89 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 944 20R-2F5 >SD2126，Pit1979 Ⅳ N-5 -゚W 0.40 0.30 0.25 0.15 0.13 9.00 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 945 20R-2F4・5 >SD2126 Ⅳ N-28 -゚E 0.36 0.33 0.06 0.05 0.49 8.64 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 946 20R-2F4・9 >SD2126 中世 Ⅳ N-21 -゚W 0.58 0.53 0.23 0.17 0.52 8.62 方形 階段形 単層 1 有
156・175・
178

中世土師器/皿、石/磨石・台石・焼礫

80・112 136 172d 2 Pit 947 20R-2F4・9 中世 Ⅳ N-43 -゚W 0.56 0.48 0.26 0.26 0.48 8.65 円形 階段形 水平 2 SB2172

80・112 136 172a・d 2 Pit 948 20R-1F24 >SD2126，Pit949 中世 Ⅳ N-43 -゚W 0.42 0.37 0.16 0.15 0.50 8.61 楕円形 台形 水平 2 SB2172

80・112 136 172a 2 Pit 949 20R-1F24 <Pit948 Ⅳ N-10 -゚E 0.40 （0.23）（0.11）（0.11） 0.56 8.55 円形 台形 水平 2 有 土師器/長甕

78・80 2 Pit 950 20R-1F24 >SD2126 Ⅳ N-40 -゚E 0.44 0.38 0.14 0.10 0.52 8.58 楕円形 U字形 単層 1 

80・112 136 172a 2 Pit 952 20R-1F23 中世 Ⅳ N-86 -゚W 0.53 0.44 0.18 0.17 0.70 8.40 長方形 階段形 ブロック状 3 有 156 SB2172　産地不明陶器/壺

80 2 Pit 953 20R-1F23 <Pit954，>Pit955 Ⅳ N-36 -゚W 0.34 0.30 0.23 0.16 0.13 8.97 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 954 20R-1F23 <Pit953 Ⅳ N-77 -゚E 0.23 0.17 0.12 0.11 0.05 9.04 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 955 20R-1F23 <Pit953 Ⅳ N-1 -゚E （0.16） 0.10 0.09 0.06 0.15 8.95 円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 956 20R-1F23 Ⅳ N-40 -゚W 0.33 0.27 0.20 0.14 0.10 9.00 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 957 20R-1F23，20R-2F3 Ⅳ N-41 -゚E 0.42 0.32 0.13 0.10 0.32 8.80 楕円形 台形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 958 20R-1F23 Ⅳ N-69 -゚E 0.31 0.29 0.11 0.09 0.28 8.82 円形 階段形 単層 1 

78・80 2 Pit 959 20R-1F22 Ⅳ N-53 -゚W （0.33）（0.07）（0.09）（0.01） 0.34 8.72 （円形） （台形） 単層 1 

80 2 Pit 960 20R-1F22 >SD2089 Ⅳ N-85 -゚W 0.49 0.39 0.15 0.14 0.60 8.46 円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 961 20R-2F2 >SD2089 Ⅳ N-85 -゚W 0.26 0.22 0.08 0.05 0.21 8.85 円形 階段形 レンズ状 2 

80・112 136 172c 2 Pit 962 20R-2F2 >Pit963 中世 Ⅳ N-55 -゚E 0.41 0.38 0.16 0.09 0.45 8.63 円形 階段形 水平 2 SB2172

80 2 Pit 963 20R-2F2 <Pit962 Ⅳ N-61 -゚E 0.18 （0.06）（0.11）（0.04） 0.11 8.97 （楕円形）（皿形） 単層 1 

80 2 Pit 964 20R-2F3 Ⅳ N-61 -゚W 0.54 0.45 0.26 0.19 0.43 8.70 楕円形 台形 単層 1 

80・111 136 171a 2 Pit 965 20R-2F3・8 中世 Ⅳ N-42 -゚W 0.65 0.64 0.13 0.12 0.57 8.56 円形 階段形 レンズ状 2 SB2171

80・111 136 171a・h 2 Pit 966 20R-2F8・9 >Pit967 中世 Ⅳ N-41 -゚E 0.65 0.53 0.20 0.12 0.71 8.43 楕円形 階段形 単層 1 有 179 SB2171　石/台石・礫

80 2 Pit 967 20R-2F8・9 <Pit966 Ⅳ N-56 -゚W 0.35 （0.27）（0.20） 0.17 0.09 9.04 楕円形 皿形 単層 1 

80・111 136 171h 2 Pit 968 20R-2F8・9 Ⅳ N-24 -゚E 0.44 0.43 0.22 0.17 0.60 8.54 円形 台形 単層 1 有 石/礫

80・112 136 172b 2 Pit 969 20R-2F13 Ⅳ N-3 -゚E 0.28 0.23 0.11 0.05 0.08 9.05 円形 皿形 単層 1 
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80・111・112 136 171h，172b 2 Pit 970 20R-2F13 Ⅳ N-29 -゚W 0.31 0.27 0.12 0.10 0.09 9.03 円形 皿形 単層 1 

80・112 136 172b・d 2 Pit 971 20R-2F13 中世 Ⅳ N-7 -゚W 0.46 0.35 0.16 0.11 0.56 8.57 楕円形 階段形 単層 1 SB2172

80 2 Pit 972 20R-2F14
<Pit973・974・2127，
>SD2126

Ⅳ N-16 -゚E 0.29 0.26 0.15 0.08 0.38 8.77 楕円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 973 20R-2F9・14 >Pit972 Ⅳ N-25 -゚E 0.41 0.34 0.16 0.13 0.76 8.38 楕円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 974 20R-2F9・14 >SD2126，Pit972 Ⅳ N-37 -゚E 0.45 0.40 0.14 0.11 0.47 8.68 方形 半円形 レンズ状 2 有 不明金属製品

80 2 Pit 975 20R-2F9 >SD2126 Ⅳ N-2 -゚E 0.34 0.31 0.13 0.12 0.43 8.71 円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 976 20R-2F14 >SD986・2126 Ⅳ N-16 -゚E 0.24 0.20 0.14 0.13 0.08 9.07 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 977 20R-2F15 >Pit978 Ⅳ N-10 -゚W 0.27 0.23 0.13 0.09 0.36 8.78 楕円形 箱形 水平 2 

80 2 Pit 978 20R-2F15 <Pit977 Ⅳ N-27 -゚W 0.25 （0.11） 0.10 （0.03） 0.41 8.73 楕円形 台形 水平 2 

80 2 Pit 979 20R-2F15 Ⅳ N-14 -゚W 0.45 0.37 0.21 0.17 0.21 8.91 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 980 20R-2F14 Ⅳ N-5 -゚E 0.37 0.32 0.26 0.21 0.43 8.70 長方形 半円形 ブロック状 3 

80 2 Pit 981 20R-2F14・15 Ⅳ N-50 -゚E 0.27 0.24 0.07 0.07 0.33 8.80 方形 U字形 単層 1 

80 2 Pit 982 20R-2F15 Ⅳ N-46 -゚E 0.39 0.38 0.12 0.12 0.67 8.45 円形 台形 − −

80 2 Pit 983 20R-2F20 中世 Ⅳ N-55 -゚E 0.53 0.46 0.17 0.12 0.69 8.43 楕円形 階段形 単層 1 有 156 土師器/無台椀、中世土師器/皿

80 2 Pit 984 20R-2F20 Ⅳ N-0 -゚S 0.36 0.34 0.10 0.10 0.58 8.54 円形 台形 水平 2 

80 2 Pit 985 20R-2F20 Ⅳ N-17 -゚W 0.24 0.37 0.11 0.10 0.51 8.60 方形 箱形 単層 1 有 鍛治/羽口

77・103 119 98A 2 Pit 987 20R-1A3 >SD647 中世 Ⅳ N-45 -゚W 0.30 0.22 0.12 0.06 0.48 8.30 楕円形 U字形 レンズ状 2 

80 2 Pit 988 20R-2F19 Ⅳ N-69 -゚E 0.27 0.25 0.17 0.15 0.16 8.95 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 989 20R-2F24・25 Ⅳ N-48 -゚E 0.40 0.38 0.15 0.12 0.50 8.61 円形 箱形 水平 2 

80 2 Pit 990 20R-2F24 Ⅳ N-48 -゚E 0.33 0.31 0.16 0.16 0.15 8.96 円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 991 20R-2F24 Ⅳ N-52 -゚W 0.46 0.35 0.21 0.17 0.59 8.51 楕円形 箱形 レンズ状 2 

80・94 106 62 2 Pit 994 20R-2F14・19 <Pit1542，>SD1538，Pit995 Ⅳ N-79 -゚W 0.27 0.25 0.14 0.13 0.15 8.98 円形 箱形 単層 1 

80 2 Pit 995 20R-2F14・19 <Pit994 Ⅳ N-7 -゚W 0.34 0.30 0.16 0.10 0.34 8.78 円形 U字形 ブロック状 3 

80 2 Pit 996 20R-2F18 >SD1538 Ⅳ N-52 -゚E 0.49 0.35 0.37 0.27 0.15 9.01 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80・111 136 171b・h 2 Pit 997 20R-2F13 >SD1538・1558 中世 Ⅳ N-47 -゚W 0.44 0.40 0.11 0.09 0.74 8.47 円形 台形 レンズ状 2 SB2171

80 2 Pit 998 20R-2F18 <Pit999・1544 Ⅳ N-4 -゚W 0.60 （0.45） 0.40 （0.45） 0.11 9.01 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 999 20R-2F18 >Pit998・1001 Ⅳ N-10 -゚W 0.52 0.42 0.12 0.12 0.54 8.59 楕円形 半円形 レンズ状 2 

80・111 136 171h 2 Pit 1001 20R-2F18 <Pit999 Ⅳ N-50 -゚E 0.20 （0.12） 0.09 （0.07） 0.10 9.02 （楕円形） 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1002 20R-2F18 Ⅳ N-88 -゚E 0.26 0.22 0.15 0.14 0.08 9.04 円形 皿形 単層 1 

80・94 106 61 2 Pit 1003 20R-2F18 <SK992，Pit1004 Ⅳ N-76 -゚W 0.48 0.44 0.20 0.10 0.43 8.68 円形 箱形 レンズ状 2 

80・94 2 Pit 1004 20R-2F18 <Pit1003，>SK992 Ⅳ N-4 -゚W 0.32 （0.24） 0.12 0.11 0.22 8.89 楕円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1005 20R-2F19 >SK992，Pit1006 Ⅳ N-8 -゚E 0.27 0.22 0.18 0.17 0.08 9.04 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1006 20R-2F19 <Pit1005 Ⅳ N-44 -゚W 0.26 0.23 0.12 0.11 0.07 9.04 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1008 20R-2F24 Ⅳ N-69 -゚E 0.31 0.30 0.14 0.11 0.40 8.70 円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1009 20R-2F18 Ⅳ N-88 -゚W 0.30 0.22 0.16 0.13 0.11 9.03 楕円形 皿形 − −

80・112 136 172b 2 Pit 1010 20R-2F7・8 中世 Ⅳ N-78 -゚W 0.34 0.34 0.14 0.14 0.32 8.80 円形 半円形 単層 1 有 SB2172　石/礫

77 2 Pit 1011 20R-1A15 >SD647，Pit1012 中世 Ⅳ N-19 -゚E 0.35 0.32 0.16 0.13 0.45 8.31 円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 1012 20R-1A15 <Pit1011，>SD647 中世 Ⅳ N-9 -゚E 0.14 （0.09） 0.06 0.05 0.15 8.60 円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 1015 20R-2F8 Ⅳ N-6 -゚E 0.24 0.19 0.15 0.12 0.12 9.01 円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1017 20R-2F2 <Pit1018 Ⅳ N-36 -゚W 0.22 （0.15） 0.07 0.07 0.16 8.93 楕円形 半円形 単層 1 

80・111 136 171a 2 Pit 1018 20R-2F2 >Pit1017 Ⅳ N-77 -゚W 0.27 0.27 0.16 0.15 0.49 8.59 円形 台形 単層 1 

77・97 2 Pit 1019 20R-1B12・17 >SD254，Pit1059 中世 Ⅳ N-18 -゚W 0.52 0.52 0.06 0.05 0.38 8.46 長方形 階段形 レンズ状 3 

80 2 Pit 1020 20R-2F7 Ⅳ N-1 -゚W 0.24 0.19 0.12 0.10 0.09 9.00 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1021 20R-2F7 Ⅳ N-4 -゚E 0.17 0.17 0.11 0.08 0.06 9.03 円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1022 20R-2F7 Ⅳ N-2 -゚E 0.23 0.23 0.11 0.11 0.12 8.98 円形 皿形 レンズ状 2 

80・112 136 172c 2 Pit 1023 20R-2F6・7 <Pit1025，>SD2090 Ⅳ N-20 -゚W 0.53 0.44 0.13 0.10 0.52 8.58 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80・112 136 172b 2 Pit 1024 20R-2F6 <Pit1025，>SD2090 Ⅳ N-25 -゚E 0.23 0.15 0.11 0.10 0.20 8.89 楕円形 台形 水平 2 

80・112 136 172c・b 2 Pit 1025 20R-2F6・7 >SD2090，Pit1023・1024 中世 Ⅳ N-83 -゚W 0.37 0.36 0.20 0.17 0.44 8.65 円形 台形 レンズ状 2 SB2172

80・111 136 171g 2 Pit 1026 20R-2F6・7 >SD2090，Pit1027 Ⅳ N-72 -゚W 0.34 0.21 0.11 0.07 0.18 8.91 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80・111 136 171g 2 Pit 1027 20R-2F6・7 <Pit1026，>SD2090 Ⅳ N-72 -゚W 0.33 （0.18） 0.15 0.10 0.16 8.93 楕円形 皿形 単層 1 

80・111 136 171f 2 Pit 1028 20R-2F6 Ⅳ N-70 -゚W 0.22 0.19 0.06 0.06 0.25 8.84 円形 漏斗形 単層 1 

80・111 136 171b・f 2 Pit 1029 20R-2E10，20R-2F6 中世 Ⅳ N-6 -゚W 0.36 0.35 0.20 0.19 0.54 8.54 円形 台形 水平 2 有 176 SB2171　石/敲石、不明金属製品

80 2 Pit 1030 20R-2F1 <Pit1031，>SD2090 Ⅳ N-43 -゚E 0.44 （0.14）（0.19）（0.11） 0.49 8.54 円形 U字形 単層 1 

80 2 Pit 1031 20R-2F1 >SD2090，Pit1030 Ⅳ N-65 -゚E 0.41 0.35 0.17 0.17 0.52 8.53 円形 半円形 単層 1 

80・111 136 171a・f 2 Pit 1032 20R-2F1 >SD2090 中世 Ⅳ N-58 -゚E 0.55 0.46 0.19 0.15 0.56 8.50 楕円形 台形 レンズ状 3 SB2171

80 2 Pit 1033 20R-1E25 <Pit1034 Ⅳ N-89 -゚E 0.60 （0.34） 0.24 （0.19） 0.41 8.63 楕円形 箱形 水平 2 有 石/礫



別
　
　
　
表

2
3

6

図版No.
写真図版

No.
SP記号 区

遺構

グリッド 重複状況 時代 確認面 主軸方位

規模（m）
底面標高
（m）

形態

堆積状況 覆土
遺物
の

有無

遺物図面図
版No.

出土遺物
備考種別 番号

上端 下端
深度 平面 断面

長軸 短軸 長軸 短軸
80 2 Pit 1034 20R-1E25 >Pit1033 Ⅳ N-9 -゚W 0.48 0.42 0.27 0.26 0.15 8.89 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1035 20R-1E25，20R-2E5 Ⅳ N-60 -゚E 0.38 0.35 0.16 0.15 0.43 8.55 楕円形 台形 水平 2 

80・111 136 171a・e 2 Pit 1036 20R-2E5 中世 Ⅳ N-53 -゚E 0.34 0.30 0.20 0.14 0.67 8.38 楕円形 台形 ブロック状 2 SB2171

80 2 Pit 1037 20R-2E5 Ⅳ N-14 -゚E 0.27 0.25 0.15 0.08 0.26 8.78 円形 台形 レンズ状 2 

80・111 136 171e 2 Pit 1038 20R-2E5 Ⅳ N-69 -゚E 0.23 0.19 0.14 0.10 0.18 8.88 円形 台形 水平 3 

80 2 Pit 1039 20R-2E5 Ⅳ N-29 -゚E 0.27 0.24 0.15 0.07 0.39 8.67 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1040 20R-2E5 Ⅳ N-37 -゚W 0.20 0.18 0.12 0.10 0.08 8.98 円形 U字形 水平 2 

80 2 Pit 1041 20R-2E10 Ⅳ N-4 -゚E 0.36 0.36 0.19 0.16 0.21 8.82 円形 皿形 単層 1 

80・111 136 171b・e 2 Pit 1042 20R-2E10 <Pit1043 中世 Ⅳ N-4 -゚E 0.34 0.26 0.16 0.16 0.58 8.46 楕円形 箱形 単層 1 SB2171

80・111 136 171b 2 Pit 1043 20R-2E10 >Pit1042 Ⅳ N-9 -゚E 0.25 （0.09）（0.14）（0.04） 0.40 8.63 （円形） （台形）
水平−
レンズ

3 

80 2 Pit 1044 20R-2E4・9 Ⅳ N-10 -゚W 0.25 （0.15） 0.14 （0.10） 0.16 8.88 （楕円形）（台形） 単層 1 

80 2 Pit 1045 20R-2E4・9 Ⅳ N-30 -゚E 0.30 0.27 0.18 0.14 0.18 8.86 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1046 20R-2E4 Ⅳ N-19 -゚W 0.23 0.20 0.12 0.11 0.07 8.96 円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1047 20R-2E9 Ⅳ N-77 -゚E 0.31 0.29 0.10 0.06 0.45 8.59 円形 U字形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1048 20R-2E9 Ⅳ N-15 -゚E 0.23 0.17 0.14 0.09 0.13 8.94 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1049 20R-2E9 Ⅳ N-2 -゚W 0.26 0.25 0.19 0.12 0.21 8.83 円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1050 20R-2E9 Ⅳ N-62 -゚W 0.25 0.19 0.09 0.05 0.53 8.50 楕円形 階段形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1051 20R-2A13 Ⅳ N-36 -゚E 0.22 0.19 0.10 0.08 0.11 8.72 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1052 20R-2A13 Ⅳ N-46 -゚E 0.31 0.26 0.08 0.07 0.59 8.27 円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1053 20R-2E9 <Pit1054 Ⅳ N-34 -゚E 0.18 （0.11） 0.08 0.06 0.21 8.82 楕円形 U字形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1054 20R-2E8・9 >Pit1053 Ⅳ N-66 -゚E 0.26 0.25 0.15 0.12 0.27 8.75 楕円形 階段形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1055 20R-2E8 Ⅳ N-38 -゚E 0.30 0.28 0.09 0.06 0.24 8.77 円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1056 20R-2E9 Ⅳ N-41 -゚E 0.27 0.16 0.11 0.09 0.12 8.91 円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1057 20R-2E9 Ⅳ N-49 -゚E 0.19 0.16 0.11 0.09 0.15 8.88 円形 漏斗形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1058 20R-2E8・9 Ⅳ N-56 -゚E 0.24 0.21 0.13 0.12 0.15 8.89 円形 皿形 レンズ状 2 

77・97 2 Pit 1059 20R-1B12 <Pit1019，>SD33 中世 Ⅳ N-21 -゚E 0.24 （0.12） 0.08 （0.06） 0.23 8.59 （長方形）（台形） 単層 1 

80 2 Pit 1060 20R-2E8 Ⅳ N-29 -゚E 0.35 0.24 0.25 0.13 0.14 8.88 楕円形 階段形 単層 1 

80 2 Pit 1061 20R-2E8 Ⅳ N-90ﾟ 0.30 0.25 0.14 0.12 0.22 8.80 楕円形 台形 − −

80 2 Pit 1062 20R-2E8 Ⅳ N-4 -゚E 0.23 0.21 0.06 0.05 0.20 8.80 楕円形 階段形 水平 2 

80 2 Pit 1063 20R-2E7 Ⅳ N-7 -゚W 0.20 0.20 0.09 0.07 0.14 8.88 円形 皿形 単層 1 

80・95
106・
107

64 2 Pit 1064 20R-2E8・13 >SK1065 Ⅳ N-49 -゚E 0.62 0.45 0.22 0.20 0.20 8.88 長方形 階段形 単層 1 

80 2 Pit 1066 20R-2E7・12 Ⅳ N-44 -゚E 0.22 0.20 0.09 0.08 0.17 8.85 円形 階段形 単層 1 

80 2 Pit 1067 20R-2E12 Ⅳ N-79 -゚W 0.28 0.24 0.16 0.13 0.23 8.78 楕円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 1068 20R-2E12 Ⅳ N-47 -゚W 0.26 0.22 0.12 0.08 0.33 8.68 円形 半円形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1069 20R-2E12 Ⅳ N-67 -゚E 0.18 0.15 0.10 0.09 0.12 8.90 円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1070 20R-2E12 Ⅳ N-12 -゚E 0.18 0.17 0.10 0.10 0.11 8.90 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1071 20R-2E12・13 Ⅳ N-62 -゚E 0.26 0.24 0.12 0.07 0.17 8.86 楕円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1073 20R-2E13・14 Ⅳ N-4 -゚W 0.15 0.13 0.09 0.07 0.05 8.97 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1074 20R-2E14 Ⅳ N-67 -゚E 0.23 0.19 0.09 0.08 0.20 8.83 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1075 20R-2E14 Ⅳ N-17 -゚E 0.26 0.22 0.17 0.12 0.11 8.94 円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1076 20R-2E14 Ⅳ N-53 -゚E 0.21 0.20 0.11 0.10 0.11 8.95 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1077 20R-2E15 Ⅳ N-33 -゚E 0.19 0.18 0.12 0.10 0.22 8.86 円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1078 20R-2E15 Ⅳ N-16 -゚E 0.25 0.20 0.12 0.10 0.18 8.89 楕円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 1079 20R-2E15 Ⅳ N-81 -゚W 0.24 0.24 0.15 0.10 0.13 8.94 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1080 20R-2E15 Ⅳ N-28 -゚E 0.45 0.24 0.18 0.13 0.20 8.86 楕円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1081 20R-2E15 <Pit1082 Ⅳ N-55 -゚E 0.23 0.22 （0.06） 0.04 0.24 8.83 円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 1082 20R-2E15 >Pit1081 Ⅳ N-38 -゚E 0.16 0.15 0.09 0.08 0.08 8.99 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1083 20R-2E15 Ⅳ N-9 -゚E 0.40 0.27 0.22 0.13 0.15 8.91 楕円形 台形 単層 1 

80・85 16 2 Pit 1084 20R-2E15 Ⅳ N-85 -゚W 0.28 0.25 0.15 0.12 0.17 8.88 円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1085 20R-2F11 Ⅳ N-1 -゚W 0.42 0.37 0.22 0.18 0.47 8.57 楕円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1087 20R-2F11 Ⅳ N-60 -゚W 0.17 0.13 0.05 0.05 0.12 8.93 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 1088 20R-1A9 Ⅳ N-23 -゚W 0.32 0.26 0.17 0.14 0.12 8.69 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 1089 20R-1A14 <SD647 Ⅳ N-54 -゚W 0.33 0.25 0.14 0.14 0.32 8.48 楕円形 台形 単層 1 

77 2 Pit 1090 20R-1A15・20 >SD32 中世 Ⅳ N-20 -゚E 0.37 0.25 0.23 0.18 0.11 8.70 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 1091 20R-1A25 >SD33 中世 Ⅳ N-12 -゚W 0.45 0.23 0.14 0.12 0.28 8.45 円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 1092 20R-1A25 >SD33 中世 Ⅳ N-65 -゚E 0.35 0.33 0.12 0.11 0.40 8.36 楕円形 皿形 レンズ状 2 
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80 2 Pit 1093 20R-2F11 >Pit1094 Ⅳ N-90ﾟ 0.32 0.30 0.20 0.17 0.36 8.69 円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1094 20R-2F11 <Pit1093 Ⅳ N-47 -゚E 0.24 （0.18） 0.11 0.09 0.09 8.96 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1095 20R-2F11 <Pit1096 Ⅳ N-46 -゚E 0.14 0.14 0.07 0.05 0.06 9.02 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1096 20R-2F11 >Pit1095 Ⅳ N-1 -゚W 0.42 0.40 0.14 0.13 0.63 8.44 円形 箱形 水平 2 

80・111 136 171b・g 2 Pit 1097 20R-2F6・11・12 >Pit1098 中世 Ⅳ N-72 -゚W 0.57 0.53 0.25 0.16 0.50 8.59 方形 階段形 レンズ状 2 SB2171

80・111 136 171g 2 Pit 1098 20R-2F11 <Pit1097 Ⅳ N-77 -゚W （0.33） 0.49 （0.21）（0.10） 0.43 8.66 円形 階段形 レンズ状 2 

80・111 136 171g 2 Pit 1099 20R-2F11 Ⅳ N-77 -゚E 0.49 0.35 0.18 0.14 0.40 8.68 楕円形 階段形 レンズ状 2 

80・111 136 171g 2 Pit 1100 20R-2F16 Ⅳ N-65 -゚W 0.50 0.47 0.30 0.23 0.34 8.74 円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1101 20R-2F17 >Pit1102・1104 Ⅳ N-52 -゚W 0.43 0.38 0.16 0.13 0.26 8.83 楕円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1102 20R-2F17 <Pit1101 Ⅳ N-41 -゚W （0.20） 0.11 0.18 0.06 0.11 8.98 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1103 20R-2F17 Ⅳ N-6 -゚W 0.33 0.30 0.11 0.09 0.50 8.60 方形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1104 20R-2F17 <Pit1101・1105 Ⅳ N-8 -゚E 0.36 （0.22） 0.20 （0.17） 0.15 8.94 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1105 20R-2F17 >Pit1104 Ⅳ N-45 -゚W 0.29 0.27 0.16 0.11 0.41 8.68 円形 箱形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1106 20R-2F12・17 >Pit1107 Ⅳ N-77 -゚E 0.29 0.27 0.16 0.11 0.34 8.78 円形 U字形 単層 1 

80 2 Pit 1107 20R-2F12・17 <Pit1106 Ⅳ N-56 -゚E 0.34 0.27 0.19 0.19 0.21 8.90 楕円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1108 20R-2F17 Ⅳ N-7 -゚W 0.30 0.27 0.17 0.15 0.20 8.91 円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 1109 20R-2F17・18 Ⅳ N-44 -゚W 0.33 0.31 0.05 0.05 0.44 8.70 円形 半円形 レンズ状 2 

80・111 136 171c・h 2 Pit 1110 20R-2F18・23 中世 Ⅳ N-82 -゚E 0.46 0.43 0.23 0.20 0.62 8.51 円形 台形 レンズ状 2 SB2171

80 2 Pit 1111 20R-2F24 Ⅳ N-82 -゚W 0.19 0.14 0.12 0.07 0.07 9.03 楕円形 皿形 単層 1 

80・111 136 171d・h 2 Pit 1113 20R-2F22・23 中世 Ⅳ N-74 -゚E 0.29 0.21 0.12 0.10 0.31 8.80 楕円形 箱形 レンズ状 2 SB2171

80・111 136 171d 2 Pit 1114 20R-2F22 Ⅳ N-68 -゚W 0.27 0.26 0.13 0.10 0.15 8.97 楕円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1115 20R-2F22 >Pit1116 Ⅳ N-65 -゚W 0.39 0.37 0.06 0.04 0.32 8.82 方形 U字形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1116 20R-2F22 <Pit1115 Ⅳ N-4 -゚W 0.41 （0.16） 0.30 （0.13） 0.17 8.97 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1117 20R-2F17 >Pit1118 Ⅳ N-58 -゚E 0.60 0.45 0.13 0.11 0.53 8.56 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80・111 136 171c 2 Pit 1118 20R-2F17 <Pit1117・1119 Ⅳ N-44 -゚E （0.25）（0.20） 0.14 0.08 0.30 8.78 楕円形 台形 レンズ状 2 

80・111 136 171c 2 Pit 1119 20R-2F17 >Pit1118・1120 Ⅳ N-17 -゚E 0.30 0.24 0.06 0.05 0.40 8.69 楕円形 半円形 レンズ状 2 

80・111 136 171c 2 Pit 1120 20R-2F17 <Pit1119 Ⅳ N-19 -゚E 0.33 （0.28） 0.22 0.18 0.26 8.84 円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1121 20R-2F17 Ⅳ N-35 -゚E 0.22 0.18 0.09 0.06 0.13 8.98 楕円形 皿形 単層 1 

80・111 136 171d 2 Pit 1122 20R-2F22 中世 Ⅳ N-19 -゚W 0.30 0.28 0.12 0.12 0.39 8.73 円形 台形 レンズ状 2 SB2171

80・111 136 171d 2 Pit 1123 20R-2F21・22 Ⅳ N-67 -゚W 0.27 0.25 0.12 0.08 0.29 8.83 円形 U字形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1125 20R-2F16・21 >SD1124，Pit1126 中世 Ⅳ N-76 -゚W 0.37 0.32 0.24 0.19 0.25 8.85 円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 1126 20R-2F16・21 <Pit1125，>SD1124 中世 Ⅳ N-0 -゚S 0.32 （0.19）（0.12） 0.10 0.27 8.82 楕円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1127 20R-2F16 <SD1124 Ⅳ N-80 -゚E 0.34 （0.21） 0.19 0.09 0.24 8.84 円形 台形 水平 2 

80・111 136 171c・g 2 Pit 1128 20R-2F16 中世 Ⅳ N-76 -゚E 0.46 0.36 0.12 0.11 0.59 8.48 楕円形 台形 レンズ状 2 SB2171

80 2 Pit 1129 20R-2F16 <Pit1131，>PIt1130 Ⅳ N-11 -゚E 0.32 （0.23） 0.12 （0.09） 0.61 8.45 長方形 U字形 水平 2 

80 2 Pit 1130 20R-2F16 <Pit1129・1131 Ⅳ N-10 -゚W （0.20）（0.12）（0.09）（0.07） 0.61 8.44 円形 U字形 水平 2 

80 2 Pit 1131 20R-2F11・16 >Pit1129・1130 Ⅳ N-60 -゚E 0.37 0.31 0.09 0.08 0.24 8.81 楕円形 台形 単層 1 

80・86・87・111 136 17a, 171c・f 2 Pit 1132 20R-2E20 中世 Ⅳ N-7 -゚W 0.33 0.31 0.17 0.14 0.36 8.68 楕円形 台形 単層 1 SB2171

80・111 136 171d・g 2 Pit 1133 20R-2F21 中世 Ⅳ N-47 -゚W 0.15 0.13 0.08 0.05 0.13 8.57 楕円形 台形 レンズ状 2 SB2171

80・111 136 171d 2 Pit 1134 20R-2E25，20R-2F21 >Pit1135・1136 Ⅳ N-76 -゚W 0.43 0.42 0.29 0.24 0.15 8.90 方形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1135 20R-2E20，20R-2F16 <Pit1134 Ⅳ N-84 -゚W 0.55 0.46 0.49 0.36 0.08 8.97 楕円形 皿形 単層 1 

80・111 136 171d 2 Pit 1136 20R-2E25 <Pit1134 Ⅳ N-14 -゚W 0.33 （0.23） 0.17 （0.16） 0.15 8.89 楕円形 皿形 単層 1 

80・86・87・111 136
17b・171d・
f

2 Pit 1137 20R-2E20・25 <SK1138 中世 Ⅳ N-46 -゚E 0.38 （0.22） 0.09 （0.06） 0.52 8.54 楕円形 台形 単層 1 SB2171

80・86・87・120 17A・b 2 Pit 1140 20R-2E19 <SE1139，>Pit1141 Ⅳ N-72 -゚E 0.42 （0.18） 0.08 0.07 0.38 8.67 楕円形 台形 単層 1 

80・86・87・111 136
17A・b，
171c・e

2 Pit 1141 20R-2E14・19 <Pit1140 中世 Ⅳ N-30 -゚W 0.41 0.40 0.21 0.15 0.50 8.56 円形 台形 レンズ状 2 SB2171

80・86・87・111 136 17a，171d 2 Pit 1142 20R-2E19 >SE1139，Pit1143 中世 Ⅳ N-64 -゚E 0.35 0.32 0.13 0.12 0.31 8.73 楕円形 U字形 レンズ状 2 

80・86・87・111 136 171d・e 2 Pit 1143 20R-2E19 <Pit1142 中世 Ⅳ N-18 -゚E 0.34 （0.27） 0.14 0.12 0.50 8.55 楕円形 U字形 水平 2 SB2171

80・111 136 171d 2 Pit 1144 20R-2E19 Ⅳ N-79 -゚E 0.32 0.23 0.07 0.07 0.29 8.76 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80・111 136 171d 2 Pit 1145 20R-2E19 Ⅳ N-67 -゚W 0.57 0.47 0.42 0.32 0.10 8.96 楕円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1146 20R-2E18 Ⅳ N-74 -゚E 0.17 0.17 0.11 0.09 0.23 8.82 円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1147 20R-2E18・23 Ⅳ N-84 -゚W 0.25 0.14 0.15 0.09 0.20 8.87 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1148 20R-2E18 >Pit1149 Ⅳ N-36 -゚E 0.58 0.57 0.37 0.35 0.52 8.53 円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1149 20R-2E18 <Pit1148 Ⅳ N-71 -゚W 0.22 （0.09） 0.12 （0.05） 0.45 8.60 （楕円形）（U字形） レンズ状 2 

80 2 Pit 1150 20R-2E17 Ⅳ N-39 -゚E 0.28 0.22 0.17 0.12 0.20 8.86 楕円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1151 20R-2E17 >SD2137 Ⅳ N-45 -゚E 0.21 0.19 0.13 0.09 0.17 8.87 円形 半円形 レンズ状 2 
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80 2 Pit 1152 20R-2E17 >SD2137 Ⅳ N-7 -゚W 0.25 0.22 0.10 0.07 0.19 8.85 円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1153 20R-2E17・22 >SD2137 Ⅳ N-15 -゚E 0.26 0.25 0.09 0.09 0.23 8.80 円形 半円形 水平 2 

79・80 2 Pit 1154 20R-2D25 Ⅳ N-58 -゚E 0.22 0.20 0.13 0.12 0.11 8.89 円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1155 20R-2D25 Ⅳ N-22 -゚W 0.30 0.28 0.10 0.09 0.45 8.54 円形 台形 ブロック状 3 

79・80 2 Pit 1156 20R-3D5 >SD2158 Ⅳ N-31 -゚W 0.30 0.28 0.10 0.09 0.16 8.83 楕円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1157 20R-3D5 >SD2159 Ⅳ N-34 -゚W 0.31 0.25 0.18 0.15 0.35 8.65 楕円形 台形 水平 2 

79・80 2 Pit 1158 20R-3D5 Ⅳ N-22 -゚W 0.22 0.19 0.14 0.11 0.21 8.79 楕円形 箱形 レンズ状 3 

79・80 2 Pit 1159 20R-3D5 Ⅳ N-69 -゚E 0.14 0.13 0.06 0.06 0.15 8.85 円形 U字形 単層 1 

79・80 2 Pit 1160 20R-2E21 Ⅳ N-71 -゚W 0.31 0.28 0.14 0.13 0.12 8.89 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1161 20R-2E21 Ⅳ N-30 -゚E 0.20 0.20 0.09 0.09 0.20 8.83 円形 U字形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1162 20R-2E21 Ⅳ N-6 -゚W 0.27 0.26 0.15 0.12 0.15 8.87 円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1163 20R-2E21，20R-3E1 Ⅳ N-39 -゚E 0.27 0.20 0.14 0.10 0.22 8.81 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1164 20R-3E1 Ⅳ N-8 -゚W 0.40 0.36 0.14 0.09 0.45 8.59 円形 U字形 水平 3 

80 2 Pit 1165 20R-2E22，20R-3E2 Ⅳ N-7 -゚E 0.28 0.24 0.17 0.12 0.07 9.00 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1166 20R-3E2 Ⅳ N-49 -゚W 0.33 0.30 0.20 0.16 0.28 8.79 円形 階段形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1167 20R-3E2 Ⅳ N-86 -゚W 0.30 0.27 0.17 0.15 0.38 8.68 楕円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1168 20R-3E2 Ⅳ N-20 -゚W 0.31 0.26 0.14 0.13 0.22 8.84 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1169 20R-3E2 Ⅳ N-39 -゚E 0.25 0.24 0.12 0.10 0.11 8.95 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1170 20R-3E2 Ⅳ N-48 -゚W 0.22 0.22 0.14 0.09 0.18 8.87 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1171 20R-3E2・7 Ⅳ N-76 -゚W 0.27 0.25 0.15 0.13 0.24 8.79 円形 台形 レンズ状 3 

80 2 Pit 1172 20R-3E2 Ⅳ N-3 -゚W 0.25 0.20 0.11 0.09 0.24 8.82 円形 皿形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1173 20R-3E1 Ⅳ N-15 -゚E 0.22 0.22 0.13 0.11 0.09 8.96 円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 1174 20R-3E1 <Pit1175・1176 Ⅳ N-86 -゚E 0.36 （0.26）（0.19） 0.15 0.17 8.87 方形 台形 単層 1 

79・80 2 Pit 1175 20R-3E1 <Pit1176，>Pit1174 Ⅳ N-2 -゚E 0.45 0.40 0.24 0.20 0.20 8.83 楕円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1176 20R-3E1 >Pit1174・1175・1177 Ⅳ N-5 -゚W 0.35 0.28 0.17 0.15 0.20 8.82 楕円形 台形 水平 2 

79・80 2 Pit 1177 20R-3E1 <Pit1176 Ⅳ N-38 -゚W 0.16 （0.13）（0.07） 0.06 0.14 8.88 円形 半円形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1178 20R-3D10 >SD2161 Ⅳ N-78 -゚E 0.20 0.15 0.07 0.06 0.14 8.84 楕円形 半円形 単層 1 

79・80 2 Pit 1179 20R-3E6 <Pit1180 Ⅳ N-7 -゚E 0.23 （0.18） 0.10 0.09 0.12 8.88 円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 1180 20R-3E6 >Pit1179 Ⅳ N-35 -゚W 0.21 0.20 0.10 0.08 0.20 8.80 円形 半円形 単層 1 

79・80 2 Pit 1181 20R-3D10 Ⅳ N-49 -゚E 0.22 0.20 0.09 0.08 0.19 8.76 方形 U字形 単層 1 

80 2 Pit 1182 20R-3E6 Ⅳ N-87 -゚W 0.24 0.20 0.09 0.08 0.15 8.88 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1183 20R-3E6 Ⅳ N-14 -゚W 0.21 0.17 0.12 0.08 0.09 8.91 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 1184 20R-1B11 Ⅳ N-90ﾟ 0.17 0.15 0.10 0.07 0.10 8.67 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 1185 20R-1B11 <SD32 Ⅳ N-3 -゚E 0.22 （0.20）（0.10）（0.10） 0.18 8.59 円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 1186 20R-1B11 <Pit1187 Ⅳ N-32 -゚E 0.18 （0.09） 0.11 （0.06） 0.16 8.61 円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 1187 20R-1B11 >Pit1186 Ⅳ N-10 -゚E 0.26 0.21 0.07 0.05 0.22 8.55 楕円形 半円形 レンズ状 2 

77 2 Pit 1188 20R-1B11 >Pit1189 Ⅳ N-8 -゚E 0.28 0.20 0.14 0.10 0.29 8.50 楕円形 箱形 単層 1 

77 2 Pit 1189 20R-1B11 <Pit1188 Ⅳ N-47 -゚E 0.20 （0.08） 0.12 （0.04） 0.10 8.66 円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 1190 20R-1A24 >SD32 中世 Ⅳ N-84 -゚E 0.23 0.17 0.15 0.07 0.22 8.34 楕円形 階段形 単層 1 

77 2 Pit 1191 20R-1A25 >SD33 中世 Ⅳ N-9 -゚W 0.27 0.24 0.09 0.07 0.35 8.42 円形 U字形 水平 2 

77 2 Pit 1192 20R-1A25 >SD33，Pit1193 中世 Ⅳ N-89 -゚W 0.24 0.24 0.16 0.13 0.33 8.37 円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1193 20R-1A25 <Pit1192，>SD33 中世 Ⅳ N-7 -゚E 0.27 （0.20） 0.19 0.10 0.25 8.48 楕円形 台形 単層 1 

77・79・92 2 Pit 1194 20R-2A4・5 <SK673，>SD33 中世 Ⅳ N-86 -゚W （0.43） 0.36 0.17 0.15 0.38 8.47 楕円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1195 20R-2B1・6 >Pit1196 Ⅳ N-15 -゚W 0.30 0.23 0.15 0.13 0.11 8.74 円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1196 20R-2B6 <Pit1195・1197 Ⅳ N-5 -゚W （0.15） 0.19 （0.04） 0.03 0.18 8.67 楕円形 階段形 単層 1 

77・79 2 Pit 1197 20R-2B6 >Pit1196・1232 Ⅳ N-28 -゚W 0.36 0.27 0.21 0.14 0.15 8.72 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1198 20R-2E23 >SD1013・1199・1200 中世 Ⅳ N-49 -゚E 0.46 0.39 0.22 0.22 0.13 8.94 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1202 20R-3E3 Ⅳ N-6 -゚E 0.22 0.20 0.09 0.07 0.28 8.79 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1203 20R-2E24 >Pit1204 Ⅳ N-36 -゚W 0.35 0.29 0.18 0.15 0.14 8.94 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1204 20R-2E24 <Pit1203 Ⅳ N-3 -゚W 0.25 （0.20） 0.16 0.11 0.17 8.90 長方形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1205 20R-2E24 <SD1013 Ⅳ N-81 -゚W 0.64 （0.24） 0.05 0.05 0.23 8.82 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1206 20R-2E24 Ⅳ N-5 -゚W 0.23 0.20 0.09 0.08 0.16 8.90 楕円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1207 20R-2E25 Ⅳ N-82 -゚E 0.30 0.28 0.15 0.12 0.16 8.91 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1208 20R-3E9 Ⅳ N-45 -゚E 0.32 0.25 0.13 0.09 0.20 8.90 楕円形 階段形 レンズ状 2 

80・88 94 18 2 Pit 1209 20R-3E9・10 Ⅳ N-82 -゚E 0.29 0.27 0.12 0.08 0.20 8.88 楕円形 皿形 水平 2 

80・88 18 2 Pit 1213 20R-3E5 >SE1210，SK1212 中世 Ⅳ N-40 -゚E 0.41 0.36 0.26 0.17 0.21 8.87 楕円形 皿形 水平 2 

80・104 122 105B 2 Pit 1214 20R-3F6 <SD1124 Ⅳ N-11 -゚E 0.38 （0.28） 0.25 0.18 0.23 8.82 長方形 半円形 レンズ状 2 
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80 2 Pit 1215 20R-3F2 Ⅳ N-40 -゚W 0.23 0.21 0.09 0.09 0.20 8.88 円形 半円形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1216 20R-3F2 Ⅳ N-71 -゚W 0.29 0.22 0.14 0.08 0.16 8.93 楕円形 皿形 水平 2 

80 2 Pit 1217 20R-3F7 Ⅳ N-25 -゚E 0.29 0.25 0.27 0.12 0.12 8.95 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1218 20R-3E14 Ⅳ N-31 -゚E 0.17 0.16 0.08 0.08 0.10 8.93 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1219 20R-3E14・15 Ⅳ N-63 -゚E 0.55 0.45 0.10 0.09 0.37 8.66 楕円形 階段形 水平 3 

80・108 2 Pit 1220 20R-3E13 <SD1201 Ⅳ N-52 -゚W 0.44 0.38 0.23 0.16 0.14 8.86 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1221 20R-3E13 >SD1201，Pit1561 中世 Ⅳ N-17 -゚W 0.30 0.23 0.18 0.12 0.16 8.90 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80・108・112 136 174a・b 2 Pit 1222 20R-3E13・14 中世 Ⅳ N-74 -゚E 0.40 0.32 0.21 0.10 0.34 8.69 楕円形 台形 レンズ状 2 SB2174

80・108・112 136 174a 2 Pit 1223 20R-3E14・19 Ⅳ N-54 -゚W 0.41 0.35 0.12 0.10 0.49 8.51 楕円形 U字形 水平 2 

80・108・112 136 174a 2 Pit 1224 20R-3E14・19 中世 Ⅳ N-58 -゚E 0.40 0.35 0.12 0.11 0.47 8.53 楕円形 台形 ブロック状 3 SB2174

80 2 Pit 1225 20R-3E15 <Pit1226 Ⅳ N-58 -゚W 0.45 0.40 0.30 0.23 0.21 8.81 円形 皿形 レンズ状 2 

80・112 136 174a 2 Pit 1226 20R-3E20 >Pit1225・1853 Ⅳ N-85 -゚W 0.35 0.29 0.20 0.16 0.30 8.72 楕円形 U字形 レンズ状 2 

80・112 136 174a 2 Pit 1227
20R-3E15・20，20R-3F11・
16

<Pit1228，>SD1124 中世 Ⅳ N-78 -゚W 0.36 0.32 0.07 0.06 0.37 8.64 長方形 台形 レンズ状 2 

80・81・104・
112

122・
136

H，105C，
174a

2 Pit 1228 20R-3F16 >SD1124，Pit1127 中世 Ⅳ N-46 -゚E 0.31 （0.16） 0.09 0.06 0.38 8.56 楕円形 U字形 レンズ状 2 SB2174

80・108 2 Pit 1229 20R-3E18 >SN1014 中世 Ⅳ N-22 -゚E 0.32 0.29 0.17 0.17 0.29 8.73 円形 半円形 水平 2 

80・108 2 Pit 1230 20R-3E19 >SN1014 中世 Ⅳ N-90ﾟ 0.27 0.23 0.11 0.10 0.16 8.84 楕円形 V字形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1232 20R-2B6 <Pit1197 Ⅳ N-67 -゚E 0.23 （0.15）（0.14） 0.14 0.10 8.77 楕円形 皿形 単層 1 

76・78 2 Pit 1234 19R-10D10，19R-10E6 <Pit1255，>SD2061 Ⅳ N-67 -゚W 0.52 0.30 0.22 0.15 0.45 8.69 円形 階段形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1235 19R-10E16・17 Ⅳ N-79 -゚E 0.25 0.23 0.14 0.12 0.19 8.94 円形 半円形 水平 2 

77・79 2 Pit 1236 20R-1B21，20R-2B1 >SD33 中世 Ⅳ N-88 -゚E 0.30 0.25 0.16 0.11 0.31 8.49 楕円形 台形 単層 1 

77 2 Pit 1237 20R-1B19 Ⅳ N-33 -゚E 0.34 0.27 0.21 0.11 0.29 8.58 長方形 箱形 単層 1 

77・79 2 Pit 1238 20R-2B6 Ⅳ N-67 -゚W 0.38 0.26 0.21 0.10 0.34 8.54 長方形 U字形 − −

77・97 2 Pit 1239 20R-1B13 >SX951 中世 Ⅳ N-37 -゚E 0.26 0.23 0.10 0.09 0.23 8.57 円形 U字形 単層 1 

77 2 Pit 1240 20R-1B11・16 >SD32 中世 Ⅳ N-10 -゚W 0.33 0.24 0.08 0.07 0.22 8.45 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1241 20R-1B21 Ⅳ N-3 -゚E 0.34 0.27 0.05 0.03 0.25 8.62 楕円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1242 20R-2B1 Ⅳ N-33 -゚E 0.38 0.32 0.20 0.13 0.21 8.66 長方形 皿形 レンズ状 2 

77・97 2 Pit 1243 20R-1B12 >SD254，SX951 中世 Ⅳ N-40 -゚W 0.28 0.24 0.15 0.10 0.33 8.47 楕円形 台形 単層 1 

77・97 2 Pit 1244 20R-1B11・12 <Pit1245，>SX951 中世 Ⅳ N-53 -゚E 0.22 （0.16） 0.08 0.08 0.13 8.60 円形 皿形 レンズ状 2 

77・97 2 Pit 1245 20R-1B12 >SD33，SX951，Pit1244 中世 Ⅳ N-37 -゚E 0.25 0.25 0.09 0.04 0.23 8.51 円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1246 20R-2A10 >SD33 中世 Ⅳ N-8 -゚E 0.57 0.45 0.19 0.14 0.48 8.38 長方形 漏斗形 水平 2 

77・97 2 Pit 1247 20R-1B12 >SD33 中世 Ⅳ N-7 -゚W 0.26 0.22 0.17 0.13 0.32 8.07 楕円形 箱形 単層 1 

77・79 2 Pit 1248 20R-2A9・10・14・15 >SD33 中世 Ⅳ N-6 -゚W 0.26 0.26 0.16 0.12 0.15 8.51 円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1249 20R-2A15 >SD33 中世 Ⅳ N-11 -゚E 0.41 0.30 0.22 0.11 0.32 8.52 楕円形 皿形 単層 1 

76 2 Pit 1250 19R-9C22 Ⅳ N-5 -゚W 0.52 0.26 0.14 0.10 0.38 8.70 楕円形 階段形 単層 1 

79 2 Pit 1251 20R-3B2 <Pit1252 Ⅳ N-63 -゚E 0.23 0.20 0.13 0.19 0.25 8.73 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79・111 136 173d 2 Pit 1252 20R-3B2 >SD2094，Pit1251 Ⅳ N-30 -゚W 0.24 0.21 0.10 0.09 0.26 8.71 楕円形 台形 水平 2 

78 2 Pit 1254 19R-10F1 Ⅳ N-38 -゚E （0.45）（0.42）（0.12）（0.12） 0.67 8.42 円形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 1255 19R-10E6 >SD2061，Pit1234 Ⅳ N-80 -゚W 0.27 0.26 0.12 0.13 0.17 8.97 円形 台形 単層 1 

76・77 2 Pit 1256 19R-10C7 >Pit1257 Ⅳ N-57 -゚E 0.26 0.22 0.11 0.10 0.15 8.85 円形 台形 レンズ状 2 

76・77 2 Pit 1257 19R-10C7 <Pit1256 Ⅳ N-48 -゚E 0.24 0.22 0.12 0.11 0.14 8.86 円形 箱形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 1258 19R-10C12 >Pit1262 Ⅳ N-68 -゚E 0.25 0.20 0.12 0.10 0.25 8.75 楕円形 半円形 レンズ状 2 

75・76・77 2 Pit 1259 19R-10C11 Ⅳ N-20 -゚W 0.26 0.24 0.14 0.08 0.16 8.83 円形 皿形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 1262 19R-10C12 <Pit1258 Ⅳ N-45 -゚E 0.27 0.25 0.11 0.10 0.23 8.77 円形 箱形 単層 1 

78・93 103 55 2 Pit 1263 19R-10E19 <Pit746・747，>Pit1476 Ⅳ N-46 -゚W （0.40）（0.15） 0.24 （0.13） 0.16 8.94 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1265 20R-1E24 <Pit1565 Ⅳ N-30 -゚E 0.22 （0.12）（0.08）（0.08） 0.21 8.83 楕円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 1266 20R-1E24 Ⅳ N-9 -゚E 0.22 0.19 0.11 0.09 0.30 8.73 楕円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1267 20R-1E24 Ⅳ N-25 -゚E 0.23 0.21 0.12 0.11 0.10 8.92 円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1268 20R-1E24 Ⅳ N-85 -゚W 0.19 0.18 0.09 0.08 0.11 8.93 円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 1269 20R-1E24 Ⅳ N-16 -゚W 0.19 0.19 0.10 0.08 0.17 8.87 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1270 20R-1E23 Ⅳ N-46 -゚E 0.21 0.21 0.11 0.08 0.15 8.86 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1271 20R-1E23 >Pit1272 Ⅳ N-19 -゚W 0.22 0.18 0.08 0.08 0.15 8.88 円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1272 20R-1E23 <Pit1271 Ⅳ N-42 -゚W 0.20 （0.14） 0.11 0.06 0.15 8.87 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1273 20R-1E18・23 >Pit1691 Ⅳ N-44 -゚W 0.36 0.33 0.20 0.14 0.23 8.84 楕円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1274 20R-1E18 Ⅳ N-74 -゚E 0.26 0.24 0.13 0.10 0.14 8.93 楕円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1275 20R-1E18 Ⅳ N-54 -゚W 0.16 0.15 0.07 0.05 0.13 8.95 円形 台形 単層 1 
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80 2 Pit 1276 20R-1E18 >Pit1277 Ⅳ N-11 -゚W 0.21 0.20 0.09 0.06 0.23 8.85 円形 U字形 単層 1 

80 2 Pit 1277 20R-1E18 <Pit1276 Ⅳ N-4 -゚W 0.31 （0.15）（0.10）（0.03） 0.25 8.83 楕円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1278 20R-1E18 Ⅳ N-4 -゚W 0.20 0.18 0.10 0.09 0.09 8.99 楕円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1279 20R-1E18 Ⅳ N-47 -゚E 0.23 0.22 0.09 0.05 0.18 8.89 円形 階段形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1280 20R-1E18 >Pit1281 Ⅳ N-78 -゚E 0.18 0.15 0.09 0.07 0.20 8.88 楕円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1281 20R-1E18 <Pit1280 Ⅳ N-48 -゚W 0.31 0.25 0.12 0.07 0.24 8.84 楕円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1282 20R-1E18・19 Ⅳ N-82 -゚E 0.22 0.18 0.09 0.09 0.14 8.93 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1283 20R-1E19 Ⅳ N-90ﾟ 0.25 0.22 0.05 0.05 0.14 8.93 円形 階段形 水平 2 

80 2 Pit 1284 20R-1E19 Ⅳ N-29 -゚E 0.25 0.23 0.11 0.10 0.18 8.90 楕円形 台形 − −

80 2 Pit 1285 20R-1E19 Ⅳ N-62 -゚W 0.24 0.18 0.08 0.06 0.19 8.87 楕円形 台形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1286 20R-1E13 Ⅳ N-10 -゚W 0.23 0.16 0.11 0.09 0.13 8.94 楕円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 1287 20R-1E13 Ⅳ N-4 -゚E 0.20 0.18 0.13 0.07 0.15 8.93 円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1288 20R-1E13 Ⅳ N-51 -゚E 0.22 0.20 0.05 0.04 0.27 8.81 円形 U字形 単層 1 

78 2 Pit 1289 20R-1E13 Ⅳ N-37 -゚W 0.20 0.15 0.07 0.03 0.15 8.93 楕円形 半円形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1290 20R-1E13 Ⅳ N-69 -゚E 0.26 0.18 0.15 0.09 0.22 8.86 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1291 20R-1E13 >Pit1292 Ⅳ N-78 -゚W 0.36 0.22 0.05 0.04 0.32 8.76 円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1292 20R-1E13 <Pit1291 Ⅳ N-87 -゚E （0.18） 0.26 0.09 0.05 0.24 8.84 楕円形 台形 単層 1 

78・80 2 Pit 1293 20R-1E13 Ⅳ N-80 -゚E 0.26 0.18 0.16 0.10 0.11 8.97 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1294 20R-1E13 Ⅳ N-87 -゚W 0.29 0.18 0.06 0.06 0.19 8.87 不整形 階段形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1295 20R-1E13・18 >Pit1296 Ⅳ N-75 -゚W 0.41 0.27 0.05 0.05 0.22 8.84 楕円形 漏斗形 水平 3 

80 2 Pit 1296 20R-1E18 <Pit1295 Ⅳ N-13 -゚W （0.13） 0.15 （0.07） 0.08 0.09 8.97 円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1297 20R-1E8 Ⅳ N-28 -゚W 0.27 0.25 0.14 0.12 0.19 8.89 円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 1298 20R-1E7・12 Ⅳ N-25 -゚W 0.72 0.31 0.56 0.13 0.16 8.93 長楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1299 20R-1E12・13 Ⅳ N-1 -゚E 0.34 0.28 0.26 0.19 0.09 9.00 方形 台形 単層 1 

78 2 Pit 1300 20R-1E12 Ⅳ N-62 -゚W 0.23 0.16 0.16 0.12 0.16 8.92 長方形 箱形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1301 20R-1E12 Ⅳ N-83 -゚W 0.21 0.20 0.12 0.10 0.18 8.90 円形 半円形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1302 20R-1E11・12・16・17 Ⅳ N-12 -゚W 0.46 0.30 0.12 0.10 0.31 8.75 長方形 階段形 レンズ状 3 

80 2 Pit 1303 20R-1E17 Ⅳ N-45 -゚W 0.49 0.31 0.32 0.17 0.12 8.95 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1304 20R-1E17 Ⅳ N-70 -゚E 0.30 0.25 0.14 0.12 0.26 8.81 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1305 20R-1E17 Ⅳ N-15 -゚W 0.21 0.18 0.09 0.07 0.20 8.87 円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1306 20R-1E22 Ⅳ N-3 -゚W 0.40 0.35 0.19 0.12 0.22 8.85 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1307 20R-1E22 <Pit1308 Ⅳ N-43 -゚W 0.23 0.21 0.09 0.05 0.18 8.88 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1308 20R-1E22 >Pit1307・1309 Ⅳ N-56 -゚E 0.17 0.15 0.09 0.06 0.11 8.96 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1309 20R-1E22・23 <Pit1308 Ⅳ N-59 -゚W 0.26 0.18 0.10 0.07 0.14 8.92 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1310 20R-1E22 Ⅳ N-30 -゚W 0.24 0.22 0.11 0.10 0.15 8.92 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1311 20R-1E22 >SD2137 Ⅳ N-49 -゚E 0.27 0.27 0.09 0.08 0.23 8.83 円形 階段形 水平 2 

80 2 Pit 1312 20R-1E22 Ⅳ N-54 -゚W 0.48 0.38 0.45 0.33 0.06 8.99 方形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1313 20R-1E22 Ⅳ N-39 -゚W 0.16 （0.09）（0.05）（0.03） 0.17 8.87 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1314 20R-1E22 Ⅳ N-78 -゚W 0.29 0.18 0.17 0.05 0.15 8.91 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1315 20R-1E22，20R-2E2 Ⅳ N-84 -゚W 0.29 0.27 0.16 0.13 0.21 8.84 円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1316 20R-2E2 >Pit1317 Ⅳ N-70 -゚W 0.30 0.24 0.10 0.09 0.18 8.86 楕円形 階段形 単層 1 

80 2 Pit 1317 20R-2E2 <Pit1316 Ⅳ N-30 -゚W 0.30 （0.19）（0.07） 0.07 0.18 8.86 楕円形 階段形 単層 1 

80 2 Pit 1318 20R-1E22，20R-2E2 >SD2138 Ⅳ N-90ﾟ 0.32 0.26 0.16 0.13 0.19 8.85 楕円形 階段形 単層 1 

80 2 Pit 1319 20R-2E2 >SD2138 Ⅳ N-88 -゚E 0.24 0.24 0.13 0.10 0.18 8.86 円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 1320 20R-2E2 Ⅳ N-9 -゚W 0.26 0.24 0.13 0.13 0.17 8.86 円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1321 20R-2E3 <Pit1322 Ⅳ N-4 -゚E 0.16 （0.09） 0.08 （0.04） 0.10 8.92 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1322 20R-2E3 >Pit1321 Ⅳ N-62 -゚W 0.19 0.18 0.08 0.06 0.16 8.86 円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1323 20R-2E2・7 >SD2138 Ⅳ N-40 -゚W 0.22 0.18 0.09 0.08 0.17 8.84 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1324 20R-2E8 Ⅳ N-62 -゚W 0.28 0.22 0.16 0.12 0.16 8.82 楕円形 U字形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1325 20R-2E7 Ⅳ N-42 -゚E 0.20 0.19 0.11 0.07 0.11 8.89 円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 1326 20R-2E7 Ⅳ N-15 -゚W 0.24 0.17 0.15 0.07 0.17 8.84 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1327 20R-2E7 Ⅳ N-28 -゚E 0.21 0.19 0.11 0.09 0.13 8.87 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1328 20R-2E7 Ⅳ N-81 -゚W 0.30 0.22 0.08 0.07 0.21 8.80 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1329 20R-2E7 Ⅳ N-78 -゚E 0.19 0.16 0.09 0.08 0.14 8.87 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1330 20R-2E7 Ⅳ N-36 -゚W 0.21 0.20 0.10 0.09 0.15 8.85 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1331 20R-2E7 Ⅳ N-33 -゚W 0.19 0.18 0.10 0.09 0.15 8.85 円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1332 20R-2E6・11 >SD2137 Ⅳ N-54 -゚W 0.23 0.20 0.12 0.10 0.25 8.76 円形 台形 レンズ状 2 
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80 2 Pit 1333 20R-2E7 Ⅳ N-76 -゚E 0.21 0.19 0.09 0.08 0.16 8.86 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1334 20R-2E6 Ⅳ N-52 -゚E 0.24 0.21 0.11 0.10 0.21 8.79 楕円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 1335 20R-2E6 Ⅳ N-70 -゚W 0.27 0.23 0.12 0.09 0.15 8.85 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1336 20R-2E1 >SD2137 Ⅳ N-75 -゚E 0.20 0.18 0.10 0.09 0.13 8.88 円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 1337 20R-2E1 Ⅳ N-23 -゚E 0.16 0.16 0.08 0.06 0.14 8.88 円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1338 20R-1E16 Ⅳ N-47 -゚W 0.64 0.31 0.22 0.22 0.50 8.56 不整形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1339 20R-1E16 >SD2135 Ⅳ N-14 -゚E 0.23 0.22 0.13 0.10 0.28 8.78 円形 U字形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1340 20R-1E11 Ⅳ N-87 -゚W 0.31 0.24 0.18 0.15 0.24 8.83 楕円形 皿形 水平 2 

76・78 2 Pit 1341 19R-10E13 >SK782，SD2080 Ⅳ N-2 -゚E 0.49 0.39 0.25 0.22 0.62 8.48 楕円形 台形 レンズ状 2 有 179 石/台石

78・80 2 Pit 1342 20R-1E11 Ⅳ N-21 -゚W 0.26 0.19 0.14 0.08 0.15 8.92 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1343 20R-1E11 Ⅳ N-8 -゚E 0.27 0.26 0.16 0.13 0.15 8.91 方形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1344 20R-1E11 Ⅳ N-30 -゚W 0.26 0.24 0.14 0.12 0.27 8.82 円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 1345 20R-1E11 Ⅳ N-53 -゚W 0.43 0.37 0.28 0.22 0.15 8.95 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1346 20R-1E6 Ⅳ N-76 -゚W 0.26 0.20 0.14 0.08 0.17 8.92 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1347 20R-1E1・6 Ⅳ N-3 -゚W 0.26 0.25 0.13 0.12 0.20 8.88 円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1348 20R-1D10，20R-1E6 <Pit1349 Ⅳ N-42 -゚W 0.24 （0.20） 0.08 0.08 0.14 8.93 円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 1349 20R-1D10 <Pit1350，>Pit1348 Ⅳ N-39 -゚W 0.25 0.21 0.08 0.06 0.13 8.94 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1350 20R-1D10 >Pit1349 Ⅳ N-68 -゚E 0.28 0.22 0.12 0.07 0.20 8.88 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1351 20R-1D10 Ⅳ N-21 -゚W 0.42 0.38 0.12 0.11 0.28 8.78 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1352 20R-1D5 Ⅳ N-76 -゚E 0.32 0.27 0.09 0.09 0.27 8.79 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1353 20R-1D5 Ⅳ N-10 -゚E 0.46 0.37 0.09 0.08 0.36 8.71 楕円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1354 19R-10D25 Ⅳ N-34 -゚E 0.42 0.26 0.15 0.11 0.19 8.90 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78・95 70 2 Pit 1355 19R-10D25 Ⅳ N-24 -゚W 0.56 0.44 0.35 0.24 0.14 8.95 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1356 19R-10D20 Ⅳ N-19 -゚E 0.34 0.24 0.14 0.09 0.34 8.79 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1357 19R-10D18 >SD1359 中世 Ⅳ N-38 -゚W 0.29 0.25 0.15 0.10 0.26 8.81 円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 1358 19R-10D23 <SD1360 Ⅳ N-45 -゚W 0.18 （0.06） 0.07 （0.02） 0.16 8.89 楕円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 1364 20R-1D4 Ⅳ N-49 -゚W 0.32 0.30 0.20 0.14 0.23 8.84 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1365 19R-10D24，20R-1D4 Ⅳ N-29 -゚E 0.31 0.30 0.13 0.10 0.23 8.82 円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1366 20R-1D15 >SD2134 Ⅳ N-61 -゚E 0.23 0.19 0.12 0.10 0.15 8.88 楕円形 台形 水平 2 

78・80 2 Pit 1367 20R-1D15 >SD2134 Ⅳ N-75 -゚E 0.31 0.27 0.18 0.17 0.12 8.91 円形 皿形 単層 1 

78・80 2 Pit 1368 20R-1D15・20 >SD2134 Ⅳ N-1 -゚W 0.43 0.39 0.27 0.27 0.61 8.41 方形 U字形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1369 20R-1D20 >SD2134 Ⅳ N-42 -゚W 0.24 0.21 0.08 0.08 0.27 8.76 楕円形 台形 単層 1 

78・79・80 2 Pit 1370 20R-1D25 Ⅳ N-57 -゚W 0.30 0.40 0.14 0.09 0.20 8.82 楕円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1372 20R-1D24・25，20R-2D4・5 >SD2134 Ⅳ N-45 -゚E 0.40 0.32 0.17 0.12 0.28 8.73 円形 皿形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1373 20R-2D5 Ⅳ N-47 -゚E 0.22 0.22 0.12 0.10 0.22 8.81 円形 半円形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1374 20R-2D10 Ⅳ N-17 -゚E 0.27 0.22 0.19 0.13 0.30 8.70 楕円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1375 20R-2D10 >Pit1376 Ⅳ N-87 -゚W 0.30 0.27 0.16 0.10 0.23 8.77 円形 U字形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1376 20R-2D10・15 <Pit1375 Ⅳ N-41 -゚E 0.47 0.45 0.12 0.06 0.43 8.56 円形 台形 レンズ状 3 

79・80 2 Pit 1377 20R-2E11 Ⅳ N-77 -゚E 0.27 0.25 0.12 0.10 0.21 8.80 円形 半円形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1378 20R-2E11 >Pit1723 Ⅳ N-1 -゚E 0.23 0.22 0.09 0.09 0.28 8.74 円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 1379 20R-2E11 Ⅳ N-11 -゚E 0.24 0.23 0.14 0.10 0.16 8.86 円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1380 20R-2D20 Ⅳ N-32 -゚W 0.33 0.26 0.18 0.13 0.16 8.88 楕円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 1381 20R-2D20 <Pit1382 Ⅳ N-21 -゚W 0.26 （0.12） 0.07 0.06 0.28 8.74 楕円形 台形 単層 1 

79・80 2 Pit 1382 20R-2D15 >Pit1381 Ⅳ N-83 -゚W 0.40 0.40 0.11 0.06 0.31 8.72 円形 U字形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1383 20R-2D15 Ⅳ N-8 -゚E 0.28 0.27 0.15 0.12 0.16 8.87 円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1384 20R-2D15 Ⅳ N-22 -゚W 0.21 0.19 0.09 0.07 0.13 8.90 円形 半円形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1385 20R-2D14・15・19・20 >Pit2143 Ⅳ N-0 -゚S 0.30 0.29 0.13 0.11 0.22 8.80 円形 皿形 斜位 3 

79・80 2 Pit 1386 20R-2D19 Ⅳ N-2 -゚E 0.23 0.22 0.12 0.12 0.25 8.77 円形 皿形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1387 20R-2D19 Ⅳ N-87 -゚W 0.18 0.18 0.10 0.09 0.18 8.83 円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 1388 20R-2D19 Ⅳ N-40 -゚E 0.30 0.22 0.14 0.07 0.17 8.85 楕円形 階段形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1389 20R-2D18 >SD2130 Ⅳ N-50 -゚W 0.34 0.34 0.17 0.14 0.34 8.66 円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1390 20R-2D14 Ⅳ N-23 -゚W 0.24 0.21 0.15 0.12 0.20 8.79 円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 1391 20R-2D14 Ⅳ N-25 -゚E 0.62 0.53 0.34 0.30 0.22 8.79 長方形 皿形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1392 20R-2D9・14 Ⅳ N-45 -゚W 0.39 0.26 0.28 0.13 0.14 8.86 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1393 20R-2D8・9・13・14 Ⅳ N-41 -゚E 0.86 0.81 0.56 0.45 0.22 8.79 方形 階段形 レンズ状 3 

79・80 2 Pit 1394 20R-2D13 >SD2130 Ⅳ N-16 -゚E 0.24 0.20 0.09 0.09 0.26 8.74 円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1395 20R-2D13 Ⅳ N-37 -゚E 0.29 0.22 0.12 0.06 0.23 8.76 楕円形 階段形 レンズ状 2 
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79・80 2 Pit 1396 20R-2D7 >SD2128，Pit1397 Ⅳ N-55 -゚E 0.56 0.40 0.30 0.23 0.22 8.74 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1397 20R-2D7 <Pit1396，>SD2128 Ⅳ N-23 -゚W 0.43 （0.14） 0.33 （0.11） 0.16 8.81 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1398 20R-2D7 Ⅳ N-13 -゚W 0.21 0.19 0.09 0.06 0.24 8.73 円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1399 20R-2D7 Ⅳ N-10 -゚E 0.32 0.20 0.11 0.05 0.34 8.63 楕円形 V字形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1400 20R-2D6 Ⅳ N-62 -゚W 0.32 0.29 0.11 0.09 0.44 8.54 楕円形 半円形 単層 1 

79・80 2 Pit 1401 20R-2D1・6 Ⅳ N-7 -゚W 0.46 0.35 0.39 0.22 0.19 8.79 楕円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1402 20R-2D2 >SD2128 Ⅳ N-58 -゚W 0.48 0.45 0.32 0.28 0.26 8.72 円形 半円形 レンズ状 3 

79・80 2 Pit 1403 20R-2D3 >SD2129 Ⅳ N-36 -゚W 0.30 0.24 0.08 0.06 0.25 8.75 楕円形 箱形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1404 20R-2D3 >SD2130 Ⅳ N-20 -゚W 0.21 0.20 0.10 0.10 0.13 8.87 円形 箱形 単層 1 

79・80 2 Pit 1405 20R-2D3 Ⅳ N-35 -゚E 0.26 0.22 0.12 0.08 0.23 8.76 楕円形 U字形 単層 1 

79・80 2 Pit 1406 20R-2D8 Ⅳ N-38 -゚W 0.47 0.37 0.07 0.04 0.33 8.67 楕円形 階段形 ブロック状 2 

79・80 2 Pit 1407 20R-2D9 >SD2134 Ⅳ N-77 -゚E 0.27 0.27 0.17 0.14 0.19 8.82 円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1408 20R-1D24 >SD2133 Ⅳ N-30 -゚E 0.34 0.30 0.07 0.06 0.31 8.71 方形 階段形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1409 20R-1D23 >SD2129・2130，Pit1410 Ⅳ N-60 -゚E 0.27 0.24 0.14 0.11 1.00 8.01 楕円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 1410 20R-1D23 <Pit1409，>SD2129 Ⅳ N-10 -゚W 0.25 （0.19） 0.13 0.11 1.00 8.01 円形 U字形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1411 20R-1D22 >SD2128 Ⅳ N-81 -゚W 0.24 0.22 0.10 0.09 1.01 8.01 円形 半円形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1412 20R-2D2 >SD2128 Ⅳ N-69 -゚W 0.44 0.34 0.20 0.13 0.25 8.75 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1413 20R-2D2 Ⅳ N-81 -゚E 0.32 0.31 0.31 0.11 0.23 8.76 円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1414 20R-1D22 >Pit2128 Ⅳ N-10 -゚W 0.33 0.29 0.11 0.08 0.27 8.75 円形 台形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1415 20R-1D22 Ⅳ N-18 -゚E 0.42 0.34 0.07 0.07 0.23 8.76 不整形 階段形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1416 20R-1D22 Ⅳ N-5 -゚E 0.37 0.29 0.19 0.18 0.31 8.70 楕円形 台形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1417 20R-1D23 >SD2129 Ⅳ N-11 -゚E 0.47 0.40 0.38 0.25 0.11 8.90 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1418 20R-1D23 >SD2129 Ⅳ N-9 -゚E 0.53 0.52 0.38 0.33 0.19 8.83 円形 皿形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1419 20R-1D18・23 >SD2129 Ⅳ N-28 -゚E 0.39 0.29 0.22 0.16 0.15 8.86 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1420 20R-1D18 Ⅳ N-21 -゚E 0.22 0.21 0.09 0.07 0.23 8.79 円形 台形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1421 20R-1D18 Ⅳ N-22 -゚E 0.23 0.23 0.12 0.09 0.24 8.76 円形 箱形 単層 1 

78・80 2 Pit 1422 20R-1D17・22 Ⅳ N-71 -゚E 0.26 0.22 0.17 0.10 0.19 8.82 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1423 20R-1D17・22 Ⅳ N-4 -゚E 0.43 0.33 0.30 0.19 0.20 8.82 長方形 階段形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1424 20R-1D17 Ⅳ N-7 -゚E 0.22 0.20 0.10 0.05 0.36 8.66 方形 台形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1425 20R-1D19 >SD2131・2132 Ⅳ N-45 -゚W 0.36 0.32 0.08 0.08 0.33 8.70 長方形 半円形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1426 20R-1D13・14・18・19 >SD2130・2131 Ⅳ N-84 -゚W 0.32 0.22 0.26 0.10 0.13 8.89 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1427 20R-1D13 >SD2129 Ⅳ N-8 -゚E 0.27 0.26 0.14 0.10 0.30 8.71 円形 半円形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1428 20R-1D13 >SD2129 Ⅳ N-71 -゚E 0.32 0.29 0.16 0.07 0.15 8.85 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1429 20R-1D13
<Pit1431，>SD2128・2129，
Pit1430・2140

Ⅳ N-85 -゚E 0.55 0.44 0.32 0.32 0.27 8.75 方形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1430 20R-1D13 <Pit1429・1431，>SD2128 Ⅳ N-5 -゚E 0.42 （0.32） 0.26 0.24 0.24 8.77 円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1431 20R-1D13 >SD2128，Pit1429・1430 Ⅳ N-0 -゚S 0.18 0.17 0.11 0.06 0.25 8.76 円形 台形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1432 20R-1D12 >SD2128 Ⅳ N-7 -゚E 0.52 0.33 0.38 0.14 0.24 8.78 楕円形 台形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1433 20R-1D12 Ⅳ N-11 -゚E 0.24 0.23 0.18 0.08 0.36 8.65 円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1434 20R-1D12 Ⅳ N-48 -゚E 0.22 0.18 0.12 0.08 0.18 8.82 楕円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 1435 20R-1D7・12 Ⅳ N-17 -゚W 0.27 0.27 0.10 0.10 0.22 8.79 円形 半円形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1436 20R-1D6・7・11・12 Ⅳ N-15 -゚W 0.27 0.25 0.15 0.11 0.23 8.76 円形 半円形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1437 20R-1D7 Ⅳ N-53 -゚E 0.27 0.21 0.15 0.10 0.20 8.82 三角形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1438 20R-1D7 Ⅳ N-44 -゚E 0.19 0.19 0.17 0.17 0.16 8.85 楕円形 半円形 水平 2 

78 2 Pit 1439 20R-1D7 Ⅳ N-26 -゚W 0.30 0.23 0.14 0.10 0.25 8.76 楕円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1440 20R-1D8 Ⅳ N-44 -゚W 0.34 0.25 0.17 0.09 0.18 8.84 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1441 20R-1D3 Ⅳ N-41 -゚W 0.40 0.32 0.18 0.17 0.17 8.89 楕円形 台形 レンズ状 1 

78 2 Pit 1442 20R-1C10 Ⅳ N-21 -゚W 0.19 0.15 0.09 0.06 0.25 8.71 楕円形 皿形 水平 3 

78 2 Pit 1443 20R-1C10 >Pit1771 Ⅳ N-27 -゚W 0.29 0.21 0.20 0.05 0.15 8.81 楕円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1444 20R-1C10 Ⅳ N-61 -゚E 0.39 0.27 0.23 0.10 0.25 8.71 楕円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1445 20R-1D11 Ⅳ N-16 -゚W 0.29 0.19 0.10 0.10 0.22 8.76 円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 1446 20R-1D16 >SD2139 Ⅳ N-73 -゚E 0.34 0.25 0.25 0.13 0.20 8.78 楕円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1447 20R-1D21 >SD2139 Ⅳ N-9 -゚W 0.33 0.28 0.20 0.12 0.30 8.68 楕円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 1448 20R-1F9 >SD807 中世 Ⅳ N-8 -゚W 0.30 0.29 0.12 0.10 0.47 8.52 円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1449 19R-10D23 Ⅳ N-15 -゚E 0.24 0.22 0.12 0.11 0.28 8.77 円形 台形 水平 2 

78 2 Pit 1450 20R-1D11・12 >Pit1451 Ⅳ N-84 -゚W 0.62 0.25 0.19 0.12 0.55 8.44 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1451 20R-1D11・12 <Pit1450，>Pit1452 Ⅳ N-85 -゚W 0.52 （0.14） 0.11 （0.03） 0.54 8.44 楕円形 U字形 単層 1 
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78 2 Pit 1452 20R-1D11 <Pit1451 Ⅳ N-54 -゚E 0.30 0.25 0.10 0.09 0.26 8.73 円形 U字形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1453 20R-1C15 Ⅳ N-83 -゚W 0.23 0.10 0.09 0.09 0.26 8.69 円形 台形 水平 2 

79・80 2 Pit 1455 20R-2D14 >Pit1456 Ⅳ N-3 -゚E 0.27 0.21 0.12 0.07 0.15 8.84 楕円形 台形 単層 1 

79・80 2 Pit 1456 20R-2D14 <Pit1455 Ⅳ N-44 -゚E 0.25 （0.13）（0.07） 0.06 0.17 8.83 円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 1458 20R-2E16 Ⅳ N-58 -゚W 0.18 0.10 0.13 0.06 0.20 8.81 円形 台形 単層 1 

79・80 2 Pit 1459 20R-2E16 Ⅳ N-43 -゚W 0.19 0.16 0.06 0.06 0.10 8.89 円形 半円形 単層 1 

79・80 2 Pit 1460 20R-2D20 >Pit1461 Ⅳ N-12 -゚E 0.47 （0.40） 0.26 0.22 0.15 8.86 楕円形 台形 単層 1 

79・80 2 Pit 1461 20R-2D20 <Pit1460 Ⅳ N-39 -゚E 0.24 （0.12） 0.10 （0.04） 0.23 8.77 楕円形 U字形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1462 20R-2D20 Ⅳ N-49 -゚E 0.61 0.49 0.22 0.22 0.21 8.78 楕円形 階段形 単層 1 

80 2 Pit 1463 20R-2E2・7 Ⅳ N-25 -゚W 0.43 0.32 0.22 0.12 0.19 8.82 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1464 20R-2E7 Ⅳ N-56 -゚E 0.48 0.34 0.34 0.17 0.07 8.94 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1465 20R-1D2 >Pit1560，>Pit1740 Ⅳ N-36 -゚E 0.58 0.48 0.51 0.33 0.15 8.85 楕円形 箱形 水平 2 

78 2 Pit 1466 20R-1D2 Ⅳ N-74 -゚W 0.41 0.24 0.15 0.12 0.25 8.74 楕円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1467 20R-1D1・2 Ⅳ N-36 -゚E 0.39 0.35 0.20 0.10 0.20 8.79 円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1468 20R-1D6 Ⅳ N-4 -゚E 0.49 0.44 0.19 0.16 0.22 8.75 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1469 20R-1F13・14 <Pit831 Ⅳ N-55 -゚W （0.22） 0.24 0.10 0.07 0.41 8.68 楕円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 1470 20R-1F3 <SE802 Ⅳ N-43 -゚W 0.25 0.24 0.13 0.12 0.23 8.84 円形 箱形 単層 1 

78 2 Pit 1471 19R-10E24 >SD2081 Ⅳ N-4 -゚W 0.19 0.17 0.11 0.10 0.27 8.83 円形 U字形 単層 1 

78 2 Pit 1472 19R-10E23 >SD2085 Ⅳ N-48 -゚E 0.18 0.18 0.09 0.07 0.22 8.91 円形 台形 単層 1 

78・111 136 170d 2 Pit 1473 19R-10E14 >SD2079 中世 Ⅳ N-1 -゚E 0.39 0.36 0.22 0.19 0.38 8.72 円形 階段形 水平 3 SB2170

78・80 2 Pit 1474 20R-1F19 >SD1000 中世 Ⅳ N-12 -゚W 0.28 0.27 0.09 0.08 0.41 8.71 円形 台形 単層 1 

78・80 2 Pit 1475 20R-1F19 >SD1000・2126 中世 Ⅳ N-24 -゚E 0.38 0.35 0.15 0.15 0.66 8.45 楕円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 1476 19R-10E19 <Pit1263・1477・1478 Ⅳ N-2 -゚W 0.20 0.19 0.14 0.10 0.10 9.01 円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1477 19R-10E19 >Pit1476 Ⅳ N-48 -゚W 0.60 （0.38） 0.33 0.23 0.20 8.90 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1478 19R-10E19 >SD748，>Pit1476 Ⅳ N-32 -゚W 0.36 0.27 0.25 0.16 0.14 8.96 長方形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1479 19R-10E19 >Pit1480 Ⅳ N-25 -゚W 0.27 0.22 0.14 0.06 0.13 8.97 円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1480 19R-10E20 <Pit1479・1482 Ⅳ N-66 -゚W （0.19） 0.20 0.12 0.08 0.09 9.01 （楕円形） 半円形 単層 1 

78 2 Pit 1481 19R-10E19・20 >Pit1480 Ⅳ N-84 -゚E 0.32 0.19 0.25 0.07 0.10 9.00 長方形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1482 19R-10E20 >SD2121，Pit1480・1483 Ⅳ N-65 -゚E 0.54 0.30 0.48 0.24 0.19 8.93 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1483 19R-10E20 <Pit1482，>SD2121 Ⅳ N-83 -゚W 0.38 0.33 0.17 0.14 0.20 8.92 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1484 19R-10E20 >SD2121 Ⅳ N-5 -゚W 0.22 0.19 0.12 0.07 0.12 8.98 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1485 19R-10E20 <SK768 Ⅳ N-41 -゚E 0.26 0.10 0.12 0.04 0.11 8.98 （円形） 半円形 単層 1 

76・78 2 Pit 1486 19R-9E19 Ⅳ N-64 -゚W 0.32 0.24 0.18 0.16 0.26 8.86 楕円形 箱形 単層 1 有 177 石/台石

76・78 2 Pit 1487 19R-9E19 Ⅳ N-56 -゚W 0.21 0.16 0.12 0.10 0.26 8.85 楕円形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 1488 19R-9E24 <Pit1489 Ⅳ N-4 -゚E （0.29） 0.21 0.21 0.14 0.14 8.98 楕円形 皿形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 1489 19R-9E24 >Pit1488 Ⅳ N-23 -゚E 0.19 0.16 0.10 0.08 0.01 9.10 楕円形 半円形 レンズ状 2 

76・78・110 136 169f 2 Pit 1490 19R-9E23 中世 Ⅳ N-26 -゚E 0.35 0.34 0.18 0.16 0.37 8.76 円形 台形 単層 1 SB2169

76・78 2 Pit 1491 19R-9E23 Ⅳ N-54 -゚W 0.21 0.15 0.19 0.12 0.19 8.93 楕円形 箱形 単層 1 

76・78 2 Pit 1492 19R-9E23 Ⅳ N-48 -゚E 0.34 （0.30）（0.20）（0.19） 0.27 8.86 長方形 台形 − −

76・78 2 Pit 1493 19R-9E23 Ⅳ N-71 -゚W 0.27 0.26 0.15 0.11 0.11 9.03 円形 皿形 水平 2 

76・78 2 Pit 1494 19R-9E22・23 Ⅳ N-90ﾟ 0.46 0.34 0.14 0.11 0.33 8.81 楕円形 階段形 単層 1 

78 2 Pit 1495 20R-1F15 Ⅳ N-37 -゚W 0.24 0.20 0.09 0.08 0.17 8.96 楕円形 半円形 レンズ状 2 

80・94 106 63 2 Pit 1496 20R-2F2・3 >SK1016，Pit1978 Ⅳ N-69 -゚W 0.21 0.16 0.12 0.08 0.12 8.98 楕円形 V字形 − −

78・80 2 Pit 1497 20R-1F16 <Pit820，>SD2089 Ⅳ N-75 -゚E 0.33 （0.25） 0.10 （0.09） 0.33 8.75 円形 台形 単層 1 有 土師器/小甕、不明金属製品

78 2 Pit 1498 20R-1F12 <SE794 Ⅳ N-50 -゚W 0.27 （0.15） 0.17 （0.12） 0.39 8.66 （楕円形）（箱形） 水平 2 

78 2 Pit 1499 20R-1E14 >SD2085 Ⅳ N-36 -゚W 0.19 0.18 0.09 0.07 0.15 8.95 円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1500 20R-1E9 >SD2086 Ⅳ N-68 -゚E 0.30 0.26 0.20 0.10 0.26 8.84 楕円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1501 20R-1E8 >SD2086 Ⅳ N-21 -゚E 0.23 0.22 0.11 0.09 0.17 8.91 円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 1502 20R-1E9 >SD2085 Ⅳ N-52 -゚W 0.19 0.16 0.09 0.08 0.13 8.96 円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 1503 20R-1E9 <Pit773 Ⅳ N-3 -゚E 0.22 （0.12） 0.06 0.05 0.27 8.82 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1504 20R-1E5 >Pit1505 Ⅳ N-85 -゚W 0.22 0.20 0.14 0.11 0.11 8.97 楕円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1505 20R-1E5 <Pit1504，>SD2121 Ⅳ N-48 -゚E 0.18 0.15 0.09 0.07 0.21 8.87 円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 1506 19R-10E18・23 <Pit734，>SD2084 Ⅳ N-23 -゚W 0.23 （0.16） 0.14 （0.09） 0.16 8.94 （楕円形） 台形 単層 1 

80・111 136 171a 2 Pit 1507 20R-2F1・2 <Pit1508，>SD2090 Ⅳ N-68 -゚W 0.52 0.37 0.14 0.11 0.52 8.53 長方形 箱形 水平 2 

80・111 136 171a 2 Pit 1508 20R-2F1 >SD2090，Pit1507 Ⅳ N-11 -゚E 0.32 0.27 0.14 0.11 0.58 8.49 方形 U字形 単層 1 有 176 石/磨石+敲石

80 2 Pit 1509 20R-2F2 >SD2089 Ⅳ N-74 -゚E 0.24 0.22 0.1 0.08 0.13 8.95 円形 半円形 − −

80・112 136 172c 2 Pit 1510 20R-2F2 <Pit1511，>SD2089 Ⅳ N-58 -゚E （0.17） 0.19 （0.10） 0.09 0.09 8.99 楕円形 皿形 単層 1 
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80・111 136 171a 2 Pit 1511 20R-2F2 >Pit1510 中世 Ⅳ N-6 -゚W 0.60 0.46 0.36 0.18 0.44 8.65 楕円形 台形 単層 1 SB2171

78 2 Pit 1512 20R-1E15 Ⅳ N-60 -゚W 0.19 0.15 0.10 0.07 0.08 9.01 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1513 20R-1E15 <Pit789，>SD2121 Ⅳ N-4 -゚E 0.29 （0.17） 0.15 0.10 0.44 8.65 楕円形 台形 水平 2 

80 2 Pit 1514 20R-1E19 Ⅳ N-87 -゚W 0.22 0.21 0.13 0.11 0.17 8.88 円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 1515 20R-1E20 Ⅳ N-38 -゚W 0.25 0.25 0.15 0.14 0.18 8.89 円形 台形 レンズ状 2 

78・83・94 2 Pit 1516 20R-1F7 <Pit1517，>SK792・793 Ⅳ N-80 -゚W （0.13） 0.19 0.09 0.08 0.07 8.85 方形 皿形 − −

78・83・94 2 Pit 1517 20R-1F7 >SK792・793，Pit1516 Ⅳ N-79 -゚W 0.26 0.24 0.14 0.14 0.14 8.77 円形 台形 − −

80 2 Pit 1518 20R-1G23・24 Ⅳ N-84 -゚W 0.25 0.18 0.16 0.14 0.22 8.89 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1519 20R-1G23 >Pit1520 Ⅳ N-1 -゚E 0.31 0.24 0.15 0.13 0.48 8.64 円形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1520 20R-1G23 <Pit1519 Ⅳ N-33 -゚E 0.26 （0.19） 0.11 0.09 0.32 8.80 楕円形 台形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1521 20R-1F12 Ⅳ N-34 -゚E 0.27 0.22 0.15 0.15 0.38 8.70 楕円形 台形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1522 20R-1F17 Ⅳ N-46 -゚E 0.40 0.39 0.22 0.14 0.61 8.47 方形 台形 レンズ状 2 

78・80・107 166 2 Pit 1523 20R-1F13 <Pit829 Ⅳ N-9 -゚E 0.27 0.22 0.14 0.12 0.33 8.72 楕円形 階段形 単層 1 

78・104 120 100C 2 Pit 1524 19R-10F25 Ⅳ N-44 -゚W 0.38 （0.27） 0.18 （0.12） 0.17 8.99 方形 台形 単層 1 

78 2 Pit 1525 20R-1F4 Ⅳ N-70 -゚E 0.35 0.26 0.18 0.10 0.29 8.77 楕円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 1526 20R-1F8 Ⅳ N-23 -゚W 0.30 0.28 0.19 0.14 0.33 8.71 円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 1527 19R-10F23 Ⅳ N-31 -゚W 0.25 0.24 0.13 0.12 0.34 8.76 円形 台形 レンズ状 2 有 土師器/長甕

78 2 Pit 1528 20R-1F14 Ⅳ N-19 -゚W 0.28 0.26 0.15 0.13 0.26 8.80 円形 U字形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1529 20R-1F13 Ⅳ N-18 -゚W 0.21 0.18 0.12 0.07 0.15 8.91 楕円形 皿形 単層 1 

78・80 2 Pit 1530 20R-1F13 Ⅳ N-13 -゚E 0.27 0.25 0.12 0.12 0.43 8.64 円形 U字形 水平 3 有 土師器/長甕

78・80 2 Pit 1531 20R-1F20 Ⅳ N-76 -゚W 0.21 0.15 0.10 0.05 0.26 8.84 楕円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1532 20R-2G3 Ⅳ N-46 -゚E 0.28 0.24 0.11 0.11 0.55 8.58 楕円形 U字形 単層 1 

80 2 Pit 1533 20R-1G22 <SE845 Ⅳ N-87 -゚W 0.21 0.18 0.08 0.06 0.48 7.51 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1534 20R-1F6 <SE791 Ⅳ N-67 -゚E 0.26 0.22 0.14 0.11 0.14 8.83 円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1535 19R-10F25 Ⅳ N-48 -゚E 0.20 0.16 0.12 0.07 0.08 9.07 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1536 20R-1G1 Ⅳ N-43 -゚E 0.30 （0.19） 0.15 （0.12） 0.11 9.08 楕円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 1537 20R-1G1 Ⅳ N-42 -゚W 0.39 （0.26） 0.21 （0.19） 0.10 9.07 楕円形 皿形 単層 1 

80・111 136 171b 2 Pit 1539 20R-2F12 中世 Ⅳ N-88 -゚E 0.37 0.31 0.22 0.16 0.68 8.44 楕円形 U字形 − − SB2171

80 2 Pit 1540 20R-2E25 >SD1013 中世 Ⅳ N-11 -゚E 0.24 0.20 0.06 0.04 0.20 8.81 楕円形 階段形 単層 1 

80・94 2 Pit 1542 20R-2F13・18 Ⅳ N-50 -゚W 0.35 0.32 0.16 0.14 0.54 8.50 方形 台形 単層 1 

78 2 Pit 1543 20R-1F15 Ⅳ N-14 -゚W 0.20 0.18 0.08 0.05 0.22 8.91 円形 U字形 単層 1 

80 2 Pit 1544 20R-2F18 <SK993，>Pit998 Ⅳ N-46 -゚E 0.56 0.49 0.38 0.28 0.13 9.00 長方形 皿形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1545 20R-1F16 <SE811，Pit1546，>SD2090 Ⅳ N-82 -゚E （0.32）（0.29）（0.04）（0.06） 0.27 8.80 （長方形） 皿形 単層 1 

78・80 2 Pit 1546 20R-1F16 <SE811，>SD2090，Pit1545 Ⅳ N-72 -゚E （0.32） 0.28 （0.29） 0.17 0.19 8.89 楕円形 台形 単層 1 

78・80 2 Pit 1547 20R-1F16
<SE811，SK812，Pit839，
>SD2090

Ⅳ N-4 -゚E 0.47 （0.36） 0.25 0.18 0.26 8.83 方形 台形 単層 1 

78・80 2 Pit 1548 20R-1F17 Ⅳ N-23 -゚E 0.19 0.17 0.07 0.06 0.36 8.71 円形 U字形 単層 1 

78 2 Pit 1549 19R-10E20 Ⅳ N-16 -゚W 0.34 0.29 0.17 0.14 0.14 8.94 円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1550 19R-10E20 Ⅳ N-31 -゚E 0.22 0.21 0.10 0.09 0.08 9.00 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1551 19R-10E18 >SD2084 Ⅳ N-82 -゚W 0.29 0.27 0.12 0.08 0.24 8.85 円形 U字形 レンズ状 3 

76・78・111 136 170a 2 Pit 1552 19R-10E2 >SD2083 中世 Ⅳ N-22 -゚W 0.25 0.14 0.09 0.09 0.19 8.95 円形 U字形 単層 1 SB2170

76・78・110 136 169b 2 Pit 1553 19R-10E3 Ⅳ N-47 -゚E 0.32 0.32 0.10 0.10 0.53 8.61 円形 台形 水平 2 

76・78 2 Pit 1554 19R-9D13・14・18・19 Ⅳ N-8 -゚W 0.28 0.28 0.19 0.17 0.34 8.79 方形 箱形 単層 1 

76・78 2 Pit 1555 19R-9D15 Ⅳ N-62 -゚W 0.26 0.25 0.15 0.15 0.43 8.67 円形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 1556 19R-9E18 Ⅳ N-22 -゚W 0.29 0.25 0.20 0.19 0.24 8.87 円形 箱形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1557 20R-2F19 Ⅳ N-2 -゚W 0.20 0.16 0.12 0.10 0.10 9.02 楕円形 皿形 水平 2 

80 2 Pit 1558 20R-2F19 Ⅳ N-34 -゚E 0.34 0.28 0.09 0.09 0.25 8.87 楕円形 階段形 レンズ状 2 

− 2 Pit 1559 20R-1F11 <SE791，Pit795 Ⅳ N-83 -゚E 0.32 0.27 0.19 0.15 0.30 8.69 楕円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 1560 20R-1D2 >Pit1465 Ⅳ N-7 -゚W 0.30 0.25 0.08 0.07 0.37 8.62 楕円形 U字形 水平 2 

80 2 Pit 1561 20R-3E13 <Pit1221，>SD1201 中世 Ⅳ N-34 -゚E 0.26 （0.24） 0.15 0.12 0.25 8.74 楕円形 台形 単層 1 

78・95・98 108 68 2 Pit 1562 19R-10D24 >SX1361，SK1362 中世 Ⅳ N-87 -゚W 0.32 0.30 0.19 0.17 0.25 8.64 方形 箱形 単層 1 

80 2 Pit 1563 20R-2E25，20R-3E5 Ⅳ N-45 -゚E 0.28 0.25 0.15 0.12 0.17 8.92 楕円形 皿形 単層 1 

80・88 2 Pit 1564 20R-3E5 <SE1211，>SK1212 Ⅳ N-0 -゚S 0.20 0.14 0.05 0.04 0.24 8.73 楕円形 階段形 − −

80 2 Pit 1565 20R-1E24 >Pit1265 Ⅳ N-38 -゚E 0.38 0.35 0.26 0.25 0.60 8.44 楕円形 台形 水平 3 

80 2 Pit 1566 20R-1E19 Ⅳ N-71 -゚W 0.13 0.13 0.06 0.05 0.20 8.85 円形 U字形 単層 1 

80 2 Pit 1567 20R-2E25 <SK1138 Ⅳ N-61 -゚W 0.26 （0.18） 0.09 0.07 0.30 8.74 （楕円形）（台形） 単層 1 

80・86・87 2 Pit 1568 20R-2E19 >SE1139 中世 Ⅳ N-36 -゚E 0.26 0.23 0.09 0.09 0.39 8.65 円形 皿形 単層 1 
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80・111 136 171e 2 Pit 1569 20R-2E10 Ⅳ N-68 -゚E 0.30 0.29 0.09 0.05 0.24 8.81 楕円形 半円形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1570 20R-2D22 Ⅳ N-43 -゚W 0.22 0.20 0.10 0.10 0.20 8.79 円形 半円形 単層 1 

79・80 2 Pit 1571 20R-2D22 Ⅳ N-59 -゚E 0.19 0.17 0.10 0.07 0.15 8.84 楕円形 台形 単層 1 

79・80 2 Pit 1572 20R-2D22 Ⅳ N-62 -゚W 0.20 0.18 0.10 0.09 0.17 8.82 円形 半円形 単層 1 

79・80 2 Pit 1573 20R-2D22 Ⅳ N-51 -゚E 0.20 0.20 0.12 0.10 0.16 8.83 楕円形 半円形 単層 1 

79・80 2 Pit 1574 20R-2D22 Ⅳ N-71 -゚W 0.20 0.19 0.10 0.09 0.24 8.75 楕円形 U字形 単層 1 

79・80 2 Pit 1575 20R-2D17・22 Ⅳ N-65 -゚E 0.21 0.20 0.21 0.09 0.21 8.78 円形 U字形 単層 1 

79・80 2 Pit 1576 20R-2D17 >Pit1870 Ⅳ N-29 -゚W 0.24 0.19 0.08 0.07 0.32 8.66 円形 箱形 単層 1 

79・80 2 Pit 1577 20R-2D17 Ⅳ N-90ﾟ 0.27 0.22 0.12 0.11 0.26 8.72 楕円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 1578 20R-3D1 Ⅳ N-20 -゚E 0.35 0.24 0.08 0.04 0.24 8.72 楕円形 皿形 水平 2 

79・80 2 Pit 1579 20R-3D1 Ⅳ N-70 -゚E 0.29 0.25 0.15 0.07 0.21 8.76 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1580 20R-2C25，20R-2D21 Ⅳ N-36 -゚E 0.25 0.20 0.10 0.19 0.17 8.79 円形 半円形 単層 1 

79 2 Pit 1581 20R-2D21 Ⅳ N-54 -゚W 0.17 0.09 0.07 0.05 0.21 8.74 円形 半円形 単層 1 

79・80 2 Pit 1582 20R-2D21 Ⅳ N-0 -゚S 0.19 0.18 0.08 0.08 0.15 8.81 円形 半円形 単層 1 

79・80 2 Pit 1583 20R-2D21 Ⅳ N-73 -゚E 0.16 0.16 0.10 0.07 0.28 8.70 円形 半円形 単層 1 

79 2 Pit 1584 20R-2D21 Ⅳ N-40 -゚W 0.21 0.19 0.12 0.10 0.21 8.77 円形 半円形 単層 1 

79・80 2 Pit 1585 20R-2D21 Ⅳ N-34 -゚W 0.28 0.26 0.14 0.11 0.24 8.75 円形 箱形 単層 1 

79 2 Pit 1586 20R-2D16 Ⅳ N-38 -゚W 0.21 0.21 0.10 0.08 0.25 8.73 円形 U字形 単層 1 

79・80 2 Pit 1587 20R-2D16 <Pit1588 Ⅳ N-13 -゚W 0.39 （0.14） 0.20 （0.09） 0.18 8.79 楕円形 箱形 単層 1 

79・80 2 Pit 1588 20R-2D16 >Pit1587 Ⅳ N-70 -゚E 0.27 0.26 0.13 0.08 0.16 8.81 楕円形 台形 単層 1 

79・80 2 Pit 1589 20R-2D16 Ⅳ N-45 -゚E 0.21 0.18 0.11 0.09 0.23 8.73 楕円形 半円形 単層 1 

79 2 Pit 1590 20R-20C15，20R-2D11 Ⅳ N-42 -゚E 0.22 0.21 0.12 0.11 0.13 8.82 円形 半円形 単層 1 

79 2 Pit 1591 20R-20C15，20R-2D11 Ⅳ N-56 -゚W 0.34 0.28 0.20 0.18 0.15 8.80 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1592 20R-2D11 Ⅳ N-15 -゚E 0.23 0.21 0.13 0.10 0.26 8.70 楕円形 箱形 単層 1 

79 2 Pit 1593 20R-2D11 Ⅳ N-42 -゚W 0.39 0.36 0.23 0.19 0.31 8.65 円形 半円形 単層 1 

79・80 2 Pit 1594 20R-2D11 Ⅳ N-45 -゚E 0.24 0.12 0.22 0.09 0.27 8.67 楕円形 箱形 単層 1 

79 2 Pit 1595 20R-2C5・10 Ⅳ N-44 -゚W 0.33 0.23 0.18 0.14 0.17 8.78 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1596 20R-2C10 Ⅳ N-55 -゚W 0.37 0.26 0.24 0.18 0.13 8.82 楕円形 箱形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1597 20R-2C9・14 Ⅳ N-75 -゚E 0.22 0.18 0.12 0.10 0.27 8.64 楕円形 箱形 単層 1 

77・79 2 Pit 1598 20R-2C9 Ⅳ N-60 -゚W 0.17 0.13 0.07 0.06 0.17 8.75 円形 半円形 単層 1 

77・79 2 Pit 1599 20R-2C9 Ⅳ N-82 -゚W 0.21 0.19 0.12 0.09 0.18 8.74 円形 半円形 単層 1 

77・79 2 Pit 1600 20R-2C9 Ⅳ N-47 -゚W 0.18 0.17 0.07 0.06 0.23 8.69 円形 半円形 単層 1 

77・79 2 Pit 1601 20R-2C4 Ⅳ N-0 -゚S 0.22 0.22 0.09 0.08 0.24 8.70 円形 台形 水平 2 

77・79 2 Pit 1602 20R-2C3・4 Ⅳ N-45 -゚E 0.36 0.34 0.17 0.11 0.30 8.63 方形 階段形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1603 20R-2C13・14 Ⅳ N-87 -゚W 0.29 0.22 0.17 0.12 0.13 8.78 長方形 箱形 単層 1 

77・79 2 Pit 1604 20R-2C14 Ⅳ N-0 -゚S 0.19 0.18 0.09 0.09 0.17 8.75 円形 箱形 単層 1 

77・79 2 Pit 1605 20R-2C14 >SD2107 Ⅳ N-46 -゚E 0.20 0.20 0.09 0.08 0.20 8.72 円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1606 20R-2C19 >SD2107 Ⅳ N-55 -゚W 0.23 （0.15）（0.12） 0.11 0.16 8.79 （楕円形） 皿形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1607 20R-2C19・24 >SD2107 Ⅳ N-5 -゚E 0.17 0.16 0.08 0.08 0.18 8.78 円形 半円形 単層 1 

79 2 Pit 1608 20R-2C24 >SD2107 Ⅳ N-50 -゚W 0.25 0.22 0.18 0.10 0.17 8.77 楕円形 箱形 単層 1 

79 2 Pit 1609 20R-2C24 >SD2108 Ⅳ N-76 -゚E 0.19 0.16 0.07 0.05 0.17 8.79 円形 半円形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1610 20R-2C24 >SD2108 Ⅳ N-0 -゚S 0.17 0.14 0.10 0.07 0.18 8.78 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1611 20R-2C25 <Pit1612，>SD2108 Ⅳ N-13 -゚W 0.44 （0.22） 0.17 0.15 0.23 8.72 長方形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1612 20R-2C25 >Pit1611 Ⅳ N-24 -゚W 0.25 0.16 0.15 0.09 0.16 8.81 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1613 20R-2C25 Ⅳ N-37 -゚E 0.24 0.13 0.21 0.08 0.23 8.73 楕円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1614 20R-2C25 Ⅳ N-90ﾟ 0.25 0.23 0.14 0.10 0.15 8.82 円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1615 20R-2C25 Ⅳ N-29 -゚E 0.20 0.19 0.09 0.07 0.12 8.84 円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1616 20R-2C25 Ⅳ N-76 -゚E 0.25 0.16 0.10 0.05 0.21 8.76 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1617 20R-3C5 Ⅳ N-46 -゚E 0.23 0.22 0.10 0.07 0.21 8.75 円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1618 20R-3C10 Ⅳ N-49 -゚W 0.22 0.19 0.10 0.10 0.16 8.80 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1619 20R-3C9・10 Ⅳ N-40 -゚E 0.30 0.23 0.13 0.08 0.15 8.81 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1620 20R-3C4 >SD2107 Ⅳ N-38 -゚W 0.24 0.22 0.09 0.09 0.28 8.68 円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1621 20R-3C13 >SD2105 Ⅳ N-86 -゚W 0.19 0.17 0.07 0.06 0.29 8.68 円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1622 20R-3C8 >SD2106 Ⅳ N-42 -゚E 0.19 0.17 0.10 0.08 0.23 8.75 円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1623 20R-3C8 >SD2105 Ⅳ N-31 -゚E 0.19 0.18 0.11 0.09 0.18 8.80 円形 半円形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1624 20R-3C2 <Pit1625，>SD2104 Ⅳ N-71 -゚E 0.26 （0.13） 0.13 （0.07） 0.22 8.77 楕円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1625 20R-3C2 >SD2104，Pit1624 Ⅳ N-51 -゚E 0.34 0.24 0.17 0.13 0.24 8.74 楕円形 台形 単層 1 
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79 2 Pit 1626 20R-3C2 >SD2104 Ⅳ N-83 -゚E 0.23 0.21 0.19 0.10 0.23 8.74 楕円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1627 20R-3C3 >SD2106 Ⅳ N-38 -゚E 0.27 0.25 0.16 0.09 0.18 8.78 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1628 20R-2C23 Ⅳ N-49 -゚E 0.29 0.25 0.13 0.11 0.18 8.77 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1629 20R-2C23 Ⅳ N-36 -゚E 0.28 0.25 0.08 0.07 0.21 8.72 楕円形 階段形 単層 1 

79 2 Pit 1630 20R-2C23 >SD2106 Ⅳ N-20 -゚E 0.28 0.23 0.15 0.09 0.15 8.76 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1631 20R-2C18 Ⅳ N-57 -゚E 0.20 0.17 0.12 0.11 0.17 8.77 円形 箱形 単層 1 

77・79 2 Pit 1632 20R-2C18 >SD2106 Ⅳ N-27 -゚E 0.24 0.24 0.15 0.12 0.50 8.43 円形 U字形 単層 1 

77・79 2 Pit 1633 20R-2C13 Ⅳ N-70 -゚E 0.28 0.22 0.17 0.07 0.26 8.66 楕円形 皿形 単層 1 有 土師器/無台椀

77・79 2 Pit 1634 20R-2C13 Ⅳ N-35 -゚E 0.21 0.20 0.19 0.08 0.28 8.64 楕円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1635 20R-2C13 Ⅳ N-4 -゚W 0.25 0.24 0.15 0.15 0.12 8.80 円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1636 20R-2C13 Ⅳ N-0 -゚S 0.20 0.19 0.08 0.07 0.26 8.66 円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1637 20R-2C8 Ⅳ N-20 -゚W 0.25 0.22 0.09 0.07 0.21 8.69 楕円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1638 20R-2C8 Ⅳ N-0 -゚S 0.18 0.16 0.07 0.06 0.17 8.74 円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1639 20R-2C8 Ⅳ N-78 -゚E 0.24 0.20 0.09 0.09 0.21 8.70 円形 皿形 レンズ状 2 

80・108 2 Pit 1640 20R-3E13 <SD1201 Ⅳ N-5 -゚E 0.35 （0.22） 0.12 0.12 0.36 8.66 楕円形 台形 水平 2 

77・79 2 Pit 1641 20R-2C2 Ⅳ N-4 -゚W 0.29 0.27 0.14 0.14 0.33 8.57 円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1642 20R-2C2 <Pit1643 Ⅳ N-80 -゚E 0.39 （0.11）（0.17）（0.04） 0.27 8.60 長方形 台形 レンズ状 2 

77 2 Pit 1643 20R-1C22，20R-2C2 >Pit1642 Ⅳ N-13 -゚W 0.38 0.35 0.19 0.15 0.28 8.60 方形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1644 20R-2C1 Ⅳ N-78 -゚E 0.28 0.18 0.12 0.08 0.27 8.62 楕円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1645 20R-2C1 Ⅳ N-32 -゚W 0.20 0.19 0.15 0.07 0.13 8.77 円形 半円形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1646 20R-2C1 <Pit1647 Ⅳ N-59 -゚E 0.17 （0.15） 0.08 0.07 0.26 8.64 方形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1647 20R-2C1 >Pit1646 Ⅳ N-53 -゚W 0.26 0.18 0.13 0.08 0.17 8.73 楕円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1648 20R-2C1 Ⅳ N-38 -゚E 0.21 0.19 0.12 0.08 0.18 8.73 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1649 20R-2C1 Ⅳ N-62 -゚W 0.18 0.16 0.10 0.07 0.18 8.74 円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1650 20R-2C1 Ⅳ N-52 -゚W 0.19 0.16 0.11 0.09 0.09 8.83 円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1651 20R-2C1 Ⅳ N-50 -゚W 0.27 0.23 0.15 0.11 0.23 8.69 楕円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1652 20R-2B5 Ⅳ N-43 -゚W 0.25 0.20 0.13 0.10 0.23 8.69 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1653 20R-2C1・6 Ⅳ N-55 -゚E 0.50 0.27 0.30 0.08 0.35 8.57 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1654 20R-2C1 Ⅳ N-13 -゚E 0.23 0.22 0.13 0.10 0.18 8.73 円形 半円形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1655 20R-2B10 Ⅳ N-59 -゚W 0.24 0.21 0.11 0.10 0.31 8.60 円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1656 20R-2B10 Ⅳ N-65 -゚E 0.23 0.22 0.12 0.10 0.22 8.69 円形 半円形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1657 20R-2B10 Ⅳ N-52 -゚E 0.26 0.25 0.10 0.09 0.29 8.62 円形 半円形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1658 20R-2B10 Ⅳ N-87 -゚E 0.29 0.29 0.16 0.14 0.34 8.57 円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1659 20R-2B10 >SD2098 Ⅳ N-47 -゚E 0.20 0.19 0.09 0.08 0.26 8.65 円形 半円形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1660 20R-2B10 Ⅳ N-23 -゚E 0.31 0.25 0.06 0.04 0.33 8.59 楕円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1661 20R-2C6 Ⅳ N-57 -゚E 0.62 0.34 0.49 0.20 0.26 8.65 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1662 20R-2C11 >SD2103 Ⅳ N-71 -゚W 0.16 0.14 0.08 0.06 0.17 8.74 円形 半円形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1663 20R-2C12 >SD2106 Ⅳ N-57 -゚W 0.21 0.20 0.09 0.08 0.26 8.66 円形 U字形 レンズ状 3 

77・79 2 Pit 1664 20R-2C12 >SD2106 Ⅳ N-58 -゚W 0.22 0.19 0.13 0.08 0.16 8.76 楕円形 半円形 単層 1 

77・79 2 Pit 1665 20R-2C12 Ⅳ N-29 -゚E 0.22 0.15 0.11 0.08 0.19 8.74 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1666 20R-2C12 Ⅳ N-27 -゚E 0.24 0.24 0.12 0.11 0.26 8.66 円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1667 20R-2C11 >SD2103 Ⅳ N-33 -゚W 0.16 0.15 0.08 0.07 0.16 8.75 円形 U字形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1668 20R-2C11 >SD2103 Ⅳ N-36 -゚E 0.19 0.16 0.09 0.08 0.18 8.73 円形 U字形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1669 20R-2C16・17 >SD2103 Ⅳ N-35 -゚E 0.17 0.16 0.07 0.05 0.16 8.75 円形 半円形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1670 20R-2C11 Ⅳ N-13 -゚W 0.17 0.17 0.09 0.08 0.18 8.73 円形 箱形 水平 2 

77・79 2 Pit 1671 20R-2C11 Ⅳ N-79 -゚E 0.19 0.18 0.09 0.09 0.18 8.74 円形 U字形 水平 2 

77・79 2 Pit 1672 20R-2C11・16
<Pit1673，>SD2100，
Pit1674

Ⅳ N-65 -゚W 0.35 （0.22） 0.15 （0.10） 0.42 8.50 （方形）（U字形） レンズ状 3 

77・79 2 Pit 1673 20R-2C11 >SD2100，Pit1672 Ⅳ N-46 -゚W 0.23 0.17 0.12 0.04 0.24 8.68 楕円形 U字形 レンズ状 2 有 土師器/無台椀

77・79 2 Pit 1674 20R-2C11・16
<Pit1675・1676，>SD2100，
Pit1672

Ⅳ N-33 -゚E 0.57 0.43 0.25 0.24 0.61 8.32 長方形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1675 20R-2B20，20R-2C16 >SD2100，Pit1674・1676 Ⅳ N-82 -゚E 0.21 0.18 0.07 0.07 0.14 8.79 円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1676 20R-2B20，20R-2C16
<Pit1675・1677，>SD2100，
Pit1675

Ⅳ N-69 -゚W 0.22 （0.17） 0.14 （0.05） 0.27 8.66 円形 半円形 単層 1 

77・79 2 Pit 1677 20R-2B20 >SD2099，Pit1676 Ⅳ N-25 -゚E 0.33 0.30 0.19 0.09 0.23 8.70 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1678 20R-2B20 >SD2098，Pit1679 Ⅳ N-48 -゚W 0.30 0.26 0.14 0.11 0.27 8.66 楕円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1679 20R-2B15・20 <Pit1978，>SD2098 Ⅳ N-13 -゚E 0.31 0.27 0.09 0.07 0.33 8.60 円形 U字形 レンズ状 2 
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79 2 Pit 1680 20R-2C22 >SD2104 Ⅳ N-68 -゚E 0.24 0.22 0.12 0.12 0.20 8.76 楕円形 半円形 単層 1 

79 2 Pit 1681 20R-2C22
<Pit1683，>SD2103，
Pit1682

Ⅳ N-33 -゚E 0.40 0.38 0.25 0.21 0.15 8.81 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1682 20R-2C22 <Pit1681，>SD2104 Ⅳ N-39 -゚E 0.23 （0.13）（0.07）（0.03） 0.28 8.67 円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1683 20R-2C22 >SD2103，Pit1681 Ⅳ N-9 -゚W 0.31 0.21 0.11 0.09 0.21 8.75 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1684 20R-2C22 Ⅳ N-46 -゚E 0.26 0.20 0.10 0.09 0.20 8.76 楕円形 半円形 単層 1 

79 2 Pit 1685 20R-2C22 <Pit1686，>SD2104 Ⅳ N-13 -゚W 0.22 （0.15） 0.10 0.09 0.30 8.65 円形 U字形 単層 1 

79 2 Pit 1686 20R-2C22
<Pit1685・1687・2119，
>SD2104・2105

Ⅳ N-20 -゚W 0.38 0.31 0.21 0.11 0.16 8.79 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1687 20R-2C22
<Pit1686，>SD2105，
Pit2119

Ⅳ N-12 -゚W 0.27 （0.12） 0.18 （0.06） 0.21 8.73 （長方形） 階段形 単層 1 

80 2 Pit 1688 20R-2E3・8 Ⅳ N-31 -゚W 0.34 0.27 0.19 0.14 0.11 8.88 楕円形 半円形 単層 1 

80 2 Pit 1689 20R-2E3 Ⅳ N-31 -゚E 0.28 0.26 0.15 0.14 0.11 8.89 円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1690 20R-2E3 Ⅳ N-24 -゚W 0.23 0.20 0.12 0.10 0.13 8.90 円形 皿形 水平 2 

80 2 Pit 1691 20R-1E18 <Pit1273 Ⅳ N-58 -゚W 0.29 （0.22） 0.12 0.10 0.25 8.82 円形 台形 レンズ状 1 

78 2 Pit 1692 20R-1E13・14 >SD2086 Ⅳ N-73 -゚E 0.30 0.27 0.13 0.12 0.21 8.86 楕円形 U字形 水平 2 

78 2 Pit 1693 20R-1E13・14 >SD2086 Ⅳ N-72 -゚E 0.32 0.26 0.10 0.07 0.22 8.85 楕円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1694 20R-1E8 Ⅳ N-47 -゚E 0.26 0.23 0.10 0.08 0.17 8.91 円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1695 20R-1E8 Ⅳ N-3 -゚E 0.34 0.29 0.14 0.10 0.23 8.85 楕円形 台形 水平 2 

78 2 Pit 1696 20R-1E8 Ⅳ N-63 -゚E 0.22 0.18 0.13 0.10 0.19 8.88 楕円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 1697 20R-1E2 >Pit1698 Ⅳ N-46 -゚E 0.35 0.34 0.06 0.04 0.46 8.64 円形 階段形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1698 20R-1E2 <Pit1697 Ⅳ N-33 -゚W 0.45 0.33 0.14 0.12 0.24 8.87 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1699 20R-1E3 >SD2086 Ⅳ N-85 -゚E 0.26 0.23 0.07 0.07 0.23 8.88 円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1700 20R-1E2 Ⅳ N-43 -゚W 0.32 0.30 0.12 0.11 0.23 8.89 円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1701 19R-10E22，20R-1E2・3 >Pit1702 Ⅳ N-70 -゚W 0.49 0.37 0.19 0.17 0.23 8.88 楕円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 1702 19R-10E22・23，20R-1E3 <Pit1701 Ⅳ N-52 -゚W 0.67 （0.25） 0.42 （0.12） 0.21 8.91 楕円形 皿形 単層 1 

78・95 108 69 2 Pit 1704 20R-1E2 <SK1703，Pit1705 Ⅳ N-38 -゚E （0.42） 0.42 （0.33） 0.28 0.15 8.94 楕円形 皿形 − −

78・95 69 2 Pit 1705 20R-1E1・2・6・7 >Pit1704 Ⅳ N-90ﾟ 0.32 0.29 0.16 0.09 0.36 8.73 長方形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1706 20R-1E6 Ⅳ N-57 -゚W 0.28 0.25 0.20 0.12 0.25 8.83 楕円形 台形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1709 19R-10D15 Ⅳ N-58 -゚E 0.32 0.29 0.15 0.13 0.38 8.74 長方形 U字形 水平 2 

78 2 Pit 1710 19R-10D15 <Pit1711 Ⅳ N-9 -゚E 0.40 0.33 0.22 0.17 0.20 8.93 楕円形 半円形 水平 2 

76・78 2 Pit 1711 19R-10D15 >Pit1710 Ⅳ N-14 -゚E 0.39 0.28 0.09 0.06 0.32 8.80 楕円形 階段形 レンズ状 2 

76・78・111 136 170b・c 2 Pit 1712 19R-10D10 中世 Ⅳ N-41 -゚E 0.25 0.23 0.14 0.09 0.24 8.85 円形 U字形 単層 1 SB2170

76・78 2 Pit 1713 19R-10D9 Ⅳ N-77 -゚W 0.32 0.25 0.07 0.05 0.30 8.79 楕円形 台形 単層 1 

76・78 2 Pit 1714 19R-10D9 <Pit1715 Ⅳ N-47 -゚E 0.29 （0.21） 0.17 0.15 0.35 8.76 円形 箱形 レンズ状 2 

76・78 2 Pit 1715 19R-10D9・10 >Pit1714 Ⅳ N-57 -゚W 0.19 0.18 0.06 0.04 0.23 8.87 楕円形 皿形 単層 1 

80・108・112 136 174b 2 Pit 1716 20R-3E18 >SN1014 中世 Ⅳ N-7 -゚E 0.35 0.30 0.24 0.15 0.43 8.50 長方形 台形 単層 1 SB2174

80・89・108 2 Pit 1717 20R-3E19 >SE1722，SN1014 中世 Ⅳ N-51 -゚W 0.32 0.25 0.15 0.11 0.25 8.63 楕円形 皿形 （単層） 1 

80・108 2 Pit 1718 20R-3E19 >SN1014 中世 Ⅳ N-12 -゚E 0.28 0.26 0.14 0.13 0.55 8.35 円形 台形 単層 1 

80・108・112 136 174b 2 Pit 1719 20R-3E23 >SN1014 中世 Ⅳ N-42 -゚E 0.30 0.30 0.20 0.18 0.15 8.59 円形 箱形 単層 1 SB2174

80・108・112 136 174b 2 Pit 1720 20R-3E23 >SN1014 中世 Ⅳ N-90ﾟ 0.29 0.23 0.18 0.14 0.20 8.50 楕円形 皿形 単層 1 

80・108・121 136 174b 2 Pit 1721 20R-3E23，20R-4E3 >SN1014 中世 Ⅳ N-5 -゚E 0.34 0.34 0.23 0.22 0.24 8.44 円形 箱形 − − SB2174

79・80 2 Pit 1723 20R-2E11 <Pit1378 Ⅳ N-24 -゚E 0.20 （0.16） 0.11 0.08 0.22 8.79 楕円形 半円形 単層 1 

79・80 2 Pit 1724 20R-2D15 Ⅳ N-31 -゚E 0.31 0.26 0.10 0.10 0.30 8.72 楕円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1725 20R-2D9 Ⅳ N-12 -゚E 0.22 0.20 0.10 0.10 0.23 8.77 円形 箱形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1726 20R-1E22 >Pit1727 Ⅳ N-52 -゚E 0.27 0.27 0.13 0.10 0.18 8.88 方形 台形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1727 20R-1E22 <Pit1726 Ⅳ N-21 -゚E 0.37 （0.20） 0.13 0.11 0.20 8.85 楕円形 台形 単層 1 

78 2 Pit 1728 19R-10D25 Ⅳ N-1 -゚W 0.34 （0.28） 0.21 （0.21） 0.08 8.96 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1729 19R-10D19 Ⅳ N-90ﾟ 0.28 0.24 0.11 0.11 0.21 8.86 楕円形 台形 単層 1 

78・105 124 110B 2 Pit 1730 19R-10D23 <SD1360 Ⅳ N-70 -゚W 0.26 （0.19） 0.16 （0.14） 0.12 8.94 （楕円形） 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1731 19R-10D18 Ⅳ N-58 -゚E 0.43 0.35 0.09 0.04 0.60 8.51 楕円形 階段形 単層 1 

78 2 Pit 1732 19R-10D18 Ⅳ N-58 -゚E 0.44 0.39 0.25 0.23 0.12 8.97 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1737 19R-10D17 Ⅳ N-15 -゚E 0.26 0.21 0.12 0.07 0.12 8.94 楕円形 皿形 単層 1 

78・103 117 92C 2 Pit 1738 19R-10D17 <SD323，>Pit1739 Ⅳ N-61 -゚W 0.47 （0.35） 0.16 0.13 0.33 8.72 （楕円形） 箱形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1739 19R-10D17 <Pit322・1738 Ⅳ N-81 -゚E 0.24 （0.17） 0.10 0.07 0.22 8.82 （円形）（半円形） 単層 1 

78 2 Pit 1740 20R-1D2 <Pit1740 Ⅳ N-28 -゚E 0.57 0.17 （0.33）（0.05） 0.17 8.83 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1741 20R-1C5 Ⅳ N-79 -゚E 0.24 0.22 0.15 0.12 0.13 8.87 円形 箱形 単層 1 
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78 2 Pit 1742 20R-1C5 Ⅳ N-55 -゚E 0.27 0.18 0.14 0.18 0.12 8.87 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1743 20R-1C5 Ⅳ N-40 -゚W 0.26 0.23 0.10 0.07 0.18 8.77 楕円形 階段形 単層 1 

80 2 Pit 1744 20R-3E9 Ⅳ N-20 -゚W 0.34 0.31 0.20 0.15 0.22 8.85 円形 台形 水平 2 

78 2 Pit 1745 20R-1D7 Ⅳ N-43 -゚W 0.33 0.26 0.14 0.09 0.23 8.78 楕円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1746 20R-3C12 >SD2144 Ⅳ N-14 -゚W 0.28 0.11 0.11 0.07 0.28 8.68 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1747 20R-3C1 >SD2099 Ⅳ N-7 -゚W 0.17 0.14 0.06 0.06 0.17 8.80 円形 半円形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1748 20R-3B5 >SD2098，Pit1854 Ⅳ N-71 -゚W 0.24 0.21 0.10 0.06 0.25 8.73 円形 U字形 − −

79 2 Pit 1749 20R-3B5 >SD2098 Ⅳ N-71 -゚W 0.23 0.19 0.11 0.07 0.21 8.76 円形 半円形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1750 20R-3B10 >SD2097 Ⅳ N-43 -゚E 0.30 0.24 0.17 0.11 0.19 8.78 楕円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1751 20R-3B4 Ⅳ N-72 -゚E 0.25 0.18 0.13 0.10 0.24 8.73 楕円形 半円形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1752 20R-3B4 Ⅳ N-28 -゚E 0.28 0.27 0.12 0.10 0.36 8.60 円形 半円形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1753 20R-3B8 >SD1261 中世 Ⅳ N-84 -゚E 0.31 0.25 0.17 0.12 0.24 8.74 楕円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1754 20R-3B9 <SD1261，>SD2095・2096 Ⅳ N-70 -゚W 0.29 （0.14） 0.15 （0.07） 0.20 8.79 （円形） 半円形 単層 1 

79・96 2 Pit 1755 20R-3B9・10 >SD1261 中世 Ⅳ N-3 -゚W 0.29 0.19 0.22 0.09 0.18 8.82 楕円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1756 20R-3B10 <Pit1757，>SD1261・2097 中世 Ⅳ N-60 -゚W 0.40 0.37 （0.17） 0.15 0.17 8.81 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1757 20R-3B10 >SD2097，Pit1756 中世 Ⅳ N-12 -゚W 0.34 0.32 0.16 0.12 0.25 8.72 円形 皿形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1758 20R-3B10 >SD1261・2098 中世 Ⅳ N-15 -゚E 0.28 0.27 0.16 0.14 0.21 8.75 円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1759 20R-3B10 <SE1541，>SD1261・2098 中世 Ⅳ N-42 -゚W 0.22 0.20 0.10 0.09 0.21 8.73 円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1760 20R-3B10 >SD2098・2099 Ⅳ N-82 -゚E 0.43 0.35 0.21 0.14 0.20 8.76 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1761 20R-3B20 >SD2097 Ⅳ N-74 -゚W 0.27 0.25 0.14 0.07 0.25 8.70 円形 階段形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1762 20R-3B8
<Pit1764，>SD1261，
Pit1826

中世 Ⅳ N-80 -゚E 0.29 0.23 0.11 0.11 0.27 8.68 楕円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1763 20R-3B13 Ⅳ N-36 -゚W 0.23 0.18 0.10 0.06 0.19 8.75 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1764 20R-3B8・13 >SD1261，Pit1762 中世 Ⅳ N-59 -゚E 0.25 0.18 0.12 0.05 0.18 8.76 楕円形 半円形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1765 20R-1D15 Ⅳ N-53 -゚W 0.23 0.21 0.08 0.07 0.21 8.82 円形 階段形 単層 1 

77・79 2 Pit 1766 20R-2B9 >Pit1757 Ⅳ N-25 -゚E 0.49 0.33 0.26 0.15 0.36 8.55 楕円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1767 20R-2B9 <Pit1766 Ⅳ N-22 -゚E 0.37 （0.23）（0.12）（0.06） 0.32 8.58 円形 V字形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1768 20R-2B9・14 >Pit1769・1770 Ⅳ N-15 -゚E （0.25） 0.25 0.09 0.07 0.28 8.63 楕円形 半円形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1769 20R-2B14 >Pit1768・1770 Ⅳ N-11 -゚E 0.23 0.22 0.11 0.07 0.33 8.58 円形 箱形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1770 20R-2B9・14 <Pit1768・1769 Ⅳ N-27 -゚W （0.18）（0.10）（0.09） 0.08 0.16 8.75 （楕円形） 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1771 20R-1C4・5 <Pit1743 Ⅳ N-76 -゚E 0.28 0.22 0.10 0.10 0.18 8.78 楕円形 箱形 単層 1 

77 2 Pit 1773 20R-1C17 Ⅳ N-56 -゚W 0.30 0.30 0.16 0.11 0.30 8.59 楕円形 台形 水平 2 

77 2 Pit 1774 20R-1C17・22 Ⅳ N-28 -゚W 0.37 0.35 0.19 0.16 0.27 8.61 円形 U字形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1775 20R-2B5 >SK1932 Ⅳ N-86 -゚E 0.43 0.34 0.14 0.09 0.29 8.61 長方形 階段形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1776 20R-2B4 Ⅳ N-11 -゚E 0.22 0.21 0.10 0.08 0.25 8.65 円形 半円形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1777 20R-2B9 >Pit1778 Ⅳ N-35 -゚W 0.25 0.22 0.12 0.10 0.14 8.74 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1778 20R-2B9 <Pit1777，>Pit1449 Ⅳ N-9 -゚W 0.30 0.30 0.12 0.08 0.39 8.49 方形 階段形 水平 2 

77・79 2 Pit 1779 20R-2B9 <Pit1778 Ⅳ N-58 -゚E 0.26 （0.19）（0.13） 0.13 0.11 8.78 円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1780 20R-2B9 Ⅳ N-47 -゚E 0.24 0.16 0.15 0.08 0.15 8.75 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1781 20R-2B8 >SD2095 Ⅳ N-17 -゚E 0.22 0.19 0.13 0.10 0.13 8.75 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1782 20R-2B7・8 >SD2094，Pit1783 Ⅳ N-77 -゚E 0.25 0.25 0.18 0.12 0.26 8.63 円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1783 20R-2B13 <Pit1782，>SD2094 Ⅳ N-23 -゚E 0.14 （0.09） 0.06 0.05 0.16 8.72 円形 半円形 単層 1 

77・79 2 Pit 1784 20R-2B13 Ⅳ N-5 -゚E 0.29 0.18 0.06 0.06 0.23 8.65 円形 箱形 単層 1 

77・79 2 Pit 1785 20R-2B13 Ⅳ N-90ﾟ 0.15 0.14 0.06 0.06 0.15 8.74 円形 皿形 レンズ状 2 

77・79・98 2 Pit 1786 20R-2B13 >SX1880 Ⅳ N-70 -゚E 0.16 0.14 0.07 0.06 0.19 8.71 円形 U字形 単層 1 

77・79 2 Pit 1787 20R-2B12 Ⅳ N-32 -゚E 0.25 0.23 0.09 0.08 0.38 8.52 円形 台形 レンズ状 2 

77・79・98 2 Pit 1788 20R-2B12 >SX1880 Ⅳ N-29 -゚E 0.22 0.21 0.09 0.08 0.34 8.56 円形 半円形 水平 2 

77・79 2 Pit 1789 20R-2B12 Ⅳ N-69 -゚E 0.20 0.13 0.17 0.09 0.19 8.73 楕円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1790 20R-2B11 Ⅳ N-6 -゚E 0.18 0.15 0.09 0.07 0.19 8.73 円形 箱形 単層 1 

77・79 2 Pit 1791 20R-2B12 >SD2093 Ⅳ N-37 -゚E 0.19 0.19 0.10 0.07 0.32 8.61 円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1792 20R-2B12 >SD2093 Ⅳ N-5 -゚E 0.21 0.17 0.14 0.12 0.21 8.72 楕円形 台形 単層 1 

77・79・98 2 Pit 1793 20R-2B12
<SX1880，Pit1794・1795，
>SD2093

Ⅳ N-6 -゚W 0.33 （0.28） 0.11 0.09 0.31 8.61 円形 皿形 単層 1 

77・79・98 2 Pit 1794 20R-2B12
<Pit1795，>SX1880，
Pit1793

Ⅳ N-41 -゚W 0.28 （0.13） 0.12 0.08 0.24 8.67 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77・79・98 2 Pit 1795 20R-2B12 >SX1880，Pit1793・1794 Ⅳ N-41 -゚W 0.35 0.22 0.12 0.08 0.27 8.64 楕円形 U字形 レンズ状 2 

77・79・98 2 Pit 1796 20R-2B12・17 <Pit1797，>SX1880 Ⅳ N-13 -゚E 0.21 0.18 0.11 0.09 0.23 8.70 円形 U字形 レンズ状 2 
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77・79・98 2 Pit 1797 20R-2B17 >SX1880，Pit1796 Ⅳ N-87 -゚E 0.32 0.29 0.19 0.20 0.12 8.81 円形 皿形 レンズ状 2 

77・79・98 2 Pit 1798 20R-2B17 >SX1880 Ⅳ N-68 -゚E 0.24 0.23 0.15 0.12 0.13 8.81 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77・79・98 2 Pit 1799 20R-2B12・17 Ⅳ N-43 -゚E 0.28 0.17 0.12 0.11 0.09 8.83 楕円形 半円形 レンズ状 2 

77・79・98 112 82 2 Pit 1800 20R-2B17 <Pit1801，>SX1880 Ⅳ N-72 -゚E 0.30 （0.20） 0.20 0.10 0.18 8.77 楕円形 階段形 単層 1 

77・79・98 2 Pit 1801 20R-2B17 >SX1880，Pit1800 Ⅳ N-90ﾟ 0.20 0.19 0.10 0.07 0.18 8.76 円形 半円形 レンズ状 2 

77・79・98 2 Pit 1802 20R-2B18 >SX1880 Ⅳ N-40 -゚W 0.23 0.23 0.13 0.09 0.20 8.72 円形 台形 レンズ状 2 

77・79・98 2 Pit 1803 20R-2B18 >SX1880 Ⅳ N-67 -゚E 0.26 0.19 0.08 0.07 0.22 8.70 楕円形 箱形 レンズ状 2 

77・79・98 112 82 2 Pit 1804 20R-2B17 >SX1880 Ⅳ N-55 -゚E 0.26 0.25 0.15 0.10 0.19 8.76 円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1805 20R-2B17 >SD2093 Ⅳ N-67 -゚E 0.18 0.14 0.11 0.06 0.17 8.76 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1806 20R-2B16 Ⅳ N-50 -゚E 0.14 0.12 0.06 0.03 0.14 8.79 楕円形 半円形 単層 1 

77・79 2 Pit 1807 20R-2B16 Ⅳ N-54 -゚E 0.17 0.13 0.08 0.05 0.16 8.73 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1808 20R-2A20，20R-2B16 <Pit1809 Ⅳ N-22 -゚W 0.23 （0.16） 0.14 0.10 0.23 8.63 楕円形 U字形 水平 2 

77・79 2 Pit 1809 20R-2A20 >Pit1808 Ⅳ N-84 -゚W 0.26 0.24 0.16 0.13 0.26 8.59 楕円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1810 20R-2A20・25 Ⅳ N-90ﾟ 0.18 0.15 0.10 0.07 0.19 8.68 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1811 20R-2A25 Ⅳ N-14 -゚W 0.22 0.19 0.15 0.10 0.18 8.69 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1812 20R-2B21 Ⅳ N-13 -゚W 0.19 0.15 0.10 0.09 0.22 8.66 楕円形 U字形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1813 20R-2A25 Ⅳ N-11 -゚W 0.22 0.20 0.13 0.10 0.43 8.44 円形 箱形 単層 1 

79 2 Pit 1814 20R-2A25 Ⅳ N-21 -゚W 0.37 0.27 0.13 0.09 0.38 8.48 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1815 20R-2A25 >SD1261 Ⅳ N-41 -゚W 0.34 （0.17） 0.14 0.07 0.40 8.45 （長方形） 箱形 水平 2 

79 2 Pit 1816 20R-2B24 >Pit1817 Ⅳ N-2 -゚E 0.26 （0.11） 0.11 0.05 0.32 8.61 （楕円形） 箱形 水平 2 

79 2 Pit 1817 20R-2B24
<Pit1819，>SD2095，
Pit1816

Ⅳ N-63 -゚W （0.40） 0.36 （0.31） 0.20 0.21 8.72 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1818 20R-2B24 <Pit1819，>SD2095 Ⅳ N-85 -゚W 0.30 （0.12） 0.10 （0.05） 0.14 8.78 （楕円形） 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1819 20R-2B24 >SD2095，Pit1817・1818 Ⅳ N-48 -゚W 0.31 0.30 0.19 0.17 0.16 8.75 円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1820 20R-3B3 Ⅳ N-30 -゚E 0.25 0.14 0.13 0.10 0.18 8.79 長方形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1821 20R-3B3 <Pit1822 Ⅳ N-3 -゚W 0.29 0.21 （0.16） 0.15 0.16 8.82 楕円形 箱形 単層 1 

79 2 Pit 1822 20R-3B3 >Pit1821 Ⅳ N-4 -゚W 0.34 0.29 0.21 0.13 0.13 8.84 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1823 20R-3B7 >SD1261 中世 Ⅳ N-11 -゚E 0.19 0.15 0.09 0.07 0.20 8.74 楕円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1824 20R-3B8 <Pit1825，>SD1261 中世 Ⅳ N-36 -゚W 0.27 （0.17） 0.10 0.10 0.27 8.71 楕円形 半円形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1825 20R-3B8 >Pit1824 中世 Ⅳ N-5 -゚E 0.20 0.20 0.09 0.08 0.15 8.81 楕円形 半円形 単層 1 

79 2 Pit 1826 20R-3B8・13 >Pit1762 Ⅳ N-46 -゚E 0.18 0.10 0.08 0.05 0.13 8.81 円形 半円形 単層 1 

79 2 Pit 1827 20R-3B8・13 >SD1261 中世 Ⅳ N-49 -゚W 0.14 0.13 0.06 0.04 0.21 8.73 円形 U字形 単層 1 

79 2 Pit 1828 20R-3B13 Ⅳ N-90ﾟ 0.26 0.24 0.14 0.10 0.20 8.75 円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1829 20R-3B14 >SD1245 Ⅳ N-41 -゚W 0.21 0.19 0.06 0.06 0.19 8.76 円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1830 20R-3B14 >SD2096・2145 Ⅳ N-0 -゚S 0.39 0.32 0.19 0.14 0.30 8.66 楕円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1831 20R-3B19 >SD2096 Ⅳ N-79 -゚E 0.24 0.21 0.10 0.09 0.15 8.80 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1832 20R-3B18 Ⅳ N-25 -゚E 0.19 0.15 0.07 0.06 0.25 8.70 円形 半円形 単層 1 

79 2 Pit 1833 20R-3B18 Ⅳ N-59 -゚W 0.35 0.20 0.22 0.09 0.16 8.80 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1834 20R-3B15 >SD1261・2097 中世 Ⅳ N-47 -゚W 0.34 0.25 0.33 0.29 0.20 8.76 楕円形 階段形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1835 20R-3B15 >SD1261・2100 中世 Ⅳ N-83 -゚E 0.33 0.29 0.16 0.15 0.16 8.78 円形 台形 レンズ状 2 

79・105 124 109C 2 Pit 1836 20R-3B15 >SD1261・2100 中世 Ⅳ N-49 -゚W 0.62 0.52 0.41 0.38 0.12 8.82 円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1837 20R-3B20 >SD2097 Ⅳ N-11 -゚E 0.21 0.20 0.14 0.10 0.20 8.76 円形 台形 レンズ状 1 

79 2 Pit 1838 20R-3B20 >SD2100 Ⅳ N-44 -゚E 0.24 0.23 0.10 0.10 0.27 8.68 円形 U字形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1839 20R-3C11 >SD1261 中世 Ⅳ N-49 -゚E 0.21 0.20 0.09 0.09 0.12 8.82 円形 皿形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1840 20R-3C16 >SD2144 Ⅳ N-64 -゚W 0.26 （0.15） 0.13 （0.10） 0.11 8.84 円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1841 20R-3B20 >SD2101 Ⅳ N-38 -゚W 0.19 0.18 0.10 0.10 0.12 8.78 円形 皿形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1842 20R-3C16 Ⅳ N-3 -゚W 0.27 0.23 0.14 0.13 0.20 8.76 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1843 20R-3B4 >SD2096 Ⅳ N-79 -゚E 0.23 0.19 0.06 0.05 0.18 8.78 楕円形 階段形 レンズ状 2 

77・79・98 2 Pit 1844 20R-2B12 Ⅳ N-7 -゚W 0.25 0.25 0.10 0.09 0.18 8.74 円形 台形 レンズ状 2 

77・79・98 112 82 2 Pit 1845 20R-2B17 >SX1880，Pit1846 Ⅳ N-82 -゚E 0.28 0.26 0.15 0.14 0.09 8.85 円形 皿形 単層 1 

77・79・98 112 82 2 Pit 1846 20R-2B17 <Pit1845，>SX1880 Ⅳ N-82 -゚E 0.29 0.29 0.19 0.14 0.12 8.83 円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1847 20R-2B25 >SD2097 Ⅳ N-6 -゚W 0.18 0.15 0.09 0.06 0.11 8.83 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1848 20R-2B25 >SD2097 Ⅳ N-48 -゚E 0.16 0.16 0.09 0.09 0.18 8.76 円形 U字形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1849 20R-2B25，20R-3B5 <Pit1874，>SD2097 Ⅳ N-55 -゚W 0.34 0.30 0.15 0.10 0.22 8.74 円形 台形 単層 1 

80・108 2 Pit 1850 20R-3E13 Ⅳ N-20 -゚E 0.25 0.20 0.14 0.09 0.24 8.83 楕円形 半円形 単層 1 

80・108 2 Pit 1851 20R-3E13 Ⅳ N-21 -゚E 0.20 0.17 0.11 0.08 0.15 8.89 円形 半円形 単層 1 

80・108 2 Pit 1852 20R-3E13 Ⅳ N-55 -゚E 0.25 0.20 0.14 0.11 0.22 8.80 楕円形 台形 単層 1 
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80 2 Pit 1853 20R-3E20 <Pit1226 Ⅳ N-74 -゚W 0.22 0.20 0.12 0.09 0.08 8.92 円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1854 20R-3B5 <Pit1748 Ⅳ N-72 -゚E 0.14 （0.10） 0.07 0.06 0.24 8.74 楕円形 U字形 − −

79 2 Pit 1855 20R-4B5 Ⅳ N-69 -゚E 0.23 0.22 0.09 0.08 0.18 8.55 円形 皿形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1856 20R-4B5・10 Ⅳ N-45 -゚W 0.25 0.21 0.12 0.10 0.19 8.52 楕円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1857 20R-4C1 Ⅳ N-70 -゚E 0.24 0.22 0.10 0.08 0.19 8.52 円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1858 20R-4C2 Ⅳ N-46 -゚E 0.21 0.21 0.11 0.09 0.15 8.53 円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1859 20R-3C22 Ⅳ N-44 -゚E 0.18 0.16 0.11 0.07 0.15 8.58 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1860 20R-3C22 Ⅳ N-60 -゚E 0.17 0.16 0.10 0.09 0.14 8.57 円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1861 20R-3C22，20R-4C2 Ⅳ N-25 -゚E 0.27 0.21 0.19 0.09 0.16 8.54 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1862 20R-3C23 Ⅳ N-35 -゚E 0.28 0.25 0.17 0.13 0.18 8.55 円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1863 20R-3C3 Ⅳ N-31 -゚W 0.22 0.18 0.12 0.07 0.12 8.84 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1864 20R-3C3 Ⅳ N-54 -゚E 0.21 0.21 0.13 0.11 0.20 8.76 円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1865 20R-2C21・22 >SD2102 Ⅳ N-54 -゚E 0.35 0.29 0.23 0.21 0.16 8.79 長方形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1866 20R-2C21 >SD2102，Pit1867 Ⅳ N-53 -゚W 0.25 0.20 0.13 0.10 0.17 8.79 楕円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 1867 20R-2C21 <Pit1866，>SD2102 Ⅳ N-43 -゚W 0.18 （0.09） 0.08 0.06 0.15 8.81 楕円形 箱形 単層 1 

77・79 2 Pit 1868 20R-2B10 >SD2098 Ⅳ N-41 -゚W 0.19 0.16 0.13 0.08 0.17 8.72 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1869 20R-2B5 Ⅳ N-23 -゚W 0.16 0.14 0.09 0.08 0.18 8.71 円形 台形 単層 1 

79・80 2 Pit 1870 20R-2D17 <Pit1576 Ⅳ N-50 -゚E 0.22 0.22 0.19 0.11 0.25 8.68 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 1871 20R-2B25 >SD2097 Ⅳ N-51 -゚E 0.17 0.14 0.09 0.05 0.17 8.77 楕円形 U字形 単層 1 

79 2 Pit 1872 20R-2B25
<Pit1873，>SD2097，
Pit1874

Ⅳ N-51 -゚E 0.21 （0.14） 0.07 0.06 0.23 8.71 円形 U字形 単層 1 

79 2 Pit 1873 20R-2B25 >SD2097，Pit1872 Ⅳ N-62 -゚E 0.27 0.20 0.11 0.09 0.34 8.61 楕円形 U字形 単層 1 

79 2 Pit 1874 20R-2B25
<Pit1872，>SD2097，
Pit1875・1849

Ⅳ N-46 -゚E 0.51 0.48 0.36 0.15 0.26 8.70 円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1875 20R-2B24 <Pit1874，>SD2096・2097 Ⅳ N-65 -゚E 0.32 0.29 0.11 0.10 0.25 8.71 楕円形 箱形 単層 1 

79 2 Pit 1876 20R-2B24 >SD2096 Ⅳ N-4 -゚E 0.17 0.16 0.10 0.07 0.18 8.77 円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1877 20R-3B3 Ⅳ N-22 -゚E 0.24 0.20 0.07 0.06 0.28 8.70 円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1878 20R-2B17 Ⅳ N-51 -゚E 0.19 0.16 0.10 0.07 0.10 8.83 楕円形 皿形 単層 1 

77・79・98 2 Pit 1879 20R-2B17 >SX1880 Ⅳ N-48 -゚E 0.29 0.22 0.10 0.09 0.14 8.80 楕円形 皿形 単層 1 

79・95 107 67 2 Pit 1881 20R-2B23 >SK1253 Ⅳ N-69 -゚E 0.24 0.20 0.10 0.10 0.22 8.73 楕円形 U字形 − −

79 2 Pit 1883 20R-3B15 <SD1261，>SD2100 Ⅳ N-37 -゚W 0.25 （0.09） 0.10 （0.04） 0.15 8.80 （楕円形） 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1884 20R-2B13 >SD2095，Pit1950 Ⅳ N-29 -゚E 0.41 0.29 0.20 0.17 0.19 8.71 楕円形 階段形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1885 20R-2C13・14 Ⅳ N-60 -゚E 0.18 0.15 0.10 0.10 0.20 8.71 円形 半円形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1886 20R-2D17 Ⅳ N-41 -゚W 0.20 0.17 0.08 0.07 0.13 8.85 円形 台形 単層 1 

79・80 2 Pit 1887 20R-2D12 Ⅳ N-13 -゚E 0.26 0.21 0.12 0.10 0.17 8.81 楕円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 1888 20R-2D12 <Pit1889 Ⅳ N-5 -゚E 0.18 （0.12） 0.09 （0.07） 0.14 8.85 楕円形 台形 単層 1 

79・80 2 Pit 1889 20R-2D12 >Pit1888・1890 Ⅳ N-87 -゚W 0.33 0.25 0.21 0.14 0.13 8.85 楕円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 1890 20R-2D12 <Pit1889 Ⅳ N-0 -゚S 0.15 （0.10） 0.05 （0.03） 0.18 8.80 楕円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 1891 20R-2D12 Ⅳ N-32 -゚W 0.23 0.19 0.12 0.10 0.13 8.85 円形 半円形 単層 1 

79・80 2 Pit 1892 20R-2D12 Ⅳ N-90ﾟ 0.21 0.18 0.11 0.07 0.19 8.78 円形 箱形 単層 1 

79・80 2 Pit 1893 20R-2D12 Ⅳ N-19 -゚W 0.24 0.21 0.10 0.09 0.07 8.89 円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 1894 20R-2D12 Ⅳ N-15 -゚W 0.22 0.20 0.09 0.09 0.19 8.78 円形 U字形 単層 1 

79・80 2 Pit 1895 20R-2D12 Ⅳ N-0 -゚S 0.20 0.20 0.08 0.20 0.23 8.74 円形 U字形 単層 1 

79・80 2 Pit 1896 20R-2D11 Ⅳ N-52 -゚E 0.35 0.34 0.15 0.11 0.45 8.51 円形 U字形 レンズ状 3 

79・80 2 Pit 1897 20R-2D11 Ⅳ N-51 -゚E 0.26 0.25 0.11 0.08 0.28 8.68 円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1898 20R-2D6 Ⅳ N-80 -゚E 0.22 0.20 0.11 0.09 0.15 8.81 円形 半円形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1899 20R-2D6 >Pit1900 Ⅳ N-39 -゚E 0.22 0.19 0.10 0.09 0.15 8.83 円形 台形 レンズ状 2 

79・80 2 Pit 1900 20R-2D6 <Pit1899 Ⅳ N-79 -゚W 0.22 （0.14） 0.09 0.08 0.16 8.82 円形 箱形 単層 1 

77・78 2 Pit 1901 20R-1C24 Ⅳ N-47 -゚W 0.20 0.17 0.10 0.09 0.25 8.68 円形 箱形 レンズ状 1 

77 2 Pit 1902 20R-1C18 Ⅳ N-20 -゚W 0.28 0.23 0.19 0.14 0.14 8.77 楕円形 箱形 レンズ状 2 

77 2 Pit 1903 20R-1C18 Ⅳ N-32 -゚E 0.24 0.22 0.15 0.12 0.10 8.80 円形 台形 レンズ状 2 

77 2 Pit 1904 20R-1C18 Ⅳ N-29 -゚E 0.37 0.35 0.20 0.15 0.14 8.76 円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1905 19R-10D16 >SD2045 Ⅳ N-52 -゚W 0.29 0.25 0.17 0.12 0.15 8.88 方形 皿形 水平 2 

78 2 Pit 1906 19R-10D11 >SD2045 Ⅳ N-35 -゚E 0.24 0.20 0.12 0.11 0.22 8.83 楕円形 皿形 水平 2 

77・79 2 Pit 1907 20R-1B24 Ⅳ N-85 -゚W 0.22 0.20 0.09 0.09 0.20 8.67 円形 箱形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1908 20R-2C21 Ⅳ N-39 -゚E 0.21 0.20 0.11 0.08 0.18 8.69 円形 箱形 単層 1 

79 2 Pit 1909 20R-3C2 Ⅳ N-17 -゚E 0.18 0.16 0.09 0.05 0.16 8.80 楕円形 階段形 レンズ状 2 
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75・77・117 2 Pit 1910 19R-10B17 Ⅳ N-90ﾟ 0.34 0.32 0.26 0.19 0.13 8.75 円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1911 20R-2B8 >SD2154 Ⅳ N-10 -゚E 0.29 0.23 0.13 0.11 0.26 8.62 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1912 20R-2B7 Ⅳ N-84 -゚W 0.23 0.20 0.14 0.12 0.17 8.71 円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1913 20R-2B7
<Pit1914，>SD2093，
Pit1915

Ⅳ N-68 -゚E 0.37 0.31 0.23 0.16 0.18 8.70 長方形 皿形 − −

77・79 2 Pit 1914 20R-2B7 >SD2093，Pit1913 Ⅳ N-51 -゚W 0.35 0.34 0.10 0.07 0.23 8.64 円形 階段形 − −

77・79 2 Pit 1915 20R-2B7 >Pit1913 Ⅳ N-48 -゚E 0.15 0.10 0.09 0.07 0.09 8.79 （楕円形） 皿形 − −

77・79 2 Pit 1916 20R-2B7 <Pit1917 Ⅳ N-46 -゚E 0.27 （0.20）（0.10）（0.10） 0.17 8.70 円形 半円形 水平 3 

77・79 2 Pit 1917 20R-2B7・12 >Pit1916 Ⅳ N-71 -゚E 0.20 0.20 0.10 0.09 0.15 8.73 円形 半円形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1918 20R-2B12 Ⅳ N-14 -゚W 0.23 0.15 0.13 0.09 0.13 8.75 楕円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1919 20R-2B12 >SD2093 Ⅳ N-87 -゚E 0.21 0.21 0.13 0.10 0.31 8.58 円形 箱形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1920 20R-2B11 Ⅳ N-29 -゚E 0.16 0.16 0.10 0.07 0.15 8.76 円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1921 20R-2B11・12 Ⅳ N-55 -゚W 0.23 0.19 0.15 0.11 0.14 8.78 長方形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1922 20R-2B16 Ⅳ N-78 -゚E 0.20 0.15 0.10 0.07 0.14 8.74 楕円形 皿形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1923 20R-2B16 Ⅳ N-51 -゚W 0.18 0.17 0.10 0.07 0.12 8.75 円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1924 20R-2B16 Ⅳ N-86 -゚W 0.34 0.22 0.14 0.13 0.37 8.51 楕円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1925 20R-2A20 <Pit1926 Ⅳ N-46 -゚E 0.31 （0.24） 0.20 0.15 0.18 8.69 円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1926 20R-2A20 >Pit1925 Ⅳ N-54 -゚E 0.35 0.28 0.18 0.13 0.20 8.67 楕円形 台形 レンズ状 2 

77・79 2 Pit 1927 20R-2A20 Ⅳ N-78 -゚E 0.41 0.23 0.28 0.10 0.24 8.60 楕円形 皿形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1928 20R-2A20 Ⅳ N-71 -゚E 0.18 0.16 0.09 0.07 0.19 8.66 円形 半円形 単層 1 

79 2 Pit 1929 20R-2A25 Ⅳ N-47 -゚W 0.28 0.21 0.21 0.08 0.15 8.73 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1930 20R-2B14 >SD2096 Ⅳ N-22 -゚W 0.27 0.21 0.21 0.10 0.20 8.69 楕円形 台形 レンズ状 2 

79 2 Pit 1931 20R-2C21 >SD2102 Ⅳ N-73 -゚E 0.21 0.19 0.10 0.07 0.21 8.75 楕円形 U字形 レンズ状 2 

75 2 Pit 1933 19R-9A20 >SD1999 Ⅳ N-37 -゚W 0.37 0.30 0.21 0.14 0.21 8.75 楕円形 皿形 水平 2 

75 2 Pit 1934 19R-9A20 >SD33 中世 Ⅳ N-12 -゚W 0.19 0.18 0.11 0.10 0.19 8.78 円形 箱形 レンズ状 2 

75 2 Pit 1935 19R-9A20 >SD1999 Ⅳ N-49 -゚E 0.36 0.28 0.22 0.20 0.20 8.78 楕円形 箱形 水平 2 

75 2 Pit 1936 19R-9A20 >SD1999 Ⅳ N-89 -゚W 0.32 0.30 0.18 0.16 0.23 8.74 円形 台形 レンズ状 2 

75 2 Pit 1937 19R-9A19 Ⅳ N-61 -゚E 0.17 0.12 0.07 0.07 0.27 8.69 円形 台形 単層 1 

75 2 Pit 1938 19R-10A3 >SD2003 Ⅳ N-15 -゚W 0.26 0.21 0.16 0.10 0.25 8.62 楕円形 台形 単層 1 

75 2 Pit 1939 19R-10A3 >Pit1940 Ⅳ N-44 -゚E 0.22 0.19 0.10 0.10 0.19 8.68 楕円形 箱形 単層 1 

75 2 Pit 1940 19R-10A3 <Pit1939 Ⅳ N-6 -゚E 0.24 0.20 0.12 0.12 0.24 8.63 楕円形 箱形 単層 1 

75・77 2 Pit 1941 19R-10A25 Ⅳ N-52 -゚W 0.38 0.33 0.20 0.10 0.26 8.65 楕円形 台形 水平 2 

75・77 2 Pit 1942 19R-10A25 Ⅳ N-18 -゚W 0.34 0.30 0.18 0.09 0.24 8.66 円形 台形 単層 1 

77 2 Pit 1943 20R-1A10 Ⅳ N-3 -゚W 0.33 0.29 0.12 0.06 0.27 8.58 円形 台形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 1944 19R-10C6 <SD33 Ⅳ N-7 -゚E 0.52 0.51 0.29 0.28 0.21 8.82 円形 皿形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 1945 19R-10B23 <Pit1946 Ⅳ N-59 -゚W 0.43 0.32 0.10 （0.09） 0.32 8.51 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 1946 19R-10B23 <Pit1945 Ⅳ N-35 -゚W 0.20 0.15 0.10 0.04 0.18 8.66 楕円形 U字形 単層 1 

77 2 Pit 1947 20R-1B3 Ⅳ N-61 -゚E 0.29 0.28 0.09 0.08 0.40 8.49 円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1948 20R-2B8 >Pit1949 Ⅳ N-52 -゚W 0.22 0.20 0.09 0.08 0.25 8.62 円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1949 20R-2B8 <Pit1948 Ⅳ N-47 -゚E 0.38 0.32 0.16 0.15 0.19 8.69 楕円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 1950 20R-2B13 <Pit1884，>SD2095 Ⅳ N-86 -゚E 0.33 （0.20） 0.15 0.13 0.26 8.63 楕円形 台形 レンズ状 3 

79・80 2 Pit 1951 20R-2D25 Ⅳ N-8 -゚E 0.33 0.27 0.15 0.12 0.26 8.72 楕円形 半円形 単層 1 

76 2 Pit 1952 19R-9C12 <SD32 Ⅳ N-76 -゚E 0.26 0.23 0.10 0.10 0.16 8.94 方形 台形 − −

77・79 2 Pit 1953 20R-2B1 <Pit1954 Ⅳ N-25 -゚E 0.29 （0.17） 0.12 0.09 0.21 8.65 楕円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 1954 20R-2B1 >Pit1953 Ⅳ N-2 -゚W 0.20 0.10 0.17 0.09 0.16 8.69 円形 台形 レンズ状 2 

75・77 2 Pit 1955 19R-10A9・10 >SD2000 Ⅳ N-2 -゚E 0.34 0.31 0.19 0.15 0.19 8.68 円形 皿形 単層 1 

75・77・109 136 167c 2 Pit 1956 19R-10A15 >Pit1957 Ⅳ N-70 -゚W 0.20 （0.16） 0.10 0.07 0.14 8.75 楕円形 皿形 単層 1 

75・77・109 136 167c 2 Pit 1957 19R-10A15 <Pit1956 Ⅳ N-37 -゚E 0.25 0.22 0.10 0.09 0.16 8.73 円形 皿形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 1958 19R-10B12 <Pit1959 Ⅳ N-32 -゚E 0.39 （0.27） 0.22 （0.17） 0.16 8.79 楕円形 皿形 単層 1 

75・76・77 2 Pit 1959 19R-10B12 >Pit1958 Ⅳ N-58 -゚W 0.33 0.28 0.17 0.15 0.15 8.80 楕円形 半円形 単層 1 

75・77 2 Pit 1960 19R-10A24 >Pit1961 Ⅳ N-64 -゚W 0.35 0.30 0.14 0.13 0.16 8.72 楕円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 1961 19R-10A24・25 <Pit1960 Ⅳ N-4 -゚W 0.23 （0.17）（0.14） 0.07 0.16 8.72 楕円形 台形 単層 1 

79・80 2 Pit 1962 20R-2D24 Ⅳ N-82 -゚W 0.19 0.17 0.12 0.07 0.08 8.92 楕円形 台形 単層 1 

79・80 2 Pit 1963 20R-2D23 Ⅳ N-14 -゚W 0.17 0.16 0.09 0.09 0.13 8.86 円形 半円形 単層 1 

78 2 Pit 1964 20R-1E3 >SD2085 Ⅳ N-39 -゚E 0.51 0.43 0.09 0.07 0.37 8.74 楕円形 階段形 レンズ状 2 

78 2 Pit 1965 20R-1F1・6 >SD2090 Ⅳ N-44 -゚W 0.29 0.27 0.08 0.06 0.22 8.87 楕円形 箱形 単層 1 

78 2 Pit 1966 20R-1F1 >SD2090 Ⅳ N-47 -゚W 0.32 0.27 0.21 0.18 0.21 8.87 方形 台形 単層 1 
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78 2 Pit 1967 20R-1F11 >SD2090 Ⅳ N-44 -゚E 0.32 0.29 0.12 0.09 0.61 8.44 方形 台形 水平 2 

78 2 Pit 1968 20R-1F11 >SD2090 Ⅳ N-32 -゚W 0.24 0.20 0.10 0.09 0.17 8.87 円形 U字形 単層 1 

78・80 2 Pit 1969 20R-1F21・22 >SD2089 Ⅳ N-40 -゚W 0.33 0.31 0.17 0.13 0.35 8.73 円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1970 20R-1F24 Ⅳ N-34 -゚E 0.39 0.32 0.20 0.18 0.53 8.60 楕円形 U字形 レンズ状 2 

78・80 2 Pit 1971 20R-1G16 Ⅳ N-29 -゚W 0.27 0.21 0.10 0.06 0.28 8.81 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 1972 20R-1G12 Ⅳ N-5 -゚W 0.30 0.24 0.18 0.14 0.10 9.04 楕円形 皿形 − −

80 2 Pit 1973 20R-1G24 Ⅳ N-67 -゚E 0.34 0.26 0.19 0.10 0.30 8.86 楕円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 1974 20R-2G3 Ⅳ N-19 -゚W 0.28 0.25 0.15 0.14 0.23 8.91 円形 U字形 単層 1 

78・80 2 Pit 1975 20R-1G16・17 Ⅳ N-53 -゚W 0.30 0.27 0.10 0.13 0.25 8.89 円形 U字形 単層 1 

80 2 Pit 1976 20R-2F8 Ⅳ N-19 -゚W 0.45 0.41 0.23 0.21 0.42 8.70 円形 U字形 ブロック状 3 

80 2 Pit 1977 20R-2F3 <Pit1978 Ⅳ N-11 -゚E 0.20 0.19 0.09 0.06 0.16 8.94 円形 U字形 単層 1 

80 2 Pit 1978 20R-2F2・3 <Pit1496・1977 Ⅳ N-17 -゚W 0.36 0.25 0.17 0.09 0.15 8.95 楕円形 皿形 レンズ状 2 

80 2 Pit 1979 20R-2F5 <Pit944，>Pit1980 Ⅳ N-32 -゚W （0.34） 0.29 0.26 0.18 0.06 9.06 楕円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1980 20R-2F5 <Pit1979 Ⅳ N-60 -゚W 0.40 （0.30） 0.24 0.22 0.07 9.04 円形 皿形 単層 1 

80 2 Pit 1981 20R-2F9 >SD2126 Ⅳ N-44 -゚E 0.24 0.22 0.09 0.07 0.34 8.79 円形 台形 単層 1 

77 2 Pit 1982 20R-1B5 <Pit259 Ⅳ N-3 -゚E 0.28 0.26 0.15 0.14 0.19 8.77 円形 台形 レンズ状 2 

74・76 2 Pit 1983 19R-8C20・25 <SD55 Ⅳ N-18 -゚W （0.17） 0.19 （0.13） 0.14 0.10 8.95 円形 箱形 単層 1 

76・78 2 Pit 2049 19R-10D6 Ⅳ N-86 -゚E 0.29 0.27 0.19 0.18 0.13 8.94 円形 皿形 レンズ状 2 

77 2 Pit 2051 20R-1C17 <SD2056，>Pit2052 古代 Ⅳ N-43 -゚E 0.30 0.26 0.15 0.14 0.09 8.78 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 2052 20R-1C17 <SD2056，Pit2051 古代 Ⅳ N-40 -゚E （0.26）（0.25） 0.12 0.09 0.12 8.76 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 2053 20R-1C3・4 Ⅳ N-44 -゚E 0.49 0.42 0.29 0.23 0.12 8.86 楕円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 2054 20R-1C11 >SD2057，Pit2055 Ⅳ N-66 -゚W 0.29 0.28 0.13 0.10 0.15 8.74 円形 皿形 単層 1 

77 2 Pit 2055 20R-1C11 <Pit2054，>SD2057 Ⅳ N-57 -゚W 0.63 （0.21） 0.15 0.14 0.18 8.71 （楕円形）（皿形） 単層 1 

76・78 2 Pit 2063 19R-10E3 Ⅳ N-85 -゚W 0.28 0.25 0.16 0.14 0.15 8.97 円形 箱形 単層 1 

76・78 2 Pit 2064 19R-10E13 <SK784，>SD2080 Ⅳ N-24 -゚E 0.37 0.35 0.23 0.21 0.14 8.95 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 2065 19R-10E19 <Pit740，>SD2080 Ⅳ N-8 -゚W （0.30） 0.28 0.22 0.14 0.13 8.95 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 2066 19R-10E25 >SD2121 Ⅳ N-41 -゚W 0.30 0.27 0.14 0.11 0.10 8.98 方形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 2067 19R-10E25，20R-1E5 >SD2121 Ⅳ N-75 -゚W 0.54 0.40 0.31 0.20 0.12 8.95 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 2068 20R-1E5 >SD2121 Ⅳ N-70 -゚E 0.31 0.24 0.16 0.12 0.08 8.99 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 2069 20R-1E5 >SD2121 Ⅳ N-37 -゚E 0.33 0.24 0.17 0.11 0.10 8.97 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 2070 20R-1E10 >SD2121 Ⅳ N-46 -゚E 0.34 0.24 0.17 0.13 0.17 8.89 楕円形 箱形 単層 1 

78 2 Pit 2071 20R-1E10 >SD2121 Ⅳ N-14 -゚E 0.44 0.32 0.28 0.17 0.14 8.92 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 2072 20R-1E15 >SD2121 Ⅳ N-64 -゚W 0.28 0.23 0.16 0.10 0.13 8.91 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 2073 20R-1E9・10 Ⅳ N-30 -゚W 0.50 0.36 0.33 0.17 0.27 8.78 長方形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 2074 20R-1E3・4 >SD2085 Ⅳ N-46 -゚E 0.33 0.27 0.18 0.11 0.11 8.96 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 2075 20R-1E4・9 >SD2085 Ⅳ N-15 -゚W 0.23 0.21 0.09 0.09 0.11 8.95 楕円形 皿形 レンズ状 2 

78 2 Pit 2076 20R-1E9 >SD2085 Ⅳ N-43 -゚W 0.27 0.21 0.14 0.12 0.08 8.98 楕円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 2077 20R-1E8 >SD2086 Ⅳ N-69 -゚E 0.28 0.25 0.16 0.12 0.11 8.95 円形 皿形 単層 1 

75・77 2 Pit 2082 19Q-10J17 <SD2016 Ⅳ N-0 -゚S （0.35）（0.30）（0.19）（0.15） 0.31 8.44 円形 半円形 単層 1 

79 2 Pit 2109 20R-3B5 >SD2098 Ⅳ N-60 -゚W 0.46 0.38 0.34 0.22 0.12 8.85 楕円形 階段形 単層 1 

79 2 Pit 2110 20R-3C1 >SD2100 Ⅳ N-26 -゚W 0.26 0.25 0.14 0.14 0.14 8.83 円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 2111 20R-3C1 >SD2100，Pit2112 Ⅳ N-20 -゚W 0.40 0.37 0.16 0.16 0.21 8.76 円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 2112 20R-3C1 <Pit2111，>SD2100 Ⅳ N-7 -゚W 0.26 （0.15） 0.17 0.08 0.12 8.85 楕円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 2113 20R-3C1 >SD2101 Ⅳ N-0 -゚S 0.32 0.30 0.12 0.12 0.19 8.77 円形 U字形 単層 1 

79 2 Pit 2114 20R-3C6 >SD2100 Ⅳ N-36 -゚W 0.34 0.29 0.27 0.20 0.05 8.89 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 2115 20R-3C6 >SD2101 Ⅳ N-34 -゚E 0.31 0.27 0.23 0.17 0.12 8.83 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 2116 20R-3C7 >SD2102・2144 Ⅳ N-10 -゚W 0.35 0.24 0.26 0.18 0.10 8.87 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 2117 20R-3C7 >SD2102・2144 Ⅳ N-33 -゚W 0.23 0.20 0.13 0.13 0.14 8.83 円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 2118 20R-3C7 >SD2103 Ⅳ N-24 -゚W 0.36 0.27 0.16 0.09 0.18 8.79 楕円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 2119 20R-2C22・23 <Pit1686・1687，>SD2105 Ⅳ N-41 -゚E （0.30） 0.29 0.15 0.11 0.19 8.74 楕円形 台形 単層 1 

77・79 2 Pit 2120 20R-2B19 >SD2097 Ⅳ N-90ﾟ 0.24 0.22 0.13 0.13 0.13 8.79 円形 箱形 単層 1 

78 2 Pit 2122 20R-1F13 Ⅳ N-26 -゚W 0.25 0.22 0.13 0.10 0.13 8.90 楕円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 2123 20R-2F4 Ⅳ N-7 -゚E 0.34 0.27 0.16 0.13 0.25 8.84 楕円形 半円形 − −

80 2 Pit 2124 20R-2F9 <Pit2125，>SD2126 Ⅳ N-53 -゚E 0.27 （0.14） 0.13 （0.06） 0.30 8.81 円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 2125 20R-2F9 >SD2126，Pit2124 Ⅳ N-60 -゚E 0.35 0.34 0.16 0.13 0.09 9.02 円形 台形 単層 1 

80 2 Pit 2127 20R-2F14 >SD2126，>Pit972 Ⅳ N-87 -゚E 0.65 0.55 0.44 0.35 0.13 8.97 円形 皿形 単層 1 

78 2 Pit 2140 20R-1D13 <Pit1429・2141，>SD2129 Ⅳ N-72 -゚E 0.30 （0.24） 0.15 （0.12） 0.09 8.91 （楕円形）（皿形） − −
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78・80 2 Pit 2141 20R-1D13 >SD2129，Pit2140 Ⅳ N-42 -゚E 0.38 0.30 0.19 0.17 0.10 8.91 長方形 皿形 − −

80 2 Pit 2142 20R-1E16 >SD2135 Ⅳ N-58 -゚W 0.40 0.33 0.19 0.14 0.15 8.90 楕円形 皿形 単層 1 

79・80 2 Pit 2143 20R-2D15・20 <Pit1385 Ⅳ N-25 -゚W 0.27 0.24 0.20 0.13 0.35 8.67 楕円形 台形 レンズ状 2 

77・79・96
109・
110

74 2 Pit 2149 20R-2B3 >SK2148，>SD2154・2155 Ⅳ N-58 -゚E 0.37 0.28 0.16 0.12 0.26 8.62 楕円形 U字形 単層 1 

77・79・96 2 Pit 2150 20R-2B3 >SK2148 Ⅳ N-15 -゚W 0.19 0.14 0.06 0.05 0.11 8.58 円形 箱形 単層 1 

79 2 Pit 2151 20R-3B24 >SD2146 Ⅳ N-17 -゚W 0.34 0.32 0.15 0.12 0.22 8.60 円形 台形 単層 1 

79 2 Pit 2152 20R-3B24 >SD2146 Ⅳ N-41 -゚W 0.30 0.30 0.10 0.08 0.17 8.73 円形 皿形 単層 1 

79 2 Pit 2153 20R-3B24 >SD2146 Ⅳ N-71 -゚E 0.26 0.25 0.13 0.10 0.16 8.72 円形 皿形 単層 1 

77・79 2 Pit 2156 20R-1B22 >SD2093 Ⅳ N-50 -゚E 0.22 0.17 0.14 0.12 0.28 8.62 楕円形 台形 単層 1 

78・80・104 121 103A 2 Pit 2166 20R-1F19 >SD1000 中世 Ⅳ N-1 -゚E 0.32 0.29 0.22 0.10 0.07 9.02 楕円形 皿形 − −

114・115
139・
140

1 3 SK 13 20Q-8H24 >Pit151・152、<Pit111 Ⅳ N-56 -゚W 0.71 0.57 （0.48） 0.31 0.22 8.58 楕円形 皿形 レンズ状 3

114・115
139・
140

A・2 3 SK 14 20Q-8H23・24 >Pit113・114・150 中世 Ⅲb N-66 -゚W 0.91 （0.58） 0.70 （0.47） 0.14 8.64 楕円形 皿形 レンズ状 4

114・115 140 3 3 SK 58 20Q-9H15 <SX64 中世 Ⅲ N-47 -゚E （0.36） 0.18 （0.36） 0.15 0.10 8.82 − 皿形 レンズ状 2 

114・116 140 4 3 SK 63 20Q-9I11 >Pit148 Ⅳ N-50 -゚E 0.61 0.51 0.39 0.35 0.22 8.68 楕円形 皿形 レンズ状 3 

114・116 140 5 3 SK 68 20Q-9H10
>Pit67・115、<Pit69・123・
124・125

Ⅳ N-24 -゚E 0.84 0.58 0.44 0.20 0.34 8.56 楕円形 皿形 レンズ状 5 

114・116 141 6 3 SX 43 19P-9I14・15・20 >Pit42 Ⅳa N-45 -゚W （3.56）（0.82）（3.30）（0.72） 0.16 8.58 − 台形 単層 1 

114・115 140 3 3 SX 64 20Q-9H15 >SK58 中世 Ⅲ N-51 -゚W 0.64 （0.10） 0.20 （0.07） 0.25 8.70 − 皿形 レンズ状 3 

114・116 141 7 3 SX 74 20Q-9H9・10 >Pit75 Ⅳ N-51 -゚W 0.60 0.39 0.11 0.07 0.39 8.47 楕円形 台形 レンズ状 4 

114・116 141 8 3 SX 79 20Q-9H4・5・9・10
>Pit80・117、<Pit133・134・
135・136・137

Ⅳ N-15 -゚E 0.87 0.78 0.38 0.28 0.32 8.60 不整形 V字形 レンズ状 3 

114・116 141 9 3 SX 132 20Q-3D21 Ⅳ N-64 -゚E 0.87 0.60 0.13 0.07 0.15 8.65 楕円形 皿形 レンズ状 3 

114・117
141・
142

10 3 SD 98 20Q-4E23・24，20Q-5E3・4 Ⅳ N-4 -゚W （0.80） 0.56 （0.80） 0.40 0.12 8.66 − 皿形 単層 1 

114・117
141・
142

10 3 SD 99 20Q-4E23，20Q-5E3 Ⅳ N-8 -゚E （2.18） 0.70 （2.18） 0.53 0.10 8.66 − 皿形 単層 1 

114・117
141・
142

10 3 SD 100 20Q-4E23，20Q-5E2・3 Ⅳ N-9 -゚E （2.95） 0.68 （2.95） 0.54 0.10 8.70 − 皿形 単層 1 

114・117
141・
142

10 3 SD 101 20Q-4E22，20Q-5E2 <SD106 Ⅳ N-12 -゚E （2.40） 0.44 （2.40） 0.25 0.12 8.65 − 皿形 単層 1 

114・117
141・
142

10・11 3 SD 102
20Q-4E21・22，20Q-5E1・
2・6・7

Ⅳ N-3 -゚E （2.30） 0.77 （2.30） 0.49 0.15 8.63 − 皿形 単層 1 

114・117
141・
142

11・12 3 SD 103 20Q-4E21，20Q-5E1 Ⅳ N-17 -゚E （2.15） 0.41 （2.15） 0.24 0.12 8.68 − 皿形 単層 1 

114・117
141・
142

11・12 3 SD 104 20Q-4E21，20Q-5E1 Ⅳ N-19 -゚E （2.05） 0.32 （2.05） 0.17 0.11 8.70 − 皿形 単層 1 

114・117
141・
142

11・12 3 SD 105 20Q-4E21，20Q-5E1 <Pit19 Ⅳ N-18 -゚E （2.15） 0.48 （2.15） 0.28 0.10 8.70 − 皿形 単層 1 

114・117
141・
142

10 3 SD 106 20Q-4E22，20Q-5E2 >SD101 Ⅳ N-17 -゚E 1.67 （0.60）（1.47）（0.39） 0.13 8.66 − 皿形 単層 1 

114・117 142 13 3 SD 107 20Q-4D20・24・25 <Pit120・121 Ⅳ N-31 -゚E （1.90） 0.58 （1.90） 0.32 0.11 8.70 − 皿形 単層 1 

114・117 142 14 3 SD 109 20Q-4D9・14・19 <Pit122 Ⅳ N-14 -゚E （3.00） 0.53 （3.00） 0.35 0.10 8.72 − 皿形 単層 1 

114・117 142 14 3 SD 110 20Q-4D8・9・13・14・18 <Pit29 Ⅳ N-11 -゚E （3.40） 0.61 （3.40） 0.32 0.11 8.71 − 皿形 単層 1 

114・117 142 15 3 SD 119 20Q-4D25，20Q-4E16・21 <Pit17・18・19・92・93 Ⅳ N-28 -゚E （1.95） 0.61 （1.95） 0.27 0.13 8.67 − 皿形 単層 1 

114・117 142 16 3 SD 127 20Q-4D2・3・7・12・13・18 <Pit96 Ⅳ N-17 -゚W （7.05） 0.45 （7.05） 0.39 0.07 8.72 − 皿形 単層 1 

114・117 142 16・18 3 SD 128 20Q-4D12・17 <Pit95・97 Ⅳa N-12 -゚W （2.70） 0.82 （2.45） 0.66 0.08 8.69 − 皿形 単層 1 

114・117 142 17・18 3 SD 129 20Q-4D12・17 Ⅳa N-8 -゚E （2.22） 0.57 （2.00） 0.36 0.07 8.70 − 皿形 単層 1 

114・117 142 17・18 3 SD 130 20Q-4D2・6・7・11・12 Ⅳa N-22 -゚E （5.45） 0.74 （5.45） 0.39 0.05 8.70 − 皿形 単層 1 

114・117 142 17・18 3 SD 131
20Q-3D22，20Q-4D1・2・6・
11

Ⅳa N-26 -゚E （3.05） 0.80 （3.05） 0.45 0.05 8.69 − 皿形 単層 1 

114・117・118 143 19A・B 3 SN 1 20Q-9I6

>Pit85・88、<SK63，Pit2・3・
4・5・6・7・8・9・11・12・56・
72・80・81・87・89・116・
118・126

近世
以降

Ⅰb N-20 -゚W （36.15）（2.40）（36.15）（2.05） 0.72 8.22 − − レンズ状 18 

114 3 Pit 2 20Q-9H5 >SN1 近世 Ⅳ N-49 -゚W 0.34 0.22 0.22 0.10 0.14 8.53 楕円形 皿形 単層 1 

114 3 Pit 3 20Q-9H5 >SN1 近世 Ⅳ N-68 -゚E 0.26 0.20 0.09 0.06 0.20 8.48 楕円形 皿形 単層 1 

114 3 Pit 4 20Q-9H5 >SN1 近世 Ⅳ N-25 -゚W 0.22 0.18 0.10 0.06 0.26 8.37 円形 U字形 レンズ状 2 

114 3 Pit 5 20Q-9H5 >SN1 近世 Ⅳ N-44 -゚W 0.32 0.24 0.24 0.18 0.08 8.56 楕円形 皿形 単層 1 
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114 3 Pit 6 20Q-9H5 >SN1 近世 Ⅳ N-12 -゚E 0.29 0.25 0.12 0.10 0.06 8.56 方形 皿形 単層 1 

114 3 Pit 7 20Q-9H5 >SN1 近世 Ⅳ N-44 -゚E 0.18 0.17 0.10 0.08 0.05 8.58 円形 皿形 単層 1 

114 3 Pit 8 20Q-9H4 <Pit9・154，>SN1 近世 Ⅳ N-35 -゚E （0.12） 0.19 （0.08） 0.06 0.19 8.58 楕円形 U字形 レンズ状 3 

114 3 Pit 9 20Q-9H4 >SN1，Pit8 近世 Ⅳ N-13 -゚E 0.24 0.18 0.10 0.07 0.18 8.57 楕円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 10 20Q-8H24 Ⅳ N-33 -゚E 0.26 0.20 0.12 0.09 0.21 8.59 楕円形 台形 レンズ状 3 

114 3 Pit 11 20Q-8H24 >SN1 近世 Ⅳ N-35 -゚E 0.20 0.20 0.07 0.07 0.16 8.64 円形 皿形 単層 1 

114 3 Pit 12 20Q-8H25 >SN1 近世 Ⅳ N-5 -゚E 0.21 0.19 0.08 0.06 0.39 8.34 円形 U字形 レンズ状 3 

114 3 Pit 15 20Q-8H24 Ⅳ N-11 -゚W 0.30 0.22 0.18 0.09 0.11 8.69 長方形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 16 20Q-8H19 Ⅳ N-59 -゚E 0.21 0.19 0.08 0.06 0.09 8.69 円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 17 20Q-4D25 >SD119，Pit92 Ⅳ N-82 -゚W 0.36 0.33 0.14 0.09 0.36 8.47 円形 台形 レンズ状 2 

114 3 Pit 18 20Q-4D25 >SD119 Ⅳ N-49 -゚E 0.34 0.32 0.18 0.18 0.53 8.30 方形 台形 ブロック状 4 

114 3 Pit 19 20Q-4E21 <SD105，>SD119 Ⅳ N-79 -゚E （0.53） 0.40 （0.48） 0.26 0.10 8.74 （楕円形） 皿形 レンズ状 3 

114 3 Pit 23 20Q-4D20・25 Ⅳ N-53 -゚W 0.29 0.27 0.16 0.14 0.09 8.73 円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 25 20Q-4D19 >Pit26 Ⅳ N-18 -゚E 0.34 0.32 0.14 0.14 0.26 8.54 円形 台形 レンズ状 2 

114 3 Pit 26 20Q-4D19 <Pit25 Ⅳ N-16 -゚E 0.34 （0.20）（0.20）（0.12） 0.14 8.66 楕円形 台形 レンズ状 2 

114 3 Pit 27 20Q-4D19 Ⅳ N-26 -゚W 0.43 0.30 0.24 0.10 0.15 8.65 楕円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 28 20Q-4D14 Ⅳ N-28 -゚W 0.31 0.29 0.18 0.08 0.16 8.65 円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 29 20Q-4D13・14 >SD110 Ⅳ N-43 -゚E 0.32 0.28 0.14 0.14 0.16 8.66 楕円形 皿形 レンズ状 3 

114 3 Pit 30 20Q-4D13 Ⅳ N-72 -゚E 0.28 0.22 0.14 0.08 0.15 8.65 楕円形 台形 レンズ状 2 

114 3 Pit 31 20Q-4D13 Ⅳ N-45 -゚E 0.22 0.18 0.12 0.07 0.66 8.75 楕円形 皿形 単層 1 

114 3 Pit 32 19P-10J3 Ⅳ N-31 -゚W 0.35 0.30 0.18 0.18 0.09 8.66 円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 33 19P-9J22 Ⅳa N-60 -゚E （0.30） 0.18 （0.22） 0.10 0.07 8.67 楕円形 皿形 単層 1 

114 3 Pit 34 19P-9J21 <Pit35 Ⅳ N-65 -゚E （0.24） 0.24 （0.20） 0.16 0.12 8.64 方形 台形 単層 1 

114 3 Pit 35 19P-9J21 >Pit34 Ⅳa N-43 -゚W 0.26 （0.12） 0.17 （0.10） 0.11 8.64 楕円形 台形 単層 1 

114 3 Pit 36 19P-9J21 Ⅳa N-53 -゚E （0.28） 0.27 （0.12） 0.14 0.14 8.62 方形 台形 ブロック状 3 

114 3 Pit 37 19P-10J4 Ⅳ N-44 -゚E 0.60 0.46 0.40 0.24 0.11 8.68 菱形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 38 19P-9J16 Ⅳ N-38 -゚E 0.31 0.28 0.19 0.14 0.38 8.35 円形 台形 ブロック状 4 

114 3 Pit 39 19P-9J16 Ⅳ N-18 -゚E 0.23 0.21 0.12 0.12 0.10 8.61 円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 40 19P-9J16 Ⅳ N-35 -゚W 0.22 0.22 0.16 0.14 0.11 8.61 円形 台形 単層 1 

114・116 3 Pit 41 19P-9J11・16 Ⅳ N-29 -゚E 0.32 0.27 0.20 0.17 0.12 8.60 楕円形 皿形 単層 1 

114・116 141 6 3 Pit 42 19P-9I15 <SX43 Ⅳa N-43 -゚W 0.37 （0.20）（0.18） 0.16 0.14 8.57 方形 箱形 ブロック状 2 

114 3 Pit 44 19P-9I15 Ⅳ N-89 -゚E 0.27 0.22 0.14 0.08 0.11 8.63 楕円形 皿形 単層 1 

114 3 Pit 45 19P-9I3 Ⅳ N-55 -゚E 0.28 0.28 0.18 0.18 0.13 8.58 円形 台形 レンズ状 2 

114 3 Pit 46 19P-9I3 Ⅳ N-89 -゚W 0.19 0.18 0.14 0.08 0.10 8.61 円形 半円形 レンズ状 2 

114 3 Pit 47 19P-9I3 Ⅳ N-60 -゚E 0.24 0.24 0.16 0.10 0.12 8.58 楕円形 階段形 レンズ状 2 

114 3 Pit 48 19P-9I3・4 Ⅳ N-40 -゚W 0.22 0.22 0.10 0.10 0.11 8.59 円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 49 19P-8I23 Ⅳ N-52 -゚W 0.22 0.19 0.10 0.10 0.08 8.64 円形 皿形 単層 1 

114・115 E 3 Pit 50 19P-8I23 Ⅳa N-40 -゚W 0.34 （0.20） 0.21 （0.15） 0.09 8.65 （方形） 箱形 レンズ状 2 

114 3 Pit 51 19P-8I16・17 Ⅳa N-26 -゚W 0.26 （0.18） 0.16 （0.16） 0.06 8.69 （円形） 台形 単層 1 

114 3 Pit 52 19P-8I16・17 Ⅳ N-37 -゚W 0.24 0.20 0.13 0.09 0.13 8.62 楕円形 箱形 ブロック状 3 

114 3 Pit 53 19P-8I17 Ⅳ N-67 -゚W 0.22 0.18 0.14 0.09 0.08 8.66 楕円形 皿形 単層 1 

114 3 Pit 54 19P-8I17 Ⅳ N-65 -゚E 0.26 0.20 0.12 0.10 0.09 8.68 円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 56 20Q-9H5 >SN1 近世 Ⅳ N-10 -゚E 0.20 0.15 0.08 0.07 0.06 8.59 楕円形 皿形 単層 1 

114 3 Pit 59 20Q-9H15 中世 Ⅲ N-47 -゚E 0.20 （0.12） 0.13 （0.07） 0.26 8.21 方形 U字形 レンズ状 2 

114 3 Pit 60 20Q-9H15 Ⅳ N-52 -゚E 0.32 （0.11） 0.16 （0.06） 0.10 8.77 楕円形 台形 単層 1 

114 3 Pit 61 20Q-9I11 Ⅳ N-90ﾟ 0.22 0.20 0.12 0.10 0.22 8.65 円形 台形 レンズ状 2 

114 3 Pit 62 20Q-9I11 Ⅳ N-72 -゚E 0.29 0.22 0.14 0.10 0.36 8.53 方形 漏斗形 レンズ状 3 

114 3 Pit 65 20Q-9H15 Ⅳ N-60 -゚W 0.23 0.16 0.13 0.08 0.12 8.73 楕円形 台形 レンズ状 2 

114 3 Pit 66 20Q-9H15 Ⅳ N-44 -゚E 0.27 0.24 0.20 0.13 0.14 8.72 長方形 半円形 単層 1 

114・116 140 5 3 Pit 67 20Q-9H10 <SK68 Ⅳ N-57 -゚E （0.19） 0.18 0.10 0.04 0.13 8.72 長方形 皿形 単層 1 

114・116 3 Pit 69 20Q-9H10 >SK68，Pit124・125 Ⅳ N-29 -゚E 0.18 0.18 0.08 0.06 0.20 8.69 楕円形 U字形 レンズ状 2 

114・116 3 Pit 70 20Q-9H10 >Pit115 Ⅳ N-58 -゚W 0.29 0.28 0.14 0.14 0.16 8.70 楕円形 皿形 単層 1 

114 3 Pit 71 20Q-9H10 Ⅳ N-42 -゚W 0.33 0.32 0.18 0.14 0.37 8.51 円形 U字形 レンズ状 2 

114 3 Pit 72 20Q-9H10 >SN1 近世 Ⅳ N-5 -゚E 0.30 0.25 0.14 0.12 0.22 8.65 楕円形 U字形 単層 1 

114 3 Pit 73 20Q-9H9・10 Ⅳ N-70 -゚W 0.40 0.30 0.25 0.24 0.34 8.54 長方形 半円形 レンズ状 2 

114・116 3 Pit 75 20Q-9H10 <SX74 Ⅳ N-42 -゚W 0.29 0.29 0.13 0.12 0.25 8.63 楕円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 76 20Q-9H10 <Pit77 Ⅳ N-84 -゚W 0.38 （0.28） 0.25 （0.18） 0.13 8.73 楕円形 皿形 ブロック状 2 



別
　
　
　
表

2
5

5

図版No.
写真図版

No.
SP記号 区

遺構

グリッド 重複状況 時代 確認面 主軸方位

規模（m）
底面標高
（m）

形態

堆積状況 覆土
遺物
の

有無

遺物図面図
版No.

出土遺物
備考種別 番号

上端 下端
深度 平面 断面

長軸 短軸 長軸 短軸
114 3 Pit 77 20Q-9H10 >Pit76・78 Ⅳ N-27 -゚E 0.38 0.30 0.14 0.14 0.18 8.70 楕円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 78 20Q-9H10 <Pit77 Ⅳ N-29 -゚E 0.22 （0.10） − − 0.12 8.75 円形 半円形 レンズ状 2 

114 3 Pit 80 20Q-9H5 <SX79，>SN1 近世 Ⅳ N-42 -゚E （0.42） 0.30 0.13 0.06 0.25 8.64 不整形 （台形） レンズ状 3 

114 3 Pit 81 20Q-9H5 >SN1 近世 Ⅳ N-17 -゚E 0.21 0.20 0.09 0.09 0.30 8.54 円形 台形 レンズ状 2 

114 3 Pit 82 20Q-9H9 Ⅳ N-57 -゚E （0.38） 0.30 0.27 0.08 0.15 8.75 楕円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 83 20Q-9H9 Ⅳ N-14 -゚E 0.38 0.30 0.22 0.12 0.12 8.76 楕円形 皿形 単層 1 

114 3 Pit 84 20Q-9H4 中世 Ⅲ N-47 -゚E 0.18 （0.08） 0.10 （0.06） 0.10 8.82 円形 半円形 単層 1 

114 3 Pit 85 20Q-9H4・5 <SN1 Ⅳ N-34 -゚E （0.24） 0.27 0.18 0.08 0.20 8.69 楕円形 台形 レンズ状 3 

114 3 Pit 86 20Q-9H4 Ⅳ N-42 -゚E 0.24 （0.18） 0.10 0.09 0.08 8.80 楕円形 箱形 − −

114 3 Pit 87 20Q-9H4 >SN1 近世 Ⅳ N-45 -゚E 0.34 （0.14） 0.09 0.08 0.36 8.52 楕円形 漏斗形 − −

114 3 Pit 88 20Q-9H4 <SN1 Ⅳ N-47 -゚E （0.40）（0.20） 0.10 0.08 0.23 8.68 楕円形 漏斗形 レンズ状 3 

114 3 Pit 89 20Q-9H5 >SN1 近世 Ⅳ N-41 -゚W 0.25 0.20 0.07 0.06 0.28 8.55 円形 V字形 レンズ状 2 

114 3 Pit 90 20Q-9H15 Ⅳ N-13 -゚W 0.28 0.26 0.10 0.07 0.36 8.49 方形 U字形 レンズ状 2 

114 3 Pit 92 20Q-4D25 <Pit17，>SD119，Pit93 Ⅳ N-6 -゚E （0.24） 0.24 （0.10）（0.07） 0.18 8.65 楕円形 皿形 （レンズ状） 2 

114 3 Pit 93 20Q-4D25 <Pit17・92，>SD119 Ⅳ N-34 -゚W 0.30 （0.18） 0.17 （0.14） 0.15 8.67 楕円形 皿形 ブロック状 3 

114・117 18 3 Pit 95 20Q-4D18・23 >SD128 Ⅳa − （0.30）（0.26）（0.13）（0.12） 0.20 8.61 （楕円形） 皿形 レンズ状 3 

114 3 Pit 96 20Q-4D18 >SD127 Ⅳ N-60 -゚E 0.29 0.19 0.10 0.04 0.18 8.62 楕円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 97 20Q-4D17 >SD128 Ⅳ N-73 -゚W 0.23 0.18 0.08 0.04 0.15 8.64 楕円形 半円形 レンズ状 2 

114・115 3 Pit 111 20Q-8H24 >SK13 Ⅳ N-35 -゚E 0.20 0.18 0.06 0.06 0.26 8.544 円形 U字形 − −

114・115 139 A 3 Pit 112 20Q-8H23・24 >SK14 中世 Ⅲb N-44 -゚W （0.80）（0.40） − − 0.20 8.60 − 不整形 ブロック状 4 

114・115 3 Pit 113 20Q-8H24 <SK14 Ⅳ N-40 -゚W 0.29 0.20 0.19 0.10 0.14 8.56 楕円形 皿形 単層 1 

114・115 3 Pit 114 20Q-8H19 <SK14 Ⅳ N-37 -゚W 0.33 0.32 0.19 0.17 0.15 8.65 方形 皿形 レンズ状 3 

114・116 3 Pit 115 20Q-9H10 <SK68，Pit70 Ⅳ N-32 -゚E 0.41 0.32 0.10 0.08 0.37 8.50 楕円形 U字形 レンズ状 2 

114 3 Pit 116 20Q-9I6 >SN1 近世 Ⅳ N-57 -゚E 0.29 0.28 0.14 0.12 0.14 8.74 円形 皿形 単層 1 

114・116 3 Pit 117 20Q-9H9・10 <SX79 Ⅳ N-45 -゚E （0.34） 0.30 0.24 0.17 0.32 8.53 楕円形 台形 レンズ状 3 

114 3 Pit 118 20Q-9H10，20Q-9I6 >SN1 近世 Ⅳ N-33 -゚W 0.57 0.40 0.29 0.15 0.19 8.70 楕円形 皿形 レンズ状 3 

114 3 Pit 120 20Q-4D20 >SD107 Ⅳ N-29 -゚E 0.36 0.35 0.16 0.16 0.28 8.54 円形 台形 レンズ状 2 

114 3 Pit 121 20Q-4D20 >SD107 Ⅳ N-89 -゚W 0.26 0.22 0.12 0.10 0.11 8.71 円形 箱形 レンズ状 2 

114 3 Pit 122 20Q-4D14 >SD109 Ⅳ N-7 -゚E 0.30 0.24 0.14 0.10 0.13 8.67 楕円形 皿形 レンズ状 2 

114・116 140 5 3 Pit 123 20Q-9H10 >SK68 Ⅳ N-78 -゚W 0.35 0.27 0.17 0.16 0.42 8.44 楕円形 皿形 レンズ状 2 

114・116 3 Pit 124 20Q-9H10 >SK68 Ⅳ N-39 -゚E 0.18 0.17 0.08 0.08 0.21 8.45 円形 半円形 単層 1 

114・116 140 5 3 Pit 125 20Q-9H10 >SK68 Ⅳ N-38 -゚W （0.26） 0.22 0.13 0.09 0.45 8.35 楕円形 U字形 レンズ状 2 

114 3 Pit 126 20Q-9H5 >SN1 近世 Ⅳ N-53 -゚W 0.27 0.23 0.10 0.08 0.21 8.67 楕円形 台形 単層 1 

114・116 3 Pit 133 20Q-9H10 >SX79，Pit134 Ⅳ N-45 -゚W 0.19 0.18 0.10 0.08 0.24 8.62 円形 V字形 レンズ状 2 

114・116 3 Pit 134 20Q-9H10 <Pit133，>SX79 Ⅳ N-27 -゚E （0.12） 0.20 （0.08） 0.06 0.25 8.56 楕円形 皿形 レンズ状 3 

114・116 3 Pit 135 20Q-9H10 >SX79 Ⅳ N-33 -゚E 0.14 0.11 0.06 0.04 0.22 8.53 楕円形 半円形 単層 1 

114・116 141 8 3 Pit 136 20Q-9H10 >SX79 Ⅳ N-75 -゚W 0.12 0.12 0.06 0.06 0.15 8.54 円形 U字形 − −

114・116 141 8 3 Pit 137 20Q-9H10 >SX79 Ⅳ N-90ﾟ 0.20 0.19 0.10 0.08 0.24 8.49 円形 U字形 − −

114 3 Pit 138 19P-10J9 Ⅳ N-41 -゚E 0.24 0.22 0.17 0.12 0.12 8.66 楕円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 139 19P-9J22 Ⅳ N-16 -゚W 0.24 0.21 0.13 0.13 0.09 8.67 円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 140 19P-9J16・21 Ⅳ N-37 -゚E 0.32 0.28 0.18 0.14 0.23 8.53 楕円形 台形 レンズ状 2 

114 3 Pit 141 19P-9J17 Ⅳ N-38 -゚E 0.24 0.23 0.14 0.10 0.14 8.61 円形 台形 単層 1 

114・116 3 Pit 142 19P-9I15，19P-9J11 Ⅳ N-64 -゚W 0.27 0.25 0.16 0.10 0.12 8.61 円形 皿形 レンズ状 2 

114・116 3 Pit 143 19P-9I15 Ⅳ N-85 -゚W 0.27 0.22 0.16 0.11 0.11 8.62 楕円形 皿形 レンズ状 2 

114・116 3 Pit 144 19P-9I10・15 Ⅳ N-12 -゚E 0.26 0.22 0.16 0.11 0.11 8.60 不整形 台形 レンズ状 2 

114 3 Pit 145 19P-9I3 Ⅳ N-40 -゚E 0.20 0.19 0.09 0.06 0.21 8.51 円形 台形 レンズ状 2 

114 3 Pit 146 19P-8I22 Ⅳ N-45 -゚W 0.21 0.21 0.11 0.09 0.25 8.50 円形 半円形 単層 1 

114 3 Pit 147 19P-8I22 Ⅳ N-50 -゚E 0.23 0.20 0.12 0.10 0.11 8.65 円形 皿形 レンズ状 3 

114・116 140 4 3 Pit 148 20Q-9I11 <SK63 Ⅳ N-27 -゚E 0.26 0.20 0.12 0.09 0.25 8.55 楕円形 皿形 レンズ状 2 

114 3 Pit 149 20Q-4D8 Ⅳ N-7 -゚E 0.19 0.17 0.04 0.02 0.34 8.48 円形 U字形 レンズ状 2 

114・115 140 2 3 Pit 150 20Q-8H24・25 <SK14 Ⅳ N-38 -゚E 0.20 0.18 0.10 0.09 0.36 8.32 円形 U字形 単層 1 

114・115
139・
140

1 3 Pit 151 20Q-8H24 <SK13 Ⅳ N-37 -゚W 0.25 0.22 0.14 0.12 0.37 8.34 楕円形 U字形 − −

114・115
139・
140

1 3 Pit 152 20Q-8H24 <SK13 Ⅳ N-45 -゚W 0.22 0.20 0.10 0.10 0.16 8.51 長方形 U字形 − −

− 3 Pit 153 20Q-9H4 Ⅳ − （0.16） − （0.10） − 0.21 8.69 − V字形 − −

− 3 Pit 154 20Q-9H4 >Pit8 中世 Ⅲb − （0.57） − （0.25） − 0.55 8.38 − 皿形 − −
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120・121
145・
146

1 4 SE 81 19O-2J24・25，19O-3J4・5 <Pit78・79・80 Ⅳ N-47 -゚W （1.52） 1.58 0.53 0.49 0.95 7.75 円形 台形 レンズ状 10 

120・121 146 2 4 SK 5 19P-2B7 Ⅳ N-57 -゚W 0.91 0.55 0.13 0.10 0.22 8.62 不整形 台形 レンズ状 7 

120・121 146 3，4 4 SK 42 19P-2A22 Ⅳ N-18 -゚E （0.45）（0.21）（0.14）（0.13） 0.08 8.72 楕円形 皿形 レンズ状 3 

120・122 146 4 4 SK 45 19P-2A21 Ⅳ N-8 -゚E （0.42）（0.40）（0.34）（0.29） 0.10 8.69 不整形 皿形 レンズ状 3 

120・122
146・
147

5 4 SK 49 19P-2A21 >Pit120 Ⅳ N-63 -゚W （0.65） 0.38 0.13 0.11 0.23 8.43 楕円形 皿形 レンズ状 6 

120・122 147 6 4 SK 60 19O-3J11 Ⅳ N-80 -゚W 0.57 0.50 0.37 0.37 0.08 8.54 円形 皿形 レンズ状 2 

120・122 147 7 4 SK 61 19O-3I15 Ⅳ N-20 -゚E （0.70）（0.40）（0.39）（0.20） 0.13 8.49 楕円形 皿形 レンズ状 2 

120・122 147 8 4 SK 101 19O-4G19・20 中世 Ⅲ N-59 -゚E 0.71 （0.12） 0.42 （0.06） 0.18 8.36 − 皿形 レンズ状 2 

120・122 147 9 4 SX 21 19P-2A14・15 <Pit114 Ⅳ N-18 -゚E 0.65 0.40 0.16 0.10 0.14 8.67 不整形 皿形 ブロック状 3 有 粘土塊

120・122
147・
148

10 4 SX 32 19P-2A18 Ⅳ N-12 -゚E 0.68 0.50 0.19 0.07 0.13 8.67 楕円形 皿形 レンズ状 4 

120・122 148 11 4 SX 53 19O-3J7・12 Ⅳ N-35 -゚W （0.62） 0.55 0.38 0.21 0.05 8.56 不整形 皿形 レンズ状 2 

120・122 148 12 4 SX 63 19O-3I15・20 Ⅳ N-33 -゚W （0.33） 0.35 （0.25） 0.21 0.06 8.54 楕円形 皿形 レンズ状 2 

120・122 148 13 4 SX 84 19O-2J25，19O-3J5 Ⅳ N-55 -゚W 0.60 0.38 0.44 0.20 0.13 8.57 楕円形 皿形 レンズ状 3 

120・122 148 14 4 SX 106 19O-4G24 中世 Ⅲ N-59 -゚E 1.11 （0.23） 0.84 （0.12） 0.13 8.48 − 皿形 レンズ状 2 

120・122 149 15 4 SX 116 19P-2B6・13 <Pit118 中世 Ⅲ N-7 -゚W （0.61） 0.36 0.26 0.22 0.13 8.67 不整形 皿形 水平 6 

120・122 149 16A・B・C 4 SD 117 19O-7C4・5・8・9 中世 Ⅲb N-83 -゚W （7.00）（0.80）（6.80）（0.75） 0.26 8.09 − 皿形 水平 3 有 土師器/無台椀・長甕

120・122
145・
149

16C 4 SD 121 19O-7C8 <Pit119 Ⅳa N-32 -゚W （1.60）（0.57）（1.60） 0.23 0.28 8.16 − 皿形 レンズ状 5 

120・121 145 A 4 Pit 1 19P-2B7 Ⅳa N-35 -゚W （0.22） 0.25 （0.15） 0.12 0.17 8.68 長方形 台形 単層 1 

120・121 145 A 4 Pit 2 19P-2B7 <Pit3 Ⅳ N-34 -゚W （0.10） 0.26 （0.10） 0.13 0.07 8.77 長方形 半円形 単層 1 

120 4 Pit 3 19P-2B7 >Pit2・4 Ⅳ N-58 -゚E 0.40 0.24 0.25 0.10 0.16 8.69 不整形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 4 19P-2B7 <Pit3 Ⅳ N-16 -゚E （0.12）（0.10）（0.05）（0.02） 0.11 8.74 長方形 皿形 単層 1 

120 4 Pit 6 19P-2B7 Ⅳ N-32 -゚E （0.39）（0.32）（0.30）（0.22） 0.01 8.75 方形 階段形 レンズ状 3 

120 4 Pit 11 19P-2A10，19P-2B6 Ⅳ N-56 -゚E 0.26 0.20 0.14 0.08 0.12 8.71 楕円形 階段形 レンズ状 2 

120 4 Pit 12 19P-2B11 Ⅳ N-73 -゚W 0.36 0.21 0.28 0.12 0.09 8.72 楕円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 13 19P-2A15 >Pit14 Ⅳ N-25 -゚W （0.40） 0.45 （0.30） 0.34 0.11 8.71 円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 14 19P-2A15 <Pit13 Ⅳ N-65 -゚E （0.19） 0.16 （0.12） 0.10 0.06 8.76 楕円形 皿形 単層 1 

120 4 Pit 15 19P-2A15 Ⅳ N-65 -゚E 0.30 0.28 0.12 0.12 0.16 8.68 円形 台形 ブロック状 3 

120 4 Pit 16 19P-2A15 >Pit17 Ⅳ N-48 -゚W 0.30 0.24 0.10 0.08 0.16 8.67 楕円形 皿形 ブロック状 3 

120 4 Pit 17 19P-2A10 <Pit16 Ⅳ N-56 -゚W 0.28 （0.20） 0.20 （0.19） 0.05 8.78 円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 18 19P-2A10 Ⅳ N-84 -゚E 0.27 0.26 0.17 0.10 0.16 8.67 （円形） 半円形 レンズ状 2 

120 4 Pit 20 19P-2A10 Ⅳ N-40 -゚W （0.17） 0.23 0.08 0.06 0.15 8.68 （円形） 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 22 19P-2A14 Ⅳ N-50 -゚W 0.28 0.26 0.10 0.08 0.17 8.65 円形 半円形 単層 1 

120 4 Pit 23 19P-2A14 Ⅳ N-34 -゚W 0.22 0.22 0.12 0.10 0.11 8.72 円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 24 19P-2A14 >Pit25 Ⅳ N-34 -゚W 0.35 0.32 0.24 0.20 0.14 8.69 円形 台形 レンズ状 2 

120 4 Pit 25 19P-2A14 <Pit24 Ⅳ N-30 -゚W （0.16） 0.20 （0.10） 0.08 0.05 8.77 楕円形 皿形 単層 1 

120 4 Pit 26 19P-2A14 Ⅳ N-60 -゚E 0.20 0.20 0.10 0.10 0.06 8.78 円形 皿形 単層 1 

120 4 Pit 27 19P-2A14 <Pit28・108 Ⅳ N-30 -゚W （0.16） 0.24 （0.12） 0.18 0.06 8.77 楕円形 台形 単層 1 

120 4 Pit 28 19P-2A14 <Pit108，>Pit27 Ⅳ N-52 -゚E （0.23） 0.28 （0.17） 0.19 0.13 8.70 楕円形 皿形 単層 1 

120 4 Pit 29 19P-2A19 中世 Ⅲ N-43 -゚W （0.19） 0.18 （0.10） 0.13 0.10 8.72 楕円形 箱形 − −

120 4 Pit 31 19P-2A18 Ⅳ N-35 -゚W 0.48 0.25 0.27 0.14 0.14 8.67 長方形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 33 19P-2A18 Ⅳ N-55 -゚E 0.40 0.32 0.20 0.14 0.12 8.69 楕円形 階段形 レンズ状 2 

120 4 Pit 34 19P-2A17 Ⅳ N-77 -゚W 0.24 0.23 0.12 0.09 0.10 8.70 円形 半円形 レンズ状 2 

120 4 Pit 35 19P-2A17 Ⅳ N-59 -゚E 0.46 0.32 0.08 0.08 0.21 8.60 楕円形 階段形 レンズ状 3 

120 4 Pit 36 19P-2A22 Ⅳa N-58 -゚E 0.34 （0.14） 0.26 （0.10） 0.09 8.72 （長方形） 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 37 19P-2A17 Ⅳ N-63 -゚W 0.46 0.26 0.31 0.10 0.15 8.66 楕円形 皿形 レンズ状 3 

120 4 Pit 38 19P-2A17・22 Ⅳ N-32 -゚W 0.46 0.26 0.31 0.10 0.16 8.64 楕円形 階段形 レンズ状 3 

120 4 Pit 39 19P-2A17 Ⅳ N-74 -゚E 0.20 0.18 0.12 0.08 0.13 8.67 円形 半円形 レンズ状 2 

120 4 Pit 40 19P-2A17 Ⅳ N-15 -゚W 0.35 0.28 0.19 0.13 0.13 8.68 円形 皿形 レンズ状 3 

120 4 Pit 41 19P-2A17・22 Ⅳ N-55 -゚W 0.26 0.23 0.12 0.08 0.10 8.69 円形 皿形 単層 1 

120 4 Pit 43 19P-2A21・22 Ⅳ N-36 -゚W 0.28 0.23 0.12 0.09 0.14 8.65 円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 44 19P-2A21 Ⅳ N-10 -゚E 0.29 0.22 0.17 0.10 0.16 8.61 円形 皿形 レンズ状 3 

120 4 Pit 46 19P-2A21 Ⅳa N-84 -゚E （0.20）（0.14）（0.10）（0.08） 0.10 8.67 円形 半円形 レンズ状 2 

120 4 Pit 47 19P-2A21 Ⅳ N-76 -゚E 0.37 0.23 0.23 0.12 0.11 8.64 長方形 台形 レンズ状 2 

120 4 Pit 48 19P-2A21 Ⅳ N-38 -゚E 0.32 0.32 0.13 0.09 0.16 8.58 円形 皿形 レンズ状 2 
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図版No.
写真図版

No.
SP記号 区

遺構

グリッド 重複状況 時代 確認面 主軸方位

規模（m）
底面標高
（m）

形態

堆積状況 覆土
遺物
の

有無

遺物図面図
版No.

出土遺物
備考種別 番号

上端 下端
深度 平面 断面

長軸 短軸 長軸 短軸
120 4 Pit 50 19O-3J8 Ⅳ N-46 -゚E 0.25 0.22 0.14 0.14 0.11 8.54 円形 半円形 レンズ状 3 

120 4 Pit 51 19O-3J8 Ⅳ N-87 -゚W 0.32 0.31 0.19 0.18 0.12 8.52 円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 54 19O-3J17 Ⅳ N-5 -゚E 0.30 0.28 0.16 0.14 0.15 8.49 円形 箱形 レンズ状 3 

120 4 Pit 55 19O-3J7 >Pit56 Ⅳ N-18 -゚E 0.32 0.30 0.16 0.14 0.19 8.45 楕円形 皿形 単層 1 

120 4 Pit 56 19O-3J7 <Pit55 Ⅳ N-47 -゚W 0.24 （0.23） 0.18 0.16 0.11 8.53 長方形 皿形 単層 1 

120 4 Pit 57 19O-3J7 Ⅳ N-5 -゚E 0.30 0.21 0.14 0.10 0.15 8.49 楕円形 台形 レンズ状 2 

120 4 Pit 58 19O-3J7 Ⅳ N-0 -゚S 0.24 0.18 0.14 0.10 0.19 8.45 楕円形 皿形 単層 1 

120 4 Pit 59 19O-3J11 Ⅳ N-59 -゚E 0.36 0.29 0.22 0.17 0.14 8.48 楕円形 台形 レンズ状 2 

120 4 Pit 64 19O-3I15 Ⅳ N-71 -゚W 0.40 0.29 0.27 0.16 0.09 8.50 楕円形 皿形 レンズ状 3 

120 4 Pit 65 19O-3I22 Ⅳ N-88 -゚E 0.30 0.26 0.15 0.12 0.08 8.52 円形 皿形 レンズ状 3 

120 4 Pit 66 19O-3I22 Ⅳ N-11 -゚W 0.28 0.25 0.15 0.12 0.07 8.52 円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 67 19O-3I22 Ⅳ N-39 -゚E 0.31 0.21 0.19 0.12 0.07 8.52 楕円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 68 19O-3J8 Ⅳ N-17 -゚W 0.48 0.29 0.34 0.20 0.06 8.60 楕円形 皿形 単層 1 

120 4 Pit 69 19O-3J3・8 Ⅳ N-7 -゚E 0.49 0.36 0.21 0.20 0.15 8.51 楕円形 皿形 レンズ状 3 

120 4 Pit 70 19O-3J3 Ⅳ N-41 -゚W 0.34 0.30 0.16 0.16 0.13 8.53 円形 箱形 レンズ状 3 

120 4 Pit 71 19O-3J3・8 Ⅳ N-51 -゚W 0.30 0.30 0.22 0.16 0.07 8.59 円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 72 19O-3J3 Ⅳ N-42 -゚E 0.23 （0.16） 0.12 0.12 0.13 8.53 （方形） 台形 レンズ状 2 

120 4 Pit 73 19O-3J3・4 Ⅳ N-5 -゚W 0.32 0.29 0.16 0.12 0.10 8.58 円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 74 19O-3J3・4 Ⅳ N-13 -゚E 0.27 0.21 0.13 0.08 0.07 8.59 楕円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 75 19O-3J4 <Pit113 Ⅳ N-43 -゚W 0.30 （0.19） 0.10 0.09 0.16 8.52 円形 半円形 レンズ状 3 

120 4 Pit 76 19O-3J4 <Pit77，>Pit112 Ⅳ N-87 -゚W 0.46 （0.18） 0.32 （0.10） 0.05 8.61 楕円形 皿形 単層 1 

120 4 Pit 77 19O-3J4 >Pit76・112 Ⅳ N-52 -゚E 0.20 0.20 0.12 0.07 0.12 8.56 楕円形 半円形 単層 1 

120・121 4 Pit 78 19O-3J4 >SE81 Ⅳ N-23 -゚W 0.42 0.38 0.12 0.10 0.22 8.45 方形 台形 − −

120・121 4 Pit 79 19O-3J4 >SE81 Ⅳ N-19 -゚E 0.24 0.16 0.12 0.06 0.10 8.57 楕円形 半円形 レンズ状 3 

120・121 1 4 Pit 80 19O-3J4 >SE81 Ⅳ N-74 -゚W 0.30 0.30 0.17 0.16 0.16 8.52 楕円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 83 19O-3J5 Ⅳa N-48 -゚W （0.14） 0.24 （0.05） 0.14 0.09 8.62 円形 台形 レンズ状 2 

120・122 13 4 Pit 85 19O-2J25 Ⅳ N-48 -゚W 0.26 0.23 0.15 0.14 0.07 8.62 楕円形 皿形 単層 1 

120 4 Pit 86 19O-2J25 Ⅳ N-89 -゚W 0.40 0.22 0.10 0.08 0.10 8.62 楕円形 皿形 単層 1 

120 4 Pit 87 19O-2J25，19P-2A21 Ⅳ N-38 -゚W 0.30 0.23 0.18 0.16 0.15 8.59 楕円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 88 19P-2A13 Ⅳ N-52 -゚W 0.27 0.26 0.18 0.15 0.14 8.63 方形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 89 19P-2A13 Ⅳ N-31 -゚W 0.34 0.28 0.22 0.16 0.12 8.67 楕円形 台形 レンズ状 2 

120 4 Pit 90 19P-2A13 Ⅳ N-86 -゚W 0.30 0.26 0.10 0.10 0.22 8.58 方形 U字形 レンズ状 2 

120 4 Pit 91 19P-2A14 Ⅳ N-32 -゚W （0.11）（0.20）（0.10）（0.10） 0.15 8.65 （円形） U字形 単層 1 

120 4 Pit 93 19P-2A14 >Pit122 Ⅳ N-60 -゚E 0.26 0.18 0.08 0.06 0.18 8.63 長方形 階段形 レンズ状 2 

120 4 Pit 94 19P-2A10 Ⅳ N-30 -゚W （0.26） 0.35 （0.18） 0.25 0.12 8.69 方形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 95 19P-2B2 Ⅳ N-17 -゚W （0.24） 0.24 （0.20） 0.18 0.09 8.74 楕円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 97
19O-4G15・20，19O-4H11・
16

Ⅳ N-28 -゚E 0.28 0.22 0.17 0.16 0.07 8.46 円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 98 19O-4G15 Ⅳ N-51 -゚E 0.20 （0.10） 0.18 （0.06） 0.06 8.46 （円形） （皿形） 単層 1 

120 4 Pit 100 19O-4G20 Ⅳ N-36 -゚W （0.16） 0.26 （0.14） 0.12 0.42 8.09 （円形） U字形 単層 1 

120 4 Pit 102 19O-4G20 Ⅳ N-30 -゚W （0.24） 0.27 （0.18） 0.20 0.14 8.36 （円形） U字形 レンズ状 2 

120 4 Pit 103 19O-4G19 Ⅳ N-33 -゚W 0.26 0.21 0.04 0.03 0.18 8.32 円形 漏斗形 レンズ状 2 

120 4 Pit 104 19O-4G19 Ⅳ N-34 -゚W 0.26 0.22 0.10 0.10 0.25 8.25 （円形） 台形 レンズ状 2 

120 4 Pit 105 19O-4G19 中世 Ⅲ N-61 -゚E 0.29 （0.14） 0.17 （0.08） 0.06 8.45 楕円形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 107 19O-4G23 中世 Ⅲ N-32 -゚W （0.12） 0.22 （0.12） 0.12 0.19 8.37 （楕円形） U字形 単層 1 

120 4 Pit 108 19P-2A14 >Pit27・28 Ⅳ N-88 -゚E 0.30 0.24 0.14 0.10 0.17 8.66 楕円形 箱形 レンズ状 2 

120 4 Pit 109 19O-6D18 Ⅳ N-30 -゚W （0.18） 0.25 （0.16） 0.16 0.07 8.39 方形 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 110 19O-7D2 Ⅳ N-36 -゚W （0.12） 0.18 （0.07） 0.08 0.11 8.32 （楕円形） U字形 レンズ状 2 

120 4 Pit 111 19O-6E6 Ⅳ N-36 -゚W （0.12） 0.28 （0.08） 0.14 0.09 8.42 （円形） 皿形 レンズ状 2 

120 4 Pit 112 19O-3J4 <Pit76・77 Ⅳ N-36 -゚W 0.22 （0.07） 0.12 （0.04） 0.13 8.53 楕円形 皿形 − −

120 4 Pit 113 19O-3J4 >Pit75 Ⅳ N-41 -゚W 0.32 0.28 0.16 0.16 0.13 8.56 楕円形 半円形 レンズ状 2 

120 4 Pit 114 19P-2A14・15 >SX21 Ⅳ N-38 -゚W 0.30 0.21 0.14 0.10 0.31 8.51 楕円形 U字形 単層 1 

120・122 14 4 Pit 115 19O-4G24・25 中世 Ⅲ N-35 -゚W （0.09） 0.15 （0.06） 0.08 0.08 8.46 （円形） U字形 単層 1 

120 4 Pit 118 19P-2B6 >SX116 Ⅳ N-37 -゚W （0.22） 0.26 0.08 0.07 0.23 8.52 （楕円形） U字形 − −

120 4 Pit 119 19O-7C8 >SD121 Ⅳ N-35 -゚W 0.22 0.20 0.14 0.10 0.22 7.95 円形 U字形 − −

120 4 Pit 120 19P-2A21 <SK49 Ⅳ N-31 -゚W （0.19）（0.16）（0.11）（0.10） 0.11 8.64 円形 台形 単層 1 

120 4 Pit 122 19P-2A14 <Pit93 Ⅳ N-28 -゚W （0.14）（0.10） 0.08 0.04 0.09 8.71 （楕円形） 皿形 単層 1 
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別表 3　第 29次調査掘立柱建物計測表
SB1351
図版 
No.

15・16・
17・51

グリッド
4R-10A25，10B21・22，5R-1A5・
10，1B1・2・6

桁行 
（m）

2間 
（4.18）

梁行 
（m）

1間 
（2.32）

床面積 
（㎡）

− 時代 古代 構造 側柱 棟方向 東西 主軸方位 N-74°-E 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 475 0.29 0.21 0.13 0.09 0.17 7.84 楕円形 半円形 1 >Pit476 Pit 475 −   Pit  492 2.16 （桁）

Pit 492 0.43 0.29 0.14 0.10 0.15 7.82 方形〜楕円形 半円形 1 Pit 1322 −   Pit  500 2.16 （桁）

Pit 1322 0.24 0.22 0.20 0.11 0.36 7.55 円形 U字形 − <SD287 Pit 500 −   Pit  963 2.02 （桁）

Pit 500 0.26 0.25 0.21 0.18 0.39 7.66 円形 箱形 1 >SK283 Pit 475 −   Pit  1322 2.32 （梁）

Pit 963 0.25 0.25 0.16 0.13 0.26 7.68 円形 半円形 1 >SK283

SB1352
図版 
No.

15・16・
51

グリッド 5R-1A4・5・9・10，1B1・6
桁行 

（m）
2間 

（4.00）
梁行 

（m）
1間 

（1.82）
床面積 
（㎡）

7.09 時代 古代 構造 側柱 棟方向 東西 主軸方位 N-87°-E 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 442 0.34 0.27 0.11 0.11 0.36 7.73 楕円形 U字形 1 >Pit441 Pit 442 −   Pit  482 1.52 （桁）

Pit 482 0.42 0.37 0.25 0.22 0.22 7.83 円形 台形 2 >Pit716，<SK286 Pit 482 −   Pit  498 2.48 （桁）

Pit 498 0.31 0.24 0.16 0.13 0.11 7.88 楕円形 台形 1 Pit 448 −   Pit  474 1.68 （桁）

Pit 448 0.33 0.28 0.09 0.07 0.35 7.71 円形 階段形 3 Pit 474 −   Pit  505 2.24 （桁）

Pit 474 0.29 0.26 0.15 0.10 0.21 7.84 円形 台形 − Pit 442 −   Pit  448 1.76 （梁）

Pit 505 0.28 0.23 0.08 0.06 0.51 7.53 楕円形 U字形 1 >SD1331 Pit 498 −   Pit  505 1.82 （梁）

SB1353
図版 
No.

15・16・
51

グリッド 5R-1A9・13〜15・18〜20・24・25
桁行 

（m）
2間 

（4.09）
梁行 

（m）
1間 

（3.06）
床面積 
（㎡）

12.14 時代 古代 構造 側柱 棟方向 南北 主軸方位 N-13°-E 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 450 0.32 0.27 0.23 0.15 0.15 7.92 円形 箱形 2 Pit 450 −   Pit  464 2.98 （梁）

Pit 464 0.35 （0.30） 0.18 0.18 0.26 7.82 円形 台形 3 <Pit463 Pit 426 −   Pit  1323 3.06 （梁）

Pit 339 0.36 0.35 0.25 0.23 0.20 7.83 円形 台形 − Pit 450 −   Pit  339 1.78 （桁）

Pit 457 0.34 0.26 0.12 0.09 0.22 7.83 楕円形 皿形 1 >SD319，Pit458 Pit 339 −   Pit  426 2.17 （桁）

Pit 426 0.40 0.35 0.20 0.17 0.20 7.86 円形 半円形 1 Pit 464 −   Pit  457 1.88 （桁）

Pit 1323 （0.35）（0.33） 0.10 0.26 0.26 7.62 円形 V字形 1 <SK326 Pit 457 −   Pit  1323 2.21 （桁）

SB1354
図版 
No.

15・16・
52

グリッド 5R-1A12〜14・17〜20・23・24
桁行 

（m）
2間 

（4.50）
梁行 

（m）
1間 

（3.74）
床面積 
（㎡）

16.52 時代 古代 構造 側柱 棟方向 南北 主軸方位 N-38°-W 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 380 0.32 0.29 0.19 0.15 0.31 7.70 円形 箱形 1 Pit 380 −   Pit  333 3.60 （梁）

Pit 333 0.50 （0.47） 0.13 0.10 0.10 7.96 円形 階段形 2 <SK334 Pit 421 −   Pit  461 3.74 （梁）

Pit 424 0.28 0.25 0.11 0.10 0.36 7.68 円形 U字形 3 <SD317 Pit 380 −   Pit  424 1.78 （桁）

Pit 421 0.17 0.15 0.10 0.08 0.09 8.00 円形 半円形 2 Pit 424 −   Pit  421 2.72 （桁）

Pit 461 0.18 0.17 0.12 0.09 0.09 8.02 円形 台形 1 Pit 333 −   Pit  461 4.50 （桁）

SB1355
図版 
No.

15・16・
52

グリッド 5R-1A16・17・21・22，2A1・2
桁行 

（m）
2間 

（3.90）
梁行 

（m）
1間 

（2.80）
床面積 
（㎡）

10.48 時代 古代 構造 側柱 棟方向 南北 主軸方位 N-8°-W 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 619 0.29 0.29 0.15 0.13 0.25 7.75 円形 台形 1 Pit 619 −   Pit  385 2.63 （梁）

Pit 385 0.19 0.18 0.12 0.12 0.13 7.87 円形 台形 1 Pit 927 −   Pit  413 2.80 （梁）

Pit 393 （0.38） 0.32 0.15 0.15 0.59 7.42 円形 台形 3 Pit 619 −   Pit  393 1.74 （桁）

Pit 402 0.42 0.30 0.16 0.09 0.33 7.43 楕円形 台形 2 >Pit401，<Pit403 Pit 393 −   Pit  927 2.08 （桁）

Pit 927 （0.24） 0.28 0.23 0.17 0.41 7.64 円形 箱形 2 Pit 385 −   Pit  402 1.80 （桁）

Pit 413 0.26 0.25 0.15 0.14 0.19 7.88 円形 台形 2 Pit 402 −   Pit  413 2.10 （桁）

SB1356
図版 
No.

15・16・
17・53

グリッド 5R-1B11〜14・16〜19・21〜23
桁行 

（m）
2間 

（4.78）
梁行 

（m）
1間 

（2.82）
床面積 
（㎡）

13.24 時代 古代 構造 側柱 棟方向 東西 主軸方位 N-80°-E 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 512 0.33 0.29 0.16 0.15 0.37 7.73 円形 半円形 3 Pit 512 −   Pit  923 3.00 （桁）

Pit 923 （0.24）（0.23） 0.13 0.13 0.17 7.76 円形 U字形 2 <SD298 Pit 923 −   Pit  966 1.78 （桁）

Pit 966 （0.31）（0.18） 0.10 0.07 0.27 7.71 楕円形 U字形 1 <SX296，河1250 Pit 524 −   Pit  569 2.86 （桁）

Pit 524 0.35 0.33 0.15 0.11 0.21 7.95 円形 台形 3 >SD314 Pit 569 −   Pit  847 1.92 （桁）

Pit 569 0.28 0.26 0.13 0.13 0.26 7.88 円形 U字形 2 >SD290 Pit 512 −   Pit  524 2.72 （梁）

Pit 847 （0.28）（0.19） 0.18 0.11 0.15 7.86 楕円形 U字形 2 <SD289 Pit 966 −   Pit  847 2.82 （梁）

SB1357
図版 
No.

15・16・
17・53

グリッド
5R-1A20・25，1B16・17・21・22，
2A5，2B1・2

桁行 
（m）

2間 
（3.95）

梁行 
（m）

1間 
（3.32）

床面積 
（㎡）

12.75 時代 古代 構造 側柱 棟方向 東西 主軸方位 N-83°-E 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 460 0.33 0.26 0.17 0.15 0.36 7.74 楕円形 台形 2 Pit 460 −   Pit  520 2.28 （桁）

Pit 520 0.30 0.28 0.10 0.04 0.41 7.76 円形 箱形 2 Pit 520 −   Pit  541 1.43 （桁）

Pit 541 0.23 0.22 0.12 0.08 0.33 7.82 円形 U字形 2 Pit 587 −   Pit  535 2.20 （桁）

Pit 518 0.26 0.25 0.09 0.08 0.21 7.94 円形 V字形 2 >SD319 Pit 535 −   Pit  526 1.75 （桁）

Pit 587 0.43 0.27 0.31 0.16 0.26 7.91 楕円形 台形 4 >SK321 Pit 460 −   Pit  518 1.84 （梁）

Pit 535 0.35 0.32 0.19 0.18 0.60 7.57 円形 U字形 3 Pit 518 −   Pit  587 1.50 （梁）

Pit 526 0.27 0.23 0.13 0.13 0.46 7.72 円形 U字形 2 Pit 541 −   Pit  526 3.32 （梁）
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SB1358
図版 
No.

15・16・
17・54

グリッド 5R-1B18・19・23・24，2B3
桁行 

（m）
2間 

（2.60）
梁行 

（m）
1間 

（2.30）
床面積 
（㎡）

5.83 時代 古代 構造 側柱 棟方向 南北 主軸方位 N-15°-W 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 568 0.35 0.31 0.22 0.18 0.50 7.65 円形 箱形 1 >SD290 Pit 568 −   Pit  848 2.28 （梁）

Pit 848 （0.25）（0.22） 0.13 0.10 0.16 7.74 円形 U字形 1 <SD289 Pit 574 −   Pit  586 2.30 （梁）

Pit 571 0.30 0.30 0.13 0.11 0.35 7.81 円形 台形 1 >SD290，SD298 Pit 568 −   Pit  571 1.42 （桁）

Pit 585 0.26 0.25 0.10 0.07 0.22 7.94 円形 台形 1 Pit 571 −   Pit  574 1.18 （桁）

Pit 574 0.31 0.27 0.13 0.13 0.46 7.70 円形 台形 2 >SD298，Pit575 Pit 848 −   Pit  585 1.42 （桁）

Pit 586 0.24 0.23 0.13 0.07 0.21 7.89 円形 台形 3 >SD305 Pit 585 −   Pit  586 1.07 （桁）

SB1359
図版 
No.

15・16・
18・54

グリッド 5R-2A3・4・7〜9・12・13
桁行 

（m）
2間 

（3.77）
梁行 

（m）
1間 

（1.94）
床面積 
（㎡）

7.13 時代 古代 構造 側柱 棟方向 東西 主軸方位 N-64°-E 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 713 （0.26）（0.19） 0.09 0.06 0.36 7.59 楕円形 U字形 − <SD358 Pit 713 −   Pit  668 2.22 （桁）

Pit 668 0.35 0.34 0.17 0.16 0.46 7.79 円形 台形 1 >Pit669，<Pit667 Pit 668 −   Pit  419 1.55 （桁）

Pit 419 0.26 0.22 0.14 0.11 0.63 7.50 円形 U字形 1 Pit 661 −   Pit  634 2.46 （桁）

Pit 661 0.47 0.39 0.17 0.07 0.41 7.63 楕円形 台形 1 >SD931，<SD358 Pit 634 −   Pit  1244 1.20 （桁）

Pit 634 0.33 0.31 0.15 0.12 0.41 7.74 円形 V字形 1 Pit 713 −   Pit  661 1.94 （梁）

Pit 1244 （0.30）（0.30） 0.18 0.10 0.63 7.47 円形 箱形 3 <SK357 Pit 419 −   Pit  1244 1.90 （梁）

SB1360
図版 
No.

16・18・
54

グリッド
5Q-2J15・20，5R-2A6・11・12・16・
17・21・22

桁行 
（m）

2間 
（3.92）

梁行 
（m）

1間 
（3.56）

床面積 
（㎡）

− 時代 古代 構造 側柱 棟方向 南北 主軸方位 N-29°-W 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 658 0.40 0.22 0.21 0.10 0.32 7.71 楕円形 U字形 1 Pit 658 −   Pit  624 3.56 （梁）

Pit 624 0.25 0.20 0.14 0.12 0.20 7.86 楕円形 台形 2 Pit 658 −   Pit  660 2.40 （桁）

Pit 660 0.33 0.27 0.21 0.16 0.66 7.30 楕円形 U字形 1 Pit 624 −   Pit  626 3.92 （桁）

Pit 626 0.24 0.23 0.13 0.10 0.19 7.79 円形 台形 2

SB1361
図版 
No.

20・55 グリッド 5Q-5J8〜10・12〜15・17〜20・23
桁行 

（m）
2間 

（5.65）
梁行 

（m）
1間 

（4.16）
床面積 
（㎡）

22.89 時代 中世 構造 側柱 棟方向 南北 主軸方位 N-59°-W 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 209 0.42 0.36 0.21 0.15 0.41 7.44 円形 台形 2 Pit 209 −   Pit  252 5.46 （桁）

Pit 252 0.31 0.26 0.14 0.14 0.41 7.39 円形 U字形 2 Pit 222 −   Pit  265 5.65 （桁）

Pit 222 0.30 0.30 0.17 0.15 0.25 7.57 円形 V字形 2 Pit 209 −   Pit  222 4.08 （梁）

Pit 265 0.24 0.24 0.18 0.15 0.33 7.49 円形 U字形 1 Pit 252 −   Pit  265 4.16 （梁）

SB1362
図版 
No.

18・19・
55

グリッド 5R-3A24・25，4A4・5・10，4B1
桁行 

（m）
2間 

（3.16）
梁行 

（m）
1間 

（2.08）
床面積 
（㎡）

6.32 時代 不明 構造 側柱 棟方向 東西 主軸方位 N-61°-W 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 1177 0.30 0.23 0.17 0.13 0.19 7.84 楕円形 台形 2 Pit 1177 −   Pit  1178 1.28 （桁）

Pit 1178 0.32 0.31 0.18 0.16 0.36 7.74 円形 U字形 3 Pit 1178 −   Pit  857 1.76 （桁）

Pit 857 0.28 0.22 0.10 0.07 0.27 7.76 円形 V字形 2 >SD694 Pit 1172 −   Pit  1243 3.16 （桁）

Pit 1172 0.37 0.37 0.29 0.13 0.32 7.70 楕円形 箱形 3 >SD1010，Pit1171 Pit 1177 −   Pit  1172 2.08 （梁）

Pit 1243 0.24 0.22 0.11 0.10 0.31 7.72 円形 U字形 1 >SD1016，Pit1096 Pit 857 −   Pit  1243 2.00 （梁）

SB1363
図版 
No.

19・20・
56

グリッド 5R-4A20・25，4B11・16・17・21
桁行 

（m）
2間 

（3.20）
梁行 

（m）
1間 

（2.28）
床面積 
（㎡）

7.00 時代 不明 構造 側柱 棟方向 東西 主軸方位 N-31°-E 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 1052 0.22 0.18 0.11 0.11 0.15 7.85 円形 U字形 2 >SD1016 Pit 1052 −   Pit  910 2.28 （梁）

Pit 910 0.31 0.29 0.15 0.12 0.43 7.59 円形 台形 2 Pit 1022 −   Pit  1014 2.16 （梁）

Pit 1048 0.24 0.21 0.09 0.08 0.53 7.48 円形 V字形 2 >SD1015 Pit 1052 −   Pit  1048 1.45 （桁）

Pit 917 0.23 0.22 0.12 0.09 0.15 7.87 円形 皿形 2 >SD1016 Pit 1048 −   Pit  1022 1.66 （桁）

Pit 1022 0.30 0.30 0.08 0.07 0.26 7.70 円形 漏斗形 1 Pit 910 −   Pit  917 1.54 （桁）

Pit 1014 （0.26）（0.20）（0.12）（0.09） 0.19 7.81 楕円形 台形 2 Pit 917 −   Pit  1014 1.66 （桁）

SB1364
図版 
No.

19・56 グリッド 5R-3B22・23，4B2・3・7・8
桁行 

（m）
2間 

（3.28）
梁行 

（m）
1間 

（2.30）
床面積 
（㎡）

7.27 時代 不明 構造 側柱 棟方向 南北 主軸方位 N-7°-W 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 1221 0.37 0.28 0.05 0.05 0.32 7.72 楕円形 V字形 2 Pit 1221 −   Pit  701 2.30 （梁）

Pit 701 0.30 0.28 0.14 0.13 0.16 7.87 円形 半円形 2 Pit 1211 −   Pit  888 2.16 （梁）

Pit 1223 0.22 0.21 0.14 0.13 0.13 7.97 円形 台形 2 Pit 1221 −   Pit  1211 3.28 （桁）

Pit 1211 0.41 0.41 0.18 0.15 0.36 7.74 円形 台形 3 Pit 701 −   Pit  1223 1.84 （桁）

Pit 888 0.37 0.35 0.21 0.17 0.15 7.92 円形 半円形 3 Pit 1223 −   Pit  888 1.40 （桁）
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別表 4　第 31次調査掘立柱建物計測表

2区 SB2167
図版 
No.

77・109 グリッド
19R-10A15・20，10B6・7・11〜14・
16〜19・21〜23

桁行 
（m）

2間 
（6.62）

梁行 
（m）

2間 
（4.24）

床面積 
（㎡）

27.55 時代 中世 構造 側柱 棟方向 東西 主軸方位 N-61°-W

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱　間　（m）
備考上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 444 0.41 0.27 0.21 0.18 0.17 8.47 楕円形 箱形 1 >SD217 Pit 444 − 　Pit  610 3.20 （桁）

Pit 610 0.48 0.43 0.17 0.13 0.57 8.40 楕円形 階段形 2 Pit 610 − 　Pit  220 3.30 （桁）

Pit 220 0.45 0.37 0.12 0.08 0.47 8.52 楕円形 台形 1 >P219 Pit 374 − 　Pit  378 3.52 （桁）

Pit 372 0.46 0.43 0.17 0.14 0.62 8.28 楕円形 半円形 1 >P371 Pit 378 − 　Pit  392 3.10 （桁）

Pit 599 0.31 0.27 0.17 0.13 0.14 8.74 円形 台形 1 Pit 444 − 　Pit  372 1.82 （梁）

Pit 374 0.40 0.35 0.20 0.15 0.47 8.43 楕円形 柱痕 4 >SD376 Pit 372 − 　Pit  374 2.42 （梁）

Pit 378 0.45 0.42 0.23 0.20 0.20 8.69 楕円形 皿形 2 >P380 Pit 220 − 　Pit  599 2.20 （梁）

Pit 392 0.41 0.35 0.23 0.15 0.42 8.48 楕円形 台形 1 Pit 599 − 　Pit  392 1.96 （梁）

2 区 SB2168
図版 
No.

75・110 グリッド 19R-9A13・14・18・21・22，10A2
桁行 

（m）
3間 

（6.08）
梁行 

（m）
−

床面積 
（㎡）

− 時代 中世 構造 − 棟方向 南北 主軸方位 N-35°-W

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱　間　（m）
備考上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 485 0.32 0.31 0.14 0.11 0.38 8.50 円形 台形 1 >SD2005 Pit 485 − 　Pit  472 1.82 

Pit 472 0.30 0.29 0.13 0.11 0.39 8.53 円形 U字形 1 Pit 472 − 　Pit  474 2.30 

Pit 474 0.25 0.24 0.14 0.14 0.29 8.65 方形 半円形 1 Pit 474 − 　Pit  475 1.96 

Pit 475 0.26 0.12 0.14 0.14 0.40 8.52 （円形） U字形 1 <SD1

2 区 SB2169
図版 
No.

76・78・
110

グリッド
19R-9D15・20・25，9E6・11〜13・
16〜19・21〜24，10E2・3

桁行 
（m）

3間 
（7.44）

梁行 
（m）

2間 
（5.00）

床面積 
（㎡）

35.16 時代 中世 構造 側柱 棟方向 東西 主軸方位 N-62°-W

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱　間　（m）
備考上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 117 0.38 0.34 0.23 0.15 0.24 8.80 楕円形 台形 3 Pit 117 − 　Pit  105 1.68 （桁）

Pit 105 0.21 0.21 0.12 0.11 0.21 8.88 楕円形 皿形 1 Pit 105 − 　Pit  111 1.74 （桁）

Pit 111 0.30 0.29 0.13 0.09 0.28 8.81 楕円形 皿形 3 Pit 111 − 　Pit  668 3.70 （桁）

Pit 668 0.39 0.27 0.12 0.10 0.68 8.72 長方形 階段状 1 >P667 Pit 153 − 　Pit  134 1.42 （桁）

Pit 119 0.35 0.32 0.20 0.17 0.47 8.62 楕円形 台形 1 Pit 134 − 　Pit  669 1.82 （桁）

Pit 1490 0.35 0.34 0.18 0.16 0.37 8.76 円形 台形 1 Pit 669 − 　Pit  686 4.20 （桁）

Pit 153 0.32 0.28 0.05 0.04 0.38 8.75 円形 半円状 1 Pit 117 − 　Pit  119 1.82 （梁）

Pit 134 0.38 0.34 0.11 0.09 0.54 8.61 楕円形 階段状 2 Pit 119 − 　Pit  153 2.84 （梁）

Pit 669 0.42 0.34 0.19 0.17 0.49 8.63 楕円形 台形 1 Pit 668 − 　Pit  1490 2.54 （梁）

Pit 686 0.37 0.35 0.19 0.15 0.58 8.57 円形 U字形 1 Pit 1490 − 　Pit  686 2.46 （梁）

SB1365
図版 
No.

19・56 グリッド 5R-4B8〜10・13〜15
桁行 

（m）
2間 

（3.10）
梁行 

（m）
1間 

（1.75）
床面積 
（㎡）

（5.43） 時代 不明 構造 側柱 棟方向 東西 主軸方位 N-85°-E 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 890 0.23 0.18 0.10 0.07 0.10 8.00 楕円形 半円形 1 Pit 890 −   Pit  886 1.46 （桁）

Pit 886 0.25 0.23 0.10 0.09 0.22 7.88 円形 台形 2 Pit 886 −   Pit  875 1.64 （桁）

Pit 875 0.22 0.20 0.13 0.12 0.09 7.99 円形 半円形 2 Pit 897 −   Pit  884 1.40 （桁）

Pit 897 0.28 0.24 0.17 0.15 0.30 7.81 円形 台形 3 Pit 890 −   Pit  897 1.75 （梁）

Pit 884 （0.29）（0.21） 0.16 0.11 0.25 7.84 楕円形 U字形 2

SB1366
図版 
No.

19・57 グリッド 5R-3C8・12〜15・17〜20
桁行 

（m）
2間 

（5.26）
梁行 

（m）
1間 

（2.30）
床面積 
（㎡）

11.87 時代 中世 構造 側柱 棟方向 東西 主軸方位 N-70°-W 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 785 0.39 0.33 0.18 0.17 0.46 7.68 円形 U字形 2 Pit 785 −   Pit  799 2.52 （桁）

Pit 799 0.35 0.31 0.12 0.07 0.75 7.48 円形 U字形 3 Pit 799 −   Pit  828 2.72 （桁）

Pit 828 0.30 0.25 0.08 0.07 0.32 7.97 円形 台形 3 Pit 783 −   Pit  808 2.44 （桁）

Pit 783 0.69 0.56 0.41 0.33 0.31 7.87 楕円形 半円形 7 >SD776 Pit 808 −   Pit  981 2.82 （桁）

Pit 808 0.24 （0.12） 0.09 0.06 0.36 7.85 円形 V字形 2 Pit 785 −   Pit  783 2.30 （梁）

Pit 981 （0.25）（0.28）（0.20）（0.18） 0.55 7.75 楕円形 台形 2 >SD825，<SK1332 Pit 828 −   Pit  981 2.22 （梁）

SB1367
図版 
No.

19・57 グリッド
5R-3C10・14・15・19・20・24，
3D6・11・16

桁行 
（m）

2間 
（4.28）

梁行 
（m）

1間 
（3.62）

床面積 
（㎡）

− 時代 不明 構造 側柱 棟方向 南北 主軸方位 N-9°-W 備考

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 797 0.37 0.33 0.15 0.12 0.37 7.84 円形 台形 3 Pit 797 −   Pit  1297 3.62 （梁）

Pit 1297 （0.29）（0.27） 0.14 0.14 0.40 7.73 円形 箱形 − <SK836 Pit 797 −   Pit  813 2.16 （桁）

Pit 813 0.26 0.25 0.18 0.17 0.24 7.99 円形 U字形 2 Pit 1297 −   Pit  849 2.28 （桁）

Pit 849 0.34 （0.26） 0.13 0.12 0.55 7.79 楕円形 箱形 2 >Pit1202 Pit 813 −   Pit  819 2.12 （桁）

Pit 819 0.30 0.26 0.17 0.15 0.59 7.62 円形 U字形 3
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2 区 SB2170
図版 
No.

78・111 グリッド
19R-9E21，10D5・10・15，10E1〜3・
6〜9・11〜14・17〜19

桁行 
（m）

3間 
（8.12）

梁行 
（m）

2間 
（4.60）

床面積 
（㎡）

36.65 時代 中世 構造 側柱 棟方向 東西 主軸方位 N-54°-W

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱　間　（m）
備考上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 670 0.25 0.19 0.10 0.08 0.20 8.95 楕円形 皿形 1 >SK671 Pit 670 − 　Pit  1552 3.02 （桁）

Pit 1552 0.25 0.14 0.09 0.09 0.19 8.95 円形 U字形 1 Pit 1552 − 　Pit  701 2.42 （桁）

SK 701 0.92 0.45 0.64 0.22 0.15 8.90 楕円形 皿形 2 >SK702，SD2078 Pit 701 − 　Pit  709 2.62 （桁）

Pit 709 0.42 0.36 0.16 0.15 0.30 8.82 楕円形 台形 2 >SD2078，Pit708 Pit 1712 − 　Pit  719 3.38 （桁）

Pit 676 0.35 0.28 0.17 0.13 0.58 8.54 楕円形 台形 1 Pit 719 − 　Pit  728 2.60 （桁）

Pit 1473 0.39 0.36 0.19 0.20 0.38 8.72 円形 階段状 3 >SD2079 Pit 728 − 　Pit  735 2.14 （桁）

Pit 1712 0.25 0.23 0.14 0.09 0.24 8.85 円形 U字形 1 Pit 670 − 　Pit  676 1.82 （梁）

Pit 719 0.30 0.27 0.15 0.12 0.21 8.91 楕円形 半円形 1 Pit 676 − 　Pit  1712 2.70 （梁）

Pit 728 0.37 0.32 0.21 0.18 0.19 8.92 楕円形 台形 2 Pit 709 − 　Pit  1473 2.22 （梁）

Pit 735 0.44 0.32 0.14 0.09 0.59 8.49 長方形 V字状 2 Pit 1473 − 　Pit  735 2.38 （梁）

2 区 SB2171

図版 
No.

80・111 グリッド
20R-2E5・10・14・15・19・20・25，
2F1〜3・6〜9・11〜13・16〜18・21
〜23

桁行 
（m）

4間 
（7.06）

梁行 
（m）

3間 
（7.64）

床面積 
（㎡）

52.75 時代 中世 構造 総柱片面廂 棟方向 東西 主軸方位 N-72°-W

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱　間　（m）
上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値 計測Pit名 計測値

Pit 1036 0.34 0.30 0.20 0.14 0.67 8.38 楕円形 台形 1 Pit 1036 − Pit 1032 1.54 （桁） Pit 1029 − Pit 1132 2.62 （梁）

Pit 1032 0.55 0.46 0.19 0.15 0.56 8.50 楕円形 台形 3 >SD2090 Pit 1032 − Pit 1511 2.02 （桁） Pit 1132 − Pit 1137 1.80 （梁）

Pit 1511 0.60 0.46 0.36 0.18 0.44 8.65 楕円形 台形 1 Pit 1511 − Pit 965 1.90 （桁） Pit 1511 − Pit 1097 3.16 （梁）

Pit 965 0.65 0.64 0.13 0.12 0.57 8.56 円形 階段形 1 Pit 965 − Pit 966 1.58 （桁） Pit 1097 − Pit 1128 2.74 （梁）

Pit 966 0.65 0.53 0.20 0.12 0.71 8.43 楕円形 階段形 2 >Pit967 Pit 1042 − Pit 1029 1.54 （桁） Pit 1128 − Pit 1133 1.74 （梁）

Pit 1042 0.34 0.26 0.16 0.16 0.58 8.46 楕円形 箱形 2 <Pit1043 Pit 1029 − Pit 1097 1.86 （桁） Pit 965 − Pit 1539 3.20 （梁）

Pit 1029 0.36 0.35 0.20 0.19 0.54 8.54 円形 台形 2 Pit 1097 − Pit 1539 1.96 （桁） Pit 966 − Pit 997 3.38 （梁）

Pit 1097 0.57 0.53 0.25 0.16 0.50 8.59 方形 階段形 2 >Pit1098 Pit 1539 − Pit 997 1.58 （桁） Pit 997 − Pit 1110 2.56 （梁）

Pit 1539 0.37 0.31 0.22 0.16 0.68 8.44 楕円形 U字形 − Pit 1141 − Pit 1132 1.90 （桁） Pit 1110 − Pit 1113 1.58 （梁）

Pit 997 0.44 0.40 0.11 0.09 0.74 8.41 円形 台形 2 >SD1538 Pit 1132 − Pit 1128 1.70 （桁）
備考

Pit 1141 0.41 0.40 0.21 0.15 0.50 8.56 円形 台形 2 Pit 1128 − Pit 1110 3.36 （桁）

Pit 1132 0.33 0.31 0.17 0.15 0.36 8.68 楕円形 台形 1 Pit 1143 − Pit 1137 2.00 （桁）　　　　　身舎　4×2間
　　　　　面積　40.80㎡Pit 1128 0.46 0.36 0.12 0.11 0.59 8.48 楕円形 台形 2 Pit 1137 − Pit 1133 1.66 （桁）

Pit 1110 0.46 0.43 0.23 0.20 0.62 8.51 円形 台形 2 Pit 1133 − Pit 1122 1.80 （桁）

Pit 1143 0.37 （0.27） 0.14 0.12 0.50 8.55 楕円形 U字形 2 Pit 1122 − Pit 1113 1.64 （桁）

Pit 1137 （0.38）（0.22） 0.09 （0.06） 0.52 8.54 長方形 台形 1 <SK1138 Pit 1036 − Pit 1042 3.10 （梁）

Pit 1133 0.15 0.13 0.08 0.06 0.43 8.57 円形 台形 2 Pit 1042 − Pit 1141 2.66 （梁）

Pit 1122 0.30 0.28 0.12 0.12 0.39 8.73 円形 台形 2 Pit 1141 − Pit 1143 1.70 （梁）

Pit 1113 0.29 0.21 0.17 0.10 0.31 8.80 楕円形 箱形 2 Pit 1032 − Pit 1029 3.16 （梁）

2 区 SB2172
図版 
No.

80・112 グリッド
20R-1F17・22〜24，2F2〜4・7〜9・
13

桁行 
（m）

2間 
（5.38）

梁行 
（m）

2間 
（4.02）

床面積 
（㎡）

20.82 時代 中世 構造 側柱 棟方向 南北 主軸方位 N-20°-E

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱　間　（m）
備考上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 826 0.48 0.43 0.25 0.18 0.44 8.63 円形 台形 1 >Pit825 Pit 826 − 　Pit  952 2.02 （梁）

Pit 952 0.53 0.44 0.18 0.17 0.70 8.40 長方形 階段形 3 Pit 952 − 　Pit  948 1.86 （梁）

Pit 948 0.42 0.37 0.16 0.15 0.50 8.61 楕円形 台形 2 >Pit949 Pit 1025 − 　Pit  1010 2.04 （梁）

Pit 962 0.41 0.38 0.16 0.09 0.45 8.63 円形 階段形 2 >Pit963 Pit 1010 − 　Pit  971 1.98 （梁）

Pit 947 0.56 0.48 0.26 0.26 0.48 8.65 円形 階段形 2 Pit 826 − 　Pit  962 2.40 （桁）

Pit 1025 0.37 0.36 0.20 0.17 0.44 8.65 円形 台形 2
>SD2090，

Pit1023，Pit1024
Pit 962 − 　Pit  1025 2.98 （桁）

Pit 1010 0.34 0.34 0.14 0.14 0.32 8.80 円形 半円形 1 Pit 948 − 　Pit  947 2.32 （桁）

Pit 971 0.46 0.35 0.16 0.11 0.56 8.57 楕円形 階段形 1 Pit 947 − 　Pit  971 2.84 （桁）

2 区 SB2173
図版 
No.

80・111 グリッド 20R-2F10，2G1・2・6・7・11・12
桁行 

（m）
2間 

（3.40）
梁行 

（m）
1間 

（2.78）
床面積 
（㎡）

9.26 時代 中世 構造 側柱 棟方向 南北 主軸方位 N-20°-E

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
備考上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 941 0.35 0.34 0.20 0.14 0.60 8.48 円形 U字形 1 <Pit940 Pit 941 − 　Pit  918 2.78 （梁）

Pit 918 0.40 0.31 0.17 0.14 0.60 8.56 円形 箱形 1 Pit 933 − 　Pit  926 2.70 （梁）

Pit 935 0.35 0.30 0.12 0.10 0.55 8.53 円形 箱形 2 Pit 941 − 　Pit  935 1.54 （桁）

Pit 923 0.37 0.30 0.18 0.15 0.57 8.57 円形 U字形 1 >Pit922 Pit 935 − 　Pit  933 1.86 （桁）

Pit 933 0.31 0.30 0.15 0.12 0.55 8.58 円形 台形 1 >Pit934 Pit 918 − 　Pit  923 1.44 （桁）

Pit 926 0.50 0.35 0.17 0.16 0.44 8.70 楕円形 台形 2 >Pit927 Pit 923 − 　Pit  926 1.92 （桁）

2 区 SB2174
図版 
No.

80・112 グリッド
20R-3E13・14・18〜20・23・24，
4E3・3F16

桁行 
（m）

−
梁行 

（m）
−

床面積 
（㎡）

− 時代 中世 構造 − 棟方向 − 主軸方位 −

Pit番号

規　　模　（m） 底面 
標高 

（m）

形　　態
覆土 柱痕 重複関係

柱間（m）
備考上　端 下　端

深度
長軸 短軸 長軸 短軸 平面 断面 計測Pit名 計測値

Pit 1222 0.40 0.32 0.21 0.10 0.34 8.69 円形 台形 2 Pit 1222 −   Pit  1224 1.74 

Pit 1224 0.40 0.35 0.12 0.11 0.47 8.53 円形 台形 3 Pit 1224 −   Pit  1228 2.46 

Pit 1228 0.32 （0.16） 0.09 0.06 0.38 8.56 楕円形 U字形 2 >SD1124，Pit1127 Pit 1222 −   Pit  1716 1.64 

Pit 1716 0.35 0.30 0.24 0.15 0.43 8.50 長方形 台形 1 Pit 1716 −   Pit  1719 1.62 

Pit 1719 0.30 0.30 0.20 0.18 0.15 8.59 円形 箱形 1 >SN1014 Pit 1719 −   Pit  1721 0.90

Pit 1721 0.34 0.34 0.23 0.22 0.24 8.44 円形 箱形 − >SN1014
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凡例	 1	 出土位置	 遺構名・グリッド名を記した。
	 2	 器　　種	 第Ⅴ章に記した。
	 3	 法　　量	 口径・底径・器高を示す。括弧付の数値は遺存率の低いものである。
	 4	 径高指数	 器高/口径×100
	 5	 底径指数	 底径/口径×100
	 6	 胎　　土	 胎土中に含まれる鉱物・小礫等について記した。｢石｣は石英粒、｢長｣は長石粒、｢雲｣は金雲母あるいは黒雲母、
	 	 	 ｢チ｣はチャート、｢焼｣は焼土粒、｢白｣は白色凝灰石、｢角｣は角閃石、｢海｣は海棉骨針を表す。

別表 5　第 29・31次調査出土土器・陶磁器観察表
	 7	 色　　調	 『新版標準土色帳』〔小山・竹原　1967〕の記号を記した。　
	 8	 焼　　成	 酸化炎焼成・還元炎焼成の区別を記した。須恵器で酸化したものは褐色あるいは橙色の色調で軟質なものを表す。

白色・灰白色のものは含めていない。
	 9	 手　　法	 特徴的な手法のみを記し、網羅的な記載は行っていない。底部の｢糸切り｣・｢ヘラ切り｣はいずれも回転台を用いたものである。

｢無調整｣はそれが認められないもの。回転方向は回転台の回転方向を表す。底部調整やロクロケズリ・ロクロナデから判断した。
	 10	 遺 存 率	 分数表示で遺存割合を示した。
	 11	 接合個体	 接合記号欄に同じ記号が入っている場合は直接接合していることを示す。

図版
No.

写真
図版
No.

報告
No.

調査
年度

出土位置
層位

接合
記号

時代 種別 器種
法量（cm） 径高

指数
底径
指数

胎土 色調
焼成

手法 回転
方向

遺存率 付着物
備考

区 遺構名 グリッド 口径 底径 器高 状態 含有物 産地 外面/胎土 内面/釉薬 外面 内面 底部 口縁部 底部 全体 内面 外面

131 151 1 09 SE282 5Q-5J15 6 中世 珠洲焼 甕 （42.9） 精 石・長・チ
オリーブ黒
（5Y3/1）

オリーブ黒
（5Y3/1）

還元 ロクロナデ
ロクロナデ
接合痕

1/36 1/36 吉岡Ⅳ期

131 151 2 09 SE282 5Q-5J15 6 a・b 中世 珠洲焼 片口鉢 （26.0） 12.6 （10.0） 精
石・長・雲・白・
海

灰（N6/0） 灰（N6/0） 還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

静止糸切り 2/36 7/36 2/36 スス
卸目1単位6目
吉岡Ⅴ期ヵ

131 151 3 09 SE282 5Q-5J15 6 中世 青磁 香炉 3.4 精 白・角
胎土：灰白
（N8/0）

釉薬：明オ
リーブ灰
（5GY7/1）

還元 4/36 6/36 龍泉窯系

131 151 4 09 SE595 5Q-5J23 4 中世 青磁 椀 精 長・白・角
胎土：灰白
（N8/0）

釉薬：明オ
リーブ灰
（2.5GY7/1）

還元 3/36 龍泉窯系

131 151 5 09 SE978 5R-2B18 1 a・b 平安 須恵器 無台杯 （12.8） 精 長・白 B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 5/36

131 151 6 09 SE978 5R-2B18 4 中世 珠洲焼 片口鉢 （28.0） 精
石・長・雲・チ・
白・海

B 灰（N60/0）灰（N60/0）還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36 吉岡Ⅴ期

131 151 7 09 SE1119 5R-2C23 最下層 平安 須恵器 有台杯 7.0 精 長・白 B 暗灰（N3/0）暗灰（N3/0）還元 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 1/36

131 151 8 09
SK107 5Q-4I19 1 a

平安 須恵器 無台杯 8.0 精 長・白・雲 B
灰黄
（2.5Y7/2）

灰黄
（2.5Y7/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 16/36 10/36
5Q-4I12 Ⅲ a

131 151 9 09 SK152 5Q-5I18 7 平安 須恵器 無台杯 （12.0） 精 長・白・石・雲 B
灰
（7.5YR6/1）

灰
（7.5YR6/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

131 151 10 09
SK152

5Q-5I13
5Q-5I14

1
1

a
a 平安 土師器 無台椀 12.4 4.9 4.6 37.1 39.5 普 長・雲・チ・焼

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 14/36 36/36 27/36
5Q-5I19 Ⅲ a

131 151 11 09 SK152
5Q-5I18
5Q-5I19

7
7

a
a

平安 土師器 小甕 13.0 普
石・長・雲・チ・
白

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 16/36 7/36 コゲ スス

131 151 12 09 SK152 5Q-5I14 1 平安 土師器 長甕 22.8 普 石・長・雲・白
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

5/36 2/36

131 152 13 09
SK245 5Q-4J21 1 a

平安 須恵器 無台杯 12.1 7.6 2.8 23.1 62.8 精 長・雲・白 B 灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 左 9/36 26/36 19/36
SK259 5Q-4J21 4 a

131 152 14 09 SK245 5Q-4J21 1 平安 土師器 無台椀 13.2 5.0 3.7 28.0 37.9 普
石・長・チ・焼・
雲

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 4/36 36/36 20/36
底部外面墨書
□（右ヵ）

131 151 15 09 SK248 5Q-5J3 2 平安 土師器 小甕 （13.2） 普
石・長・チ・焼・
白・角

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 2/36

131 152 16 09
SK248 5Q-5J3 2 a

平安 土師器 長甕 普
石・長・雲・チ・
焼

浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 タタキメ（H）
ハケメ
当て具痕（D）

10/36 スス
5Q-5I8 Ⅲ a

131 152 17 09 SK283 5R-1B2 1 平安 須恵器 無台杯 12.1 7.8 3.2 26.4 64.5 精 石・長・雲・白 B 灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 右 12/36 24/36 17/36 取上No.8

131 151 18 09 SK283
5R-1B2
5R-1B6
5R-1B7

1
1
1

a
a
a

平安 土師器 無台椀 13.0 4.8 4.0 30.8 36.9 普
長・雲・チ・焼・
白

浅黄橙
（7.5YR8/6）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 9/36 12/36 11/36 取上No.7

131 151 19 09 SK283 5R-1B2 1 平安 土師器 無台椀 4.7 普
長・雲・チ・焼・
白・海

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 13/36 7/36 取上No.6

131 151 20 09 SK283
5R-1B2
5R-1B7

1
1

a
a・b

平安 土師器 無台椀 18.2 普 長・雲・チ・白
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 4/36 取上No.11

132 152 21 09 SK283
5R-1B2
5R-1B7
5R-1B7

2
1
2

a
a
a

平安 土師器 鍋 39.9 普
石・長・雲・チ・
焼・白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

8/36 3/36 取上No.1・12

132 152 22 09 SK283 5R-1B7 1 平安 土師器 長甕 （21.7） 普 石・長・焼・白
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ 2/36 1/36 取上No.13

132 152 23 09

SK284 5R-1B7 1 a

平安 土師器 長甕 23.0 普
石・長・雲・焼・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

12/36 10/36
取上No.22
（SK331）

SK331 5R-1A8 5 a
4R-10B17
5R-1B6
5R-1B7
5R-1B22

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

a
a
a
a

132 152 24 09 SK285 5R-1B8 5 平安 土師器 長甕か鍋
加工後長
2.35

加工後幅
2.55

厚
0.65

普
石・長・雲・チ・
焼

にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 カキメ カキメ 1/36 円盤状に加工

132 152 25 09 SK285 5R-1B7 1 平安 土師器 鍋 （40.2） 粗 石・長・チ
にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化
ロクロナデ
口縁部カキメ

ロクロナデ
口縁部カキメ

1/36 1/36
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132 152 26 09 SK285 5R-1B7 1 平安 土師器 鍋 （38.7） 粗 長・チ・白
浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ
ロクロナデ
カキメ

1/36 1/36

132 152 27 09 SK285 5R-1B2・7 2 中世 中世土師器 皿 （8.1） 6.2 粗
長・雲・チ・焼・
白

灰白
（10YR8/2）

灰白
（10YR8/2）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 7/36 5/36

132 152 28 09 SK291 5R-1B6 2 平安 須恵器 無台杯 （13.0） 精 長・白・石・雲 B 灰（2.5Y6/1）灰（2.5Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36
132 152 29 09 SK292 5R-1B11 1 平安 須恵器 有台杯 8.0 精 長・チ・白 B 灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 6/36 6/36

132 152 30 09 SK311 5R-1B21 1 平安 土師器 長甕 （21.2） 粗
石・長・雲・チ・
焼

にぶい橙
（5YR7/4）

にぶい橙
（5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

132 153 31 09 SK327

5R-1A19
5R-1A19
5R-1A24
5R-1A19

1
2
3
5

a
a・b
b
a

平安 土師器 無台椀 18.2 8.4 5.0 27.5 46.2 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（7.5YR8/6）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 36/36 9/36 20/36
取上No.3〜6・
8・10

132 153 32 09 SK327

5R-1A23
5R-1A19
5R-1A19
5R-1A20
5R-1A23
5R-1A24
5R-1A24

4
2
4
5
1
1
2

a・b
a
b
b
b
b
b

平安 土師器 鍋 41.7 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化

ロクロナデ
カキメ
ハケメ
ケズリ
タタキメ（Ha）

ロクロナデ
カキメ
ハケメ

4/36 25/36
取上No.7・9・
12〜17・23

133 152 33 09

SK327 5R-1A18 2 a

平安 土師器 鍋 40.5 普
石・長・雲・チ・
焼・白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化

ロクロナデ
カキメ
ケズリ
タタキメ

ロクロナデ
カキメ
ハケメ

7/36 5/36

取上No.21
（SK327）
取上No.1
（P1339）

Pit1339 5R-1A24 4 a

5R-1A18 Ⅲ a

133 152 34 09 SK327
5R-1A18
5R-1A23
5R-1A23

2
1
2

a・b
a・b
a

平安 土師器 鍋 39.0 普
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ
ハケメ

ロクロナデ
カキメ

10/36 5/36
取上No.1・19・
20

133 153 35 09 SK327 5R-1A23 4 平安 土師器 長甕 （20.5） 普
石・長・雲・チ・
焼・白・角

浅黄橙
（10R8/4）

浅黄橙
（10R8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

3/36 1/36

133 153 36 09 SK331
5R-1A8
5R-1A9

6
6

a
a

平安 土師器 無台椀 13.6 5.2 3.9 28.7 38.2 普
石・長・雲・チ・
白・焼

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 16/36 36/36 26/36 油煙 油煙
取上No.12・13、
灯明皿

133 153 37 09
SK331 5R-1A8 2 a・b

平安 土師器 無台椀 11.3 普
長・雲・焼・白・
海

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 9/36 10/36 油煙 油煙
取上No.23、灯
明皿5R-1A8 Ⅲ b

133 153 38 09 SK331 5R-1A8 2 平安 土師器 無台椀 14.9 普 長・雲・チ
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 3/36

133 153 39 09 SK331 5R-1A9 2 平安 土師器 無台椀 12.4 普
長・雲・チ・白・
角・海

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36 4/36

133 153 40 09 SK331
5R-1A8
5R-1A8

1
2

a
a

平安 土師器 無台椀 14.0 普
長・雲・チ・焼・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 右 6/36 5/36

133 153 41 09 SK331

5R-1A8
5R-1A8
5R-1A8
5R-1A9
5R-1A9

2
5
6
4
5

a
a
a
a
a

平安 土師器 無台椀 （12.4） （4.8） 3.9 （31.5） （38.7） 普 長・雲・チ・焼
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 2/36 2/36 4/36 取上No.28

133 153 42 09 SK331 5R-1A9 2 平安 土師器 小甕 8.8 普 長・チ・白・角
灰褐
（7.5YR4/2）

灰褐
（7.5YR4/2）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 9/36 2/36 コゲ スス

133 153 43 09

SK331
5R-1A8
5R-1A8
5R-1A8

1
2
5

a
a
a

平安 土師器 小甕 粗 石・長・チ・白
橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 7/36
取上No.8・20
（SK335）5R-1A15 Ⅲ a

SK335
5R-1A18
5R-1A18

1
4

b
b

133 153 44 09 SK331 5R-1A8
2
5

a
a

平安 土師器 小甕 6.3 普
石・長・チ・白・
角

にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 13/36 6/36

133 153 45 09 SK331 5R-1A9 6 平安 土師器 小甕 7.1 普 石・長・雲・チ
にぶい黄褐
（10YR5/3）

にぶい黄褐
（10YR5/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 36/36 10/36 コゲ 取上No.10

133 154 46 09 SK331 5R-1A8 5 平安 土師器 小甕 7.5 普 石・長・雲・チ
橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 35/36 10/36 取上No.17

133 154 47 09 SK331

5R-1A8
5R-1A8
5R-1A8
5R-1A9

2
5
7
2

a・b
b
a

a・b

平安 土師器 長甕 21.4 普
石・長・雲・焼・
白

にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

10/36 3/36 スス 取上No.15

133 153 48 09 SK331 5R-1A8
1
6

a
a

平安 土師器 長甕 （23.9） 普
石・長・雲・焼・
白・角・海

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

3/36 1/36

134 154 49 09

SK331 5R-1A9 2 a

平安 土師器 長甕 普
石・長・雲・焼・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化
カキメ
ケズリ
タタキメ（Ha）

ロクロナデ
カキメ
ハケメ
当て具痕（S）

5/36 コゲ

取上No.1〜3
（SK331）
取上No.11
（SK335）

5R-1A8 Ⅲ a

SK335
5R-1A13
5R-1A18

4
4

b
b
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134 154 50 09

SK331 5R-1A8 2 a

平安 土師器 鍋 42.6 13.1 普
石・長・雲・焼・
白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化

ロクロナデ
カキメ
ハケメ
ケズリ
タタキメ（Ha）

ロクロナデ
カキメ
ハケメ
当て具痕（S）

4/36 18/36 コゲ スス

取上No.26
（SK331）
取上No.6・10・
13・14・22
（SK335）

SK335
5R-1A18
5R-1A18

1
4

a
a

5R-1A18 Ⅲ a

134 154 51 09 SK331 5R-1A8
2
5

a
a

平安 土師器 鍋 34.6 普
石・長・雲・焼・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

5/36 2/36 コゲ スス 取上No.18・21

135 154 52 09 SK331 5R-1A8
5
7

a
a

平安 土師器 鍋 （39.7） 普 石・長・雲・焼 B
浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

2/36 1/36 スス 取上No.19

135 154 53 09
SK335

5R-1A18
5R-1A18
5R-1A18

1
4
5

a
a

a・b 平安 須恵器 無台杯 12.3 7.5 3.1 25.2 61.0 精 長・雲・白
灰白
（10Y7/1）

灰白
（10Y7/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 左 11/36 20/36 16/36 取上No.5.12.18

5R-1A16 Ⅲ a

135 154 54 09 SK335 5R-1A18 1 平安 土師器 無台椀 （14.6） 普
長・雲・チ・焼・
白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 2/36

135 154 55 09 SK335 5R-1A18 1 平安 土師器 小甕 14.8 普 石・長・雲・チ
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 12/36 6/36 コゲ 取上No.21

135 155 56 09

SK335

5R-1A9
5R-1A13
5R-1A18
5R-1A18

3
1
1
4

a
a
a
a

平安 土師器 長甕 23.7 普
石・長・雲・焼・
白・海

橙（5YR6/6）橙（5YR6/6）酸化

ロクロナデ
カキメ
ハケメ
タタキメ（Ha）

ロクロナデ
カキメ
ハケメ
当て具痕（H）

4/36 10/36 コゲ スス
取上No.3・9・
16・19

SK327
SK332
SK355

5R-1A19
5R-1A12
5R-2A3

1
3
1

a
a
a

5R-1A8
5R-1A18
5R-2A3

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

a
a・b
a

135 154 57 09 SK352 5R-1A22 1 平安 土師器 鍋 （41.5） 粗
石・長・チ・白・
角

明黄褐
（10YR7/6）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

135 154 58 09 SK355 5R-2A3 1 平安 土師器 無台椀 4.8 普
長・雲・チ・焼・
白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 7/36 4/36

135 155 59 09
SK355 5R-2A3 1 a

平安 土師器 小甕 14.8 精
長・雲・チ・焼・
白

橙（5YR6/6）橙（5YR6/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36 2/36SD317 5R-2A3 1 a
5R-2A3 Ⅲ b

135 155 60 09 SK355 5R-2A3 2 平安 土師器 小甕 6.4 普
長・雲・チ・焼・
白

橙（5YR6/6）橙（5YR6/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 12/36 6/36

135 155 61 09 SK359 5R-2A14 3 平安 土師器 小甕 7.0 粗
石・長・チ・焼・
白

にぶい黄橙
（10YR6/4）

にぶい黄橙
（10YR6/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 35/36 14/36

135 155 62 09 SK361 5Q-2J20 1 中世 青磁 椀 精 長・白
胎土：灰白
（5Y7/1）

釉薬：オ
リーブ灰
（10Y6/2）

還元 1/36 龍泉窯系

135 155 63 09
SK383 5R-1A17 1 a

平安 須恵器 無台杯 12.1 6.7 3.6 29.8 55.4 精
石・長・雲・チ・
白

B
灰白
（2.5Y8/1）

灰白
（2.5Y8/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 左 5/36 6/36 5/36
5R-1A17 Ⅲ a

135 155 64 09 SK389 5R-1A21 1 平安 須恵器 有台杯 （15.0） 精 長・白・チ B 灰（5Y6/1）
灰オリーブ
（5Y6/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

135 155 65 09 SK596

5Q-5J22
5Q-5J22
5Q-6J2
5Q-6J2

2
3
1
5

a
a
a
a

平安 須恵器 無台杯 12.3 6.7 2.8 22.8 54.5 精 長・雲・チ・白 B
灰白
（10Y7/1）

灰白
（10Y7/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 左 17/36 15/36 15/36 取上No.1

136 155 66 09 SK596 5Q-6J2 5
a・b・
c

平安 須恵器 無台杯 （13.2） 8.0 3.0 （22.7） （60.6） 精 長・雲・白
灰白
（5Y7/1）

灰白
（5Y7/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 左 3/36 6/36 4/36

136 155 67 09 SK596 5Q-6J2 2 平安 須恵器 無台杯 12.1 精 長・雲・チ・白 B 灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ 9/36 4/36

136 155 68 09 SK596 5Q-6J2
2
5

a
a

平安 土師器 無台椀 12.4 4.0 3.6 29.0 32.3 普
石・長・雲・チ・
白・角

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 13/36 36/36 25/36 取上No.8・11

136 155 69 09 SK596 5Q-6J2 2 平安 土師器 無台椀 （14.2） 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 3/36 取上No.4

136 155 70 09 SK596 5Q-6J2 1 平安 土師器 小甕 11.0 粗 石・長・雲・白
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36 3/36

136 156 71 09 SK596 5Q-6J2
1
2

a
a

平安 土師器 小甕 15.3 普 石・長・雲・チ
にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化
ロクロナデ
ハケメ

ロクロナデ 5/36 5/36 コゲ スス

136 156 72 09
SK596

5Q-6J2
5Q-6J2
5Q-5J22

2
5
2

a
a
b 平安 土師器 長甕 20.9 普

石・長・雲・チ・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
ハケメ

13/36 7/36 スス
取上No.3・5・
12

5Q-5J22 Ⅲ b

136 156 73 09 SK596 5Q-6J2 5 平安 土師器 長甕 22.0 普
石・長・雲・焼・
白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ 4/36 1/36 取上No.7
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136 156 74 09
SK702 5R-3B23 1 a

平安 須恵器 無台杯 7.3 精 石・長・白 Cか 灰（N5/0） 灰（N5/0） 還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 右 27/36 10/36SD1 5R-2C23 3b a
SD677 5R-4B17 3 a

136 156 75 09 SK702 5R-3B23 1 a 平安 須恵器 無台杯 （14.0） 精 長・チ・白・雲 B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 2/36

136 156 76 09

SK702 5R-3B23 1 a

平安 須恵器 甕 精 長・白 B 灰（7.5Y5/1）灰（7.5Y5/1）還元
ハケメ
タタキメ（Hb）

当て具痕（D・
H）

10/36 自然釉

SD1 5R-2C20 1 a
5R-3B17
5R-3B22

Ⅲ
Ⅲ

a
a

SK285 5R-1B2・7 1 b
5R-2B7 Ⅲ c

136 156 77 09 SK725 5R-2C8 2 平安 土師器 無台椀 （13.0） 粗 長・雲・チ・白
にぶい黄橙
（10YR7/3）

にぶい黄橙
（10YR7/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

136 156 78 09 SK729 5R-3B14
1
6
8

a
a
a

平安 土師器 無台椀 13.8 5.0 3.5 25.4 36.2 普
石・長・雲・チ・
焼

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ
ロクロナデ
ミガキ

糸切り 右 1/36 30/36 17/36
取上No.8・19・
28

136 156 79 09 SK729 5R-3B14 1 平安 土師器 無台椀 11.8 6.0 3.9 33.1 50.8 普
石・長・雲・チ・
焼・白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 4/36 14/36 9/36 取上No.22

136 156 80 09 SK729 5R-3B14 8 平安 土師器 無台椀 （12.2） （6.5） 3.9 （32.0） （53.3） 普 長・雲・チ・白
にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 1/36 1/36 2/36

136 156 81 09 SK729 5R-3B14 1 平安 土師器 無台椀 12.0 粗
石・長・雲・チ・
白

にぶい橙
（5YR7/4）

にぶい橙
（5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

136 156 82 09 SK729 5R-3B14 1 平安 土師器 無台椀 （12.4） 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36 取上No.22

136 156 83 09 SK729 5R-3B14 8 平安 土師器 無台椀 5.0 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（7.5YR8/6）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 36/36 2/36 取上No.9

136 156 84 09 SK729 5R-3B14 1 平安 土師器 小甕 12.4 粗
石・長・雲・チ・
焼・角

橙
（7.5YR6/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36
コゲ
スス

コゲ
スス

取上No.4

137 156 85 09 SK729 5R-3B14 8 平安 土師器 小甕 9.8 粗
石・長・雲・チ・
角

橙（5YR7/6）
にぶい橙
（5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 6/36 1/36 取上No.21

137 156 86 09 SK729 5R-3B14
1
4

a
a

平安 土師器 小甕 7.0 粗 石・長・白
橙
（7.5YR7/6）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 8/36 1/36 取上No.29・31

137 157 87 09

SK729

5R-3B14
5R-3B14
5R-3B14
5R-3B14
5R-3B14
5R-3B14

1
3
4
5
7
8

a・b
a
a
a

a・b
a・b

平安 土師器 長甕 19.7 普
石・長・焼・白・
海

橙（5YR6/6）橙（5YR6/6）酸化

ロクロナデ
カキメ
ケズリ
タタキメ（Hb）

ロクロナデ
カキメ
ハケメ
当て具痕（D）

7/36 15/36 コゲ スス

取上No.6・11・
14・17・20・25
〜27・32〜34・
36

5R-3B12
5R-3B20

Ⅲ
Ⅲ

a・b
a

SD776 5R-3C17 1 b

SD2
5R-3A5
5R-3A7

10
7

b
b

5R-3B9
5R-3B19
5R-4B10

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

b
b
b

137 157 88 09 SK729 5R-3B14
7
8

a
a

平安 土師器 長甕 24.0 粗
石・長・雲・焼・
白・チ

橙（5YR6/6）橙（5YR6/6）酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
口縁部カキメ

3/36 1/36 取上No.7

137 157 89 09
SK729 5R-3B14 1 a

平安 土師器 長甕 普 石・長・チ 酸化
ロクロナデ
カキメ
タタキメ（Ha）

ロクロナデ
当て具痕（D）

取上No.15
5R-3B17 Ⅲ a

137 157 90 09 SK732 5R-3B19 1 平安 須恵器 杯蓋 （14.2） 精 長・白・海
灰黄
（2.5Y7/2）

灰黄
（2.5Y7/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 2/36

137 157 91 09
SK732 5R-3B19 9 a

平安 須恵器 無台杯 11.9 8.2 3.1 26.1 69.0 精 長・雲・白
灰白
（5Y7/1）

灰白
（5Y7/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 左 28/36 35/36 32/36
5R-3B12 Ⅲ a

137 157 92 09 SK732 5R-3B19 9 平安 須恵器 無台杯 14.1 精 長・白・海
黄灰
（2.5Y6/1）

黄灰
（2.5Y6/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 1/36

137 157 93 09
SK732 5R-3B19 8 a

平安 須恵器 無台杯 8.2 精 石・長・白 Aか 灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 右 23/36 13/36
SD1 5R-2B17 1 a

137 157 94 09 SK732 5R-3B19
6
8

a
a

平安 土師器 無台椀 16.6 7.0 4.7 28.3 42.2 普
石・長・雲・焼・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ
ロクロナデ
ミガキ

糸切り 右 8/36 27/36 17/36

137 158 95 09 SK732 5R-3B19
1
8

a
a

平安 土師器 無台椀 6.0 普
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（7.5YR8/6）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化 ロクロナデ
ロクロナデ
ミガキ

糸切り 右 23/36 25/36

137 157 96 09 SK732 5R-3B19 5 平安 土師器 無台椀 4.4 普
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 24/36 13/36

137 158 97 09 SK732 5R-3B19
1
8

a
a

平安 土師器 無台椀 6.5 普
石・長・雲・チ・
白

浅黄橙
（7.5YR8/6）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 20/36 10/36
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137 158 98 09 SK732 5R-3B19 9 平安 土師器 小甕 （15.6） 粗
石・長・雲・チ・
白

橙
（7.5YR6/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

137 158 99 09 SK732 5R-3B19 4 平安 土師器 小甕 14.7 普
石・長・雲・チ・
角

にぶい黄橙
（10YR6/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化
ヘラケズリ
ロクロナデ

ロクロナデ 3/36 1/36

137 158 100 09 SK732 5R-3B19 9 平安 土師器 小甕 6.0 粗
石・長・雲・チ・
焼・白・角

橙（5YR7/6）橙（5YR7/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 6/36 1/36

138 158 101 09
SK732 5R-3B19 6 a

平安 土師器 小甕 7.4 普
石・長・雲・チ・
焼・白

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 27/36 10/36
Pit783 5R-3C17・18 1 a

138 158 102 09 SK732 5R-3B19 5 平安 土師器 鍋 （40.9） 粗
石・長・雲・チ・
焼

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ 1/36 1/36 スス

138 158 103 09 SK732 5R-3B19
7
8

a
a・b

平安 土師器 鍋 40.3 普
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化

ロクロナデ
カキメ
ケズリ
タタキメ（H）

ロクロナデ
カキメ

5/36 5/36 スス

138 158 104 09 SK744 5R-3B15 1・2 平安 土師器 無台椀 （12.0） 粗
石・長・チ・焼・
白

橙（5YR7/6）橙（5YR7/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

138 158 105 09 SK747
5R-3B15・
3C11

1 平安 須恵器 無台杯 12.1 6.6 3.1 25.6 54.5 精 長・雲・白
灰白
（5Y7/1）

灰白
（5Y7/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 左 4/36 11/36 8/36

138 158 106 09 SK747
5R-3B15・
3C11

1 平安 須恵器 無台杯 12.0 普 長・白・雲・チ
浅黄
（2.5Y7/3）

淡黄
（2.5Y8/3）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

138 158 107 09 SK747
5R-3B15・
3C11

1 平安 土師器 無台椀 6.0 普
長・雲・チ・焼・
白・海

浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 18/36 10/36

138 158 108 09
SK747 5R-3B15・

3C11
1 a

平安 土師器 無台椀 13.0 普
石・長・雲・チ・
焼

黄橙
（10YR8/6）

黄橙
（10YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 6/36 4/36
5R-3B15 Ⅲ b

138 158 109 09
SK747 5R-3C11 1 a

平安 土師器 無台椀 14.9 普 長・雲・チ
明黄褐
（10YR7/6）

明黄褐
（10YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 5/36 スス
5R-3B10 Ⅲ a

138 158 110 09
SK747 5R-3B15 1 a

平安 土師器 無台椀 5.0 普
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（7.5YR8/6）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 23/36 12/36
5R-3B15 Ⅲ a

138 158 111 09 SK747 5R-3B15 2 平安 土師器 無台椀 （15.2） 粗
長・チ・焼・白・
角・石・雲

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

138 158 112 09 SK747
5R-3B15・
3C11

1 平安 土師器 無台椀 （14.1） 普
長・チ・白・角・
雲

灰白
（10YR8/2）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

138 158 113 09 SK747
5R-3B15・
3C11

1 平安 土師器 無台椀 4.9 普 石・長・チ・焼
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 7/36 7/36

138 158 114 09
SK747

5R-3B15・
3C11
5R-3B15

1

2

a

a 平安 土師器 小甕 7.2 粗
石・長・雲・チ・
焼

にぶい橙
（5YR7/4）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 27/36 3/36

5R-3B9 Ⅲ a

138 159 115 09 SK747
5R-3B15・
3C11
5R-3C11

1

1

a

a
平安 土師器 小甕 13.6 粗

石・長・雲・チ・
白

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 19/36 8/36 コゲ スス

138 159 116 09 SK747
5R-3B15・
3C11

1 平安 土師器 小甕 14.5 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36
口縁部
スス

138 159 117 09 SK747 5R-3B15
4
7

a
a

平安 土師器 鍋 39.8 普
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化
ロクロナデ
ハケメ
ケズリ

ロクロナデ
カキメ

3/36 1/36

138 159 118 09 SK762 5R-3C7 2 平安 土師器 小甕 10.7 粗
石・長・雲・チ・
角

にぶい黄橙
（10YR7/4）

黄橙
（10YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36
口縁部
スス

138 159 119 09 SK764 5R-3C12 3 平安 土師器 無台椀 5.0 普
長・雲・チ・焼・
白・角

橙（5YR7/8）橙（5YR7/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 6/36 1/36

138 159 120 09 SK764 5R-3C12 4 平安 土師器 無台椀 5.0 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 7/36 1/36

138 159 121 09 SK893 5R-4B12 1 平安 須恵器 無台杯 6.6 精 石・長・雲・白 C
浅黄
（2.5Y7/3）

浅黄
（2.5Y7/3）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 右ヵ 11/36 7/36
底部外面ヘラ記
号　「×」ヵ

138 159 122 09 SK893 5R-4B12 4 平安 土師器 無台椀 （13.0） 粗
石・長・雲・チ・
焼

橙（5YR7/6）橙（5YR7/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

138 159 123 09 SK1005 5R-5A3 1 平安 土師器 無台椀 6.6 粗 石・長・焼・チ
浅黄橙
（7.5YR8/6）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 5/36 3/36

138 159 124 09 SK1216 5R-4B2 1 平安 土師器 無台椀 （13.2） 普
石・長・チ・焼・
白

浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

138 159 125 09
SK1217 5R-4B2 1 a

平安 須恵器 無台杯 8.4 精 長・白 B
灰白
（5Y7/1）

灰白
（5Y7/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 19/36 12/36
SD1218 5R-4B2 2 b

138 159 126 09 SK1224 5R-3B22 1 平安 土師器 長甕 （21.0） 粗
長・雲・チ・焼・
白

浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36
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138 159 127 09 SK1294 5R-3B8 1 平安 土師器 無台椀 （14.0） 粗 長・焼・白
浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 2/36

139 159 128 09 SX193 5Q-6I9 2 平安 須恵器 無台杯 （12.0） 精 長・白 B 灰白（N7/0）灰白（N7/0）還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

139 159 129 09 SX193 5Q-6I9 8 中世 珠洲焼 片口鉢 （34.5） 精
長・雲・チ・白・
海

灰黄
（2.5Y7/2）

灰黄
（2.5Y7/2）

還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

2/36 1/36 吉岡Ⅲ期

139 159 130 09 SX193 5Q-6I14 8 中世 青磁 椀 5.4 精 長・チ・白
胎土：灰白
（N8/0）

釉薬：灰
オリーブ
（7.5Y5/2）

還元 鎬蓮弁文 見込印刻「福」高台畳付釉剥ぎ 9/36 10/36

139 159 131 09 SX193 5Q-6I9 8 中世 青磁 椀 （15.6） 精 長・白
胎土：灰白
（10Y7/1）

釉薬：灰
オリーブ
（7.5Y5/3）

還元 鎬蓮弁文 3/36 3/36

139 159 132 09 SX193 5Q-6I9 8 a・b 中世 中世土師器 皿 8.0 6.0 1.3 普 雲・チ・焼
褐灰
（10YR6/1）

褐灰
（10YR6/1）

酸化
手づくね
ナデ

ナデ 手づくね 10/36 9/36 10/36

139 159 133 09 SX193 5Q-6I8 6 中世 中世土師器 皿 7.5 6.0 1.6 普
雲・チ・焼・白・
角

浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化
手づくね
ナデ

ナデ 手づくね 28/36 36/36 30/36

139 159 134 09 SX193 5Q-6I10 2 中世 中世土師器 皿 8.5 普 長・焼・角
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
手づくね
ナデ
指頭圧痕

ナデ 4/36 4/36

139 159 135 09 SX193 5Q-6I9 8 中世 中世土師器 皿 7.5 普
長・雲・チ・焼・
白・角

浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化
手づくね
ナデ
指頭圧痕

ナデ 4/36 9/36

139 159 136 09 SX193 5Q-6I9 8 中世 中世土師器 皿 7.0 普 長・雲・チ・焼
浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化
手づくね
ナデ

ナデ 10/36 15/36

139 159 137 09 SX193 5Q-6I9 8 中世 中世土師器 皿 12.1 普
長・雲・チ・焼・
角

灰白
（10YR8/2）

灰白
（10YR8/2）

酸化
手づくね
ナデ
指頭圧痕

ナデ
指頭圧痕

微細なくぼみ多
数

9/36 10/36

139 159 138 09 SX193 5Q-6I9 2 中世 中世土師器 皿 13.0 （9.6） 粗 雲・焼・白
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
手づくね
ナデ

ナデ 手づくね 4/36 5/36 4/36

139 159 139 09 SX193 5Q-6I9 8 中世 中世土師器 皿 11.5 普 雲・チ・焼
浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化
手づくね
ナデ

ナデ 3/36 3/36

139 159 140 09 SX193 5Q-6I14 2 中世 中世土師器 皿 12.0 普 長・雲・焼
浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化
手づくね
ナデ

ナデ 3/36 4/36

139 160 141 09 SX193 5Q-6I9 8 中世 中世土師器 皿 10.3 普 長・雲・焼・角
浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化
手づくね
ナデ
指頭圧痕

ナデ 13/36 12/36

139 160 142 09 SX834 5R-3C10 2 平安 土師器 小甕 8.4 普
石・長・雲・チ・
白

黄橙
（10YR8/6）

黄橙
（10YR8/6）

酸化
ロクロナデ
ケズリ

ロクロナデ ヘラナデ 27/36 10/36

139 160 143 09
SK834 5R-3C10 1 a

平安 土師器 小甕 14.6 粗 長・焼・白
にぶい橙
（7.5YR6/4）

黒（2.5Y2/1）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36 炭化物
SK833 5R-3C10 2 a

139 160 144 09 SX834 5R-3C10 2 平安 土師器 小甕 14.4 粗
石・長・雲・チ・
焼

浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

139 160 145 09 SX834 5R-3C10
1
2

a
a

平安 土師器 小甕 7.4 粗
石・長・雲・チ・
焼

浅黄橙
（7.5YR8/4）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 16/36 1/36

139 160 146 09 SX834 5R-3C10
1
2

a
a

平安 土師器 長甕 22.7 普
石・長・雲・焼・
白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ
ロクロナデ
カキメ

5/36 2/36

139 160 147 09 SD1
5R-2D22
5R-2D23

3d
3b

a
a

平安 須恵器 無台杯 12.0 8.0 3.2 26.7 66.7 精 長・雲・チ・白 B 灰（10Y5/1）灰（10Y5/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 右 4/36 7/36 4/36

139 160 148 09 SD1 5R-3A2 3d 平安 須恵器 無台杯 13.2 精 長・雲・チ・白 B 灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ 6/36 5/36

139 160 149 09
SD1 5R-3B4 1 a

平安 須恵器 無台杯 6.5 精 長・チ・白 B 灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 右 11/36 5/36 底部墨痕あり
5R-3B22 Ⅲ a

139 160 150 09 SD1 5R-3D2 3a 平安 須恵器 有台杯 5.2 精
石・長・雲・チ・
白

B
灰白
（5Y7/1）

灰白
（5Y7/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 右 17/36 9/36

139 160 151 09 SD1 5Q-3I5 1 平安 須恵器 有台杯 8.7 精 長・雲・チ・白 B
灰黄
（2.5Y7/2）

灰黄
（2.5Y7/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 右 9/36 6/36

139 160 152 09 SD1 5R-2A21 1 平安 須恵器 長頸壺 12.0 精 長・雲・チ・白 B 灰（7.5Y5/1）灰（7.5Y5/1）還元
ロクロナデ
タタキメ（Ha）

ロクロナデ 爪形圧痕 右 5/36 2/36

139 160 153 09 SD1 5R-3B2 3b 平安 須恵器 横瓶 精 長・雲・白 B 灰（N5/0） 灰（N5/0） 還元
ロクロナデ
ロクロケズリ

ロクロナデ 右 1/36

139 160 154 09 SD1 5R-2C23 3a 平安 土師器 無台椀 6.0 粗
石・長・雲・チ・
焼

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 9/36 5/36

139 160 155 09 SD1 5R-3B4 10 平安 土師器 無台椀 （13.1） 普
石・長・雲・チ・
白

浅黄橙
（10YR8/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

139 160 156 09 SD1 5Q-3J14 1 平安 土師器 無台椀 4.4 粗
石・長・雲・チ・
焼

にぶい橙
（7.5YR7/3）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 36/36 6/36

139 160 157 09 SD1 5R-2D16 13 平安 土師器 無台椀 5.4 普
長・雲・チ・焼・
白・角・石

橙
（2.5YR7/6）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 20/36 1/36
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139 160 158 09 SD1 5R-2A23 3a 平安 土師器 有台皿 （4.4） 普
石・長・雲・チ・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ミガキ
切り離し後
ナデ

2/36 10/36

139 161 159 09 SD1
5R-2B25
5R-2B23

11
1

a
b

平安 土師器 鉢 10.0 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 当て具痕（D） 6/36 5/36

139 161 160 09 SD1 5R-2D21 3a 古代 土師器 甕 7.0 粗
石・長・雲・チ・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ハケメ ヘラナデか 3/36 1/36
209・347と同一
個体

140 161 161 09 SD1 5Q-3J3 13 平安 土師器 小甕 7.0 粗
石。長・雲・チ・
焼

浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（7.5YR8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り? 4/36 1/36

140 161 162 09 SD1 5R-2C23 3a 平安 土師器 鍋 普
石・長・雲・チ・
焼・白

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

1/36
体部外面横位ヘ
ラ記号「×」

140 161 163 09 SD1 5R-2C22 13 古代 土師器 甕 粗 長・雲・チ・白
にぶい橙
（7.5YR6/4）

黒
（7.5YR2/1）

酸化 ハケメ ナデ 1/36

140 161 164 09 SD1 5R-3C4 1 古代 土師器 甕 粗
石・長・チ・白・
海

橙
（7.5YR6/6）

橙
（7.5YR6/6）

酸化
ヨコナデ
ハケメ

ハケメ 1/36

140 161 165 09 SD1 5Q-3J5 4 中世 珠洲焼 片口鉢 （31.9） 精
石・長・雲・白・
海

灰（N5/0） 灰（N5/0） 還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

2/36 1/36
卸目1単位12目
吉岡Ⅳ期

140 161 166 09 SD1 5R-3C4 1 中世 珠洲焼 片口鉢 （29.4） 精 長・雲・白・海 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

1/36 1/36 吉岡Ⅱ〜Ⅲ期

140 161 167 09 SD1 5R-2D22 1 中世 珠洲焼 片口鉢 （31.0） 精 長・雲・白・海 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36 吉岡Ⅱ〜Ⅲ期

140 161 168 09 SD1 5R-2B25 1 中世 珠洲焼 片口鉢 精
石・長・雲・白・
海

灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

1/36
漆接ぎ
卸目1単位11目
吉岡Ⅳ期

140 161 169 09 SD1 5R-2C23 1 中世 珠洲焼 片口鉢 （10.0） 精
石・長・雲・白・
海

にぶい黄橙
（10YR6/3）

にぶい黄橙
（10YR6/3）

還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

静止糸切り 2/36 1/36
卸目1単位14目
吉岡Ⅲ期前後
転用研磨具

140 161 170 09 SD1 5R-2C16 3b 中世 珠洲焼 片口鉢 11.3 精
石・長・雲・白・
海

灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

12/36 2/36 スス
卸目1単位11目
吉岡Ⅳ期ヵ

140 161 171 09 SD1 5Q-3I5 3b 中世 珠洲焼 片口鉢 13.8 精
石・長・雲・白・
海

灰（10Y6/1）灰（10Y6/1）還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

9/36 2/36 吉岡Ⅳ期ヵ

140 161 172 09 SD1 5R-2D24 3b 中世 珠洲系陶器 壺T種 精 石・長・雲・白
にぶい褐
（7.5YR6/3）

にぶい褐
（7.5YR6/3）

還元 平行タタキメ 指頭圧痕 1/36

140 161 173 09 SD1 5R-2C23 1 中世 珠洲焼 壺T種 精 石・長・角 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 タタキ 当て具痕 1/36

140 161 174 09 SD1 5R-2B25 11 中世 珠洲焼 壺T種
石・長・チ・白・
角

黄灰
（2.5Y5/1）

黄灰
（2.5Y6/1）

還元 タタキメ 当て具痕 1/36 混和材粒子大

140 161 175 09 SD1
5R-2A21
5R-3A1

1
11

a
a

中世 珠洲系陶器 甕 精 石・長・雲・白 暗灰（N3/0）暗灰（N3/0）還元 平行タタキメ
ナデ
指頭圧痕

1/36 吉岡Ⅲ期以前

140 162 176 09 SD1 5R-2B22 3a 中世 珠洲焼 甕 15.1 精
石・長・雲・白・
海

灰白
（2.5Y7/1）

灰白
（2.5Y7/1）

還元 綾杉タタキメ 指頭圧痕 7/36 2/36 吉岡Ⅳ期

141 162 177 09 SD1 5Q-3I10 3b 中世 陶器 甕 精 石・長・チ・白
灰黄
（2.5Y6/2）

にぶい黄橙
（10YR6/3）

ハケメ
ヘラナデ

ナデ 1/36 瓷器系

141 162 178 09 SD1 5R-2B24 1 中世 陶器 甕 15.0 精 石・長・雲・白 灰（5Y5/1） 灰（5Y5/1） 還元 ナデ ナデ 6/36 1/36
焼歪み　自然釉
瓷器系

141 162 179 09 SD1 5Q-3J5 4 中世
瀬戸・美濃

焼
卸皿 15.4 8.8 2.8 精

石・長・雲・チ・
焼・白

胎土：灰白
（5YR8/2）

釉薬：浅黄
（7.5Y7/3）

還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

糸切り 右 4/36 9/36 7/36 後期様式

141 162 180 09 SD1 5R-2D21 3b 中世 青磁 椀 （14.0） 精 石・長・チ・白
釉薬：灰
オリーブ
（7.5YR6/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

141 162 181 09 SD1
5R-2C23
5R-2C25

1
1

a
a

中世 青磁 盤 （23.3） 精 長・白
胎土：灰白
（7.5Y8/1）

釉薬：オ
リーブ灰
（5GY6/1）

還元 1/36 1/36 龍泉窯系

141 162 182 09 SD1 5R-2A22 12 中世 中世土師器 皿 8.0 5.0 1.9 23.8 62.5 粗 石・長・雲・焼 橙（5YR6/6）橙（5YR6/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 10/36 15/36 13/36

141 162 183 09 SD1 5R-2A23 3a 中世 中世土師器 皿 9.2 6.2 2.1 22.8 67.4 普 石・長・雲・焼
にぶい褐
（7.5YR5/4）

褐
（7.5YR3/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 4/36 8/36 5/36

141 162 184 09 SD1 5R-2A22 12 中世 中世土師器 皿 13.4 7.0 4.9 36.6 52.2 粗 石・長・雲・焼
橙
（7.5YR6/6）

橙
（7.5YR6/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 4/36 30/36 10/36

141 162 185 09 SD1 5R-2A23 3a 中世 中世土師器 皿 14.2 5.8 4.5 31.7 40.8 普
石・長・雲・焼・
白

橙
（7.5YR6/6）

橙
（7.5YR6/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 13/36 13/36 12/36

141 162 186 09 SD1
5R-2A22
5R-2A23

12
3a

a
a

中世 中世土師器 皿 15.0 6.6 4.8 32.0 44.0 粗 石・長・雲・焼
橙
（7.5YR6/6）

橙
（7.5YR6/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 4/36 12/36 10/36

141 162 187 09 SD1 5R-2A22 12 中世 中世土師器 皿 13.6 6.4 4.6 33.8 47.1 粗
石・長・雲・焼・
白

橙（5YR6/6）橙（5YR6/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 9/36 30/36 15/36

141 163 188 09 SD1 5R-2A22 12 中世 中世土師器 皿 14.0 普
石・長・雲・チ・
焼・白

褐灰
（7.5YR5/1）

黒褐
（7.5YR3/1）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

141 163 189 09 SD1 5R-2D23 7 中世 中世土師器 皿 10.5 粗 雲・焼・角
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
手づくね
ナデ

ナデ 3/36 3/36
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141 163 190 09 SD1 5R-2D21 1 中世 中世土師器 皿 （10.9） 粗 長・雲・焼・角
浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化 ヨコナデ ヨコナデ 手づくね 2/36 2/36

141 163 191 09 SD2 5R-3B2 8 平安 須恵器 杯蓋 精 長・雲・白 B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元
ロクロナデ
ロクロケズリ

ロクロナデ 左 30/36

141 163 192 09 SD2 5R-3B2 10 平安 須恵器 杯蓋 精 長・雲・白 B 灰（N6/0） 灰（N6/0） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 7/36 転用硯

141 163 193 09 SD2 5R-3A5 9 平安 須恵器 無台杯 7.7 普 石・長・白 A
灰白
（10YR8/2）

灰白
（10YR8/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 右 12/36 8/36
胎土混入粒子大
きい

141 163 194 09 SD2
5R-3A7
5R-3A11

8
11

a
a

平安 須恵器 有台杯 6.8 精
石・長・雲・チ・
白

B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 右 32/36 15/36

141 163 195 09
SD2 5R-3B4 7 a

平安 須恵器 壺蓋 （11.7） 2.6 精 長・チ・白 B
黄灰
（2.5Y6/1）

黄灰
（2.5Y6/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 右 2/36 4/36 自然釉SD1 5R-2D16 1 b
5R-3B9 Ⅲ b

141 163 196 09 SD2 5Q-3I17 3 平安 須恵器 壺蓋 精 石・長・白・角 B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 自然釉

141 163 197 09 SD2 5R-3B1 11 平安 須恵器 短頸壺 12.0 精 長・雲・白 B 灰（N6/0） 灰（N6/0） 還元
ロクロナデ
ハケメ

ロクロナデ 4/36 1/36 自然釉

141 163 198 09
SD2 5R-3A12 1 a

平安 須恵器 長頸壺 6.7 精
石・長・雲・チ・
白

B 灰（5Y5/1） 灰（5Y5/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 7/36 1/36
5R-4B13 Ⅲ a

141 163 199 09 SD2 5R-3B4 10 平安 須恵器 甕 （24.0） 普
石・長・雲・白・
角

B
灰白
（2.5Y8/1）

灰白
（2.5Y8/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

141 163 200 09 SD2

5Q-3J12
5Q-3J12
5Q-3J13
5Q-3J15
5Q-3I20

11
8
11
11
11

a
a
a
a
a

平安 須恵器 甕 精 石・長・雲・白 B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 タタキメ（K）
ナデ
当て具痕（D）

1/36

142 164 201 09 SD2
5Q-3J11
5Q-3J15

11
a

a・b
平安 土師器 無台椀 14.0 6.0 3.7 26.4 42.9 粗

石・長・雲・焼・
白

浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 4/36 36/36 18/36

142 164 202 09 SD2 5R-3B3 11 平安 土師器 無台椀 13.0 5.4 3.8 29.2 41.5 普 長・雲・焼・白
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 16/36 36/36 19/36

142 164 203 09 SD2 5R-3A8 13 平安 土師器 無台椀 13.0 5.2 4.0 30.8 40.0 普
石・長・雲・焼・
白

浅黄橙
（7.5YR8/6）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 9/36 36/36 10/36

142 164 204 09 SD2
5Q-3I13
5Q-3I13
5Q-3I17

3
9
11

a
a
a

平安 土師器 無台椀 11.6 4.8 3.5 30.2 41.4 粗 石・長・雲・焼
浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 15/36 35/36 22/36

142 164 205 09
SD2 5R-3C2 1 a

平安 土師器 無台椀 11.0 5.8 3.5 31.8 52.7 普 石・長・焼・白
橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 5/36 2/36 4/365R-3C2 Ⅲ a
SD776 5R-3C12 1 b

142 164 206 09 SD2 5Q-3I17 10 平安 土師器 有台椀 14.1 6.3 4.5 粗
石・長・チ・焼・
白・角

浅黄橙
（7.5YR8/6）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 24/36 36/36 29/36

142 164 207 09 SD2 5R-3C4 10 古代 土師器 甕 7.0 粗
石・長・雲・チ・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ケズリ ハケメ 9/36 1/36
160・347と同一
個体

142 164 208 09 SD2 5R-3C1 13 平安 土師器 小甕 14.8 粗
石・長・雲・チ・
焼

浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

142 164 209 09 SD2 5Q-3J6 4 平安 土師器 小甕 （12.5） 粗 長・雲・チ・白
にぶい橙
（7.5YR6/4）

にぶい橙
（7.5YR6/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

142 164 210 09 SD2 5Q-3I14 11 平安 土師器 小甕 6.0 普
石・長・雲・チ・
焼

灰白
（10YR8/2）

灰白
（10YR8/2）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 36/36 3/36

142 164 211 09 SD2 5Q-3I20 11 平安 土師器 小甕 5.8 普
石・長・雲・チ・
焼・白・角

灰褐
（7.5YR6/2）

橙（5YR7/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 33/36 31/36

142 164 212 09 SD2 5R-3A11 1 平安 土師器 小甕 6.0 粗
石・長・雲・チ・
焼

橙
（2.5YR7/6）

橙（5YR7/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 11/36 1/36

142 165 213 09 SD2 5R-3C1 13 平安 土師器 鍋 （39.0） 普
石・長・雲・チ・
焼・白

黄橙
（10YR8/6）

黄橙
（10YR8/6）

酸化

ロクロナデ
カキメ
ハケメ
ケズリ
タタキメ（Ha）

ロクロナデ
カキメ
ハケメ
当て具痕（H）

1/36 3/36

142 165 214 09 SD2
5R-3B4
5R-3B5
5R-3C1

12
10
7

a
a
a

平安 土師器 鍋 （39.8） 普
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ
タタキメ（Ha）

ロクロナデ
カキメ
ハケメ

1/36 2/36

142 164 215 09 SD2 5R-2C22 13 平安 土師器 鍋 普
石・長・雲・チ・
焼・白

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

1/36
体部外面横位ヘ
ラ記号「×」

142 164 216 09 SD2 5R-3B2 8 古代 土師器 甕 粗 長・雲・チ・白
にぶい橙
（7.5YR6/4）

黒
（7.5YR2/1）

酸化 ハケメ ナデ 1/36

142 165 217 09 SD2
5R-3B1
5R-3B2

11
13

a
a

平安 黒色土器 無台椀 11.3 4.8 4.0 35.4 42.5 普 長・チ・焼・白
浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化
ロクロナデ
ロクロケズリ

ロクロナデ
ミガキ

糸切り後ロクロ
ケズリ

右 5/36 36/36 21/36
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142 165 218 09
SD2

5Q-3I9
5R-3A7
5R-3A14

11
12
7

a
a
a 平安 黒色土器 無台椀 6.4 普 石・長・チ・焼

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
回転ミガキ

ロクロナデ
ミガキ

15/36 15/36

SD1 5R-2A22 1 a

142 165 219 09 SD2 5Q-3I13 11 平安 黒色土器 有台皿 5.0 普 石・長・雲・白
黒褐
（2.5Y3/1）

黒褐
（2.5Y3/1）

酸化 ロクロナデ
ロクロナデ
ミガキ

切り離し後
ナデ

36/36 12/36

143 165 220 09 SD2 5R-3A8 11 平安 土師器 鍋 （40.5） 普
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

2/36 2/36

143 165 221 09
SD2 5Q-3J12 11 a

平安 土師器 鍋 （41.3） 普
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ
ハケメ

2/36 1/36 スス
SD1 5Q-3J7 1 a

143 165 222 09 SD2 5R-3A10 1 中世 珠洲焼 壺R種 精 石・長・雲・白 灰（5Y5/1） 灰（5Y5/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 吉岡Ⅰ期

143 165 223 09 SD2 5R-3B5 10 中世 白磁 椀 （16.7） 精 長・白
胎土：灰白
（7.5Y8/1）

釉薬：灰白
（2.5Y8/2）

還元 3/36 2/36

143 165 224 09 SD2 5R-3A8 11 中世 白磁 皿 精 長・白・角 灰白（N8/0）
釉薬：灰白
（5Y8/2）

還元 4/36

143 165 225 09 SD2 5Q-3J11 11 中世 中世土師器 皿 8.0 4.0 2.1 26.3 50.0 粗 石・長・雲・焼
にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ヨコナデ ヨコナデ 糸切り 右 16/36 36/36 28/36

143 165 226 09 SD2 5Q-3I13 3 中世 中世土師器 皿 （10.4） 粗
石・長・雲・チ・
白・角

浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

143 165 227 09 SD2 5R-3B5 12 中世 中世土師器 鍋か鉢 20.0 粗
石・長・雲・チ・
焼・角

にぶい黄橙
（10YR6/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ
内外面
ハケメ

3/36 1/36

143 165 228 09 SD36 5Q-4I3 1 中世 中世土師器 皿 7.4 3.6 1.1 粗
石・長・雲・チ・
焼・白・角

浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化 ヨコナデ ヨコナデ 手づくね 4/36 18/36 18/36

143 165 229 09 SD36 5Q-4I3 1 中世 中世土師器 皿 7.6 2.2 1.6 粗
石・長・雲・チ・
焼

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ヨコナデ ヨコナデ 手づくね 7/36 36/36 30/36

143 165 230 09 SD161 5Q-5I24 1 平安 土師器 無台椀 6.0 粗 石・長・白
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 11/36 4/36

143 165 231 09
SD244 5Q-4J18 − a

平安 土師器 無台椀 12.7 4.8 4.2 33.1 37.8 普
石・長・雲・焼・
白・海

橙（5YR6/6）橙（5YR6/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 20/36 34/36 30/36
5Q-4J23 Ⅲ a

143 165 232 09 SD288 5R-1B6 2 平安 土師器 長甕 （23.0） 粗 石・長・焼・白
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

143 165 233 09 SD289 5R-1B7 1 平安 須恵器 広口瓶 12.0 精 石・長・白 B
暗灰黄
（2.5Y5/2）

暗灰黄
（2.5Y5/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 1/36 自然釉

143 166 234 09 SD289 5R-1B12 1 平安 土師器 小甕 （14.8） 粗 石・長・雲・チ
にぶい黄橙
（10YR6/4）

にぶい黄橙
（10YR6/4）

酸化
ロクロナデ
口縁部ハケメ

ロクロナデ
口縁部ハケメ

3/36 1/36 スス

143 166 235 09 SD289 5R-1B6 1 平安 土師器 鍋 （38.8） 粗 石・長・雲・チ
浅黄橙
（10YR8/4）					

浅黄橙
（10YR8/4）					

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ 1/36 1/36 スス

143 166 236 09 SD289 5R-2C13 1 中世
瀬戸・美濃

焼
平椀 精 長・チ・焼・白

胎土：灰黄
（2.5Y7/2）

釉薬：浅黄
（2.5Y7/3）

還元 1/36 後期様式

143 166 237 09 SD298 5R-2B3 1 平安 土師器 長甕か鍋
加工後長

2.35
加工後幅

2.55
厚

0.65
普

雲・チ・焼・白・
角

灰褐
（5YR4/2）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 1/36 円盤状に加工

143 166 238 09
SD305 5R-2B5 1 a

平安 須恵器 稜椀 9.2 精
石・長・雲・チ・
白

C
灰黄
（2.5Y7/2）

灰黄
（2.5Y7/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 7/36 7/36
5R-3B12 Ⅲ a

143 166 239 09 SD314 5R-2B7 1 平安 土師器 長甕 （21.1） 普
長・雲・チ・焼・
角

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ
ロクロナデ
ハケメ

1/36 1/36

143 166 240 09 SD315 5R-1A20 1 平安 土師器 小甕 （14.4） 粗 石・長・チ・白
橙
（7.5YR6/6）

黒
（7.5YR2/1）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36 炭化物

143 166 241 09 SD316 5R-2A4 1 平安 須恵器 無台杯 7.4 精 長・雲・白 B
灰白
（5Y7/1）

灰白
（5Y7/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 11/36 5/36

143 166 242 09
SD316 5R-2A4 1 a

平安 土師器 無台椀 5.4 普 長・雲・焼・白
浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 29/36 9/36
5R-1A19 Ⅲ a

143 166 243 09 SD318 5R-1A16 1 平安 土師器 無台椀 （15.0） 普
石・長・雲・チ・
白

橙
（2.5YR6/6）

橙
（2.5YR6/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

143 166 244 09 SD318 5R-1A21 1 平安 土師器 長甕 （21.2） 粗
石・長・チ・焼・
雲・白・海

にぶい黄橙
（10YR7/3）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ 1/36 1/36

143 166 245 09 SD319 5R-2B1 1 平安 土師器 長甕 （23.2） 粗 石・長・雲・チ
黄橙
（10YR8/6）

黄橙
（10YR8/8）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

143 166 246 09 SD347 5Q-1J15 1 平安 須恵器 杯蓋 精 長・チ・白 B
灰黄
（2.5Y7/2）

灰黄
（2.5Y7/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 4/36

143 166 247 09 SD358 5R-2A7 1 平安 須恵器 杯蓋 14.4 精 長・チ・白 B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元
ロクロナデ
ロクロケズリ

ロクロナデ 左 4/36 3/36

143 166 248 09 SD358 5Q-2J20 1 平安 須恵器 広口瓶 （20.5） 精 長・雲・チ・白 B 灰（N4/0） 灰（N4/0） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36
取上No.7
自然釉
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143 166 249 09 SD358 5R-2A6 4 平安 土師器 有台皿 5.4 粗 石・焼
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36 1/36

143 166 250 09 SD358 5R-2A8 1 平安 土師器 長甕 （22.9） 普 石・長・焼・白
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

144 166 251 09 SD358 5R-2A6 5 中世 珠洲焼 片口鉢 精
石・長・雲・白・
海

灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36
転用研磨具
吉岡Ⅰ期

144 166 252 09 SD358 5R-2A8 2 中世 珠洲焼 片口鉢 9.5 精
石・長・雲・白・
海

灰（N6/0） 灰（N6/0） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 静止糸切り 16/36 2/36
取上No.4
吉岡Ⅰ期

144 166 253 09
SD358 5R-2A18 2 a

中世 珠洲系陶器 甕 精
石・長・雲・チ・
白

灰（N4/0） 灰（N4/0） 還元 平行タタキメ
ナデ
当て具痕

1/36
取上No.2
（SD358）
吉岡Ⅰ期SD1

5R-2A23
5R-2C25

1
1

a
b

144 166 254 09 SD358 5R-2A6 2 中世 珠洲焼 甕 精 石・長・白
黄灰
（2.5Y6/1）

黄灰
（2.5Y6/1）

還元 タタキ 当て具痕 1/36
取上No.6
吉岡Ⅰ期

144 167 255 09
SD358 5R-2A23 1 a

中世 中世土師器 皿 14.4 6.4 4.7 32.6 44.4 普
石・長・雲・焼・
白

橙
（7.5YR6/6）

橙
（7.5YR6/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 13/36 27/36 21/36SD1 5R-2A22
5R-2A23

12
3a

a
a

144 167 256 09 SD666 5R-2A16 1 平安 須恵器 杯蓋 （14.0） 精 長・白・海 B
灰黄
（2.5Y6/2）

灰黄
（2.5Y6/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 2/36

144 167 257 09 SD776 5R-3C22 1 平安 須恵器 稜椀 9.5 精 石・長・雲・白 C
黄灰
（2.5Y6/1）

黄灰
（2.5Y6/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 3/36 3/36

144 167 258 09 SD776 5R-3C17 8・9 平安 土師器 無台椀 （13.0） 粗 石・長・チ・白
橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

144 167 259 09 SD776 5R-3C22 1 平安 土師器 小甕 12.9 普
石・長・雲・チ・
白

橙
（2.5YR6/6）

橙
（2.5YR6/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

144 167 260 09 SD776 5R-3C7 1 平安 土師器 長甕 （21.2） 粗
石・長・雲・チ・
焼

にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

3/36 1/36

144 167 261 09 SD776 5R-3C7 1 平安 土師器 長甕か鍋
加工後長

2.35
加工後幅

2.55
厚

0.65
粗

石・長・チ・焼・
白・雲

にぶい黄褐
（10YR5/3）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 1/36 円盤状に加工

144 167 262 09 SD776 5R-3C17 8・9 中世 中世土師器 皿 7.6 2.8 1.6 粗
石・長・雲・チ・
焼・角

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ヨコナデ ヨコナデ 手づくね 12/36 36/36 30/36

144 167 263 09 SD825 5R-3C15 1・2 平安 須恵器 杯蓋 （16.0） 精 長・雲・白 B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 3/36

144 167 264 09
SD825

5R-3C20
5R-3C20
5R-3C15

1
3a
2

a
a・b
c 平安 須恵器 甕 精 長・雲・チ・白 B

黄灰
（2.5Y5/1）

黄灰
（2.5Y5/1）

還元
タタキメ（Ha）
カキメ

当て具痕（K） 2/36
SD2 5R-3C1 13 d

5R-3D16 Ⅲ d

144 167 265 09
SD825

5R-3C20
5R-3C20

2
3a

a
a 平安 土師器 無台椀 （13.0） 4.8 3.9 （30.0） （37.0） 普 長・雲・焼・白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 1/36 21/36 5/36
5R-3D12 Ⅲ a

144 167 266 09 SD825 5R-3C20 3a 平安 土師器 無台椀 12.8 普 石・長・雲・白
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 6/36 3/36

144 167 267 09 SD825 5R-3C20 2 平安 土師器 無台椀 18.1 粗 石・長・焼・白
にぶい黄橙
（10YR7/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 3/36

145 167 268 09 SD825 5R-3C20 3a 平安 土師器 鍋 （36.7） 普
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ
ケズリ

ロクロナデ
カキメ
ハケメ

2/36 1/36 スス

145 167 269 09 SD825 5R-3C20 3a 平安 土師器 鍋 （40.3） 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ
ケズリ

ロクロナデ 2/36 1/36 スス

145 167 270 09 SD838 5R-3D6 1 平安 土師器 長甕 （20.9） 普
石・長・雲・チ・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ 2/36 1/36

145 167 271 09 SD854 5R-3D12 1 平安 須恵器 有台杯 6.0 精 長・白・海 B 灰（10Y5/1）灰（10Y5/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 5/36 3/36

145 167 272 09
SD864 5R-3B24 1 a

平安 土師器 長甕 （24.3） 普 石・長・チ・焼
橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ 2/36 1/365R-3B9
5R-3B20

Ⅲ
Ⅲ

a
a

145 168 273 09 SD931 5R-2A12 1 平安 須恵器 無台杯 13.0 精 長・白 B 灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

145 168 274 09 SD1009 5R-4A19 1 平安 土師器 無台椀 （12.2） 普
長・チ・焼・白・
石

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

145 168 275 09
SD1015 5R-4A15 1 a

平安 須恵器 有台杯 7.0 精 石・長・雲・チ 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 左 11/36 11/36
5R-4A15 Ⅲ a

145 168 276 09
SD1116 5R-3D1 5 a

平安 土師器 鉢 普 長・チ・焼・白
浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化
ロクロナデ
ケズリ

ロクロナデ 5/36SD2 5R-3C4 10 a
5R-3D6 Ⅲ a

145 168 277 09 SD1116 5R-3D1 5 平安 土師器 小甕 （12.6） 普
石・長・雲・チ・
白

橙
（2.5YR7/6）

橙
（2.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36
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145 168 278 09 SD1116 5R-3D1 5 平安 土師器 長甕 （23.1） 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

にぶい橙
（7.5YR7/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

2/36 1/36

145 168 279 09
SD1218 5R-4B2 1 a

平安 土師器 無台椀 4.4 普 石・長・焼・白
浅黄橙
（7.5YR8/6）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 31/36 20/36
5R-3B22 Ⅲ a

145 168 280 09
SD1218 5R-4B2 2 a

平安 土師器 長甕 普
石。長・雲・焼・
角

にぶい黄褐
（10YR4/3）

にぶい黄橙
（10YR6/4）

酸化
ロクロナデ
タタキメ（Ha）
カキメ

ロクロナデ
カキメ
当て具痕（D）

1/36 スス
叩き板の木目痕
明瞭5R-3B12 Ⅲ a

145 168 281 09 SD1218 5R-4B7 1 中世 中世土師器 皿 6.0 粗 石・長・チ・白
橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ
ヘラ切り

7/36 1/36

145 168 282 09 SD1247 5R-1B11 1 平安 須恵器 無台杯 （13.0） 精 長・白 B 灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

145 168 283 09 SD1247 5R-1B11 3・4 平安 須恵器 無台杯 精 長・チ・白 B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36
体部外面墨書
□

145 168 284 09
Pit221 5Q-5J23 1 a・b

平安 土師器 無台椀 11.8 4.8 3.9 33.1 40.7 普 石・長・焼
浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 8/36 36/36 12/36
5Q-5J23 Ⅲ b

145 168 285 09 Pit249 5Q-4J22 1 平安 土師器 無台椀 12.2 普 石・長・白
浅黄橙
（7.5YR8/6）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 6/36 5/36

145 168 286 9 Pit281 5Q-5J10 1 平安 須恵器 無台杯 （13.1） 精 石・長・白 B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

145 168 287 09 Pit344 5R-1A12 5 平安 土師器 小甕 6.0 粗
石・長・雲・チ・
焼

淡橙
（5YR4/8）

橙（5YR7/8）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 不明 5/36 1/36

145 168 288 09 Pit344 5R-1A12 1 平安 土師器 長甕 （21.0） 普
石・長・雲・チ・
焼

灰白
（10YR8/2）

灰白
（10YR8/2）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

145 168 289 09 Pit354
5R-1A11
5R-1A11・16

2
2

a・b
c

平安 土師器 小甕 6.7 粗 石・長・雲・白
にぶい黄橙
（10YR6/4）

にぶい黄橙
（10YR6/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 36/36 12/36

145 168 290 09
Pit436 5R-1A8 1 a

平安 須恵器 無台杯 12.9 7.8 3.2 24.8 60.5 精 長・雲・白
褐灰
（10YR6/1）

褐灰
（10YR6/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 左 7/36 23/36 10/36
SK332 5R-1A8 1・2 a

146 169 291 09

Pit436
5R-1A8
5R-1A8・13

1
1

a・c
a

平安 土師器 小甕 14.9 7.4 14.5 粗 石・長・チ・白
浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

糸切り 右 11/36 36/36 24/36 コゲ
SK331 5R-1A8 6 a
SK332 5R-1A8 1・2 a
Pit924 5R-1A8 1 a
Pit435 5R-1A13 2 b

146 169 292 09 Pit462 5R-1A20 1 平安 須恵器 無台杯 （11.1） 精 長・白 B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

146 169 293 09 Pit555 5R-1B7 2 中世 中世土師器 皿 （13.6） 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

146 169 294 09 Pit556 5R-1B7 1・2 平安 土師器 無台椀 7.0 粗 石・長・焼・白
橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 4/36 1/36

146 169 295 09 Pit700
5R-3B22・
23

1 平安 土師器 小甕 6.0 粗
石・長・雲・チ・
白

橙（5YR6/6）橙（5YR7/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 5/36 1/36

146 169 296 09 Pit734 5R-3B19 2 平安 土師器 無台椀 11.1 粗 石・長・雲・角
橙
（7.5YR7/6）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

146 169 297 09 Pit853 5R-3D12 1 平安 須恵器 無台杯 （13.0） 精 長・白・雲・チ B
灰白
（5Y7/1）

灰白
（5Y7/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 2/36

146 169 298 09 Pit928 5R-1A17 1 平安 土師器 長甕 22.7 粗
石・長・雲・チ・
焼

浅黄橙
（10YR8/4）

黄橙
（10YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 1/36

146 169 299 09

Pit621 5Q-4J11 1 a

平安 土師器 長甕 普
石・長・雲・チ・
焼・白

にぶい橙
（7.5YR6/4）

にぶい橙
（7.5YR6/4）

酸化

ロクロナデ
カキメ
ハケメ
ケズリ
タタキメ（Ha）

ロクロナデ
カキメ
指頭圧痕
当て具痕（H）

5/36
SD244 5Q-4J18 − a

5Q-4J11
5Q-4J23
5Q-5J2

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

a
a
a

146 169 300 09 Pit956 5R-1A4 1 平安 土師器 無台椀 7.0 普 長・雲・チ・石 橙（5YR6/8）橙（5YR6/8）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 6/36 1/36

146 169 301 09 Pit974 5R-3C13 1 平安 土師器 長甕 （21.4） 普
石・長・雲・焼・
白

にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

2/36 1/36

146 169 302 09 Pit1269 5R-1A21 − 平安 土師器 小甕 5.4 粗 石・長・雲・チ
浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 静止糸切り? 13/36 1/36

146 169 303 09 Pit1277 5R-4C1 1 平安 土師器 無台椀 （12.0） 粗
石・長・雲・焼・
白・角

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

146 169 304 09
Pit442

（SB1352）
5R-1A4 1 平安 土師器 小甕 9.0 普

石・長・雲・チ・
白・角

にぶい黄橙
（10YR7/3）

にぶい橙
（7.5YR7/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 1/36

146 169 305 09
Pit464

（SB1353）
5R-1A15 3 平安 土師器 長甕か鍋

加工後長
2.35

加工後幅
2.55

厚
0.65

普
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（7.5YR8/3）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 1/36 円盤状に加工

146 169 306 09

Pit380
（SB1354）

5R-1A17 1 a・b
平安 土師器 小甕 （12.4） 普 石・長・雲・チ

にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 5/36
Pit375 5R-1A12 1 a

5R-1A8 Ⅲ a
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146 169 307 09
Pit380

（SB1354）
5R-1A17 1 平安 土師器 鍋 （40.0） 粗 石・長・チ・白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
ハケメ

ロクロナデ 1/36 1/36

146 169 308 09
Pit619

（SB1355）
5R-1A16・
21

1 平安 土師器 小甕 8.0 粗
石・長・雲・チ・
焼

にぶい橙
（5YR7/4）

橙（5YR7/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36 1/36

146 169 309 09
Pit587

（SB1357）
5R-2A5 1 平安 土師器 鍋 （40.4） 粗 石・長・雲・チ

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

146 169 310 09
Pit783

（SB1366）
5R-3C12 5 平安 土師器 無台椀 （13.8） 普 石・長・チ・白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 2/36

146 169 311 09
Pit785

（SB1366）
5R-3C8 − 平安 土師器 無台椀 （13.1） 普

石・長・雲・焼・
角

にぶい黄橙
（10YR6/4）

にぶい黄橙
（10YR6/4）

酸化
ロクロナデ
ハケメ

ロクロナデ
ハケメ

2/36 1/36

147 169 312 09 河1250 5R-2D24 13 平安 須恵器 杯蓋 （14.5） 精 長・白 B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36
147 170 313 09 5Q-6J1 Ⅲ 平安 須恵器 無台杯 12.5 6.8 3.0 24.0 54.4 精 長・チ・白 B 灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 左 13/36 15/36 12/36

147 170 314 09 5R-3B17 Ⅲ 平安 須恵器 無台杯 12.4 8.6 3.3 26.6 69.4 精 長・雲・チ・白 B
灰黄
（2.5Y7/2）

灰黄
（2.5Y7/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 左 6/36 14/36 8/36

147 170 315 09
5R-3B17
5R-3B22

Ⅲ
a
a

平安 須恵器 稜椀 精 長・雲・チ・白 C
灰白
（5Y7/1）

灰白
（5Y7/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 3/36

147 170 316 09 5R-1A9 Ⅲ 平安 須恵器 長頸瓶 8.7 精 長・雲・白・角 B 灰（5Y5/1） 灰（5Y5/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 8/36 1/36

147 170 317 09 5R-1A15 Ⅲ 平安 須恵器 壺瓶類 精 石・長・雲・白 C 黒（5Y2/1） 黒（5Y2/1） 還元
ロクロナデ
ハケメ
タタキメ（Ha）

ロクロナデ
カキメ

1/36

147 170 318 09
5R-3B12
5R-3B17

Ⅲ
Ⅲ

a
a

平安 土師器 無台椀 （15.5） 6.5 6.1 （39.4） （41.9） 粗
石・長・雲・焼・
白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 1/36 19/36 4/36

147 170 319 09 5R-3B12 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 （16.2） 普 石・長・雲・白
浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 5/36

147 170 320 09 5Q-4J12 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 15.0 4.6 4.2 28.0 30.7 普
石・長・チ・焼・
白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 4/36 4/36 5/36

147 170 321 09 5R-3B9 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 14.2 5.5 4.1 28.9 38.7 普
石・長・雲・焼・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 11/36 13/36 9/36

147 170 322 09 5R-3B12 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 13.5 5.6 4.1 30.4 41.5 普
石・長・雲・焼・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化
ロクロナデ
ロクロケズリ
ケズリ

ロクロナデ 糸切り 右 7/36 23/36 16/36 油煙か?

147 170 323 09 5R-3B12 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 13.1 6.0 4.6 35.1 45.8 普
石・長・雲・焼・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 11/36 33/36 20/36

147 170 324 09 5R-3B9 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 13.0 5.4 3.6 27.7 41.5 普
長・雲・焼・白・
角

橙（5YR7/6）
にぶい赤褐
（5YR5/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 4/36 25/36 8/36

147 170 325 09 5R-3B25 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 6.0 普
石・長・雲・焼・
白

にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 9/36 1/36 油煙

147 171 326 09 5R-3B9 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 （12.5） 4.5 3.7 （29.6） （36.0） 普
石・長・雲・焼・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 2/36 13/36 6/36

147 171 327 09
5R-3B22
5R-3B23

Ⅲ
Ⅲ

a
a

平安 土師器 無台椀 （12.4） 5.5 3.5 （28.2） （44.4） 普
石・長・雲・チ・
焼・白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 1/36 5/36 3/36

147 171 328 09 5R-1A16 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 12.0 4.7 3.4 28.3 39.2 普
石・長・雲・チ・
焼・白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 13/36 36/36 25/36
体部外面墨書
□（天ヵ）

147 171 329 09 5Q-5I19 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 12.0 4.6 3.7 30.8 38.3 普
石・長・雲・焼・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 9/36 25/36 12/36

147 171 330 09 5Q-4I19 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 12.0 4.3 4.6 38.3 35.8 普
石・長・雲・チ・
焼・海

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 4/36 14/36 9/36

148 171 331 09 5R-3D16 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 5.8 普
石・長・雲・焼・
白

浅黄橙
（7.5YR8/6）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 15/36 3/36

148 171 332 09 5Q-4H20 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 （4.8） 普 長・チ・焼・白
橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ 糸切り 右 2/36 3/36
底部外面墨書
□

148 171 333 09 5R-2C2 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 5.0 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（7.5YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 11/36 1/36

148 171 334 09 5R-3B22 Ⅲ 平安 土師器 有台皿 17.0 普
石・長・雲・焼・
白・角

浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化
ロクロナデ
ロクロケズリ

ロクロナデ 4/36 4/36

148 171 335 09 5R-3B9 Ⅲ a・b 平安 土師器 有台皿 （8.0） 普 長・雲・焼・白
浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

148 171 336 09
5R-3B9
5R-3C16

Ⅲ
Ⅲ

a
a

平安 土師器 甕 （22.4） 普
石・長・雲・焼・
白

橙（5YR7/6）橙（5YR7/6）酸化
ロクロナデ
カキメ
ケズリ

ロクロナデ
カキメ

2/36 5/36

148 171 337 09 5R-5A8 Ⅲ 平安 土師器 長甕 21.8 普
石・長・雲・焼・
角

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

5/36 2/36 コゲ

148 172 338 09 5R-1A16 Ⅲ 平安 土師器 長甕 20.8 普
石・長・雲・焼・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

5/36 2/36

148 172 339 09
5R-3B14
5R-3B22

Ⅲ
Ⅲ

a
a

平安 土師器 長甕 22.9 普 石・長・焼・白
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 1/36
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148 172 340 09 5Q-4I19 Ⅲ 平安 土師器 長甕 普
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ
タタキメ（Ha）

ロクロナデ
カキメ
ハケメ
当て具痕（H）

2/36

148 172 341 09 5Q-5J19 Ⅲ 平安 土師器 長甕 普 石・長・チ・焼
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ 1/36

148 172 342 09 5Q-1A18 Ⅲ 平安 土師器 鍋 （42.4） 粗
石・長・雲・焼・
角・チ

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 カキメ ロクロナデ 2/36 1/36

148 172 343 09
5R-1A16
5R-1A18
5R-1B6

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

a
a
a

平安 土師器 鍋 44.1 普
石・長・雲・チ・
焼・白

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

7/36 2/36 コゲ スス

149 172 344 09

5Q-1J15
5R-1A13
5R-1A16
5R-1B6
5R-1B7

Ⅲc
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

a
b
a
a
b

平安 土師器 鍋 38.9 普
石・長・雲・焼・
白

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

5/36 3/36

149 172 345 09 5R-2A1 Ⅲ 古代 土師器 甕 粗
長・雲・チ・白・
角・海

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ハケメ ナデ

149 172 346 09 5R-3D16 Ⅲ 古代 土師器 甕 粗
石・長・雲・チ・
白

橙
（7.5YR6/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化
ヨコナデ
ハケメ

ハケメ 1/36

149 172 347 09 5R-3D11 Ⅲ 古代 土師器 甕 粗 長・雲・チ・白
にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 ケズリか ハケメ 1/36
160・209と同一
個体

149 172 348 09 5R-1A9 Ⅲ 平安 土師器 長甕か鍋
加工後長

2.35
加工後幅

2.55
厚

0.65
普

石・長・雲・チ・
白・角

浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 1/36 円盤状に加工

149 172 349 09 5R-2A4 Ⅲ 平安 土師器 長甕か鍋
加工後長

2.35
加工後幅

2.55
厚

0.65
粗

石・長・雲・チ・
焼・白

にぶい黄橙
（10YR		）

黄橙
（10YR8/6）

酸化 1/36 円盤状に加工

149 172 350 09 5R-3B22 Ⅲ a・b 平安 黒色土器 無台椀 17.0 普
石・長・雲・焼・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化
ロクロナデ
ミガキ

ロクロナデ
ミガキ

4/36 5/36

149 172 351 09 5Q-5I23 Ⅲ 平安 黒色土器 無台椀 （16.0） 粗 長・雲・焼
にぶい黄橙
（10YR7/4）

黒（5Y2/1） 酸化
ロクロナデ
ミガキ

ロクロナデ
ミガキ

2/36 2/36

149 172 352 09 5R-1A18 Ⅲ 平安 黒色土器 無台椀 6.0 粗 長・雲・焼
にぶい黄橙
（10YR7/4）

黒（5Y2/1） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 右 5/36 2/36

149 172 353 09
5Q-4I6
5Q-4I19

Ⅲ
Ⅲ

a
a

平安 黒色土器 無台椀 6.0 普 長・雲・白
黒褐
（10YR3/1）

黒褐
（10YR3/1）

酸化
ロクロケズリ
ミガキ

ロクロナデ
ミガキ

4/36 4/36

149 172 354 09 5Q-6J1 Ⅲ 中世 珠洲焼 片口鉢 精
石・長・雲・チ・
白・海

灰（5Y5/1） 灰（5Y6/1））還元 1/36
卸目1単位7目
吉岡Ⅴ期

149 172 355 09 5R-3B22 Ⅲ 中世 珠洲焼 片口鉢 精
石・長・雲・チ・
白・海

灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36
漆剥ぎ
吉岡Ⅳ期

149 172 356 09 5R-2B21 Ⅲ 中世 珠洲焼 片口鉢 精
石・長・雲・白・
海

黄灰
（2.5Y5/1）

暗灰黄
（2.5Y4/2）

還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

1/36
卸目1単位5目
吉岡Ⅲ〜Ⅳ期

149 172 357 09 5R-3C17 Ⅲ 中世 珠洲焼 片口鉢 精
石・長・雲・チ・
白・角・海

にぶい黄
（2.5Y6/4）

緑灰（N5/1）還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

3/36
卸目1単位17目
吉岡Ⅲ期

149 172 358 09 5R-3C19 Ⅲ 中世 珠洲焼 片口鉢 14.0 精 長・雲・チ・白
灰黄
（2.5Y6/2）

黄灰
（2.5Y5/1）

還元
ロクロナデ
ハケメ
指圧痕

ロクロナデ
卸目 静止糸切り 5/36 2/36

卸目1単位15目
吉岡Ⅴ期

149 173 359 09 5R-3C19 Ⅲ 中世 珠洲焼 装飾壺 普
石・長・雲・チ・
白・海

黄灰
（2.5Y6/1）

黄灰
（2.5Y5/1）

還元 櫛描波状文 ロクロナデ 1/36 吉岡Ⅰ期

150 173 360 09 5R-4B19 Ⅲ a・b 中世 珠洲焼 壺R種 （8.1） 精
石・長・雲・チ・
白・海

灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 2/36 2/36

150 173 361 09 5Q-5J15 Ⅲ 中世 珠洲焼 壺 （21.4） 精
長・雲・チ・白・
海

灰（5Y5/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36 吉岡Ⅲ〜Ⅳ期

150 173 362 09 5R-4A24 Ⅲ 中世 白磁 四耳壺 精 長・チ・白
胎土：灰白
（5Y7/1）

釉薬：灰白
（5Y7/2）

還元 1/36

150 173 363 09 5R-3D16 Ⅲ 中世 青磁 椀 （14.2） 精 長・チ・白
胎土：灰白
（5Y7/1）

釉薬：灰
オリーブ
（7.5Y5/2）

還元 1/36 1/36

150 173 364 09 5Q-2J15 Ⅲ a・b 中世 瀬戸美濃焼 折縁皿 10.6 精 石・長・雲・チ
胎土：灰白
（10YR8/1）

釉薬：浅黄
（5Y7/3）

還元 4/36 3/36 後期様式

150 173 365 09 5R-2B23 Ⅲ 中世 瀬戸美濃焼 筒形容器 13.4 精 長・チ
胎土：浅黄
（2.5Y7/3）

釉薬：淡黄
（5Y8/4）

還元 3/36 1/36 後期様式

150 173 366 09 5Q-6J1 Ⅲ 中世
瀬戸・美濃

焼
天目茶碗 精 石・長・雲・チ 胎土：

釉薬：黒
（5Y2/1）

還元 鉄釉 鉄釉 1/36

150 173 367 09 5Q-2J14 Ⅲ 中世
瀬戸・美濃

焼
浅椀 4.5 精 長・角

胎土：灰黄
（2.5Y7/2）

釉薬：灰白
（10YR8/1）

還元 ヘラ切り 左 9/36 1/36
底部外面に沈線
状圧痕

150 173 368 09 5R-1A13 Ⅲ 中世 中世土師器 皿 4.8 普
石・長・雲・白・
海

浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36 5/36



別
　
　
　
表

2
7
5

図版
No.

写真
図版
No.

報告
No.

調査
年度

出土位置
層位

接合
記号

時代 種別 器種
法量（cm） 径高

指数
底径
指数

胎土 色調
焼成

手法 回転
方向

遺存率 付着物
備考

区 遺構名 グリッド 口径 底径 器高 状態 含有物 産地 外面/胎土 内面/釉薬 外面 内面 底部 口縁部 底部 全体 内面 外面

150 173 369 09 5R-1B6 Ⅲ a・b 中世 中世土師器 皿 13.8 普
石・長・雲・焼・
白

浅黄橙
（7.5YR8/6）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 9/36 9/36

150 173 370 09 5R-2B23 Ⅲ 中世 中世土師器 皿 （10.0） （8.0） 1.2 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 2/36 1/36

150 173 371 09 5Q-6J3 表土 中世 珠洲焼 片口鉢 精
石・長・雲・チ・
白・海・焼

灰（7.5Y5/1）灰（7.5Y5/1）還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

1/36
転用研磨具
吉岡Ⅲ期

150 173 372 09
5Q-5J〜
5R-5A

排土 中世 珠洲焼 片口鉢 精
石・長・雲・チ・
白・海

灰（7.5Y4/1）
灰
（7.5Y5/1）

還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

2/36 コゲ
卸目1単位11目
吉岡Ⅳ期ヵ

150 173 373 10 1 SX270 18Q-7F21 1 中世 珠洲焼 片口鉢 （32.2） 粗 石・長・海 灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

2/36 1/36
卸目1単位9目以
上　吉岡Ⅲ期

150 173 374 10 1 SX270 18Q-7F21 1 中世 珠洲焼 片口鉢 11.0 普 長・海 灰（10Y6/1）灰（10Y6/1）還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

静止糸切り 3/36 1/36 吉岡Ⅲ期

150 173 375 10 1 SX270 18Q-7F21 1 中世 珠洲焼 甕 普 長・海 灰（10Y5/1）灰（10Y5/1）還元 平行タタキメ 当て具痕 1/36
転用研磨具
吉岡Ⅳ期

150 173 376 10 1 SD11 19S-3A5 1 中世 中世土師器 皿 10.0 粗 長・チ・焼
浅黄橙
（7.5YR8/3）

浅黄橙
（7.5YR8/3）

酸化 ヨコナデ ヨコナデ 4/36 1/36

150 173 377 10 1 SD11
19S-2B21 1 a

中世 中世土師器 皿 13.6 粗 チ・焼・角
にぶい黄橙
（10Y7/3）

にぶい黄橙
（10Y7/3）

酸化 ヨコナデ ヨコナデ 11/36 6/36
19S-3A5 1 b

150 173 378 10 1 SD11 19S-2B21 1 中世 中世土師器 皿 （13.4） 粗 石・チ・角
淡黄
（2.5Y7/3）

淡黄
（2.5Y7/3）

酸化 ヨコナデ ヨコナデ 2/36 3/36

150 173 379 10 1 SD11 19S-2B21 1 中世 中世土師器 皿 12.3 粗 チ・焼・角
にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ヨコナデ ヨコナデ 9/36 6/36

150 174 380 10 1 SD11 19S-2A25 1 中世 中世土師器 皿 （14.6） 粗
長・雲・チ・焼・
角

にぶい橙
（5YR7/3）

にぶい橙
（5YR7/3）

酸化 ヨコナデ ヨコナデ 3/36 1/36

150 174 381 10 1 SD11 19S-3A5 1 中世 中世土師器 皿 14.0 粗 石・長・焼・角
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ヨコナデ ヨコナデ 6/36 3/36

150 174 382 10 1 SD11 19S-3B2 1 中世 中世土師器 皿 （14.0） 粗
長・雲・チ・焼・
角

明褐灰
（7.5YR7/1）

明褐灰
（7.5YR7/1）

酸化 ヨコナデ ヨコナデ 2/36 1/36

150 173 383 10 1 SD64 19R-1I25 1 中世 瓦質土器 鉢 （19.8） 粗 石・長
にぶい黄
（2.5Y6/3）

にぶい黄
（2.5Y6/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

151 173 384 10 1 SD122 18R-10F1 1 平安 須恵器 無台杯 7.5 精 長 灰（10Y6/1）灰（10Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 左 12/36 5/36

151 173 385 10 1 河245 18Q-8G2 12 平安 土師器 無台椀 5.2 普 石・長・チ
にぶい黄橙
（10YR7/3）

にぶい黄橙
（10YR7/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 36/36 15/36

151 173 386 10 1 河245 18Q-8G2 12 平安 土師器 無台椀b 6.7 普 長・チ・焼
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ケズリ ロクロナデ 糸切り後ケズリ 右 11/36 4/36

151 173 387 10 1 18Q-8J5 Ⅲb 平安 土師器 仏鉢か 粗 長・雲・チ・焼
にぶい橙
（7.5YR7/3）

にぶい橙
（7.5YR7/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36

151 173 388 10 1 19S-2A17 Ⅲb 中世 青磁 椀 精 長
胎土：灰
（7.5Y6/1）

釉薬：灰
オリーブ
（7.5Y5/3）

還元 蓮弁文 1/36 1/36

151 173 389 10 1 18R-8D21 Ⅲ 中世 青磁 椀 精 長
釉薬：緑灰
（5G6/1）

還元 蓮弁文 1/36

151 173 390 10 1 19S-2A11 Ⅲb 近世 陶器 椀 9.2 4.8 6.5 精 石・長・雲・チ
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

還元 ロクロナデ 10/36 30/36 20/36

151 174 391 10 1 19S-2A11 Ⅲb 近世 染付 椀 10.1 4.7 5.5 精 長
胎土：灰白
（N8/）

釉薬：灰白
（2.5GY/）

還元 1/36 25/36 8/36

151 174 392 10 1 19R-2J8 Ⅲb 近世 白磁 壺 9.0 精 石・長・白 灰白（N8/） 灰白（N8/） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 6/36 1/36

151 174 393 10 2 SE725 19R-10E14 2 中世 青磁 椀 （16.2） 精
長・チ・白・黒
色微粒子

胎土：灰白
（10Y7/1）

釉薬：
オリーブ灰
（10Y6/2）

還元 2/36 1/36

151 174 394 10 2 SE756 19R-10F6
4
5

a
a

中世 中世土師器 皿 7.4 普 長・チ・海
浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 工具痕 25/36 18/36

151 174 395 10 2 SE791
20R-1F6
20R-1F11

5
−

a
a

平安 須恵器 有台杯 12.8 7.5 4.3 34.1 59.5 普 長・白 C 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 5/36 18/36

151 174 396 10 2 SE794 20R-1F7 7 平安 土師器 長甕 （20.6） 粗
石・長・チ・焼・
雲

浅黄
（2.5Y8/3）

浅黄
（2.5Y8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

151 174 397 10 2 SE794 20R-1F7
6
7

a
a

平安 土師器 長甕 粗
石・長・チ・焼・
雲

浅黄橙
（7.5YR8/3）

浅黄橙
（7.5YR8/3）

酸化
ロクロナデ
カキメ
ケズリ

ロクロナデ 1/36

151 174 398 10 2
SE794 20R-1F7

6
7

a
a 平安 土師器 長甕 （40.0） 粗

石・長・雲・チ・
焼・白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化

タタキメ（Ha）
カキメ
ケズリ
ハケメ

当て具痕（D）
ハケメ

2/36 スス

SE791 20R-1F6 5 b

151 174 399 10 2 SE802 20R-1F3 − 中世 中世土師器 皿 6.0 普
長・雲・チ・白・
海

灰褐
（7.5YR5/2）

灰褐
（7.5YR5/2）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 13/36 3/36
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151 174 400 10 2 SE810 20R-1F8 − 平安 須恵器 杯蓋 （14.5） 精 長・チ B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

151 174 401 10 2 SE845 20R-2G2 − 中世 中世土師器 皿 （14.6） 粗 長・雲・焼
にぶい黄橙
（10YR7/3）

にぶい黄橙
（10YR7/3）

酸化
ロクロナデ
指押え

ロクロナデ
指押え

2/36 1/36

151 174 402 10 2 SE1139 20R-2E20 − 平安 須恵器 無台杯 14.4 石・長・チ B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 2/36
151 174 403 10 2 SE1139 20R-2E20 1 中世 中世土師器 皿 7.4 5.0 1.1 14.9 67.6 粗 長 橙（5YR7/6）橙（5YR7/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 3/36 8/36 4/36

152 174 404 10 2 SK4 19R-7C1 − 中世 珠洲焼 片口鉢 普 石・チ 灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ
ロクロナデ
1単位13条の
卸目

1/36

152 174 405 10 2 SK4 19R-7C1 − 中世 珠洲焼 甕 精 長
褐灰
（10YR5/1）

黄灰
（2.5Y5/1）

還元 タタキメ
当て具痕
ロクロナデ

1/36

152 174 406 10 2 SK4 19R-7C1 − 中世 珠洲焼 甕 精 長・雲・海
黄灰
（2.5Y4/1）

黄灰
（2.5Y5/1）

還元 タタキメ 当て具痕 1/36

152 174 407 10 2 SK4 19R-7C1 1 中世
瀬戸・美濃

焼
天目茶碗 （13.4） 精 長

胎土：灰白
（7.5Y7/1）

釉薬：黒
（5YR1.7/0）
にぶい黄褐
（10YR4）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 3/36

152 175 408 10 2 SK5 19R-8A19 − 中世 珠洲焼 片口鉢 （38.5） 粗 石・長・海
灰白
（2.5Y7/1）

灰白
（2.5Y7/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

152 175 409 10 2

SK8 19R-8C21 1
a・c・d・
e・f

平安 須恵器 甕 22.7 普 長・チ・雲・白
褐灰
（10YR5/1）

褐灰
（10YR5/1）

還元
ロクロナデ
ケズリ
タタキメ（K）

ロクロナデ
当て具痕（X・
H）

19/36 10/36
Pit2 19R-8B7 − a・b

19R-8A9
19R-8B1
19R-8B20
19R-8C16

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

a
a
a
a

153 175 410 10 2 SK8 19R-8C16 − 平安 須恵器 無台杯 精 長・雲・チ B
灰黄
（2.5Y6/2）

灰黄
（2.5Y6/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

153 175 411 10 2 SK8 19R-8C16 − 平安 須恵器 有台杯 精 長・白 B
オリーブ黒
（7.5Y3/1）

灰白
（7.5Y7/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36

153 175 412 10 2 SK8 19R-8C21 1 平安 須恵器 広口瓶 （13.7） 精 長・チ B 灰（7.5Y5/1）灰（7.5Y5/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

153 175 413 10 2 SK8 19R-8C16 − 平安 須恵器 横瓶 （12.1） 普 長・チ B
灰白
（5Y7/1）

灰白
（5Y7/1）

還元
ロクロナデ
タタキメ（K）
カキメ

ロクロナデ
当て具痕（D）

3/36 2/36 自然釉

153 175 414 10 2 SK8 19R-8C22 − 平安 土師器 小甕 15.8 普 石・長・白
にぶい橙
（7.5YR6/3）

にぶい橙
（7.5YR6/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 13/36 5/36

153 175 415 10 2 SK8
19R-8C16
19R-8C17

−
−

a
a

平安 土師器 小甕 14.6 普 石・長・チ・焼
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 15/36 5/36 炭化物

153 176 416 10 2 SK8
19R-8C22
19R-8C21

5
−

a
a

平安 土師器 小甕 14.7 普 長・雲・チ・角
にぶい橙
（7.5YR6/4）

にぶい橙
（7.5YR6/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 24/36 10/36 炭化物

153 176 417 10 2 SK8 19R-8C21 1 平安 土師器 小甕 6.5 普 石・長・雲
にぶい黄橙
（10YR6/4）

にぶい黄橙
（10YR6/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 31/36 7/36

153 176 418 10 2 SK8
19R-8C16
19R-8C17

−
−

a
a

平安 土師器 小甕 6.2 普 長・雲・チ・角
にぶい黄橙
（10YR7/3）

にぶい黄橙
（10YR7/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 24/36 6/36

153 176 419 10 2 SK8

19R-8C22
19R-8C22
19R-8C21
19R-8C16
19R-8C16

5

3

a・d
a・b・c
b・c・e
b・c・e

f

平安 土師器 長甕 普
石・長・雲・チ・
焼

にぶい黄橙
（7.5YR6/4）

にぶい黄橙
（7.5YR6/4）

酸化
タタキメ（Hb）
カキメ

ロクロナデ
当て具痕（H）

9/36 炭化物 スス

153 176 420 10 2 SK8
19R-8C16
19R-8C16

1
−

a
a

平安 土師器 鍋 （40.2） 粗
石・長・チ・角・
雲・焼

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ 4/36 2/36

153 176 421 10 2 SK782 19R-10E8 − 中世 珠洲焼 片口鉢 11.4 普 石・長・チ・焼 灰（N5/0） 灰（N5/0） 還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

静止糸切り 4/36 1/36

153 176 422 10 2 SK1253 20R-2B23 1 平安 土師器 無台椀 14.2 精 石・長・チ・角 橙（5YR7/6）橙（5YR7/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 2/36

153 176 423 10 2 SK1253 20R-2B23 − 平安 土師器 無台椀 （12.0） 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（7.5YR8/3）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

153 176 424 10 2 SK1253 20R-2B23 − 平安 土師器 無台椀 （13.2） 普 石・長・チ
黄橙
（10YR8/6）

黄橙
（10YR8/6）

酸化
ロクロナデ
ミガキ

ロクロナデ
ミガキ

3/36 1/36

153 176 425 10 2 SK1253 20R-2B23 1 平安 土師器 無台椀 5.0 普 石・長
黄橙
（10YR8/6）

黄橙
（10YR8/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 6/36 2/36

154 176 426 10 2 SK1253 20R-2B23 1 平安 土師器 長甕 25.3 33.5 普
石・長・雲・チ・
角

浅黄橙
（7.5YR8/6）

浅黄橙
（7.5YR8/6）

酸化
ロクロナデ
カキメ
タタキメ（Ha）

ロクロナデ
当て具痕（H）

36/36 36/36 34/36 スス

154 177 427 10 2 SX1880 20R-2B13 − 平安 土師器 無台椀 12.7 5.2 3.9 30.7 40.9 普
石・長・雲・焼・
海

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 36/36 36/36 35/36

154 177 428 10 2 SX1880 20R-2B13 − 平安 土師器 無台椀 12.0 普 石・長・チ
淡黄
（2.5Y8/3）

淡黄
（2.5Y8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 2/36
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154 177 429 10 2 SX1880 20R-2B13 − 平安 土師器 無台椀 5.0 粗
石・長・雲・チ・
白

浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 9/36 5/36

154 177 430 10 2 SD1 19R-8B13 − 中世 青磁 椀 精 長・チ
釉薬：緑灰
（5G6/1）

還元 1/36

154 177 431 10 2 SD1 19R-8C7 − 近世 陶器 火入れ （12.0） 精 石・長
灰白
（10Y8/1）

にぶい橙
（7.5YR6/4）

ロクロナデ 2/36 村松焼ヵ

154 177 432 10 2 SD1 19R-9A16 − 近世 陶器 徳利 精 長・チ 胎土：
褐色釉（不透
明）

ロクロナデ ロクロナデ 村松焼ヵ

154 177 433 10 2

SD32 19R-9C12
19R-10B18

−
−

a
b

平安 須恵器 甕 （44.0） 精 石・長・チ B
黄灰
（2.5Y6/1）

黄灰
（2.5Y6/1）

還元
櫛描き波状文
ロクロナデ
タタキメ（Hb）

ロクロナデ
当て具痕（D）

1/36 4/3619R-10A15
19R-10C12
20R-1E10

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

c
c
d

154 177 434 10 2 SD32 20R-1B11 − 平安 須恵器 杯蓋 （14.0） 精 長・雲・チ B 灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

154 177 435 10 2 SD32 19R-9C21 − 平安 土師器 無台椀 （14.0） 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（7.5YR8/4）

褐灰
（7.5YR5/1）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

154 177 436 10 2 SD32 19R-9C8 − 平安 土師器 無台椀 （13.0） 粗
長・雲・チ・焼・
白

にぶい橙
（7.5YR7/3）

灰褐
（7.5YR6/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

154 177 437 10 2 SD32 19R-9C8 2 平安 土師器 長甕 普 チ・白
橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 タタキメ（Hb）当て具痕（H） 1/36

154 177 438 10 2
SD33
SD33

19R-10C11
20R-1B3

−
−

a
b

平安 須恵器 有台杯 13.2 精 石・長・チ・焼 B
灰オリーブ
（5Y6/2）

灰オリーブ
（5Y6/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 2/36

154 177 439 10 2
SD33 20R-1B3 − a

平安 須恵器 有台杯 （12.0） （7.0） 精
長・チ・雲・白・
海

B 灰（10Y6/1）灰（10Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 3/36 3/3620R-1B4
20R-1C9

Ⅲ
Ⅲ

b
c

154 177 440 10 2 SD33 19R-8D16 − 平安 須恵器 広口瓶 （12.8） 精
長・チ・雲・白・
海

灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

154 177 441 10 2 SD33 19R-9C9 − 平安 須恵器 壺瓶類 普 長・チ B 灰（5Y6/1） 灰（5Y6/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36

155 177 442 10 2 SD33
19R-9C15
19R-9C18

−
−

a
a

平安 土師器 無台椀 （14.7） 普 長・チ・白
浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

155 177 443 10 2 SD33 20R-2A9 − 平安 土師器 無台椀 （14.3） 普 石・長
にぶい橙
（7.5YR7/3）

にぶい橙
（7.5YR7/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

155 177 444 10 2 SD33 19R-9C23 − 平安 土師器 無台椀 4.8 粗
長・雲・チ・焼・
角

にぶい橙
（5YR7/3）

にぶい橙
（5YR7/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 18/36 9/36

155 177 445 10 2 SD33 19R-9C23 − 平安 土師器 無台椀 4.9 粗 長・雲・チ
浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左 36/36 6/36

155 178 446 10 2 SD33
19R-9C18 − a

平安 土師器 鍋 （40.4） 普 石・チ・白
橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化
ロクロナデ
カキメ
ハケメ

ロクロナデ
カキメ

3/36 1/36 スス
19R-8B1 Ⅲ b

155 178 447 10 2 SD33 20R-1B8 2 中世 珠洲焼 片口鉢 精 長・海
黄灰
（2.5Y5/1）

黄灰
（2.5Y6/1）

還元
ロクロナデ
指頭圧痕

ロクロナデ
ハケメ

1/36
転用研磨具
吉岡Ⅲ期以前

155 178 448 10 2 SD33
20R-1B4
20R-1B8

−
−

a・b
b

中世 珠洲焼 甕 43.5 精
長・チ・海
雲

灰（10Y5/1）灰（10Y5/1）還元 平行タタキメ
ロクロナデ
当て具痕

6/36 4/36 吉岡Ⅳ期

155 178 449 10 2 SD33 20R-1B5 − 中世 珠洲焼 甕 精 石・長 灰（N5/0） 灰（N5/0） 還元 平行タタキメ ナデ 1/36 吉岡Ⅴ期

155 178 450 10 2 SD33 19R-9C23 − 中世 中世土師器 皿 5.0 粗 長・雲
褐
（7.5YR4/3）

褐
（7.5YR4/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 10/36 1/36

156 178 451 10 2 SD254 19R-10C3 − 平安 土師器 無台椀 （14.2） 普 長・チ・焼・白 橙（5YR7/6）橙（5YR7/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

156 178 452 10 2
SD334 19R-8D17 − a

平安 須恵器 壺瓶類 精
長・雲・チ・白・
海

B
黄灰
（2.5Y6/1）

青灰
（5PB6/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36
SD32 19R-10B22 − b

156 178 453 10 2 SD1000 20R-1F15 − 平安 土師器 長甕 普 長・チ・焼・白
にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化
平行タタキメ
（Hb）

ハケメ
当て具痕（D）

1/36

156 178 454 10 2 SD1261 20R-3C11 上層 平安 土師器 小甕 粗
石・長・雲・チ・
焼

にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36

156 178 455 10 2 SD1261 20R-3B7 − 中世 中世土師器 皿 8.4 5.8 2.3 27.4 69.0 粗 石・長・焼・角
浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 3/36 4/36 3/36

156 178 456 10 2 SD1995 19R-9B7 − 平安 土師器 無台椀 （12.3） 普 石・長・チ
にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

156 178 457 10 2 SN333 19R-8D25 − 中世 珠洲焼 片口鉢 （21.0） 精 長・雲・焼・白 灰（5Y5/1） 灰（5Y5/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

156 178 458 10 2 Pit2 19R-8B7 − 平安 土師器 長甕 普 石・チ・白
にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 平行タタキメ 当て具痕 1/36

156 178 459 10 2 Pit2 19R-8B7 − 平安 土師器 鍋 普 石・長・チ・白
にぶい橙
（7.5YR7/3）

にぶい橙
（7.5YR7/3）

酸化
タタキメ（H）
カキメ

当て具痕（H）
カキメ

2/36 炭化物

156 178 460 10 2
Pit832 20R-1F14 − a

中世 中世土師器 皿 14.8 8.0 3.3 22.3 54.1 普
石・焼・海・チ・
白

明黄褐
（10YR7/6）

明黄褐
（10YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 1/36 6/36 7/36
20R-1F8 Ⅲ a
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156 178 461 10 2 Pit929 20R-2G6 − 中世 中世土師器 皿 （9.2） 粗
長・雲・チ・焼・
海

褐灰
（7.5YR6/1）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 3/36 1/36

156 178 462 10 2 Pit946 20R-2F4 − 中世 中世土師器 皿 7.5 粗 石・雲・焼・海
にぶい橙
（5YR6/4）

にぶい橙
（5YR6/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 5/36 5/36

156 178 463 10 2 Pit983 20R-2F20 − 中世 中世土師器 皿 7.0 粗 石・長・雲
にぶい黄橙
（10YR7/2）

にぶい黄橙
（10YR7/2）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り? 6/36 5/36

156 178 464 10 2
Pit952

（SB2172）
20R-1F23 − 中世 陶器 壷 精 長・雲・焼・白

灰黄褐
（10YR5/2）

褐灰
（10YR5/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36

156 179 465 10 2 20R-1B13 Ⅲ 平安 須恵器 壺瓶類 普 石・長 B 灰（10Y6/1）灰（10Y6/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 1/36

156 179 466 10 2 20R-2B23 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 13.1 5.3 3.9 29.8 40.5 普 石・長・チ・焼
にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 14/36 23/36 14/36

156 179 467 10 2 20R-1A3 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 （13.1） 普 チ・白
浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

157 179 468 10 2 19R-10C3 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 5.7 普 石・長・チ 橙（5YR7/8）橙（5YR7/8）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 11/36 5/36

157 179 469 10 2 19R-9C8 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 8.0 粗 石・長・雲・チ
褐灰
（7.5YR6/1）

褐灰
（7.5YR6/1）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 1/36

157 179 470 10 2 20R-2G1 Ⅲ 平安 土師器 皿 9.8		 5.2 2.1 21.4 53.1 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

橙（5YR7/6）橙（5YR7/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 8/36 18/36 10/36

157 179 471 10 2 19R-8B1 Ⅲ 平安 土師器 小甕 （12.5） 普 石・チ・白 橙（5YR7/6）橙（5YR7/6）酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 3/36

157 179 472 10 2 19R-8B1 Ⅲ 平安 土師器 小甕 （14.0） 粗 長・チ・焼・角
浅黄橙
（7.5YR8/3）

浅黄橙
（7.5YR8/3）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

157 179 473 10 2 19R-8B1 Ⅲ 平安 土師器 小甕 14.5 普
石・長・チ・白・
角

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 5/36 1/36

157 179 474 10 2 19R-9C6 Ⅲ 平安 土師器 小甕 （14.7） 粗 石・長・チ・白
橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

157 179 475 10 2 20R-1A7 Ⅲ 平安 土師器 小甕 8.0 普 石・長
浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 5/36 1/36

157 179 476 10 2 19Q-9J17 Ⅲ 平安 土師器 小甕 （8.0） 普 長・チ・焼・白
にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 3/36 1/36

157 179 477 10 2 19R-8B1 Ⅲ 平安 土師器 長甕 （22.4） 普 石・長
淡黄
（2.5Y8/3）

淡黄
（2.5Y8/3）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
カキメ

3/36 1/36

157 179 478 10 2 19R-8B1 Ⅲ 平安 土師器 長甕 （22.5） 普 石・長・焼
浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 カキメ 2/36 1/36

157 179 479 10 2 19R-8B1 Ⅲ 平安 土師器 長甕 22.3 普 石・長
にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 1/36

157 179 480 10 2 19R-9C1 Ⅲ 平安 土師器 長甕 （20.6） 普 石・長・チ
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

157 179 481 10 2 20R-1G7 Ⅲ 平安 土師器 長甕 （20.0） 粗
石・長・雲・チ・
白

橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

157 179 482 10 2 20R-1B8 Ⅲ 平安 土師器 長甕 普
石・長・チ・角・
白

浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 タタキメ（H）当て具痕（H） 1/36

157 179 483 10 2 19R-9C6 Ⅲ 平安 土師器 長甕 普 石・長・チ・焼
明黄褐
（10YR7/6）

明黄褐
（10YR7/6）

酸化 タタキメ（Hb）当て具痕（H） 1/36

157 180 484 10 2 20R-4C7 Ⅲ 平安 土師器 鍋 （40.0） 粗
石・長・雲・チ・
焼・白

浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/3）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ 3/36 1/36

157 180 485 10 2 19R-8B1 Ⅲ 平安 土師器 鍋 普 石・長・チ
橙
（7.5YR7/6）

橙
（7.5YR7/6）

酸化 タタキメ（H）当て具痕 1/36

158 180 486 10 2 19R-7B5 Ⅲ 中世 珠洲焼 片口鉢 30.0 普 石・長・チ 灰（7.5Y6/1）灰（7.5Y6/1）還元 ロクロナデ
ロクロナデ
卸目

5/36 1/36
卸目1単位5目
吉岡Ⅳ期

158 180 487 10 2 19R-8B1 Ⅲ 中世 珠洲焼 片口鉢 （28.2） 普
石・長・海・チ・
雲

灰（10Y5/1）灰（10Y5/1）還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36 吉岡Ⅳ期

158 180 488 10 2 19R-7B9 Ⅲ 中世 青磁 椀 （15.2） 精 長・白
胎土：灰白
（7.5Y8/1）

釉薬：明オ
リーブ灰
（5GY7/1）

還元 ロクロナデ
ロクロナデ
劃花文

1/36 1/36

158 180 489 10 2 20R-2F18 Ⅲ 中世 中世土師器 皿 5.5 普 石・長・焼
にぶい橙
（7.5YR7/4）

にぶい橙
（7.5YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 20/36 12/36 底部穿孔ヵ

158 180 490 10 2 19R-9C22 Ⅲ 中世 中世土師器 皿 5.8 粗
長・雲・チ・焼・
白

浅黄橙
（7.5YR8/3）

浅黄橙
（7.5YR8/3）

還元
ロクロナデ
ハケメ

ロクロナデ 糸切り 12/36 4/36

158 180 491 10 2 20R-2A19 Ⅲ 中世 中世土師器 皿 5.0 粗 石・チ
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 6/36 3/36

158 180 492 10 2 19R-10E25 Ⅲ 中世 中世土師器 皿 6.0 普 長・チ・白
灰黄褐
（10YR6/2）

灰黄褐
（10YR4/2）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 右 9/36 4/36

158 180 493 10 2 20R-3E3 Ⅲ 中世 中世土師器 皿 9.1 粗
雲・チ・焼・白・
海

浅黄橙
（7.5YR8/4）

浅黄橙
（7.5YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 3/36 1/36
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158 180 494 10 2 20R-2G11 Ⅰ 平安 須恵器 杯蓋 精 長・白 B
黄灰
（5Y6/1）

灰黄
（2.5Y7/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36

158 180 495 10 2 19R-10F13
カク
ラン

平安 須恵器 有台杯 7.8 普 石・長・チ B
オリーブ灰
（5GY6/1）

オリーブ灰
（5GY6/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り 4/36 4/36

158 180 496 10 2 20R-3C23
カク
ラン

近世 白磁 皿 9.4 4.8 1.8 精 灰白（N8/0）灰白（N8/0） ロクロナデ
型打ち「壽」
文

外面ロクロケズ
リ

6/36 6/36 9/36 透明釉

158 180 497 10 3 19P-8I23 Ⅲ 平安 土師器 無台椀 （13.8） 普 石・チ
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36

158 180 498 10 3 19P-9I15 Ⅲb 平安 土師器 長甕 （21.4） 普 石・長・角
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

158 180 499 10 3 19P-9J16 Ⅲb 平安 土師器 長甕 （21.6） 粗
長・チ・焼・白・
角

にぶい橙
（4.5YR7/3）

にぶい橙
（4.5YR7/3）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

158 180 500 10 3 19P-9J16 Ⅲb 平安 土師器 長甕 （21.3） 普 石・チ・角
にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

158 180 501 10 3 19P-9J16 Ⅲb 平安 土師器 長甕 （21.3） 普 石・長・チ・角
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

158 180 502 10 3
19P-9J16
19P-9J15

Ⅲb
Ⅲb

a
a

平安 土師器 長甕 普 石・長・チ・角
にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化 タタキメ（Ha）当て具痕（H） 8/36

158 180 503 10 3
19P-9J22
19P-9J16

Ⅲb
Ⅲb

a
a

平安 土師器 鍋 43.2 普 長
にぶい黄橙
（10YR7/4）

にぶい黄橙
（10YR7/4）

酸化
ロクロナデ
カキメ

ロクロナデ
ケズリ

23/36 5/36

158 181 504 10 3 20Q-6F7
カク
ラン

平安 土師器 無台椀 （7.0） 粗 長・チ・焼
浅黄橙
（7.5YR）

浅黄橙
（7.5YR）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 左? 4/36 1/36

158 181 505 10 3 20Q-10J18
カク
ラン

中世 須恵器 片口鉢 （31.0） 普 石・長・チ
灰白
（10YR7/1）

灰白
（10YR7/1）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36 自然釉

159 181 506 10 3 20Q-10J18
カク
ラン

中世 珠洲焼 片口鉢 （27.3） 普 石・長・チ 灰（5Y4/1） 灰（5Y4/1） 還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

159 181 507 10 3 20Q-7H22
カク
ラン

中世 珠洲系陶器 壺R種 （24.1） 粗 石・長・チ・白
灰黄
（2.5Y7/2）

灰黄
（2.5Y7/2）

還元 ロクロナデ ロクロナデ 1/36 1/36

159 181 508 10 3 20Q-5E13
カク
ラン

中世 珠洲焼 壺R種 精 石・長 灰（N5/0） 灰（N5/0） 還元
ロクロナデ
櫛描文

ロクロナデ 3/36

159 181 509 10 3 20Q-9I25 − 中世 珠洲焼 甕 粗 長 灰白（N8/0）灰白（N8/0）還元 平行タタキメ 当て具痕 1/36 転用研磨具

159 181 510 10 3 20Q-7H21
カク
ラン

近世 白磁 皿 （9.4） 4.8 2.0 精 灰白（N8/0）灰白（N8/0） ロクロナデ
型打ち「壽」
文

外面ロクロケズ
リ

15/36 18/36
16.5/
36

透明釉

159 181 511 10 4 19O-3J6 Ⅲb 平安 土師器 無台椀 5.0 粗 長・チ・焼
浅黄橙
（10YR8/3）

浅黄橙
（10YR8/5）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 糸切り 6/36 2/36

159 181 512 10 4 19O-3I21 Ⅲb 平安 土師器 長甕 （24.8） 普 石・チ
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36

159 181 513 10 4 19O-5F14
カク
ラン

平安 土師器 長甕 普 石・長
浅黄橙
（10YR8/4）

浅黄橙
（10YR8/4）

酸化 タタキメ（Ha）当て具痕 1/36

図版
No.

写真
図版
No.

報告
No.

出土位置
層位

接合
記号

器種
法量（cm） 重量

（g）
胎土 色調

焼成
手法 遺存率

備考
遺構名 グリッド 口径/長 底径/幅 器高/厚 孔径 状態 含有物 外面 内面 外面 内面 底部 口縁部 底部 全体

159 181 1 SK764 5R-3C12 1 円筒形土製品 12.4 8.4 普 石・長・雲・焼・白 にぶい橙（7.5YR7/4）にぶい橙（7.5YR7/4）酸化 ナデ 不明 穿孔　底面調整不明　剥落面指頭圧痕 4/36 1/36

159 181 2
SD1 5R-2C25 1 a

円筒形土製品 16.2 普 石・長・雲・焼・白・角・海 橙（7.6YR7/6） 橙（7.6YR7/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 4/36 2/36
外面に粘土紐継ぎ目
混和材粒子大5R-3B5 Ⅲ a

159 181 3 SD2 5R-3B4 10 円筒形土製品 12.8 普 石・長・雲・チ・焼・白 浅黄橙（10YR8/4） 浅黄橙（7.5YR8/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 穿孔　剥落面指頭圧痕 5/36 3/36
内外面に粘土紐継ぎ目
混和材粒子大

159 181 4

SD2
SD2

5R-2C22
5R-3A3

13
1

a
a

円筒形土製品
最大径
15.9

12.3
残存
14.2

8.1 普 石・長・雲・チ・焼・白 浅黄橙（10YR8/4） 浅黄橙（7.5YR8/3） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 穿孔 5/36 10/36
内外面に粘土紐継ぎ目
混和材粒子大SD1

SD1
5R-3B1
5R-3A5

11
9

a
a

159 181 5 5Q-6J1 Ⅲ 円筒形土製品
最大径
15.4

11.0
残存
8.3

7.7 普 石・長・雲・チ・焼・白・海 にぶい橙（7.5YR7/4）橙（7.5YR6/6） 酸化 ロクロナデ ロクロナデ 穿孔　板圧痕か 5/36 4/36
内外面に粘土紐継ぎ目
混和材粒子大

159 181 6 SD2 5R-3B1 11 土錘 長3.1 幅1.7 厚1.4 0.5 6 普 長・雲・チ・角 浅黄橙（10YR8/2） 浅黄橙（10YR8/2） 酸化 手づくね 35/36 黒斑あり一端に欠損あり
159 181 7 5R-1A20 Ⅲ 土錘 長4.8 幅1.4 厚1.2 6 普 石・長・雲・チ・白・海 浅黄橙（10YR8/3） 浅黄橙（10YR8/3） 酸化 手づくね 35/36 両端に欠損あり

凡例	 1	 出土位置	 遺構名・グリッド名を記した。
	 2	 器　　種	 第Ⅴ章に記した。
	 3	 接合記号	 直接接合したものには同じ記号を記した。
	 4	 胎　　土	 胎土中に含まれる鉱物・小礫等について記した。｢石｣は石英粒、｢長｣は長石粒、｢雲｣は金雲母あるいは黒雲母、
	 	 	 ｢チ｣はチャート、｢焼｣は焼土粒、｢白｣は白色凝灰石、｢角｣は角閃石、｢海｣は海棉骨針を表す。

別表 6　第 29次調査出土土製品観察表

	 5	 色　　調	 『新版標準土色帳』〔小山・竹原1967〕の色名・記号を記した。
	 6	 焼　　成	 酸化炎焼成・還元炎焼成の区別を記した。
	 7	 手　　法	 特徴的な手法のみを記し、網羅的な記載は行っていない。
	 8	 遺 存 率	 分数表示で遺存割合を示した。
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別表 7　第 31次調査出土焼成粘土塊観察表

別表 8　第 29・31次調査石製品観察表

調査 
次数

調査
年度

図版
No.

写真
図版
No.

遺物 
No.

出土位置
種別 分類 石材

法量（mm、g）
備考

区 遺構 グリッド 層位 最大長 最大幅 最大厚 重量

第29次 09 160 183 1 − SD1 5R-2C23 1 砥石 B類 凝灰岩 33.90 35.19 24.00 31.77 砥面2面 被熱
第29次 09 160 183 2 − SD1 5R-2A23 1 砥石 A類 凝灰岩 34.60 45.80 21.90 53.32 砥面4面
第29次 09 160 183 3 − SD358 5Q-2J10 1 砥石 A類 緑色凝灰岩 96.83 44.80 52.00 215.25 砥面5面
第29次 09 160 183 4 − SX193 5Q-6I14 2 砥石 A類 砂岩 118.50 74.49 21.15 202.74 砥面2面
第29次 09 160 183 5 − SD1 5R-2A22 3c 砥石 B類 硬砂岩 58.30 36.25 41.09 110.28 砥面1面
第29次 09 160 183 6 − SD1 5R-2D23 7 砥石 A類 凝灰岩 52.00 50.10 23.55 40.05 砥面2面
第29次 09 160 183 7 − SD776 5R-4C2 1 砥石 B類 凝灰岩 45.70 45.70 30.30 50.91 砥面2面
第29次 09 160 183 8 − SD358 5R-2A7 1 砥石 B類 緑色凝灰岩 72.30 49.40 29.00 85.17 砥面4面
第29次 09 160 183 9 − SD1 5R-2B25 13 砥石 B類 硬砂岩 51.30 42.80 32.80 83.21 砥面1面
第29次 09 160 183 10 − SD1 5R-3A3 11 砥石 B類 凝灰岩 70.70 40.30 22.40 55.51 砥面2面
第29次 09 160 183 11 − SD358 5Q-2J20 1 砥石 B類 緑色凝灰岩 57.90 38.90 18.00 30.56 砥面1面
第29次 09 160 183 12 − SD1 5R-2B25 1 砥石 B類 凝灰岩 64.40 45.60 41.00 109.00 砥面1面 被熱
第29次 09 160 183 13 − SD1 5R-3B4 10 砥石 A類 凝灰岩 63.50 49.80 24.90 49.79 砥面1面 被熱
第29次 09 160 183 14 − SD2 5Q-3J12 10 砥石 B類 石英砂岩 84.50 71.20 36.70 177.22 砥面1面
第29次 09 160 183 15 − SD358 5R-2A7 3 砥石 B類 硬砂岩 101.90 83.00 32.50 274.22 砥面1面

第29次 09 160 183
16a − SD1 5R-2A23 1

砥石 B類 凝灰岩 93.40 76.00 81.50 801.81 砥面1面
16b − SD2 5Q-3I16 3

第29次 09 161 183 17 − 5R-2C6 Ⅲ 砥石 B類 凝灰岩 74.41 61.50 47.60 278.58 砥面1面
第29次 09 161 183 18 − 5R-1A15 Ⅲ 砥石 B類 凝灰岩 57.55 54.83 43.20 90.43 砥面2面 被熱
第29次 09 161 184 19 − SD1 5R-3D1 1 磨石 B類 チャート 20.80 20.90 5.40 4.27 わずかな擦痕有
第29次 09 161 184 20 − SD2 5Q-3J12 1 磨石 B類 黒色頁岩 20.35 18.00 13.10 5.11 
第29次 09 161 184 21 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 チャート 27.48 25.00 11.32 9.74 
第29次 09 161 184 22 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 凝灰岩 31.60 33.59 10.21 14.72 
第29次 09 161 184 23 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 硬砂岩 34.20 29.20 7.70 13.43 縁辺に擦痕有
第29次 09 161 184 24 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 硬砂岩 31.50 28.50 10.40 14.53 側縁に擦痕有
第29次 09 161 184 25 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 ホルンフェルス 35.00 28.09 12.80 18.76 
第29次 09 161 184 26 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 砂岩 36.10 28.70 13.90 22.75 
第29次 09 161 184 27 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 硬砂岩 33.81 30.12 11.35 15.42 側縁に擦痕有
第29次 09 161 184 28 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 砂岩 36.54 28.61 15.10 20.88 
第29次 09 161 184 29 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 凝灰岩 38.60 28.15 10.45 15.94 
第29次 09 161 184 30 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 頁岩 39.21 31.01 12.20 19.42 先端擦痕有
第29次 09 161 184 31 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 珪質凝灰岩 37.51 34.05 14.20 20.45 
第29次 09 161 184 32 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 ホルンフェルス 36.49 34.95 11.98 20.82 
第29次 09 161 184 33 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 安山岩 37.12 32.59 15.80 23.81 
第29次 09 161 184 34 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 珪質凝灰岩 41.79 28.09 11.40 16.83 
第29次 09 161 184 35 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 凝灰岩 39.90 31.00 11.50 17.47 
第29次 09 161 184 36 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 安山岩 35.79 36.65 17.65 28.16 
第29次 09 161 184 37 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 花崗岩 33.30 32.50 13.65 17.68 
第29次 09 161 184 38 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 頁岩 36.19 33.90 12.40 21.92 縁辺に擦痕有
第29次 09 161 184 39 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 チャート 37.90 31.95 10.55 19.28 
第29次 09 161 184 40 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 チャート 38.90 33.80 16.10 30.64 
第29次 09 161 184 41 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 凝灰岩 39.82 38.60 13.39 28.14 
第29次 09 161 184 42 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 凝灰岩 41.90 33.50 14.90 24.11 
第29次 09 162 184 43 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 凝灰岩 41.00 33.90 10.20 20.91 

図版 
No.

写真
図版
No.

報告
No.

出土位置
層位

法量（cm） 重量
（g）

胎土
色調 焼成 備考

区 遺構名 グリッド 長 幅 厚 状態 含有物

− 182 1 1 SD13 19S-3B2 1 5.8 9.6 5.1 126.5 粘土質 チ・海 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 2 1 SD11 19S-3A5 1 5.1 10.1 3.5 88.0 粘土質 橙色粒・長・角 浅黄橙色（10YR8/3） 酸化
− 182 3 1 SD11 19S-3A5 1 5.8 5.3 2.5 36.0 粘土質 橙色粒 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化 繊維痕あり　平坦面をもつ
− 182 4 1 SD11 19S-3A5 1 5.3 5.4 2.8 45.5 粘土質 浅黄橙色（10YR8/3） 酸化 繊維痕あり
− 182 5 1 SD11 19S-3A5 1 4.0 6.9 2.7 37.0 粘土質 橙色粒 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 6 1 SD11 19S-3A5 2 4.0 5.5 3.9 47.5 粘土質 チ 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 7 1 SD11 19S-3A5 1 4.3 5.9 3.6 51.0 粘土質 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化 繊維痕あり　曲面をもつ
− 182 8 1 SD11 19S-3A5 1 4.4 5.2 3.0 43.0 粘土質 橙色（5YR7/6） 酸化
− 182 9 1 SD11 19S-3A5 1 4.5 5.9 2.0 28.0 粘土質 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化 平坦面をもつ
− 182 10 1 SD11 19S-3A5 1 3.5 5.5 2.7 29.0 粘土質 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 11 1 SD11 19S-3A5 2 3.4 5.0 2.1 18.5 粘土質 チ 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 12 1 SD11 19S-3A5 1 3.5 5.4 2.4 21.5 粘土質 浅黄橙色（7.5YR8/4） 酸化 繊維痕あり　曲面をもつ
− 182 13 1 SD11 19S-3A5 1 4.3 4.0 1.6 15.5 粘土質 浅黄橙色（10YR8/3） 酸化 平坦面をもつ　ナデ?
− 182 14 1 SD11 19S-3A5 1 4.2 4.0 2.5 20.5 粘土質 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化 繊維痕あり
− 182 15 1 SD11 19S-3A5 1 3.5 4.5 2.9 19.0 粘土質 橙色粒 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化 やや平坦な面をもつ
− 182 16 1 SD11 19S-3A5 1 3.1 4.6 2.3 20.0 粘土質 浅黄橙色（10YR8/3） 酸化
− 182 17 1 SD11 19S-3A5 1 3.1 5.0 2.3 18.5 粘土質 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 18 1 SD11 19S-3A5 1 2.7 4.8 2.3 17.0 粘土質 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 19 1 SD11 19S-3A5 1 3.7 3.7 2.8 25.0 粘土質 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 20 1 SD11 19S-3A5 1 3.1 3.7 1.7 10.5 粘土質 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 21 1 SD11 19S-3A5 2 3.6 4.2 1.7 16.0 粘土質 チ 浅黄橙色（10YR8/3） 酸化
− 182 22 1 SD12 19S-3B2 1 3.8 4.8 2.3 30.0 粘土質 チ 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 23 1 SD11 19S-3A5 2 3.4 6.0 3.2 30.0 粘土質 橙色粒 浅黄橙色（10YR8/3） 酸化
− 182 24 1 SD11 19S-3A5 2 3.1 6.0 3.2 29.0 粘土質 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 25 1 SD15 19S-3B2 1 3.0 4.2 1.7 14.5 粘土質 橙色粒 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 26 1 SD11 19S-3A5 1 3.1 4.5 2.0 15.0 粘土質 橙色粒 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化 練りこまれた繊維痕あり
− 182 27 1 SD11 19S-3A5 1 3.2 3.3 2.2 13.5 粘土質 橙色粒 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化 繊維痕あり
− 182 28 1 SD11 19S-3A5 2 3.1 4.2 1.8 12.5 粘土質 チ 浅黄橙色（7.5YR8/4） 酸化
− 182 29 1 SD11 19S-3A5 2 2.9 3.7 2.1 15.0 粘土質 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 30 1 SD11 19S-3A5 2 2.7 4.1 2.2 16.5 粘土質 浅黄橙色（7.5YR8/6） 酸化
− 182 31 1 SD14 19S-3B2 1 2.4 3.3 2.6 15.5 粘土質 角 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 32 1 SD11 19S-3A5 1 5.3 6.2 3.9 82.0 やや砂質 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化
− 182 33 1 SD11 19S-3A5 1 5.0 6.0 2.5 38.5 やや砂質 浅黄橙色（7.5YR8/4） 酸化 平坦面をもつ
− 182 34 1 SD11 19S-3A5 1 4.6 6.8 2.4 47.5 やや砂質 浅黄橙色（7.5YR8/4） 酸化 平坦面をもつ
− 182 35 1 SD11 19S-3A5 1 3.7 5.4 3.5 44.0 やや砂質 浅黄橙色（7.5YR8/3） 酸化 空隙多（繊維痕?）
− 182 36 1 SD11 19S-3A5 2 3.7 4.2 3.0 26.5 やや砂質 橙色（7.5YR7/6） 酸化
− 182 37 1 SD11 19S-3A5 2 3.5 3.3 3.3 25.5 やや砂質 粘土質な粘土塊 橙色（7.5YR7/6） 酸化
− 182 38 1 SD11 19S-3A5 1 3.9 4.7 3.2 33.5 やや砂質 粘土質な粘土塊 にぶい黄橙色（10YR7/4） 酸化 空隙多
− 182 39 1 SD11 19S-3A5 1 3.5 3.6 3.0 20.0 やや砂質 浅黄橙色（8/4） 酸化 空隙多（繊維痕?）
− 182 40 1 SD11 19S-3A5 1 3.3 4.1 2.3 18.5 やや砂質 浅黄橙色（10YR8/4） 酸化 繊維痕または刻み目
− 182 41 1 SD11 19S-3A5 1 3.6 3.7 1.5 16.5 砂質 にぶい黄橙色（10YR6/4） 酸化 平坦面をもつ

凡例 1 出土位置 遺構名・グリッド名を記した。
 3 胎　　土 胎土中に含まれる鉱物・小礫等について記した。｢石｣は石英粒、｢長｣は

長石粒、｢雲｣は金雲母あるいは黒雲母、｢チ｣はチャート、｢焼｣は焼土粒、
｢白｣は白色凝灰石、｢角｣は角閃石、｢海｣は海棉骨針を表す。

 4 色　　調 『新版標準土色帳』｢小山・竹原　1967｣の色名・記号を記した。　
 5 焼　　成 酸化炎焼成・還元炎焼成の区別を記した。
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調査 
次数

調査
年度

図版
No.

写真
図版
No.

遺物 
No.

出土位置
種別 分類 石材

法量（mm、g）
備考

区 遺構 グリッド 層位 最大長 最大幅 最大厚 重量
第29次 09 162 184 44 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 珪質凝灰岩 47.08 35.10 19.00 27.72 
第29次 09 162 184 45 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 硬砂岩 46.30 33.20 12.90 30.32 
第29次 09 162 184 46 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 珪質凝灰岩 45.10 37.29 15.50 34.09 
第29次 09 162 184 47 − Pit954 5R-1A3 1 磨石 B類 凝灰岩 48.80 34.30 12.50 31.12 
第29次 09 162 184 48 − SD1 5R-2C19 3b 磨石 A類 凝灰岩 62.40 29.50 38.90 46.36 
第29次 09 162 184 49 − SD2 5Q-3I16 1 磨石 B類 珪質凝灰岩 65.12 26.50 9.80 27.58 
第29次 09 162 184 50 − SD2 5Q-3I14 4 磨石 C類 珪質頁岩 81.35 47.00 46.90 236.23 
第29次 09 162 184 51 − SD2 5R-3B3 9 磨石 B類 珪質凝灰岩 88.31 61.40 14.59 99.83 
第29次 09 162 184 52 − SD2 5R-3B3 11 磨石 B類 凝灰岩 75.50 70.80 25.00 131.85 
第29次 09 162 184 53 − SD1 5R-2A22 3c 磨石 B類 凝灰岩 91.60 80.90 21.40 187.22 
第29次 09 162 184 54 − SD1 5R-2A22 3c 磨石 B類 凝灰岩 115.10 74.18 27.40 274.07 
第29次 09 162 185 55 − SD1 5Q-3J4 1 磨石 B類 緑色凝灰岩 115.70 112.19 24.22 355.13 
第29次 09 162 185 56 − SD2 5R-3A5 10 磨石 B類 安山岩 137.71 111.25 28.69 487.57 
第29次 09 163 185 57 − SD2 5R-3A9 8 敲石 B類 珪質凝灰岩 89.80 82.00 59.82 395.82 
第29次 09 163 185 58 − SD2 5Q-3I10 3 敲石 B類 花崗岩 78.21 85.95 36.99 260.01 
第29次 09 163 185 59 − SK283 5R-1B7 1 敲石 B類 花崗岩 111.00 80.90 66.50 713.02 
第29次 09 163 185 60 − SK283 5R-1B7 1 敲石 A類 花崗岩 145.25 66.94 57.12 688.44 

第29次 09 163 185
61a − SE282 5Q-5J15 6

敲石 B類 花崗岩 109.32 110.50 62.82 693.90 被熱
61b − SE282 5Q-5J15 6

第29次 09 163 185 62 − SD2 5R-3B5 7 敲石+台石 − 花崗岩 133.91 97.50 49.10 671.21 敲打面有
第29次 09 163 185 63 − SD1 5R-2B25 11 台石 − 花崗岩 116.25 36.15 20.80 62.55 被熱
第29次 09 163 185 64 − SD358 5R-2A13 1 台石 − 花崗岩 94.45 88.50 56.00 372.12 
第29次 09 164 185 65 − SK283 5R-1B2 1 台石 − 硬砂岩 89.75 88.05 31.00 175.26 
第29次 09 164 185 66 − SD2 5R-3A10 8 台石 − 花崗岩 107.50 88.50 86.95 792.35 

第29次 09 164 186
67a − SK812 5R-3C19 1

台石 − 花崗岩 89.75 111.20 68.18 830.20 被熱
67b − SK812 5R-3C19 1

第29次 09 164 186 68 − SD1 5Q-2J25 13 台石 − 安山岩 104.60 100.06 44.50 445.24 被熱
第29次 09 164 186 69 − SD2 5R-3B3 7 台石 − 凝灰岩 89.00 116.05 45.41 260.49 わずかな擦痕有
第29次 09 164 186 70 − SD1 5R-2A23 3 台石 − 安山岩 109.60 114.60 46.19 507.55 被熱
第29次 09 164 186 71 − SD2 5R-3B2 8 台石 − 安山岩 110.85 104.05 26.10 426.16 
第29次 09 164 186 72 − SE282 5Q-5J15 6 台石 − 花崗岩 120.30 119.50 60.00 710.89 
第29次 09 165 186 73 − SD358 5R-2A7 1 台石 − 硬砂岩 168.50 86.50 63.00 1106.46 
第29次 09 165 186 74 − SD1 5R-2A21 1 台石 − 凝灰岩 145.71 101.35 27.55 427.78 
第29次 09 165 186 75 − SK152 5Q-5I18 7 台石 − 流紋岩 156.70 115.20 94.50 1678.94 
第29次 09 165 186 76 − SD1 5R-2D23 13 台石 − 花崗岩 235.50 160.00 81.00 3550.00 被熱
第29次 09 165 187 77 − SK335 5R-1A19 3 台石 − 花崗岩 173.62 196.05 126.35 4600.00 被熱

第29次 09 166 187

78a − SK812 5R-3C19 1

台石 − 硬砂岩 238.90 133.60 122.10 3809.77 被熱

78b − SK812 5R-3C19 2
78c − SK812 5R-3C19 1
78d − SK812 5R-3C19 1
78e − SK812 5R-3C19 1
78f − SK812 5R-3C19 1
78g − SK812 5R-3C19 1
78h − SK812 5R-3C19 1
78i − SK812 5R-3C19 1
78j − SK812 5R-3C19 1
78k − SK812 5R-3C19 2
78l − SK812 5R-3C19 2

78m − SK812 5R-3C19 2
78n − SK812 5R-3C19 1
78o − SK812 5R-3C19 1
78p − SK812 5R-3C19 1
78q − SK812 5R-3C19 1
78r − SK812 5R-3C19 1
78s − SK812 5R-3C19 1
78t − SK812 5R-3C19 1
78u − SK812 5R-3C19 2

第29次 09 166 187 79 − SD1 5Q-3A1 11 台石 − 花崗岩 298.40 168.40 147.71 7650.00 
第29次 09 167 188 80 − SX193 5R-6I15 2 軽石製石製品 小形品 軽石 23.60 10.20 9.40 0.87 
第29次 09 167 188 81 − SD1 5R-3D3 1 軽石製石製品 小形品 軽石 15.85 21.55 11.55 1.68 
第29次 09 167 188 82 − SD2 5Q-3J12 7 軽石製石製品 小形品 軽石 19.50 24.74 25.40 5.20 
第29次 09 167 188 83 − SD2 5R-3C5 10 軽石製石製品 小形品 軽石 22.89 21.18 12.31 4.43 
第29次 09 167 188 84 − SD1 5R-3B1 1 軽石製石製品 小形品 軽石 22.90 23.40 14.80 3.50 
第29次 09 167 188 85 − SK285 5R-1B2・7 7 軽石製石製品 小形品 軽石 25.20 24.30 17.70 4.64 
第29次 09 167 188 86 − SD2 5R-3A11 11 軽石製石製品 小形品 軽石 26.70 24.40 16.40 2.32 
第29次 09 167 188 87 − SD1 5R-3C1 3a 軽石製石製品 小形品 軽石 31.20 20.90 12.20 3.38 
第29次 09 167 188 88 − SD2 5R-3B6 1 軽石製石製品 小形品 軽石 32.80 20.90 12.51 2.06 
第29次 09 167 188 89 − SD1 5R-2C25 1 軽石製石製品 小形品 軽石 34.40 25.50 22.80 6.71 わずかな擦痕有
第29次 09 167 188 90 − SD2 5R-3B6 1 軽石製石製品 小形品 軽石 41.80 21.90 16.21 4.50 
第29次 09 167 188 91 − SK283 5R-1B7 1 軽石製石製品 小形品 軽石 38.90 29.20 16.20 6.59 
第29次 09 167 188 92 − SD2 5Q-3J10 10 軽石製石製品 小形品 軽石 37.00 28.05 26.21 11.15 
第29次 09 167 188 93 − SD2 5R-3A14 3 軽石製石製品 小形品 軽石 36.30 26.81 15.63 4.35 
第29次 09 167 188 94 − SD1 5R-3B1 1 軽石製石製品 小形品 軽石 33.40 31.90 18.00 5.16 わずかな擦痕有
第29次 09 167 188 95 − SX193 5Q-6I10 2 軽石製石製品 小形品 軽石 37.19 32.48 26.40 13.19 
第29次 09 167 188 96 − SD1 5R-2C22 13 軽石製石製品 小形品 軽石 40.09 29.99 19.45 13.52 
第29次 09 167 188 97 − SD1 5R-2B24 3b 軽石製石製品 小形品 軽石 37.55 39.05 33.60 20.25 
第29次 09 167 188 98 − SD2 5R-3A9 8 軽石製石製品 小形品 軽石 48.40 27.30 11.90 7.32 
第29次 09 167 188 99 − SD2 5R-3B4 7 軽石製石製品 小形品 軽石 41.60 38.50 19.69 14.27 
第29次 09 167 188 100 − SD1 5R-2C22 3b 軽石製石製品 小形品 軽石 43.65 31.30 18.71 6.79 
第29次 09 167 188 101 − SD2 5R-3A11 3 軽石製石製品 中形品 軽石 50.39 31.65 23.90 12.52 
第29次 09 167 188 102 − Pit333 5R-1A14 2 軽石製石製品 小形品 軽石 47.90 31.30 25.20 14.62 
第29次 09 167 188 103 − SD2 5R-3A6 3 軽石製石製品 小形品 軽石 45.75 35.24 31.95 18.63 
第29次 09 167 188 104 − SD1 5R-2C23 3b 軽石製石製品 小形品 軽石 48.50 37.90 26.85 15.12 
第29次 09 167 188 105 − SD1 5R-2C19 13 軽石製石製品 小形品 軽石 47.20 39.30 27.40 20.02 
第29次 09 167 188 106 − SD2 5R-3A11 3 軽石製石製品 小形品 軽石 48.50 43.09 33.00 30.52 
第29次 09 167 188 107 − SD1 5R-2C22 13 軽石製石製品 中形品 軽石 50.09 42.45 27.73 32.01 わずかな擦痕有
第29次 09 167 188 108 − SD2 5R-3A8 8 軽石製石製品 中形品 軽石 62.80 35.60 17.10 13.74 
第29次 09 167 188 109 − SD1 5R-3A1 3b 軽石製石製品 中形品 軽石 59.30 33.00 41.60 30.04 
第29次 09 167 188 110 − SD2 5Q-3J13 7 軽石製石製品 中形品 軽石 59.25 40.90 33.07 34.83 
第29次 09 168 188 111 − SD2 5Q-3I16 1 軽石製石製品 中形品 軽石 67.22 35.30 17.38 23.29 磨石
第29次 09 168 188 112 − SD1 5R-2A23 3a 軽石製石製品 中形品 軽石 56.50 46.30 30.00 39.40 わずかな擦痕有
第29次 09 168 188 113 − SD1 5R-2D22 3a 軽石製石製品 中形品 軽石 59.90 47.25 34.20 50.13 わずかな擦痕有
第29次 09 168 188 114 − SD2 5R-3A8 8 軽石製石製品 中形品 軽石 63.55 49.80 34.50 24.67 
第29次 09 168 188 115 − SD1 5R-2C22 軽石製石製品 中形品 軽石 73.70 42.99 21.70 20.15 
第29次 09 168 188 116 − SD2 5Q-3J14 3 軽石製石製品 中形品 軽石 67.97 54.04 36.12 56.85 
第29次 09 168 188 117 − SD1 5R-2A21 1 軽石製石製品 中形品 軽石 66.70 82.00 38.19 83.10 
第29次 09 168 188 118 − SD2 5Q-3I13 9 軽石製石製品 中形品 軽石 71.50 67.80 45.50 114.30 
第29次 09 168 188 119 − SD1 5R-2C22 13 軽石製石製品 中形品 軽石 78.85 58.85 35.15 89.71 
第29次 09 168 188 120 − SD2 5Q-3I17 11 軽石製石製品 中形品 軽石 79.37 59.40 37.55 79.93 
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第29次 09 168 189 121 − SD2 5Q-3J12 7 軽石製石製品 中形品 軽石 74.95 70.45 34.40 52.95 
第29次 09 168 189 122 − SD2 5Q-3J11 11 軽石製石製品 中形品 軽石 87.60 45.71 61.95 126.66 
第29次 09 168 189 123 − SD2 5Q-3J12 11 軽石製石製品 大形品 軽石 102.10 57.20 31.20 90.36 
第29次 09 168 189 124 − SD2 5Q-3J13 1 軽石製石製品 大形品 軽石 111.15 53.40 37.85 91.70 
第29次 09 168 189 125 − SD1 5R-2B14 1 軽石製石製品 大形品 軽石 106.00 80.65 58.05 202.00 
第29次 09 169 189 126 − SD2 5R-3A9 8 軽石製石製品 大形品 軽石 111.20 66.40 54.80 83.87 穿孔1 ヶ所
第29次 09 169 189 127 − SD358 5R-2A6 2 軽石製石製品 大形品 軽石 108.51 92.30 43.10 182.26 わずかな擦痕有
第29次 09 169 189 128 − SD2 5R-3A7 8 軽石製石製品 大形品 軽石 104.92 67.90 51.50 84.97 
第29次 09 169 189 129 − Pit209 5Q-5J12 1 軽石製石製品 大形品 軽石 120.99 99.95 63.50 207.68 
第29次 09 169 189 130 − SD2 5Q-3J11 7 軽石製石製品 大形品 軽石 120.90 92.81 53.90 182.62 
第29次 09 169 189 131 − SD358 5R-2A13 2 軽石製石製品 大形品 軽石 117.00 115.00 90.00 556.21 擦痕有
第29次 09 170 189 132 − SD2 5R-3C1 13 軽石製石製品 超大形品 軽石 158.00 133.00 101.00 1063.67 

第29次 09 170 190
133a − SD1 5R-2A22 11

軽石製石製品 超大形品 軽石 170.25 141.65 43.95 629.57 わずかな磨痕有
133b − SD1 5R-2A21 1

第29次 09 170 190 134 − SD1 5R-3A1 4 軽石製石製品 超大形品 軽石 176.10 137.50 83.00 912.05 うすい擦痕
第29次 09 170 190 135 − 5Q-4H3 Ⅲ 軽石製石製品 大形品 軽石 117.50 69.50 46.50 113.64 
第29次 09 171 190 136 − SD2 5Q-3J11 4・7 不定形石器 − 花崗岩 103.50 75.80 35.00 201.97 被熱
第29次 09 171 190 137 − SD1 5R-3B1 12 不定形石器 − 凝灰岩 153.90 72.30 28.45 200.44 
第29次 09 171 190 138 − SD2 5R-3A7 13 焼礫 − 花崗岩 84.50 65.10 58.12 167.60 被熱
第29次 09 171 190 139 − SD1 5R-2A22 1 焼礫 − 安山岩 100.50 67.50 50.20 345.25 被熱
第29次 09 171 190 140 − SD2 5R-3B2 13 焼礫 − （巨晶）花崗岩 91.80 72.60 62.40 308.25 被熱
第29次 09 171 190 141 − SD2 5R-3A7 1 焼礫 − 花崗岩 119.19 65.50 91.00 804.89 被熱
第29次 09 171 190 142 − SD2 5R-3B2 7 焼礫 − （巨晶）花崗岩 242.50 185.00 108.50 6500.00 被熱

第31次 10 172 191
143a 1 SK246 18R-9E25

砥石 A類 凝灰岩 60.90 44.30 42.30 119.10 砥面4面　被熱143b 1 河243 18Q-8G2 5
143c 1 18R-9E25 Ⅲb

第31次 10 172 191 144 1 SD122 18R-9E25 1 砥石 A類 凝灰岩 88.10 57.80 29.50 135.46 砥面4面
第31次 10 172 191 145 1 SD122 18R-9E19 1 砥石 B類 凝灰岩 39.70 39.50 34.80 41.95 砥面1面
第31次 10 172 191 146 1 SD122 18R-9E19 1 砥石 B類 凝灰岩 83.00 47.10 29.40 124.52 砥面1面
第31次 10 172 191 147 1 18Q-7E25 Ⅲb 砥石 B類 凝灰岩 58.60 57.40 37.20 151.22 砥面1面
第31次 10 172 191 148 1 18R-10G25 Ⅲb 砥石 B類 凝灰岩 75.41 96.80 33.72 253.15 砥面2面
第31次 10 172 191 149 1 SD122 18R-9E18 1 砥石+敲石 B類+B類 花崗岩 90.60 106.45 60.80 528.29 砥面1面
第31次 10 172 191 150 1 18R-10G25 Ⅲb 磨石 C類 凝灰岩 36.80 54.10 42.80 82.40 
第31次 10 172 191 151 1 河243 18Q-8G2 6 磨石 B類 凝灰岩 86.10 49.92 22.05 130.74 
第31次 10 172 191 152 1 河243 18Q-8G2 5 磨石 B類 凝灰岩 100.05 73.10 25.30 254.83 擦痕有
第31次 10 172 191 153 1 SE259 18R-9D9 7 磨石 B類 花崗岩 103.50 94.60 32.30 451.80 擦痕有　被熱
第31次 10 173 191 154 1 SD122 18R-10F19 1 敲石 A類 礫岩 103.40 42.80 20.00 122.30 
第31次 10 173 191 155 1 18Q-7F21 Ⅲb 敲石 B類 凝灰岩 89.50 34.50 33.30 161.63 
第31次 10 173 191 156 1 18Q-8I4 カクラン 敲石 B類 凝灰岩 122.80 55.10 26.50 245.89 
第31次 10 173 191 157 1 SK246 18R-9E25 6 台石 − 安山岩 105.60 125.70 50.50 711.84 被熱
第31次 10 173 191 158 1 SE259 18R-9D9 7 台石 − 花崗岩 126.00 145.90 94.50 2019.29 被熱
第31次 10 173 191 159 1 19S-3B9 Ⅲb 軽石製石製品 小形品 軽石 25.80 23.20 15.50 6.78 
第31次 10 173 191 160 1 19S-2A11 Ⅲb 軽石製石製品 小形品 軽石 42.81 35.64 15.69 10.14 擦痕有
第31次 10 173 191 161 1 19S-2A11 Ⅲb 軽石製石製品 中形品 軽石 54.52 43.95 19.31 17.66 擦痕有
第31次 10 173 191 162 1 18Q-8J7 カクラン 軽石製石製品 中形品 軽石 77.59 55.85 27.20 32.26 
第31次 10 173 191 163 1 19S-2A11 Ⅲb 軽石製石製品 大形品 軽石 102.00 50.05 39.50 93.15 擦痕有　被熱
第31次 10 174 192 164 2 SD334 19R-8D18 砥石 B類 凝灰岩 17.25 8.35 33.55 6.94 砥面1面
第31次 10 174 192 165 2 SD1 19R-9B1 砥石 A類 緑色凝灰岩 31.82 38.20 13.55 22.99 砥面6面
第31次 10 174 192 166 2 SE845 20R-2G2 砥石 A類 凝灰岩 56.30 42.05 22.20 58.73 砥面4面　被熱
第31次 10 174 192 167 2 SD1261 20R-3C24 砥石 B類 硬砂岩 93.30 36.50 23.50 149.02 砥面2面
第31次 10 174 192 168 2 SE151 19R-9D20 2 砥石 A類 凝灰岩 85.60 52.10 38.10 156.70 砥面5面
第31次 10 174 192 169 2 SE151 19R-9D20 2 砥石 A類 凝灰岩 130.00 70.20 35.40 487.43 砥面4面

第31次 10 174 192
170a 2 SD33 20R-1B3

砥石 B類 硬砂岩 104.30 86.20 47.20 355.50 砥面3面　被熱
170b 2 SD33 20R-1B4

第31次 10 174 192 171 2 SE1210 20R-3E10 2 砥石 B類 凝灰岩 23.38 16.80 7.55 1.61 砥面1面
第31次 10 174 192 172 2 20R-3F7 Ⅰ 砥石 B類 凝灰岩 35.30 39.40 12.10 15.43 砥面1面
第31次 10 174 192 173 2 SN1014 20R-3E24 砥石 B類 凝灰岩 46.10 45.90 45.60 31.43 砥面3面
第31次 10 174 192 174 2 SD32 19R-8C15 砥石 B類 花崗岩 63.10 42.50 48.35 100.86 砥面2面
第31次 10 174 192 175 2 SN333 19R-8D13 砥石 B類 硬砂岩 49.35 75.45 50.80 214.37 砥面3面
第31次 10 174 192 176 2 SE1722 20R-3E24 砥石 B類 凝灰岩 93.10 76.00 35.50 191.29 砥面1面
第31次 10 174 192 177 2 SD32 19R-9C3 砥石+敲石 B類+B類 ホルンフェルス 124.40 50.80 52.35 494.44 砥面3面
第31次 10 175 192 178 2 SD1 19R-8B19 石硯 − 凝灰岩 38.10 19.30 7.30 4.79 
第31次 10 175 192 179 2 20R-3D7 カクラン 石硯 − 粘板岩 51.81 62.80 8.15 38.84 
第31次 10 175 192 180 2 SE1139 20R-2E20 1 磨石 B類 凝灰岩 22.50 18.90 7.50 2.94 
第31次 10 175 192 181 2 SD32 19R-10B9 磨石 B類 黒色頁岩 28.00 24.30 5.00 5.39 わずかな擦痕有
第31次 10 175 192 182 2 SE7 19R-7C2 磨石 B類 凝灰岩 27.82 21.55 7.30 6.69 
第31次 10 175 192 183 2 SD1 19R-8C6 磨石 B類 硬砂岩 30.70 25.00 7.70 7.86 
第31次 10 175 192 184 2 SE811 20R-1F16 2 磨石 C類 凝灰岩 47.61 36.48 26.51 50.51 わずかな擦痕有
第31次 10 175 192 185 2 SD33 19R-8C25 磨石 C類 花崗岩 41.90 72.90 42.85 95.58 
第31次 10 175 192 186 2 SE1231 20R-3E8 磨石 A類 凝灰岩 70.00 31.80 19.70 59.60 擦痕有
第31次 10 175 192 187 2 SE837 20R-1E15 磨石 A類 花崗岩 68.10 39.90 31.50 120.03 
第31次 10 175 192 188 2 SE794 20R-1F7 磨石 A類 花崗岩 59.80 40.10 31.00 104.31 擦痕有
第31次 10 175 193 189 2 SE794 20R-1F12 磨石 A類 凝灰岩 84.00 41.85 30.90 142.57 擦痕有
第31次 10 175 193 190 2 SD1 19R-8C7 磨石 B類 緑色凝灰岩 79.50 71.90 17.80 120.50 
第31次 10 175 193 191 2 SN333 19R-8D13 磨石 B類 凝灰岩 84.90 79.80 29.20 246.74 
第31次 10 175 193 192 2 Pit946 20R-2F4 磨石 B類 花崗岩 103.60 119.40 27.70 511.60 被熱
第31次 10 175 193 193 2 20R-1A17 カクラン 磨石 B類 凝灰岩 41.70 22.20 7.60 9.34 表裏面に擦痕有
第31次 10 175 193 194 2 20R-2G1 Ⅲ 磨石 C類 凝灰岩 78.75 49.45 44.20 89.06 
第31次 10 175 193 195 2 19R-9C18 Ⅲ 敲石 B類 緑色凝灰岩 81.50 36.60 31.80 162.75 
第31次 10 175 193 196 2 20R-2G1 Ⅲ 磨石 C類 花崗岩 74.80 88.70 41.89 306.08 
第31次 10 176 193 197 2 SD33 20R-1A25 磨石+敲石 A類+A類 花崗岩 61.70 43.90 34.50 128.92 表裏面に擦痕有
第31次 10 176 193 198 2 Pit1508 20R-2F1 磨石+敲石 A類+A類 閃緑岩 87.10 42.10 30.70 155.14 
第31次 10 176 193 199 2 SD33 19R-9C9 敲石 B類 硬砂岩 66.20 65.60 39.40 134.91 
第31次 10 176 193 200 2 SK770 19R-10E25 1 敲石 B類 凝灰岩 63.42 85.62 42.71 170.14 
第31次 10 176 193 201 2 SK770 19R-10E25 1 敲石 A類 安山岩 88.10 31.39 26.90 113.60 
第31次 10 176 193 202 2 SD33 20R-2A9 敲石 A類 凝灰岩 86.70 28.00 27.20 71.80 
第31次 10 176 193 203 2 SE837 20R-1E15 敲石 A類 凝灰岩 99.88 37.95 30.90 160.59 
第31次 10 176 193 204 2 Pit1029 20R-2F6 敲石 A類 花崗岩 105.10 35.20 31.50 166.60 
第31次 10 176 193 205 2 SE1231 20R-3E8 2 敲石 A類 頁岩 95.80 46.50 37.50 216.50 
第31次 10 176 193 206 2 SD33 19R-9C5 敲石 A類 流紋岩 113.40 47.20 40.40 257.24 
第31次 10 176 193 207 2 19R-7B21 Ⅲ 敲石 A類 凝灰岩 111.00 34.10 31.50 159.14 
第31次 10 176 194 208 2 SD1124 20R-3F6 敲石 B類 閃緑岩 97.80 92.60 58.10 646.88 
第31次 10 177 194 209 2 SE756 19R-10F6 5 台石 − 花崗岩 64.50 25.80 20.20 31.94 被熱
第31次 10 177 194 210 2 SD33 20R-2A9 台石 − 花崗岩 67.10 45.70 40.60 179.90 
第31次 10 177 194 211 2 SD33 20R-2A9 台石 − 花崗岩 77.30 36.90 42.80 115.19 
第31次 10 177 194 212 2 SE844 20R-1F25 台石 − 凝灰岩 95.20 57.20 54.30 211.18 
第31次 10 177 194 213 2 SE1139 20R-2E20 台石 − 花崗岩 78.90 80.69 40.40 260.90 
第31次 10 177 194 214 2 SE791 20R-1F11 2 台石 − 流紋岩 66.70 111.50 42.25 384.91 被熱
第31次 10 177 194 215 2 SD32 20R-1B1 台石 − 硬砂岩 87.20 81.10 10.40 752.44 
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第31次 10 177 194 216 2 SD32 19R-9C9 台石 − 花崗岩 97.60 60.90 79.90 530.93 被熱
第31次 10 177 194 217 2 SK5 19R-8A19 3 台石 − 黒色頁岩 88.90 87.20 58.50 549.86 
第31次 10 177 194 218 2 SK5 19R-8A19 3 台石 − 花崗岩 99.65 110.50 77.20 1232.43 擦痕有　被熱
第31次 10 177 194 219 2 SD33 19R-9C9 台石 − 花崗岩 98.50 73.50 51.20 290.60 被熱
第31次 10 177 194 220 2 Pit1486 19R-9E19 1 台石 − 凝灰岩 79.40 122.65 76.10 905.91 被熱
第31次 10 178 194 221 2 SK8 19R-8C21 台石 − 鉄石英 109.12 113.70 80.20 1344.60 被熱
第31次 10 178 194 222 2 SK5 19R-8A19 台石 − 硬砂岩 167.00 106.50 92.00 1996.33 
第31次 10 178 195 223 2 SK8 19R-8C16 台石 − 花崗岩 105.70 135.40 75.10 1201.58 

第31次 10 178 195
224a 2 SK8 19R-8C16 1

台石 − 花崗岩 111.80 83.30 74.40 1141.02 被熱
224b 2 SK8 19R-8C16 1

第31次 10 178 195 225 2 Pit946 20R-2F4 台石 − 花崗岩 141.80 131.40 40.10 1087.17 被熱
第31次 10 179 195 226 2 Pit1341 19R-10E13 1 台石 − 花崗岩 185.60 153.70 84.96 3098.79 被熱
第31次 10 179 195 227 2 SE837 20R-1E15 台石 − 流紋岩 191.60 172.25 49.75 2295.94 
第31次 10 179 196 228 2 Pit966 20R-2F9 台石 − 流紋岩 210.50 168.50 65.50 2811.87 被熱
第31次 10 180 196 229 2 SE96 19R-9E7 台石 − 流紋斑岩 249.90 192.95 145.50 8350.00 
第31次 10 180 196 230 2 19R-8B20 Ⅲ 台石 − 凝灰岩 60.20 49.90 28.25 50.05 
第31次 10 180 196 231 2 20R-2G1 Ⅲ 台石 − 凝灰岩 80.00 58.50 33.20 90.01 
第31次 10 180 196 232 2 20R-2G1 Ⅲ 台石 − 花崗岩 70.60 103.60 33.52 295.96 
第31次 10 180 196 233 2 20R-2G1 Ⅲ 台石 − 花崗岩 93.20 82.50 59.41 344.37 被熱
第31次 10 180 196 234 2 20R-1G21 Ⅲ 台石 − 玉髄 148.00 119.55 40.90 1108.55 わずかな擦痕有
第31次 10 180 197 235 2 20R-2G1 Ⅲ 台石 − 花崗岩 150.05 131.50 41.30 1062.24 
第31次 10 181 197 236 2 20R-1F6 Ⅲ 台石 − 凝灰岩 175.00 157.00 63.15 1757.28 擦痕有　被熱
第31次 10 181 197 237 2 SE725 19R-10E14 2 軽石製石製品 小形品 軽石 26.60 25.15 9.40 1.89 
第31次 10 181 197 238 2 Pit572 20R-2A20 軽石製石製品 小形品 軽石 23.36 26.05 12.70 1.91 被熱
第31次 10 181 197 239 2 SE756 19R-10F7 軽石製石製品 中形品 軽石 54.15 63.92 23.50 33.78 擦痕有
第31次 10 181 197 240 2 SE756 19R-10F6 5 軽石製石製品 中形品 軽石 90.42 49.50 23.05 30.19 
第31次 10 181 197 241 2 19R-7B5 Ⅲ 軽石製石製品 小形品 軽石 43.20 29.10 15.40 6.05 
第31次 10 181 197 242 2 19R-10E13 Ⅲ 軽石製石製品 小形品 軽石 41.40 39.50 22.60 13.96 
第31次 10 181 197 243 2 19R-8C23 Ⅲb 軽石製石製品 小形品 軽石 40.30 28.38 20.40 6.66 
第31次 10 181 197 244 2 SK782 19R-10E8 剝片 − 玉髄 22.00 22.00 5.90 6.48 
第31次 10 181 197 245 2 Pit571 20R-2A19 石核 − 珪質頁岩 57.90 49.80 60.40 88.89 
第31次 10 181 197 246 3 20Q-10J18 カクラン 砥石 A類 緑色凝灰岩 55.50 36.80 55.98 120.53 砥面5面
第31次 10 181 197 247 3 20Q-10J18 カクラン 砥石 A類 凝灰岩 68.10 51.10 43.20 182.38 砥面5面
第31次 10 181 197 248 3 20Q-10J18 Ⅲb 砥石 B類 凝灰岩 137.40 43.30 41.70 190.01 砥面1面
第31次 10 181 197 249 3 20Q-10J18 カクラン 磨石 A類 凝灰岩 86.70 46.80 35.20 173.32 
第31次 10 181 197 250 3 20Q-10J18 カクラン 軽石製石製品 小形品 軽石 48.41 38.65 26.25 23.55 擦痕有
第31次 10 181 197 251 3 表土 20Q-1B21 Ⅰa 軽石製石製品 中形品 軽石 78.70 56.10 48.50 91.44 わずかな擦痕有
第31次 10 181 197 252 3 20Q-2B20 カクラン 軽石製石製品 中形品 軽石 91.00 42.70 34.10 63.47 砥石　砥面2面
第31次 10 181 197 253 4 19O-7C8 Ⅲb 磨石 A類 頁岩 40.30 29.20 18.80 26.15 
第29次 09 − − 254 − SE282 5Q-5J15 6 台石 − 凝灰岩 46.00 35.31 18.02 34.00 被熱　非掲載
第29次 09 − − 255 − SE595 5Q-5J23 4 磨石 A類 礫岩 74.73 40.08 22.87 94.77 非掲載
第29次 09 − − 256 − SE978 5R-2B18 9 砥石 B類 凝灰岩 62.20 44.85 19.91 87.46 砥面3面　非掲載
第29次 09 − − 257 − SE978 5R-2B19 8 磨石 C類 黒色頁岩 83.62 62.15 36.85 200.32 非掲載
第29次 09 − − 258 − SE978 5R-2B18 9 敲石 A類 硬砂岩 113.07 92.93 61.56 830.96 非掲載
第29次 09 − − 259 − SK283 5R-1B7 2 軽石製石製品 小形品 軽石 31.23 24.40 16.17 4.16 非掲載
第29次 09 − − 260 − SK732 5R-3B19 9 磨石 A類 凝灰岩 28.28 23.90 23.69 21.14 非掲載
第29次 09 − − 261 − SK747 5R-3C11 1 砥石 B類 凝灰岩 19.43 20.08 9.20 2.14 非掲載
第29次 09 − − 262 − SK764 5R-3C12 2 軽石製石製品 小形品 軽石 26.08 25.00 18.52 5.28 非掲載
第29次 09 − − 263 − SK893 5R-4B12 1・2・3 磨石 B類 黒色頁岩 36.27 30.13 12.22 17.49 非掲載
第29次 09 − − 264 − SK1054 5R-4A15 2・3 磨石 A類 花崗岩 73.66 64.35 42.57 268.36 非掲載
第29次 09 − − 265 − SK1054 5R-4A15 2・3 磨石 A類 花崗岩 71.27 54.30 33.80 175.48 非掲載
第29次 09 − − 266 − SK1054 5R-4A15 2・3 磨石 A類 黒色頁岩 63.50 59.39 29.70 147.31 非掲載
第29次 09 − − 267 − SK1174 5R-3A18 3・4 砥石 B類 凝灰岩 27.68 24.10 14.07 8.84 砥面1面　非掲載
第29次 09 − − 268 − SX3 5Q-4H2 6 磨石 A類 花崗岩 84.60 42.50 40.05 196.18 非掲載
第29次 09 − − 269 − SX193 5Q-6I9 8 磨石 C類 砂岩 66.20 57.20 25.65 85.10 非掲載
第29次 09 − − 270 − SX193 5Q-6I9 2 敲石 A類 花崗岩 110.42 65.53 35.60 374.15 非掲載
第29次 09 − − 271 − SX193 5Q-6I9 8 敲石 A類 硬砂岩 85.45 56.33 40.40 272.10 非掲載
第29次 09 − − 272 − SX193 5Q-6I15 8 敲石 B類 頁岩 113.15 79.84 59.08 703.68 非掲載
第29次 09 − − 273 − SX906 5R-4B22 5 軽石製石製品 小形品 軽石 28.68 21.29 11.88 1.96 非掲載
第29次 09 − − 274 − SD2 5Q-3I13 4 磨石 A類 緑色凝灰岩 57.82 39.28 27.55 54.99 非掲載
第29次 09 − − 275 − SD2 5Q-3I15 8 磨石 C類 凝灰岩 58.52 43.25 32.80 82.11 非掲載
第29次 09 − − 276 − SD2 5Q-3J13 11 磨石 B類 凝灰岩 39.53 36.89 10.37 20.33 非掲載
第29次 09 − − 277 − SD2 5Q-3J14 3 磨石 B類 鉄石英 21.85 19.19 6.81 4.23 非掲載
第29次 09 − − 278 − SD2 5R-3A2 3 磨石 B類 凝灰岩 64.65 47.30 21.64 91.74 非掲載
第29次 09 − − 279 − SD2 5R-3A7 8 磨石 A類 珪質頁岩 90.95 72.50 58.08 489.01 非掲載
第29次 09 − − 280 − SD2 5R-3A7 8 磨石 B類 凝灰岩 60.25 51.80 19.40 82.88 非掲載
第29次 09 − − 281 − SD2 5R-3A8 7 磨石 A類 珪質頁岩 83.20 73.89 72.98 565.08 非掲載
第29次 09 − − 282 − SD2 5R-3A8 7 磨石 A類 緑色頁岩 65.35 54.83 42.36 191.47 非掲載
第29次 09 − − 283 − SD2 5R-3A8 8 磨石 A類 凝灰岩 150.10 57.57 52.53 691.75 非掲載
第29次 09 − − 284 − SD2 5R-3A10 8 磨石 A類 珪質頁岩 160.47 83.85 49.55 872.70 非掲載
第29次 09 − − 285 − SD2 5R-3A14 1 磨石 A類 凝灰岩 79.58 41.30 27.79 139.50 非掲載
第29次 09 − − 286 − SD2 5R-2B21 1 磨石 B類 凝灰岩 42.98 31.69 16.40 27.78 非掲載
第29次 09 − − 287 − SD2 5R-3B1 7 磨石 B類 凝灰岩 58.81 45.83 13.65 47.73 非掲載
第29次 09 − − 288 − SD2 5R-3B1 11 磨石 B類 黒色頁岩 100.58 89.09 35.35 428.82 非掲載
第29次 09 − − 289 − SD2 5R-3B1 11 磨石 C類 凝灰岩 104.00 58.71 28.73 94.42 非掲載
第29次 09 − − 290 − SD2 5R-3B2 10 磨石 A類 花崗岩 26.17 24.76 19.57 16.91 非掲載
第29次 09 − − 291 − SD2 5R-3B2 10 磨石 A類 花崗岩 79.18 53.37 32.81 179.56 非掲載
第29次 09 − − 292 − SD2 5R-3B4 7 磨石 A類 凝灰岩 60.51 51.90 26.02 104.63 非掲載
第29次 09 − − 293 − SD2 5R-3B7 1 磨石 A類 凝灰岩 89.95 42.83 34.40 183.52 非掲載
第29次 09 − − 294 − SD2 5Q-3J12 7 磨石 A類 石英 44.82 34.58 25.36 52.03 非掲載
第29次 09 − − 295 − SD2 5Q-3J10 9 敲石 A類 礫岩 104.91 77.04 77.10 859.68 非掲載
第29次 09 − − 296 − SD2 5Q-3J12 9 敲石 A類 花崗岩 116.92 56.01 35.03 355.31 非掲載
第29次 09 − − 297 − SD2 5Q-3J13 7 敲石 A類 黒色頁岩 100.53 78.50 60.11 730.07 非掲載
第29次 09 − − 298 − SD2 5R-3A5 9 敲石 A類 花崗岩 66.04 56.40 26.18 124.42 非掲載
第29次 09 − − 299 − SD2 5R-3A7 1 敲石 B類 凝灰岩 49.65 40.53 31.40 65.26 非掲載
第29次 09 − − 300 − SD2 5R-3A7 1 敲石 A類 花崗岩 56.51 39.10 18.48 59.61 非掲載
第29次 09 − − 301 − SD2 5R-3A7 3 敲石 A類 花崗岩 86.19 63.23 69.00 539.23 非掲載
第29次 09 − − 302 − SD2 5R-3A9 8 敲石 A類 花崗岩 70.49 33.70 25.05 83.62 非掲載
第29次 09 − − 303 − SD2 5R-3A10 8 敲石 A類 安山岩 81.35 30.67 24.08 73.56 非掲載
第29次 09 − − 304 − SD2 5R-2B10 1 敲石 B類 凝灰岩 83.17 62.58 42.00 237.17 非掲載
第29次 09 − − 305 − SD2 5R-3B2 8 敲石 A類 凝灰岩 93.90 60.85 42.51 360.83 非掲載
第29次 09 − − 306 − SD2 5R-3B2 8 敲石 A類 珪質頁岩 100.86 47.61 30.20 177.78 非掲載
第29次 09 − − 307 − SD2 5R-3B2 8 敲石 A類 花崗岩 69.10 31.90 26.73 89.82 非掲載
第29次 09 − − 308 − SD2 5R-3B2 8 敲石 A類 花崗岩 69.91 29.05 26.94 81.71 非掲載
第29次 09 − − 309 − SD2 5R-3B4 10 敲石 A類 凝灰岩 105.43 40.70 36.05 232.83 非掲載
第29次 09 − − 310 − SD2 5R-3C2 1 敲石 A類 凝灰岩 61.75 36.70 30.81 60.97 非掲載
第29次 09 − − 311 − SD2 5Q-3J11 8 台石 − 花崗岩 89.45 77.62 57.29 420.66 非掲載
第29次 09 − − 312 − SD2 5Q-3J11 9 台石 − 花崗岩 75.68 67.80 30.48 208.40 非掲載
第29次 09 − − 313 − SD2 5Q-3J12 7 台石 − 花崗岩 138.62 106.38 100.85 1894.03 非掲載
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第29次 09 − − 314 − SD2 5Q-3J12 7 台石 − 花崗岩 89.50 77.60 69.60 486.19 被熱　非掲載
第29次 09 − − 315 − SD2 5Q-3J12 8 台石 − 珪質頁岩 203.02 120.85 105.20 3006.76 非掲載
第29次 09 − − 316 − SD2 5Q-3J15 9 台石 − 凝灰岩 168.20 122.37 65.79 1947.06 非掲載
第29次 09 − − 317 − SD2 5R-3A5 9 台石 − 緑色凝灰岩 125.80 105.41 54.50 581.18 非掲載
第29次 09 − − 318 − SD2 5R-3A5 9 台石 − 花崗岩 105.07 76.65 47.80 342.65 非掲載
第29次 09 − − 319 − SD2 5R-3A5 10 台石 − 凝灰岩 153.96 104.10 73.45 1076.94 非掲載
第29次 09 − − 320 − SD2 5R-3A8 10 台石 − 凝灰岩 123.62 79.08 40.40 363.14 被熱　非掲載
第29次 09 − − 321 − SD2 5R-3B1 7 台石 − 凝灰岩 86.23 80.53 52.89 548.79 被熱　非掲載
第29次 09 − − 322 − SD2 5R-3B1 11 台石 − 凝灰岩 193.20 80.68 52.29 1022.02 非掲載
第29次 09 − − 323 − SD2 5R-3B1 11 台石 − 凝灰岩 84.31 94.75 61.80 401.34 非掲載
第29次 09 − − 324 − SD2 5R-3B1 11 台石 − 凝灰岩 88.59 99.00 40.35 377.11 非掲載
第29次 09 − − 325 − SD2 5R-3B2 7 台石 − 花崗岩 169.50 132.95 113.88 3622.32 非掲載
第29次 09 − − 326 − SD2 5R-3B2 7 台石 − 凝灰岩 125.91 106.18 57.22 1164.52 非掲載
第29次 09 − − 327 − SD2 5R-3B2 10 台石 − 凝灰岩 137.27 105.80 47.98 587.69 非掲載
第29次 09 − − 328 − SD2 5R-3B4 10 台石 − 花崗岩 122.15 82.20 82.10 726.72 非掲載
第29次 09 − − 329 − SD2 5R-3B6 8 台石 − 頁岩 157.53 119.82 33.47 483.80 被熱　非掲載
第29次 09 − − 330 − SD2 5R-3C2 3 台石 − 花崗岩 267.75 144.80 95.80 3721.03 非掲載
第29次 09 − − 331 − SD2 5R-3B6 1 軽石製石製品 小形品 軽石 37.83 21.85 14.00 4.63 非掲載
第29次 09 − − 332 − SD2 5R-3B6 1 軽石製石製品 小形品 軽石 43.90 21.83 14.62 2.41 非掲載
第29次 09 − − 333 − SD2 5Q-3J12 8 剝片 − チャート 50.72 42.28 10.52 209.90 非掲載
第29次 09 − − 334 − SD2 5R-3A9 8 石核 − チャート 116.97 98.18 82.81 949.36 非掲載
第29次 09 − − 335 − SD358 5Q-2J15 1 磨石 A類 凝灰岩 69.42 45.20 31.20 98.01 非掲載
第29次 09 − − 336 − SD358 5Q-2J19 1 磨石 C類 花崗岩 40.66 31.63 33.07 36.50 非掲載
第29次 09 − − 337 − SD358 5Q-2J25 1 磨石 C類 凝灰岩 48.80 44.38 34.40 58.05 非掲載
第29次 09 − − 338 − SD358 5R-2A13 1 磨石 C類 凝灰岩 82.73 72.36 21.46 169.44 非掲載
第29次 09 − − 339 − SD358 5R-2A13 1 磨石 C類 珪化木 42.50 24.85 28.15 28.66 非掲載
第29次 09 − − 340 − SD358 5R-2A13 1 磨石 C類 珪化木 77.48 48.76 24.00 130.96 非掲載
第29次 09 − − 341 − SD358 5Q-2J10 1 敲石 A類 花崗岩 90.50 46.23 31.79 189.08 非掲載
第29次 09 − − 342 − SD358 5R-2A7 1 台石 − 珪質頁岩 152.80 88.91 94.20 1034.51 非掲載
第29次 09 − − 343 − SD358 5R-2A7 3 台石 − 硬砂岩 112.37 75.18 90.55 726.89 非掲載
第29次 09 − − 344 − SD358 5R-2A13 1 台石 − 凝灰岩 112.49 57.50 20.12 125.95 被熱　非掲載
第29次 09 − − 345 − SD358 5R-2A23 1 軽石製石製品 小形品 軽石 38.07 24.50 14.14 5.90 非掲載
第29次 09 − − 346 − SD776 5R-4C2 1 砥石 A類 凝灰岩 15.88 11.60 7.57 1.53 砥面1面　非掲載
第29次 09 − − 347 − SD776 5R-4C2 1 軽石製石製品 小形品 軽石 29.23 14.69 17.65 3.31 非掲載
第29次 09 − − 348 − Pit260 5Q-5J19 1 砥石 B類 凝灰岩 30.73 15.00 43.51 28.03 砥面2面　非掲載
第29次 09 − − 349 − Pit1208 5R-5A6 1 軽石製石製品 小形品 軽石 19.44 17.62 13.47 3.06 非掲載
第29次 09 − − 350 − 5R-2C8 Ⅲ 砥石 A類 凝灰岩 62.33 51.90 19.49 49.40 砥面2面　非掲載
第29次 09 − − 351 − 5R-3B12 Ⅲ 砥石 A類 凝灰岩 29.20 19.61 21.60 9.59 砥面1面　非掲載
第29次 09 − − 352 − 4R-10B17 Ⅲ 磨石 C類 凝灰岩 50.90 37.40 14.33 18.52 非掲載
第29次 09 − − 353 − 5R-1B13 Ⅲ 磨石 C類 凝灰岩 39.90 22.93 12.87 12.36 非掲載
第29次 09 − − 354 − 5R-3B9 Ⅲ 磨石 B類 凝灰岩 70.21 51.75 17.60 71.68 被熱　非掲載
第29次 09 − − 355 − 5R-2C6 Ⅲ 磨石 C類 緑色凝灰岩 88.77 45.50 25.89 79.36 非掲載
第29次 09 − − 356 − 5R-3D12 Ⅲ 磨石 A類 花崗岩 83.53 78.55 54.59 510.79 非掲載
第29次 09 − − 357 − 5R-2C6 Ⅲ 敲石 A類 花崗岩 72.78 58.41 32.23 199.73 非掲載
第29次 09 − − 358 − 4R-10B21 Ⅲ 台石 − 花崗岩 113.67 75.95 54.33 486.00 被熱　非掲載
第29次 09 − − 359 − 5Q-3H25 Ⅲ 軽石製石製品 小形品 軽石 32.87 25.12 16.27 3.03 非掲載
第29次 09 − − 360 − 5Q-5I12 Ⅲ 軽石製石製品 中形品 軽石 51.39 49.77 29.65 19.35 非掲載
第29次 09 − − 361 − 5Q-5I19 Ⅲ 軽石製石製品 小形品 軽石 24.36 19.79 13.00 1.67 非掲載
第29次 09 − − 362 − 4R-10B21 Ⅲ 軽石製石製品 小形品 軽石 25.13 15.75 11.90 1.93 非掲載
第29次 09 − − 363 − 5R-1A8 Ⅲ 軽石製石製品 小形品 軽石 31.89 22.20 26.82 7.17 非掲載
第29次 09 − − 364 − 5R-1A8 Ⅲ 軽石製石製品 小形品 軽石 27.37 24.85 20.37 5.00 非掲載
第29次 09 − − 365 − 5R-1A8 Ⅲ 軽石製石製品 小形品 軽石 28.13 26.33 12.24 3.88 非掲載
第29次 09 − − 366 − 5R-3A5 Ⅲ 軽石製石製品 小形品 軽石 48.55 29.90 27.58 16.12 非掲載
第29次 09 − − 367 − 5R-3A5 Ⅲ 軽石製石製品 小形品 軽石 21.77 14.80 11.18 1.50 非掲載
第29次 09 − − 368 − 5R-1B7 Ⅲ 軽石製石製品 小形品 軽石 19.40 14.85 11.90 1.72 非掲載
第29次 09 − − 369 − 5R-1B24 Ⅲ 軽石製石製品 小形品 軽石 22.00 15.95 13.47 1.59 非掲載
第29次 09 − − 370 − 5R-2B4 Ⅲ 軽石製石製品 大形品 軽石 101.84 53.77 53.85 122.62 非掲載
第29次 09 − − 371 − − 排土 砥石 A類 凝灰岩 62.71 42.95 13.02 31.50 砥面5面　非掲載
第31次 10 − − 372 2 SD1 19R-8B19 砥石 A類 緑色凝灰岩 15.00 7.48 9.75 0.75 砥面1面　非掲載
第31次 10 − − 373 2 SD1 19Q-9J19 軽石製石製品 小形品 軽石 23.74 12.91 9.80 1.23 非掲載
第31次 10 − − 374 2 19R-8A19 Ⅲ 磨石 B類 凝灰岩 21.00 19.45 10.22 4.66 非掲載
第31次 10 − − 375 2 20R-2F2 Ⅲ 敲石 A類 凝灰岩 67.69 27.11 23.43 51.92 非掲載
第31次 10 − − 376 3 20Q-10J18 カクラン 台石 − 緑色凝灰岩 76.55 50.09 82.12 363.90 非掲載
第31次 10 − − 377 2 19R-8A19 軽石製石製品 小形品 軽石 13.78 7.80 10.00 0.37 非掲載
第31次 10 − − 378 2 19R-7B18 Ⅲ 軽石製石製品 小形品 軽石 21.33 19.70 10.50 1.01 非掲載
第31次 10 − − 379 2 19R-9B15 軽石製石製品 小形品 軽石 19.73 13.13 9.50 0.99 非掲載
第31次 10 − − 380 2 19R-9C12 軽石製石製品 小形品 軽石 19.30 11.20 10.43 1.07 非掲載
第31次 10 − − 381 2 19R-8D11 軽石製石製品 小形品 軽石 18.05 12.03 10.06 0.88 非掲載
第31次 10 − − 382 2 20R-2F10 軽石製石製品 小形品 軽石 20.10 15.20 9.92 0.60 非掲載
第31次 10 − − 383 2 20R-2F18 軽石製石製品 小形品 軽石 15.45 14.58 9.41 1.12 非掲載
第31次 10 − − 384 2 不明 軽石製石製品 小形品 軽石 29.07 16.28 12.83 1.47 非掲載
第31次 10 − − 385 3 19P-10J20 カクラン 軽石製石製品 小形品 軽石 26.04 11.75 10.50 1.27 非掲載
第31次 10 − − 386 3 20Q-2B2 Ⅰa 軽石製石製品 小形品 軽石 25.30 16.20 10.33 1.68 非掲載

別表 9　第 29・31次調査出土金属製品・鍛冶関連遺物観察表

図版
No.

写真
図版
No.

報告
No.

年度
出土位置

層位 種別 器種 材質
法量（mm）　

（　）内は製品本体の大きさ 重量（g） 備考
区 遺構名 グリッド 長さ/口径 幅/器高 厚さ

182 198 1 09 SK284 5R-1B7 1 金属製品 刀子 鉄 133.0 11.2  5.5 22.0 
182 198 2 09 SK747 5R-3C11 1 金属製品 刀子 鉄 38.0 10.0  7.0 （3.0） 2.0 
182 198 3 09 SK747 5R-3C11 1 金属製品 刀子 鉄 112.0 24.0  33.0 （3.5） 39.0 
182 198 4 09 SD776 5R-3C7 1 金属製品 刀子 鉄 17.5 6.5 2.5 1.0 
182 198 5 09 SD825 5R-3C15 1 金属製品 刀子 鉄 67.0  23.0 （14.5）  10.5 （4.5） 14.0 
182 198 6 09 SE282 5Q-5J15 4 金属製品 刀子 鉄 59.6  18.5 （13.7）  6.4 （4.0） 10.0 
182 198 7 09 SD1 5R-2A22 13 金属製品 刀子か 鉄 45.0  20.0 （11.0）  10.0 （3.5） 10.0 
182 198 8 09 5R-4B19 Ⅲc 金属製品 刀子 鉄 61.5  32.0 （15.5）  7.0 （3.5） 14.0 
182 198 9 09 SD1 5R-3A2 3c 金属製品 刀子 鉄 38.3  18.0 （11.0）  11.0 （3.0） 8.0 
182 198 10 09 Pit937 5R-1A11 1 金属製品 刀子 鉄 29.0  20.0 （10.5）  5.0 （4.0） 5.0 
182 198 11 09 SE282 5Q-5J15 4 金属製品 刀子 鉄 49.5  21.5 （18.0）  10.0 （4.0） 10.0 
182 198 12 09 SD2 5R-3B1 11 金属製品 刀子 鉄 30.0  26.8 （23.0）  4.5 （3.4） 7.0 
182 198 13 09 Pit261 5Q-5J19 1 金属製品 刀子 鉄 33.5  30.0 （20.0）  11.5 （5.9） 12.0 
182 198 14 09 5R-1B6 Ⅲ 金属製品 刀子 鉄 67.0  40.0 （26.5）  15.0 （5.8） 45.0 

182 198 15 09 SK332 5R-1A8
1 
2

金属製品 刀子または雁又鏃か 鉄 23.5  14.2 4.5 2.0 

182 198 16 09 SD1 5R-2D17 1 金属製品 刀子か 鉄 24.8  10.5 3.5 2.0 

182 198 17 09 SD776 5R-3C17
8 
9

金属製品 不明 鉄 23.0  14.5 （8.8）  12.0 （2.0） 4.0 
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図版
No.

写真
図版
No.

報告
No.

年度
出土位置

層位 種別 器種 材質
法量（mm）　

（　）内は製品本体の大きさ 重量（g） 備考
区 遺構名 グリッド 長さ/口径 幅/器高 厚さ

182 198 18 09 SD1 5R-2D23 1 金属製品 刀子または鎌の茎か 鉄 36.8  21.0  12.0 （5.0） 11.0 
182 198 19 09 Pit261 5Q-5J19 1 金属製品 鏃 鉄 45.5  13.4 （8.0）  11.6 （8.5） 7.0 
182 198 20 09 SD1 5R-2A23 1 金属製品 和釘または鏃の茎か 鉄 29.0  10.0 （4.8） 4.5 2.0 
182 198 21 09 Pit926 5R-2A22 1 金属製品 和釘または鏃の茎か 鉄 19.0  12.0 （4.5）  5.5 （4.5） 1.0 
182 198 22 09 5R-3B7 Ⅲ 金属製品 釘か 鉄 65.0  19.0 （11.0） 5.7 12.0 
182 198 23 09 Pit1295 5R-4C3 3 金属製品 和釘か 鉄 45.0  11.2 （10.0）  12.0 （4.5） 6.0 
182 198 24 09 SD1 5Q-3J4 1 金属製品 和釘か 鉄 26.5  16.0 （6.5）  11.0 （8.6） 7.0 
182 198 25 09 5R-3C9 Ⅲ 金属製品 釘か 鉄 13.0  15.0 （4.0） 6.0 1.0 
182 198 26 09 Pit1295 5R-4C3 3 金属製品 （洋?）釘 鉄 56.5  13.5 （7.0）  13.0 （7.0） 9.0 
182 198 27 09 5R-1A16 Ⅲ 金属製品 鎹または釘か 鉄 36.0  27.0 （8.5）  12.0 （8.5） 10.0 

182 198 28 09 SD825 5R-3C20 3a 金属製品 紡錘車か 鉄 41.0  42.0 6.0 11.0 
穴あり 
鋳造品

182 198 29 09 5R-4A24 Ⅲ 金属製品 鍋 鉄 − − 4.0 11.0 

182 198 30 09 SX193 5Q-6I14
2 
4

金属製品 皿 鉄 口径　　73.5  器高 16.0 2.5〜5.5 54.0 

182 198 31 09 5R-1A16 Ⅲ 鍛冶関連遺物 羽口 残存長（53.0）  残存幅 （49.0） 19.5 43.0 
182 198 32 09 5Q-1J15 鍛冶関連遺物 羽口 残存長（33.0）  残存幅 （45.0） 19.0 
182 198 33 09 SD1 5R-3A2 3c 鍛冶関連遺物 椀形滓 59.0  73.0 24.0 88.0 
182 198 34 09 SD1 5R-2C23 3b 鍛冶関連遺物 椀形滓 50.0  71.0 38.0 169.0 
182 198 35 09 SD1 5R-3A1 4 鍛冶関連遺物 椀形滓 64.0  81.0 35.0 194.0 
183 199 36 09 SD2 5R-3A8 11 鍛冶関連遺物 椀形滓 66.0  73.0 44.0 179.0 
183 199 37 09 SD2 5Q-3J14 11 鍛冶関連遺物 椀形滓 75.0  85.0 51.0 284.0 
183 199 38 09 SD2 5Q-3J12 8 鍛冶関連遺物 鉄滓 58.5  55.0 42.0 89.0 
183 199 39 09 SD2 5R-3A3 1 鍛冶関連遺物 鉄滓 36.0  64.0 34.0 98.0 
183 199 40 09 SD1 5R-2D23 1 鍛冶関連遺物 鉄滓 29.0  25.0 19.0 11.0 
183 199 41 09 SD2 5Q-3J12 1 鍛冶関連遺物 鉄滓 42.0  48.0 15.5 53.0 
183 199 42 09 SD2 5Q-3J15 3 鍛冶関連遺物 鉄滓 23.0  37.5 13.5 10.0 製品でないと見られる
183 199 43 10 1 SD122 18R-9E25 1 金属製品 刀子 鉄 90.5  32.0  6.5 （4.5） 24.0 
183 199 44 10 1 18R-8C17 Ⅲb 金属製品 洋釘か 鉄 38.5  10.0 （8.5） 8.0 4.5 
183 199 45 10 1 SK246 18R-9E25 2 鍛冶関連遺物 羽口 64.3  87.9 47.2 109.5 
183 199 46 10 2 SX1260 20R-2C19 3 金属製品 刀子か 鉄 24.5  6.2 2.7 2.0 
183 199 47 10 2 SE1210 20R-3E10 金属製品 刀子か 鉄 23.0  15.0 （11.0）  9.0 （3.5） 2.9 
183 199 48 10 2 SK5 19R-8A19 金属製品 刀子 鉄 83.9  24.0 （15.5）  11.0 （3.8） 17.0 
183 199 49 10 2 SK5 19R-8A19 金属製品 刀子 鉄 56.0  22.2 8.0 11.0 

183 199 50 10 2 SK8 19R-8B20 金属製品 刀子 鉄 20.0  18.0 
 17.0

（刀子身3.0）
3.5 直交して何かが付着か

183 199 51 10 2 SN333 19R-8D24 金属製品 刀子 鉄 37.9  20.9 （11.9）  6.4 11.5 

183 199 52 10 2 SE725 19R-10E14 金属製品 鎌 鉄 125.0 
 71.5 

（刃23.3：茎14.0）
 8.8
（刃3.0：茎4.5）

38.5 

183 199 53 10 2 19R-8B4 Ⅲ 金属製品 和釘 鉄 67.0  32 （7.0）  17.0 （6.5） 27.0 
183 199 54 10 2 Pit669 19R-10E10 金属製品 和釘 鉄 83.0  24 （7.5）  21.0 （7.0） 29.5 
183 199 55 10 2 SE844 20R-1F25 金属製品 和釘 鉄 44.0  10.0 （6.5）  7.0 3.0 
183 199 56 10 2 SD1 19Q-10J12 金属製品 和釘 鉄 32.1  9.2 （6.5）  4.0 3.0 
183 199 57 10 2 SE725 19R-10E14 2 金属製品 和釘 鉄 29.0  12.0 （4.2）  9.0 （4.0） 3.0 
183 199 58 10 2 SK992 20R-2F19 金属製品 和釘 鉄 15.5  6.8 （4.0）  4.5 1.0 
184 199 59 10 2 SD1 19R-7C24 金属製品 和釘 鉄 11.5  11.5 （8.9）  12.0 （8.5） 1.0 釘の頭
184 199 60 10 2 SN333 19R-8D7 金属製品 釘か 鉄 38.1  28.2  15.1 20.0 
184 199 61 10 2 SD1 19R-8B9 金属製品 和釘 鉄 26.0  14.0  9.5 （4.0） 5.0 
184 199 62 10 2 SN1014 20R-3E17 金属製品 和釘 鉄 36.9  19.0  5.6 7.5 
184 199 63 10 2 SK992 20R-2F19 金属製品 釘か 鉄 22.0  8.0 （5.0）  3.5 1.0 
184 199 64 10 2 Pit699 19R-10E10 金属製品 和釘 鉄 23.0  9.0 （8.0）  8.0 （6.0） 1.5 
184 199 65 10 2 SD32 19R-8C24 金属製品 不明 鉄 22.0  15.0 （5.4）  10.0 （2.7） 3.0 
184 199 66 10 2 SK5 19R-8A19 金属製品 不明 鉄 59.0 26.0  （3.5） 20.0 二又の簪様のものか
184 199 67 10 2 SD32 19R-9C3 金属製品 笄か 鉄 32.0  4.0 （5.5）  5.0 （3.5） 1.5 
184 199 68 10 2 19R-10E15 金属製品 環状製品 鉄 34.0  36.5 高：11.5  厚：3.3 7.0 
184 199 69 10 2 SD32 19R-9C8 金属製品 不明 鉄 34.6  30.0 （19.0） 22.5 20.5 
184 199 70 10 2 20R-3F7 Ⅰ 金属製品 鍋 鉄 7.0 11.5 鋳造品
184 200 71 10 2 SE1210 20R-3E10 1 金属製品 板状製品 鉄 45.0  21.0  11.0 （6.0） 9.4 鋳造品
184 200 72 10 2 SK1212 20R-3F1 金属製品 板状製品 鉄 32.0  50.0  9.0 （5.0） 19.5 鋳造品
184 200 73 10 2 19Q-10J8 金属製品 板状製品 鉄 44.3  41.2  21.6 （4.0） 36.0 
184 200 74 10 2 20R-2F12 Ⅲ 金属製品 板状製品 鉄 31.4  27.4  16.6 （8.5） 14.5 
184 200 75 10 2 SD334 19R-8D24 鍛冶関連遺物 羽口 137.0  115.5  30.5 （16.0） 399.0 
184 200 76 10 2 SD334 19R-8D25 鍛冶関連遺物 炉壁 43.0  71.0  31.0 69.5 
184 200 77 10 2 SE845 20R-2G2 鍛冶関連遺物 鉄滓 47.2  59.5  41.0 127.5 
184 200 78 10 2 SD1261 20R-3A5 1 鍛冶関連遺物 椀形滓 96.0  116.0  36.0 337.5 
184 200 79 10 2 Pit929 20R-2G6 鍛冶関連遺物 鉄滓 38.7  50.5  28.6 59.0 
184 200 80 10 2 Pit929 20R-2G6 鍛冶関連遺物 鉄滓 35.4  41.0  17.9 24.0 
184 200 81 10 2 Pit929 20R-2G6 鍛冶関連遺物 鉄滓 37.0  55.1  23.7 64.0 
184 200 82 10 4 19O-3I15 Ⅲb 金属製品 和釘 鉄 80.3  34.2 （12.0）  （10.0） 67.5 

別表 10　第 29次調査出土銭貨観察表 別表 11　細池寺道上遺跡第 29・31次調査　木製品観察表

図版
No.

写真
図版
No.

報告
No.

年
度

出土位置 層
位

銭種
材
質

法量（mm） 重量
（g）

備考
遺構名 グリッド 長さ 幅 厚さ

− 200 1 09
SK
357

5R-
2A9

1 不明 銅 0.9 
取上
No.1

− 200 2 09
SK
357

5R-
2A9

2 不明 銅 1.0 

− 200 3 09
SK
985

5R-
2D16

1 不明 銅 1.7 

− 200 4 09
4R-
10B21

Ⅲ
煕寧
元寶

銅 1.5 

図版
No.

写真
図版
No.

報告
No.

年
度

出土位置
層
位

時代 器　種 樹種
法　量（mm）

木取り 備考
区 遺構名 グリッド

長さ/
口径

幅/
底径

厚さ/
器高

器厚

185 201 1 09 SE282 5Q-5J15 中世 白木皿
口径　

86.0
底径　

73.0
器高　

11.0
柾目取り

185 201 2 09 SE282 5Q-5J15 6 中世 棒状木製品 177.0 90.0 8.0 
185 201 3 09 SE282 5Q-5J15 6 中世 板状木製品 711.0 193.0 61.0 取上No.1
185 201 4 09 SE595 5Q-5J23 4 中世 下駄 128.0 131.0 20.0 板目取り
185 201 5 09 SD1 5R-2C19 3b 中世 板状木製品 114.0 41.0 18.0 板目取り 全面炭化
185 201 6 09 SD1 5Q-3J1 8 中世 板状木製品 110.0 25.0 7.0 板目取り
185 201 7 10 2 SE1139 20R-2E20 中世 枡　側板 392.0 134.0 10.0 取上No.7
185 201 8 10 2 SE1139 20R-2E20 中世 枡　側板 397.0 142.0 13.0 取上No.3
186 201 9 10 2 SE1139 20R-2E20 中世 枡　側板 526.0 140.0 16.0 取上No.5
186 202 10 10 2 SE1139 20R-2E20 中世 枡　底板 519.0 196.0 11.0 取上No.4
186 202 11 10 2 SE1139 20R-2E20 中世 枡　底板 526.0 203.0 7.0 取上No.6
187 202 12 10 2 SE1139 20R-2E20 中世 折敷　底板 340.0 275.0 9.0 取上No.11
187 203 13 10 2 SE1139 20R-2E20 中世 柄振 スギ 668.0 183.0 18.0 
188 203 14 10 2 SE1139 20R-2E20 中世 田下駄 234.0 397.0 98.0 取上No.10
188 203 15 10 2 SE1139 20R-2E20 中世 田下駄 ケヤキ 248.0 380.0 10.0 取上No.1

189 204 16 10 2 SE1139 20R-2E20 4 中世 曲物 スギ
口径　
520.0

器高　
196.0

11.0

189 204 17 10 2 SE1210 20R-3E10 中世 材 577.0 25.0 25.0 
189 204 18 10 2 Pit698 19R-10E5 中世 柱根 288.0 58.0 43.0 
189 204 19 10 2 Pit797 20R-1F11 中世 柱根 124.0 94.0 75.0 
189 204 20 10 2 Pit829 20R-1F13 中世 柱根 スギ 261.0 117.0 118.0 
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別表 12　第 29次調査遺構出土古代土器器種構成率表

遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

SE282 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 13 81.25% 1 6.25% 1 6.25% 1 6.25% 16 
総重量（ｇ） 14.0 60.87% 1.0 4.35% 6.0 26.09% 2.0 8.70% 23.0 

SE595 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 18 78.26% 2 8.70% 2 8.70% 1 4.35% 23 
総重量（ｇ） 18.0 31.58% 5.0 8.77% 9.0 15.79% 25.0 43.86% 57.0 

SE978 口残値 0.028 33.33% 0.056 66.67% 0.083 
口縁数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
底残値 0.278 100.00% 0.278 
底部数（点） 2 100.00% 2 
総点数（点） 6 20.00% 4 13.33% 12 40.00% 8 26.67% 30 
総重量（ｇ） 8.0 5.30% 33.0 21.85% 47.0 31.13% 63.0 41.72% 151.0 

SE1119 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.139 100.00% 0.139 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 4 50.00% 1 12.50% 1 12.50% 2 25.00% 8 
総重量（ｇ） 5.0 7.46% 2.0 2.99% 10.0 14.93% 50.0 74.63% 67.0 

SE1270 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 75.00% 1 25.00% 4 
総重量（ｇ） 2.0 14.29% 12.0 85.71% 14.0 

SE1272 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

SK32 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

SK104 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 22 70.97% 1 3.23% 4 12.90% 4 12.90% 31 
総重量（ｇ） 23.0 37.70% 1.0 1.64% 19.0 31.15% 18.0 29.51% 61.0 

SK107 口残値
口縁数（点）
底残値 0.194 100.00% 0.194 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 2 40.00% 1 20.00% 1 20.00% 1 20.00% 5 
総重量（ｇ） 6.0 15.00% 16.0 40.00% 13.0 32.50% 5.0 12.50% 40.0 

SK112 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 5.0 83.33% 1.0 16.67% 6.0 

SK137 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 14.29% 6.0 85.71% 7.0 

SK138 口残値 0.028 50.00% 0.028 50.00% 0.056 
口縁数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 50.00% 1 12.50% 3 37.50% 8 
総重量（ｇ） 8.0 36.36% 3.0 13.64% 11.0 50.00% 22.0 

1　遺構から出土した古代土器（土師器 ･ 黒色土器 ･ 須恵器）の構成比率を示した表である。
2　土器の計測法は口縁部残存率法〔宇野 1992．春日 1994〕とそれを応用した底部残存率法により計測した。また ､ 併せて口縁数 ･ 底部数を示した。
3　口縁 ･ 底部残存率法によって得られた数値は */36 を示し ､ それぞれ口残値 ･ 底残値と略記した。
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遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

SK152 口残値 0.611 48.89% 0.083 6.67% 0.139 11.11% 0.417 33.33% 1.250 
口縁数（点） 7 63.64% 1 9.09% 1 9.09% 2 18.18% 11 
底残値 0.833 100.00% 0.833 
底部数（点） 2 100.00% 2 
総点数（点） 35 64.81% 1 1.85% 8 14.81% 10 18.52% 54 
総重量（ｇ） 117.0 26.71% 6.0 1.37% 198.0 45.21% 117.0 26.71% 438.0 

SK159 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 14.29% 3 42.86% 3 42.86% 7 
総重量（ｇ） 1.0 3.23% 28.0 90.32% 2.0 16.45% 31.0 

SK203 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 8.0 100.00% 8.0 

SK245 口残値 0.167 37.50% 0.250 56.25% 0.028 6.25% 0.444 
口縁数（点） 3 42.86% 3 42.86% 1 14.29% 7 
底残値 1.000 58.06% 0.722 41.94% 1.722 
底部数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総点数（点） 7 46.67% 5 33.33% 1 6.67% 2 13.33% 15 
総重量（ｇ） 84.0 44.92% 63.0 33.69% 34.0 18.18% 6.0 3.21% 187.0 

SK248 口残値 0.028 16.67% 0.139 83.33% 0.167 
口縁数（点） 1 25.00% 3 75.00% 4 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 12.00% 18 72.00% 4 16.00% 25 
総重量（ｇ） 3.0 1.02% 270.0 91.84% 21.0 7.14% 294.0 

SK259 口残値 0.056 66.67% 0.028 33.33% 0.083 
口縁数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
底残値 0.083 100.00% 0.083 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 5 26.32% 2 10.53% 1 5.26% 7 36.84% 4 21.05% 19 
総重量（ｇ） 12.0 9.23% 4.0 3.08% 5.0 3.85% 92.0 70.77% 17.0 13.08% 130.0 

SK280 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

SK283 口残値 0.750 52.94% 0.361 25.49% 0.111 7.84% 0.194 13.73% 1.417 
口縁数（点） 15 62.50% 2 8.33% 3 12.50% 4 16.67% 24 
底残値 0.750 47.37% 0.833 52.63% 1.583 
底部数（点） 4 66.67% 2 33.33% 6 
総点数（点） 55 57.89% 5 5.26% 18 18.95% 5 5.26% 11 11.58% 1 1.05% 95 
総重量（ｇ） 187.0 33.82% 72.0 13.02% 108.0 19.53% 5.0 0.90% 179.0 32.37% 2.0 0.36% 553.0 

SK284 口残値 0.083 27.27% 0.028 9.09% 0.083 27.27% 0.056 18.18% 0.056 18.18% 0.306 
口縁数（点） 2 28.57% 1 14.29% 2 28.57% 1 14.29% 1 14.29% 7 
底残値 0.167 85.71% 0.028 14.29% 0.194 
底部数（点） 2 66.65% 1 33.33% 3 
総点数（点） 39 45.35% 1 1.16% 2 2.33% 33 38.37% 10 11.63% 1 1.16% 86 
総重量（ｇ） 52.0 17.28% 1.0 0.33% 6.0 1.99% 200.0 66.45% 29.0 9.63% 13.0 4.32% 301.0 

SK285 口残値 0.111 30.77% 0.028 7.69% 0.167 46.15% 0.056 15.38% 0.361 
口縁数（点） 3 30.00% 1 10.00% 4 40.00% 2 20.00% 10 
底残値 0.056 100.00% 0.056 
底部数（点） 2 100.00% 2 
総点数（点） 41 61.19% 1 1.49% 2 2.99% 11 16.42% 7 10.45% 3 4.48% 1 1.49% 1 1.49% 67 
総重量（ｇ） 50.0 30.12% 3.0 1.81% 2.0 1.20% 33.0 19.88% 11.0 6.63% 37.0 22.29% 8.0 4.82% 22.0 13.25% 166.0 

SK286 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 20.0 100.00% 20.0 

SK291 口残値 0.028 25.00% 0.083 75.00% 0.111 
口縁数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 28.57% 2 28.57% 3 42.86% 7 
総重量（ｇ） 3.0 18.75% 4.0 25.00% 9.0 56.25% 16.0 

SK292 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.167 100.00% 0.167 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 4 57.14% 1 14.29% 1 14.29% 1 14.29% 7 
総重量（ｇ） 5.0 12.82% 1.0 2.56% 21.0 53.85% 12.0 30.77% 39.0 
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遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

SK303 口残値 0.028 33.33% 0.056 66.67% 0.083 
口縁数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
底残値 0.111 100.00% 0.111 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 4 26.67% 3 20.00% 1 6.67% 5 33.33% 2 13.33% 15 
総重量（ｇ） 4.0 6.90% 11.0 18.97% 1.0 1.72% 23.0 39.66% 19.0 32.76% 58.0 

SK310 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

SK311 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

SK312 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 3.0 50.00% 3.0 50.00% 6.0 

SK321 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 11.0 100.00% 11.0 

SK324 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 5 100.00% 5 
総重量（ｇ） 8.0 100.00% 8.0 

SK326 口残値
口縁数（点）
底残値 0.056 100.00% 0.056 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 20.00% 1 20.00% 3 60.00% 5 
総重量（ｇ） 4.0 11.43% 3.0 8.57% 28.0 80.00% 35.0 

SK327 口残値 0.083 6.25% 0.361 27.08% 0.028 2.08% 0.056 4.17% 0.028 2.08% 0.778 58.33% 1.333 
口縁数（点） 2 7.41% 7 25.93% 1 3.70% 1 3.70% 1 3.70% 15 55.56% 27 
底残値 0.306 25.00% 0.528 43.18% 0.333 27.27% 0.056 4.55% 1.222 
底部数（点） 3 33.33% 3 33.33% 2 22.22% 1 11.11% 9 
総点数（点） 48 23.41% 30 14.63% 4 1.95% 20 9.76% 19 9.27% 83 40.49% 1 0.49% 205 
総重量（ｇ） 82.0 3.29% 262.0 10.50% 16.0 0.64% 113.0 4.53% 71.0 2.85% 1,947.0 78.04% 4.0 0.16% 2,495.0 

SK331 口残値 1.667 43.17% 0.333 8.63% 0.056 1.44% 0.611 15.83% 0.889 23.02% 0.306 7.91% 3.861 
口縁数（点） 21 40.38% 5 9.62% 1 1.92% 8 15.38% 12 23.08% 5 9.62% 52 
底残値 1.250 34.62% 2.361 65.38% 3.611 
底部数（点） 3 37.50% 5 62.50% 8 
総点数（点） 61 27.35% 6 2.69% 1 0.45% 89 39.91% 55 24.66% 11 4.93% 223 
総重量（ｇ） 260.0 12.95% 16.0 0.80% 2.0 0.10% 700.0 34.86% 541.0 26.94% 489.0 24.35% 2,008.0 

SK332 口残値 0.028 7.69% 0.194 53.85% 0.028 7.69% 0.056 15.38% 0.056 15.38% 0.361 
口縁数（点） 1 20.00% 1 20.00% 1 20.00% 1 20.00% 1 20.00% 5 
底残値 0.111 100.00% 0.111 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 13 38.24% 1 2.94% 1 2.94% 11 32.35% 7 20.59% 1 2.94% 34 
総重量（ｇ） 18.0 15.00% 10.0 8.33% 3.0 2.50% 64.0 53.33% 12.0 10.00% 13.0 10.83% 120.0 

SK334 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

SK335 口残値 0.167 15.79% 0.389 36.84% 0.056 5.26% 0.028 2.63% 0.389 36.84% 0.028 2.63% 1.056 
口縁数（点） 4 22.22% 4 22.22% 1 5.56% 1 5.56% 7 38.89% 1 5.56% 18 
底残値 0.250 100.00% 0.250 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 21 15.11% 5 3.60% 1 0.72% 52 37.41% 50 35.97% 10 7.19% 139 
総重量（ｇ） 34.0 2.92% 32.0 2.74% 1.0 0.09% 568.0 48.71% 185.0 15.87% 346.0 29.67% 1,166.0 

SK342 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 5 23.81% 14 66.67% 2 9.52% 21 
総重量（ｇ） 4.0 6.45% 55.0 88.71% 3.0 4.84% 62.0 
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遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

SK350 口残値 0.083 60.00% 0.028 20.00% 0.028 20.00% 0.139 
口縁数（点） 3 60.00% 1 20.00% 1 20.00% 5 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 7 30.43% 1 4.35% 12 52.17% 3 13.04% 23 
総重量（ｇ） 6.0 6.59% 3.0 3.30% 75.0 82.42% 7.0 7.69% 91.0 

SK352 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 2 100.00% 2 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 14.29% 3 42.86% 3 42.86% 7 
総重量（ｇ） 2.0 3.28% 7.0 11.48% 52.0 85.25% 61.0 

SK353 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 44.44% 5 55.56% 9 
総重量（ｇ） 38.0 46.91% 43.0 53.09% 81.0 

SK355 口残値 0.111 50.00% 0.111 50.00% 0.222 
口縁数（点） 3 60.00% 2 40.00% 5 
底残値 0.167 25.00% 0.139 20.83% 0.361 54.17% 0.667 
底部数（点） 1 33.33% 1 33.33% 1 33.33% 3 
総点数（点） 18 31.03% 1 1.72% 30 51.72% 8 13.79% 1 1.72% 58 
総重量（ｇ） 34.0 13.65% 10.0 4.02% 120.0 48.19% 68.0 27.31% 17.0 6.83% 249.0 

SK357 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 5 62.50% 3 37.50% 8 
総重量（ｇ） 5.0 50.00% 5.0 50.00% 10.0 

SK359 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 2 100.00% 2 
底残値 0.139 12.20% 1.000 87.80% 1.139 
底部数（点） 1 25.00% 1 25.00% 2 50.00% 4 
総点数（点） 9 29.03% 3 9.68% 10 32.26% 9 29.03% 31 
総重量（ｇ） 23.0 12.64% 6.0 3.30% 28.0 15.38% 125.0 68.68% 182.0 

SK360 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 40.00% 3 60.00% 5 
総重量（ｇ） 1.0 8.33% 11.0 91.67% 12.0 

SK361 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総重量（ｇ） 1.0 33.33% 2.0 66.67% 3.0 

SK362 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 75.00% 1 25.00% 4 
総重量（ｇ） 5.0 71.43% 2.0 28.57% 7.0 

SK363 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 7.0 100.00% 7.0 

SK383 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.389 100.00% 0.389 
底部数（点） 2 100.00% 2 
総点数（点） 7 41.18% 2 11.76% 6 35.29% 2 11.76% 17 
総重量（ｇ） 13.0 16.25% 31.0 38.75% 24.0 30.00% 12.0 15.00% 80.0 

SK389 口残値 0.028 25.00% 0.083 75.00% 0.111 
口縁数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 28.57% 1 14.29% 1 14.29% 2 28.57% 1 14.29% 7 
総重量（ｇ） 2.0 4.26% 8.0 17.02% 14.0 29.79% 7.0 14.89% 16.0 34.04% 47.0 

SK425 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 25.00% 2 25.00% 4 50.00% 8 
総重量（ｇ） 4.0 23.53% 8.0 47.06% 5.0 29.41% 17.0 
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食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

SK596 口残値 0.722 29.89% 0.861 35.63% 0.444 18.39% 0.389 16.09% 2.417 
口縁数（点） 11 36.67% 11 36.67% 3 10.00% 5 16.67% 30 
底残値 1.194 66.15% 0.611 33.85% 1.806 
底部数（点） 2 33.33% 4 66.67% 6 
総点数（点） 35 33.65% 18 17.31% 24 23.08% 21 20.19% 4 3.85% 2 1.92% 104 
総重量（ｇ） 126.0 13.19% 71.0 7.43% 453.0 47.43% 142.0 14.87% 149.0 15.60% 14.0 1.47% 955.0 

SK696 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

SK702 口残値 0.083 100.00% 0.083 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.417 100.00% 0.417 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 13 48.15% 2 7.41% 7 25.93% 4 14.81% 1 3.70% 27 
総重量（ｇ） 18.0 8.49% 45.0 21.23% 29.0 13.68% 23.0 10.85% 97.0 45.75% 212.0 

SK710 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 33.33% 2.0 66.67% 3.0 

SK717 口残値 0.028 50.00% 0.028 50.00% 0.056 
口縁数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 5.56% 6 33.33% 1 5.56% 10 55.56% 18 
総重量（ｇ） 1.0 0.74% 13.0 9.56% 2.0 1.47% 120.0 88.24% 136.0 

SK725 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 33.33% 4 44.44% 2 22.22% 9 
総重量（ｇ） 3.0 18.75% 8.0 50.00% 5.0 31.25% 16.0 

SK727 口残値
口縁数（点）
底残値 0.083 100.00% 0.083 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 4 100.00% 4 
総重量（ｇ） 8.0 100.00% 8.0 

SK729 口残値 1.417 78.46% 0.139 7.69% 0.194 10.77% 0.056 3.08% 1.806 
口縁数（点） 10 58.82% 3 17.65% 3 17.65% 1 5.88% 17 
底残値 1.972 84.52% 0.361 15.48% 2.333 
底部数（点） 9 81.82% 2 18.18% 11 
総点数（点） 42 29.58% 1 0.70% 47 33.10% 39 27.46% 12 8.45% 1 0.70% 142 
総重量（ｇ） 231.0 11.65% 4.0 0.20% 943.0 47.58% 191.0 9.64% 602.0 30.37% 11.0 0.55% 1,982.0 

SK732 口残値 0.694 48.08% 0.278 19.23% 0.056 3.85% 0.222 15.38% 0.194 13.46% 1.444 
口縁数（点） 12 54.55% 2 9.09% 1 4.55% 3 13.64% 4 18.18% 22 
底残値 2.972 59.44% 0.750 15.00% 1.278 25.56% 5.000 
底部数（点） 9 50.00% 3 16.67% 6 33.33% 18 
総点数（点） 90 58.44% 8 5.19% 1 0.65% 9 5.84% 33 21.43% 12 7.79% 1 0.65% 154 
総重量（ｇ） 380.0 31.69% 74.0 6.17% 6.0 0.50% 86.0 7.17% 278.0 23.19% 347.0 28.94% 28.0 2.34% 1,199.0 

SK744 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 5 100.00% 5 
総重量（ｇ） 12.0 100.00% 12.0 

SK747 口残値 0.750 42.19% 0.250 14.06% 0.056 3.13% 0.667 37.50% 0.056 3.13% 1.778 
口縁数（点） 15 50.00% 3 10.00% 2 6.67% 8 26.67% 2 6.67% 30 
底残値 1.472 54.08% 0.778 28.57% 0.472 17.35% 2.722 
底部数（点） 10 62.50% 4 25.00% 2 12.50% 16 
総点数（点） 107 47.56% 7 3.11% 1 0.44% 62 27.56% 42 18.67% 6 2.67% 225 
総重量（ｇ） 277.0 23.03% 78.0 6.48% 2.0 0.17% 424.0 35.25% 317.0 26.35% 105.0 8.73% 1,203.0 

SK762 口残値 0.028 33.33% 0.056 66.67% 0.083 
口縁数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
底残値
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 2 13.33% 1 6.67% 1 6.67% 8 53.33% 1 6.67% 2 13.33% 15 
総重量（ｇ） 4.0 8.89% 2.0 4.44% 6.0 13.33% 18.0 40.00% 6.0 13.33% 9.0 20.00% 45.0 

SK764 口残値 0.056 33.33% 0.056 33.33% 0.028 16.67% 0.028 16.67% 0.167 
口縁数（点） 1 25.00% 1 25.00% 1 25.00% 1 25.00% 4 
底残値 0.333 80.00% 0.083 20.00% 0.417 
底部数（点） 3 75.00% 1 25.00% 4 
総点数（点） 24 48.00% 4 8.00% 18 36.00% 4 8.00% 50 
総重量（ｇ） 38.0 30.65% 9.0 7.26% 54.0 43.55% 23.0 18.55% 124.0 
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食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

SK765 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 36.36% 1 9.09% 1 9.09% 3 27.27% 2 18.18% 11 
総重量（ｇ） 3.0 13.64% 1.0 4.55% 2.0 9.09% 14.0 63.64% 2.0 9.09% 22.0 

SK770 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総重量（ｇ） 2.0 20.00% 8.0 80.00% 10.0 

SK832 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 1.0 20.00% 4.0 80.00% 5.0 

SK835 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 3.0 50.00% 3.0 50.00% 6.0 

SK836 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 20.00% 7 70.00% 1 10.00% 10 
総重量（ｇ） 13.0 59.09% 7.0 31.82% 2.0 9.09% 22.0 

SK839 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

SK860 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

SK878 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

SK893 口残値 0.111 80.00% 0.028 20.00% 0.139 
口縁数（点） 3 75.00% 1 25.00% 4 
底残値 0.028 7.69% 0.333 92.31% 0.361 
底部数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総点数（点） 18 51.43% 2 5.71% 11 31.43% 4 11.43% 35 
総重量（ｇ） 18.0 18.18% 29.0 29.29% 46.0 46.46% 6.0 6.06% 99.0 

SK948 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 60.00% 2 40.00% 5 
総重量（ｇ） 5.0 35.71% 9.0 64.29% 14.0 

SK985 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

SK964 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

SK1005 口残値
口縁数（点）
底残値 0.139 100.00% 0.139 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 4 80.00% 1 20.00% 5 
総重量（ｇ） 14.0 87.50% 2.0 12.50% 16.0 
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無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

SK1013 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

SK1040 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

SK1054 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 14 56.00% 1 4.00% 4 16.00% 5 20.00% 1 4.00% 25 
総重量（ｇ） 12.0 35.29% 2.0 5.88% 6.0 17.65% 10.0 29.41% 4.0 11.76% 34.0 

SK1060 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

SK1101 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 1 33.33% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 1.0 12.50% 3.0 37.50% 4.0 50.00% 8.0 

SK1105 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 50.00% 1 16.67% 2 33.33% 6 
総重量（ｇ） 5.0 50.00% 1.0 10.00% 4.0 40.00% 10.0 

SK1107 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 25.00% 1 25.00% 1 25.00% 1 25.00% 4 
総重量（ｇ） 1.0 16.67% 1.0 16.67% 1.0 16.67% 3.0 50.00% 6.0 

SK1174 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

SK1216 口残値 0.083 100.00% 0.083 
口縁数（点） 2 100.00% 2 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 9 90.00% 1 10.00% 10 
総重量（ｇ） 12.0 70.59% 5.0 29.41% 17.0 

SK1217 口残値
口縁数（点）
底残値 0.417 100.00% 0.417 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 3 50.00% 2 33.33% 1 16.67% 6 
総重量（ｇ） 43.0 67.19% 8.0 12.50% 13.0 20.31% 64.0 

SK1224 口残値 0.028 50.00% 0.028 50.00% 0.056 
口縁数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 50.00% 3 37.50% 1 12.50% 8 
総重量（ｇ） 9.0 36.00% 11.0 44.00% 5.0 20.00% 25.0 

SK1278 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 25.00% 3 37.50% 3 37.50% 8 
総重量（ｇ） 1.0 6.25% 8.0 50.00% 7.0 43.75% 16.0 

SK1284 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 
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無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
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SK1285 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 75.00% 1 25.00% 4 
総重量（ｇ） 6.0 75.00% 2.0 25.00% 8.0 

SK1294 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 7 100.00% 7 
総重量（ｇ） 13.0 100.00% 13.0 

SK1300 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 5 71.43% 2 28.57% 7 
総重量（ｇ） 8.0 80.00% 2.0 20.00% 10.0 

SK1332 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 40.00% 1 20.00% 2 40.00% 5 
総重量（ｇ） 2.0 25.00% 1.0 12.50% 5.0 62.50% 8.0 

SX3 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 25.00% 5 62.50% 1 12.50% 8 
総重量（ｇ） 2.0 5.88% 16.0 47.06% 16.0 47.06% 34.0 

SX193 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.333 100.00% 0.333 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 14 35.90% 2 5.13% 3 7.69% 1 2.56% 11 28.21% 7 17.95% 1 2.56% 39 
総重量（ｇ） 27.0 20.61% 3.0 2.29% 5.0 3.82% 1.0 0.76% 47.0 35.88% 7.0 5.34% 41.0 31.30% 131.0 

SX297 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 25.00% 1 25.00% 2 50.00% 4 
総重量（ｇ） 1.0 9.09% 3.0 27.27% 7.0 63.64% 11.0 

SX325 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総重量（ｇ） 1.0 20.00% 4.0 80.00% 5.0 

SX698 口残値 0.083 75.00% 0.028 25.00% 0.111 
口縁数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
底残値 0.333 100.00% 0.333 
底部数（点） 2 100.00% 2 
総点数（点） 5 41.67% 1 8.33% 5 41.67% 1 8.33% 12 
総重量（ｇ） 21.0 43.75% 2.0 4.17% 24.0 50.00% 1.0 2.08% 48.0 

SX833 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 6 20.00% 1 3.33% 10 33.33% 12 40.00% 1 3.33% 30 
総重量（ｇ） 9.0 6.67% 3.0 2.22% 22.0 16.30% 20.0 14.81% 81.0 60.00% 135.0 

SX834 口残値 0.028 10.00% 0.111 40.00% 0.139 50.00% 0.278 
口縁数（点） 1 11.11% 3 33.33% 5 55.56% 9 
底残値 1.194 100.00% 1.194 
底部数（点） 3 100.00% 3 
総点数（点） 8 8.99% 1 1.12% 40 44.94% 40 44.94% 89 
総重量（ｇ） 4.0 0.57% 1.0 0.14% 380.0 54.36% 314.0 44.92% 699.0 

SX906 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 7 30.43% 5 21.74% 10 43.48% 1 4.35% 23 
総重量（ｇ） 13.0 25.49% 21.0 41.18% 11.0 21.57% 6.0 11.76% 51.0 

SX983 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.111 100.00% 0.111 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 5 33.33% 1 6.67% 4 26.67% 4 26.67% 1 6.67% 15 
総重量（ｇ） 5.0 16.67% 4.0 13.33% 10.0 33.33% 5.0 16.67% 6.0 20.00% 30.0 
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無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

SX1037 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 100.00% 4 
総重量（ｇ） 9.0 100.00% 9.0 

SD1 口残値 0.833 21.28% 1.111 28.37% 0.139 3.55% 0.139 3.55% 0.806 20.57% 0.250 6.38% 0.472 12.06% 0.167 4.26% 3.917 
口縁数（点） 28 27.72% 18 17.82% 3 2.97% 4 3.96% 22 21.78% 8 7.92% 17 16.83% 1 0.99% 101 
底残値 6.333 43.59% 0.167 1.15% 2.667 18.36% 0.889 6.12% 0.194 1.34% 4.056 27.92% 0.222 1.53% 14.528 
底部数（点） 47 39.50% 1 0.84% 28 23.53% 4 3.36% 3 2.52% 34 28.57% 2 1.68% 119 
総点数（点） 355 23.57% 1 0.07% 1 0.07% 63 4.18% 10 0.66% 7 0.46% 590 39.18% 306 20.32% 125 8.30% 39 2.59% 5 0.33% 2 0.13% 1 0.07% 1 0.07% 1,506 
総重量（ｇ） 868.0 11.24% 20.0 0.26% 7.0 0.09% 334.0 4.33% 174.0 2.25% 48.0 0.62% 2,708.0 35.07% 1,096.0 14.20% 1,411.0 18.27% 661.0 8.56% 232.0 3.00% 75.0 0.97% 16.0 0.21% 71.0 0.92% 7,721.0 

SD2 口残値 2.810 41.91% 0.667 9.96% 0.222 3.32% 0.583 8.71% 0.111 1.66% 0.111 1.66% 0.500 7.47% 0.639 9.54% 0.972 14.52% 0.056 0.83% 0.028 0.41% 6.694 
口縁数（点） 56 39.44% 1 0.70% 5 3.52% 15 10.56% 2 1.41% 3 2.11% 15 10.56% 17 11.97% 26 18.31% 1 0.70% 1 0.70% 142 
底残値 12.917 54.51% 1.000 4.22% 1.083 4.57% 1.000 4.22% 3.167 13.36% 0.889 3.75% 0.028 0.12% 3.278 13.83% 0.111 0.47% 0.194 0.82% 0.028 0.12% 23.694 
底部数（点） 80 57.55% 1 0.72% 4 2.88% 1 0.72% 20 14.39% 3 2.16% 2 1.44% 24 17.27% 1 0.72% 1 0.72% 2 1.44% 139 
総点数（点） 442 30.50% 1 0.07% 3 0.21% 15 1.04% 4 0.28% 47 3.24% 8 0.55% 8 0.55% 449 30.99% 283 19.53% 138 9.52% 40 2.76% 4 0.28% 2 0.14% 3 0.21% 1 0.07% 1 0.07% 1,449 
総重量（ｇ）1,549.0 13.38% 157.0 1.36% 34.0 0.29% 98.0 0.85% 39.0 0.34% 283.0 2.44% 111.0 0.96% 227.0 1.96% 2,166.0 18.70% 1,026.0 8.86% 2,306.0 19.91% 3,338.0 28.83% 38.0 0.33% 129.0 1.11% 57.0 0.49% 3.0 0.03% 19.0 0.16% 11,580.0 

SD36 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 75.00% 1 25.00% 4 
総重量（ｇ） 4.0 28.57% 10.0 71.43% 14.0 

SD161 口残値 0.056 25.00% 0.139 62.50% 0.028 12.50% 0.222 
口縁数（点） 1 25.00% 2 50.00% 1 25.00% 4 
底残値 0.083 23.08% 0.278 76.92% 0.361 
底部数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
総点数（点） 4 28.57% 4 28.57% 4 28.57% 1 7.14% 1 7.14% 14 
総重量（ｇ） 7.0 2.39% 11.0 3.75% 27.0 9.22% 8.0 2.73% 240.0 81.91% 293.0 

SD200 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

SD244 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 33.33% 5 55.56% 1 11.11% 9 
総重量（ｇ） 5.0 3.09% 112.0 69.14% 45.0 27.78% 162.0 

SD287 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 75.00% 1 25.00% 4 
総重量（ｇ） 6.0 60.00% 4.0 40.00% 10.0 

SD288 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 3.0 30.00% 7.0 70.00% 10.0 

SD289 口残値 0.194 33.33% 0.111 19.05% 0.056 9.52% 0.111 19.05% 0.028 4.76% 0.083 14.29% 0.583 
口縁数（点） 1 10.00% 2 20.00% 2 20.00% 3 30.00% 1 10.00% 1 10.00% 10 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 53 44.92% 3 2.54% 49 41.53% 11 9.32% 1 0.85% 1 0.85% 118 
総重量（ｇ） 91.0 26.61% 8.0 2.34% 189.0 55.26% 33.0 9.65% 14.0 4.09% 7.0 2.05% 342.0 

SD290 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 5.0 100.00% 5.0 

SD298 口残値 0.028 50.00% 0.028 50.00% 0.056 
口縁数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
底残値 0.028 11.11% 0.222 88.89% 0.250 
底部数（点） 2 40.00% 3 60.00% 5 
総点数（点） 27 49.09% 3 5.45% 14 25.45% 4 7.27% 3 5.45% 4 7.27% 55 
総重量（ｇ） 31.0 20.67% 18.0 12.00% 39.0 26.00% 12.0 8.00% 30.0 20.00% 20.0 13.33% 150.0 

SD305 口残値
口縁数（点）
底残値 0.139 100.00% 0.139 
底部数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総点数（点） 8 57.14% 1 7.14% 3 21.43% 1 7.14% 1 7.14% 14 
総重量（ｇ） 14.0 15.56% 46.0 51.11% 14.0 15.56% 2.0 2.22% 14.0 15.56% 90.0 
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食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

SD314 口残値 0.083 60.00% 0.056 40.00% 0.139 
口縁数（点） 3 60.00% 2 40.00% 5 
底残値 0.056 16.67% 0.278 83.33% 0.333 
底部数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総点数（点） 20 27.03% 5 6.76% 1 1.35% 38 51.35% 5 6.76% 4 5.41% 1 1.35% 74 
総重量（ｇ） 26.0 6.10% 22.0 5.16% 10.0 2.35% 227.0 53.29% 18.0 4.23% 99.0 23.24% 24.0 5.63% 426.0 

SD315 口残値 0.028 20.00% 0.083 60.00% 0.028 20.00% 0.139 
口縁数（点） 1 33.33% 1 33.33% 1 33.33% 3 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 7 21.88% 3 9.38% 11 34.38% 11 34.38% 32 
総重量（ｇ） 7.0 5.19% 7.0 5.19% 59.0 43.70% 62.0 45.93% 135.0 

SD316 口残値 0.111 50.00% 0.111 50.00% 0.222 
口縁数（点） 3 60.00% 2 40.00% 5 
底残値 0.028 5.00% 0.528 95.00% 0.556 
底部数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総点数（点） 30 37.50% 4 5.00% 1 1.25% 24 30.00% 20 25.00% 1 1.25% 80 
総重量（ｇ） 55.0 22.54% 29.0 11.89% 3.0 1.23% 84.0 34.43% 37.0 15.16% 36.0 14.75% 244.0 

SD317 口残値 0.056 50.00% 0.028 25.00% 0.028 25.00% 0.111 
口縁数（点） 1 33.33% 1 33.33% 1 33.33% 3 
底残値 0.083 100.00% 0.083 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 19 47.50% 1 2.50% 17 42.50% 3 7.50% 40 
総重量（ｇ） 21.0 18.75% 1.0 0.89% 73.0 65.18% 17.0 15.18% 112.0 

SD318 口残値 0.111 80.00% 0.028 20.00% 0.139 
口縁数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 30.77% 7 53.85% 2 15.38% 13 
総重量（ｇ） 13.0 30.95% 26.0 61.90% 3.0 7.14% 42.0 

SD319 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 2 100.00% 2 
底残値 0.167 40.00% 0.250 60.00% 0.417 
底部数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総点数（点） 19 45.24% 1 2.38% 18 42.86% 4 9.52% 42 
総重量（ｇ） 24.0 21.05% 1.0 0.88% 66.0 57.89% 23.0 20.18% 114.0 

SD345 口残値
口縁数（点）
底残値 0.083 100.00% 0.083 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 5 50.00% 1 10.00% 3 30.00% 1 10.00% 10 
総重量（ｇ） 7.0 43.75% 1.0 6.25% 7.0 43.75% 1.0 6.25% 16.0 

SD347 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 5 26.32% 1 5.26% 13 68.42% 19 
総重量（ｇ） 7.0 5.74% 39.0 31.97% 76.0 62.30% 122.0 

SD358 口残値 0.083 23.08% 0.111 30.77% 0.056 15.38% 0.083 23.08% 0.028 7.69% 0.361 
口縁数（点） 3 33.33% 1 11.11% 2 22.22% 2 22.22% 1 11.11% 9 
底残値 0.472 50.00% 0.472 50.00% 0.944 
底部数（点） 7 63.64% 4 36.36% 11 
総点数（点） 54 31.58% 1 0.58% 80 46.78% 24 14.04% 8 4.68% 3 1.75% 1 0.58% 171 
総重量（ｇ） 97.0 11.87% 15.0 1.84% 297.0 36.35% 116.0 14.20% 79.0 9.67% 123.0 15.06% 90.0 11.02% 817.0 

SD666 口残値 0.028 20.00% 0.056 40.00% 0.056 40.00% 0.139 
口縁数（点） 1 33.33% 1 33.33% 1 33.33% 3 
底残値 0.028 100.00% 0.028 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 8 66.67% 1 8.33% 1 8.33% 2 16.67% 12 
総重量（ｇ） 10.0 38.46% 4.0 15.38% 2.0 7.69% 10.0 38.46% 26.0 

SD677 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.250 100.00% 0.250 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 13 48.15% 4 14.81% 10 37.04% 27 
総重量（ｇ） 12.0 21.05% 19.0 33.33% 26.0 45.61% 57.0 

SD709 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

SD751 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 12.50% 3 37.50% 4 50.00% 8 
総重量（ｇ） 2.0 1.41% 22.0 15.49% 118.0 83.10% 142.0 
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食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

SD752 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

SD776 口残値 0.500 40.00% 0.389 31.11% 0.028 2.22% 0.111 8.89% 0.194 15.56% 0.028 2.22% 1.250 
口縁数（点） 15 45.45% 8 24.24% 1 3.03% 3 9.09% 5 15.15% 1 3.03% 33 
底残値 1.056 48.72% 0.861 39.74% 0.056 2.56% 0.194 8.97% 2.167 
底部数（点） 9 45.00% 9 45.00% 1 5.00% 1 5.00% 20 
総点数（点） 138 35.48% 21 5.40% 2 0.51% 179 46.02% 36 9.25% 8 2.06% 3 0.77% 2 0.51% 389 
総重量（ｇ） 244.0 21.61% 73.0 6.47% 19.0 1.68% 561.0 47.69% 98.0 8.68% 111.0 9.83% 12.0 1.06% 11.0 0.97% 1,129.0 

SD825 口残値 0.444 61.54% 0.083 11.54% 0.056 7.69% 0.139 19.23% 0.722 
口縁数（点） 6 46.15% 2 15.38% 1 7.69% 4 30.77% 13 
底残値 0.639 100.00% 0.639 
底部数（点） 4 100.00% 4 
総点数（点） 40 42.11% 2 2.11% 1 1.05% 31 32.63% 9 9.47% 7 7.37% 5 5.26% 95 
総重量（ｇ） 116.0 10.91% 5.0 0.47% 6.0 0.56% 87.0 8.18% 12.0 1.13% 138.0 12.98% 699.0 65.76% 1,063.0 

SD838 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.028 100.00% 0.028 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 11.11% 5 55.56% 3 33.33% 9 
総重量（ｇ） 1.0 3.23% 27.0 87.10% 3.0 9.68% 31.0 

SD854 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.139 45.45% 0.167 54.55% 0.306 
底部数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総点数（点） 5 29.41% 1 5.88% 4 23.53% 5 29.41% 2 11.76% 17 
総重量（ｇ） 10.0 16.67% 9.0 15.00% 18.0 30.00% 11.0 18.33% 12.0 20.00% 60.0 

SD864 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.139 100.00% 0.139 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 3 42.86% 3 42.86% 1 14.29% 7 
総重量（ｇ） 3.0 8.11% 26.0 70.27% 8.0 21.62% 37.0 

SD931 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 6 85.71% 1 14.29% 7 
総重量（ｇ） 4.0 57.14% 3.0 42.86% 7.0 

SD980 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

SD1009 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 2 100.00% 2 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 42.86% 4 57.14% 7 
総重量（ｇ） 3.0 9.68% 28.0 90.32% 31.0 

SD1015 口残値
口縁数（点）
底残値 0.306 100.00% 0.306 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 40.0 95.24% 2.0 4.76% 42.0 

SD1016 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 66.67% 1 16.67% 1 16.67% 6 
総重量（ｇ） 5.0 71.43% 1.0 14.29% 1.0 14.29% 7.0 

SD1115 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 10.0 100.00% 10.0 

SD1116 口残値 0.056 18.18% 0.083 27.27% 0.167 54.55% 0.306 
口縁数（点） 2 25.00% 2 25.00% 4 50.00% 8 
底残値 0.056 28.57% 0.139 71.43% 0.194 
底部数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総点数（点） 32 22.70% 4 2.84% 1 0.71% 60 42.55% 44 31.21% 141 
総重量（ｇ） 35.0 6.65% 8.0 1.52% 16.0 3.04% 329.0 62.55% 138.0 26.24% 526.0 
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無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

SD1186 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

SD1218 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.306 100.00% 0.306 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 5 33.33% 3 20.00% 5 33.33% 2 13.33% 15 
総重量（ｇ） 26.0 37.14% 10.0 14.29% 30.0 42.86% 4.0 5.71% 70.0 

SD1231 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 10 38.46% 12 46.15% 4 15.38% 26 
総重量（ｇ） 12.0 13.79% 62.0 71.26% 13.0 14.94% 87.0 

SD1247 口残値 0.056 66.67% 0.028 33.33% 0.083 
口縁数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 10 58.82% 2 11.76% 3 17.65% 1 5.88% 1 5.88% 17 
総重量（ｇ） 7.0 18.92% 4.0 10.81% 4.0 10.81% 2.0 5.41% 20.0 54.05% 37.0 

SD1249 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 66.67% 1 16.67% 1 16.67% 6 
総重量（ｇ） 4.0 25.00% 5.0 31.25% 7.0 43.75% 16.0 

Pit5 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

Pit7 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

Pit51 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 7.0 100.00% 7.0 

Pit93 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit96 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit130 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

Pit189 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 14.29% 6.0 85.71% 7.0 

Pit209 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 50.00% 1 25.00% 1 25.00% 4 
総重量（ｇ） 4.0 36.36% 2.0 18.18% 5.0 45.45% 11.0 
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表

2
9

8

遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

Pit211 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit215 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit221 口残値 0.222 100.00% 0.222 
口縁数（点） 4 100.00% 4 
底残値 1.000 90.00% 0.111 10.00% 1.111 
底部数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総点数（点） 6 85.71% 1 14.29% 7 
総重量（ｇ） 63.0 94.03% 4.0 5.97% 67.0 

Pit222 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit249 口残値 0.167 100.00% 0.167 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.167 100.00% 0.167 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 33.33% 1 33.33% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 17.0 80.95% 1.0 4.76% 3.0 14.29% 21.0 

Pit250 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

Pit254 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 20.00% 4.0 80.00% 5.0 

Pit255 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 1 33.33% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 1.0 9.09% 4.0 36.36% 6.0 54.55% 11.0 

Pit263 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

Pit281 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 5.0 100.00% 5.0 

Pit328 口残値
口縁数（点）
底残値 0.056 100.00% 0.056 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

Pit333 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 5 83.33% 1 16.67% 6 
総重量（ｇ） 25.0 92.59% 2.0 7.41% 27.0 

Pit338 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総重量（ｇ） 1.0 20.00% 4.0 80.00% 5.0 
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表

2
9

9

遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

Pit339 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総重量（ｇ） 1.0 11.11% 8.0 88.89% 9.0 

Pit340 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit344 口残値 0.028 33.33% 0.028 33.33% 0.028 33.33% 0.083 
口縁数（点） 1 33.33% 1 33.33% 1 33.33% 3 
底残値 0.194 41.18% 0.278 58.82% 0.472 
底部数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総点数（点） 2 10.00% 1 5.00% 13 65.00% 4 20.00% 20 
総重量（ｇ） 6.0 4.51% 16.0 12.03% 65.0 48.87% 46.0 34.59% 133.0 

Pit346 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 13.0 100.00% 13.0 

Pit348 口残値 0.083 60.00% 0.056 40.00% 0.139 
口縁数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 25.00% 1 12.50% 2 25.00% 3 37.50% 8 
総重量（ｇ） 2.0 12.50% 2.0 12.50% 9.0 56.25% 3.0 18.75% 16.0 

Pit354 口残値 0.028 50.00% 0.028 50.00% 0.056 
口縁数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
底残値 0.139 12.20% 1.000 87.80% 1.139 
底部数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総点数（点） 2 11.76% 1 5.88% 4 23.53% 9 52.94% 1 5.88% 17 
総重量（ｇ） 9.0 5.00% 1.0 0.56% 21.0 11.67% 132.0 73.33% 17.0 9.44% 180.0 

Pit356 口残値 0.111 100.00% 0.111 
口縁数（点） 2 100.00% 2 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 8 88.89% 1 11.11% 9 
総重量（ｇ） 16.0 69.57% 7.0 30.43% 23.0 

Pit365 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 5.0 100.00% 5.0 

Pit368 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit371 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 80.00% 1 20.00% 5 
総重量（ｇ） 3.0 21.43% 11.0 78.57% 14.0 

Pit375 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 15.0 46.88% 17.0 53.13% 32.0 

Pit376 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit377 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 
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遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

Pit380 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 7.69% 7 53.85% 4 30.77% 1 7.69% 13 
総重量（ｇ） 3.0 1.54% 170.0 87.18% 8.0 4.10% 14.0 7.18% 195.0 

Pit388 口残値
口縁数（点）
底残値 0.139 100.00% 0.139 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 6.0 66.67% 3.0 33.33% 9.0 

Pit390 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 14.29% 6.0 85.71% 7.0 

Pit393 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 11.11% 8.0 88.89% 9.0 

Pit396 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

Pit397 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit400 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

Pit401 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit402 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 5.0 100.00% 5.0 

Pit406 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 9.0 23.08% 30.0 76.92% 39.0 

Pit407 口残値
口縁数（点）
底残値 0.111 100.00% 0.111 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 5.0 83.33% 1.0 16.67% 6.0 

Pit411 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit413 口残値
口縁数（点）
底残値 0.028 100.00% 0.028 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 3.0 33.33% 6.0 66.67% 9.0 
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遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

Pit414 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 1 33.33% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 2.0 22.22% 6.0 66.67% 1.0 11.11% 9.0 

Pit416 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 66.66% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 6.0 42.86% 8.0 57.14% 14.0 

Pit417 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit426 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 7.0 100.00% 7.0 

Pit428 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 100.00% 4 
総重量（ｇ） 6.0 100.00% 6.0 

Pit435 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 9.0 100.00% 9.0 

Pit436 口残値 0.028 7.69% 0.333 92.31% 0.361 
口縁数（点） 1 20.00% 4 80.00% 5 
底残値 0.639 38.98% 1.000 61.02% 1.639 
底部数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総点数（点） 2 5.00% 1 2.50% 3 7.50% 34 85.00% 40 
総重量（ｇ） 1.0 0.21% 42.0 8.99% 10.0 2.14% 414.0 88.65% 467.0 

Pit439 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 2.0 40.00% 3.0 60.00% 5.0 

Pit442 口残値
口縁数（点）
底残値 0.028 100.00% 0.028 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 2 50.00% 2 50.00% 4 
総重量（ｇ） 3.0 10.34% 26.0 89.66% 29.0 

Pit444 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 15.0 100.00% 15.0 

Pit447 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit448 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit454 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 3.0 60.00% 2.0 40.00% 5.0 
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遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

Pit461 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 4.0 66.67% 2.0 33.33% 6.0 

Pit462 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 4.0 28.57% 10.0 71.43% 14.0 

Pit464 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 20.00% 3 60.00% 1 20.00% 5 
総重量（ｇ） 1.0 6.25% 4.0 25.00% 11.0 68.75% 16.0 

Pit473 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 16.67% 9 75.00% 1 8.33% 12 
総重量（ｇ） 1.0 2.38% 32.0 76.19% 9.0 21.43% 42.0 

Pit478 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit479 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit485 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 50.00% 1.0 50.00% 2.0 

Pit486 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 7.0 77.78% 2.0 22.22% 9.0 

Pit487 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit488 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 3.0 27.27% 8.0 72.73% 11.0 

Pit490 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit493 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 4.0 66.67% 2.0 33.33% 6.0 

Pit495 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 
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合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

Pit497 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 5.0 100.00% 5.0 

Pit500 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 2 100.00% 2 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 6.0 100.00% 6.0 

Pit502 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 3.0 42.86% 4.0 57.14% 7.0 

Pit506 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

Pit508 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総重量（ｇ） 1.0 25.00% 3.0 75.00% 4.0 

Pit515 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総重量（ｇ） 2.0 50.00% 2.0 50.00% 4.0 

Pit516 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 16.67% 4 66.67% 1 16.67% 6 
総重量（ｇ） 1.0 2.44% 34.0 82.93% 6.0 14.63% 41.0 

Pit517 口残値
口縁数（点）
底残値 0.056 100.00% 0.056 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 5.0 100.00% 5.0 

Pit521 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 25.00% 3 75.00% 4 
総重量（ｇ） 1.0 9.09% 10.0 90.91% 11.0 

Pit524 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 50.00% 2 50.00% 4 
総重量（ｇ） 40.0 70.18% 17.0 29.82% 57.0 

Pit526 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit527 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総重量（ｇ） 3.0 17.65% 14.0 82.35% 17.0 

Pit530 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 
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無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

Pit532 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit538 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit544 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 33.33% 2.0 66.67% 3.0 

Pit545 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 7.0 100.00% 7.0 

Pit550 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit551 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit553 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

Pit554 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

Pit555 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 3.0 37.50% 5.0 62.50% 8.0 

Pit556 口残値
口縁数（点）
底残値 0.139 100.00% 0.139 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 2 22.22% 1 11.11% 6 66.67% 9 
総重量（ｇ） 9.0 15.25% 1.0 1.69% 49.0 83.05% 59.0 

Pit558 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit563 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 3.0 75.00% 1.0 25.00% 4.0 

Pit564 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 
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無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

Pit565 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総重量（ｇ） 1.0 4.00% 24.0 96.00% 25.0 

Pit566 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 66.67% 1 16.67% 1 16.67% 6 
総重量（ｇ） 3.0 30.00% 6.0 60.00% 1.0 10.00% 10.0 

Pit568 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 18.0 100.00% 18.0 

Pit574 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 100.00% 4 
総重量（ｇ） 7.0 100.00% 7.0 

Pit587 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 2.0 20.00% 8.0 80.00% 10.0 

Pit592 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit598 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

Pit603 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit604 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit606 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

Pit616 口残値
口縁数（点）
底残値 0.083 100.00% 0.083 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

Pit617 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 4.0 33.33% 8.0 66.67% 12.0 

Pit619 口残値
口縁数（点）
底残値 0.194 100.00% 0.194 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 26.0 100.00% 26.0 
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Pit621 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 89.0 100.00% 89.0 

Pit636 口残値
口縁数（点）
底残値 0.056 100.00% 0.056 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

Pit641 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 9.0 100.00% 9.0 

Pit643 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 25.00% 4 50.00% 2 25.00% 8 
総重量（ｇ） 2.0 10.00% 15.0 75.00% 3.0 15.00% 20.0 

Pit644 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 11.0 100.00% 11.0 

Pit645 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 2.0 50.00% 2.0 50.00% 4.0 

Pit656 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit661 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 10.0 100.00% 10.0 

Pit700 口残値
口縁数（点）
底残値 0.028 16.67% 0.139 83.33% 0.167 
底部数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総点数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 6.0 33.33% 12.0 66.67% 18.0 

Pit703 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

Pit724 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 20.0 100.00% 20.0 

Pit734 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 42.86% 1 14.29% 1 14.29% 2 28.57% 7 
総重量（ｇ） 6.0 16.22% 7.0 18.92% 2.0 5.41% 22.0 59.46% 37.0 

Pit739 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 16.67% 6 50.00% 4 33.33% 12 
総重量（ｇ） 4.0 5.63% 58.0 81.69% 9.0 12.68% 71.0 
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Pit757 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 4.0 44.44% 5.0 55.56% 9.0 

Pit773 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

PIt777 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 8.0 100.00% 8.0 

PIt778 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

PIt779 口残値
口縁数（点）
底残値 0.139 100.00% 0.139 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 7.0 100.00% 7.0 

PIt780 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

PIt781 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit783 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.167 40.00% 0.250 60.00% 0.417 
底部数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
総点数（点） 3 60.00% 2 40.00% 5 
総重量（ｇ） 18.0 40.00% 27.0 60.00% 45.0 

Pit785 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 28.57% 2 28.57% 2 28.57% 1 14.29% 7 
総重量（ｇ） 5.0 29.41% 8.0 47.06% 2.0 11.76% 2.0 11.76% 17.0 

Pit786 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 75.00% 1 25.00% 4 
総重量（ｇ） 3.0 37.50% 5.0 62.50% 8.0 

Pit792 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 12.0 75.00% 4.0 25.00% 16.0 

Pit797 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 75.00% 1 25.00% 4 
総重量（ｇ） 25.0 89.29% 3.0 10.71% 28.0 

Pit799 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 
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遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

Pit819 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

Pit822 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit823 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総重量（ｇ） 2.0 33.33% 4.0 66.67% 6.0 

Pit828 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit843 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

Pit846 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 
総重量（ｇ） 3.0 60.00% 2.0 40.00% 5.0 

Pit853 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 8.0 53.33% 7.0 46.67% 15.0 

Pit866 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit867 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

Pit868 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 7.0 100.00% 7.0 

Pit869 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit872 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

Pit877 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 
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遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

Pit879 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

Pit884 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 50.00% 1.0 50.00% 2.0 

Pit885 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit888 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 6.0 85.71% 1.0 14.29% 7.0 

Pit892 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 7.0 100.00% 7.0 

Pit894 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit902 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit912 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit924 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 6.0 100.00% 6.0 

Pit928 口残値 0.083 100.00% 0.083 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 22.0 66.67% 11.0 33.33% 33.0 

Pit937 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 50.00% 2 50.00% 4 
総重量（ｇ） 8.0 47.06% 9.0 52.94% 17.0 

Pit939 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit940 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 5.0 100.00% 5.0 
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遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

Pit942 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 16.67% 5 83.33% 6 
総重量（ｇ） 5.0 20.83% 19.0 79.17% 24.0 

Pit946 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit947 口残値
口縁数（点）
底残値 0.056 100.00% 0.056 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 10.0 100.00% 10.0 

Pit955 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 25.00% 1 25.00% 1 25.00% 1 25.00% 4 
総重量（ｇ） 1.0 11.11% 1.0 11.11% 3.0 33.33% 4.0 44.44% 9.0 

Pit956 口残値
口縁数（点）
底残値 0.167 100.00% 0.167 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 25.00% 1 25.00% 1 25.00% 1 25.00% 4 
総重量（ｇ） 11.0 21.57% 4.0 7.84% 2.0 3.92% 34.0 66.67% 51.0 

Pit963 口残値
口縁数（点）
底残値 0.028 100.00% 0.028 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

Pit971 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit974 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 28.57% 3 42.86% 2 28.57% 7 
総重量（ｇ） 4.0 7.69% 46.0 88.46% 2.0 3.85% 52.0 

Pit979 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit981 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 2.0 66.67% 1.0 33.33% 3.0 

Pit993 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 48.0 100.00% 48.0 

Pit994 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit1007 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 3.0 33.33% 6.0 66.67% 9.0 
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遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

Pit1029 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit1032 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit1039 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit1084 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 3.0 30.00% 7.0 70.00% 10.0 

Pit1096 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 50.00% 1.0 50.00% 2.0 

Pit1097 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit1099 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 5.0 100.00% 5.0 

Pit1102 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit1108 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

Pit1206 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 33.33% 2.0 66.67% 3.0 

Pit1211 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit1225 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit1237 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 
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計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯・稜椀 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

Pit1239 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 2.0 66.67% 1.0 33.33% 3.0 

Pit1251 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 10.0 100.00% 10.0 

Pit1252 口残値
口縁数（点）
底残値 0.083 100.00% 0.083 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 4.17% 23 95.83% 24 
総重量（ｇ） 7.0 17.95% 32.0 82.05% 39.0 

Pit1256 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit1269 口残値
口縁数（点）
底残値 0.472 100.00% 0.472 
底部数（点） 2 100.00% 2 
総点数（点） 1 16.67% 5 83.33% 6 
総重量（ｇ） 10.0 33.33% 20.0 66.67% 30.0 

Pit1277 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

Pit1281 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit1295 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 20.00% 3 60.00% 1 20.00% 5 
総重量（ｇ） 1.0 6.25% 14.0 87.50% 1.0 6.25% 16.0 

Pit1297 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 50.00% 1.0 50.00% 2.0 

Pit1301 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

Pit1339 口残値 0.111 100.00% 0.111 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 11.11% 5 55.56% 3 33.33% 9 
総重量（ｇ） 2.0 0.76% 23.0 8.71% 239.0 90.53% 264.0 

Pit1340 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

河 1250 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 5.0 62.50% 3.0 37.50% 8.0 
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別表 13　第 31次調査遺構出土古代土器器種構成率表
1　遺構から出土した古代土器（土師器 ･ 黒色土器 ･ 須恵器）の構成比率を示した表である。
2　土器の計測法は口縁部残存率法〔宇野 1992．春日 1994〕とそれを応用した底部残存率法により計測した。また ､ 併せて口縁数 ･ 底部数を示した。
3　口縁 ･ 底部残存率法によって得られた数値は */36 を示し ､ それぞれ口残値 ･ 底残値と略記した。

区 遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

1 区 SE168 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 21 100.00% 21 
総重量（ｇ） 11.0 100.00% 11.0 

1 区 SE259 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 17.0 100.00% 17.0 

1 区 SK229 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 5.0 100.00% 5.0 

1 区 SD100 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

1 区 SD122 口残値
口縁数（点）
底残値 0.278 100.00% 0.278 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 33.33% 2.0 66.67% 3.0 

1 区 Pit6 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 35.0 100.00% 35.0 

1 区 Pit9 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

1 区 河 243 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 80.00% 1 20.00% 5 
総重量（ｇ） 9.0 26.47% 25.0 73.53% 34.0 

1 区 河 245 口残値
口縁数（点）
底残値 1.250 100.00% 1.250 
底部数（点） 2 100.00% 2 
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 38.0 100.00% 38.0 

1 区 河 261 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 7.0 100.00% 7.0 

2 区 SE7 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 3.0 
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区 遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

2 区 SE96 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

2 区 SE756 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

2 区 SE791 口残値 0.472 100.00% 0.472 
口縁数（点） 4 100.00% 4 
底残値 0.194 31.82% 0.417 68.18% 0.611 
底部数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総点数（点） 1 4.55% 5 22.73% 11 50.00% 4 18.18% 1 4.55% 22 
総重量（ｇ） 5.0 2.81% 78.0 43.82% 70.0 39.33% 5.0 2.81% 20.0 11.24% 178.0 

2 区 SE794 口残値 0.111 100.00% 0.111 
口縁数（点） 2 100.00% 2 
底残値
底部数（点） 2 100.00% 2 
総点数（点） 2 3.28% 54 88.52% 5 8.20% 61 
総重量（ｇ） 4.0 0.56% 545.0 76.87% 160.0 22.57% 709.0 

2 区 SE802 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 2.0 50.00% 2.0 50.00% 4.0 

2 区 SE810 口残値 0.083 100.00% 0.083 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.139 100.00% 0.139 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 4 50.00% 1 12.50% 2 25.00% 1 12.50% 8 
総重量（ｇ） 17.0 54.84% 7.0 22.58% 3.0 9.68% 4.0 12.90% 31.0 

2 区 SE811 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

2 区 SE837 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 4 80.00% 1 20.00% 5 
総重量（ｇ） 7.0 77.78% 2.0 22.22% 9.0 

2 区 SE845 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 33.33% 1 16.67% 2 33.33% 1 16.67% 6 
総重量（ｇ） 2.0 28.57% 1.0 14.29% 2.0 28.57% 2.0 28.57% 7.0 

2 区 SE1139 口残値
口縁数（点）
底残値 0.361 100.00% 0.361 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 7.0 50.00% 7.0 50.00% 14.0 

2 区 SE1210 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 25.00% 3 75.00% 4 
総重量（ｇ） 1.0 7.69% 12.0 92.31% 13.0 

2 区 SE1371 口残値
口縁数（点）
底残値 0.139 100.00% 0.139 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 6.0 60.00% 4.0 40.00% 10.0 
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区 遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

2 区 SK4 口残値
口縁数（点）
底残値 0.167 100.00% 0.167 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 9.0 100.00% 9.0 

2 区 SK5 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 176.0 91.67% 16.0 8.33% 192.0 

2 区 SK8 口残値 0.028 1.75% 0.694 43.86% 0.111 7.02% 0.556 35.09% 0.056 3.51% 0.139 8.97% 1.583 
口縁数（点） 1 5.26% 11 57.89% 2 10.53% 3 15.79% 1 5.26% 1 5.26% 19 
底残値 1.556 100.00% 1.556 
底部数（点） 5 100.00% 5 
総点数（点） 4 3.45% 1 0.86% 1 0.86% 29 25.00% 62 53.45% 3 2.59% 12 10.34% 1 0.86% 3 2.59% 116 
総重量（ｇ） 8.0 0.32% 3.0 0.12% 16.0 0.64% 725.0 28.99% 491.0 19.63% 92.0 3.68% 984.0 39.34% 7.0 0.28% 175.0 7.00% 2,501.0 

2 区 SK34 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

2 区 SK52 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

2 区 SK139 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

2 区 SK168 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

2 区 SK673 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

2 区 SK782 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 17.0 100.00% 17.0 

2 区 SK792 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 6 100.00% 6 
総重量（ｇ） 31.0 100.00% 31.0 

2 区 SK793 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 12 80.00% 3 20.00% 15 
総重量（ｇ） 27.0 17.65% 126.0 82.35% 153.0 

2 区 SK798 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 2.0 40.00% 3.0 60.00% 5.0 
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区 遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

2 区 SK1016 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

2 区 SK1253 口残値 0.333 25.00% 1.000 75.00% 1.333 
口縁数（点） 6 33.33% 12 66.67% 18 
底残値 0.361 100.00% 0.361 
底部数（点） 4 100.00% 4 
総点数（点） 27 26.21% 76 73.79% 103 
総重量（ｇ） 42.0 1.76% 2,347.0 98.24% 2,389.0 

2 区 SX1880 口残値 1.194 100.00% 1.194 
口縁数（点） 10 100.00% 10 
底残値 1.500 100.00% 1.500 
底部数（点） 6 100.00% 6 
総点数（点） 43 100.00% 43 
総重量（ｇ） 151.0 100.00% 151.0 

2 区 SD1 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.250 47.37% 0.194 36.84% 0.083 15.79% 0.528 
底部数（点） 1 33.33% 1 33.33% 1 33.33% 3 
総点数（点） 5 14.29% 1 2.86% 23 65.71% 5 14.29% 1 2.86% 35 
総重量（ｇ） 9.0 6.62% 14.0 10.29% 90.0 66.18% 18.0 13.24% 5.0 3.68% 136.0 

2 区 SD6 口残値
口縁数（点）
底残値 0.083 100.00% 0.083 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 14.29% 6 85.71% 7 
総重量（ｇ） 7.0 43.75% 9.0 56.25% 16.0 

2 区 SD32 口残値 0.194 77.78% 0.056 22.22% 0.250 
口縁数（点） 5 83.33% 1 16.67% 6 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 23 51.11% 1 2.22% 14 31.11% 3 6.67% 3 6.67% 1 2.22% 45 
総重量（ｇ） 42.0 7.39% 6.0 1.06% 70.0 12.32% 64.0 11.27% 342.0 60.21% 44.0 7.75% 568.0 

2 区 SD33 口残値 0.111 33.33% 0.111 33.33% 0.028 8.33% 0.028 8.33% 0.056 16.67% 0.333 
口縁数（点） 3 42.86% 1 14.29% 1 14.29% 1 14.29% 1 14.29% 7 
底残値 1.944 97.22% 0.028 1.39% 0.028 1.39% 2.000 
底部数（点） 6 75.00% 1 12.50% 1 12.50% 8 
総点数（点） 16 56.67% 1 3.45% 2 6.90% 5 17.24% 1 3.45% 2 6.90% 2 6.90% 29 
総重量（ｇ） 125.0 43.71% 14.0 4.90% 14.0 4.90% 40.0 13.99% 2.0 0.70% 42.0 14.69% 49.0 17.13% 286.0 

2 区 SD233 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 6.0 100.00% 6.0 

2 区 SD254 口残値 0.028 100.00% 0.028 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

2 区 SD323 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

2 区 SD334 口残値
口縁数（点）
底残値 0.083 100.00% 0.083 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 2.0 9.52% 19.0 90.48% 21.0 

2 区 SD443 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 
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区 遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

2 区 SD647 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

2 区 SD807 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 9.0 100.00% 9.0 

2 区 SD1000 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 32.0 100.00% 32.0 

2 区 SD1013 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 3 100.00% 3 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

2 区 SD1261 口残値 0.056 100.00% 0.056 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値 0.111 100.00% 0.111 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 4 36.36% 1 9.09% 6 54.55% 11 
総重量（ｇ） 8.0 30.77% 6.0 23.08% 12.0 46.15% 26.0 

2 区 SD1995 口残値 0.083 100.00% 0.083 
口縁数（点） 1 100.00% 1 
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

2 区 SD1998 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

2 区 SN333 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 33.33% 1 33.33% 1 33.33% 3 
総重量（ｇ） 1.0 3.85% 4.0 15.38% 21.0 80.77% 26.0

2 区 SN1014 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 6.0 100.00% 6.0 

2 区 Pit2 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 7 43.75% 3 18.75% 6 37.50% 16 
総重量（ｇ） 80.0 9.47% 186.0 22.01% 579.0 68.52% 845.0 

2 区 Pit195 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

2 区 Pit324 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 6.0 100.00% 6.0 



別
　
　
　
表

3
1

8

区 遺構名

種別

計測法

食　膳　具 煮　炊　具 貯　蔵　具

合　計
土　師　器 黒色土器 須　恵　器 土　師　器 須　恵　器

無台椀 有台椀 有台皿 仏鉢 無台椀 有台皿 無台杯 有台杯 杯蓋 長甕 小甕 鍋 甕 長頸・広口瓶 短頸壺 壺蓋 長胴壺 横瓶 鉢
点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％ 点数等 比率％

2 区 Pit571 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

2 区 Pit596 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 3.0 100.00% 3.0 

2 区 Pit949 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 4.0 100.00% 4.0 

2 区 Pit983 口残値
口縁数（点）
底残値 0.194 100.00% 0.194 
底部数（点） 1 100.00% 1 
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 9.0 100.00% 9.0 

2 区 Pit1497 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

2 区 Pit1527 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 6.0 100.00% 6.0 

2 区 Pit1530 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 2 100.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

2 区 Pit1633 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 1.0 100.00% 1.0 

2 区 Pit1673 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 100.00% 1 
総重量（ｇ） 2.0 100.00% 2.0 

4 区 SD117 口残値
口縁数（点）
底残値
底部数（点）
総点数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 
総重量（ｇ） 1.0 25.00% 3.0 75.00% 4.0 



別
　
　
　
表

3
1

9

遺構名

種別

計測法

食膳具 調理具 貯蔵具 その他

合計白磁 青磁 瀬戸焼・美濃焼 瀬戸焼・美濃
焼 越前焼 珠洲焼 瓦質土器 瀬戸焼・美濃

焼 珠洲焼 北越窯珠洲系陶器 北越窯瓷器系陶器 産地不明陶器 青磁 中世土師器

椀 皿 椀 皿 天目茶椀 平椀 卸皿 擂鉢 片口鉢 鉢 瓶類？ 壺Ｒ種 壺Ｔ種 甕 壺甕不明 壺 甕 壺 甕 壺 甕 盤 香炉 皿

点数
等 比率 点数

等 比率 点数
等 比率 点数

等 比率 点数
等 比率 点数

等 比率 点数
等 比率 点数

等 比率 点数
等 比率 点数

等 比率 点数
等 比率 点数

等 比率 点数
等 比率 点数

等 比率 点数
等 比率 点数

等 比率 点数
等 比率 点数

等 比率 点数
等 比率 点数

等 比率 点数
等 比率 点数

等 比率 点数
等 比率 点数

等 比率 点数等

SE282 破片数（点） 2 33.33% 1 16.67% 1 16.67% 1 16.67% 1 16.67% 6 

総重量（ｇ） 200 76.63% 9 3.45% 21 8.05% 30 11.49% 1 0.38% 261 

SE595 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 23 100.00% 23 

SE978 破片数（点） 1 50.00% 1 50.00% 2 

総重量（ｇ） 39 51.32% 37 48.68% 76 

SE1272 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 9 100.00% 9 

SK285 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 10 100.00% 10 

SK361 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 2 100.00% 2 

SK1054 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 12 100.00% 12 

SX193 破片数（点） 1 0.91% 4 3.64% 1 0.91% 104 94.55% 110 

総重量（ｇ） 8 1.39% 112 19.48% 64 11.13% 391 68.00% 575 

SX698 破片数（点） 3 100.00% 3 

総重量（ｇ） 6 100.00% 6 

SX906 破片数（点） 2 100.00% 2 

総重量（ｇ） 2 100.00% 2 

SD1 破片数（点） 1 0.64% 1 0.64% 2 1.27% 1 0.64% 1 0.64% 7 4.46% 1 0.64% 8 5.10% 4 2.55% 13 8.28% 3 1.91% 3 1.91% 2 1.27% 110 70.06% 157 

総重量（ｇ） 2 0.06% 4 0.11% 2 0.06% 43 1.23% 8 0.23% 861 24.61% 40 1.14% 325 9.29% 50 1.43% 761 21.75% 130 3.72% 323 9.23% 21 0.60% 929 26.55% 3,499 

SD2 破片数（点） 1 7.69% 2 15.38% 1 7.69% 1 7.69% 1 7.69% 7 53.85% 13 

総重量（ｇ） 4 2.22% 24 13.33% 48 26.67% 46 25.56% 8 4.44% 50 27.78% 180 

SD36 破片数（点） 19 100.00% 19 

総重量（ｇ） 50 100.00% 50 

SD289 破片数（点） 1 33.33% 1 33.33% 1 33.33% 3 

総重量（ｇ） 3 11.11% 14 51.85% 10 37.04% 27 

SD358 破片数（点） 2 25.00% 1 12.50% 1 12.50% 4 50.00% 8 

総重量（ｇ） 256 40.76% 189 30.10% 104 16.56% 79 12.58% 628 

SD776 破片数（点） 14 100.00% 14 

総重量（ｇ） 57 100.00% 57 

SD1218 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 10 100.00% 10 

SD1249 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 9 100.00% 9 

Pit555 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 3 100.00% 3 

Pit879 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 15 100.00% 15 

Pit1128 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 1 100.00% 1 

合計 破片数（点） 4 1.15% 1 0.29% 9 2.59% 3 0.86%  1 0.29% 1 0.29% 1 0.29% 13 3.75% 1 0.29% 1 0.29% 1 0.29% 11 3.17% 2 0.58%  5 1.44% 14 4.03%  4 1.15% 3 0.86% 2 0.58% 1 0.29% 269 77.52% 347 

総重量（ｇ） 17 0.31% 1 0.02% 162 2.97% 25 0.46%  14 0.26% 43 0.79% 8 0.15% 1420 26.03% 40 0.73% 9 0.16% 48 0.88% 417 7.64% 210 3.85% 58 1.06% 865 15.86%  320 5.87% 148 2.71% 21 0.38% 30 0.55% 1599 29.31% 5,455 

別表 14　第 29次調査遺構出土中世土器・陶磁器点数表



別
　
　
　
表

3
2

0

区 遺構名

種別

計測法

食膳具 調理具 貯蔵具 その他

合計白磁 青磁 瀬戸焼・美濃焼 瀬戸焼 ･ 美
濃焼 越前焼 珠洲焼 瓦質土器 瀬戸焼・美

濃焼 珠洲焼 北越窯珠洲系陶器 北越窯瓷器系陶器 産地不明陶器 青磁 中世土師器

椀 皿 椀 皿 天目茶椀 平椀 卸皿 擂鉢 片口鉢 鉢 瓶類？ 壺Ｒ種 壺Ｔ種 甕 壺甕不明 壺 甕 壺 甕 壷 甕 盤 香炉 皿

点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等 比率 点数等

1 SX270 破片数（点） 2 66.67% 1 33.33% 3 

総重量（ｇ） 153 45.13% 186 54.87% 339 

1 SD11 破片数（点） 100 100.00% 100 

総重量（ｇ） 72 100.00% 72 

1 SD64 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 7 100.00% 7 

1 SD122 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 22 100.00% 22 

1 Pit9 破片数（点） 9 100.00% 9 

総重量（ｇ） 17 100.00% 17 

1 河 261 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 84 100.00% 84 

１区合計 破片数（点） 3 2.61% 1 0.87% 1 0.87% 110 95.65% 115 

総重量（ｇ） 237 43.81% 7 1.29% 186 34.38% 111 20.52% 541 

2 SE725 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 4 100.00% 4 

2 SE756 破片数（点） 3 100.00% 3 

総重量（ｇ） 124 100.00% 124 

2 SE794 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 8 100.00% 8 

2 SE802 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 13 100.00% 13 

2 SE845 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 3 100.00% 3 

2 SE1139 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 7 100.00% 7 

2 SK4 破片数（点） 1 25.00% 1 25.00% 2 50.00% 4 

総重量（ｇ） 10 3.62% 83 30.07% 183 66.30% 276 

2 SK5 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 38 100.00% 38 

2 SK782 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 74 100.00% 74 

2 SD1 破片数（点） 1 33.33% 2 66.67% 3 

総重量（ｇ） 10 8.20% 112 91.80% 122 

2 SD33 破片数（点） 1 4.55% 20 90.91% 1 4.55% 22 

総重量（ｇ） 120 10.63% 999 88.49% 10 0.89% 1,129 

2 SD1261 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 8 100.00% 8 

2 SN333 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 9 100.00% 9 

2 SN1014 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 1 100.00% 1 

2 Pit832 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 5 100.00% 5 

2 Pit929 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 7 100.00% 7 

2 Pit946 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 43 100.00% 43 

2 Pit952 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 33 100.00% 33 

2 Pit983 破片数（点） 1 100.00% 1 

総重量（ｇ） 9 100.00% 9 

2 区合計 破片数（点） 2 4.26% 1 2.13% 7 14.89% 22 46.81% 1 2.13% 14 29.79% 47 

総重量（ｇ） 14 0.73% 10 0.52% 436 22.79% 1,182 61.79% 33 1.73% 238 12.44% 1,913 

別表 15　第 31調査遺構出土中世土器・陶磁器点数表



別
　
　
　
表

3
2

1

調査 
次数

調査 
年度

区 遺構名
種別

計測法

石製品
石製品
合計

礫
礫合計 総合計砥石 砥石+敲石 石硯 磨石 磨石+敲石 敲石 敲石+台石 台石 軽石製石製品 不定形石器 剥片 石核 原石 礫 焼礫

点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%） 点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%） 点数など 比率（%） 点数など 比率（%）
第29次 09 SE282 点　数（点） 2 50.0% 2 50.0% 4 7 100.0% 7 11 

個体数（点） 1 33.3% 2 66.7% 3 7 100.0% 7 10 
総重量（ｇ） 693.90 48.2% 744.89 51.8% 1438.79 402.31 100.0% 402.31 1841.10 

第29次 09 SE595 点　数（点） 1 100.0% 1 3 100.0% 3 4 
個体数（点） 1 100.0% 1 3 100.0% 3 4 
総重量（ｇ） 94.77 100.0% 94.77 19.20 100.0% 19.20 113.97 

第29次 09 SE978 点　数（点） 1 33.3% 1 33.3% 1 33.3% 3 11 100.0% 11 14 
個体数（点） 1 33.3% 1 33.3% 1 33.3% 3 11 100.0% 11 14 
総重量（ｇ） 87.46 7.8% 200.32 17.9% 830.96 74.3% 1118.74 2062.06 100.0% 2062.06 3180.80 

第29次 09 SE1272 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 33.03 100.0% 33.03 33.03 

第29次 09 SK104 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 10.71 100.0% 10.71 10.71 

第29次 09 SK107 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 2.42 100.0% 2.42 2.42 

第29次 09 SK152 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 1678.94 100.0% 1678.94 1678.94 

第29次 09 SK283 点　数（点） 2 40.0% 1 20.0% 2 40.0% 5 4 100.0% 4 9 
個体数（点） 2 40.0% 1 20.0% 2 40.0% 5 4 100.0% 4 9 
総重量（ｇ） 1401.46 88.3% 175.26 11.0% 10.75 0.7% 1587.47 24.54 100.0% 24.54 1612.01 

第29次 09 SK284 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 45.97 100.0% 45.97 45.97 

第29次 09 SK285 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 4.64 100.0% 4.64 4.64 

第29次 09 SK303 点　数（点） 2 100.0% 2 2 
個体数（点） 2 100.0% 2 2 
総重量（ｇ） 14.82 100.0% 14.82 14.82 

第29次 09 SK327 点　数（点） 3 100.0% 3 3 
個体数（点） 3 100.0% 3 3 
総重量（ｇ） 24.51 100.0% 24.51 24.51 

第29次 09 SK331 点　数（点） 7 100.0% 7 7 
個体数（点） 7 100.0% 7 7 
総重量（ｇ） 110.51 100.0% 110.51 110.51 

第29次 09 SK332 点　数（点） 3 100.0% 3 3 
個体数（点） 3 100.0% 3 3 
総重量（ｇ） 23.73 100.0% 23.73 23.73 

第29次 09 SK335 点　数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
総重量（ｇ） 4600.00 100.0% 4600.00 14.86 100.0% 14.86 4614.86 

第29次 09 SK357 点　数（点） 2 100.0% 2 2 
個体数（点） 2 100.0% 2 2 
総重量（ｇ） 1.86 100.0% 1.86 1.86 

第29次 09 SK359 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 5.87 100.0% 5.87 5.87 

第29次 09 SK360 点　数（点） 7 100.0% 7 7 
個体数（点） 7 100.0% 7 7 
総重量（ｇ） 75.21 100.0% 75.21 75.21 

第29次 09 SK361 点　数（点） 3 100.0% 3 3 
個体数（点） 3 100.0% 3 3 
総重量（ｇ） 49.67 100.0% 49.67 49.67 

第29次 09 SK362 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 15.30 100.0% 15.30 15.30 

第29次 09 SK596 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 21.00 100.0% 21.00 21.00 

第29次 09 SK664 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 5.00 100.0% 5.00 5.00 

第29次 09 SK702 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 7.00 100.0% 7.00 7.00 

第29次 09 SK725 点　数（点） 9 100.0% 9 9 
個体数（点） 9 100.0% 9 9 
総重量（ｇ） 63.20 100.0% 63.20 63.20 

第29次 09 SK729 点　数（点） 3 100.0% 3 3 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 6.00 100.0% 6.00 6.00 

第29次 09 SK732 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 21.14 100.0% 21.14 21.14 

別表 16　第 29・31次調査遺構出土石製品 ･礫構成比率表
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表
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調査 
次数

調査 
年度

区 遺構名
種別

計測法

石製品
石製品
合計

礫
礫合計 総合計砥石 砥石+敲石 石硯 磨石 磨石+敲石 敲石 敲石+台石 台石 軽石製石製品 不定形石器 剥片 石核 原石 礫 焼礫

点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%） 点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%） 点数など 比率（%） 点数など 比率（%）
第29次 09 SK747 点　数（点） 1 100.0% 1 1 50.0% 1 50.0% 2 3 

個体数（点） 1 100.0% 1 1 50.0% 1 50.0% 2 3 
総重量（ｇ） 2.14 100.0% 2.14 2.09 1.2% 166.09 98.8% 168.18 170.32 

第29次 09 SK764 点　数（点） 1 100.0% 1 3 100.0% 3 4 
個体数（点） 1 100.0% 1 3 100.0% 3 4 
総重量（ｇ） 5.28 100.0% 5.28 120.00 100.0% 120.00 125.28 

第29次 09 SK812 点　数（点） 23 100.0% 23 2 100.0% 2 25 
個体数（点） 2 100.0% 2 2 100.0% 2 4 
総重量（ｇ） 4639.97 100.0% 4639.97 3.44 100.0% 3.44 4643.41 

第29次 09 SK836 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 0.73 100.0% 0.73 0.73 

第29次 09 SK839 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 17.49 100.0% 17.49 17.49 

第29次 09 SK878 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 1.00 100.0% 1.00 1.00 

第29次 09 SK1054 点　数（点） 3 100.0% 3 2 100.0% 2 5 
個体数（点） 3 100.0% 3 2 100.0% 2 5 
総重量（ｇ） 591.15 100.0% 591.15 55.85 100.0% 55.85 647.00 

第29次 09 SK1057 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 35.55 100.0% 35.55 35.55 

第29次 09 SK1107 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 66.44 100.0% 66.44 66.44 

第29次 09 SK1174 点　数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
総重量（ｇ） 8.84 100.0% 8.84 7.00 100.0% 7.00 15.84 

第29次 09 SK1224 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 55.59 100.0% 55.59 55.59 

第29次 09 SX3 点　数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
総重量（ｇ） 196.18 100.0% 196.18 6.31 100.0% 6.31 202.49 

第29次 09 SX193 点　数（点） 1 14.3% 1 14.3% 3 42.9% 2 28.6% 7 23 100.0% 23 30 
個体数（点） 1 14.3% 1 14.3% 3 42.9% 2 28.6% 7 23 100.0% 23 30 
総重量（ｇ） 202.74 12.3% 85.10 5.2% 1349.93 81.7% 14.06 0.9% 1651.83 1699.09 100.0% 1699.09 3350.92 

第29次 09 SX297 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 12.00 100.0% 12.00 12.00 

第29次 09 SX834 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 5.00 100.0% 5.00 5.00 

第29次 09 SX906 点　数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 1 33.3% 2 66.7% 3 5 
個体数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 1 33.3% 2 66.7% 3 5 
総重量（ｇ） 3.71 65.4% 1.96 34.6% 5.67 15.77 53.6% 13.65 46.4% 29.42 35.09 

第29次 09 SX1113 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 2.00 100.0% 2.00 2.00 

第29次 09 SD1 点　数（点） 9 24.3% 5 13.5% 1 2.8% 21 56.8% 1 2.7% 37 9 90.0% 1 10.0% 10 47 
個体数（点） 9 25.0% 5 13.9% 1 2.8% 20 55.6% 1 2.8% 36 9 90.0% 1 10.0% 10 46 
総重量（ｇ） 800.20 4.8% 867.05 5.2% 12643.12 75.7% 2184.29 13.1% 200.44 1.2% 16695.10 84.22 19.6% 345.25 80.4% 429.47 17124.57 

第29次 09 SD2 点　数（点） 2 1.9% 27 26.2% 18 17.5% 1 1.0% 23 22.3% 29 28.2% 1 1.0% 1 1.0% 1 1.0% 103 195 85.2% 34 14.8% 229 332 
個体数（点） 2 1.9% 27 26.2% 18 17.5% 1 1.0% 23 22.3% 29 28.2% 1 1.0% 1 1.0% 1 1.0% 103 194 85.1% 34 14.9% 228 331 
総重量（ｇ） 711.76 1.8% 5409.36 13.7% 4787.70 12.1% 671.21 1.7% 24412.22 61.6% 2249.02 5.7% 201.97 0.5% 209.90 0.5% 949.36 2.4% 39602.50 17954.82 58.7% 12616.76 41.3% 30571.58 70174.08 

第29次 09 SD161 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 12.64 100.0% 12.64 12.64 

第29次 09 SD287 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 2.00 100.0% 2.00 2.00 

第29次 09 SD289 点　数（点） 9 90.0% 1 10.0% 10 10 
個体数（点） 9 90.0% 1 10.0% 10 10 
総重量（ｇ） 90.00 96.5% 3.24 3.5% 93.24 93.24 

第29次 09 SD316 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 1.00 100.0% 1.00 1.00 

第29次 09 SD358 点　数（点） 7 43.8% 5 31.3% 4 25.0% 16 346 96.6% 12 3.4% 358 374 
個体数（点） 7 50.0% 5 35.7% 2 14.3% 14 346 96.6% 12 3.4% 358 372 
総重量（ｇ） 710.70 14.7% 3365.93 69.8% 744.37 15.4% 4821.00 15487.00 86.4% 2444.40 13.6% 17931.40 22752.40 

第29次 09 SD776 点　数（点） 2 66.7% 1 33.3% 3 16 84.2% 3 15.8% 19 22 
個体数（点） 2 66.7% 1 33.3% 3 16 84.2% 3 15.8% 19 22 
総重量（ｇ） 52.44 94.1% 3.31 5.9% 55.75 818.00 98.8% 9.61 1.2% 827.61 883.36 

第29次 09 SD825 点　数（点） 8 100.0% 8 8 
個体数（点） 8 100.0% 8 8 
総重量（ｇ） 46.00 100.0% 46.00 46.00 
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第29次 09 SD838 点　数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 2 

個体数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 2 
総重量（ｇ） 33.00 15.6% 178.05 84.4% 211.05 211.05 

第29次 09 SD854 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 6.00 100.0% 6.00 6.00 

第29次 09 SD1116 点　数（点） 9 100.0% 9 9 
個体数（点） 9 100.0% 9 9 
総重量（ｇ） 62.00 100.0% 62.00 62.00 

第29次 09 Pit54 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 58.42 100.0% 58.42 58.42 

第29次 09 Pit153 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 20.00 100.0% 20.00 20.00 

第29次 09 Pit209 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 207.68 100.0% 207.68 207.68 

第29次 09 Pit260 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 28.03 100.0% 28.03 28.03 

第29次 09 Pit333 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 14.62 100.0% 14.62 14.62 

第29次 09 Pit411 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 2.00 100.0% 2.00 2.00 

第29次 09 Pit447 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 5.00 100.0% 5.00 5.00 

第29次 09 Pit473 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 5.00 100.0% 5.00 5.00 

第29次 09 Pit516 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 5.00 100.0% 5.00 5.00 

第29次 09 Pit526 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 1.00 100.0% 1.00 1.00 

第29次 09 Pit548 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 1.00 100.0% 1.00 1.00 

第29次 09 Pit561 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 2.00 100.0% 2.00 2.00 

第29次 09 Pit622 点　数（点） 10 100.0% 10 10 
個体数（点） 10 100.0% 10 10 
総重量（ｇ） 205.00 100.0% 205.00 205.00 

第29次 09 Pit643 点　数（点） 3 100.0% 3 3 
個体数（点） 3 100.0% 3 3 
総重量（ｇ） 14.00 100.0% 14.00 14.00 

第29次 09 Pit648 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 16.00 100.0% 16.00 16.00 

第29次 09 Pit650 点　数（点） 3 100.0% 3 3 
個体数（点） 3 100.0% 3 3 
総重量（ｇ） 11.00 100.0% 11.00 11.00 

第29次 09 Pit656 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 23.07 100.0% 23.07 23.07 

第29次 09 Pit658 点　数（点） 4 100.0% 4 4 
個体数（点） 4 100.0% 4 4 
総重量（ｇ） 288.00 100.0% 288.00 288.00 

第29次 09 Pit661 点　数（点） 6 100.0% 6 6 
個体数（点） 6 100.0% 6 6 
総重量（ｇ） 270.00 100.0% 270.00 270.00 

第29次 09 Pit662 点　数（点） 3 100.0% 3 3 
個体数（点） 3 100.0% 3 3 
総重量（ｇ） 13.00 100.0% 13.00 13.00 

第29次 09 Pit663 点　数（点） 7 100.0% 7 7 
個体数（点） 7 100.0% 7 7 
総重量（ｇ） 145.00 100.0% 145.00 145.00 

第29次 09 Pit665 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 21.00 100.0% 21.00 21.00 

第29次 09 Pit674 点　数（点） 3 100.0% 3 3 
個体数（点） 3 100.0% 3 3 
総重量（ｇ） 41.00 100.0% 41.00 41.00 
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第29次 09 Pit771 点　数（点） 1 100.0% 1 1 

個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 11.00 100.0% 11.00 11.00 

第29次 09 Pit782 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 9.00 100.0% 9.00 9.00 

第29次 09 Pit785 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 1.74 100.0% 1.74 1.74 

第29次 09 Pit868 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 12.00 100.0% 12.00 12.00 

第29次 09 Pit926 点　数（点） 4 100.0% 4 4 
個体数（点） 4 100.0% 4 4 
総重量（ｇ） 26.00 100.0% 26.00 26.00 

第29次 09 Pit930 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 23.00 100.0% 23.00 23.00 

第29次 09 Pit954 点　数（点） 27 100.0% 27 27 
個体数（点） 27 100.0% 27 27 
総重量（ｇ） 579.06 100.0% 579.06 579.06 

第29次 09 Pit979 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 50.00 100.0% 50.00 50.00 

第29次 09 Pit990 点　数（点） 2 100.0% 2 2 
個体数（点） 2 100.0% 2 2 
総重量（ｇ） 6.00 100.0% 6.00 6.00 

第29次 09 Pit995 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 3.00 100.0% 3.00 3.00 

第29次 09 Pit1048 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 2.00 100.0% 2.00 2.00 

第29次 09 Pit1208 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 3.06 100.0% 3.06 3.06 

第29次 09 Pit1237 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 15.00 100.0% 15.00 15.00 

第29次 09 Pit1269 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 3.25 100.0% 3.25 3.25 

第31次 10 1 SE244 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 85.29 100.0% 85.29 85.29 

第31次 10 1 SE259 点　数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 1 100.0% 1 3 
個体数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 1 100.0% 1 3 
総重量（ｇ） 451.80 18.3% 2019.29 81.7% 2471.09 135.75 100.0% 135.75 2606.84 

第31次 10 1 SK246 点　数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 1 100.0% 1 3 
個体数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 1 100.0% 1 3 
総重量（ｇ） 29.78 4.0% 711.84 96.0% 741.62 108.62 100.0% 108.62 850.24 

第31次 10 1 SD64 点　数（点） 3 100.0% 3 3 
個体数（点） 3 100.0% 3 3 
総重量（ｇ） 167.45 100.0% 167.45 167.45 

第31次 10 1 SD122 点　数（点） 3 60.0% 1 20.0% 1 20.0% 5 2 50.0% 2 50.0% 4 9 
個体数（点） 3 60.0% 1 20.0% 1 20.0% 5 2 50.0% 2 50.0% 4 9 
総重量（ｇ） 301.93 31.7% 528.29 55.5% 122.30 12.8% 952.52 68.53 16.2% 354.47 83.8% 423.00 1375.52 

第31次 10 1 SD157 点　数（点） 4 100.0% 4 4 
個体数（点） 4 100.0% 4 4 
総重量（ｇ） 105.39 100.0% 105.39 105.39 

第31次 10 1 河243 点　数（点） 1 33.3% 2 66.7% 3 3 100.0% 3 6 
個体数（点） 1 33.3% 2 66.7% 3 3 100.0% 3 6 
総重量（ｇ） 59.55 13.4% 385.57 86.6% 445.12 124.55 100.0% 124.55 569.67 

第31次 10 2 SE7 点　数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
総重量（ｇ） 6.69 100.0% 6.69 10.75 100.0% 10.75 17.44 

第31次 10 2 SE96 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 8350.00 100.0% 8350.00 8350.00 

第31次 10 2 SE151 点　数（点） 2 100.0% 2 2 
個体数（点） 2 100.0% 2 2 
総重量（ｇ） 644.13 100.0% 644.13 644.13 

第31次 10 2 SE725 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 1.89 100.0% 1.89 1.89 

第31次 10 2 SE756 点　数（点） 1 33.3% 2 66.7% 3 3 
個体数（点） 1 33.3% 2 66.7% 3 3 
総重量（ｇ） 31.94 33.3% 63.97 66.7% 95.91 95.91 
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第31次 10 2 SE791 点　数（点） 1 100.0% 1 1 50.0% 1 50.0% 2 3 

個体数（点） 1 100.0% 1 1 50.0% 1 50.0% 2 3 
総重量（ｇ） 384.91 100.0% 384.91 6.94 77.1% 2.06 22.9% 9.00 393.91 

第31次 10 2 SE794 点　数（点） 2 100.0% 2 1 100.0% 1 3 
個体数（点） 2 100.0% 2 1 100.0% 1 3 
総重量（ｇ） 246.88 100.0% 246.88 8.37 100.0% 8.37 255.25 

第31次 10 2 SE810 点　数（点） 2 100.0% 2 2 
個体数（点） 2 100.0% 2 2 
総重量（ｇ） 20.45 100.0% 20.45 20.45 

第31次 10 2 SE811 点　数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
総重量（ｇ） 50.51 100.0% 50.51 1.87 100.0% 1.87 52.38 

第31次 10 2 SE837 点　数（点） 1 33.3% 1 33.3% 1 33.3% 3 1 25.0% 3 75.0% 4 7 
個体数（点） 1 100.0% 1 33.3% 1 33.3% 3 1 25.0% 3 75.0% 4 7 
総重量（ｇ） 120.03 4.7% 160.59 6.2% 2295.94 89.1% 2576.56 117.59 97.1% 3.46 2.9% 121.05 2697.61 

第31次 10 2 SE844 点　数（点） 1 100.0% 1 2 100.0% 2 3 
個体数（点） 1 100.0% 1 2 100.0% 2 3 
総重量（ｇ） 211.18 100.0% 211.18 28.59 100.0% 28.59 239.77 

第31次 10 2 SE845 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 58.73 100.0% 58.73 58.73 

第31次 10 2 SE1139 点　数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 1 100.0% 1 3 
個体数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 1 100.0% 1 3 
総重量（ｇ） 2.94 1.1% 260.90 98.9% 263.84 6.21 100.0% 6.21 270.05 

第31次 10 2 SE1210 点　数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
総重量（ｇ） 1.61 100.0% 1.61 39.53 100.0% 39.53 41.14 

第31次 10 2 SE1231 点　数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 1 100.0% 1 3 
個体数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 1 100.0% 1 3 
総重量（ｇ） 59.60 21.6% 216.50 78.4% 276.10 17.19 100.0% 17.19 293.29 

第31次 10 2 SE1722 点　数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
総重量（ｇ） 191.29 100.0% 191.29 85.22 100.0% 85.22 276.51 

第31次 10 2 SK4 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 2.04 100.0% 2.04 2.04 

第31次 10 2 SK5 点　数（点） 3 100.0% 3 1 100.0% 1 4 
個体数（点） 3 100.0% 3 1 100.0% 1 4 
総重量（ｇ） 3778.62 100.0% 3778.62 7.61 100.0% 7.61 3786.23 

第31次 10 2 SK8 点　数（点） 3 100.0% 3 7 100.0% 7 10 
個体数（点） 3 100.0% 3 7 100.0% 7 10 
総重量（ｇ） 3687.20 100.0% 3687.20 190.00 100.0% 190.00 3877.20 

第31次 10 2 SK770 点　数（点） 2 100.0% 2 2 100.0% 2 4 
個体数（点） 2 100.0% 2 2 100.0% 2 4 
総重量（ｇ） 283.74 100.0% 283.74 216.55 100.0% 216.55 500.29 

第31次 10 2 SK782 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 6.48 100.0% 6.48 6.48 

第31次 10 2 SK793 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 12.04 100.0% 12.04 12.04 

第31次 10 2 SX1260 点　数（点） 3 100.0% 3 3 
個体数（点） 3 100.0% 3 3 
総重量（ｇ） 65.43 100.0% 65.43 65.43 

第31次 10 2 SD1 点　数（点） 2 33.3% 1 16.7% 2 33.3% 1 16.7% 6 26 100.0% 26 32 
個体数（点） 2 33.3% 1 16.7% 2 33.3% 1 16.7% 6 26 100.0% 26 32 
総重量（ｇ） 23.74 15.0% 4.79 3.0% 128.36 81.2% 1.23 0.8% 158.12 514.39 100.0% 514.39 672.51 

第31次 10 2 SD3 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 6.23 100.0% 6.23 6.23 

第31次 10 2 SD6 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 0.90 100.0% 0.90 0.90 

第31次 10 2 SD32 点　数（点） 1 20.0% 1 20.0% 1 20.0% 2 40.0% 5 5 83.3% 1 16.7% 6 11 
個体数（点） 1 20.0% 1 20.0% 1 20.0% 2 40.0% 5 5 83.3% 1 16.7% 6 11 
総重量（ｇ） 100.86 5.4% 494.44 26.2% 5.39 0.3% 1283.37 68.1% 1884.06 195.26 99.2% 1.57 0.8% 196.83 2080.89 

第31次 10 2 SD33 点　数（点） 2 20.0% 1 10.0% 1 10.0% 3 30.0% 3 30.0% 10 2 25.0% 6 75.0% 8 18 
個体数（点） 1 11.1% 1 11.1% 1 11.1% 3 33.3% 3 33.3% 9 2 25.0% 6 75.0% 8 17 
総重量（ｇ） 355.50 21.8% 95.58 5.9% 128.92 7.9% 463.95 28.5% 585.69 35.9% 1629.64 60.10 32.0% 127.87 68.0% 187.97 1817.61 

第31次 10 2 SD55 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 172.65 100.0% 172.65 172.65 

第31次 10 2 SD334 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 6.94 100.0% 6.94 6.94 

第31次 10 2 SD376 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 8.62 100.0% 8.62 8.62 
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調査 
次数

調査 
年度

区 遺構名
種別

計測法

石製品
石製品
合計

礫
礫合計 総合計砥石 砥石+敲石 石硯 磨石 磨石+敲石 敲石 敲石+台石 台石 軽石製石製品 不定形石器 剥片 石核 原石 礫 焼礫

点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%） 点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%）点数など 比率（%） 点数など 比率（%） 点数など 比率（%）
第31次 10 2 SD760 点　数（点） 1 100.0% 1 1 

個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 0.39 100.0% 0.39 0.39 

第31次 10 2 SD807 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 2.38 100.0% 2.38 2.38 

第31次 10 2 SD1124 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 646.88 100.0% 646.88 646.88 

第31次 10 2 SD1261 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 149.02 100.0% 149.02 149.02 

第31次 10 2 SD1998 点　数（点） 3 100.0% 3 3 
個体数（点） 3 100.0% 3 3 
総重量（ｇ） 10.60 100.0% 10.60 10.60 

第31次 10 2 SN333 点　数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 1 33.3% 2 66.7% 3 5 
個体数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 1 33.3% 2 66.7% 3 5 
総重量（ｇ） 214.37 46.5% 246.74 53.5% 461.11 17.01 16.1% 88.47 83.9% 105.48 566.59 

第31次 10 2 SN1014 点　数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 100.0% 1 2 
総重量（ｇ） 31.43 100.0% 31.43 47.90 100.0% 47.90 79.33 

第31次 10 2 Pit2 点　数（点） 4 100.0% 4 4 
個体数（点） 4 100.0% 4 4 
総重量（ｇ） 35.33 100.0% 35.33 35.33 

第31次 10 2 Pit571 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 88.89 100.0% 88.89 88.89 

第31次 10 2 Pit572 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 1.91 100.0% 1.91 1.91 

第31次 10 2 Pit652 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 1.72 100.0% 1.72 1.72 

第31次 10 2 Pit748 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 8.43 100.0% 8.43 8.43 

第31次 10 2 Pit818 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 59.36 100.0% 59.36 59.36 

第31次 10 2 Pit935 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 20.57 100.0% 20.57 20.57 

第31次 10 2 Pit946 点　数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 1 100.0% 1 3 
個体数（点） 1 50.0% 1 50.0% 2 1 100.0% 1 3 
総重量（ｇ） 511.60 32.0% 1087.17 68.0% 1598.77 153.08 100.0% 153.08 1751.85 

第31次 10 2 Pit966 点　数（点） 1 100.0% 1 2 100.0% 2 3 
個体数（点） 1 100.0% 1 2 100.0% 2 3 
総重量（ｇ） 2811.87 100.0% 2811.87 133.77 100.0% 133.77 2945.64 

第31次 10 2 Pit968 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 54.08 100.0% 54.08 54.08 

第31次 10 2 Pit1010 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 9.61 100.0% 9.61 9.61 

第31次 10 2 Pit1029 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 166.60 100.0% 166.60 166.60 

第31次 10 2 Pit1033 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 4.73 100.0% 4.73 4.73 

第31次 10 2 Pit1341 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 3098.79 100.0% 3098.79 3098.79 

第31次 10 2 Pit1486 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 905.91 100.0% 905.91 905.91 

第31次 10 2 Pit1508 点　数（点） 1 100.0% 1 1 
個体数（点） 1 100.0% 1 1 
総重量（ｇ） 155.14 100.0% 155.14 155.14 
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別表 17　第 29・31次調査出土石製品実測点数表

砥石 砥石+敲石 石硯 磨石 磨石+敲石 敲石 敲石+台石 台石 軽石製石製品 不定形石器 剝片 石核 総点数

第29次調査（09）出土 26 79 27 1 42 76 2 1 1 255

第29次調査（09）実測 18 38 5 1 17 56 2 137

第29次調査（09）実測合計 18 38 5 1 17 56 2 137

第31次調査（10）1区出土 6 1 4 3 2 5 21

第31次調査（10）1区実測 6 1 4 3 2 5 21

第31次調査（10）2区出土 14 1 2 17 2 12 28 16 1 1 94

第31次調査（10）2区実測 13 1 2 16 2 11 28 7 1 1 82

第31次調査（10）3区出土 3 1 1 5 10

第31次調査（10）3区実測 3 1 3 7

第31次調査（10）4区出土 1 1

第31次調査（10）4区実測 1 1

第31次調査（10）出土合計 23 2 2 23 2 15 0 31 26 0 1 1 126

第31次調査（10）実測合計 22 2 2 22 2 14 0 30 15 0 1 1 111

第29・31次調査（09・10）
出土総点数

49 2 2 102 2 42 1 73 102 2 2 2 381

第29・31次調査（09・10）
実測総点数

40 2 2 60 2 19 1 47 71 2 1 1 248

別表 18　第 29次調査出土石製品組成と石材組成表
種別

石材 砥石 磨石 敲石 敲石+台石 台石
軽石製
石製品

不定形石器 剝片 石核
総点数
（点）

総重量
（ｇ）

平均重量
（ｇ）

点数組成
（%）

重量組成
（%）

凝灰岩 18 29 5 13 1 66 14081.49 213.36 25.9% 17.1%

緑色凝灰岩 3 3 1 7 1401.64 200.23 2.7% 1.7%

珪質凝灰岩 6 1 7 622.32 88.90 2.7% 0.8%

砂岩 1 3 4 331.47 82.87 1.6% 0.4%

硬砂岩 3 4 2 4 13 7462.85 574.07 5.1% 9.1%

石英砂岩 1 1 177.22 177.22 0.4% 0.2%

頁岩 2 1 1 4 1228.82 307.21 1.6% 1.5%

黒色頁岩 5 1 6 1529.12 254.85 2.4% 1.9%

緑色頁岩 1 1 191.47 191.47 0.4% 0.2%

珪質頁岩 4 1 2 7 6382.07 911.72 2.7% 7.7%

花崗岩 8 14 1 17 1 41 37202.80 907.39 16.1% 45.1%

安山岩 3 1 3 7 1992.05 284.58 2.7% 2.4%

流紋岩 1 1 1678.94 1678.94 0.4% 2.0%

ホルンフェルス 2 2 39.58 19.79 0.8% 0.1%

礫岩 1 1 2 954.45 477.23 0.8% 1.2%

軽石 76 76 5741.96 75.55 29.8% 7.0%

チャート 4 1 1 6 1223.19 203.87 2.4% 1.5%

石英 1 1 52.03 52.03 0.4% 0.1%

鉄石英 1 1 4.23 4.23 0.4% 0.1%

珪化木 2 2 159.62 79.81 0.8% 0.2%

総点数（点） 26 79 27 1 42 76 2 1 1 255 100.0%

総重量（ｇ） 2958.31 9275.95 9452.76 671.21 52795.46 5741.96 402.41 209.90 949.36 82457.32 100.0%

点数組成（%） 10.2% 31.0% 10.6% 0.4% 16.5% 29.8% 0.8% 0.4% 0.4% 100.0%

重量組成（%） 3.6% 11.2% 11.5% 0.8% 64.0% 7.0% 0.5% 0.3% 1.2% 100.0%

別表 19　第 31次調査出土石製品組成と石材組成表
種別

石材 砥石 砥石+敲石 石硯 磨石 磨石+敲石 敲石 台石
軽石製
石製品

剝片 石核
総点数
（点）

総重量
（ｇ）

平均重量
（ｇ）

点数組成
（%）

重量組成
（%）

凝灰岩 16 1 13 7 5 42 7441.08 177.17 33.3% 15.7%

緑色凝灰岩 3 1 1 1 6 791.42 131.90 4.8% 1.7%

硬砂岩 3 1 1 2 7 3610.43 515.78 5.6% 7.6%

頁岩 1 1 2 242.65 121.33 1.6% 0.5%

黒色頁岩 1 1 2 555.25 277.63 1.6% 1.2%

珪質頁岩 1 1 88.89 88.89 0.8% 0.2%

花崗岩 1 1 6 1 1 15 25 15406.38 616.26 19.8% 32.5%

安山岩 1 1 2 825.44 412.72 1.6% 1.7%

粘板岩 1 1 38.84 38.84 0.8% 0.1%

流紋岩 1 3 4 5749.96 1437.49 3.2% 12.1%

流紋斑岩 1 1 8350.00 8350.00 0.8% 17.6%

閃緑岩 1 1 2 802.02 401.01 1.6% 1.7%

ホルンフェルス 1 1 494.44 494.44 0.8% 1.0%

礫岩 1 1 122.30 122.30 0.8% 0.3%

軽石 26 26 444.58 17.10 20.6% 0.9%

鉄石英 1 1 1344.60 1344.60 0.8% 2.8%

玉髄 1 1 2 1115.03 557.52 1.6% 2.4%

総点数（点） 23 2 2 23 2 15 31 26 1 1 126 100.0%

総重量（ｇ） 3111.37 1022.73 43.63 3002.70 284.06 2841.89 36576.98 444.58 6.48 88.89 47423.31 100.0%

点数組成（点） 18.3% 1.6% 1.6% 18.3% 1.6% 11.9% 24.6% 20.6% 0.8% 0.8% 100.0%

重量組成（%） 6.6% 2.2% 0.1% 6.3% 0.6% 6.0% 77.1% 0.9% 0.1% 0.2% 100.0%
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別表 20　第 29・31次調査出土石製品組成と石材組成表
種別

石材 砥石
砥石+
敲石

石硯 磨石
磨石+
敲石

敲石
敲石+
台石

台石
軽石製
石製品

不定形
石器

剝片 石核
総点数
（点）

総重量
（ｇ）

平均重量
（ｇ）

点数組成
（%）

重量組成
（%）

凝灰岩 34 1 42 12 18 1 108 21522.57 199.28 28.3% 16.6%

緑色凝灰岩 6 4 1 2 13 2193.06 168.70 3.4% 1.7%

珪質凝灰岩 6 1 7 622.32 88.90 1.8% 0.5%

砂岩 1 3 4 331.47 82.87 1.0% 0.3%

硬砂岩 6 5 3 6 20 11073.28 553.66 5.2% 8.5%

石英砂岩 1 1 177.22 177.22 0.3% 0.1%

頁岩 3 2 1 6 1471.47 245.25 1.6% 1.1%

黒色頁岩 6 1 1 8 2084.37 260.55 2.1% 1.6%

緑色頁岩 1 1 191.47 191.47 0.3% 0.1%

珪質頁岩 4 1 2 1 8 6470.96 808.87 2.1% 5.0%

花崗岩 1 1 14 1 15 1 32 1 66 52609.18 797.11 17.3% 40.5%

安山岩 3 2 4 9 2817.49 313.05 2.4% 2.2%

粘板岩 1 1 38.84 38.84 0.3% 0.1%

流紋岩 1 4 5 7428.90 1485.78 1.3% 5.7%

流紋斑岩 1 1 8350.00 8350.00 0.3% 6.4%

閃緑岩 1 1 2 802.02 401.01 0.5% 0.6%

ホルンフェルス 1 2 3 534.02 178.01 0.8% 0.5%

礫岩 1 2 3 1076.75 358.92 0.8% 0.8%

軽石 102 102 6186.54 60.65 26.8% 4.8%

チャート 4 1 1 6 1223.19 203.87 1.6% 0.9%

石英 1 1 52.03 52.03 0.3% 0.1%

鉄石英 1 1 2 1348.83 674.42 0.5% 1.0%

珪化木 2 2 159.62 79.81 0.5% 0.1%

玉髄 1 1 2 1115.03 557.52 0.5% 0.9%

総点数（点） 49 2 2 102 2 42 1 73 102 2 2 2 381 100.0%

総重量（ｇ） 6069.68 1022.73 43.63 12278.65 284.06 12294.65 671.21 89372.44 6186.54 402.41 216.38 1038.25 129880.63 100.0%

点数組成（%） 12.9% 0.5% 0.5% 26.8% 0.5% 11.0% 0.3% 19.2% 26.7% 0.5% 0.5% 0.5% 100.0%

重量組成（%） 4.7% 0.8% 0.1% 9.5% 0.2% 9.5% 0.5% 68.8% 4.8% 0.3% 0.2% 0.8% 100.0%

別表 21　第 29・31次調査地区別石製品組成表

砥石 砥石+敲石 石硯 磨石 磨石+敲石 敲石 敲石+台石 台石
軽石製
石製品

不定形石器 剥片 石核 総点数 総重量（ｇ）

第29次調査（09）出土 26 79 27 1 42 76 2 1 1 255 82457.32 
第31次調査（10）1区出土 6 1 4 3 2 5 21 5694.40 
第31次調査（10）2区出土 14 1 2 17 2 12 28 16 1 1 94 40491.21 
第31次調査（10）3区出土 3 1 1 5 10 1211.55 
第31次調査（10）4区出土 1 1 26.15 
第31次調査（10）出土合計 23 2 2 23 2 15 0 31 26 0 1 1 126 47423.31 
第29・31次調査（09・10）
出土総点数

49 2 2 102 2 42 1 73 102 2 2 2 381 129880.63 

別表 22　第 29・31次調査地区別石材組成表
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鉄

石

英

珪

化

木

玉
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総点数
（点）

総重量
（ｇ）

平均重量
（ｇ）

第29次調査（09）出土 66 7 7 4 13 1 4 6 1 7 41 7 1 2 2 76 6 1 1 2 255 82457.32 323.36 

第31次調査（10）1区出土 11 3 1 1 5 21 5694.40 271.16 

第31次調査（10）2区出土 28 4 7 1 2 1 22 1 1 4 1 2 1 16 1 2 94 40491.21 430.76 

第31次調査（10）3区出土 3 2 5 10 1211.55 121.16 

第31次調査（10）4区出土 1 1 26.15 26.15 

第31次調査（10）出土合計 42 6 0 0 7 0 2 2 0 1 25 2 1 4 1 2 1 1 26 0 0 1 0 2 126 47423.31 376.38 

第29・31次（09・10）出土
総点数

108 13 7 4 20 1 6 8 1 8 66 9 1 5 1 2 3 3 102 6 1 2 2 2 381 129880.63 340.89 

別表 23　第 29・31次調査地区別礫・焼礫点数重量表

調査次数 調査年度 調査区
点数 重量（ｇ）

包含層 遺構 小計 包含層 遺構 小計

第29次 09
礫 − 3 764 767 16.45 40901.74 40918.19 

焼礫 − 3 67 70 655.01 15902.11 16557.12 

合計 6 831 837 671.46 56803.85 57475.31 

第31次 10

礫

1区 1 10 11 15.71 604.90 620.61 

2区 15 76 91 712.67 1894.59 2607.26 

3区 2 2 130.08 130.08 

4区 1 1 39.55 39.55 

小計 19 86 105 898.01 2499.49 3397.50 

焼礫

1区 5 7 12 228.08 545.15 773.23 

2区 30 23 53 839.27 682.33 1521.60 

3区

4区

小計 35 30 65 1067.35 1227.48 2294.83 

合計 54 116 170 1965.36 3726.97 5692.33 

総合計 60 947 1007 2636.82 60530.82 63167.64 
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別表 24　第 29次調査遺構出土土製品・金属製品・鍛冶関連遺物・銭貨集計表

遺構名
種別

計測法

土製品
粘土塊

金属製品 鍛冶関連遺物
銭貨円筒形

土製品
土錘 その他 刀子 鎌 釘 鏃 皿 不明 鉄滓 椀形滓 羽口 炉壁

炉内
溶解物

SE282
破片数（点） 1 4
総重量（ｇ） 2.0 20.0

SE595
破片数（点） 1 
総重量（ｇ） 11.0 

SK280
破片数（点） 1 
総重量（ｇ） 26.0 

SK284
破片数（点） 4 1
総重量（ｇ） 22.0 2.0

SK285
破片数（点） 2
総重量（ｇ） 15.0

SK295
破片数（点） 2
総重量（ｇ） 16.0

SK327
破片数（点） 1 15 1
総重量（ｇ） 1.0 30.0 1.0

SK331
破片数（点） 1 1
総重量（ｇ） 4.0 16.0

SK332
破片数（点） 1 
総重量（ｇ） 3.0 

SK335
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 3.0

SK357
破片数（点） 7 3 
総重量（ｇ） 8.0 1.0 

SK725
破片数（点） 13
総重量（ｇ） 27.0

SK732
破片数（点） 1 3
総重量（ｇ） 1.0 31.0

SK744
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 2.0

SK747
破片数（点） 4
総重量（ｇ） 42.0

SK764
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 17.0

SK765
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 1.0

SK985
破片数（点） 1 
総重量（ｇ） 0.5 

SK1107
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 1.0

SK1285
破片数（点） 1 
総重量（ｇ） 2.0 

SX193
破片数（点） 41 2 1
総重量（ｇ） 206.0 56.0 18.0

SX698
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 4.0

SX833
破片数（点） 13
総重量（ｇ） 17.0

SX834
破片数（点） 57
総重量（ｇ） 79.0

SD1
破片数（点） 3 14 2 2 4 25 3 1
総重量（ｇ） 262.0 38.0 18.0 9.0 16.0 628.0 453.0 7.0

SD2
破片数（点） 3 1 12 1 1 48 3 2 1 1
総重量（ｇ） 194.0 6.0 37.0 8.0 1.0 1133.0 468.0 10.0 30.0 2.0

SD287
破片数（点） 2
総重量（ｇ） 4.0

SD289
破片数（点） 2 2
総重量（ｇ） 3.0 8.0

SD358
破片数（点） 1 2
総重量（ｇ） 7.0 52.0

SD776
破片数（点） 4 1 1 2
総重量（ｇ） 23.0 1.0 4.0 29.0

SD825
破片数（点） 1 1 1
総重量（ｇ） 14.0 11.0 2.0

Pit261
破片数（点） 5 1
総重量（ｇ） 20.0 7.0

Pit493
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 3.0

Pit515
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 2.0

Pit561
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 4.0

Pit926
破片数（点） 1 
総重量（ｇ） 2.0 

Pit937
破片数（点） 1 1
総重量（ｇ） 5.0 3.0

Pit939
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 18.0

Pit1295
破片数（点） 2
総重量（ｇ） 16.0

Pit1307
破片数（点） 2
総重量（ｇ） 9.0

Pit1339
破片数（点） 2
総重量（ｇ） 20.0

合計
破片数（点） 7 1 2 184 23 5 1 2 14 99 6 2 4 1 4 
総重量（ｇ） 473.0 6.0 8.0 497.0 150.0 28.0 7.0 56.0 79.0 1991.0 921.0 10.0 43.0 2.0 1.5 
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別表 25　第 31次調査遺構出土土製品・金属製品・鍛冶関連遺物集計表

区 遺構名
種別

計測法

土製品
粘土塊

金属製品 鍛冶関連遺物
円筒形
土製品

土錘 その他 刀子 鎌 釘 鏃 皿 不明 鉄滓 椀形滓 羽口 炉壁
炉内

溶解物

1 区 SE168
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 2.0

1 区 SK246
破片数（点） 4 1
総重量（ｇ） 17.0 111.0

1 区 SD5
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 1.0

1 区 SD11
破片数（点） 247
総重量（ｇ） 3318.0

1 区 SD122
破片数（点） 2 1 1 8 1 1
総重量（ｇ） 8.0 34.0 7.0 43.5 27.0 55.5

1 区 SD154
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 21.0

1 区 SD157
破片数（点） 3
総重量（ｇ） 198.0

1 区 Pit3
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 5.0

1 区 Pit9
破片数（点） 3
総重量（ｇ） 6.0

1 区 河 243
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 2.0

1 区 河 245
破片数（点） 4
総重量（ｇ） 109.0

1 区合計
破片数（点） 259 1 1 14 2 4
総重量（ｇ） 3357.0 34.0 7.0 175.5 138.0 253.5

2 区 SE725
破片数（点） 2 1
総重量（ｇ） 39.0 2.0

2 区 SE794
破片数（点） 1 1
総重量（ｇ） 6.0 15.0

2 区 SE837
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 3.0

2 区 SE844
破片数（点） 1 2 2
総重量（ｇ） 3.0 4.7 7.3

2 区 SE845
破片数（点） 3
総重量（ｇ） 153.0

2 区 SE1139
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 18.0

2 区 SE1210
破片数（点） 1 1 1
総重量（ｇ） 2.9 10.0 1.1

2 区 SE1722
破片数（点） 4
総重量（ｇ） 6.0

2 区 SK5
破片数（点） 3 1 1
総重量（ｇ） 28.0 20.0 8.0

2 区 SK8
破片数（点） 1 2 3
総重量（ｇ） 4.0 3.5 4.5

2 区 SK247
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 1.0

2 区 SK770
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 4.0

2 区 SK793
破片数（点） 4
総重量（ｇ） 39.0

2 区 SK992
破片数（点） 2
総重量（ｇ） 2.0

2 区 SK1212
破片数（点） 1 
総重量（ｇ） 24.0 

2 区 SX1260
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 2.0

2 区 SD1
破片数（点） 2 4 2
総重量（ｇ） 10.0 9.0 10.0

2 区 SD3
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 7.0

2 区 SD6
破片数（点） 1 1
総重量（ｇ） 3.0 16.0

2 区 SD32
破片数（点） 1 1 3 15 1
総重量（ｇ） 12.0 3.0 25.0 95.0 30.0

2 区 SD33
破片数（点） 1 10
総重量（ｇ） 35.0 102.0

2 区 SD334
破片数（点） 1 12 4 4
総重量（ｇ） 6.0 116.0 439.0 218.0

2 区 SD807
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 1.0

2 区 SD1013
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 7.0

2 区 SD1261
破片数（点） 1 2
総重量（ｇ） 2.0 350.0

2 区 SD1538
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 4.0

2 区 SN333
破片数（点） 1 1 1
総重量（ｇ） 12.0 20.0 13.0

2 区 SN1014
破片数（点） 1 1 1
総重量（ｇ） 3.0 8.0 2.0

2 区 Pit669
破片数（点） 2
総重量（ｇ） 30.0

2 区 Pit699
破片数（点） 2
総重量（ｇ） 4.0

2 区 Pit882
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 13.0

2 区 Pit929
破片数（点） 1 5
総重量（ｇ） 7.0 249.0

2 区 Pit935
破片数（点） 2 
総重量（ｇ） 36.0 
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SE282（図版 24）
取上番号 枝番 種別 器種 報告番号

1 木製品 板状 3

SK283（図版 29）
取上番号 枝番 種別 器種 報告番号

1 土師器 鍋 21
2 土師器 鍋
3 土師器 鍋
4 土師器 無台椀
5 土師器 無台椀
6 土師器 無台椀 19
7 土師器 無台椀 18
8 須恵器 無台杯 17
9 土師器 無台椀

10 土師器 無台椀
11 土師器 無台杯 20
12 土師器 鍋 21
13 土師器 長甕 22
14 石製品 敲石 60

SK327（図版 31）
取上番号 枝番 種別 器種 報告番号

1 土師器 鍋 34
2 土師器 鍋
3 土師器 鉢 31
4 土師器 鉢 31
5 土師器 鉢 31
6 土師器 鉢 31
7 土師器 鍋 32
8 土師器 鍋 31
9 土師器 鍋 32

10 土師器 鍋 31
11 土師器 鍋
12 土師器 鍋 32
13 土師器 鍋 32
14 土師器 鍋 32
15 土師器 鍋 32
16 土師器 鍋 32
17 土師器 鍋 32
18 欠番
19 1 土師器 鉢 31
19 2 土師器 鍋 34
20 土師器 鍋 34
21 土師器 鍋 33
22 土師器 鍋
23 土師器 鍋 32

SK331（図版 32）
取上番号 枝番 種別 器種 報告番号

1 土師器 長甕 49
2 土師器 長甕 49
3 土師器 長甕 49
4 土師器 小甕
5 土師器 長甕
6 土師器 小甕
7 土師器 小甕
8 土師器 小甕
9 土師器 小甕

10 土師器 小甕 45
11 土師器 長甕
12 土師器 無台椀 36
13 土師器 無台椀 36
14 土師器 小甕
15 土師器 長甕 47
16 石製品 軽石
17 土師器 小甕 46
18 土師器 鍋 51

取上番号 枝番 種別 器種 報告番号
19 土師器 鍋 52
20 土師器 鍋
21 土師器 鍋 51
22 土師器 長甕 23
23 土師器 無台椀 37
24 土師器 無台椀 40
25 1 土師器 長甕
25 2 土師器 小甕
26 土師器 鍋 50
27 土師器 小甕
28 1 土師器 無台椀 41
28 2 土師器 無台椀
29 土師器 小甕

SK335（図版 34）
取上番号 枝番 種別 器種 報告番号

1 土師器 長甕
2 土師器 長甕
3 土師器 長甕 56
4 石製品 台石 77
5 須恵器 無台杯 53
6 土師器 鍋 50
7 土師器 長甕
8 土師器 長甕 43
9 土師器 長甕 56

10 土師器 鍋 50
11 土師器 長甕 49
12 須恵器 無台杯 53
13 土師器 鍋 50
14 土師器 鍋 50
15 土師器 小甕
16 土師器 長甕 56
17 土師器 無台椀
18 須恵器 無台杯 53
19 土師器 長甕 56
20 土師器 長甕 43
21 土師器 小甕 55
22 土師器 鍋 50

SK357（図版 35）
取上番号 枝番 種別 器種 報告番号

22 銭貨 1

SK596（図版 36）
取上番号 枝番 種別 器種 報告番号

1 須恵器 無台杯 66
2 土師器 長甕
3 土師器 長甕 73
4 土師器 無台椀 70
5 土師器 長甕 73
6 土師器 鍋
7 土師器 長甕 74
8 土師器 無台椀 69
9 土師器 小甕

10 土師器 小甕
11 土師器 無台椀 69
12 土師器 長甕 73
13 土師器 鍋

SK729（図版 38）
取上番号 枝番 種別 器種 報告番号

1 土師器 長甕
2 須恵器 大甕
3 土師器 長甕
4 土師器 小甕 85
5 土師器 長甕
6 土師器 長甕 88
7 土師器 長甕 89

取上番号 枝番 種別 器種 報告番号
8 土師器 無台椀 79
9 土師器 無台椀 84

10 土師器 鍋
11 土師器 長甕 88
12 土師器 鍋
13 土師器 鍋
14 土師器 長甕 88
15 土師器 長甕 90
16 土師器 鍋
17 土師器 小甕
18 土師器 鍋
19 土師器 無台椀 79
20 土師器 長甕 88
21 土師器 小甕 86
22 1 土師器 無台椀 80
22 2 土師器 無台椀 82
23 土師器 鍋
24 土師器 長甕
25 土師器 長甕 88
26 土師器 長甕 88
27 土師器 長甕 88
28 土師器 無台椀 79
29 土師器 小甕 87
30 土師器 鍋
31 土師器 小甕 87
32 土師器 長甕 88
33 土師器 長甕 88
34 土師器 長甕 88
35 土師器 鍋
36 土師器 長甕 88

SK812（図版 39）
取上番号 枝番 種別 器種 報告番号

1 石製品 台石 78
2 石製品 台石 78
3 石製品 台石 78
4 石製品 台石 78
5 石製品 台石 78
6 石製品 台石 78
7 石製品 台石 78
8 石製品 台石 78
9 石製品 台石 67

10 石製品 台石 78
11 石製品 台石 78
12 石製品 台石 78
13 石製品 台石 78
14 石製品 台石 67
15 石製品 台石 78
16 石製品 台石 78
17 石製品 台石 78
18 石製品 台石 78
19 石製品 台石 78

SD358（図版 51）
取上番号 枝番 種別 器種 報告番号

1
2 珠洲系陶器 甕 254
3 石製品 軽石 131
4 珠洲焼 片口鉢 253
5 須恵器 甕
6 1 石製品 軽石 127
6 2 珠洲焼 甕 255
7 須恵器 広口瓶 249

Pit1339（図版 31）
取上番号 枝番 種別 器種 報告番号

1 1 土師器 鍋 33
1 2 粘土塊

別表 26　第 29次調査遺構別点取り遺物一覧表

区 遺構名
種別

計測法

土製品
粘土塊

金属製品 鍛冶関連遺物
円筒形
土製品

土錘 その他 刀子 鎌 釘 鏃 皿 不明 鉄滓 椀形滓 羽口 炉壁
炉内

溶解物

2 区 Pit974
破片数（点） 1 
総重量（ｇ） 4.0 

2 区 Pit985
破片数（点） 2
総重量（ｇ） 32.0

2 区 Pit1029
破片数（点） 1 
総重量（ｇ） 18.0 

2 区 Pit1497
破片数（点） 1 
総重量（ｇ） 7.0 

2 区合計
破片数（点） 2 14 8 2 14 14 69 2 6 6
総重量（ｇ） 30.0 81.0 48.4 39.0 78.0 154.7 852.9 350.0 471.0 264.0

4 区 SX21
破片数（点） 1
総重量（ｇ） 1.0
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要　　約

　第 29 次調査：平安時代〜室町時代に断続的に営まれた集落跡と考えられる。出土遺物は平安時代では、土
師器が中心である。鎌倉・室町時代では中世土師器皿・瀬戸美濃焼や珠洲焼等の国産陶器のほか、貿易陶磁も
少量出土している。遺構は土坑・井戸・溝・小土坑等が多く発見され、現存する六郷ノ池の一部とみられる旧
河道も検出された。遺構の多くは平安時代と推測される。方向が一致し列を成す溝群は平安時代と推測され、
切り合い関係から調査地内で最も古い。中世の遺構は調査区の南西方面に多く井戸や小土坑が目立つ。掘立柱
建物も存在するが、所属時代の詳細は不明である。平安時代においては主に農地として利用された後居住域・
作業域として利用され、鎌倉・室町時代では主に居住域として利用されていたものと考えられる。
　第 31 次調査：平安から室町時代にかけての複合遺跡である。平安時代の須恵器・土師器、鎌倉・室町時代
の土器類、鍛冶関連遺物、石製品、農具（柄振・田下駄）等を転用した井戸側が出土している。遺構としては
2 区を中心に掘立柱建物・井戸・土坑・溝・小土坑・河跡などが多数検出されている。これらの遺構の主体時
期は鎌倉・室町時代と考えられる。また、2 区・3 区では主に南北方向に列を成す溝群が多数検出されており、
切り合い関係や覆土の観察から平安時代の畝跡と推測される。平安時代には主に農地として利用され、鎌倉・
室町時代には居住域として利用されたものと考えられる。



本文編

頁 行等 誤 正

28 平成２１年度調査期間 平成２１年５月２６日～ 平成２１年６月１５日～

92 １９行目 １６０・２０９ １６０・２０７

265 報告№89　色調欄外面・内面とも 空欄 橙（7.5YR7/6）　

267 報告№143　遺構名欄 SK834　SK833 SX834　SX833

268 報告№160　備考欄 ２０９・３４７と同一個体 ２０７・３４７と同一個体

268・272 報告№161・280　胎土含有物欄 石。長・雲 石・長・雲

268 報告№180　色調外面/胎土欄 空欄 胎土：灰白（2.5Y7/1）

268 報告№180　色調内面/釉薬欄 （7.5YR6/2） （7.5Y6/2）

270 報告№223・224・236　焼成欄 還元 酸化

270 報告№224　色調外面/胎土欄 灰白（N8/0） 胎土：灰白（N8/）

274 報告№347　備考欄 １６０・２０９と同一個体 １６０・２０７と同一個体

274 報告№362　焼成欄 還元 空欄

274 報告№364・365・366・367　焼成欄 還元 酸化

274 報告№366　色調外面/胎土欄 胎土： 胎土：灰白（2.5Y7/1）

274 報告№367　色調外面/胎土欄 灰黄（2.5Y7/2） 灰白（5Y8/1）

274 報告№367　色調内面/釉薬欄 灰白（10YR8/1） 浅黄（5Y7/3）

274 報告№367　手法底部欄 ヘラ切り ヘラケズリ

275 報告№389　色調外面/胎土欄 空欄 胎土：灰白（N8/）

275 報告№389　色調内面/釉薬欄 緑灰（5G6/1） 明緑灰（7.5GY7/1）

275 報告№390　色調外面/胎土欄 浅黄橙（10YR8/4） 胎土：灰白（10YR8/2）

275 報告№390　色調内面/釉薬欄 浅黄橙（10YR8/4） 釉薬：浅黄橙（10YR8/4）

275 報告№390　焼成欄 還元 酸化

275 報告№391　色調内面/釉薬欄 釉薬：灰白（2.5GY/） 空欄

275 報告№391・392　備考欄 空欄 透明釉

275 報告№392　焼成欄 還元 空欄

276 報告№407　焼成欄 還元 酸化

277 報告№430　色調外面/胎土欄 空欄 胎土：灰白（2.5Y8/1）

277 報告№430　色調内面/釉薬欄 緑灰（5G6/1） 薄緑

277 報告№431　色調外面/胎土欄 灰白（10Y8/1） 胎土：にぶい褐（7.5YR5/4）

277 報告№431　色調内面/釉薬欄 にぶい橙（7.5YR6/4） 釉薬：薄緑

277 報告№431・432　焼成欄 空欄 酸化

277 報告№432　色調外面/胎土欄 胎土： 胎土：灰（N5/）

277 報告№432　色調内面/釉薬欄 褐色釉（不透明） 釉薬：褐（10YR4/4）・オリーブ灰（10Y5/2）

279 報告№505　種別欄 須恵器 珠洲焼

280 別表７　報告№1　遺構名欄 SD１３ SD１１

280 別表７　報告№22　遺構名欄 SD１２ SD１１

280 別表７　報告№25　遺構名欄 SD１５ SD１１

280 別表７　報告№31　遺構名欄 SD１４ SD１１

281 遺物№79　グリッド欄 ５Q－３A１ ５R－３A１

281 遺物№80　グリッド欄 ５R-６I１５ ５Q-６I１５

2021年２月26日発行　　新潟市教育委員会

細池寺道上遺跡Ⅹ　第29・31次調査

―県営ほ場整備事業（担い手育成型）両新地区に伴う細池寺道上遺跡第13・14次発掘調査報告書―

正誤表
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